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イタ リア ン ・ ロ ッ ク 集 成 発刊 に よせ て 
マー キー が “ユー ロ ・ ロ ッ ク 集 成 " を "87 年 に 出版 し てこ から 、 早 6 年 の 歳 月 が 流れ た 。 当 時 は CD 
に よる 再発 ブー ム 前 夜 で 多く の ファ ン は 全く ユー ロ ・ ロ ッ ク の 全貌 を つか め ず 、 あ の 集成 は ファ 
ン に その アウ ト ・ ラ イン を 提示 で きた も の と 自負 し て いる 。 し か し 、 そ の 後 、 新 た な 情報 、 そ し て お び 
た だ し い 数 の 名 作 群 の CD 化 に よっ て 、 と て も 当時 の ~ ユ ー ロ ・ ロ ッ ク 集 成 * で は シー ン を 正確 に 
把握 する こと が 困難 に な っ て し まっ て いた 。 又 、 当 時 は レビ ュ ウ を 読ん で も ほとん ど が 廃 毅 で 入手 
で き な い と いう 状況 で あっ た が 、 現 在 は 全く 逆 で 、 多 く の ア ル バ ム の CD 化 に よっ て 、 と て も 個人 
の 財力 で は 買い 切れ な い 程 に アル バム が テ 巻 に あふ れ 、 中 古 盤 店 に いけ ば 、LP の 中 古 品 も 山 
の よう に ある と いう 状況 で 、 と て も 新しく ファ ン に な っ た 方 に は どれ を 購入 し て いい の か わか ら な 
いと いう シチュ エー ショ ン で ある 。 実 際 、 ワ ー ル ド ・ デ ィ ス ク の 在庫 を みて いて も 、 ど うし て こん な に 
いい レコ ー ド が こん な に 安価 で 売れ な い の だ ろう と 思う こと も る し ば し ば で ある 。 要 は 購 売 者 の 知 
識 が 追い つか な い 程 に CD 化 の 波 が 進ん で し まっ て いる と いう こと な の で ある 。 
それ と 、 一 部 の コレ クタ ー 達 の 間 で は さら に 発掘 作業 が 進み 、 さ ら に 知ら れ さ る 過去 の 名 作 
ゃ 発見 され て いる の だ が 、 こ ちら は 余り に マニ アッ ク で 、 又 、 高 額 で ある 為 に 、 極 限ら れ た 人 間 の 
間 で の みや り と りさ れ て いる の が 現状 だ 。 こ うし て ファ ン 自 体 も 二分 化 が 進み 、 そ の 両方 を 把握 す 
る こと が 、 も は や 膨大 な 暇 と 財力 が な いと 不可 能 事 と な っ て し まっ た 。 
そこ で 、 で きる だ け 詳 細 な 情報 を 伝え る 為 に 、 何 と 、 以 前 の ユー ロ ・ ロ ッ ク 集 成 の ボリ ュー ム を 
全て 1 つの 国 だ け の レビ ュ ウ で 埋め て し まお うと いう 途方 も る ない 案 が 発案 され 、 よ う や く こ うし て 
~ イ タリ アン ・ ロ ッ ク 集 成 ” と し て 出来 上 が っ た 。 御 存 知 の よう に 、 イ タリ ア の 音楽 界 そ と いう も の は 、 
カン ツ ォ ー ネ か ら 派 生 し た ポッ プス 界 が 主流 で あり 、 そ れ ま で 含め る と 途方 も る な い 量 の アル バム 
が 発表 る され て いる 。 そ こ で 、 我 々 の ジャ ン ル で ある ~ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク "” の フィ ー ル ド を あく ま 
で 中 心 に 、 そ こ か ら 派 生 し た ソリ スト 達 の アル バム も で きる だ け レ ビュ ウ す る と いう 方 針 で まとめ 
る こと に し た 。 さ ら に イタ リア の アー ティ スト は シン グル も 少な く な く 、 そ の 中 に は アル バム 未収 録 
曲 や 別 テ イク も 多い 。 こ うし た アト ラク ティ ヴ な シン グル や も レビ ュ ウ し て いる 。 も ちろ ん 、 今 まで 誰 も 
知ら な か っ た 幻 の コレ クタ ー ズ ・ ア イ テ ム も 含ま れ て いる か ら 、 こ れ か ら イ タリ アン ・ ロ ッ ク を 聴 こ う 
と する ビギナー か ら 、CD 化 され た アル バム は ひと と お り 聴 き 、 さ ら に 未知 な る 作品 へ と 興味 が 移 
行 し て いる マニ ア ま で 、 全 て の ユー ロ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン 必携 の 1 棋 と いえ る と 思う 。 
さら に ユー ロ ・ ロ ッ ク 集 成 " で は 限ら れ た スペ ー ス の 人 為 、 出 来 の 良い と 思わ れる も の を 中 心 
に 、 そ し て 1 グル ー プ 1 枚 の 原則 で 制作 され て いた の に 対し 、 今 回 の 集成 は 、 原 則 と し て 各 ア ー テ 
ィ ス ト が リリ ー ス し た 全て の アル バム を レビ ュ ウ する こと に な っ て いる か ら 、 い いも の 、 悪 いも の 、 
ひと まとめ に し て シー ン の 全貌 が 掌握 で きる 仕組 に な っ て いる 。 い いと か 、 悪 いと か と いう の は そ 
の 人 個人 の 主観 に 依存 する と ころ が 大 きく 、 こ うし て レビ ュ ウ を 眺め な が ら 、 自 分 に 合う 音楽 を 選 
択 で きる この セレ クト は 、 全 て の ファ ン に 公正 に あり た いと 願う 償 個 人 の 考え か ら も 、 ま すま す 目 
的 に 近づけ た の で は な いか と 思う 。 
最後 に 、 一 応 、 こ うし て 前 書き らし きも の を 僕 が 書い た が 、 発 案 か ら 実 際 の 編集 まで を ひき 受 
け て くれ た 小 社 、 松 本 を 始め 、 そ れ に 携わっ て くれ た 人 達 、 そ し て ここ ろ よ く レ コー ド を 貸し て く 
れ た マニ ア の 方 々 、 多 く の レ ビュ アー の 皆さん に 心から 感謝 し た い 。 
この 集成 シリ ー ズ は 年 2 回 、 マ ー キ ー 誌 の 別 了 と し て 順次 発行 し て いく 予定 で ある 。 
1993 年 11 月 11 日 
山崎 尚 洋 
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税込 定価 4000 円 
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ツァ ムラ ・ マ ンマ ス ・ マ ン ナ は あま り に も 有名 な スウ ェ 
ー デ ン の チェ ン パ ー・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ , 本 作 は '78 年 
に リリ ー ス され た 2 枚 組 の 大 作 。 こ の 2 枚 組 は 全く 違 
う ア ル バ ム を 2 枚 あ わせ た よう な 仕様 に な っ て お り 、 
1 枚 は 主 に イン プロ ヴィ ゼイ ショ ン を 主体 に し た 作 
品 。 も う 1 枚 は 、 こ れこ そ 彼 等 の 最高 作 と いう 人 も 多 
い 、 音 楽 的 素養 の 深 さ を みせ つけ る よう な 、 ま る で お 
も ちゃ 箱 を ひっ くり 返し た よう に 自由 な 発想 で 創 ら れ 
た チェ ン バ パー・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド な の で す 、 一 度 、 は まっ 
た ら 抜 けら れ な く な る よう な 、 摩 訂 不 思 議 な イメ ー ジ 
を 持っ た 作品 。 こ れ ぞ 、 ツ ァ ム ラ の 本 領 発揮 と いう 感 
じ で す 
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ツァ ムラ 名 義 の ラス ト ・ ア ル バ ム で ある 本 作 は 、 か な 
り リ シ リ アス に せま る 、 テ クニ カル ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 系 チェ 
ン バ パー・ サ ウン ド 。 と に か く ス リリ ング 、 超 絶 技巧 、 エ モ 
ー シ ョ ナ ル な の で す 。 チェ ン バ パー・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン ば か 
り で な く 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 系 、 あ る い は テク ニカ ル ・ シ ン 
フォ 系 の ファ ン に も マス ト ・ ア イ テ ム 。 自称 ユー ロ ・ ロ ッ 
ク ・ フ ァ ン で 、 こ の 2 枚 の ツァ ムラ の アル バム を 聴い た 
こと の な い 人 、 あ な た は 不幸 で す 。 フ ァ ン の 間 で は 
「 ジ ェ ン トル ・ ジ ャ イア ント 張り の 複雑 な 曲 構成 を 、 ア 
レア 、 マ グマ に 匹敵 する パワ ー と テク ニッ ク で 演奏 す 
る 驚異 の 作品 」 と 噂 され て いた 作品 な の で すん 
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「 風 魔 」 の CD 化 に 続い て 、 美 狂乱 の ライ ブ Vol.3 の 
登場 で す 。 今 回 の 最大 の 聴き 物 は 組曲 " 乱 。 あ の 
「 パ ララ ックス 」 に 収録 され た 大 作 を 覚え て いる で し 
ょ う ? 室内 楽 的 アプ ロー チ も ある あの 実験 的 な 作 
品 は 、 そ の パフ ォ ー マ ンス の 国難 さか ら た っ た 一 度 し 
か ライ ヴ で 演奏 され ませ ん で し た 。 そ の 幻 の ライ ヴ ・ 
テイ ク が 遂に 発見 され た の で す . そ の 壮絶 な プレ イ 
を 聴い て 、 そ の 場 で 発売 が 決定 し て し まっ た と いう 因 
くつ き の 作品 。 そ を れ だ け に 人 迫力 は 申し 分 な し 。 他 に 
「 警 告 」「 二 重 人 格 」 等 を 収録 し ます 「 風 魔 」 を 聴い 
て ぶっ 飛ん だ あな た 。 こ れ を 聴い た ら 腰 を 抜か さ な 
いよ うに 気 を つけ て 下さ いん 


TO FOREIGN MUSICIANS 
& DISTRIBUTORS. 


WE ARE SPECIALISTS OF PROGRESSIVE 
ROCK. PLEASE SEND US YOUR UNKNOWN 
MATERIALS. WE MAY INTRODUCE THEM 
IN JAPAN. WE ARE LOOKING FORWARD 
TO YOUR CONTACT. THANKS. 
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\4.855( 税 拓 価 格 ) 
]8 月 5 日 発売 





発売 が 延び て し まっ て 御 迷惑 を お か けし まし た 。 こ の 
号 が で る 頃 に は 発売 で き て いる は ず で す 。'77 年 と い 
う プ ラジ ル の 第 一 次 プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ プ ブー ム 
の 中 で 制作 され た 、 プ ラジ リア ン ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ 
ッ ク の トッ プ に 位置 する 作品 。4 つ の 小曲 と 、 ア ナ ロ グ 
で は 片面 全て を 費 し た 4 つの パー ト か ら 成 る 組曲 か 
ら 構 成 さ れ て お り 、 ヴ ォ ー カ ル 、 フ ルー ト 、 ギ ター、 キ ー 
ボー ド 、 ヴ ァ イ オ リン と いう 様々 な 楽器 が パラ ンス 良 
く ア レン ジ さ れ 、 カ ラフ ル な 夢 を 見 て いる よう な 気持 
ち に させ て くれ る 素晴らし い シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク ・ ア 
ル バ ム な の で す 。 童 話 の さ し 絵 の よう な カヴァ ー も 見 
事 で す 
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1 関西 の 伝説 の グル ー プ 、 ク ェ エー サー 復活 。 レ コー ディ ング 終了 
775 年 一 !82 年 頃 ま で スペ ー ス ・ サ ー カ ス や プリ ズム 等 と 時 を 同じ くし て 活動 し て いた ク ェ ー 
サー は 、 タ ルカ ス や 悪 の 教典 等 の コピ ー の 他 、40 分 に 及ぶ オリ ジ ナ ル 等 の レパートリー を 








人 ARSLRes 報 
g フィ ンチ の ファ ー ス ト 、 ピグ 


前 号 で レビ ュー し て か ら 問 い 合 わせ が 殺到 し て いる フィ ンチ の CD で す が 、 セ カン ド の 
マス ター が 発見 で き な い 為 、 フ ァ ー ス ト に 当時 の シン グル 曲 (これ も 凄い 出来 /) を ポ 
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ANYONE'S DAUGHTER 
AnVone's Daughter 
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]1 月 初旬 入荷 予定 

ファ ー ス ト の アド ニス に 続い て こ 
の セカ ンド も CD 化 さ れ ま し た 。 前 
作 の イメ ー ジ を 継承 し な が ら 、 演 
奏 自 体 は きら に ソフ ィ ス ティ ケイ ト 
され て きた 時 期 の 作品 。 こ の 時 点 
で は 、 日 本 で は まだ まだ 無名 で し 
た が 、 こ れ 程 の 完成 度 の 作品 が 
で き あ が っ て いた の で す 。 











美 狂乱 
風魔 (LIVE VOLg) 
Belle Antique 9339 

\P.9eD( 税 抜 価格 ) 


ANYONE'S DAUGHTER 
Piktors Verwundlungen 
\2. 

11 有 初旬 入荷 

これ こ そ A.D の 最高 作 ロマ ン 派 





すま 何と 、 こ れ は ライ ブ 録 音 だ 8 
の で す , 信じ られ ます か ? どれ 
か 1 枚 聴 いて みた い の な ら 、 間 違 
いな く こ れ で すみ 


ダイ ス 
ライ ウ 
Belle Antique 8340 
半 .920( 税 抜 価格 ) 


持っ て いた 幻 の グル ー プ 。'82 年 以降 、 バ ンド は 解散 し 、 沈 黙 を 続け て いま し た が 、 当 時 の 
メン バー 森田 拓也 が アイ ン ・ ソ フ の 山本 要 三 の パック ・ ア 
させ まし た 。 当 時 の 面影 を 残し な が ら も 現代 的 な か イディオム で 創 ら れ た シン フォ ニッ ク ・ サ ウ 
ンド 。 山 本 要 三 も ギタ ー を ひき まく っ て ます 。1 月 末 頃 発売 予定 お 楽し み に ん 


ッ プ の 元 、 遂 に アル バム を 完成 


ANYONE'S DAUGHTER 
Im Brau 


\2.800 
]1 月 初旬 入荷 予定 
4 枚 目 の 作品 。 美 し い 、 ブ ルー に 







通り 、 曲 は さら に 
に な っ て 円 事 さ 
し め ま す 。 メ リハ ! 
が あり ます が 、 こ 
じ も 最高 で す ネ . 


ー ナ ス ・ ト ラッ ク と し て 収録 する 形 で リリ ー ス する こと に な り ま し た 


リリ ー ス は 現時 点 で 


は 未定 で す が 、 来 年 の で きる だ け 早 い 時 期 に リリ ー ス で きた ら と 考え て いま す 。 ア ー 


ス ・ ア ジン ドラ ァ イ ア ー 
り シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 雄 と いう 











ANYONE'S DAUGHTER 
| Sterne 


1 月 和 句 入 椅 定 

5th。 前 作 と 比べ る と 、 シ ン フ ォ ニ 
ッ ク ・ ロ ッ ク と し て の ヴォ ル テ イ ジ は 
落ち まし た が 、 そ れ も A.D. と し て の 
こと 、 他 の グル ー プ の 音 と 比べ れ 
ば まだ まだ いけ ます ,'80 年 代 の ド 
イツ を 代表 する グル ー プ 、 エ ニワ 
ンズ ・ ド ー タ ー。 ど う ぞ 御 賞 味 下さ 
い 。 








Woe oN AA 





マジ カル ・ パ ワー・ マ コ 
マジ カル ・ パ ワー 
Pglydor/Marquee 9338 
\6.BD0( 税 抜 価格 ) 


天地 創造 / ア イン ・ ソ フ 
賠 服 に 乗っ て (アー リー・ ラ イヴ Val. 
Belle Antique 910 
\2.820( 税 抜 価格 ) 


KAIPA 
Inget Nytt Under Solen 
\2.800( ラ イナ ー 付 ) 


日 本 に 突然 紹介 され 、 以 後 、 そ の 
サウ ンド の 素晴らし さか ら 人 気 を 
呼ん な で いる カイ パ 。 フ ァ ー ス ト か ら 
サー ド ま で は どれ も 甲乙 付け 難い 
シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド で す が 、 
組曲 形式 に な っ て いる この セカ ン 
ド が トー タル 性 と いう 点 で は 群 を 
抜い て いま すず 


天地 創造 / ア イ > 
1) 過去 へ の 扉 (アー リー ライ ヴ Vol) 
Belle Antique 9336 
\g.9ZD( 税 抜 価格 ) 





と 並び 、 熱 い パ ッ シ ョ ン ・ プ レイ を 聴か せ て くれ る フィ ンチ は 、 や は 
ふさ わし い 存 在 で す ネ 





SUM NOSS0 0ECMDA UM 
Sne9S 
\2.800 


ギタ ー も 入っ て は いま す が 、 曲 の 
中 心 は テクニ カル な キー ボー ド ・ 
ワー ク で すす エマーソン や パト リッ 
ク ・ モ ラ ツ あ た り の 影響 の うか が 
える キー ボー ド で 、 や や 泥 く さい 、 
'70 年 代 初期 の プリ ティ ッシュ ・ ロ 
ッ ク 系 の 夫 囲 気 も 持っ て いま す , 





BFF 
ザッ ッ フッ ク .2 ベ 292 ル ズ 
Marquee 9334 8ODs 
\4,B55( 税 抜 価格 ) 


_ ベル ・ ア ンティー ク 
商品 販売 店 大 募集 





マー キー/ ベ ル ・ ア ンティー ク で は で きる だ け 多 く の フ ァ ン の 方 に 素晴らし い 
作品 を 入手 で きる よう 、 販 売店 を 募集 し て いま す 。 当方 の 作品 は 現時 点 で は 
直接 マー キー か らし か お 求め に な れ ま せん 。 輸 入 盤 店 / 国 内 盤 店 を 問わ ず 、 
御 連絡 下さ い 。 詳 細 を お 話し 致し まま 








〒161 東京 都 新宿 区 下落 合 3-15-18 紀 Y ビ ル 404 
マー キー/ ベ ル ・ ア ンティー ク 
本 性 L.08-8954-e055 AX.08-8954-9563 




















ーー 
主要 販売 店 リス ト 
* マ ー キ ー/ ベ ル ・ ア ンティー ク の 商品 は 以下 の 主要 販売 店 で 入手 で きま す 。 通販 の 場合 は TEL に て 在庫 確認 の 上 、 代 金 十 送料 ( 1 枚 な ら 350 円 ) を マー キー 内 ベル ・ ア ンティー ク 係 まで お 送り 下さ い 。 
(東京 ) (東北 ・ 北 海道 ) (関西 〉 (東海 ・ 中 部 ・ 甲 信越 ) 
マザー ズ ・ レ コー ド 03-34B]-1134 ディ スク ユニ オン 新宿 店 13-3358-P68] 仙台 ディ スク ・ ノ ー ト 0e-g6-6837 大 阪 ディ スク ・ イ ン な ん ば 店 0B-B44-B86 沼津 シー ザー 0558-68-8070 
ディ スク ・ フ ァ ン  R3-337-0B5B8 ディ スク ユニ オン 渋谷 P 号 店 レコ ー ド ・ ギ ャ ラリ ー 08p-Zg1-530B 神戸 ハッ クル ベリ ー 7B-338-0766 名 古屋 ディ スク ・ ヘ ヴ ン 05-B53-3571 
新宿 レロ ー ド 08-3363-36B9 03-3461-11g1 オー ルド ・ レ ー ン 08e-g13-0]41 エイ ト 058-735-08BB 
レコ ファ ン 03-3458-d543 ガー デン ・ シ ェ ッ ド 03-5389-6781 札幌 グル グル 1-71-0IB1 マス タン グレ コー ド 058-8B5-0451 
バム 04g7-83-1005 ピー ス ・ ア イ ・ レ コー ド 03-3380-7838 金沢 レコ ー ド ・ ジ ャ ング ル 0768-B4-367P 


ORLD 


営業 時 間 19 :00-19:30 
火曜 定休 


SQUE 


404 SY Bldg. 3-15-18 Shimo-Ochigi 
Shinjuku-ku, Tokyo 161 JAPAN 
・ 03-3954-5348 
x : 03-3954-9563 





ーー Symphonic Rock 7O's--90's 一 





NPD AWKrhICO デ いい | 
















TONYSPADAsp 


甘美 な ギタ ー・ ワ ー ク を 和 膨 か せ て くれ た 
HOLDING PATTEHN、 そ の ギタ リス ト の 
ソロ ・ ア ル バ ム で 自主 製作 然 と し た 録音 
や 詰め の 甘 さ を クリ ア 
パン ド ・ サ ウン ド に 昇華 。 必 聴 の 最新 作 。 


ー し て 、 高 掲 司 の ある 奏者 、 










7NN27 の 


FLYTE ( (Wa) 
キャ メル ・ フ ァ ン 必聴 の 79 年 オラ ンダ の 自 皇 
製作 。 味 わい の ある ハモ ンド ・ オ ル ガ ン に 時 
美 な 泣き の ギタ ー が 乗り 識 細 さ を 感じ させ 
る 内 容 に な っ て いま あ ロ マン ティ ッ ク な カ ヴ 
ァ ー・ ワ ー ク と 合わ せ て 好 作 に 仕上 っ て まる ポ , 











よ デ ピュー。 力 強 さ と 派手 さ を 兼ね た 音 。 


) 
ANYONES D 員 GTER (emm) 
既に DD 化 さ れ た 「AdniS」 に 続い て 全 作 リ 
リー ス 。 最 高 作 と 折紙 つき の 3rd「PIKtors 
VerWandlungen 等 必 腹 作 が 目白 押し 。 
演奏 力 を 上 げ 深 味 を 増し た 3H、 そ し て 以後 の 
な カラ ー を と り 込 ん だ アル バム も 好 作 。 











ROWANT WARHH (WW) 


息 を 吹き 返し た イタ リア より 。 カ リオ ペ 、 シ 
ンド ー ネ 、 カ ステ ロ ・ デ ィ ・ ア トラ ン テ を 手 掛 
けた 元 ア 』 


2 フ 
ティ ' エ ・ メ ステ ィ エ リ の kbd て ます 。 オ ル ガ ン と ヴォ 


・ ク ロ ヴ ェ ッ ラ の バン ド 、 い よい 


1 MAN (smam 


ニッ シュ ロッ ク の : 
し た 広がり の ある ト 


ある イタ リア 感情 が 全面 に 出 て いま 往年 
を 思わ せる 裏 快 さ が 今や 貫 重 。 力 作 で まれ 


g 枚 の アル バム を 残し た イ ・ マ ン の ]gt。 ス パ 
加え て 、 す っ きり と 
が 将 力 。 キ ャ メル を 
更に 軽快 に し た よう な テク ニカ ル な 演奏 も 
映え ます 。 全 4 曲 の 大 曲 指向 。 








point of eruptio 


COUNSORZIO ACGQUA POTABILE に HINN ISBLENZ 
KI PUHSAFLOKKUH。 ユー ロ ・ ロ ッ ク の 難し い 難 し い 読み 方 
も 、 ジ ャ ケッ ト で 覚え れ ば 確か 。 絵 で 見 る 今月 か ら 年 末 の アイ テム 群 。 











TROUYA (6ermamy) 


ある 幻想 的 な イメ ー ジ を 感じ ます 。 


ドイ ツ 幻 の シン フォ 作品 。 フ ェ イ ス フ ル ・ ブ レ 
ス 的 な ロマ ン テ ィ シ ズム を 感じ ます 。 メ ロト ロ 
ン 入 り 。 海 外 で は 10 万 円 近く の プレ ミア ム が 
つい た こと の ある 因 く 付き の 名 作 。 


STERN MEISSEN (me) 
旧東 ドイ ツ の ELSP と も 云わ れ た シュ テル 

れ は 初期 の 「 金 条 還 の 物 
5 期 の 代表 作 。KDd を 各 合 し て 
明か か ける よう に 展開 する 大 曲 は 、 ア ル バ 
最大 の 聴き 物 。 実 力 か うか かい 知れ ます 





MAEHIAVEL (Belm) 


ベル ギー、 そ し て 70'8 後 半 の ヨー ロッ パ を 代 
表す る マキ ャ ヴェ ル 。5 作 全て 正規 再発 。 マ ス 
ター ビー ス の 「Jester」「Mechanioal 
MOonDeam」 は 必聴 洗練 され た メロ ディ 
アス な シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド は 一 級 で す 


味わい の 





NIEMEN (Pam) 


ポー ラン ド の 重 鎖 、 ニ エメ ン の 代表 作 
「Aerglit」 と 「Katharsis」 が 遂に DD に 。 
BBB を バッ ク に し た 前 者 は 、X ロ トロ ン が 叙 
情 を か も す パ ンド 作 。 後 者 は KDd の 多重 録 
背 に よる アル バム で 、 重 く 物 哀しい 歌 も 一 興 。 








|.S き Sn| 


輸入 CD、LP 


PATRICK GAUTHIER/ 

Sur Les FIOts Verticaux 
CHRISTIAN VANDER TRIO/65 
PETER HAMMILL/There Goes The Daylight 
FANTASY/Vivariatum( 未 発表 マテ リア ル 集 ) 
PENDRAGON/The Window Of Life 
NOW/Know Reason 
LEHMEJUM/same 
CATHERINE RIBEIRO 十 ALPES/Paix 
HINN ISLENZKI PURSAFLOKKUR/ 

same, Pursabit 


LA ROSSA/A Fury Of Glass 


SAMLA MAMMAS MANNA/Klossa Knapitatet, 


Schlagerns Mystikm, Famillesprickor 
LIFT/same, Meeresfahrt 
LA PENTOLA DI PAPIN/same 
FRANCO BATTIATO/Sulla Corde Di Aries, 
Clic, Melle Le Gladiator, L'egitto Prima Della 
ELECTRHA/Die Sixtinische Madonna 
ELECTRIC SANDWICH/same 
HAIRY CHAPTER/Cant Get Through 
SKIP BIFFERTY/same 
FAIRWEATHER/Beginning From An End 
GARYBALDI/Bambi Comes Alive / 


ANONIMA SOUND LTD/Red Tape Machine 
ZAUBER/Aliens 

MO.DO./La Scimmia Sulla Schiena Del Re 
DEVIL DOLL/The Girl Who Was Death (CD) 
SCHWARZARBEIT/James Gordon 
DEZYAN/3 種 

TROYA/Point Of Eruption 

NOVEMBER/En Ny Tid Ar Har 

EGDON HEATH/Him, The Snake & | 
SUMMER INDOORS/There's Orangie 
KERRS PINK/A Journey On The Inside 
KAIPA/Inget Nytt Under Solen 

UTOPIAN FIELDS/Plastic Machine Gun 








1 月 と BE 日 発行 / 


WORLD DISQUE SET SALE LIST Vol.105 


WORLD DISQUE : 〒161 


VISIBLE WIND/Catharsis (re-recording) 
SHYLOCK/Gialorgu 
ALL ABOUT EVE/BBC In Concert 
ATOMIC ROOSTER/BBC In Concert 
SLAPP HAPPY/Casablanca Moon 
GLASS HAMMER/Journey Of The Dunadan 
DANIEL DENIS/Les Eaux Troubles 
ALAN STIVELL/Again 
CONSORZIO ACQUA POTABILE/ 

.Nei Gorghi 
THE NERVE EVENTS PROJECT/Transforms 
PAGA GROUP/Gnosis 
MADDY PRIOR/Year 


東京 都 新宿 区 下落 合 3-15-18 
SY ビ ル 403( 駐 車場 に 挟ま れ た 白い ビル ) 


遠方 の 方 、 忙 し く て 店 に 来 ら れ な い 方 の 為 に 毎月 お 送り し て いる 通信 販売 の リス ト で 
す 。 こ の 中 に は 、 自 信 を 持っ て 推薦 する 推薦 盤 コ ー ナ ー、 主 と し て 在庫 残り の 貴 少 盤 を 安 
価 に 供給 する サー ビス ・ コ ー ナ ー、 世 界 中 か ら 集め た LP/CD を スト ッ ク す る スペ シャ ル ・ 


スト ッ ク ・ コ ー ナ ー、 そ し て 入手 困難 な 貴 少 盤 / 中 古 盤 を 扱う 貴 少 盤 コー ナー が あり 、 充 実 
し た スト ッ ク か ら ご 希望 の アイ テム を 購入 で きる 便利 な シス テム で す , ユー ロ / プ ログ レッ 


シ ヴ は も ちろ ん 、 ブ リティ ッシュ 、 ト ラッ ド 等 の スト ッ ク も 扱っ て いま す 。 マーキー と この リス ト 
さえ あれ ば 化 に 金棒 々 お 申込 は 簡単 。100 円 分 の 切手 を 同封 の 上 、 最 新 リ スト 希望 と 明 
記し て マー キー 内 ワー ルド ・ デ ィ ス ク 通 販 係 まで お 送り 下さ い 。 最 新 リ スト を お 送り し ます 
(通信 販売 の お 問合せ は 従来 通り 03-3954-2055 ま で お 願い し ます 3954-5348 は お 店 専用 電話 で すむ ) 




















これ が 、 パ 
EUROPEAN 


で く j う 《 と きく 


OMMM 


P.F.M./ 
幻想 物語 


@KICP-2717 
^ 栄 光 の "P.F.M.、 イ タリ ア で の 
デビ ピュ ー・ ア ル バ ム 。 イ タリ アン 
・ プ ログ レ の 原点 と も いえ る 一 
4 枚 。 古 典 的 名 盤 に し て 、 歴 史 的 
名 盤 。 ま だ 世界 デビ ュー を 果す 
以前 の P.F.M. で は ある が 、 こ 
の アル バム を 聴く こと に よっ て 
改め て 、 そ の 実力 の 高 さ を 知 
ら せ し め ら れる 凄い アル バム 。 





ニュ ー・ ト ロ ル ス / 

テン ピ ・ デ ィ ス パリ @KICP-2720 

INEWOIRGHS、 ニュ ー* ト ロ ル ス の アル バム の 
中 で も や や 異色 の 存在 と し て 


知ら れる 1 枚 。 ア ル バ ム 時 は A 
B 面 1 曲 ざ つと いう 驚か され る 
曲 構成 。 つ まり すべ て が イン プ 
ロ ヴ ィ ゼ ーション に て 演奏 され 
て いる 。 他 の アル バム の 各 
2 の よう な ドラ マテ ィ ッ ク さ に は 欠 
ける も の の 、 彼 ら の テク ニカ ル 
な 部 分 は 十 二 分 に 味わえ る 。 

















人 @KICP-2723 


本 シリ ー ズ 中 で も 人 気 、 セ ー ル 
ス 両 面 で トップ を 行く アト ー ル 
の サー ド ・ ア ル バ ム 。 一 般 的 に 
は セカ ンド の 「 夢 魔 」 が 彼ら の 
最高 作 と いう こと に な っ て いる 
が 、 む し ろ 完 成 度 で は こち ら の 
方 が 上 と する プロ グレ ・ フ ァ ン 
も 多い 。 特 に 一 曲目 の 「 パ リ は 
燃え て いる か ? 」 は 、 間 違い な 
彼ら の 代表 


サ グ ラ ドコ ラ ソ ン ・ ダ ・ テ ッ ラ / 
自由 の 灯 文 初 CD 化 etcp-2726 
ブラ ジル の トッ プ ・ プ ログ レ ・ バ 
ンド 、 サ グラ ド の サー ド ・ ア ル バ 
リー ダー で ヴァ イボ り レ 奏 
主 者 で も ある マル クス ・ ヴ ィ ア ナ 

| の 個性 が この バン ド の 持ち 味 
と な っ て いる が 、 そ の 美しく も ド 
ラマ ティ ッ ク な サウ ンド は 、 南 米 
プロ グレ の 質 の 高き を うか が 
わせ る に ふさわしい 。 


























美しく 、 激 し く 、 寒 い …… 
アス トゥ ー リ アス 
3 年 ぶ ぷり の 3rd ア ル バ ム 。 


「 プ リリ アン ト ・ ス トリ ー ム ス 」 に 続く アス トゥ ー リ アス の 第 3 弾 
アル バム 。 輝 く 美しい メロ ディ 、 ク リー ン な サウ ンド ・ フ ァ ン タ 
ジー の 世界 。 マ ニ ピ ュ レ ー タ ー の 大 山 虫 を 中 心 と する イン 
スト ゥ ル メ ンタ ル ・ ロ ッ ク の ユニ ッ ト で ある アス トゥ ー リ アス 。 プ 
ログ レ ・ フ ァ ン を 中 心 に 根強い 人 気 を 持っ て いる 。 今 回 は 
ザ バ ダ ッ ク の 上 野 洋子 が ヴォ ー カ ル を 努め 、 ポ ルト ガル 語 
に よる 調 (中 村 善 郎 作詞 ) で 歌う の が 話題 。 




















シッ ク ・ ユ ー ロ ピア ン ・ ロ ッ ク だ ん 


お 待た せ し ま し た 。 皆 さん の アン コー ル に お 応え し ます / 





長らく 廃盤 、 品 切れ すい ませ ん で し た 。 今 回 当社 が 権利 を 持つ 膨大 な カタ ログ の 中 か ら 、 最 重要 (ベー シッ 
ク ) な アル バム ば か り を セレ クト し て 、 し か も 特価 で プレ ゼン ト し ます 。 世界 ・ 日 本 初 CD 化 の アル バム (あの ア 
ル テ ィ も 含む /) も 多数 含み ます 。 当然 (!?) 全 部 買い まし ょ う . ノ 


NOW ON SALE!! yan 
:1 特 典 盤 5/21、8/21 発 売 の "NEXUS CLASSICS 全 17 枚 "及び 6/23、11/26 発 売 の "ユー ロ ピ アン ・ ロ ッ ク ・ コ レク ショ 
に ン . ア ンコ ー ル 新譜 、 全 26 枚 合計 43 枚 の 中 か ら 5 枚 お 買い 上 げ の 方 に 「 オ ル メ / ラ イブ 」 の 特製 BomCD を 
45 腸 プ レ レン | し ます (詳細 は CD オビ 理 を ご 覧 下さ い 
⑯「 ユ ー ロ ・ ロ ッ ク 読 本 VI.4」 ご 希望 の 方 は 下記 宛 へ 


切手 300 円 分 同封 の 上 、(〒112) 東京 都 文 京 区 音羽 2-2-2 キ ング レコ ー ド (株 ) 販 売 促進 第 一 部 ユー ロ 読 本 係 へ 。 ご 住所 、 ご 氏名 、 
令 も 併せ て ご 記入 下さ い 。 部 数 に 限り が あり ます の で お 早め に お 申し 込み 下さ い 。 (11 月 上 旬 完 成 予定 ) 


PF.M./ 
友よ 


候 KICP-2718 


言わ ず と 知れ た 「 幻 の 映像 」 の 
原盤 と ちい える アル バム 。 ク リ 
ム ゾ ン の ピー ト ・ シ ン フ ィ ー ル ド 
| が 本 アル バム を 聴い て 、 あ の 
マン ティ コア に 紹介 し 、 自 ら プ ロ 

デュ ー ス を か っ て 出 た の は 有 
| 名 な 話 。 繊 細 さ と ダイ ナミ ズム 
を ロッ ク と いう フィ ー ル ド で 表 
現し 得る 最良 の 形 と いい きっ 
』 て し まい た い 素 晴 し い ア ル バ ム 。 

















例 KICP-2721 


イタ リア ン ・ ホ ラー の 史 才 ダリ 
オ ・ ア ル ジ ェ ント 監督 の 「 サ スペ 
リア 」 の サウ ンド ・ ト ラッ クイ タリ 
ア の 一 流 ス タ ジ オ ・ ミ ュー ジ シ 
ャ ン に よっ て 結成 され た ゴブ プリ 
ン は 、 数 多く の サン トラ を 手 掛 
, け て いる 。 こ の 「 サ スペ リア 」 は 
恐怖 映画 (ホラー) の 傑作 と し 
て 日 本 で も 大 ヒッ ト し 、 サ ント ラ 
も 話題 と な っ た 





エル ドン / 
終わ り の な い 夢 支 初 CD 化 KicP-2724 


世界 中 に 数 多い キン グ ・ ク リム 
ゾン ・ フ リー ク 的 パン ド の 中 で 
も 、( 美 狂乱 と 並ん で ? ) トッ プ 
を 絢 走 中 の エル ドン の 5 枚 目 の 



















シャ ー ル "フリ ッ プ ? ビ ナス の ギ 


ター が ここ で も 注 え 渡っ つい 
る 
アル ティ ・ エ : メ ステ ィ エ リ / 
ティ ルト 文 初 CD 化 @kcP-7027 
M この ^ 芸 術 家 と 職人 た ち ” の 創 


り 出す 超級 密 な サウ ンド は 、P 
F.M. や アレ ア と 並ん で 、 正 に イ 
タリ ア の 奇跡 と も いう べき と て 
つも な いも の 。 デ ピュ ー・ ア ル 
パム に し て 世界 の 頂点 に 立っ 
て し まっ た 恐る べき テク ニッ ク 、 
曲 構成 の 見 事 さ は 狂気 的 な 
傑作 / 介 イタ リア 直 輸 入 盤 
(歌詞 / 解 説 付 ) 














ニュ ー・ ト ロ ル ス / 
ジイ ジ 


支 初 CD 化 kicp-2719 
76 年 に オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー が 
再 集結 し 発表 され た 「 コ ンチ ェ 
ルト ・ グ ロッ ソ 2」 の 頃 の ライ ヴ 。 
誰 も が 知っ て いる あの 名 曲 「 コ 
ンチ ェ ル ト ・ グ ロッ ソ 」 の ライ ヴ 
が 聴け る と は / 正 に ファ ン 感 
計 涙 の 名 曲 、 そ し て 名 演 / ファ ン 
待望 の 初 CD 化 だ 。 








アク ア ・ フ ラー ジレ 


介 KICP-2722 


P.F.M. が プロ デュ ー ス し た バン 
ド と し で 知ら れる アク ア ・ フ ラー 
ジレ は 、 当 然 テ クニ ッ ク 的 に は 
世界 レベ ル 。 後 に その P.F.M. 
| に 引き 抜か れる こと に な る ヴォ 
| ー カ ル の ベル ナル ド を 中 心 と 
。| し た 美しく さわ や か な コー ラス 
ルル の も この バン ド の 特徴 。 









リシャール ・ ピ ナス / 
クロ ノラ イズ 


文 初 CD 化 @KicP-2725 
フラ ンス の 鬼才 リ シャ ー ル ・ ピ 
4 ナス 2 枚 目 の ソ ロ ・ ア ル バ ム 。 エ 
ルド ン の リー ダー (と いう より ワ 
ン ・ マ ン ・ パ ンド ? ) と し て 知ら れ 
て いる ピナ ス の 本 アル バム は 、 
その ジャ ケッ ト が 示す モノ クロ 
ー ム な 世界 その まま の 無機 質 
な サウ ンド が 、 混 油 と し た う ね 
り を 創り あげ て いく …。 





アル ティ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ / 
ライ ブ 文 初 CD 化 @KcP-7028 


あの プロ グレ 史上 に 残る 大 傑 
作 「TILT」 を 、 そ の まま ライ ヴ で 
再現 し て し まっ た アル ティ の 実 
力 に は た だ あき れ て し まう の み 。 
92 年 に 突然 リリ ー ス され 、 す べ 
て の プロ グレ ・ フ ァ ン に 衝撃 を 
与え た 本 作 は 、 ま ぎれ も な く 70 
年 代 の 録音 。 

@ イ タリ ア 直 輸入 盤 

(歌詞 / 解 説 付 ) 








' アスト ウー リ ア ス 


クリ ブ ト ガム ・ イ リュ ー ジョ ン 


ディ スタ ンス グレ イシ ア 

クリ プ ト ガ ム ・ イ リュ ー ジ ョ ン サイ バー・ ト ラン スミ ッ シ ョ ン 
アド レセ ンス ィ ア ダン サ ・ ダ ス ・ ボ ル ボ レタ ス 
ミス トラ ル ・ ア イラ ンド オ ・ テ ン ポ ・ パ サ 

フェ ニッ クス 


NOW ON SALEWW | edop 55-xw2 aoo 


ヶ mm 
発売 元 : キ ング レコ ー ド 株 式 会 社 合 03-3 ヨ 45-114 の アダ タビ 


ディ スク ユニ ブン 攻 癒 店 6F に 
フロ グレ ッ シ ヴ ロック 専 衣 フロ ア ブー フン / 


に 4 の 
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【 い 
いり 
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層 し え ト に 
克 っ 較 時 8 Ga 
FABRIZIO DE ANDRE / 199] Concemi FABRIZIO DE ANDRE /Rimini  NINO ROTA /Les Clown LOCANDA DELLE FATE / Forse Le BANCO DEL MUTUO SOCCORSO / Da 
(CD) 0 e (GDA 5 (CD) に 0 Lucciole Non Si Amano Piu (CD Qui Messere Si Domina La Valle(D) 
イタ リア 、 ジ ェ ノ ヴァ 出身 の カン タ ゥ ト その アン ドレ の 1978 年 の アル バム 。 地 中 最も イタ リア 的 な 感受 性 を 感じ させ る 映 イタリアン. シン フォ ニッ クロ ッ ク の 美 の パン コ の 傑作 アル バム 1st、2nd を 再 レコ 
ゥ ー レ 、1991 年 の ツア ー 収 録 の 傑作 ライ ヴ 。 海 色 を うち だ す 前 の 作品 で 、 南 欧 の ふり そ 画 隊 替 フェ リー ニ 。 最近 亡くな っ た 彼 が 愛 史 品 これ 以上 表現 し よう が な い ほ ど 美 し い 一 ディ ング し た 2 枚 組 室 型 CD が 再 入荷 し ま 
馴 友 マウ ロ ・ パ ガー ニ の サウ ンド ・ プ ロダ ク そ ぐ 陽 光 と その な か で ふっ と 肛 わ れる メラ し た サー カス 道 化 の 世 界 を 描い た "道化師 " >7 年 発表 の 座 一 の アル バム 。CD に は アル し た 。 旧 作 以 上 に ハイ クオ リティ ー な サウ 
ショ ン も 見 事 で 地 中 海 音 朱 の 新地 平 を 生み ンコ リー を 感じ させ る 名 盤 で す 。 gs 表 欠 と 喧 用 の 交錯 する 独 バム 未収 録 の 3rd シ ング ル か ら 2 曲 追加 収録 ンド で す 。 6 
いま す 。 で 


され で てい ます 。 


に 
AREA / ARE(A)ZIONE JACULA / Tardo Pede In Magiam IL PAESE DEI BALOCCHI / same 
65 Vermus cp? (CDP) 






PP 


IL BALLETTO DI BRONZO / Ys ALLUMINOGENI / Gemi Muaml 


(CD) 


(CD) 

テン ショ ン の 高い 油 奏 と デメ トリ オ 独 特 75 年 に 自主 制作 され た イタ リア ン ・ チ ェ '72 年 発表 の 彼ら 唯一 の アル バム が 本 国 イ 72 年 発表 の 2nd ア ル バ ム 。 完 英 な 奏 と な ん と 20 年 振り の 復活 ニュ ー ア ル バ ム は 
の ヴォ ー カ ル が 絡む アレ ア 絶 頂 甚 の ライ ヴ 。 し バー ロッ ク の 決定 角 宗教 的 な サウ ンド タリ ア で も CD 化 さ れ ま し た 。 牧 歌 的 な 京 息 つ く 服 も な い 曲 構 成 。 ア ル バ ム 全体 を 通 仰 々 し いく らい ド 派 手 な 圧倒 的 迫力 で せま 
アル バム 。 こ れ を 聴か ず し て アレ ア は 語れ に シャ ー マ ニ ッ ク な 女性 ヴォ ー カ ル が 悪 攻 憩 の メロ ディ ー が ノスタルジー を さそ いま じ て プ ログ レッ シ ヴ と いう 枠 に は 収まり き る シン フォ ニッ クサ ウン ド で す 。 1 曲目 の 
な い 最高 傑作 で す 。 の よう な 暗黒 世界 を 展開 し て いま す 。 Ne す 。 CD に は 2 曲 ポ ボー ナス トラ ッ ク 収 録 。 れ な い 名 作 中 の 名 作 。 CD に は 2 曲 ボ ポー ナス パイ プ オ ル ガ ン の 音 が 全て を 語っ て いま 


12/31( 金 ) 恒 例 の ラス ト デ イ バー ゲン 
今回 も プロ グレ ッ シン ヴ ロ ・ ク 中 古 CD1.000 枚 大 放出 


トラ ッ ク 収 録 。 す 。 


EAIUEUUUUI 


1 上 


フ プログレッシヴ ロック 6 の: 抽 放 ジジ 
吉 生 全 還 臣 二 下 HH 


プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の LP・CD ・ 雑 誌 ・ パ ン フ を ご 処分 の 際 は 、 デ ィ ス ク ユ ニオ ン 新 宿 店 を ご 利用 くだ さい 。 廃盤 、 貴 重 盤 は 特に 
高額 に て 買取 り い た し ます 。 遠 距離 の 方 も ご 利用 いた だ ける 出張 買取 の シス テム も ご ざい ます 。 詳 しく は お 問い 合わ せく だ さい 。 


ト ) トー ゴ 
< に つる の | 自 | し o) 邊 55 ロ L 
ディ スク ユニ オン 新宿 店 を た テ ん 2/ 


6F : ブ プログ レッ シ ヴ ロッ ク 専 門 フ ロア ロジ ャ ー・ デ ィ ー ン 画集 、 再 入荷 / 
03-3352-2691 前 業 時 間 : 午前 11 時 午後 8 時 (日 * 祝 は 午後 7 時 まで ) 回 還 直交 Oktihe 6E 呈 








PROGRESSIVE ROCK SHOP 


garden * 
ssro Rod 


プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 専 門 店 : ガー デン ・ シ ェ ッ ド 
輸入 角 ・ 国 内 秀 じ ロ , 廃 角 レ コー ド , 委託 ・ 貢 取 , 雑 誌 


USED & IMPORT 
RARE RECORDS / CDs 





ADDRESS:〒160 東京 都 新宿 区 西新 宿 7-16-15 
第 一 歯 集 ビル 3 A 
3A DAIICHI SHIDA BLD. 7-16-15 
NISHI-SHINJUKU, SHINJUKU-KU, 
TOKYO 160 JAPAN 
TEL:03-5389-6721 FAX:03-5389-6722 





Garden Shed で は イタ リア の プロ グレ し 専門 店 
"KALIPHONIA" か ら 廃 盤 レ コー ド を 常に 委託 預り し て いま 
す 。 現 地価 格 に つき RARE 盤 で も 安い の で 好評 で す 。 
又 、 い ろ い ろ な 限定 物 や ラス ト ・ ス トッ ク も 入荷 し ます 。 
| 通販 及び 店 頭 会 員 募 集中 年 会 費 3000 由 
会 員 入会 資料 を ご 希望 の 方 は 、72 円 切手 同封 の 上 、 左 記 住所 
まで お 中 し 込み 下さ い 。 CD の 通販 は 1 枚 か ら OK! 








CD 見 果て ぬ イ タリ アン ・ ロ ッ ク の 夢 RARE LP,Z“ 


_ 覆 覆 信人 86 礎 0) 
WUE IN JAPAN HECUHDS EE 


215. 発 売 


限定 300 枚 プレ ス 


GSGtd( 呈 主 還 還 
アウ ター リミッツ ・ ペ ー ジ ェ ン 
ト 等 、 続 々 と 再発 致し ます 





の eyo7i7 7e C/eg7 用 が 
ミダ ス 
「Beyond the Crear Airl 


MJC-1001 


| オー ガス ト 」 


MJC-1002 


アタ ラク シア 
[ 効 ま れ た 時 間 | 


MJC-1003 


ME. ジリ ウズ デジ シャウ 
ウイ ウツ] 
MJC-1004 MJC-1005 


| バロック ・ イ ン ・ ザ : フ ュー チャ ー| 


で wwr ar cosrm 
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シン デレ ラ 境 

MCD-2926 
今年 の 発売 予定 ライ ン ナ ッ プ 
@ 夜 来 香 「 デ ヴュー・ ア ル バ ム 」 8 月 計 
@ ア ルス ノヴァ pnd「 TranSil 5 月 順 


AADE IN JAPAN 
RECORD 


(し 


Distributed by GARDEN SHED 
TEL.03-5389-6721/FAX.03- 5389-6722 








OHUUR バ 


略号 


人 @= 外 盤 LP の レー ベル 、 規 格 番号 
〇 = 外 盤 ロロ の レー ベル 、 規 格 番号 
@ = 日 本 盤 じ ロロ の レー ベル 、 規 格 番号 





ABISSI INFINITI 
Tunnmel 

81 

急 Knights K.N.R. 001 
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@ 





この アル バム は 981 年 に 発表 され た に も 拘ら ず 自主 製作 の 少数 プレ ス 
の 為 数 年 前 に な っ て イタ リア 本 国 の マニ ア に よっ て 発掘 され た 一 枚 で ある 。 
厚手 の W ジ ャ ケッ ト で いや が うえ に も あの 770 年 代 へ の 熱い 思い が 避 る 。 ジ 
ャ ケッ ト の デザ イン か ら は ハー ド な 音 が 予想 され る が 、 実 際 は カン タウ トー レ 
の 流れ を 肖 む ヴォ ー カ ル を 中 心 に 据え た 歌 心 溢れ る バン ド で ある 。 バ ッ ク 
の Ac. ギ ター が 効果 的 に 使わ れ 、 ソ リー ナ 専 門 奏者 を 加え た 二 人 の 奏で る 
キー ボー ド ・ プ レイ は 非常 に メロ ディ アス で 、 ト ー タ ル の イメ ー ジ は と て も 瑞 々 
し い 音 作り で ある 。"70 年 代 の 多く の 名 盤 に 付け 加え た い 一 枚 。 (高橋 ) 


AbOUA FRAGILE 

Acmua fraglle 

73 

@Numero Uno DZSLN 55656 


OBMG Ariola ND 74853 
キン グ KICP 2051 





P.F.M. の 初 の プロ デュ ー ス ・ グ ルー プ と し て 世に 出 た アク ア ・ フ ラジ ー レ 
は 、 プ リティ ッシュ ・ ロ ッ ク 、 と り わ け ジ ュ ネ シス 、 ジ ェ ン トル ・ ジ ャ イア ント の 強 
い 影 響 下 に あっ た 。 実 際 、 曲 に よっ て は オリ ジ ナ リティ の 欠如 を 認め ざる を 
得 な い 部 分 も ある が 、 溢 れん ば か り の 躍動 美 と 人 間 味 に 満ち た その 演奏 は 
十分 に 魅力 的 だ 。 ま た 、 清 涼感 溢れ る コー ラス ・ サ ウン ド は 、 多 く の イ タリ ア 
ン ・ ロ ッ ク の 中 に あっ て 異彩 を 放っ て いる と いえ よう 。 彼 ら は 、 こ の 1st ア ル バ 
ム 発 表 の 翌 74 年 、 デ ィ ス キ ・ リ コル ディ に 移籍 し て 2nd ア ル バ ム 「Mass- 
Madia Stars」 を 発表 。 よ り イ ンタ ー ナ ショ ナル な 可能 性 を 提示 し て いた 
が 、 翌 75 年 に Vo. の ベル ナン ド が 兄貴 格 の P.F.M. に 加入 し た こと に より 、 そ 
の 短 か い 歴史 は 幕 を 閉じ た の で ある 。 ( 城 元 ) 
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ACQUA FRAGILE の 2nd ア ル バ ム 。2nd に な っ て も や は り ジ ェ ネ シス の 
影響 を 強く 感じ る 。 清 涼感 の ある コー ラス ワー ク も 相変わらず と 言っ た 所 。 イ 
タリ ア 臭 さ を 感 じい させ な いこ と 、 ジ ェ ネ シス や ジェ ント ル ・ ジ ャ イア ント の 影響 
"いい と いう か 早 す ぎ た ジ ェ ネ シス ・ フ ォ ロ ワー と いう 点 を どう 判断 する か 、 に よ 
っ て この バン ド の 好き 嫌い が 決ま っ て し まう か も し れ な い 。 逆 に 初期 の ジェ ネ 
シス か ら プ ログ レ に 入っ た 人 で 、 イ タリ ア 語 の ボー カル が 苦手 な 人 に 歌詞 
も 英語 だ し イタ リア を 意識 する 必要 が な い の で 好適 か も し れ な い 。1st に 引き 
続き プロ デュ ー ス を PFM が 担当 し 、 す っ きり こなれ た 音 に な っ て いる 奇 改 な 
コー ラス が 好き な 人 に 向く 内 容 で あり 、 そ うし た 点 で は プロ グレ に あっ て 貴 
重 な 存在 か も し れ な い 。 (野呂 ) 
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ジェ ノヴァ 出身 の 4 人 組 で 、 新 人 の リリ ー ス も 積極 的 な か ム ゼ ア か ら の デ ヴ 
ュー・ ア ル バ ム 。 ほ ぼ 同 時 に リリ ー ス され た FANCY FLUID や 、JESTER'S 
MARCH. MONTEFELTRO 等 と 、 ど うし て も 比較 し て し まう の だ が 、 彼 ら の 
良さ は シン プル な 感じ で ある 。 割 合 と こじ ん まり まとまっ て いる 気 も する の だ 
が 、 程 よい 軽 さ を 蓄え た 軽快 な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク な の で ある 。 た だ アレ ン 
ジ や 音 の 作り な どか ら は イイ 線 を 行っ て いる と ころ も 見 られ 、 環 境 や スタ ッ フ 
に 上 恵まれ れ ば 、 面 白い 展開 に な る の で は な いか と いう 期待 が 持て る 。 今 の 感 
じ で は ポン プ ・ ロ ッ ク 以 降 の 普通 の グル ー プ 域 を 出 て いな い の だ が 、 リ リカ 
ル な 感じ が も っ と 出れ ば 良い 作品 に な る の で は な い だ ろ うか ? (津田 ) 
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75 年 7 月 7 日 に 行わ れ た モン トル ー・ ジ ャ ズ ・ フ ェ ス ティ バル で デビ ュー。 
その 時 の ライ ヴ を その まま ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム に 収め た 。 グ ルー プ 名 の ア 
ゴ ラ と は 古代 ギリ シャ の 自由 と 民主 主義 へ の 「 唱 和 と 参加 」 を 理想 と する 
民衆 の 広場 の 事 。 メ ン バ ー は 全員 ミュ ー ジ カル 等 で 仕事 を し て いた スタ ジ 
オ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン の 集まり 。 ジ ャ ケッ ト に 「 ウ ェ ザ ー・ リ ポー ト に ベー シッ ク 
な 影響 を 受け た エレ クト リッ ク ・ ジ ャ ズ 」 と いう パンド の イン フォ ー メ ーション が 
載っ て いる 。 翌年 に 若干 の メン バー・ チ ェ ン ジ を 行い 「Agora 2」 (At- 
lantic : T-50324) を 発表 する が その 後 解散 し て し まっ た 様 だ 。 メ ン バ ー は 
G.B.D. Kyd. Sax. の 5 人 で セカ ンド は も う 一 人 の サッ クス と パー カッ ショ ン 
が 加わ っ て いる 。 (いわ ね ) 
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あま り 注 目 さ れる こと の な い イ タリ ア の ジャ ズ ・ ロ ッ ク で ある が 、 ア ゴ ラ は べ ペ 
リジェ オ 、 エ トナ な ど と と も に ファ ン に は 知ら れ た 存在 で ある 。 彼 ら は 2 枚 の ア 
ル バ ム を 発表 し て いる が 、 前 作 は ライ ヴ 盤 だ っ た の で 、 本 アル バム が 唯一 
の スタ ジオ 盤 と な る 。 グ ルー プ は ピア ノ 、 ギ ター、 ベ ー ス 、 バ リト ン ・ サ ックス 、 
ドラ ム ス 、 ソ プラ ノ 、 サ ックス の 5 人 か ら 成 り 、 タ イト ル な リズ ム ・ セ クシ ョ ン を 
バッ ク に サッ クス 、 ピ アノ 、 ギ ター が 次 々 に ソロ を 展開 する と いう 典型 的 ジャ 
ズ ・ ロ ッ ク ・ ス タイ ル の 演奏 で ある 。 比 較 的 クー ル な 演奏 で あり 、 各 人 の ソロ 
も や や 短 か め で テク ニッ ク を 誇示 する よう な も の で な いた め 、 今 一 つ 人 迫力 に 
欠け る 感 が ある が 、 ニ ー ト で 非常 に 耳 に 心地 良い サウ ンド で ある 。 (賀川 ) 
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イタ リア も 例 に も れず 民族 音楽 の 流れ が ある 。 こ れ が プラ ・ ブ プラ と な れ ば ぱ ば 
と て も 一 筋 縄 で は 行き を うに な い 。 ア クト ゥ アラ の 変質 し た 民族 音楽 は まる で 
サー ド ・ イ ヤー・ バ ンド を 思わ せる 。 所 々 アグ レッ シ ヴ な 面 が の ぞ く と は 言え 、 
オプ ラー ト が か か っ た よう な お ぼろ 気 な 流れ は 独特 だ 。 従 っ て 外 へ 外 へ と 向 
か う 力 動 感 よ り も 、 内 側 へ 向かう 暖 想 感 が 強い 。 彼 等 の 音楽 的 関心 が イン 
ド 、 ア フリ カ 等 の 第 三世 界 へ 向け られ て いる こと は 確か で 、2 作 目 「La 
Terra」 の 後 、 モ ロッ コ へ 、 そ し て 戻っ て 3 作 目 「Tappeto Volante」 を 製作 し て 
いる 。 こ の デビ ュー 作 を 聴い て も 民族 音楽 と いう より も 、 更 に 呪術 的 な ニュ ア 
ンス を 感じ と れる 。 後 に W . マ イオ リ ( 木 管 ) は FUTURO ANTICO を 結成 、 
L. ヴ ァ キ ー ナ (perc) は ソロ へ 。 (松本 ) 
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bla-bla と いう レー ベル は 実験 色 の 強い 作品 が 揃っ て いる の だ が 、 そ の 
中 で も 極め つけ の 一 枚 で ある 。 モ ロ に 中 近東 風 の 民族 音楽 が ベー ス に な 
っ て お り 、 非 常に 不思議 な 雰囲気 を 醸し 出す 音楽 で ある 。 メ イン に な る の は 
全 作 品 を 書い て いる WALTER _MAIOLI の アラ ビッ ク ・ オ ー ボ エ と 現在 脚 
光 を 浴び て いる パー カッ ショ ン 奏 者 TRILOK GURTU の 若く < アグレッシヴ 
な プレ イ で 、 そ れ ら に チェ ロ や スパ ニッ シュ ・ ギ ター や サッ クス 、 タ ンプ ブー ラ な 
ど が 絡ん で くる 。 も ちろ ん 全曲 (と 言っ て も 4 曲 し か な い が ) イ ンス トゥ ル メ ンタ 
ル で 、 ロ ッ ク と いう に は 程 い の か も 知れ な い が 、 浮 遊 感 、 惚 感 、 適 度 な 
緊張 感 は か な り 味わい 深い も の が 有る 。 ポ ポル ・ ヴ フ の イス ラム 版 と 考え れ 
ば 良い の か も し れ な い 。 (津田 ) 
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今 を と きめ く 大 物 カ ンタ ウト ー レ 、 ト ト ・ ク トゥ ー ニ ョ が 在籍 し た こと で 知ら れ 
る アル バト ロス は 、 地 味 な が ら も ラヴ ・ ロ ッ ク の 佳作 を 残し て いる 。 何 曲 か は 
日 本 で も 以前 発売 され た キン グ の いわ ゆる カン ツ ォ ー ネ の オム ニ バ ス で 聴 
く こ と が で きた 。 正 直 い っ て それ 程 感心 する 曲 で は な く 、 こ の LP に 対し て も 期 
待 は ほとん と 無かっ た 。 大 傑作 、 秀 作 と いう つも り は 毛頭 な い が 、 何 曲 か は 
数 多く 聴い た ラヴ ・ ロ ッ ク の 中 で も 上 位 に ラン ク さ れる 。 イ タリ ア 独 特 の ダミ 
声 と ハイ ・ ト ー ン の ヴォ ー カ ル が 交互 に 現れ る A② は 特に 印象 深い 。 ど の 曲 
も 親しみ 易く ヒッ ト 性 を 持っ て いる 。 今 の と ころ 、 こ の 一 作 し か 知ら メン バー 
に つい て も 詳し く 分 ら な い 事 を 、 お 断り し て お く 。 (吉瀬 ) 
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元 GIGANTI の Giacomo Di Martino と Terra と いう 女性 ヴォ ー カ リス ト 
の 2 人 に よる 傑作 。 全 編 オ ル ガ ン と 女声 、 一 部 パー カッ ショ ン と 男声 を 加え 
た だ け で 淡々 と 進行 し て いく 。 メ ディ テイ ティ ヴ で は ある が 、 オ ル ガ ン の 音色 
は 暗く 重く 圧迫 感 が あり 深く 響く 表情 豊か な 女声 と 相まって 、 黙 示 録 的 終末 
的 な 世界 を 演 由 し て いる 。 ジ ャ ケッ ト は 反戦 ・ 反 核 デ モ の 写真 だ ろう か 。 付 さ 
れ た ポス ター に は 放射 能 防護 服 を 着 た 人 物 が 着 て いな い 人 物 に 何やら し 
よう と し て いる の を 大 写し に し た 図柄 。 音 的 に 共通 点 は ある も の の 、 は っ た り 
じみ た ヤク ラ と は ある 意味 で 対照 的 、 む し ろ Battiato や Giusto Pio あ た り と 
も 比較 すべ き な の だ ろう 。Giacomo は Mino Di Hartino 名 義 で ソロ LP を 、 
Terra は Giacomo も 協力 し て いる シン グル を リリ ー ス し て いる 。 (森下 ) 
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カン ツ ォ ー ニ エレ ・ デ ル ・ ラ ッ ツ ィ オ 、 ビ アッ ツァ ・ デ レ ・ エ ル ベ 等 、 一 風 変 
わっ た 作品 を 出し て いる Intingo レ ー ベ ル か ら リ リー ス さ れ た アル ベロ モト ー 
レ の 唯一 の アル バム で ある 。 グ ルー プ は ヴォ ー カ ル 、 ベ ー ス 、 ド ラム ス 、 キ ー 
ボー ド 、 ギ ター の 5 人 か ら 成 る が 、 主 役 は や や か げ り の ある ヴォ ー カ ル で あ 
る 。 イ タリ ア 語 で ある こと を 除け ば 、 ほ と ん ど イ タリ ア ら し さ を 感 じ さ せな いも の 
で 、 ピ アノ を 中 心 と し た 乗り の 良い 演奏 と 一 体 化し た サウ ンド は 、 プ ルー ス を 
ルー ツ に 持つ ミュ ー ジ シャ ン が 集まっ て 作っ た ロッ ク ・ グ ルー プ の も の の よう 
な 究 囲 気 が あ る 。 各 メン バー は いずれ も か な り の テク ニシ ャ ン で あり 、774 年 
に この よう な 作品 を 発表 し た こと を 考え る と 、 や は り 不 思 議 な グル ー プ で あ 
る 。 (賀川 ) 
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ソリ スト な ら 金 が か か ら な い 、 も し く は バン ド な ら 稼 げ る 一 握り の バン ド を 、 
そう し た レコ ー ド 会 社 の 方 針 が 見 える '70 年 代 後半 に あっ て 、 彼 等 は か ろう じ 
て 1 枚 の アル バム を 残し た 。 本 当 に 一 部 の 有名 所 を 除い て 今や 逆 に 珍し く 
な っ て し まっ た 歌 物 バ ンド 。 ア リセ イ は その 切り 変り の 時 期 の 一 つと いう 気 が 
する 。 従 来 の イタ リア らし さ を 受 け 継ぐ 歌い 上 げ の メロ ディ は 悪く な い 。 で も ど 
こ か それ な り だ 。Kbd を 始め 自分 達 の 手 で 歌 を サポ ー ト する が 、 そ の 演奏 は 
と て も 一 線 に 出る に は 力量 不足 に 思え る 。 彼 等 が この レー ベル に 1 枚 の ア 
ル バ ム を 残し た 事 が 多く を 物語 り そ う だ 。Durium に ほ は 歌 物 が 多い 。 そ こ で 
の 1 枚 だ 。 も ちろ ん 曲 に よっ て は その 妙 に ロッ ク 調 の バッ キン グ が 利く 《。 で も 
思い 切り に 今一つ 欠け る 。 (松本 ) 
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9 ALLUMINOGENI 


Patrizio Alluminio 率 いる 3 人 組 ア ルミ ノ ジ ェ ニ は 、"72 年 に フォ ニッ トー 
LP0 よ り 唯一 の アル バム を 発表 し て いる 。 キ ー ボ ー ド トリ オ の スタ イル は トリ 
ッ プ と 同じ で ある が 、 若 干 ボ ル テ ー ジ は 落ち る 。 サ ント ラ を 含め 5 枚 程 出 て い 
る シン グル は いずれ も ポッ プ な 音 作り が な され て いる 。 こ れ が 彼ら 本 来 の サ 
ウン ド と も 言え よう が 、 本 作 で は 幾 分 ポッ プ な 要素 を 生か し な が ら も パイ プ オ 
ル ガ ン まで 導入 し た 典型 的 な キー ボー ドロ ッ ク が 聴か れ 彼ら の 作 と し て は む 
し ろ 異 端的 と も 言え よう 。 た だ 、 時 と し て 本 来 の 持ち 味 と プロ グレ 的 要素 が う 
まく マッ チ し て いな い 部 分 も 見 受け られ 、 完 成 度 自体 は 今一つ 。 が 、 ま と まり 
は 良い 方 で 、 泥 臭 さ の 中 に も 味わい が あり 、 コ レク ター か ら は 割 と 受け が 良 
か っ た 作品 。 (江田 ) 
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70 年 に 結成 され た キー ボー ド ・ ト リオ 、 ア ルミ ノ ジ ェ ニ が 再 結成 され 、 新 
作 を リリ ー ス し た 。'80 年 代 後半 か ら 徐々 に 復調 し て きた 感 の ある イタ リア ン ・ 
ロッ ク を 象徴 する 出来 事 だ と 思う 。 新 人 の 余波 が '93 年 に な か っ て 出 て きた と 
いう こと か も し れ な い 。72 年 の 唯一 の アル バム だ っ た 「Scolopendra」 に 勝 
る と も 劣ら な い 荒削り な 音 作り に 、'93 年 を 忘れ そう だ 。 中 心 人 物 、 パ トリ ツィ 
オ ・ ア ルミ ニオ の vo, kbd も その まま に 、 豪 快 そ の も の 。 特 に 大 曲 で の パイ 
プ ・ オ ル ガ ン ふう の 音色 、 ヘ へ ヴィ な ギタ ー・ ワ ー ク 、 そ し て 実に 様 に か る ヴォ ー 
カル の 迫力 に は 全盛 時 70 年 代 前 半 を 思わ せる も の が ある 。 も ちろ ん 新 機 
材 を 加え 、 更 に シン フォ ニッ ク に は な っ た と は 言っ て も 熱い ほ と ば し り が 違う 。 
ロッ ク の 角 っ ぽ さ が ある 。 (松本 ) 
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ジェ ノバ を 本 拠 と する スト ゥ ディ オ G に よっ て 設立 され た マグ マ ・ レ ー ベ 
ル 。 ア ルフ ァ タ ウラ ス は その 第 一 弾 と し て スト ゥ ディ オ G の プロ デュ ー ス の 下 
に リリ ー ス され た 。 メ ン バ ー は 以下 の 通り 。 ピ エト ロ ・ ペ ッ レ グリ ー ニ (キー ボ 
ー ド ) 、 グ イド ・ ヴ ァ セ ルマン (ギタ ー) 、 ジ ョ ジョ ・ サ ンタ ンド レア (ドラ ム ス ) 、 ア 
ルフ ォ ン ソ ・ オ リー ヴァ (ベー ス ) 、 ミ ケー レ ・ バ ヴァ ロ (ヴォ ー カ ル ) 。 ス タイ ル 
と し て は さほど と 新しい も の で は な く 〈、 へ ヴィ ー で 荒 け ずり な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ 
ッ ク と 言え る 。 た だ その 荒 けず りさ が 不思議 な 魅力 を か も し だ し て いる の も 事 
実 で 、 め ずら し さも 手伝っ て か 一 時 は か な り プ レミ アム が つけ られ て いた よう 
だ 。 オ リ ジ ナ ル は 3 面 開 き の ジ ャ ケッ ト で ある 。 (山崎 ) 
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こん な 録音 が 残さ れ て いた と は 驚き ! し か も これ を 聴け る と は 何と まぁ 幸せ 
な の だ ろう 。 出鼻 を 挫 か れ た MELLOW RECORDS の リリ ー ス で あっ た が 、 
この 作品 を 出し て くれ た 事 に は 素直 に 感謝 し た い 。 や は り 本 作 も 相変わらず 
リズ ム は バタ 臭く 、 し か も ハー ド だ 。 こ れ は まさ し く あ の ALPHATAURUS で あ 
る 。 よ り 全 面 に 押し 出さ れ て いる 多彩 か つ 重 厚 な Key. の 活躍 …。 ク レジ ッ ト 
を 見 る 限り で は 、Vo . が 脱退 し て お り ? イ ンス ト 中 心 に 繰り 広げ られ て いる 。 と 
ころ が 意外 に も ふっ 切れ た と ころ が あり 、 プ ラス に な っ て いた りす る か と 興味 
深い 。 特 に ラス ト の 大 作 CLAUDETTE で は どう な る も の か と あたふた し な が 
ら 聴い て し まい 、 大 変 魅力 的 で ある 。 こ の 情熱 さ が た ま ら な い 。 (渋谷 ) 
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「 太 陽 の 息子 達 」 と 名 乗る 彼ら の 記念 すべ き 1st ア ル バ ム 。'60 年 代 後半 
に シン グル デビ ュー、 本 作 リ リー ス 後 は ほぼ 1 年 に 1 枚 の 割 で アル バム を 発 
表 、20 年 以上 を 経た 今 も その 輝き を 失う こと は な い 。 イ タリ ア 独 得 の 哀 感 、 語 
り 掛け る 様 な ヴォ ー カ ル 、 溢 れん ば か り の スト リン グ ス 、 リ リカ ル な ピア ノ の 携 
き … ど れ 一 つ を 取っ て も 叙情 派 サ ウン ド の 愛好 者 を セン チ メ ン タル な か 気分 
に させ る の に 十分 すぎ る 位 だ 。 さ す が に 後 年 は ポッ プ な 色合い を 帯び て 来 
て し まっ た が 、 そ れ で も 10 枚 以上 の 作品 に 共通 の 物 哀 しさ が 秘め られ て お 
り 、 時 代 を 超越 し た 美しき が そこ に は ある 。 そ ん な みず みず し さ を 常 に 保っ て 
行く こと に よっ て 彼ら の アル バム デビ ュー の 年 は ` 古 き 良き 時 代 ? の 一 言 で 
片付け られ て し まう 様 な 、 単 な る 安っぽ い 過 去 に は な ら な か っ た 。 (江田 ) 
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「Dove Era Lei A Quell'Ora<Produttoriassociati PA/LP38>'72」 に 
続く アル ン ニ ・ デ ル ・ ソ ー レ の 2nd。 前 作 と 比較 し て 作品 と し て の トー タル 性 に 
欠け る も の の 、LP を リリ ー ス する 以前 に 発表 し た シン グル の 名 曲 を 複数 再 
録音 する な ど 、 曲 単位 で 考え る と 彼ら の 数 多い 作品 の 中 で も 最高 の も の と 
言え る 。 ジ ャ ン ・ ピ エロ ・ レ ベル ベリ の オー ケス トレ ーション は 洗え 渡っ て お 
り 、 パ オロ ・ モ レル リ の ボー カリ スト と し て の 持ち 味 を 十 二 分 に 引き 出し て い 
る 。 愛 の 世界 を 切々 と 歌い 上 げ る ヴォ ー カ ル を 中 心 と し た サウ ンド は 非常 に 
セン チ メ ン タル で あり 、 時 の 流れ に 色 裾 せな い 輝 き を 放っ て いる 。 本 作 以 後 
も P.A.、 リ コル ディ 、RCA か ら 8 枚 の LP を 発売 し て いる 。 (賀川 ) 
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アル ン ニ ・ デ ル ・ ソ ー レ の 諸 作 の 中 で も 、 ゆ っ た り と し た 叙情 性 と 瑞 々 し さ 
に 満ち た トー タル 色 の 濃い 3rd。 艶 や か な スト リン グ ス と パオ ロ ・ モ レル リ の 
スキ ャ ッ ト が 溶け 合っ て 流れ て 行く 様 は 、 一 光景 を 長い スパ ン で 追っ て 行く 
映画 の ラス ト ・ シ ー ン を 見 る か の 如く 、 静 か な る 感動 を 与え て くれ る 。 特 に タイ 
トル 曲 の 長め の エン ディ ング は 夢見 心地 な 気分 に させ て くれ る 名 調子 で あ 
る 。 彼 ら の 場合 、 メ ロディ ・ ラ イン に し て も アレ ンジ に し て も 決し て 派手 さ は な 
い の だ が 、 ち ょ っ と し た フレ ー ズ に も 深い 哀 感 と 物 憂 さ が 込 め ら れ て いて 、 そ 
れ が 切々 と 語り か ける 様 な モレ ルリ の ヴォ ー カ ル を 一 層 際 立た せ て 心 の 琴 
線 に 響く の で ある 。 例 えれ ば 映画 音楽 と 言う より は 一 編 の 映画 を 見 る か の 
様 な 映画 的 音楽 で ある 。 (高森 ) 
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LE MASCHERE INFUOCAIE 











68 年 に 結成 され 以来 11 枚 も の アル バム ・ リ リー ス が あり な が ら 、 ほ と ん ど 
CD に な っ て な いと いう の も 納得 の いか な い 話 だ 。 こ の アル バム は オリ ジ ナ 
ル ・ ベ スト 「Raccolta Di Successi」(PA/LP 55, 75) を 狭 ん で 通算 5 作 目 
に な る 。 細 か く 見 る な ら 2 作 目 か ら の 延長 に ある 作品 だ ろう 。 デ ビュ ー 作 は 例 
えば PFM が そう だ っ た よう に 一 際 哀 惑 が 濃く 、2 作 目 以後 の し な や か さがそ 
れ 程 は 出 て いな か っ た 。 基 本 的 に シン グル 集 だ っ た 2 作 目 の 中 で 純粋 な 新 
曲 か つ ア ル バ ム の トッ プ を 飾っ た E Mi Manchi Tanto" こ そ が 、 以 後 を 
占っ た と いっ て いい と 思う 。 浸 み 入 る よう な 音楽 だ 。 こ の アル バム を 狭 む 前 
後 2 作 に は ほとん ど 差 が な い 。 数 多い バン ド の 中 で も 最も 安らぎ を 与え て くれ 
る 一 つ 。 夢 見 。 た そ が れ 。 (松本 ) 
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プロ ドゥ トリ アソ チア ティ ・ レ ー ベ ル か ら の 最後 の 作品 。 溢 れん ば か り の 叙 
情 性 が 強く 支配 し た 初期 アル ソニ の 最後 の 作品 と も 言え る 。1・2 曲 目 で の 
いつ に な く 力 が 込 も っ た 激情 的 な モレ ルリ の ヴォ ー カ ル を 聴く と 、 彼 が リッ カ 
ルド ・ コ チャ ン テ な ど に 通じ る 財 発 力 を も 秘め た シン ガー で ある 事 が 分 か る 。 
4 曲目 の よう な や や 軽快 な 曲 が 以 前 に は な か っ た 曲調 で ある が 、 決 し て ポッ 
プ な わけ で は な く 、 む し ろ ホ ッ と させ られ る 暖か み の あ る も の で ある 。 こ うし た ラ 
ヴ ・ ロ ッ ク と 呼ば れる バン ド を アル バム と し て 聴い て みる と 、 意 外 に 演奏 の し 
っ か り し て いる 事 に 気づく 。 ソ ロ を 取っ た り 変 拍子 を 決め た りす る わけ で は な 
い が 、2 流 プロ グレ ・ バ ンド な ど よ り ず っ と 安心 し て 聴け る 。 演 奏 に 裏付け さ 
れ た 叙情 な の で ある 。 (高森 ) 
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リコ ルディ に 移っ て の 6 作 目 。 と いっ て も その サウ ンド は 基本 的 に は 変り が 
な い 。 オ ー ケ スト ラ の アレ ンジ が 控え 目 に な っ た 分 叙情 性 が 尊 分 か 後退 し 、 
地味 な 印象 を 受け る 。 モ レル リ の ヴォ ー カ ル も 淡々 と 咳 < よ うな 歌い 方 が 多く 
な る が 、 円 熟し 枯れ た 味わい を 見 せる 。 タ イト ル 曲 を 始め 数 曲 で ギタ ー・ ソ ロ 
が 聴か れる が 、 何 か 取っ て 付け た 様 で 多少 の 違和感 を 覚え る 。 し か し それ 
は 区 細 な 事 か も し れ な い 。Lin と いう 少女 に 捧げ られ た この アル バム は 、 移 ろ 
いや すい 人 生 の 見 過 さ れ て 行く 日 々 の 感傷 を 、 優 し く 見 守る パオ ロ ・ モ レル 
リ の 暖か な 眼差し を 感じ 取る に は 充分 に 魅力 的 な の だ か ら 。 (高森 ) 
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'60 年 代 の 中 期 か ら 長い 活動 を 続け る アル ン ニ ・ デ ル ・ ノ ソー レ で ある 。 パ 
オロ ・ モ レル リ を 中 心 と し た この グル ー プ の サウ ンド は 、 最 初期 か ら は ほとん 
ど 変 化し て お ら ず 時 代 時 代 で 身 に まとう 服 が 変わ る 程 の 変化 で 、 イ タリ ア 
の 愛 を 世界 中 に 歌い か け て いる 。 本 アル バム は ば は 79 年 に リコ ルディ ・ レ ー ベ 
ル よ り 発 表 さ れ た も の 。 従 来 通り 、 ジ ャ ン ・ ビ エロ ・ レ ベル ベリ の オー ケス ト 
ラ ・ ア レン ジ を 加え て 、 甘 い 哀 区 を 秘め た 歌声 を 聴か せ て くれ る 。 初 期 の も 
の に 比べ る と 、 ア レン ジ が シン プル に な っ て いる が 、 や は り 歌 いま わし は 彼 等 
の も の で ある 。 ジ ャ ケッ ト は モレ ルリ の ペン シル 画 。 聴 いて いる と 、 こ の レコ ー 
ド に 出会っ た イタ リア 中 部 の 坂 の ある 小さ な 町 アレ ッ ツ ォ の 石 だ た み を 想い 
出 あ (山崎 ) 
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'80 年 代 に 入っ て 発表 され た ~ 無 駄 話 ? と 題 さ れ た 8 作 目 。 こ れ ま で に な く 
ポッ プ な アル バム で ある 。 オ ー ケ スト ラ の アレ ンジ も ジャ ン ピ エ ロ ・ リ ベル ベ 
リ か ら ル ッ ジ ェ ロ ・ チ ニ に 交替 し 、 虫 動 感 の ある 明る いも の に な っ て お り 、 シ 
ン セ を 導入 する な と 演奏 面 で の 大 き な 変 化 が 見 られ る 。 軽 快 な リズ ム に 乗 
っ て 歌う モレ ルリ の ヴォ ー カ ル も さり 気 な く 、 器 用 な と ころ を 見 せる 。 も ちろ ん し 
っ と り と 歌い 上 げ る バラ ー ド は 不変 で 、A④ は より つや や か さ を 増 し た 名 曲 で 
ある 。 こ の アル ン ニ ・ デ ル ・ ソ ー レ の 鮮やか な 転身 は 一 見 時 代 の 流れ に 合わ 
せ た も の と 言え る か も し れ な い が 、 尊 分 自 過 的 な アル バム ・ タ イト ル か ら も 察 
せら れる よう に むし ろ 彼 ら の 自信 の 表 わ れ と 言え よう 。 プ ログ レ ・ フ ァ ン に も お 
薦め の アル ン ニ 中 期 の 名 作 。 (高森 ) 





7 











ALUNNI DEL SOLE 
Carezze 

781 

gRCA PL 31594 

〇 

@ 

















Produttoriassociati か ら リ コル ディ に 移り 、「Liu」「Tarante」「Cantilena」 と 
3 枚 の アル バム を リリ ー ス し た アル ン ニ ・ デ ル ・ ソ ー レ 。'81 年 に は RCA に 再 
移籍 し 、 通 算 9 作 目 の 本 アル バム を 発表 し た 。 シ ング ル ・ デ ビュ ウ し て か ら 
既に 10 年 以上 の 時 が 経っ て いる が 、 彼 ら の ミュ ー ジ シャ ン と し て の 姿勢 は 
不変 で ある 。70 年 代 前 半 の 作品 に 見 られ た 悲 愉 か まで の セン チ メ ン タリ ズ 
ム こ そ 後 退 し た も の の 、 メ ロディ アス な オー ケス トラ を バッ ク に パオ ロ ・ モ レ 
ルリ が 切々 と 歌う 愛 の 世界 は 彼ら な ら で は の も で ある 。「Tarante」 と 並ぶ 後 
期 の 代表 作 と 言え る 。 本 作 に 続い て RCA か ら 「Quando Si E Soli Come 
Me」 を 発表 し た 。 (賀川) 
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アル ン ニ ・ デ ル ・ ソ ー レ の ラス ト ・ ア ル バ ム 。 ア ルン ニ ・ デ ル ・ ソ ー レ は 元々 
パオ ロ ・ モ レル リ の ワン マン ・ バ ンド だ っ た が 、 特 に 後期 の 作品 は 実質 的 に 
彼 の ソロ ・ ア ル バ ム 以外 の 何 物 で も な い 。 本 作品 で も 全て の 曲 を 一 人 で 作 
詩 、 作 曲 し 、 ス トリ ング ス や バン ド ( ジ ャ ケッ ト 等 に メン バー の 記載 は な い ) を 
バッ ク に 一 人 で 歌っ て いる 。 年 令 的 な も の も あっ て か 、 初 期 の 作品 に 見 られ 
た 全身 で 愛 を 表現 する か の よう な 叙情 の 塊 的 唱 法 で は な い が 、 淡 々 と し た 
中 に も 優し さ を 感じ させ る 穏やか な 歌い 方 で 愛 を 歌っ て いる 。10 年 以上 の 長 
き に 渡っ て 愛 を 歌い 続け た アル ン ニ ・ デ ル ・ ソ ー レ 。 も う 一 つの シー ン で 活躍 
し た イタ リア 最高 の グル ー プ の 1 つ で あっ た こと は 間違い な い 。 (賀川 ) 
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74 年 に フォ ニッ ト ・ チ ェ ト ラ か ら 唯 一 の アル バム を リリ ー ス し た アル ザ ・ フ 
ァ ラ ックス は 、 マ ニア の 間 で さえ その 名 を ほとん ど 知 られ て いな か っ た 。 タ イト 
ル は 邦訳 する と 「 私 の 奇妙 な 教育 法 に つい て 」 と いう 意味 で 、 全 面 を 通じ て 
短い 曲 が 13 曲 も クレ ジッ ト さ れ て いて 、 そ の 全て が トー タル な 相関 関係 を 成 
し て いる 。 サ ウン ド は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と し て は 極め て オー ソ ド ッ クス な ス 
タイ ル を 持ち 地味 な 印象 さえ 受け る の で ある が 、 所 々 に ユー モア を きか せ た 
叙情 的 な 展開 は か な り 上 魅 力 的 と いえ る だ ろう 。 聴 く 度 に 彼 等 の サウ ンド に は 
まり 込ん で し まう よう な 不思議 な 魅力 だ 。 彼 等 の 活動 は 古く 、"65 年 ど 69 年 に 
は すでに ビー ト 系 の シン グル を リリ ー ス し て いた 。 (山崎 ) 
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アナ ロジ ー は 女性 1 人 を 含む 5 人 組 で 、72 年 に 超 マ イナ ー・ レ ー ベ ル の 
VENTOTTO か ら 唯 一 の アル バム を 発表 し て いる 。 ク レジ ッ ト さ れ た メン バ 
一 名 を 見 る 限り イタ リア 人 の グル ー プ で は な いよ うだ 。 音 的 に さして 取り 上 
げ る べき も の は 無く 、'60 年 代 の 英国 を 感じ いせ る オル ガン が 目立つ 程度 。 
や や ポッ プ な パー ト も 見 受け られ る が 根本 的 に イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 本 質 か 
ら 外 れ た 音 で 、 演 奏 技 術 も 若干 才 る 。 そ の 名 の み が 知 られ て いた 頃 は コレ 
クタ ー 達 も 騒い で いた が 、 実 際 に 音 を 聴い た 時 点 で は 失望 し た 人 も いよ う 。 
な お 薄 紙 製 の ジャ ケ に は メン バー の ヌー ド 写 真 、 中 に は 足跡 を デザ イン し 
た 大 型 ポ スタ ー が 入っ て いる 。 結 局 、 プ ログ レフ ァ ン に と っ て は 単なる ^ 資 料 
的 価値 ” と いっ た と ころ か 。 (江田 ) 
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イタ リア 人 と ドイ ツ 人 の 混合 グル ー プ 、 ア ナ ロ ジ ー の セカ ンド 、 こ こ で 聴く こ 
と の 出来 る 曲 の 多く は '73 年 に 作ら れ 、 ラ イヴ で 演奏 され て いた らし い 。 そ れ 
ら に 手 を 加え 、2 曲 追加 し て 、'80 年 に 録音 され た の が 本 CD で ある 。 前 作 は 
オル ガン を メイ ン に し た ポッ プ な 雰囲気 の サイ ケ デ リッ ク ・ サ ウン ド で あっ た 
が 、 本 作 に お いて 音 の 傾向 は か な り 変化 し て いる 。 前 作 の 面影 を 感じ る 部 
分 も な いで は な い が 、 女 性 ヴォ ー カ ル が 中 心 に な っ た 変化 に 富ん だ 演奏 は 
や や フォ ー ク ・ ロ ッ ク 調 の も の が 多く 、 フ ルー ト や ヴィ オラ 、 ピ アノ 等 が クラ シ 
カル な プレ イ を 見 せる 部 分 も ある 。 フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム が サイ ケ デ リッ ク ・ フ 
ァ ン に 大 人 気 と な か っ た た め 、 リ リー ス さ れ た も の と 思わ れる が 我々 に も 楽し め 
る 内 容 で ある 。 (賀川 ) 
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'60 年 代 後 半 に CBS か ら Anonima Sound 名 義 の シン グル を 何 枚 か 発 
表 、Anonima Sound LTD. と 改名 し で 72 年 に 本 作 を リリ ー ス し て いる 。 ド イ 
ツ ロ ッ ク を 思わ せる 暗い 幕 明け だ が 、 間 も な く や や 古めかしい 感じ の プリ ティ 
ッシュ 風 サ ウン ド が 支配 的 と な り 、 結 局 これ が 最後 まで 続く 。'60 年 代 の 英国 
志向 の サウ ンド は アナ ロジ ー な と と 共通 だ が オル ガン は 余り 多用 せ ず アコ 
ー ス ティ ッ ク ギ ター を 重点 的 に 使っ て いる の が 特徴 。 ブ ルー ジー な 曲 も 聴か 
れる 一 方 で 、 ピ ンク ・ フ ロイ ド な ん か が 時 々 や る フォ ー ク タッ チ の 曲 を 思わ せ 
る 部 分 も 。 演 奏 技術 自体 は それ 程 で も な い が 、 ア ナ ロ ジ ー に 比べ れ ば 録音 
状態 は 良い 方 。 な お 、 レ ー ベ ル の アル コバ レノ は リコ ルディ の 傘下 で ある 。 

(江田 ) 
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70 年 代 終 わり 頃 か ら '80 年 代 中 期 ま で の イタ リア は 、 ま さか も う シ ン フ ォ ニ 
ッ ク 系 の アル バム は リリ ー ス され て いな い だ ろ うい う 先 入 感 と 、70 年 代 の 黄 
金 期 の アル バム 発 堀 に や っ き に な っ て いた こと も あり 、 ポ ツ ポ ツ と 自主 制作 
され て いた 作品 に 廃盤 に な る まで 気がつか な いこ と が あっ た 。 こ れ も そ ん な 1 
枚 で ある 。 こ の グル ー プ は アル バム 以前 に も シン グル を 1 枚 発表 (これ は ア 
ル バ ム 未収 )。 又 、 ア ル バ ム か ら の カッ ト の シン グル も ある よう だ 。 や や 宇宙 
的 な シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド で 、 素 人 くさ い 、 い か に も 自主 制作 らし い 音 だ 。 
哀 惑 は 感じ る が 、 全 体 の クォリティ ー の 低 さ の 為 に 大 分 損 を し て いる 作品 
が だ (山崎 ) 
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ヤク ラ 解 散 後 、 リ ー ダ ー の アン トニ オ ・ バ ルト チェ ッ テ ィ は アン トニ ウス ・ レ 
ックス を 結成 し 、77 年 に 1st ア ル バ ム 「Zora」 を 発表 し た 。 ヤ クラ 同様 、 プ ラ 
ッ ク ・ マ ジッ ク と 音楽 を 融合 させ た よう な ミス テリ アス な 作品 で 、 又 、 ヤ クラ 時 
代 の 曲 も 2 曲 焼き 直し て 演奏 し て いる 。 し か し 、 ヤ クラ に 較べ る と 若干 迫力 は 
不足 し て いる 。 本 作 は '78 年 に 未収 曲 を 1 曲 加え 、 ジ ャ ケッ ト 違 いで 再発 され 
て いる 。79 年 に 2nd「Ralefun」 を リリ ー ス (幻想 性 は さら に 劣っ て いる ) し 解 
散 。 メ ン バ ー の 内 、 キ ー ボ ー ド の ドー リス ・ ノ ー ト ン は 以後 ソロ 活動 を 続け 、 
バル トチ ェ ッ ティ と 組ん で アル バム も 数 枚 リ リー ス し て いる 。'92 年 に ヤク ラ か 
ら ア ント ニウス ・ レ ックス 時 代 の 未収 曲 集 「Anno Demoni」 を リリ ー ス し 、 現 
在 も 活動 は 続い て いる よう だ 。 (山崎 
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ヤク ラ と 比べ れ ば 一 介 の ロッ ク ・ バ ンド と は 言え 、 前 作 の 不作 ぶり を 幾ら 
か は 返上 する 2 作 目 。 ヤ クラ の 「Tardo 一 」 を コピ ー す る よう な 前 作 の 方 向 性 
は な く な り 等 身 大 に な っ た こと で まとまり が 出 た 。 全 体 に ノ フ ト ・ タ ッ チ に な っ て 
お り 、 フ ルー ト と キー ボー ド も 軽やか に メロ ディ アス 。 約 半分 が 吹っ切れ の な 
い ロ ッ ク ・ サ ウン ド だ が 、 残 り 半分 は そう し た 傾向 で 、 異 教 ム ー ド を 溶け 込ま 
せ た フ ロー ティ ング な サウ ンド に な っ て いる 。 ア ント ニウス ・ レ ックス で の 最も 
潮 え た 部 分 が ここ だ ろう 。 録 音 は ミュ ン ヘ ン に て 。 翌 '79 年 3 月 24 日 か ら 4 月 
20 日 に か け て 最初 で 最後 の ツア ー に 出 た 。 行 先 は 東欧 、 ト ルコ 、 イ タリ ア は 
ミラ ノ の み 。 そ の 後 未 発表 に 終っ た 3 作 目 と 共に トリ ポリ 、 ア テ ネ 、 日 本 へ の 
ツア ー 告 知 も 当時 の 記事 に 出 て いる 。 (松本 ) 
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5 人 の メン バー か ら 成 る アポ テオ ジ は 、75 年 に この 素晴らし い ア ル バ ム 
を 発表 し た 知ら れ ざ る グル ー プ で ある 。 静 けさ を 誘 な う ピ アノ 、 自 由 自在 に 
操 ら れる シン セ サ イ ザー、 伸 びやかな ギタ ー、 強 力 な が リズム ・ セ クシ ョ ン 、 そ し 
て 音 の 波間 に 現われ て は 花 を 添え る 美しい 女性 ボー カル 。 こ れ ら が 彼 等 の 
魅力 で ある と いえ る だ ろう 。 ロ ッ ク と クラ シッ ク の エッ セン ス が 見 事 な 調 和 を 
保っ て いる この アル バム か ら 、 彼 ら の 求め て いた も の が 全盛 期 イ タリ アン ・ 
ロッ ク に 見 受け られ る あく まで も イタ リア 的 感性 に よる 狂おしい まで の 美意識 
の 発露 で あっ た こと が 伺え る 。 決 し て 派手 で は な い が 極 め て 純粋 な 音楽 的 
姿勢 を 感じ 取れ る アポ テオ ジ 。 お 粗末 な ジャ ケッ ト に 封じ 込め 痢 に 葬る に は 
余り に も 惜しい グル ー プ で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
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780 年 代 の 後半 に 現れ た イタ リア 勢 の 中 で も 好 作 品 の 一 つ で ある 。 サ ッ 
クス 奏者 を 含む 5 人 編成 で 、 テ チ ィ アッ ク の ポー タ ・ サ ウン ド で 録音 され た 自主 
制作 盤 ( メ ン バ ー は デモ ・ デ ィ ス ク と 呼ん で いる ) な の だ が 、 な か な か の 出来 
で ある 。 サ ウン ド を 一 言 で 言う と キャ メル に ピー ター・ ゲ イプ リエ ル の ヴォ ー 
カル と 言っ た 感じ 。 あ る い は マリ リオ ン を 軽く 聴き 安く し た 具合 で 、 あ っ さり と し 
た 味わい の 哀 基 が 全編 を 覆っ て お り 、 結 構 美 し い 。 も う 少し 緊張 感 が 有 れ 
ば と 思っ た り も する の だ が 、 全 5 曲 (CD 化 の 際 に ボー ナス ・ ト ラッ ク が 一 曲 
追加 され て いる ) と いう 大 曲 が 多 い 割 に は メロ ディ 、 構 成 共 に し っ か り し て い 
て 、 一 気 に 聴 き 通 させ る 力 を 持っ て いる 。 こ うい う 音 楽 が 好き だ と いう 気持 ち 
が 作品 に 現れ て いる 気 が し て 、 好 感 が 持て る 。 (津田 ) 
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1st album か ら 一 年 半 置 いて 、 レ コー ド 会 社 と も 契約 を 果たし 、 比 較 的 ち 
ゃ ん と し た 環境 で 制作 され た 作品 だ が 、 ギ ター と サッ クス が メン バー チェ ン 
ジ し て いる こと も 有る の か 、 大 きく 進歩 し て いる 。 相 変わ ら ず の 全 4 曲 に よる コ 
ン セ プ ト 作品 で 、21 分 を 占め る 1 曲目 は 聞き 応え が 有る 。 前 作 に 比べ て も 、 
哀 各 感 は その まま に 、 よ り 一 層 深 み を 増し て いる 。 前 作 で 見 られ た 軽 さ が 、 
洗練 され て 良い 方 向 に 働い て お り 、 逆 に 持ち 味 に な っ て 活き て いる 。 メ ロ デ 
ィ の 良さ も あい まっ て 、 非 常に 聴き 易い の だ が 、 や は り 緊 張 感 は 今 一 歩 。1st 
同様 に 英語 で 歌わ れ て いる 事 も あり 、 イ タリ ア 色 は 希薄 で 、 好 み が 別 れる と 
ころ か も 知れ な い が 、 イ ギリ ス で シン グル ・ ヒ ッ ト を 出し た りす る 可能 性 も 秘 
め て いる の で は な い だ ろ うか 。 (津田 ) 
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イタ リア の フォ ー ク ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ 、ARCHENSIEL の 1st ア ル バ ム 。 フ 
ォ ー ク と 呼ぶ に は いさ さか ドラ ム が タイ ト だ し 、 ギ ター の 音 も か な り 歪 ん で いる 
が 、 可 憐 な 女声 ボー カル と 各種 アコ ー ス ティ ッ ク 楽 器 ( 特 に バイ オリ ン ) は 


アル バム 全体 の 印象 を ほん わか と し た 暖か い 物 に し て いる 。 チ ェ レ ステ が ど 


ちら か と 言う と 夢見 る よう な 音 で ある の に 対し 、 も っ と イギリス の グル ー プ に 
近い 雰囲気 が ある 。 と は いえ 、 イ ギリ ス の よう に どこ か 陰 が ある わけ で は 無 
い 。 そ こ が イ タリ ア の グル ー プ ゆえ の 特徴 だ ろう か 。 生 活 に 疲れ た 時 、 派 手 
で テク ニカ ル な プロ グレ に 疲れ た 時 、 ふ と 聞き た く な る 、 そ うい う 和 魅力 を 持っ 
た 隠れ た 好 ア ル バ ム 。 歌 物 、 特 に 女声 ボー カル の 好き な 人 、 フ ォ ー ク や トラ 
ッ ド の 好き な 人 に お 薦め し た い 。 (野呂) 
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ARCHENSIEL の 2nd ア ル バ ム 。 前 作 の 延長 線上 に あり な が ら 、 や や ロ 
ッ ク 寄 り の 音 作り に な っ て る 。 そ し て 、 ア レン ジ も 前 作 よ り 凝 っ た も の に な っ て 
いる 。 そ の 分 、 素 朴 な 肌触り は 前 作 よ りや や 減っ た と 感じ る 。 と は いえ 、 女 声 
ボー カル の 可憐 さ 、 曲 の 親しみ 易 さ 、 メ ロディ ー ラ イン の 覚え 易 さ と 言っ た こ 
の バン ド の 持ち 味 は 健在 で ある 。 こ の アル バム の 方 が ロッ ク 寄 り の 音 に な 
っ た た め 、 プ ログ レフ ァ ン に は こち ら の アル バム の 方 が 受け が 良い か も し れ 
な い が 、 私 自身 は 1st の 素朴 さ 、 暖 か み を 選ぶ 。 な お 、 ど ちら の アル バム の 
ジャ ケッ ト も 水彩 画 で あり 、 グ ルー プ の 音 を 反映 し た 奇 性 な も の 。2 枚 の アル 
バム を 残し て シー ン か ら 消 えて し まっ た この バン ド 、CD 再 発 の 話 も 聞か な い 
の が 残念 。 も っ と 評価 され て 良い と 思う の だ が 。 (野呂 ) 
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AREA の 代表 曲 で ある 「Lugilio, agosto, settembre(Nero) 」 を 収録 し 
た 記念 碑 的 作品 。 ア ル バ ム の 出だし で 期 読 され て いる の は 、 恋 人 と 世界 に 
愛 と 平和 を 語り か ける アラ ビア 語 に よる 美しい 詩 で 、 朗 読 し て いる の は エ ジ 
プ ト 人 女性 だ 。 こ れ が 、 フ ラ ワ ー・ ム ー ブ メ ント に 対す る ディ メト リオ の 解釈 
( 彼 は エジプト 産ま れ の ギリ シャ 人 だ ) な の か 、 単 に ルー ツ の 一 端 を 提示 し 
た だ け な の か は 、 今 と な っ て は わか ら な い 。 こ れ と 対称 的 に 暴力 的 な 歌詞 を 
持つ 「Lugilioc-」 は ブル ガリ ア 民 謡 に 影響 を 受け た と 思わ れる 作品 で 、 テ ー 
マ 部 は 15/8、14/8 拍 子 の 繰り 返し で ある 。 本 作 以 後 、 ほ と ん どの アル バム 
で この タイ プ の 曲 が 、 ト ッ プ ・ ナ ン バ ー に 使わ れ て いる 。 出 来れ ば 、AREA に 
は 本 作 か ら 接 し て 欲し い 。 (Chihiro S.) 
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プ ブルガリア 民謡 の 「 ク リヴ ォ ・ ホ ロ 」 を 原 曲 と し た (この 辺り に 関し て は 本 
誌 vol.46 の プロ グレ 探偵 団 参 照 )「Cometa Rossa」 一 一 その 後 の ラ イ 
プ に お いて も 重要 な レパートリー 一 を 収録 し た 2nd。PFM に 引き 抜か れ た P. 
シヴァ ス の 代わ り に 新 ベ ペー シス ト 、 ア レス ・ タ ボラ ッ ツ ィ を 迎え て 5 人 編成 で 
制作 され た わけ だ が 、 メ ン バ ー・ チ ェ ン ジ 直 後 の た めか 、 散 漫 な 印象 は 拭え 
な い 。 こ の 印象 の 原因 は 、 ミ ュー ジッ ク ・ コ ンク レー ト 的 アプ ロー チ 、 ヴ ォ ー カ 
リゼ ーション や イン プロ ビ セ ー シ ョ ン の 占め る 度合 い の 多 さ 。 ス タ ジ オ より 
は 、 ラ イブ 録音 に し た 方 が コン セプト が 生き た と 思う 。 バ ンド は この メン バー・ 
チェ ンジ に より 、 一 層 ジ ャ ズ 色 が 強い グル ー プ と な る 。 (1st は むし ろ ジ ャ ズ ・ 
ロッ ク 的 。) (Chihiro S.) 
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〇 Cramps CRSCD 003 
@ 














アレ ア の 3 枚 目 の ア ル バ ム で ある ` ク ラッ ク /” は 初期 の コミ ュ ニ スト と し て 
の アレ ア か ら 後 期 の カオ ス 的 な アレ ア の ちょ うど 中 間 に あ た る 時 期 に 発表 
され た 。 時 期 的 な 点 の みな ら ず その 音楽 的 内 容 に お いて も 、 彼 ら の 一 つの 
頂点 を 示す アル バム だ ろう 。A① の 流れ る よう な ヴォ ー カ ル の 、 爆 発する よう 
な 感性 の ほ と ば し り は 、 後 期 の アレ ア の 妙 に カオ ス 的 で シャ ー マ ニ ッ ク な 色 
彩 は な く 、 地 中 海 的 な 力 強 さ に 満ち あて いる 。 リ ン ゴ を か じ る 効果 音 が 印象 的 
な アジ テー ト ・ ソ ング の A②、 そ し て 都市 の 生成 と 崩壊 を 表わし た 象徴 的 な A 
③ と 、 息 も つか せ ぬ 皿 張 の 連続 で ある 。 こ れ に 対し て B 面 は 多少 緊張 の 糸 
が 解け た よう な 所 も ある が 、 ジ ャ ズ ・ ア ル バ ム と し て は 出色 の 出来 で ある 。 

(宇田 川 ) 
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唯一 の フル ・ ラ イブ ・ ア ル バ ム 。 彼 等 の ライ ブ が 、 通 常 ど の 位 の 演奏 時 
間 だ っ た の か は 知ら な い が 、 片 面 代 表 曲 、 片 面 イ ンプ ロビ ゼー ショ ン 主 体 
の 演奏 と いう だ け で は 、 長 さと し て 物足りな さ を 感じ る 。 逆 に 言え ば 例え くど く 
な っ て も 2 枚 組 位 の 長 さ で 聴き た か っ た 。 ラ イブ 音源 が CD 化 さ れ た り し な い 
も の だ ろう か 。 と は 言う も の の 、 本 作 の も つ エ ネル ギ ッ シ ュ さ は スタ ジオ を 上 
回 る も の が ある 。 ト ッ プ ・ ナ ン バ ー は お 約束 の 「Lugilio 一 一 」 だ 。 中 間 部 の フ 
リー も 生き が 良い 。 ま た 、「La meta di 0dessa」 で は 、 ス テー ジ 上 で リン ゴ 
を 喰う パフ ォ ー マ ンス が 聴け る 。 共 産 主義 の お 約束 「L'Internazionale」 
(いわ ゆる 「 イ ンタ ー」) が 収録 され て いる と ころ も 心 憎い 。 (Chihiro S.) 





ビジ 2 
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〇 Cramps CRSCD 005 
0 














クラ ンプ ス で の 最後 の 録音 と な っ た アル バム 。 バ ンド の 総括 と な っ た 前 
作 を 受け て 新た な 地平 を 目指 し た 作品 。 新 た な 段階 で の 実験 と いう べき 
か 。AREA は 結成 当初 か ら 、 実 験 的 要素 を 持っ た グル ー プ (ロッ ク ・ バ ンド と 
し て は ) だ っ た わけ で 、 本 作 で は バン ド の 可能 性 と 幅 を 改め て 問い 直 そ うと 
する か の よう な 作品 と な っ て いる 。 以前 の 作品 と の 大 き な 違い は 、 ゲ スト ・ ミ ュ 
ー ジ シャ ン の 多 さ だ 。 フ リー・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン か ら ス ティ ー プ ・ レ イシ ー、 ポ ボー 
ル ・ リ ッ ト ン 、 現 代 ク ラッ シッ ク 界 か ら ミ ケラ ンジ ェ リ 等 が 、 参 加 し て いる 。 残 念 
な の は 本 作 に 見 られ る 緊迫 感 に 溢れ た 感性 が 次 作 「1978 一 一 」 に 必ず し 
も 引き 継が れ な か っ た こと 。(「1978 一 一 」 は 名 作 だ が 、 本 作 と は 多少 違う 流 
れ の 上 に 存在 する 。) (Chihiro S.) 


AREA 
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@ 





非常 に 渋い 選曲 だ 。1st の エン ディ ング ・ ナ ン バ ー か ら 始 まる こと 自体 、 意 
図 が 読め な い 。 ご 存 知 の と お り 、 通 常 ベ スト は 各 ア ル バ ム で 一 番 お いし い 
曲 や ヒッ ト 曲 を 集め られ る も の だ が 、 本 作 で は それ に 相当 する 曲 は ほとん ど 
収録 され て いな い 。 最 初 に この アル バム で AREA に 触れ て し まっ た プロ グ 
レ ・ フ ァ ン は 、 非 常に アヴァ ン ギ ャ ルド な ジャ ズ 色 の 強い バン ド だ と 思い ( そ 
の こと 自体 は 間違い で は な い が ) 、 興 味 を 失う だ ろう 。 単 に クラ ンプ ス と の 契 
約 の 消化 だ と し た ら 、 逆 に 「Lugilio 一 一 」 位 は 入れ て いる は 素 「Are(A) 
Zione」 と セレ クト が 似る の を 避け た の か 。「Citazione da George L. 
Jackson」 は EP「L'Internazionale」 の B 面 の 曲 で 、 フ リー を バッ ク に 朗読 
し て いる よう な 曲 。 (Chihiro S.) 
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@⑳ 








バン ド の 転換 期 で あっ た '76 年 。 デ ィ メ トリ オ が ステ ィ ー プ ・ レ イシ ー 等 と 
行なっ た フリ ー・ イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ ーション の み の コ ン サ ー ト を 収録 し た アル バ 
ム 。 通 常 で あれ ば 発表 され る こと な く 終 わっ た で あろ う 作 品 だ が 、 デ ィ メ トリ 
オ の 死 の ドサ クサ で リリ ー ス され た 。 時 と し て サッ クス や ピア ノ が 作品 と し て 
まとめ る 方 向 に 走る (或いは 一 部 テー マ と し て 書か れ て いる の か も し れ な い 。 
クレ ジッ ト に は 「Testi e musiche : P.Tofani, P.Fariselli. D.Stratos」 と な 
っ て いる 。) が 、 全 編 を へ ヴィ ネス が 突き 抜け て 行く 。 ジ ャ ケッ ト の 「 岸 辺 で 女 
の 子 と 戯れ る フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン の 怪物 」 が 表わす 静 的 な イメ ー ジ は 、 作 
品 の 裏返し か 。 観 客 の リア クシ ョ ン は 激しい 。 (Chihiro S.) 


AREA 
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〇 CGD 9031740332 
⑤MMG AMCE 559 








アス コル ド ・ レ ー ベ ル 移 籍 第 1 弾 。 デ ィ メ トリ オ 入 り で の 最後 の 作品 。 ト ッ 
プ の 「Il Bandit del Deserto」 は お 約束 の プ ブルガリア 路線 の 作品 。 こ の タ 
イプ の リー サル ・ ウ エ ポ ン と で も 言う べき 恐ろし い ほ どの イン パク ト を 持つ 作 
品 。 全 アル バム 中 最高 の 仕上 が り で 、 こ の 曲 だ け の た めで も 本 作 の 価値 
は ある 。 他 の 作品 も バル カン 半島 の 民謡 、 ジ ャ ズ 、 現 代 音 楽 (ミュ ー ジ ッ ク ・ 
コン クレ ー ト を 含む ) 、 ヴ ォ ー カ リゼ ーション と いっ た いつ も の 要素 を 、 聴 き や 
すく 料理 し た 形 で 提示 し て いる 。 政 治 色 も 相変わらず 強い 。 ギ ター の ト フ ァ ー 
ニ が 脱退 し て いる が 、 タ ヴォ ラッ ツィ が 持ち 変え で カヴァ ー し て いる 。 ラ イブ 
で どの よう に 再現 し て いた の か 、 興 味 の 持て る と ころ だ 。 (Chihiro S.) 
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ディ メト リオ の 死後 、'80 年 に 残り の メン バー を 中 心 に 、 一 部 プラ ス ・ セ ク 
ショ ン に ゲス ト ・ ミ ュー ジ シ ャ ン を 加え て 制作 され た 作品 。 本 作 か ら は 、 ア レ 
ア が 内 包 し て いた 混 油 は 、 あ まり 感じ られ な い 。 せ い ぜ い ① の イン トロ 部 と タ 
イト ル (アン ドレ ・ ブ ルト ン の 作品 に 、 ち な ん で いる ) の 付け 方 、⑨ の エン ディ 
ング 部 に その 名 残り が 感じ られ る 位 で 、 ほ と ん ど 別 の パン ド と 言っ て も 良い 。 
「 た だ の フュ ー ジ ョ ン ・ ア ル バ ム で ある 」 等 、 あ まり 評判 の よく な い 作品 だ が 、 
よく 聴く と 楽曲 自体 は 前 作 の 流れ を 流 ん で いる の が わか る 。 作 品 に フュ ー ジ 
ョ ン 的 な 印象 を 持た し て し まっ た 一 番 の 原因 は 、 ト ラッ ク ・ ダ ウン の 仕方 。 前 
作 と 同じ よう に や れ ば 、 も っ と アグ レッ シ ヴ な 作品 に な っ た は ず 

(Chihiro S.) 
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KARS 











アレ ス ・ タ ヴォ ラッ ツィ ば は 774 年 の 「Caution Radiation Area」 か ら ア レア 
に 参加 し た ベー シス ト と し て 知ら れ て いる 。 ア レア の 強力 な 布陣 の 中 で は 、 
デメ トリ オ ・ ス トラ トス 、 パ オロ ・ ト ファ ー ニ 、 パ トリ ツィ オ ・ フ ァ リ セッ リ に 次 ぐ ソ 
ロ ・ ユ ニッ ト で の 録音 に な る が 、 こ れ は ご く 最 近 の 事 だ 。 編 成 は Bruno Ces- 
selli(p) 、Fabrizio Sferra (ds) と の トリ オ で 、 内 容 は 非常 に オー ソ ド ク ス な 
ジャ ズ に な っ て いる 。 か つて の アレ ア を 期待 する こと な か れ 。 タ ヴォ ラッ ツィ は 
2 曲 を 書い て いる が 、 他 に は ビル ・ エ ヴァ ンス 、 チ ャ ー リ ー・ ヘ イデ ン 他 の ナ 
ン バ ー が 並 らぶ 。 こ れ が 彼 の 現在 だ ろう し 、 最 も 落ち 着く 所 な の だ ろう 。 ク リ 
アー な 落ち 着き の ある 作風 に な っ て いる 。 (松本 ) 
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フォ ー ク ・ ス タ ジ オ ・A 発 見 以降 の 発掘 作業 中 に 引っ 掛か っ て きた 一 枚 。 
トラ ッ ド 系 と いう こと で 入手 し 聴い て みる と 女性 は いな いし 電気 ・ 電 子 楽器 は 
沢山 入っ て る し で 随分 が っ か り し た の を 覚え て いる 。 だ が 改め て 聴き 直し て 
みる と 、 こ の 陽光 さん さん の 地中海 の 夫 意 気 一 杯 の 音楽 は むし ろ カ ル ロ ・ 
シリ オッ ト や マル チェ ロ ・ カ プラ の 延長 線上 に ある も の で あっ た 。 元 々 地力 
の ある トラ ッ ド 系 ミュ ー ジ シャ ン で あろ う 彼 ら の 新しい 試み と し て 評価 し て お き 
た い 。 音 楽 的 傾向 は 異 る が 同じ 様 な 試み を 見 せる 作品 と し て Cantamban- 
chi の 「Land Rover」(Studio Records MS1003 '83) を 挙げ て お く 。 こ ちら 
は 女性 ヴォ ー カ ル で 、 演 奏し て いる か どう か 不明 だ が ジジ ・ ヴ ェ ネ ゴー ニ の 
名 も 見 える 。 (森下 ) 
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OVinyl Magic VM 7012 
キン グ KICP 7027 




















TRIP 解 散 後 、 イ タリ ア き っ て の 凄腕 ドラ マー、 フ リオ ・ キ リコ が 、'7 4 年 トリ 
ノ で 結成 し た 6 人 編成 (ds, kbd, b, g, vVIn, sax) 。 ヨ ー ロ ピア ン ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ 
ク 最高 峰 の 一 つ に 数 えら れる 音楽 集団 。 そ の 各 ソ リス ト が 繰り 広げ る 級 密 
な アン サブ ル は 、 こ の デビ ュー 作 に て 演奏 技術 の 高 さ 以 上 の 音楽 を 奏で 
る 。 不朽 の 一 作 。 冒頭 か ら 一 瞬 の すき な く 緊 張 感 溢 れる 名 奏者 の プレ イ が 
走り 出し 、 舌 を 巻く よう な 目 ま ぐ る し さ の 狭間 か ら 、 地 中 海 民族 音楽 を エッ セ 
ンス に し た 安らぐ よう な 哀 台 が 広がる 時 の 爽快 感 は ば 他 で は 味わえ な いも の 
が ある 。 異 様 に 音 数 も 多く ピッ チ も 速い 反面 で 音 使い が 繊細 で ある 。 そ し て 
た そ が れる よう な ヴォ ー カ ル の わずか な パー ト さ え 瑞 々 し い 。 生 き 生 き と し た 
情感 そし て 音楽 の 躍動 を 満喫 で きる 屈指 の イタ リア 作 。 (松本 ) 
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ex TRIP の Furio Chirico を 中 心 と し て 非常 に ハイ レベ ル な テク ニッ ク に 
より 構築 され た 作品 を 作り 上 げた アル ティ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ の 775 年 に リリ ー 
ス さ れ た 2nd ア ル バ ム が 本 作 で ある 。 そ の Chirico の 正確 無比 で あり な が ら 
も 火 の 出 る よう な 攻撃 的 な ドラミ ング に 代表 され る テク ニカ ル で 緊張 感 に 富 
ん だ 演奏 と 、 そ の 上 に の る イタ リア らし い 美 し くも 優し い メ ロディ ー ラ イン を 対 
比 し た 作風 は 1st 同 様 ハ イレ ベル な も の で 作品 の 出来 も 申 み つけ 難い ほど 
素晴らし いも の に な っ て いる 。 し か し 、 本 作 で は 前 作 で 聞か れ た 叙情 的 な 部 
分 が 若干 減っ て お り 、 そ の 分 ジャ ズ ロ ッ ク 色 が 強く な っ て いる 為 、 全 体 的 に 
前 作 に 比べ より 硬派 な イメージ が 感じ られ る よう に 仕上 が っ て いる 。 (島村 ) 
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ジジ ・ ヴ ェ ネ ゴー ニ が グル ー プ を 抜け 、 ヴ ェ ネ ゴー ニ ・ ア ンド ・ カ ン パ ニー 
を 結成 する な ど 、 メ ン バ ー・ チ ェ ン ジ し て 発表 され た サー ド ・ ア ル バ ム 。 前 作 
発表 か ら 4 年 の 月 日 が 流れ 、 そ の 間 に イ タリ ア の シー ン は 大 きく 変わ っ た 
が 、 彼 ら の サウ ンド に も か な り の 変化 が 見 られ る 。 各 メン バー が 優れ た 演奏 
技術 を 持っ て いる と いう 点 で は 前 2 作 と 同じ で ある が 、 従 来 の 作品 の よう な 
緊張 感 は 感じ られ ず ゆっ た り と 余裕 を 持っ た 演奏 に な っ て いる 。 サ ウン ド の 
奥 に 潜ん で いた 叙情 性 も 後退 し た よう に 思わ れる 。 ヴォー カル を 重視 する な 
ど 、 新 た な 試み も 見 られ る が 、 新 境地 を 切り 開い た と は 言い 難い 。 し か し 、 ジ 
ャ ズ ・ ロ ッ ク と し て は 悪い 出来 で は な く 、 テ クニ カル な 演奏 を 楽し むこ と が 出 
来る 。 (賀川 ) 








ET ARTI & MESTIERI 
X Acmuari0 

"83 
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@⑳ 





初期 の ほぼ 全曲 を 書い て いた ジジ ・ ヴ ェ ネ ゴー ニ (g) が 2 作 目 発表 後 脱 
退 し た 時 点 で 、 ア ル テ ィ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ は ジャ ズ へ 傾い た の だ と 思う 。3 作 
目 は 各 メ ン バ ー の 近 密 さき さ が 欠 け テ ンション が 低い 。 そ れ を 思え ば 本 道 を 行 
こう と する この 4 作 目 の 方 が 明解 さ が あ る 。 ス タ ジ オ ・ ラ イヴ と いう こと も 幸い 
し て いる の か も し れ な い 。 メ ン バ ー も キリ コ 以 外 一 新 され 、 堂 々 と ジャ ズ 畑 に 
入っ た と は 言え 、 バ ンド と し て の 勢い は 和 か に ある 。 関 心 の キリ コ の ドラ ミン 
グ に し て も 同じ 事 が 言え る 。 ア ッ プ ・ テ ン ポ な 曲 が 多 いこ と も あっ て 彼 の 早 回 
し を 聴く の な ら あ る 程度 の 満足 は 得 ら れる は た だ し sax, g, kbd の プレ イ 
に は 、 か っ て の 一 種 の 奇抜 さ は な く 、 ゆ え に ひ っ か か り が 少な い 。 洗 練 さ れ た 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク に 仕上 っ て いる 。 (松本 ) 
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日 本 で は ほとん ど 知 られ る こと な く リ リー ス さ れ て いた 5 作 目 、 ラ スト ・ ア ル 
バム 。8 分 、10 分 、10 分 と いう 曲 の 長 さ を 見 る と 、 ど うし て も 「Tilt「Giro Di 
Valzer 一 」 を 期待 し て し まう 。 も ちろ ん 、10 年 以上 の 月 日 が 流れ た この アル 
バム に それ を 期待 し て も 叶う は ず も な い が 、 手 数 が 減っ た と は いえ 、 唯 一 の 
オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー、 フ リオ ・ キ リコ の ドラ ム は 独特 の コン ビ ネ ー シ ョ ン で 切 
れ 味 鋭い こと に 変り な い 。 全 体 に は 当然 ジャ ズ 色 が 強く 、 管 楽器 、kbd、b、g 
が 次 々 と ノロ を つない で いく 。 ク リア ー な トー ン の リラ ックス し た 曲調 が 多い 。 
キリ コ は 同時 期 に ヴェ ゴー ニ と の 共 作 を 片面 収録 し た 「L'altro Lato」(MS 
1007, 85) を 同一 レー ベル か ら 出 し た 。 こ ちら は VENGONI & Co. の 3rd に 
通じ て いく 内 容 。 (松本 ) 





ぞ ど 
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まだ 今 ほ ど イ タリ アン ・ ロ ッ ク 全 盛 期 の 未 発音 源 が 出 て いな か っ た 1990 
年 に 突如 リリ ー ス され た の が この アル ティ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ の 774 年 の ライ 
プ で ある 。 な ん と この ライ ブ は 前 記 の 収録 年 見 て も ちら えば 解る 通り 、1st リ 
リー ス 時 の ライ ブ で 、 収 録 さ も れ て いる 曲 も 7 曲 中 6 曲 が 1st の 曲 に な っ て お 
り 、 彼 ら の 全盛 期 の ステ ー ジ で の 姿 を 当時 の ライ ブ を 体験 する こと が 叶わ 
な か っ た 我々 に 垣間見 せ て くれ る も の に な っ て いる 。 内容 的 に も 音質 が あま 
り 良 く な いこ と と 収録 時 間 が 短い こと を 除け ば 、 ほ ば ぼ 完 璧 と 言っ て 良い ほど 
の も の で 、 演 奏 な ど は 1st で の 素晴らし さ を 余す こと な < 再現 し た 上 で ライ ブ 
な ら で は イン プロ ヴァ イズ も 十分 に 披露 し て くれ て いる 。 ま さ に ライ ブ の 熱気 
を その まま 伝え て くれ る 。 (島村 ) 


ASGARD 
Gotterdammerung 
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悪 
〇 WMMS 007 
に 





6Herdimrnerung 


ほとん と ど 紹 介さ れず に 突然 現れ た 5 人 編成 の シン フォ ニッ ク ・ バ ンド の デ 
ヴュー 作 。 そ れ も ド イツ の レー ベル か ら の 発売 で タイ トル は ドイ ツ 語 、 歌 は 英 
語 、 ラ テン 語 の コー ラス 有り と いう 訳 の わか らん 一 作 。 ア カペラ の 合唱 で 幕 
を 開け る この アル バム も 、 典 型 的 な ポン プ ・ ロ ッ ク の スタ イル で 、 亜 流 の ジェ 
ネ シ ス 。 だ が 、 得 体 の 知れ な い 暗黒 な 部 分 が 有る 。 宗 教 釣 な テー マ に 沿っ 
た コン セプト 作 の せい か も し れ な い が 、'70 年 代 の イタ リア ン ・ ロ ッ ク が 持っ て 
いた 内 省 的 な 暗 さ が 強く 、 妙 に 懐か し い 感 じ も する の だ 。 フ ァ ン タ ジ ー と 言う 
より は 知 的 で あり 、 ま だ 未 消化 な 部 分 は 残し て いる も の の 、 ス ケー ル 感 を も 
感じ きせ て いる 。 た だ 、 構 成 的 に 沈滞 し て いる の も 事実 で 、 抜 け な い まま に 終 
っ て し まう の が 残念 。 (津田 ) 





ASGARD 
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この セカ ンド で は ヴォ ー カ ル が ゲイ プリ エル か ら 脱 皮 し つつ ある 。 シ アト リ 
カル な イメ ー ジ は その まま だ が 、 朗 々 と 歌っ て お り 、 オ リ ジ ナ リティ が 見 えて 
来 つ つ あ る 。1 曲 目 の アン ビエ ント な 演奏 に と き お り 絡む つぶ や き 等 も 魅力 
的 に 思え る 。 全 体 的 に テン ポ を 押え た 演奏 も 深み が 有り 、 単 な る ポン プ じ ゃ 
な いん だ ぞ と いう 雰囲気 が 出 て きた 。 そ れ に し て も 相変わらず 陰鬱 な 感 が 全 
体 を 支配 し て いて 、 こ の 暗 さ を も っ と 掘り 下げ れ ば 、 他 に 無い (現在 の シー ン 
に お いて ) 彼ら の 魅力 と な る だ ろう 。 も ちろ ん 、 ま だ まだ 煮え 切ら な いと ころ も 残 
っ て いる し 、 さ ほど の 東 縛 力 も な い が 、70 年 代 の グル ー プ 達 が 持っ て いた 
独特 な 世界 の 後継 者 と し て 、 期 待 し て みよ うと いう 気 に さ せる 作品 だ と 思う 。 

(津田 ) 


ASGARD 
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'92 


人 
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より 強力 な 作品 に な っ た サー ド ・ ア ル バ ム 。 フ ァ ー ス ト が リリ ー ス され て か 
ら 、 こ の アル バム まで 、 わ ず か に 1 年 半 し か 経っ て いな い 。 恐 ろ し く 早 い ペ ー ス 
で ある 。 よ っ ぽ ど レパートリー ある い は アイ デア が 有る の だ ろう 。 し か も 、 ど の 
アル バム に も 、 ち いさ く 次 の アル バム の タイ トル が 書か れ て いる の で ある 。 前 
作 と の 間 に メ ン バ ー が 一 人 去り 、 二 人 増え て いる 。 こ れ も ま た 伝説 を モチ ー 
フ に し た コン セプト ・ ア ル バ ム で 、70 分 を 超え る 大 作 で ある 。 陰 鬱 で 物 静 げ 
な 表情 は その まま に 、 ダ イナ ミッ ク か 部 分 が 頭角 を 現し て お り 、 曲 調 に も 幅 が 
出 て きた 。 こ の せい で 、 無 駄 な 装飾 の な い 演奏 が より 活か され て お り 、 な か な 
か の 好 作 品 に な っ て いる と 思う 。 こ こま で 来れ ば 、 も う ジ ェ ネ シス の 亜流 と い 
っ た 表現 は 使え な か い オ リ ジ ナ ル な 感性 だ と 言え よう 。 (津田 ) 
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@Lasapa LSP 85002 
〇 
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コレ クタ ー の 興味 を そそ る カバ ー・ イ ラス ト の ASH の 唯一 の 作品 。 メ ン バ 
ー は kbdX2、g、b、ds、 そ し て 女性 vo を 加え た 6 人 で 製作 され て いる が 、 そ れ 
ぞ れ の 経歴 は 定か で な い 。'70 年 も 経 盤 の 録音 と あっ て サウ ンド 自体 も 垢 抜 
け て メリ ハリ の ある 音 に な っ て いる が 、 単 な る 歌 も の ロッ ク と 片 付け られ な い 
くら い プ ログ レッ シ ヴ で 凝っ た アレ ンジ を 盛り 込ん で いる 。 マ イナ ー・ コ ー ド 
の アル ペ ベジ オ か ら 哀 台 を 帯び グッ と 盛り 上 が る コー ラス 、 そ し て 泣き の ギタ 
ー へ と 続く オープニング は 、 只 者 な ら ぬ と ころ を 見 せつ ける 。A③ で は 紅 一 点 
の 女性 の 可憐 な ヴォ ー カ ル が 登場 し シンフォニック な アレ ンジ と 共に アル 
バム 最大 の 聴き どこ ろ を つく っ て いる 。 イ タリ アン ・ コ レク ショ ン の 一 枚 と し て 
十分 に 魅力 的 な 作品 。 (た ) 
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暗く 小 い ボー カル を メイ ン に 美しい 生 ギ ター の 署 き 、 淡 い キ ー ボ ー ド の 音 
色 が バッ ク を 務め る この 作品 は 、 そ の 奇異 な 雰囲気 が 評価 を 大 きく 分 け て 
し まう だ ろう 。 語 り と も 歌 と も つか な い ボ ー カ ル は 常に 虚ろ 気 で 健全 
さと は 程遠い が 、 そ れ で も トラ ッ ド 的 メロ ディ ー を 投げ や り に 歌う La Car- 
amella Di Stato*、 奇 妙 な 明る さ が 独 特 の ムー ド を 醸し 出す Tra 
Amici”、 救 いよ う の な い 暗 さ に 満ち た “La Trappola" や ^P・R・G? と いっ た 
曲 に は 何故 か 共鳴 と 感動 を 覚え ず に いら れ な い 。 フ ォ ー ク 、 ト ラッ ド に アヴァ 
ン ギ ャ ルド な 香り を 加え た 音 作り は 、 真 撃 な 表現 意欲 か ら 創出 され た も の に 
違い な く 、 一 概 に 異端 と し て 片付け て は し まえ な いも の で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
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イタ リア モノ の 内 外 漢 で ある 僕 に と っ て 、 殊 FOLK 系 と な る と 英国 産 の 比 
で は な い に し ろ 最近 少し ずつ コレ クシ ョ ン す る 様 に か っ た 。 こ れ も そ の 中 の 1 
枚 。 人 づ て に 良い と 言わ れ て 食指 を 動か し た ん だ けど 、 や は り 心 が 動か な か 
っ た 。 女 性 の 声 も 余り に も 平 担 過 ぎ て こち ら に ちっ と も 戻っ て 来 な いし 、2 曲 
の TRAD に し て も その 独特 な WAVE が な い 。 却 っ て イン スト の 方 が 心 に 残 
る 。 後 述 の CORDIGLIERA に も 同じ 事 が 言え る が 、 ノ ッ ペ リ し 過ぎ る の で は 
な いか 。 イ ント ネー ショ ン の せい か も し れ な い が 、 も っ と 起伏 が あれ ば どん ど 
ん 乗 め 込め る の に 、 今 イチ ツッコ ミ が 足り な い 。 や は り FOLK & TRAD は 本 
家 本 元 に は 適わ な いと 言わ れ て も 仕方 が な が い 。 こ の ぐら い の 作り じゃ 。 

(佐野 ) 
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クリ プ ト の 同名 バン ド が 以前 に ドイ ツ で 録音 し た も の と の 説 が ある が 嘘 で 
あろ う 。 そ ん な ちん け な 代物 で は な い 。 ち ん 毛 を 通り 過 し て まん 毛 、 い うな れ ば 
大 須 観 音 境 台 の 金粉 ショ ウ の 如き 神々 し い 輝 き を 放つ 一 枚 で ある 。 全 曲 カ 
ッ コ 良く し か も と の 曲 も 後半 に な る に 従っ て 陰毛 が フン ド シ か ら は み 出 し て も 
一 心 不 乱 に 腰 を 振る 舞い 子 の 如く 泣き の ギタ ー と オル ガン が 華 詞 に 舞い 
聴 者 は 下半身 が 暴発 し て し まう で あろ うと いう まさ に シン フォ ニッ ク の 女体 盛 
り フ ルコ ー ス 、 男 の 喜び ここ に あり と いっ た 感 が ある 。 と に か く あ まり に も こち ら 
の 思い どう り の 展開 に 忠実 に ちっ て いく の で ちょ っ と 怖い ぐら い だ 。 や っ ぱ 太 
陽 と す ペ ラ の 国 の ロッ ク は こう で な くち ゃ いけ な い 。 イ タリ ア の 黄金 期 を 締め 
くく る に ふさ わし い 一 枚 。 (牧野 ) 
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2 枚 の 作品 が 知ら れ て いる シチリア は カタ ー ニ ャ の バン ド 、EDITH。 同 バ 
ンド の ヴォ ー カ リス ト が 関連 人 脈 の キー ボー ド 奏 者 と 組ん だ プロ ジェ クト が 
ATMO で ある 。 本 作 は EDITH の 2 作 目 と 同時 期 (90) に 製作 され た カセ ッ 
ト ・ オ ン リ ー の 作品 が マテ リア ル 。 未 発音 源 の 発掘 で 世界 に 名 を 務 す Mel- 
low Records が 目 を つけ た だ け あ っ て 、 親 パン ド よ り も 数 段 出 来 は よい 。 全 
編 、 奥 行き の ある アコ ー ス ティ ッ ク ・ サ ウン ド で 、 ロ ッ ク 色 は 薄い 。 ド ラム ・ レ 
ス 、 ベ ー ス ・ パ ー ト も ほぼ 不在 。 エ スニ ッ ク 色 の 強い パー カッ ショ ン ( プ ログ 
ラミ ング ) が 効果 的 だ が 、 反 復 音楽 的 感触 は まる で な い 。 む し ろ 、 非 常に し っ 
と り し て ムー ディ ー で ある 。 平 担 さ の 中 の 叙情 性 と いう 観点 で は 傑出 し た 作 
品 で は な か ろう か 、。 (ミワ ) 
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トリ ノ か ら の シン フォ ニッ ク ・ グ ルー プ 。 デ ビュ ウ 作 。 残 念 な が ら 、 こ の グル 
ー プ の 作品 も 、'80 年 代 の イタ リア ン ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ グ ルー プ の 例 に も れ 
ず 自主 制作 に よる ロー カル 限定 プレ ス で は ある 。 ラ イヴ 時 の ミキ サー を 含 
む 4 人 編成 の グル ー プ で ある か ら 、 事 実 上 3 人 に よっ て 創 ら れ て いる わけ だ 
が 、 全 く 問題 は な く 、 ギ ター、 キ ー ボ ー ド 、 ベ ー ス 、 ド ラム ス と いう 編成 で 録音 
され て いる 。EZRA WINSTON や LEVIATHAN 等 に 似 て 、 こ の グル ー プ も イ 
タリ ア 臭 が な い の が 残念 で ある が 、 音 自体 は と アト リカ ル な イメ ー ジ の シン 
フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で ある 。 ヴォー カル は 英語 で は な く 、 母 国語 で ある 。 初 回 リリ 

ー ス の み で あろ うか 、 盤 は 透明 盤 で 、 現 在 も LP の み の リ リー ス で ある 。 
(山崎 ) 
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お そら く は 2 作 目 。 い か に も 80 年 代 的 な 軽快 さ を 持 つ シ ン フォ ニッ ク ・ サ ウ 
ンド で ある 。 デ ジタル な 音色 、 即 ち 、 楽 器 間 の 分 離 度 が 際立っ て いる 結果 、 
音 が 薄く 聴こえ て し まう 感覚 。 特 に ば ラム の お さま り の 悪さ は 楽曲 の よさ を 相 
当 部 分 殺し て いる 。 そ の 楽曲 だ が 、 非 常に セン ス の よい アレ ンジ と 印象 的 な 
フレ ー ズ が そこ か し こ に 見 られ 、 あ る 種 の 爽快 感 を と も な っ て リス ナー の 胸 に 
迫っ て くる 。 不 思 議 な こと に 、 フ ラン ス の シア トリ カル ・ ロ ッ ク 、 ア ンジ ュ 、 モ ナ ・ 
リザ あたり に 通 底 する 感覚 も ある 。 後 半 の 曲 に 見 られ る 変幻 自在 の サウ ン 
ド ・ ア プロ ー チ も 高い 評価 を 得 ら れ よ う 。 な お 、 本 作 を CD リリ ー ス し た 
Contempo は 、Vinyl Magic、Mellow Records ら に つぐ イタ リア の 重要 レ 
ー ベ ル で ある 。 (ミワ ) 
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「Celestion」「Chatka」「Haermea」「Trasparenze 1982」「Riccardo 
Zappa」 等 の ソロ ・ ア ル バ ム を 後に リリ ー ス する リカ ルド ・ ザ ッ パ が 、 そ れ 以 
前 に Klaus Auleha と いう 人 物 と の デュ オ で 残し て いる アル バム 。 後 に ザッ 
パ は 民族 音楽 / ト ラディ ショ ナル な も の を エッ セン ス に し た アコ ー ス ティ ッ ク ・ 
サウ ンド を 打ち 出す わけ だ が 、 こ の 頃 は まだ 方 向 性 に 特色 が な い 。 ア コー ス 
ティ ッ ク ・ ギ ター を 多用 し て いる こと を 始め 、 と どこ が ギ ター・ ア ル バ ム ふう の 音 
使い が あっ た り 、 大 半 が 両者 の 物静か な vo、g を 中 心 に 時 に ピア ノ を 散ら 
し 、 女 性 コー ラス 等 を まじ えて 落ち 着い た 曲調 に な っ て いる こと が 特徴 。 ソ ロ 
の 前 段階 と いう 内 容 だ 。 カ ンタ ウト ー レ と いう より も 時 々 アル ペ ジ オ 主 体 の フ 
ォ ー ク 色 を 感じ させ る 。 (松本 ) 
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イル ・ バ レッ ト ・ デ ィ ・ ブ ロン ゾ の 幻 の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 メ ン バ ー の ク 
レジ ッ ト が な い の で よく わか ら な い の だ が 、 ギ ター、 ド ラム 、 ベ ー ス 、 ボ ー カ ル 
の 4 人 編成 で 、 こ の 時 点 で は キー ボー ド は 参加 し て いな い 。 内容 の ほう は 純 
粋 な ハー ド ・ ロ ッ ク で ある が 、 そ うか と いっ て 決し て 出来 は 悪く は な い 。 年 代 を 
感じ は せる も の の 、 ま と まり が と て も よい 。 又 、 一 曲 だ け 出 玉 の 出来 の 曲 が あ 
り 、 こ こ で は チェ ン バ ロ 、 ヴ ァ イ オ リン 、 ビ オラ 、 チ ェ ロ を 大 胆 に フュ ー チ ャ ー し 
て イタ リア ン バ ロ ッ ク の 深遠 な 世界 と バラ ー ド の リリ カル な 融合 を 聴く こと が 
で きる 。 こ の 後 彼ら は セカ ンド 、「YS」 を 発表 後 解散 、 又 、 キ ー ボ ー ド の ジャ ン 
ニ ・ レ オー ネ は EMI より LEONEO/VERO、 さ ら に CGO よ り 「MONITOR」 と 2 
枚 の ソロ アル バム を 制作 し た 。 (山崎 ) 
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遅 すぎ た 日 本 発売 に よっ て 、 よ う や く 多く の 人 々 の 知る 所 と な っ た イル ・ バ 
レッ ト ・ デ ィ ・ プ ロン ゾ の 2nd ア ル バ ム 「 イ プシ ロン ・ エ ッ セ 」 は 、 信 じ 難 いま で 
の 重圧 さと 神秘 性 に 満ち た 圧倒 的 名 作 だ 。'72 年 と いう イタ リア ン ・ ロ ッ ク 全 
盛 時 に 生ま れ 出 た 名 作 群 の 中 に あっ て も 、 こ の 作品 の 存在 感 は 壮絶 な も 
の で ある と 言え よう 。 ギ ター、 キ ー ボ ー ド 、 ベ ー ス 、 ド ラム の 4 人 が 4 人 と も 全 
編 、 こ れ で も か 、 こ れ で も か と ば か り に 攻撃 的 な 演奏 を 繰り 広げ 、 聴 き 手 に わ 
ず か な 人 息 を つく 間 さ え 与 えな い 。 ア ル バ ム は 5 つの パー ト か ら 成 る トー タル な も 
の だ が 、 我 々 の 予想 を 次 々 に 覆し な が ら 展 開 す る 曲 作 り は 見 事 と し か 言い 
様 が な く 、20 年 以上 の 月 日 を 経た 現在 も 斬新 さ に 満ち て いる の で ある 。 

( 城 元 ) 
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パレット ・ デ イ ・ プ ロン ゾ 最 初期 の アル バム 未収 曲 を 集め た アル バム で 
イタ リア 国内 で レコ ー ド ・ コ レク ター 向け の 雑誌 を 出版 し て いる ラロ 
「RARO./」 が リリ ー ス し た も の で ある 。 ジ ャ ン ニ ・ レ オー ネ 加 入 以前 の も の な 
の で 、 ま だ プロ グレ ッ シ ヴ 色 は ほとん ど な く 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク と し て 聴か な いと 正 
当 な 評価 は 下 せ な いと 思う 。 シ ング ル で し か 聴け な か っ た 曲 や スペ イン 語 
ヴァ ー ジ ョ ン ( イ タリ ア で は 他 に も ニュ ー・ ト ロ ル ス 等 、 ス ペイ ン 語 で 吹き 込ん 
だ テイ ク が ある グル ー プ が ある ) を 聴く こと が 出来 る 。 初 期 バ レッ ト ・ デ イ ・ プ 
ロン ゾ の 持っ て いた セン ス の 良さ は 捨て 難い も の が ある 。 初 回 プレ ス の み 
カラ ー・ レ コー ド で 、 普 及 品 は 通常 の 黒 レコ ー ド に な っ た 。 (山崎 ) 
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イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 名 作 群 の 中 で も 、 そ の 痢 の エナ ジー を も 感じ させ る 素 
晴らし い 内容 で 名 高い の が 彼ら の 2nd の `YS” で ある が 、 こ の CD は な ん と そ 
の `YS” に 収録 され て いる 中 の 2 曲 (1 曲目 の 「 イ ント ロダ クシ ョ ン 」 と 3 曲目 の 
「 第 二 部 」) の 英語 バー ジョ ン で あり 、 演 奏 も アル バム と は 違う アレ ンジ が な 
され た 別 バ パージ ョ ン で ある 。 こ れ が 録音 され た の は `YS” が リリ ー ス され る 1 
年 前 の '71 年 に ミラ ノ で 行わ れ た `YS? の リハ ー サ ル の 際 だ と の こと で 、 そ の 
為 正 規 の 作品 より か な り 荒 削り な アレ ンジ が な され て いる 。 し か し 、 そ れ に よ 
り 曲 の ワイ ルド さ が よ り 際 だ っ て いて アル バム 以上 に プロ ン ゾ の 攻撃 的 部 
分 の 魅力 を 感じ は せ て くれ る も の に な っ て いる 。 ミ ニ CD で 短い が 聴き 応え は 
十分 で ある 。 (島村 ) 
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2 枚 の アル バム を 残し た HARD BLUES BAND、 ガ リバ ルディ の リー ダ 
ーー、 パ ン ビ ・ フ ォ サ ッ テ ィ は ソロ で 活動 を 続け て いた の だ が 、 突 然 グ ルー プ と 
共演 し て 、 こ の アル バム を リリ ー ス し た 。 ガ リバ ルディ と 言っ て も 残っ て いる メ 
ン バ ー は MAURIZIO CASSINELLI(Vo、Ds) だ け で 、 後 の 二 人 は 新 加入 
で ある 。 発 掘 音源 で は な いか と いう 意見 も 有る の だ が 、 録 音 は 現代 の 水準 
で ある 。 あ る い は 昔 の 埋もれ た トラ ッ ク に ダビ ング や 差し 替え を 行っ た も の か 
も 知れ な い 。 と りあ え ず 言え る こと は 、 フ ォ サ ッ テ ィ が 弾き 失っ て いる こと と 、 楽 
曲 自体 は スマ ー ト に な っ て いる も の の 、 ま さ に ガリ バル ディ の 作品 で ある こ 
と 。 そ れ と ギタ ー の サウ ンド は 今 の 物 で ある と 言う こと だ 。 (津田 ) 





BANMBIBANDA E MELODIE 
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ガリ バル ディ 解散 後 の 74 年 、 ギ タリ スト の バン ビ ・ フ ォ ッ サー ティ は 前 ガリ 
バル ディ の ドラ マー、M. カ ッ シ ネ ッ リ 、 元 ニュ ー・ ト ロ ル ス の パー カッ ショ ニス 
ト 、R. ソ ノム スン ダラ ム 、 そ れ に ベー シス ト を 加え 本 グル ー プ を 結成 、1 枚 の ア 
ル バ ム を 発表 し た 。 ガ リバ ルディ 時 代 あ れ 程 ジミ ヘン 風 サ ウン ド に 傾倒 し た 
バン ビ だ が 、 そ の 面影 は 全く 無い 。 力 強 さ が まる で 失わ れ て し まっ て いる の 
だ 。 ク レジ ッ ト に よる と パー カッ ショ ン が 2 人 、 パ バン ピ 自ら も マラ カス を 手 に す 
る な ど 、 ど ちら か と 言え ば パー カッ シ ヴ な 面 に 重き を 置い て ある 様 で 、 全 面 を 
通じ ひずみ の ある 荒 々 し い ギ ター プレ イ と は 無縁 で ある 。 明 る く ゆ っ た り と し 
た 曲 作 り が 主流 で 、 ト ロ ピ カル な 印象 を 与え る 。 (江田 ) 
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ロー マ 出 身 の ベ テラ ン ・ グ ルー プ 、 バ ンコ の 輝け る 1st ア ル バ ム 。 後 の 2 
nd、3nd、 そ し て 6th「Come In Un'Ultina Cena」 と 共に 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク 
史上 、 決 し て 忘れ る こと の で き な い 名 盤 中 の 名 盤 と いえ よう 。 表 面 的 に は ラ 
フ な 感じ を 受け 、 そ の た めか 低い 評価 を 下す 方 も お られ る 様 だ が 、 む し ろ ダ 
イナ ミッ ク な か 面 が 強調 され た その 演奏 は 、 彼 ら の 本 質 で ある 繊細 か つ 優 美 
な 感覚 と あい まっ て 、 非 常に みず みず し い 印 象 を 与え て くれ る 。 そ うし た 点 に 
お いて この 1st ア ル バ ム は 、 彼 ら の 全 作 品 中 で も 最も 魅力 溢れ る 一 枚 だ と 
いえ よう 。 な お 、 こ の アル バム の オリ ジ ナ ル LP ジ ャ ケ は 、 レ コー ドサ イズ の 喜 
貯金 箱 型 ( も ちろ ん 平面 ) で 、 ジ ャ ケ 上 部 の 穴 か ら 、 な に や ら オ マ ケ が 出 て く 
る と いう か な り 変 態 的 な 代物 で ある 。 ( 城 元 ) 





BAN6O DEL MMUTUO SOC6ORSO 
Darwim! 

3 

@Ricordi SMRL 6107 


〇 Ricordi CDOR 8094 
⑮ キ ング KICP 2706 














73 年 に 発表 され た 2nd ア ル バ ム 。 全 体 的 に は 前 作 の 延長 線上 に ある 
作品 で ある が 、 本 作 で は さら に アレ ンジ が 複雑 化し 、 ま る で 迷宮 の 中 に 迷い 
込ん で し まっ た か の よう な めく る めく 構成 と な か っ て いる 。 も ちろ ん 彼ら 独特 の ツ 
イン ・ キ ー ボ ー ド を 主体 と し た 攻撃 的 で か つ 級 密 な アレ ンジ は 健在 で ある 
が 、 そ れ 以 上 に アル バム 全体 を 占め る 「 次 に 何 が 起こ ちか わか ら な い 」 よ う 
な 緊迫 し た 雰囲気 は 圧巻 だ 。 美 し くも 徹底 的 に アグ レッ シブ プ に 人 迫る A 面 の 
大 曲 も さる こと な が ら 、 ど と どこ か 偏屈 で 暗い 影 を 持つ B 面 の 小曲 群 は 、 い っ た 
い ど うい う 発 想 の も と で 作ら れ た の か 全く 〈 も っ て わか ら な い 。 そ の 中 に お いて 
75 万 年 前 の 愛 ? の よう な 美 し さ の 塊 の よう な 名 バラード は まさ に 混 油 の 中 
の 美 の 結晶 で ある 。 (渡部 暁 ) 
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バン コ ・ デ ル ・ ム トゥ オ ・ ソ ノッ コル ソ の サー ド ・ ア ル バ ム 、。 彼 等 の 結成 は ジェ 
ネ シ ス や ジェ ント ル ・ ジ ャ イア ント と いっ た 英国 の バン ド に 触発 され て の 事 で 
は あっ た が 、 ノ チェ ン ツ ィ 兄 弟 の キー ボー ド 、 フ ラン チェ スコ ・ デ ィ ・ ジ ャ コモ 
の 唱 法 に 代表 され る まごう か た な き 民 族 性 は デビ ュー 当初 より 第 一 級 の 独 
自 性 を 示し て いた 。 熱 狂 と 悲 愉 と が 入り 混じり 財 を 禁じ 得 な い 前 作 「DAR.- 
WIN/」 に 比べ 、 こ の サー ド は 整然 と し た 印象 を 与え る 。A 面 で 聴か れる アコ 
ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター の 織り 成す 牧歌 的 な 調べ は 新 境 地 と 言え る 。 し か し 初 
期 バ ンコ の 魅力 前 衛 精神 と 気 高 い 伝統 美 と の 見 事 な 共 存 は ここ で も 
失 な われ て いな い 。 相 変わ ら ず の 演奏 水準 の 高 さ に は 舌 を 巻く 。 (古田) 
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75 年 3 月 に 発売 され た マン ティ コア か ら の 世界 進出 盤 「BANCO0」 は 、1 
st お よび 3rd か ら の 曲 の 新 録 と 1 曲 の 新曲 か ら な っ て いる 。 内容 的 に は 、 イ タ 
リア 盤 以上 に メリ ハリ の 効い た いか に も プロ グレ ッ シ プ ・ ロ ッ ク 然 と し た アレ 
ンジ と な っ て お り 、 彼 ら の 本 来 の 特性 と は 若干 違っ た も の で あっ て も 、 当 時 
の 世界 の ロッ ク の レベ ル と 比較 し て 抜き ん で た 完成 度 を 示し て いる 。 決 し て 
世に 言わ れる よう な 駄作 で は 無い 。 た だ し 、 こ うし た 内 容 面 で の 充実 と は 裏 
腹 に 、 彼 ら の 世界 進出 は 完全 な 失敗 と 終わ り セ ー ル ス 的 に は 無残 な 敗北 
と な っ て し まっ た 。 や は り 、 世 界 に アピ ー ル する に は も う 1 つ プラ ス ・ ア ルフ ァ 的 
な 物 が 必要 だ っ た の で あろ うか ? ま た 、 ど う ひ いき 目 に 見 て も 彼ら に 英語 は 
似合わ な い の も 事実 だ 。 (渡部 暁 ) 
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映画 の サウ ンド トラ ッ ク と し て 制作 され た 小品 主体 の イン スト ウル メン タル 
作品 。 作 品 の 性 格 上 、 マ ン テ ィ コ ア か ら の リリ ー ス な が ら イ タリ ア の み の リ リ 
ー ス で ある 。 半 分 程度 の 曲 は いか に も サウ ンド トラ ッ ク と いう よう な イメ ー ジ 描 
写 的 な 作品 で あり 、BANCO 的 な 要素 を さほど 感じ きせ な いも の で ある が 、 
残り の 曲 は や や 牙 肉 を 落と し た シン プル な 出来 な が ら 、Banco 独 特 の アレ 
ンジ と メロ ディ ー が 健在 で ある 。 特 に タイ ト な リズ ム の 上 を 軽やか な キー ボ 
ー ド が 跳ね 回 る 名 曲 で 、 つ く づ く こう いう 小品 と し て 出 て し まっ た の が 惜しま れ 
る 出来 で ある 。 こ うい う サ ント ラ 的 な 制約 の ある 作品 で さえ 、 こ れ だ け の ボル 
テー ジ が ある 作品 を 作れ 、 自 ら の 色 を 出せ る と 言う 事 は 素晴らし い 事 だ と 
思う 。 (渡部 暁 ) 
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彼ら に と っ て は 久々 の オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム と な っ た マン ティ コア か ら の ラ 
スト アル バム 。 キ リス ト の 「 最 後 の 晩 導 」 を モチ ー フ に し た この 作品 は 初期 
の 頃 の 激しい アン サン ブル は 幾 分 丸まっ た も の の 、 ま さ に 円 地 と 言っ て いい 
程 の 様々 な 表情 を 見 せる 傑作 アル バム だ 。1 曲 々 々 の 骨子 は や や シン プ 
ル な が ら 、 地 中 海 地方 の 民謡 、 あ る い は 中 世 ヨ ー ロ ッ パ の 土着 の 歌謡 を 思 
わせ る 美しい メロ ディ を 引き 立た せる ツイ ン ・ キ ー ボ ー ド を 主体 と し た 級 密 な 
アレ ンジ に 加え て 、 マ ンド リン や ヴァ イオ リン ある い は パン ・ フ ルー ト の よう な 
地中海 地方 の 民族 楽器 を 随所 に ちり ば め 、 美 し い 曲 、 激 し い 曲 を 効果 的 
に 配置 し 、 圧 倒 的 な 集中 力 で 聞き 手 を 最後 まで 引っ 張っ て いく 。 ま さ に イタ リ 
アン ロッ ク 史 上 に 残る 永遠 の 金字塔 で ある 。 (渡部 暁 ) 
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再度 イタ リア に 戻っ て 古巣 Ricordi か ら 発表 され た アル バム 。 こ の アル バ 
ム は な ん と ミラ ノ ・ ス カラ 座 の オー ケス トラ と 共演 し た 全 イ ンス ト ア ル バ ム 、 
映画 音楽 を 思わ せる 宇宙 的 で 透明 感 浴 れる メロ ディ ー と 雄大 な オー ケス ト 
ラ ・ ア レン ジ が 印象 的 な アル バム だ 。 た だ し 、 こ の アル バム で は フラ ンチ ェ ス 
コ が 歌っ て いな いた めか 、 一 聴 し た 印象 が 今 ま で の 彼ら の アル バム と は 随 
分 違う ち も の と な っ て いる 。 と は 言え 、 近 代 一 現代 クラ シッ ク に 影響 を 受け た 
楽曲 の 上 を オー ケス トラ と BANCO 独 特 の キー ボー ド が 絡み 合う と 言う 構 
図 は や は り で 健在 で 、 今 一 ゆっ た り と し すぎ て いる 嫌い は ある が 、 完 成 度 は 
高い と 言い 切れ て し まう 。 派 手 さ は 無い が じっくり 聞い て 、 そ の 世界 に 浸れ る 
アル バム だ と 思う 。 (渡部 暁 ) 
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彼ら の 「 最後 の きら めき 」 と 言わ れる アル バム 。「 春 の 歌 」 の タイ トル ど お 
り 、 イ タリ ア の の どか な 春 を 思わ せる お お ら か な アル バム と な っ て いる 。 こ の 
アル バム で は 今 ま で 以上 に 歌 の 比重 が 増え 、 ほ と ん ど カ ンタ ウト ー レ 風 と 言 
っ て も 良い ぐら い の や さ し く て か つ ほ ん の り と 陰 の ある メロ ディ ー を 、 全 編 に 
渡っ て フラ ンチ ェ ス コ が の ぴの ぴ びと 歌い 上 げ て いる 。「 最 後 の 晩 響 」 以 来 の 
地中海 色 も 、 完 全 に 彼ら の メロ ディ ー と 溶け 込み 非常 に 良い 味 を 出し て い 
る 。 ま た 、 こ の よう な 歌 物 の アル バム な が ら 、 さ ら っ と バッ ク の アレ ンジ で 見 せ 
る 「 ら し さ 」 も 健在 で 、 ち ょ っ と し た トリ ル や オプ リガ ー ド で 見 せる セン ス は 抜群 
で ある 。 本 当 に 、 一 聴 し た だ け で 優し い メ ロディ ー が 耳 に 残る 。 そ うい う 素 敵 
な アル バム な の で ある 。 (渡部 暁 ) 
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"80 年 発表 の 彼ら の 9 作 目 に し て 初 の LIVE アル バム で ある 。 こ の アル バ 
ム に 収め られ て いる の は 、「Banco( マ ン テ ィ コ ア 盤 ) 」「.…di Terra」 以 外 の 
アル バム か ら セ レク ト さ れ た 彼ら を 代表 する 名 曲げ かり で ある が 、 ア レン ジ 
その も の は 非常 に ダン サン ブル で ポッ プ な も の に な っ て いる 。 そ れ で も 、 長 年 
Banco を 聞い て きた ファ ン に と っ て は アレ ンジ 違い を 楽し ん だ り 、Live に お け 
る 生き 生き と し た 彼ら の 様子 が 伺え る と 言う 意味 で は 貴重 な アル バム で あ 
る こと に は 間違い は 無い 。 と は 言え 、 個 人 的 に は (と いう より 大 部 分 の ファ ン 
に と っ て ) こ の 頃 の POP な 音 に な る 過渡 期 の LIVE より も 全盛 期 の LIVE が 
聞き た いと 言う の が 正直 な 気持 ち で ある 。 全 盛 期 を 過ぎ た LIVE は や は り 寂 
し い …… (渡部 上 暁 ) 
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70 年 他 か ら '80 年 代 に か け て 転換 期 を 迎え た イタ リア ン ・ ポ ピュ ラー・ ミ ュ 
ー ジ ッ ク 界 の 中 で 、 そ の 影響 を まとも に 受け た バン ド の 一 つ 、 バ ン ニ =。770 年 
代 の 実績 が 逆 に 災い し た か の よう に ポッ プ に コマ ー シ ャ ル ・ ヒ ッ ト を 狙う に 
は 音楽 素養 が 邪魔 を し 、 そ うか と いっ て 独創 す る に は 受け 皿 は な く パ ンド は 
大 所 帯 。 前 作 の アレ ンジ か ら そ うし た 中 で の 模索 が うか が えた が 、 こ の アル 
バム に な る と 模索 と いう より も 開き 直っ た よう な 印象 さえ 与え る 。 想 像 以上 に 
コマ ー シ ャ ル な 音 作り を し て いる 。 バ ンド と いう 形態 自体 が レコ ー ド 会 社 に 疑 
われ て いた だ ろう 時 期 だ か ら 、 そ う 思 うと 、 演 奏 部 の 消極 的 な ソロ 等 、 何 か 苦 
慮 し て いる よう に さえ 思え て くる 。 演 奏 自 体 は 何 も 問 題 な い が 、 ジ ェ ネ シス の 
よう に は 行っ て いな い 。 歌 メロ に 欠け る 。 (松本 ) 
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ポッ プス 路線 に 転向 し て 、CBS に 移籍 し て か ら の 第 2 弾 ( 通 算 11 作 目 ) に 
な る アル バム 。BANCO の アル バム と いう より は 当時 の イタ リア ン ・ ポ ッ プ ス 
の 作品 と し て 、 評 価 し た い 。 明 る く 、 力 強い メロ ディ と 味 の あ る ジャ コモ お じ さ 
ん の 歌声 が 、 軽 快 な が バッ ク と 共に お お ら か に 聴こえ て くる 。 彼 ら 独特 の 哀 怠 
味 は 消え て な い が 、 そ れ さ えも 明る く 優 し く 包み 込む 空気 感 が 全体 を 支配 し 
て お り 、 す が す が し い 気 分 に させ て くれ る 一 枚 で ある 。 ど ちら か と いう と 、 
NOCENZI 兄 弟 と GIACOMO 氏 の 共 作 アル バム と いう 感じ が 強く 、 歌 物 と し 
て は な か な か の 水準 に ある 。80 年 代 イ タリ ア の 最 先 端 の ポッ プ ・ ロ ッ ク の 姿 
が ここ に ある わけ で 、 そ れ 以 外 の も の を 期待 し て は いけ な い 。 (津田 ) 
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CBS 移 籍 以来 すっ か り 日 本 で の 人 気 を 落し て し まっ た 感 が ある 。 ポ ッ プ 
で か つ タ イト な サウ ンド は 、 前 2 作 か ら あ まり 変化 が 感じ られ な く 、 昔 の プロ グ 
レ ・ サ ウン ド と は 程遠い も の で ある が 、 様 々 な 試行 錯誤 の 中 か ら や っ と 新た 
な 自分 た ちの 方 向 性 を 見 つけ 出し 、4 年 間 の 長い 低迷 の 時 か ら 目 覚め た と 
いっ た 様 な サウ ンド で ある 。 そ の 目覚 め が 実 に 心地 よく 、 や すら ぎ さ えも 与え 
て くれ る 様 で 、 仲 々 の 出来 と 言え る で あろ う 。 バ ンコ の 軌跡 に お いて サウ ンド 
の 起 転 と な っ た 重要 な アル バム で ある 1st、3rd, そ れ ら の 各 | 旧 B 面 に 収録 さ 
れ て いた ~Traccia“^ 同 IL^ の 続編 と で も 言う べき Traccia Tre” を ラス ト に 
収録 し て いる 。 又 、12 イ ンチ ・ シ ング ル と し て リリ ー ス され た `Moby Dick” も 
収録 され て いる 。 (石倉 ) 
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CBS で の 最後 の 作品 に な っ た アル バム で 、 こ の 年 に 加入 し た GABRIEL 
AMATO(B) が V・NOCENZI と 共同 で プロ デュ ー ス を し て いる 。AMATO は 
アレ サ ・ フ ラン クリ ン 等 と 活動 し て いた 人 な の だ が 、 そ れ が アメ リカ ン か 感覚 
を 大 幅 に 持ち 込ん で いる よう で 、 残 念 な が ら 裏 目 に 出 て し まっ た 。 個 人 的 に 
は B 級 ポッ プス と し か 評価 で き な い 。 何 故 な か ら 、 メ ロディ や その サウ ンド ・ メ イ 
キン グ な どの いた る と ころ に アメ リカ ナイ ズ さ れ た マス プロ の 弱点 が 見 えて 
お り 、 今 まで の 彼ら の 細部 に まで 行き 届い た 繊細 な 神経 と は 無縁 な 物 に な 
つて いる か ら で あ る 。 音 に 深み は な いし 、 ジ ァ コ モ 氏 の 歌声 の 微妙 な 味わい 
も 完全 に 消し 去ら れ て いる 。 そ の せい か 、 こ の 後 グ ルー プ は 契約 を 失い 、 活 
動 を 休止 する 。 (津田 ) 
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約 3 年 の プラ ンク を 置い て 突然 現れ た アル バム で 、 ジ ァ コ モ 氏 の ソロ 的 
な 色彩 が 強い の だ が 、 癌 だ っ た AMATO が 抜け 、3 人 の 新しい メン バー が 
加入 し て いる (TIZANO RICCI(B) 、PIETRO LETTI(SAX) 、CINZIA 
NOCENZI(Pf) ) 。 グ ルー プ だ け で も 8 人 編成 、 そ れ 以外 に も た くさ ん の ミュ 
ー ジ シャ ン が 参加 し て いる 。 何 より も 決定 的 な の は アレ ンジ ャ ー に ROBER.- 
TO COLOMBO を 迎え て いる 事 で 、 見 事 に ジ ァ コモ 氏 の 歌声 を 活か し 、 イ タ 
リア な ら で は の 叙情 味 た っ ぷり の ポッ プ ・ ロ ッ ク を 展開 し て いる 。 し か も 演奏 
の 細部 に あの ウェ ッ ト で 牧歌 的 な と ころ まで 見 え か く れ し て お り 、 個 人 的 に は 
「 春 の 唄 」 の 次 の アル バム は これ だ と 解釈 し て いる 。 (津田 ) 
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けた た まし い 車 の クラ クシ ョ ン と 都会 の 雑踏 の ノイ ズ に 導 か れ て 始ま る こ 
の アル バム は バン コ が リコ ルディ より デビ ュー する 以前 の '70 年 に RCA で 録 
斉 し て いた 作品 で '89 年 に イタ リア の コン テン ポ ・ レ ー ベ ル か ら こ の 3 曲 入 り ミ 
ニア ル バ ム と し て リリ ー ス され る まで お 蔵 入 り し て いた も の で ある 。 当 然 正 規 
デビ ュー し た 772 年 以降 の サウ ンド に 比べ る と 、 か の 名 ヴォ ー カ リス ト で ある 
フラ ンチ ェ ス コ が 参加 以前 で ある 為 ヴ ォ ー カ ル も ヴィ ッ ト リ オ が 担当 し て いる 
こと や 、 曲 自体 も まだ 後に みせ る 完成 度 ま で 至ら な いこ と な どか ら 幾 分 オー 
ソ ド ッ クス な イメ ー ジ を 受け る が 、 曲 の 端々 に は 後 の 彼ら らし い サ ウン ド が 見 
え 隠 れ し て いる 。 な お 、A 面 の 曲 は 3rd の A② の 原 曲 に な っ て お りこ の 中 で は 
特に 聴き 物 で あろ う 。 (島村 ) 
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この アル バム は バン コ が リコ ルディ より デビ ュー する 以前 、RCA と 契約 し 
よう と し た 時 に 制作 し て いた 幻 の マス ター を '89 年 に イタ リア の RARO! レ コー 
ド が リリ ー ス し た も の で ある 。 本 来 な ら こ の マス ター は RCA と の 契約 後 正規 
に リリ ー ス され る は ず の も の だ っ た の だ が 、 当 時 その 内 容 が 先鋭 的 過ぎ る と 
の 判断 を 受け た 為 発売 を 見 合わ され て し まい 、 そ の 為 RCA と の 契約 も 白紙 
に な っ て し まっ た の で ある 。 内容 的 に は まだ フラ ンチ ェ ス コ が 加入 前 で ある こ 
と や 一 部 に ビー ト ・ グ ルー プ 的 夫 囲 気 を 残し て いる 為 未完 成 な イメ ー ジ だ 
が 、 全 体 的 に は 後 の バ ンコ の 姿 を 随所 に 予見 させ て くれ る バン コ の 原石 的 
作品 に な っ て いる 。 ち な み に く り 抜き 変形 の ダブ ル ジ ャ ケ ッ ト で No 入り の 限 
定 プ レス で の リリ ー ス で ある 。 (島村 ) 
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91 年 の 暮れ に な っ て 突然 発表 され た Banco の 15 作 目 に し て 最新 作 。 こ 
れ は 90 年 の 9 月 か ら '91 年 4 月 に か け て 1st と 2nd「Dawin !」 を チャ リティ ー 
の た め に 再 録 し た も の で 、 な ん と LP、CD と も 1st の あの 副 型 ジャ ケッ ト そ の ま 
ま の 特殊 変形 ジャ ケッ ト に 包ま れ た も の で あっ た 。 内 容 的 に は 完全 に 以前 
の 作品 の 再 録 作品 で は あっ た が 、 一 部 オー バー アレ ンジ や 打ち 込み が 鼻 
に 付く と ころ が ある も の の 、 あ の Banco の 級 密 な 作品 群 が 現 代 の ディ ジ タ 
ル 楽 器 を 使用 し て も 、 少 し も 魅力 が 落ち な い ば か りか 、 曲 に よっ て は さら に 濃 
厚 な 色彩 感 に 彩 られ 、 見 事 に '90 年 代 に 通用 する まで の レベ ル に 高め られ 
て いる も の まで ある 。 ま さ に 彼ら の 実力 と 秘め られ た ポテ ン シ ャ ル を まさ ま ざ 
と 見 る こと が 出来 る 作品 だ 。 (渡部 暁 ) 





BANCO DEL UTUO SOCCORSO 
Live 
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93 年 に 発掘 され た 彼ら の デビ ュー 前 の 貴重 な LIVE 音源 。 こ こ に 収め ら 
れ て いる の は 1st ア ル バ ム の 中 の 大 曲 3 曲 お よび 未 発表 曲 YPOLOFONIA” 
(この 曲 も また 凄い ) で ある が 、 こ の 時 点 で あの 級 密 な アレ ンジ が 既に 完成 
し て いる 。 本 当 に LIVE で こん な こと が 出来 た ん だ な ぁ …… と 、 ま さ に あっ け に 
取ら れる 思い で ある 。 そ の 上 、 全 体 を 占め る 熱気 と いう か 荒 々 し さ は 彼ら が 
まさ に ロッ ク ・ バ ンド で あっ た こと を 見 事 に 証明 し て いる 、 と に か く フ ァ ン は 手 を 
握り 締め 、 集 中 し て 聞く べし 、 但 し 、 音 は 悪い 、 他 の BOOT と 比較 し て も 悪い 
方 だ ろう 。 こ の 点 は 充分 覚悟 し な けれ ば な ら な い が 、 そ れ 相 応 の 見 返り は 必 
ず あ る 。 フ ァ ン 以外 の 方 ある い は 初め て 聞く 方 に と っ て は 下手 すり ゃ 捕 問 だ 
な 、 こ りゃ 。 (渡部 暁 ) 





づ ラジ 
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テク ニカ ル ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ グ ルー プ 、 フ ェ ス タ ・ モ ビー レ は お し くも 1 枚 の 
アル バム の み で 解散 し た が 、 実 は 若干 の メン バー・ チ ェ ン ジ の 末 に バリ チ 
ェ ン トロ (重心 の 意 ) と 改名 し 、2 枚 の アル バム を EMI に 録音 し た 。 サ ウン ド ・ 
イメ ー ジ は シン フォ ニッ ク か ら ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク へ と 移行 し た が 、 あ いか わら ず ア 
レン ジ と ソロ ・ プ レイ の 均整 の 取れ た 高 水準 な 演奏 を 繰り 広げ て いる 。2 枚 
と も 良い が 、 ス リリ ング な 演奏 は この 1st の ほう が 楽し め る 。'83 年 に トリ オ 編 
成 と な っ た バリ チェ ント ロ は 同年 「Tittle Tattle」 と いう 12 イ ンチ ・ シ ング ル を 
発表 する が 、 こ れ は ディ スコ ・ ミ ュー ジッ ク に 変化 し て し まっ て いる 。 ボ クッ ツィ 
兄弟 は セッ ショ ン 活 動 も 行なっ て いた よう で ある 。 (山崎 


(IL) BARI6EENTRO 
Truseiamt 
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イル ・ バ リ チ ェ ント ロ の セカ ンド 。 フ ェ ス タ ・ モ ビー レ の メン バー を 擁し た こと 
で 知ら れる 彼ら で ある が 、 フ ァ ン の 人 気 は 今一つ の 感 が ある 。 し か し 、 フ ァ ー 
スト ・ ア ル バ ム は フェ スタ ・ モ ビー レ の ジャ ズ ・ ロ ッ ク 編 と も 言う べき も の で 、 作 
品 の レヴ ェ ル と し て も フェ スタ ・ モ ビー レ に 退け を 取る も の で は な い 。 イ タリ ア 
の ジャ ズ ・ ロ ッ ク 作 品 と し て は 屈指 の 一 枚 と 言え る 。 そ れ に 続く 本 アル バム 
で ある が 、 残 念 な が ら 、 リ ラッ クス し た や や イー ズ ィ な 演奏 が 多く 、 曲 も 盛り 
上 が り に 欠け る も の に な っ て いる 。 バ ッ ク グ ラウ ンド ・ ミ ュー ジッ ク と し て 聴き 
流す に は よい か も し れ な い が 、 フ ェ ス タ ・ モ ビー レ や 前 作 の 緊張 感 の ある 演 
奏 を 期待 し て 聴く と 肩 和 逃 か し を 食わ され る だ ろう 。 (賀川 ) 





BARROCK 
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'85 年 の デヴュー・ カ セッ ト 作品 が わが 国 で も 話題 と な っ た トリ エス テ の バ 
ンド 。 彼 ら は 少な く と も 3 本 の テー プ 作 品 を 残し て いる が 、 オ ラン ダ は An- 
draea crt の オム ニ バ ス ・ ア ル バ ム 『Exposure』 に 収録 され た 曲 の 出来 が 
よく 、 好 事 家 に 注目 され て いた バン ド で も ある 。 同 曲 は 旧 ソ 連 の E. ア ル テ ミ エ 
フ を 思わ せる 硬質 な キー ボー ド ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ チ ュー ン で 、 本 作 と は 趣 を 
異 に し て いる 。2 人 の 女性 ヴォ ー カ ル が 印象 的 な 本 作 は 、 前 述 の カセ ッ ト 作 
品 中 の 曲 と 新曲 か ら な り 、 わ が 国 の 西新 宿 系 レー ベル の プロ デュ ー ス に よ 
る 完全 新 録 作品 で ある 。 当初 は B 級 と の レッ テル も 貼ら れ た が 、 決 し て レベ 
ル の 低い 内 容 で は な い 。 多 少 チ ー プ さ は ある も の の 、 押 し と 引き 、 一 本 調子 
に 陥ら な い 構成 や 情感 は 見 事 で ある 。 () 


BELLA BAND 
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と に か く 一 枚 の アル バム が ある だ け 。 こ の アル バム か ら 得 られ る 情報 以 
外 は 不明 だ 。 メ ン バ ー は 5 人 。 サ ックス & クラ リネ ッ ト 、 キ ー ボ ー ド 、 ギ ター、 ベ 
ー ス 、 ド ラム ス と いっ た 楽器 編成 だ 。 イ タリ ア の エン サイ クロ ペデ ィ ア 「POP 
ITALIANO」 に も 載せ られ て いな いこ の バン ド 、 レ ー ベ ル が クラ ンプ ス と いう 
こと も あり (?) サウ ンド 的 に は 、 ア ル テ ィ の 弟分 と いっ た 感じ の ジャ ズ ・ ロ ッ 
ク 。 ヴ ォ ー カ ル は 入ら な い 全 4 曲 共に イン スト ウル メン タル ・ ナ ン バ ー。 ア ル テ 
ィ 、 ア レア と いう 両 先輩 の レベ ル が あま り に も 高い の で 、 同 等 と まで は いか な 
い が 、 新 人 の デビ ュー 作 (に し て ラス ト ・ ア ル バ ム ?) と し て は 、 間 違い な く 相 
当 な も の と いえ る 。 入 手 困難 な アル バム な の で 、CD 化 が 待た れる と ころ 。 
(高見 ) 
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トリ デン ト の 5 番 、 ビ リエ ッ ト ・ ベ ル ・ リ ン フ ェ ル ノ は 、 先 に 日 本 発売 され た ム 
ゼ オ ・ ロ ー ゼ ン バ ッ ハ や イル ・ バ レッ ト ・ デ ィ ・ プ ロン ゾ 、 そ し て 同じ トリ デン ト 
の セミ ラミ ス な ど と 並ぶ イタ リア ン ・ へ ヴィ ー・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 極致 を 
ゆく 名 作 だ 。 決 し て 器用 と は いえ な い が 終 始 迫 力 一 杯 の ギタ ー、 エ フェ クト 
処理 に よっ て 多彩 な 音色 を 聞か せる キー ボー ド 、 そ し て ある 時 は た た みか け 
る 様 に 、 ま た ある 時 は 舞う よう に 吹か れる フル ー ト な ど 、 ど れ も が 素晴らし い 。 
な お 、 キ ー ボ ー ド の バフ ォ ・ バ ン フ ィ は 、 後 に レッ ド ・ レ ー ベ ル か ら 1 枚 、 ま た ドイ 
ツ の IC レ ー ベ ル か ら 2 枚 の ソロ ・ ア ル バ ム を 発表 し て いる が 、 内 容 は シュ ル 
ツェ 風 、 あ る い は ポッ プ で 、 い ずれ も この ビリ エッ ト の 影 を 見 る こと は 全く で き 
な い 。 ( 城 元 ) 
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彼ら は SEMIRAMIS や IL BALLETTO DI BRONZO の HEAVY な 部 分 
が 共通 し て いる 為 よ く 比 較 さ れ て いる が 、 も っ と 大 雑 把 で それ が 魅力 と も 、 あ 
る い は 欠点 と し て も 捉え られ て いる 気 が する 。 鳴 で は 、 兼 ね て か ら あ る に 違い 
な いと され て いた アル バム 。 基 本 的 に 、 や は り HARD ROCK BAND と 思う 。 
曲 は 練り 上 げ て 作る と 言う より も 、 行 き 当 た り ば っ た り で …… この 作品 で は 
更に 加速 し た 感 が あっ て 、 本 当 に 自由 気まま で 我 が 候 ( 笑 )。 彼 ら な り の 独 
特 な SENSE OF HUMOR も ある 。 こ れ っ て 実は ROCK 本 来 の 姿 で は な か っ 
た か ? 1st よ り 表立っ て いな いも の の 、 忘 れ て は いけ な い 、 巧 い 下手 を 超越 
し た 哀 惑 の 「 う た 」 を そっ と 入れ て いる の も 嬉し い 。 こ れ が イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 
醍醐 味 。 理 屈 云 々 より 素直 に 感じ 取り た い 作 品 。 (渋谷 ) 





づ ご づ 
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この アル バム の 有無 を 巡っ て 一 時 、 騒 が れ た こと が ある 。 事 の 経緯 は 
CBS 系 の ミュ ー ジ シャ ン に よる オム ニ バ ス ・ ラ イヴ 盤 「Concerto D'Estac」 
に 、 こ の バン ド の ライ ヴ が 収録 され て いた 事 に 始ま っ た 。 そ の 曲 は イル ・ ヴ ォ 
ー ロ の "II Calore Umano" (1st③) 。 そ こ で 変名 バン ド だ と いう 説 が 出る 。 さ 
て 、 こ の LP が 見 つか っ た が 、 メ ン バ ー は 未だ 判っ て いな い 。A 面 ① に 
Calore Umano" の スタ ジオ ・ テ イク を 収録 し て いる 。 女 性 スキ ャ ッ ト が あの 
メロ ディ を ハミ ング し 、 ラ ディ ウス そっ くり の トー ン の ソロ も ロレ ン ツ ィ 独 特 の キ 

ー ド も 入る 。 た だ し アル バム の 傾向 と し て は スタ ンダ ー ド ・ ナ ン バ パー を 含 
む イ ー ジ ー・ リ スニ ング ふう の も の 。 確 か に 演奏 は 似 て いる 。 可 能 性 は 高い 
が 判ら な い 。 (松本 ) 
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この プロ ッ コ ・ メ ンタ ー レ は Durium レ ー ベ ル の 販売 傘下 に ある Titania 
レー ベル か ら 本 作品 「 ボ ア 」 を 発表 し た 。 お そら く こ れ が 唯一 の アル バム と 
思わ れる 。 メ ン バ ー は G., Key., B., Dr., そ し て Flute & Sax の 5 人 で 、Vo. は 
主 に ベー シス ト と 管楽器 奏者 の 2 人 が 担当 し て いる 。 表 ジャ ケ の 中 央 に 見 
える 花 の 部 分 は くり 抜か れ て いて 、 中 ジャ ケ で は 白い 服 を まとっ た 5 人 の メン 
バー が その 花 の まわ り で 手 を 差し の べ て 立っ て いる 。 音 の 方 も そん な 雰 囲 
気 を 反映 し て 、 と て も 優し く 暖 か が 味 の あ る も の に な っ て いる 。 演 奏 ス タイ ル は 
随所 に メロ トロ ン 、 ピ アノ 、 フ ルー ト な ど を ちり ば め た 、 当 時 の イタ リア の ご く 平 
均 的 な も の で 、 新 鮮 さ な ど 少 し も な い が 、 そ れ で も す が す が し さ を 伴っ た この 
美しき に は 、 心 魅 か れる も の が ある 。 ( 城 元 ) 
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プル ー・ モ ー ニ ング は 1965 年 に Maurizio Giammarco と Alfredo 
Minotti が 中 心 に な っ て 結成 され た GUERRIERI を 前 身 と する ジャ ズ / プ ブル 
ー ス ・ ロ ッ ク ・ バ パン ド で ある 。 パ ンド は ジョ ン ・ メ イオ ー ル に 影響 を 受け 、70 年 
に BLUE MORNING と 改名 し た 。 こ れ が 唯一 の アル パム に な る 。 そ の と お 
り '60 年 代 後半 の プル ー ス ・ プ レイ カー ズ に 典型 的 な プル ー ス / ジ ャ ズ ・ サ 
ウン ド に な っ て いる 。 途 中 か ら パ ンド に 参加 し た ギタ リス ト 、Roberto Ciotti、 
管楽器 奏者 に 転向 し た M.giammarco、 ら の リー ド ・ ソ ロ も 軽やか な も の で 、 
4 ビー ト 主体 の バッ ク ・ サ ウン ド と 共に ゆっ た り と し た 流れ を つく り 出 二 それ だ 
け に フル ー ト が リー ド す る 部 分 は 、 こ ちら の 耳 に は な じみ や すい 。 畑 違い か も 
し な い が 当 時 の 一 面 で も ある 。 (松本 ) 
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Alan (ヴォ ー カ ル 、 ベ ー ス ) 、Marcello( ヴ ォ ー カ ル 、 キ ー ボ ー ド )、Deni 
(ギタ ー) 、Branco( ド ラム ス ) の 4 人 組 1 Boom の この アル バム は 、 ジ ャ ケッ 
ト か ら は 想像 も 出来 な い プ ログ レッ シ ヴ な 作品 で ある 。 ポ ッ プ な 感覚 を 基調 
に し た ボー カル と タイ ト で 畳み 掛け る よう な 演奏 が 一 体 と な か っ て 、 と て も ファ ン 
タ ジ ッ ク な サウ ンド を 形成 し て いる が 、 サ ウン ド の 要 は や は り 変 幻 自在 に 操 ら 
れる キー ボー ド で ある 。 ミ ステ リア ス に そし て 又 攻 撃 的 に ある い は 人 庄 放 に と 、 
様々 に 使い 分 ける Marcello な る キー ボー ド 奏 者 は 、 か な り の 才能 を 有 し た 
謎 の 人 物 で ある 。 一 曲 と し て 無駄 な 曲 は 無い が 、 厳 か な オル ガン の 音色 で 
始ま る ^Inprovvisamente Notte* と 哀 甘 に 満ち た `I| Padre Sano lo* は 
特に 良い 。 (鈴木 伸一 ) 
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ラプ ・ ロ ッ ク の 傑作 「Dentro」 に 先立つ こと 2 年 、 ボ ポッ テ ガ ・ デ ッ ラ ル テ は こ 
の アル バム で デビ ュー を 果たし た 。2nd の 人 気 が 急 上 昇 する 前 は 見 向き も 
され な か っ た レコ ー ド で ある 。 し か いし 実際 の 相違 点 と いえ ば 録音 状態 、 鍵 盤 
楽器 が 薄い こと 、 曲 展開 に 詰め の 甘 さ が 見 られ る こと ぐら いで 、 あ の 甘い メ 
ロディ ー や 秀 れ た アレ ンジ は 他 グ ルー プ と 既に 一 線 を 画 し て いる 。 当初 は フ 
ルー ト 、 チ ェ ン バ ロ 入 り の A④ に 人 気 が 集 中 し た が 、 や は りこ うい っ た グル ー 
プ は 聴き 手 も 考 え を 変え な いと 結局 すぐ 飽き て し まう こと に な る 。 ジ ョ ン ・ レ ノン 
より ポー ル ・ マ ッ カ ー ト ニー が 好き 、 と いう タイ プ の リス ナー に は と りあ え ず お 
推 め 。 (古田 ) 
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ポッ テ ガ ・ デ ラル テ の セカ ンド アル バム 。 イ タリ ア の いわ ゆる 「 ラ ヴ ・ ロ ッ 
ク ・ グ ルー プ 」、 例 えば イル ・ ジ アル ディ ー ノ ・ デ イ ・ セ ンプ リー チ や ジー・ メ ン 
等 の カテ ゴリ ー に 属す る る グル ー プ で ある が 、 極 め て 質 の 高い 演奏 を 聴か 
せ で て くれ 、 又 、 メ ロディ ー ラ イン の 美 し さ も 特筆 すべ き で 、 こ こ に と り 上 げ る こと 
に な っ た 。 ピ アノ 、 ク ラヴ ィ ネ ッ ト 、 ア ー プ 、 ミ ニ ・ ム ー グ 、 ハ モン ド ・ オ ル ガ ン 、 
メロ トロ ン 等 、 多 彩 な が キー ボー ド 群 に より 厚み の ある 、 し か も と て も イタ リア らし 
い 哀 区 に 満ち た サウ ンド を 聴か せ て くれ る 。 ピ エロ ・ カ ラブ レー ゼ 、 マ ッ シ モ ・ 
カラ プレ ー ゼ 、 ロ マー ノ ・ ム ズ マ ッ ラ 、 フ ェ ル ナン ド ・ チ ュ ッ チ 、 ア ルベル ト ・ バ 
ルト ー ク の 5 人 の 男 達 に より 創 られ た 。 (山崎 ) 
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彼 等 の 頂点 で ある 「DENTRO」 か ら 2 年 。 サ ー ド ・ ア ル バ ム が 本 作 。 流 石 
に 「DENTRO」 と 比べ る と ヴォ ル テ イ ジ は 落ち る と 思う が 、 そ の 印象 は ジャ ケ 
ッ ト の イメ ー ジ が 余り 良く な いこ と と 、 曲 が 都会 的 な 夫 囲 気 で まとめ られ て い 
る 為 で あろ う 。 前 2 枚 を 聴い て 彼 等 の 歌 や メロ ディ ー・ ラ イン の ファ ン に な っ 
た 方 に と っ て は それ な り に 楽し め る 作品 だ と 思う 。 演 奏 が プロ グレ ッ シ プ ・ ロ 
ッ ク 的 で な く な っ て し まっ て は いる が 、 そ れ は 時 代 が も は や そう いう 音 を 求め 
な く な っ た 人 為 だ と も いえ る 。 メ ン バ ー は 前 作 と 全く 同じ 5 人 。 蛇 足 な が ら 、B① 
は オー ケス トラ を フィ ー チ ュ ア し た 曲 で 、 シ ング ル で も リリ ー ス され た も の 。 こ 
の 曲 は 前 作 の イメ ー ジ その まま で アル バム 中 1 番 の バラ ー ド 。 フ ァ ン 必聴 。 

(山崎 ) 
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フェ ルナ ンド ・ チ ュ ッ チ 脱 退 後 初 の アル バム 。3rd と 比べ る と 表現 が スト レ 
ー ト に な っ た 分 ^ ら しさ? を 取 り 戻し て いる が 、 逆 に アレ ンジ の つめ が 甘く 、 ボ 
ッ テ ガ 特有 の ` た め " や 凝っ た 曲 展開 は 期待 出来 な い 。 サ ウン ド は 全体 的 
に 軽 め で 、 英 語 の 曲 も 2 曲 入っ て いる が 、 こ の 辺 は 迷い と いう より も 開き 直り 
の 感 が 強い 。 し か し 、 と ころ と ころ に 同時 期 の AOR 系 の アレ ンジ が バラ ンス 
よく 施さ れ て お り 、 そ うい っ た 意味 で は 上 質 の イタ リア ン ・ ポ ッ プ ・ ア ル バ ム と 
言え る か も し れ な い 。B⑤ の イン スト ゥ ル メ ンタ ル で 最後 の 意地 を 見 せる 彼ら 
の ^ ら し さ " と 時 代 の 流れ と の 融合 を 計っ た ラス ト ・ ア ル バ ム 。 こ の アル バム 
を 出す こと で 、 逆 に 自ら の 居場所 と 進む べき 道 を 失っ て し まっ た 。 (木下 ) 
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「Cottonwood Hill」(BLPS-19019) 、「Psychonaut」(Bl 15156) の ア 
ル バ ム を ドイ ツ の ベラ フォ ン ・ レ ー ベ ル か ら リ リー ス し て いた プレ イン ティ ケッ 
ト の サー ド ・ ア ル バ ム 。'73 年 に リリ ー ス され た 。 本 アル バム で の メン バー は 
ジョ エル ・ フ ァ ン ドル ・ ゲ ンプ ロッ ク 、 カ ロー レ ・ ム リエ ル 、 バ ー ネ イ ・ パ ルム の 
3 人 で 多種 の キー ボー ド を 中 心 に シタ ー ル 、 ド ラム 、 エ コー の か か っ た ヴォ イ 
ス 等 を ちり ば め た トリ ッ プ ・ サ ウン ド を 演奏 し て いる 。 し か し 決し て た れ 流 し 的 
な も の で は な く 、 曲 と し て パラ ンス よく まとめ られ て いる の で 極め て 完成 度 は 
高い 。 他 の 2 枚 と も 比べ よう も な い 程 の 名 盤 と いえ よう 。 メ ン バ ー は イタ リア 、 ド 
イツ 人 系 の 混合 チー ム 、 パ ンド は スイ ス 国 籍 の も よう 。 以後 も 活動 し 、 ア ル 
バム 他 を 出し て いる 。 (山崎 ) 
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作詩 ・ 作 曲 者 名 が 、Ping Pong の 各 曲 と 同じ で ある 事 と 、 更 に は B⑤ 
\Cattedrale” が 2nd ア ル バ ム 「Ping Pong」 の 名 曲 ^Suite In 4 Tempi” 
中 間 部 の 焼き 直し で ある 事 か ら 、Ping Pong の 改名 バン ド で 、 実 質 的 に は 
彼 等 の 3md ア ル バ ム と 考え て 良い だ ろう 。 曲 調 は ポッ プ な 感覚 が 先行 し た 
も の ば か り だ が 、 そ れ で も 、 美 し く 豊 か な オー ケス トレ ーション が 適宜 配 され 
た り 、 叙 情 的 な パー ト が 時 折 顔 を 隔 か せ た り と 、 結 構 聴 所 は 多い 。 英 詩 の 
曲 も 半分 位 を 占め る が 、 や は り 伊 語 の ボー カル 方 が 良い 。 年 代 か ら し て 当 
時 の 多く の パン ド が そう で あっ た よう に 、 彼 等 も 又 、 よ り コ ン パ クト で イン ター 
ナシ ョ ナル な 音 作り へ と 変化 せ さ ざる を 得 な か っ た の だ ろう 。 (鈴木 伸一 ) 
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後に ノロ ・ ア ル バ ム を 1 枚 だ け リ リー ス し た ベッ ペ ・ パ ロン バ の バッ ク ・ バ 
ンド を 努め た こと の ある グル ー プ で 、 当 時 、 ア ル バ ム が 制作 され る は ず だ っ 
た が 、 マ スタ ー ま で 創 ら れ な が ら リ リー ス さ れ な か っ た と いう 幻 の 作品 。 後 に 
CD 化 さ れ た が ペー ル ギ ュ ント "を アレ ンジ し た 組曲 風 の 作 で 、'70 年 一 
71 年 の 間 に イ タリ ア で 制作 され た 作品 の 中 で は 最も プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 
的 な も の で あっ た と いう の が 証明 され た 。 ロ ー マ 出 身 の グ ルー プ で 、 と ある 
コレ クタ ー が 交流 が あっ た 為 に リリ ー ス が 実現 し た も の だ 。 イ タリ ア に は ア 
ル バ ム が リリ ー ス され ず に 、 シ ング ル の み で 消え た 、 あ る い は マス ター を 制 
作 し な が ら も 世に 出 ず に 終わ っ た グル ー プ が 多く 、 そ うい っ た グル ー プ の 発 
掘 も 現在 進行 中 で ある 。 (山崎 ) 
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「Fiore Di Metall」 よ り 4 年 以上 前 に 作ら れ た カリ フィ も ファ ー ス ト ・ ア ル バ 
ム 。 非 常に 入手 困難 な レコ ー ド で ある 。 そ の 内 容 は 当時 の イタ リア の シー ン 
の 状況 を スト レー ト に 反映 し た も の で 、 サ イモ ン & ガー ファ ンク ル の ~Scar- 
borough Fair*Y、 ビ ー ジ ー ズ の To Love Somebody“^Close Arother 
Door?、 ナ イス の `The Thought Of Dav Jack” 等 の カヴァ ー が 半分 、 自 
作曲 が 半分 と いう 構成 に な っ て いる 。 イ ンス ト 中 心 の 曲 で は キー ボー ド 等 に 
よる や や ジャ ズ ィ な 、 ま た 、 多 少 ブ ルー ズ ィ な 、 そ し て 、 幾 分 クラ シカ ル な 演奏 
も 聴く こと が 出来 る が 、 全 体 と し て の 印象 は か な り ポ ッ プ で ある 。 本 作 を 聴く 
限り で は セカ ンド の よう な アル バム は 予想 出来 な い 。 反 面 、 ポ ッ プ ス と し て は 
中 々 の 出来 と も 言え る 。 (賀川 ) 
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カリ フィ は キー ボー ド を フィ ー チ ュ ア し た 極 く 標準 的 な ロッ ク バ ンド で プロ 
グレ 色 は 薄い 。A 面 4 曲 、B 面 5 曲 で 、 割 と 緩やか な タッ チ の 曲 と アッ プ テ ン 
ボ の ハー ド な 曲 に 分 か れ て お り 、 オ ル ガ ン が 余り 前 に 出 て 来 な い 場合 は ギ 
ター が 主導 権 を 取っ て いる 。 全 体 的 な イメ ー ジ と し て グル ー プ 自体 の 目指 
す 方 向 性 が 今一つ は っ きり せ ず 中 途 半 端 な 印象 を 与え る 。 た だ A④ の イン 
スト で は パイ プ オ ル ガ ン まで 用 いた 驚異 的 な プロ グレ ナン バー を 披露 、 リ ス 
ナー の 度肝 を 抜く 。 途 中 ジャ ジー な 展開 を 織り 交ぜ な が ら 、 力 強い ドラ ミン 
グ に 乗っ て キー ボー ド ワ ー ク で 押し まく る と いう まさ に 白眉 の 出来 。 こ れ だ け 
の プレ イ が 出来 る こと か ら 、 本 気 で プロ グレ ッ シ ヴ ロッ ク を 志 し て いれ ば 傑 
作 を 残し て いた こと だ ろう 。 (江田 ) 
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主 に 70 年 代 の 名 盤 再発 で 世界 を 岩手 させ た Vinyl Magic。 同 レー ベ 
ル が 元 ア ル テ ィ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ の キー ボー ド 奏 者 、 ベ ッ ペ ・ ク ロ ベ ッ ラ を プ 
ロ デ ュ ー ザ ー に 迎え て スタ ー ト し た の が ~^New Prog'90”" シ リー ズ で ある 。 本 
作 は その 第 1 弾 。 メ ロト ロン 、 ミ ニ ・ ム ー グ 、M3、 ソ リー ナ と いっ た アナ ログ ・ キ 
ー ボ ー ド を 最新 の エン ジニ アリ ング で コン トロ ー ル 、 極 め て 歯切れ の よい シ 
ン フ ォ ニ ッ ク ・ サ ウン ド を 展開 し て いる 。 一 聴 し た と き の イ ン パ クト は と て つも な 
く 強 い 。 し っ と り と し た 情感 と は 無縁 で 、 全 篇 た た みか け 、 押 し まく る 。 こ うし た 
領域 へ の バン ド の こだわ り に は 相当 な も の が あり 、 そ れ は 本 作 最終 曲 の タ 
イト ル に も あら われ て いる 。 そ の も の ズバ リバ メロ トロ ンマ ニア "と いう 曲 で あ 
る 。 ミワ 
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本 作 は "New Prog'90* シ リー ズ の 第 1 号 バ ンド 、 カ リオ べ の 2nd で ある 。 
同 シ リー ズ が た だ の 打ち 上 げ 花 火 で な いこ と を 証明 する か の よう に 矢 つ び 
早 に 発表 され た と いう 印象 が 強い 。 ユ ー ロ と いう 領域 は 、 全 盛 期 の 70 年 代 
に お いて すら 、 単 発 リ リー ス だ け で 消え て いく バン ド が 異様 に 多かっ た ジャ 
ン ル で ある 。 そ の あたり の イメ ー ジ を 払拭 し よう と する 力学 が 働い た の か どう 
か 。 音 的 に は 前 作 と 同 傾向 の アグ レッ シ ヴ な シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド 。 い く 
ぶん リラ ックス し た 感触 も あり 、 曲 想 の 幅 が 広がっ た と いえ ば いえ る だ ろう 。 
具体 的 に は 、 女 性 コー ラス や サッ クス の 投入 、 ギ ター の 活躍 と メタ ル ・ サ ウ 
ンド の 消化 。 リ ズム ・ ア プロ ー チ の チャ レン ジ な ども 指摘 すべ きか も し れ な 
い 。 洗 練 さ れ た アク の 強 さ が ある 。 く ワ ) 
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数 ある ラヴ ロッ ク の レコ ー ド 中 最高 峰 に 位置 する 一 枚 。 中 味 は 殆 ん ど オ 
ル ガ ン 入 シ ン フ ォ ニ ッ ク の 趣き が あり 、 ど の 曲 も 素晴らし い が 特 に B 面 が 圧 
巻 。 胸 に 額 に 流れ る 汗 を 払う 暇 な い 体 さ ば き で 一 進一 退 の 攻防 を 繰り ひろ 
げ 、 一 曲 め 後半 に は 見 事 根性 の 一 本 背負 い が 決 まり 2 曲 め の 泣き の 曲 へ 
と 続い て いく の だ が 、 さ す が 太 陽 と オペ ラ の 国 の バン ド だ け あ っ て 粘っ こく 譲 
技 に 持ち 込ん で 狂おしい まで の 美 旋律 が 覆い か ぶさ っ て くる と いか に も 恋 の 
縦 四方 固め と いっ た 感じ で 聴 者 は 身動き と れ な い 程 の 感動 を 覚え ん る で あろ 
う 。 や は り 技 より 根性 、 一 撃 必 殺 の イタ リア ン シ ン フォ ニッ ク 以 外 の 何者 で も 
な い 一 枚 。 ま さ に 年 に 一 度 の 対抗 試合 、 今 日 に 備え た 荒 稽 古 と いっ た 気迫 
な の だ 。 (牧野 ) 
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彼ら の 活動 歴 は 古く 、64 年 に カン サス ・ レ ー ベ ル よ り シ ング ル “Sha…La 
La La La”(DM1005) で デビ ュー し た 。 そ の 後 は ビー ト ・ グ ルー プ の 代表 格 
と し て 活躍 を 続け 、70 年 の サン レモ で は 三 大 プリ マドン ナ の 一 角 オ ルネ ラ ・ 
ヴァ ノー ニ と 「 永 遠 」 を 歌い 入賞 し た 。 だ が 彼ら は ヒッ ト 路線 を 進み な が ら も 
サウ ンド の 探求 も 怠ら な か っ た 。 ヾ Lei Mi Dara Un Bambino” と いう 当時 と 
し て は 長い 曲 で 、 構 成 も 変わ っ て いた た め に 多く の 人 を 驚か せ た 。 こ の アル 
バム で は すでに ラヴ ェ ッ ツィ に 代わ り イ ギリ ス 人 の デイ ヴ ・ サ マー が 加わ っ 
て お り 、 サ ウン ド も 一 変 し た 。B 面 3 曲目 な ど は 明らか に 70 年 代 の あの プロ グ 
レッ シ ウ ・ ム ー ヴ メン ト の 影響 を 受け て いる 。 (Hiro Tanaka) 
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カマ レオ ン テ ィ に は 8 枚 の シン グル と 5 枚 の オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム 「vita 
D'uomo」 (CBS 52724) 、「Lo Per Lei」 (63350) 、「| Magnifici 
Camaleonti」(65669) 、「Amicizia E Amore」(69056) 、 本 作 、 が ある 。 イ 
タリ アン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は イル ・ ヴ ォ ー ロ に 参加 し た マリ オ ・ ラ ヴェ ッ ツ ィ が 
か つて 在籍 し て いた バン ド と し て 知ら れ て いる 。 こ の アル バム は その 後 の ラ 
スト ・ ア ル バ ム に な る が 、 歌 物 寄り の イタ リア ン ・ ロ ッ ク 作 と し て と ら え る こと の 
で きる 仕上 り を 見 せる 。 比較 的 、 曲 は 長く 、 そ の 中 で g、kbd 等 が プロ グレ ッ 
シ ヴ な 曲想 に 彩る B④ 等 は 聴き 所 だ ろう 。 一 方 で ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト も 忘れ 
まま ハード ・ ロ ッ ク 調 の 曲 も あり と 決め 手 に は 欠け る 。 ま た リズ ム 面 の 平凡 さも 
否め な い 。 (松本 ) 
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キャ メル と いう グル ー プ 名 や RCA レ ー ベ ル か ら ソ ー ス され て いる こと 、 又 、 
カラ フル な カヴァ ー・ ア ー ト 等 か らい っ て シン フォ ニッ ク な グル ー プ だ ろう と 入 . 
手 す る まで は 思っ て いた が 、 音 の 内 容 は どちら か と いう と ハー ド ・ ロ ッ ク 寄 り 
の サウ ンド だ 。 僕 は 残念 な が ら こ の 手 の サ ウン ド は 余り 得意 な ほう で は な い 
の で 、 好 き な 方 に 一 度 聴い て も ら っ て 判断 で きれ ば と 思う 。 ス タイ ル と し て は 
オー ソ ド ッ クス な 感じ で 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に アピ ー ル する 要素 
は 薄い と 思う 。 こ の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 前 夜 的 な 時 代 は 様々 な ジャ ン ル 
の 音楽 の アー ティ スト が ご っ た 煮 的 な 様相 を 呈し て いた の で ある 。 (山崎 
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カン ボ ・ デ ィ ・ マ ル テ と は マル ス 広 場 の 意味 。 神 話 上 の 人 物 、 軍 神 マ ルス 
の 名 を と っ た も の で 、 実 際 に 同名 の 広場 も イタ リア に ある 。 本 アル バム は 73 
年 に リリ ー ス され た も の で 、 全 体 的 に へ ヴィ ー な 内 容 で は ある が 、 単 な る ハ 
ー ド ・ ロ ッ ク と は 明らか に 一 線 を 画 し て いる 。 イ ギリ ス 人 を 1 人 含む 5 人 の アー 
ティ ス に より 演奏 され て いる が 、 変 拍手 を 使用 し た り 、 フ ルー ト 、 ホ ー ン 、 メ ロ 
トロ ン 、 ピ アノ 、 オ ル ガ ン 等 を 随所 に ちり ば め た り と 、 変 化 に 富み 、 な か な か の 
好 盤 と いえ る の で は ある まい か 。 筆 者 個人 と し て は 、 ジ ャ ケッ ト の セン ス の 悪 
さ が 気 に な か る が 、 こ の ジャ ケッ ト だ け て で 内 容 を 判断 し て し まっ て は 危険 で ある 
よう に 思う 。 唯 一 の アル バム と 思わ れる 。 (山崎 ) 
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私 の 知る 限り 'Leva La Gamba」('79) 、 本 作 、「Mita La Strada」 
(85) 、「La Perla E L'ostrica」('87) の 4 枚 の LP と 「Barbagal E Altre」 と 
いう 未 発 入り ベス ト を 発表 し て いる トラ ッ ド ・ バ ンド 。 自 主 盤 一 枚 限り で 消息 
の 知れ な く な る トラ ッ ド バン ド の 中 で は 多 作 と 言え る だ ろう 。 し か も 本 作 は 2 枚 
組 で ある 。3 作 目 は 未 聴 だ が 他 の 4 枚 を 聴く と 、 元 々 それ 程 泥 臭く は な か っ た 
彼ら が 年 月 の 経過 と 共に 一 層 洗 練 さ れ て いく の が よく わか る 。 ト ラッ ド の アレ 
ンジ で は 無い オリ ジ ナ ル 曲 も 増え て 来 て いる 。 従 っ て 個人 的 に は 4 作 目 が 
一 番 好き だ が 、 そ れ は 最高 作 を 意味 する わけ で は 無い 。 こ こ で は 最も ジャ ケ 
ッ ト が 美しい 2nd を 挙げ て お く 。Alberto Cesa と Donata Pinti の 2 人 を 中 心 
に し て 活動 し て いた が 4th 発 売 後 ド ナー タ は 脱退 し た 模様 で ある 。 (森下 ) 
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地中海 音楽 を ベー ス に 一 種 独特 な 音楽 空間 を 構築 し た カン ツ ォ ニ エ ー 
レ ・ デ ル ・ ラ ツィ オ の 記念 すべ き 第 一 作 。 然 し に こ に ある の は 余り に も 素直 で 
行儀 の 良い ` 民 族 音楽 その も の で あり 、 後 に 見 せる 野性 的 な 高揚 感 は 一 
片 も な い 。 恐 らく は 多 ある フォ ルク ロー レグ ルー プ の 一 つと し て 出さ れ た に 
過ぎ な い 一 枚 。 こ の 時 点 で 彼ら の アー ティ スト と し て の 自我 は 完全 に オフ に 
な っ て いた と 見 る べき だ 。 と は 言え 、 演 奏 自体 は 見 事 と し か 言い よう が な く 、 た 
お や か な アコ ー ス ティ ッ ク の 音色 に 地中海 の 豊 鏡 の イメ ー ジ を 浮 べ な が ら 
アル コー ル を 傾け る の も 、 ま た 一 興 と いう も の 。12 ペ ー ジ プ ブックレット 付き 。 

(須藤 ) 
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ラツィオ と し て の 創造 的 活動 は 本 作 (2nd) か ら 始 まっ た 。 そ れ は 新 加 入 
の ジョ ル ジ オ ・ ヴ ィ ヴ ァ ル ディ (パー カッ ショ ン ) 、 パ スカ ル ・ ミ ニ エ リ (ベー 
ス ) の リズ ム 陣 に 負う 所 が 大 きい と 思わ れる 。 と も すれ ば 、 た お や か で 女性 
的 な カル ロ ・ シ リオ ッ ト の ヴァ イオ リン の み に 話 題 が 集まる が 、 彼 ら の 本 質 は 
曜 動 す る 男性 的 な リズ ム か ら 生 ずる 、 セ ックス の オー ガス ム ス に も 似 た 高 
揚 感 に ある 。 人 間 が 本 来 持 っ て いる 野性 を 、 郷 惑 と 共に 早 ら せ て くれ る の 
だ 。 全 編 に シャ ー マ ニ ッ ク な 雰囲気 が 漂い 、 特 に B 面前 半 の アシ ッ ド な 空 
間 は 特筆 すべ きだ が 、 本 作 で は 音 は まだ 完成 途上 で あり 、 難 解 な 印象 を 拭 
えな い 。 全 作品 中 一 番 ア ク の 強 さ を 感じ る ゃ が 、 む し ろ 後 期 クリ ム ゾ ン に 共感 
で きる 人 に 聴か せ た い 。 (須藤 ) 
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ふっ 切っ た 、 と いう 感じ の 3rd。 自 分 達 の 方 向 性 に 自身 を 持っ た こと が 内 
容 的 に は っ きり と 現れ て いる 。 ロ ッ ク や ジャ ズ 的 要素 を 融合 させ た スタ イル も 
ほぼ 固まっ た 。 独特 の リズ ム に 疾走 感 が 加わ り 、 何 より も 音 自体 が 明 腰 簡 
潔 に な っ て 聴き や すく な っ た 事 が 特筆 され る 。 勿 論 踊 る こと も 可能 。 本 作 を も 
っ て ピエ ロ ・ プ レガ (ギタ ー) と フラ ンチ ェ ス コ ( キ ー ボ ー ド ) が 脱退 (た だ し ブ 
レガ は 後に カル ナシ ャ リア や デメ トリ オ ・ ス トラ スト の 追悼 コン サー ト に も 顔 
を 出す 仲 々 硬派 な 強者 )、 オ リ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー は シリ オッ ト ( ヴ ァ イ オ リン ) 
の み と な る 。 後 に この ジャ ン ル の 集大成 と も 言え る 、 ラ ツィ オ の 5th、 カ ルナ シ 
ャ リア 、M. パ ガー ニ の 1st は 、 本 作 の 方 法論 を 発展 ・ 洗 練 さ せ た も の と 言え 
出 2 (須藤 ) 
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稀有 の 逸材 クラ ラ ・ ム ル タ ス (vo) 、 マ ウリ ツィ オ ・ ジ ャ ンマ ルコ (sax、f、 
P) 、 更 に マル チェ ロ ・ ヴ ェ ント (dr) を 得 て 、 最 強 の 布陣 を 敷い た ラツィオ の 4 
枚 目 。 明 ら か な 発展 と 緊張 感 に 湖 っ た パフ ォ ー マ ンス を 聴く こと が 出来 る 。 
特に クラ ラ の ヴォ ー カ ル は バン ド の カラ ー を 明確 化す る こと に 多大 な 貢献 を 
果 し た 。 彼 女 の vo 程 、 地 中 海 の 豊 鏡 の イメ ー ジ を 換 起す る も の は な く 、A① 
の 出来 は 筆舌 に 尽 し 難い 。 相 当 前 衛 的 な こと を や りな が ら も 何処 か 懐 し さ を 
思わ せる スタ イル は 本 作 で 極まっ て いる 。 ま た 、 リ ズム セク ショ ン の 素 晴 し さ 
も 特筆 され る べき で あり 、 ぞ く ぞ くす る よう な ドラ イブ 感 に クラ ラ の vo が 重なる 
と 、 非 常に エロ ティ ッ ク な 償 惚 感 に 襲わ れる 。 プ ロ デ ュ ー ス は アレ ア の パオ 
ロ ・ ト ファ ー ニ 。 (須藤 ) 
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本 命 だ ろう 。 充実 し きっ て いる 頃 。5 作 目 。 冒 頭 か ら ア グレ ッ シ ヴ さ し か 感 
じ ら れ な い 。 音 と 言う より も エネ ルギー の 塊 が 連続 する 。 ア レア を 大 味 に 骨 
太 に し た よう に スカ スカ だ 。^ 表 現 ? と いう 間接 技法 が な い の だ 。 音 楽 と も 儀 
式 と も つか な い 。 音 楽 が 肉体 に 限り な く 近 づい た 時 の トー ン も 何 も な い 想 動 
で し か な い 。A 面 最後 に は また 全 作 中 屈指 の 1 曲 ^Glorias? を 収録 し て お り 、 
彼 等 の 、 声 や 楽器 で 歌う こと の 全て が 海 縮 さ れ て いる 。 ざ ん 切り の 音 、 高 揚 
する 事 それ 自体 、 恐 ろ し く 粗野 で 力強く 音楽 と 交歓 し て 肉体 を 超え て いく よう 
な リフ レイ ン が (本 当 は ) どこ まで も 続く 。 内 ジャ ケッ ト に ある パ ゾ リー ニ や ライ 
ヒ 、 ワ グ ナ ー、 ル ソー、 ジ ャ ッ ク ・ ラ カン 他 の 掲載 意図 を 是非 知り た いと 思う 。 
音楽 の 屈指 の 一 作 と し て お きた い 。 (松本 ) 
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1977 年 2 月 に ベル リン で 行わ れ た 「 政 治 的 歌曲 の 7 つの 祭典 」 な る コン サ 
ー ト の ライ ブ 。 何 と この 時 期 、 マ ウロ ・ パ ガー ニ が 参加 し て いる 。3ー5 枚 目 か 
ら 万 遍 な く 選 曲 さ れ て いる が 、 こ の イケ イケ は ジュ リア ナ や ロン ドク ラブ の 比 
で は な い 。 ス タ ジ オ テイ ク か ら は 想像 も で き な い ドラ イブ 感 と 感情 表現 の う ね 
り を 聴く こと が で きる ( 命 を 吹込 むと は こう いう こと を 言う の だ ろう ) 。 バ ンド の ノ 
リ も 半端 で は な く 、 メ ン バ ー 全 員 が 過激 に 触発 し 合う 様子 が 容易 に 想像 で 
きる 。 パ ガー ニ の 1st や カル ナシ ャ リア の 必然 性 が 頭 で な く 体 で 理解 で きる 
と いう 代物 だ 。 し か し そこ まで 敢えて 洗練 し て いな い 生 の 高揚 感 、 惚 感 こ そ 
が ラツィオ の 身上 。 む き 出 し の 性 欲 の よう な 、 エ ロティ ッ ク さ が 魅力 と 言っ た 
ら 言 い 過ぎ か 。 (須藤 ) 
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ハー ド ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ グ ルー プ 、 カ ピ ト ロ ・ セ イ は 72 年 に アル バム ・ デ 
ビュ ー を 和 飾っ て いる が 、 ポ ッ プ ス 様 の サウ ンド も 得意 と し て いた 様 で 、 同 年 の 
サン レモ フェ ステ ィ バ ル に も 参加 し て いる 。 し か し 本 作 で は 硬質 的 な ヴォ ー カ 
ル と へ ヴィ な ギタ ー に よる 攻撃 的 な サウ ンド が 目立つ 。 フ ルー ト の 導入 は 
デ ・ デ ・ リ ンド あたり と 共通 な 構成 だ が 、 そ れ 程 シン プル な 音 で は な く 、 全 体 
的 に 多少 入り 組ん だ 印象 を 与え る 。 部 分 的 に は プロ セッ ショ ン に 近い 所 も 
ある が 、A 面 終盤 か ら B 面 に か け て 割 と 哀 感 を 帯び た 展開 が 見 られ る ほか 
は 、 イ タリ ア 的 な 感性 は 余り 現れ て 来 な い 。 む し ろ 、 音 の 端々 に 時 と し て 暗い 
陰 が 感じ られ る 。 ま ず 標 準 作 と 言え る が 、 長 い 曲 に な る と それ を 支え る 展開 
力 に 若干 乏しい 嬢 い が あ る 。 (江田 ) 
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カプ リコ ー ン ・ コ レー ジェ の 1st ア ル バ ム 。 根 本 的 に は ピア ノ 、 フ ルー ト 、 サ 
ックス それ に 軽やか な リズ ム セ ク ショ ン を 中 心 に 据え た イー ジー な 音 が 下 
地 で ある 。 次 作 や Capricorn College Brass 名 義 の シン グル を 聴け ば 明 
白 だ 。 た だ 、 本 作 で は イタ リア 臭い 情緒 的 な ナン バー が 6 割方 を 占め 、 そ こ 
そこ の サウ ンド が 楽し め る 。 演 奏 技 量 、 録 音 状態 の 面 で は 今一つ だ が 、 全 
体 的 に 非常 に 柔らか な 音 作り が な され 、 チ ェ ン バ ロ の 導入 が 効果 的 で 、 ク 
ラ シ カ ル な 趣 を 混 え て いる 。A③、⑤ あ た り は な か な か の 佳 曲 と 言え よう 。 ま 
た 、B① な ど で は リズ ミカ ル な ピア ノ 、 パ ー カ ッ シ ョ ン が イー ジー な 雰囲気 を 
漂わ す が 、 ヴ ォ ー カ ル が 入る と 一 変 し て イタ リア 特有 の 哀 惑 が 満ち 溢れ て く 
る 。 (江田 ) 
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Capricorn College の 2nd。1st は 長い 曲 も 含み 、 地 味 生 ら も プロ グレ ッ 
シ ヴ な 趣き の 醸し 出さ れ た 好 作 品 だ っ た 。 こ の アル バム は そう し た 前 作 の 
サウ ンド を 受け 継ぎ つつ より 唄 に 比重 を 置い た と て も 味わい 深い も の で あ 
る 。 当時 の ラヴ ・ ロ ッ ク と も 一 線 を 画 し た その サウ ンド は 、 単 な る ポッ プス と 言 
い 切 っ て し まえ な いま る で 春の 息吹 き と で も 形容 し た く な る 若 々 し い 生命 の 鼓 
動 を 感じ ず に いら れ な い 。 元 々 、 同 グル ー プ の シン グル プロ デュ ー ス も し た 
事 の ある Barimar (ピア ノア レン ジ 、 オ ー ケ スト レー ショ ン 等 ) と の 共同 制作 
と いう 形 で 発表 され た この 作品 は カン サス レー ベル 特有 の 温もり と 爽やか 
さ の 感じ られ る 音 作り で 、 ほ の ぼ の と し た 余韻 を 残し て くれ る 。 (鈴木 伸一 ) 
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この アル バム 一 枚 を 発表 し て 解散 し た カプ シク ム ・ レ ッ ド は 、 現 在 イ ・ プ 
ー の ベー シス ト と し て 活躍 中 の レッ ド ・ カ ン ツ ィ ア ン が 在籍 し て いた グル ー 
プ 。 彼 は ギタ ー と ボー カル を 担当 し て いる 。A 面 で は ベー トー ヴェ ン の ピア ノ ・ 
ソナ タ 第 8 番 「 悲 愉 」 一 一 奇しくも ラッ テ ・ エ ・ ミ エー レ の 「 パ ピヨ ン 」 で も 用 い 
られ て いた が - 一 一 が ロッ ク 風 の アレ ンジ で 全曲 演奏 され て いる 。 タ イプ と し 
て は リッ ク ・ ヴ ァ ン ・ ダ ー・ リ ン デ ン が 率い る オラ ンダ の エク セ プ シ ョ ン あ た り 
が 思い 浮か ぶ が 、 イ タリ ア 的 叙情 に 彩 られ た 演奏 に は 未完 成 な が ら も 捨て 
難い も の が ある 。 こ の 内 容 か ら 察する に 、 イ ・ プ ー の 「 パ ル シ フ ァ ル 」、「 ロ マ 
ン 組 曲 」 と いっ た 気品 あふ れる 名 作 群 は 、 レ ッ ド の 加入 に 依る 所 が 大 きい と 
も 思わ れる の で ある 。 (古田 ) 





ARNASEIALIA 
6arnascialia 
79 

@Mirto 6323 750 














玄人 好き の 作品 を リリ ー ス を し て いた ミル ト ・ レ ー ベ ル か ら 発 表 さ れ た この 
アル バム は 、 カ ン ツ ォ ニ エー レ ・ デ ル ・ ラ ッ ツ ィ オ の ジョ ル ジ オ ・ ヴ ィ ヴ ァ ル デ 
ィ を 中 心 に デメ トリ オ ・ ス トラ スト や マウ ロ ・ パ ガー ニ 等 が 参加 し て 創 ら れ た 
も の で ある 。 地 中 海 音 楽 エ ニア レア ーー マウロ ・ パ ガー ニー カン ツ ォ ニ エ ー レ と 
いう 硬質 で レベ ル の 極め て 高い ミュ ー ジ ッ ク ・ ア マル ガム の 採用 を 星 し て い 
る と いっ て 良い と 思う 。A 面 は どちら か と いう と カン ツ ォ ニ エ ー レ の ヴァ イオ リ 
ニス ト 、 カ ル ロ ・ シ リオ ッ ト の ソロ ・ ア ル バ ム に も 通じ る よう な ゆっ た り と し た 地 
中 海 音 楽 が 、B 面 は より 硬質 な アヴァ ン ギ ャ リズ ム を 注入 し た 作品 で ある 。 
又 、 デ メト リオ が 死去 する 直前 の 録音 と し て も 話題 を 集め る 一 枚 。 (山崎 ) 





GARTA GANTA 

II Tempo Delle Ciliegie 
"80 

人 @Zodiaco VPA8471 





イタ リタ の トラ ベ ド の 本 来 の 姿 は 想像 以上 に 地味 で 泥臭い も の で あり 、 
異国 の マニ ア が 興味 本 位 で 首 を 突っ 込む と えら いこ と に な りか ね な い 。 だ 
が 、 こ の フィ レン ツェ の 女性 2 人 、 男 性 3 人 の トラ ッ ド ・ グ ルー プ は オラ ンダ や 
フラ ンス の トラ ッ ド ・ グ ルー プ の よう に 中 世 音 楽 や クラ ッ シ ッ ク か ら の 影響 が 
感じ られ 、 曲 構成 や アレンジ が 複雑 化し 、 音 色 も か な り 洗 練 さ れ て いる 。 特 
に フル ー ト や ヴァ イオ リン の 上 品 な 響き は 素晴らし い 。 そ れ で も 随所 に どう し 
て も 顔 を 出し て し まう 恨 め し さだ け は 隠し よう が な い 。 な に し ろ ア ッ プ テン ポ に 
な る ほど 悲痛 さ が 増 す の だ か ら 。 つ け 加 える と 、 ボ ー カ ル は 男女 比率 半々 で 
歌っ て いる が 、 ど ちら の 声質 も 素晴らし く 、 コ ー ラ ス 等 も 実に 決ま っ て いる 。 





(IL) 6ASTELLO IATLANTE 
Son0 lo 上 Signore Della 
Terre A Nord 

'92 


人 
〇 VinyI Magic VMNP 03 
(W) 








Vny| Magic の ^New Prog'90" 第 3 の パン ド で ある 。770 年 代 の 著名 バン 
ド に 例え る な ら 、 メ タモ ルフ ォ ッ シ 、 セ ミラ ミス 、 ク エラ ・ ベ ッ キ ア ・ ロ カン ダ の 名 
を 粗 上 げ て も よ か ろ う 。 ヴ ァ イ オ リン を フィ ー チ ャ ー し た 極め て アト ラク ティ ヴ 
な 楽曲 群 は 、 好 まざる と に か か わら ず リス ナー の 耳 を 刺激 する 。 エ スニ ッ ク 
な アコ ー ス ティ ッ ク ・ ア ン サ ンプ ブル に シン セ サ イ ザー、 カ ント リー & ウェ スタ ン 
の フィ ドル を 思わ せる ヴァ イオ リン 、 ム ー デ ィ ー な ピア ノ に プラ ス ・ ロ ッ ク 風 ア 
レン ジ etc お よそ 「 ロ ッ ク と は 何 を や っ て も いい の だ 」 と 思わ せる 作風 な が ら 、 
全体 は ある 種 の 統一 感 を 保ち 、 お だ や か で すら ある 。 聴 きど ころ の 多 さ の 前 
に は 演奏 の 野暮 っ た さ な と 回 散 唆 消 し て し まう 好 サ ンプ ル で ある 。 (ミワ) 











中 々 の 好 作 品 。 (川辺 ) 
CELESTE pELESTE 
leleste 
76 "91('76 年 録音 ) 
@Mellow MAC 1001 


@Grog GRL 02 


( 


⑯⑮ キ ング KICP 2711 











わずか 5 枚 の アル バム を 残し て 消 減 し た グロ ッ グ ・ レ ー ベ ル の 中 で も この 
チェ レス テ の 創り 出し た サウ ンド は 比類 な き 美 し さ を 感じ る 良質 な も の だ 。 ア 
コー ステ ィ ッ ク な 響き を 大 切 に し な が ら 、 フ ルー ト や メロ トロ ン が ソロ を 取っ て 
いき 、 全 体 に 清らか な イメ ー ジ で 仕上 げ ら れ て いる 。 こ れ 一 枚 で 解散 し て し ま 
っ た が 、 キ ー ボ ー ダ ー の チロ ・ ペ ッ リ ー ノ ば 80 年 代 以 降 、2 枚 の ソロ ・ ア ル 
バム (ニュ ー・ エ イジ 調 ) を リリ ー ス し 、 最 近 で は 、 往 年 の イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 
未 発表 音源 を リリ ー ス する MELLOW レコ ー ド の テク ニカ ル ・ ア ド ヴ ァ イザ ー 
と し て 活躍 する 一 方 、 過 去 の 未 発 曲 を 収録 し た 「Celeste II」 及 び 、 チ ェ レ ス 
テ 結 成 以 前 に 制作 し た サウ ンド ・ ト ラッ クス 「| Suoni In Una Sfera」 を 発表 
(区 (山崎 ) 





り 〇 Mellow MMP 154 
【O】 





CELESTE「II」 は イタ リア の マイ ナー・ レ ー ベ ル 、 メ ロウ レコ ー ズ の 第 1 弾 
と し て 91 年 に 限定 300 枚 と いう 少数 プレ ス で 発表 され た 作品 。「II」 と は 言っ 
て も 完成 品 と し て 残っ て いた わけ で は な く 、'76 年 頃 の 未 発表 曲 を 集め て ア 
ル バ ム と し た 作品 の た め セ ッ シ ョ ン 風 の よう な 部 分 も 含ま れ て いる 。1st の 白 
い ジ ャ ケッ ト そ の も の の よう な 清 慈 で 繊細 な 響き を 想像 し て この 「II」 を 聴く 
と 、 そ の 曲 風 の 違 い に ち ょ っ と 戸惑い を 覚え る か も し れ な い 。 し か し 聴い て い 
る うち に 、 戸 惑 い は 消え 、 し だ い に そ の ジャ ズ 色 の 強い 幽玄 な サウ ンド に 8 
き 込 まれ て いく よう に な る 自分 に 気づく だ ろう 。1st と は イメ ー ジ は 違う が 、 こ れ 
70 年 代 の 熱い 息吹 を 感じ させ る 好 作 品 で ある 。 (佐々 木 ) 
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@ 
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70 年 代 イ タリ アン ・ ロ ッ ク の 未 発音 源 を 積極 的 に 発掘 し て る メロ ウ ・ レ コ 
ー ズ か ら "92 年 に リリ ー ス され た CELESTE の この 作品 は 1st 以 前 に 録音 
れ た 映画 の サン トラ で ある 。 (映画 は 公開 され な か っ た と 言う ) この 作品 を 聴 
く と CELESTE の 本 質 で ある 無垢 な 純情 性 と いっ た も の は すでに 、 確 立 し て 
いる よう に 思え る 。 映 画 の サン トラ と いう 制約 の せい か 全体 に 淡い イメ ー ジ 
の 断片 と いっ た 印象 が 強く 、1st ほ どの 完成 度 は 無い か も し れ な い 。 だ が 、 
CELESTE の 奏で る その 淡い イメ ー ジ の 断片 は その 無垢 な 純情 性 ゆえ ん 
に 心 に 残り 哀 区 を 誘う の で ある 。 そ れ は そう 、 僕 た ち が は る か 昔 に 忘れ て し ま 
っ た 少年 の (純情 な ) 心 の よう な も の か も し れ な い 。 (佐々 木 ) 





CERVELLO 
Melos 

73 

旬 SMRL 6119 


〇 Contempo CONTEDISC 002 
⑮ キ ング KICP 2707 





オ ザ ン ナー 派 の 数 ある アル バム の 中 で も 「 パ レポ リ 」 と 並び 称 さ れる 名 
盤 で ある 。 ダ ニー ロ ・ ル ステ ィ ー チ の 弟 、 コ ル ラ ド ・ ル ステ ィ ー チ の バン ド で 、 
コル ラド は 後に ダニ ー ロ と 共に ノヴァ を 結成 する こと に な る 。73 年 に リリ ー ス 
され た 本 アル バム の 内 容 は 、 ギ リシア の 古伝 説 に 基づく 「 メ ロス 」 の 物語 で 
ある 。 サ テ ュ ロ ス の 夜 宴 か ら 物 語 は 幕 を 明け 、 フ レス コ 画 と 称 さ れ た 不思議 
な 象徴 詩 に 致 る まで 美しい イタ リア 話 の 響 を 伴い な が ら 圧 倒 的 な 曲 展開 を 
する 。 コ ル ラ ド の ギタ ー を 中 心 に 各 人 が 使い 分 ける 多数 の 楽器 が 怖 る べき 
変 拍子 を 伴い な が ら 古 伝説 を 見 事 に 現代 に 時 ら せ て いる 。 ダ ニー ロ と エリ 
オ ・ ダ ン ナ の 協力 の 基 に 作成 され た 。 し か し この 素晴らし い 内 容 と は 裏 は ら 
に チェ ル ヴェ ロ の 活動 は 、 は か な く 短い も の で あっ た 。 (山崎 ) 





CHERRY FIVE 

Cherry Five 

'75 

@Cinevox SC3327 SC27 


O 


⑯ キ ング KICP 2709 








チェ リー・ フ ァ イ ヴ は 、 コ プリ ン の クラ ウデ ィ オ ・ シ モネ ッ テ ィ の ユニ ッ ト で 、 
彼 が 全て の 曲 を 書 し 下 し て いる 。 ド ラム を た た いて いる の は 、 名 作 「 オ ペラ ・ 
プリ マ 」 を 作成 し た ルス ティ ケッ リサ] ボル ディ ー ニ の カル ロ ・ ボ ルディ ー ニ 。 
内 容 は 割 と ハー ド な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と 呼べ る も の で 、 時 折 前 に で て く 
る メロ トロ ン の 響 き が な か な か 魅力 的 で ある 。 ゴ プリ ン の 一 連 の 作品 か ら 、 
想像 する の は むず か し い だ ろ う が 、 強 いて 言う と する な ら ば 「IL 
FANTASITICO VIAGGIO DEI "BAGAROZZ0* MARK」 あ た り の 作風 
に 近い よう な 気 も する 。 全 体 的 に 軽快 な 曲 が 多く 、 多 少 物 足り な さも 残る が 、 
一 聴 に は 値する と 思う 。 (山崎 ) 





(LA) GIAPA RUSA 

0 Semti Che Bel Canta' 
'85 

@La Ciapa Rusa D 001 





北 イ タリ ア の トラ ッ ド ・ バ ンド の 代表 格 で ある 。 こ の 3 枚 目 の 作品 は ゲス ト 
に トリ ノ の トラ ッ ド ・ バ ンド 、CANTOVIVO よ り Arberto Casa と Donata Pinti 
嬢 の 2 人 を ヴォ ー カ リス ト と し て 迎え 、 歌 に 重点 を 置い た 作り と な っ て いる 。 
CANTOVIVO な 非常 に 地味 な 音 の グル ー プ な の だ が ここ で の 両者 の 歌声 
は 実に 味わい 深く 、 本 来 は ダン ス ・ バ ンド だ っ た キャ パ ・ ル ー サ の 表現 の 幅 
を 何 倍 に も 広げ て いる 。 こ の 作品 で の 北 イ タリ ア ・ ト ラッ ド と 南 フ ラン ス ・ ト ラッ 
ド の 共通 性 を 指摘 する 意見 有り 。 そ の 後 、 キ ャ パ ・ ル ー サ は シン セ サ イ ザー 
等 を 加え 、 よ り コ ン テ ン ポラ リー な 方 向 に 進ん で いく こと に な る 。 (川辺 ) 








CIATO AND CIATO'S 
Divagaziomi 
75 


人 @Eleven EL 25112 
〇 





作詞 / 作 曲 、 ピ アニ スト の Arnaldo Ciato の 2 作 目 。 他 に 数 名 の ミュ ー ジ 
シャ ン が 参加 し て お り 、 全 曲 を バン ド 形 態 で 聴か せ て くれ る 。 大 半 の 曲 が ヴ 
ォ ー カ ル を 中 心 に し た いわ ゆる 歌 物 だ が 、 過 度 な オー ケス トレ ーション は な 
く 、 軽 く ス トリ ング ス の バッ キン グ が 流れ る 程度 だ 。 従 っ て イタ リア に 数 多い 
曲 の 盛り 上 が り は あま りな い 。 し か も 何 曲 か は 英語 で 歌わ れ て いる 。 ヴ ォ ー カ 
リス ト の 声質 が ソフ ト な トー ン を 持っ て いる の で 、 聴 き ざ わ り の いい 感触 は あ 
る 。 全 体 に ムー ド ・ ジ ャ ズ の 下地 が ある 。 チ ャ ト は ジャ ズ に 通じ て いる 人 の よ 
うだ 。 そ れ を 思え ば この 作風 は 納 後 で きる 所 だ 。 歌 、 弦 楽器 の サポ ー ト 、 ジ ャ 
ズ の 流れ が 結び 合っ た 所 に 一 番 の 特徴 が ある 。 他 に も 「Ciato And 
Ciato's」 が 出 て いる も よう 。 (松本 ) 








(IN6INNATO 
Cineinnato 

74 

@PDU PLD. A 5091 


⑳ 


PDU か ら 唯 一 の アル バム を リリ ー ス し て いる チン チ ナ ー ト は アヴァ ン ギ ャ 
ルド な ジャ ズ ・ ロ ッ ク を 得意 と する 。 ピ アノ が サウ ンド の 核 を な し 、A① で は そ 
れ に ひ ず ん だ ギタ ー が 絡み ロッ ク 色 の 濃い 演奏 を 聴か せる 。 し か し 全体 を 
通し て 見 る と 、 ジ ャ ズ 風 の イン スト パー ト が 大 半 を 占め 、 ヴ ザー カル は 一 部 で 
聴か れる の み 。 演 奏 の 端々 に ^ 技 巧 派 " を 目指 し て いる フシ が 伺え る も の 、 
アル ティ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ あ た り と 比べ 隔たり が 感じ られ る の は 仕方 ある ま 
い 。 録 音 状態 が 完璧 で な いせ いも あろ う 。 曲 構成 は A 面 3 曲 、B 面 は 1 曲 で 
全て 費やし て いる 。 メ ロト ロン は B 面 の 中 程 で 顔 を 出す が 、 若 干 の 哀 惑 を そ 
そる の み で 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク 通 を 満足 させ る まで に は 至っ て いな い 。 (江田 ) 








OO 








ElREUS 2000 
ircus 2000 
71 


@Rifi RFL-ST 14049 
〇 Viny|I Magic VMO14 
@ 





サイ ケ デ リッ ク な 香り が プン プン する 、 女 性 VOCAL を 中 心 に し た 、4 人 
組 。 か き な ら す ギ ター と 歌い あげ る ヴォ ー カ ル 、 そ れ に 絡む フル ー ト 、 コ ー ラ ス 
な ど 、 当 時 の アシ ッ ド ・ サ ウン ド の 典型 的 な 世界 な の だ が 、 曲 が ポッ プ な の 
で 聴き 易く 、 そ の あたり が 評価 を 分 け て し まう か も 知れ な い 。 英 語 の 歌詞 な ど 

含め て 、 イ タリ ア っ ぽ さ は 全く 無い が 、 逆 に 普遍 的 な アシ ッ ド の 入門 編 と 
思え ば 、 そ れ な り に 楽し め る 。 サ ウン ド 面 で も いろ いろ な 実験 は し て お り 、 意 欲 
は 伝わる の だ が 、CD に な っ て し まう と 荒さ が 目 に 付く 感じ は し ょ う が な い 。 ア 
シッ ド ・ フ ォ ー ク (ロッ ク ) の 世界 も 相当 に 奥深 (、 マ ニア ッ ク で 慕 大 な 埋蔵 量 
が 有る の だ が 、 そ れ を 垣間見 る に は 充分 な 一 枚 で 、 こ れ に ハマ っ た ら 恐 い 
ro (津田 ) 





IRCUS 2000 

An Eseane From A BOX 
7 の 

@Rifi RDZ-ST 14215 

〇 Viny| Magic VMO15 

キン グ KICP 2102 














サー カス 2000 (ドゥ エミ ッ ラ ) の セカ ンド LP で ある 本 作品 は 、 残 念 な が ら 日 
本 で は 知名 度 も 人 気 も 低い 。 編 成 は 女性 ヴォ ー カ ル 、 ギ ター、 ベ ー ス 、 ド ラ 
ム ス と 比較 的 オー ソ ド ッ クス な タイ プ で 、 サ ウン ド 的 に は 早い 話 ア シッ ド ・ ロ ッ 
ク で ある 。 だ が 当時 の 他 の バン ド の よう に 混 油 だ け を 売り 物 に し て いる 訳 で 
は な く 、 整 然 と し て いて 心地 良い 、 フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク 風 に 始ま る A① を 頭 だ け 聴 
いて 『 よ うす る に ジェ ファ ー ソ ン か 」 と 思う 人 も 大 胆 に ギタ ー が 入っ て 来る と 意 
見 を 変え ざる を 得 な く な る だ ろう 。B① に 至っ て は 、 も は や 完璧 に 乱れ た メロ 
ディ ー が 暴れ 回 っ て いる 、 と いう より も 散歩 し て いる 。 メ ン バ ー の 写真 を 見 て 
納得 し て し まっ た 。 ハ ッ キ リ 言 っ て 眼 が キマ っ と る わ 。 (Chihiro S.) 





CITTA FRONTALE 
El Tor 
2 お ) 


@Fonit Cetra LPX45 
〇 Fonit Cetra CDM 2028 
⑮ キ ング KICP 2155 





オ ザ ン ナ の 4 枚 目 「 ラ ンド スケ イプ ・ ラ イフ 」 が 発表 され る 少し 前 の 74 年 6 
月 に エリ オ ・ ダ ン ナ と ダニ ー ロ ・ ル ステ ィ ー チ は クラ ウデ ィ オ ・ ロ ッ キ と 活動 し 
て いた ドラ マー、 エ ン ツ ォ ・ ヴ ァ リ チェ ッ リ と ピン ク ・ フ ロイ ド の 「 狂 気 」 に 参加 し 
て いた ライ ザ ・ ス トラ イク を 加え ウー ノ を 結成 、 残 り の リノ ・ ヴ ァ イ リ ッ テ ィ と マ 
ッ シ モ ・ グ ァ リ ー ノ は 新た に 4 人 の メン バー を 加え 、 チ ッ タ ・ フ ロン ター レ を 作 
る 。 ウ ー ノ と は 違い 、 全 曲 イ タリ ア 語 で 唄 わ れ 、 曲 も リノ と マッ シモ が 全て 書 
いて いる 。 し か し 、 こ の アル バム 一 枚 で 行方 不明 と な っ て し まっ た 。 ジ ャ ケッ ト 
は ウー ノ 、「 ラ ンド スケ イプ 」 と 同じ く ド ラマ ー の マッ シモ の デザ イン 。 メ ン バ ー 
は fi & Sax、ds、g、kbd、vo、b の 6 人 編成 。 (いわ ね ) 


GLARION 
Clariom 
93 


人 @ 
〇 Mellow MMP 142 
KO) 





元 ZAUBER の キー ボー ド と クラ シッ ク 畑 出身 らし い フ ルー ト 奏 者 が 
ZAUBER を パッ ク に コラ ボ レ イ ト し た アル バム で 、ZAUBER か ら 女 性 ヴォ ー 
カル を カッ ト し た も の と 思っ て も 差し 支え な い 。ZAUBER 自 体 が 今 で も 良質 
な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク を 届け て くれ て いる の だ が 、 そ の 中 で も 、 も う 少 し 繊細 
さ の 欲し か っ た ヴォ ー カ ル の 代わ り に 、 卓 越し た テク ニッ ク を 持つ フル ー ト が 
リー ド を 奏で て いる の だ か ら 、 ま さ に 鬼 に 金棒 状態 で ある 。 中 世 的 な イメ ー ジ 
に ファ ンタ ジッ ク な 色合い と 微妙 な 色気 が 溶け 合い 、 イ タリ ア の 胸 を 打つ 景 
色 が 、 う まく 表現 され て いる 。 ち ょ っ と 口当り が 軽く 良 す ずる きら いも ある の だ 
が 、 メ ロディ を 重視 し た 、 そ の 切 口 は 納得 出来 る し 、 充 分 な 魅力 の ある 一 枚 
で ある 。 (津田 ) 











() 606Al 
Piccolo 人 ande Vecchio Fiume 
97 
lgeeshi 人 @Style CT 7185 
0 


jeNume 


【O】 





ジャ ケッ ト と は うら は ら に ラヴ ・ ロ ッ ク 色 の 強い サウ ンド を 聴か せる 。 イ タリ 
ア 語 の ヴォ ー カ ル が 見 事 に 溶け 込ん だ A① は 、 美 し い メ ロディ が ちり ば め ら 
れ て お り 、 演 奏 も 仲 々 良く 、 単 な る ラヴ ・ ロ ッ ク と 片付け て し まう に は 惜しい 。 そ 
の 後 、 平 均 的 な 曲 が 続 き 、 多 少 我慢 し て いる と 、 シ ン セ の 哀 各 の ある イン ト 
ロ で 始ま る B(③ で 、 再 びす ば らし さ を 思 い 知 る こと に な る 。Il Giardino Dei 
Semplici, La Bottega Dell'arte に 通じ る 美しい 曲 。 短 い の が 難点 だ が 、 
イン スト ゥ ル メ ンタ ル の B④ は 一 番 プ ログ レ 色 が 強い 。 叙 情 性 あふ れる こう 
いっ た 曲 は 、 イ タリ ア な ら で は の も の で 、 他 の 国々 の 追随 を 許さ な い 。 ボ ロー 
ニャ で の 録音 と な っ た の は 、 ロ ー マ 、 ミ ラノ 、 ト リノ と いっ た 都市 に お いて この 
手 の 音 は すでに 廃れ て いっ た あお り だ ろう か 。 (吉瀬 ) 

















6OLLAGE 

Due Ragazzi Nel Sale 
76 

久 Harmony LPH 8013 


〇 


@ 





この コラ ー ジ ェ な る グル ー プ が 何 枚 の LP を リリ ー ス し て いた の か は 不明 
だ が 、 知 る か ぎり 4 枚 の LP は リリ ー ス し て いる 。 彼 等 む 70 年 代 中 盤 に 誕生 し 
た 、 い わ ゆ る ラブ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ と 日 本 で いわ れ て いる も の の 一 つ で 、 タ イ 
プ と し て は ジャ ルディ ー ノ あたり と 同系 統 の グル ー プ で ある 。 彼 等 の 写真 を 
みる か ぎり 、 ア イド ル 的 な 売り 方 を きれ て いた よう で 、10 代 の 人 気 を ね ら っ た 
よう だ が 、 内 容 の ほう は 、 万 人 受け する し っ か り と し た も の で 、 薄 っ ぺら な 印 
象 は 全く な い 。 オ ー ソ ドッ クス で ある が 、 イ タリ ア の 愛 の 形 を 表現 する に は 充 
分 に 魅力 的 な 作品 だ 。5 人 か ら 成 る グル ー プ で 、 演 奏 も 彼 等 の 手 に よる も 
の 。 (山崎 ) 











CONDOR 
Viaggio 
*85 

@CON 85 


(9 
いり 


( 


) 


し 





自主 レー ベル か ら と 思わ れる コン ドー ル '85 年 の デビ ュー 作 。'70 年 代 の イ 
タリ アン ・ ロ ッ ク の 持つ 様々 な 要素 を コン パク ト に 最良 な 形 で '80 年 代 に 再 
現し て みせ た アル バム と 言え る 。 唯 一 欠け て いる の が 、 ド タバ タリ ズム に 代 
表 さ れる オド ロ オ ドロ し さ で 、 逆 に 全体 的 な 軽 さ と し て 耳 に 入っ て し まい 、 そ れ 
が この アル バム の 魅力 を 伝え に くく し て いる 最大 の 騙 点 で も ある 。 確 か に へ 
ヴィ ー な シン フォ ニッ ク で は な い が 、 同 時 期 の 他 の グル ー プ が 中 途 半 端 に 
日 和 っ た 作り を し て いる 中 、 か な り し っ か り し た サウ ンド プロ ダク ショ ン が な さ 
れ て いる 。 特 に 歌 心 を 大 事 に し た イタ リア らし い メ ロディ ライ ン に この アル バ 
ム の 価値 を 見 出せ る 。 そ の メロ ディ を 生か す キ ー ボ ー ド 、 ア コー ステ ィ ッ クギ 
ター 等 、 正 に イタ リア の 音 だ 。 (木下 ) 





CONSODRZIO ACOUA PUTABILE 
Sala Borsa Novara 5 Maggio 
'77-Dre 21. 15 

"93('77 年 録音 ) 


人 @ 
〇 Kaliphonia KRC002 


@ 





この コン ソル ツィ オ ・ ア ッ ク ア ・ ポ タビ ー レ と いう グル ー プ は 770 年 代 の 中 期 
か ら 活 動 を 始め た グル ー プ で ある が 、 活 動 が シー ン の 衰退 期 と 合致 し て い 
た 為 、 ア フル バ ム デビ ュ ウ を は た せな か っ た 。 こ の 時 期 に は 70 年 代 前 半 の シ 
ー ン の 影響 で 多数 の 新人 グル ー プ が 誕生 し た の で は な いか と 推測 で きる 
の で 、 ア ル バ ム ・ デ ビュ ウ で きず に 消え た 才能 豊か な グルー プ が 他 に も 存 
在 し て いた 可能 性 は 高い 。 こ れ は 当時 残さ れ て いた ライ ヴ ・ レ コー ディ ング 
を CD 化し た も の で ある 。 ど の 曲 も シア トリ カル な 印象 で いい も の を 持っ て い 
る の だ が 、 残 念 な が ら 演奏 が いま ひと つと いっ た 感 で ある 。 い い プ ロ デ ュ ー 
サー の 基 で スタ ジオ 盤 さ え だ せ た ら と いう 感じ だ が 、 そ れ は 同時 リリ ー ス の 
も う 1 枚 の ぼう で 実現 する の で ある 。 (山崎 ) 





CONSORZIO ACOUA POTABILE 
Nei orghi Del Tempo 

"93 

@ 


〇 Kaliphonia KRC 003 
【O】 





70 年 代 か ら 活動 し て いた グル ー プ だ が "93 年 に な っ て や っ と スタ ジオ 盤 
が リリ ー ス され た 。 も う 1 枚 の ライ ヴ で 演奏 され て いた 古い 曲 も 新しく 録音 さ 
れ て 、 イ メー ジ は その まま に アレ ンジ 力も 演奏 力も アッ プ し て 幻想 的 な シン フ 
ォ ニ ッ ク ・ ワ ー ル ド を 聴く こと が で きる 。 聴 く と ぐい ぐい と ひき 込ま れ て いく よう な 
アク の 強 さ は アン ジュ 的 だ が 、 全 体 の イメ ー ジ は 僕 に バン コ の 傑作 「 ダ ー ウ 
ィ ン 」 を 想起 させ た 。 往 年 の イタ リア 然 と し た 、 本 物 の 風格 を 漂わ せる 音 だ 。 
尚 、 限 定 と し て この 変型 ジャ ケッ ト に 包ま れ た も の と 、 さ ら に 、 同 時 リリ ー ス の 
ライ ヴ と 2 枚 一 緒 に 変型 ジャ ケッ ト に し た も の と 2 種類 の スペ シャ ル ・ ヴ ァ ー 
ジョ ン も 用 意 さ れ て いる 。 近 年 リリ ー ス の イタ リア の シン フォ 系 で は ピカ ー の 
出来 。 (山崎 ) 





GORDIGLIERA 
Meteore 

'86 

@LPS 1001 


イタ リア ン FOLK と いう の は 英国 モノ に は な いそ の 独特 な 夫 囲 気 が あ っ 
て 、 そ れ に 慣れ る ま て 結構 聴き 込ま な けれ ば 仲 々 心 の 中 に 浸透 し て 来 な い 。 
全部 が 全部 、 そ うと は 言い 切れ な い が 、 こ の CORDIGLIERA に 関し て 言え 
ば 比較 的 聴き 易い 部 類 に 入る 。 イ ンス ト の 比重 が 大 きく 、 そ の どれ も が 非常 
に 魅力 的 で ある 。 特 に SIDE1 の ラス ト が 素晴らし い 。 パ ン フ ルー ト 、 ハ ー プ 、 
ダル シマ ー、 ア コギ が 一 体 と な っ て 徐々 に 盛り 上 が っ て 行く 所 な ど 何 と も 言 
い 難 い 。 どこ と な く マ イク 、 オ ー ル ド フ ィ ー ル ド を 想起 させ る 。 他 の イン スト も 水 
準 以 上 だ が 、SIDE2 の バッ ハ の 曲 だ け は 戴け な い 。 た だ 忠実 に 再現 し て い 
る だ け に 過ぎ な い 。 歌 モノ も 入っ て は いる が 影 が 薄い し 、 女 性 も メイ ン で は な 
い 。 シ ング ル 付 。 (佐野 ) 





GORTE DEI MRACOLI 
Corte Dei Miracali 
76 

@Grog GRL 04 


⑯ キ ング KICP 2003 





コル テ ・ デ イ ・ ミ ラー コリ の 唯一 の アル バム は 、 ニ ュー トロ ルス の ビッ トリ 
オ ・ デ ィ ・ ス カル ツィ を ゲス ト に むか えて 作ら れ た 。 ツ イン ・ キ ー ボ ー ド と いう 意 
欲 的 な 編成 、 ユ ー ト ピア 志向 を 示し た 歌 詩 と 曲 作り と 、 素 晴 し い グ ルー プ に 
な る 萌芽 を 持っ た グル ー プ だ っ た 。A 面 1 曲目 の ^ 人 間 が いな けれ ば "は ユ 
ー ト ピア と し て の 自然 が 人 間 に よ っ て 破壊 され て いく 悲哀 を 歌っ て いる が 、 こ 
れ が 彼ら の ベス ト だ と 言っ て 良い だ ろう 。 ビ ッ ト リ オ ・ デ ィ ・ ス カル ツィ の ギタ 
ー に ツイ ン ・ キ ー ボ ー ド が か らむ と ころ な ど は 秀逸 の 一 語 に 尽き る 。 全 体 と し 
て は ニュ ー ト ロ ル ス の 影響 か ら 抜け 出し て いな い 部 分 も 多く 目 に つく が 、 こ れ 
か ら 彼 ら の 個性 が 発揮 きれ 、 ビ ッ グ な グル ー プ に な る と いう 矢先 に グロ ッ グ 
レー ベル が 消 減 し て し まっ た の で ある 。 (宇田 川 ) 











ORTE DEI MIRACOLI 
imensione Onirica 
'92('73/'74 年 録音 ) 


@ 
〇 Mellow Records MMP 104 
(W) 


HOMttI:DDU:IODV:NIO056MtU 


グロ ッ グ ・ レ ー ベ ル か ら 正 式 に アル バム ・ デ ビュ ウ す る 前 、 ニ ュー・ ト ロ ル 
ス の スカ ルツ ィ 加 入 前 の オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー に よる 演 奏 が 聴け る 。 ジ ャ ケ 
ッ ト 裏 写真 の ライ ヴ 演 奏 場面 が 目 に 見 える よう な ノリ と 勢い が 伝わっ て くる 。 
や や 雑 な 箇所 も ある が 演奏 力 は 高く 、、 ス ピー ド 感 溢れ る 流れ で 圧倒 し て く 
る 。 ア グレ ッ シ ヴ か つ ワ イル ド に ハモ ンド を 弾く アレ ッ ジ ョ ・ フ ェ ル トリ の ハー ド 
な オル ガン ・ ワ ー ク は 肖 え 、 時 に ナイ ス の ` ア メリ カ ” の エン ディ ング 部 を 思 
い 起 こす よう な エキ サイ ト し た 場面 も 聴け る 。 全 体 的 に 元々 の 音源 の 質 が 悪 
い が 、 エ ネル ギー を 感じ る 好 印 象 な アル バム だ 。 (熊谷 ) 





ラジ 








CORTE DEI MRACOLI 
Live At Lux 

93 

人 @ 

〇 Mellow MMP 138 

@ 





この ライ ブ は 先 に 同じ メロ ウ ・ レ ー ベ ル よ り リ リー ス さ れ た 未 発表 作品 が 
録音 され た の と ほぼ 同じ 頃 の "74 年 、 イ タリ ア の LUX で 行わ れ た ライ ブ の 
CD 化 作品 。 し か し 、 残 念 な が ら 正 規 の ライ ブ 録 音 を 目的 と し た も の で は な 
い の で 音質 が 全体 的 に こも り 気味 で あま り 良 く は な い 。 と は いう も の の 演奏 
自体 は 非常 に へ ヴィ ー で スリ リン グ ( 一 部 アン サン ブル が 危な く て スリ リン 
グ に な っ て し まう の は ご 愛敬 だ が ……( 笑 ) ) 且つ 熱 の こも っ た 生々 し いも の 
な の で 聴き 手 を 当時 の ライ ブ 会 場 に タイ ム ト リ ッ プ させ る に 足る も の を 聴か 
せ て くれ て いる 。 余 談 な が ら 収 録 曲 の うち 1 曲目 、2 曲 目 、5 曲 目 の 3 曲 が 後 
に 正規 アル バム に 収め られ る こと に な る も の で その アレ ンジ の 違い も 楽し み 
の 一 つと な る で あろ う 。 (島村 ) 





CRYSTAL PHOENIX 
Crystal Ph0enix 

'80? 

@BLACK Widow BWR 001 
0 


(0 あり に 3 の 7 


O) 


導 2 


いき な り ク ラン チ の 効い た ディ スト ーション ギタ ー を 中 心 と する イン スト の 
メタ ル サ ウ ンド で 幕 を 開け る この アル バム は クリ スタ ル ・ フ ェ ニ ックス が '80 
年 頃 に 人 知れ ず リ リー ス し た 唯一 の 作品 。 前 記 の よう に 1 曲目 は か な り コ ア 
な メタ ル サ ウ ンド に な っ て お り 驚 か され る の だ が 、 こ の アル バム の 真価 は 2 曲 
目 以降 に 聴く こと が 出来 る 。 そ の 2 曲目 以降 の サウ ンド は まさ に 往年 の パン 
ド 達 を も 初 視 させ る 典型 的 な イタ リア ン ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク で 、 そ の アコ ー 
ステ ィ ッ ク で 叙情 的 な サウ ンド を 中 心 と し な が ら も 時 に 情熱 的 に 奏で る と い 
っ た よう な 変化 に 富ん だ 演奏 は 聴く も の を 魅了 する に 十分 の サウ ンド に な っ 
て いる 。 ま た メイ ン の 女性 ボー カル も 歌詞 は 英語 だ が これ また イタ リア 的 雰 
囲 気 の 素晴らし いも の で ある 。 (島村 ) 
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74 年 制作 の ハー ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド 。 初 登場 の 音源 の よう だ が 、 イ タリ ア 
ン ・ ロ ッ ク と いう 事 に こだわ ら な いで 、"70 年 代 初期 の ハー ド ・ ロ ッ ク と いう レベ 
ル で 見 て みる と 十分 な が レベル に 有り 、 楽 し め る 。 一 級 品 と いう 訳 で は な い が 、 
メロ ディ は な か な か だ し 重い ギタ ー も ね ば っ こい 。 ア コー ステ ィ ッ ク 楽 器 の 使 
い 方 に ツェ ッ ペ リン の 影響 を 感じ ちの だ が 、 ど ちら か と 言う と 全体 は 「LIVE! 
YARDBIRDS」 の 頃 の サウ ンド か ?。GARYBALDI よ り は も っ と プリ ティ ッ シ 
ュ で 、 オ リ ジ ナ リティ は な い が 、 曲 は 良質 で 、 勢 いも 感じ られ る 。 全 曲 英 語 で 
歌っ て いる 事 も あり 、 言 われ な けれ ば 、 イ タリ ア の グル ー プ だ と 思わ な い だ ろ 
う 。 録 音 は いま いち だ が 演奏 は 下手 で は な い 。 (津田 ) 
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La Nuova Era の メン バー に 、 ボ ー カ ル の Mario Bortoluzzi、Adolfo 
Morganti、Marco Priori、Luigi Pincini を 加え た La Compagnia DI 
Anello の この 作品 は La Nuova Era を 想起 させ る 気品 溢れ る イン スト ゥ ル 
メン タル ・ パ ー ト と M.Bortoluzzi の 味わい の 深い 歌唱 を 織り 混ぜ た 美しい 
アル バム 。 特 に オー プ ニ ン グ を 飾る ^Al Largo Della Laguna” は 静 議 な ま 
で の 詩情 を 洪 え た 人 逸品 の この イン スト ゥ ル メ ンタ ル 曲 か ら 切 れ 目 無く 続く 
^In Rotta Per Bisanzio" か ら は 、 妨 や か で 品格 の ある 演奏 と 表現 力 豊か 
な ヴォ ー カ ル が 美しく 調和 し た サウ ンド が 展開 され る 。A 面 の この 流れ は 本 
当 に 素晴らし い 。 尚 明る く ほ の ぼ の と し た B 面 で は 彼 等 の 多様 性 の 一 端 を 
類 え る 。 (鈴木 伸一 ) 
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@ 





イタ リア も 南 の 端 、 バ ルカ ン 半 島 を 対岸 に の ぞ む バリ か ら の 意欲 的 な トラ 
ッ ド ・ サ ウン ド 。 全 曲 、 自 作曲 だ が 、 リ ズム も メロ ディ も トラ ッ ド ・ ミ ュー ジッ ク に 
由来 し た も の 。 強 く 土着 の も の を 感じ させ る と 同時 に 卓越 し た 演奏 力 で 、 恐 
らく トラ ッ ド に は な い 複 雑 な リズ ム ・ チ ェ ン ジ や アク セン ト の 強 張 、 各 楽器 の 
変則 的 な 重ね 方 等 が 頻繁 に 出 て くる 。 非 常に 級 密 な 音 作り だ 。 一 言 で 言う 
な ら 意 欲 的 な が トラ ッ ド ・ サ ウン ド と いう こと に な る と 思う 。 こ れ は トラ ッ ド の 再現 に 
よる 解釈 と いう より も 、 ト ラッ ド を 素材 と し た 独自 の 創作 に 近い 。 ア コー ステ ィ 
ッ ク 楽 器 の 細やか さや トラ ッ ド ・ シ ン ギ ング を 最大 限 に 活か し た いわ ゆる チェ 
ン パ バー・ ロ ッ ク と 言っ た 方 が いい か 。 女 性 VO の 魅力 を 含め て 早急 こち ら の 
範 中 に 入る 音楽 だ ろう 。 (松本 ) 
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非常 に 癖 の 強い シン フォ ニッ クロ ッ ク を 得意 と する ダル トン の 1st ア ル バ 
ム 。 ピ アノ 、 オ ル ガ ン 、 メ ロト ロン 等 kbd 系 を 中 心 と し た 屋台 骨 は その 不器用 
さ 故 に 少々 頼り な い 印象 を 受け る が 、 フ ルー ト の 導入 に より か な り 引 き 締 ま 
っ た サウ ンド と な り 、 哀 区 を 帯び た メロ ディ ー ラ イン も 袋 然 生 き て くる 。 曲 と 曲 
の 間隙 に は ピア ノ と フル ー ト に よる 光 し げ な テー マ が 幾度 と な く 繰り 返さ れ 
る 。 し か し 、 と の 場面 で も 極端 な イタ リア 色 は 感じ させ ず 特に B 面 で は 、 力 強 
い リ ズム を バッ ク に ワイ ルド な ギタ ー が 右 に 左 に 飛び 回 り 、 荒 々 し い オ ル ガ 
ン が うな り を 上 げ る な ど 、 プ リティ ッシュ ナイ ズ さ れ た 演奏 も 披露 し て いる 。2 
nd は 75 年 の 発表 。 プ ログ レ 色 は 薄 まり 、 強 い 個性 も 影 を 潜め て し まっ て いる 
が 、 惹 で 酷評 され る 程 ひど い 出来 で は な い 。 (江田 ) 
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3 面 開き の 2nd ア ル バ ム 。 キ ー ボ ー ド が メン バー チェ ンジ し て いる が 、 そ の 
点 は あま り 変化 は な い 。 た だ 1 作 め で か な り 活 躍 し て いた フル ー ト 奏者 が ゲ 
スト 扱い に な り 、 そ の 比重 が 後退 し て いる 。1 作 め が か な り 毒々 し さ を 伴 な っ 
た 押し まく る 内 容 だ っ た の に 比べ る と アコ ー ス ティ ッ ク な 面 が 強く な り 、 よ りす 
っ きり と し た 音 に 聞こ える が 、 各 所 に 前 作 の 名 残り も 多く 聴く < 事 が 出来 る 。 し 
か し 歌 メ ロ を 重視 し た 作り に 変化 し て いる の は 事実 で 、 そ の 辺 の 受け 止め 
方 し だ いで 各 人 の 評価 も 分 か れる だ ろう 。 へ ヴィ ー な 演奏 を 含む 歌 物 ロ ッ 
ク ・ ア ル バ ム と し て な か な か の 佳作 と 評価 し て お こう 。 こ の バン ド の 不思議 な 
点 は 、 作 詞 、 作 曲 者 の クレ ジッ ト が バン ド の メン バー で は な い 事 だ 。 前 作 も 
そう だ し 本 作 も し か り 。 事 情 の 程 は 不明 で ある 。 ( 城 元 ) 
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70 年 代 後 半 に は 、 ソ ロ シ ン ガー と し て ヒッ ト を と ば し 、 キ ング ・ レ コー ド よ り 
日 本 盤 も リリ ー ス され た ウン ベル ト ・ ト ッ ツ ィ が 、 そ れ 以 前 に 在籍 し て いた グ 
ルー プ に スト ラー ナ ・ ソ チエ タ と この ダー タ が ある 。 ダ ー タ の ほう は 当時 意欲 
的 な 作品 群 を リリ ー ス し て いた ヌメ ロ ・ ウ ー ノ か ら の デビ ュ ウ と 、 そ の 意味 深 
げ な ジャ ケッ ト か らし て 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 中 で も か な り 革 新 的 な 内 
容 を 想像 し が ち だ が 、 彼 等 の 持ち 味 は スト ラー ナ ・ ソ チエ タ 同 様 ソ フト で メ 
ロウ な カン タウ トー レ ・ タ イプ の ポッ プ ・ ロ ッ ク で ある 。 最 近日 本 で 、 プ ログ レッ 
シ ヴ ・ マ ニア の 中 に クロ ー ズ ・ ア ッ プ され て きた カン タウ トー レ 達 で ある が 、 そ 
れ ら を 好む 方 に は 絶好 の 作品 と し て あげ て お こう 。 良 質 な ポッ プス ・ ア ル バ 
ム 。 彼 等 唯一 の 作品 。 ( 今 ) 
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シン フォ ニッ ク 系 の 好 作 品 が 華やか に 注目 を 集め る 中 で 、 イ タリ アン ・ ジ 
ャ ズ ・ ロ ッ ク の 人 気 は 今一つ 地味 で ある が 、 興 味 深い 作品 は 意外 に 多い 。 
Trident レ ー ベ ル に 2 枚 の 作品 を 残し て いる デ ダ ルス は 前 衛 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 
の 代表 格 と も 言え 、 割 と 個性 的 な 存在 で ある 。2nd で は フリ ー な 部 分 を 極限 
まで 押し 進め た 実験 音楽 を 披露 し て いる が 、 本 作 で は ` 本 格 派 〉 と し て の 体 
裁 を 十分 に 整え な が ら も 、 サ ックス 、el ピ アノ 、el チ ェ ロ 等 を 駆使 、 更 に は 民 
族 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ ^ ア クト ゥ アラ "か ら 参加 し た Rene の パー カッ ショ 
ン も 加わ り 、 部 分 的 に は 徹底 的 に フリ ー な 空間 を 創り 上 げ て いる 。 演 奏 技 術 


[FIIR DEDALUS 

hr 提 生 寺 SMBTIIE PBTTFB ESBCUOTI E 
Nastro Magnetico 

74 

@Trident TRI 1008 





一 瞬 レ コー ド 針 を 乗せ そこ ね た か と 思う ホワ イト ・ ノ イズ の リア ル さ に 、 こ の 
アル バム が 読め る 。 前 作 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク 指 向 は 影 を ひそ め 、 完 全 な フリ ー・ 
サウ ンド に 移行 し て いる 。 前 作 か ら ベ ー シ ス ト が ぬけ て 、vIncello & kbd、g 
& sax、dsS の トリ オ に な り 、 ち ょ うど OPUS AVANTRA「Lord Cromwell-」 
の イン プロ ヴァ イズ ド ・ パ ー ト に 似 た サウ ンド に な っ て いる の で 、 は っ きり と 好 
き 嫌い が 分 か れ そ うだ 。 エ レク トロ ニク ス ・ エ フェ クト の 使い 方 も よく 似 て いる 。 
また 静 / 動 、 早 / 急 と いっ た 変化 が 少な く 、 流 れ よ り も 音 一 つ ー つ を 集め た と 
いっ た 連なり で ある こと も 硬い イメ ー ジ を 与え て いる の だ と 思う 。D. ベ イリ ー 











も まず まず で 、 重 量感 溢れ る リズ ム 陣 の 働き が 効い て いる 。 時 計 を 取り 入れ の カン パニ ー あ た り に 通じ る 。 (松本 ) 
た カヴァ ー は Caesar Monti の 手 に よる も の 。 (江田 ) 
DE DE LIND DELIRIUM 
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お ご そ か な 夫 囲 気 に つ つま れ て 、 こ の デ ・ デ ・ リ ンド の アル バム は 幕 を 開け 
る 。 他 の 多く の イタ リア ン ・ ロ ッ ク と 同様 、 こ の 作品 も トー タル な 曲 作 り が な さ 
れ て お り 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター と フル ー ト を メイ ン に 使っ た ~ 静 ^ の 部 分 
と 、 プ ラッ ク ・ サ バス ば ぱり の へ ヴィ ー な ギタ ー を メイ ン に 使っ た ^ 動 "の 部 分 と 
が 、 何 度 と な く 対比 され な が ら 曲 が 進 行 し て ゆく 。 が 、 部 分 部 分 が 聴く 限り は 
輝き を 見 い 出す こと も 容易 な の だ が 、 両 面 通し て 聴い た 後に は 、 少 々 散漫 な 
印象 の ある こと は 否め な い 。 彼 ら は 、 本 アル バム 以前 に も シン グル を 発表 し 
て お り 、 そ の ジャ ケッ ト 写 真 で は は つら つと し た 青年 の 次 を 見 せ て いた の だ 
が 、 本 作 の 中 ジッ ケ に 見 える 姿 が 、 何 と も 不健康 な 夫 囲 気 に 満ち て いる の 
は 、 一 体 何故 な の で し ょ う ? ( 城 元 ) 
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デリ リウ ム は トロ ルス を 始め 多く の ロッ ク ・ ア ー テ ィ ス ト を 生み 出し た ジェ ノ 
ヴァ の 出身 で ある が 、 随 所 に ジャ ズ の エッ セン ス を ちり ば め な が ら 近 情 性 と 
アグ レッ シ ヴ な パワ ー も 持っ た ユニ ー ク な グル ー プ で ある 。 リ ー ダ ー の イヴ 
アァ アノ ・ フ ォ ッ サー ティ は この 1 作 に の み 参 加 し 、 後 は オス カル ・ ブ ルデン テ と の 
共 作 と ノロ を 合わ せ 6 枚 の アル バム を 発表 し て いる も の の 彼 の 本 領 は ミュ ー 
ジッ ク ・ メ イカ ー と し て 他 の アー ティ スト に 手 を 借 す 時 に 発揮 され 、 ソ ング ・ ラ 
イタ ー と し て 数 多く の ヒッ ト を 放っ て いる 。 グ ルー プ の 方 は メン バー を 補充 し 
「Lo scemo e il villaggio」、「Delirium II 」 の 2 枚 の 秀作 を リリ ー ス し 解散 
し て いる 。 どこ か 郷 惑 を た だ よわ す フ ォ ッ サー ティ の ヴォ ー カ ル と フル ー ト が 印 
象 的 な 作品 。 (岡本 ) 





用 及 
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まさ か こん な 物 ま で 再発 され る と 誰 も 思わ な か っ た 、DELIRIUM の 2nd ア 
ル バ ム 。 パ タバ パタ ・ ド ラム 、 多 彩 な が キー ボー ド 、 イ アン ・ ア ンダ ー ソ ン 的 な フル 
ー ト 、 ジ ャ ズ の エッ セン ス を 取り 入れ た 演奏 と 、'72 年 と いう イタ リア プロ グレ 
の 東明 期 (BANCO や PFM の デビ ュー アル バム と 同じ 年 !) と いう 時 期 を 考 
慮 に 入れ れ ば か な り の 出来 と 言え る 。 一 部 、 ば た くさ い 所 も 散見 され る が 、 
(それ が 良い の で は な いか 、 と いう 人 も 居る か も ) 、 イ タリ ア 的 叙情 パー ト (も ち 
ろ ん 必 殺 の メロ トロ ン が フュ ー チ ャ ー さ れ て いる ) が 補っ て お つり が ある 。 ま 
た 、 歌 メロ が 良い の も この アル バム の 特色 で 、 つ い 挙 を 握っ て 一 緒 に コー 
ラス を し て し まう 人 も 居る は ず お , アルバ ム 全 体 を 通し て の 印象 が 希薄 な の が 
残念 。 イ タリ ア の 血 の 熱 さ を 感じ る 一 枚 。 (野呂 ) 
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デリ リウ ム の 3rd ア ル バ ム 。1st で は アコ ー ス ティ ッ ク パ ー ト を 中 心 に ジャ 
ズ 的 な 要素 も 絡め な が ら イ タリ ア 特 有 の 郷 惑 、 切 な さ を 奏 で 上 げ 、2nd は メ 
ロト ロン を 前 面 に 押し 出し 、 よ り プ ログ レッ シ ヴ な 手法 を 模索 し た 意欲 作 で 
あっ た 。 本 作 で は 前 2 作 の 持ち 味 を ソ ツ な < く 吸収 する こと に より 、 よ り 完 成 され 
た 形 で の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク が 聴か れる 。 最 後 の ア ル バ ム に な っ て し ま 
っ た 点 は 惜しま れる が 、 残 され た 作品 は いずれ も 良質 な も の ば か り で 特に フ 
ルー ト 、 ピ アノ に 加え オー ケス トレ ーション が 効果 抜群 の 本 作 な ど は 国内 盤 
リリ ー ス に は 持っ て 来い だ っ た は ず だ 。 ト ロ ル ス 等 の ビッ グ ネ ー ム の 陰 に な 
っ て 今一つ 地味 な 印象 を 拭い 切れ な い 彼 ら が 、 我 が 国 で 正当 な 評価 を 受 
ける 日 は 遠のい た まま で ある 。 (江田 ) 





DEUS EX MACHINA 
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'85 年 、 ポ ロー ニャ に て 結成 。 何 度 か の メン バー・ チ ェ ン ジ を 経て vo、g、 
kbd、vIn、b、ds の 6 人 編成 に 落ち つき 、 こ の デビ ュー 作 を リリ ー ス し た 。 最 近 
の イタ リア で は 久しぶり に アグ レッ シ ヴ な 音楽 性 を 感じ させ る 。20 年 前 な ら 
SEMIRAMIS あ た り が 演 っ た 屈折 感 の 強い へ ヴィ ・ サ ウン ド を より 様々 の 
要素 を 取り 入れ る こと で 、 更 に 複雑 に し た 、 と 言え る か も し れ な い 。 そ の あたり 
に '90 年 代 な ら で は の 、 蓄 積 さ れ た 語法 の 吸収 、 を 感じ きせ る が 、 不 思 議 と 
発散 力 が ある 。 小 袋 に 入り 込ま な い 。 そ の 意味 で は ロッ ク っ ぽ さ 、 骨 っ ぽ さ 、 
パッ ショ ン 、 が 先 に 立つ タイ プ だ 。 多 少 の 荒さ が ある と は 言え 、 デ ビュ ー 作 で 
の カラ ー リ ング と し て は 明確 な 方 だ ろう 。 ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ サ イド で も 受け 入れ 
られ そう だ が 、 一 方 で 陰 で も ある 。 (松本 ) 


DEUS EX MACHINA 
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人 @ 
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デウス ・ エ クス ・ マ ッ キ ー ナ は 期待 の ニュ ー・ ゲ グループ だ 。 フ ァ ー ス ト で も 
光る も の を 感じ た が 、 こ の セカ ンド で は 彼 等 は 大 きく 飛躍 し た 。 彼 等 の サウ ン 
ド は 、'80 年 以降 の ニュ ー・ グ ルー プ 達 に 多い 無 国籍 で ひよ わな イメ ー ジ が 
な く 〈、 イ タリ ア 的 で 、 時 と し て バ パレット ・ デ イ ・ プ ロン ゾ の よう かな 攻撃 的 で 力強い 
パッ セー ジ も 聴く こと が で きる 。 サ ックス が 導入 され て いる 為 か 、 ア ル テ ィ ・ 
エ ・ メ ステ ィ エ リ 的 な イメ ー ジ も あり 、 往 年 の イタ リア ン ・ ロ ッ ク を 想起 させ る 
音 だ 。 そ し て 、 似 て いる と いっ て も コピ ー 的 な も の で は な く 、 確 か な オリ ジ ナ リ テ 
ィ を 持っ て いる 。 こ れ を リリ ー ス し た カリ フォ ニア ・ レ ー ベ ル は 、 他 に バン コ 的 
な C.A.P. 等 も あり 、'90 年 代 の イタ リア で は 注目 の 自主 レー ベル で ある 。 

(山崎 ) 








DEVIL DOLL 
The Girl Who Was Death 


信 Hurdy Gurdy ONE 
O 
⑳ 





謎 の 人 物 Mr.DOCTOR 率 いる スロ ヴェ ニア ( 旧 ユ ー ゴ ) 出身 の DEVIL 
DOLL の 記念 すべ き 1st ア ル バ ム 。 映 画 の ナレ ーション を 思わ せる Mr. 
DOCTOR の Vocal( 語 り ?) を 中 心 に 、 混 成 合 唱 や ヴァ イオ リン を まじ えた 彼 
ら な ら で は の 重厚 な 壮大 な 楽曲 は 、 す で に この 時 点 で 圧倒 的 な 完成 度 を 
誇っ て いる 。 い っ た い ど こ を どう や っ た ら こ うい う ア ル バ ム が 作れ る の だ ろう 
か ?'80 年 代 の 後半 に これ だ け の アル バム を 作れ る 音楽 家 が いる こと も 含 
め 、 彼 ら に 関す る 全て の 事 が 全く 持っ て 信じ 難い と し か 言い 様 が 無い 。 こ の 
アル バム は 後 の ア ル バ ム 以上 に 、 い わ ゆ る プロ グレ ッ シ プ ・ ロ ッ ク 色 が 強 
く 、 泣 き の ギ ター や 技巧 的 な ヴァ イオ リン ・ ソ ロ ま で 出 て き て 、 彼 ら の アル バム 
の 中 で は 親しみ 易い も の と な っ て いる 。 (渡部 暁 ) 
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'90 年 に 突如 我が国 に 紹介 され 、 フ ァ ン を 驚 乙 させ た 彼ら の 2nd ア ル バ 
ム 。 前 作 に お いて さえ 、 驚 異 的 な 完成 度 を 誇っ て いた 彼ら で ある が 、 こ の ア 
ル バ ム で は A・B 面 各 1 曲 と 言う 構成 が 物語 る よう に 、 混 成 合 唱 ・ オ ー ケ スト 
ラ を めく る めく 配置 し た 予想 も つか な い 場 面 展開 を 始め 、 さ ら に 複雑 怪奇 で 
か つ ヨ ー ロ ッ パ の 歴史 の 深部 を 垣間見 させ る よう な 重厚 な 音楽 性 を 発展 さ 
せ て いる 。 し か も 、 そ れ 以 上 に Mr.Doctor の 鬼気 迫る よう な 語り に は 戦 昼 さ 
えも 感じ て し まう 。 恐 ろ し い ア ル バ ム だ 。 発 売 当初 は 「10 年 に 1 枚 出る か 出 な 
いか の 奇跡 の アル バム 」 と 言わ れ て いた この アル バム で ある が 、 実 際 は 「 ま 
だ まだ 序章 」 で あっ た と 言う 事実 を 2 年 後に 発表 され た 3rd ア ル バ ム 「Sa- 
crilegium」 で 我々 は 知る こと に な る 。 (渡部 ) 
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スロ ヴェ ニア 出身 の グル ー プ 「 デ ヴィ ル ・ ド ー ル 」 は 「TEH GIRL WHO 
WAS DEATH」「ELIOGABALUS」「SACRILEGIUM」 の 3 枚 の アル バム 
を 現在 まで に リリ ー ス し て いる 。 こ の 内 、1st は 非常 に レア ー、 又 、2nd は ファ ン 
クラ ヴ ・ オ ン リ ー の 見 開き ジャ ケッ ト の LP エ ディ ショ ン が ある 。 回 を 重ね る ご 
と に 洗練 され て くる 彼 等 の サウ ンド は 、 シ アト リカ ル ・ ロ ッ ク の 頂点 に 位置 す 
る も の で 、Mr.DOCTOR な る 全て の コン セプト 、 作 詞 、 作 曲 、 ヴ ォ ー カ ル を 担 
当 す る 人 物 を 中 心 と し た 、 強 固 な オリ ジ ナ リティ ー を 感じ る 。 い わ ゆ る シン フ 
ォ 系 の イン タリ アン ・ ロ ッ ク と は 隔絶 し た と ころ で 誕生 し た 彼 等 の サウ ンド は そ 
の 比類 な き ア イデ ン テ ィ テ ィ で '80 年 以降 の シー ン の 中 で 輝き を 放っ て いる 。 
(山崎 ) 


(|) DK DK 

1 Dik Dik 

'67 

@Ricordi MRP 9035 





*64 年 頃 に 3 人 組 と し て フラ スカ ー テ ィ で 活動 開始 。 た だ し この グル ー プ に 
つい て は 不明 で 、 分 裂 し て ディ ク ・ デ ィ ク と スク ァ ー リ 66 に な っ た 可能 性 が 強 
い 。 シ ング ル ・ デ ビュ ー は スク ァ ー リ 66 が 2 年 遅い の で 、 ス ク ァ ー リ と いう 別 バ 
ンド が ディ ク ・ デ ィ ク の 前 身 な の か も 知れ な い 。 デ ビュ ー 当 時 は 、 カ ヴァ ー 曲 
が 中 心 で Len Barry の ~1-2-3” が 最初 の シン グル 曲 。2 枚 目 の シ ング ル 
は Mamas & Papas の ^California Dreamin” で 大 ヒッ ト な り 、 翌 '67 年 に 
当 フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム を 発表 し た 。 シ ング ル 集 め の 内 容 で 、 カ ー ペ ンタ ー 
ズ や プロ コル ・ ハ ルム 、 フ ラ ワ ー・ ポ ッ ト ・ メ ン ら の ヒッ ト 曲 な ど が 聴け る 。 ま 
た 、 モ ゴー ル と ル チ オ ・ バ パッ ティ ステ ィ の 曲 を 最も 早く か ら 歌 っ て いた の も 彼 
ら で あ る 。 (HIRO TANAKA) 
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ポッ プス ・ バ ンド 、 デ ィ ク ・ デ ィ ク も 当時 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ ブ ー ム 
の 影響 を 受け て か 、 こ の 異色 作 を 製作 し た 。 斉 の 古 さ は 否め な いも の の 、 ト 
ー タ ル ・ コ ン セ プ ト 作 に な っ て いて 、 持 ち 味 の ポ ッ プ な メロ ディ を 活か し な が 
ら 、 メ ロト ロン や ムー グ / ス トリ ング ス ・ シ ン セ サイ ザー 等 を ふん だ ん 使用 し た 
シン フォ ニッ ク な サウ ンド を 聴か せ て くれ る 。 場 面 展開 し て は 壮大 に 、 時 に は 
か な げに イメ ー ジ を 託す か の よう に 、 ど れ 一 つ を と っ て も 叙情 味 溢れ 、 ま た 印 
象 に 残る メロ ディ が ある 。 後 に フン カ ・ ム ンカ や マク ソフ ォ ー ネ の 中 心 人 物 2 
人 が 参加 し た 「Volando」 や 、 元 トリ ッ プ の ジョ ー・ ヴ ェ ス コ ヴ ィ を 迎え た 
「Amico」 等 話題 も 多い が 、 一 際 '70 年 代 初期 に 彩 ら れ た この 意欲 作 に は 
繊細 で 瑞 々 し い 息 吹き が ある 。 (松本 ) 


(|) DIK DK 
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「Suite Per Una Donna Assolutamente Relativa」 に 続い て 発表 さ 
れ た アル バム 。 前 作 で 聴く こと の 出来 た シン フォ ニッ ク な サウ ンド が 彼ら 本 
来 の も の で な いこ と を 痛感 させ る 内 容 で ある 。 メ ロディ アス な オー ケス トラ や 
ギタ ー、 キ ー ボ ー ド 等 を パッ ク に 優し く 情 感 を 込め て 歌い 上 げ る 手法 は アル 
ン ニ ・ デ ル ・ ソ ー レ や イル ・ ジ ァ ル ディ ー ノ ・ デ ィ ・ セ ンプ リー チ ら と 共通 する も 
の で ある 。 そ の 種 の 作品 と し て は か な り 出 来 の 良い も の で 、 見 方 を 変え れ ば 
ディ ク ・ デ ィ ク の 最高 傑作 と 言え る か も し れ な い 。 イ タリ ア の 作品 以外 で は 決 
し て 感じ る ? こ と の な い 切 な いま で の 叙情 が ある 。 そ れ に し て も 、 彼 ら の よう な グ 
ルー プ に まで シン フォ ニッ ク な 作品 を 作ら せ て し まっ た ロッ ク ・ プ ログ レッ シ 
ヴ ・ イ タリ アー ナ の 影響 力 は 凄まじ い 。 (賀川 ) 
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ディ ク ・ デ ィ ク の ⑤ 作 目 。 内 容 は 彼ら 得意 の 最良 質 の ポッ プ で タイ トル 曲 
は ロッ ド ・ ス チ ァ ー ト の ` セ イリ ング / の カバ ー で あっ た り も する が 、 内 容 より も 
資料 的 価 置 の 方 が 高い よう に 思う 。 ま ず 本 作 より 正式 に グル ー プ に 参加 し 
た ロベルト ・ チ ャ ル ロ ッ ト 。(「 あ る 女性 に 捧げ る 愛 の 形 」 に も 参加 し て いる と 
いう 説 も ある 。) 実は この 人 物 、 フ ンカ ・ ム ンカ その 人 な の で ある 。 内 容 か ら 察 
する に この 作品 に 診 け る 彼 の 役割 は 非常 に 高い と 思わ れる 。 さ ら に ロ ベ ル 
ト ・ ジ ュ リ アー ニ と アル ベル ト ・ ラ ヴァ シー ニ の ゲス ト 参 加 。 共 に マク ソフ ォ ー 
ネ の 中 心 人 物 で ある 。 こ の 3 人 の 影響 力 、 そ し て ミュ ー ジ シャ ン と し て の レベ 
ル の 高 さ 。 こ れ ら を は っ きり 聞き 取る こと が で きる 。 (土川 ) 
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「Volando」 に 続く 6 作 目 。 前 作 が イタ リア ン ・ メ ロディ を 歌 に 集約 し た 一 
つの 好 サ ンプ ル だ け に 、 少 々 か すみ が ちな こと は 否め な いこ の アル バム で 
ある 。 や は り マ クソ フォ ー ネ 陣 の サポ ー ト だ っ た の だ ろう か 。「 洗 濯 女 」 に し て 
も そう だ っ た が 、 何 か と サポ ー ト が 必要 な バン ド だ 。 前 作 の いい 部 分 を 継ぐ 
^*Un Giorno Cent'anni" 等 の 曲 も ある 一 方 で 、 オ ル メ で 言え ば 「Verita 
Nascoste」 の よう な アメ リカ に 楽天 か ぶれ し た か の よう な `Flowers Free- 
dom And Love” 等 の 曲 も あっ て 、 ど こ か は ず し て いる 。 更 に は リズ ム が や け 
に せこ い 割 に へ ヴィ ・ メ タ 定 型 ヴ ォ ー カ ル ・ ラ イン を 型 押 し し た ロッ ク ? ナ ン バ 
ー が 出 て きた り と 解せ な い 。 全 10 曲 中 3 曲 を 除け ば 前 作 の 延長 作 に な る 。 実 
は 中 々 の 好 作 な の で ある 。 (松本 ) 
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ドゥ ルビ ピ こ と ジャ ン ピ エ ロ ・ ア メル リ は 47 年 生ま れ で "60 年 代 か ら 活動 し て 
いる 息 の 長い 歌手 の 一 人 で 、 現 在 で も ^ サ ン レ モ 音 楽 祭 ? の 常連 で あり イ 
タリ ア き っ て の ヒッ ト ・ メ ー カ ー と し て 君臨 し 続け て いる 。 そ の ドゥ ル ピ が 同じ レ 
ー ベ ル 仲 間 で ある NEW TROLLS の 全面 的 バッ ク ・ ア ッ プ を 受け で 81 年 
に 発表 し た アル バム が 本 作 で ある 。 ト ロ ル ス は ちょ うど 後期 大 作 ア ル バ ム 
「FS」 を 制作 中 だ っ た が 、 ど う や ら 平行 し て 作ら れ た 様 で 同じ スタ ジオ で 又 
プロ デュ ー サ ー も 同じ ジャ ン フ ラン コ ・ ロ ン バ ル ディ で ある 。10 曲 中 8 曲 が 
TROLLS に よる 書き 下ろ し だ が 、「FS」 で も 大 活躍 だ っ た ジャ ン ニ ・ ベ ッ レ ー 
ノ に よる バラ ー ド `^LA MIA CANZONE AL VENTO* は TROLLS の どの ア 
ル バ ム に も 見 出 だ す こと の 出来 な い 程 の 秀 曲 で ある 。 (片山 ) 


中 ELLO MADRE 
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IL VOLO の ベー シス ト と し て 活躍 し た ボ プ ・ カ レロ (VOLO の 1st ア ル バ ム 
に は `OLOV? と し か クレ ジッ ト さ れ て いな い ) が 在籍 し た こと で 知ら れる グル 
ー プ Duello Madre は 73 年 に 唯一 の アル バム を 発表 し て いる 。 彼 は パッ テ 
ィ ス ティ の ミュ ー ジ シャ ン と し て も 有名 だ が 、72 年 に は 本 グル ー プ の ギタ リス 
ト 、 マ ルコ と 共に Ossage Tribe な る バン ド に 籍 を 置き 、 や や 実験 的 な 音楽 を 
プレ イ し て いた 。 本 作 で は ジャ ズ ロ ッ ク を 披露 し て いる が 残念 な が ら プ ログ 
レフ ァ ン を 仰天 させ る 様 な 作 と は 行か な い 。G.P.Reverberi が 2 曲 程 キ ー ボ 
ー ド で 参加 し て いる が 全体 的 に も う 少し アク セン ト を 付け た か っ た と ころ だ ろ 
う 。 リ ズム 陣 が 割 と し っ か り し て いる 為 、 演 奏 自体 は 締まっ て 聞こ える が 、 管 
楽器 系 の ソロ が 幾 分 迫力 不足 の よう に 感じ る 。 (江田 ) 
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@Kansas 5300 503 A 

〇 Vinyl Magic VM 027 

@ 





キー ボー ド を 中 心 と する グル ー プ 。 グ ルー プ 名 か ら ゴ シッ ク ・ ロ マン ス 的 
な イメ ー ジ を いだき が ち だ が 、 音 の ほう に 暗 さ は な く 、 ど ちら か と いう と プリ ティ 
ッシュ ナイ ズ さ れ た 軽快 な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 聴か せ て くれ る 。 タ イプ 
的 に は レ ・ オ ル メ に 近く 、 一 種 な ご や か さも か ね そなえ た ヴォ ー カ ル も ここ ちよ 
い 。 特 に 派手 さ が な い 為 か 、 イ タリ ア の 超一流 グル ー プ ーー 一 例え ば マク ソフ 
ォ ー ネ や ク ェ ラ ・ ベ ッ キ ア ・ ロ ッ カ ンダ 、 ピ エロ ・ リ ュ ネ ー ル 、 オ パス ・ ア ヴァ ント 
ラ 等 と は 比較 し 難し い が 、 ル オヴ ォ ・ デ ィ ・ コ ロン ボ 、 オ ディ ッ セ ア あ た り の グ 


EDITH 

A Snace Between Ever Amd 
Never 
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人 @Edith Music ETH 001 


〇 Progressive Records PRO 003 
@ 








カタ ニア 出身 の 4 人 組 ( キ ー ボ ー ド は ゲス ト ) の デビ ュー・ ア ル バ ム で 、 こ 
の 頃 の 常 で 自主 制作 。EZRA WINSTON と 比較 され る こと の 多い グル ー 
プ な の だ が 、 そ こま で の クォリティ は 無い よう に 思う 。 と いう の は テク ニッ ク に 
多少 の 差 が 有る か ら で 、 正 直言 っ て あく まで 自主 制作 レベ ル で ある 。 曲 の 
方 は 清涼 感 の ある シン フォ ニッ ク ・ タ イプ で 、 ジ ャ ケッ ト に 書か れ て いる イラ 
スト の イメ ー ジ その まま と いう 感じ 。 英 語 に よる 歌詞 で 、 イ タリ ア っ ぽ さ と いう 
の は 感じ られ な い 。 若 々 し い 瑞 々 し さ は 表面 に 出 て いる の で 、 こ れ に テク ニッ 











ルー プ と 同様 の 評価 を 与え る こと が で きる だ ろう 。 (山崎 ) ク が 付い て 行け ば 、 そ れ な り の 評価 は 出来 る と 思う 。 特 に や や ハー ド な 展開 
を 見 せる 曲 の ほう が 、 魅 力 的 で あり 、 好 感 が 持て る 。CD で は 1 曲 追加 て いる 
の だ が 、 こ れ は 音 が チー プ で デモ テー プ か な ? (津田 ) 
EDITH EGO0BAND 
lee Trin Im The Light Of The Worl 
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@ 
〇 Edith Music ETH 004 
に ) 














約 2 年 間 の イン ター ヴァ ル を 経て 届け られ た 2 作 目 。 正 式 に キー ボー ド が 
加入 し て 5 人 編成 に な っ て いる (ファ ー ス ト と は 別人 ) 。 こ れ も 自 主 制作 で あ 
り 、 レ ー ベ ル と 契約 で き な い 事 が 全て を 物語 っ て いる 。 つ まり 、 こ れ も 又 自主 
制作 レベ ル の 作品 と 言わ ざる を 得 な い 。 さ ら に 、 こ こ へ 来 て 前 作 で 、 曲 作り に 
荷担 し て いた キー ボー ド 奏 者 が 変わ っ て いて 、 そ れ が 良い 結果 に な っ て い 
な い の で ある 。 清 涼感 を ベー ス に し て いる の は 同じ だ が 、 ア レン ジ や 曲 に 変 
化 が 乏しい 感じ が 否め な い 。 ち ゃ ん と し た プロ デュ ー ス が 施さ れれ ば 、 そ の 
清涼 感 や 透明 度 、 適 度 に 哀 荻 の ある メロ ディ が 活か せる の だ ろう が 、 彼 ら 
は 自分 達 で プロ デュ ー ス する 方 向 を 選ん だ の だ ろう 。 あ まり に も 趣味 的 で 、 
も っ た いな い 気 が する 。 ジ ャ ケッ ト の セン ス は いい ん だ けど な ぁ 。 (津田 ) 
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@ 
〇 Musea FGBG 4053.AR 
@ 





仏 Musea レ ー ベ ル よ り の リリ ー ス 。 本 作 が デヴュー 作 と 思わ れる が 、 先 
に LP リ リー ス さ れ て いた 可能 性 も ある 。 音 の 基本 路線 と し て は 、 い わ ゆ る ハ 
ー ド ・ プ ログ レッ シ ウ ・ サ ウン ド 。 重 厚 バ シン セ サ イ ザー と オル ガン の バッ キ 
ング 、 非 常に メタ ル 色 の 強い ギタ ー> ソ ロ 、 粗 野 な ダミ 声 で シャ ウト する ヴォ 
ー カ ル 。 録 音 / エ ンジ ニア リン グ の 素人 臭 さ と 相まって 、 か な り 野暮 っ た い 演 
奏 に 聴こえ る 。 リ フ と ヴォ ー カ ル だ け の 凡 唐 な ハー ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド が と き お り 
見 せる ドラ マチ ッ ク な アレ ンジ の 大 曲 。 そ ん な テイ スト の 曲 だ け を 集め た 印 
象 と いえ る か も し れ な い 。 ス トレ ー ト な パワ ー を 評価 すべ きか 否 か 。 ギ ター と ド 
ラム は 何 か の パロ ディ か と 思え る ほど に HR/HM の パタ ー ン 踏襲 色 が 強 
い 。 ミワ ) 





イア 








ELECTRICE FRANKENSTEIN 
Electric Frankenstin 
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殺 Cramps 5202 201 

〇 Artis ARCD 015 





ユー ロ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン より も 、 む し ろ サ イケ デリ ッ ク ・ フ ァ ン に 人 気 の あ る エ 
レク トリ ッ ク ・ フ ラン ケン シュ タイ ン 唯 一 の アル バム 。「 何 が 俺 を いら つか せる 
の だ ?」 と 言っ て いる フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン の ジャ ケッ ト か ら ( レ ー ベ ルカ ラー も 
手伝っ て ) ハー ド な プロ テス ト ソ ング を 予想 させ る が 、 意 外 と 内 容 は メロ ディ 
アス で すっ きり し た も の 。 粘 っ こい イタ リア 臭 さ は な く 、 む し ろ プ リティ ッシュ ・ ロ 
ッ ク を 意識 し た 様 な 、 こ の 時 期 の イタ リア に は 珍し い 音 作り に な っ て いる 。 若 
干 ミ ステ リア ス な 松 囲 気 を 漂わ せな が ら 、 ハ ー ド な コー ド ・ ス トロ ー ク や 、 フ ァ 
ズ を か けた 荒 々 し い ギ ター、 メ ロディ アス な シン セ を 絡め た 、 メ リハ リ の 利 い 
た スト レー ト な 演奏 が 聴け る 。 な お 、 歌 詞 は すべ て 英語 で ある 。 (須藤 ) 


ELEKTRIKTUS 
Electronic Mind Waves 
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角 PDU PLD. A 6050 

科 ) 


) 





エレ クト リク トゥ ス と いう の が 、 個 人 の ユニ ッ ト の 名 称 な の か 、 あ る い は グル 
ー プ 名 な の か は っ きり し な い 。76 年 に 、 前 衛 的 な 作品 を 積極 的 に プロ モー ト 
し て いた PDU レ ー ベ ル か ら リ リー ス さ れ た 彼 等 ( 彼 ) の 唯一 の 作品 で ある 。 
当時 、 イ タリ ア 盤 と し て も 数 多く 紹介 され て いた ドイ ツ の グル ー プ 達 、 タ ンジ ェ 
リン 、 シ ュ ル ツェ 、 ク ラス ター、 ク ラフ ト ヴ ェ ル ク 等 の 影響 を 受け て 創 ら れ た こ 
と が 想像 で きる エレ クト ロニ クス ・ ミ ュー ジッ ク で ある 。 な め ら か な 、 耳 あたり の 
良い サウ ンド は 、 ド イツ の エレ クト ロニ クス ・ ミ ュー ジッ ク を 消化 し た 上 で の 彼 
等 の 生ん だ 一 つの 帰結 な の で あろ う 。 洗 練 さ れ た イタ リア 人 の 感覚 を 反映 

し た 秀 れ た 作品 で ある 。 カ ヴァ ー・ ワ ー ク も 特筆 に 値する 素晴らし い 作 品 。 
(山崎 ) 








ELENA LEDDA 


ELENA LEDDA & SUONOFFIGINA 
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〇 Biber 66391 
@ キ ング KICP 2088 
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ドイ ツ の ニュ ー エ イジ 系 の レー ベル 、 ビ ー バ パー か ら 2 枚 の 作品 を 発表 し て 
いる サル ジニ ア 島 の グル ー プ 。 ト ラディ ショ ナル な 要素 と フュ ー ジ ョ ン 的 要 
素 が 一 体 化 し た サウ ンド は 確か に ニュ ー エ イジ 的 と 言え な い 事 も 無い が 、 グ 
ルー プ の 個性 は 超 強 力 な 女性 ヴォ ー カ リス ト 、 エ レー ナ ・ レ ッ ダ に よっ て 決 
定 さ れ て いる 。 ビ プラ ー ト を ふん だ ん に 効か せ た 気 高く 美しい その 歌声 、 と に 
か く 〈 く イン パク ト が 強い 。 清 涼感 と 妖気 が 渦 を 巻く 幻想 空間 を 鮮やか に 演出 
し て くれ る 。 お そら < 現地 プレ ス の LP が 出 て いる と 想像 され る が まだ 見 た こと 
は 無い 。 な お 、 こ の 2ndCD は 、1st に 収録 され た 18 分 の 大 曲 を 含む 2 曲 が ボ 
ー ナ ス ・ ト ラッ ク と し て 収録 され て いる 。1st で エレ ー ナ が 歌っ て いる の は この 
2 曲 の み で ある 。 (川辺 ) 


ENEIDE 

U0mimi Umili Ponoli Liheri 
"91C72 年 録音) 

人 @private press L.G.P. 101 





往年 の 名 盤 再発 が 一 段落 し た '90 年 代 に 入っ て か ら は 未 発音 源 の 発掘 
が 盛ん だ が 、 そ の 中 で 突如 リリ ー ス され た の が この エネ イド の 772 年 に 制作 
され た お そら < 唯一 の 作品 で ある 。 昨 今 の 発掘 作品 は その 出来 に 大 き な 差 
が ある が これ は その 中 で も 往年 の イタ リア ン ロ ッ ク の サウ ンド と 熱気 を 感じ さ 
せ て くれ る も の に な っ て いる 。 ア ル バ ム は コン セプト 作品 の よう で それ を 当時 
の 名 グル ー プ 達 同様 喰 る よう な ハモ ンド や ムー グ と その 上 の フル ー ト や 熱 
唱 す る ボー カル 、 ま た これ ぞ イ タリ ア と で も いう べき リリ カル で アコ ー ス ティ ッ 
ク な 部 分 に よっ て 奏で られ て いる 。 ま さ に 名 盤 に 慣れ 親しん だ も の へ の 遅れ 
て きた 贈り 物 と で も 言い た い 作品 で ある 。 ち な み に 限 定 300 枚 の 1st プ レス 
は ダ プ ル ジ ャ ケ ッ ト に な っ て いる 。 (島村 ) 








ENGEL DER VERNICHTUNG 
Angeli In Polvere 
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人 @Angel MF 006 
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「 破 減 の 天使 」 と いう 名 の 彼ら が その バン ド 名 の イタ リア 語 訳 を 題名 に 冠 
し た の が この アル バム 。 残 念 な が ら バ ンド に 関す る 詳細 は 殆ど 不明 で 分 か 
っ て いる 事 と いえ ば これ が 彼ら の セカ ンド で ある らし いと いう こと や イン ナー に 
記載 され て いる メン バー に つい て の こと 、 ま た リリ ー ス が エ ツ ラ ・ ウ ィ ン ス トン 
の 2nd と 1 番 違 いで ある と いう 程度 で ある 。 し か し その サウ ンド は 一 部 に ニュ 
ー ウ ェ イ ブ 的 な 感じ は ある も の の 全体 的 に は アコ ー ス ティ ッ ク を 主体 と し 弦 
楽 四重奏 や コー ラス な ども 取り 入れ た 繊細 で 叙情 的 な も の で ある 。 中 で も 
女性 ボー カル の 曲 は オ パ ス ・ ア ヴァ ント ラ さ えも 初 徳 する 程 の 素晴らし さ で 
イタ リア の 懐 の 広 さ や 深 さ を 感じ いせ る 。 な お 天使 を 題材 に し た アー ト を 載せ 
た ブック レッ ト が 付録 し て いる 。 (島村 ) 





ENSEMBLE HAVADIA 
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@L'orchestra OLPS 55017 





トラ ッ ド / 民 族 音楽 を チェ ン バ パー・ ロ ッ ク 的 に 昇華 させ た 作品 と 言っ て し ま 
えば 簡単 だ が 、 録 音 時 期 を 考え る と 、 恐 る べき オリ ジ ナ リティ だ 。 バ ルカ ン 半 
島 の 民族 音楽 か ら の 影響 を リズ ム や 音程 感 に 感じ る が 、 単 に カヴァ ー に 
終わ っ て いな いと ころ は 好感 が 持て る 。 編 曲 能 力も 高く 、 器 楽 編曲 だ け で な 
く 、 合 唱 編曲 も 疑っ て いる (一 部 ブル ガリ アン ・ ヴ ォ イ ス 的 アレ ンジ あり ) 。7/ 
4 と 3/4 拍 子 の クロ ス ・ リ ズム の トッ プ ・ ナ ン バ ー( 及 び タ イト ル の 付け 方 ) は 
秀逸 。 欲 を 言え ば 、 こ の クラ ス の イン パク ト を 持つ 楽曲 が も う 何 曲 か 欲し か っ 
た 。 個 人 的 に は トッ プ ・ ナ ン バ ー を 抜か す と B 面 の 国籍 不明 な 感じ の 方 が 
好き だ 。 本 作 を 含む ロ ル ケ スト ラ ・ レ ー ベ ル の CD 化 を 強く 希望 する 。 

(Chihiro S.) 
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男女 の ボー カリ スト を 含む 9 人 組 の アン サン ブル 、 そ の 編成 や メンバー 
写真 か ら か な り 演 劇 的 な 事 を 行っ て いた と 推測 され る 。「 鏡 」 と 題 さ れ た 彼ら 
の 2 枚 目 の 作品 は 、'82 年 に 行わ れ た 同名 の シア ター・ パ フォ ー マ ン ス か ら 
の 曲 が 収録 され て いる 。45 回 転 の ミニ ・LP で ある た め 収 録 時 間 が 短い の 
が 難点 だ が 、 内 容 は 文句 無し で ある 。 こ の 時 期 各国 で 次 々 と リリ ー ス され 
た レコ メン 系 傑作 群 に ひけ を 取ら ぬ 、 変 幻 自在 の 素晴らし い ア ン サ ンプ ブル 
を 聞か せ て くれ る 。A 面 は 雑多 な 小曲 集 、B 面 は 必殺 の 大 曲 を 収録 。 チ テー プ 
で あり な が ら 優 雅 、 ユ ー モ ラス な の に ド シ リ アス な その 世界 は 驚く ほ と 広範 
囲 な 見 境 無し の 音楽 視野 に 裏打ち され て いる 。 そ の 後 、 レ ー ベ ル ご と まとめ 
て 消息 を 断ち 、 以 降 長く 無視 され 続け て 現在 に いた る 。 (川辺 ) 


EOUIPE 84 
Emuine 84 
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@ 





最も 古く か ら 活動 し て いた ビー ト ・ グ ルー プ 。 出 身 地 の モデ ナ は 裕福 な 街 
で 、'60 年 代 初頭 に は すでに 多く の アマ チュ ア ・ バ ンド が 存在 し て いた らし 
い 。 こ の 街 の バール ^GRAND' ITALIA” が そう いっ た 連中 の 溜り 場 に な っ 
て いて 、 そ の 様子 は 後に アル バム 化 さ れ て いる 。 今 で は 有名 な カン タウ トー 
レ の フラ ンチ ェ ス コ ・ グ ッ チ ー ニ も その 一 人 で 、 学 生 仲 間 の アド ルフ ォ ・ ソ ッ リ 
ャ ー ニ と 組ん で ブル ー・ カ ッ プ ス を 結成 し た 。 グ ゲッ チー ニ は ソロ と し て 独立 し 
た が 仲間 が 増え て 、 エ クィ プ 84 が 編成 され た 。 デ ビュ ー は カラ ベル と いう 無 
名 の レー ベル で 、'64 年 に モデ ダナ の サッ カー・ チ ー ム が セリ エ A に 入っ た め 
に 、 そ の 讃歌 と し て 発売 され た 。 次 の ヴェ デ ッ テ ・ レ ー ベ ル で は 8 枚 の シン グ 
ル と 当 ア ル バ ム を 出し 、'64 年 か ら '66 年 まで 在籍 し た 。 (HIRO) 
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'60 年 代 後 半 に ^Equipo 84* (Vedette : VPA 8051) で アル バム ・ デ ビュ 
ー を 飾っ た エキ ペ 84。'60 年 代 に は も う 1 枚 アル パム を 残し て いる が 、 当 時 は 
スト ー ン ズ ・ ナ ン バ パー を 取り 入れ る な ど 、 今 聴く (限り で は 極 く 標 準 的 な オー ル 
ディ ー ズ と いっ た と ころ だ 。 し か し 770 年 代 に 入る と ポッ プス ・ バ ンド と し て 着 々 
と 力 を 着け 、 基 本 的 な 路線 は 維持 し な が ら も プロ グレ ッ シ ヴ ロッ ク と の 融合 
点 を 模索 し 始め た 。 本 作 は 第 2 期 エ キ べ の 1 作 目 に 当たる 。 メ ロト ロン 、 チ ェ 
ン バ ロ 、 バ イオ リン 、 ハ モン ド ・ オ ル ガ ン 等 を 随所 に 散り ば め 、 非 常に 柔らか 
な 音 作り と な っ て いる が 、 こ の 時 点 で は まだ ポッ プ な 要素 が 勝っ て いる と 言 
え そ う 。 な お 、 後 に P.F.M. に 加入 する Franz Di Cioccio が ドラ ム ス で ゲス ト 
参加 し て いる 。 


(NUOVA) EOUIPE 84 
Casa Mia 

71 

@Ricordi SMRL 6086 


〇 





「ID」 に 続く 第 2 期 エキ ペ の 2 作 目 。 こ の 頃 一 時 期 、 ド ラム ス が フラ ン ツ ・ デ 
ィ * チ ョ ッ チ ョ 、 キ ー ボ ー ド が ダリ オ ・ バ ル ダン ・ ベ ペン ボ に 交替 し て お り 、 グ ル 
ー プ 名 の 頭 に 「NUOVA」 を つけ て いた 。 ヌ オー ボ エ キ べ は 、 か な り 多 く の シ 
ング ル を 出し て お りこ の アル バム に も サン レモ 入賞 曲 な ど 含 ん で ある が 未 
収 の シン グル は 数 知れ な い 。 全 12 曲 だ が 収録 時 間 は 50 分 を 越え る 。 特 に 
B 面 の 数 曲 で は 「ID」 で の 実験 を 基 に 後 の 「Sacrificio」 や 「Dr Jekyll」 の 
B 面 で 見 せる ポッ プス の 載 を 超え た プロ グレ ッ シ プ な サウ ンド の 雛形 を 聞く 
こと が 出来 る 攻撃 的 な ギタ ー、F 象 的 な フル ー ト 、 メ ロト ロン を 含む 各種 キ 
ー ボ ー ド 、 こ の 時 期 の エキ べ は 前 向き に 明日 を 見 据え て いる 。 (木下) 








EOUIPE 84 
Dr.Jekvll Mr.Hyde 
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全 Ariston AR/LP12107 
〇 





アリ スト ン に 移籍 し た エキ べ 84 の 同 レ ヒー ベル か ら の 第 1 弾 。「ID(Ricordi 
SMRL6072) 70」 で プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と し て の 側面 も 見 せ た 彼 ら で あ る 
が 、 ア ル バ ム ・ タ イト ル が 暗示 する よい に 、 本 作品 も ポッ プス と プロ グレ ッ シ 
グ ・ ロ ッ ク の 2 面 性 を 持っ て いる 。A 面 で は 男女 の ボー カル を 中 心 に 、 ス トリ 
ング ス を 効果 的 に 用 いた 軽快 な ポッ プス を 聴く こと が で きる が 、 一 転 、B 面 
は イン スト 重視 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と な る 。 や や ジャ ズ ィ な サッ クス や 乗 
り の 良い ギタ ー の ソロ を メイ ン に し て キー ボー ド 、 パ ー カ ッ シ ョ ン 等 が 厚み を 
加え た 演奏 は 非常 に 斬新 か つ 意 欲 的 な も の と 言え る 。「ID」「Sacrificio 
(Ariston AR/LP12134) 74」 と と も に 彼ら の 代表 で ある 。 (賀川 ) 





EOUIPE 84 
Sacrificip 

74 

@Ariston AR/LP 12134 
〇 





"80 年 前 後 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク の 叙情 性 に 魅せ られ た リス ナー 達 が 、 ま だ 
日 本 で は 情報 量 が 豊か で は な か っ た 歌 物 の 世界 に 触手 を 伸ばし 始め た 
が 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク 系 プロ グレ と 共通 の 美意識 を 持っ た 良質 な 作品 群 は 違 
和 感 無し に 受け 入れ られ て いっ た 。 彼 ら の アル バム の 中 で 最も プロ グレ 色 
の 濃い 本 作 な ど は ポッ プス 作品 と 受け 止め る 向き は 少な か っ た が 、 結 果 的 
に ロッ ク と ポッ プス と の 橋渡し 役 を 担っ た の は 彼ら と DIK DIK で あっ た 。"70 
年 代 に 入っ て 質 の 良い 作品 を 次 々 に 発表 し た エキ べ は 本 作 で 頂点 を 極 
め る こと に な る 。 ス トリ ング ス 、 メ ロト ロン 、 キ ー ボ ー ド 系 の 使い 方 も ポッ プス 
の 域 を 伯 か に 超え た 非常 に 積極 的 な も の と な っ て いる 。 更 に ac ギタ ー や フ 
ルー ト の 優し い 音色 が 加わ り 、 典 型 的 な イタ リア の カラ ー が 現 出 され る 。 
(江田 ) 
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旬 RCA PSL 10565 





IL VOLO の 初代 ベー シス ト と な る ミケ ー レ ・ セ ファ ー 率 いる トリ オ Era di 
Acquario は '73 年 に 唯一 の アル バム を リリ ー ス し て いる 。 キ ー ボ ー ド レス の 
上 、 地 味 な カヴァ ー ワ ー ク も 手伝っ て か 、 廃 盤 プ ー ム を よそ に 人 気 の 方 は 今 
ー つ だ っ た が 、 確 か に プロ グレ ファ ン に アピ ー ル する も の に は 欠け る 。A、B 
面 各 5 曲 ず つ で 、 肩 の 凝ら な い 小 品 集 と いっ た イメ ー ジ だ 。ac ギ ター と フル 
ー ト の 澄ん だ 音色 が 中 心 に な る が 、 殊 更 叙情 的 な パー ト が 多い 訳 で も な く 、 
も う 少 し メリ ハリ が 欲し か っ た と ころ だ ろう 。 み ずみ ず し さ は 十分 に 保 た れ て 
いる 為 、 メ ロト ロン を 導入 し て も 面白 か っ た ろう が 、 へ ヴィ な プロ グレ ッ ヴ ロッ 
ク を 聴き 続け た 後 、 リ ラッ クス ムー ド で 締め くく る に は 、 こ の 程度 の サウ ンド が 
適し て いる の か も し れ な い 。 (江田 ) 


ERIS PLUVIA 
Rings Of Earthly Liht 
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RIS PLUVA 





人 @ 
〇 Musea FGBG 4048 AR 
@ 





"80 年 代 後半 以降 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に よる レコ ー ド 、CD の 
流通 の ネッ トワ ー ク が 世界 規模 で 確立 され 、 イ タリ ア の バン ド も これ に 乗っ 
て 次々 と アル バム 製作 を 始め た 。 そ うし た 一 つが エリ ス ・ プ ル ヴ ィ ア で ある 。 
彼ら は アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を 全編 に 散ら し 、 フ ルー ト 、 リ コー ダー、 サ ッ ク 
ス が リー ド を 取る と いう 一 味 違 っ た 編成 で 目 を ひい た 。 し か し それ に も 増し て 
新鮮 だ っ た の は 、 繊 細 な まで の 音色 の 気配 り 、 そ し て 編み 出さ れ た 流れ の し 
な や か さだ っ た 。 随 所 に 初期 ジェ ネ シ ス ふう の リズ ム や P. ハ ミル ふう の うっ 
すら と し た 陰り 、A. フ ィ リ ッ プ ス あ た り の アコ ー ス ティ ッ ク 色 が 見 える も の の 、 
これ ら が 既に 消化 され た 上 で の オリ ジ ナ リティ が 強く 感じ られ る 。 近 時 希 に 
見 る セン ス の ひか る 一 作 。 (松本 ) 























ERRATA CORRIGE 
Siegfried. | Drago E Altre 
StOrie 

76 

人 @67 :1 

Magic VM 001 


76 年 の 自主 製作 。 イ タリ ア 人 コレ クタ ー の 話 に よる と LP は 200 枚 の 限定 
プレ ス だ そう だ 。 事 実 と すれ ば 、 市 場 を 見 る 限り 、 そ の 1 割 以 上 が 日 本 に 流 
れ て 来 て いる こと に な る 。 内容 は 、 適 度 な 甘 さ と イタ リア ン ・ ロ ッ ク 特 有 の 繊細 
さ を 十 分 に 兼ね 備え た 良質 な も の で 、 フ ァ ン に と っ て は 気 に な る 1 枚 だ 。 た だ 
72、3 年 頃 の 名 作 群 の 様 な 爆発 力 に は 欠け る 。 フ ルー ト 、 ピ アノ 、ac ギタ ー 
の 澄み 切っ た サウ ンド を 核 と し て 、 全 面 に わた りほ の ぼ の と し た 手作り の 温 
か さ が に じみ 出 た 作り に な っ て いる 。 派 手 さ は 無い が 、 キ ー ボ ー ド 類 も 適宜 
散り ば め ら れ 、 時 に 顔 を 由 す チェ ロ が 素朴 な 夫 囲 気 を 作り 上 げ て いる 。 叙 
情 派 と いう より も 清 湯 派 と いっ た 印象 が 強い 。 な お 、 A 面 は 全面 費やし て の 
組曲 に な っ て いる 。 (江田 ) 


ERRATA CORRIGE 
MManpam0ndH0 
92 


@ 
〇 Mellow MMP 117 
⑳ 





"76 年 の 自主 制作 と 思わ れる 作品 の 存在 が 知ら れる パンド 。2nd に 相当 
する 本 作 に は 、"75 年 に 書か れ て いた 楽曲 (Parte A) と '77 年 に すでに 録音 
され て いた 楽曲 (Parte B) が 収録 さて て お り 、A の ほう は 完全 な 新 録 、B の 
ほう は リミックス され て いる 。 イ ンス ト 中 心 の A で は 、 非 常に 奥行 き の あ る アコ 
ー ス ティ ッ ク ・ ア ン サ ンプ ブル を か ら め た 哀 台 た っ ぷり の シン フォ ニッ ク ・ チ ュ 
ー ン が 展開 し て いく <。 完 全 に 曲想 が 異な る 6B で は ポッ プ な ヴォ ー カ ル 曲 が 並 
ぶ が 、 こ ちら も 出来 は よい 。 な お 、B に 参加 し て いる アル トゥ ー ロ ・ ヴ ィ タ ー レ 
は 、 ア ル テ ィ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ の サッ クス 奏者 も 同一 人 物 で ある と 断定 し て 
いる よう に 思わ れる 。"70 年 代 の キワ モノ 発掘 的 な 文脈 で 語る こと を よし と し 
な い 、'90 年 代 の 傑出 し た 一 枚 で ある 。 (ミワ ) 











ESAGON0 
1 Vicolo 

76 or '78 
@MU UM101 
〇 


】 














昔 こ の アル バム の 音 を 聴い た 時 、2nd 一 3rd の アル ティ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ 
ぽい と 思い 手 に 入れ た 記憶 が ある 。 今 回 クレ ジッ ト に 目 を こら し て ぴっ くり 仰 
天 。 何 と アル ティ の メン バー が 4 人 も 参加 し て いる の だ 。1 曲 だ け 参 加 の ジ 
ジ ・ ヴ ェ ネ ゴー ニ (G) を 入れ れ ば 5 人 で ある 。 そ の メン バー と は マル コ ・ ガ レ 
ー ジ (B) 、 ア ルト ゥ ロ ・ ヴ ィ タ ー レ (Sax) 、 マ ルコ ・ チ ミー ノ (Key, Flute, 
Cello) 、 ク ラウ ディ オ ・ モ ンタ フィ ア (G. Flute) 。 前 2 者 は アル ティ の 1st--3 
rd の メン バー。 後 2 者 は 3rd の 中 心 メ ン バ ー。 プ ロ デ ュ ー ス は 元 エ ラー タ ・ コ 
リー ジュ の メン バー で も ある Key の マル コ ・ チ ミー ノ 。 エ ンジ ニア は ヴェ ネ ゴ 
ー ニ 。A① の タイ トル 曲 は 、 ア ル テ ィ 3rd の A② と 同 曲 。 こ れ で ドラ ム が キリ コ 
な ら 完全 に アル ティ だ 。 ( 城 元 ) 








82 年 に ロー マ で 人 知れ ず リ リー ス さ れ て いた E・S・E と 名 乗る グル ー プ 
の 多分 唯一 の 作品 。 プ ロ デ ュ ー ス か ら ジ ャ ケッ ト ・ デ ザイ ン に 至る 迄 で 全 ん 
ど 自 力 で 成し遂げ た この 自主 制作 盤 を 作り 上 げた の は 、 キ ー ボ ー ド 、 ベ ー 
ス の Chees York、 ド ラム ス と ギタ ー の Moore James、 ギ ター の Joule Zar- 
tmann の 3 人 。 サ ウン ド は サイ ケ デ リッ ク な プロ グレ ッ シ プ ・ ロ ッ ク あ る い は フ 
ォ ー ク と で も 表現 し た ら 良 い だ ろう か 。No Strange あ た り に 近い 音 だ と 思う 。 
時 に 牧歌 的 に 、 時 に 投げ 遺 に 歌わ れる 英 詩 の ポー カル と 彩 を 添え る キー 
ボー ド そ し て 浮遊 感 の ある ギタ ー が 溶け 合う サウ ンド に は 不思議 な 心地 良 
き と 空 虚 さ が 混 在 し て いる 。 尚 B③^Tehran City” で の 効果 音 の 使用 法 は 
抜群 で ある 。 (鈴木 伸一 ) 





ちの O 〇 
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念 CATOCA : CTL 1-1002 
〇 

@ 

















有名 な シチリア の エト ナ 火 山 を グル ー プ 名 に 冠 し た 彼ら は イタ リア ・ ジ ャ 
ズ ロ ッ ク 界 屈指 の テク ニシ ャ ン 集 団 で ある 。 そ の 高度 な 演奏 技量 は Goblin 
(Marangolo 兄 弟 ) 、LUovo Di Colombo( ベ ー ス の E.Volpini) 等 を 聴 
け ば 分 か る こと だ 。 全 編 イ ンス ト で 、 イ タリ ア で は 類 を 見 な い 本 格 派 ジャ ズ ロ 
ッ ク と 言え る が 、3rd 以 降 の Arti 十 Mestieri の 様 に 小手 先 の 技術 ば か り が 
先行 する 訳 で も な く 、 人 迫力 は 十分 。 ホ ー ン の 導入 は 無く (、 ギ ター ワー ク と el ピ 
アノ が 中 心 と な る 。 ロ ッ ク 色 が 濃く 、 非 常に アグ レッ シ ヴ な フュ ー ジ ョ ン サ ウ 
ンド と で も 言え ば 適切 だ ろう か 。 な お 、 彼 ら は 72 年 に Flea と 名 乗り 1 枚 の アル 
バム を 発表 し て いる が 、 そ の 内 容 は 本 作 と は 180 度 異な る ハー ドロ ッ ク で 、 か 
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旬 Buble BLU 19609 














780 年 代 前 半 の イタ リア ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 中 で レコ ー ド ・ デ ビュ ウ 
を は た せ た の は ヒュ ー マ ン ・ イ クス プレ ッ シ ョ ン と この ヨウ ロッ パ で ある 。 さ ら 
に この ヨウ ロッ パ は イギリス 盤 も リリ ー ス され る と いう めぐ まれ た グル ー プ で 
ある 。 プ ログ レニ ハー ド 路 線 の グル ー プ で あり 、 そ の 点 完全 な プロ グレ ッ シ 
ヴ ・ フ ァ ン に は 多少 な じ ま ぬ 作品 か も し れ な い が 、 安 定 し た テク ニッ ク で お し 
まく る 胸 の すく サウ ンド は 正 に イタ リア で ある 。 イ エス か ら の 影響 を 随所 に 感 
じ る が 、 お そら 〈 く メンバー 間 で 、 プ ログ レ 路 線 と ハー ド 路 線 に 好み が 別れ て 
いる の だ ろう 。 し か し その 融合 が ここ で は 非常 に 良い 方 向 に むか っ て お り 、 一 
聴 に は 値する アル バム に 仕上 げ ら れ て いる 。 グ ルー プ の 核 と な る の は RDM 








な り 荒 々 し いも の で あっ た 。 (江田 ) の ギタ ー だ っ た S. Urso で ある 。 (山崎 ) 
京 | EXPLOIT EZRA WINSTON 
提 0 Crisi Myth Of The Chrysavides 
5 と 72 "88 
ググ @CGO FC 1008 @Ezra Works DWLP 01 
(2 み 〇 O 
ーー @ ) 
CZS7 











キー ボー ド ・ ト リオ 、 エ クス プロ イト は CGO レ ー ベ ル に LP1 枚 と シン グル 3 
枚 を 残し て いる 。 見 開き ジャ ケ な が ら 表 、 裏 、 内 ジャ ケ と も 頼り な い 線画 が 描 
か れ て お り 、 自 主 製作 と の 噂 が ある が 真 偽 の 程 は は っ きり し な い 。 た だ し プ 
レス 枚数 は さ 程 多 く な い 様 だ 。 内 容 は 典型 的 な オル ガン ・ ロ ッ ク で 随時 ピア 
ノ を 併用 する が 電子 系 の 音 は 聴か れ な い 。 英 国 的 な 泥臭い イメ ー ジ も 併せ 
持ち 、 プ ログ レ と し て は 若干 地味 な 印象 は 免れ か が い が 、 オ ル ガ ン 系 の 音 が 
好き な 人 で あれ ば 十分 に 傾聴 出来 る 作品 で ある 。 曲 構成 は A 面 が 3 パー ト 
に 分 けた タイ トル で 全て 費やし 、B 面 は 少々 ポッ プ な 味付け を し た 6 曲 の 小 
品 集 。 フ ェ イ ドア ウト され て いる B④^Anima Nuda" は シン グル 盤 で 完全 収 
録 され て いる 。 (江田 ) 





この アル バム は 、 イ タリ ア '80 年 代 前 半 の 引き と り 手 の な か っ た 自主 製作 
テー プ の 時 期 か ら 遂 に 脱し た 1 枚 と し て 、 フ ァ ン の 間 に 記 憶 さ きれ て いる こと と 
思う 。 現 在 に 続く イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 復調 、 そ の 記念 すべ き 1 作 で も ある 。 ロ 
ー マ 出 身 の 彼 等 も 結成 は '82 一 "83 年 に 遡る 。 よ う や く の 幸 福 な リリ ー ス だ っ 
た こと だ ろう 。 自 主 製作 ゆえ の プロ デュ ー ス / 録 音 の 甘 さ 等 未熟 な 部 分 も 少 
な く な い が 、 ト ー タ ル な イメ ー ジ で シン フォ ニッ ク に アコ ー ス ティ ッ ク に 、 様 々 に 
盛り 込み 、 し か も リス ナー の イメ ー ジ を 重ね られ る よう な 余白 を と っ て の 作風 
に 、 と て も 好感 が 持て る 。 次 作 の 構築 性 は まだ 出 て いな く と も 逆 に この 余白 
が カラ ー を つく っ た と 思う 。 フ ルー ト や 生 ギ ター の 細やか な 音 使い も 生き る 。 
却 囲 気 を 大 切 に し た 作風 だ 。 (松本 ) 
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'90 年 に リリ ー ス され た この エ ツ ラ ・ ウ ィ ン ス ト の セカ ンド は 、'80 年 代 以降 
の イタ リア か ら の ニュ ー・ ア ル バ ム 群 の 中 で 最も 重要 な も の の 1 つ に 数 えら 
れる 。 こ の 時 代 に 出 て きた 作品 は 、 ポ ンプ 系 の 無 国籍 型 サ ウン ド が 多い が 、 
この 作品 は 地中海 音楽 の エッ セン ス を ちり ば め 、 イ タリ ア ら し い ア イデ ン テ ィ 
ティ ー を シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 中 へ と 注入 する こと に 成功 し た も の で ある 。 
全体 的 に アコ ー ス ティ ッ ク な イメ ー ジ の 強い アル バム で 、 加 えて 室内 楽団 も 
参加 し て お り 、 シ リア ス な 側面 も ある 。 何 か 、 イ タリ ア の 太陽 の 下 の 陰 影 を 表 
現し て いる と で も いう よう な 印象 で 、 シ ー ン に 明る い 光 を 投げ か け て くれ た 。 

(山崎 ) 





(LA) FAMIGLIA DEGLI ORTEGA 
La Famiglia Degli Ortega 
"73 


全 Carosello CLN 25029 
〇 
⑳ 





ポッ プ な グル ー プ や シン ガー を 多く 擁する Carosello レ ー ベ ル の 中 に あ 
っ て 、 と て も 美しく 思わ せ 振 りな ジャ ケッ ト に 包ま れ た この アル バム は 、 ほ の か 
に プロ グレ ッ シ ヴ の 香り を 漂わ せ た 好 作品 で ある 。 男 女 二 人 の ボー カリ ス 
ト を 配 し トー タル な コン セプト に 支え られ た その サウ ンド は 、 と て も イタ リア 然 と 
し た 美 し さ を 洪 え て いる 。 取 り 分 け A①、②B②、④ あ た り は 白眉 の 出来 で あ 
る 。 少 な がく と も ラブ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン は 決し て 聴い て 損 の な い 音 だ と 思う 。 他 に シ 
ング ル が 有り `Sogno Di Una Casa” は LP 未 収 (B 面 は ^Awamalaia”) 。 
その 他 は 不明 で ある が 、 内 ジャ ケ の 写真 を 見 る 限り で は 10 名 も 写っ て お り 、 
か な り 大 所 帯 の グル ー プ だ っ た よう だ 。 (鈴木 伸一 ) 
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カラ フル で リリ カル な ジャ ケッ ト ・ カ ヴァ ー が 印象 的 な 5 人 編成 に よる ム ゼ 
ア か ら の デヴュー 作 。CD 化 の 際 に 2 曲 、 追 加 収録 され て いる 。 ム ゼア か ら 
は 、 こ の 後 も 続々 イタ リア ン ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の グル ー プ の 作品 が リリ 
ー ス され る の だ が 、 ま さ に ム ゼ ア ・ カ ラー と で も 言う べき 一 定 の 形 が 存在 する 
よう に 思え る 。 そ し て この アル バム こそ 、 そ の 中 心 的 な 存在 で は な いか ? 中 期 
ジェ ネ シ ス 的 な サウ ンド を メイ ン に 程よい ポッ プ さ と ファ ンタ ジッ ク さ を 兼ね 
備え て いる 。 テ クニ ッ ク 的 に も まあ まあ で 、 イ タリ ア っ ぽい と ころ は 、 ほ と ん と 無 
〈 く 、 イ ンタ ー ナ ショ ナル 指向 と 言う より も ム ゼ ア の サウ ンド な の で ある 。 そ し て 
大 事 な こ と は ジャ ケッ ト が その 音 世界 を 忠実 に 現し て いる こと で 、 買 う 人 の 
目安 に な る だ ろう 。 (津田 ) 
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2 年 ぶり の セカ ンド ・ ア ル バ ム で 、 今 回 は 多彩 な ゲス ト ・ ミ ュー ジ シ ャ ン を 
迎え て 制作 され た コン セプト ・ ア ル バ ム で ある 。 ヴ ァ イ オ リン や サッ クス な ど 
を 使っ て 、 曲 調 に 幅 を 持た せ 「 こ れ が シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ グ だ /」 と 言わ ん だ 
か り の 展開 を 見 せる の だ が 、 何 故 か 曲 が どれ も 尻切れ トレン ボ な の だ 。 様 々 な 
アイ デア と あり あま る スト ッ ク を 誇示 せん が 為 の よう な 構成 に 少々 と ま ど う 。 し 
か し 、1 曲 目 の 冒頭 か ら 導 か れる の は 、 軽 快 で 心地 よい 良質 な シン フォ ニッ 
ク ・ ロ ッ ク で 、 ム ゼア ・ サ ウン ド の 中 核 と し て の 貫禄 は 保っ て いる と 思う 。 ゲ ス 
ト や 生 楽 器 の 使い 方 を 見 て も 、 ア ン サ ンプ ブル を 充分 に 活か せる だ け の アレ 
ンジ の 素養 が 有り そう な の で 、 グ ルー プ に こだわ ら ず に いろ いろ か な 方向 に ト 
ライ し て みて ほし い 。 (津田 ) 








FESTA MOBILE 
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RCA レ ー ベ ル 系 の セッ ショ ンマ ン 達 に より 結成 され た と いう フェ スタ ・ モ 
ビー レ 。 こ の グル ー プ の サウ ンド の 根幹 を 成す の は ピア ニス ト で 、 安 定 し た 、 
か つ 正 確 無比 の プレ イ は 世界 的 に みて も 他 に 例 を 見 な い 程 の テク ニシ ャ 
ン で ある 。 他 の メン バー 達 も 安定 し た テク ニッ ク を 持ち 、 軽 快 な プロ グレ ッ シ 
ヴ ・ ロ ッ ク を 聴か せ て くれ る 。 同 年 、RCA か ら リ リー ス さ れ た 「Jacopone 
(RCA DPSL 10608) 」 と いう ロッ ク ・ オ ペラ 作品 の バッ ク を 担当 (フェ スタ 的 
な 曲 は な 〈 く 、 あ くま で パッ ク ・ バ ンド と し て の 演奏 ) し 解散 。 そ の 後 、 キ ー ボ ー ダ 
ー を 含む メン バー は 「I| Baricentro」 と いう グル ー プ を 結成 し 、2 枚 の アル 
バム と 1 枚 の 12 イ ンチ を 発表 し た 。 や や フュ ー ジ ョ ン 色 が ある が 、2 枚 の アル 
バム は や は り 素 晴らし い 出 来 だ 。 (山崎 ) 


FILI DERBA 
Fi Derha 
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72 年 に リリ ー ス され た FLIL D'ERBA の 唯一 の アル バム と 思わ れる 。 メ 
ン バ パー は Frank Del Giudice(b、vo) 、Luigi Liguori(g) 、Paolo Mode- 
rato (kbd、vo) 、Jean Pierre Olivas (ds) の 4 人 編成 で 、 メ ロト ロン も 3 曲 使 
用 され て いる 。 内容 的 に は 、 ハ モン ド ・ オ ル ガ ン 中 心 の へ ヴィ ー な 曲 、 イ タリ 
ア ら し い 哀 区 に 満 あ た メロ トロ ン を 伴っ た バラ ー ド 曲 等 、 バ ラ エ ティ ー に と ん 
で いる が 、"72 年 と いう イタ リア ン ・ ロ ッ ク 全 盛 期 に 生れ 出 た 作品 群 と 比較 す 
る の は 難し い 。 し か し 、 端 正 な 曲 づ くり と 、 優 し く 暖 か 味 の あ る サウ ンド に は 好 
感 が 持て 、 こ の まま 忘れ 去ら れ て は 余り に も 惜しい グル ー プ で ある 。 (村上 ) 
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セカ ンド や サー ド ・ ア ル バ ム が 日 本 で は 知ら れ て いる の だ が 、 こ の デビ ュ 
一 作 も な か な か 捨て 難い 魅力 を 持っ て いる 。 ジ ャ ケッ ト に は 当時 の シー ン を 
伸ばせ る サイ ケ デ リッ ク な ペイ ン テ ィ ン グ を 施し た メン バー4 人 の 写真 が 使 
われ て いる の だ が 、 こ の イメ ー ジ が ぴっ た し な アル バム で ある 。 彼 ら の 特色 
で も ある 力強く < 勢い の ある オル ガン の サウ ンド に 引っ 張ら れ て 幕 を 開け る の 
だ が 、 そ れ に 絡む ハー ド な ギタ ー、 さ ら に 追い 打ち を か ける 哀 敬 の ある 唄 が 、 
ラフ な が ら も 独特 の 調和 を 見 せ て いる 。'70 年 と いう 事 か ら も わか る よう に い 
わ ゆ る プロ グレ の アル バム で は な い が 、 当 時 の イギリス 勢 と 比べ て も 劣ら な 
い ハ ー ド ・ オ ル ガ ン ・ ロ ッ ク で ある 。 後 に ラヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ に 変身 する よ 
うに 曲 の 作り は 良い 。 (津田 ) 
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ラヴ ロッ ク グ ルー プ 、 フ ラッ シュ メン は !60 年 代 後半 に デビ ュー、 当 時 の シ 
ング ル に は 有名 な チャ イコ フス キー の 「 白 鳥 の 湖 」 を ラヴ ロッ ク 風 に アレ ン 
ジ し た も の も 見 受け られ た 。 本 作 は 彼ら の 2nd ア ル バ ム 。 年 代 的 な も の を 考 
える と まず まず の 出来 と 言え そう だ 。 オ ル ガ ン 系 の 音 が 割 と 積極 的 に 使わ れ 
て いる た め 、 ラ ヴ ロ ッ ク と いう 言葉 か ら 受 ける ` ぬ る ま 湯 的 な イメ ー ジ を 多少 
は 払拭 出来 よう 。 た だ 、 本 来 の 路線 を 逸脱 し な い 部 分 で は か な り 楽 し め る の 
だ が ロッ ク 調 の 長い 曲 に な る と 今一つ 煮え 切ら ず 若干 の 古 め か し さ 共々 プ 
ログ レフ ァ ン に は 少々 物足りな いも の か も 知れ な い 。 な お グル ー プ は 同 レ ー 
ベル に 計 6 枚 の アル バム を 残し て いる 。 ま た 、 タ イト ル の ヒュ ドラ * と は ヘラ ク 
レス が 退治 し た と いう 水 蛇 の こ と 。 (江田 ) 
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フラ ッシュ メン の 3rd ア ル バ ム 。 彼 ら が 本 来 得意 と する の は いわ ゆる ラヴ 
ロッ ク で ある が 、 本 作 で は 人 迫力 十分 の ハー ド プ ログ レッ シ ヴ ・ サ ウン ド が 楽 
し め る 。 元 々 使用 頻度 が 高かっ た オル ガン に 加え 、 ハ ー ド な ギタ ー や 力 強 
い ヴ ォ ー カ ル 等 を 積極 的 に 取り 入れ 、 彼 ら の 作品 の 中 で は 最も ロッ ク 色 の 
濃い 作り に な っ て いる 。 メ ロディ ー ラ イン 等 に 本 来 の 持ち 味 が 見 え 隠れ する 
が 、70 年 代 の 熱い 息吹 と ほとばしる 躍動 感 で 満た され た サウ ンド は 熱心 な 
ファ ン に と っ て 捨て 難い と ころ 。 た だ 、 時 に 比較 の 対象 と され る JET, 
JUMBO 等 の 作品 より も スケ ー ル は 小さ いし 、 手 法 的 に も 極 く オー ソノ ドッ ク 
ス 。 あ くま で も 、 ラ ヴ ロ ッ ク の 延長 線上 で パワ ー ア ッ プ を 図っ た 結果 、 好 作品 

に 仕上 が っ た 訳 で 、 プ ログ レ を 意図 し て の アル バム 製作 で は な いよ うだ 。 
(江田 ) 
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結成 は '67 年 と いう か ら イ タリ ア で は 第 一 期生 に 入る 。 当 然 、 シ ング ル ・ ヒ 
ッ ト を 狙っ た だ ろう し 、 そ の 延長 に 6 枚 の アル バム が 有 っ た 事 も 確か だ ろう 。 
前 作 の 「Pensando」 あ た り が 最も アル バム 指向 に 傾い た 時 か も し れ な い 。 
続 < こ < の アル バム は 小粒 に そし て ポッ プ な 面 も 散見 で きる こと か ら 、 一 つの ビ ピ 
ー ク を 過ぎ た 頃 の 彼 等 の 行先 を 予見 し て いる 。 た だ し 、 キ ー ボ ー ド の トー ン な 
ど を 聴い て いる と 、 数 多く の 歌 物 バン ド と は や は り ど こ か 違う ニュ アン ス を 感 
じ と れる 。A② の 6 分 強 の ナン バー 等 の それ は 、 当 時 の プロ グレ ッ シ ヴ な バ 
ンド に 史 ぐ こと の で きる 同じ 鋭角 さ が あ っ て 、 そ れ は 上 塗り の 覆い 隠し に 対し 
て 逆 方 向 に 響く 。 そ れ に し て も つま ら な い 曲 も 多い 。 古 臭い ビー ト ・ ポ ッ プ ス 
の コピ ー ま が いま で 現われ る 。 (松本 ) 
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セピア が か っ た 赤 と 壁 絵 を 思わ せる 図 が 、 イ タリ ア ら し く 、 そ れ も 片 田舎 を 
思わ せる 質感 だ 。 ジ ャ ケッ ト の 落ち 着き は 、 し か し A 面 2 曲目 まで と B 面 の 最 
後 の ナ ン バ ー あ た り で な く な っ て し まう 。 前 作 と 似 た り 寄っ た り の 内 容 だ 。 そ 
れ ら 3 曲 で の 歌 、 キ ー ボ ー ド を 中 心 に し た 広がり と 清涼 感 の ある 曲想 は 、 し 
み じ み と し た も の が あっ て 、 こ の アル バム の ポイ ント な の だ が 、 あ と が きつ い 。 
も と も と ビー ト ・ ポ ッ プ ス の 側面 を 持っ て いる バン ド だ か ら 当 然 と は し て も 、 
少々 スタ イル の 古 さと 煮 き 切り の な さか ら 、 中 途 半 端 に 思え て し まう 。 長 く 続 
いて いる バン ド に し て は 、 曲 の 硬 さ が と れ な い バ ンド だ 。 次 作 に 期待 。 (松本 ) 
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フラ ッシュ メン 、6 作 目 の 最後 の アル バム 。 最 後に し て 粒ぞろい 。 歌 物 バ 
ンド と し て の 彼 等 の 面 が うま くま と まっ た アル バム と な っ た 。2 一 3 曲 に ポッ プ 
な 面 が 由 で いる も の の 、 他 の 曲 の メロ ディ アス な 曲調 で 許せ る だ ろう 。 未 だ 
に ドラ ム は 荒削り で 、 ヴ ォ ー カ ル の べた つき も 好き 嬢 い を わけ る タイ プ だ と し 
て も 、 こ の アル バム は 彼 等 らし く 、 そ れ も ユ ー ロ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン が 延長 し て いっ 
た 先 に 手 が 届く 歌 物 で は ある 。 フ ルー ト の 控え め な サポ ー ト も 落ち 着い た 曲 
調 に は 効果 が あがっ て いる 。 ク レモ ナ の バン ド 、 フ ラッ シュ メン は と うと うこ こ 
に 落ち 着い た 、 と いっ た 気 さ え する 。 そ う は 言っ て も 、 こ れ 以 後 も レー ベル を か 
わっ て シン グル を リリ ー ス し た 。 (松本 ) 











FLEA 

Toni 0 Uomimi 

7 の 

人 @Fonit Cetra LPQ 09070 
〇 Fonit Cetra CDM 2030 
(O) 











ETNA の 前 身 バ ンド FLEA は '72 年 に 唯一 の アル バム を 発表 し て いる が 、 
全く 同じ メン バー に よる 演奏 は 思え な い 程 、 両 者 の サウ ンド に は 隔たり が あ 
る 。ETNA は 技巧 派 ジ ャ ズ ロ ッ ク ・ バ ンド と の 印象 が 強かっ た が 、 本 作 で は 
へ ヴィ な ギタ ー プ レイ を 満載 、 ド ラム ソロ まで 盛り 込ん だ エネ ル ギ ッ シュ な ハ 
ー ド ロッ ク が 聴か れる 。 荒 々 し く か な り ア ー シ ー な 音 作り は 、 当 時 イタ リア の ロ 
ッ カ ー 達 も 憧れ た で あろ う プ リティ ッシュ ・ ハ ー ド の スタ イル で 、 郷 惑 め いた 
も の と は 一 切 無縁 で ある 上 、 オ ル ガ ン レス の た め の プ ログ レフ ァ ン が 聴き こ 
な す の は 若干 キツ イ 感じ だ 。 な お 、Etna と し て 再 結成 され る まで 各 メ ン バ ー 
は Goblin, L'Uovo Di Golombo 等 で 独自 の 演奏 活動 を 行う こと に な る 。 

(江田 ) 





FLEA ON THE HONEY 
Flea On The Honey 

771 

RCA Delta ZSLD 55026 
9) 

@⑳ 





LUOVO DI COLOMBO の メン ツ の いる バン ド 。Delta は RCA 傘 下 な の 
で エジソン が 再発 出す ん お ぢ お ゃ な いか と 冷や 汗 こ いた 一 枚 。 全 曲 英 語 で 唄 わ 
れる も の の 殆 ん どの 曲 が シ ング ルカ ッ ト 出 来 そ うな 程 メ ロディ アス で あっ た 
りす る の で 精力 絶倫 で ある 。 泣 き の 曲 の み オ ル ガ ン 入 。 変 クツ な 展開 を し な 
い の で 好感 度 も 抜群 。 聴 か なせ ど ころ で は リズ ム 隊 が ここ ぞ と ば か り 目 立 と う 
と 根性 の 入っ た こと を し で か る す , 到 る と ころ に 若 さと か 青く ささ が 見 え 隠 れ し て 
殆 ん ど 尿 意 を も よ お し な が ら も 必死 こい て こら えて いる 若い 娘 を 見 る よう な 愛 
くる し さ を 覚 える 。A①、A④、B①、B③ な ん か も う ぐ っ と きち ゃ いま すむ FOR- 
MULA 3 ほど は 良く な い に し ろ 、BALLETTO の 1st と か TEOLEMI よ り は 造 
か に 良い 。 (牧野 博 ) 





に た に 】 











FLORA FAUNA E CEMENTO 
思 Samore 

7 がら 

急 CBS 69114 

0 





元 カ マレ オン ティ の ギタ リス ト 、 マ リオ ・ ラ ヴェ ッ ツ ィ を 中 心 に 70 年 に 結成 
され た 。 新 興 の ヌメ ロ ・ ウ ノ ・ レ ー ベ ル で 、 フ ォ ル ムラ ・ ト レ と 並ん で バッ ティ ス 
ティ と モ ゴ ー ル の 共 作 で ヒッ ト を 狙っ た 。'70 年 の デビ ュー・ シ ング ル は サイ 
モン と ガー ファ ンク ル の ` 明 日 に 架け る 橋 * の カヴァ ー で 、 続 く セ カン ド で は フ 
ォ ル ムラ トレ も 録音 し た “Un Papavero"。73 年 に アル バム 「Rock」 を 発 
表し た が 、 ラ ヴェ ッ ツ ィ が ヴォ ー ロ 結成 の た め グ ルー プ を 去り 、 そ れ 以 前 に 
抜け て いた チロ ・ ダ ン ミ ッ コ が CBS に 籍 を 置い て いた の に な ら っ て グル ー プ 
も 移籍 し て 当 セ カン ド ・ ア ル バ ム を 発表 し た 。 ポ ッ プ 色 が 強い 。 グ ルー プ の 
数 人 は ダン ミッ コ の グル ー プ 、 ダ ニ エ ル ・ サ ンタ クル ス に 加入 。 本 体 は ジャ 
ン ナ ・ ナ ン ニ ー ニ を 加え チェ トラ に 移っ た 。 (HIRO) 





FOLK STUDIO A 
Folk Studio A 
785 

人 @Private FS-A 01 
〇 


(O) 














以前 マー キー に 紹介 され て いた MUSICALIA を 気に入り 、 ト ラッ ド ・ フ ォ ー 
ク 畑 で 他 に も 何 か な いか と 探し て みた ら 、 ロ ッ ク よ り 長 い 伝 統 を 持つ 分 野 で 
も あり 、 山 の 様 に あっ た 。 本 作 は その 発掘 過程 の 初期 に 手 に 入れ 最も 愛 聴 
し て いた も の の 一 つ で ある 。 メ ン バ ー は イタ リア 人 だ が 演 っ て いる の は プリ テ 
ィ ッ シュ / ア イル ラン ド 系 の トラ ッ ド で ある 。 出 て 来る の は 折 東 物 で オリ ジ ナ リ 
ティ に は 欠け る が 、 シ ン セ の 使用 も あり 非常 に 洗練 され た 音 創 り で 明る 過 
ぎ ず 泥 臭 過ぎ ず 控え め な 哀 怠 と 素朴 な 美しき は 多く の プロ グレ ファ ン に 受 
け 入 れ ら れる も の と 思う 。 こ の 成功 に 気 を 良く し 大 量 の イタ リア ン ・ ト ラッ ド を 
買い 込ん だ が 、 こ こま で 洗練 され た も の は 殆ど 無かっ た 。 イ タリ ア 人 ディ ー ラ 
ー は 商売 上 手 で ある 。 (森下 ) 





FOLK STUDIO A 
Anthem 





人 @Artis ARLP 008 
〇 Artis ARCD 016 








レコ ー ド の ラベ ル に は ⑤⑥1975 と ある が 、 現 在 ク ラン プス の 再発 等 を 行っ 
て いる Artis レ ー ベ ル か ら の 90 年 頃 の リリ ー ス で あり 、 音 の 感じ も 新しい の で 
~ 出 な か っ た 1st* 説 を 捨て て 、2nd で ある と 言っ て し まっ て よい と 思う 。 女 性 
ヴォ ー カ リス ト と フル ー テ ィ ス ト が 替わり 、 新 た に オー ボ エ ・ リ コー ダー 奏者 
が 加わ っ て いる 。 音 の 方 は さら に 一 層 洗 練 の 度合 が 深まり 、 最 早 ウ ィ ン ダ 
ム ・ ヒ ル か ら 出 て 何 の 違 和 感 も ある まい 。 新 し い 女 性 ヴォ ー カ リス ト の 声質 、 
メロ ディ ー、 演 奏 全 て 問題 は 無い が 、 こ こま で 引っ 掛り の 無い キレ イキ レイ な 
音 に な っ て し まう と 、1st に 比べ て どこ と な < 希薄 と いう か 薄 味 な 気 も する 。 国 
内 盤 が メジ ャ ー か ら 出 て TV コマ ー シ ャ ル の バッ ク に 流れ て も 不思議 じゃ な 
い 位 の 完成 度 が な の だ が 。 (森下 ) 


FOLLI DI DIO 
Falli 叫 Dio 
"92 


@ 
〇 Mellow MMP 134 
@ 








意外 に 潜伏 し て いる の で は な いか と 思う イタ リア 産 ア シッ ド ・ フ ォ ー ク ・ バ 
ンド の 一 つ 。 こ と イタ リア で は 多く が 語ら れる こと が な いも の の 、770 年 代 の 初 
期 か ら 、 こ うい っ た サイ ケ デ リッ ク 指 向 の ミュ ー ジ シャ ン は 少な く な い 。 ア ラン ・ 
ソレ ン テ ィ や フラ ンコ ・ バ ッ テ ィ アー ト の 初期 等 に ち そ の 面 が の ぞ く よ うに 、 イ 
タリ ア に も 根強い 流れ が ある よう だ 。 こ の 1 作 以 外 は 知ら れ て いな い バ ンド だ 
が 、 出 来 は 好 作 と 言っ て いい と 思う 。 ピ エロ ・ リ ュ ネ ー ル の 1 作 目 の よう な イタ 
リア ふう の 色づき の ある アコ ー ス ティ ッ ク ・ サ ウン ド で ある 。 特 に ac-g と フル 
ー ト の 柔らか な トー ン が 印象 に 残る 。 ア シッ ド ・ フ ォ ー ク と 言う ほど は み 出 し て 
は いな く て 、 む し ろ お ぼろ げ で メロ ディ アス 。 思 っ た 以上 に は 整然 と し て いる 。 

(松本 ) 








FORUMULA 3 

Dies lrae 
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介 Numero Uno ZSLN 55010 


OBMG Ariola ND 74271 
@ 





フォ ルム ラ ・ ト レ が 770 年 に 発表 し た この デビ ュー 作 は 、 後 の 輝かしい イタ 
リア ン ・ ロ ッ ク ・ ム ー ヴ メン ト の 先 兵 的 役割 を 果たし た 記念 碑 的 作品 で あ 
る 。 後 の 3rd、4th ア ル バ ム の よう な 多彩 な キー ボー ド 群 に よる 壮大 な サウ ン 
ド ・ オ ー ケ スト レイ ショ ン は 未だ 聴か れ な いも の の 、 ラ ディ ウス の へ ヴィ ー な 
ギタ ー と ロレ ン ツ ィ の オル ガン を 中 心 と し た 、 一 味 違っ た 重厚 な 音 に 仕上 が 
つて いる 。 そ の 中 で も 特に 注目 に 値する の は 神々 し い 究 囲 気 に 包ま れ て 展 
開 す る A① の タイ トル 曲 で ある 。 こ の 曲 は 彼ら の 後 の 名 作 群 と 比 し て も 決し 
て 見 劣り し な い 名 曲 と 言え よう 。 他 の 曲 も 音楽 的 に 成 圭 し た も の と は 言え な 
い が 、 イ タリ ア ら し い 情緒 に 満ち た も の と な っ て いる 。 ( 城 元 ) 





FORMURA 3 

Formura 3 

71 

@Numero Uno ZSLN 55, 013 


OBMG Ariola ND 74272 
W 





71 年 に 発表 し た フォ ルム ラ ・ ト レ の 2 枚 目 に あたる 本 作 は 、 全 曲 が バ ティ 
ステ ィ ニ モ ゴ ー ル の 作品 で あり 、 ま た プロ デュ ー ス も パテ ィ ス ティ に よる も の 
で 彼 の 強い 影響 が うか が われ る 。 本 作 は 全体 に 荒 けず り の へ ヴィ な サウ ン 
ド で 、 ラ ディ ウス の 引き ずる よう な ギタ ー と ロレ ン ツ ィ の 重い オル ガン 、 チ ッ コ 
の 重 め の ドラ ム が 特長 で ある 。 曲 と し て は シン グル カッ ト さ れ た 旧 A①、B① 
が 出色 の 出来 だ が 、 特 に A① は シン グル と は 別 の ロン グ ・ バ ー ジ ョ ン と し て 
へ ヴィ な イン スト パー ト を 後半 に も ち 、 彼 ら の 演奏 力 を うか が うこ と が で きる 。, 
90 年 に 再 結成 され た アル バム 「1990」 で は 本 アル バム の A①、B① の 新 バ 
ー ジ ョ ン を 聞く こと が で きる が いずれ も 今風 の アレ ンジ で 本 作 の 重厚 な サウ 
ンド は そこ に な い 。 (鈴木 茂 ) 





ちら 
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急 Numero Uno ZSLN 55152 


〇 BGM Ariola 
⑮ キ ング KICP 2705 





フォ ルム ラ ト レ の 三 枚 目 の この アル バム は 親 離 れ ( 恩 師 ル チオ ・ バ ッ テ ィ 
ステ ィ 離 れ ) を 意識 し た の か 、 彼 ら 本 来 の 持ち 味 で ある 「 歌 心 」 を 多少 犠牲 
に し 、 大 作 主 義 に 走っ た 作品 。 三 つの 組曲 と 名 曲 「 男 と 女 の お 話し 」 か ら な 
る この アル バム は 、 分 不相応 (?) な 大 作 を 目指 し て 肩 に 力 が 入っ て いる 
為 、 ぎ こち な さ が あ り 、 評 価 が 分 か れる と ころ だ が 、 そ の 分 、 緊 迫 感 と は か な 
い 美 し さと に 包ま れ て 、 愛 聴 盤 と し て いる 人 も 多い で あろ う 。 多 彩 な キー ボー 
ド ワ ー ク に よる めく る めく < 世界 は 見 事 な も の だ 。 静 寂 の エン ディ ング を 迎え た 
後 は 、 ま る で 明け 方 の 夢 を 見 終え た 後 の よ うに も や も や と し た 漂 が いつ まで 
も 脳裏 に 残り 、 タ イト ル 通 り 、「 夢 の また 夢 」 で ある 。 次 作 「 神 秘 な る 館 」 は 力 
み が と れ 、 円 圭 し た 彼ら の 傑作 と な る 。 (岡崎 ) 





xcswsecess 痕 FORMMULA 3 

La grand Casa 
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人 @Numero Uno DZSLN 55655 


〇 BMG Ariola ND 74273 
⑮ キ ング KICP 2001 


フォ ルム ラ ・ ト レ 4 枚 目 に し て 最後 の 作品 で ある 。 彼 等 は キモ ゴ ー ル 、 バ ッ テ 
ィ ス ティ の 擁護 下 に あっ た わけ だ が 、 こ こ に き て 初め て 全曲 を メン バー 自身 
が 作曲 し て いる 。 大 仰 な 構想 が か えっ て 彼 等 の 末 調 さ を 露 呈し て し まっ て い 
た 前 作 「 夢 の また 夢 」 に 較べ 、 カ ンタ ウト ー レ 達 の 持つ 生 と 愛 へ の 渦 望 を 率 
直 に ` 歌 "と し て 表現 し て いる よう だ 。 ラ ディ ウス が アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を 
つま 弾き 切々 と 語り か ける A①、B② 等 の 、 清 慈 な 曲想 に 投影 され た 詩情 は 
20 年 を 経た 今 で も 決し て みず みず し さ を 失 うこ と が な い 。 こ の アル バム 発表 
後 ラ ディ ウス と ロレ ン ツ ィ は イル ・ ヴ ォ ー ロ を 結成 、 ド ラマ ー の トニ ー・ チ ッ コ は 
ソロ ・ シ ン ガ ー と し て 、 そ れ ぞ れ 素 晴 し い ア ル バ ム を 発表 し て いる 。90 年 に は 
再 結成 され 現在 まで に 3 枚 の アル バム を 残し て いる 。 (古田 ) 





FORMULA 3 
1990 


"90 


人 @ 
〇 BMG Ariola PD 74588 
⑯ 





再 結 成 プ ブーム の 波 に 乗っ て 、 イ タリ ア で は 遂に フォ ルム ラ ・ ト レ ま で が シ 
ー ン に 復帰 し た 。 と りあ え ず の 新生 フォ ルム ラ ・ ト レ の 第 一 作 目 は 昔 の 曲 を 
リ レ コ ー ド し た も の で 、 な つか し い 曲 が ズラ リ 並 ん で いる 。 こ れ ら の オリ ジ ナ ル 
曲 は '70 年 代 前 半 の も の で 、 当 時 の も の は 流石 に 録音 も 古く 、 こ うし て クリ ア 
ー な イメ ー ジ で 聴け る こと は 、 そ れ な り に 意義 の ある も の で ある と 思う 。 ア レン 
ジ は カチ ッ と スタ イリ ッシュ に 現代 風 に まとめ られ て いる 。 ほ と ん ど が トレ の 曲 
だ が 、1 曲 だ け 、 ト レ と し て は 初 録音 の 曲 も 収録 され て いる 。 (山崎 ) 
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King Kong 
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人 @RCA 8D 74992 
0) 
KO) 














新星 フォ ルム ラ ・ ト レ の 第 2 作 目 。 今回 は ^LA FOLLE CORSA” や 
*DIES IRAE? と いっ た 昔 の 曲 の リ レ コ ー デ ィング も まじ っ て いる が 、 多 く は 
新曲 で ある 。 モ ゴー ル / バ パッ ティ ステ ィ の 手 に よる 曲 は 3 曲 に と どまり 、 タ イト 
ル ・ チ ュー ン を 始め 4 曲 は ア ヴ ォ ガ ド ロ の 詞 を 採用 し て いる 。 曲 想 は 前 作 の 
イメ ー ジ を 継承 し て お り 、 フ ォ ル ムラ ・ ト レ ら し い 印 象 で 創作 され て いる の が 
良く わか る 。 プ ラス を 加え て ファ ン キ ー な 感じ が 加わ っ た の が 新鮮 で ある 。 チ 
コ の ヴォ ー カ ル を 中 心 に まとめ あげ た も の で 、'90 年 代 に 中 っ た 旧 セ カン ド の 
イメ ー ジ か 。 昔 の ファ ン も 新しい ファ ン も 違和感 な く と け 込 め る よう に 創 ら れ て 
いる 。 (山崎 ) 
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人 @ 


〇 Nuova Durium NDCD 201 
⑳ 





フォ ルム ラ ・ ト レ は !90 年 に 突如 再 結 成 を し て か ら 年 一 作 の ペー ス で アル 
バム を 発表 し て いる が 、^ サ ン レ モ 音 楽 祭 92* の 参加 曲 で ある ^UN FRAM- 
MENTO _ ROSA" を 含む 本 作 は 、'90 年 代 の トレ の 方 向 性 を 見 出 だ す 為 の 
重要 な アル バム と し て 高く 評価 し た い 。 今 回 は 選曲 に 関し て は ほとん ど が 他 
人 に よる も の な の で 幾 分 ポッ プ 度 が 増し て いる が 、 今 回 も 師匠 パッ ティ ステ 
ィ の 曲 を 一 曲 カ ヴァ ー し て いる `7 e 40*('69 年 作 ) 。 全 曲 チ コ が リー ド ・ ヴ ォ 
ー カ ル だ と いう 事 と 、 弦 の アレ ンジ を 旧友 ヴィ ンチ ェ ・ テ ン ペ ラ に 託し て いる 
事 が 今 ま で と 違う 所 か 。\ サ ン レ モ 92* の 演奏 で は ヴォ ー カ ル に 専念 し て い 
る チコ 、 信 じ ら れ な い 程 ファ ズ の 利 い た ギタ ー を 弾く ラディ ウス 、 デ ジタル ・ シ 
ン セ の 似合わ な い ガ プリ エレ と 皆 元 気 な 姿 を 見 せ て いた 。 (片山 ) 











1 』 FORZANOUA 
遇 NNNUME Autoanalisi 
81 
@Top TPL 202 


( 〇 ) 


@W) 


基本 的 な 姿勢 は ハー ド ・ ロ ッ ク と 思わ れる 。 し か し 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク の 宿 
命 な の か 、 ど こ か ハー ド ・ グ ルー プ に な りき れ な い 、 い わ ば 中 途 半端 な と ころ 
が 見 受け られ る 。 ニ ュー ウェ ー ブ 的 な リズ ム ・ パ ター ン も あり 、 い か に お 80 年 
代 の 音 作り な の は 良い と し て も 、 曲 が 短く 全 9 曲 こ れ と いっ た 曲 が な い の は 
辛い 。 キ ー ボ ー ド が 多少 クラ シカ ル な 味つけ を し て いる の が 唯一 の 救い と 
書け ば いい 過ぎ だ ろう か 。 こ の 時 期 の イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 停滞 を 象徴 する 1 
枚 で あろ う 。g、b、ds、kbd の 4 人 編成 で 、g の Claudio Causion が 全曲 作 
曲 、b の Piero Bianco が 作詞 を 手掛け て いる 。 本 作 1 枚 を 残し 解散 し た よう 
8 (吉瀬 ) 
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FOURTH SENSATIDN 
Fourth Sensatiom 
770 

久 Ricordi SLIR 22046 
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@ 





ギタ ー、 ベ ー ス 、 オ ル ガ ン 、 ド ラム ス と いう 4 人 編成 の グル ー プ 、Fourth 
Sensation の 唯一 と 思わ れる アル バム 。Massima Catalano な る 人 物 が 
全 の 作曲 を 手掛け た イン スト ゥ ル メ ンタ ル 作 品 で 、 オ ル ガ ン 、 ギ ター を 主軸 
に し た 暗く 混 油 と し た オル ガン ・ ロ ッ ク は 荒 け ずり で 又 '60 年 代 の 古 め か し 
さ を 完 全 に は 払拭 し きれ て いな い 。 し か し この 溢れ 出さ ん ば か り の 熱気 と 
淀 ん だ 感触 の 入り 混 っ た サウ ンド は 最初 期 の イタ リア ン ・ プ ログ レッ シ プ ・ 
ロッ ク に 位置 付け られ る の か も し れ な い 。 特 に 随所 に 聴か れる 春 放 な オル 
ガン ・ ワ ー ク が この 作品 に 変化 と 魅力 を 与え て いる 。 尚 、 蛇 足 な が ら 収 録 
の 10 曲 の タイ トル は 全て 女性 の 名 前 で ある 。 (鈴木 伸一 ) 





FRAN6HI IORGETTI TALAMO 
VolumeT 

7 の 

@Produttoriassociati PA/LP 49 


〇 
@ 














Danilo Franchi, Vittorio Giorgetti, Oliviero Talama の 遺し た 多分 
唯一 と 思わ れる 作品 。3 人 共 ギ タリ スト の 為 ベ ー ス に Maurizio Majorana, 
ドラ ム ス に Enzo Restuccia を ゲス ト に 迎え 入れ て いる 。 そ し て 驚く べき 事 
に ピア ノ 、 オ ー ケ スト ラ 指 揮 、 ア レン ジ は 、 今 を 時 めく Nicola Piovanni が 担 
当 し て いる 。 全 体 的 に 地味 な フォ ー ク 調 の 曲 が 中 心 だ が 、 そ こ に 華 さ と 
変化 を 与え た の は 、 や は り Nicola Piovani の 才能 に 依る 所 が 大 きい 。A 
②、⑤、B①、③ 等 で の 夢見 る よう な 感触 が 心地 良い 。 尚 、 ジ ャ ケッ ト は 4 個 
の 透明 プラ スチ ッ ク ケ ー ス の 中 に 、 ボ ルト 、 ホ チキ ス 、 砂 、 ト ウ ガ ラ シ (?) 等 
が 入っ て いる と いう 変型 物 の 極み 。 保 存 の 大 変 さ は バン コ の 専 を 超え て 
いる 。 (鈴木 伸一 ) 





FUTURO ANTICO 

Futuro Antico 

"80 

@Casal Gajardo Records CGR 004 





ロ ル ケ スト ラ に GRUPPO FOLK INTERNAZIONALE が いた な ら 、 ブ 
ラ ・ プ ラ に は AKTUALA が いた 。 そ の アク トゥ アラ の 中 心 人 物 、Walter 
Maioli を 中 心 に し た トリ オ が 、 こ の フト ゥ ロ ・ ア ン テ ィ コ で ある 。80 年 作 の この 
1 枚 が 確認 され て いる 。 マ イオ リ が 管楽器 を 、 他 の 二 人 、Gabin Dabire( 裏 
ジャ ケ を 見 る と 明らか に アフ リカ 系 ) が パー カシ ョ ン 、Riccardo Sinigaglia 
(弱冠 20 歳 台 か ) が 鍵盤 楽器 を 各々 受け 持っ て いる 。 管 、 打 楽器 の 多く は 
アフ リカ 系 民族 楽器 で ある こと は 言う まで も な い 。 そ こ に Kbd の エレ クト ロニ 
ッ ク な 音 が 効果 音 調 で 混 る 。 さ す が ` 古 代 の 未来 ? と 名 乗る だ け あ っ て 、 密 
教 ム メー ド の アン ビエ ント な 響 きも 万 物流 転 の 図 だ (わけ わか ら な い ) 。 ミ ニ 
マル ・ ミ ュー ジッ ク 寄 り 。 (松本 ) 


0 6 MEN 
山 Fondo Agli Occhi Tu0i 
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@Edia ZSKE 55373 
0 
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INFONDO AGLIOCCHI TUOI 
COMPLESSO G.MEN 


G・ メ ン に は 3 枚 の LP が ある 。 本 作 が 彼 等 の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム で 、2nd 
が 74 年 の 「G. Men」(EDIA ZSKE55377) 、3rd が 75 年 の 「Oggi」(EDIA 
ZSKE55380) で ある 。3 年 間 に 3 作 と いう 短期 集中 的 に LP を リリ ー ス し た 
為 か 、3 作 の 間 に は それ 程 の 差 は な い 。 オ ー ケ スト ラ を バッ ク に し っ と り 歌 い 
上 げ る 本 作 で 、 す で に 彼 等 の アイ デン ティ ティ ー は 形成 され て いる 。2nd は 
メロ トロ ン を 大 幅 に 導入 し た 意欲 作 。3rd は オー ケス トラ と メロ トロ ン を 曲 に 
よっ て 使い 分 け 、 シ ン セ サイ ザー の ソロ 等 の 導入 に よっ て 、 最 も プロ グレ ッ 
シ ヴ ・ ロ ッ ク よ り の 内 容 に な っ て いる 。LP 未 収録 の シン グル も リリ ー ス し て 
いる 。 (山崎 ) 








MEN 

中 Mem 

74 

人 @Edia ZSKE 55377 
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@ 





数 ある 歌 物 バン ド の 中 で 、 そ れ 程 大 騒 ざさ れ は し な い が 、 実 は すこ ぶる 
良い 、 と いう の が G. MEN だ ろう 。 デ ビュ ー 作 「In Fondo 一 」、3 枚 目 に 当る 
シン グル 集 の 性 格 を 持つ 「Oggi」、 を 含め て 全 3 作 、 ど れ も 著 苦し く な く 入 
っ て 来 て 静か に 広がっ て いく 、 も し く は 聴け ば 聴く 程 温 み る 、 と いう 地味 目 
な が ら 長 持ち する 歌 物 の 典型 が 、G. MEN で ある 。 特 に 、 メ ロト ロン の 使い 
方 が うま い 。 こ の アル バム は 、 そ の 効果 が よく 出 た 2 作 目 に 当る 。 歌 メロ に そ 
っ て 押し つけ が まし く な く 入 っ て くる その 広がり は 、 メ ロト ロン と いう 楽器 の 一 
特性 を 最大 限 に 活か し た も の で 、 控 え め な 歌 メ ロ を 色づけ し て いく その 色 
づけ の 仕方 が 実に デリ ケー ト だ 。 オ ー ケ スト ラ で 塗り つぶ され な いと ころ 
に 、 こ の アル バム の 魅力 が ある 。 (松本 ) 
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人 @Edia ZSKE 55380 


星 の 数 ほど 、 イ タリ ア に は 、 ラ ヴ ロ ッ ク グ ルー プ が いる が 、 そ の 中 で も この 
G.MEN は 私 の 大 好き な グル ー プ の 一 つ で ある 。 ラ ヴ ロ ッ ク を 演奏 する バ 
ンド は 、 シ ング ル の み で 、 ア ル バ ム を リリ ー ス せ ず に 消え て いく も の が 、 多 い 
が 、3 年 間 に 、3 枚 の アル バム を 出し て いる の は 、 運 の ある バン ド と 言え る 。 
さて 、 こ の 「oggi」lst か ら 6 曲 2nd か ら 5 曲 、 を し て シン グル 曲 の "oggi" を 
プラ ス し て 成っ て いる 。1 枚 目 、2 枚 目 か ら の いい と こ 取 り と 言う 事 で 、 ア ル 
バム 全体 の 統一 感 に 、 欠 けた 印象 を 受け る の は 、 し か た な い 所 か ? ヴ ォ ー 
カル が 切々 と 愛 を 唄い 上 げ る 所 な ど 、 魅 力 的 な 部 分 も 一 杯 有る と 言う 点 
で は 、 一 流 の グル ー プ だ ろう 。 欲 を 言え ば 、 オ ー ケ スト ラ が も っ と 派手 に 使 
われ て いれ ば 。 残 念 な と ころ だ 。 ( 堤 野 ) 
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ジミ ヘン の 支持 者 と 言わ れる ギタ リス ト Bambi Fossati を リー ダ と し た グ 
ルー プ Gleemen は 70 年 に 唯一 の アル バム を 出し た が 2 年 後 、 全 く 同 じ メ ン 
バー な が ら Garybaldi と 改名 、 本 作 を リリ ー ス し た 。 ジ ャ ケ は 3 面 開き で 裸 女 
に 群がる 動物 達 を 描い た 印象 的 な デザ イン だ 。 サ ウン ド の 核 を 成す の は や 
は り バ ン ビ の ギタ ー プ レイ で プロ グレ 色 は 余り 濃く な い が 、 ジ ミ ヘ ン 色 ば か り 
が クロ ー ズ アッ プ さ れ て も 正確 な 内 容 が 伝わら な い 。 た ま に 登 場 する ピア ノ 
も 仲 々 きれ いで 、B① な ど は イタ リア 色 を と ど め る 好 ナ ン バ ー に な っ て いる 。2 
nd「Astrolabio」 で は スタ ジオ ライ ヴ を 披露 し て いる が 、 ベ ー シ ス ト が 交代 、 
キー ボー ド の Lio も 正式 メン バー を 外れ ゲス ト 参 加 に と ど ま っ て いる 。 (江田 ) 


GRYBALI 
Astrolahip 
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人 Fonit LPQ 09075 


〇 Fonit Cetra CDM 2036 
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バイ タリ ア の ジミ ・ ヘ ン ”、 バ ン ビ ・ フ ォ サ ー テ ィ 率 いる ガリ バル ディ の 2nd。 
70 年 の グリ ー メ ン や 後 の パ ン ビ バン ダ も 含め 、 彼 の 周辺 作品 と し て は 最も 
プロ グレ ・ フ ァ ン 向け の 内 容 で ある 。A・B 面 共 各 1 曲 ずつ で B 面 は ライ ブ 演 
奏 。 ク レジ ッ ト 上 は レギ ュ ラ ー・ メ ン バ ー を は ずれ た リオ ・ マ ルキ の オル ガン 
が 全編 に か な り の 比重 で 配 さ れ て お り 、 ジ ミ ・ ヘ ン 命 の ギタ ー も 重く 暗め の 
曲調 の 中 で うま く 響 いて いる 。 全 体 的 に 構成 が 甘く 、 せ っ か く の 大 曲 も イン パ 
クト の 焦点 が ぼけ て いる の が 少々 残念 。 し か し A 面 の 序盤 な ど 曲調 や オル 
ガン の 音色 が ビリ エッ ト ・ ペ ル ・ リ ン フ ェ ル ノ っ ぱ ぽく 聞こ える な ど 、 各 局面 は 光 
る 部 分 が 多い 。「Nuda」 で こけ た 人 も 、 こ ちら は 再 ト ライ の 価値 が ある の で 
は ? ( 城 元 ) 





MHD EN VERDE 
上 Mondo Una Casa 
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女性 ボー カル を フュ ー チ ャ ー し た この Gen Verde と いう グル ー プ の サウ ン 
ド は 、 こ の アル バム の 内 ジャ ケ に も 書か れ て いる 通り 、 又 裏 ジ ャ ケ の コン サ 
ー ト 写真 か ら も Folk Rock 0pera と いう 形容 が 相応 し い 。 ポ ッ プ な 曲 、 ハ ー 
ド に 迫る 曲 か ら ト ラッ ド まで 多岐 に 渡る 曲 の 配列 は 脈絡 と いう 点 で 首 を 傾け 
さる を 得 な い 面 も ある が 、 た っ ぷり と 堪能 出来 る 女性 ボー カル は 、 マ ル チ ェ 
ラ や ミア ・ マ ル テ ィ ー ニ 等 の ファ ン に は 大 き な 満 足 感 を 与え て くれ る だ ろう 。 
時 折り 思い 出し た よう に 導入 され る クラ シカ ル な 演奏 や 効果 音 の 使用 が 良 
い ア クセ ント に な っ て いる 。 メ ン バ ー 名 等 不明 だ が 、 同 レー ベル より 73 年 に 
「Molto Hai Amato/Per La Nuova Primavera」 と いう シン グル も 発表 し 
て いる 。 (鈴木 伸一 ) 


ENPO PURO & 60. 
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プラ ・ プ ブラ ・ レ ー ベ ル と いう と 実験 的 な イメー ジ が 強い が 、 こ の ジェ ン こ ・ 
プー ロ ・ ア ンド ・ コ ー は それ 程 の アバ ン ギ ャ リズ ム を 有 し て は いな い 。 基 本 的 
に カン タウ トー レ 系 の ヴォ ー カ ル 曲 が 主体 で ある が 、 バ パッ ク の 演奏 に ムー グ 
や キー ボー ド 群 を 使用 し て プロ グレ ッ シ ヴ な イメ ー ジ を 出し て いる 。 シ ン フ ォ 
ニッ ク 系 で も アヴァ ン ギ ャ ルド 系 で も な く 、 カ ンタ ウト ー レ 系 の ファ ン に アピ ー 
ル す る 内 容 を 持っ て いる 。 同 じ ブ ラブ ラ 系 だ と 、 カ プシ クム ・ レ ッ ド あたり に 
近い も の が ある 。 イ タリ ア 然 と し た 好 ア ル バ ム だ 。 グ ルー プ は これ 1 枚 で 解 
散 し た よう だ が 、 メ ン バ パー は バッ ティ アー ト の 「Fetus」 に も 参加 し て いる 。 リ ー 

ダー 格 は リッ カル ド ・ ピ ロッ リ 。 プ ラブ ラ に 2 枚 の シン グル も 残し て いる 。 
(山崎 ) 
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79 年 に 発表 され た 彼ら 唯一 の アル バム 。 柔 か い 音色 の シン セ と フル ー 
ト を 中 心 に 切れ の ある アン サン ブル の 中 、 端 正 で 夢見 る よう な サウ ンド が 展 
開 さ れ て いる 。 こ の アル バム が 発表 され た '79 年 と 言え ば イタ リア ン ・ ロ ッ ク は 
完全 に 過去 の も の と な っ て いた 時 代 で あり 、 こ の アル バム も イタ リア ン ・ ロ ッ 
ク 全 盛 期 の アル バム と 比較 する と や や 線 が 細く 影 が 薄い 感 が ある 。 た だ 、 
彼ら の 場合 、 こ の 頼り な さと 言う か 全体 を 占め る 「 淡 さ 」 が すなわち 彼ら 独特 
の 個性 と な か っ て いて 、 味 わい の ある ヴォ ー カ ル と と も に な か な か 捨て が た い 
物 が ある 。 一 聴 す る と ひっ か か り が 無く 、 す っ と 流れ て し まう よう な 作品 で は あ 
る が 、 一 度 波長 が あっ て し まえ ば 、 ふ と メロ ディ ー を 口ずさん で いる …… そん 
な 作品 で ある 。 (渡部 暁 ) 
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ジェ ノヴァ ・ ア ンド ・ ス テ フ ァ ン こ と 、 ジ ャ ン ニ ・ ジ ェ ノ ヴァ (vo, ギ ター) と パオ 
ロ ・ ス テ フ ァ ン (vo, キ ー ボ ー ド etc.) の 75 年 に 発表 され た デュ オ ・ ア ル バ ム 。 
全体 的 に ソフ ト で 優し い 曲想 の イメ ー ジ で 統一 され た 作品 で 、 そ れ は 内 ジ 
ャ ケッ ト の 納屋 に た た ず む 2 人 の 写真 が 象徴 する よう な 、 肩 の 力 を ぬい て 楽 
し め る も の だ 。 プ ロ デ ュ ー ス は イ ・ プ ー の レッ ド ・ カ ン ツ ィ ア ン 。 バ ッ ク ・ バ ンド に 
は イル ・ ヴ ォ ー ロ より ボ プ ・ カ レロ (ベー ス ) と ジャ ン ニ ・ ダ ッ ラ リオ (ドラムス ) 
の 2 人 が 参加 し て お り 、 さ ら に オー ケス トラ を 配 し て し な や か さ を 増 し て いる 。 
70 年 代 の イタ リア らし さ を 堪 能 で きる 一 枚 。 (山崎 ) 
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ぽつんと 有 っ た この 1 枚 が 、 と ある イタ リア に 心 が 通じ る ファ ン の 一 言 を 契 
機 に 、 無 数 に ある シン グル を 一 つ に 結び つけ た 。GENS は OPERA と メン バ 
ー が だ ぶり 、 マ ニア を 喰 ら せ る 両 バ ンド の 秀 曲 を 書い た Filiserto Ricciardi 
は 更に OPERA 在籍 中 に は IL DIARIO の シン グル 曲 他 を も 書い て いる こと 
が 、 本 誌 製作 中 に 判っ た 。 誰 も が 納得 し た 、 確 か に GENS と OPERA の 音 
楽 性 は 近かっ た 、 そ れ も 歌 物 と し て 良質 な も の が ほとん ど 。 そ れ は この アル 
バム で も 証明 され て いる 。 早 急 、 セ ンプ リー チ や ボッ テ ガ 等 と 並べ て 構わ な 
い だ ろ う 。 尚 、 掲 載 外 の アル バム 未収 シン グル と し て は 「La Stagione Di 
Un Fiore/Fotomodelia」(Det DTP53, 70) と 「Ancora E Sempre/ 
Stamattina」(DTP56, 70) が 好 作 。 (松本 ) 
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グル ー プ 系 の 叙情 派 ア ー テ ィ ス ト の 中 で も Alunni Dei Sole, La 
Bottega Dell'Arte と 並ん で 人 気 が 高い 彼ら の 1st ア ル バ ム 。 哀 甘 た っ ぷ 
り の メロ ディ ー ラ イン 、 美 し い ス トリ ング ス や ac ギタ ー の 爪 弾き … と 、 盛 り 上 
ば げ 方 と し て は オー ソ ド ッ クス か な 手段 を 用 いて いる が 、 ピ アノ より も オル ガン の 
使用 頻度 が 高い た め 、 曲 に よっ て は ロッ ク 色 が 若干 濃く な る 。 ま た 、 ス トリ ン 
グ ス は 余り 多用 せ ず オー ケス トレ ーション 効果 に は メロ トロ ン 等 キー ボー ド 
系 を 代用 する と いう ケー ス が 目立っ て いる 。 な お 冒頭 に 出 て 来 た 美しい メロ 
ディ ー が B 面 の 最後 で 再び 顔 を 出し 、 と て も 印象 的 な か エン ディ ング に な っ て 
いる 。 こ の 後 、 グ ルー プ は 次 々 と 良質 の 作品 を 発表 する こと に な る が 、 次 第 
に ポッ プ な 色合い を 増し て 行く 。 (江田 ) 
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CBS-SUGAR 所 属 の グル ー プ は 、Pooh 成 功 の 影 に か くれ て いる 感 が 
ある が 、 カ マレ オン ティ や 、 プ ロフ ェ テ ィ 等 の 他 に 当 ア ル バ ム の ジャ ルディ ー 
ノ ・ デ イ ・ セ ンプ リ チ が ある 。 彼 ら の ファ ー ス ト 及 び セ カン ド は 、 ラ ブロ ッ ク と い 
うこ と ば が 、 彼 ら の た め に ある か の よう に 、 ど こま で も 哀 基 を 帯び た ボー カル 
と 、 バ パック の ハー モニ ー 等 、 こ れ で も か と いう くら い に 泣 か せ の メロ ディ で うめ 
つく され て いる 。 ま た 、 そ の 厚み の ある 音 は 、 他 の 同系 の グル ー プ と は 、 明 ら 
か に 一 線 を 画す る も の で ある 。 そ の 後 は 、 ポ ッ プ 性 が 増し 、 軽 め の 音 に な っ 
て いっ た 。 尚 初期 2 枚 は 、 マ ル チ ェ ラ や 、 ト ッ ツ ィ の プロ デュ ー ス を し て いる ジ 
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まっ くろ な ジャ ケッ ト に B/N と だ け 書 か れ た モノ トー ン の カヴァ ー と 、 当 時 、 
イタ リア に も お し よせ つつ あっ た ニュ ー・ ウ ェ イ ブ の 時 代 の 印象 の 為 、 ニ ュ 
ー・ ウ ェ イ ブ 色 の 強い アル バム に 変化 し た の で は ? と 思う 方 も 多い だ ろう 。 し 
か し 、 全 体 の イメ ー ジ が や や タイ ト に ひき し まっ た けれ ども 、 フ ァ ー ス ト と セカ ン 
ド の 雰囲気 は まだ まだ 感じ 62 こと が で きる 。 ジ ャ ルディ ー ノ の アル バム 群 は ど 
れ を 聴い て も そん な に 失望 する こと は な い が 、 日 本 で は 落葉 を あし ら っ た ファ 
ー ス ト の イメ ー ジ が 強い 為 に 他 の 作品 の 印象 が 薄い の が 残念 だ 。 特 に 傑 
作 し た グル ー プ で は な い が 、 イ タリ ア ら し い 、 そ れ も ナ ポリ らし いと いっ た らい 











ャ ンカ ル ロ ・ ビ ガッ ツィ が 制作 に あたっ て いる 。 (山中 ) い の か 、 南 部 的 な かいい グ ルー プ だ 。 (山崎 ) 
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CBS 時 代 の 1st と 2nd が 特に 人 気 の ジ ャ ルディ ー ノ 。 大 手 WEA か ら 移 籍 
し た マイ ナー・ レ ー ベ ル 「Fiteam」 か ら の 4th ア ル バ ム 。 ド ラマ ー が Tommy 
Esposito に 替わり 、 今 まで の 彼ら の アル バム の 中 で は 最も リズ ム が 前 に 
出 て お り 、 以 前 より も 力 強 さ を 感じ ら サ ウン ド に な っ て いる 。 数 曲 で らし く な い 
洗練 され た アレ ンジ を 見 せる が (それ が また と びき り ポ ッ プ ./) 、 ジ ャ ルディ ー 
ノ 節 と も 言え る リー ド ヴ ォ ー カ ル 独 特 の 節 回 わし や 、 ハ イト ー ン を 含む 美しい 
コー ラス は ここ か し こ で 健在 で 、 ア ル バ ム 一 枚 を 飽き させ な い 。 ラ スト は コミ カ 
ル な イン スト ゥ ル メ ンタ ル で 閉め くく られ る 。10 年 以上 も 前 の 作品 だ が 、 ジ ャ 
ルディ ー ン ノ 現 在 形 と いっ た 風情 で ある 。 (森下) 
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ジャ ルディ ー ノ ・ デ イ ・ セ ンプ リー チ 、6 枚 目 の ア ル バ ム で ある 。 熱 い 思 い 
を 込め て 愛 の 世界 を 歌い 上 げた 1st 及 び 2nd ア ル バ ム 以降 、 や や 軽い 感じ 
の 作品 が 続い た が 、 本 作品 は 彼ら が 円 吉 の 境地 に 至っ た こと を 感じ させ る 
快 心 作 で ある 。 ボ ー カ ル 、 コ ー ラ ス 等 、 ミ ュー ジ シ ャ ン と し て も 成長 し て お り 、 
また 、 現 代 的 感覚 を 取り 入れ た サウ ンド も より 完成 度 の 高い も の と な っ て い 
る 。1st ア ル バ ム に も 収録 され た 名 曲 ^Angela” を 聴く 時 、 そ の 表現 方 法 こ そ 
変化 し た も の の 、 彼 ら が 愛 に 対す る 情熱 を 決し て 失っ て いな いこ と が 分 か る 
だ ろう 。 紙 飛行 機 に 乗っ て ナポリ に 向う ピエ ロ を 描い た ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン 
も 彼ら の イメ ー ジ を 的 確 に 表現 し て いる 。 (賀川 ) 
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"80 年 前 後に 発表 され た アル バム の 内 で も 、 極 め て 高 水準 な 内 容 を 誇る 
作品 。 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と いう より は むし ろ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク の 範 中 に 入る 
の だ ろう が 、 彼 等 の 奏で る 清澄 な 音 空間 か ら 喚 気 さ れ る イメ ー ジ は 、 か の 
Arti E Mestieri の Tit が 最も 近い 。 メ ン バ ー は Riccardo Zegna 
(Corte Dei Miracoli ?、 同 姓 同名 だ が 同一 人 物 か どう か は 不明 。) を 中 心 
と する 3 人 で 、 他 に 3 人 の ゲス ト を 迎え て いる (パイ オリ ン 2 人 オー ボ エ 1 人 ) 。 
全編 イン スト ゥ ル メ ンタ ル で 電気 楽器 は 一 切 使わ れ て いな い が 、R. Zegna 
の リリ カル な ビ ピア ノ と 2 台 の バイ オリ ン の 美しく も 哀 し 気 な 音色 が 溶け 合う サ 
ウン ド は 静 ひ つ な ま で の 叙情 を 洪 え 、 一 種 官能 的 で さえ ある 。82 年 に は 同 レ 
ー ベ ル よ り 2nd「Giarma Planet」 を リリ ー ス し て いる 。 (鈴木 伸一 ) 
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メロ ウ ・ レ コー ズ か ら CD 再 発 さ れ た 「L'isola Del Tonal」 の ジャ ル マ ・ ト レ 
は 、 そ の 後 、2 枚 の アル バム を 残し て いる 。 本 作 と 「Rain's Dream」 で ある 。1 
st アル バム で は 弦楽 器 の 好 サ ポー ト 、 好 録音 も あっ て アン ニュ イ で つや や 
か な 独特 の 色づき が あっ た 。 が 、 後 の 2 作 に な る と 、 そ の 傾向 は な く な り 軽 味 
の フュ ー ジ ョ ン ・ ポ ッ プ ス に 傾い て いる 。 こ の アル バム で は 元 PIERO E | 
COTTONFIELDS の ヴォ ー カ リス ト 、Piero Cotto が 共演 し て お り 、 彼 の 英 
語 ヴ ォ ー カ ル を メイ ン に し た 少し ブルース 色 を 加え た ポッ プ な 内 容 に な り 、 
イタ リア ン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン の 好み か ら は 外れ て いる と 思う 。 ピ アノ の 札 囲 気 は 
前 作 に 似 て いる 。 や は り ジ ャ ズ ・ ト リオ の 色 が 濃い 。 そ し て イー ジー だ 。 

(松本 ) 
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ジ ガ ン テ ィ と 言え ば 間違い な く 3 作 目 「Terra In Bocca」 イ タリ アン ・ プ ロ 
グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 夜明け を 告げ た あの 大 作 な の だ が 、 本 来 の ジ ガ ン テ ィ 
は 、 む し ろ デ ビュ ー 作 や この 2 作 目 な の も 事実 。 い き な り 垢抜け な い R & B コ 
ー ラ ス 乗 り ビ ー ト で 出 て 来る の だ か ら 、 プ ログ レ 前 夜 も 何 も な い 。 む し ろ る 様相 
と し て ば !60 年 代 の ソウ ル ・ ミ ュー ジッ ク に さえ 通じ そう な サウ ンド だ 。 そ れ で も 
バラ ー ド 気 の あ る 何 曲 か で は '60 年 代 ポ ッ プ ス に イタ リア 語 が 相乗 り し て 、 
それ らし く な る 。 同 じ 頃 の オル メ 辺 り に 比べ る と 、 ジ ガン ティ と いう バン ド は ビ 
ー ト が 強め だ 。 デ ビュ ー 期 の エキ べ 84 な ん か に 近い 。 ジ ャ ケッ ト を 見 る と 、 ま 
さ し く この 時 代 だ と いう 気 が す る が 、 サ イケ デリ ッ ク ・ サ ウン ド に は ほとん ど 縁 
が な い 。 (松本 ) 
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ビー トグル ー プ だ っ た ジ ガ ン テ ィ は 71 年 、 ゲ ィ ン チ ェ ・ テ ン ペ ラ 等 多彩 な 
ゲス ト を 迎え 、 突 如 と し て プロ グレ ッ シ ヴ ロッ ク の 大 作 `Terra in Bocca” を 
発表 し た 。 全 面 に 渡り メロ トロ ン が 満遍なく 散り ば め ら れ 、 ピ アノ 、ac ギタ ー 
の 美しい 音色 、 哀 類 た っ ぷり の メロ ディ ー ラ イン 、 息 も つか せ ぬ ドラ マチ ッ ク 
な 展開 等 、 今 て に 訟 て 完璧 な 仕上 が り で ある 。 ム ゼ オ 等 国内 発売 され た 名 
作 群 と も 十分 に 比肩 で きる 出来 と 言っ て いい 。 な お 、 曲 は 全て Piero De 
Rossi/Vince Tempera の コン ビ が 書き 上 げ て いる 。 ま た 、 彼 ら の この 他 の 
レコ ー ド は 、 ほ と ん ど が ビー ト も し く は ポッ プス で デザ ヴィッ ド ・ ボ ウイ の スペ ー 
ス ・ オ ディ ディ "を 収録 し た 3 曲 入り シン グル も 出 て いる 。 最 近 、 イ タリ ア で 
VINYL MAGIC か ら 出 た CD は 何と テイ ク 違 いで 当時 の アウ ト テ イク ス か と 
思う 。 オ リ ジ ナ ル の ほう が 迫力 が ある 。 (江田 ) 
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この ジジ ・ パ スカ ル と いう アー ティ スト の 作品 は 日 本 で は 比較 的 最近 まで 
コレ クタ ー の 間 で さえ 知ら れ て いな か っ た 幻 の アル バム だ っ た 。 イ タリ ア の 
プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 専 門 シ ョ ッ プ で レー ベル も 運営 し て いる カリ フォ ル ニ 
ア が LP で 限定 再発 し て 知ら れる よう に な っ た も の 。 サ ウン ド は オル ガン を 主 
体 と し た シン フォ ニッ ク 系 で 、 既 に CD 化 さ れ て いる も の に た と える な ら ` パ ン 
ナ ・ フ レッ ダ ”“ あ た り に や や 近い か も し れ な い 。 古 い 音 だ が '70 年 代 初期 の 香 
り を 今 に 伝え る 音 で 、 泥 くさ い サ ウン ド を 好む 方 に お 勧め し た い 1 枚 だ 。 筆 者 
は オリ ジ ナ ル を 見 た こと は な い が 、 見 た 人 の 話 で は 再発 と 同じ 仕様 で ある こ 
7 (山崎 ) 





(!) 国 RASOLI 

(!) irasoli 

P 

@RCA ARC ALPS 11012 





メン バー 名 が 書か れ て いな い が 、 作 詞 ・ 作 曲 の 全 ん ど が Lucarelli と 
Righini に 依る 事 か ら 、 こ の 二 人 の デュ オ 作 と 者 えて 良い だ ろう 。 全 体 を 通し 
て 美しい オー ケス トレ ーション と や や 双 り を 帯び た ボー カル 、 そ し て 親しみ 易 
い メ ロディ ー・ ラ イン が 印象 的 な 良質 な 歌 を 聴か せ て くれ る 。 当 時 の 典型 的 
な ポッ プス 感覚 に 溢れ た 作品 だ が 、A 面 ラス ト の `^Roma E' Una 
Prigione" の み 異 質 の 出来 で 、 彼 等 の 先鋭 的 な 指向 の 一 端 を 暑い 知る 事 
が 出来 る 。 幽 玄 な バッ ク の サウ ンド と 灰 か に 漂う 土着 の 香り が 相 換 っ て 、 詩 
情 豊か な 音 世界 を 創出 し て いる 。 深 い 味わい と 静か な 余韻 が いつ まで も 心 
に 残る 名 曲 で ある 。 尚 、 プ ロ デ ュ ー ス は Paolo Dossena。 (鈴木 伸一 ) 
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73 年 に 制作 され た まま 、 長 い 間 お 蔵 入 に な っ て いた 作品 。 イ タリ アン ・ ロ 
ッ ク 全 盛 期 に 作ら れ た だ け あ っ て 、 こ の 手 の 発掘 物 と し て は レベ ル が 高い 
内 容 で ある 。 基 本 的 に は オル ガン ・ ロ ッ ク 的 な サウ ンド で は ある が 、「 あ の 」 イ 
タリ ア 独 特 の 張り 裂け ん ば か り に 歌う ヴォ ー カ ル 、 吹 きす さぶ フル ー ト 、 サ ッ 
クス 、 う な り を あげ る オル ガン と 、 な ん と も は や 懐か し くも 喜ば し い 音 で ある 。 全 
体 的 に 大 曲 揃い の 割 に は 構成 が 冗長 で 甘く 、 さ ら に 一 部 の 曲 で は 音質 の 
劣化 が 見 られ る の が 残念 で は ある が 、 フ レー ズ 、 フ レー ズ に ほとばしる イタ リ 
ア 独 特 の 熱さ に そん な 事 は どう で も 良く な っ て し まう 。 決 し て 名 盤 と は 言え な 
いこ の アル バム で ある が 、 一 聴 し て 思わ ず 挙 を 握り 締め て し まう .… そ ん な あ 
な た の 気持 ち が 痛 い ほ ど 良く わか る 。 (渡部 暁 ) 
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Sulillo Niio 





^ 病 め る イタ リア "と いう 言葉 が ある 。 イ タリ ア の 南北 問題 を 差す 言葉 だ 
が 、 か つて イタ リア の 南 は その 鍵 困 か ら 多 く の 移 民 を 出し た 歴史 が あり 、( だ 
か ら ア メリ カ に マフ ィ ア が ある ) その 痕跡 は 今 も 南 の 田舎 へ 行く と 残っ て い 
る 。 ジ ュー ラリ ・ デ ィ ・ ピ アッ ツァ は 、 そ の 移民 の 子供 達 に よる バン ド で 、 こ れ は 
1st ア ル バ ム に 当たる 。 地 元 N.Y. で は カー ネギ ー・ ホ ー ル で コン サー ト を 開く 
と ある か ら 知 名 度 も ある の だ ろう 。 全 12 曲 の ほとん ど が 17 一 19 世 紀 の ナ ポ 
リ の トラ ディ ショ ナル ・ ソ ング に な っ て いる 。 熱 い 躍 動 と 深い 哀 苔 が 詰っ た レ 
コー ド だ 。 ク ラ シ カ ル な トー ン を 感じ る の も 、 つ まり は 情緒 的 な 気質 が 生み 出 
す 結 果 に 過ぎ な いと は 思う が 、 そ れ ら を 伝え 得る 彼 等 の 精神 が 卓越 し て い 
る の だ と 思う 。 よ り 濃 い 。 (松本 ) 
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イタ リア の バン ド が アメ リカ に 渡っ た の か 、 そ れ と も イタ リア 系 アメ リカ 人 
に よっ て 結成 され た の か 、 今 一 つ は っ きり し な い の だ が 、 と に か 〈 く この バン ド は 
現在 ニュ ー ヨ ー ク を 拠点 に 、 歌 あり 踊り あり の 総合 パフ ォ ー マ ンス 集団 と し 
て 、 南 イタ リア 文化 の 伝導 に 励ん で いる らし い 。 だ が 、 そ の 音 に は アメ リカ の 
影 は か けら も 無い 。 こ れ は 2nd だ が 、 南 イタ リア トラ ッ ド の 陰り と 躍動 感 は そ 
の まま に 、 泥 臭 さ が 完 全 に 消し 去ら れ 、 む し ろ ト ラッ ド と 言う より は 古楽 で あ 
る 。 女 性 ボー カリ スト を 中 心 と し た 13 人 の 大 編成 、 現 地 イ タリ ア の 同系 統 の 
バン ド で も ここ まで 洗練 され て いる 連中 は 殆ど 無い と 言っ て 良い 。A 面 は トラ 
ッ ド を 、B 面 は オリ ジ ナ ル 曲 を 収録 し て いる 。 余 談 だ が 、 こ れ 3、4 年 前 は 某 大 
型 店 に ゴロ ゴロ し て いた 。 (川辺 ) 
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パン ビ ・ フ ォ ッ サー ティ 率い る GLEEMEN( 通 歴 の 楽 人 達 ) は 70 年 に 唯 
一 の アル バム を リリ ー ス し て いる 。60 年 代 の 名 残 が 色濃く 漂う サウ ンド な ガ 
リバ ルディ より も シン プル な も の だ 。 オ ドロ オド ロ し い カ ヴァ ー デ ザイ ン を 象徴 
する か の 様 な 思わ せ 振 り の オー プ ニ ン グ な が ら 、 間 も な く 威勢 の 良い リズ ム 
に 導 か れ て 彼ら の 得意 と する パタ ー ン が 出 て 来る 。 曲 に よっ て は プ ブルー ス 
ギタ ー が うな り を 上 げ る 一 方 で 、 古 臭い オル ガン の 音色 は どこ か 頼り な げ 。 
いずれ に し て も プロ グレ ファ ン の 嗜好 に マッ チ し た 作風 で は な い 。 現 地 イ タリ 
ア で は プロ グレ 系 廃盤 の 価格 が 高騰 する 以前 は 、 オ ー ル ディ ー ズ 的 価格 
が 高い この 手 の レ コー ド ( 他 に GIGANTI や TRIP の 初期 な ど ) が 伯 か に 高 
値 を 付い て いた 。 (江田 ) 
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⑮ キ ング K32Y 2112 








ダリ オ ・ ア ル ジ エ ント 監督 の 同名 サス ペン ス ・ ホ ラー 映画 (邦題 は サス ペ 
リア 2) の サウ ンド ・ ト ラッ ク に し て ゴ プ リン の デビ ュー アル バム 。 曲 中 の 反復 
的 パー ト 等 に は 「 チ ュー プラ ・ ベ ルズ 」 か ら の 影響 が 見 え 隠れ する が 、 本 作 
は ロッ ク 色 が より 強く 感じ られ る 。 特 に 荘厳 な 響き を 持つ A① の タイ トル ・ チ ュ 
ー ン は ゴ プ リン の 全 作 品 の 中 で も 最も 印象 的 な 名 曲 で ある 。'"74 年 に か け て 
彼ら は この ゴ プ リン の 結成 、 デ ビュ ー と ほぼ 同時 に チェ リー・ フ ァ イ ブ と し て 
の 活動 も 行なっ て いた が 、 ア ル バ ム 発表 まで の 間 そ の メン バー は 相方 クロ 
ス し て いる 様 で 不明 確 な 部 分 が 多い 。 本 作 の ドラ ム は ボル ディ ー ニ で は な く 
ドリ アン ・ グ レイ に いた マル ティ ー ノ の 様 だ が 、 チ ェ リ ー・ フ ァ イ ブ の ベー ス が 
誰か は 未だ 断言 出来 な い 。 ( 城 元 ) 
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O 
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前 作 の 商業 的 成功 に より モラ ン テ と シモ ネッ ティ は バン ド と し て の 活動 を 
ゴ プ リン に 絞る こと に な る 。 本 作 か ら は ドラ ム が 元 フ レア 、 エ トナ で イタ リア 屈 
指 の 力量 を 持つ アゴ ステ ィーノ ・ マ ラン ゴロ に 交代 し 、 キ ー ボ ー ド に マウ リッ 
ツィ オ ・ グ アリ ー ニ を 加え て ツイ ン ・ キ ー ボ ー ド と な り 、 確 実に スケ ー ル アッ プ 
し て いる 。 バ ンド と し て の サウ ンド の 方 向 は 特に 変化 が な い が 、 サ ント ラ と し て 
の 制約 が 無い 分 曲 作り も の ぴの ぴ びと し て より ソリ ッ ド か つ ス リリ ング な 内 容 と 
な っ て いる 。 ゴ プリン 周辺 の 作品 を 聴く 場合 、 チ ェ リ ー・ フ ァ イ ブ の 出来 が あ 
まり に も 突出 し て いる た め ま ず は それ を 耳 に すべ きだ が 、 チ ェ リ ー・ フ ァ イ ブ が 
気に入っ た ら 本 作 及 び も う 一 枚 の オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム 「Bagarozzo 
Mark」 を 聴く 事 を 勧め た い 。 ( 城 元 ) 





どの O 
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映画 「 サ スペ リア 」 の サン トラ 盤 。 日 本 で の 映画 公開 は 本 作 が 先 に な っ 
た が 、 サ ント ラ と し て は 2 作 め で あり 、 サ ー ド ・ ア ル バ ム と な る 。 同 じ サ ント ラ で 
も 1 作 め は 結構 ロッ ク ・ ア ル バ ム と し て 聴け る が 、 本 作 は サス ペン ス ・ ホ ラー 
の サン トラ その も の で 、 か な り 強 力 に 恐怖 心 を 煽る 音 に 仕上 が っ て いる 。 一 
説 に は 作曲 その も の や 音色 の 決定 に コン ピュ ー タ ー を 使用 し て 、 人 間 の 聴 
覚 か ら 起 こる 恐怖 心 を 最も 効果 的 に 引き 出す 様 作ら れ て いる と も 言わ れ て 
いた 。 確 か に そん な 話 に 信 江 性 を 感じ て し まう 内 容 で は ある 。「Roller」 や 
「Bagarozzo Mark」 を 気に入っ た ら 本 作 を 始め と する サン トラ を 聴い て み 
る の も 良い の で は な いか 。 な お オリ ジ ナ ル 盤 は 中 スリ ー プ が 見 開き で 、 と ぴ 
出す 絵本 式 に な っ て いる 。 ( 城 元 ) 
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ゴブ プリ ン の グル ー プ 活動 と アル バム ・ リ リー ス は か な り 乱 脈 を きめ こん で 
いて わけ の わか ら な い ベ スト 物 が あっ た りす る が 、 こ れ は 「 ロ ー ラ ー」 に 続く コ 
ン セ プ ト ・ ア ル バ ム の 大 き さ も 増し 聴い て いる と ハッ と させ られ る よう な 研 き 澄 
まさ れ た 音 が ある 。4 人 の 力量 が 最大 限 に 生か され た 中 で ユニ ー ク な の は 
M・ モ ラン テ の ヴォ ー カ ル で ある 。 彼 は 後に シェ イプ ・ ア ッ プ に 成功 し ソロ に 
専念 、 左 に な ら っ て ヒゲ を そり お と し た 軽 人 浮 薄 な ナル シス ト C・ シ モネ ッ テ 
ィ も ソロ に 、「Patrick」 発 表 後 は A・ マ ラン ゴロ は New Perigeo に 参加 、 残 っ 
た F・ ピ ニャ テッ リ の あま り い た だ け な い 新生 ゴ プ リン も 「1st」、「Volo」 の お 
あと は 再び 旧 交 を 温め 直し サン トラ 「Tenebre」 を 製作 する と いう 次 第 で あ 
の 8 (岡本 ) 
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通算 5 枚 目 に 当たる アル バム で 、 再 び ア ル ジ ェ ント 監督 の サウ ンド ・ ト ラッ 
ク で ある 。「 ゾ ン ビ 」 と いう 映画 は 有名 だ と 思う の で 、 説 明 は し な い が 、 大 出 
世 作 と も いえ る 映画 で ある 。 し か し 、 映 画 を 切り 放し て 、 ゴ プリ ン の 一 枚 の ア 
ル バ ム と し て 聴く の は 、 非 常に 無理 が 有る 。 一 曲 ご と に 曲調 も 違う し 、 な に よ 
り ト ー タ ル な 音楽 性 は 無い 。 た だ 言え る こと は 映像 と は 見 事 に マッ チ し て お 
り 、 独 特 な 世界 を 醸し 出す の に 十分 役だっ て いる 。 サ スペ リア 同様 、 メ イン 
の テー マ 曲 は クォリティ も 高く 、、 プ ログ レ の シン グル と し て は 充分 に 魅力 が 
有る 。 鼓 動 の よう な り リズ ム に 合わ せ て 浮遊 する シン セ は いか に も 恐怖 感 を 
暗示 し て 、 彼 ら の 真骨頂 で ある 。 こ の 一 曲 が 好き な ら O0K だ が 、 そ う で な いな 
ら 考 え 直せ 。 (津田 ) 
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コ プ リ ン と 言え ば 映画 音楽 、 を それ も ホラ ー 映 画 。 ヘ へ ヴィ ・ メ タル 以上 に 当 
た る 媒体 に 乗っ て ゴ プ リン は 成功 を 納め た 。 他 に イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 世界 
で は な か っ た 事 だ 。 作 曲 力 や 演奏 力 あ っ て の こと と は し て も 、 稀 に 見 る 幸運 
だ っ た こと の 方 が 大 きい だ ろう 。 稼 げた か ら こ そ 「Roller」 や 「Il Fantastico 
ー」 が 出 た に 違い な い 。 こ の アル バム は ある 意味 で イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 奇 
跡 ゴ プリ ン を 総 特集 し た も の だ 。 全 8 曲 の サン トラ の 中 に は 、 こ の 年 に リリ ー 
ス さ れ た 「Patrick」 の 中 の ^Yell" を 始 め ^Zombi^Profondo Rosso? 
^Suspiria”、 そ し て 日 本 未 公開 ? の サン トラ Amo Non Amo^Maniera/ 
*Both-Two^Funky Top” を 収録 し て いる 。 後 者 4 曲 に つい て は それ 程 特 
徴 づ いた も の で は な い 。 (松本 ) 
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IL RITRATTO DI DORIAN GRAY が レコ ー ド 発売 を 打ち 切ら れ た 後 
に 、 そ こ に 在籍 し た クラ ウデ ィ オ ・ シ モネ ッ テ ィ (kbd) と ワル ター・ マ ル テ ィ ノ 
を 中 心 に 774 年 に 結成 され た ゴ プ リン 、 そ の 後 の 足 取り は むし ろ 熱 心 な 映画 
ファ ン の 方 が 詳し いか も し れ な い 。 マ ッ シ モ ・ モ ラン テ (ex-ERA DI AC- 
QUARIO) と シモ ネッ ティ の 中 核 に 加え '76 年 か ら は FLEA か ら ア ゴス ティ ー 
ノ ・ マ ラン ゴロ も 参加 。 こ の アル バム は 彼 等 の 通算 7 枚 目 の アル バム で また 
し て も ホラ ー 映 画 の サン トラ 盤 で も ある 。 骨 太 な リズ ム ・ セ クシ ョ ン と 効果 音 
を 兼ね た 強い メロ ディ を 弾く (キーボード も 変わ りな い 。 翌 年 に は 「Squadra 
Antigangstern」 が 出 て ベー ス 奏 者 の バン ド と な り 、 更 に 「Contamina- 
tion」「Volo」 を 出し た 。 (松本 ) 
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A. マ ラン ゴー ロ が 再編 成 さ れ た NEW PERIGEO に 参加 し 、M. モ ラン テ 、 
C. シ モネ ッ テ ィ も ソロ ・ ア ル バ ム を 発表 し た 後 、 ゴ プリ ン は ファ ビオ ・ ピ ニャ テ 
ッ リ を 中 心 に 5 人 の メン バー で 再編 成 さ れ た 。 こ の アル バム は 、 映 画 と は 全 
く 関係 が な く 、 久 びさ の スタ ジオ 録音 盤 で ある 。「 サ スペ リア 」 な ど ス リラ ー 映 
画 で 聴く こと が 出来 た あの ゴ プ リン ・ サ ウン ド は 影 を ひそ め 、 収 め ら れ て いる 
全 8 曲 は ポッ プ な 仕上 が り に な っ て いる 。 シ モー ナ ・ ピ ロー ネ を ゲス ト に 迎え 
た `Fortuna” は 、 彼 女 の ヴ ォ ー カ ル を メイ ン に 曲 作 り が 成 さ れ て お り 、 ア ル 
バム 全体 も M. ル ジー ニ の ヴォ ー カ ル が 中 心 と な っ て いる 。 そ れ が ゴ プ リン 
の 分 裂 の 原因 だ っ た の か も し れ な い 。 シ モネ ッ テ ィ の 演奏 中 心 の ソロ 作 と 
比べ る と 、 そ の 違い が 判る 。 (前 田 ) 
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メロ ウ ・ レ コー ド と いう と 発掘 音源 が 多い の だ が 、 こ れ は 1990 年 に ヤマ ハ 
の 4 トラ ッ ク で 録音 され た 、4 人 編成 の グル ー プ の デヴュー・ ア ル バ ム で あ 

一 曲 だ け 、ERRATA CORRIGE の MARCO CIMINO が 参加 し て 、 ブ ル 
ー ス ・ ピ アノ を 弾い て いる 。 音 の 方 は イタ リア ン ・ ロ ッ ク と いう より も 、"70 年 代 
初期 の プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク で 、 ト ラフ ィ ッ ク な ん か の 影響 を 感じ 6。 な ん で い 
まさ ら … と いう 感 も ある が 、 妙 に ノスタルジック な 印象 を 受け る の も 事実 で あ 
る 。 部 分 的 に は ピン ク ・ フ ロイ ド の 歌 物 の よう な と ころ も あり 、 楽 曲 の 出来 も ま 
あま あ で 、 け っ こう 聴け る 。 先 達 の 領域 に は 及ぶ べく も な い が 、 内 省 的 な 表 
現 方 法 や 、 フ ィ ー リ ング を 確保 で きれ ば 、 幅 は 拡がり そう だ 。 英 語 で 歌っ て い 
る 。 (津田 ) 
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カラ フル な イラ スト カヴァ ー に 包ま れ た グラ ン デ ・ フ ァ ミ リア の アル バム は 
A、B 面 各 6 曲 を 収録 し た 小品 集 。 基 本 的 に フォ ー ク / ト ラッ ド 的 に 演奏 形態 
を 取っ て いる が 、 イ タリ アン ポッ プス の 愛 聴 家 で あれ ば 歌 物 の 延長 と し て 楽 
し め る 作品 だ 。 曲 に よっ て は ハー プシ コー ド や メロ トロ ン 、 バ イオ リン 等 を 活 
用 し アク セン ト を 付け て は いる も の の 曲 間 の 格差 が 大 きい の が 難点 で 、 一 
概 に 評価 を 下 し に くい タイ プ の 作品 で は ある 。 が 、 全 体 的 に ほのぼの と し た 
款 囲 気 に 満 た され て いる た め 、 今 一 つ 据 力 不足 と の 感 は 否め な い 。 シ ン フ 
ォ ニ ッ ク 通 が 聴け ば な お さら で あろ う 。 た だ 、 こ の 手 の サ ウン ド を 得意 と する 
バン ド は 他 に 余り 見 受け られ ず 案外 貴重 な 存在 と 言え る の か も し れ な い 。 

(江田 ) 
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E.A. ポ ウ や フラ ッシュ メン を 配 し た カン サス ・ レ ー ベ ル に お そら < く 唯一 の ア 
ル パ バム で あろ う 本 作品 を 吹き 込ん だ グレ ゴー ル は 女性 キー ボー ド 奏 者 を 
含む 5 人 編成 の グル ー プ で ある 。 当時 オー ヴァ ー グ ラウ ンド に 浮上 で きず に 
消え た 一 例え ば スト ラー ナ ・ ノ ソチ エタ や G・ メ ン 等 と 同じ タイ プ の 歌 を 中 心 と 
し た グル ー プ で 、 メ ロディ や 曲 は 非常 に 良い も の を 持っ て いる の で ある が 、 
彼 等 の 最大 の 欠点 は 良い アレ ンジ ャ ー に めぐ まれ な か っ た こと で あろ う 。 全 
て 自分 達 で 演奏 を し て いる の だ が 、 そ れ が か な り 地 味 な 印象 を 与え て し まう 
の で ある 。 彼 等 が も し 、 ジ ャ ン ピ エ ロ ・ レ ヴェ ル ヴ ェ ッ リ に めぐ り 会 っ て いた ら 、 
プー や アル ン ニ ・ デ ル ・ ソ ー レ ば り の 作品 に 成っ た 可能 性 が 高い 。 ス ター ダ 
ム を 夢み て 消え た 惜しい グル ー プ で ある 。 (山崎 ) 
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76 年 に 本 作 、'77 年 に 「Almanacco」(EMI 3C 064-18313) を リリ ー ス 
し た ロー マ の 5 人 組 。 聴 き 始め る と 、 フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク 系 の 歌 物 バン ド か と 思っ 
て し まい そう だ が 、 一 癖 ある 。'60's 西 海岸 好み と 言う べき か 又は 南方 指向 と 
言う べき か 、 ク ラウ ディ オ ・ ロ ッ キ が バン ド を 組め ば や りか ね な いよ うか 方 向 
性 の 音楽 だ 。 意 外 と カラ ッ と し た 所 も 少な く (な い が 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター 
を 多用 し て 、 ウ ッ ド ・ ベ ー ス だ っ た り タ プラ に フル ー ト だ っ た りす る 。 聴 き 進 め 
ば 、 多 く の 歌 物 バ ンド と は 一 線 を 画 し て いく 。 改 め て ジャ ケッ ト を 見 れ ば クジ ャ 
ク だ 。 ピ ー コ ッ ク ・ カ ラー で は な い に し て も 、 雑 多 な 点 で は 通じ る か 。 さ り 気 な く 
エフ ェクト 調 の 音 使い も ある 。 い い 線 を 突い て は いる が 決め 手 が な い の も 確 
か 。 (松本 ) 








(LE) GROUPE X" 
Frrrrrigidaire 
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Gianluigi Pezzera を 中 心 と する グル ッ ポ ・ エ ックス が "78 年 の サン トラ 
「OUt Off」 の 5 年 前 に 発表 し た デビ ュー・ ア ル バ ム 。 フ ュー ジョ ン 系 の 音 で 
つま ら な いと いう 話 だ っ た が 、 そ れ は A 面 に 見 られ る 軽快 な リズ ム と 明る く コ ミ 
カル な メロ ディ ー ラ イン の せい か も し れ な い 。 内 容 は シン セ を 中 心 と し た キー 
ボー ド ト リ オ が 基本 的 な パタ ー ン だ が 、 中 で も 切れ 目 な く 続 く B 面 の 2 曲 は 、 
ジム ノ ペ ベティ を 思わ せる 出だし か ら 、 ア コー ステ ィ ッ クギ ター や プラ ス が か ら 
み 、 ホ ン キ ー ト ンク 調 の ピア ノ が 出 た り と 凝っ た 展開 を 見 せる 力作 だ 。 音 は 
軽 め だ が 技術 は 仲 々 の も の だ 。 73 年 作 だ が 、 今 で も 通じ る 箇所 が あちこち 
に 見 られ る 。 聞 き 所 は 意外 に 多い の で は な いか 。 (木下 ) 
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グル ー プ X は 773 年 、^Frrrrrigidaire”(C.P.T.: LPOK-5) に な る 作品 で 
アル バム デビ ュー を 和 飾っ て いる 。 謎 め ぬい た バン ド 名 と 思わ せ 振 りな 変形 ジャ 
ケ が 関心 を 集め た が 、 内 容 的 に は フュ ー ジ ョ ン 色 の 濃い も の で プロ グレ フ 
ァ ン の 支持 は 得 ら れ な か っ た 。 以 来 5 年 を 経て リリ ー ス され た 推定 2 枚 目 の 
本 作 は 、 出 来 と し て は 1st を 造 か に 上 回 る 。 サ ウン ド ト ラ ッ ク と し て の 録音 の た 
め 短 い 曲 が 多い も の の 、 コ マ 切 れ と の 印象 は 受け まま た キー ボー ド 系 が 
積極 的 に 使わ れ て いる た め プ ログ レフ ァ ン で も 十分 に 聴き こなせ る 好 作 品 
に 仕上 が っ て いる 。 効 果 音 の 使い 方 等 は 、 サ ント ラ を 数 多く 手掛け て いる ゴ 
プリ ン の 手法 を 思い 浮か べ て も ら え ば いい が 、 シ ン セ の 音色 や メロ ディ ー ラ 
イン 等 に は 若干 暗い 陰 が 感じ られ る 。 (江田 ) 
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グル ッ ポ ・ ダ ル テ ル ナ テ ィ ー ヴ ァ は 772 年 に ^Ipotesi” を 題する 個性 的 な 
アル バム を リリ ー ス し て いる 。 ピ ッ キ オ ・ ダ ル ・ ポ ッ ツ ォ の 1st と も 共通 な 準 ア 
ヴァ ン ギ ャ ルド 的 な 展開 を 得意 と する が 、 混 油 と し た 中 に も フル ー ト 、 オ ル ガ 
ン 等 イタ リア の カラ ー を 色濃く 残し た フレ ー ズ が 見 え 隠れ し て いる 。^ シ ン フ ォ 
ニッ ク ・ ロ ッ ク ” と 呼ぶ に は 抵抗 が ある が 、 非 常に ち 密 で 奥行 き の 深い 曲 構 
成 を 誇り 、 意 表 を 突く 展開 は 常に 聴く 者 を 魅 き 付 ける 。 高 度 な 演奏 技術 に 
裏打ち され た 計算 ずく の 曲 作 り と も 言え よう 。 グ ルー プ は 作詞 家 の G. Bassi 

含め 8 人 編成 の 大 所 帯 だ が 、 本 作 の み で 解散 し て し まっ た 模様 。( 江 田 ) 
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「 明 日 へ の 夜明け 」 と 題 さ も れ た グル ッ ポ 2001( ド ゥ エ ・ ミ ッ ラ ・ ウ ー ノ ) 唯一 
の アル バム で ある 。 夜 明け に 向かっ て 飛翔 する カモ メ が この レコ ー ド の 内 
容 を よく あら わし て いる 。 ロ ッ カ ンダ ・ デ レ ・ フ ァ ー テ の 持つ 構成 力 と カン タウ ト 
ー レ 達 の 持つ ほのぼの と し た 愛 の 賛美 が 程よく プレ ンド され た その サウ ンド 
は イル ・ ヴ ォ ー ロ や フォ ル ム ・ ト レ に も その 共通 点 を 見 い 出す こと が で きる だ 
ろう 。 切 々 と 歌い あげ る し ゃ が れ 声 の ボー カル は リッ カル ド ・ コ ッ チ ャ ン テ や ク 
ラウ ディ オ ・ パ リオ ー ニ 風 で あり 、 と て も あたたか み の あ る も の だ 。 イ タリ ア の 
租 明 と で も いう べき 772 年 に 製作 され 、 人 知れ ず 消え て いっ た 彼 等 の サウ ン 
ド は 、 し か し 今 尚 、 素 敵 な 夜明け の 歌 を 私 達 へ と 歌い か ける 。 (山崎 ) 
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ロ ル ケ スト ラ ・ レ ー ベ ル ('75 年 発足 ) の 民族 音楽 部 門 ? 筆 頭 の この バン 
ド は 、 計 3 枚 の アル バム と 1 枚 の 12 イ ンチ ・ シ ング ル を 出し て いる 。 こ の アル 
バム は 彼 等 の デビ ュー 作 に な る も の で 、 グ ルー プ 名 が 指す よう に 様々 な 地 
域 の フォ ー ク ・ ミ ュー ジッ ク を と りあ げ る その 第 一 歩 で ある 。 そ し て 様々 な も の 
を と りあ げ 、 い と も 簡単 に 聴か せる 実力 派 が 彼 等 で も ある 。 こ の アル バム で 
は トラ ッ ド 以外 に 英 ト ラディ スト 、 イ ワン ・ マ ッ コ ー ル や ギリ シャ の 作曲 家 、 ミ キ 
ス ・ テ オド ラキ ス 等 、 他 音楽 家 の 自 作曲 を と りあ げ て いる 点 に 特長 が ある 。 
そし て 全曲 、 比 較 的 スト レー ト だ 。 デ ビュ ー 作 らし く 素 材 に ば ら つ き を 感じ させ 
る 。 後 の アル バム 内 容 か ら す れ ば 、` ヾ さわり” と いう 気 も する 。 女 性 vo リー ド の 
バラ ッ ド が 好ま れ そ う 。 (松本 ) 


GRUPPO FOLK INTERNAZIONALE 
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ロ ル ケ スト ラ ・ レ ー ベ ル の アバ ン ギ ャ ルド ・ ト ラッ ド ・ バ ンド が 東欧 トラ ッ ド に 
挑ん だ 異色 の 一 枚 。 曲 は ブル ガリ ア を は じ め 、 ユ ー ゴ 、 ク ロア チア 、 マ ケド ニ 
ア 、 モ ラビ ア な ど 東 欧 各 地 か ら 選 ば れ て いる 。 こ れ ら の 地 の 不 協和 音 だ ら け 
変 拍子 まみ れ ポ リフ ォ ニ ー 漬 け の 音楽 を 再現 する の は 並み 大 抵 の 事 で は 
な い の だ が 、 彼 ら は 実際 の 東欧 の グル ー プ ( 例 、MUZSIKAS 等 ) と 比較 し 
て も まっ た く ひ け を 取ら な い レ ベル に あっ さり と 到達 し て いる 。 さ ら に 恐る べき 
事 に は 、 あ の 東欧 独特 の ボー カル ・ ス タイ ル ま で 完璧 に マス ター し て いる の 
で ある 。 現 地 の ト ッ プ ・ ク ラス の 女性 シン ガー と 比較 し て も 殆 ん ど と 遊 色 無い 。 
これ だ け は 、 技 術 が あれ ば マネ で きる 、 と いう も の で は な いと 思う の だ が ? 

(川辺 ) 
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前 作 の 「Daloy Politzei」 に 続い て 、 そ し て 同時 期 に 発表 され た マキ シ ・ 
シン グル と 共に 、 彼 等 の 本 領 が 発揮 きれ た アル バム 。 非 常に オリ ジ ナ リ テ 
ィ を 感じ させ る 1 枚 だ 。A 面 2 曲 、B 面 3 曲 と いう 構成 だ け に 、1 曲 の 中 で 展開 
する 、 あ る い は 育ま れる と 言う べき 曲 の 面白 さ が 存 分 に 味わえ る 。 ト ラッ ド を 
ベー ス に し た 複雑 な リズ ム の 強 張 、 そ の 狭間 に 現れ る 弦楽 器 の 不 協 音 、 ま 
た は 異国 情緒 、 中 世 音 楽 ふ う の 色 相 い 、 そ し て 豊か な ふく ら み と 流れ 滑ら か 
な ヴォ ー カ ル 等 、 ど こ を と っ て も 自在 。 相 当 に 意欲 的 だ が 余裕 の 成せ る 押さ 
え / 押 し で 表現 豊か だ 。 生 き 生 き と し た 音楽 の 表情 と は 、 こ うし た こと を 言う の 
か 。 次 々 と 移り 行く 中 に 大 技 小 技 有 り 、 変 拍子 、 不 協 音 を も 包み 込む 抱擁 
感 有 り 。 カ トラ ー は 大 き な 見 落し を し た 。 (松本 ) 
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グル ッ ポ ・ フ ォ ル ク ・ イ ン テ ル ナツ ィ オ ナー レ は 776 年 に 結成 され た バン ド 
で 以来 「FESTA POPOLARE」、「DALOY POLITZEI」、「IL NONNO DI 
JONNI」 と 3 枚 の アル バム を ロス ケス トラ より 発表 、3 枚 目 の ア ル バ ム を 発 
表し た '79 年 に この マキ シ ・ シ ング ル を 同時 に リリ ー ス する 。 従 来 の アル バ 
ム で の 彼 等 の サウ ンド は イタ リア 、 イ ギリ ス ・ メ キシ コ 、 ギ リ シ ャ 等 の 民族 音 
楽 を 独自 の 解 息 で コン テン ポラ リー な も の に 変形 させ て し まう と いっ た も の 
で ある 。 し か し 、 こ の マキ シ ・ シ ング ル で 聴け る サウ ンド は 一 段 と 汗 え を みせ 
て いる と いえ よう 。 そ の サウ ンド は グリ フォ ン と サー ド ・ イ ヤー・ バ ンド を 足し た よ 
うな も の で 、 別 な いい 方 を すれ ば イタ リア の ユニ ヴェ ル ・ ゼ ロ 的 な サウ ンド を 
有 し て いる 。 (山崎 ) 
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主 に フォ ニッ ト ・ チ ェ ト ラ に 作品 を 吹き 込ん で いる グ ア ル ディ アー ノ ・ デ ル ・ 
ファ ー ロ (燈台 守 ) が いっ た い 何 枚 の アル バム を リリ ー ス し た の か は 僕 は 知 
ら な い 。 長 く 、 イ ー ジ ー・ リ スニ ング 的 な ロッ ク 作 品 を 手がけ て き て いる 。 バ ッ 
ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン は 流動 的 で ある が 、 基 本 的 に シン セ サ イ ザー 奏者 を 中 心 
と し た ユニ ッ ト で ある 。 本 アル バム で は ドラ ム に トゥ リオ ・ デ ・ ピ スコ ポ 、 ベ ー ス 
に ジジ ・ カ ペロ ッ ト を 迎え 、 イ タリ ア ら し い ソ フト な イー ジー・ リ スニ ング ・ ロ ッ ク 
と で も いう べき も の を 聴か せ て くれ る 。 生 の スト リン グ ス ・ オ ー ケ スト ラ も 導入 さ 
れる 。 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と は いい 難い が 、 そ こ に 流れ る 情熱 は 充分 に イ 
タリ ア の アイ デン ティ ティ ー を 感じ る ? こ と が で きる 。 一 聴 に 値する 作品 で ある 
と 思う 。 (山崎 ) 


頭 GUERCIA (Figura G0ffa) 
ggeg 上 還 HHLOEI 

782 

久 Guemcia:8224 482 

O 


@ 





ゲル チア は !82 年 に 1 枚 の アル バム を 自主 製作 し て いる テク ニカ ル な 4 人 
組 で ある 。 往 年 の プロ グレ 名 作 群 に 比べ る と 腺 色 は 隠し 切れ な い が 、'80 年 
代 の 作 と し て は まず まず の 出来 だ 。 光 も “軽薄 短小 "が 主流 で ある 時 代 性 に 
照ら し て みて も 、 か つて の 様 な 重々 し い 音 作り が 期待 出来 な い の も 無理 か ら 
ぬこ と 。 果 た し て 本 作 で も 軽やか な テン ポ の ナン バー が 中 心 と な り 、 フ ュー ジ 
ョ ンタ ッ チ の 仕上 が り と な っ て いる 。 時 た ま 流 れる アー プ オ ディ ッ セ イ の 音色 
や ー 部 の メロ ディ ー ラ イン に イタ リア らし い 影 を か すか に 伺い 知る こと が 出 
来 、 純 然 た る フュ ー ジ ョ ン と は 言い 難い が 、 い わ ゆ る ` ポ ンプ ? と も 全く 流れ を 
異 に し 、 プ ログ レッ シ ヴ ロ ッ ク と 呼ぶ に は 若干 物足りな さ が 残 る 内 容 で あ 
る 。 (江田 ) 





HOMO0 SAPIENS 
Bella Da Morire 
77 

@Rifi RDZ ST 14278 








70 年 代 の 当時 に 国内 盤 が 由 た こと も あっ て か 、 ホ モ ・ サ ピエ ンス は 多少 
な り と も の 知名 度 が ある 。 計 5 枚 の アル バム を 出し た だ け あ っ て 安定 感 も 言 
うに 及ば あこ れ は 4 作 目 に な る 。 作 詞 の 大 半 、 ア レン ジ 、 プ ロ デ ュ ー ス を レナ 
ー ト ・ パ レティ が 、 そ し て アル バム の 約 半分 の 作曲 を ロベルト ・ ヴ ェ ッ キオ ー 
ニ が 各々 担当 し て いる 。A 面 トッ プ の タイ トル ・ チ ュー ン が 筆頭 だ が 、10 曲 中 
2 一 3 曲 を 除い て 甘い イタ リア ン ・ メ ロディ に 埋め 尽く され て いる の で 、 ど れ も 
大 差 な い 。 甘 く と も 清涼 感 の ある 歌声 が 良く も 悪く も 彼 等 らし く 、 オ ー ケ スト ラ 
を 使わ ず ス トリ ング ス ・ シ ン セ サイ ザー を 使っ て の パッ キン グ 等 に 見 合い そ 
うだ が 、 一 方 で 曲 の スケ ー ル 感 が 出 な い の も その 辺り か 。 小 じん まり と し た 
甘 さ が 中 堅 所 の 印象 を 与え る 。 (松本 ) 


HOMO SAPIENS 
Due Mele 

78 

@Rifi RDZ ST 14294 


〇 
@ 





トス カー ナ 出 身 の ホ モ ・ サ ピエ ンス は | Tarli( 毛 虫 ) を 前 身 と する ポッ 
プ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ で 、 レ コー ド ・ デ ビュ ウ 以 前 に は 、 後 に バン コ の ギタ ー リ 
スト と な る ロ ド ル フォ ・ マ ル テ ー ゼ を 擁し て いた こと で も 知ら れ て いる 。 本 作品 
は 「Homo Sapiens」(74) 、「Tornerai Torner6」(75) 、「Parcos Bill」 
(76) 、「Bella Da Morire」(77) に 続く も の で 、 惜 し くも 彼ら の ラス ト ・ ア ル バ 
ム と な っ て し まっ た 作品 で ある 。 そ の 内 容 は 従来 の 作品 と 同様 、 情 感 を 込め 
た ポー カル と コー ラス を 主体 と し た ロマ ンチ ッ ク で 親しみ や すい も の と な っ て 
いる 。 な お 、 プ ロ デ ュ ー サ ー 及 び 作 詩 、 作 曲 家 と し て の レナ ー ト ・ パ レー ティ 
の 存在 は 大 きく 、 長 き に 渡っ て 、 グ ルー プ の サウ ンド の 要 で あっ た と 言え る 。 
(賀川 ) 








HOP0 

Senmti 

"82 

@Game GLP 11982 

〇 Anthology ANT 12, 11 
⑳ 





"82 年 と いう 比較 的 新しい リリ ー ス 年 に も か か わら ず 自主 制作 の 為 か 、 遂 
に レギ ュ ラ ー 入 荷 さ れ る こと な < 廃盤 に な っ て し まっ た オ ボ 。 短 い 曲 は 多分 に 
ポッ プ な 感覚 で 作ら れ て いる が 、 長 い 曲 は 甘く 美しい トー ン の ギタ ー を 中 心 
と し た シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド で ある 。 テ クニ カル に せま る わけ で は な い が 、 メ 
ロディ を 重視 し 、 意 外 な 展開 を みせ る 曲想 が 魅力 ある 雰囲気 を 出し て い 
る 。'91 年 に MM RECORDS よ り 事 実 上 の 2nd で ある 「Finestra Dentro」 を 
リリ ー ス 。 前 作 の 延長 線上 に あり 、 か つ 洗 練 度 が 増し た シン フォ ニッ ク ・ サ ウ 
ンド が 聴け る 。 本 作 は 長らく 廃盤 に な か っ て いた が 、'92 年 に ポー ナス ・ ト ラッ ク 
ス を 加え て CD 化 さ れ て いる 。 (山崎 





HOP0O 

Dietro La Fimesta 
'92 

@MM Records CAM 001 

















"91 年 に 制作 され た Hopo の 2nd ア ル バ ム 。 こ れ は 完全 に オリ ジ ナ ル な ア 
ル バ ム と し て 制作 され た も の で 、 い わ ゆ る あり が ちな 発掘 物 で は 無い 。1st か 
ら 約 10 年 ぶり の 作品 と な る 訳 だ が 、 中 心 メ ン バ ー に 変化 は 無く く デ ィ ジ タル 
な 響き が 加わ っ て 、 録 音 も 新 し め に な っ て いる が 、 全 体 的 な イメ ー ジ に 変化 
は 無い 。 そ れ ど ころ か 、10 年 も 経っ て いる の に ここ まで 変わ っ て な いと 言う の も 
驚か され る 話 だ 。 つ まり 、 あ の Hopo 独 特 の メロ ディ ー と 歌い 回 し 、 派 手 で は 
無い が 美しい キー ボー ド 、 あ る 時 は 泣き 、 あ る 時 は ハー ト に 迫る ギタ ー.… と 、 
彼ら の 魅力 は 全く その まま で 残っ て いる わけ だ 。 決 し て テク ニカ ル で も シン フ 
ォ ニ ッ ク で も 無い が 、 何 か 心 に 残る .……Hopo と は そう いう バン ド な の だ 。 

(渡部 暁 ) 





ら ど ブ 








HO0RUS 
Stelle 思 Battamlia 
"93('78 年 録音 ) 


人 @ 
〇 Mellow MMP 148 
KO) 





78 年 に 唯一 の シン グル 盤 「Respiro/Stelle Di Battaglia」 を リリ ー ス 
し 、'82 年 発表 の ティ ト ・ ス キッ パ Jr.「Concerto Per Un Primo Amore」 に 
全面 参加 し た トリ ノー ジェ ノバ 圏 の バン ド 。 こ れ は シン グル 2 曲 に 未 発表 録 
音 4 曲 を 加え 93 年 に 編集 リリ ー ス され た も の 。 発 掘 物 の 一 つ 。 シ ング ル 曲 
以外 は スタ ジオ ・ ラ イヴ な の で 非常 に ラフ だ が 、 バ ンド の 資質 を 知る に は 十 
分 だ ろう 。 未 発表 録音 の 内 、2 曲 は 牧歌 的 な ヴォ ー カ ル 曲 の 小曲 、 他 2 曲 は 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ タ ッ チ で 展開 の ある 7 一 8 分 の も の で 、 ど れ も 正 式 に アル バ 
ム 製 作 さ れ て いた な ら 、 好 作 に な っ て いた だ ろう こと を 予感 させ る 。 力 量 の あ 
る バン ド だ と 思う 。 切 れ の ある 演奏 の 軽快 な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク に な っ て い 
る 。 録 音 状態 は 良く な い が 。 (松本 ) 





HUMAN EXPRESSION 
Beinmg In The Becpming 
'85 

人 private press HE 7 

O 


(OO) 





"80 年 代 に 入っ て し ば らく は 、 イ タリ ア の みな ら ず ヨーロッパ 全土 で ニュ ー・ 
グル ー プ が アル バム ・ リ リー ス す る こと は 少な か っ た 。 こ の ヒュ ー マ ン ・ イ クス 
プレ ッ シ ョ ン あ た り を 契機 に イタ リア で も 新しい プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ル 
ー プ の アル バム を リリ ー ス し よう と いう 気運 が 自主 制作 レヴ ェ ル で は ある が 
生ま れ 、 以 後 、 い くつ か の グル ー プ の 作品 が 生ま れ 、 フ ェ ス ティ ヴァ ル を 行う 
等 の 発展 を 見 る よう に な っ た の で ある 。 こ の グル ー プ は 、 あ まり イタ リア くさ さ 
が な く 、 さ ら り と し た 印象 の サウ ンド で 、 稚 抽 な 箇所 も ある が 、 全 体 的 に 夢幻 
的 な イメ ー ジ の トー タル 色 の 強い も の で ある 。 新 し い ヨ ー ロ ッ パ 系 の シン フォ 
ニッ ク ・ ロ ッ ク の 1 つの 典型 が この ヒュ ー マ ン ・ イ クス プレ ッ シ ョ ン だ 。 ア ル バ 
ム に は プ ブックレット が 付い て いる 。 (山崎 ) 





IBIS 

Sun Supreme 

74 

@Polydor 2448-022 
( 電 ) 


@ 





72 年 、 ニ ュー・ ト ロ ル ス が 二 つ に 分 裂 し た 際 、 ニ コ ・ デ ィ ・ パ ー ロ 、 ジ ャ ン 
ニ ・ ベ ッ レ ー ノ 、 フ ラン ク ・ ラ ヴ ジ ェ ッ リ 、 マ ウリ ツィ オ ・ サ ル ヴ ィ の 4 人 は ヴィ ッ 
トリ オ ・ デ ・ ス カル ツィ と 別れ 連名 の アル バム を 発表 し た 。 そ の 後 、 ジ ャ ン ニ 
が トリ トン ズ に 参加 し リッ ク ・ パ ー ネ ル と 交替 、 イ ビス と 名 乗り 、'74 年 に 制作 
され た の が 本 作 で ある 。 ニ コ の 音楽 性 を 反映 し 、 か つ 、 国 外 市 場 を 意識 し た 
イビス の 音楽 は 、 本 作 で は 組曲 と な っ て お り 、 ハ ー ド な 音 作 り が 中 心 と な っ 
て いる 。'75 年 に は マウ リツ ィ オ 、 リ ッ ク に 替え 、 レ ン ツ ォ トル トー ラ と パス ク ァ 
ー レ ・ ヴ ェ ン ディ ッ テ を 迎え 、2 作 目 「 イ ビス 」 を 発表 する が 、 ニ ニコ が ヴィ ッ ト リト 
と 和解 し ジャ ン ニ と と も に ニュ ー・ ト ロ ル ス へ 復帰 し た こと に より 、 イ ビス は 活 
動 を 停止 し た 。 (松本 ) 


IBIS 

lis 

ZS 

@Polydor 2448 036A 
9 847 073-2 





ニュ ー・ ト ロ ル ス の 流れ を 組む イビス 。 前 作 「Sun Supreme」 は イタ リア 
臭 さ こそ あま り 感じ させない が 、 出 来 と いう こと で は イタ リア が 生ん だ 数 多い 
シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 作 品 の 中 で も 上 位 に 位置 する も の で あっ た 。 本 セカ ン 
ド は 小曲 7 曲 を 集め た 構成 に な っ て お り 、 ヴ ォ ー カ ル を 中 心 に し た や や ポッ 
プ な 曲 や ハー ド な ギタ ー を 全面 に 押し 出し た 曲 が 収め られ て いる 。 シ ン フ ォ 
ニッ ク ・ ロ ッ ク と し て の 醍醐 味 は な く 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク と し て も 不足 で あり 、 ポ ッ プ 
ス と し て は 一 般 性 に 欠け る と いっ た サウ ンド で 中 途 半 端 な 感 が 否め な い 。 そ 
れ で も 、 ギ ター の フレ ー ズ や コー ラス 、 曲 の 展開 に は ニュ ー・ ト ロ ル ス の 影響 
が 感じ られ 、 マ ニア ッ ク な ファ ン は 楽し め る か も し れ な い 。 (賀川 ) 











INSIEMEMUSICADIVERSA 
Angelonetrpnella Paolopisell 
Terziliomanmcineli 

'80 


介 Patean MPP 0300 
(8 
@ 














P.Piselli、A.Petronella、T.Mancinelli、3 人 の 作曲 名 の ある 自主 制作 
らし き ア ル バ ム 。 様 々 な 音楽 の 混在 を 意味 する イン シェ ー メ ・ ム ジ カ ・ デ ィ ヴ 
ェ ル サ と いう バン ド 名 が 指す よう に 、 つ か み 所 の な い フ リー・ サ ウン ド が 全編 
に 渡る 。A 面 に 3 人 の 共 作 を 1 曲 、B 面 に は 各 作 曲 者 各々 の 3 曲 を 収録 し て 
いる 。 叫 び 声 か ら エ レク トリ ッ ク ・ ノ イズ 、p、g、b、kbd、 管 楽器 等 、 様 々 な 楽 
器 を 用 いて イン プロ ヴァ イズ し て いく 。 相 当 、 行 き 当 り ば っ た り の ユー モア さ 
え 感 じ さ せる 。A 面 は 流れ に まかせ た 冗長 さ が 所 々 目立つ か 。B 面 の 3 曲 は 
各々 に モチ ー フ が 定め られ て いて 、 ピ アノ 弦 に よる 共鳴 音 、 ピ アノ と コー ラ 
ス 、 エ レク トリ ッ ク ・ ノ イズ を 各々 中 心 に し た も の 。 全 体 に 集中 力 に 欠け る 硬 
さ を 感じ る が …。 (松本 ) 





IN TRE SULLA STRADA 
Im Tre Sulla Strada 
"73 

@Radio RRS 153 

〇 


⑳ 





イタ リア ・ ロ ッ ク 絶 頂 期 の 隠れ た 1 枚 。 メ ン バ ー は 3 人 で 中 心 人 物 Rinal- 
do Prandoni は ボー カル 、 ギ ター、 キ ー ボ ー ド を 担当 し 更に 作曲 、 ア レン ジ ま 
で 一 手 に 引き 受け て いる 。 テ クニ カル な 面 で は 語る べき も の は 何 も な い が 、A 
①、② の 美しき に は 無 条 件 に 感動 する 。 爪 弾 か れる 生 ギタ ー の 調べ に 聴き 
惚れ る 内 に 知ら ぬ 間 に 次 曲 は 始ま り 、 い つ し か 淡い 卿 革 と 悔恨 の 彼方 へ と 
移行 する 。 展 開 自体 極め て 単純 で あり 、 目 新しい も の は 何 も な い 。 し か し そ 
れ で も 尚 この 古 法 に 則っ た 、 心 の 深奥 に 働き か ける か の よう な 、 光 し 気 な メ 
ロディ ー と 束 い を 帯び た ボー カル は 、 眠 り に つい た 筐 の 記憶 を 呼び 醒 ま さ ず 
に お か な い 。E.A.Poe, Formula 3 等 を 更に 私 的 に し た よう な と 言っ た ら 少 
し は 的 を 得 て い る だ ろう か ? (鈴木 伸一 ) 





らち 











ト P. SON GROUP 

1 P. Son oup 

75 

@Utima Spiaggia ZLUS 55183 
O 





Marco Rossi(g、f、perc) を リー ダー と する sax & fl、perc、b、vo & 
perc 編 成 の アフ リカ ン ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ バ ンド 。2 人 の アフ リカ 人 と ミラ ノ 出 身 
の 3 人 か ら 成 る バン ド で ある 。 ジ ャ ケッ ト か ら は プロ グレ 色 を 期待 させ る が 、 コ 
ン ガ を 多用 し た 民族 色 の 強い サウ ンド に な っ て いる 。 ヴォー カル も イタ リア 語 
で は な く 、 ア フリ カ 系 の それ 。 ス タイ リッ シュ な ジャ ズ ・ ロ ッ ク で も フリ ー・ イ ンプ 
ロ ヴ ィ ゼ イシ ョ ン で も な く 、 た お や か な 流れ の ある 軽 味 の も の だ 。 全 体 に 各 奏 
者 の 音 使い が 繊細 な の で 、 と て も 耳 な じみ が いい 。 従 っ て 民族 音楽 特有 の 
癌 の 強 さ より も 、 む し ろう っ すら と ヴェ ー ル を お びる よう な 浮遊 感 を 感じ させ 
る 。 物 静けさ が 漂 よ う よ う な 曲 で は 、 夕 陽 に 沈む アフ リカ の 光景 が 目 に 浮か 
NE の 8 (松本 ) 


ITALIAN SOUND 
Torma 

77 

信 BUS 82093 


〇 


KO) 











ラプ ブ ・ ロ ッ ク の 傑作 で ある 。 お そら く 、 男 2 人 女 1 人 が 大 写し に な っ た だ け の 
あま り に も お 粗末 な ジャ ケッ ト か ら 、 全 く 注目 され て いな か っ た だ ろう 。 私 自 
身 、 某 氏 か ら こ の LP を 譲っ て も ら う まで 彼ら の こと は 知ら な か っ た 。 全 曲 は ず 
れ な し の ビュ ー テ ィ フ ル ・ サ ウン ド で 、 こ の 手 の ラ ブ ・ ロ ッ ク に つき も の の オー 
ケス トラ の 導入 も な く 、 そ れ が か えっ て キー ボー ド 系 の 美 し さ を 極 立た せ て お 
り 実 に 好感 が 持て る 。 若 干 気 に な か る の は 女性 ヴォ ー カ ル が や や 品 の な い 歌 
い 方 を し て いる と ころ だ が 、 ト ー タ ル と し て みれ ば それ 程 の マイ ナス と は な ら な 
いで あろ う 。 と に か く こ の 手 の サ ウン ド と し て は 一 級 品 で ある こと に 間違い は 
な い 。 な お 、 同 レー ベル に LP 未 収 の シン グル が 2 枚 は 確認 され て いる 。 他 に 
LP が 有る か は 不明 。 (杉原 ) 





JACULA 

Tard0 Pede In MMagiam Versus 
75 

信 The Rogers TR 010001 

〇 Mellow MMp 136 





72 年 に ディ エト ロ ・ ノ イ ・ デ ゼル ト と いう 名 で シン グル を 1 枚 発表 し た アン 
トニ オ ・ バ ルト チェ ッ テ ィ は 、 次 に イン ヴィ ジブ ル ・ フ ォ ー ス 名 義 で シン グル を 
リリ ー ス (これ は ヤク ラ の 曲 の テイ ク 違 い ) し 、75 年 に 本 作 を 発表 。Charles 
Tiring と いう キー ボー ダー の 弾く チャ ー チ ・ オ ル ガ ン を 核 と し た サウ ンド で 他 
の グル ー プ に は た と えよ う も な い オ リ ジ ナ リティ を 持っ て いる 。 ヤ クラ と し て は 
この 後 、「 ミ ッ サ ・ ニ グラ 」 と いう アル バム を 録音 、50 枚 だ け プ ロモ ー ト 盤 を 創 
っ た と いわ れ て いる が 発表 に は いた ら ず メン バー が 分 裂 。 バ ルト チェ ッ テ ィ 
は アン トニ ウス ・ レ ックス を 結成 する こと に な る 。 プ ラッ ク ・ マ ジッ ク に 傾倒 する 
彼 は 、 そ の 後 も 音楽 と プラ ッ ク ・ マ ジッ ク の 狭間 で 、 マ イペ ー ス の 活動 を 続 
け て いる 。 (山崎 ) 


人 0 Am 1 


@ 
〇 Mellow Records MMP 118 
⑳ 


AD 





ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 「Tardo Pede In Magiam Versus」 が 超 然 た る 
暗黒 世界 の 一 種 の 狂気 じみ た 宗教 性 を 醸し 出し て いる の に 対し て 、 こ の ア 
ル バ ム で は 闇 の 世界 で は あっ て も 緊張 感 は 薄弱 だ 。 チ ャ ー チ ・ オ ル ガ ン を 
中 心 に 怪奇 的 黒 魔術 の 臭い は ある が 、 フ ァ ー ス ト よ り 楽 器 の 種類 も 少な く 
地味 な 感じ だ 。 各 曲 が 年 代 別に 録音 され た も の を 集め た も の で 善し悪し が 
ある 。1 曲 目 の タ イト ル 曲 で は 幻想 交響 曲 の サバ ト の 夜 の 夢 の 主題 が 使わ 
れ て いる が 荘厳 さ は な く 割 合 と 淡々 と し た も の だ 。 オ ル ガ ン の 動き も 面白 味 
に 欠け る 。 不 気味 さと 暗く 伸 し 掛か る 肢 囲 気 は 味わえ る が ファ ー ス ト ・ ア ル バ 
ム に は 及ば な い 。 (熊谷 ) 








JANUS 

川 Maestrale 
"80, "81? 
@private J-02 





イタ リア の ?80 年 代 前 半 は 一 般 に プロ グレ 不毛 の 時 代 と し て 認識 され て 
いる が 、 カ ステ ロ ・ デ ・ ア トラ ン テ や アト ンズ の シン グル は この 時 期 に 発表 さ 
れ て お り 、'90 年 代 に 花開く ネオ ・ プ ログ レ の 朋 芽 が 既に 存在 し て いた の を 
我々 が 見 過 し て し まっ た 、 と いう 部 分 も 案外 大 きい の か も 知れ な い 。 こ の ヤ ヌ 
ス ゼ 80 年 代 初頭 に 本 作 及 び シ ング ル 3 枚 を 残し て いる が 近年 まで 殆ど 知 
られ て いな か っ た 。 ク レジ ッ ト が 無く 詳し いこ と は 不明 。 フ ァ シ ズム と 関わ っ て 
いて 表立っ た 活動 が 出来 無かっ た と の 危 い 噂 も ある 。 シ ング ル 曲 と は 異 り 、 
下 ん だ ギタ ー を 大 きく フィ ー チ ャ ー し た クリ ム ゾ ン 風 も ある が 基本 的 に は フル 
ー ト と キー ボー ド を メイ ン に し た お と な し め の ク ラ シ カ ル な 作風 。 も っ と 良い 機 
材 が あれ ば 、 と 想像 する と 至極 残念 。 (森下 ) 





J.E.T. 


Fede, Speranza, Carita 
7 が コ 

@Durium ms A 77307 

〇 


@⑱ 





ドリ ウム ・ レ ー ベ ル は 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン の 間 で も 割 と 馴染 み の 薄 
い 存 在 だ が 、 イ タリ ア 本 国 で は 規模 の 大 きい 会 社 で ある らし い 。 中 ジャ ケ に 
貼り 付け られ て いる 金杯 が 、 表 ジャ ケ の くり 抜か れ た 部 分 か ら 浮き 出 て いる 
と いう 、 気 品 溢れ る ジャ ケッ ト に 包ま れ た J.E.T. の アル バム は 、 全 体 的 に ハ 
ー ド な 音 創り が な され て いる 。 全盛期 の ユー ライ ア ・ ヒ ー ブ を 初 視 と させ る よ 
うな A① の タイ トル ・ ナ ン バ パー は 、 そ の 代表 的 な 存在 だ が 、B 面 で は 、 ニ ュー・ 
トロ ルス の 「UT」 中 の 名 曲 「Chi Mi Pu6Capire」 を 思わ せる よう な 、 シ ン フ ォ 
ニッ ク な 趣 を 持っ た 曲 も 聴か れ 、 い ずれ も が それ な り に 魅力 的 で ある 。 全 体 
的 な 出来 と し て は 、 中 堅 的 存在 と いっ た 印象 だ が 、 忘 れ 去 られ て し まう に は 
惜しい 好 作 品 と 言え よう 。 ( 城 元 ) 





どど 








JUMBOD 

Jumho 

72 

久 Philips 6323 012 
〇 Philips 512 117-2 
@ 





ジャ ン ボ は ヌメ ロ ・ ウ ー ノ か ら シ ング ル デ ビ ュー を 和 飾っ た 後 、 フ ィ リ ッ プ ス 
に 移り 1st ア ル バ ム を リリ ー ス し て いる 。 日 本 で は た また ま 、 セ ッ シ ョ ン 的 色 
彩 の 濃い 3rd ア ル バ ム が 最初 に 紹介 され た た め 誤 っ た 先入観 が 植え 付け 
られ て し まっ た 嫌い が ある が 、 本 作 で は 彼ら の 原点 と も 言う べき 泥臭い ブル 
ー ス ロッ ク が と っ くり と 聴け る 。 ブ ルー ス 特 有 の コー ド 進 行 に 渋 め の ギタ ー や 
ハー モニ カ が 絡め ば 、 も うそ こ は プ ログ レ 愛 好 家 の 守備 範囲 で は な い が 曲 
展開 で は A.Fella の ダミ 声 が 優 然 生き て 来る 。 た だ し B 面 に 入る と ピア ノ 、 フ 
ルー ト の 使い 方 等 、2nd と 共通 の 要素 も 見 られ る よう に な り 多 少 趣 が 変わ 
っ て 来る 。 素 朴 な 印象 さえ 与え る B① の 曲 は 、 次 作 A③ に も 収録 され 、 迫 力 
満点 と な っ て 再 登場 する こと に な る 。 (江田 ) 























UMBO 
DNA 
"71 


@Philips 6323-017L 
〇 Philips 512 118-2 
⑲ 
































ジャ ン ボ の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 サ ー ド ・ ア ル バ ム が ゲス ト ・ ミ ュー ジ シ ャ ン 
を 加え 、 級 密 な 構成 と ハイ クォリティ な 演奏 力 を 誇る の に 対し 、 本 アル バム 
は 、 オ リ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー 自 身 に よっ て の どか さ を 感じ させ る 歌 を 中 心 に し た 
し ぶ み の ある 曲 を 展開 させ て いる 。 ク セ の ある ボー カル が 好き 嫌い を 分 け て 
し まい そう な 気 が す る が 、 聴 き 込め ば 聴き 込む 程 に 深み が 増し て くる アル バ 
ム だ と 私 は 思う 。 バ ッ ク に 流れ る ピア ノ や フル ー ト が と て も イタ リア 然 と し た 響 
き を 持っ て いる 。 こ の 時 点 で の メン バー は 、 ア ル ヴァ ロ ・ フ ェ ッ ラ (Vo.Gui) 、 
ヴィ ー ト ・ ヴ ァ ル ツァ ー ネ (Dr) 、 セ ル ジ ォ ・ コ ン テ (Org) 、 ダ ニ エ ー レ ・ ビ アン 
キー ニ (G) 、 ダ リオ ・ グ イド ッ テ ィ (FI) 、 ア ルド ・ ガ ル ガ ー ノ (Bas) 。 (山崎 ) 





JUMBO 

Vietato. Ai Minori i 18 Ammi 
73 

@Philips 6323 025 

〇 Polygram 846 462-2 


KO 





JUMBO の サー ドア ル バ ム 。1 曲 目 は いき な り の ボー カル に の け ぞ っ て し 
まう が 、 そ れ に 続く 間奏 部 が 素 晴 し い 。 広 が り の ある E・ ギ ター と フル ー ト の 
掛け 合い か ら ギ ター ソロ に 移っ た か と 思う と 、 一 転 し て ピア ノ の アル ベ ペ ジオ 
の 上 を 叙情 的 な パイ オリ ン が 絡み 、 思 わ ず QVL の 2nd か と 酔い し れ て し まう 
が 、 そ れ を 断ち 切る 様 に 再び ポー カル が 入っ て 来る 。 が 、 裏 を 返せ ば 、 こ の 
クセ の ある ボー カル が 曲 を 魅 き 立た せる こと に な ろう 。 こ の 曲 の 構成 は 見 
事 。2 曲 目 で は 代わ っ た ドラ マー の 曜 動 す る リズ ム の 上 を へ ビー な プラ ス と 
ムー グ と ハモ ンド が 絡む スリ リン グ な 曲 。B 面 で は メロ トン も 使用 され て いる 
が 、 全 体 的 に は 妖気 漂う 変幻 自在 の ボー カル が 支配 し て お り 、 非 常に アク 
の 強い イタ リア らし い サ ウン ド に な っ て いる 。 (高橋 ) 


JUMBO 
Live 
"92('90 年 録音 ) 


@ 
〇 Mellow MMP 108 
⑱ 





Jumbo の パリ で 90 年 に 行わ れ た Live。 当 然 音 は 良い 。 内 容 を 聞い て ビ 
ッ ク リ 、 な ん と 名 作 3rd か ら の 曲 が 中心 な の だ 。 あ の 3rd と いう アル バム は 、 
彼ら の 持ち 味 で ある プ ブルース 色 を ベー ス に 、 こ れ 以 上 無い と 言う ぐら い 級 
密 且 つ 練 り に ね っ て 作ら れ た アル バム で あっ た が 、 そ れ は 当然 セッ ショ ン ・ 
ミュ ー ジ シャ ン を 集め て 、 こ れ で も か と ば か り に ダビ ング を 繰り 返し て 作ら れ 
た も の だ ろう と 思っ て いた 。 と ころ が この LIVE で 聞け る 音 は 間違い 無く あの 3 
rd の 音 だ 、 し か も ダビ ング を 繰り 返し た サイ ボー グ 的 な 音 と し て で は 無く 、 恐 
ろ し いま で に 人 間 臭 く 熱い 匂い を 持っ て Jumbo が 目 の 前 に 迫っ て くる 。 
Fella が アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を 持っ て 歌い 始め る 瞬間 、 ほ と ん ど 目 の 前 
が 真っ 白 に な っ た 私 で あっ た 。 (渡部 暁 ) 








JUMBO 
Viglimi 『autumn 
"92('83 年 録音 ) 


@ 
〇 Mellow MMP 119 
@ 





"83 年 に 制作 され た スタ ジオ 録音 音源 に LIVE を 加え た 物 で ある 。 音 的 に 
は あの 名 作 3rd の よう な 驚異 的 な 集中 力 で 時 み 掛け る よう な サウ ンド で は 無 
く 、1st 一 2nd の 延長 線 に ある よう な ブル ー ス ・ ロ ッ ク を 基盤 に し た や や POP 
な も の と な っ て いる 。 た だ し 、 内 容 的 に は 主要 メン バー が 脱退 し た た めか 、 か 
つて の よう な エネ ルギー は 無く な が り 、 ど うに も 引っ 掛か り の 無い 音 作り な の が 
残念 だ 。 と は 言う も の の 、 あ の 3rd ア ル バ ム は 当時 の シー ン の 影響 を 受け た 
彼ら の 本 質 と は や や か け 離 れ た も の で あっ た こと も 事実 で あり 、 彼 ら が 発表 
し て いる 多く の シン グル で も 聞け る と お り 、 こ の アル バム の 音 が 彼ら の 本 来 
の 音 に より 近い と 言え よう 。 どちら か と 言え ば マニ ア 向 け の 音源 発掘 で ある 。 

(渡部 暁 ) 





(LES) JONGLEURS 
Camti E Balli MMedinevali 


@Pentagramma LP PG 243 
〇 
@ 





イタ リア の トラ ッ ド ・ ミ ュー ジ シ ャ ン の 活動 の メイ ン は レコ ー ド ・ リ リー ス よ り 
も 生 演奏 に ある 様 で 、 小 さ な 町 々 に それ ぞ れ 趣味 的 な バン ド が あり 当地 の 
少 さ な 会 場 で 演奏 し た また ま 作 っ た 自主 盤 を つい で に 売る 、 と いう の が 実情 
だ ろう と 推測 出来 る 。 お か げ 様 で どれ も これ も 珍し いし 高い 。 そ れ で も こん な 
作品 に 出会う と 再び 苦労 と 出費 を 重ね る 覚悟 が 出来 て し まう (当然 スカ も 
沢山 つか む ) 。 ム ジ カ リ ア を 夜 、 ス オノ フィ チ ナ を 痢 、 メ デア ・ ア エタ ス と ジュ 
ウラ ー リ ・ デ ィ ・ ピ アッ ツァ を 世紀 末 的 天 廃 と 尼 美 の イメ ー ジ と する と 、 高 音 
域 の 楽器 を 多用 し 清純 さと 愛 ら し さ 一 杯 の 女性 ヴォ ー カ ル を 擁する 彼ら の 
音楽 は まさ し く 天 上 の 音楽 と 言う に ふさ わ さ い 。 (森下 ) 

















JA6OPONE 
Jac0DONB 

1 

人 @RCA DPSL 10608 
9 

(O】 














この ヤコポ ネ ? と 題 さ れ た 作品 は フェ スタ ・ モ ビー レ の メン バー が 参加 し 
て いる ロッ ク ・ オ ペラ ・ ア ル バ ム と いう こと で 一 時 話題 に な っ た 作品 。 ど うい う 
内 容 な の か は イタ リア 語 の 認識 不足 の 為 、 よ くわ か ら な い が 、 わ り と 明る め 
の 曲想 で 、 他 の ロッ ク ・ オ ペラ の 例 に も れず 音楽 単体 と し て 聴い た 時 に 、 そ 
れ 程 イメ ー ジ が わか な い 。 又 フェ スタ の メン バー も 自分 達 の プレ イ を で きま 
あく まで セッ ショ ン ・ マ ン と し て の そつ な い プ レイ に 終始 し て いる 為 、 あ の 、 技 
術 的 な スリ リン グ 極 まる プレ イ を 想像 し て 聴く と が っ か りす る だ ろう 。 内 容 が 
わか ら な 人 に は 余り 楽し め な いと 思う 。 (松本 ) 





LASER 

Vitf Sul Piameta 

273 

人 @Car Juke Box CRJLP 00032 


〇 Mellow MMP 111 
@ 














少し 前 まで は よっ ぽ ど の マニ ア 以 外 は 誰 も 知ら な か っ た LASER の 唯一 
の アル バム 。 内 容 は プロ グレ ッ シ プ ・ ロ ッ ク と 言う より 、 や や ハー ド で 、 渋 い 
プル ー ス 、 サ イケ ・ ロ ッ ク 。'70 年 代 始め の イギリス に ゴロ ゴロ し て いた あの 
サウ ンド だ 。 と ころ が これ が イタ リア 語 で 歌わ れる と 、 あ の 独特 の 節 回 し が 生 
き て き て 、 や は りこ れ も 渋 い オ ル ガ ン の バッ ク と あい まっ て 、 な ん と も 見 過ごせ 
な い 作 品 に な っ て し まう 。 結 論 か ら 言 えば B 級 中 の B 級 と 言え る 作品 だ が 、 イ 
タリ アン ・ ロ ッ ク 特 有 の 「 あ の 感じ 」 は 随所 に 見 られ る 。 多 分 、 英 語 で 歌わ れ 
て た ら 見 向き も され な か っ た で あろ うこ の アル バム 、 イ タリ ア 語 で ある と 言う 

だ け で 無視 出来 な く な っ て し まう 我々 は いっ た いな ん な の で あろ うか ? 
(渡部 暁 ) 
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新約 聖書 中 の ^ キ リス ト 受 区 ” を テー マ に 創 ら れ た この アル バム こそ 、 イ 
タリ アン ・ ロ ッ ク 史 上 、 ま ご うこ と な き 最 高 の 名 盤 だ ./ ヨー ロッ パ の 伝統 芸 
術 に 触れ る 時 、 そ の 精神 的 背景 に ある キリ スト 教 の 存在 の 大 き さ を 認識 せ 
ず に は 決し て いら れ な い 。 同 じ 聖 書 の 内 容 に し て も 、 ほ と ん ど 原 体験 に 近い 
ヨー ロッ パ 人 に と っ て の 重み 、 深 み は 、( 信 仰 の 有無 に 関わ ら ず )「 知 識 」 な 
いし は それ に 類する も の だ 。 そ し て そこ か ら 生 まれ る 「 真実 」 に 圧倒 され 、「 伝 
統 」 を 感じ と る 時 に 、 私 達 は この 作品 の 素晴らし さ を 知る の だ 。 多 彩 な キー 
ボー ド 群 と か 、 合 唱団 を 使っ て いる と か は 、 こ の 作品 を 賛辞 する 上 で 、 あ くま 
で 二 次 的 な も の に すぎ な い 。 ( 城 元 ) 
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極端 に パー カッ シ ヴ な オル ガン の イメ ー ジ 強い た めか 、 昔 か ら `E,L&P 
的 ? と 評 され る 事 の 多かっ た 2nd ア ル バ ム 。 空 前 絶後 の 名 作 の 後に 出 た 作 
品 だ け に 比べ て し まえ ば 分 が 悪い が 、 本 作 も また イタ リア ン ・ ロ ッ ク 全 盛 期 を 
代表 する 一 枚 だ 。 目 まぐ る し く キ ー ボ ー ド ・ オ ー ケ スト レー ショ ン の 展開 の 中 
を 、 物 間 し い ヴ ォ ー カ ル ・ メ ロディ が 少し ずつ その 表情 を 変え な が ら 幾 度 と な 
く 現われ て は 消え る タイ トル 組曲 は 絶品 。 と り わ け 第 3 楽章 中 の `Rimani 
Nella Mia Vita" や 第 5 楽章 \I| Verdetto* の 後半 部 な ど は 、 狂 お し いま で 
の リリ カル さ に 満ち て いる 。B 面 は クラ シッ ク の 名 曲 を 複数 モチ ー フ に 用 い 
て 彼ら 風 に 仕上 げた 組曲 が 中 心 。 本 作 に は テス ト プ レ ス の み の 英 語 ヴ ォ 
ー ジ ョ ン が 存在 し 、 近 年 CD 化 さ れ た 。 ( 城 元 ) 
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ドラ ム の アル フィ オ 以 外 の メン バー を 一 新 し 、 ツ イン ・ キ ー ボ ー ド の 4 人 編 
成 と な っ て 776 年 に 発売 され た 3rd。1、2 作 め と 比べ る と 小粒 な 印象 は 否め 
まず 新 メ ン バ ー も オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー ほ どの 強い 個性 は 持ち 得 て い な い 。A 
(① か ら A③ ま で が 新 メ ン バ ー に よる 歌 物 ナン バー。A③ の 出来 が 特に 良く 、 
^Papillon* の メロ ディ ー を 思い 起こ させ る 。A④ の `Opera 21* は ベー トー ヴ 
ェ ン の 曲 の カヴァ ー で 、 や は り 「Papillon」B 面 の イメ ー ジ 。 聴 き 物 は オリ ジ 
ナル ・ ラ ッ テ ・ エ ・ ミ エー レ 以 来 の ナン バー で ある B 面 全て を 使っ た 大 曲 
^Pavara” だ 。 少 々 構成 に 散 慢 な 点 は ある が 、 ピ アノ 、 ハ モン ド 、 ム ー グ 、 ソ 
リー ナ が 織り 成す オー ケス トレ ーション は ラッ テ ・ エ ・ ミ エー レ 以 外 の 何 物 で 
も な い 。 ( 城 元 ) 
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バッ ハ の 「 ト ッ カ ー タ と フー ガ 、 二 短調 」 の 荘厳 な 調べ を オー プ ニ ン グ に 幕 
を 開け る この ライ ブ は 当時 の イタ リア ン ロ ッ ク 界 きっ て の 名 グル ー プ で ある 
ラッ テ ・ エ ・ ミ エー レ が 彼ら の 絶頂 期 で ある '74 年 に 行っ た ライ ブ を 収録 し た 
も の で ある 。 内 容 も 先 の オー プ ニ ン グ よ り メ ドレ ー で 「 受 難 劇 」 の 前 半 部 分 
が 通し で 演奏 され 、 そ の 後 の MC を 経て 「 パ ピヨ ン 」 の 中 間 部 分 へ な だ れ 込 
む 。 そ し て 収録 曲 の 最後 は な ん と この ライ ブ の 数 年 後に リリ ー ス され る 3rd 
の 中 の 「 パ バー ネ 」 の 原 曲 な の で ある 。 厳 し く 聴 け ば 演奏 面 で の 危な っ か し 
さや 音質 の 悪さ な ど 若干 の 問題 点 は ある の だ が 、 こ の 内 容 で あれ ば ファ ン 
心理 と し て 2 枚 組 の ライ ブ 完 全 収 録 ( 祈 ! 実 現 ) で 聴き た く な る 程 で 、 ま さ に 貴 
重 で 夢 の よ うな ライ ブ で ある 。 (島村 ) 





[< メー】 
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これ は な ん と 3rd を 出し た 3 年 後 の '79 年 頃 に レコ ー デ ィング され て いた ラ 
ッ テ ・ エ ・ ミ エー レ の 未 発 表 作品 を CD 化し た も の で メン バー の 方 も 3rd の 4 
人 か ら キ ー ボ ー ド の 片方 の ミッ モ が 抜け た 3 人 編成 に な っ て いる 。 内 容 的 に 
は この 時 期 の シン グル を 聴い て も 分 か る 通り ほん の 一 部 に 往年 の プロ グレ 
的 感覚 は ある も の の 大 半 は 歌詞 が 一 部 英語 で ある の と 曲 作 り が 当時 の 
流行 に よる も の か 多分 に アメ リカ ナイ ズ さ れ て いる の で か な り 以 前 の アル バ 
ム と は イメ ー ジ を 異 に し て いる 。 し か し な が ら 、 や は り そ こ は 往年 の キャ リア か 
ら か 全体 的 に そこ は か と な く 香る イタ リア の 雰囲気 は 感じ ? こ と が 出来 る 。 と 
いう わけ で 、 以 前 の イメ ー ジ に と ら わ れず イタ リア ン ハ ー ド ポッ プ と いう 感覚 
で 聴く の が 正解 の 作品 で あろ う 。 (島村 ) 
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RCA 傘 下 の Reul レ コー ド が リリ ー ス し た この 作品 は 、 美 し ドラ マチ ッ ク な 
オー ケス トレ ーション と 粘っ こい ギタ ー、 そ し て コチ ャ ン テ を や や 荒 々 し くし た 
よう な ボー カル を 絶妙 に 調和 させ た A①^Con Rabbia.… Con Amore” を 
筆頭 に 、 染 々 と し た ボー カル を 清らか な メロ ディ ー が 印象 的 な 
Grattacielo" 等 、 心 に 残る 歌 を 聴か せ て くれ る 好 ア ル バ ム 。 作 詩 ・ 作 曲 ・ ア 
レン ジ は Loreno Lazzarini, Claudio Praticelli と プロ デュ ー ス も 手掛け た 
Renato Ulvioni に 依る 。 コ チャ ン テ 、 バ リオ ー ニ 等 の ファ ン に は 絶好 の アル 
バム と な る だ ろう 。 (鈴木 伸一 ) 
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トル トナ 出身 の トリ オ 、 レ オー ニ 。 荘 重 む ね パ イプ オル ガン を 配 し た デ ヴ ュ 
ー・ シ ング ル 「Ogui Notte」 が 知ら れ て いる が 本 LP も 決し て 捨て た も の で は 
な い 。 端 正 な が ピア ノ に 導 か れ て 湧き 出る 幽玄 な オル ガン と フル ー ト 、 哀 感 を 
秘め た 夢見 心地 の ヴォ ー カ ル 、 派 手 さ は 無い が 100 枚 目 、200 枚 に 聴く イタ 
リア も の と し て は 充分 堪能 出来 る ハズ 。 個 人 的 に は レア ー レ の 1st や トリ ア 
ー デ の B 面 を 思い 出し て し まっ た 。B 面 に は ビー ト の 名 残り か や や 散漫 な 曲 
も ある が 、 ゲ スト の 女性 スキ ャ ッ ト が 再び 登場 する 最後 の 曲 を 聴い て それ も 
許せ る 。 も う 一 枚 の シン グル 「Baciare Baciare/l| Rinoceronte」(Ricor- 
di SRL 10636 71) の A 面 は 未収 だ が 音楽 祭 狙い で や や ポッ プ 、B 面 は 収 
録 だ が だが ヴァージョン 違い 。 (森下 ) 


LEVIATHAN 
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カラ ー ビ ニ ー ル 仕様 の 300 枚 限定 版 と ノー マル 版 の 二 通 り の LP を 制作 
する 、 と いう その 筋 の 責 を 押さ えた (?) デビ ュー を し た LEVIATHAN。 内 容 も 
この 時 代 の プロ グレ に ふさ わし く 、 ク リア ー な 音色 と イン ター ナシ ョ ナル 性 が 
特徴 と な っ て いる 。 イ タリ アン ・ へ ビィ プロ グレ の どろ どろ し た 雲 囲 気 も 、 イ タ 
リア 語 の 歌詞 に 代表 され る イタ リア 臭 さ は ここ に は 無い 。 こ の グル ー プ の 持 
ち 味 は 伸び や か な ボー カル や 親しみ 易い メロ ディ ー で あり 、 イ ギリ ス の グル 
ー プ か と 思っ て し まう 透明 な 音 作 り で ある 。 ま た 、 デ ビュ ー ア ル バ ム で ある に 
も か か わら ず し っ か り し た 演奏 や アレ ンジ の た め 安 心して 聞け る 作品 に な っ 
て いる 。LP も ダブ ル ジ ャ ケ ッ ト 仕 様 で 美しい イラ スト だ が 、 こ こま で や る な ら レ 
ー ベ ル デ ザ イン に も 凝っ て 欲し か っ た 。 (野呂 ) 
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一 年 ぶ ぷり の セカ ンド ・ ア ル バ ム で 、 音 の 方 が けっ こう タイ ト な 要素 を 増し て 
来 て いる 。 そ の せい か 、 ま すま す プ リティ ッシュ な 指向 が 強まっ て いる よう な 気 
が する 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ピ アノ を 多用 し 、 シ アト リカ ル な 展開 を 見 せ て いる 
の だ が 、 中 期 ジ ェ ネ シス 寺 ア ンジ ュ と いっ た と ころ を 目指 す の だ ろう 。 構 成 、 
展開 に 訟 て 、 若 干 ひ ね くり すぎ の 部 分 も ある 気 が す る が 、 そ れ を 上 回 る だ け 
の 軽快 きも 兼ね 備え て いて 、5 曲 目 の よ うな 20 分 近い 大 作 で も 飽き は 来 な い 
し 、 破 綻 を きた す よ うな こと は な い 。 た だ 、 ど こ か 突き 放す よう な 面 が 有り 、 も う 
すこ し 情緒 が 有 っ て も 良い の で は な いか と 思う 。90 年 代 の イタ リア ン ・ グ ルー 
プ の 中 で も 級 密 さと 知 的 な 構成 で は 上 位 に 位置 する 。 (津田 ) 
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「Danze E Ballate Dell'Area Celttica Italiana」(Shirak SLM3304) 
が 1st で 本 作 が 2nd だ と 思う 。'84 年 に シン グル 「Marianna Rock/La 
Tigre Della Malaysia」(Shirak LN84035) を Lionetta Scena 名 義 で 出 
し て いる が トラ ッ ド で は な い 。 本 作 及 び 前 作 は ド ト ラ ッ ド だ が 泥 臭 過ぎ ず 我 々 
に も アビ ピー ル す る も の が ある 。 ダ ンス ・ チ ュー ン と コー ラス ・ ワ ー ク が 多い 為 
基 か 重く ゴツ ゴツ し た 印象 を 与え る が それ で も そこ か し こ に 港 み 出 る 物 哀 し 
い 情緒 性 は 充分 魅力 的 。 紹 介し 切れ な か っ た イタ リア トラ ッ ド 系 作品 と し て 
Les Troubadours、Malvasia、Lou Dalfin、| Viulan、La Cantarana、Fol- 
kestralia、 そ の 前 身 の Mandragola、 等 々 、 数 え 挙げ れ ば 切り が 無い 膨大 
な 数 の 作品 が 、 そ の 殆ど が 全く 知ら れず に 、 眠 っ て いる こと を お 忘れ 無き よ 
の 8 (森下 ) 
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オリ ジ ナ ル 盤 は それ 程 多 く 出回っ て な い が 、 何 故 か 一 昔 前 に 国内 盤 LP 
が 出 て いた 。 本 作 は 彼ら の 2nd で 、'78 年 に 「Let : From Experience to 
Experience」(Shirak LL 001) と いう 1st が 出 て いる が 、 そ ちら は 残念 な が 
ら 未 聴 。 伝 え 聞く 所 で は あま り 芳 し い 出来 で は な いと の 噂 だ が 真 偽 は 不明 
で ある 。 ク レジ ッ ト に は 8 人 、 中 ジャ ケ の 写真 に は 5 人 の メン バー が 見 える 
が 、 ド ラマ ー で Key も 担当 する ジョ ニー・ ベ ッ テ ィ な る 人 物 が 全曲 の 作曲 、 ア 
レン ジ 、 プ ロ デ ュ ー ス を 手掛け て いる 。 バ ンド の 音楽 的 方 向 性 は 今一つ 掴 
み 所 が な い 。 随 所 に ジャ ズ ぽ い 演 奏 が ある か と 思え ば 、 タ イト ル 曲 は どこ か 
ピン ク ・ フ ロイ ド 的 だ し 、 ク ラリ カル に は じ ま り ハモ ンド が 活躍 する B① は な る ほ 
ど イ タリ ア か な 、 と いう 感じ 。 い ずれ も 決め 手 が 弦 い 。 ( 城 元 ) 


LIVING MUSI6 

To 叫 len 品 nsherg 
73 

人 @RCA DPSL 10574 


〇 


(CO) 





^HowI^Song“^Lysergic Acid^Mandala”、'60 年 代 の アメ リカ を 動 
か し た 思想 / 実 践 家 、 ア レン ・ ギ ン ン ズバ パー グ の これ ら 詩 を 歌っ た 4 曲 を 含 
む 非 カン ツ ォ ー ネ 系 の 意欲 作 。 男 女 6ー7 人 の ミュ ー ジ シャ ン が 集まっ て い 
る 。 他 の 曲 を 含め て 、 サ ウン ド 上 で は フォ ー ク 、 ジ ャ ズ 、 イ ンド 音楽 を ミッ クス し 
た も の 。 む し ろ そ れ よ り も 、 ヒ ッ ピ ー・ ム ー ヴ メン ト の 先導 的 な 役割 を 果たし た 
ギン ズバ パー グ へ の 共感 が 表わさ れ た コン セ プ チ ュ ア ル か な 部 分 に 多く を 負っ 
た 性 格 の アル バム だ ろう 。 そ の 意味 で 、 時 代 の 流れ の 中 か ら 語 られ る べき 
産物 だ と 思う 。13 ペ ー ジ の リー フレ ッ ト に は 、 当 時 の いか に も 知 的 で ヒッ プ な 
学生 と いっ た ふう の メン バー 写真 や 、 ギ ンズ バー グ の 街頭 活動 の ドキ ュ メ 
ント 写真 が 、 数 多く 掲載 され て いる 。 (松本 ) 
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西洋 音楽 が 数 百年 来 追い 続け て きた 構築 美 一 その 一 つの 完成 され 
た 次 が ここ に ある 。 ツ イン ・ ギ ター、 ツ イン ・ キ ー ボ ー ド 、 ベ ペー ス 、 ド ラム 、 ヴ ォ ー 
カル 、 そ し て 時 折 ギ タリ スト が 吹く フル ー ト も 加え た 、 計 7 人 の メン バー に よっ 
て 織り 成 さ れる 完璧 無 此 な アンサンブル と テク ニッ ク に は 、 聴 く X 者 すべ て が 
圧倒 され る に 違い な い 。 イ タリ アン ・ ロ ッ ク が その 輝き を ほぼ 失い か け て いた 
77 年 に ロカ ンダ ・ デ ッ レ ・ フ ォ ー テ は 世に 出 た 。 し か し 彼ら は 、 先 駆 者 達 が 持 
ち 続け て きた “美意識 "を 見 事 に 受け 継ぎ 、 送 に それ を 極限 に まで 昇華 させ 
て し まっ た の だ 。 こ の 糧 き を 、 一 体 ど の よう な 言葉 を 用 いて 伝え た ら 良 い の 
か 。 と に か 〈《、 す べ て の 人 々 に この 作品 を 聴い て いた だ きた い 。 た だ それ が 願 
うば か り で ある 。 ( 城 元 ) 
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だ せる も の な ら な ん で も 出す と いう 感じ の メロ ウ ・ レ コー ド の ディ スコ グラ フ 
ィ ー の 中 に は 正直 いっ て 質 の 低い も の も ある が 、 良 質 な 作品 も 少な く な い の 
も 事実 だ 。 こ の ロッ カン ダ ・ デ ッ レ ・ フ ァ ー テ の ライ ヴ は 正 に 良質 な も の の 一 
つ 。 ア ル バ ム 未収 録 曲 の ライ ヴ を 含む 演奏 で 録音 クォリティ ー も 高く 、 価 値 
ある 1 枚 で ある 。 予 想 通り 、 彼 等 の 演奏 水準 は 高く 、 い い 時 期 の ライ ヅ な の 
で ヴォ ル テ イ ジ は 高い 。 我 々 は 、 と か く ア ル バ ム だ け で グル ー プ を 評価 する 
し か 手だて が な い が 、 各 グル ー プ に は それ 以外 に も 長い 歴史 が あり 、 ア ル 
バム が 全盛 期 に 創 ら れる と は 必ず し も か ぎら な い 。 そ うい う 知 られ ざる 側面 
を 浮き ぼり に し た 本 作 は ファ ン に は た ま ら な い 1 枚 と いえ そう だ 。 (山崎 ) 
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ジャ ケッ ト を 開く と 登り 詰め る よう に 石造 り の 階段 が 画面 いっ ぱい に 広 が 
っ て いる 。 し か も 赤 紫 に 染め られ て 、 ま る で ザッ パ の 「Hot Rats」 の よう に 刺 
激 的 だ 。 こ の 感覚 は どこ か 音 に 通じ る 。 ロ ー ガ ン ・ ド ゥ ワイ ト は 772 年 に 結成 さ 
れ 、1 枚 の アル バム と アル バム か ら の シン グル ・ カ ッ ト 「Logan Dwight/ 
Moments Of Eternity」1 枚 を 72 年 に 残し た 。 バ ンド は vo & g、vo、b、gX 
2 の 5 人 編成 。ds は 3 人 の ゲス ト が 曲 ご と に 担当 、 ま た トト ・ ト ルカ ー テ ィ が 2 曲 
で Kbd に 参加 。70 年 代 初期 な ら で は の 躍動 感 が あり 、 ひ どく ナイ ー プ な 浸 
み 入 る よう な パー ト が あれ ば 、 オ ー ケ スト ラ の 突入 や プラ ス 導 入 、 タ ル 張 り 
の フル ー ト も ある 。 そ し て 英 米 の ロッ ク 色 も 強い 。 約 半分 の 曲 で 聴け る 女性 
Vo も 清らか 。 様 々 だ 。 (松本 ) 
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Checco Loy、Massimo Altomare の 二 人 は デュ オ を 組ん で CBS か ら 3 
枚 の アル バム を リリ ー ス し て いる 。 出 来 か ら する と 1 枚 目 の 「Portoberro」 
が 、 ナ イー ヴ さ を 多く 感じ させ る も の で 、3 枚 目 の 「Lago Di Vico」 が 、 本 作 
の 延長 に ある と いっ た と ころ だ ろう 。1 枚 目 で は デュ オ そ の まま の 、 内 容 も アコ 
ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター と ヴォ ー カ ル を 全面 に 出し た も の だ っ た が 、2 枚 目 に な る 
と 何人 か の ゲス ト を 迎え て 音 も 派手 に 多彩 に な っ て いる 。 そ の 中 に は な ぜ か 
ステ ファ ン ・ グ ロス マン まで いる 。 ア ッ プ ・ テ ン ポ な 曲 が 増 えた 分 、1 枚 目 の 
瑞 々 し いよ うな 空気 が 多少 薄れ て いる の が 残念 。 そ を れ で も 何 曲 か に は この 
デュ オ の フォ ー ク ・ タ ッ チ の イタ リア ・ メ ロディ が 生き て いる 。 (松本 ) 
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フラ ンス の ジェ ネ ラ ル ・ ミ ュー ジッ ク か ら の リリ ー ス 。 イ タリ ア に は 多く の 有 
能 な アレ ンジ ャ ー が いる が 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に と っ て みる と 、 エ ン リ 
オ ・ モ リコ ー ネ 以 上 に 名 の 通っ て いる 人 が 、 こ の ルイ ス ・ エ ン リ ケス ・ バ カロ 
フ だ ろう 。 オ ザン ナ の 「Milano Caribro 9」、 ニ ュー・ ト ロ ル ス の 「Concerto 
Grosso」、RDM の 「Contaminazine」 等 は 、 こ の 人 が いな けれ ば あの 内 容 
に は 成り 得 な か っ た わけ だ か ら 、 そ う 思 うと 随分 と ロッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン に 携 
っ た 人 で ある 。 こ の アル バム は バカ ロフ 作曲 、 編 曲 の 5 曲 を 収録 し た オリ ジ 
ナル 作 の 一 つ 。 彼 が ピア ノ 、 連 名 の G.Tmmaso が コン トラ バス 、 他 に 二 人 
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元 オ ザン ナ の ダニ ー ロ ・ ル ステ ィ チ が オ ザ ン ナ 解 散 後に 結成 し た グル ー 
プ が この ルー ナ だ 。 オ ザン ナ 、 そ し て チェ ル ヴェ ッ ロ と いう 比類 な き ア イデ ン 
ティ ティ ー を 持っ た グル ー プ 達 は に この ダニ ー ロ ・ ル ステ ィ チ が いた か ら こ そ 
存在 で きた と いっ て も 過言 で は な い 。 そ れ 程 、 オ ザン ナ ・ フ ァ ミ リー の 中 心 的 
人 物 だ っ た の で ある 。 し か し 、 オ ザン ナ 解 散 後 は 麻薬 の 為 に 演奏 も まま な ら 
な いと いっ た 状態 が 続い た と いう 3 報道 も あっ た こと が ある 。 こ れ が ダニ ー ロ 
の ラス ト ・ プ ロジ ェクト と な っ て 、 こ の アル バム 以後 、 彼 の 動向 は 伝え られ て 
は いな い 。 ヴ ォ ー カ ル 中 心 の や や ポップ な サウ ンド だ が 、 僕 は 決し て 悪い 作 








の Perc 奏 者 が 参加 。 ジ ャ ズ ・ タ ッ チ の 少し 洒落 た 雰囲気 の 作風 に な っ て い 品 で は な いと 思う 。 本 物 の ロッ ク 魂 を 感じ る 作品 だ 。 (山崎 ) 
る 。 現 代 ク ラシック 寄り 。 (松本 ) 
司 LYONESS MAAD 
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アル バム ・ タ イト ル が その まま 内 容 を 伝え て いる 。LYONESS は 恐らく イタ 
リア 人 と フラ ンス 人 か ら な る 混合 グル ー プ で 、 過 去 に 3 枚 の アル バム を 残し 
て いる 。 ヾ Conto* と “一 tique” と いう と お り 、 ケ ルト 系 の トラ ッ ド を 扱う こと の 多 
い バ ンド だ 。 こ れ は 2 作 目 に な る も の で 他 に 「Lyonesse」(PDU PlId A 5093, 
74) と 3rd「Live In Milan」(Pld A. 7004, 79) が ある 。 オ ー プ ニン グ の ハン 
マー・ ダ ル シ マ ー に よる メロ ディ か ら 女 性 vo の アー シー な 歌 へ 、 と ピア ノ 等 
の サポ ー ト を つけ る な ど し て 演奏 され る 。 基 本 的 に は トラ ッ ド ・ リ ヴァ イヴ ァ ル 
の 中 で 語ら れる バン ド だ が 、 鍵 盤 楽器 の 多用 か ら 、 土 臭 さ の 強い 演奏 を 幾 
ら か 聴き や すく し て くれ る 。 全体 に ざら っ と し と ブル ター ニュ 系 の サウ ンド に 近 
い 。 (松本 ) 


旬 Divergo DVAE 008 
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イタ リア の フリ ー・ ジ ャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン 、Giudo Mazzon( ス トー ミー・ シ 
ックス も 共演 し て いる 人 物 ) と の つなが り を 持つ Attilio Zanchi と ミラ ノ の コ 
ン セ ル ヴ ァ ト ワー ル で 電子 音楽 を 専攻 する Pino De Vita を 始め 計 6 名 の ミ 
ュー ジ シ ャ ン か ら 成 る パン ド 。 と 言っ て も 、 も ちろ ん 776 年 当時 の 事 。 彼 等 が 残 
し た 唯一 の アル バム が これ 。 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 作 と 言っ て いい と 思う が 、 エ スニ 
ッ ク な 要素 や フリ ー・ ア プロ ー チ も 混在 し て 、 更 に 曲想 が アメ リカ を 向い た り 
カン タ ベ リ ー を 向い た りす る 。 中 々 多彩 な 仕上 り だ 。 作 曲 / ア レン ジ は 上 記 
の 二 人 。 計 4 曲 と ロン グ ・ チ ュー ン ぞ ろ い 。 他 に スカ ラ 座 の オー ケス トラ の テ 
ィ ン パ ニ 奏 者 も いた り と 、 様 々 な カラ ー を 活 し た 好 作 に 仕上 っ て いる 。 

(松本 ) 
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76 年 に 「 イ ンカ スト ロ 」 と いう アル バム (PFM に 加入 し た バイ オリ ニス ト 、 
ル チ オ ・ フ ァ ブ リ な ど を ゲス ト に 迎え て いる 。) を 発表 し た 3 人 組 の グル ー プ 、 
マ ド ル ガー ダ の これ は 1 枚 目 の アル バム で ある 。 詩 情 に 満ち た 美しい 音 世 
界 を 展開 する この 作品 は 、 例 えば イ ・ デ ィ ク ・ デ ィ ク や エキ ペ べ 84 あ る い は UT 
と いっ た 当時 の 多少 ラヴ ・ ロ ッ ク 的 な グル ー プ が 残し た 名 作 に 勝る と も 劣ら 
な い 内 容 と な っ て いる 。 キ ー ボ ー ド 類 こ そ 多 用 し て は いな い が 美 し く 清らか な 
ボー カル ・ ハ ー モ ニー と イタ リア 的 な 叙情 的 な メロ ディ ー・ ラ イン が トー タル 
な 構成 の 中 に 泉 の 如く あふ れ 出 る 。 夢 見 る よう な 音 の 綴 織 り の 中 で みず み 
ず し い 生 命 の 息吹 き を 感じ ず に いら れ な い 。 (鈴木 伸一 ) 
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2 作 目 。 み ずみ ず し い 情 感 を ひめ た デビ ュー 作 か ら 多 少な り と も トー ン が 
洗練 され 、 ま た 音楽 性 も 広がっ た 。 パ ンド は 本 来 、Kbd、b、vo & ds の シン 
プル な 編成 で 歌 物 バン ド の カラ ー も 強い が 、 こ の アル バム に な る と イン スト 
ゥ ル メ ンタ ル ・ パ ー ト が 芝 え 、 時 と し て アヴァ ン ギ ャ ルド な プレ イ や ジャ ズ ・ ロ 
ッ ク ・ タ ッ チ の 演奏 も 聴か せる 。vIn の ル チ オ ・ フ ァ ブ リ 他 、sax、fl、el-g の ゲ 
スト 計 4 名 に 負う 所 も 見 逃 せ な い 。 特 に デビ ュー 作 の 情感 を 引き 継ぐ よう な 
ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト か ら フ リー・ ジ ャ ズ ふ うに 移る 1 曲目 12 分 の ロン グ ・ ナ ン バ 
ー、 切 れ 味 鋭く 軽快 な B① な ど が 印象 に 残る 。 全 体 を 通し て みる と デビ ュー 
作 と は 随分 と 傾向 が 変っ て いる 事 に 気づく 。 ジ ャ ズ ・ タ ッ チ の クリ アー な 衝 き 
は 本 作 の 特徴 。 (松本 ) 
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現在 の 本 拠 地 は ロー マ だ が 、 メ ン バ ー は カタ ー ニ ャ の 出身 だ と いわ れ て 
いる 6 人 組 。 自 主 製作 の 本 作 が デヴュー・ ア ル バ ム だ と 思わ れる 。 フ ルー ト 
奏者 の 存在 が 強調 され 、 ジ ェ ス ロ ・ タ ル の 名 が 引き 合い に 出さ れる も の の 、 
全体 の 印象 は 静 動 の 対比 が よく 練 ら れ た シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド で ある 。" 
80 年 代 以降 の この 路線 の バン ド と し て は 楽曲 に 強い 魅力 が 感じ られ る 。 反 
面 、 技 術 が 楽曲 に 追い つい て いな い の も この 手 の バ ンド の 共通 項 と いえ る 
か も し れ な い 。 ド ラマ チッ ク な 展開 の 山場 に あっ て 、 聴 くに し の びな い リ ー ド 楽 
器 の ソロ 。 重 厚 な 展開 な の に チー プ な 音色 。 な お 、 本 作 に は メン バー・ フ ォ ト 
つき カラ ー・ レ コー ド の リミテッ ド ・ バ ー ジ ョ ン と ノー マル ・ バ ー ジ ョ ン の 2 種類 
が ある 。 (ミワ ) 
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マリ プラ ン の 2 作 目 。 前 作 同様 自主 レー ベル か ら の リリ ー ス で ある 。 メ ン 
バー に 変動 は な く 、 音 の 方 向 性 も 前 作 と 変っ て いな い 。 要 所 で 出 て くる フル 
ー ト を 中 心 と し た アコ ー ス ティ ッ ク ・ ア ン サ ンプ ブル が いい 味 を 出し て お り 、 楽 
曲 の メリ ハリ 、 押 し と 引き 、 変 化 の 多い アレ ンジ な ど 、 非 常に アト ラク ティ ヴ と 
いえ る 。 特 に 27 分 に も お よぶ 最終 曲 。10 の パー ト か ら な り 、 表 現 力 の 豊か さと 
ドラ マチ ッ ク な 展開 に は 胸 を 打つ も の が ある 。 こ の バン ド 、 技 術 的 な 進歩 さえ 
あれ ば 、 後 世に 残る 傑作 を 生み 出せ る 気 が す る の だ が 、 い か ん せん 、 ま だ 
志 と 情熱 で 技術 を 補っ て いる レベ ル で ある 。 そ の 情熱 と は * デ ディ ケイ トク 
レジ ッ ト に ある 通り 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 愛す る 全 世 界 の リス ナー に 身 
けら れ て いる 。 ( く 5) 
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「Movimenti Nel Cielo」('78 年 ) に よっ て 知ら れる Maurizio Fabrizio 
の オー ケス トラ ・ ア レン ジ に か か る と 一 瞬 に し て 、 深 遠 な 世界 に 変わ っ て し ま 
う 。 彼 の 功績 が 多大 な が ら も 、 高 鳴り を 押え る こと が で き な い B① は 曲 そ の も 
の が すばらし い 出 来 で ある こと は 疑う 余地 が な い 。 全 曲 Armando Mango 
作詞 、Pino Mango と Silvano D'Auria の 作曲 に よる も の で 、1 曲 を 除い て 
兄弟 と 思わ れる Mango の どちら か が ヴォ ー カ ル を 取っ て いる よう だ 。 セ ッ シ 
ョ ン ・ マ ン と し て よく 見 か ける 人 達 が 演奏 を 担当 し て いる の で 、 ま っ た < く 破 綻 が 
な い 。 こ の 点 が や や 物足りな さ を 受け る 原因 だ ろう が 、RCA 系 の 歌 物 が 好 
き な 方 は 気に入る に 違い な い だ ろう 。 (吉瀬 ) 
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A 面 は 歌 物 中 心 、B 面 は イン スト ゥ ル メ ンタ ル と いう 極端 な 構成 の アル バ 
ム 。 自 主 制作 らし い 安 っ ぽい ジャ ケッ ト は 仕方 無い が 音 は か な り 良 い 。 イ タ 
リア らし い 詩 情 と 哀 惑 が 堪ら な い ボ ー カ ル を 聴か せ て くれ る Terzani Mas- 
simo の 唱 法 は Ermano De Biagi を 思い 出さ せ 、 イ タリ ア の 片田 舎 へ と 迷 
い 込 ん だ よう な 錯覚 に 落ち 入る 。 ピ アノ 、 オ ル ガ ン 、 シ ン セ 、 バ イオ リン 、 マ ン 
ドリ ン 等 の バッ ク が 美しく 光 し 気 に 色 取り を 添え る 。 対 照 的 に オル ガン と シ 
ン セ サイ ザー を 主 に 創出 され た B 面 は 特に 1 曲目 ^La Ballata” が 素晴らし 
い 。 美 し 過ぎ る 程 の イタ リア 的 叙情 と 清 な 響き は 胸 を 締め 付け る 。 哀 し く 
果敢 無い 音 が 綴 れ 織り な す ロ マン シズ ム は Wappasou に 通 底 する 純潔 な 
精神 に の み 産 み 出せ る も の な の だ ろう 。 (鈴木 伸一 ) 
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マテ ィ ア ・ バ ザー ル の 1st ア ル バ ム で ある 。 ム ゼ オ や ジェ ッ ト に 在籍 し た ミ 
ュー ジ シ ャ ン 達 を 中 心 に 結成 され た バン ド と 聞い て 、 こ れ ほ と 現代 感覚 浴 
れる 洗練 され た ポッ プ ・ サ ウン ド を 想像 で きる 人 は いま い 。 ラ ッ テ ・ ミ エー レ 等 
と 同様 、 過 去 の サウ ンド と は キッ パリ と 訣別 し 、 時 代 の 流れ の 中 に 積極 的 に 
身 を 投じ た こと が 結果 的 に 成功 へ と つなが っ た わけ で ある 。 当 時 の リー ダ 
ー は 殆ど の 作曲 を 担当 し た キー ボー ド 奏 者 ピエ ロ ・ カ ッ サ ー ノ (81 年 に 脱 
退 ) で 、 フ ュー ジョ ンタ ッ チ の ソフ ト な ナン バー か ら 無 難 な イ タリ アン ポッ プス 
まで 幅広 く 手 掛け て いる が 、 全 体 的 に 、 声 量 豊 か な 女性 ヴォ ー カ リス ト 、 マ テ 
ィ ア の 歌声 が 十分 に 生か され た 作り に な っ て いる 。 な お 、2nd で は ライ ヴ が 
聴か れる 。 (江田 ) 
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1st の 翌年 に リリ ー ス され た この 2nd で は な ん と その A 面 に 早く も 3 曲 の ラ 
イプ を 収録 し 、 ス タ ジ オ アル バム で 聴か れる より も より パワ フル で ノリ の 良い 
彼ら の ステ ー ジ で の 演奏 を 聴か せ て くれ る 。 ま た この ライ ブ で は ビー トル ズ 
の ` イ エス タデ イ ” の カバ ー も 演奏 され て お り そ の マテ ィ ア 流 に アレ ンジ され 
た バー ジョ ン は な か な か に 興味 深い も の と し て 聴く こと が 出来 る 。 こ の よう に 2 
nd で 早く も ライ ブ 音 源 を 由 し て くる と ころ な どか ら 考 える と 当時 の 彼ら は か な 
り 自 信 に 満ち ノリ に ノッ て いた の で は な い だ ろ うか 。 ま た 、B 面 の スタ ジオ サイ 
ド で も 1st 同 様 の 若干 荒削り で は ある も の の 良質 で 洗練 され た イタ リア ン ポ 
ッ プ ス を 収録 し て いる 。 な お この アル バム の オリ ジ ナ ル は 穴 開き の 変形 ジャ 
ケッ ト で ある 。 (島村 ) 
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2nd と 同じ '77 年 に リリ ー ス され た 彼ら の 3rd ア ル バ ム は 同年 に リリ ー ス し 
た 新曲 で ある ^Solo Tu' を フュ ー チ ャ ー し 、 そ の 他 に 1st と 2nd か ら 曲 を 収録 
し た 彼ら 初 の ベス ト 盤 で ある 。 と いう わけ で 収録 曲 の 中 で 新曲 は 前 記 の 
^Solo Tu* の み だ が 、 こ の 曲 は '77 年 か ら '78 年 に か け て 大 ヒッ ト を 記録 し マ 
ティ ア の 人 気 を 確立 し た 重要 な 曲 な の で ある 。 サ ウン ド 的 に も 初期 の 彼ら ら 
し いち ょ っ と 牧歌 的 で ほのぼの し た 感じ の な る ほど と 親しみ 易い 曲 で ある 。 ま た 
その 他 の 収録 曲 に は 1st よ り 5 曲 、2nd( ス タ ジ オ サイ ド ) よ り 3 曲 が 収録 され 
て いる の で て っ と り 早 く 初 期 の マテ ィ ア の 醍醐 味 を 味わう こと が 出来 る アル 
バム に な っ て いる 。 な お 、 こ れ の オリ ジ ナ ル LP は ポス ター 付き で ある 。 

(島村 ) 
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ベス ト ア ル バ ム で あっ た 3rd の 翌年 の 778 年 に リリ ー ス され た 久々 の オリ 
ジ ナ ル ア ル バム で ある この 4th は 、 彼 ら の 現代 的 で 斬新 な 部 分 と 後 の ア ル 
バム で 一 時 色濃く な っ て くる 、 よ り ド ラマ チッ ク で ロッ ク 的 な 部 分 が 非常 に バ 
ラン ス 良 く 結 実 し た 作品 で 、 初 期 マ ティ アサ ウン ド の 中 で の 最高 傑作 だ と い 
える 珠玉 の イタ リア ン ・ ポ ッ プ ス ・ ア ル バ ム で ある 。 こ の 時 期 の マテ ィ ア は 
^ チ ャ オ と ひと こと "で サン レモ 音楽 祭 で の 念願 の 優勝 を 飾り 、 チ ャ ー ト の 方 
で も 年 間 ベ スト 100 に この アル バム の タイ トル 曲 で ある “TU SEM- 
PLICITA" を 含め 4 曲 が ラ ン キ ング され る な ど 、 ま さ に 破竹 の 勢い で 、 ア ル バ 
ム の 出来 の 素晴らし さも 含め まさ に 第 1 期 黄 金 期 を 築い て いた の で あっ た 。 
(島村 ) 
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マテ ィ ア ・ バ ザー ル は 75 年 の 夏 の ディ スク ・ フ ェ ス ティ バル で ^Stasera 
Che Sera* を 歌っ た の が 大 ヒッ ト し 、76 年 に アリ スト ン よ り ア ル バ ム ・ デ ビュ 
ー し た 。80 年 に 発表 し た 「I| Tempo Del Sole」 ま で 斬新 な アイ デア に よる 良 
質 な ポッ プ で ヨー ロッ パ 全 体 で 支持 を 得る よう に な っ た が 、 キ ー ボ ー ド の ピ 
エロ ・ カ ッ サ ー ノ 脱退 後 は テク ノ 風 に な り 面 白く な く な っ た 。 こ の アル バム は 
カッ サー ノ が 目指 す モ ダン な ポッ プス が プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の エッ セン 
ス を も 吸収 し 、 最 も スケ ー ル が 大 き な 作 品 。 彼 ら の アリ スト ン 時 代 の 録音 は 
オッ クス フォ ー ド と いう 再発 シリ ー ズ で 出 て いた が 会 社 が 倒産 し た た め に 、 

最近 で は CGD か ら ア ト ・ ラ ンダ ム な 編集 で 出 は じ め て いる 。 
(Hiro Tanaka) 


MATIA BAZAR 

上 Tempno Del Sole 
*80 

@Ariston AR/LP 12383 


〇 Virgin MPICO 1013 
(O) 





根本 的 に は 1st か ら 続 く 第 1 期 マ ティ ア 流 ポ ッ プ ス の 範 中 に ある 作品 な 
の だ が 、 こ の 5th で は 前 作 「TOURNEE」 で も 聞か れ た よう に より ロッ ク 色 が 
強く な り 、 曲 の イメ ー ジ も 演奏 が 若干 派手 に な っ て いる 分 より ドラ マテ ィ ッ ク 
に な っ て いる 。 こ れ は メン バー の 中 で も キー ボー ド で 初期 の 音楽 面 で の 中 
心 だ っ た ピエ ロ ・ カ ッ サ ー ノ の 志向 が 強く 出 た 結果 の よう だ が 、 そ れ に より こ 
の 当時 グル ー プ 内 で は 音楽 性 を めぐ っ て の 対立 が 表面 化し て し まっ た 。 そ 
し て 最終 的 に は その カッ サー ノ が バン ド を 去り 第 1 期 マ ティ ア は 終わ り を 告 
げ る こと に な る の で ある 。 ア ル バ ム の 内 容 と し て は 前 述 の 通り より ドラ マテ ィ 
ッ ク な サウ ンド に な っ て いる の で 彼ら の 作品 の 中 で は 一 番 プ ログ レフ ァ ン に 
アピ ー ル する 作品 で あろ う 。 (島村 ) 
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前 作 録音 時 に 不 響 和音 状態 だ っ た バン ド は 結局 結成 以来 の オリ ジ ナ 
ル メ ン バ ー で キー ボー ド の ピエ ロ ・ カ ッ サ ー ノ の 脱退 で 終結 する 。 そ し て 後 
任 の マウ ロ ・ サ ッ ピ ビー ネ を 迎え る に あたり バン ド の 音楽 性 も 当時 流行 の エレ 
クト リッ ク ・ ポ ッ プ (テク ノ ) に 大 き な 影 響 を 受け 、 そ れ を 自分 達 流 に 消化 し た 
形 で の 素晴らし い マ ティ ア 流 エレ クト リッ ク ・ ポ ッ プ に 変化 し た の で ある 。 た 
だ この アル バム で は まだ 一 部 に 前 作 で 聞か れ た ドラ マテ ィ ク な 雰囲気 も 残 
っ て お り 過 渡 期 的 作品 の 趣 も ある 。 ア ル バ ム の 中 身 で は “リリ ・ マ ルレ ー ン ” 
を カバ ー し て マテ ィ ア 流 エ レク トリ ッ ク ・ ポ ッ プ 風 に 仕上 げ て いた り 、2 曲 の イ 
ンス ト で は 素晴らし い 演奏 も 聞か せ て くれ て お り 第 2 期 の マテ ィ ア の 作品 の 
中 で は 聞き どこ ろ の 多い 傑作 に な っ て いる 。 (島村 ) 
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この アル バム と 次 作 で は 前 作 「… ベ ルリ ン … パ リ … ロ ンド ン 」 の 音楽 性 
を 引き 継ぎ ま 、 そ し て プロ デュ ー サ ー に ロベルト ・ コ ロン ボ を 迎え る こと に より そ 
の マテ ィ ア 流 エ レク トリ ッ ク ・ ポ ボップ を 消化 、 発 展 さ せ た 作 品 に な っ て いる 。 こ 
の アル バム 、 イ タリ ア で は 収録 曲 の "ロー マ の 休日 ? が '83 年 の サン レモ 音 
楽 祭 で 入賞 その 後 大 ヒッ ト に な る な ど 人 々 に 喝 条 を も っ て 迎え られ 、 再 び 彼 
ら の 破竹 の 進撃 の 契機 と な る 印象 深い 作品 と な っ た 。 ま た 、 マ ティ ア の 作品 
で 一 番 最初 に 日 本 で リリ ー ス され た アル バム で も あり 我々 に と っ て も 記念 
碑 的 な 作品 と いえ る だ ろう 。 実 際 こ の アル バム の 売れ 行き が な か な か 好調 
だ っ た の で 他 の 作品 も 日 本 で リリ ー ス され CM 等 に マテ ィ ア の 曲 が 使 用 さ 
れる こと に な っ た よう で ある 。 (島村 ) 
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これ も 「… ベ ルリ ン … パ リ … ロ ンド ン 」 よ り の エレ クト リッ ク ・ ポ ッ プ 路線 だ 
が 若干 次 作 に 通じ る 雰囲気 も 感じ られ る 過渡 期 の 作品 に な っ て いる 。 と いう 
の も この アル バム 制作 前 に マウ ロ ・ サ ッ ビ ー ネ が 脱退 し 、 次 作 か ら は この ア 
ル バ ム の 中 の ` 凍 量 軽減 的 論理 “で 作曲 及び シン セ の ソロ で ゲス ト 参 加 し 
て いる セル ジオ ・ コ ッ ス が 正式 加入 する こと に な る か ら で あ る 。 と いう わけ で こ 
の 作品 は 正式 メン バー の 残り 4 人 に よっ て ほとん と 制作 され た も の な の で あ 
る 。 そ うい っ た バン ド 内 の 状況 を 表し て か 音楽 性 も 従来 の エレ クト リッ ク ・ ポ 
ッ プ 路線 と 次 作 か ら の 現代 的 ユー ロ ピ アン ・ ポ ッ プ ス の 同居 し た も の に な っ 
て いる 。 余 談 だ が 彼ら は この アル バム を 発表 し た !84 年 に 世界 歌謡 祭 に 参 
加 す る 為 初 来 日 し て いる 。 (島村 ) 
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"81 年 以前 の マテ ィ ア に お いて 音楽 面 で の 中 心 で も っ た ピエ ロ ・ カ ッ サ 
ー' は 確か に 才能 ある ミュ ー ジ シャ ン で あっ た 。 し か し 、 そ れ 以 後 の マ ティ ア 
の 音楽 性 の ほう が 、 独 自 性 と いう 点 で は 一 歩 、 抜 きん 出 た も の で あっ た と 思 
う 。 ノ スタ ル ジ ア と 新 感覚 の エレ クト ロ ・ ポ ッ プ 感 が 融合 し 、 さ ら に 多分 に 哲 
学 的 な エッ セン ス を ちり ば め た この 音楽 性 は この 作品 で 完成 され た と いっ 
て も 良い と 思う 。 ア ント ネッ ラ の ヴォ ー カ リゼ イシ ョ ン は え 、 そ れ に か ら み あ 
う 複 数 の メロ ディ ー が 多 声 的 に 入り 混 じ な が ら バ ッ キ ング を 構成 し て いく 。 
スタ イリ ッシュ 、 フ ァ ッ ショ ナブ ル 、 そ し て と こ か に 了 ぼ 独 感 が 顔 を の ぞ か せる 。 

(山崎 ) 
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ヒッ ト 作 「Melancholia」 か ら 2 年 降り の 作品 。 前 作 で 頂点 を 極め た か に 
思っ た 彼 等 だ が 、 こ の 作品 で は 前 作 の 作風 を さら に 深化 させ て し まっ た 。 天 
才 的 な ひら めき を 持つ アン ト ネ ッ ラ の ヴォ ー カ ル は 曲 に 対し て 、 ま る で 神 の 啓 
示 の ご と くに 適格 な ライ ン を 持ち 、 セ ル ジ オ の キー ボー ド ・ ワ ー ク は サン プリ 
ング 系 の 現代 の イデ ィ オ ム を 持ち な が ら も ノスタルジア に 満ち た 響き を か も 
し 出 な に より も 多 声 的 な アト ラク ティ ヴ な ライ ン が 入り みだれ 、1 つ と し て 無 
駄 の な いよ うな アレ ンジ 力 が マテ ィ ア ・ バ ザー ル の 音楽 性 を 比類 な きも の に 
高め て いる 。 第 2 期 と いう か 、 新 生 マ ティ ア の 最高 作 の 1 つ に 僕 は 数 えた い 。 

(山崎 ) 
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前 作 「 メ ロー」 の 2 年 後に リリ ー ス され た この 作品 は か の マウ リツ ィ オ ・ フ ァ 
プリ ツィ オ を プロ デュ ー サ ー に 迎え 、 前 作 と 前 々 作 「 メ ラン コリ ー」 の 良い 部 
分 を 併せ 持っ た 華やか で あり な が ら も どこ か し っ と り と し た 落ち つき を 持っ た 
名 作 に 仕上 げ ら れ て いる 。 曲 も 今回 は 前 作 と 違い 共 作 を 含め 7 曲 が カ ル 
ロ ・ マ ッ ラ ー レ の も の と な っ て お り 、 セ ル ジ オ ・ コ ッ ス の 曲 は 共 作 を 含め 4 曲 だ 
け に 留まっ て いる 。 ま た この アル バム の 特徴 と し て は カル ロ の ヴォ ー カ ル と し 
て の 久々 の 起用 で 今回 は 数 曲 に お いて アン ト ネ ッ ラ と デュ エッ ト し て お り 、 こ 
れ が 新鮮 で あり か つ 非 常に すばらし い 歌 を 聞か せ て くれ て いる の で ある 。 こ 
の 作品 は まさ に 「 メ ラン コリ ー」 か ら 現 在 まで 続く マテ ィ ア の 第 2 黄金 期 の 中 
核 を 成す 作品 と いえ る だ ろう 。 (島村 ) 











MATIA BAZAR 
Amime Pigre 

'91 

@BMG Ariola 211 543 


〇 BMG Ariola 261 543 
⑮BMG ビク ター BVCP-179 


io キー チビ 5 





前 作 まで 絶好 調 だ っ た マテ ィ ア だ が 、 な ん と リリ ー ス 後に バン ド の 顔 で あ 
っ た アン ト ネ ッ ラ が 脱退 する と いう アク シ デ ン ト に 直面 する 。 そ の 為 後任 と し 
て 迎え られ た の が 現在 の ヴォ ー カ ル の ラウ ラ ・ ヴ ァ レ ン テ で あり 、 そ の 新 布 
陣 で の 初 の アル バム が この 「 ア ニ メ ・ ピ グレ ( 怠 情 な 魂 ) 」 で ある その ラウ ラ 
の ヴォ ー カ ル だ が 、 ア ント ネッ ラ の 凄 さ に 比べ る と さす が に 若干 見 劣り は す 
る も の の 水準 以上 の し っ か り し た ヴォ ー カ ル を 聞か せ て くれ て いる 。 ま た アル 
バム の 内 容 の 方 は 従来 以上 に バン ドサ ウン ド を 重視 し て いる よう で 、「 メ ラ 
ンコ リー」 以 来 の 華やか で か つ 愛 革 の 色 を 持っ た 上 質 の イタ リア ン ・ ポ ッ プ 
ス で あり な が ら も 、 新 生 マテ ィ ア と し て より バン ドサ ウン ド と し て の 方 向 を うち 
だ し た 作品 に な っ て いる 。 (島村 ) 
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この アル バム は 前 作 「 ア ニ メ ・ ピ グレ ( 怠 情 な 魂 ) 」 か ら 2 年 ぶり に 前 作 と 
同じ ラウ ラ を 含ん だ 5 人 の メン バー に よっ て 制作 され た 作品 で 、 現 時 点 ('93 
年 ) に お いて の マテ ィ ア の 最新 アル バム で ある 。 サ ウン ド の 方 も 基本 的 に は 
ここ 数 年 来 変 わら な い 、 華 や か な 中 に も し っ と り と し た 朋 千 の 色 も 持つ マテ ィ 
ア 節 で 、 加 えて 前 作 以 来 の パン ドサ ウン ド を 重視 し た 路線 に な っ て いる 。 し 
か し 今 ア ル バ ム で は 新 布陣 に な っ た ば か り の 前 作 に 比べ 、 ヴ ォ ー カ ル は も 
ちろ ん の こと 曲 創り に お いて も 、 よ り ラ ウラ が バン ド に 溶け 込ん で お り 、 し っ か 
り と 新しい マテ ィ ア の 顔 と し て の 存在 感 を 示し て いる 。 ま た 、 ア ル バ ム 全体 の 
イメ ー ジ も 前 作 以 上 に まとまっ て お り 、 新 生 マ ティ ア の コン ビ ネ ー シ ョ ン の 鉄 
壁 さ を 感じ させ て くれ る 。 (島村 ) 
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マク ソフ ォ ー ネ が 残し た 唯一 の アル バム で は 、 極 め て 高 水準 の シン フォ 
ニッ ク ・ ロ ッ ク が 聴け る 。 各 メン バー が 圧倒 的 技量 と 洗練 され た 感覚 の 持ち 
主 で 、 そ の プレ イ を 叙情 派 ロ ッ ク の 範 暗 で 語る に は 難 が ある 。 ホ ルン 、 サ ッ 
クス 、 ク ラリ ネッ ト 、 フ ルー ト 等 の 管楽器 を 多用 し た 鱗 舌 な アン サン プル 、 目 
まぐ る し く 入れ 替わる 個々 の ソロ は ジャ ズ も 包含 し 、 加 えて ボー カル ・ ハ ー モ 
ニー の ポ ボップ 性 は パロ ッ ク ・ ロ ッ ク に 耳慣れ た 私 達 に は 新鮮 で ある 。 し か し 
随所 に 押し 寄せ る パッ ショ ン の 嵐 、 こ れこ そ が 本 作 を 叙情 派 た らし め 、 パ ス 
テル ・ カ ラー の ジャ ケッ ト も 彼 等 の ロマ ンチ シズ ム を 伝え る に は 充分 で ある 。 
尚 、LP の ドイ ツ / 米 / 加 盤 は 英語 バー ジョ ン 、 本 国 イ タリ ア で は アル バム 未 
収録 の シン グル が リリ ー ス され て いる 。 (古田 ) 
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フォ ー ク 、 女 性 ヴォ ー カ ル も の と いう と イギリス を 中 心 に スペ イン 、 北 欧 等 
有名 で ある が 、 こ れ か ら は イタ リア も 避け て 通れ な く な っ た 。 イ タリ ア の 女性 
ヴォ ー カ ル も の と いう と 、 シ リア ス 系 、 ラ ヴ ロ ッ ク 系 に 著名 な 作品 が 多い が 、 
フォ ー ク 系 に も 素晴らし い 作 品 が ある 。 こ の メデ ィ ア ・ ア エタ ス な ど は か な り 
上 位 に 位置 する の で は な いか 。 ヴ ォ ー カ ル は 男女 混合 で は ある が 、 女 性 ヴ 
ォ ー カ ル の 比重 が 高い 。1 曲 目 は 現代 音楽 風 の 室内 楽曲 で 、 イ ンス ト で は 
ある が 実に イン パク ト が ある 。 ち ょ うど オ パ ス ・ ア ヴァ ント ラ 1st の アヴァ ン ギ 
ャ ルド な 1 曲目 が 強烈 な 印象 を 聴き 手 に 与え る の と 同じ 効果 で ある 。2 曲 目 
以降 は 女性 ヴォ ー カ ル を 中 心 に 中 世 的 な 曲 を リズ ミカ ル に スロ ー に と 展開 
し 感動 を さそ う 。 ( 六 井 ) 
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全曲 の 作曲 を し た Fausto Mesolella(g, kbd) そ し て Agostino 
Santoro(pers) と Pasquale Ziccardi(b, mandolin) か ら な る ナポリ の トリ 
オ 、 メ ディ テラ ネ ア の 唯一 の アル バム 。 ジ ャ ケッ ト 裏 に は ^ こ の アル バム は 
1980 年 11 月 23 日 の 晩 に 初め て 着想 され た "と ある 。 こ の 日 は イタ リア 南部 
を 大 地 肛 が 襲っ た 日 と の こと で 、 サ ウン ド の 民族 音楽 色 の 強い カラ ー と ナ 
ポリ と いう 性 格 を 考え れ ば 、 あ る 種 、 地 域 意識 の 高揚 に この アル バム の 生 
い 立ち を 追え そう だ 。 た だ し 民族 音楽 色 は 味つけ と し て 大 きく と りあ げ ら れる 
域 に 止ま り 、 あ くま で も 基本 は トリ オ 編 成ら し く ロ ッ ク 色 が 強い 。 も ちろ ん 手数 
は 多い 。 し か し 、 と こ か 細やか さ 、 音 楽 自体 の 持つ 躍動 に 欠け る 嫌い が あ 
る 。 何 か に つけ て 派手 な 音 だ 。 (松本 ) 
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メン ・ オ プ ・ レ イク 、 仏 Musea よ り の デヴュー 作 。 彼 ら は これ 以前 に も カセ 
ッ ト 作品 を リリ ー ス し て お り 、 各 国 の ファ ンジ ン か ら は 注目 され て いた 模様 で 
ある 。 音 の 傾向 と し て は 、'60 年 代 末 期 一 70 年 代 前 半 ま で の プリ ティ ッシュ ・ 
オル ガン ・ ロ ッ ク と し か 例え よう が な い 。 レ ア ・ バ ー ド を けた た まし くし て 、 さ ら に 
し つこ くし た と いう べき か 。 ア ー ド バー ク よ り は は る か に 叙情 的 か つ シ ン フ ォ ニ 
ッ ク で ある 。 と も か く 、 重 戦車 の ご と き オ ル ガ ン ・ サ ウン ド の 洪水 は 、 昨 今 の キ 
ー ボ ー ド の 音色 が いか に チー プ で ある か 眼前 に 突き つけ られ る 思い で あ 
る 。 特 に ファ ルフ ィ ッ サ の 素晴らし さ 。 後 半 、 古 え の ブ プー ガル ー・ サ ウン ド か と 
思う よう な オル ガン ・ リ フ が ぼぼ えま し い 箇 所 も ある 。 ギ ター の つつ まし さ に 好 
感 が 持て る 。 (ミワ ) 
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リリ ー ス は 、 デ ビュ ー 作 と な っ た 「Men Of Lake」(Musea) 以後 だ が 、 録 
音 は それ 以前 に 遡る も の 。 カ セッ ト 作 「Looking For Sun」「Live At Vinile」 
を まとめ た も の で 、 こ れ も 限 定 ボ ックス 入り LP と し て 出 た 。 バ ンド は !87 年 に 結 
成 さ れ 、 い わ ば デビ ュー 作 ま で の 足取り を つか むこ と は で きる 。 当然 音質 は 
悪い 。 し か も 、 演 奏 力 、 有 名 バン ド の コピ ー 入 り 、 と も に 素人 の 域 で ある 。 バ パン 
ド ・ サ イド と し て は 、 そ こ を わき まえ て 、 あ えて 限定 に し て 、 そ れ な ら LP ボッ クス ・ 
セッ ト に し よう 、 と いう こと な の だ ろう 。 ム ゼア か ら の デビ ュー 作 で は 、 ハ モン 
ド ・ オ ル ガ ン を 多用 し て 懐古 趣味 を 逆手 に と る 程 徹底 し て いる が 、 こ れ を 聴く 
と 未完 成 極 ま り な く 、 逆 に バン ド の 成長 ぶり を 器 え る 。 (松本 ) 
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メタ モル フォ シ は ヴェ デット ・ レ ー ベ ル に 2 枚 の アル バム を 残し て いる 。 こ 
の アル バム の 存在 を 知る 人 の 多く は 、 こ れ が 2nd だ と 言っ て いる 様 だ が 、 そ 
れ は 本 作 の 番号 が 8168 で 、 一 方 の 「Inferno」 が 8162 で ある た め だ ろ う 。 し 
か し 、 レ ー ベ ル に 表記 され て いる 発表 年 は 本 作 が 1972 年 で 、 一 方 が 1973 
年 と な っ て お り 、 音 の 方 と 照ら し て みて も 、 本 作 を 1st と する 方 が 納得 が ゆく 。 
と 、 い うわ け で 、 こ の メタ モル フォ シ は Vo. 十 flute, G, B, Key, Dr. の 5 人 編成 
の バン ド 。 サ ウン ド の 核 は 華 改 な キー ボー ド 群 で ある 。A・B 面 と も 基本 的 に 
は 同様 の 音 創り が な され て いる が 、 よ り ド ラマ ティ ッ ク な 内 容 の A 面 に 彼ら の 
持ち 味 が 発揮 され て お り 、 こ れ が 次 な る 名 作 「Inferno」 へ と 受け 継が れ て 
ゆく の で ある 。 ( 城 元 ) 
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前 作 の メン バー か ら ギ タリ スト が 抜け 、 ド ラマ ー も 交替 し 、 よ り 強 固 な チー 
ム ・ ワ ー ク に よっ て 創 ら れ た セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 青 を 基調 と し た 幻想 的 な ア 
ル バ ム ・ カ ヴァ ー と スリ リン グ な 演奏 が 相まって CD 化 さ れる まで 、 長 く 神格 
化 さ れ 、 高 い プ レミ アム が 付け られ て いた コレ クタ ー ズ ・ ア イ テ ム で あっ た 。 
テク ニッ ク 的 に は ちょ っ と 甘い が 、 ピ アノ や シン セ サ イ ザー、 オ ル ガ ン 等 を 操 
る キー ボー ド が メイ ン の サウ ンド で 変化 に 富ん だ 組曲 が 全面 に 渡っ て くり 広 
げ ら れ て いる 。 こ の アル バム 発表 後 、 グ ルー プ は 解散 し 、 プ ヴォ ー カ リス ト の ダ 
ヴィ デ ・ ス ピタ レッ リ は ソロ 名 義 で 80 年 に 「Uomo lrregolare」 を 、 又 、 
THOR 名 義 で 79 年 に DELTAITALIANA レ ー ベ ル か ら ア ル バ ム を リリ ー ス 
し て いる 。 (山崎 ) 
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フラ ンコ ・ バ ッ テ ィ アー ト の 旧友 で 、'70 年 代 後半 以降 の アリ ー チ ェ の 作品 
で も し ば し ば キー ボー ド を 弾い て いる ミケ ー ル ・ フ ェ ド リ ゴ ッ ティ が 、 ダ ニー ロ ・ 
ロレ ン ツ ィ ー ニ ニ と いう アー ティ スト と 共 作 し た 作品 。A 面 は 教会 の パイ プ ・ オ 
ル ガ ン 、B 面 は アコ ー ス ティ ッ ク ・ ピ アノ で シン プル な 響き の 演奏 を 聴か せ て 
くれ る 。 ジ ャ ン ル 分 け を する な ら 現 代 音 楽 の ジャ ン ル の 作品 と いう こと に な ろ 
うか 、 響 き は むし ろ パ バロック 的 、 宗 教 的 な も の で 、 聴 いて いく 内 に 内 的 イメ ー 
ジ が どん どん 広がっ て いく よう な イメ ー ジ の 作品 で ある 。 プ ロ デ ュ ー ス は フラ 
ンコ ・ バ ッ テ ィ アー ト 。 (山崎 ) 
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最近 に な っ て 発掘 され た シン フォ ニッ ク ・ ア ル バ ム 。 も う 何 も で な い だ ろ う 
と 思っ て いた イタ リア だ が 、 ま だ 、 こ の クラ ス の 作品 が 眠 っ て いた と は 驚き で 
ある 。 ダ ルト ン の セカ ンド を リリ ー ス し た IAF レ ー ベ ル か ら の リリ ー ス 。 ハ モン 
ド ・ オ ル ガ ン の 失 き を 基調 に し な が ら 、 時 お り 、 フ ルー ト や オー ボ エ 、 ア コー ス 
ティ ッ ク ・ ピ アノ が 印象 的 な ノロ を と っ て いく タイ プ 。 イ ンス トゥ ー ル メン タル 志 
向 で 、 ヴ ォ ー カ ル 曲 も まじ っ て いる 。。 ド ラマ ー は 変名 を 使っ て いる が 、 ダ ルト 
ン の T・ ロ カラ ッ リ だ そう で 、 な る ほど 、 全 体 的 に ダル トン の イメ ー ジ に 近く 、 時 
に バロック 風 の オ ル ガ ン ・ プ レイ も まじ り 、 結 構 楽 し め る 。 (山崎 ) 
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ム ゼ ア か ら リ リー ス さ れ た 二 人 組 (ゲス ト が 更に 二 人 ) の デヴュー・ ア ル 
バム 。 薄 緑色 の 時 計 を モチ ー フ に し た ジャ ケッ ト に 包ま れ た 作品 だ が 、 そ の 
何と も 言い 様 が な い 幻 想 感 を 見 事 に 具現 化し て いる 。 ム ゼア の 作品 に 多 
い 、 割 と タイ ト な 感じ の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で は な く 、 ど こ か と ら え どこ ろ の 無 
い 独 特 な 音 世 界 を 持っ た アル バム で 、 ド ゥ ルッ ティ ・ コ ラム の よう な 空気 感 
が 漂う ファ ンタ ジッ ク な 印象 で ある 。 し か し ニュ ー エ イジ っ ぽく は な く て 、 血 が 
か よっ て 肉感 の ある 世界 で あり 、 静 な る 躍動 感 と で も 言っ た ら 良 い の だ ろう 
か 、 そ うい う 不 思 議 な 感覚 を 持っ て いる 。 け っ し て 無理 を し な いで 、 あ る が まま 
に 演奏 し て いる 感じ が し て 、 好 感 が 持て る 。 朝 モヤ の 中 に いる よう な 感覚 に 
させ る 一 枚 。 (津田 ) 








前 0RGAN 

Nova Sglis 
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ET LISP 34154 


(O】 





イギリス 人 モー ガン ・ フ ィ ッ シャ ー の グル ー プ 「 モ ー ガ ン 」 の ファ ー ス ト ・ ア 
ル バ ム 。 ホ ルス ト の 惑星 を アレ ンジ し た り し て 軽快 な プロ グレ ッ シ ヴ ・ サ ウン 
ド が 繰り 広げ られ て いる 。 翌 年 、 グ ヴォ ー カ ル を ロベルト ・ サ プ セ ッ ド か ら テ ィ 
ム ・ ス タッ フェ ル に 替え 、 前 作 同 様 の 見 事 な ア ル バ ム を 制作 する が 、 こ れ は 
76 年 に アメ リカ の イン ポー トレ コー ド か ら リ リー ス さ れる まで は 陽 の 目 を 見 な 
か っ た 。(BROWN OUT IMP1006) 彼 は 後に イギリス に 戻り モッ ト ・ ザ ・ フ 
ー ブ ル 、 モ ッ ト 、 プ リティ ッシュ ・ ラ イオ ンズ を 経て ソロ 活動 に 入り 、 ロ ル ・ コ ッ 
クス ヒル と の デュ オ 、 ミ ニア チャ ー ズ の 編集 を 行ない 、 又 、 ハ イブ リッ ド ・ キ ッ 
ズ と 自ら を 称し アル バム を 一 枚 発表 し て いる 。 現 在 は ソロ 活動 を 行なっ て い 
る 。 (山崎 ) 
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@Carosell SCLN 25001 
〇 Mellow MMP 166 

@⑳ 





イル ・ ム ッ キ ョ が 本 作 を 発表 し た の は 70 年 の こと 。 他 の 多く の グル ー プ が 
活動 を 起こ し 始め な が ら 未 だ ある レベ ル に 達し 得 な いで いた この 早期 に ム 
キオ は イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 船 と 言う べき サウ ンド を 創り 上 げ て いた 。 詳 し い ク 
レジ ッ ト が な い の で 楽器 編成 が 明確 で は な い が 、 お そら < く Vo.Keyb.X2、B. 
Dr. の 5 人 と 思わ れる 。 一 応 ダ ブル ・ キ ー ボ ー ド の スタ イル で は ある が 、 彼 ら 
の 音 の 特徴 は を の キー ボー ド ・ プ レイ より むし ろ ヴ ォ ー カ ル が 歌い 上 げ る 哀 
類 漂 う メ ロディ ー に ある と 言え る 。 イ タリ アン ・ ロ ッ ク に 限っ た 事 で は な い が 、 
その 土地 の 香り と 、 そ し て そこ に 住む 人 々 の 精神 の 発露 か ら 生ま れ た 音楽 
の 魅力 は 、 多 少 の 年 月 を 経て 変質 する 様 な も の で は 毛頭 な く 、、 む し ろ 時 流 と 
無関係 に 生き 続け て いる の で ある 。 ( 城 元 ) 
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久 Basf-Fare 20 23137F 
〇 Mellow MMP 121 

@ 





この ムル プレ は 割 と 最近 に な っ て 発 堀 され た グル ー プ な の で 、 あ まり 知ら 
れ て いな いと 思う 。「 私 は ペン ギン 」 と 題 さ れ た この 作品 は 、12 の パー ト か ら 
成る トー タル ・ ア ル バ ム だ 。Key.G.B.Dr. の 4 人 と いう 平凡 な 編成 だ が 、 メ イ 
ン は ピア ノ 、 オ ル ガ ン を 中 心 と し た キー ボー ド で ある 。 そ れ な り に 聴き 所 も あ 
り 、 キ ー ボ ー ド ・ フ ァ ン に は 結構 受け る 音 だ ろう 。 し か し な が ら 、 手 放し で 誉め 
る こと の で きる アル バム で は な い 。 作 曲 、 演 奏 と も 全体 的 に 今一つ まとまり を 
欠い て お り 、 せ っ か く の ト ー タ ル ・ ア ル バ ム も 企画 倒れ の 感 が ある 。75 年 に 
ジャ ン フ ラン カ ・ モ ン テ ド ゥ ー ロ と いう カン タウ トー レ と 共 作 し た 「DONNA 
CIRCO」 と いう 作品 も リリ ー ス し て いる 。 ( 城 元 ) 


MUSEO ROSENBACH 
Zarathustra 

"73 

久 Ricordi SMRL 6113 


〇 Contempo CONTEDISC 004 
⑳ キ ング KICP 2710 





ニー チェ の 哲学 叙事詩 「 ツ ァ ラ トゥ スト ラ は か く 語 りき 」 を 元 に し た トー タ 
ル ・ ア ル バ ム 。 反 キリ スト 教 的 思想 に 貫 あ ぬか れ た その 内 容 は 、 偏 執 的 な ま 
で に へ ヴィ な ギタ ー や 金属 質 の メロ トロ ン 等 に よっ て 終始 重々 し い 世 界 を 
描き 出 それ は 正 に 、 カ トリ シン ズム の 極致 で ある ラッ テ ・ エ ・ ミ エー レ の 1st 
と 対 角 を 成す イ タリ アン ・ ロ ッ ク 史 上 不 減 の 名 作 と 言え る 。^ へ ヴィ ・ シ ン フ 
ォ ニ ッ ク ” な る 呼称 が 初め て メデ ィ ア に 登場 し た の は 、 筆 者 が 認識 する 限り 
マー キー12 号 に イタ リア ン ・ ロ ッ ク ・ カ タロ グ を 掲載 し た 際 、 筆 者 自身 が ビリ 
エッ ト ・ ベ ル ・ リ ン フ ェ ル ノ の レヴ ュー に 記し た と 記憶 し て いる が 、 こ の ム ゼ 
オ ・ ロ ー ゼ ン バ ッ ハ こ そ ~ イ タリ アン ・ へ ヴィ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク ” の 神髄 で 
ある と 、 今 ここ に 断言 する 。 ( 城 元 ) 





MUSEO ROSENBACH 
Rare & Unreleased 
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人 @ 
〇 Mellow MMP 103 
@ 





タイ トル に も ある 通り これ は ム ゼ オ の レア 及び 未 発表 曲 集 で ファ ン に と っ 
て は か な り 興 味 深い 音源 が 収録 され た も の に な っ て いる 。 中 で も 珍し い の は 
彼ら が 当時 ステ ー ジ で 演奏 し て いた カバ ー の 数 曲 で あろ う 。 こ こ で 聴か れる 
の は ヒー プ の 「 対 自 核 」「 シ ャ ドウ ズ ・ オ プ ・ グ リー フ 」、 ビ ー ト ルズ の 「 ウ イ 
ズ ・ ア ・ リ トル ・ ヘ ルプ .…」( ジ ョ ー・ コ ッ カ ー・ バ パー ジョ ン ) 、 コ ロシア ム の 「 ヴ ァ 
レン タイ ン 組 曲 」 で 、 こ れ ら か ら 彼 ら の ルー ツ が 伺え て くる だ ろう 。 ま た 、 当 然 そ 
の 他 に も 「 ツ ァ ラ トゥ スト ラ 」 収 録 曲 の デモ 、 リ ハー サル テイ ク や 先 の ライ ブ 
で も 演奏 され て いた 未 発表 曲 ド ポ * の 別 ヴ ァ ー ジ ョ ン や 英語 ヴァ ー ジ ョ ン 
まで 収録 され て お り ま さ に 玉手 箱 状況 で ある 。 音 質 の 方 は まあ まあ と いっ た 
どこ の (島村 ) 


MUSE0 ROSENBACH 
Live 72 


"91 


人 @ 
〇 Mellow MMP 102 
KO) 





ム ゼ オ と いえ ば 以前 は 幻 の バン ド 的 存在 だ っ た 為 、 当 然 その 活動 状況 
な ど は 殆ど 知ら れ て は お ら ず この CD に より ステ ー ジ で の 姿 の ほん の 一 部 
を 初め て 知る こと が 出来 た 訳 で ある 。 内 容 の 方 は 残念 な が ら 音 質 が 「 ア ー 
スバ ウン ド 」 並 だ っ た り 曲 も 一 部 途切れ る な ど し て 聞き 苦し い 面 が ある の だ 
が 、 収 録 曲 は か の 「 ツ ァ ラ トゥ スト ラ 組 曲 」 よ り B②、③ を 収録 、 メ ロト ロン も 使 
用 し アル バム に 勝る と も 劣ら な い 迫 力 の ライ ブ 演 奏 を 展開 し て いる 。 他 に も 
当時 の 未 発表 曲 で アル バム と 同じ 夫 囲 気 の ^ ド ポ ” や 意外 な が ら 彼 ら の 音 
楽 性 の ルー ツ で あろ う J・B の 曲 ま で も が 収録 され て お り 多 彩 な 聴き どこ ろ を 
も っ た ライ ブ に な っ て いる 。 ま た 、 当 時 は チェ レス テ の レオ ナル ド が 正規 メン 
パー と し て 参加 し て いる こと も 興味 深い 。 (島村 ) 








MUSE0 ROSENBADH 
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旬 Mellow MMLP 103 

O 


】 





こち ら の LP も ム ゼ オ の レア 及び 未 発表 曲 集 な の だ が CD の 方 と は 全然 
違う 内 容 に な っ て お り 、 ま た 貴重 か つ 興 味 深い 音源 が 収録 され て いる 。 こ ち 
ら で 特 に 興味 深い と いえ る の は な ん と いっ て も 初代 の ボー カル で ある ワル タ 
ー・ フ ラン コ が ボー カル を と っ て いる 曲 で 「 ツ ァ ラ トゥ スト ラ 」、「 永 遠 の 回 帰 」 
及び 未 発表 曲 の 「 ド ポ 」 で 彼 が ボー カル の ヴァ ー ジ ョ ン を 聴く こと が 出来 る 。 
また A 面 ラス ト に は 「 デ ラン ゴ シ ア 」 と いう この LP に だ け 収 録 の 別 の 未 発表 
曲 も 入っ て いる 。 こ の 曲 の オリ ジ ナ ル は な ん と 20 分 の 長 さ だ そう な の だ が ここ 
で は 最初 の 部 分 だ け の 収録 に な っ て いる の が 少し 残念 で ある 。 そ の 他 こ ち 
ら で も 彼ら の ルー ツ を 伺え る ライ ブ で の J・B 等 の カバ ー が 収録 され て お り 十 
分 玉手 箱 状況 と いえ る だ ろう 。 (島村 ) 





MMUSIC FOR SENSATIONS 
MMusic For Sensatipns 
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@MCA MAPS 5613 


O 
KO) 





作曲 が Gianni Fallabrino な る 人 物 が ある と いう 事 以外 は 何 も 解 ら な い 
正体 不明 の 一 枚 。 オ ー ル ・ イ ンス トゥ ル メ ンタ ル 年 ら 、 美 し い メ ロディ ー・ ラ イ 
ン と 気品 溢れ る 演奏 の 醸し 出す 余り に も イタ リア 的 叙情 に は 、 溜 息 さえ 漏 ら 
し て し まう 。71 年 と いう 制作 年 の 為 か 、 生 も すれ ば イー ジー・ リ スニ ング 風 に 
流れ て し まい そう な 部 分 も 見 受け られ る も の の 、 ピ アノ を メイ ン に 据え 、 オ ル 
ガン 、 フ ルー ト 等 が 絡み 合う 様 は 正 に 端麗 の 一 語 。 お そら < く 最 初期 の イタ リ 
アン ・ ク ラ シ カ ル ・ ロ ッ ク と 形容 し て し まっ て 良い だ ろう 。 (鈴木 伸一 ) 
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人 @Philips 6323055 


Eugenio Bennato / Carlp dAngi9 


(O】 








ナポリ の トラ ッ ド ・ バ ンド NCCP か あ R 分 派 し た 男性 デュ オ を 母体 と し て 生 
まれ た MUSICANOVA は 、 南 部 イタ リア ン ・ ト ラッ ド を 代表 する グル ー プ で あ 
る 。 男 性 シン ガー2 人 に 、 マ ウロ ・ パ ガー ニ の ソロ アル バム 参加 で 知ら れる 
女性 シン ガー、 テ レー ザ ・ デ ・ シ オ を 加え た 3 人 の 歌手 に よる 土 臭 い 歌 が 特 
徴 だ だ が 、 バ イオ リン や 管楽器 を 含む 演奏 面 の テン ショ ン の 高 さ は 、 他 の 多く 
の イタ リア ン ・ ト ラッ ド と は 明確 に 一 線 を 画 し て いる 。 何 と 言っ て も 、 若 き テ レー 
ザ の 熱き 激情 を スト レー ト に 叩き つけ て くる 激しい 歌唱 が 強烈 に 心 に 残る 。 
曲調 も 同様 に 情熱 的 な ち も の ば か り で ある が 、 ト ラッ ド は 一 曲 の み で 、 他 の 曲 
は すべ て オリ ジ ナ ル で ある 。 完成 度 は 以後 の 作品 に 譲る が 、 イ ン パ クト の 強 
烈 さ な ら ま ず こ の 一 作 目 を 推 あ (川辺 ) 


MUSICANOVA 
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gPhilips 6323 078 


O 
@ 








79 年 に 発売 され た MUSICANOVA の 二 枚 目 の 作品 。 一 枚 目 は 、 誰 が 
リー ド ヴ ォ ー カ ル を 取る か で 曲想 が は っ きり と 分 か れ て し まい 、 や や 統一 感 
に 欠け る きら い が あ っ た が 、 本 作 で は 小曲 を スム ー ズ に 並べ る こと に より 、 
アル バム 全体 の 印象 を 無理 な くま と め あ げ る こと に 成功 し て いる 。 曲 は 例 に 
より 全曲 彼ら の オリ ジ ナ ル で あり 、 イ タリ ア 南 部 の 土着 的 パワ ー と コン テン 
ボ ポラ リー な 要素 が 一 体 化し た 、 メ ル ヘ ン テ ィ ッ ク な 歌曲 集 に 仕上 が っ て い 
る 。 本 作 を 最後 に テレ ー ザ ・ デ ・ シ オ は グル ー プ を 脱退 、 ポ ッ プ に 変身 し て 
ソロ ・ シ ン ガ ー と し て 活躍 し て いく こと に な る 。 グ ルー プ の 方 は 新しい 女性 シ 
ン ガ ー を 加え て 、 以 後 も う 二 枚 の 作品 を 発表 する が 、'84 年 の 四 枚 目 を 最後 
に 解散 する 。 (川辺 ) 





MUSICALIA 
MMusicalia 


? 
人 @Madau Dischi D-017 
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MCNIMLMIU1 


@ 





本 作 は トラ ッ ド ・ レ ー ベ ル 、MADAU_ DISCHI か ら リ リー ス さ れ た も の で 、 
年 代 は '80 年 初期 だ ろう う 。 ア ンジ ェ ロ ・ プ ラン ドゥ アル ディ に 似 た トラ ディ ショ 
ナル な 音 作り が 基本 と な っ て いる が 、 彼 ら は も っ と 南 イ タリ ア の 香り に 満ち た 
土着 的 な 要素 を 含み 、 そ れ で いて コン テン ポラ リー な サウ ンド だ 。 特 に 、 オ ペ 
ラチ ッ ク な 女性 ヴォ ー カ ル が 歌い 上 げ る B②、B③ の 哀 基 と 美 に は 誰 し も 心 
を 須 わ せる こと だ ろう 。 ヴ ァ イ オ リン 、 フ ルー ト も 最上 の アン サン プル を 奏で て 
いる 。 僕 は 本 作 を 聞く と カオ ス ・ シ チリ ア 物 語 に 映し 出さ れる 貧し くも 美しい 
南 イ タリ ア の 村々 を 思い 出れ (LUNA) 





N.ALD.M.A 

Uno Zinmgaro Di Atlante 6om Um 
Fiore A New York 
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〇 BMG Ariola ND 74850 
@ 


AKTUALA の 2nd ア ル バ ム 「La Terra」 に 参加 し て いた Otto Corrado と 
Marino Vismara に 加え David Mosconi, 1 nes klok, Gustavo Bonor- 
a, Mino Ceretti, Franco, Rardi, Marco Cristofolini を メン バー と する N. 
A.D.M.A は 、Thira Ear Band, Univers Zero を 初 御 と させ る 呪術 的 且つ 
秘 教 的 な 音 空間 を 現 出 させ る 特異 な グル ー プ 。 鳥 の 鳴 で 幕 を 開け る この 
アル バム は 、 不 気味 で エク スペ リ メ ン タル な サウ ンド を 中 核 と し 生 ら も 、 魔 術 
的 な イン プロ ビゼー ショ ン や 民族 音楽 的 な フレ ー ズ な ど を 織り 込ん だ イタ リ 
アン ・ ア ヴァ ン ギ ャ ルド ・ ミ ュー ジッ ク の 傑作 。 幻 惑 と 困 乱 と 静寂 が 聴く 者 を 
包み 込む 。 (鈴木 伸一 ) 
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ナポリ 中 央 駅 を グループ 名 と する ナポリ ・ チ ェ ン トラ ー レ の セカ ンド 。 グ ル 
ー プ は ヴォ ー カ ル & サ ックス 、 ド ラム ス 、 ベ ー ス 、 ピ アノ と いう 編成 を 基本 と し 
て いる が 、 そ の サウ ンド を 決定 づけ て いる の は ヴォ ー カ ル と サッ クス を 担当 
し 、 全 て の 曲 を 作曲 し て いる James Senese で ある 。 全 7 曲 中 ヴォ ー カ ル 曲 
が 3 曲 あ る が 、 い ずれ も ファ ン キ ー で や や 黒っぽい ヴォ ー カ ル の メイ ン に 軽 
快 な 演奏 が 展開 され て いる 。 一 方 、 イ ンス ト 曲 で は サッ クス 、 ピ アノ が ジャ ズ 
ィ か つや や プル ー ズ ィ な ソロ を 披露 する 。 乗 り の み を 重視 し た 演奏 で は な く 
シリ アス な 側面 も ある の で 聴き 所 を つか め ば 楽 し め る だ ろう 。 ナ ポリ らし さ は 
勿論 、 イ タリ ア 臭 も ほとん ど 感 じ は させ な い 、 イ タリ ア に は あま りな い グ ルー プ で 
ある 。 (賀川 ) 








NAPOLI CENTRALE 
Oualcosa 6a Nu Mmore 
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O 
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ナポリ ・ チ ェ ン トラ ー レ 、 最 後 の ア ル バ ム (サー ド ) で ある 。 従 来 の 作品 同 
様 、 プ ヴォ ー カ ル 曲 と イン スト 曲 に 分 か れる が 、 前 者 で は ヴォ ー カ ル が より 黒 っ 
ぽく な り 、 バ パッ ク の 演奏 も メロ ディ より も リズ ム を 重視 し た も の で ある た め 、 か 
な り フ ァ ン キー な 感じ に な っ て いる 。 イ ンス ト 曲 で も 軽快 乗り の 良い リズ ム 
を 基礎 に サッ クス 、 ビ アノ が ゆっ た り と リラ ックス し た プレ イ を 展開 し て いる 。 
その 種 の 作品 と し て は 出来 の 悪い も の で は な いと 思わ れる が 、 プ ログ レッ シ 
ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は 無縁 の も の と 言え る 。 彼 
ら が どの よう な 人 々 を 対象 に し て 本 アル バム を 作り 、 実 際 に は どの くら い の 
セー ルス を 記録 し た の で あろ うか 。 我 々 の 全く 知ら な い シ ー ン が ある の か も 
し れ な い 。 (賀川 ) 
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5 人 の ヴォ ー カ リス ト 、 サ ックス 、 オ ル ガ ン 、 キ ー ボ ー ド 、 ベ ー ス 、 ギ ター、 ド 
ラム ス 等 、 総 勢 13 人 の クレ ジッ ト が ある この ナッ シー タ ・ デ ィ ラ ・ ス フェ ラ と い 
う グ ルー プ に つい て の 情報 は 余り な く 、 完 全 な 自主 制作 と いう 形 で 本 作 が 
残さ れ て いる の み で ある 。 ア ル バ ム は 19 の 小曲 か ら 成 り 美 し い ピ アノ の メロ 
ディ ー や 、 効 果 音 、 ゾ ヴォイ ス 等 が つなぎ 合わ され て コラ ー ジ ュ 的 に まとめ 上 げ 
られ た も の で ある 。 美 的 な も の と へ ヴィ ー な 音 塊 が 対比 し な が ら 進 行 し て い 
く 様 は 、 時 に エロ ティ ッ ク に 感ずる 程 に エモーショナル な も の 。 実 験 的 な 試み 
の 中 に も 美的 な ライ ン を 配 す る と ころ が 極め て イタ リア らし い 。 見 開き ジャ ケ 
ッ ト 、 厚 紙 の イン サー ト 付 。 (山崎 ) 


NEURO TENSIVO 
Neuro Tensiv0 

? 

免 Gemelli GG-ST A10-008 








ロー マ の マイ ナー・ レ ー ベ ル よ り 、 お そら < く 現 代 音 楽 の シリ ー ズ か 何 か の 
一 枚 と し て 発表 され た と 思わ れる この 作品 。 メ ン バ ー、 制 作 年 等 一 切 不明 。 
ジャ ケッ ト は シン グル ジャ ケッ ト で 、 デ ザイ ン 、 手 触り か らし て 70 年 前 後 の 印 
象 が 強い が 、 内 容 の 方 は 当時 と し て は か な り 高 い 水準 に 達し て いる と 思う 。 
ピア ノ 、 シ ン セ サイ ザー、 バ イオ リン 他 各 種 楽器 の 奏で る 不協和音 が 、 不 
安 と 狂気 、 静 諾 さと 深遠 さ を 混在 さ せ て 聴く 者 を 異 世界 へ と 誘う か の よう な 
サウ ンド は 、 イ タリ アン ・ ア ヴァ ン ギ ャ ルド ・ ミ ュー ジッ ク の 先駆 的 な も の と 評 
価 し て 良い だ ろう 。Third Ear Band 的 な 秘 教 的 ・ 呪 術 音 空間 を 現 出 し て い 
る 。 (鈴木 伸一 ) 
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0 Cetra CDM 2038 





現在 も 活動 し て いる イタ リア ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン きっ て の ベテラン グル ー プ 
で ある ニュ ー・ ト ロ ル ス の デビ ュー 作 。'67 年 に シン グル 「Sensazioni」 を 大 
ヒッ ト さ せ 、 さ ら に た て つづ け に ヒッ トチ ャ ー ト を に ぎわ せ た あ と 、!68 年 に 発表 
し た 本 作 は 、 プ ロ デ ュ ー サ ー に ファ ブリ ツィ オ ・ デ ・ ア ンド レ を むか え 、 カ ン ツ ォ 
ー ネ を ロッ ク 的 な 解釈 と し て 作ら れ た も の で 、 当 時 の ビー ト サ ウ ンド と は や や 
異 に し て いる 。 全 体 は ヒッ ト 曲 指向 の 良質 の ポッ プス アル バム に 仕上 が っ 
て お り 、 後 の ニュ ー・ ト ロ ル ス と は 内 容 的 に は ずい ぶん へ だ た り が ある が 、 彼 
ら の 猫 の 目 サ ウン ド の 第 一 歩 と し て 、 ま た 、 フ ァ プ ブリ ツィ オ ・ デ ・ ア ンド レ の プ 
ロ デ ュ ー ス が 随所 に 光っ て いる 分 、 一 聴 の 価値 が ある 。 (鈴木 茂 ) 


NEW TROLLS 
New Trglls 
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@Fonit LPX 7 
〇 Fonit Cetra CDLP 422 
@ 





ニュ ー・ ト ロ ル ス の 2 枚 目 で ある 本 作 は 、 前 作 に 引き 続き カン ツ ォ ー ネ ・ ロ ッ 
ク を 中 心 と し た ポッ プス 指向 の アル バム で あり 、 前 作 に 収録 され て いな か っ 
た 彼ら の デビ ュー 作 (IHA⑥) 他 、 多 数 の シン グル ヒッ ト ( 旧 A①、B①、②、 
⑤) を 含ん で いる 。 シ ング ル 盤 の 寄せ 集め 的 な 本 作 は 、 ア ル バ パム と し て の ま 
と まり は な い が 、 一 曲 一 曲 が シ ング ル 的 な 良質 な ポッ プス 、 プ ルー ス 、 カ ン 
ツ ォ ー ネ ・ ロ ッ ク と 後 の 彼ら の 多様 な サウ ンド の 原型 と な っ て いる の 具 上 興味 
深い 。 な お 、 グ ルー プ 名 の ニュ ー・ ト ロ ル ス と は 、 ノ ルウ ェ ー 語 の 「troll( 妖 
精 )」 と 英語 の 「totroll( 輸 唱 する ) 」 を 掛け 合わ せ た 言 葉 で 、「 新 し い 妖 精 
達 」 と いう 意味 を 持っ て いる 。 (鈴木 茂 ) 
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〇 Fonit Cetra CDM 2039 
⑱ キ ング KICP 





映画 音楽 界 で は 相当 有名 で ある 作曲 家 ル イス ・ エ ン リ ケス ・ バ パカ ロフ と 
ニュ ー・ ト ロ ル ス の 共演 盤 。 前 半 に は パカ ロフ 作曲 の バロック 音楽 を モチ ー 
フ に し た 演奏 が 、 後 半 に は ロッ ク の イン プロ ヴィ ゼイ ショ ン が 収め られ て い 
る 。 前 半 の 出来 は 他 に 類 を 見 な い 程 ロッ ク と クラ シッ ク 音 楽 が 何 の 異 和 感 
も な く 融 合 し て いる 優れ も の で あり 、 ユ ー ロ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン 必聴 の 一 枚 で ある 
と いえ る 。 ニ ュー・ ト ロ ル ス に と っ て は 重要 な 意味 を 持っ た 作品 で あり 、 以 後 
オー ケス トラ を 使用 し な く な る が 、'76 年 の 再編 時 に 、 再 び 同じ メン バー( バ 
カロ フ も 含め て ) で その 続編 と も 言う べき 「 コ ンチ ェ ル ト ・ グ ロッ ソ ・ ヌ メロ ・ ド ゥ 
エ 」 を オー ケス トラ を 使っ て 制作 し て いる 。 (土川 ) 
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OFonit Cetra CDLP 429 
@ 








ニュ ー・ ト ロ ル ス の 4 作 目 に あたる 本 アル バム は 、 旧 AB 面 が スタ ジオ 盤 
旧 CD 面 か ら ラ イブ 盤 の 2 枚 組 で (CD は 1 枚 に 収録 ) 、 タ イト ル と 一 曲 を 除く 
歌詞 が 英語 と な っ て いて 、 彼 ら が 初め て 海外 市 場 を 意識 し て 制作 し た も の 
と 思わ れる 。 ス タ ジ オ 盤 で は 生 ギ ター、 ピ アノ と いっ た アコ ー ス ティ ッ ク な 楽 
器 を 多用 し 、 続 く TUT」 の 原型 と ちい うべ き ク ラ シ カ ル ロ ッ ク を 展開 し て いる 。 
ライ ヴ 盤 で は 、 マ グマ ・ レ ー ベ ル 以 降 に 通じ る ジャ ー ジ ー で フリ ー な 演奏 に 
ニコ の ハイ トー ン ・ ヴ ォ イ ス が か ら み あう エキ サイ ティ ング な 内 容 。 特 に I 旧 D 
面 の 17 分 に お よぶ 大 作 は 教会 音楽 の 要素 を た くみ に 取り 入れ た 重厚 な サ 
ウン ド と な っ て いる 。 オ リ ジ ナ ル 版 は 変型 4 面 ジャ ケッ ト で 、 見 開き の 更に 上 
半分 が 開く よう な つく り と な っ て いる 。 (鈴木 茂 ) 
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5 作 目 。 タ イト ル の 「UT」 と は 音階 の F の 音 を 指す ヴィ ッ ト リ オ ・ デ ・ ス カル 
ツィ は 一 曲 も 書い て お ら ず メン バー 以外 の 人 間 が 作曲 に 参加 し て いる 。 そ 
の 内 の 一 人 、 ダ イナ ・ デ ィ ー ニ は 本 アル バム の ヴィ ッ ト リ オ を 除い た メン バ 
ー、 ニ ニコ 、 ジ ャ ン ニ 、 フ ラン ク 、 マ ウリ ツィ オ の 作っ た アル バム 、 通 称 「?」 に 参 
加 し て いる 。 実 質 的 に は 「UT」 も この 4 人 の アル バム と 見 て よい だ ろう 。 そ の 
後 、4 人 が グル ー プ を 離れ 、 イ ビス を 作り ヴィ ッ ト リ オ が アト ミッ ク ・ シ ステ ム 
を 作る 分 裂 劇 の 原因 こそ が この アル バム な の で ある 。A 面 の 組曲 に つい て 
は スペ ー ス が な い の だ が 、 内 ジャ ケ を 訳し て も ら え れ ば わか る と 思う 。A① で 
は ピア ノ 練 習 曲 の ツェ ル ニ ー が そっ くり その まま 使わ れ て いる 。 (いわ ね ) 
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一 枚 毎 に 音楽 性 が 変る 事 で 有名 な (?) ト ロ ル ス の 中 で も 一 番 プ ログ レ 
ッ シ ヴ / シ ン フ ォ ニ ッ ク よ り の 一 作 。 と は 言え この 時 期 グ ルー プ は 二 つ に 分 
裂 し て お り 、 お そら く は 音楽 性 の 相違 と 言っ た 理由 も 有 っ た の だ ろう と 思わ 
れる が 、 分 裂 し た 相手 の IBIS も トロ ルス 系 列 の 中 で は 最も プロ グレ ッ シ ヴ 
寄り の 作品 な ども 残し て お り 、 何 を 考え て いた の か は 良く 判ら な い 。 (その 後 
再 合体 する し …) それ は さて 置き この 作品 、 前 記し た 通り トロ ルス の 作品 と し 
て は 一 番 整 合 性 を 重視 し た 作品 と な っ て お り 、 そ う 言 っ た 意味 で 一 番 取っ 
付き 易い 作品 だ ろう 。 作 品 / 演 奏 能 力 は 元々 高い 彼 達 の 実力 が 良く 判る 。 
と は 言え や は り ど こ か 垢抜け し な い 所 を 残し た 唄 、 こ れ が 彼 達 の 魅力 の 中 
心 で ある 事 に 変り な い の だ ろう が 。 (中 西 ) 
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⑳ キ ング KICP 2054 





ニュ ー・ ト ロ ル ス の 初 の ライ ヴ ツ ・ ア ル バ ム 。 全 体 的 に ジャ ー ジ ー な アド リプ 
に よる イン スト ル メ ンタ ル ア ル バム で 、 彼 ら の 他 作 品 と は 異色 の も の と いえ 
る 。 し か し な が ら 、 全 員 の アン サン ブル は 、 一 流 の ヨー ロッ パ ・ ジ ャ ズ ・ ミ ュー 
ジ シ ャ ン に 負け ず と も 劣ら な い 完 成 度 の 高い も の で あり 、 ス リリ ング な 各 パ 
ー ト の た た みか ける よう な ソロ が 全体 の 高揚 感 を 与え て いる 。 中 で も 聞き どこ 
ろ は 旧 B 面 の ヴィ ッ ト リ オ の エレ ビ に 導 び か れ て 演奏 され る ^ コ ンチ ェ ル ト グ 
ロッ パプ "の テー マ で 、 ヴ ァ イ オ リン 奏法 に よる ギタ ー は ニュ ー・ ト ロ ル ス ・ フ ァ ン 
な ら ず と も 思わ ず 涙 を さそ う 。 曲 は ここ か ら 更 に 激 し さ を 増し 、 サ ックス 、 ギ タ 
ー、 ド ラム ス 、 ベ ペー ス 、 キ ー ボ ー ド の か ら み 合い は 最後 の クラ イマ ックス へ と 
つき 進ん で ゆく 。 (鈴木 茂 ) 
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OFonit Cetra CDM 2034 (N1 & N'2) 
⑩ キ ング KICP 2153 





76 年 、 分 裂 し て いた メン バー が 戻り 再 結成 され た ニュ ー・ ト ロ ル ス が 再 
び ル イス ・ エ ン リ ケス ・ パ カロ フ 、 セ ル ジ ョ ・ バ ルド ッ テ ィ の 協力 を 得 て 制 作 さ 
れ た 第 一 弾 が 当 ア ル バ パム で ある 。 内 容 は 「 コ ンチ ェ ル ト グ ロ ッ ソ 」 の コン セ プ 
ト を 継承 し つつ も 、5 年 間 に つ ちか われ た 個々 の 演奏 力 を 発揮 し た も の で あ 
り 、 の ぴの びと し た 個々 の 演奏 が より 高い 完成 度 の アル バム に 仕上 が っ て 
いる 。 タ イト ル 曲 は ヾ コン チェ ルト グロ ッ ソ 1" の クラ シカ ル ・ エ レガ ンス に 新 
し い エ ッ セ ンス を 加味 し た も の で `1* の 発展 型 と な っ て いる 。 他 の 5 曲 も それ 
ぞ れ が 独立 し た 曲 と な っ て いる が 、 全 体 の 流れ は 自然 で 、 コ ン セ プ ト ・ ア ル 
バム と し て 構成 され て いる 。CSN ば り の コー ラス も 当 ア ル バ ム か ら の 特長 で 
ある 。 (鈴木 茂 ) 
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「 コ ンチ ェ ル ト ・ グ ロッ ソ 2」 に より 、'76 年 再 結成 され た ニュ ー・ ト ロ ル ス が 、 
その 発表 に 合わ せ て 行なっ た ライ ヴ を 収録 し た 本 作 は 、 音 質 的 な 問題 で 発 
売 が 延期 され て いた が 、79 年 に 陽 の 目 を 見 た も の だ 。 内 容 は 、1st か ら 3 
曲 、2nd か ら 1 曲 と I 旧 ヒッ ト 作 を 新た に ジャ ー ジ ィ に アレ ンジ し た も の 、「 コ ンチ 
ェ ル ト ・ グ ロッ ソ 2」 か ら の 4 曲 を 中 心 に し た 全 10 曲 で 、 彼 ら の 再 結 成 が ヴィ ッ 
トリ オ 、 ニ コ 、 リ ッ キ ー、 ジ ャ ン ニ 、 ジ ョ ル ジ ョ の 最強 の メン バー で ある こと 、 再 
結成 に お ける や る 気 に 満ち た 姿勢 を 随所 に 確認 で きる 。 中 で も B 面 の ^ ア ダ 
ー ジ ョ "か ら ^ ヴ ィ ヴ ァ ー チ ェ ”…` 太 陽 王 " と 続く < 所 は 、「 コ ンチ ェ ル ト ・ グ ロッ 
ソ 2」 が 「1」 の コン セプト を 踏襲 し 更に 発展 させ た も の で ある こと を 証明 し て 
いる 。 (鈴木 茂 ) 





NEW TROLLS 
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71 年 か ら 76 年 まで の ニュ ー・ ト ロ ル ス は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の フィ ー 
ルド て 活躍 し て いた が 、 こ の "78 年 の アル デパ ラン で は ポッ プス ・ グ ルー プ 
に た ち も ど っ て の 再 ス ター ト を 切っ た 。 多 く の プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン は 
と ま ど い を 感じ た と 思う が 、 内 容 の ほう は 完成 度 が 高く 、 ま る で 水 を 得 た 魚の 
よう に 自由 な 発想 で 、 又 、 圧 倒 的 な 迫力 を 持っ て 全面 が 演じ られ て いる の 
で ある 。 様 々 な が ジャンル の 音楽 を を つ な く こなす トロ ルス だ が 、 こ の 手 の ポ ッ 
プス ・ サ ウン ド が 一 番 自 然 に 感じ ? の は 僕 だ け で は ある まい 。 こ れ ぞ トロ ル 
ス 、 こ れ ぞ イタ リア と いっ た 印象 で 、 カ プリ オレ に 乗っ て アウ トス トラ ー ダ を 走 
りな が ら こ れ を 聴い た ら 最高 だ 。 (山崎 ) 





【 こ {の / 
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前 作 「 ア ル デ バ ラン 」 で ポッ プス ・ グ ルー プ へ と 変身 (と いう より 従来 の ス 
タイ ル に も どっ た と いう ほう が 正しい か も し れ な い ) し た ニュ ー・ ト ロ ル ス は た て 
続け に 本 作 を リリ ー ス し て きた 。 前 作 が 圧倒 的 な 流れ と 力 強 さ を 持っ た ア 
ル バ ム だ っ た の に 対し 、 こ の アル バム で は いく ぶん し っ と り と し た サウ ンド に 
変化 し 、 コ ー ラ ス の 比重 も 増し て きた 。 い くら か 前 作 より 内 省 的 に 感じ る の は 
その 為 だ ろう 。 全 体 的 な クォリティ ー は 前 作 と 同様 で 極め て 高い 水準 に ある 
と 思う 。 後 が 観音 開き の ちょ っ と 複雑 な 形式 の ジャ ケッ ト も 、 イ ラス ト に 夢 が 
あり 、 曲 の イメ ー ジ を 良く 表現 し て いる 。 ト ロ ル ス の ポッ プ 系 作品 の 中 で も 高 
水準 の 一 枚 。 (山崎 ) 


NEW TROLLS 
FS 


*81 
@Fonit Cetra LPX 93 
O 


CO) 





ウザ イ 、 ダ ダ モ が 脱退 し 、4 人 と な っ た ニュ ー・ ト ロ ル ス が 古巣 フォ ニッ ト ・ 
チェ トラ に 復帰 し て '81 年 に 発表 し た の が 本 作 で ある 。「FS (エッ フェ ・ エ ッ 
セ ) 」 と は イタ リア 国有 鉄道 の こと で あり 、 ジ ャ ケッ ト に も 使用 され て いる マー 
ク を つけ た 列車 が イタ リア 全土 を 駆け 巡っ て いる 。 内 容 は WEA 時 代 の イー 
ジー リス ニン グ な ポッ プス 部 分 を 捨て 、 シ ン フォ ニッ ク な コン セプト ・ ア ル バ 
ム と な っ て いる 。FS が 立ち 寄る 駅 々 に お ける 現実 的 な 出 起 事 や 幻想 へ と 導 
く 世界 を 一 つ 一 つ の 音 空間 に まとめ あげ 、 列 車 の 走る さま の 効果 音 が その 
曲 と 曲 を 結び つけ て 作ら れ た トー タル アル バム 、 充 実 し た 演奏 力 と 表現 力 
は 正 に ベテラン グル ー プ な ら で は の も の で あり 、 彼 ら の 後期 の 代表 作 と い 
っ て も いい だ ろう 。 (鈴木 茂 ) 





NEW TROLLS 
America 0.K. 
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余り 、 い た だ け な い タイ トル と 、1 曲 目 の ナ レー ショ ン の 悪 趣味 さ で な ん と 
な くそ ん を し て いる アル バム で ある 。 僕 も これ が ひっ か か っ て 長い こと 聴か ず 
嫌い だ っ た 。 し か し 、 そ れ さ え 目 を つぶ れ ば 、 こ れ は いけ る アル バム な の で あ 
る 。 時 計 の 振り 子 の 音 を うま く あ し ら っ た ~10 OROLOGI”、 ゆ っ た り と し た 叙 
情 的 ナン バー`ACCENDERE LANIMA" 等 、 い い 曲 が つら な っ て いる の 
で ある 。 ニ ュー・ ト ロ ル ス の ファ ン に な る と 、770 年 代 の 諸 作 品 は 聴き すぎ て し 
まい 、 む し ろ 、 こ の あたり の アル バム が 良く な っ て き て し まう と いう の が 一 般 的 
な 傾向 で ある よう だ 。 (山崎 ) 


NEW TROLLS 
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'85 年 、 し ば し の 沈黙 の 後に 由 た この アル バム は 、A 面 と B 面 の 頭 に シン 
グル ・ リ リー ス さ れ た スタ ジオ 曲 を 入れ 、 後 は ライ ブ 録 音 され た 作品 で ある 。 
選ば れ た 曲 が 名 曲 ぞ ろ い な の で 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 時 代 以 外 の トロ ル 
ス の 音楽 性 を 知る と いう 意味 で は 入門 的 な 作品 と いえ る か も し れ な い 。 又 、 
YUna Miniera” や ^Ti Ricordi Joe" の よう な 、'70 年 頃 の 古い 曲 も 演奏 し て 
お り 、 フ ァ ン に は な つか し い 選 曲 で ある 。 又 ヾ Quella Carezza Della 
Sera”、La Nella Casa Dellangelo" あ た り は 情熱 的 な イタ リア らし い 佳 
曲 で 、 ぜ ひ 聴 いて みて も らい た い 曲 だ 。 (山崎 ) 








NEW TROLLS 
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久しぶり に リリ ー ス され た トロ ルス !88 年 の 作 。 タ イト ル の 通り (アミ チ は 友 
達 の 意 ) 、 過 去 に 訟 いて トロ ルス に 関与 し た 多く の 友人 達 へ 捧げ られ た ア 
ル バ ム 。 こ の アル バム で は コー ラス ・ グ ルー プ と し て の トロ ルス の 側面 が 強 
調 さ れ て いる 、 メ ン バ ー は ヴィ ッ ト リ オ ・ デ ・ ス カル ツィ ・ ニ コ ・ デ ・ パ ー ロ 、 ジ ャ 
ン ニ ・ ベ リー ノ の 3 人 に な っ て いる 。 全 て の 曲 は 3 人 の 共 作 と な り 、 リ ラッ クス し 
て 自分 達 の 為 に 制作 し た よう な アッ ト ・ ホ ー ム な イメ ー ジ を 感じ る 、 フ ャ ン も 、 
トロ ルス と 共に 歩ん で きた 長い ファ ン な ら 気 持ち 良く 聴く こと が で きる と 思う 。 
大 人 の 味 だ 。 (山崎 ) 





NEW TROLLS 
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NEW TROLLS の 正規 盤 と し て 通算 16 枚 目 の ア ル バ ム 。 実 に 息 の 長い 
バン ド で 、 そ れ だ け で も 素晴らし い 事 だ と 思う が 一 枚 一 枚 の クォリティ の 高 さ 
に は 本 当 に 脱帽 も の で ある 。 さ て この アル バム だ が 、「 サ ン レ モ 音 楽 祭 92」 
の 参加 曲 「OUELLI COME NOI」 と 、 昔 の 曲 の リメイク も の 等 で 構成 され て 
いる 。 ハ ウス の リズ ム に 乗っ た 「VISIONI」 や 、 弦 楽 四重奏 風 に アレ ンジ さ 
れ た 「 私 は アイ リッ シュ 」 等 基本 的 に は シン セ を 中 心 と し た ポッ プ な 音 作り 
が 成 さ れ て いる 。 サ ン レ モ 92 の ステ ー ジ で は 、NICO、VITTORIO、RICKY 
BELLONI、GIORGIO USAI の 4 人 に VITTORIO の 弟 の ALDO DE SCAL- 
ZI(Key) が 参加 し て ダイ ナミ ッ ク で 重厚 な 演奏 を 披露 し て いた 。 イ ・ プ ー を 
除い て ライ ヴ で レコ ー ド と 同じ 音 を 再現 出来 る の は 最早 彼ら し か いま い 。 

(片山 ) 











NIC0, IANNL FRANK, 前 有 HIZI0 
Camti 思 Inm0eenza, 

Camti 思 ESperiemza 
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ニュ ー・ ト ロ ル ス は 名 作 「UT」 を 発表 後 、2 つ の チー ム に 分 裂 し て し まう 。 ヴ 
イッ トリ オ ・ デ ・ ス カル ツィ は 「N.T. ア トミ ッ ク ・ シ ステ ム 」 を 製作 し 、 残 り の 4 人 、 
すなわち 、 二 コ 、 ジ ャ ン ニ 、 フ ラン ク 、 マ ウリ ツィ オ は グル ー プ 名 も 決ま ら な いま 
ま 、4 人 の 連名 で 本 アル バム を 発表 する 。 内 容 は 純粋 な ハー ド ・ ロ ッ ク ・ サ ウ 
ンド で あり 、「UT」 の B① の 曲 を 連想 し て いた だ けれ ば よい だ ろ が 、 か な り へ 
ヴィ ー に 仕上 げ ら れ て いる 。 こ の アル バム 発表 後 、 ジ ャ ン ニ ・ ベ ッ レ ー ノ は 
「TRITONS」 に 加入 し て し まい 、 残 り の 3 人 に 元 ア トミ ッ ク ・ ル ー ス ター の リッ 
ク ・ パ ー ネ ル を 加え 、 イ ビス が 結成 され る こと に な る 。 (山崎 ) 


NICOSIA & 6 INDUSTRIA 
MUSICALE 

Uha Favola Veva 
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73 年 の 作品 。 プ ロ セ ッ シ ョ ン の 「Fiaba」 や アル ミノ ジェ ニ 等 か リリ ー ス さ 
れ た フォ ニッ ト ・ チ ェ ト ラ の LPO シ リー ズ の 1 枚 と いう こと で 、10 年 程 前 に わく 
わく し な が ら 海 外 か ら 入 手 し た こと を 想い 出 し か し 、 内 容 は プラ ス ・ ロ ッ ク 
的 な 味わい を 持つ も の で 、 バ パラ ンス も 良く 、 各 ミュ ー ジ シャ ン の 力量 も いい も 
の を 持っ て いる が 、 残 念 な が が ら プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク で は な く 、 ジ ャ ン ル 違 
い の 作 品 だ っ た の で ガッ カリ し た 記憶 が ある 。 当 時 の イタ リア ン ・ ロ ッ ク は 、 
も ちろ ん プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 全 盛 で あっ た が 、 そ れ 以 外 の ロッ ク や トラ ッ ド 
系 の 作品 も 少く な く 、 好 き な 人 に 聴い て も ら え ば 、 正 当 な 評価 が 得 ら れる と 思 
う の だ が 。 (山崎 ) 





NO STRANGE 

L' Universo 
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NO STRANGE は '82 年 、 ト リノ で 結成 され た アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク 系 の バン ド 
で 、 こ れ ま で に 3 枚 の アル バム 、「NO Strange」(Toast TDLP 851、" 
85) 、 本 作 、「Flora Di romi」 と 1 枚 の シン グル 「White Bird/Fiori Ris- 
plendenti」('86) 他 を 自主 リリ ー ス し て いる 。 英 米 、 も し く は イタ リア の 60 年 
代 末 に 影響 を 受け た と いう よう に 、 サ イケ デリ ッ ク ・ サ イド で 扱わ れる 音 だ 
が 、 イ タリ ア ら し 情緒 豊か で 繊細 な 面 を 見 せる あたり が 、SAINT JUST や 
C.ROCCHI 等 の 系 譜 と し て イタ リア の も う 一 面 を の ぞ か せ て くれ る 。 こ の 2 作 
目 は 、 曲 自体 が 比較 的 大 味 な の で 、 そ の 点 で は アピ ー ル に 欠け る か も し れ 
な い 。 基 本 的 に は アコ ー ス ティ ッ ク 楽 器 主体 な の だ が 、 エ レク トリ ッ ク 楽 器 の 
多用 が 目立ち 、 や や 一 本 調 子 に 終る 。 (松本 ) 


NO STRANGE 
Flora ii Romi 
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も と も と は Salvatore D'urso と Albert Ezzu の デュ オ で 始ま っ た 彼 等 も 、 
この 3 作 目 で は 女性 ヴォ ー カ ル を 加え 、 ま た 様々 に アコ ー ス ティ ッ ク 楽 器 を と 
り 入 れる こと で 、 多 彩 に な っ た 。 サ イケ ・ サ イド で 語る に は ピア ノ や フル ー ト の 
フュ ー チ ャ ー も 大 きく 〈、 フ ロー ティ ング な 紛 囲 気 は 強く と も 同じ 位 の メロ ディ ア 
ス で も ある 。 時 と し て 「Norma Del Cielo」 の 頃 の クラ ウデ ィ オ ・ ロ ッ キ を 思わ 
せ さ えす る 。ac & elg、b、ds、fl、rec、p、org、sax、perc 等 と 音色 の 多彩 さ 
が 曲想 に ふく ら み を 持た せ た と いう 気 が する 。 全 体 に アコ ー ス ティ ッ ク に 傾 
き 、 イ メー ジ の 広がり も 格段 に 大 きく な っ て いる 。 ヴォー カル は イタ リア 語 。 

(松本 ) 








(|) NOMADI 
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この アル バム は モッ ト ・ ザ ・ フ ー プ ル の 3rd「Wildlife」 に 収録 され た 1. ハ 
ンタ ー の バラ ー ド ~Waterlow"* の ハミ ング ・ ナ ン バ ー で 幕 を 明け る 。 (思い出 
す の に 苦労 し た ゾ ) 。 こ の 曲調 に ムー グ 音 が 出 て くる の て で 期待 させ て くれ る 
が 、 勝 手 に 自分 達 の クレ ジッ ト に する 辺り が せこ い 。 そ れ は いい と し て 、 ジ ャ 
ケ の サイ ケ ・ ト ー ン か ら ビ ー ト ・ ポ ッ プ ス か と 思い き や 、 意 外 と そう で も な い 。 そ 
の 傾向 が 何 曲 か で 残る 程度 で 、 大 半 は 人 な つっ こい よう な ポッ プ さ の ある イ 
タリ アン ・ メ ロディ と 歌 、 時 に は オー ケス トラ を 大 きく まじ えて の 作風 に な っ て 
いる か ら 結 構 聴 ける も 。 お まけ に ラス ト ・ ナ ン バ ー で は ジャ ム っ ぽい プレ イ ま で 
入っ て いる 。 何 曲 か で の ハモ ンド ・ オ ル ガ ン は 控え め な が ら 当 然 よ い 。 こ れ 
が 3 作 目 に 当たる 。 (松本 ) 





(| NOMADI 

Un iormo Imsieme 
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ノ マ ー デ ィ は 実に 長い 活動 を 続け る グル ー プ で ある 。60 年 代 中 期 に は 結 
成 さ れ 、 筆 者 の 持っ て いる 彼 等 の レコ ー ド で 最も 古い も の が 、68 年 の も の 
(EMI SCPSO 545) 一 この アル バム は プロ グレ ッ シ ヴ な 手法 と ビー トル ズ 
の 影響 が 感じ られ る 好 作 品 ) で ある 。 そ の 後 、10 年 以上 に 渡り 多数 の アル 
パム を リリ ー ス し て いる が 、 最 高 作 は 本 アル バム で あろ う 。 生 の スト リン グ ス 
群 、 メ ロト ロン を も 使用 し て 、 セ ン シ テ ィ ヴ で 情熱 的 な 歌 を 中 心 と し た 素 晴 ら 
し い ア ン サ ンプ ル を 聴か せ て くれ る 。 彼 等 の 作品 に は 出来 不 出来 の パラ ツ 
キ が ある が 、 本 アル バム や 74 年 の | Nomadi Interpretano Guccini あ た り 
が 推薦 盤 で ある 。 本 アル バム は 変型 ジャ ケッ ト 、 ポ スタ ー 付 き と 豪華 な も の 
で 、 彼 等 の 頂点 に 位置 する 作品 で ある 。 (山崎 ) 





ぢ お 用 
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74 年 に リリ ー ス され た 作品 。 前 作 「Un Giorno Insieme」 の サウ ンド を 継 
承 し な が ら も 、 よ り プ ログ レッ シ ヴ な アイ ディ ア を 抽 入 し た 作品 で ある 。 ロ ッ 
ク ・ フ ィ ー リ ング の ある 曲 や 、 オ ー ケ スト ラ を 静か に 歌わ せ た 曲 、 あ る い は 以 
前 の よう に 、 ヴ ォ ー カ リス ト 、 ア ウ グ ス ト ・ ダ オリ オ を メイ ン に 配 し た 曲 と 、 起 伏 
に 富ん で お り 、 ノ マー ディ が 最も ノ マ ー デ ィ ら し い 時 期 の 輝かしい 一 枚 で あ 
る 。 ア レン ジ は ヴィ ンチ ェ ・ テ ン ペ ラ 。PFM や フォ ルム ラ ・ ト レ の 出現 以前 、60 
年 代 に 先鋭 的 な アル バム を リリ ー ス し て いた の は 、 実 は に の ノ マ ー デ ィ や エ 
キ ペ べ 84 と いっ た ポ ボッ プス ・ グ ルー プ で あっ た 。 そ ん な 彼 等 が 70 年 代 中 盤 に 
プロ グレ ッ シ ヴ な 作品 を 創り 出し た と いう の も うな ず け る 。 (山崎 ) 
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サン レモ か ら や っ て きた ギター・ デ ュ オ の デヴュー・ ア ル バ ム で 、MAS- 
SIMO MAZZEO と ANDREA ROMANO の 二 人 組 に よる コラ ボレー ショ 
ン 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター の アル ペ ジ オ に エレ クト リッ ク ・ ギ ター、 そ れ に 内 
省 的 な ヴォ ー カ ル と 打ち 込み の リズ ム が だ いた い の 構 成 で ある 。 ニ ュー エイ 
ジ ・ ミ ュー ジッ ク の よう か 側面 も も ある の だ が 、 そ れ 以 前 に ヨー ロッ パ 的 な 、 と も 
する と 暗く 落ち 込む よう な 内 省 的 な 要素 が 表面 を 覆っ て いる 。 で は 真っ 暗 な 
の か と いう と 、 そ う で も な く て 、 と ころ どこ ろ で 、 ラ テン 系 の お お ら か さ が 顔 を 覗 
か せ た り する 。 イ タリ ア の DAVID SYLVIAN と いう よう な 表現 が 合っ て いる 
の か も 知れ な い が 、 当 然 そ こま で の 深遠 な 世界 は 望め な か い の で あし か らむ 
(津田 ) 
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ノッ トゥ ル ノ ・ コ ンチ ェ ル タン テ は 780 年 代 中 期 に 自主 制作 に よる カセ ッ ト 
作品 で シー ン に 登場 し た グル ー プ 。 そ の 後 数 年 間 の 沈黙 期間 を 経 で 89 年 
に レコ ー デ ィング を し 翌年 フラ ンス の ム ゼ ア ・ レ ー ベ ル よ り リ リー ス し た の が 
この ファ ー ス ト ア ル バ ム で ある 。 彼 ら も 他 の '80 年 代 に 登場 し た 大 抵 の イタ リ 
アン シン フォ ニッ クロ ッ ク グ ルー プ 同 様 770 年 代 の グル ー プ が 持っ て いた よ 
うな 強力 な イタ リア ン テ イ スト は 感じ られ ず 歌詞 を 英語 で 歌う 等 イン ター ナ 
ショ ナル 志向 の サウ ンド に な っ て いる 。 し か し な が ら 、 こ の アル バム で 聞か れ 
る サウ ンド は 彼ら の 持ち 味 で ある リリ カル で 内 省 的 な 部 分 が よく 生か され た 
も の に な っ て お り 、 そ の 上 で ハー ド な 部 分 も うま く プ レン ド さ れ た 好 作 品 に 仕 
上 が っ て いる 。 (島村 ) 
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ノッ トゥ ル ノ ・ コ ンチ ェ ル タン テ の 音楽 性 は イタ リア で 最も 純粋 な も の の 1 つ 
で ある と 断言 で きる 。 こ の ピュ ア な 感性 は 都会 や 、 汚 れ た 人 生 の 中 を 渡っ て 
は いけ な い 種 の も の だ と 思う 。 例 えば チェ レス テ の 音楽 を 始め て 聴い た よう 
な 無垢 な 魂 を 感じ も? の で ある 。 し か し 、 テ クニ ッ ク 的 に 甘い こと も 事実 で 、 そ れ 
が た より な い 、 光 し い 夫 囲 気 を か も し 出し て いる の で ある 。 ア コー ステ ィ ッ ク な 
イメ ー ジ の 小品 が 多く 、 一 言 で いう と 素朴 な 曲想 で ある 。 多 く の メ リハ リ の あ 
る シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と 聴き 比べ る と 、 確 か に ちょ っ と 聴い た 印象 は 弱い か 
も し れ な い 。 し か し 、 ゆ っ た り と し た 心 で この 作品 を 聴く 時 、 こ の 清らか な イメ ー 
ジ に 心 を 動か され る の も 事実 だ 。 (山崎 ) 
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ウー ノ が アル バム を 出し た 後 、 エ ン ツ ォ ・ ヴ ァ リ チェ ッ リ は 脱退 し 、 コ ラー 
ド ・ ル ステ ィ ー チ 、 ニ ュー トロ ルス の レナ ー ト ・ ロ セッ ト ら が 加わ り 、 ノ ヴァ を 結 
成 。 イ ギリ ス に 進出 し この ファ ー ス ト を リリ ー ス 。 プ ロ デ ュ ー ス は 当時 クォン タ 
ム ・ ジ ャ ンプ に ジョ ン ・G・ ペ リー と 共に 参加 し て いた ルパート ・ ハ イン 。 翌 年 、 
アイ ソト ー プ の 「Deep End」 を 手掛け た ロビ ン ・ ラ ムレ イ & ジェ リー・ ス ミス 
の プロ デュ ー ス に よる 「Vimana」 発 表 。 ダ ニー ロ ・ ル ステ ィ ー チ は ルー ナ 結 
成 の 為 脱退 し 、 パ ー シ ー・ ジ ョ ー ン ズ 、 フ ィ ル ・ コ リン ズ 、 ナ ー ラ ダ ・ マ イケ ル ・ 
ウォ ルデン が ゲス ト 参 加 。 続 く 「Wings of Love」 で は 元 イ ビス 、 ア トミ ッ ク ・ 
ルー スタ ー の リッ ク ・ パ ー ネ ル 加入 。'78 年 に は 4 枚 目 「Sun City」 を リリ ー 
の (いわ ね ) 
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前 作 の メン バー より ルス ティ ッ チ 兄弟 の 内 、 兄 の ダニ ロ (G) が 脱退 。 キ 
ー ボ ー ド に 元 ニ ュー トロ ルス (アト ミッ ク ・ シ ステ ム の 頃 ) の レナ ー ト ・ ロ セ が 
加わ り 、B に パー シー・ ジ ョ ー ン ズ (プラ ンド X) D に ナラ ダ ・ マ イケ ル ・ ワ ー デ 
ン (本 作 と 同年 ジェ フ ・ ベ ッ ク の 「 ワ イア ー ド 」 に 参加 ) を 向かえ 、 ロ ビン ・ ラ ム 
リー( ブ プラ ンド X) の プロ デュ ー ス に て 制作 され た 2nd。 加 えて フィ ル ・ コ リン ズ 
(Perc) の 名 前 も 見 える 。 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク を 指向 し な が ら も イタ リア 臭 さ が か な 
り 残っ て いた 1st と は 打っ て 変わ り 、 か な り 洗 練 さ れ た 音 に 仕上 が っ て いる 。 
当然 の 事 な が ら プ ラン ド X 色 が 強い が 、 そ れ で も リー ド を 取る の は 元 オ ザン 
ナ 、 チ ェ ル ヴェ ロ の メン バー、 と 言う 訳 で 何と も 絶妙 な バラ ンス を 保っ て い 
る 。 ( 城 元 ) 





ぢ ど づ 








NOVA 

Wimgs of LoVe 

が 

旬 UK Arista SPARTY 1021 


(O) 





B に 黒人 の バリ ー・ ジ ョ ン ソ ン 、D に リッ ク ・ パ ー ネ ル を 向かえ た 3rd。 プ ロ 
デュ ー ス は 前 作 の D で あっ た ワー デン が 担当 し て いる 。 豪 華 な メン バー 等 
の 点 で 「Vimana」 が 彼ら の 最も 有名 な 作品 で ある の は 事実 だ が 、 所 栓 セ 
ッ シ ョ ン ・ ア ル バ ム 的 な ニュ アン ス が 強かっ た 。 本 作 は メン バー を 全員 レギ 
ュ ラ ー と し て 固定 し た 分 まとまり は 良く 、 バ ンド と し て の ドラ イブ 感 も 出 て いる 。 
し か し 、 リ ッ ク ・ パ ー ネ ル の 参加 は 大 成功 だ が 、 黒 人 の B の 起用 は 失敗 と 言 
わ さ る を 得 な い 。 や は りこ の メン バー に アメ リカ ン ・ フ ュー ジョ ン の 乗り は 似 合 
わな い 。 特 に ジョ ン ソ ン が 書い て いる 曲 は 退屈 極 ま り 無し ,A③`Blue 
Lake“ で は チェ ル ヴ ェ ロ 、 ウ ー ノ の 幻 が か い 間 見 える 。 や は り 彼 ら は この 線 
で 行っ て 欲し か っ た 。 ( 城 元 ) 
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ノヴァ の ラス ト ( フ ォ ー ス )・ ア ル バ ム 。 ア メリ カ で 録音 され 、 ア メリ カ 盤 の 
み の リ リー ス 、 ヨ ー ロ ッ パ 盤 は 在 存 し な い 。 前 作 よ り も ヴォ ー カ ル を 重視 し た 
曲 が 増え 、 ポ ッ プ 色 が 強まっ て いる 。 演 奏 自体 は 非常 に テク ニカ ル で 彼ら 
の 並々 な ら ぬ 実力 を 感じ いせ る 。 ジ ャ ズ ィ な ポッ プス と し て 高く 評価 出来 、 同 
系 統 と 有名 グル ー プ に 退け を 取ら な い 内 容 で ある が 、 こ の 種 の 音楽 の 本 
場 で ある アメ リカ で 成功 する の は 難し く 、 結 局 グ ルー プ は 解散 に 至る 。 オ ザ 
ン ナ と いう 最も イタ リア 的 グル ー プ の メン バー だ っ た エリ オ ・ ダ ン ナ が ウー 
ノ 、 ノ ヴァ と 次 第 に イタ リア 色 を 静め 、 イ ンタ ー ナ ショ ナル な か 市場 に 挑戦 し た 
最後 の 記録 が 本 アル バム で ある 。 フ ァ ン に と っ て は 感 雪 深 いも の が ある 。 

(賀川 ) 
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ヌー ミ は 71 年 に 唯一 と 思わ れる アル バム を 残し て いる が 、60 年 代 の カラ 
ー が 色濃く 残っ て いる サウ ンド か ら 判 断 し て プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 意図 し 
て の 演奏 で は な い 様 で ある 。 た また ま チ ェ ン バ ロ 、 オ ル ガ ン 等 が 積極 的 に 使 
われ て いる た め 、 一 部 の 曲 で は 準 プ ログ レ 的 な 色合い が 濃く な る が 、 本 来 
得意 と すべ き は ラヴ ロッ ク / ポ ッ プ ス 系 の サウ ンド だ ろう 。 高 水準 の シン フォ 
ニッ クロ ッ ク や 甘 さ た っ ぷり の カン タウ トー レ 作 品 を 聴き 慣れ た 我々 に と っ て 
は 今一つ ^ 半 吉 ? と の イメ ー ジ が 強い 作風 で ある 。 た だ 、 イ タリ アン ・ プ ログ 
レッ シ ヴ ロ ッ ク の 角 明 期 に 診 け る フォ ルム ラ 3 や エキ ペ べ 84 な ど を 見 る 限り 、 こ 
の 手 の バ ンド が 良質 の プロ グレ バン ド に 成長 する 可能 性 は 有 っ た と 言え 
る 。LP1 枚 で の 解散 は 彼ら に と っ て も 不 本 意 だ っ た こと だ ろう 。 (江田 ) 
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N・C・C・P (Nuova Compagnia Di Canto Popolare) の 記念 すべ き 1 
st アル バム 。 ナ ポリ の 血 と 、 民衆 の 喜 怒 哀楽 の 詰め 込ま れ た 彼ら の サウ ン 
ド は 、 陳 徐 な 形容 な ど 必 要 と し な い 人 迫真 性 に 富ん だ 素晴らし いも の だ 。 
Roverto De Simone を リー ダー と し 、Giovanni Mauriello に Patrizio 


を 披露 する Fausta Vetere、 後 に Musicanova を 派生 させ る Carlo D' 
angio と Eugenio Bennato、 彼 等 の 一 糸 乱 れ ぬ 演奏 と あり 余る 程 の 熱 
情 、 そ し て 何と 言っ て も 豊か 過ぎ る 程 の 歌 心 は 、 こ の デビ ュー・ ア ル バ ム に 
訟 て 既に 完成 の 域 に 達し て し まっ て いる 。 (鈴木 伸一 ) 
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70 年 代 初頭 か ら 活動 し て いる ナポリ の 民族 古 謡 楽団 で 、 現 地 の 大 衆 
伝統 音楽 を 現代 へ 継承 する こと を 理念 と し て いる よう だ 。 初 期 は アコ ー ス テ 
ィ ッ ク な フォ ー ク ・ ソ ング を ご く 地 味 に 演奏 し て いた の だ が 、 こ の 作品 は オー 
ケス トラ や 合唱 団 を 大 が か り に 導入 し た 異色 の 2 枚 組 大 作 と な っ て いる 。 ど 
ちら か と いえ ば クラ シッ ク の 歌劇 の た め の 音 楽 製作 に 彼ら が 参入 し た と い 
っ た 感じ で 、 ク ラ シ カ ル な 中 に も 独特 の 物 悲 し ょ 、 明 る さ 、 そ し て ドロ 臭 さ を 混 
じ え な が ら ナ ポリ と いう 街 の 光 と 影 を 演出 し て いく 。 コ ン セ プ ト ・ ア ル バ ム と し 
て は 非常 に 意欲 的 で ある と 思う が 、 か な り ア ク が 強い 箇所 も 多く (男性 シン 
ガー に よる 会 話 調 の アカ ペラ ・ ノ ング な ど ) 、 ロ ッ ク 系 の リス ナー が 全体 を 聴 
くに は 多少 キツ イ か も 知れ な い 。 (内 田 ) 
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長い 沈黙 の 後に リリ ー ス され た 現時 点 の 最近 作 、 発 表 時 期 が そう させ る 
の か サウ ンド は か な り 洗 練 さ れ た も の に な っ て お り 、 キ ー ボ ー ド や フル ー ト 、 ヴ 
ァ イ オ リン の メロ ディ アス な フレ ー ズ が あの 独特 の ドロ 臭 さ を 上 手 く 緩和 し て 
いる 。 こ れ ま で に な く 「 叙情 性 」 が 強く 押し 出さ れ た 形 に な っ て お り 、 と り わ け 
物 悲 し げ な メロ ディ を 熱く 熱く 歌う 女性 ヴォ ー カ ル な ど は 感動 的 で ある 。 室 
内 楽 的 な 雰囲気 の イン スト ・ ナ ン バ ー も 良い 。 一 部 に や や エス ニッ ク ・ ポ ッ 
プ 風 の 曲 が あ る も の の 、 そ れ さ え ク リア で きれ ば か な り 楽 し め る 内 容 で ある 。 
同国 の テレ サ ・ デ ・ シ オ や スペ イン の マリ ア ・ デ ル ・ マ ー ル ・ ボ ネ あ た り に 共 
通す る 部 分 も 多く 、 こ の 手 が 好 き な 人 に は 文句 な く お ス ス メ で きる 。 本 作 発 
表 時 に 来 日 公演 も 行っ た 。 (内 田 ) 
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フィ レン ツェ か ら 現 れ た 5 人 組 (と 言っ て も 一 人 は 作詞 家 ) の 記念 すべ き フ 
ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 全 曲 イ タリ ア 語 で 唄 わ れ て お り 、 往 年 の イタ リア ン の 香 
り を 充分 に アピール し て いる 。 タ イト な リズ ム に の せ て 暴れ まく る キー ポ ボード 、 
危険 な 香り の する ギタ ー な ど 、 ま さ に シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 神髄 を 感じ させ 
る 。'70 年 代 の 黄金 期 を 通り 過ぎ た 第 2 世代 の 憧 慢 や 情熱 が 、 こ ちら まで 伝 
わっ で て くる 。 回 顧 趣味 だ と 言わ れ よう と 良い も の は 良い 。 も ちろ ん 新 世代 の グ 
ルー プ な の で 熟成 な ど 望む べく も な いし 、 多 少 ラ フ な 側面 も ある に は ある が 、 
それ ら に 目 を つぶ ら せ る ひたむき さ が 有 り 、 新 た な 黄金 時 代 の 幕開け を 告 
げ る に は 充分 な 作品 で ある 。 も ちろ ん ジェ ネ シ ス ・ タ イプ で は な く 、 ど ちら か と 
言う と トリ デン ト 系 。 (津田 ) 
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*89 

@Contempo CONTEDISC 136 


〇 Contempo CONTEDISC 136 
⑳ キ ング KICP 17 





期待 され る うち に リリ ー ス され た セカ ンド ・ ア ル バ ム で 宇宙 叙事詩 を テー 
マ に 持っ て きた コン セプト ・ ア ル バ ム に な っ て いる 。20 分 の 大 曲 が 2 曲 と な っ 
て お り 、 聴 く 者 を いや が うえ に も 期待 させ る 作品 で ある 。 し か し 、 こ こ で は 足 踏 
み 状 態 の よう な 気 が す る 。 前 作 で トー タル に 買い て いた 邪悪 な まで の ダイ ナ 
ミッ ク さ が 薄く な っ て お り 、 良 く 解釈 すれ ば 、 落 ち つ いて 幅 が 出 て きた よう に も 
と れる の だ が 、 逆 に プロ ダク ショ ン ( サ ウン ド 、 テ クニ ッ ク 等 ) の 甘 さ が 気 に な 
る 。 そ う は 言っ て も 彼ら が 追い 求め て いる で あろ う 70 年 代 の 面影 は 充分 に 
昇華 し て いる し 、 メ ロディ や 全体 の 流れ は シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の (それ も イ 
タリ ア の ) 王道 で ある と 断言 で きる 。 時 間 を か け て 熱 成 し て いっ て くれ る と 良 
い の だ が 。 (津田 ) 





NUOVA ERA 
lo E ll Tempo 
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〇 Contempo CONTEDISC 136 
@ 





2 年 の 間 を 置い て リリ ー ス され た 3 作 目 。CD に は 一 曲 ボ ー ナ ス ・ ト ラッ ク 
(小曲 ) が 収録 さて て いる 。 こ の 作品 の 目玉 は タイ トル 曲 で ある 大 曲 で 、 彼 ら 
が レコ ー ド を リリ ー ス する よう に な る 前 か ら 温 め て きた も の らし い 。 そ の 甲斐 あ 
っ て か 、 彼 ら の 全 3 枚 の 作品 中 ベス ト な 出来 に 仕上 が っ て いる 。 ダ イナ ミッ ク 
な 展開 も 息 を ふき か え し 、 叙 情 的 な 部 分 も 消化 し つつ ある 。 イ タリ アン ・ シ ン 
フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク な ら で は の 熱い 演奏 も 情熱 を 感じ る し 、 全 体 に 余裕 の よう 
な 物 も 感じ られ る 。 テ クニ ッ ク や 録音 は まだ まだ な の だ が 、 そ ん な 事 は どう で も 
良い と 思わ せる 勢い が 有る 。 イ タリ アン ・ ロ ッ ク の ファ ン が 作っ た イタ リア ン ・ 
ロッ ク を 好き な 人 に 捧げ る イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 今 の 姿 が ここ に ある の だ 。 

(津田 ) 


(LA) NUOVA ERA 
(La) Nuova Era 
*84 

人 @LNE 0484 


〇 
⑱ 





Massimo Di Nunzio、Marinella Di Nunzio、Maurizio Sebastianel- 
li、 彼 等 3 人 が 創出 し た この 作品 は 、 美 し く 幻想 的 な ジャ ケッ ト 同 様 に 詩 的 で 
静 厳 な 音 世界 が 展開 され た 比類 無き 名 品 で ある 。 ま どろ み の 中 を 浮遊 し 初 
節 か の よう な 音 空間 は 、 典 雅 で クラ シカ ル な 響き 、 気 高き トラ ッ ド の 香り そし 
て プロ グレ ッ シ プ な 感性 を 其処 彼 処 に 漂わ せ て 上 る 心地 良く 又 幻 惑 的 で 
ある 。 全 ん ど イ ンス トゥ ル メ ンタ ル 征 ら A③`I| Figlio Di Maria” で は ゲス ト 
参加 の 女性 ボー カリ スト Tiziana Sordi の 清吾 で 虚ろ 気 な 歌唱 を 聴く 事 が 
で きる 。 高 潔 な る 精神 と 純粋 な 創意 が 産み 落と し た この 作品 は 、 ジ ャ ケッ ト 
に 描か れ た 十字 架 の 如く 我々 の 記憶 の 中 に 永遠 に 八 え 続け る 事 だ ろう 。 

(鈴木 伸一 ) 








NUOVA IDEA 

In The Beginnimg 
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@Ariston AR/LP 12001 
〇 Vinyl Magic VM021 
@ 





70 年 代 初期 に アリ スト ン ・ レ ー ベ ル か ら 3 枚 の アル バム を リリ ー ス し た ヌ 
オヴ ァ ・ イ デア の これ が 記念 すべ き フ ァ ー ス ト ア ル バ ム 。 内 容 的 に は 発表 年 
で ある 770 年 と いう こと を みて も ら っ て も 分 か る 通り 全体 的 な イメ ー ジ は イタ リ 
アン ・ プ ログ レ 最 初期 の サイ ケ 風 味 の あ る オル ガン ロッ ク 風 の サウ ンド で あ 
り 、 そ の 部 分 で は 同時 期 の 他 の バン ド に も 共通 する よう に イギリス の ユー ラ 
イア ・ ヒ ー プ を 想起 させ る サウ ンド に な っ て いる 。 た だ 彼ら が その コピ ー に 終 
わっ て な い の は 、 そ の 上 に イタ リア 的 な アコ ー ス ティ カル で 唄 心 の ある サウ ン 
ド を プレ ンド し た も の が ある と いう と ころ や 一 部 ジ ャ ジー な 部 分 も 聴か せ て く 
れる と いう と ころ で 、 こ こい ら が 後に 彼ら が 素晴らし い 作 品 を 生み 出す 素養 
に な っ て いる と 思わ れる 。 (島村 ) 





NUOVA IDEA 
Mr.E.Jomes 
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@Ariston AR.LP.12075 





ヌ オ ヴ ァ ・ イ ディ ア と 言え ば 、 残 し た 3 枚 の アル バム の 印象 が 各々 あま り に 
違う 為 、 最 初 に 聞い た 1 枚 で 運命 が 決 る 。 こ の 2nd、Edgar Jones 氏 を めぐ 
る トー タル ・ ア ル バ ム 。 目 覚まし 時 計 の ベル の 音 か ら ス ター ト す る この アル バ 
ム は 、 彼 ら の 3 枚 の 中 で は 最も 完成 度 が 高く 聴き 易い 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク に 、 ジ 
ャ ジー に 、 ウ ザイ の オル ガン 、 ピ アノ 、 メ ロト ロン を 中 心 と する キー ボー ド 群 が 
この アル バム の 色 の 決め 手 と な っ て いる 。3rd で は シャ ウト する リー ド ・ ヴ ォ ー 
カル が 気 に な っ た が 、 こ の アル バム で は コー ラス を 主体 と し て お り 、 手 を 抜 
いて いな い メ ロディ ライ ン も また 魅力 だ 。 あ えて 言 お う 。 こ の アル バム は イタ リ 
アン ・ ロ ッ ク の 「 マ ジ カ ル ミ ステ リー ツア ー」 だ 。 え っ ? 大 勘違い ? そ れ も ま た 正 
解 だ 。 (木下 ) 





ど ち 








NUOVA IDEA 
Clowns 
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人 @Ariston AR/LP 12100 
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(CO) 





ヌ オ ヴ ァ ・ イ デア は 、 ア リス トン ・ レ ー ベ ル の プロ グレ ッ シ ヴ ・ シ リー ズ と し 
て 計 3 枚 の アル バム を リリ ー ス し て いた グル ー プ 。77 年 に ファ ー ト ・ ア ル バ 
ム 「IN THE BEGINNING」(ARISTON : AR/LP-12061) を 、'72 年 に 「MR. 
E JONES」(ARISTON : AR/LP -12075) を 、"83 年 に 本 作 を 発表 し た 。 キ 
ー ボ ー ド の ジョ ル ジ ォ ・ ウ ザイ を 中 心 と し た グル ー プ で 、 こ の 時 点 で は リッ キ 
ー・ ヴ ェ ロ ー ニ (G) を アン ト ネ ッ ロ ・ ガ ベッ リ の か わり に 新 加入 させ 5 人 編成 
に な っ て いる 。 フ ァ ー ス ト は 、 未 完成 な 部 分 が 多い が 、 所 々 オ ザ ン ナ 風 の 佳 
作 も あっ た 。 セ カン ド は 、 彼 等 の アル バム 中 、 ポ ッ プ 色 が いち ば ん 強い が 、 
バッ ク に 流れ る ウザ イ の キー ボー ド が 不思議 な ムー ド を 創り 出し て いた 。 本 
作 は 一 応 、 彼 等 の 最高 作 と いえ る だ ろう 。 ( 山 ) 


(|) NUOVI ANGELI 
Staserq Clowns 
74 

@Polydor 2448 033 A 
6 


@ 





70 年 代 前 半 の 伊 ポリ ドー ル お 得意 の レリーフ ・ ジ ャ ケッ ト に 、 色 使い は 緑 
系 の 「Papillon」、 そ し て メロ トロ ン の 壁 、 と は 行か な い 。 だ と し た ら 今 頃 た い 
へ ん だ 。 ヌ オヴ ィ ・ ア ンジ ェ リ は 、GENS や ZODIACO、BOTTEGA タ イプ の 
バン ド だ っ た 。 こ れ は 「| Nuovi Angeli」 に 続く 2 作 目 に 当る も の で 、 歌 物 バ 
ンド と し て は 中 々 の 出来 に な っ て いる 。A① の ドリ ー ミ ー な 雰囲気 を 持つ イタ 
リア ン ・ メ ロディ に 彼 等 の 特徴 が よく 出 て いる 。 甘 い が 著 苦し く な い 。 そ し て キ 
ャ ッ チ ー な と ころ が ある 。 ス トリ ング ・ シ ン セ の バッ キン グ が 多い の で 清涼 感 
が 強く 、 ま た ロッ ク 色 も あま た の 歌 物 バ ンド に 比べ れ ば 強い か も し れ な い 。B 
(② な ど と 5 パー ト か ら な る 大 曲 に な っ て いる 。 夏 の 夕陽 の 海辺 と いっ た イメ ー ジ 
の (松本 ) 





(THE) 0ODEJA 
Winds of May 
"93('87 年 録音 ) 


@ 
〇 Mellow MMP 156 
(O) 








全 4 曲 、20 分 足ら うず の CD。 そ れ も そ の は "87 年 に ロー マ で 録音 され て 
眠っ て いた 音源 を 堀 り 起 し た も の だ 。 キ ー ボ ー ド X2、 サ ックス 、 女 性 ヴォ ー カ 
ル 、 ベ ペー ス 、 ド ラム ス と いっ た 特徴 の ある 編成 で 、 リ リカ ル さ や ジャ ジー な カ 
ラー を 持っ た メロ ディ アス な サウ ンド を 目指 し た バンド の よう だ 。 も ちろ ん シン 
フォ ニッ ク な アレ ンジ を し て いる 。 ピ アノ と サッ クス が いい 雰囲気 を つく っ て い 
る の で 、 も う 少 し 煮詰め れ ば 、 い い 線 を 行っ た と 思う 。 二 つの ロン グ ・ チ ュー ン 
で の イン トロ で は それ を 予感 させ る 。 し か し 、 こ の 4 曲 を 聴く 限り で は 、 ま る で 歌 
えて いな い ヴ ォ ー カ ル を 筆頭 に 素人 臭 さ が 先 に 立つ 部 分 が 多く 、 ぎ こち な さ 
が 目立つ 。 ジ ャ ケッ ト の イメ ー ジ は 悪く な か っ た が 、 ま さ に 駆け 出し の 20 分 と 
いう 気 が す る 。 (松本 ) 


0ODISSEA 

0dissea 
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@Rifi RDZ-ST/S 14228 
〇 Vinyl| Magic VM 016 
キン グ KICP 2101 








イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 名 作 群 を 聴き 通し て きた 方 に と っ て 、 こ の オデ ィ ッ セア 
の 残し た 唯一 の アル バム は 、 決 し て 衝撃 的 な 音 で は ある まい 。 目まぐるしく 複 
雑 な 曲 展開 を する わけ で も 、 超 人 的 な 演奏 技術 を 見 せる わけ で も な い 。 む し 
ろ 各 曲 と も 小 じ ん まり と し た 印象 で ある 。 し か し な が ら 、 歌 心 を 大 切 に し 、 聞 か 
せ 所 を し っ か り 押 さえ た 曲 創り と 演奏 は な か な か 見 事 で 、 捨 て 去る こと の で き 
ぬ 好 アル バム と な っ て いる 。 編 成 は Vo.G.Key.B.Dr. の 5 人 。 誰 か 一 人 が 目 
立つ と いう わけ で は な い が 、A③ の イン スト ゥ ル メ ンタ ル を の ぞ け ば 、 ヴ ォ ー カ 
ル の パー ト が 比較 的 多い 作品 で ある 。 そ の ヴォ ー カ ル の ロベルト ・ ゾ ラ は 、 
決し て 美声 の 持ち 主 で は な い が 、 リ ッ カ ルド ・ コ ッ チ ャ ン テ に 近い タイ プ の な 
か な か 浅い 歌い 手 で ある 。 ( 城 元 ) 








0PUS AVANTRA 
Introspezione 
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人 @Trident TRI 1006 
〇 Artis ARCD 002 





オ パ ス ・ ア ヴァ ント ラ と いう グル ー プ の 核 は ヴォ ー カ ル の ド ネ ラ ・ デ ル ・ モ 
ナコ 、 キ ー ボ ー ド と 作曲 の アル フレ ッ ド ・ テ ィ ゾ ッ コ 、 そ し て アイ ディ ア を 出す ジ 
ョ ル ジ ョ ・ ビ ゾ ッ ト の 3 人 で ある 。 ロ ッ ク 、 ジ ャ ズ 、 ク ラシック 、 民 族 音楽 の モチ 
ー フ を 彼 等 流 に アレ ンジ し た サウ ンド で 、 他 の 有名 グル ー プ 達 の サウ ンド と 
は 隔絶 し た 強固 な アイ デン ティ ティ ー の フレ ー ム に ささ えら れ た 独自 の 様式 
を 確立 し た 。 チ ェ ロ 、 ヴ ァ イ オ リン 、 ピ アノ 等 の 生 楽 器 を 多用 し て 進行 し て いく 
各 曲 は 、 う わ べ だ け の 多 ジ ャ ン ル 音楽 の 融合 で は な く 、 そ れ ら の モチ ー フ は 
彼ら の 様式 を 創り 出す 手段 と し て 使用 され て いる に 過ぎ な い 為 に これ だ け 
の 作品 が 完成 し た の だ ろう 。 カ ヴァ ー・ ア ー ト も 秀逸 だ 。 (山崎 ) 





TOO 


NNW 証 0PUS AVANTRA 


Lord Cromwell Pays Suite 
For Seven Vices 
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@Suono SRLP 1002 

〇 Artis ARCD 003 

@⑳ 





オ パ ス ・ ア ヴァ ント ラ の セカ ンド アル バム 。 ド ネ ラ ・ デ ル ・ モ ナコ も 参加 し て 
いる 。「 ク ロム ウェ ル 卿 の 奏する 7 つの 大 罪 の 為 の 組曲 」 と 題 さ れ 、 オ リヴ ァ 
ー・ ク ロム ウェ ル を めぐ る 一 大 組曲 で ある 。 彼 等 の サウ ンド は シリ アス ・ ミ ュー 
ジッ ク と フリ ー ロ ッ ク の 中 間 に 位 置 し 、 し か も 驚く 程 ポ ッ プ だ 。A① は 原 曲 は 
ハイ ドン 、 詩 は ば ド ネ ラ ・ デ ル ・ モ ナコ に 依る も の で 英語 で 歌わ れ て いる 。 前 作 
と 比較 する と 多少 フリ ー な 部 分 が 増し て き て いる が 、 基 本 的 な 踏 線 は 全く 変 
化し て は いな い 。A③ に 於 ける 叙情 性 は 前 作 を あき ら か に 継承 し て お り 、 こ の 
曲 こ そ 彼 等 本 来 の 持ち 味 で ある 。 ロ ッ ク と シリ アス ・ ミ ュー ジッ ク の 融合 と か 
いっ た 表面 的 な 次 元 で は な くも っ と 根深い 所 に 彼 等 の 「 美 」 は 眠っ て いる よ 
うだ 8 (山崎 ) 





どど 








OPUS AVANTRA 
Strata 
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久 Artis ARLP 006 
〇 Artis ARCD 011 
KO) 

















名 作 を 70 年 代 に 残し た まま 沈黙 を 守っ て いた オ パ ス ・ ア ヴァ ント ラ は は!'80 
年 代 に 入っ て 、 イ タリ ア の 再発 ブー ム と 再 結成 プー ム の 波 に 乗っ て 活動 を 
再開 し た 。 こ こ に 聴く こと の で きる 音楽 性 は 、 オ パス ・ ア ヴァ ント ラ に よる オバ パ 
ス ・ ア ヴァ ント ラ の レプ リカ で ある と 思う 。 彼 等 は 遠 ぐ 70 年 代 の 自分 達 の 青 
春 を 回 想 し な が ら 、 そ の ベス ト ・ ピ リオ ド の 輝き を 現代 に 各 ら せよ うと この ア 
ル バ ム を 制作 し た 。 当 時 、 ミ ュー ジッ ク ・ ア マル ガム 的 な 先鋭 性 を 感じ た こ 
の 音楽 は 、 妙 に ノスタルジック に 、 光 し げに 響 帰ら な い 過去 を 遠く 回 想 す 
る よう に 、 時 に アヴァ ン ギ ャ ルド に 、 時 に メラ ンコ リッ ク に 進行 する サウ ンド 
は 、 も ちろ ん 唯一 無 二 の オリ ジ ナ リティ を 持っ て いる 。 (山崎 ) 








(LE) ORME 
AM 還 0riam 
*68 


@Car-Juke Box CRJ LP 00015 
〇 Mellow MMP 135 
⑳ 


760 年 代 の レ ・ オ ル メ は 他 の ポッ プス ・ グ ルー プ 同 様 、 シ ング ル 主 体 の リ 
リー ス を し 、 数 枚 出 し た と ころ で アル バム を 制作 する と いう リリ ー ス 方 法 を 取 
っ て いた 。'70 年 に フィ リッ プス より キー ボー ド ・ ト リオ と し て 再 デ ビュ ウ す る ま 
で の 間 に CAR JUKE BOX レー ベル より 5 枚 の シン グル と 2 枚 の アル バム 
を 出し て いる 。 こ れ が 1st で 見 開き ジャ ケッ ト 。 ブ プラ ジル 盤 も 出 て いる 。2nd「L' 
aurora」 は 存在 する と か し な いと か 言わ れ て いた が 、 最 近 に な っ て 確認 され 
た 。 ビ ー ト ルズ の 影響 を そこ は か と 感じ ? こ の 時 代 の 作品 は 、 当 時 と し て は か 
な り 意欲 的 な も の で 、 メ ロディ ー の 美 し さ も あり 、 現 在 で も 一 聴 に 値する 作品 
と 思う 。 当 時 の メン バー は 5 人 で 、 内 3 人 が キー ボー ド ・ ト リオ 時 代 の メン バ 
ー と し て 息 の 長 い 活動 を 続け た 。 (山崎 ) 
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レ ・ オ ル メ の 幻 の セカ ンド と し て リリ ー ス され た この 作品 、 数 ある イタ リア 盤 
の 中 で も レア ー 中 の レア ー 盤 と し て 我々 を 悩ま す 作品 で あっ た 。 そ の 内 容 は 
カー・ ジ ュー ク ・ ボ ックス 時 代 の ベス ト ・ ア ル バ パム で あっ た 。 推 測 す る に 、 ま ず 
ファ ー ス ト が リリ ー ス され 、 収 録 さ れ な か っ た シン グル 曲 を 集め て この ベス ト 
を 作り 、 オ ル メ は フィ リッ プス に 移籍 し て 再 デ ビュ ウ す る こと に な る だ ろう 。 タ イ 
トル ・ チ ュー ン 始 め 、 美 し い パ ラー ド を も 含む アル バム で 、 オ ル メ の 歌 の 部 
分 に 惹か れる 方 に な ら 、 最 初期 の 曲 も ぜひ 聴い て も らい た いと 思う 。 (山崎 ) 
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70 年 代 の 初頭 、 イ タリ ア の ポッ プス ・ バ ンド は 続々 と プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ 
ク へ 転換 を 図っ た わけ だ が 、 オ ル メ に と っ て この 3rd ア ル バ ム は 最初 の 大 き 
な 分 岐 点 と な っ た 作品 で 、E, L&P の 影響 の 下 、 キ ー ボ ー ド ・ ト リオ と し て 以 
後 7/ 作 め 「Contrappunti」 ま で の 間 、 そ の スタ イル で 作品 を 発表 する 。 オ ル 
メ の 演奏 力 は 日 本 で 言え ば 学生 アマ チュ ア ・ バ ンド の レベ ル で 、 こ の 手 の 
バン ド と し て は 世界 中 で 最 下 部 に 属す る 稚 抽 な も の で ある 。 し か し 多く の 
人 々 は 彼ら の 事 を 愛し て 止ま お な い 。 そ れ は イタ リア らし い 詩 情 に 満ち た メロ 
ディ ー が 随所 に 溢れ て いる か ら で あ る 。 後 に 彼ら の アン セム と な る A①^Col- 
lage” を 聴い て 、「E, L&P の ^Hoedown" み た い に カ ッ コ 良く な いか ら イ ヤ 」 
と いう 方 は 、 彼 ら の 世界 に 足 を 踏み 入れ て も 無駄 だ 。 ( 城 元 ) 
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4th ア ル バ ム 。 キ ー ボ ー ド ・ ト リオ へ 転換 後 の 2 作 め だ が 、 前 作 より も 演奏 
面 で て 向上 し 、 少 し は プロ らし く な っ て いる 。 し か し そん な 事 が どう で も 良い 程 、 
た お や か な メロ ディ が 全編 に 配 さ れ て お り 、 聴 いて いる と と て も 穏やか な 気 
持ち に な れる アル バム だ 。 さ ら に 本 作 か ら は ムー グ 、 メ ロト ロン を セッ ティ ン 
グ に 加え て お り 、A①`Una Dolcezza Nuova'A③`La Porta Chiusa"B 
④`Alienazione" な どの 曲 で は キー ボー ド ・ バ ンド な ら で は の スリ リン グ な 
展開 も 聴け る 。 そ し て 決定 打 は B① の 名 曲 `Brave Imagine”。3 分 足ら ず 
の 歌 物 ナ ン バ ー だ が 、 正 し く 怒 湾 の ご と き メ ロト ロン に 包ま れ 聴 き 手 を 夢幻 
に 誘う 。 彼 ら の 音 に 初め て 触れ る 方 に は 「 最 も イタ リア らし い 」 と いう 点 で 本 
作 を 勤め た い 。 ( 城 元 ) 
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5th ア ル バ ム 。 オ ル メ の 最高 作 と 断言 する 。 一 応 ク レジ ッ ト は 9 つの パー ト 
に 分 か れ て いる が 、 全 編 通し の 完全 な トー タル ・ ア ル バ ム と な っ て いる 。 従 来 
か ら の 美しい メロ ディ だ け で な く 、 本 作 で は 沈み 込む 様 な 暗い 音色 が 全編 
を 覆い 、 彼 ら の 音楽 は 数 段 深 み を 増し て いる 。 そ こ に は 砺 観 的 な まで に 突き 
詰め た 様 な 世界 が 表現 され て いる 。 相 変わ ら ず 演奏 力 は 一 級 に は ほど 遠 
い が 、 彼 ら の 他 の 作品 か ら は 想像 し 難い 程 完成 度 は 高い 。 同 年 本 作 は ピ 
ー マ ー・ ハ ミル の ペン に な る 英 詩 に よる Vo を 差し 替え 、 英 盤 (Charisma 
CAS 1072) が リリ ー ス され る が 、 オ ル メ の メロ ディ に 英語 が 乗る は ず も な く 、 
英国 進出 は 当然 の ご と < く 失敗 に 終わ っ た 。20 年 の 時 を 経た 現在 、 カ リス マ 
盤 は 資料 的 価値 と いっ た 程度 か 。 ( 城 元 ) 
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74 年 初頭 、 ロ ー マ で の ライ ブ を 収録 し た アル バム 、。 純 粋 な フル レン ス の 
ライ ブ ・ ア ル バ ム と し て は イタ リア 初 の も の だ と 思う 。 彼 ら の 活動 の 中 で は 最 
も 充実 し た 時 期 の も の な の で 誉め 言葉 の 1 つも 書き た い 気持 ち は 山々 な の 
だ が 、 お 世辞 の 1 つも 出 て こない 。「 オ ル メ の ライ ブ ・ ア ル バ ム 」 は 前 作 の 英 
語 ヴ ァ ー ジ ョ ン と 並ぶ 、「 大 いな る 感 違い 」 が 生ん だ 、 彼 ら の 恥部 で ある 。 と 
に か く 彼 ら は 演奏 力 が 貧困 な の だ 。 そ れ を 22 分 に 及ぶ 即興 中 心 の イン タ 
ー・ プ レイ と は 、 恐 れ を 知ら ぬ も は な は だ し い 。B 面 は 「Collage」 か ら 出 来 の 
良い 曲 を 3 曲 と "フェ ロー ナ ・ エ ・ ソ ロー ナ / の 最終 パー ト を 演 っ て いる が 、 余 
り に へ タ で 全て ぶち 壊し 。 彼 ら の 全 作 品 を 聴き 終え た 人 が 、 史 実 の 1 つと し 

認識 すれ ば それ で 十分 な 作品 だ 。 ( 城 元 ) 
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7th ア ル バ ム 。「Felona e Sorona」 が 抜け た 存在 で 特殊 な 位置 に ある 
事 を 考え る と 、 本 作 は 4th「Uomo Di Pezza」 と 並ぶ 代表 作 と 言え る 。 
「Felona」 で 多く 聴か れ た 陰 の ある キー ボー ド 音 と メロ ディ は 本 作 に も か 
な り 受 け 継 が れ て お り 、「Uomo 一 」 ま で の 比較 的 暖か み の あ る 音 と は 少し 
ば か り イ メー ジ が 違っ て き て いる 。 以 前 に も 一 部 の 曲 で ピア ノ を 弾い て いた 
プロ デュ ー サ ー の シャ ン ・ ピ エロ ・ レ ヴェ ル べり の 名 前 が 、 レ ・ オ ル メ の メン 
バー と し て レギ ュ ラ ー ク レジ ッ ト さ れ て いる が 、 特 に 大 き な 影響 は な い 。 た だ 
当然 スタ ジオ 作 で は ダビ ング に より 、 よ り 構 築 的 な 音 に 仕上 げ る 事 が 出来 
る 訳 で 、A① の タイ トル ・ チ ュー ン な ど は 日 本 編集 ライ ブ の スカ スカ ・ テ イク し 
か 知ら な い 人 に は と て も 同じ バン ド と は 思え な い だ ろ う 。 ( 城 元 ) 
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前 の 「Contrappunti」 が 傑作 だ っ た だ け に 、 こ の アル バム 以 隆 の オル メ 
に は 、 や や 閉口 し て し まう 。 な ん の た め に アメ リカ に 渡ら な けれ ば な ら な い の 
か (ミュ ー ジ シャ ン の 上 昇 志向 と いう 奴 か …) と つい 考え て し まう が 、PFM、 
バン コ 同 様 ア メリ カ (or 世 界 ) を 目指 し た と た ん 、 そ の バン ド 本 来 の 持ち 味 
を 殺し て し まう こと だ け は 、 確 か な よう だ 。 オ ル メ の 場合 キー ボー ド ・ ト リオ (= 
ギタ ー レ ス ) だ か ら こ そ あ っ た 彼ら 独自 の あの 京 荻 の サウ ンド が 、 ギ ター と い 
う リ ー ド 楽器 を 得 た と た ん 消失 し て し まい 、 印 象 を ガラ リ と 変え て し まっ た 。 曲 
に よっ て は いい も の も ある だ け に (例え ば 、 タ イト ル は イヤ だ が 「Los An- 
geles」) 、 惜 し い 気 が する 。 や は りこ の バン ド に ギタ リス ト は 不要 と 、 ぼ く は 思 
う の だ が …。 (高見 ) 
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ギタ リス ト が 加入 し て か ら 2 枚 目 、「Smogmagica」 に 続く アル バム 。 ギ 
タリ スト は チェ ンジ し て いる 。 日 本 で は 評判 が あり よく な く 、 ほ と ん ど 語 られ 
る こと の な い ア ル バ ム だ が (ジャ ケッ ト が ひど 過ぎ る の も 原因 の ひと つ ./) 、 
な ぜ か 一 曲 だ け 気 に な る 曲 が 収め られ て いる 。3 曲 目 の ア ル バ ム ・ タ イト ル 
曲 で 、 ヴ ァ イ オ リン 、 チ ェ ロ 、 フ ルー ト 等 を バッ ク に 従え た この 曲 は 、 彼 ら 本 来 
の 意 怠 味 漂う 美しい 曲 。 し か し 全体 的 に は 「Uomo Di Pezza」 
「Felona E Solona」「Contrappunti」 と いっ た 傑作 と 比べ る と 、 ア メ 
リカ ナイ ズ さ れ た 過 唐 な 出来 な っ て いる 。 と に か く ギ ター・ ソ ロ が 出 て くる 
た びに 白 け て し まう ば か り 。 オ ル メ は 、 前 記 3 枚 に 「Collage」、 そ し て ライ 
ヴ ・ ア ル バ ム あたり で 十分 と 言い 切っ て し まお う 。 (高見 ) 
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オル メ 、10 枚 目 の ア ル バ ム 。 や や ポッ プ で イン ター ナシ ョ ナル 指向 の 感 
も あっ た 前 2 作 と 新 境地 を 切り 開い た 「Florian」 の 間 に 位 置 す る 作品 で 、" 
70 年 代 後半 の 作品 の 中 で は 一 番 初期 (フィ リッ プス 時 代 の ) の 作品 に 近 
い 雰 囲 気 を 持っ て いる 。 タ リア ピエ トラ の と こと な く 色 気 を 感じ きせる ヴォ ー カ 
ル と メロ ディ アス で 味わい の ある キー ボー ド 、 シ ンプ ル で は ある が リリ カル な 
ギタ ー、 的 確 な リズ ム ・ セ クシ ョ ン が 見 事 に まとまり ドラ マチ ッ ク や 演奏 が 展 
開 さ れ て いる 。 曲 の 構成 も べ テ ラン らし く よ く 考 えら れ た も の で ある 。 テ クニ カ 
ル な 演奏 や ダイ ナミ ッ ク な サウ ンド を 期待 する 人 に は 多少 地味 に 思え る か も 
し れ な い が 、 イ タリ ア な ら で は の 、 そ し て 、 オ ル メ な ら で は の 良さ が 十分 に 感じ 
られ る 力作 で ある 。 (賀川 ) 
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オル メ 11 枚 目 の ア ル バ ム 。 最 初期 の 2 枚 は 別 と し て 、 オ ル メ と 言う と キー 
ボー ド と ヴォ ー カ ル を メイ ン に し た シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の イメ ー ジ が ある が 
本 アル バム は 弦楽 器 ( チ ェ ロ 、 ヴ ァ イ オ リン ) と ヴィ プラ フォ ン 、 マ リン バ 等 の 
打楽器 を 非常 に 効果 的 に 使っ た 異色 作 で ある 。 こ れ ら の 楽器 と お 馴染 み 
の リリ カル な ピアノ と ヴォ ー カ ル が 一 体 と な っ た クラ シカ ル な 雰囲気 の 演奏 
は 決し て 技巧 的 で は な い が 、 と て も 暖か み が あ り 、 聴 く 者 に 安らぎ を 与え る 。 
そし て 、 音 楽 は 技術 で は な く 心 で ある こと を 痛感 させる だ け の 説得 力 を 持っ 
て いる 。 後 期 の オル メ を 代表 する 一 枚 で あり 、 彼 ら の 最高 傑作 の 一 つ で も 
ある 。 内 ジャ ケ の メン バー 写真 は サン ・ マ ルコ 広場 の カフ ェ ・ フ ロー リア ン で 
撮っ た も の 。 (賀川 ) 
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前 作 「Florian」 で 新 境 地 を 切り 開い た と も 言え る オル メ 。 実 質 的 に は 彼 
ら の 最後 の アル バム で ある 本 作品 も 中 々 の 意欲 作 で ある 。 フ ィ リ ッ プ ス ・ レ 
ー ベ ル の 初期 の 作品 の よう に 、 ド ラマ チッ ク か つ リ リカ ル な 雰囲気 が スト レ 
ー ト に 伝わっ て くる サウ ンド で は な いた め 、 一 聴 し た だ け で は 地味 な 感じ を 与 
える か も し れ な い が 、 非 常に よく 考え られ た 丁寧 な 音 作り が され て いる 。 決 し 
て 複雑 で は な い が 変 化 に 富ん だ 演奏 を 聴き 込め ば 、 従 来 の 作品 で 感じ る こ 
と の 出来 た オル メ の 魅力 の 多く が 本 アル バム に も ある こと が 分 か る 。10 年 
以上 に 渡っ て 活動 し 、14 枚 の アル バム を 発表 し た オル メ は 、 ニ ュー・ ト ロ ル 
ス と 並ん で 、 あ る 意味 で ロッ ク ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ イ タリ アー ナ 最高 の グル ー 
プ だ っ た と 言え る 。 (賀川 ) 
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70 年 代 後 半 、 オ ル メ は アコ ー ス ティ ッ ク ・ セ ッ ト の スタ イル で 印象 的 な ア 
ル バ ム 「FLORIAN」 と 「PICCOLA RAPSODIA DELL'APE」 を 発表 後 消 
息 が 途絶 えて いた が 、'82 年 に 突如 サン レモ 音楽 祭 82? へ の 参加 曲 
MARINAI" を 含む 本 作 で 復活 し た 。 結 果 的 に 元 の 3 人 編成 に 戻っ た の だ 
が 、 エ レク トリ ッ ク ・ ボ ポップ を 演奏 する バン ド に 変わ っ て し まっ て いた 。 何 故 再 
び 音 楽 形態 を 変更 し た の か 全く 分 か ら な い が 、 恐 らく リー ド ・ ヴ ォ ー カ ル の ア 
ルド の 意志 に よる も の が 一 番 大 きい と 思う 。 オ ル メ らし か ら ぬ 明る い 曲 ば か り 
が 並ん で いる が 、 と こ か 田舎 臭く 民族 調 な の は アコ ー ス ティ ッ ク の 恩恵 を 受 
けた か ら か 。 後 に 同年 の シン グル 「ROSSO DI SERA/SAHARA」(DDD 
DDDA 2820) を 追加 収録 、 タ イト ル を 「MARINAI」 に 変更 し て 再発 され た 。 

(片山 ) 
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日 本 だ け で 発売 され た 本 ライ ヴ ・ ア ル バ ム は 、 日 本 人 の イタ リア へ の 絶 
え 間 な い 熱意 の 賜物 だ と 言え る 。 以 前 出 た 「IN CONCERTO」 よ り も 、 本 当 
の オル メ の 姿 を 聞く 事 が 出来 る し 、「COLLAGE」 か ら 「VERITA' NAS- 
COSTE」 迄 の 幅広 い 範囲 か ら の 選曲 は 何より の 贈り 物 で ある 。 イ タリ ア の 
バン ド の ライ ヴ 録 音 は 大 抵 悪 い の だ が これ は まあ まあ の 方 。 聞 き 所 は 何と 
言っ て も 組曲 FELONA E SORONA" あ た りか CONTRAPPUNTI“ の 
曲 だ ろう 。 相 変わ ら ず の ドタバタ の 中 で 結構 レコ ー ド に 忠実 に 演奏 し て いる 。 
個人 的 に は アル ド が 唄 え ば 「 あ あ 、 オ ル メ な ん だ 。」 と 納得 し て し まう が 、 ア ル 
バム 「UOMO DI PEZZA」 か ら の 曲 は 特に し み じ み と 聞き 込ん で し まう 。 尚 、 
収録 し きれ な か っ た 残り の 音源 も 特典 盤 と し て プレ ゼン ト さ れ た 。 (片山 ) 
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アル バム 「VENERDI」 を 発表 後 再 び 音 沙汰 の 無かっ た オル メ だ が 、'87 
年 の シン グル の 後 '90 年 に な っ て 本 作 を 発表 し た 。3 人 の メン バー は 不動 で 
ある が 、 女 性 コー ラス を 含む 多彩 な ゲス ト を 迎え て 実に 良質 な ポッ プ ・ ロ ッ 
ク を 披露 し て いる 。 中 で も アン ジェ ロ ・ プ ラン ドゥ アル ディ の ヴァ イオ リン で の 
参加 は 大 き な 話 題 だ ろう 。 そ し て 何より も 重要 な の は プロ デュ ー サ ー が マリ 
オ ・ ラ ヴェ ッ ツ ィ で ある 事 だ 。'80 年 代 中 頃 か ら 特 に 女性 ヴォ ー カ ル の プロ デ 
ュー サー と し て 名 を 馳せ て 来 た 彼 が 大 い に 手 腕 を 発揮 し 、 と て も 聞き や すく 
又 今 まで の オル メ に は 無かっ た 都会 的 な セン ス を 醸し 出す 事 に 成功 し て い 
る 。 し か し よう や く エ レク トリ ッ ク ・ ポ ッ プ 路線 に 見 切り を つけ た の か と 安心 し 
た の も 束の間 また も や 沈黙 に 入っ て し まっ た 。 (片山 ) 
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オ サ ー ジ ェ ・ ト リ べ は 、 後 に ドゥ エロ ・ マ ドレ を 経て イル ・ ヴ ォ ー ロ に 参加 す 
る ベー シス ト 、 ボ プ ・ カ レロ が 在籍 し て いた グル ー プ で ある 。D. マ ドレ の 項 で 
は 実験 音楽 と 紹介 し た が 、 ど ちら か と 言う と つか みどころ が 無い サウ ンド と 言 
っ た 方 が 正確 だ ろう 。 ブ プロ グレ 色 は 薄く 、 力 強い ギタ ー 音 の 他 、 若 干 ポッ プ 
な メロ ディ ー や ジャ ジー な パー ト も 盛り 込ま れ て いる 。 た ま に D. マ ドレ を 思わ 
せる ベー スラ イン が 出 て くる も の の 全般 的 に は 消化 不良 気味 。 も っ と 変化 を 
付け る に は キー ボー ド 系 の 積極 的 な 導入 が 不可 欠 だ っ た ろう 。 表 、 内 ジャ 
ケ と も カヴァ ー ワ ー ク の 方 は な か な か し ゃ れ て いる 。 な お 、 本 作 以 外 の アル バ 
ム に つい て は 未確認 で ある が 、 本 作 発表 以前 の 71 年 、 プ ラ ・ プ ラレー ベル 
より シン グル を 2 枚 リ リー ス し て いる 。 (江田 ) 
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オ ザ ン ナ の ファ ー ス ト に あたる 本 作 は 、1971 年 に 発表 きれ た が 、 あ の 「 ミ 
ラノ ・ カ リプ ロ 9」「 パ レポ リ 」 の 原点 と も ちい うべ き 内 容 で ある 。「 ミ ラノ ー」「 パ レ 
ポリ 」 に 比べ れ ば 荒削り な 点 は 否め な い が 、 ア コー ステ ィ ッ ク な 楽器 を 多用 
し 、 民 族 音 楽 的 な か エッセンス を ベー ス と し な が ら も ジャ ズ 的 な サウ ンド も 加 
え 、 み ご と な オ ザ ン ナ サ ウ ンド と も いう べき 独自 の 「 ド ロ ド ロ 」 音 空間 を 作り あ 
げ て いる 。 一 人 一 人 の 演奏 力も 卓越 し て お り 、 聞 く 側 に 緊張 感 を 与え て くれ 
る 。 特 に タイ トル 曲 A2 で 、「 オ ザン ナ 」 と 唱 い あげ る さま は まさ に 圧巻 で ある 。 
な お オリ ジ ナ ル は 縦 方 向 へ の 見 開き ジャ ケッ ト で 、 壁 掛け 用 の フッ ク が つい 
5CKN だ 。 (鈴木 茂 ) 
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フェ ルナ ンド ・ デ ィ オ レ 監 督 に よる 同名 映画 の サウ ンド ・ ト ラッ ク 集 と し て 発 
表 さ れ た セカ ンド ・ ア ル バ ム プレ リュ ー ド バテ ー マ バ ヴァ リエ ーション 1 
て VI “カンツォーネ “の 4 部 か ら 構成 され 、 定 石 を ホ ふま えた サン トラ と し て の 
仕上 り は も ちろ ん 、 そ れ を 越え た 普遍 的 な 完成 度 の 高 さ を 誇り 続け て いる 。 
これ は 、 ひ と え に 「 コ ンチ ェ ル ト ・ グ ロッ ソ 1 」 の 作曲 ・ ア レン ジ を 担当 し た ルイ 
ス ・ ア ン リ ケ ・ バ カロ フ と 、 グ ルー プ 自体 が 持つ アン サン プル と の 、 バ ラン ス 
の 良さ に ある 。 ロ ッ ク が クラ シッ ク を な ぞ る の で は な く 、 そ の 逆 で も な い 。 あ くま 
で 流麗 な スト リン グ ス と 、 ギ ター の ダイ ナミ ズム を 自然 に 橋 わ た し する 。 緩 急 
自在 な フル ー ト 。 ス トリ ング ス と ロッ ク の 幸福 な 合体 の 証明 が 、 こ こ に ある 。 

(奈良 ) 
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カー ニ バ ル 的 な 、 呪 術 的 な アル バム で ある 。 し か も A① は ナポリ 方 言 で 歌 
われ て いる 。 パ レポ リ と は 幻想 と し て の ナポリ に 他 な ら な い 。 オ ザン ナ の サー 
ド ・ ア ル バ ム で ある この アル バム で 、 彼 ら の 音楽 性 が 確立 し た 、 と 言う べき 
か 。 イ タリ アン ・ ロ ッ ク に お いて 、 い や 世界 の ロッ ク 史 上 に お いて 、 は じ め て 、 
地方 主義 的 アイ デン ティ ティ を 前 面 に 打ち 出し た 記念 すべ き ア ル バ ム で あ 
る 。 そ し て この アル バム を 頂点 と し て 、 オ ザン ナ は 堕落 の 道 を た どっ て いく の 
で ある 。 素 晴 し い ほ ど に ダイ ナミ ズム と ロマ ンチ シズ ム を 兼ね そなえ た グル 
ー プ は オ ザ ン ナ 以 外 に 存在 し て いた だ ろう か 。 国 内 盤 と 原盤 と は A 面 最後 
の 部 分 の テイ ク が 違う の で ある が 、 入 手 し や すい 国内 盤 で オ ザ ン ナ の 秘 教 
的 世界 に 親しん で 欲し いと 思う 。 (宇田 川 ) 
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4th ア ル バ ム 。774 年 4 月 に 発表 され た 本 作 は その 前 月 に 発表 され た ウー 
ノ と か な り 近 い ベ クト ル 上 に あり 、 前 作 「Palepoli」 の 呪術 的 な イメ ー ジ は も 
は や 薄い 。 ウ ー ノ は 曲 そ の も の が 秀 れ て いる が 、 菅 楽器 と ドラ ム 以 外 の パー 
ト を すべ て ダニ ロ 1 人 で 演奏 し て お り 、 弾 く と いう より は 押さ える と いっ た 程度 
の Key や ペダ ル の み の B な ど パ ー ト に より 演奏 水準 に ば ら つ き が ある 。 対 し 
て 本 作 は 当然 サザ ン ナ ・ フ ル メ ン バ ー で ある か らし て 演奏 内 容 は より 安定 し 
て いる が 、 曲 の 出来 は 7 曲 中 4 曲 が ウ ー ノ と 同 程度 で 残る 3 曲 は 今一つ 。 お 
そら く 〈 こ の 時 期 ダ ニ ロ は 自分 の 良い マテ リア ル を ウー ノ に つき 込み 、 オ ザン 
ナ に 対し て は 出し 惜しみ し た の で は な いか 。 総 合 的 に 評価 すれ ば ウー ノ が ま 
さっ て お り 、 パ ンド の 分 裂 は 必定 の 結果 で あっ た 。 ( 城 元 ) 
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74 年 の ウー ノ 、 チ ッ タ フロ ンタ ー レ へ の 分 裂 劇 か ら 3 年 の 時 を 経て 再編 
成 さ れ た オ ザ ン ナ の 通算 5 枚 目 の アル バム 。「 パ レポ リ 」 に 代表 され る 絶頂 
期 の サウ ンド と は か な り 趣 を 異 に し 、 オ ザン ナ 分 裂 一 派 の ノヴァ に 近い ジャ 
ズ ・ ロ ッ ク に 仕上 が っ て いる 。 し た が っ て 旧来 の イメ ー ジ が 強 過 ぎる だ け に 、 
この 作品 に 入り 込ん で 行け な い フ ァ ン も 多い の で は な いか 。 し か し そう し た 思 
い 入 れ と 別に 、 作 品 の 質 を の も の は 、 こ の アル バム が 778 年 の レコ ー ド 批評 
家 賞 に 輝い た 事実 か ら も わか る 通り 、 上 質 の 作品 と か っ て いる 。 ま た ジャ ズ ・ 
ロッ ク と いっ て も 厳密 に は アメ リカ を 指向 し た ノヴァ と 違い 、 そ こ は さ す が オ 
ザン ナ 、 あ くま で イタ リア の 音 に 仕上 げ て いる 。 リ ー ダ ー の ダニ ー ロ は 翌 779 
年 に ルー ナ を 結成 。 オ ザン ナ は 、 再 び 活 動 を 休止 し た 。 ( 城 元 ) 
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謎 の レー ベル Picci の リリ ー ス し た 正真正銘 の 謎 の アル バム 。 ジ ャ ケッ ト 
は SECONDA GENESI と 同様 の あの ハン ド ・ メ イド に 依る ゃ シン グル ・ ジ ャ ケ 
ッ ト な の だ が 、 こ ちら は 何と 表裏 共 と いう 凝り よう 。 依 っ て 背 表紙 も 含め て ジャ 
ケッ ト に は 一 切 の クレ ジッ ト が 無い 。 本 当 に 正規 発売 され て いた の だ ろう か 。 
サウ ンド の 方 も 掴み 所 が 無く 、 ジ ャ ー ジ ー な 曲 、 イ ー ジ ー・ リ スニ ング 風 な 曲 
が あっ た り と 雑多 な 印象 が 強い 。 当 然 プ ログ レ の 範 暗 で 紹介 すべ き で は な 
い が 、 そ れ で も キー ボー ド を メイ ン に 据え た 曲 や 幽玄 な フル ー ト の 調べ が イ 
タリ ア ら し い 美 意識 を 垣間見 せ て は くれ る 。 (鈴木 伸一 ) 
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オー バー ドラ イブ は 近年 再び 増え て いる イタ リア の 新人 シン フォ ニッ ク ・ ロ 
ッ ク ・ グ ルー プ の 一 つ で 91 年 に ヘム ゼア より この アル バム で デビ ュー し て い 
る 。 バ ンド の 音楽 的 方 向 性 と し て は 最近 の イタ リア の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ 
バン ド の 大 多数 と 同様 に 、 彼 ら も 母国 で ある イタ リア の イメ ー ジ は 余り 無く ど 
ちら か と いう と プリ テッ ィ シ ュ ・ ポ ンプ ・ ロ ッ ク や プロ グレ ハー ド の 影響 下 に あ 
る と 思わ れる サウ ンド に な っ て いる 。 ア ル バ ム の 内 容 の 方 は リズ ム 隊 に いま 
いち キレ が 無い こと や アレ ンジ に 詰め の 甘 さ が 残 っ て いる な どの 問題 点 は 
ある も の の 、 全 体 的 に は 曲 も な か な か で ハー ド な 部 分 と 女性 の コー ラス を 効 
果 的 に 使っ た 叙情 的 な 部 分 が うま く 生 か され て いて な か な か 聞か せ て くれ 
る 。 個 人 的 に は 次 作 で の 成長 を 期待 し た い 。 (島村 ) 
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72 年 に 唯一 の アル バム を 発表 し た イル ・ パ エー ゼ ・ デ イ ・ バ ロッ キ に つ 
いて 私 達 に 伝え られ て いる 情報 は 何 も な い 。 生 の スト リン グ ス を 大 胆 に フィ 
ー チ ャ ー し て 時 に 力強く 、 時 に 可憐 な 少女 の よう に 繊細 な 展開 を する 本 ア 
ル バ ム は 、 派 手 さ きこ そ な い も の の 、 野 原 に 人 知れ ず 咲 く 草花 の よう な 味わい 
が ある 。「 子 供 達 の 国 」、 と いう アル バム ・ タ イト ル か ら も うか が いし れ よ う が 、 
過ぎ 去り し 日 々 を 回 想 し て いる よう に 曲 は 進行 し 、 私 達 の 幼年 時 代 が 彼 等 
の 音 と と も に 静か に 時 っ て くる か の よう だ 。 ジ ャ ケッ ト か ら 感 じ ら れ る イメ ー ジ 
も 、 イ タリ ア の 太陽 の 下 に ある か げ り と いっ た も の で 、 郷 各 を さそ う 。 尚 、 メ ロ 
ウ ・ レ コー ズ よ り 再 発売 され た CD に は 、79 年 発売 の シン グル 曲 2 曲 が 追加 
収録 され た 。 (山崎 ) 
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イ ・ パ ンダ は 現在 の と ころ 2 枚 の アル バム が 確認 され て いる が 、 他 に も リリ 
ー ス され て いる 可能 性 も ある 。 本 作 は '75 年 に 発表 され た 、 お そら 〈 く ファー ス 
ト ・ ア ル バ ム で ある 。 基 本 的 に は ポッ プス ・ グ ルー プ だ が 、 こ の 当時 の 他 の 
ポッ プス 系 グル ー プ が そう で あっ た よう に 、 プ ログ レッ シ ヴ な 印象 を 与え る 
も の で 、 つ や や か な 生 の スト リン グ ・ オ ー ケ スト ラ を バッ ク に 配 し 、 セ ン テ ィ メ 
ンタ ル な 曲想 を 得意 と する 好 グ ルー プ 。 確 認 さ れ て いる も う 一 枚 は '78 年 の 
「Teneramente, Cuore Di.…」(Polydor 2048084) で 、 同 傾向 の カン タウ ト 
ー レ 的 志向 の 強い 作品 。 こ ちら の 作品 は マリ オ ・ コ ン ヴ ェ ル ティ ー ノ に よる ユ 
ー モ ラス な カヴァ ー が 印象 的 。 (山崎 ) 
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この 、 あ ん まり な ネー ミン グ ど お り の ユー モラ ス な ジャ ケッ ト を 見 れ ば 、 大 
方 の 人 は 尻込み する だ ろう 。 と ころ が 、 で ある 。'75 年 の 1st も 歌 物 と し て の 出 
来 は 良かっ た が 、 本 作 は 歌 物 の 甘 さ プラ ス 抜群 の ポッ プ セ ンス も 備わっ て 
まさ に ポッ プス の 金字塔 の よう な 作品 。 こ の セン ス は 普通 イタ リア に は な いも 
の で 、 そ れ は イギリス の 底辺 に 脈々 と 流れ る ポッ プ 感 覚 ( プ リティ ッシュ の 
底力 と も いう ) に 通じ る も の だ 。 メ ン バ ー に つい て は よく わか ら な い の だ が 、 こ 
れ だ け セ ンス が いい こと か らし て か な り 実 力 の ある 人 達 の よう だ 。 全 曲 が 聴 
きも の で 、 お まけ に 何 回 聴い て も あき な い 。 隠 し 味 の コ ー ラ ス メ ロ トロ ン 裏 ワ 
ザ な ども 心 憎 い ば か り だ 。 も う 1 枚 (らい は LP を 出し て ほし か っ た よ な あ 。 

(渡辺 一 己 ) 
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パン デモ ニウム は 男女 複数 か ら 成 る コー ラス ・ グ ルー プ と いっ た 方 が い 
い の だ ろう 。 そ れ に し て は 音 と この ジャ ケッ ト は 、 ち ょ っ と 違う の で は な いか 。 ま 
あ そ れ は 別に し て 、 歌 物 、 ラ ヴ ・ ロ ッ ク 、 そ うい っ た イメ ー ジ より も 更に ポ ピ ュ ラ 
ー・ ミ ュー ジッ ク と いっ た 言葉 の イメ ー ジ に 近い 内 容 だ 。 曲 に よっ て は 畑違い 
の も の も 少な く な い 。 そ れ で も 3 一 4 曲 程 、 ソ フト ・ タ ッ チ な 印象 に 残る メロ ディ 
が ある 。 シ ング ル に な っ た ^Sicura" と 共に `L'isola”、Lunedi? が それ 。 こ 
の 3 曲 だ け を 聴く も の な ら 、 随 分 と 印象 が いい の だ が 、`Cocca Cola Cocca 
Cola.…“ と コー ラス も 乗り で 来る ^Sexy Cola” と いっ た アメ リカ ・ イ タリ ア の 
曲 も ある か ら 注 意 。 バ ンド の 正体 は わし ろ る イー ジー・ リ スニ ング ・ サ イド な の だ 
の 938 (松本 ) 
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キー ボー ドサ ウン ド を バッ ク に ガン ガン 攻め まく る 正統 派 の プロ グレ ッ シ 
ヴ ・ ロ ッ ク 。 俗 っ ぽい 音 作り で は ある が 非常 に 好感 が 持て る 。~^ 幻 の 名 盤 * な 
ど と いう 文句 に 踊ら され 大 し て 良く も な い レ コー ド を 買い 漁っ て いる 人 が 突如 
こん な 作品 に 出会っ た な ら 、 き っ と 新鮮 な 感動 を 覚え る だ ろう 。 演 奏 技 量 や 
コン セプト 的 な も の ば か り が 目立っ て も 、 虫 動 感 に 欠け る 音楽 は どこ か 空 し 


気 込み が 直 に 伝わっ て 来る 仲 々 の 秀作 と 言え そう だ 。 チ ェ ン バ ロ や ac ギタ 
ー を 使っ た 静 の パー ト で は 不器用 さ が 目 に 付く が 、 一 方 で は グレ イシ ャ ス 
の フレ ー ズ を 導入 する な と 意欲 的 な プレ イ を 繰り 広げ て いる 。 な お 本 作 以 前 
に シン グル が 2 枚 程 出 て いる 。 (江田 ) 








PARADISO A BASS0 PREZZ0 
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73 年 の 小 規模 な クラ ブ で の 演奏 を 、 お そら く カ セッ ト で 録音 し た 物 で 、 音 
質 は ブー ド 級 の オー ディ エン ス 録 音 。 だ が 演奏 自体 は な か な か の 作品 で 、 
イン プロ ヴィ ゼー ショ ン が 主体 の ハー ド か つ ア グレ ッ シ ヴ な モノ で ある 。 荘 
厳 な 響き の オル ガン と 生 ツ バ の フル ー ト 、 音 質 が 悪い こと も あっ て 誇張 され 
て 、 人 迫力 を 増し て いる ぶっ と い ベ ー ス が 、 い か に も イタ リア 的 な 野 武士 ヴォ ー 
カル と 共に 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク の 中 で も 異彩 を 極め る 邪悪 な 空間 を 形成 し て 
いる 。 テ クニ ッ ク も 気 に な ら な いし 、 何 より も LIVE 録音 な ら で は の 了 臨場 感 が 、 
当時 の イタ リア の 熱い 夫 囲 気 を 伝え て くれ る こと が 非常 に 嬉し い 。 も し も スタ 
ジオ 録音 の 音源 が どこ か に 眠っ て いる の な ら 、 是 非 、 聴 いて みた いと いう 気 
に させ る 一 枚 で ある 。 9 (津田 ) 
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この ` パ ル テ ィ チ ェ ッ レ ” と いう ユニ ッ ト は 、 ど う も この アル バム の 人 為 に 集め 
られ た ミュ ー ジ シャ ン 達 に よっ て ワン ニオ フ 的 に で きた も の の よう だ 。12 人 の 
ミュ ー ジ シャ ン 達 が クレ ジッ ト さ れ て いる が 、 我 々 に な じみ が ある と ころ で は マ 
ウリ ツィ オ ・ エ ・ フ ァ ブ リツ ィ オ が 参加 し て いる 、 オ ー ケ スト ラ や ハモ ンド ・ オ ル 
ガン を 加え て プロ グレ ッ シ ヴ な 試み を し て いる 。 ヴォー カル 主 体 で 古い 音 だ 
が 、 イ タリ ア の 最初 期 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と し て 評価 し た い A③ は 僕 の 
記憶 で は 、 パ ッ テ ィ ・ プ ラヴ ォ が RCA の アー ティ スト を 一 堂 に 会 し て の ライ 
ヴ ・ ア ル バ ム 「PIPER POP PARTY」 の 中 で 歌っ て いる 佳 曲 だ 。 (山崎 ) 


(LA) PENTOLA IPAPIN 
Zr0-7 
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美しく も 衝撃 的 な ジャ ケッ ト に 包ま れ た 「 ゼ ロ -7」 な る アル バム を 世に 送り 
出し た ラ ・ ペ ント ー ラ ・ デ ィ ・ パ ピン は 4 人 か ら 成 る ロッ ク ・ ス ピリ ッ ト 溢 れる グ 
ルー プ で ある 。 彼 等 の 中 心 を 成す の は ヴォ ー カ リス ト を 兼ね る 、 フ ェ リ ー・ べ 
ティ ー ニ の 繰る 多種 多様 の キー ボー ド 群 で あり 、 そ れ ら に か ら み つく か の よう 
な アン ジェ ロ ・ レ ナッ ティ の 粘り の ある ギタ ー で ある 。 そ し て ドリ ー・ ド リガ ッ テ ィ 
の 堅実 な ペース 、 プ ルー ノ ・ ス タン ゴ ニ の 力強い ドラ ム ス が 更に 現代 的 感 
覚 を 添え る 。 過 去 の イタ リア ン ・ ロ ッ ク へ の 憧 慢 と イン ター ナシ ョ ナル 指向 の 
見 え 隠れ する チュ ー ン に は 一 抹 の 光 し さ を 感じ ゃ が 、 イ ル ・ ボ ー ロ 亡き 後 の 





〇 OBMG Ariola ND 74103 





PERIGEO は ジョ ヴァ ン ニ ・ ト マー ソ (b,vo) を リー ダー と し て 結成 され た 
当時 の イタ リア ン ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン を 代表 する グル ー プ だ 。 彼 ら の サ 
ウン ド の 特徴 は 、 当 時 の イタ リア ン ・ ロ ッ ク に 共通 する 独特 の 感性 を 持っ て 
いて 、 し か も イギリス の ジャ ズ ・ ロ ッ ク を し っ か り と 吸収 し 、 何 か 新しい も の を 創 
造 し よう と し て いた こと に ある 。 本 作 は 彼ら の デビ ュー・ ア ル バ ム に 当たり 、 
若 々 し い 江刺 と し た プレ イ が 全編 に 源 っ た 秀作 だ 。 こ こ で は 彼ら が 目標 と し 
て いた の が SOFT MACHINE や NUCLEUS の 音楽 で あっ た こと が 隠し よ 
う も な く 明 ら か で 、 ト マー ソ は 殆ど ヒュ ー・ ホ ッ パ ー に な り 切 っ て いる 。 当 時 の ヨ 
ー ロ ッ パ の 音楽 シー ン が きっ ちり と 連鎖 し て いた 例証 で あり 、 し か も 同時 に 
イタ リア 独自 の 音楽 で ある の が 見 事 。 (坂本 ) 





後期 イタ リア ン ・ ロ ッ ク を 代表 する グル ー プ で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
PERIGE0O PERIGE0O 
Azimut Ahhiamo Tutti Un Blues Da 
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1st と 同様 、 ヴ ォ イ ス ・ ナ ン バ パー で 幕 を 開け る 。 こ の 雰囲気 が も うど うし よう 
も な く イ タリ ア ら し い 。 前 作 に 聴か れ た よう な イギリス か ら の 直接 の 影響 は あ 
まり 感じ られ な い 。 既 に 自分 達 の サウ ンド が 確立 し て いる か ら だ ろう 。 前 作 に 
比べ る と ピア ノ や アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を 多用 し て いる 。PERIGEO の 音 
楽 は あら ゆる 面 で 非常 に パラ ンス が いい 。 メ ン バ ー5 人 の 演奏 に お ける 比 
重 も 実に 5 く 均衡 し て いる し 、 ジ ャ ズ と ロッ ク の 感性 が 見 事 に マッ チン グ し て 
いる し 、 端 正 過 ぎ ず 暴れ 過ぎ ず 聴く 者 の 期待 を 全く 裏切ら な い 。 調 和 と 節 
度 の 上 で 成り 立っ て いる 音楽 。 何 で も な いよ うだ が 、 こ れ は 時 代 と 彼ら の 
能 が 生み 出し た 小さ な 奇跡 か も 知れ な い 。 目 指し て いる も の が よほど ハッ キ 
リ と 見 えて いた の だ ろう 。 (坂本 ) 








PERIGEO 
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PERIGEO の メン バー は 、 ジ ョ ヴァ ン ニ ・ ト マー ソ (b) 、 フ ラン コ ・ ダ ンド レア 
(kb) 、 ク ラウ ディ オ ・ フ ァ ソ ー リ (sax) 、 ト ニー・ シ ドニ ー(g) 、 ブ ルー ノ ・ ビ リア 
ー コ (d,perc) の 5 人 。 こ れ ま で は メン バー だ け で レコ ー デ ィング を 行なっ て い 
た が 、 こ こ で は リズ ム の 強化 を 狙い 、 一 部 マン ドレ ー ク と いう パー カッ ショ ニ 
スト を 加え て いる 。 相 変わ ら よく で きた 曲 を 魅力 的 に 演奏 し て 聴か せる 。 
PERIGEO は どの アル バム を 聴け ば いい の か と 尋ね られ る と 困っ て し まう の 
は ここ だ 。 ど れ も 皆 同じ くら いい い の だ か ら 。 取 り 敢 え ず 1 枚 目 か ら 順 番 に 聴く 
の が 妥当 な 線 で は な い だ ろ うか ? 但し 、 こ れ か ら イ タリ アン ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 
を 勉強 し よう と いう 方 に は それ より 先 に 聴く べき 重要 な バン ド が ある こと は 一 
軸 四 告 芝 で お きだ い (坂本 ) 
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この 4 作 目 まで が PERIGEO の 充実 期 で あっ た と 思う 。 イ タリ アン ・ ロ ッ ク ・ 
ファ ン が 聴い て 面白 い の も ここ まで だ ろう 。 本 作 で は 有名 な パー カッ ショ ニス 
ト 、 ト ニ ・ エ スポ ジー ト が ゲス ト 参 加 し て いる 。 こ れ ま で ピア ノ と エレ クト リッ ク ・ 
ピア ノ に 専念 し て いた F・ ダ ンド レア が シン セ サ イ ザー に 手 を 出し て いる こと 
も あっ て 、 演 奏 が 幾 分 カラ フル に な っ て いる 印象 を 受け る 。 前 作 か ら G・ ト マ 
ー ソ 以外 の メン バー も 曲 を 書く よう に な っ た が 、 そ れ で 音楽 が どう 変わ っ た 
か と 言え ば 、 多 少 明 る い 曲 調 が 増え て いる 気 も する も の の 、 再 び SOFT 
MACHINE に 立ち か えっ た よう な 曲 も あっ て 、 バ ラン ス 感覚 は 揺るぎない 。 
決し て 派手 で は な い が 、 メ ン バ ー の 息 が 合っ て いる と いう の が PERIGEO の 
最大 の 魅力 だ ろう 。 (坂本 ) 
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この 5 作 目 で PERIGEO は 大 き な 質 的 変化 を 遂げ た 。 解 剖 し て し まえ ば そ 
れ ぞ れ の 部 品 は 決し て 変わ っ て いな い の だ が 、 目 指し て いた 方 向 性 が 変わ 
っ て し まっ た の だ 。 お そら く イ タリ ア の バン ド で ある こと に 飽き 足ら な く な っ た の 
だ ろう 。 カ ナダ の トロ ント で 録音 され た 本 作 に は 、 い つも の よう に ゲス ト ・ パ ー 
カッ ショ ニス ト ( 今 回 は ディ ッ ク ・ ス ミス ) を 迎え る に と ど ま ら ず オー ケス トラ 
ル ・ ア レン ジャ ー と し て ピー ト ・ ペ デル セン を 迎え て いる 。 こ れ に よっ て 彼ら の 
サウ ンド が あっ け な く イー ジー・ リ スニ ング に 堕 し 、 耳 に は 心地 よい が 、PER- 
IGEO で ある 意味 を 失っ て し まっ た 。 こ の 後 彼ら は 解散 し 、NEW PERIGEO 
が 結成 され た こと も ある が 、 メ ン バ ー は 今 も ヨー ロッ パ ・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン て で 活 
躍 を 続け て いる 。 (坂本 ) 





PHOLAS DACTYLUS 
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黒地 に 浮き 上 が る 顔面 の 不気味 さ が 、 ど こと な く ム ゼ オ ・ ロ ー ゼ ン バ ッ ハ 
に 通じ そう だ が 、 中 身 は か な り 違 う 。 両 面 を 通し て 1 曲 。 大 曲 と 言え ば まさ し く 
その と お り だ が 、 展 開 は し な い 。 幾 つか の パー ト を つない だ 作風 だ 。 語 り が 中 
心 に な っ て いる 。 恐 らく 歌 詩 の 内 容 に 多く を 負っ た トー タル ・ コ ン セ プ ト 作 の 
は ポ 編成 は vo、g、b、ds、kbdX2 の 6 人 編成 で は ある も の の 、 演 奏 は 語り の 
パック と いっ た 趣き だ 。 全 体 に トー ン は 暗く 、 少 々 即興 ふう な 部 分 も ある 。 録 
音 状態 が 今一つ と いう こと も あり 、 ま た 演奏 の 歯切れ の 悪さ ちあ っ て 、 イ ン パ 
クト に は 欠け る か 。1 枚 を 通す に は 力量 不足 に 感じ る が 。 フ リー 調 の 演奏 部 
と 幾 分 メロ ディ アス に 曲 に 仕上 げた 部 分 が 印象 に 残る 程度 。72 年 、 ジ ェ ノ 
バ で 結成 され この 1 枚 を 残し た 。 (松本 ) 
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奇妙 な グル ー プ で ある 。 民族 音楽 の 香り を 漂わ せな が ら フ リー・ ミ ュー ジ 
ッ ク 、 カ ン ツ ォ ー ネ 等 の 要素 も と り 入 れ 、 し か し 知性 に よる オプ ラー ト が か けら 
れ 、 変 形 さ せ て し まっ て いる 。 強 いて いう な ら ば 、 全 体 の 感じ が ジェ ー ン ・ ソ レ 
ン テ ィ 率 いる 「 サ ン ・ ジ ュ スト (Saint Just) 」 に 似 て いる よう に 思う 。 特 に 女性 
ヴォ ー カ ル の アン ニュ イ な 響き は 通じ る と ころ が ある 。 エ ドガ ー・ ア ラン ・ ポ ー 
の 作品 を ベース に し て いる よう で 、A 面 5 曲 、B 面 6 曲 が ト ー タ ル な 感じ に 仕上 
げ ら れ て いる 。 ピ アノ 、 フ ルー ト 、 ギ ター、 チ ェ ロ 、 オ ル ガ ン 、 マ ンド リン 等 アコ ー 
スチ ッ ク 楽 器 を 多用 し て いる 。 サ ウン ド ・ コ ン セ プ ト は ギタ リス ト の アン ドレ ラ ・ 
ベラ ー ニ が に ぎり 、 ル チオ ・ フ ァ ブ リ が ヴァ イオ リン 等 で 参加 し て いる 。 
(山崎 ) 
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イタ リア で 最も 重要 な ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ バ ンド は AREA だ が 、 こ の PICCHIO 
DAL PO0ZZO0 も イタ リア の 生ん だ 素晴らし い ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ バ ンド の ひと つ 
だ 。 彼 ら は カン タ ベ リ ー・ ミ ュー ジッ ク の 強い 影響 の も と 、 イ タリ ア な ら で は の 
非常 に 魅力 的 な 音楽 を 作り 出し た 。 こ の デビ ュー・ ア ル バ ム で は 特に 
SOFT MACHINE や HATFIELD AND THE NORTH、 あ る い は 『Rock 
Bottom』 の 頃 の ロバ ー ト ・ ワ イア ッ ト の サウ ンド を 消化 し 、 も の すご く 凝 っ た 
演奏 を 実に は り げ な く 楽 し そう に 聴か せ て くれ る 。2nd の 超絶 的 に 構築 され た 
圧倒 的 な 音楽 に 比べ る と 、 交 流 の あっ た CELESTE (本 作 に も メン バー2 人 
が ゲス ト 参 加 ) の 音楽 に 通じ る 爽やか で ドラ マテ ィ ッ ク な 捕 性 が 特徴 的 
だ 。 こ れ か ら も 聴か れ 続け て 欲し い 音楽 …。 (坂本 ) 
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ピッ キオ ・ ダ ル ・ ポ ッ ツ ォ は カン タ ベ リ ー 系 の アヴァ ン ギ ャ ルド ・ グ ルー プ 
の 影響 を 感じ きせ る パン ド で ある 。76 年 に グロ ッ グ ・ レ ー ベ ル よ り フ ァ ー ス ト ・ 
アル バム 「PICCHIO DAL POZZO」 を リリ ー ス し た 後 、 し ば らく 音沙汰 が な 
か っ た が 80 年 に 本 アル バム を クラ ンプ ス と 並ぶ アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ミ ュ ウ ー 
ジッ ク の 宝庫 ロレ ケス トラ ・ レ ー ベ ル よ り リ リー ス す る 。 ニ ュー・ ト ロ ル ス の ヴィ 
ッ ト リ オ ・ デ ・ ス カル ツィ の 実弟 、 ア ルド の グル ー プ で 変 拍子 を 多用 し た 密度 
の 高い 音楽 性 を 誇っ て いる 。 彼 等 は サー ド ・ ア ル バ ム を 製作 し て いた が 、 今 
だ に リリ ー ス され て は いな い 。 解 散 し て し まっ た と いう 説 も ある 。ROCK IN 
OPOSITION 加 入 グ ルー プ で も あり リコ メン ディ ッ ド の オム ニ バ ス に も 彼 等 
の 曲 が 収 録 さ れ て いる 。 (山崎 ) 
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ケシ の 花 が 咲き 乱れ る 向こう に 二 人 の 後姿 。 い か に も イタ リア の ロマ ンス 
と いう 感じ に 、 ピ ッ コ ー レ ・ オ ー レ の サウ ンド も よく 似合う 。 ラ ヴ ・ ロ ッ ク と いう ジ 
ャ ズ ・ ロ ッ ク み た いな 語呂 合わ せ ふ う の 言 葉 は 、 こ ん な 所 か ら 出 て きた の だ 
ろう 。 それに し て は 、 甘 い 。 ピ ッ コ ー レ ・ オ ー レ の ラヴ ・ ロ ッ ク は 、 一 歩 踏 み 出 せ 
ば 、 ポ ー ル ・ モ ー リ ア の 描く ロマ ンス に な る 。 と て も ムー ディ ー な 流れ が 強い 。 
や や も する と 雰囲気 を な ぞ っ た だ け の 流れ に な りか ね な い 。 イ タリ アン ・ ロ ッ 
ク ・ フ ァ ン か ら す れ ば 、 も う 少 し アク セン ト に な る 部 分 が 欲し いと ころ だ ろう し 、 
イタ リア の 紛 囲 気 を 味わい な が ら の バッ ク ・ ミ ュー ジッ ク に する に は 最適 か も 
し れ な い 。 癖 が な く ア ク も な い 。 も う 1 枚 「Le Piccole Ore」(LPX 71. '78) が 
出 て いる 。 (松本 ) 
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裸婦 と 悪魔 らし きも の が 独特 の タッ チ で 描か れ た ジャ ケッ ト 、 ピ エロ 、 エ ・ 
イ ・ コ ッ ト ン フィ ー ル ズ と いう 一 風 変 わ っ た グル ー プ 名 (実は ビエ ロ ・ コ ッ ト と い 
う 名 前 の 人 を リー ダー と する グル ー プ だ っ た ) に よっ て 、 レ コー ド の 内 容 が ま 
だ ほとん ど 知 られ て いな い 頃 、 一 部 の ファ ン の 間 で 話題 に な っ た 作品 で あ 
る 。 そ の 内 容 は 完全 な 歌 物 で 、 プ ログ レッ シ ヴ か な 夫 囲 気 は な い 、 や や 渋 め 
の ヴォ ー カ ル は イタ リア 的 で ある が 、 曲 全体 の 印象 は どちら か と いう と イン タ 
ー ナ ショ ナル 指向 。 ど こと な く グ ラン デ ・ フ ァ ミ リア を 思わ す 部 分 も ある 。 作 品 
自体 の 質 は 悪く な い が 、 イ タリ ア 、 イ タリ ア し た も の を 好む 方 に は 不向き か も 
し れ な い 。 ジ ャ ケッ ト の 絵 の 出来 は 素晴らし く 一 見 の 価値 が ある 。 (賀川 ) 
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Piero Cairo, Ezio Cristiani, Tino Negri、 彼 等 3 人 が 遺し た この アル 
バム を 聴く 度 に 不思議 な 感動 を 覚え て し まう 。 れ 声 の ボー カル は どん な に 
歌い 上 げ て も 常に 虚ろ か 奮 囲 気 を 漂わ せ て いる し 、 バ パック の サウ ンド は 、 か 
な り プ ログ レッ シ ヴ に アグ レッ シブ に 演奏 し て も 、 決 し て 派手 に 映ら な い 。 総 
じ て 地 味 で 暗い トー ン に 包ま れ て お り 、 お そら くそ れ が 大 き な 魅 力 を 醸し 出し 
て いる の だ ろう 。 一 聴 す る と 捕え 処 の 無い 展開 は 好み を 分 け て し まう だ ろう 
が 、 個 人 的 に は と て も 気に入っ て いる 。 尚 、 制 作 年 に 記さ れ て いな い が 、 同 
レー ベル の NCCP の 1st と 2nd の 間 の 番号 な の で 71 年 か '72 年 の リリ ー ス 
で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
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シェ ー ン ベル グ の 12 音 技法 に よる 代表 作 「 月 に 光 か れ た ピエ ロ 」 か ら そ 
の 名 を と っ た ピエ ロ ・ リ ュ ネ ー ル の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。「 ラ イプ ー レ の 地 」、 
「 湖 に 向かっ て 」、「 マ ンド ラ ゴ ラ 」 等 の 曲名 か ら さ っ する に 、 こ の アル バム も 
次 作 同 様 、 童 話 を モチ ー フ に し た トー タル ・ ア ル バ ム な の で あろ う 。 ア ルト ゥ 
ー ロ ・ ス タル テッ リ 、 ヴ ィ ン チ ェ ン ツ ォ ・ カ ポラ レッ ティ 、 ガ イオ ・ キ ョ ッ キ ョ の 3 
人 が 多彩 な 楽器 群 を 使い こなし て ファ ンタ ジッ ク な サウ ンド に 仕上 げ て いる 。 
フォ ー ク 的 な 色彩 も 強い が 、 す で に スタ ル テ ッ リ の 才能 は 開花 し て いる 。 バ 
ンド と し て は 2 枚 の アル バム を 発表 し 、 ス タル テッ リ と キョ ッ キ ョ が それ ぞ れ ソ 
ロ ・ ア ル バ ム を リリ ー ス し て いる 。 (山崎 ) 
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ピエ ロ ・ リ ュ ネ ー ル の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 前 作 時 の メン バー の うち 、 ヴ ィ ン 


、 チェ ン ツ ォ ・ カ ポラ レッ ティ が 脱退 し 、 替り に 女性 ヴォ ー カ ル の ジャ ク ェ リ ー 


ネ ・ ダ ルビ ィ が 加入 し た 。 北 欧 神 話 「 サ ガ 」 の 中 に 出 て くる 「 グ ドル ン 」 を めぐ 
る トー タル ・ ア ル バ ム で ある 本 作 は 、 信 じ 難い 展開 を する 。 ア ルト ゥ ー ロ ・ ス タ 
ル テ ッ リ の 天才 は 、 こ の 時 点 に 診 い て 見 事 に 開花 し 、 ピ アノ 、 エ レク トロ ニク 
ス 、 チ ェ ン バ ロ 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター、 フ ルー ト 、 ヴ ァ イ オ リン を 自由 に 操 
り 、 恐 ろ る し い 程 の 緊迫 感 を 伴い 私 達 を 神話 の 中 へ と ひき ずり 込ん で し まう 。 
ジャ ク ェ リ ー ネ の オペ ラ 調 の ボー カル も 凄まじ い 。 ア ルト ゥ ー ロ ・ ス タル テッ リ 
は この 後 ソ ロ ・ ア ル バ ム を 制作 する が 、 こ れ 又 、 本 作 同 様 、 素 晴らし いも の 
788 (山崎 ) 
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イタ リア ン ・ ロ ッ ク が 、 あ の 輝かしい 時 代 へ の 胎動 を 徐々 に 具現 化し 始め 
た 頃 、 こ の PING PONG も 混 当 と し 錯 線 し た 自己 の 音楽 表現 の 確立 を 目 
指し て いた の だ ろう 。 全 曲 英 詩 に よる 為 、 イ タリ ア 然 と し た 面 が 薄れ て し まっ 
た の は 残念 だ が 、 そ れ で も 時 に 軽やか に 浮遊 し 、 時 に 扇情 的 に 狂 舞 する フ 
ルー ト を 多用 し 、 ジ ャ ー ジ ー に クラ シカ ル に そし て ハー ド に 迫る その サウ ンド 
は 一 聴 の 価値 有り 。 特 に A① は 、 プ ログ レッ シ ヴ 且 つ ア グレ ッ シ ヴ に 展開 
する 名 演 で 、 浴 れん ば か り の 情熱 を 感じ ず に いら れ な い 。 (鈴木 伸一 ) 
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ボロ ー ニ ャ の 自主 製作 盤 、70 年 の デビ ュー 作 「About Time」 か ら 3 年 、 
幾ら か 整理 され 、 ヴ ォ ー カ ル も イタ リア 語 に 、 そ し て ジャ ズ 色 を うま く 取 り 込 ん 
で 、 特 に アコ ー ス ティ ッ ク ・ パ ー ト に 洗練 度 が 出 た 2 作 目 。 シ ング ル も 「Caro 
Giuda/I| Castello」(Spark SR 814, 73) と 「Il Miracolo/Plastica E 
Petrolio」(SR 819, 74) の 計 4 曲 が カッ ト さ れ た 。1 曲 目 “| Miracolo* の 溜 
め の き いた イタ リア ン ・ メ ロディ の ヴォ ー カ ル の サビ な ど は 歌 物 フ ァ ン へ も ア 
ピー ル は 大 きい 。 全 体 に は 軽い ジャ ズ 色 を 添え た イン スト 指向 で 、 フ ルー ト 
や 生 ギ ター、 弦 楽器 、 サ ックス 等 が 導入 され る 。 熱 い ヴ ォ ー カ ル が ある 反面 
で た そ が れ た 歌声 も 聴か せ て くれ る 。 プ ログ レッ シ ヴ な 展開 の 試み 豊富 な 
音 作 り だ 。 多 彩 さ 、 軽 や か さ が 目 立つ 。 (松本 ) 
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プラ ネタ リウ ムー この 驚異 的 な シン フォ ニッ ク バ ンド に つい て 語る 資料 
は 残念 な が ら 何 も 無い 。 裏 ジャ ケ の 解説 に よる と バン ド は 4 人 編成 らし い 
の だ が 、 肝 心 の メン バー 名 は ベー ル に 覆 わ れ た まま だ 。 作 品 は 、 地 球 上 に 
訟 ける 生命 の 誕生 と その 歩み を テー マ に し て お り 、 全 編 イ ンス ト に よる 壮 
大 な 宇宙 シン フォ ニー が 奏で 上 げ ら れる が 、 全 曲 と も A.Ferrari な る 人 物 
が 書き 上 げ て いる 。 雷 鳴 で 始ま り 雷 鳴 で 幕 を 閉じ る まで 、 常 に ドラ マチ ッ ク 
な 展開 に より 「 愛 」「 戦 争 」 と いっ た テー マ が 次 々 と 描か れ て 行く 。 溢 れん ば 
か り の メロ トロ ン ワ ー ク を 中 心 に 、 ピ アノ 、ac ギ ター、 フ ルー ト 、 コ ー ラ ス 、 各 
種 効果 音 等 を テー マ 毎 に 巧み に 使い 分 け て の ち 密 な 構成 に は 全く スキ 
が 見 当たら ず 非常 に 高い 完成 度 を 誇っ て いる 。LP は プレ ス 状 態 が 良く な 
い の が 玉 に 傷 だ 。 (江田 ) 
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イ ・ プ ー は CBS に 移籍 以降 ビッ ク ・ ネ ー ム に な り 現 在 まで 長い 活動 を 続 
け て いる が 、CBS よ り の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム Opera Prima 以 前 に ヴェ デ ッ 
テ ・ レ ー ベ ル に 2 枚 の 作品 を 残し て いる 。 本 アル バム は その ファ ー ス ト ・ ア 
ル バ ム の オリ ジ ナ ル 盤 で ある 。 こ の 時 期 に は 、80 年 代 に は いっ て 脚光 を あ 
びる こと と な る リッ カル ド ・ フ ォ ッ リ が メン バー と し て クレ ジッ ト さ れ て いる 。 レ ッ 
ド は まだ 参加 し て お ら ず 現在 まで 在籍 し て いる メン バー は ロビ ー1 人 で あ 
る 。 当 然 CBS 時 代 の サウ ンド と は 異な り 、 ビ ー ト ・ サ ウン ド 的 な も の で ある 。 
し か し も ちろ ん 聴き どこ ろ も あり 、 初 期 の 熱い 情熱 の ほ と ば し り を 感じ る こと 
が で きる 。 (山崎 ) 
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デビ ュー・ ア ル バ ム か ら 4 年 を 経て 制作 され た セカ ンド 。 こ の 間 、^Pic- 
cola Katy"” と いう シン グル ・ ヒ ッ ト ( ラ イヴ 盤 「Palasport」 に も 収録 ) を 出し 
た り し て まず まず の 成功 を 収め て いた が 、 メ ン バ ー に は 大 き な 異 動 が あり 、 
ヴァ レ リ オ ・ ネ グリ ー ニ (ds ,vo) 、 ロ ビー・ フ ァ ッ キネ ッ テ ィ (key, vo) 、 リ ッ カ 
ルド ・ フ ォ ッ リ (b, vo) 、 ド ディ ・ バ タリ ア (g, vo) と いう 後 の 主 要 メ ン バ ー が 
揃う 。 つ まり 「Opera Prima」 と 同 メ ン バ ー。 し か し 曲 は 英 米 の ビー ト ・ ポ ッ 
プス の コピ ー と 言っ て も 怒ら れ な い 程 度 の 他愛 の な いも の で 、 あ の 頼り な 
さ が 何 と も いえ ず 和 魅力 的 な フォ ッ リ の ヴォ ー カ ル や 、 感 情 移入 の 激しい ネ 
グリ ー ニ の ドラ ミン グ も 個性 を 発揮 で き な い まま で いる 。 シ ング ル 曲 ^Mary 
Ann?” を 収録 。 (古田 ) 
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サー ド ・ ア ル バ ム な が ら 、 大 手 CBS(CGD) に 移籍 し 、70 年 代 の プー・ 
サウ ンド の 基礎 を 確立 し た 、 こ れ が プー の 実質 的 第 一 歩 。 こ の 時 点 で オリ 
ジ ナ ル ・ メ ン バ パー は ネグリ ー ニ (次 作 か ら 作 詞 に 専念 ) を 残す の み と な る 。 
ジャ ンカ ル ロ ・ ル カリ エッ ロ (Prod.) / ジ ャ ン フ ラン コ ・ モ ナル ディ (Arr.) と の 
協同 体制 に よる 初 の 作品 で も あり 、 こ れ は 「Forse Ancora Poesia」 ま で 
続き 、 プ ー に と っ て は 最初 の 黄金 時 代 を つく り 上 げた 。 粗 野 で 熱気 に 満ち 
た バン ド 演 奏 に 優雅 な スト リン グ ス が 融合 し た 楽曲 は 強い イン パク ト を 放 
ち 、 イ タリ アン ・ ポ ボップ ス な ら で は の 『 ウ ォ ー ル ・ オ プ ・ サ ウン ド 』 を か た ち づ く 
っ て いる 。 ヾ Pensiero^Tanta Voglia Di Lei" と いっ た 超 名 曲 を は じ め 、 
バロック の 香り が 濃厚 に 漂う 名 作 。 (古田 ) 
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CBS 移 籍 後 2 枚 目 に あたる 本 アル バム は 、72 年 11 月 に ミラ ノ で 制作 さ 
れ た 。2 枚 の ヒッ ト 曲 ( 旧 A②、B②。 特 に A② は 日 本 で も シン グル カッ ト さ れ 
た 。) を 収め 、'73 年 1 月 か ら 11 月 まで アル バム ・ チ ャ ー ト の 上 位 に ラン ク さ 
れ 、 ゴ ー ル ド デ ィ スク を 受け た も の で ある 。 内 容 は 32 人 の オー ケス トラ を ふ 
ん だ ん に 使い 、 良 質 な ラヴ ・ ロ ッ ク を ドラ マチ ッ ク に 仕立 あげ る と いう 、 イ ・ プ 
ー 初 期 の 傑作 を 世に 送り 出す 真 の スタ ー ト と な っ た も の で ある 。A② を は じ 
め と する 思い 深い ヴォ ー カ ル と 重厚 な オー ケス トラ と の 交錯 、B⑥ の ドラ マ 
チッ ク な エン ディ ング 、 思 わ ず イ タリ アン ・ ラ ヴ ・ ロ ッ ク の 奥深 さ を 感じ ず に い 
られ な い 。 こ の 流れ は 後に 「 パ ル シ フ ァ ル 」 へ と 受け 継が れ 、「 ロ マン 組曲 」 
で 開花 する こと と な る 。 (鈴木 茂 ) 
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リカ ルド ・ フ ォ ッ リ の 脱退 に より 解散 の 危機 に さら され た イ ・ プ ー が 、 カ プ 
シク ム ・ レ ッ ド か ら レ ッ ド ・ カ ン ツ ィ オ ン を メン バー に 迎え 制作 され た の が 本 
アル バム で あり 、CBS 移 籍 後 3 作 目 に あたる 。 本 作 は 、 ワ ー グ ナー の 同名 
の 楽劇 に ヒン ト を 得 、「 ミ ラノ の 映像 」 で 確立 され た オー ケス トラ と の 融合 を 
更に 発展 させ た ドラ マチ ッ ク な 展開 と な っ て いる 。 中 で も タイ トル 曲 は 10 分 
に お よぶ 大 作 で 、 二 つの パー ト に 分 か れ 、 前 半 は ロビ ー の ピア ノ を パッ ク に 
も の 悲し げ な ヴォ ー カ ル が 響き わた り 、 ド ディ ー の ギタ ー、 全 員 の コー ラス 
が 重なり 合い 、 ハ ー プ に 導 か れ 重 厚 な クラ イマ ックス へ と 続く 。 正 に イ ・ プ 
ー・ サ ウン ド の 結晶 と も いう べき 本 作 の スト リン グ ス 群 は 、「 コ ンチ ェ ル ト ・ グ 
ロッ ソ 」 の それ に も 匹敵 する 。 (鈴木 茂 ) 
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プー の 長い 歴史 の 中 で 「 パ ル シ フ ァ ル 」 と 「 ロ マン 組曲 」 の 2 枚 が 最も 強く 
クラ シッ ク 色 を 打ち 出し た も の と な っ て いる 。 だ か ら ど うと いう わけ で は な く 例 
えば 「 プ ー ラ ヴァ ー」 や 「 プ ー メ ラン 」「 ヴ ィ ヴ ァ 」 以 降 の 飛び 切り ポッ プ な 音 
創り の プー も 非常 に 良い の で ある 。 結 局 プ ー な る パン ド は アイ ドル ・ グ ルー 
プ の くせ に や る こと 以上 の こと は や っ て いて メジ ャ ー も の で は し っ か り 聴 いて 
良い も の だ 。 も し も 貴方 が イタ リア も の を 少し は か じ っ て いて バッ ティ ステ ィ と 
プー を 軽 ん ずる 風 で ある と 、 こ れ は ちょ っ と マズ イ 。 パ バッ ティ アー ト や ピー ノ ・ 
ダニ エー レ と 違っ て 日 本 で も ちゃ ん と レコ ー ド が 出 て いた ん だ か ら 「 女 と も だ 
ち 」 く らい は 聴い と いて 下さ い 。 パ ガー ニ だ っ て 勧め て る の で す よ 。 (岡本) 
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「 ロ マン 組曲 」 に 続く CBS 第 6 作 。 次 作 「Poohlover」 か ら は ジャ ンカ ル ロ ・ 
ルカ リエ ッ ロ 統治 下 を 脱し バン ド 独 自 の カラ ー を 打ち 出し て いる か ら 、 ス トリ 
ング ス に よる 壮大 な オー ケス トレ ーション が 聴け る の は 本 作 が 最後 と いう こ 
と に な る 。 そ れ も 前 作 で 極め た ロマ ン テ ィ シ ズム の 残り 香 と いっ た 趣き で 、 ジ 
ャ ケッ ト ・ デ ザイ ン も 含め て 控え 目 な 印象 。 時 代 時 代 の 色付け を 施し な が ら 
常に 若返っ て ゆく 彼 等 の 様 な アー ティ スト の 評価 は 難し い 。 音 楽 を 好き に な 
る だ け で は 聴き 続け られ な いか ら だ 。 従 っ て グル ー プ の ファ ン に な る か 、 ア イ 
ドル と し て 無視 する か 、 ど ちら か に する の が 良い と 思う 。 彼 ら も 自分 達 の 音楽 
を 難し く 考 えら れる の は 嫌 だ ろう 。 (古田 ) 
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ルカ リエ ッ ロ / モ ナル ディ の 下 か ら 一 応 離 れ 、 セ ルフ ・ プ ロ デ ュ ー ス に よる 
バン ド 独 自 の サウ ンド を 模索 し 始め た 、 第 三 期 の 幕開け を 告げ る 佳作 。 ロ 
ビー の 声 は 、 も う パ ンド の 顔 に な っ て いる 。 青 春の 幻想 と 青 鬱 を 色濃く 打ち 
出し て いた 従来 の 作風 か ら 、 ま る で 人 生 を 育 定 的 に と ら え 直す よう に 、 メ ジャ 
ー な 曲調 が 次 第 に アル バム の 大 部 分 を 占め る よう に な る 。 背 景 を 埋め つく 
し て いた スト リン グ ス が 突然 次 を 消し た こと に より 、 聴 くも の ば か り で な かく 彼 等 
自身 と まどっ て いる 様子 が 感じ られ る 。 そ ん な 中 で 生ま れ た の が 、 ス タン ダー 
ド と し て つと に 有名 な `Pierre"。 ビ ー ト ルズ の `Yesterday "に も 似 た 至上 の 
パ バラード で あり 、 作 詞 の ネグリ ー ニ を 含め て 彼 等 が いま だ 青年 の 心 を 持ち 
続け て いる こと が 伝わっ て くる 。 (古田 ) 
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心身 と も に 自立 を 果たし 、 よ り ラ イブ 向き の サウ ンド を 完成 させ た 、 バ ンド 
の 歴史 の 中 で は 重要 な 作品 。YDammi Solo Un Un Minuto^Che Ne 
Fai Di Te" と いっ た シン グル ・ ヒ ッ ト も 生む 。 イ タリ アン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は 
^Opera Prima” “Alessandra” “Parsifal” “Un Po Del Nostro 
Tempo Migliore" と いっ た アル バム は も ちろ ん マス ト ・ ア イ テ ム だ が 、 本 作 
か ら ^Viva” あ た り ま で の プー も 、 ひ と つの ポッ プ ・ グ ルー プ が アイ デン ティ テ 
ィ を 獲得 し て ゆく ドキ ュ メ ント と し て 、 一 枚 く らい は 是非 聴い て お いて も らい た 
いと ころ だ 。 大 衆 性 だ け で な く 、 ミ ュー ジ シ ャ ン と し て の 才能 が 、 彼 ら に は あっ 
た 。 そ れ が 、 一 度 な ら ず 二 度 、 三 度 の 成功 に 繋が っ て いる の だ か ら 。 (古田 ) 
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ウェ スト コー スト ・ サ ウン ド の 影響 が か な り 強 く 感じ られ る アル バム 。 穏 や 
か で 、 間 の 多い アレ ンジ と 、 煮 え 切ら な い メ ロディ が マイ ナス に 作用 し て 、 印 
象 が 薄い 。 い ろ い ろ な スタ イル を 拝借 す る 中 で 、 イ タリ ア ら し い 陰 影 を 潜り 込 
ませ る と ころ が 70 年 代 後半 以降 の プー の 真骨頂 で は ある が 、 こ の 作品 が 
成功 し て いる と は 、 ち ょ っ と 言い 難い と 思う 。 し か し そん な 中 で 、^Cercami* 
^Ci Pensero Domani? と いっ た タイ プ の 曲 を 入れ る こと も 忘れ な い 。 実 験 
だ け で は ファ ン は 納得 し な いこ と を 彼 等 は よく 知っ て いる の だ 。 こ の あと 、 ダ ン 
サ プ ル な リズ ム な ども 取り 入れ 、 ま た また ヨー ロッ パ 的 な 感性 を 取り 戻す わ 
け だ が 、 ま ぁ 誰 に も 寄り 道 く らい は ある も の で …。 (吉田 ) 
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70 年 代 末 一 '80 年 代 の イタ リア ン ・ ミ ュー ジッ ク の 苦境 を 彼 等 が どの よう 
に 乗り 切っ て いっ た か 、 そ れ が 黙 える 時 期 の 11 作 目 。 次 作 で は 例 に よっ て 
海外 進出 を 狙う わけ だ が 、 そ の 時 に 物 を 言っ た の は 、 パ ンコ 、PFM で は な い 
プー の ポッ プ ・ セ ンス だ っ た 。 そ し て これ こそ 彼 等 の 音楽 の 中 心 に あっ て 長く 
宿 し て きた も の だ 。 彼 等 は を の ポッ プ ・ セ ンス を 堂々 と 押し 出し 迷い が な い 。 
その 事 が 彼 等 の 強 さ で あり 、 そ れ は プー の 音楽 で ある 。 昔 に 比べ れ ば ディ 
スコ 調 の リズ ム も ある 。 し か し 、 そ れ に 乗っ て 繰り 広げ る も の が 何 も 変 ら な い 
彼 等 の 音楽 で ある 。 終 盤 の 何 曲 か は 、^Parsifal" の よう に 劇場 な 展開 さえ 
見 せる 。 様 々 な 色づけ を し よう と も 、 彼 等 の ポッ プ ・ セ ンス に は 、 い つも 情 が 
感じ られ る 。 (松本 ) 
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1 曲目 の ディ スコ ふう の リズ ム 、 そ し て 英語 の ヴォ ー カ ル 。 こ の アル バム 
は 、 冒 頭 1 分 間 で 特徴 を つか むこ と が で きる 。 全 10 曲 。 全 て 英語 歌 詩 。 要 す 
る に この アル バム は イタ リア 国外 に 向け て 製作 され た も の だ 。 録 音 は ミラ ノ 
だ が ミッ クス は ニュ ー ヨ ー ク で 行なわ れ て いる 。10 曲 も 1 曲 の 新曲 を 除い て 、 
過去 の 既 発 曲 を 英語 ヴォ ー カ ル に し た も の で 、 正 式 な オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ 
ム と は 言い 難い 。9 曲 の 内 わけ は 「Poohlover」 か ら 1 曲 、「Rotolando Re- 
spirando」 か ら 5 曲 、「Boomerang」 か ら 3 曲 。 生 枠 の イタ リア ・ フ ァ ン か ら す 
れ ば 味 薄 か も し れ な い が 、 基 本 的 な ニュアンス は 変っ て いな い 。1 曲 目 に し て 
も そこ に オー ケス トラ を 入れ て し まう 。 こ の アル バム を 聴く と 、 彼 等 が 自分 達 
の 音楽 に 族 い の な いこ と を 殊更 確認 で きる 。 (松本 ) 
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イタ リア の ファ ンタ ジィ 文学 を 表す 言葉 と し て 「fantasia realta」 が ある 。 
つま り 英 米 ファ ンタ ジィ の 今や 主流 を 占め る 別世界 物 で は な く 、 現 実 を 舞台 
と し た 幻想 と いう こと だ 。~Parsifal” や 本 作 の ^Inca" の よう に 物語 や 歴史 に 
題材 を 取っ た 作品 も ある が 、 大 枠 で は POOH の 世界 も この 言葉 で 説明 出 
来る だ ろう 。 日 常 の 中 の 夢 や 郷 惑 や 憧れ 。'80 年 代 最初 の 作品 と な る 本 作 
は 、 ヨ ー ロ ッ パ の 粋 を 伝え る 洗練 され た ポッ プス か ら 、 ド ラマ ティ ッ ク な プロ 
グレ ・ ハ ー ド 的 ナン バー まで 、 彼 等 の 幅広 い 音 楽 性 を 示す 一 方 、 明 確 な トー 
タル ・ ア ル バ ム と し て の 構成 も と られ て お り 、 現 代 人 の うつ ろ い ゆく 渦 いた 心 
を 映し 出し て いる 。 学 生 時 代 、 女 友達 に 本 作 を 貸し た 所 、 彼 女 は 詩 と 曲 に 
涙し た と 言う 。 乗 り の 感じ られ る 傑作 。 (高山 ) 
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「 美 し い 幻想 」( 原 題 は 「 幸 運 の 女神 」 の 意 ) と いう 邦題 と は 裏腹 に 、 本 作 
か ら は 営 て の 幻想 美 は 感じ られ な い 。 し か し そもそも お '80 年 代 の 彼 等 に クラ シ 
カル な 様式 や イタ リア の 地方 色 、 哀 怠 を 求め る 方 が 間違っ て いる 。 人 は 
POOH の 音楽 を 聴く た め に その ディ スク を ター ン テ ー ブ ル に 乗せ る の だ 。 自 
伝 的 な 内 容 の ②、「 誰 が 音楽 を 止め られ る ん だ 」 と 力強く 歌う 3⑩ を 始め 、 全 
編 余裕 と 優雅 さき を 漂わ ます より 親しみ 易く 、 安 定 し た 演奏 と メロ ディ に 溢れ 
た 、 思 わ ず 一 緒 に 口ずさむ よう な ポッ プ で 美しい 仕上 り 。 抜 ける よう な 明る さ 
と 一 片 の 叙情 。 ピ ンク ・ フ ロイ ド の エン ジニ ア と し て 知ら れる プラ イア ン ・ ハ ン 
フリ ー ズ 起用 の 成果 は 、 一 音 一 音 の 深み と ライ ヴ 感 の 融合 と いう 形 で 表 わ 
れ て いる 。 秋 に 聴き た い 好 盤 だ 。 (高山 ) 
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'81 年 の ツア ー の 模様 を 伝え る 必聴 の ライ ヴ 盤 。「Opera Prima」 か ら 10 
年 4 人 の メン バー だ け で これ だ け の 音 を 出せ る よう に な っ た の だ か ら 、 単 な 
る アイ ドル ・ バ ンド な ど と 呼ぶ 人 は も うい な い だ ろ う 。「Viva」「Buona For- 
tuna」 と いう パン ド の 歴史 上 重要 な 作品 を 発表 し 、 乗 り に 乗っ た 時 期 の 録 
音 だ け に 、 も う 聴 き 所 だ ら け と 言っ て も いい くら い の 充 実 ぶり 。 特 に オー ルド ・ 
ファ ン に は 、“Parsifal" と Banda Nel Vento" に は さま れ た ナツ メロ ・ メ ド 
レー が 嬉し い 。 オ リ ジ ナ ル LP に は 、 ミ キサ ー 卓 を 模 し た 内 ジャ ケッ ト の 小 窓 
が くり 抜か れ 、 そ こ か ら 内 袋 に 印刷 され た オー ル ・ キ ャ スト が 覗く と いう 仕掛 
けが ある 。CD は 3 曲 削ら れ た 上 に 曲 順 も シャ ッ フ ル し て ある の で 注意 が 必 
要 。 (古田 ) 











(|) P00OH 

Tropic0 Del Nord 
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70 年 代 、 イ タリ ア に は アド リア ー ノ ・ パ ナッ タ と いう テニ ス 界 の スタ ー 選 手 
が いて 、 ボ ル グ や コナ ー ズ 等 の 希代 の 名 手 の 陰 に 隠れ な が ら も スマ ー ト な 
ルッ クス と 芸術 的 な プレ イ で 人 気 を 得 て い た 。 個 人 的 に は 彼 等 に も そう し た 
イメ ー ジ が あり 、 本 国 屈指 の 人 気 と 実力 に 比 し て 少な く と も 日 本 で の 一 般 
的 な 認識 が 今一つ な の も 、 そ の 何処 か 線 の 細い 印象 が 災い し て いる の だ ろ 
う 。 し か し 、 カ リブ の エア スタ ジオ で 録音 され 、 来 日 記念 盤 (世界 歌謡 祭 の 
ゲス ト ) と し て 発売 され た 本 作 で は 、 ロ ビー の フェ アラ イト を 中 心 に 、 よ り タ イト 
で ハー ド さ を 増し た 力強い 面 と メッ セー ジ 性 が 強調 され て いる 。 ハ ー ド な ③、 
徐々 に 盛り 上 が る ドラ マテ ィ ッ ク な ④、 ア カペラ の ⑥ と ライ ヴ の 後 ら し い 更 な 
る 意気 込み が 伝わっ て 来る 。 (高山 ) 








(|) POOH 
Aloha 
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@CGD 20437 


OCGD 9031705032 
KO) 





前 作 で 顔 を の ぞ か せ た 南 国 指向 が 高じ た の か 、 な ん と ハワイ 録音 を 実 
現さ せ た 彼 等 。 だ か ら と いっ て すぐ に 音 が トロ ピカ ル で ハワイ アン に な っ た か 
と いう と 、 そ ん な 訳 は な く て 、1、2 曲 は それ らし き 部 分 が ある も の の 「Buona 
Fortuna」 の 路線 を 少し ずつ 変化 させ て いっ た 結果 が ある だ け の こと だ 。 い 
か に も イ ・ プ ー な バラ ー ド も 入っ て いる 。 時 に は ファ ン を 裏切り 、 重 要 な 成果 
を お さめ る も の 、 ま た ド ツ ボ に は まっ て ゆく も の 、 様 々 な 生き 方 は ある が 、 彼 等 
は そう で は な い 。 そ こ が イ ・ プ ー の いい と ころ で あり 、 つ ま ら な いと ころ で も ある 。 
本 作 は 、 こ れ と いっ た ナン バー が 見 られ ず 各自 ソロ ・ プ ロジ ェクト が 活発 に 
進行 し て いた 時 期 で も あり 、 小 休止 と いっ た と ころ 。 (吉田 ) 





ら ア 








(|) PO0H 
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介 
〇 OCGD 9031705062 
@ 





アル バム タイ トル と 竜 を あし ら っ た ロゴ が 何処 か の パンド を 思い 出さ せ 
る 。 こ の 時 期 の 彼 等 の 音楽 は 、 イ タリ ア 語 の 歌 詩 を 別 と すれ ば 快活 な ハー 
ド ・ ポ ッ プ と 言っ て 良い だ ろう が 、 そ の 心 踊る メロ ディ に は 所 請 産 業 ロ ッ ク と 
は 一 線 を 画す 変わ ら ぬ 歌 心 が 息 づい て いる 。 そ れ ぞ れ の 時 代 の 衣 を 粧 い 
な が ら 日 和 り さ を 感 じき せな い の も 、 こ の 歌 心 あ っ て こそ だ ろう 。 数 曲 で 聴か 
れる 東洋 的 な シン セ の 響 き 、 エ レク トリ ッ ク ・ ド ラム の 使用 に 加え て 、 得 意 の 
フレ ッ ト レ ス ・ ベ ー ス 、⑦ で の 久々 に 引き 推 る ギタ ー と 、4 人 の 演奏 の 試み と 
安定 感 の パラ ンス の 妙 も 特筆 すべ き 。~ 旅 三 部 作 の 完結 編 。「 コ ン ピ ュ ー 
タ と 銅 鍵 の アジ アプ ヒロ シマ と ベト コン の 夜明け 」( タ イト ル 曲 より ) 。 内 ジャ 
ケ の 日 本 の 歓楽 街 の 写真 は 情け な い が 。 (高山 ) 


(| POOH 
iormi Infimiti 
*86 


@ 
OCGD 9031705102 
@ 








"86 年 と いう 発表 年 か ら は 信じ られ な い 超 変 型 カ ヴァ ー( 残 念 な が ら LP の 
み ) で 発表 。 ト ッ プ ・ ゲ グループ で ある こと を 嫌 と 言う ほど 認識 させ られ る 大 判 
振舞 いで ある 。 デ ィ ジ タル 系 キー ボー ド の きら ぴ びやかな 音 、 そ し て ゲス ト の ク 
ラウ ディ オ ・ パ スコ リ に よる サッ クス が アル バム に 軽妙 な 色合い を 添え る 。 グ 
ルー プ が スタ ー ト し て か ら す で に 20 年 、 に も か か わら ず ほ ぼ 年 に 一 枚 は アル 
バム を 発表 し 続け て いる 彼 等 で ある か ら 、 当 然 曲 は 似通っ た も の に な っ て 
いる 。 そ の マイ ナス 面 を 補う の が 、 ア レン ジャ ー( 本 作 で は フィ オ ・ ツ ァ ノ ッ テ 
ィ ) や ゲス ト の 存在 で あろ う 。 ロ ビー の 曲 と ヴォ ー カ ル が `~ プ ー ら し さ ” を し っ 
か り キ ー プ する 中 、 ド ディ や レッ ド の 楽曲 が 与え る アク セン ト 効 果 も 忘れ て は 
な ら な い 。 (古田 ) 





(|) POOH 
G0odhVe 

:74 

@CGD77001 

和 9031705112 





"82 年 発表 の 「Palasport」 は 初 の ライ ヴ と いう こと も あっ て 、 集 大 成 的 な 
選曲 が され て いた 。 こ の 3 枚 組 の ヴォ リュ ー ム を 誇る 最新 ライ ヴ ヅ は ここ 10 年 
間 位 の 、 は つら つと し た ナン バー が 中 心 で ある 。 初 期 の 作品 し か 知ら な い 方 
に は 興味 が 湧か な いと 思う が 、 イ タリ ア を 代表 する ポッ プ ・ グ ルー プ の 優れ 
た ライ ヴ と し て 載せ て お きた い 。 今 回 は プラ ス ・ セ クシ ョ ン を サポ ー ト に 加え 、 
キー ボー ドー 本 や り で 多少 苦し か っ た パッ キン グ に 厚み が 加わ っ た 。 音 像 
を な る べく 中 央 に 寄せ て 、 ス テー ジ を 少し 遠く に 設定 する 録音 方 法 を と っ て 
いる か ら 、 演 奏 と 同じ 歓声 も 良く 聴こえ る 。 つ まり ~ あ な た も 会 場 に 居る ん で 
す よ "と いう 彼 等 らし い 配慮 だ 。 や っ ぱり プー は 偉い 。 (古田 ) 


(|) PO0OH 
II Cmlore Dei Pemsierl 


@CGD 
OCGD 9031705132 





鮮 烈 な 色彩 に あふ れ た カヴァ ー・ ア ー ト が 素晴らし い 。「Aloha」 あ た りか 
ら 続い て いる ^ プ ー ら し さ ” を 残し た AOR 路 線 も 、 こ こ で 頂点 を 迎え る 。 特 に ア 
レン ジ 面 で の 充実 ぶり は ケチ の つけ よう が な く 、 生 楽器 か ら デ ィ ジ タル まで 、 
あり と あら ゆる 素材 を プー と いう 土 侍 の 上 で 完璧 に 料理 し て いる 。 顔 の 見 え 
な い 不 特定 多数 で は な く 、 こ こ 十 数 年 明らか に ファ ン の た め に アル バム を 出 
し 続け て いる 彼 等 の 姿勢 に は 時 と し て 退屈 さも つき まとう が 、 そ れ ほ どの ファ 
ン で も な いと いう 人 に は 5、6 年 周期 で 1 枚 の アル バム を 聴く 方 法 を 薦め た 
い 。 そ の 方 が 、 少 し ずつ 変化 し て きた 音 の 傾向 を と ら え や すい か ら だ 。'80 年 
代 後半 な ら 、 間 違い な く 捨て 曲 の 見 あたら な い 本 作 だ ろう 。 パ ラー ド も いい 。 

(古田 ) 








(|) PO0OH 
0asi 
'88 





人 @ 
OCGD 9031705142 
@ 








「 オ アシ ス 」 と 題 さ れ た 本 作 は 、'80 年 代 後半 、 後 期 の 彼 等 の 隠れ た 力作 
で ある 。 前 2 作 の 今一つ すっ きり し な い AOR 路 線 と 比べ 、 こ こ で 再び 送 る 
若 々 し さ は どう だ ろう 。 過 去 に も ムー グ 、 フ ェ ア ラ イト 等 、 新 し い 機 材 の 導入 に 
意欲 的 だ っ た ロビ ー は 、 デ ィ ジ タル 系 キー ボー ド を 前 面 に 使用 。 ダ イナ ミズ 
ム と スケ ー ル 感 を 出す こと に 成功 し て いる 。 彼 等 と 同等 の キャ リア を 誇る バ 
ンド ー 一 フロ イド 、 タ ル 等 一 一 を 考え れ ば 、 そ の 若 さ 、 或 い は 永遠 の 青 さ に 驚 
か ず に は いら れ な い 。 ド ディ の ギタ ー も 淫 え 、 今 回 は レッ ド が 良い 曲 を 書い て 
いる 。 尚 、 本 作 発表 後に アル バム 未収 録 の イン スト 1 曲 を 含む 「 オ アシ か ら 
オペ ラ ・ プ リマ まで 」 と 副題 の 付け られ た ベス ト 「Un Altro.….Pensiero」 も リ 
リー ス さ れ て いる 。 (高山 ) 





(| P00OH 
1 Nostri Anni Senza Fiato 
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人 @ 
OCGD CDLSM 100042 
@ 








PO0H の アル バム 未収 録 ナ ン バ ー を 中 心 と し た 編集 盤 。 英 語 で 歌わ れ 
る ③(「Hurricane」 に 収録 。 元 曲 は 「Rotolando 一 」 に ) を 除く <9 曲 は 何れ も 
オリ ジ ナ ル に は 収め られ て いな い 。 彼 等 に は 多く の ベス ト 物 が ある が 、 そ の 
意味 で 見 逃 せ な い 一 枚 だ ろう 。 ア ル バ ム は `La Gabbia” 路 線 の M・ オ ー ル 
ド フ ィ ー ル ド を 想わ せる イン スト で 幕 を 開け 、'70 年 代 前 半 の 、 ア コー ステ ィ ッ 
ク を 生か し た し っ と り と し た ナン バー か ら 、 も う 一 曲 の イン スト を 挟み 、'80 年 代 
の 快活 な が ポップ ・ ロ ッ ク ま で を 聴く こと が 出来 る 。 ラ スト の ~Happy Christ- 
mas” (J・ レ ノン ) は 彼 等 か ら の クリ スマ ス ・ プ レ ゼ ント だ ろう か 。 彼 等 の 歩み 
と 多彩 さ を コ ン パ クト な 形 な が ら 楽 し め る アン ソロ ジー と 言え る か も 知れ な 
い 。 (高山 ) 





ら ど ご 
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〇 OCGD 9031 71085-2 
@ 





冒頭 か ら マ イナ ー・ キ イ の 暗い バラ ー ド が 流れ だ し 、 プ ー を 聴き 続け て き 
た 者 と し て は 一 体 何 が 起こ っ た の か と 思わ ず に いら れ な い 。 続 いて レッ ド に 
よる 、 通 好み な ナン バー。 こ れ に 象徴 され る よう に 、 全 体 に グレ イ の イメ ー ジ 
の ある 、 地 味 な アル バム で ある 。 ア レン ジ も ~ 間 ? を 意識 し た ベー シッ ク な も 
の に 変わ っ て いる 。6 曲 目 に な っ て よう や く 従来 の プー らし い 曲 調 が 登場 す 
る も の の 、 こ れ も 実 に 捨て 曲っ ぽい 囚 囲 気 が 漂 っ て いる こと か ら 、 彼 等 自身 
こう し た 曲 作 り の パタ ー ン に 飽き て いる 様子 が うか が える 。 そ の 他 楽 曲 自 体 
の 質 は 低く な い が 、 プ ー の 膨大 な ディ スコ グラ フィ ー 中 で は 、 霞 み が ち な も 
の に な る こと は 確か 。 ラ スト で は エロ ス ・ ラ マゾ ッ テ ィ 、 ウ ン ベ ル ト ・ ト ッ ツ ィ ら 有 
名 シン ガー が 次 々 に リー ド を と る 。 (古田 ) 


(|) POOH 
II 6ielo EBIu Sppra Le Nuvole 
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@ 
OCGD 4509 90400 2 
@ 





前 作 か らし ば らく ぶり の アル バム に な る 。 も っ と も 、 プ ー の よう な 25 年 選手 
が 長く て も 2 年 の イン ター バル で アル バム を 出し 続け る 事 自 体 、 驚 異 的 で あ 
る 。 特 定 の 時 期 を 切り 取っ て これ が 最高 と 言い 切る こと は 、 彼 等 に 限っ て は 
で き な い 。 ゆ る や か な スタ イル の 変化 と 、 最 初 か ら 変 わら な いも の 、 こ れ が プ 
ー の すべ て だ 。 マ イナ ー・ キ イ の バラ ー ド で 幕 を 開け 、 い か に も の 元気 ポッ プ 
ス 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ バ ラー ド と 展開 する 様 は 前 作 と ほとん ど 一 緒 だ し 、 と に 
か くど の メロ ディ も 以前 の アル バム で 耳 に し た よう な も の ば か り 。 だ が 、 プ ー 
に 対し て 、 ラ ッ プ や プリ キ 缶 を ひっ ぱた < 音楽 を 期待 する 者 が いる だ ろう か ? 
ファ ン と 自分 達 の 為 に た だ 愛 の 歌 を 作り 続け る その 姿 に 、 理 届 を 超え た 感 
動 を 覚え る (古田 ) 





PRAENESTUM 452 

Dolce Temera Amica 
74 一 75? 

@Universal Sound USA LP 2004 





今 ま で ジャ ン ボ の アル ヴァ ー ロ が 在籍 し て いた と いわ れ て いた が 、 彼 自 
身 に よる と 、 こ の グル ー プ と は 関係 が な か っ た こと が 明らか に な っ た 。 こ の グ 
ルー プ は 73 年 か ら 74 年 に か け て シン グル 3 枚 を リリ ー ス し (内 、 最 初 の 2 枚 
は PRAENESTUM BLOCCO 452 名 義 ) 、 そ れ ら の 曲 を 基 に この 唯一 の 
LP を 制作 し た と 思わ れる 。 従 っ て 制作 年 は 74 一 75 年 頃 だ ろう 。 い ささ か 古く 
さい カヴァ ー も の も ある が 、 初 期 の プー の よう な 、 ス トリ ング ス を た っ ぷり と 使 
用 し た リリ カル な ナン バー も ある 。 又 、 シ ング ル 曲 で も あっ た 「E LUI CHIE」 
は メロ トロ ン を 導入 し た プロ グレ ッ シ ヴ な ナン バー で 一 聴 の 価値 は ある と 思 
う 。 全 体 を 通し て 聴く と 、 や や 散漫 な 印象 が ある の は シン グル 集 的 な アル バ 
ム な の で いた し か た な いと ころ だ ろう 。 (山崎 ) 


PREMIATA FORNERIA MARCONI 
Storla i Un Mimuto 

72 

Numero Uno ZSLN 55055 


〇 BMG Ariola ND 74059 
⑮ キ ング KICP 





68 年 に クエ ッ リ が 結成 され 、 プ レミ アー タ の 歴史 は 幕 を あけ る 。 ク エッ リ 
は マウ ロ ・ バ ガー ニニ を むか え 、 プ レミ アー タ ・ フ ォ ル ネリ ア ・ マ ルコ ー ニ と 改名 
し 、 こ の 記念 すべ き フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム を リリ ー ス する 。A②、“9 月 の 印象 ” 
は 、 後 に 「 難 る 世界 」 と し て ヒッ ト す る 曲 。A③ は 有名 な ^ セ レプ レイ ショ ン ” の 
原 曲 で ある 。 プ レミ アー タ は 現在 も 活動 を 続け て いる が 、 マ ウロ ・ パ ガー ニ ば 
か り で な く 、 キ ー ボ ー ド の フラ ヴィ オ ・ プ レモ リ さ えも 失い 、 ド ラム ス の チョ ッ チ 
ョ の グル ー プ と な っ て し まい 、 低 迷 し て し まっ て いる 。 プ レモ リ は 最近 ジャ ンジ 
ルベル ト ・ モ ン テ ィ の アル バム に 参加 、 パ ガー ニ は 3 枚 の アル バム を リリ ー 
ス し て いる 。 こ の ファ ー ス ト に は 彼 等 の 若い 、 無 垢 の イメ ー ジ が つめ 込ま れ て 
いる 。 (山崎 ) 








PREMIATA FORNERIA MARGCONI 
Per Un Amico 

7 が 2 

価 Numero Uno DZSLN 55155 


〇 OBMG Ariola ND 71784 
キン グ KICP 2718 





イタ リア ン ・ ロ ッ ク 史 上 、 最 も 偉大 な る 足跡 を 残し た P .F .M . の 2nd ア ル バ 
ム 。 後 に マン ティ コア を 通じ 世界 に 発表 され た 「Photos of Ghosts」 は 本 
作 を 母体 と し 、 更 に 2 曲 を 加え て 作ら れ た も の で ある 。 本 作 は も ちろ ん 全曲 
伊 語 で 歌わ れ て お り 、 ま た テイ ク の 違っ て いる 曲 も 2 曲 あ る 。 ま ず A① は 、 大 海 
原 を 思わ せる メロ トロ ン と ハー プ の 調べ に 導 び か れ て 始ま り 、 ま た 中 間 部 と 
終末 部 の オー ケス トレ ーション ・ パ ー ト も 、 本 作 で は メロ トロ ン の み で 演奏 さ 
れ 、 マ ン テ ィ コ ア 盤 より も 素朴 な 印象 を 受け る 。 ま た 、 マ ン テ ィ コ ア 盤 で 英 詩 
の 付け られ て いた 本 作 の A② は 、 イ ンス トゥ ル メ ンタ ル の 曲 で ある 。 な お 、 本 
作 の オリ ジ ナ ル 盤 は W ジ ャ ケ で あり 、 中 ジャ ケ で は スタ ジオ で 演奏 する 彼ら 
の 姿 を 見 る こと が で きる 。 ( 城 元 ) 
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この アル バム 抜き に は 、 イ タリ アン ロッ ク は 語れ な い 。P. シ ン フ ィ ー ル ド が 
彼ら に 目 を つけ て 製作 お よび 詩 の 英訳 に 携わり 、 レ コー ディ ング に は グレ 
グ ・ レ イク が 立ち 会 っ た と いう 、 ま さ に 歴史 的 名 盤 、 一 家 に 一 枚 の アル バム 
だ 。 当 時 、 百 花 線 乱 で あっ た イタ リア ン ロ ッ ク 勢 の 中 で 、 唯 一 イン ター ナシ ョ 
ナル な 成功 を お さめ た 彼ら の 世界 戦略 的 アル バム で あり 、 結 果 、 日 本 に お 
いて も イタ リア へ と 目 を 向け させ る きっ か け と な っ た 作品 で ある 。 イ ギリ ス も の 
と は 一 味 違う 叙情 性 と 、 の びやかな メロ ディ ー ラ イン に 包ま れ 、 ひ と と き の 至 
福 感 を 味わう こと が で きる 。 英 語 で 歌わ れ 、 前 作 二 枚 に 比べ れ ば 垢抜け て 
お り 、 そ の 分 イタ リア 臭 さ は 薄れ て 、 フ リー ク に は 物足りな い だ ろう が 、 イ タリ 
アン ロッ ク の 入門 盤 と し て は うっ て つけ で ある 。 (岡崎 ) 
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通算 4 作 め 。 本 作 か ら B. が 元 ア レア の ヤン ・ パ トリ ッ ク ・ ジ ヴァ ス に 交代 し 
て いる 。 マ ン テ ィ コ ア 盤 「World Became the World」 の イタ リア ン ・ テ イク で 
こち ら が 1 曲 少な い が 、 基 本 的 に 演奏 テイ ク は 同じ で 、A① の 曲 で Vo の オク 
ター プ が 本 作 の 方 が 高い 点 が 目立つ ぐら い だ 。 美 し い 小曲 の B② や 巧み 
な 演奏 の A②、 ジ ャ ズ ィ な B③ な ど 多彩 な 内 容 だ が 、 何 と 言っ て も 聴き 物 は 
混声 合唱 に 導 か れ て 始ま る 10 分 以上 の タイ トル ・ チ ュー ン と 彼ら の テク ニッ 
ク と 作曲 能力 が 爆発 する B① の 名 曲 La Luna Nuova* だ 。 特 に 後者 は 日 
本 の Kenso に 多大 な 影響 を 与え た と 思わ れ 、 後 に 「 空 に 光る 」 と な っ て 結実 
し た と 見 る の が 妥当 だ ろう 。 ス リー プ は 中 央 部 切り 抜き の 変型 で 、 オ リ ジ ナ 
ル は 内 袋 を 引き 出す と 下 に 廃 斑 の 様 が 現われ る 。 ( 城 元 ) 
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大 英 帝 国 の 宝物 庫 が 空 に な が りか けた 頃 、 イ タリ アン ロッ ク と いう 新た な エ 
ルド ラド の 存在 を 知ら せ た 『 幻 の 映像 』 に 続く 作品 で ある 。 大 地 を ゆる が す 
重厚 な コー ラス に 、 の っ け か ら 首 根 っ 子 を つか まれ 、 き ら め く 銀河 の た だ な か 
に 放り 出さ れる 。 あ と は 、 彼 ら の 構築 する 千 変 万 化 、 気 宇 壮 大 な 音 宇宙 を 
旅 す る だ け だ 。 静 と 動 の 対比 が 素晴らし く 、 メ ロト ロン の 津波 を 頭 か ら か ぶ 
り 、 胸 が 熱く な る ほど の 感動 的 な メロ ディ ー に 包ま れる か と 思え ば 、 時 に は 戦 
昼 すら 覚え る は か な い 夢 幻 世 界 が 繰り 広げ られ る 。 ま さ に イタ リア ン ロ ッ ク の 
新 骨 頂 、 こ れ ぞ プロ グレ で ある 。 初 期 の 作品 に 比べ る と 幻想 性 は 薄れ て い 
る が 、 完 成 度 は ナン バー ワン で あろ う 。 英 語 盤 (ジャ ケッ ト 青 色 ) と イタ リア 語 
盤 (緑色 ) の 二 種類 が あり 、 レ コー ド は 変形 ジャ ケ 。 (岡崎 ) 
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「 足 る 世界 」 発 表 直後 の '74 年 8 月 、 ト ロン ト 及 び ニ ュー ヨー ク で の ライ ヴ 。 
プロ グレ ッ シ ヴ ロッ ク が メジ ャ ー シ ー ン で も 十分 な 市 民権 を 享受 し て いた 
当時 、 本 場 で の 公演 を 夢見 た ミュ ー ジ シャ ン は イタ リア に も 数 知れ ずい た と 
思わ れる が 、 イ ンタ ー ナ ショ ナル 市 場 進出 に 成功 し 、 ア メリ カ 公 演 の ライ ヴ 
盤 まで 残す こと が 出来 た の は 彼ら だ け だ っ た 。 そ の 貴重 な ライ ヴ 演 奏 が 最 
高 の 録音 状態 で いと も 簡単 に 楽し め る の だ か ら こ の レコ ー ド の 価値 を も う 一 
度 見 直し た いも の で ある 。 英 語 版 の 曲 が 多 い の は 致し 方 無い が 名 曲 
^Dove Quando* も 忘れ ず に 収録 し た 他 、A④` セ レブ プ レイション" いび 睦 る 
世界 "で は 絶妙 の つなぎ で 聴か せ て くれ る 。 ウ ィ リ アム ・ テ ル 序 曲 まで 盛り 込 
ん だ B②' で は パ ガ ー ニ の 凄まじ い ば か り の ヴァ イオ リン ソロ が 堪能 出来 る 。 

(江田 ) 
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アメ リカ ・ ツ アー を 経た 後に 発表 され た アル バム 。 本 作 ま で の P.F.M. は 
シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 極点 に ある と 言え る 。 ア クア ・ フ ラジ ー レ の ベル ナル 
ド ・ セ ン ゼ ッ テ ィ (Vo) を 引き 抜い て 製作 し た 本 作 は 、 楽 曲 の 魅力 と いう 点 で 
は 過去 の 作品 に 一 歩 譲る 感 も ある が 、 演 奏 は 極め て ソリッド で 、 そ の テン シ 
ョ ン は 全 作 品 中 最も 高い 。 本 作 発表 の 同月 に 行なわ れ た 日 本 公演 の 素 晴 
らし さ は 全 も 伝説 的 に 語ら れ て いる 。 伊 盤 と 世界 向け の マン ティ コア 盤 は ジ 
ャ ケ 違 いで 、 伊 盤 は ふと っ た マリ リン ・ モ ン ロ ー( 表 が 小さ く 、 裏 が 少し 大 き 
い 。 表 裏 共 た ば こ を くわ えて いな い ) の デザ イン で ポス ター 付 が オリ ジ ナ ル 。 
マン ティ コア 盤 は か じ り か け の チョ コレ ー ト の デザ イン 。 共 に アメ リカ に 対す 
る 皮肉 に 満ち て いる 。 ( 城 元 ) 
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マウ ロ ・ パ ガー ニニ 脱退 後に 発表 され た 問題 作 。 新 た な ヴァ イオ リ ニ ス ト と 
し て 元 イ ッ ツ ・ ア ・ ビ ュー ティ フル ・ デ イ の グレ ゴリ ー・ ブ ロッ ク が 加入 し て い 
る 。 パ ガー ニ が その 多く を 担っ て いた と され て いる クラ シカ ル な 叙情 性 が 大 
幅 に 後退 し て し まっ た た め に ファ ン の 間 で は あま り 人 気 の な い 作品 だ が 、 演 
奏 面 で は 前 作 「Chocolate Kings」 と 並ぶ 頂点 に あっ た こと を まざまざ さと 見 
せつ る 凄絶 な パワ ー を 見 せつ け て いる 。 元 々 この グル ー プ を 初期 の イメ ー 
ジ だ け で 「 ク ラ シ カ ル ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ グ ルー プ 」 と し て 片付け る に は あま り 
に 無理 が あり 、 ジ ャ ズ 民 族 音 楽 まで も 高度 に 掌握 する その 底無し の キャ ン 
パシ ティ に は た だ た だ 業 嘆 する ば か り だ 。 グ ルー プ 間 の 交流 が 深い アレ ア 
と の 接点 も 強く 感じ られ る 。 (内 田 ) 
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自ら の レー ベル Z00 を 起こ し て の 第 一 弾 。 ア メリ カ 指 向 の PFM と 、 そ れ を 
嫌っ て バンド を 脱 け た マウ ロ ・ パ ー ガ ニ で あっ た は ず な の に 、 こ の Z00 レ コー 
ド か ら の ニュ ー・ ア ル バ ム は 、 ほ ぼぼ 同 時 期 に 発売 され た パ ガ ー ニ の 傑作 ソ 
ロ ・ ア ル バ ム 「 地 中 海 の 伝説 」 同 様 、 ア コー ステ ィ ッ ク 楽 器 を 多用 し た 民族 
音楽 に 傾倒 し た も の 。 こ の 方 向 へ 行く の な ら 、 マ ウロ は 脱退 し な く と も よかっ 
た の で は ? と 思っ た ファ ン も 多い は ず 「 地 中 海 一 」 が 日 本 で も ベス ト 、 セ ラー 
に な っ た の だ か ら 、PFM の 本 アル バム も 、 も っ と 評価 され て も し か る べき と も 
思う が 、 そ こ は そ れ PFM に 求め る サウ ンド は 、 少 な く と も 日 本 の プロ グレ ・ フ ァ 
ン に と っ て は 、 こ の よう な も の で は な か っ た と いう こと だ ろう 。 こ れ 以 降 の PFM 
は た だ 寂し い 限 り 。 (高見 ) 
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ポッ プス ・ グ ルー プ 、 カ ンタ ウト ー レ まで が プロ グレ ッ シ ヴ な 作品 を 作っ て 
し まう ほど に 、 シ ー ン に 多大 な 影響 与え た ロッ ク ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ イ タリ ア 
ー ナ の ムー ヴ メ ント 。 そ の 象徴 的 存在 と も 言え る PFM が 本 格 的 に ポッ プ な 
路線 を 目 差す よう に な っ た 最初 の 作品 で あり 、'70 年 代 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ 
ロッ ク が 完全 に 過去 の も の に な っ た こと を 痛感 させ る 1 枚 。 シ ー ン の 状況 が 
変化 し 、 パ ンド の ポリ シー も 変わ っ て いる の だ か ら 、 従 来 と 同じ 視点 か ら 評 
価 す る の は 間違い で ある 。 ヴ ォ ー カ ル を 中 心 に し た ポッ プス で 、 そ の 安定 し 
た 演奏 は さす が に PFM で ある 。 多 少 地味 な 音 作り の た め 万 人 が 楽し め る も 
の と は 言い 難い が 、 ベ テラ ン な ら で は の 技 が 光る 良質 の 作品 で ある 。 

(賀川 ) 
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遂に フラ ヴィ オ ・ プ レモ リ も グル ー プ を 去り 、4 人 編成 に な っ た PFM の 作 
品 。 通 算 10 枚 目 の ア ル バ ム で ある 。 前 作 以上 に ポッ プ な 音 作 り が され て い 
る 。 全 曲 イ タリ ア 語 の ヴォ ー カ ル で ある が サウ ンド 自体 に イタ リア らし さ は な 
い 。 か つて 同じ よう に 、 大 物 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ と 言わ れ た ニュ 
ー・ ト ロ ル ス は 777 年 に 「Aldebaran」 を 発表 し た 頃 か ら 本 格 的 な が ポップ ・ グ 
ルー プ と し て 活動 し 始め 、 そ の 後 、 い くつ か の 名 作 を リリ ー ス し 、 こ の 頃 、 ポ ッ 
プ ・ グ ルー プ と し て も 一 時 代 を 築い て いた が 、 ポ ボッ プ ・ グ ルー プ と し て の 
PFM が 彼ら に 遅れ を 取っ た こと は 否定 出来 な い 。 レ ヴェ ル の 低い 作品 で は 
な い が 、 あ まり 個性 を 感じ いさ せな いこ と も 事実 で ある 。 (賀川 ) 
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PFM、2 枚 目 の ラ イヴ ・ ア ル バ ム 。 前 ライ ヴ ・ ア ル バ ム 『「Live In U.S.A.」 
は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 史 上 に 残る 一 大 傑作 で あっ た 。 技 術 的 に は 世界 
各国 の 超一流 ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ 、 フ ュー ジョ ン ・ グ ルー プ に 勝る と も 
劣ら ぬ も の で あり 、 イ タリ ア の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク な ら で は の 叙情 に 溢れ 、 
そし て 、 ラ イヴ な ら で は の 熱気 が ひし ひし と 伝わっ て きた 。 そ れ か ら 7 年 、'81 年 
7 月 21 日 に フィ レン ツェ で 行なわ れ た ライ ヴ を 収め た 本 作品 を 聴く 時 、 時 の 
流れ を 感じ ざる を 得 な い 。 シ ンプ ル で 力強い 、 所 放 ロ ッ ク 的 な 演奏 が 全編 
に 渡っ て 展開 され て いる 。「9 月 の 印象 」「 セ レプ レイ ショ ン 」 と いっ た か つて 
の 名 曲 も アレ ンジ を 大 きく 変え て 演奏 され て いる が 、 当 然 の ご と く 、 昔 の 演奏 
に は 及ば な い 。 (賀川) 
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'84 年 の 作 。 こ の 時 点 で の 布陣 は フラ ンコ ・ ム ッ シ ー ダ 、 フ ラン チェ スコ ・ デ 
ィ * チ ョ ッ チ ョ 、 パ トリ ッ ク ・ ジ ヴァ ス の 3 人 。 完 全 に ポッ プス 系 の ビー ト が きい 
た サウ ンド で ある 。 こ こま で くる と 昔 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 時 代 の ファ ン は 」 
つい て いけ な いと 思う 。 又 、 新 し い フ ィ ー ル ド の ファ ン を 得る まで サウ ンド が 熟 
成 し て いな い の で 、 音 楽 的 に も セー ルス 的 に も や や 中 途 半 端 な 結果 に な っ 
た アル バム 。 決 し て 完成 度 は 低く が な い の だ が 、PFM が や っ て いる の だ と いう 
必然 性 が 余り 感じ られ な い の で ある 。'84 年 当時 の ポッ プス 界 の イデ ィ オ ム 
を 取り 込み な が ら の 演奏 。 ヴ ォ ー カ ル が 主体 で ある 。 (山崎 ) 
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70 年 代 に イタ リア を 代表 する スー パー・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ グ ルー プ と し て 
世界 中 に 名 を と どろ か せ た が 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ ム ー ヴ メン ト 衰 退 の 
後 、 自 国 で の 活動 の 中 で は 多く の 試行 錯誤 が み ら れ た 。 民族 音楽 や ポッ 
プス へ の アプ ロー チ 等 、 新 た な アイ デン ティ ティ ー を 暗中 模索 し て いた 印 
象 だ 。 し か し 、 こ の 「 ミ ス ・ ベ イカ ー」 で は 1 つの アイ デン ティ ティ ー を 打ち 出し 、 
良質 の 作品 に な っ た と いっ て いい と 思う 。 夫 囲 気 が フ ィ ル ・ コ リン ズ 時 代 で 
成功 を 収め た 頃 の ジェ ネ シ ス に 似 て いな くも な い が 、 古 い ス タイ ル に 固執 す 
る こと な く 、 現 代 の 音楽 の イデ ィ オ ム を 自分 達 な り に 消化 し 、 こ の 時 代 の サウ 
ンド と し て 生き 生き し て 聴こえ る 。 (山崎 ) 





PRIMA MATERIA 
La oda Della Tigre 
7i7/ 


人 @Ananda 2 
〇 
⑳ 





イタ リア に は 数 多い シン フォ ニッ ク ・ グ ルー プ が 70 年 代 に 存在 し て いた 
が 、 一 方 、 ア ヴァ ン ギ ャ ルド 畑 で も アレ ア 、 ア スコ ルト ・ レ ー ベ ル 、 ロ ルケ スト 
ラ ・ レ ー ベ ル を 始め 数 多い グル ー プ が 募 出さ れ て いた 。 こ の プリ マ ・ マ テリ 
アー 一 第 一 元素 一 一 と 名 付け られ た グル ー プ は 、 イ タリ ア の 若手 現代 音 
楽 家 の レ コー ド を リリ ー ス し て いる アナ ンダ ・ レ ー ベ ル の 第 2 弾 と し て 発表 
され た も の で ある 。 こ の 作品 は 4 人 の ヴォ イス の み に よ っ て 演奏 され る も の 
で 、 タ ミア 、 ジ ュ リ ー・ テ ィ ベ ペッ ツ 、 メ レデ ィ ス ・ モ ンク 等 と 共通 点 の ある 音 宇 
宙 を 創造 し て いる 。 グ ルー プ 名 も 楽器 以外 の 人 間 の 持つ 音声 的 器 管 を 
プリ マ ・ マ テリ ア と 称し た の で あろ う 。 い わ ば 人 間 の 肉体 の 可能 性 に 挑戦 
し た 作品 と いえ る だ ろう 。 (山崎 ) 





7 の 7 








PROCESSION 
Fromtiera 

7 の 

@Help ZSLH 55131 
〇 Vinyl Magic 

(O) 





プロ セッ ショ ン は G.※2、Vo.B.Dr と いう イタ リア ン ・ ロ ッ ク に あっ て は 珍し い 
ツイ ン ・ ギ ター・ バ ンド 。A 面 終盤 部 を 除い て 基本 的 に キー ボー ド は いな い 
が 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター と へ ヴィ ー な エレ クト リッ ク ・ ギ ター を 対比 させ て 
曲 に 起伏 を 生ん で いる 。 特 に アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を バッ ク に 金属 質 の 
ヴォ ー カ ル が 歌い 上 げ る と ころ な ど は な か な か 聴か せる 。 し か し 全体 の 完成 
度 と いう 点 で は 今一つ と いっ た と ころ だ ろう 。 ト ー タ ル な 内 容 の A 面 終盤 で は 
溢れ る 様 な メロ トロ ン が 飛び 出し て 盛り 上 が る が 、 こ れ も 全 体 の 流れ か ら 見 
る と 少々 浮き 上 が っ て いる 。 曲 創り に も う 一 工夫 欲し か っ た と ころ だ 。 な お 、 彼 
ら は 74 年 に チェ トラ か ら 2nd ア ル バ ム 「Fiaba」(LPO 09081) を 発表 し て い 
る 。 ( 城 元 ) 


PROCESSION 

Fiaha 

74 

人 @Fonit Cetra LPQ 09081 


〇 Fonit Cetra CDM 2032 
@ 


PROCESSJOS 





プロ セッ ショ ン の 2nd ア ル バ ム `Fiaba” は 、 か な り 前 か ら そ の タイ トル と 番 
号 の み が 知 られ て いた が 、12 号 の カタ ログ 作成 の 時 点 で 少な く と も 編集 部 
で は 現物 を 確認 し (て いな か っ た 。 音 に つい て の 憶測 は 多々 あっ た が 、 オ リ ジ 
ナル メン バー は 2 人 だ け (vo. g) と な り 、 従 来 の カラ ー は ある 程度 残し な が ら 
も sax (fl) を 正式 メン バー と し て 加入 させ た 他 、 デ リリ ウム の E. Vigo、 元 サ 
ー カ ス 2000 の S.Aliotta 等 多彩 な ゲス ト を 迎え 、 よ り 洗 練 さ れ た 演奏 を 聴か 
せ て いる 。lst 同 様 キー ボー ド 系 の 出る 幕 は 余り 無い も の の 、 ト ゲト ゲ し い イ メ 
ー ジ は すっ か り 消 えた 。 オ ー プ ニン グ の 力強い パー カッ ショ ン に 象徴 され る 
攻撃 性 、 フ ルー ト や 曲 に よっ て は メロ トロ ン に よっ て 生み 出さ れる 叙情 性 、 牧 
歌 性 を 巧 く 散 らし 、 時 に は ジャ ジー な 展開 まで も 盛り 込ん で いる 。 (江田 ) 





PROFETI 

Era Bella 

71 

@CBS S64758 
(9 


@ 





'60 年 代 中 頃 に デビ ュー し た プロ フェ ティ は 揃い の 派手 な コス チュ ー ム を 
まとっ て 歌っ て いた 。'70 年 に 入る まで オリ ジ ナ ル 曲 を や っ て も まる で イギリス 
の ビー ト ・ グ ルー プ の よう だ っ た 。 彼 ら の サウ ンド が 変化 し た きっ か け 
は 恐 ら ぐ 69 年 に リー ド ・ ヴ ォ ー カ ル の レナ ー ト が ソロ で 録音 し た Lady Bar- 
bara" が ヨー ロッ パ で 大 ヒッ ト し た こと だ ろう 。 こ の アル バム も ビー ト 色 が 消 
え 、 ス トリ ング ス が 加わ っ た た め に 歌 も の と し て 充分 に 楽し め る 。 全 体 を 通じ 
て 愛 を テー マ に し た トー タル 性 が 感じ られ る 。 ア ル バ ム の 最後 は フォ ルム ラ ・ 
トレ が 歌っ た バッ ティ ステ ィ の 曲 で 、 悪 女 フ ラン チェ スカ を 歌っ た も の 。 攻 撃 
的 な トレ と は 対照 的 に 静か な アレ ンジ に な っ て いる 。 (Hiro Tanaka) 


(| PROFETI 
Lamore E.… 
73 


@CBS 69033 
〇 
⑳⑨ 





計 4 枚 の アル バム を リリ ー ス し た 中 で 、CBS 時 代 の 3 枚 は どれ も ジャ ケッ 
ト が 思わ せ ぶ り で 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン の 関心 を 集め や すい 。 で も ジャ 
ケッ ト の 印象 ほど に は 、 意 欲 的 な 音 作り は され て いな い 。 む し ろ オ ー ソ ドク ス 
な 歌 物 バン ド だ 。 こ の アル バム は 彼ら の 3 作 目 に 当たる 。 ア レン ジ は D、B、 
ベン ボ の 父 観 、Aldo Baldan。CBS 系 の 歌 物 に つき まとう スト リン グ ス 、 女 
性 コー ラス を 仕切 る アレ ンジ ャ ー は 役どころ が 大 きい 。 そ れ を 思う と 、 今 回 は 
世代 的 に 少し 隅 り が ある の だ ろう か 。 少 し オー ソ ド ク ス な 脚色 だ 。 次 作 か ら 
すれ ば 、 起 状 に 乏しい 気 が す る 。 も し く は 曲 自体 が 一 本 調子 だ か ら だ ろう 
か 。 今 一 つ 印 象 に 残る アク セン ト 、 決 め 手 に 欠け る 。 全 体 に 焦点 が 絞れ て 
いな いよ うな 印象 を 受け る 。 (松本 ) 








(|) PROFETI 
Cercati Un Amima 
7 っ 

@CBS 69144 

(9 

@W) 





(ERCATI UNANIMA 


プロ フェ ティ は 少な く と も 4 枚 の アル バム を 出し て いる 。'67 年 の 「Bambina 
Sola」 が 多分 アル バム ・ デ ビュ ー 作 に な る 。 も と も と ビー ト ・ ポ ッ プ ス ・ バ ンド 
と し て 出発 し た 彼 等 も 70 年 代 に 入っ て 歌 物 バン ド の 色 を 強め た 。 こ の アル 
バム は 「Era Bella」、「L'amore E.…」 に 続く も の で 、 ダ ニ ロ ・ ヴ ァ オ ー ナ の オ 
ー ケ スト ラ ・ ア レン ジ や 女性 コー ラス の 協力 を 得 て ふ くら み の あ る サウ ンド に 
な っ て いる 。 そ れ で も どちら か と 言え ば 、 荒 さ を 残 す ザ ヴォー カル や 、 演 奏 に 重 
点 が あっ て 、 オ ー ケ スト ラ や コー ラス は 曲 の サビ を 補助 する 形 で 加え られ 
る 。 今 一 つ 流 れ に つや や か さ が 感 じ ら れ な い の は 、 そ の 両者 に 差 が 感じ られ 
る か ら だ と 思う 。 決 定 的 な 歌 メ ロ に 欠け る 点 も 中 堅 バ ンド の イメ ー ジ を 与え 
て いる 。 射 程 距離 内 な の だ が 。 (松本 ) 





(IL) PUNTO 

Ettore Lo Fusto 

7 の 

@Music Parade Cetra LEL 199 
に 

@ 





クラ シッ ク 、 映 画 音楽 、 民 族 音楽 等 の リリ ー ス が 多い Music Parade は 
Fonit Cetra 傘 下 の レ ー ベ ル で 、 カ タロ グ を 見 る 限り イタ リア の ロッ ク ・ グ ル 
ー プ らし き 名 前 を 見 つけ 出す 事 は 出来 な い 。 こ の 作品 も 又 異な る 2 つの 映画 
の サン トラ を AB 面 に 分 け て 収録 し て いる が 、B 面 に 収め られ た `Ettore Lo 
Fusto" で は | Punto の 演奏 に 接する 事 が 出来 る 。 収 録 曲 は 5 曲 で 全て 3 分 
に も 満た な い イ ンス ト ・ ナ ン バ パー で ある が 、`l| Tallone Di Acchille* で の 嘩 
吹き フル ー ト が 乱舞 する へ ヴィ ー な アン サン プル や `Doppio Punto"、 
^Menelao Shake” で の 熱気 溢れ る サウ ンド は 未完 成 生 ら も 程々 に 楽し ま 
せ で て くれ る 。 尚 、 彼 等 は Picci と Beat の 両 レ ー ベ ル に シン グル を 残し て いる 。 

(鈴木 伸一 ) 





7 の 








PUNTO 2 
0dore 思 6amra 
76 


人 @Ghibli CD 3304 
O 
@ 











72 年 に 「Ettore Lo Fusto」 を リリ ー ス し た IL PUNTO の 2 作 目 と 思わ れ 
が ち だ が 、 別 の バン ド だ と いう 説 も 強い 。PUNTO の メン バー を 知る 手立て 
が な いた め 正 確 な 所 は 判ら な い 。 こ ちら は ジャ ケッ ト の イラ スト を その まま 音 
に し た よう な 夢見 心地 な 隷 囲 気 を 持っ た 歌 物 に な っ て いる 。 76 年 の 録音 と 
は 思え な い 響 きだ 。fl、p、ac-g の トー ン 、 そ し て 息 使い さえ 聴き と れる ヴォ ー カ 
ル が 、 ま る で 770 年 代 初期 その も の だ 。 と て も みず みず し く 古 き 良き 時 代 の イタ 
リア 感性 が きら めく 、 と いっ た ふう に 感じ られ る 。 あ くま で も 歌 中 心 だ が 、 バ ン 
ド 指向 で も ある 。 そ れ だ け に 770 年 代 イ タリ アン ・ ロ ッ ク の ファ ン へ 訴 る も の は 、 
決し て 少な く な いと 思う 。 多 少 、 曲 に 平凡 さ を 感 じゃ も の の 、 物 静か な 曲想 と 
その トー ン が 叶う は ポ (松本 ) 


QUELLA VEC66HIA LOCANDA 
Ouella Veechia Leeama 
72 

@Help ZSLH 55091 


〇 BMG Ariola ND 74528 
@ 





イタ リア ン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン の 間 で 、 か つて 幻 の グル ー プ の 代表 格 的 存在 
だ っ た クエ ラ ・ ヴ ェ ッ キア ・ ロ ッ カ ンダ 。 し か し 彼ら の 遺し た ^ 音 "は 決し て 幻 の 
まま 終わ ら せ て 良い よう な も の で は な い 。 本 作 は 彼ら の 1st ア ル バ ム だ 。 彼 ら 
の 特徴 は 、 何 と いっ て も ヴァ イオ リン と フル ー ト を 前 面 に 押し 出し て いる こと だ 
ろう 。 後 の 2nd ア ル バ ム と 比べ る と 、 美 的 感覚 に お いて 若干 見 劣り する も の 
の 、 全 体 に 力強い 音 創り の な され た 本 作 も か な り の 魅力 に 満ち て いる 。 し か 
し どれ に も 増し て 素晴らし い の は B④ の 曲 だ ろう 。 美 し くも 哀 し げ な ピア ノ の 
調べ に 導 か れ て 、 信 じ 難 いま で に 哀しい 旋律 を 奏で る ヴァ イオ リン と フル ー 
ト 。 こ の ` 哀 甘 ? こ そ が 彼ら の 最大 の 持ち 味 で あり 、 私 達 の 心 を 捕え て 放さ な 
いも の な の で ある 。 ( 城 元 ) 








QUELLA VECCHIA LOCANDA 
II Tempno Della 加 ia 

74 

念 RCA TPL1-1015 

〇 





CD 化 が 行なわ れる 以前 、 ほ と ん ど イ タリ ア 盤 が 入手 困難 な 状態 だ っ た こ 
ろ 、 そ れ ら の 貴 少 盤 の 中 で 、 叙 情 派 サウ ンド の グル ー プ に 話 を 限定 する な 
ら ば 、 こ の クエ ラ ・ ヴ ェ ッ キア ・ ロ ッ カ ンダ の セカ ンド ・ ア ル バ ム 、「 イ ル ・ テ ン 
ポ ・ デ ラ ・ ジ ョ イア 」 (歓喜 の 時 ) が 代表 格 的 存在 で あっ た 。 特 に A① の 感 
情 の 高揚 は 他 の 追従 を 許さ ぬ 程 の 圧倒 的 な 仕上 が り を みせ て いる 。 ソ ロ ・ 
ヴァ イオ リン と アコ ー ス ティ ッ ク ・ ピ アノ が 中 心 と な っ た リリ カル な 誓 き は 、 今 
まで 多々 、 イ タリ ア の ロッ ク に 親しん で こら れ た 方 に さえ 、 新 鮮 な ショ ッ ク を 与 
える に 違い な い 。 ク エラ ・ ヴ ェ ッ キア ・ ロ ッ カ ンダ ーー すなわち 本 ち は て た 家 と 
は その まま イタ リア の 古い 街並み を 連想 させ る 。 伝 統 の 彼方 か ら つ な が る バ 
ロッ ク の 糸 は 彼 等 に よっ て 見 事 に 貴 っ た 。 (山崎 ) 


QUELLA VECCHIA LOCANDA 
Live 
'93('71 年 録音 ) 


人 
〇 Mellow MMP 159 
@⑱ 





信じ られ な いよ うな 美 し さ を 洪 え た セカ ンド ・ ア ル バ ム が 余り に も 有名 な ク 
エラ ・ ベ ッ キ ア ・ ロ ッ カ ンダ の ライ ブ ・ ア ル バ ム が メロ ウ ・ レ コー ド よ り リ リー ス 
され た 。 こ れ は 771 年 の 録音 で 、 フ ァ ー ス ト 時 の メン バー か ら ヴ ァ イ オ リン を 除 
いた 布陣 で ある 。 フ ァ ー ス ト の 曲 を 1 曲 だ け 聴 ける が 、 彼 等 の 最初 期 の 録音 
な の で 、 余 り 完成 度 の 高い 演奏 は 期待 で き な い 。 注 意 深く 聴く な ら 、 と ころ ど 
ころ に 後 の 片鱗 を 感じ る ? こ と は で きる が 、 こ の アル バム を 聴く こと に よっ て あ 
の セカ ンド の 輝き に 疑問 を 感じ ゥ ファ ン が 出 な いこ と を 望み た い 。 こ うい う 未 
完成 な ノー ス を リリ ー ス する こと は 、 い くら 商業 至上 主義 と は いえ 、 バ ンド の 
黄金 期 に 対し て 無礼 な 印象 が ある 。 (山崎 ) 








QUELLI 

Quelli 

*69 

人 @Ricordi SMRP 9053 
〇 

⑲⑩ 





ク ェ ッ リ は !60 年 代 後 半 に 活躍 し た 、 い わ ゆ る ビー ト ・ グ ルー プ の 一 つ で 、 
ジ ガ ン テ ィ 、 オ ル メ 、 ノ マー ディ 、 コ ル ヴ ィ 等 と 同 世 代 で ある 。 後 に PFM を 結 
成す る こと に な る フラ ンコ ・ ム ッ シ ー ダ 、 フ ラヴ ィ オ ・ プ レモ リ 等 が 在籍 し て い 
た こと が 有名 だ が 、 サ ウン ド の ほう は PFM と は お よそ か け 離 れ た も の で 、 当 
時 の 他 の グル ー プ が そう で あっ た よう に 、 外 国 の ヒッ ト 曲 の カヴァ ー・ ヴ ァ ー 
ジョ ン が 多い 。PFM の サウ ンド ・ コ ン セ プ ト は 、 む し ろ チ ョ ッ チ ョ が 在籍 し て い 
た クレ ル (KREL) あたり か ら の 影響 が あっ た よう で ある 。 シ ング ル ・ ヒ ッ ト を 
めざし た グル ー プ な の で 、 唯 一 の LP は それ ら の 集成 的 な も の で ある 。 オ リ ジ 
ナル 盤 は 非常 に めずらし い 。 (山崎 ) 
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ラ ・ ク イン タ ・ フ ァ ッ チャ は 、1 枚 の アル バム と 4 枚 の シン グル 、「Tonight/ 
Strano Uomo」(Euro International EUR 005, 74)、「Tornero/Anna 
Anna」(EUR 1938, 75) 、「Annich/Pronto Amore」(EUR 1940, 75) 、 
「Piccola Luisa/Abbraciti E Mi Salvi」(Universal International Music 
5090/154) を 残し た 歌 物 バン ド で ある 。~Annich“ と 4 枚 目 の シン グル 曲 2 曲 
は 、 こ の アル バム に も 収録 され て いる 。 バ ンド の 演奏 が 主体 で オー ケス トラ 
の 厚 塗り は ほとん ど な い 。 ヴォー カル も それ 程 甘 く な い の で 、 全 体 と し て は 清 
涼感 が ある 。 ソ フト な 曲調 に そう し た 面 が うま く 出 て いる 反面 で 、 古 臭い ビー 
ト 調 の 曲 も あっ て 、 こ ちら は いた だ け な い 。 ピ アノ や 広がり の ある スト リン グ 
ス ・ シ ン セ が 効果 的 。 (松本 ) 
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フォ ニッ ト ・ チ ェ ト ラ よ り 唯 一 の アル バム を リリ ー ス し た RRR は 正式 名 を ラ 
コマ ンダ ー タ ・ コ ン ・ リ チェ ヴー タ ・ リ トル ノ と いい 、72 年 に 行なわ れ た 大 規模 
な イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 祭典 「 フ ェ ス ティ ヴァ ル ・ ポ ッ プ ・ デ ィ ・ ヴ ィ ッ ラ ・ パ ン フ 
ィ ー リ 」 で 好評 を 博 し 、 同 年 、 本 アル バム を リリ ー ス し た 。 オ ザン ナ に も 通じ る 
よう な 邪教 的 な イメ ー ジ を 漂わ せ 、 サ ックス 、 フ ルー ト 、 コ ント ラバ ス 等 の 生 楽 
器 が うま く 使 用 まれ て 、 バ ラン ス の 良い 作品 に 仕上 げ ら れ て いる 。 メ ン バ ー 
の 内 、 ル チア ー ノ ・ レ ゴリ (Vo、G. ) と ナン ニ ・ チ ヴィ テー ニャ (G. ) は 74 年 に 
リリ ー ス され た サマ ディ の アル バム へ と 加入 し 、 こ れ に よっ て グル ー プ は そ 
の 短い 生涯 を 閉じ た の で ある 。 カ ヴァ ー・ ア ー ト は スタ ジオ ・ ア ッ プ ・ ア ンド ・ 
ダウ ジ (山崎 ) 
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70 年 に Bentler よ り シ ング ル ・ デ ビュ ー を 果たし た 彼 等 の 唯一 (?) の ア 
ル バ ム 。 メ ン バ ー 等 は 不明 だ が 、1st シ ング ル の ジャ ケ を 見 る 限り で は 男性 
四 人 組 で ある 。 サ ウン ド は サイ ケ 色 を 残し た オル ガン ・ ロ ッ ク と いっ た 所 だ 
が 、A① の 9 分 を 超え る 大 作 が 、 意 欲 的 な 展開 ・ 暗 い 曲調 に よる 中 々 の 出 
来 喘 え で 、 我 々 に と っ て は 最も 説得 力 の ある 曲 だ と 思う 。 シ ング ル は 3 枚 を 
確認 出来 る が 、 取 り 分 け 3rd シ ング ル の A 面 Rendini Lanima*(Bent- 
ler : BE/NP5093) は 、 色 彩 感 豊 か か キー ボー ド を バッ ク に 配 し た 名 曲 で 、 
彼 等 の ベス ト ・ チ ュー ン で あろ う 。 (鈴木 伸一 ) 





REALE ACCADEMIA 加 前 USIEA 
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0 の 
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レア ー レ ・ ア カ デ ミ ア ・ デ ィ ・ ム ジ カ は 、| FOHLKS に 在籍 し て いた キー ボ 
ー ド 奏者 、 フ ェ デ リコ ・ ト ロイ アー ニ を 中 心 に 結成 され 、 唯 一 の オリ ジ ナ ル ・ ア 
ル バ ム (本 作 ) と 、 ア ドリ アー ノ ・ モ ン テ ド ゥ ー ロ と の 共演 作 を 残し た 。 デ ィ レ イ 
の か けら れ た (ある い は 多重 録音 7) アコースティック ・ ピ アノ の 失 き や 歌 心 
を 大 切 に し て 切々 と 語り か ける よう な ヴォ ー カ ル が 、 哀 各 感 に 満ち て 、 深 い 
味わい を 残す 特に 牧歌 的 で 浸 み 入る よう な 1 曲目 と 、 そ の 流れ を 流 み や が 
て 大 胆 な 展開 を 見 せる 大 曲 の 2 曲目 が 珠玉 の 出来 。 後 半 に な る と 初期 
VDGG の よう な オル ガン の 響 き の 重 厚 な 曲 も 収録 され て いる 。 こ れ も ま た 770 
年 代 初期 な ら で は の イタ リア ン ・ ロ ッ ク を 満喫 で きる 一 作 。 ト ロイ アー ニ は 後 
に ソロ 活動 に 入り 、3 作 を リリ ー ス し た 。 (松本 ) 


RICCHI & POVERI 
Questo Amore 
78 
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リッ キ ・ エ ・ ポ ヴェ リ の チェ トラ ・ レ ー ベ ル に お ける 3 作 目 。 ア レン ジ は 全て ト 
ト ・ ト ルク ァ ー テ ィ 。 歌 詩 は トト トト ルク ァ ー テ ィ の アル バム で 詩 を 書い た Ser- 
gio Bardotti と Sergepy で ある 。 歌 物 ア ル バ ム と し て よく 出来 た 内 容 で 、 ス 
トリ ング ス と 甘い ヴォ ー カ ル に よる アル ン ニ ・ デ ル ・ ソ ー レ を ソフ ト に し た か の 
よう な 曲 、 鳴 り の 良い ギタ ー と や や 力強い ヴォ ー カ ル が 印象 的 な 曲 、 多 少 イ 
タリ ア 色 が 薄い ポッ プ で ハイ ・ セ ンス な 曲 、 耳 に 心地 良い 軽 め の イタ リア 
ン ・ ポ ッ プ ス な ど が 次 々 に 登場 する 。 マ ニア 向け の サウ ンド で は な い が 、 後 
期 の ニュ ー・ ト ロ ル ス な ど と 同じ と ころ に 位置 する 大 人 の ポッ プス で あり 、 ト 
ト ・ ト ルク ァ ー テ ィ の 力量 と セン ス が 光っ て いる 。 (賀川 ) 
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リコ ルディ ・ デ ィ ン フ ァ ン ツィ ア は 73 年 に 唯一 の アル バム を 発表 し て いる 。 
へ ヴィ ー な プロ グレ ッ シ ヴ ・ サ ウン ド を 得意 と する た めか 、 彼 ら の 音 を 例え る 
際 、 時 に プラ ッ ク ・ サ バス の 名 が 取り 沙汰 され る が 、 適 切な 例 と は 言い 難 
い 。 へ ヴィ ー な ギタ ー ワ ー ク の み を 取れ ば 類似 性 は 見 い 出せ る も の の 、 サ ウ 
ンド の 核 を 成す の は あく まで も オル ガン で ある し 、 ピ アノ 等 を 導入 し た サビ の 
部 分 は 紛れ も な く イ タリ ア 的 な 手法 に 依拠 し て いる か ら だ 。 但 し 全体 的 な 音 
作り と し て は プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク か ら の 影響 が 感じ 取れ る し 、 叙 情 性 を 求 
め る リス ナー の 耳 に 合う か どう か は 保証 出来 な い が 、 多 少な り と も ロッ ク 音 
楽 の 持つ 重々 し さ に 魅力 を 感じ て いる 人 に は 推薦 出来 る 作品 。 (江田) 





ROCKY'S FILJ 

Storie 思 U0mimi E Non 
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サッ クス 奏者 兼 ヴ ォ ー カ リス ト の Rocky Rossi を 中 心 に し た g & fl、b & 
tb、ds & contrabass、4 人 編成 の ROCKY'S FILJ、 唯 一 の アル バム 。 楽 
器 編成 を 見 て の と お り 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 色 が 強い 。 さ す が に 773 年 と いう 時 期 も 
あっ て か 切れ 味 鋭く と は 行か な い 。el-b な ど 少 々 お ぼ つ か な い 所 も ある 。 む し 
ろ 管 楽器 と ヴォ ー カ ル の イン パク ト が 強い 。 ま る で ロッ キー・ ロ ッ シ と その バ 
ンド と いっ た ふう に 思え る 。 そ れ く らい 時 苦し く 前 へ 前 へ と 音 が 出 て くる 。 い か 
に も 当時 の イタ リア らし い 熱 血 型 の 古い ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ タ イプ だ 。 サ ックス と 
は 言え ロッ ク の 荒削り な 面 を 感じ きせ る 。 バ ンド は !81 年 に 再 結成 され シン グ 

ル 「Astrocar/Come Una Nuvola」(Shirak SRF 4514) を も 残し た 。 
(松本 ) 
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ロマ ンス は 数 枚 の アル バム を 出し な が ら 人 知れ ず 消 えて いっ た ポッ プ ・ 
ロッ ク ・ グ ルー プ で ある 。 彼 ら と 同様 の サウ ンド が 注目 され た の は 775 年 以降 
な の で 、 シ ー ン に 登場 する の が 早 す ぎ た の か も 知れ な い 。 以 前 サン ・ ヴ ァ ン 
サン 音楽 祭 で 「 愛 に 帰れ 」('74 年 ) で 参加 し て いた が 、 ヒ ッ ト に は 至ら ず 結 
局 マ イナ ー・ レ ー ベ ル を 初 往 う こと に な る 。 山崎 氏 の 御 好 意 に より 、 合 計 5 枚 
の アル バム を 確認 する こと が で きた が 、 レ ー ベ ル は Lovers、Polaris、Bus 
Record と よく 分 か ら な い 名 前 ば か り で ある 。 そ れ ら の 中 で 、 コ ー ラ ス に 重点 

を 置き 、 キ ー ボ ー ド 系 を 多く 用 いて 作ら れ た の が この アル バム で ある 。 
(Hiro Tanaka) 


() ROMANS 
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ロマ ンス と 言え ば 、 プ ロフ ェ テ ィ も ジャ ルディ ー ノ ・ デ イ ・ セ ンプ リ チ も どれ も 
区 別 な く 一 くり に され る イタ リア 歌 物 バン ド の 一 つ だ が 、 大 手 レ ー ベ ル に 所 
属し な か っ た こと で 、 多 少な り と も 違い が ある 。770 年 代 中 頃 に は プー の 成功 
を 次 に 目論ん で 、 レ コー ド 会 社 専属 の アレ ンジ ャ ー に オー ケス トラ 染め され 
た バン ド は 少な く な か っ た に 違い な い 。 ロ マン ス も Amore…" と 歌い 上 げ る 
バンド と し て の 本 質 に は 何 も 違 い は な い が 、 そ の 曲 の 抑揚 も 自分 達 で つけ 
ざる を 得 な か っ た の か 、 結 果 と し て 5 人 の 演奏 が 目立つ こと に な る 。 従 っ て ス 
ケー ル は 大 きく 感じ られ な いも の の 歌 と バッ キン グ の 折り 合い が 滑ら か で 、 
時 と し て kbd 等 が ソロ を と っ た り も する 。 前 作 「Qnando 一 」 に 比べ る と 歌 物 
色 が 強まっ て は いる 。 (松本 ) 
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一 般 的 に は 「Qvando Una Donna」 が 代表 作 と され る ロマ ンス だ が 、 所 
詩 ラ プロ ッ ク と いわ れる も の の 中 で も これ ぞ 最 良 の 一 作 ! ジ ャ ケッ ト の だ ささ 
で 一 気 に 興味 は そ が れる が 、 実 は 愛 の 思い 出 を 語る 一 大 トー タル アル バ 
ム 。 ひ た すら 甘い オー ケス トレ ーション に 女性 コー ラス 、 シ ン セ も 加え 凝っ た 
アレ ンジ も 見 せる 。 そ し て ラス ト は オー ケス トラ に よる ワル ツ の イン スト で 大 団 
円 。 ち な み に こ の アル バム 「 イ タリ アン ・ サ ウン ド 」 の Alfred Enzo Carla に 感 
謝 の 意 が 記さ れ て いる が 、 全 作品 を 書い た Plizzy と Natili は 「 イ タリ アン 、 サ 
ウン ド 」 の 唯一 の アル バム や シン グル で も 全て 手がけ て いる 。 ロ マン ス と イ 
タリ アン ・ サ ウン ド 、 そ の 関係 も 気 に な か る と ころ だ 。 (木下 ) 
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元 ア ル テ ィ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ の ベッ ペ ・ ク ロ ヴ ェ ッ ラ が ~NEW PROG 90? 
の 旗 の 基 に 自ら の スタ ジオ で 自ら プロ デュ ー ス する シリ ー ズ は ファ ン に 好 
意 的 に 迎え られ て いる が 、 遂 に 自ら の グル ー プ を 制作 し た 。 そ れ が この ロマ 
ン テ ィ ッ ク ・ ウ ォ ー リ アー で ある 。 ア ル テ ィ 時 代 の メン バー も 参加 し て いる 。 サ 
ウン ド は アル ティ と いう より も さら に シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 的 な スタ イル で 、 録 
音 の 共通 性 も あっ て 、 今 まで リリ ー ス し て きた カリ オペ や イル ・ カ ステ ッ ロ ・ デ 
ィ * ア トラ ン テ あ た り に も 通じ る よう な イメ ー ジ だ 。 も ちろ ん 、 ハ モン ド ・ オ ル ガ ン 
や メロ トロ ン を 使用 し て 、 往 年 の いい も の を 現代 の テク ノロ ジー の 中 で 睦 ら 
せよ うと する 彼 の 意図 は この 自ら の バン ド の 中 に も 息づい て いる 。 (山崎 ) 
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アル バム 「lo Come lo」 で は バン ド 名 (メダ ル の 裏側 ) を 地 で 行く 変形 ジ 
ャ ケ (ジャケ 中 央 に 実物 の メダ ル を 組み 込ん だ ) で 我々 の 度肝 を 抜い た 彼 
ら で あ る が 、 そ の 前 に アル バム を 1 枚 リ リー ス し て お り 、 こ ちら に は メダ ル 型 
プッ クレ ッ ト が 付 さ れ て いる 。 日 本 で は シン フォ ニッ ク 色 の 濃い 「Contamin- 
azione」 が 有名 で ある が 、 初 期 に 於 ける 彼ら の 演奏 内 容 は 同 作 と は 相 入 
れ な いも の で ある 。 次 作 と ある 程度 共通 の 音 作り が な され て お り 、 イ ンプ ロ 
ヴィ ゼー ショ ン 的 な 幕開け な が ら 、 荒 々 し い ギ ター サウ ンド に 支配 され た ハ 
ー ド ロッ ク で 大 半 が 埋め 尽く され て いる 。 ジ ャ ケッ ト に は ~dal vivo" の コメ ント 
が あり 、 ス タ ジ オ ライ ヴ と 推定 され る が 、 キ ー ボ ー ド レス で も あり へ ヴィ な か 面 
ば か り が スト レー ト に 出過ぎ た 作り は 評価 が 分 か れ そ う 。 (江田 ) 
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イル ・ ロ ベス チ ォ ・ デ ラ ・ メ ダリ ャ の セカ ンド アル バム 。 ヘ ー ゲ ル の 実存 主 
義 を その サウ ンド コン セプト に お いて いる よう で ある 。 こ こ で 聴か れる サウ ンド 
は 、 次 の 「 コ ンタ ミナ ツィ オー ネ 」 と は か な り 趣 の 違っ た も の で 、 ラ フ な 輪郭 の 
ハー ドロ ッ ク 的 な アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ロ ッ ク で ある 。「 コ ンタ ミナ ツィ オー ネ 」 の 
壮大 な オー ケス トレ イト され た スリ リン グ な サウ ンド と 比較 する と 一 目 も 二 目 
も お いて は いる が 、 そ れ な り の 楽し み 方 も で きよ う 。 驚 くべ き は ジャ ケッ ト で 、 中 
央 の 部 分 は 金属 の メダ ル で で き て お り 、 彼 等 の グル ー プ 名 が さか さま に うち 
だ し て ある 。( グ ルー プ 名 は メダ ル の 裏側 の 意 で を れ を も じ っ た も の で あ 
る 。) いく ら 当時 の イタ リア は 変形 ジャ ケッ ト が 多い と いっ て も ここ まで 徹底 し 
た も の も 珍し い 。 英 盤 も で て いた 。 (山崎 ) 





7 の ちら 








(IL) ROVESGIO DELLA MEDAGLIA 
Contaminaziome 
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〇 BMG Ariola ND 74511 
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イル ・ ロ ベッ シオ ・ デ ッ ラ ・ メ ダリ ャ は 771 年 に 「La Bibbia」、'72 年 に 「lo 
Come lo」、74 年 に 本 作 を 発表 する 。'75 年 に は FROG レ ー ベ ル に 移籍 し て 
1 枚 の シン グル 「Let's All Go Back/Anglosaxon Woman(FRS3001) 」 を リ 
リー ス し 、 ア ル バ ム 用 の マス ター も 完成 し て いな が ら LP は リリ ー ス され る こと 
な く 、'77 年 に グル ー プ は 解散 し て し まっ た 。 本 作 で は L・E・ バ パカ ロフ が オー ケ 
スト ラ ・ ア レン ジ を 担当 し 、 目 の さめ る よう な クラ シカ ル ・ ロ ッ ク を 聴か せ て くれ 
る 。 壮 大 が バロック ・ ロ ッ ク と いう に ふさ わし い 作 品 。 メ ン バ パー の 内 、 ス テ フ ァ 
ノ ・ ウ ル ソ (B) は "80 年 に グル ー プ 「 ヨ ー ロ ッ パ 」 を 結成 し アル バム を 1 枚 発 
表し た 。 又 、 最 近 に な っ て 「.…Giudivio Avrai」 と いう ライ ヴ LP が 本 国 で 限 
定 再発 され て いる 。 (山崎 


(IL) HUVESEIO DELLA MEDAGLIA 
iuizi0 AVrai 
*88 


人 @Disco Autoprodotto R.D.M.L 75 
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O) 








この RDM の ライ ブ プア ル バ ム は !88 年 に 突如 リリ ー ス され た も の だ が お そ 
らく イタ リア の ファ ン が 極小 数 を 限定 自主 制作 で リリ ー ス し た も の の よう で あ 
る 。 こ の ライ ブ 、 残 念 な が ら 収 録 さ れ た 年 な どの 詳し い デ ー タ ー が 記さ れ て 
いな い 為 詳細 に つい て は 殆ど わか ら な い の だ が 、 サ ウン ド 的 に は 「 コ ンタ ミナ 
ツィ オー ネ 」 で シン フォ ニッ クロ ッ ク に 変化 する 以前 の 、1st や 2nd で 聞か れ 
た よう な サイ ケ 色 の ある イン プロ ヴィ ゼー ショ ン 的 な へ ヴィ ー ロ ッ ク を ギタ 
ー、 キ ー ボ ー ド を 中 心 に 展開 し た も の で ある 。 そ ん な 訳 で て の アル バム で は 
初期 の 彼ら の ステ ー ジ で の 姿 を 聴く こと が 出来 る 。 な お 、 表 ジャ ケッ ト に バン 
ド の ロゴ マー ク が 入っ た も の と な いも の が ある が 、 入 っ た も の が オリ ジ ナ ル 
の よう で ある 。 (島村 ) 





RUSTICHELLI E BORDINI 
Opera Prima 

73 

信 RCA DPSL-10594 


〇 BMG Ariola ND 74115 
@⑳ 





二 人 の スタ ジオ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン が 創り あげ た この アル バム は 、 す べ て の 
プロ グレ ・ フ ァ ン を 驚嘆 させ る こと だ ろう 。 ド ラム 担当 の カル ロ ・ ボ ルディ ー ニ 
は 縁 の 下 の 力持ち 的 役割 に 徹し て お り 、 主 役 は 全編 に 渡っ て メロ トロ ン 
(ん ) 、 ピ アノ 、 オ ル ガ ン 、 ア ー プ を 縦横 無尽 に 操る パオ ロ ・ ル ステ ィ ケ ッ リ で 
ある 。 曲 の スタ イル は 、Key, B, Dr. と いう トリ オ 編 成 の も の を 想像 し て いた だ 
けれ ば よい の だ が 、 こ の 作品 に ベー ス は 入っ て いな い 。 そ の か わり 只 り を あ 
げ て 迫っ て くる アー プ ・ シ ン セ が 圧巻 で 、 ベ ー ス ・ パ ー ト を 補っ て あま りあ る も 
の が ある 。 キ ー ボ ー ド を 中 心 と し た バン ド は 、 世 界 中 に 数 多く 存在 し た が 、 こ 
れ 程 の 重厚 さと 広がり を 持っ た 作品 は ちょ っ と 見 あたら な い 。 と に か く ス ゴイ 
アル バム な の で ある 。 ( 城 元 ) 


SAINT JUST 
Saimt Just 
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〇 
人 








恐怖 の ヴォ ー カ リス ト 、 ア ラン ・ ソ レン ティ の 姉 か 妹 か は わか ら ぬ が 、 ジ ェ 
ニー・ ソ レン ティ の 歌 を 一 聴 す れ ば 、 彼 の 血筋 で ある こと は 疑う 余地 も な い 。 
この ジェ ニー(Vo.) と アン トニ オ ・ ヴ ェ ル デ (G.B.Vo.) 、 ロ ベル ト ・ フ ィ ク ス 
(Sax) の 3 人 を 中 心 と し て この サン ・ ジ ュ ス ト は 結成 され た 。 他 に も ドラ ム の 
アン トニ オ ・ エ スポ ジー ト を は じ め 、 ギ ター、 キ ー ボ ー ド 奏者 の 3 人 が 参加 し 、 
レギ ュ ラ ー に 近い 活躍 を し て いる 。 ま た アラ ン 自 身 も この アル バム 作り に 関 
わっ て お り 、B① の 曲 で は 自ら の ヴォ イス を 披露 し て いる 。 本 作 は 彼ら の 1st 
アル バム 。 基 本 的 に は アラ ン の 初期 の 作品 に 強く 影響 され て お り 、 美 と 狂 
気 の 交錯 し た 空間 を 創出 し て いる 。 さ ら に 、 と て も と て も うつ ろか な 究 囲 気 に 包 
まれ た ジャ ケッ ト も 最高 だ ん ( 城 元 ) 








SAINT JUST 
La Casa el Lamo 
74 
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〇 
@ 





フラ ンス 革命 期 の 人 物 SAINT JUST か ら 名 を 取っ た サン ・ ジ ュ ス ト は ア 
ラン ・ ソ レン ティ の 妹 ジ ェ ー ン ・ ソ レン ティ の バン ド だ 。 こ れ は セカ ンド ・ ア ル バ 
ム で 、 前 作 よ りや や 力強く な っ て いる が 、 や は り ア ラン ・ ソ レン ティ の 女 版 と い 
っ た 曲 展 開 を 聴か せ て くれ る 。 バ ンド は この アル バム 発表 後 解散 し て し まう 
が 、 後 に ジェ ー ン は ジェ ニ ィ ・ ソ レン ティ (JANNY SORRENTI) と いう クレ ジ 
ッ ト で 2 枚 ソ ロ ・ ア ル バ ム を 発表 し て いる 。 こ の うち 2 作 目 は 最近 の アラ ン ・ ソ 
レン ティ 同様 ポッ プ な 音 創り と な っ て し まっ た 。 又 、 バ ンド の ベー シス ト 、 ト ニ 
ー・ ヴ ェ ル デ は ロ ル ・ コ ックス ヒル 、 デ ヴィ ッ ド ・ ボ ウ ハ ウ ス 、 等 を むか えて ソ 
ロ ・ ア ル バ ム を 1 枚 発表 し た 。 (山崎 ) 





ST. TROPEZ 
learus 
'92(77 一 "78 年 録音 ) 


人 @ 
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CELESTE の ドラ マー、 チ ロ ・ ペ リー ノ が 777 一 778 年 に 残し て いた 未 発表 
ソー ス 。 ラ イナ ー に も 書い て ある よう に 、 ゴ ング や ヒア & ナウ か ら 影 響 を 受け 
た スペ ー ス ・ ロ ッ ク を や っ て いる 。 女 性 の ヴォ イス (ヴォ ー カ ル で は な い ) と ヒ 
レッ ジ 風 ギタ ー に アー プ ・ シ ン セ サイ ザー を 絡め て 、 そ の 雰囲気 を 醸し 出し 
て いる も の の 、 や は り 本 家 は 強力 で 、 浮 遊 感 や 混 池 と し た ムー ド を 作り 出す 
と ころ まで 行っ て いな い 。 そ の 中 で ヴォ ー カ ル 作 に な る と 妙 に チェ レス テ っ ぱ ぽ 
く な る 部 分 も ある 。 リ リー ス 予 定 が 有 っ た の か 、 録 音 の 水準 は まあ まあ 普通 。 
メロ ウ ・ レ コー ズ と の 絡み で 、 ペ リー ノ 絡 み の 発掘 音源 が 少な く な い が 、 彼 
自身 の ソロ ・ ア ル バ ム も 2 枚 出 て いた 。 ど ちら も スペ イシ ー な キー ボー ド 作 で 
テク ノ ふ う の 所 が 気 に な る 。 (津田 ) 
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Sa Vida Ita Est 
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遠目 か ら 見 る と 骸骨 の 様 に 見 える この ジャ ケッ ト 、 実 は 外側 を 女性 の 裸 
で 囲っ て 中 身 は 髪の毛 で 埋め て いる イラ スト 。 幻 想 的 か つ 不 気味 な 有 雰囲気 
で 内 容 も 期待 が 高まる 。 シ ング ル 、LP 共 に 数 枚 出し て いる この グル ー プ の 
最初 期 の LP が 本 作 で ある 。AB 面 合わ せ て 13 曲 も ある 小品 集 ( シ ング ル 曲 
多数 含む ) と わか り 、 ジ ャ ケ の 良さ に 惑わ され た 。 ア コ ・ ギ 、 オ ル ガ ン を バッ ク 
に ポッ プ な 歌 メ ロ の 曲 は あま り い た だ け な い が 、 暗 め の メ ロディ ー に 決し て 
重く な い オ ル ガ ン が 流れ る 曲 は 結構 いけ る 。 通 し て 聞く と 、 こ の アル バム は フ 
ォ ー ク ・ タ ッ チ の ポッ プ ・ ロ ッ ク で 多少 サイ ケ デ リッ ク な 味 付 の 施 こ され て いる 
散漫 だ が まあ まあ 聞け る 作品 と いう と ころ で あろ うか 。 コ ア な ファ ン の み 対 
応 。 ( 六 井 ) 


(|) SALIS 

Seduto Sullalha A Guardara 
74 
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@ 





私 は この LP と 777 年 に Liberty か ら 出 て る シン グル 1 枚 し か 知ら な い が こ 
の バン ド は いい ぞい い ぞ ダッ シュ ダッ シュ ゴウ ゴウ ゴウ ゴウ 体 当 た り だ よ 恋 
の GT な の だ 。 山 水 電気 が 絡ん で いる だ け あ っ て この レコ ー ド の 音響 は 素 晴 
らし いも の が あり 、 そ れ だ け で お し っ こち びっ ちゃ う の に また 曲 が イ タリ ア ら し 
く て し か も 質量 感 も パッ チリ な の だ 。 更 に 声 が 朝一 番 で 大 便 を き ば る 時 の よ 
うな 男 の 喜 び こ こ に あり と いっ た 感じ の 野生 味 溢れ る イタ リア 声 で 実に 壮快 
な も の が ある 。D バ ル ダ ン ベン ボ も オル ガン で 参加 。 殆 ど 歌 物 の 域 な ど 越え 
て いて シン フォ ニッ ク の 域 に 達し て いる 。 日 本 の 最 先 端 の 科学 と イタ リア の 
芸術 が 結び つい た 美しい 結果 を 体感 出来 る 1 枚 。 (牧野 ) 








(|) SALIS 

Dono 上 Buio La Luee 
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'66 年 に アル バム を 発表 し て いる BARRITAS と いう グル ー プ に 源 を 発し 
て いる らし い SALIS は 、 そ の 後 SALIS & SALIS と いう 名 儀 で シン グル を 発 
表 。 そ し て Produttori Associatti よ り 正式 に SALIS と いう グル ー プ 名 で デ 
ビュ ー し た か な り の キャ リア を 持つ グル ー プ 。Salis 兄 弟 を 中 心 に し た サウ ン 
ド は 、 当 初 の フォ ー ク 的 な も の か ら 次 第 に プロ グレ ッ シ プ な 演奏 を 聴か せる 
よう に な る 。 こ の 作品 は 彼 等 の 3 作 目 で テク ニカ ル に そし て 万 華 鏡 の 如く 変 
化す る サウ ンド は 、 ダ イナ ミズ ム に 溢れ た と て も ファ タ ジ ッ ク な も の で ある 。 こ 
の 後 中 心 人 物 の Antonello Salis は CADMO な る グル ー プ に 参加 し 「Boo 
merang」 と いう アル バム を 発表 する が 、 内 容 は ジャ ズ ・ ロ ッ ク で 、 昔 日 の 面 
影 は 無い 。 (鈴木 伸一 ) 


SANMAD 則 

Samahi 

74 

@Fonit Cetra LPQ 09080 
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元 L'Uovo Di Colombo, Raccomandata Ricevuta Ritorno の メン 
パー を 中 心 に 結成 され た サマ ディ は 74 年 に 唯一 の アル バム を 発表 し て い 
る 。 当 初 「 プ ラス を フィ ー チ ャ ー し た ソウ ルフ ル な 音 で 完成 度 は 今一つ 」 と 
の 変 な 噂 が 独り 歩き し て し まい 、 正 当 な 評価 を 受け る 機会 を 逸し て 来 た が 、 
実際 に は 水準 以上 の 素晴らし い 演奏 が 楽し め る 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク 性 と いう 点 
で は 確か に 疑問 符 が 付く も の の 、 プ ラス を 取り 入れ た 曲 は 2 曲 の み で 、 他 は 
流 三 な ピア ノ や 透明 度 の 高い ザ ヴォ ー カ ル を 中 心 に 無難 な 演奏 を 聴か せ て 
いる 。 し か し 特筆 すべ き は 8 分 に も 及ぶ B 面 ラス ト の 曲 ^L'UItima Spiaggia 
(究極 の 浜辺 ) "だ 。 イ タリ アン ・ ロ ッ ク の 持つ 叙情 性 を 余す と ころ 無く 詰め 込 
ん だ 秀 曲 と な っ て いる 。 (江田 ) 











SANDEMAN 
Love Amd Dance 
72 


Ni Meldedl 














イタ リア の 772 年 の 作品 。 全 曲 イ ンス トゥ ー ル メン タル で どちら か と 言え ば 
BGM ふ う で ある が 、 大 半 の 曲 に メロ トロ ン が 使用 され て お り 、 叙 情 的 で 美 し 
い 。 ま た 、 イ ギリ ス の ENID や スペ イン の LOS RELAMPAGOS に 近い 印象 
を 受け る 。 技 術 的 に は ご く 標 準 的 な も の で ある が 、 端 正 な 曲 づ くり と 、 メ ロト ロ 
ン を 随所 に 配 し た 曲 展開 に は 好感 が 持て 、 爽 や か な 感動 を 覚え る 。 叙 情 的 
な 曲調 の 好き な 方 に 推 選 し た い 。 (村上 ) 





(!) SANTONI 
Noi 
7 

@Car Juke Box CRJ-LP 00026 





カー・ ジ ュー ク ・ ボ ックス ・ レ ー ベ ル と 言う と 真 先 に 思い 浮か ぶ の が Le 
Orme の 初期 の 2 枚 で あり 、 更 に マイ ナー な 所 で は 、Laser あ た り だ ろう 。 共 
に プロ グレ ッ シ プ ・ ロ ッ ク の 範 障 で 語る に は 無理 が 有る に し て も 、 そ の イタ リ 
ア 然 と し た 音楽 自体 の 輝き は 、 表 面 的 な ジャ ン ル 分 け と は 無縁 の 価値 を 有 
し て いる と 思う 。Santoni の 多分 唯一 と 思わ れる この アル バム も 又 、 そ うし た 
捨て 難い 魅力 を 持っ た 好 作 品 。 基 本 的 に は ポッ プ な 感覚 を 全面 に 押し 出 
し て いる も の の 、 イ タリ ア 語 の ボー カル と 時 折 入 る フル ー ト 、 そ し て くす ん だ オ 
ル ガ ン の 音色 が 当時 の 雰囲気 を 充分 に 伝え て くれ る 。 メ ン バ ー は 5 人 。 同 
年 LDP か ら の カッ トシ ング ル が あり 、 前 年 発表 の シン グル 「Amico Mio/ 
Dimenticare」 は LP 未 収 で ある 。 (鈴木 伸一 ) 





7 の グ 
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セコ ンダ ・ ジ ェ ネ シ 唯 一 の アル バム 。72 年 、 ロ ー マ の マイ ナー・ レ ー ベ ル 
Picci か ら の リリ ー ス で ある が 、200 枚 の 限定 製作 で 、 カ ラフ ル な 絵の具 を 施 
し た 手作り の ジャ ケ は 200 枚 全て デザ イン が 異な る 。 た だ 、 演 奏 の 方 は 純 シ 
ン フ ォ ニ ッ ク と は 行か ず 評価 が 分 か れ そ うだ 。 サ ックス を 積極 的 に 取り 入 
れ 、 イ タリ ア 物 と し て は 珍し く て ドロドロ し た 、 割 と フリ ー な 部 分 が 目 に 付く が 、 フ 
レン チ ・ ジ ャ ズ ロ ッ ク の 様 な 難解 さ は 無く 、 一 つ 一 つの 音 を 取れ ば 、 か えっ て 
シン プル な 印象 さえ 抱か せる 。 と くに ギタ ー と オル ガン が 中 心 に な る パー ト で 
は オー ソ ド ッ クス な 展開 も 見 られ る が 、 一 方 所 々 で セン ス の 良さ が キラ リ と 
光り 、 そ の 美的 感覚 は まさ し く イ タリ ア 独 特 の 物 と 言え る 。 限 られ た 要素 の 割 
に は 水準 の 高い プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と な っ て いる 。 (江田 ) 


(IL) SEGNO DELLO Z0DIACO 
(ID Segno Dello Zodiaco 
74 

久 Rifi RDZ-ST 14237 





2 枚 の アル バム を 残し た ソー ニョ ・ デ ッ ロ ・ ゾ ディ アコ の 1 作 目 。2 作 目 
「Parlami Sotto Le Stelle」 と 同 傾向 な が ら 、 こ ちら は デビ ュー 作 と いう こと 
な の か 曲 の 傾向 に ば ら つ き が ある 。 何 枚 も の シン グル が 出 て いる の で それ 
ら を 編集 し た 骨子 の アル バム な の か も し れ な い 。 ポ ッ プ 寄り の 曲 あ り 、 フ ァ 
ズ ・ ギ ター に シャ トウ 気味 の ヴォ ー カ ル 、 絡 みつ く フ ルー ト と いっ た 曲 あ り 、 ハ 
ー プ か ら 始 め て 歌い 上 げ て いく 曲 あ り 、 と 想像 以上 に は 様々 だ 。 一 と お り の 
歌 物 バ ンド に は 終っ て は いな い 。 コ ー ラ ス ふ う の ヴォー カル も 大 きく 録 ら れ て 
いる が 、 演 奏 の 方 も 強調 され る 。 そ の きわ め つ け に は ハモ ンド ・ オ ル ガ ン を メ 
イン に し た トッ カー タ と フー ガ ” の コピ ー が ある 。 た だ し どれ も 押え が な く 表 情 
の 浅 さ を 感じ る ? の だ が 。 (松本 ) 





SEMIRAMIS 
Dedicato A Frazz 
773 

@Trident TRI 1004 
0 Magic VM 007 





古代 パ ビ ロ ニア の 女王 で 、 空 中 庭園 を 造っ た こと で 知ら れる 「SEMIR- 
AMIS」 か ら グ ルー プ 名 を と っ た セミ ラミ ス は 773 年 に トリ デン ト ・ レ ー ベ ル の 4 
番 と し て 唯一 の アル バム を 発表 し て 消え た 神話 的 存在 で ある 。 邪 悪 な 匂い 
を 漂わ せる ムー ド は 彼 等 独特 の も の で 、 チ ェ ル ヴェ ッ ロ 、 ラ コマ ンダ ー タ 、 オ 
ザン ナ 、 ム ゼ オ 等 に も 通じ る 暗 の エナ ジー を 発散 し て いる 。 ド ラム と ビ プ ラフ 
ォ ー ン 担当 の パオ ロ ・ フ ァ エ ン ツ ァ 、 ベ ー ス の マル チュ ッ ロ ・ レ ッ ダ ヴィ ー デ 、 
ギタ ー 等 の ジャ ン ピ エ ロ ・ ア ル テ ジ ャ ン ニ 、 ギ ター と ボー カル の ミケ ー レ ・ ザ 
ッ リ ー ロ 、 キ ー ボ ー ド の マウ リツ ィ オ ・ ザ ッ リ ー ロ の 計 5 人 の ミュ ー ジ シャ ン か 
ら 成 る 。 曲 は ミケ ー レ ・ ザ ッ リ ー ロ の ペン で 、 彼 は 後に ソロ ・ ア ル バ ム を 出す 
が 完全 な ポッ プ ・ ア ル バ ム で ある 。 (山崎 ) 


SENSATIONS'『IX 
Fragments Of Light 

74 

@Polydor 2448 023 

ーー 517 854-2 





幻想 的 な ジャ ケッ ト に 包ま れ た セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 イ タリ ア で は 異色 な ス 
ペー ス ・ ミ ュー ジッ ク で ある 。FRANCO FALSINI(G、SYN) を 中 心 と し て 繰 
り 広げ られ る 暖か くも 伸び や か で 、 優 し X 包 ん で くれ る 心地 よい 世界 の 作品 。 
フワ ーッ と し た シン セ サ イ ザー と 、 暖 か く 丸 い デ ィ ス トー ショ ン ・ ギ ター に アコ 
ー ス ティ ッ ク で 時 に サイ ケ デ リッ ク な ギタ ー や 、 軽 い パ ー カ ッ シ ョ ン が 絡む の 
だ が 、 全 体 を 通し て メロ ディ アス な 事 も あり 、 浮 遊 する 感覚 に 包ま れる 。 し い 
て いえ ば ドゥ ルッ ティ ・ コ ラム の 原型 の よう な 感じ で ある 。 刺 激 的 な ファ クタ ー 
は 皆無 と 言え 、 物 足り な い 感じ も ある か も し れ な い が 、 覚 本 し た い 人 に は も っ 
て こい の アル バム 。 こ の 後 、 だ ん だ ん ポッ プ な 普通 の 音楽 に 変化 し て し まう 。 

(津田 ) 








SENSATIONS' FI 
Portahle 骨 adness 
74 

@Polydor 2448 034 A 





「Sensation's Fix」(Polydor AS 273) 「Fragments Of Light」 に 続く 3rd。 
如何 に も ロッ ク 的 な 乗り の リズ ム ・ セ クシ ョ ン を 従え て 、 フ ラン コ ・ フ ァ ル シー 
ニニ が シン セ サ イ ザー を 中 心 に 、 ギ ター も 多用 し て 、 伸 び や か か つ メ ロディ ア 
ス な 演奏 を 展開 し て いる 。 所 講 、 エ レク トリ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク 系 の サウ ンド で 
ある が 、 音 に 暖か み が あ り 軽 快 で 聴き 易い も の と な っ て いる 。 本 作 以 降 も 
「Finest Fingers< 同 2448 048>'76 年 」「Boxes Paradise< 同 2448 064> 
77 年 」「Flying Tapes< 同 2448 074>'78 年 」 と 3 枚 の アル バム を 発表 し て 
いる が 、 こ れ ら は 初期 の 2 作 と は 異な り 、 い ずれ も ボー カル を 主体 と し た ポッ 
プ な 作品 で ある 。 な お 、 フ ァ ル シー ニ は 75 年 に サン トラ 盤 「Cold Nose〈 同 
2449 012〉」 を 発表 し て いる 。 (賀川 ) 





SENSITIVA IMAGINE 

E Tutto Comimcei0 6osi 
*80 

@S.I./001 (Cassette) 

人 


Melos-002 





70 年 代 後半 以降 、 イ タリ ア の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク は 急速 に アン ダー 
グラ ウン ド へ と 沈み 込み 、 多 く の グ ルー プ は 解散 、 そ し て 残さ れ た ミュ ー ジ シ 
ャ ン 達 も 単発 的 に カセ ッ ト 作 品 を 発表 する に と ど ま る と いう 「 晴 黒 の 時 代 」 が 
長く 続い た 。 こ れ ら の カセ ッ ト 作 品 は 一 部 日 本 に も 流入 し た が 、 多 く は 単に 
「 イ タリ ア て 活動 し て いる 」 と いう 事実 以外 に あま り 特筆 する も の は な か っ た 。 
そん な 中 で '80 年 に この セン シテ ィ ヴ ァ ・ イ マジ ー ネ が 発表 し た カセ ッ ト 作 品 
の クォリティ は 例外 的 に 高く 、 後 に CD と な っ て 陽 の 目 を 見 る こと に な っ た わ 
け で ある 。 ジ ェ ネ シス 影響 下 の サ ウン ド で は ある が 、 せ っ か ちな キー ボー ド *・ 
ワー ク と イタ リア に は 珍 ら し い 切れ の 良い リズ ム ・ セ クシ ョ ン が 逆 に 新鮮 な イ 
ン パ クト を 与え た も の だ 。 (内 田 ) 














SHOWMIEN 
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7 の 
久 Beautiful Black Butterfly 
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@ 














70 年 以前 に RCA よ り ア ル バ ム を 発表 し た 彼ら の 2nd(?) 。 後 に Napoli 
Centrale へ と 発展 する の だ が 、 サ ウン ド 自 体 既 に 、Napoli Centrale の 原 
型 と も 言え る も の が 随所 に 見 受け られ る 。 特 に James Senese の 黒っぽい 
フィ ー リ ング の ボー カル は 、 と て も 力強く 、 熱 く 胸 を 焦がす 又 、 耳 障 り な サッ ク 
ス が 残念 な ち 5 の の 、 キ ー ボ ー ド 、 フ ルー ト 、 曲 展開 は 仲 々 の も の で 、 正 に 当 
時 の イタ リア 然 と し た 音 で 非常 に 魅力 的 で ある 。 但 、 方 向 性 が 違う に せよ 、 
あの Napoli Centrale 独 特 の 重く 地 を 遣う 如き サウ ンド の 水準 に 達し 得 ま 
や や 中 途 半 端 な 印象 を 拭え な い の も 確か で 非常 に 惜しい 出来 で ある 。 尚 、 
重量 感 た っ ぷり の 見 開き ジャ ケ は 内 側 も 凝っ て お り 一 見 に 価 する 。 

(鈴木 伸一 ) 


器 Essgd (1) SIGNORI DELLA GALASSIA 
中 (0ualcosa Si Crea, 

Nulla Si Distrugge 

78 

久 Magic MRLP 1004 





「 ガ ラ シ ア の 紳士 達 」 と 名 乗る この グル ー プ は 4 枚 の シン グル と リフ ィ か ら 
出し た ^lceman” と いう LP が 知ら れ て いる が 本 作 は 恐らく 最初 の LP と 思わ 
れる 。 美 し い サ ウン ド が 好評 の シン グル ナン バー`Creazione' 等 質 の 高い 
曲 で 綴 ら れ て いる 。A、B 面 各 6 曲 の 小品 集 と いっ た 体 で 、 プ ログ レ と いう より 
は や は り ラ ヴ ロ ッ ク と いう 感じ だ が ピア ノ や メロ トロ ン の 美しい 響き は 圧巻 
で 、 軽 め の 電 子音 に 傾倒 し た `lceman” か ら は 想像 出来 な い 素晴らし い 内 
容 に な っ て いる 。DIK DIK や EQUIPE 84 と いっ た ポッ プ ・ ロ ッ ク 系 の 有名 ど 
ころ と 同等 の 評価 が 下 せ そう だ 。 キ ー ボ ー ド の フラ ンコ が リー ダー 格 で アレ 
ンジ も 担当 する 。 一 部 で は 若干 重量 感 に 欠け る 嫌い も ある が 、 キ ー ボ ー ド 
系 の 踏ん 張り が 聴き 応え の ある 作品 に し て いる 。 (江田 ) 





(IL) SISTEMA 
上 Viaggi0 Senza Amdate 
'90('69 一 "71 年 録音 ) 


念 Mellow Records MMLP 100/101 
〇 MellowRecords MMP 101 
@ 








後に ム ゼ オ と チェ レス テ を 結成 する メン バー 達 が '69 一 71 年 の 間 に 録 
音 し て いた も の を アル バム 化し た も の 。 ハ モン ド ・ オ ル ガ ン を メイ ン に し た イ 
ンス トゥ ー ル メン タル 中 心 の へ ヴィ ー な 演奏 を 繰り 広げ て いる 。10 分 を 超す 
大 曲 も 収め られ て お り 、 又 、 後 半 の 曲 に な る と サッ クス や フル ー ト が か ら み 、 
当時 と し て は な か な か プロ グレ ッ シ ヴ な 出来 で は な か っ た だ ろう か 。 録 音 状 
態 は 決し て 良く な い が 、 き ちん と し た スタ ジオ ・ テ イク で は な い の で いた し か た 
な いと ころ 。「 は げ 山 の 一 夜 」 を アレ ンジ し た 曲 が 最大 の 聴き どこ ろ 。 尚 、LP 
と CD が 発売 され た が 、 僅 か な が ら 収 録 曲 が 異な っ て いる 。 (津田 ) 


SITHONIA 


Lungo 上 Semtiero i Pietra 
'89 

@CR 001 

〇 


@ 





ボロ ー ニ ャ の ツイ ン ・ キ ー ボ ー ド ・ バ ンド 。 自 主 製作 の 本 LP が デヴュー 作 
と 思わ れる 。 ツ イン ・ キ ー ボ ー ド と いっ て も 重厚 さ は な く 、 全 体 の テイ スト は 心 
や さ し い ライ ト ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ サ ウン ド で ある 。 チ ー プ さ が 極 立つ ギタ ー を は 
じ め 、 技 術 的 に は 推 抽 で 、 一 聴 後 の 印象 は 決し て 快い も の で は な い 。 と ころ 
が 、 徹 底 的 に コン セン トレ イト し て 聴く と 印象 が 一 変 す る 。A 面 冒頭 、 ジ ェ ント 
ル ・ ジ ャ イア ント を 意識 し た よう な ティ ン パ ニー 曲 、B 面 の 管楽器 アン サン プ 
ル 。 切 な が い ラ ブ ・ バ ラー ド の バッ ク が よく 聴く と スカ 風 ビ ー ト だ っ た り 、 炒 な 掛 
け 声 風 ヒ ュー マン ・ ヴ ォ イ ス が 拍子 を と っ て いた り 。 こ うし た アト ラク ティ ヴ な 
アレ ンジ ・ セ ンス は 次 作 で 爆発 、"80 一 "90 年 代 ポ ンプ 勢 と は 一 線 を 画す 地 
平 に 到達 する 。 5) 








SITHONIA 
Spettacgl0 Annullate 
"92 





人 
〇 Mellow MMP 115 
KO) 





シソ ニア の 2 作 目 。'90 年 代 の トッ プ 作 品 と し て 確実 に 記憶 され る べき 内 
容 で ある 。 ア トラ クティ ヴ な 展開 、 表 現 力 の 豊か さ で は 、"70 年 代 の 著名 バン 
ド で も 比肩 し うる も の は 少な いと いわ ざる を えな い 。 ラ スト の 4 分 半 、8 分 半 の 2 
曲 だ け で 、 ア ル バ ム 数 枚 分 の アイ ディ ア の 春 流 を 感じ と る こと が で きる 。 サ 
ムラ 系 と いう に は 叙情 的 すず 、 マ ンダ ラ ・ バ ンド と いう に は キャ ッ チ ー す ぎる 。 
ジェ ント ル ・ ジ ャ イア ント と いう に は 難解 さ が な く 、 カ イ パ と いう に は 展開 が 複 
雑 す ぎる 。 こ こま で 曲 が 面 白く て 出来 が よい と 演奏 技術 を 問う こと の 必然 性 
が 揺らい で し まう と いう 典型 で は な か ろう か 。 な お 、 ヴ ォ ー カ リス ト と ベーシスト 
は 前 作 と 違う メン バー シン セ ・ オ ー ケ スト ラ “ の 指揮 パコ ー ラ ス ・ ビ ー ト ” 
の 作者 クレ ジッ ト も ある 。 (3 の) 





SLOGANS 
Photosynthesis 
'84 

人 @Private SL-001S 


〇 Mellow MMP 147 
W 





ミラ ノ か ら ヴ ェ ネ ツィ ア に 行く 列車 に 乗っ て 途中 パドヴァ で 乗り 替え 、 そ こ 
か ら 約 40 分 の 所 に ある 小さ な 町 、 バ パッ サー ノ ・ デ ル ・ グ ラッ パ 出 身 の 女性 ヴ 
ォ ー カ ル と 2 人 の キー ボー ド を 含む 6 人 組 。'84 年 の ロー カル プレ ス 。 音 の 方 
は 伸び の ある ギタ ー を 中 心 と し た も の で A③ な ど は 哀 惑 を 帯び た ピア ノ の イ 
ント ロ で 始ま り 、 ア ル ゼ ンチ ン の パプ ロ と 音 作 り が 似 て いる が 、 リ ズム 陣 が 
多少 甘い こと と 、 単 調 な フレ ー ズ が 所 々 に 出 て 来 て 、 完 成 度 は も う 一 つ で 、 
イタ リア らし さも あま り 感 じ な い が 、 淡 い 色 彩 の ジャ ケッ ト と 相まって 、 コ レク タ 
ー の 心理 を くす ぐる 一 枚 で ある 。 (高橋 ) 





7 の ら ラ 











(LA) SORGENTE 
Trasparente 


急 Editrice Uomini Nuovi LP 3316 
〇 


@ 





録音 や 機材 か らし て 比較 的 最近 ('80 年 代 ?2) の アル バム だ と は 思う が 、 
ほとん ど 知 られ て いな い 。 編 成 は vo & kbd, vo & g、flute、vIn & viola、b、 
ds の 6 人 編成 で 、 こ れ が 見 事 な 程 770 年 代 イ タリ ア の 歌 / メ ロディ を 難 ら せ て 
くれ る 。 ボ ッ テ ガ ・ デ ッ ラ ル テ 等 の タイ プ 、 そ れ も 弦 楽器 の 滑ら か な トー ン や ピ 
アノ 、 フ ルー ト を 散り ば め て の も の だ け に ぶ ふくらみ を 感じ させ る 。 そ し て 室内 楽 
の ニュ アン ス さ え 漂 わせ て 、 春 の 柔らか な 陽 差し を イメ ー ジ させ る 。 歌 物 と 言 
う よ り も 各 メ ロディ 楽器 を 活か し た クラ シカ ル な 流れ に 歌 が 溶け 込ん で い 
る 、 と 言っ た 方 が いい の か も し れ な い 。 そ れ だ け に プロ グレ ・ フ ァ ン へ の アピ 
ー ル も 大 きい は ポ 難 を 言え 々 ば スト リン グ ス ・ シ ン セ の 音 が 単調 な 事 と 音 の 
拡がり に 少し 欠け る 事 か 。 (松本 ) 


STANI LABONIA 
Amarsi 
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78 年 に T レ ー ベ ル か ら 本 作 を 出し た ナポリ 出身 の ポッ プス グル ー プ 。7 
人 の 大 所 帯 で 、 ギ ターX2、 キ ー ボ ー ド 、 ベ ー ス 、 ド ラム ス 、 パ ー カ ッ シ ョ ン 、 サ 
ックス & ボ ー カ ル 。 ダ ミ 声 の ボー カル は 元 チ タ ・ フ ロン ター レ の ENZO 
AVITABILE で 彼 が 中 心 人 物 で ある 。 独 特 の 歌い 回 し (これ は 演歌 で いう 
コ プ シ っ て や つ で すか ) は 好き 嫌い を 分 ける か も 。A③、B③、④ は 軽い ノリ 
の ポッ プス 。 問 題 は 残り の 4 曲 で 、 バ パック に メロ トロ ン が 鳴る 。 も っ と も 曲調 は 
ポッ プ て で 変 な 歌い 方 だ か ら 、 ど うし て も 違和感 は 残る 。B① で は ジェ ニー・ ソ 
レン ティ が コー ラス で 参加 。 調 子 っ ば ずれ な の で すぐ わか る 。 そ う 言 えば 彼女 
は ナポリ 出身 だ っ た 。 ジ ャ ケッ ト と いい 、 ま っ た く 人 騒が せな グル ー プ 。 

(渡辺 一 己 ) 








LE STELLE Il MARIO SCHIFANO 
Le Stelle ii Mario Schifano 
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イタ リア の 高 名 な 画家 、Mario Schifano の 唯一 と 思わ れる 作品 。 聴 く 所 
に 依る と 、550 枚 に 満た な い 限 定 プ レス らし く 、 又 、 絵 画 関係 者 等 に 所 有 さ 
れ て いる 枚数 が か な り 多 いと 想像 出来 る こと も あり 、 レ アー 盤 の 多い イタ リア 
の 中 に あっ て も 、 か な り の 貴重 品 だ と 思う 。 彼 自身 、 演 奏 自 体 に は 参加 し て 
いな いも の の 、 ジ ャ ケッ ト ・ ワ ー ク 、 サ ウン ド ・ コ ン セ プ ト ( 彼 の 作品 に 基づい た 
曲 作り で ある らし い ) 、 プ ロ デ ュ ー ス 等 を 行ない 、 正 し く 彼 の イメ ー ジ 通り に 
創り 上 げ ら れ た も の な の だ ろう 。 音 は 、 基 本 的 に 重厚 な ハー ド ・ プ ログ レ で 、 
非常 に 熱気 を 帯び た 演奏 で 、 特 に A 面 は 中 序 な く 一 気 に 畳 掛け る 。 決 し て 
片手 間 で は 無い 、 非 常に 質 の 高い イタ リア ン ・ ロ ッ ク で ある 。 (鈴木 伸一 ) 


(THE) STICK & STRING 0UARTET 
The Stick & Strimg Ouartet 
'93 


@ 
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91 年 秋 、 結 成 さ れ た 室内 楽 / ジ ャ ズ 路 線 の パン ド 。Gianni Daniello 
(ds、perc) を 中 心 に Laura Culver(cello) 、Nico Casassa Vigna (vIn) 、 
元 HORUS の Roberto Freggiaro(el-b) の 4 人 編成 。 こ れ が デビ ュー 作 に 
な る 。 二 人 の 弦楽 器 奏者 が 室内 楽 か ら 現代 音楽 に か け て の 色 を 持ち 込 
み 、 他 の リズ ム 陣 が ジャ ズ の 色 に 乗せ る 、 と いっ た 作風 が 多い 。 今 一 歩 、 こ 
の 両者 に 共 調 し た 流れ が 感じ られ な いと ころ が 、 今 後 の 方 向 性 を 決め る 材 
料 だ と 思う 。 穏 や か な 流れ を つく り 、 ま た は 奇数 拍子 を と っ た り と 曲 ご と に 変 
化 を 見 せる が 、 妙 に あっ さり と し た トー ン の 一 本 調子 が 物 足 ら な く な る か も し 
れ な い 。 ア ン ニ ュ イ な 紛 囲 気 が 強い か ら 室 内 楽 調 の サウ ンド に 興味 の ある 
人 に は 向く 。 どこ か すま し て いて くだ けが な い 。 (松本 ) 








STORMY SIX 
Le Idee ii Oggi Per La 
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スト ー ミ ィ ・ シ ックス は 、 ロ ルケ スト ラ に 5 枚 、 そ れ 以 前 に アリ スト ン よ り 3 枚 
の 作品 が 存在 する こと が 一 般 に 知ら れ て いる が 、 実 は それ 以前 に アリ スト 
ン 傘 下 の フ ァ ー ス ト ・ レ ー ベ ル と いう マイ ナー・ レ ー ベ ル よ り 本 作 を リリ ー ス し 
て いた 。「 明 日 の 音楽 の 為 の 今日 の 観念 」 と いう タイ トル が 示す よう に 、 彼 等 
は この 時 期 か ら す で に プロ グレ ッ シ ヴ な 姿勢 を 持っ て いた こと が うか が え 
る 。 フ ルー ト 、 オ ル ガ ン 、 チ ェ ン バ ロ 、 弦 楽器 等 を 導入 し 、 今 で いう シン フォ ニ 
ッ ク ・ ロ ッ ク の 原型 的 な も の を 聴く こと が で きる 。 尚 、 こ の 作品 に は クラ ウデ ィ 
オ ・ ロ ッ キ の 名 が クレ ジッ ト さ れ て いる 。 年 代 は 記さ れ て いな い が た ぶん 70 年 
の 作品 で は な いか と 思う 。 (山崎 ) 
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恐らく は イタ リア 最 古 の ポリ ティ カル ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ で ある 彼ら に と っ 
て 、 一 つの 重要 な 分 岐 点 だ っ た で あろ う 一 作 。 イ タリ ア 統 一 の 光 と 影 を テー 
マ と し た A 面 、11 分 の 組曲 を 含む B 面 と トー タル ・ カ ラー を 前 面 に 打ち 出し て 
いる 。 し か し そう し た 歴史 的 意義 や 内 容 を 知ら ず に 接 す れ ば 、 聴 こえ て くる サ 
ウン ド は いわ ゆる 「 ビ ー ト ・ グ ルー プ 」 の それ で あり (71 年 と いう 時 期 を 考え 
れ ば か な り の 高 水準 ) 、 多 く の イ タリ アン ・ シ ン フ ォ ー カ ンタ ウト ー レ 系 に 親 し 
ん だ ファ ン に こそ 愛さ れる で あろ う ア ル バ ム と すら 言え る 。 こ の 非常 に アン パ 
ラン ス な 状態 は 、 ま も な く リ ー ダ ー シ ッ プ を 執っ て いた F・ フ ァ ブ リ 以 外 の オー 
ル メ ン バ パー チェン ジ 、 そ し て ロ ル ケ スト ラ ・ レ ー ベ ル の 設立 と いう 重大 事件 へ 
連なっ て 行く 。 (山田 ) 
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初期 の 政治 色 の 強い バンド 姿 勢 と フォ ー ク ・ ロ ッ ク ふ う の 音 楽 か ら 、 後 に 
は リコ メン ディ ッ ド ・ レ ー ベ ル に 合流 し 、 複 雑 な アン サン プル 指向 の サウ ンド 
へ と 移行 し て いく スト ー ミ ー・ シ ックス 。 そ の 初期 の バン ド 精 神 を 極め た の 
が 、 こ の 3 作 目 で ある 。 収 録 曲 10 曲 共に 世界 各国 の レジ スタ ンス ・ ソ ング と 
な っ て いて 自作 曲 は 1 曲 も な い 。M. テ オド ラキ ス 作 曲 の ギリ シャ ・ レ ジス タン 
ス 運 動 に 関す る ナン バー、E. マ ッ コ ー ル 作 の ベト ナム 反戦 歌 、 ま た は キュ ー 
バ 革 命 、 ア イル ラン ド 闘 争 に 関係 する も の な ど 。 前 作 の フォ ー ク ・ ロ ッ ク 作 風 
と も また 違っ て 高らか に 歌う 合唱 集 の 様相 だ 。 メ ン バ ー こ そこ れ 以 後 の 顔 振 
れ だ が 、 ア ル バ ム の 意図 は これ 以前 の 彼 等 の 思想 に 負っ て いる 。 時 に 悲 
哀 感 漂 よい 時 に 力強い 歌 だ 。 (松本 ) 


STURMY SIX 

Un Biglietto Del Tram 
75 

680 OLP 10001 
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前 作 で 一 つの 集大成 を 作っ た スト ー ミ ー・ シ ックス は 、 レ ー ベ ル を ロ ル ケ 
スト ラ に 移し 、 い よい よ 新 メン バー と の 本 格 的 な 音楽 作業 に 入っ て いく 。 こ の 
アル バム は 、 こ れ ま で の ヴォ ー カ ル 路 線 を 残し な が ら も 、 同 時 に 後に 開花 す 
る リズ ム の 多様 性 や メロ ディ 楽器 の ニュ アン ス に よる 楽曲 の 変形 等 の 試 
み が の ぞい て いる 。 し か も その どちら も が 両立 し て いて 、 前 作 か ら の 大 幅 な ス 
テッ プ ・ ア ッ プ を 感じ させ る 。 例 えば 3 曲目 を 例 に と れ ば ヴォ ー カ ル の バッ ク 
を リズ ム が 様々 に 変化 する こと で 歌 を 浮き 上 が ら せ た り 、 ヴ ァ イ オ リン の トー 
ン が クラ シカ ル に な っ た リト ラッ ド 調 に 変化 する こと で ヴォ ー カ ル の 表情 を イ 
メー ジ 替 え し た り と 多岐 に 渡る 選択 を 示す こと に よっ て 音楽 を 立体 化す る 。 
更に 次 作 で の 共 作 が 一 つの 契機 に な る 。 (松本 ) 
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個性 的 な 作品 を 数 多く リリ ー ス し た ロ ル ケ スト ラ ・ レ ー ベ ル に お ける スト ー 
ミィ ・ シ ックス の 二 枚 目 の アル バム 。 ク ラシック 、 現 代 音 楽 、 ジ ャ ズ 、 ロ ッ ク 、 
その 他 の ポピュラー・ ミ ュー ジッ ク が 入り まじ っ た か の よう な コン テン ポラ リー 
な サウ ンド で 圧倒 的 な オリ ジ ナ リティ が ある 。 弦 楽器 と 管楽器 を 数 多く 使っ 
た 演奏 は アン サン プル を 重視 し た も の で ある が 、 ジ ュ ル ヴェ ル ヌ より 実験 的 
と 言え る 。 し か し 、 曲 の 流れ は 極め て スム ー ズ で 、 ユ ー モ ア の セン ス も あり 、 ま 
た 情感 に 富ん だ 部 分 も 少な く な く 、 難 解 な 感じ は 与え な かい 。 ア レア の よう な イ 
ン パ クト の ある サウ ンド で な いた めか 、 今 一 つ 過小 評価 され て いる 感 が ある 
が 、 プ ログ レッ シ プ ・ ロ ッ ク を 語る 上 で 忘れ て は な ら な い 重 要 な グル ー プ で 
ある 。 (賀川 ) 


STORMY SI 
LanpnrenHista 
7700078 の 

人 @L'otchestra OLP 10012 





3 作 目 を 一 つの ピー ク に 、 同 時 に 以後 の サウ ンド 面 で の 重点 に な る Cario 
De Martini(vIn) と Tommaso Leddi(mln, vIn) 、Umberto Fiori(vo, g) 
の 3 人 を 迎え た フラ ンコ ・ フ ァ ブ リ 率 いる スト ー ミ ー・ シ ックス は 、 案 の 上 、4 枚 
目 で ロ ル ケ スト ラ に 移籍 し た 。4 作 目 で は 多少 以前 の サウ ンド 傾向 を 残し て 
いた も の の 、 再 出発 の 感 が 強い 。 そ し て 前 作 「Cliche」 で 明確 に 打ち 出さ れ 
た 方 向 性 は 、 続 く < この 6 枚 目 で 更に 具体 化し た 。 ま ず リ ズム の と り 方 が 普通 
で は な い 。vIn 奏 者 の 巧み な 不 協 音 の 使い 方 も 目立つ 。 両 面 を 通し て アン 
ニュ イ で ユー モア の ある 室内 楽 ふ う の パ ー ト か ら 変 拍子 の アン サン ブル へ 
と 、 ま さ し く リコ メン ディ ッ ド 合流 前 夜 の サウ ンド 形態 。 極 め て 高 水準 だ 。 次 作 
で 爆発 し た 。 (松本 ) 








STORMY SIX 
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ロ ル ケ スト ラ ・ レ ー ベ ル の 中 心 的 存在 で ある スト ー ミ ィ ・ シ ックス は 8 枚 の 
アル バム を 発表 し た 。 ア ヴァ ン ・ ギ ャ ルド ・ ミ ュー ジッ ク の 雄 で ある 。 ニ ュー・ 
レジ スタ ンス 時 代 か ら 政治 的 な アジ テー ト ・ ソ ング を 歌っ て いた 彼 等 は 、 へ 
ン リ ー・ カ ウ と の 出会い に より 、 よ り 複 雑 化 され た 音楽 性 を 持つ よう に な り 、 こ 
の 7 枚 目 で ある ライ ヴ ・ ア ル バ ム 「 マ ッ キ ー ナ ・ マ ッ ケ ロニ ー カ 」 で その 頂点 
を 極め る に 至る 。 見 事 な ア ン サ ンプ ブル は 、 多 種 の 音楽 の アマ ル ガ ム の 様相 
を 呈し 、 ア レア と 双 壁 を 成す と いっ て も 過言 で は ある まい 。 こ の あと 、 多 少 ポッ 
プ に な っ た 最新 作 「VOLO」 を 発表 する が 、 ま だ まだ 彼 等 の 創作 意欲 は 衰え 
て は いな い 。 (山崎 ) 





STORMY SIX 
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ヘン リー・ カ ウ の RIO に 参加 し て いた 頃 の 8 作 目 。 カ ウ か ら の 影響 は 当然 
な が ら 当時 の オル タナ ティ ヴ か ら の 影響 も 感じ られ る 硬質 な アレ ンジ の 際 
立つ 作品 。 イ タリ ア の バン ド だ け あ っ て 歌 の 比重 は 大 きい が 、 決 し て 個人 技 
に 走ら な い 重 い ア ン サ ンプ ブル に 支え られ て の コー ラス は 説得 力 が ある 。 ま た 
時 折 ポ ッ プ 感覚 の ある メロ ディ ー や 押 ぴ や か な ギタ ー・ ソ ロ も 見 せる が 、 そ う 
し た ポッ プ な 側面 と 歪ん だ アヴァ ン ギ ャ ルド な 曲想 か ら は 、 閉 塞 し た 時 代 状 
況 を 打ち 破 ろ うと する 意志 が 感じ 取れ る 。 個 人 的 に は 名 作 と 言わ れる 肩 苦 
し さ の 残る 前 作 「Macchina-Maccheronico」 よ り も 精神 的 自由 度 の 拡 が 
っ た 本 作 を 押す な お A② は リコ メン ・ サ ンプ ラー に 別 テ イク が 収録 され て い 
て 天上 の 音楽 を 思わ せる 雰囲気 が あっ て 出来 が 良い 。 (高森 ) 
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後に ノリ スト と し て 活躍 する ウン ベル ト ・ ト ッ ツ ィ が 在籍 し て いた こと で 知ら 
れる スト ラー ナ ・ ソ チエ タ は 3 一 4 枚 の アル バム を リリ ー ス し て いる 。FONIT の 
LPQ シ リー ズ と し て リリ ー ス され た ファ ー ス ト ア ル バ ム 「Pop Corn」 は ムー 
ド ・ ミ ュー ジッ ク を 演奏 する アル バム で どう ひい き 目 に みて も あま り 良 い 出来 
と は いい 難い が 、 こ の ドゥ リウ ム よ り リ リー ス さ れ た セカ ンド ・ ア ル バ ム は 、 う っ 
て か わり 好 ア ル バ ム に 仕上 げ ら れ て いる 。 い わ ゆ る カン タウ トー レ ・ タ イプ の 
サウ ンド で 、 歌 を 中 心 と し た アン サン プル が 非常 に イタ リア らし い 、 み ずみ ず 
し い 感 性 に あふ れ て いる 。 愛 くる し い 、 ほ の ぼ の と し た その サウ ンド ・ イ メー ジ 
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ウン ベル ト ・ ト ッ ツィ が 在籍 し て いた こと で 知ら れる スト ラー ナ ・ ソ チエ タ は 
この アル バム 以前 に 2 枚 の アル バム が ある が 、 実 は も う 1 枚 あ る と いう 説 も 
ある 。 こ れ は 92 年 に リリ ー ス され た も の で 全 19 曲 も の 小曲 が 収録 され て い 
る 。 全 体 が 3 部 構成 に な っ て いて ①ー⑦ が ^ 今 日 7 一 ⑬ が ` き の う "⑳⑲ 
ー⑲ が ` わ ず か な 音楽 "と いう タイ トル が 付い て いる 。PART1 が 新 録 曲 、 
PART2 が 昔 の 曲 (POP CORN も や っ て いる ) の 焼き 直し 、PART 忠 が 未 
発表 曲 と いう こと な の だ ろう か 。 基 本 的 に 女性 ヴォ ー カ ル を フィ ー チ ュ ア し た 
ポッ プス ・ サ ウン ド で 、 ム ー デ ィ ー な イン スト ゥ ー ル メン タル 曲 も いく つか 入っ 























は 彼 等 独特 の 持ち 味 で ある 。 (山崎 ) て いる 。 (山崎 ) 
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70 年 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク 舟 明 を 察知 し た の か 、 或 い は 画策 し た か 、 バ ンド 
名 を 用 意 し た の だ ろう リコ ルディ の 意図 が 明 ら 様 な 1 枚 。 各 社 の せり 合い の 
中 か ら 出 て きた と し か 思え な い 企画 で ある 。 そ れ に し て も そこ で ^ ス ー パ ー グ 
ルー プ "と ネー ミン グ し て し まっ た あたり が 貧 欲 だ 。RIBELLI の Gianni Dall 
Aglio、GIGANTI の Mino(Giacomo)Di Martino、EOUIPE84 の Victor 
Sogliani、DIK DIK の Pietruccio Montalbetti、 そ し て Ricky Gianco を くっ つ 
け て 、'60 年 代 さ な が ら の 前 ロッ ク ・ ミ ュー ジッ ク を 演 ら せ た か 。 オ リ ジ ナ ル 曲 
は ほとん ど な い 。 ア ル バ ム も この 1 枚 。 当 然 だ 、 各 々 に バン ド を や っ て いる 身 
な の だ か ら 。 い か に この 頃 の 競争 が 激しく そう し た 動き を 含め て 後に ひろ が 
っ た か 、 そ の 資料 。 (松本 ) 


@ 
OViny| Magic VMNP02 
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Vinyl Magic レ ー ベ ル の ~New Prog'90*” シ リー ズ 第 2 号 バ ンド が 、 こ の 
シン ドー ネ で ある 。 カ リオ ペ 同 様 、 一 聴 し た と き の イ ン パ クト は 非常 に 強い 。 
スト ラヴ ィ ン ス キー で 幕 を 開け た か と 思う や いな や 、 エ ンジ ン 全 開 の 硬質 な 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク が 展開 し て いく 。 ア ル テ ィ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ 、 ア レア 、 フ ェ ス タ ・ 
モビ ー レ と いっ た 名 バン ド を 初 視 させ る 音 作り な が ら 、 よ り メ タリ ッ ク で 押し 
が 強い 。 フ ュー ジョ ン 色 、 ク ロス ・ オ ー バ ー 色 は まる で な く 、 カ ラフ ル な キー ボ 
ー ド 群 や フラ ッ ト な 呼気 の ヴォ ー カ ル な ど 、 こ の フィ ー ル ド か らし か 出 て こない 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク と いえ る 。 例 えて いえ ば 、100 拍 と 99 拍 の ズレ を 演奏 し きっ て し 
まう 技術 。 ギ ター・ レ ス の トリ オ ・ バ ンド と し て は 当代 随 一 の レベ ル で ある 。 

(Cp/) 
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シン ドー ネ の 2 作 目 。 キ ー ボ ー ド 奏者 が 1 人 増え 、 さ ら に カリ オ べ の キー ボ 
ー ド 奏者 も ゲス ト 参加 し て いる 。 各 曲 ご と に この 3 人 の キー ボー ド の 割り 振り 
が クレ ジッ ト さ れ て お り 、 あ た か も リス ナー に 音 の 聴き 分 け を 強要 する か の よ 
う で ある 。 作風 と し て は 、 前 作 を いく ぶん 明る く 、 よ り シ ン フ ォ ニ ッ ク に し た 感触 
か 。 バ パグ パイ プ 、 ク ラリ ネッ ト 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター、 ア カペラ ・ コ ー ラ ス な 
ども 投入 、 幅 広い 音楽 性 を 獲得 し よう と の 姿勢 も うか が える 。 も っ と も 、 ア リ の 
は い 出 る すき 間もなく 押し 寄 け る キー ボー ド 群 と すさ まじ い リ ズム ・ セ クシ ョ ン 
の 前 に は 、 何 を や っ て も ムダ と いう 気 も する が 。 ご て いね い に も 、「 ノ ー・ エ レク 
トリ ッ ク ・ ギ ター・ ア ンド ・ ド ラム ス ・ オ ー バ ー ダ プ 」 の た だ し 書き が ある 。 (ミワ ) 
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@ 
〇 Musea FGBG 4030.AR 
⑳ 


女性 ヴォ ー カ ル を 含む 5 人 編成 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ の デビ 
ュー 作品 。 現 在 の シン フォ 系 に あり が ちな ジェ ネ シ ス の 亜流 的 な 要素 が 薄 
く 、 結 構 、 個 性 的 で ある 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター の 独演 で 始ま っ た 後 は 、 重 
い 肥 囲 気 が 全体 を 支配 し て いき 、 緩 急 を 使い 分 け 、 ド ラマ チッ ク に 進行 し て 
いく 。 構 成 や メロ ディ 、 テ クニ ッ ク も 並 の 水準 で 、 新 人 と し て は グレ ー ド 感 が 
有る 。 問 題 は 女性 ヴォ ー カ ル の 質 で 、 下 手 で は な い の だ が 、 ど ちら か と 言う 
と メタ ル 系 の パフ ォ ー マ ンス で ある 。 ア ンジ ュ の オケ に HEART の ヴォ ー カ ル 
と 言っ て も よい よう な 感じ で 、 こ こ が 好 き 嫌 い の 分 れ 目 に な る の で は な い だ ろ 
うか ? ム ゼア の 他 の 作品 同様 に に 、 ジ ャ ケッ ト が 音 の 雰囲気 を 良く 現し て い 
る 。 (津田 ) 
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ナポリ の 超 マ イナ ー・ レ ー ベ ル 、 フ ォ ノ タイ プ ・ レ コー ド か ら 人 知れ ず 世 に 
送り 出さ れ て いた この 作品 は 、 種 々 多様 な 打楽器 類 の み に よ っ て 創り 上 げ 
られ た 非常 に ユニ ー ク で 独創 的 な も の で ある 。 ま る で 痢 の 淵 か ら 湧き 出 で る 
か の よう な イン トロ に 始ま り 、 魅 力 的 な メロ ディ ー に よる 美しく も 果敢 無い 小曲 
や 、 愛 惹 に 満ち た 女性 ヴォ ー カ ル 曲 (但し 英語 ) 等 を 交え 征 ら 深く 静か に 進 
行 し し アヴァ ン ギ ャ ルド な クラ イマ ックス を 迎え る この サウ ンド に は 、 正 に プロ 
グレ ッ シ ヴ と いう 形容 が 相応 し い 。 尚 、 素 晴らし い ジ ャ ケッ ト ・ ワ ー ク は 
OSANNA の Lino Vairetti。 (鈴木 伸一 ) 
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日 本 で は シン フォ ニッ ク フ ァ ン が 大 半 を 占め て いる プロ グレ 界 で は ある 
が 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク に 限っ て 言え ば そう で は な いよ う で ある 。 シ ン フ ォ 、 ジ ャ 
ズ ・ ロ ッ ク 、 へ ヴィ プロ グレ 、 ラ ヴ ・ ロ ッ ク 等 に 分 類 せ ず に イタ リア ン ・ ロ ッ ク と 
し て 愛 聴 し て いる ファ ン が 多い 。 さ て 、 こ の テオ レミ で ある が 、 そ の イタ リア ン ・ 
ロッ ク の 中 で へ ヴィ プロ グレ の 良質 な 1 枚 と し て 挙げ られ よう 。 よ く 「 海 外 で は 
高い ん だ けど ね 」 と 言 訳 が まし く 語 られ る こと の 多い へ ヴィ プロ グレ の 中 に 
あっ て 、 文 句 な く カ ッ コ いい 。 重 く 哀 区 を 帯び た ベー スラ イン 、 ド タバ タ ド ラム 
(イタ リア ン ・ ロ ッ ク 定 番 ) 、 う な る ギタ ー、 熱 歌い上げる ヴォ ー カ ル 。 ま さ に イ 
タリ アン ・ へ ヴィ ネス を 満喫 で きる 一 品 。 ( 六 井 ) 
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A. ヴ ェ ン デ ッ テ ィ と F. デ ・ グ レゴ リー が 在籍 し て いた イタ リア ン ・ プ ログ レッ 
シ ヴ 初 期 に 存在 し て いた グル ー プ 。 当 時 の 気運 か ら 、 シ ン セ サイ ザー る 効 
果 音 的 に 使用 し た り 、 前 衛 的 な アレ ンジ を 聴く (こと が で きる が 、 全 体 を 通し て 
感じ られ る も の は 、 歌 を 中 心 と し た トラ ディ ショ ナル な も の で 、 若 い 熱 を 帯び 
た よう な 感覚 が 非常 に 初 々 し さ を 伝え て くれ る 。P. リ ュ ネ ー ル と 同じ IT レー ベ 
ル 、 あ る い は ミレ ー の 美しい カヴァ ー か ら 、 典 型 的 な プロ グレ ッ シ ヴ ・ グ ルー 
プ の 音 を 想像 し た 方 に は 期待 は ずれ か も し れ な い が 、 カ ンタ トー レ ・ タ イプ の 
グル ー プ を 愛す る 方 々 に は 好 盤 で ある 。 イ タリ アン ・ ロ ッ ク の 春 に 製作 され 
た 1 枚 一 一 テオ リウ ス ・ カ ンプ ス の お そら < 唯一 の アル バム で ある 。 (山崎 ) 
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人 @PCC CS 0077 


魔 訂 不思議 な 作品 だ 。 暗 く 淀 ん だ 音 空間 は 正 に アヴァ ン ギ ャ ルド と 呼ぶ 
に 相応 し く 、 か の Ultima Spiaggia 同 様 架空 の サン トラ と で も 言え ば 良い の 
だ ろう か 。 叫 声 、 会 話 、 語 り 、 史 き 、 歌 それ ら に 絡む 音 群 は 、 メ ロディ ー も 単 な 
る 音 も 区 別 無く 配 さ れ 征 ら も 緊密 な 関連 を 保ち つつ 進行 する 。 悪 夢 の 如き 
音 の 戯れ 、 陰 謙 な 雰囲気 、 取 り 留 め の 無い 展開 は 好み を 分 け て し まう だ ろ 
う が 、 哀 基 た っ ぷり に 唄 わ れる トラ ッ ド 調 の B① や B 面 ラス ト は Nicoletta な る 
女性 ボー カル に 依る も の で 、 払 か な 色彩 と アク セン ト を 与え て いる 。 多 彩 な キ 
ー ボ ー ド を 操る Marcello Giombini を 中 心 に ギタ ー の Mario Molino 他 多 
数 の ミュ ー ジ シャ ン が 参加 し て いる 。 ミ ラノ の レー ベル PCC の リリ ー ス 。 

(鈴木 伸一 ) 
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トリ アー デ と は 英語 の トリ オ の こと で ある 。 い わ ゆ る エマ ー ソ ン ・ レ イク ・ ア ン 


ド ・ パ ー マ ー に 触発 され た キー ボー ド を 中 心 と し た トリ オ で ある の だ が 、 そ れ 


だ け で は すま せら れ な い 魅 力 を 備え 持っ て いる 。 テ クニ ッ ク 的 に は さして 聴く 
べき も の は な い の で ある が 、 全 体 を 支配 する と り と め の な い 有 雰囲気 は トリ ア 
ー デ 独自 の も の を 感じ させ る 。 ベ ー ス の 代わ り に チェ ロ を 使用 し て みた り 、 ギ 
ター や ピア ノ の ソロ を 随所 に ちり ば め た り し て いる が 、 キ ー ボ ー ド の 持つ イメ 
ー ジ は めずらし く 印 象 派 か ら の 影響 が ある こと も 特徴 と いえ よう 。 た だ 難 を い 
えば プロ デュ ー ス の 甘 さ が み ら れ 、 そ れ が 非常 に 残念 で ある 。 彼 等 の 残し 
た この 唯一 の アル バム は 金色 の ジャ ケッ ト に 包ま れ て いる 。 (山崎 ) 
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トリ ッ プ の 1st ア ル バ ム 。 多 少な り と も プロ グレ ッ シ ヴ な 方 向 を 志 し て の キ 
ー ボ ー ド ロッ ク と し て は 、 イ タリ ア で は 最初 期 の 作品 と 言え る 。 次 作 「Car- 
onte」 で は か な り 完 成 され た 演奏 を 聴か せ て いる が 、 本 作 は 構成 面 で も 若 
干 劣り 、60 年 代 の 古 め か し さ か ら 完 全 に 脱皮 し 切れ な いい プログレ? と し て 
は まさ に 手探り の 状態 で あっ た 。 そ れ で も オル ガン を 徹 庭 的 に フィ ー チ ャ ー 
し た 演奏 の 端々 に は 次 作 と 共通 する スタ イル が 伺え 、B① あ た り で は さり 気 
な く イ タリ ア ら し さ を ア ピー ル す る フレ ー ズ も 配 し て ある 。 ア ル バ ム 自体 の 完 
成 度 は と も か く と し て 、 バ ンド 自身 の 原点 と いう だ け で な く 、 イ タリ アン ・ プ ログ 
レッ シ ヴ ロ ッ ク 黄 金 時 代 の 夜明け を 告げ る 、 先 駆 的 な 作品 と の 位置 付け は 
許さ れる と 思う 。 (江田 ) 
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トリ ッ プ の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 メ ン バ ー は JOE VESCOVI( キ ー ボ ー ド ) 、 
WILLIAM GRAY( ギ ター) 、ARVID く 《WEGG》ANDERSEN (ベー ス ) 、PINO 
SINNOLE (ドラ ム ) の 4 人 で 、 う ちの ドラ ム ス の ピノ 以外 は イギリス 人 で あ 
る 。 曲 名 を 見 て いた た けれ ば お わか り と 思う が 、 ヘ ンド リッ クス を 愛す る へ ヴ 
ィ ー な ギタ ー ワ ー ク と 、 ジ ョ ー の キー ボー ド ワ ー ク の 織り 成す 変幻 自在 の サ 
ウン ド に 加え 、 様 々 な 効果 音 も 加え られ 、 見 事 な 内容 で ある 。 ス タ ジ オ ・ ア ッ 
プ ・ ダ ウン の 担当 する ジャ ケッ ト も 仲 々 の も の 。 こ の 後 、 ギ ター が 脱退 し 、 サ ー 
ド 「 ア トラ ンティー デ 」、 フ ォ ー ス 「 タ イム ・ オ プ ・ チ ェ ン ジ 」(TRIDENT 1002) と 
計 4 枚 の アル バム を 発表 し て 解散 し て し まう 。 (山崎 ) 
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トリ ッ プ の サー ド ・ ア ル バ ム 。 フ ァ ー ス ト 、 セ カン ドア ル バ ム まで は ギタ ー が 
加入 し て いた が 、 こ の アル バム より キー ボー ド ・ ト リオ ・ ス タイ ル に な る 。 翌 73 
年 に 4 枚 目 の アル バム 「Time Of Change」(Trident : TRI-1002) を 発表 
後 、 解 散 。 ド ラマ ー の フリ オ ・ キ リコ は アル ティ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ を 結成 する こ 
と に な る 。 本 アル バム は 幻 の 大 陸 ア トラ ン テ ィ ス を めぐ る トー タル ・ ア ル バ ム 
で あり 、 エ レビ と オル ガン と いう 地味 な 楽器 を 中 心 に 、 し か も ほとん ど ダ ビン 
グ も な し で (つま り そ の まま ライ ヴ 演 奏で きる よう に ) 創 ら れ て いて 、 そ うい う 事 
実 を 考慮 する な ら ば 、 な か な か の 力作 と いえ る 。 ア トラ ン テ ィ ス 大 陸 を 描い た 
変形 ジャ ケッ ト は 「UP & DOWN」 な る グル ー プ (クエ ラ ・ ペ ッ キ ア の 1st も 彼 
等 に よる ) の 手 に よる も の だ 。 (山崎 
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あの 超 テ ク 集団 、 ア ル テ ィ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ の ドラ マー、 フ リオ ・ キ リコ の 
在籍 し た パン ド と し て 知ら れ て いる トリ ッ プ の 4 作 目 に し て ラス ト ・ ア ル バ ム 。3 
作 目 の 「Atlantide」 と 並ん で 、 イ タリ アン ・ キ ー ボ ー ド ・ ト リオ (ELP ス タイ ル ) 
バン ド の 中 で も 人 気 の 高い トリ ッ プ の 最高 作 と し て マニ ア の 評価 も A ク ラス 
の アル バム 。Trident と いう マイ ナー・ レ ー ベ ル か ら 出 され た アル バム の た 

、 昔 は 入手 困難 で 、 常 に コレ クタ ー ズ ・ ア イ テ ム の トッ プ ・ ク ラス に あっ た 
本 作 は 、 内 容 的 に も 、20 分 の 大 作 に チャ レン ジ し た り 、 名 曲 「 コ ラー レ 」 も 含 
み 、 文 名 な し の 出来 と いえ る が 、 な ん と いっ て も アル ティ 以前 の キリ コ の ドラ ミ 
ング を 聴け る の が 最大 の 魅力 。CD 化 され 音 が 簡単 に 入手 出来 る 今 の ヒト 
は 幸福 / (高見 ) 


ULTIMA SPIAGGlA 

Ultima Smiaggia 
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に Me Spiaggia ZLUS 55181 


@ 





自動 車 事故 に 会 っ た 男 の 心臓 の 音 が 次 第 に 弦 ま り 、 停 止 し て し まう 。 男 
の 魂 は 肉体 を 離れ 、 地 獄 巡 り が 開始 され る 、 と いっ た スト ー リ ー の 元 に ウル 
ティ マ ・ ス ピア ッ ジ ア の 残し た 唯一 の アル バム は 展開 され て いく 。 構 成 力も 
テク ニッ ク も 高 水準 の 出来 で ある 。 グ レゴ リア 聖歌 や 、 ケ チャ 妹 り が ちり ば 
め ら れ 、 次 か ら 次 へ と 地獄 絵図 が 進行 する 。 全 体 の 展開 は ピン ク ・ フ ロイ ド 
の 「 狂 気 」 を 想わ せる が 、 曲 の 内 容 は 彼 等 の オリ ジ ナ リティ ー に あふ れ て い 
る 。 こ れ ま た 薄 気 味 の 悪い ブッ クレ ッ ト が 御 丁 寧 に 付 さ れ て いる 。 グ ルー プ 
名 は 「 究 極 の 浜辺 」 の 意 。 曲 名 は 「 生 へ の 望み 」、「 苦 し み の 理由 」、「 妖 術 と 
悪魔 の 歌 」 等 、 リ スナ ー に 地獄 を 見 せよ うと いう 意志 に 満ち て いる 。 (山崎 ) 








(THE) UNDERGROUND SET 
The Underground Set 
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〇 


@ 





THE UMDERGROUND SE 





見 と の と お り 、 サ イケ デリ ッ ク 色 濃厚 。 そ れ も け っ こう へ ヴィ 。 オ ル ガ ン て で 来 
る 。'70 年 の イタ リア で ロッ ク が どん な も の だ っ た か を 知る に は 、 フ ォ ル ムラ ・ ト 
レ の “Dies Irae” を 1 曲 聴 け ば わか る 。 ロ レン ツィ の 溜め に 溜め た まま 走っ て 
し まう あの 熱 の 吹き 溜まり の よう な ソロ と 、 破 れ か ぶれ の エン ディ ング が 、70 
年 だ 。 ア ンダ ー グ ラウ ンド ・ セ ッ ト も 、 と て も あそこ まで は 発散 で き て いな い に せ 
よ 、 方 向 性 は まっ た く 同 じ と 言っ て いい と 思う 。 ワ イル ド な ハモ ンド ・ オ ル ガ ン と 
ギタ ー・ ソ ロ の 突出 が 、 バ ラン ス の 悪い こと 極 ま り な く 荒 削り で 、 お まけ に 曲 ご 
と の ギャ ッ プ も 激しい 。B① を 始め 曲 を 選べ ば 出色 の 出来 だ が 、 で き そ こ な 
い の ア ル バ ム 内 容 だ 。 翌 '71 年 に は 「War In The Night Before」(Tickle 
TLPS 5002) を 発表 。 (松本 ) 





UNO 

Umo 
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74 年 に に - オ ザン の エリ オ ・ ダ ン ナ と ダニ ロ ・ ル ステ ィ チ を 中 心 に 作ら れ た 
セッ ショ ン ・ グ ルー プ 、 ウ ー ノ 。 ア ル バ ム は イタ リア と ドイ ツ で 発売 され た 。 イ タ 
リア 盤 は イタ リア 語 で 歌わ れ 、 ド イツ 語 は 全て 英語 で 歌わ れ て いる 。 ジ ャ ケッ 
ト デ ザ イン も 異な っ て いる の で 同じ グル ー プ の 同じ 作品 と は 思え な い ほ ど で 
ある 。 イ タリ ア ・ ロ ッ ク の 伝統 と 、 プ リティ ッシュ ・ ロ ッ ク の 残 光 に よる 化合 物 と 
し て 存在 し た 。 メ ロト ロン を 多用 し 、 効 果 的 な フル ー ト の 音色 が 哀 台 を さそ う 。 
オ ザ ン ナ の 4 枚 目 、「 ラ ンド スケ イプ ・ オ プ ・ ラ イフ (人 生 の 風景 )」 の プロ ト タ 
イプ と し て 作ら れ た の で あろ う が 、 そ れ 以 上 の 出来 に な っ て いる 。 し か し 、 こ こ 
で は 初期 オナ サザン ナ の 持つ 秘 教 的 夫 囲 気 は 全く な い 。 国 内 盤 発売 が 待た れ 
る の だ が 。 (宇田 川 ) 
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LU0V0 BI COLOMIBO 
Luovo 思 Colomho 
73 
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(⑳⑱) 

(W) 


OUTUMUMO り リリ 





この ルオ ヴォ ・ デ ィ ・ コ ロン ボ は 5 人 編成 の ダブ ル ・ キ ー ボ ー ド ・ バ ンド 。 
所 々 ギタ ー も 入っ て いる が 、 あ くま で 補助 的 な 演奏 に と ど ま っ て いる 。^A&R 
Suppoter' と クレ ジッ ト さ れ た リノ ・ チ ェ リ と いう 人 物 の 担当 楽器 が 明確 で 
は な い が 、 彼 と エン ゾ ・ ヴ ォ ル ピー ニ の 2 人 が キー ボー ダー で ある と 推測 され 
る 。 ピ アノ 、 オ ル ガ ン 、 シ ン セ サイ ザー、 ス トリ ング ス 等 の キー ボー ド 群 を メイ 
ン に 繰り 広げ られ る その サウ ンド は 当時 の イタ リア に あっ て も 決し て 目新し 
い 物 と は 言え な い が 、 こ の グル ー プ の 場合 リズ ム 隊 の 好 プ レイ の お か げ で 
作品 全体 が 引き 締まっ た も の と な り 、 他 の 同系 統 グ ルー プ の 作品 と 比べ て 
も 見 劣り し な い 出 来 と な っ て いる 。 個 性 に 欠け る 点 は 少々 残念 だ が 、 キ ー ボ 
ー ド ・ フ ァ ン に は 必聴 の 一 枚 だ ろう 。 ( 城 元 ) 





MT 
Homo 
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人 @Erre RRL 2013 
O 〇 


@ 





アド リア ー ノ ・ ト マッ シー ニ (ヴォ ー カ ル 、 ギ ター) 、 マ ウリ ツィ オ ・ ト マッ シー 
ニニ (ドラム) 、 フ ラン コ ・ タ ッ ラ リア (ベー ス 、 ピ アノ 、 フ ルー ト ) 、 ジ ャ ンカ ル ロ ・ グ 
ラニ エリ (キー ボー ド ) か ら 成る ウー・ テ ィ は '74 年 に この トー タル ・ ア ル バ ム を 
発表 し た 。 典 型 的 な ラヴ ・ ロ ッ ク 調 の ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト と 甘い 音色 の ギタ ー 
や アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター、 フ ルー ト 、 チ ェ ロ 、 チ ェ ン バ ロ な どの アコ ー ス ティ 
ッ ク 楽 器 に よる 繊細 な 響き を 折り 混ぜ た 演奏 は オー ケス トラ と 効果 音 を 交 
え 、 程 好 く 計算 され た 構成 と な っ て いる 。 全体 的 に 余裕 の ある 音 作り の た め 
か 気 負 っ た と ころ も な く 優 し しょ の ある サウ ンド と な っ て いる が 、 演 奏 面 に お いて 
取り 上 げ る ほど の 緊張 感 は な い 。 他 に も 1 枚 の アル バム が ある 。 (松本 ) 





UT 

La Strada Era Bella 
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信 Erre RRL 53001 

(9 


KO 





UT の セカ ンド アル バム で ある が 、 そ の 内 容 は 「Homo」 か ら の 数 曲 と シン 
グル と し て 発表 され た も の を 集め た 、 言 わ ちば ベス ト ア ル バ ム で ある 。 こ の グ 
ルー プ は プロ グレ ッ シ ヴ ロッ ク の エッ セン ス を 持っ た ポッ プス グル ー プ で 
自分 達 の 演奏 に オー ケス トラ を 重ね る と いう と て も オー ソ ド ッ クス か 形態 を と 
っ て いる 。 前 作 は トー タラ イズ され た 仕上 より に な っ て いた が 、 そ れ 以 降 の 作 
品 は シン グル 用 の 曲 で ある 為 か 知 か くす っ きり と 仕上 げ ら れ て いる 。 こ の 差 
以外 に グル ー プ の 方 向 性 、 サ ウン ド は 全く 変っ て お ら ま し た が っ て 、 こ の LP 
も 1 作品 と し て 聞い た 場合 に は 、 何 の 異 和 感 も な く 受 け 入れ られ る 。 特 に これ 
と いっ て 派手 な 部 分 は 見 つか ら な い が 愛 すべ き 好 作品 で ある 。 (土川 ) 


VENEGONI & 60. 
Rumore ROSS0 

MY4 

念 Cramps CRSLP 5503 
の 


@ 





2nd を リリ ー ス し た 後 、 ア ル テ ィ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ は 解散 状態 に な る が 、 こ 
れ を 受け ジジ ・ ヴ ェ ネ ゴー ニ が スタ ー ト させ た プロ ジェ クト 、 カ ン パ ニー の 1 
st。 全 体 的 に リラ ックス し た ムー ド を 感じ させ 、 硬 派 の アル ティ と 無理 に 結び 
つけ て 考え る より は 、 む し ろ 当 時 の クロ ス オ ー ヴ ァ ー/ フ ュー ジョ ン へ の 彼 な り 
の 返信 と 捉え た が 方 が 自然 な 、 こ の 路線 と し て は 仲 々 の 仕上 が り 様 だ 。 た 
だ 、 一 方 で て スニ ッ ク か つ エ キ セ ン トリ ッ ク な 要素 を 持ち 込ん だ 曲 で は か な り 
面白 い 成果 を 上 げ て お り 、 こ れ に 徹 す れ ば 相当 な 名 盤 に な か っ た の で は と い 
う 気 も する が ( 才 人 だ け に ) 。 後 期 ア レア 、 そ し て アル ティ を 経て の 彼ら の 誕 
生 は 、 そ の 周囲 に あっ て 過激 な 言動 を 増す ファ ン に 際 し て の それ ぞ れ の 化 
学 反応 と も 言え る 所 産 だ っ た 。 (山田 ) 








VENEGONI & 60 
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アル ティ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ の オリ ジ ナ ル ・ ギ ター リス ト で あり 、 曲 作り に お 
いて も 中 心 的 役割 た 果たし て いた ジジ ・ ヴ ェ ネ ゴー ニ は 2nd ア ル バ ム を 発 
表 後 グ ルー プ を 去り (3nd に お いて も 1 曲 の み ゲ スト 参加 し て いる ) 、 自 ら の 
バン ド 、 ヴ ェ ネ ゴー ニ ・ ア ンド ・ カ ン パ ニー を 結成 し た 。 本 作 は 彼ら の 
「Rumore Rosso<Cramps CRS LP 5503〉77 年 」 に 続く 第 2 弾 で ある 。 ア 
ル テ ィ エ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ が 一 買 し て ジャ スズ 的 要素 を 取り 入れ た 皿 張 感 に 
富ん だ ロッ ク を 演奏 し て いた の に 対し て 、 彼 ら の サウ ンド は より 多彩 で ゆとり 
を 持っ た も の と な っ て いる 。 曲 は 多少 ポッ プ で 一 部 民族 音楽 的 で ある が 、 ギ 
ター を 始め と し て キー ボー ド 、 ド ラム ス 、 ベ ー ス 等 の 演奏 は 非常 に テク ニカ 
ル で あり 、 全 体 の アン サン プル も 素晴らし い 。 (賀川 ) 





VENEGONI & 60 
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〇 Dynamo Sound DYN 8801 
@⑳ 





セカ ンド 以来 約 10 年 ぶり に 発表 きれ た ヴェ ネ ゴ ー ニ ・ ア ンド ・ カ ン パ ニー 
の サー ド ・ ア ル バ ム 。 グ ルー プ 再 結成 と いう こと も あっ て 、 ジ ジ ・ ヴ ェ ネ ゴー ニ 
以外 の 2 人 の メン バー(Key vo) は 無名 の ミュ ー ジ シャ ン で ある 。 こ の 頃 、 か 
つて の 同僚 フリ オ ・ キ リコ は フリ ー・ ミ ュー ジッ ク 的 な も の に 興味 を 持っ て いた 
が 、 ヴ ェ ネ ゴー ニニ は ニュ ー・ エ イジ 的 サウ ンド を 作り 出し て いる 。 シ ン セ ・ ベ ー 
ス と シン セ ・ ド ラム を 用 いた 音 作り は 明らか に 70 年 代 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ 
ッ ク と は 異な る が 、 時 の 流れ と と も に 変化 する シー ン に 対応 し た コン テ ポ ラ リ 
ー な も の だ っ た と 言え る 。 意 欲 を 感じ させ る 内 容 で は ある が 、 作 品 と し て は ま 

だ 未完 成 で あり 、 次 作 が 期待 され た が 本 作 の み で グル ー プ は 解散 し た 。 
(賀川 ) 
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Claudio Ambrosini を 中 心 に する ヴェ ネツ ィ ア 出身 の バン ド 。 こ れ が 唯 
ーー の アル バム に な る 。"71 年 と いう イタ リア ン ・ ロ ッ ク 初 期 の 興味 深い アル バ 
ム の 内 容 だ 。 作 曲 は 彼 自身 、 そ し て 彼 を メイ ン ・ ヴ ォ ー カ ル に 数 名 の 女性 コ 
ー ラ ス が つき 、perc、g、kbd、vib、fl 他 の 総じて バン ド 編 成 。 内 容 の 方 も 歌 
物 に カテ ゴ ラ イ ズ さ れき ら な いも の で 、 ヴ ィ ブ プラ フォー ン の 響き と アナ ログ な ら 
で は の オル ガン ・ ト ー ン が 曲想 を 左右 し た り 、 パ ー カ ッ シ ョ ン が 歌 物 ら し か ら 
ぬ 色 を 加え た り と 、 中 々 聴か せ て くれ る 。 ワ ウ を 多用 し た ギタ ー な ど 時 代 が か 
っ て いる 。 ジ ャ ケッ ト も 幻想 的 な ら 音 の 方 も C. ロ ッ キ や A. ソ レン ティ 辺り に 通 
じ る アウ ト サ イ ド な 空気 が 漂 よう 。 全 編 に 渡る 素人 臭い 女性 vo が 一 層 そ の 
効果 を 上 げ て いる 。 (松本 ) 





(IL) VOLO 
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〇 BMG Ariola ND 74682 
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元 フ ォ ル ムラ ・ ト レ の ラディ ウス (G) と ロレ ン ツ ィ (Key)| Giganti の 
「Terra in Bocca」 で 全曲 を 作曲 し て いた テン ペラ (Key) 72 年 に 素晴らし 
い ア ル バ ム を 発表 し た ダラ リオ (D) 元 力 マ レオ ン テ ィ の ラヴ ェ ッ ツイ 、 元 デ 
ュ エ ロ ・ マ ドレ の カレ ロ (B) 。 今 思い 返し て みて も イル ・ ヴ ォ ー ロ は スー パー グ 
ルー プ の 名 に ふさ わし い バ ンド だ っ た 。 強 く 触 れ た ら 壊 れ て し まい そう な と て 
も と て も 繊細 な 美しき さ に 満ち た 曲 を と て つも な い 程 の ダイ ナミ ズム の うねり の 
中 で 演奏 し て し まう 。 彼ら は そん な 希有 の 存在 だ っ た 。 イ ンタ ー ナ ショ ナル で 
の 成功 を 彼ら が 夢見 て いた 事 は 、 こ の 1st の ジャ ケッ ト に 痛い 程 表 われ て い 
る が 、 そ の 願い は か な わな か っ た 。 し か し ユー ロ ・ ロ ッ ク に 興味 を 持っ た 方 で 
あれ ば 一 度 は 通る べき 重要 な グル ー プ だ 。 ( 城 元 ) 





(IL) VOL0 
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〇 BMG Ariola ND 74119 
キン グ 





6 人 の 強者 ミュ ー ジ シャ ン に より 結成 され た イル ・ ヴ ォ ー ロ 。 こ の セカ ンド に 
於 いて その ボル テー ジ は 頂点 に 達する 。 制 し よう の な い 情 感 の 誕 流 、 信 じ 難 
い テ ンション の 持続 、 そ し て 各 パ ー ト が せめ ぎ あ い 高 め あ う 様 は 、 さ な が ら 軍 
を 広げ 今 ま さ に 飛び 立た ん と する 男 の 姿 に 似 て 轄 高 で ある 。 前 作 より 更に 
切り つめ られ た ボー カル ・ パ ー ト の 穴 を 埋め る よう に 、 ラ ディ ウス の ギタ ー が 
舞い 、 歌 う 。 他 の イタ リア 芸術 同様 、 美 の た だ 中 に 身 を 投じ て 顧み る こと の 
な い 民 族 の 血 は ここ に も 明らか で あろ う 。 彼 等 は 他 に ファ ウス ト * レ アー リ の 
アル バム 「 愛 の 物語 」 で バッ ク を 務め 、 耐 え 難 い 程 の 悲哀 を レア ー リ と と も 
に 紡ぎ 出し た 。 現 在 メ ン バ ー は ソロ 或いは セッ ショ ン ・ マ ン と し て イタ リア で は 
周知 の 存在 で ある 。 (古田 ) 


(LE) VOLPI BLU 

Tu, Piccola Bimba Mia 
75 

@Condor TV LP 050 





Le Volpi Blu は 、 ポ ッ プ 感覚 を 基調 と し て 親しみ 易い メロ ディ ー・ ラ イン と 
イタ リア 然 と し た ボー カル 及 び コ ー ラ ス 、 そ し て 華 詞 で 流 峠 な 演奏 を 得意 と 
する グル ー プ 。774 年 の 「Un Amore Per Noia/| Will Beg」 と 75 年 の 「Tu 
Piccola Bimba Mia/L' Incoscienza」 の 両 シ ング ル 曲 を 含む この アル バ 
ム で は 、 そ うし た 彼 等 の 魅力 を 存 分 に 楽し め る 。 特 に `| Will Beg? を 除く シ 
ング ル 曲 と 、 夢 幻 の 色彩 を 漂わ す キ ー ボ ー ド 群 に 生 ギ ター、 コ ー ラ ス の 絡 
む 唯 一 の イン スト 曲 ^Storia” は 出色 の 出来 で 、 凡 百 の ポッ プ ・ グ ルー プ と 
は 一 線 を 画 し た 、 オ リ ジ ナ リティ ー を 有 し た グル ー プ で ある 。 尚 、 こ の 後 
Golden Record へ と 移籍 し 何 枚 か の シン グル を 発表 し て いる 。 

(鈴木 伸一 ) 
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この 4 人 組 の トラ ッ ド ・ グ ルー プ が 聞か せる 音 は 紛れ も な く ケ ルト の 音 で あ 
り 、 恐 らく ケル ト 系 イタ リア 人 に よっ て 結成 され た バン ド と 推測 され る 。 一 聴 は 
決し て 派手 な 斉 で は な い が 、 ト ラッ ド と オリ ジ ナ ル を 巧み に つなぎ 合わ せ て 
組曲 風 に 作り 替え て し まっ て いて 、 単 な る 伝承 歌 の 再現 に は 終わ っ て いな 
い 。 実 は か な り の 独創 性 を 持っ て いる グル ー プ で ある 。 イ ン サ ー ト を 見 る と 、 
妖精 や 魔物 を テー マ に し た スト ー リ ー に 基づい た 構成 と な っ て いる 模様 。 た 
し か に 随所 に 妖精 が 飛び 交 っ て いる 。 ケ ル テ ィ ッ ク ・ ハ ー プ 、 バ グ パ イプ 、 ギ 
ター、 女 性 ボー カル 兼 ヴ ァ イ オ リン と いう 編成 だ が 、 そ の 紅 一 点 の 高齢 ぶり 
に は 驚い て し まう 。 現 在 ま で に すでに 数 枚 の 作品 を 残し て いる と の 事 で 、 最 
近 新作 も 出 て いる 。 (川辺 ) 





ZAUBER 
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〇 Vinyl Magic VM 100 
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トリ ノ の Gigi Venegoni の スタ ジオ で 録音 され た この レコ ー ド 、 女 性 2 人 を 
含む 5 人 組 に よっ て 作ら れ た 。 自 主 製作 らし く 音 質 は 悪く 、 サ ウン ド 的 に も 緊 
張 感 に 欠け 、 女 性 ヴォ ー カ ル も 素人 臭く 、 第 一 級 ク ラス の も の と 比較 する と 
か な り 聴 き 劣 り が する 。 そ れ で も 、 ク ラ シ カ ル ・ ロ ッ ク と 呼ぶ に ふさ わし い 内容 
を 持っ て お り 、 こ の 手 の 音 が 好き な 人 に は 好意 的 に 受け 取ら れ よ う 。 と に か 
く 、 の っ け か ら オ ル ガ ン 、 ピ アノ 、 シ ン セ が た た みか け て 来る の だ か ら 、 多 少 
不満 が あっ て も 大 目 に 見 よう 。 そ の 他 、 フ ルー ト 、 チ ェ ロ 、 ギ ター と いっ た 楽器 
も 効果 的 に 使用 され 奥行 の ある 音 作り が な され て いる 。 彼 ら は 80 年 代 に は 
いっ て も 他 の 仲間 た ちと 連名 アル バム を 作っ て お り 、 ニ ュー・ ウ ェ ー ヴ が か 
っ た ラヴ ・ ロ ッ ク に 取り くん で いる 。 ヴォー カル の 女性 も か な り 上 手 に な っ て 
一 安心 。 (吉瀬) 
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ファ ー ス ト か ら 13 年 の 時 を 経て リリ ー ス され た セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 メ ン バ 
ー は 格段 に うま く な っ た LILIANA BORDINI 嬢 と 全て の 曲 を 書い て いる 
MAURO CAVAGLIATO を 残し 、 後 は チェ ンジ し て 4 人 編成 に な が っ て いる 。 ロ 
ジャ ー・ デ ィ ー ン を 思わ せる よう な 色彩 の 綺麗 な ジャ ケッ ト に 包ま れ た 一 枚 
だ が 、 こ の ジャ ケッ ト の 世界 に 似 た クラ シカ ル で 、 美 し く 甘 美 な 世界 を 聴か 
せ て くれ る 。 前 作 の よう な プロ デュ ー ス 不足 の 部 分 も 無く 、 く グレード の 高い シ 
ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク を 奏で て いる 。 泣 き の メ ロディ と 哀 感 の ある ビア ノ 、 ギ ター 
が 織り 成す 世界 は けっ し て 古 さ を 感じ させ る よう な 物 で は な く 、 ニ ュー・ ジ ェ ネ 
レー ショ ン の 一 端 を 担う も の で ある 。 欲 を 言え ば 、 ス ネ ア の 音 が 3 枚 落 ち 。 

(津田 ) 


ZAUBER 
Ph0enmix 
"92 


人 @ 
〇 Drums EDC 2256 
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「EST」 に 続い て 発表 され た この アル バム は 、 未 発表 曲 7 曲 と 新曲 を 合わ 
せ た 物 で ある 。「IL SOGN0」 と 「EST」 の 間 に 「GENTLE」 と いう カセ ッ ト 作 
品 が 存在 する の だ が 、 そ れ と も 曲 は 重 な ら な いよ うだ 。 未 発表 曲 の 方 は 、 
1978 年 ぐら い の 4 ト ラッ ク に ダビ ング を 施し た も の で 、 シ ン セ サイ ザー の 音 や 
使い 方 に 時 代 を 感じ る が 、 逆 に ノスタルジック な 快感 を 呼び 起こ す 物 で も あ 
る 。 そ れ に し て も 楽曲 、 ア レン ジ 、 演 奏 な ど 、 申 し 分 無く 、 い まい ち 知る 人 が 少 
な い ア ル バ ム な の が 非常 に ちっ た いな い 。 オ ル ガ ン や アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ タ 
ー、 ム ー グ を 散り ば め た サウ ンド は クラ シカ ル ・ ロ ッ ク の 見 本 の よう だ し 、 構 
成 も あま く な い 。 こ れ で 更に 、 ヴ ォ ー カ ル に 繊細 さ が プ ラス し て くれ ば 、 一 級 品 
で ある 。 (津田 ) 





V.A 
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CBS 系 の アー ティ スト が 775 年 に 一 堂 に 会 し た ライ ヴ 。 題 し て 「 夏 の コン チ 
ェ ル ト 」。 マ ル チ ェ ッ ラ 、 ベ ル テ 、 ジ ャ コ ベ 等 、 気 に な る アー ティ スト が 参加 し て 
いる が 、 何 と いっ て も B① の チコ の 「Notte」 と B 面 の BBF と いう 謎 の グル ー 
プ が 本 命 。 こ の BBF と いう グル ー プ は イル ・ ヴ ォ ー ロ の メン バー か 、 彼 等 の 
内 の 何人 か が いる グル ー プ と 言わ れ て いて 、 何 と イル ・ ヴ ォ ー ロ の ファ ー ス ト 
の A③ を 女性 スキ ャ ッ ト 入り で 演奏 し て いる 。 後 半 に は あの 独特 の キー ボー 
ド ・ ソ ロ も 入る 。 も し も 噂 が 本 当 な ら ば 、 彼 等 の ライ ヴ を 聴く こと の で きる 、 た っ 
た 一 つの アル バム な の で ある 。 マ ル チ ェ ラ も いい よ 。 (山崎 ) 


V.A. 
Fafmir 
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精力 的 に シン フォ ニッ ク 系 の アル バム を リリ ー ス し て いる ミラ ノ の カリ フォ 
ニア ・ レ ー ベ ル か ら リ リー ス さ れ た コン ピ レ イ ショ ン ・ ア ル バ ム 。 こ れ は 12 バ ン 
ド の 曲 が 収 録 さ = れ て お り 、 内 11 バ ンド は イタ リア の グル ー プ 。 残 り の 1 バン ド 
は ポー ラン ド の コラ ー ジ ュ で ある 。 全 て アル バム 未収 録 曲 で あり 、 デ ウス ・ エ 
クス ・ マ ッ キ ー ナ 、 元 プロ セッ ショ ン の マル チェ ロ ・ カ プラ 、 フ ァ ン シー・ フ ルイ 
ド あ た り は ファ ン の 注目 する と ころ だ ろう 。 コ ン セ プ ト ・ コ ン ピ レ ーション らし く 、 
どの グル ー プ の 曲 も シア トリ カル な イメ ー ジ の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 系 の 曲 
で あり 、 レ ー ベ ル の カラ ー を 強く 打ち 出し た 意欲 作 。 (山崎 ) 








V.A. 

1979 II Concerto 

0maggi0 A Demetrin Strat0s 
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@Cramps 5203001 
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79 年 6 月 14 日 、 病 身 の デ メト リオ を 励ま す た め の コン サー ト は 急速 、 彼 の 
追悼 コン サー ト と な っ た (13 日 逝去 、34 歳 ) 。35 の 出演 者 、6 万 人 を 超す 観衆 
を 集め た ライ ブ は 、 彼 が 音楽 界 に 与え た 影響 の 大 き さ を 表わす に 留まら 
ず 70 年 代 の イタ リア ン ロ ッ ク の 集大成 と し て 一 つの 時 代 の 終 駐 を 告げ た 。 
これ は その 2 枚 組 実況 録音 盤 で ある 。 ア レア の 残党 、 バ ンコ 、 プ ラン ドゥ アル 
ディ 、 ヴ ェ ネ ー ゴ ー ニ & Co、 カ ルナ シャ リア (M. パ ガー ニ の 1st ソ ロ の A① 
を 演奏 ) 等 、 錦 々 た る 顔 触れ が 並び 、 か な り 硬 派 の 内 容 で ある 。 主 を 失い 、 
微妙 な パラ ンス の アレ ア の 演奏 も 興味 深い 。 こ の ライ ブ の 後 、 イ タリ ア の み 
な ら ず 80 年代 の ロッ ク が どう いう 運命 を 辿っ た か 、 も う 一 度 思い 出し 、 何 故 
そう な っ た の か 問い か け て みる 必要 が ある 。 (須藤 ) 
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GO 





71 年 当時 の プロ グレ 系 新人 バン ド を 集め た サン プラ ー。9 バ ンド を 収 
録 。 デ リリ ウム は デビ ュー シン グル の A 面 の 曲 。 ク イン タ ・ フ ァ ッ チア は この 
後 少な く と も シン グル 4 枚 と LP1 枚 を 由 し た ラヴ ロッ ク よ り の バン ド 。 ジ ミーM. 
E.C も シン グル の A 面 (本 当 は B 面 の 方 が よい ) 、 テ ィ プ は 、 後 の 名 シン グル 
で 知ら れる ピエ ロ ・ モ ンタ ナー ロ と 組ん で の 曲 。 ク レル タイ プ の 泣き の オル ガ 
ン ロ ッ ク 。 殆 ど が ` プ ログ レ 直 前 ? と いっ た 感じ の 中 で ディ ブ と 共に 目玉 と 言 
える の が マッ キネ ・ ペ ル ・ ノ ニャ ー レ 。 シ ング ル で は AB 面 に 分 か れ て いた が 
ここ で は 8 分 の 大 曲 。 他 の 4 パンド は Valerio Valerisce Group, Le Mum- 
mie, GIi Aspidi, 1 Cliffters。 全 て の 曲 が シ ング ル で 聴け て し まう 可能 性 は 
ある が 名 コン ピ レ ー シ ョ ン と 言っ て いい だ ろう 。 (森下 ) 
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これ は 1976 年 6 月 26 日 /29 日 に ミラ ノ で 開催 され た 第 6 回 青年 プロ レタ リ 
アー ト ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル の 野外 ライ ヴ ・ ド キュ メン ト ・ ア ル バ ム だ 。 多 く の ミ ュ 
ー ジ シャ ン が 参加 し て お り 、 大 変 聴 応え が ある 。 ス テー ジ は シン プル な ロ 
ッ ク ・ シ ン ガ ー 達 の 演奏 で 幕 を 開け る が 、AGORA が 登場 する 辺り か ら 位 然 
面白 く な る 。 ト ラッ ド 系 の CANZONIERE DEL LAZIO の ワイ ルド な ステ ー ジ 
を 狭 ん で 、SENSATIONS' FIX、 ト ニ ・ エ スポ ジー ト ら が 続く 。 そ し て ハイ ライ 
ト は トリ で 登場 し た AREA。 彼 ら は 『Maledetti』 の ^Gerontocrazia” を 演奏 
し 、 圧 倒 的 な 実力 を 見 せつ ける 。 収録 さ も れ て いない が 、 こ の 集会 で は スト ラ ト 
ス の ソロ ・ ス テー ジ が 喝 来 を 浴び た と 言う 。 最 後 は AREA を 中 心 に R&B ジ 
ャ ム ・ セ ッ シ ョ ン 。 ま だ 熱い 時 代 だ っ た 。 (坂本 ) 
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TRIP、PATTY PRAVO を 始め 、JODY CLARK、MAL、PRIMITIVES、 
FOUR KENTS の 計 6 ア ー テ ィ ス ト を 収録 し た ロー マ 、 パ イ パ ー、 ク ラブ で の 
ライ ヴ 盤 。 と 言い た いと ころ だ が 、 実 際 に は ほとん どの 歓声 を 被せ た 凝 似 ラ 
イヴ だ と 思う 。 そ の 古臭い (わざ と らし い ) や り 方 も 、 プ ルー ス ・ ロ ッ ク や 純 性 
ポッ プス 、 ソ ウル ・ ミ ュー ジッ ク 等 が 並列 され る 収録 も 、 ミ ュー ジ シ ャ ン ・ ア ナ 
ウン ス も 、 何 も か も 時 代 が か っ て お り 、 モ ニュ メン タル な 意味 合い の 1 枚 に な 
っ て いる 。RCA と 契約 し た ば か り の トリ ッ プ 、 当 時 の RCA の 新人 アイ ドル 、 パ 
ティ ・ プ ラヴ ォ あ た り が 親しみ の ある と ころ か 。 ト リッ プ は シン グル に も な っ た 
^Incubi”、 そ し て ^Riflessioni'? が フュ ー チ ャ ー さ れ て いる 。 
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ジャ ケッ ト の 女 然 子 か らし て 行っ て いる 。 パ ティ ・ プ ラヴ ォ だ ろう か 。「 Piper 
2000」 と は 、 多 分 、 ロ ー マ の パイ パー・ ク ラブ か ら 取 られ た タイ トル だ ろう 。 他 
に も 同 レ ヒー ベル か ら 、 こ こ に 収録 され た ミュ ー ジ シャ ン 達 を 中 心 に し た ライ 
ヴ ・ コ ン ピ レ ーション 「Piper Pop Party」 と いう し ろ 物 も 出 て いる 。 本 作 の 方 
は 既 発 曲 の コン ピ レ ー シ ョ ン だ が 、'60 年 代 後半 の ビー ト / サ イケ デリ ッ ク の 
メッ カ で も あっ た パイ パー・ ク ラブ の 面影 を 伝え る 資料 と し て 挙げ て お きた 。 
収録 は トリップ 、 パ ティ ・ プ ラヴ ォ を メイ ン に キャ メル 等 。 ど れ も 思 っ きり 古 自 
い 。 純 粋 な ポッ プス や ソウ ル 系 、 プ ルー ス ・ ロ ッ ク だ っ た りす る 。 時 代 ま っ さか 
り の 内 容 だ 。 フ ロイ ド を 始め 多く の 他国 ミュ ー ジ シャ ン も 出演 し た 震源 地 か ら 
の 遺産 。 (松本 ) 
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Mellow Records の 未 発音 源 オ ム ニ バ ス ・ ア ル バ ム 。70 年 か ら '93 年 に 
至る 10 バ ンド 16 音 源 が 収録 さて れ て いる 。 そ の 資料 性 の 高 さ は 同 レ ー ベ ル の 
面目 躍如 た る と ころ 。 い か な る 手練 で 発掘 する の か 、 ク エラ ・ ベ ッ キ ア ・ ロ カ 
ンダ の デヴュー 以前 の 音源 や スウ ェ ー デ ン の ユニ コー ン の 未 発 曲 さ ら に は 
未 発 曲 よ り 何より 存在 自体 が 認知 きれ て いな か っ た バン ド な ど 、 驚 嘆 す べき 
ライ ン ナ ッ プ で ある 。 そ うい っ た 資料 性 を 抜き に し て も 、 出 来 の よい 曲 が 多 く 、 
一 聴 に は 値する 。 お そら く は レー ベル ・ サ ンプ ル 的 な 意味 合い も ある の だ ろ 
う 。 新 旧 、 有 名 無名 の パンド を お り ま ぜ 、 曲 も ライ ブ 、 ス タ ジ オ 録音 、 既 発 曲 
の アレ ンジ 違い な ど 、 音 源 形 態 の パリ エー ショ ン を 教示 する が の ご と き 内 容 
で ある 。 (Ep/) 
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デメ トリ オ ・ ス トラ スト 、 マ ウロ ・ バ ガー ニニ 、 パ オロ ・ ト ファ ー ニ (アレア の ギタ 
ー リ スト ) ら が 集まっ て ロッ クン ・ ロ ー ル を や る 。 ち ょ っ と 信じ 難い こと で は ある 
が 、 本 アル バム は 正しく 彼ら に よる ロッ クン ・ ロ ー ル 集 な の で ある 。 ス トラ トス 
は 「 ハ ウン ド ・ ド ッ ク 」 や アイ ・ キ ャ ント ・ ス トッ プ ・ ラ ヴィ ング ・ ユ ー」 等 の スタ ン 
ダー ド を 完全 に ロッ クン ・ ロ ー ラ ー と し て 歌っ て お り 、 ト ファ ー ニ ら も シン プル で 
乗り の 良い 演奏 で 彼 を 盛り 立て て いる 。 こ の よう な アル バム が 何故 作ら れ 
た は 不明 で ある が 、 各 メン バー は 伸 々 と 楽し を も うに プレ イ し て お り 、 ロ ッ ク ン ・ 
ロー ル も 彼ら の ルー ツ の 一 つ で ある こと が 分 る 。 時 折 登 場 す る スト ラ ト ス の フ 

ァ ル セッ ト ・ ヴ ォ イ ス や テク ニカ ル な 演奏 は や は り 彼ら な ら で は の も の 。 
(賀川 ) 
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仏 Musea レ ー ベ ル よ り 発 表 さ れ た シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の オム ニ バ ス 作 
品 。 世 界 7 カ国 の 俊英 バン ド が トー タル ・ コ ン セ プ ト に 基 い た 秀 曲 を 提供 し て 
いる 。 イ タリ ア を 代表 する の は エズ ラ ・ ウ ィ ン ス トン 。4 つ の パー ト か ら な る 7 分 
弱 の 組曲 が お さめ られ て いる 。 彼 ら は 2 作 目 『Ancient Afterroona に お い 
て 、 大 が か りな スト リン グ & プラ ス ・ セ クシ ョ ン を 投入 、 重 厚 華 故 な サウ ンド ・ 
アプ ロー チ に 挑戦 し て お り 、 当 然 、 そ の 後 の 動向 が 注目 され て いた の だ が 、 
本 作 収 録 曲 も 期待 に 違わ ぬ 出 来 で あっ た 。 コ ー ラ ス ・ ワ ー ク 、 フ ルー ト 、 オ ー 
ケス トレ ーション な ど 、 よ く 練 られ て メリ ハリ の ある 楽曲 。 な お 、 バ ンド は キー ボ 
ー ド 奏者 以外 流動 的 な よう で 、 本 作 収 録 曲 は G.FI. を 加え た トリ オ に 元 メ ン 
バー の Dr. で 演奏 。 (ミワ ) 
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la TRIDENT RECORDS annuncia 


il PRIM0 CONCERTO 
昌明 


の 形 め る 人 SW 人 ⑳ 交 


di DONELLA DEIL AIONACO 


Lunedi 20 maggio atTeatre Dglle Ati- Roma 
gl inviti-GRATHUITI- sono disponibiti presso la redazione di Ciao 2001 


il loro disco INTROSPEZIBNE sara in distribuzione da giugno 
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自ら 参加 し た フォ ルム ラ ・ ト レ 、 イ ル ・ ヴ ォ ー ロ 、 更 に は アレ ア の メン バー 
等 、 銀 々 た る ミュ ー ジ シャ ン を バッ ク に し た 、 や や プル ー ズ ィ な ソロ ・ デ ビュ ウ 
作 「Radius (Numero Uno ZSLN55133) 72」、 イ ル ・ ヴ ォ ー ロ を 解散 し 、 カ 
ンタ ウト ー レ と し て の 実質 的 スタ ー ト と な っ た 「Che Cosa Sei(CBS 81476) 
76」 に 続く アル ベル ト ・ ラ ディ ウス の 3rd。 ラ ディ ウス (g) 他 、 ト ゥ リオ ・ デ ・ ピ ス 
コ ポ (ds) 、 ス テ フ ァ ノ ・ プ ル ガ (key) ら に よる プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 面影 
を 残し た 演奏 は 巧み か つ 安 定 し て お り 、 カ ンタ ウト ー レ と し て 歌い 込む ラディ 
ウス を 見 事 に 盛り 上 げ て いる 。 ボ ー カ ル 及 び 演 奏 の 両側 面 に 聴き 所 を 持っ 
た 初期 の 代表 作 で ある 。 (賀川) 
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America GOoH-BVe 
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ラディ ウス 4 枚 目 の ソロ ・ ア ル バ ム で ある 。 オ リ ジ ナ ル ・ ジ ャ ケッ ト は 見 開き 
で 、 ラ ディ ウス の 上 顔 の 絵 の 上 に アニ メ で いう セル 画 が 重なり 、 顔 に アメ リカ 
の 国旗 が あし ら わ れ た 形 に な る と いう 凝っ た 作り に な っ て いる 。 前 作 で は IL 
VOLO に も 通じ る プロ グレ ッ シ ヴ な 展開 だ っ た が 、“NEL GHETTO” が 後に 
^DISCO MIX 12?(CGD 15379) と し て 発売 され た 事 か ら も 分 か る 通り リズ 
ム の 部 分 に 少々 ディ スコ っ ぽく て ポッ プ な 所 が 有り それ が 本 作 に 多大 な 影 
響 を 及ぼ し て いる 。 唄 も の と し て も 前 々 作 「CHE COSA SEI」 に 次 ぐ 力 作 だ 
と 思う し 、 ギ タリ スト で は な く カ ンタ ウト ー レ と し て 十分 に 優れ た アル バム だ と 
言い 切れ る だ ろう 。 本 作 か ら ^`POLIZIOTTO*、^COCCODRILLI BIAN- 
CHI/ ヾ PATRICIA” が `DISCO MIX 127(CGD 15008) と し て 発売 され 
了 (片山 ) 
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元 フ ォ ル ムラ ・ ト レ 、 イ ル ・ ヴ ォ ー ロ の ギタ リス ト 、 ア ルベル ト ・ ラ ディ ウス の 
「America Goodbye」 に 次 ぐ 通 算 5 枚 目 の ソロ 作品 。 最 も プロ グレ ッ シ ヴ な 
作品 と 言わ れれ ば 、「Carta Streccia」 だ ろう が 、 そ れ 以 後 の 作品 も 、 純 粋 
に カン タウ トー レ の 作品 と し て 評価 する な ら 、 独 特 の セン ス を 持っ た 素晴らし 
いも の だ と 断言 で きる 。 本 作 を 例 に と っ て も 、 冒 頭 の 南部 的 な メロ ディ ー、 ア 
コー ディ オン の 小 粋 な ソロ に 始ま っ て 、 終 始 生き 生き と し た 躍動 感 に 満ち て 
いる 。 こ の ヴォ ル テ イ ジ は 、 次 作 の 「Gente Di Dublino」 ま で 持続 され る が 、 
最新 作 「Elena e Gatto」 で は 、 多 少 抑揚 に 乏しい 感 が ある の が 残念 で あ 
る 。 彼 は セッ ショ ン ・ ギ タリ スト と し て も 一 流 の 腕 を 持つ 。 (山崎 
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「 ダ プリ ン の 人 々 」 と 題 さ れ た ラディ ウス 6 枚 目 の アル バム は CP80 の 奏 
で る 静か な イン トロ で 始ま る 。 こ の 一 曲目 の バラ ー ド 、~LOMBARDIA” は 陰 
鮮 な 雰囲気 の 曲 で ある が さび で は 突然 シン フォ ニッ ク に 盛り 上 が り ハ ー ド 
な 展開 を 見 せる 。 と ころ が この さび の 部 分 、 良 く 聞 く と CHICAGO の 770 年 の 
大 ヒッ ト 曲 「 長 い 夜 」 と 全く 同じ で あっ た 。770 年 代 後半 ディ スコ に 走っ た と も 
思え る 曲調 で ほとん ど ギ タリ スト らし か ら ぬ アル バム も 有 っ た 彼 だ が 、 他 の 
アー ティ スト の プロ デュ ー ス を し た り 、 パ ッ テ ィ アー ト の アル バム で は 必ず ギ 
ター で 参加 し た り と 活発 に 仕事 を こなし た 甲斐 が あっ た の か 、 本 作 で は バッ 
ティ アー ト 風 奇 奇怪 怪 で 大 人 向き の 良質 な ポッ プス を 披露 し て いる 。 本 作 
発表 後 、PANARECORD に 移籍 し た 。 (片山 ) 








:】 ALBERTO SOLFRINI 
馬 還 遇 唱 Aherto Salfrimi 


@PE-MI LPASF 20 


@ 





アル ベル ト ・ ノ ルフ リー ニ な る シン ガー の アル バム で ある 。 彼 に 関し て 詳し 
い 事 は 一 切 分 か ら な い が 、 歌 物 の 非常 に 良質 な サン プル と し て 取り 上 げ て 
みた 。 発 表 年 は 不明 で 、70 年 代 終 盤 と する 推測 も 根拠 に 乏しい 。 ジ ャ ケ の 
片隅 に 描か れ た リア ルト 橋 は B 面 ラス ト の 曲 "Vanezia『 の イメ ー ジ だ ろう 
か 。 叙 情 派 の シン ガー 達 と は 一 線 を 画す も の の 、 イ タリ ア の 土 の 香 が 漂っ 
て 来る 様 な 手作り の サウ ンド で 、 あ た か も 地中海 の 民 の 喜 怒 哀楽 を 歌い 上 
げ る が 如き 雰囲気 は ブラ ンド ゥ アル ディ の 愛 聴 者 あたり に は 支持 され そう 
だ 。 ム ー グ 等 キー ボー ド 類 も 取り 入れ て いる が 、 そ れ 程 前 に は 出 て 来 な い 。 
むし ろ 、 た ま に 顔 を 出す ヴァ イオ リン や 、 歌 心 を 大 切 に し た 説得 力 の ある 彼 
の 歌唱 が 心 に 染み る 。 (江田 ) 
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60 年 代 後半 か ら 息 の 長い 活動 で イタ リア の メジ ャ ー シ ー ン を リー ド し て 
来 た オ ル メ だ が 、 残 念 な が ら '82 年 に 発表 し た 「Venerdi」(DDD : ZPLDR 
-34145) が 最後 の オリ ジ ナ ル ア ル バム と な っ た 。 以 来 2 年 、 独 り 立 ち し た ヴ 
ォ ー カ リス ト 兼 ギタ リス ト の アル ド ・ タ リャ ピエ トラ は CGD 傘 下 の Holly レ ー ベ 
ル よ り 初 の ノロ アル バム を リリ ー ス し て いる 。「Venerdij」 で は ポッ プ な フレ ー 
ズ を 存 分 に 活用 し な が ら も 非常 に 印象 的 な 演奏 を 展開 し た が 本 作 で は 更 
に 一 歩 踏み 込み 、 完 全 な イン ター 指向 と な っ て いる 。 元 の メン バー は ドラ ム 
の ミキ ・ デ イ ・ ロ ッ シ が 参加 し て いる も の の カヴァ ー デ ザイ ン に も 象徴 され る 
様 に 、 オ ル メ カラ ー を 期待 し て 針 を 落と すこ と は 差し 控え た い 。 (江田 ) 
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人 知れ ず 自 主 制作 され た シン セ サ イ ザー 作品 。 し か し 、 完 成 度 は 低く 、 基 
本 的 な 音楽 の イデ ィ オ ム を 解 さ な い 人 間 が シン セ サ イ ザー を お も ちゃ 的 に 
プレ イ し た も の を LP 化 し た と いう 印象 で ある 。 当 然 、 演 奏 も プリ ミ テ ィ ヴ で 何 
も 意味 の な いも の だ 。 こ れ を 聴く と 、 そ の 昔 、 ジ ョ ー ジ ・ ハ リス ン が リリ ー ス し た 
シン セ サ イ ザー の ソロ 作品 を 想い 出 あの 作品 も シン セ サ イ ザー で は こん 
な 音 が 出 ます よ と いう 感じ の 作品 で 、 エ レク トロ ニク ス の 発展 の 中 の 過度 的 
な 作品 だ っ た 。 こ の 作品 も 、 今 、 聴 いて も 何 の 意 味 も な い 作品 で ある と 思う 。 

(山崎 ) 
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アレ ッ サ ンド ロ ・ ラ ヴィ な る アー ティ スト の 作品 。 参 加 メ ン バ ー に マウ ロ ・ パ 
ガー ニ ( 元 PFM) 、 ア レス ・ タ ヴォ ラッ ツィ ( 元 ア レア ) 、 リ ッ カ ルド ・ ザ ッ パ ( ソ 
リス ト ) 等 の クレ ジッ ト が ある 。 コ ンピュータ ー・ ミ ュー ジッ ク を ベー ス に し た 地 
中 海 音 楽 的 アプ ロー チ が 成 さ れ て お り 、 全 体 的 な 印象 は ニュ ー・ エ イジ 的 
な も の で ある 。 リ ズム が 緩慢 な の で 、 な ん と な く 聴 き 流し て し まい そう だ が 、 リ ッ 
カル ド ・ ザ ッ パ や マウ ロ ・ パ ガー ニ の 実践 し て きた サウ ンド の 一 部 が ここ で も 
聴く こと が で きる 。 (山崎 ) 
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オ パ ス ・ ア ヴァ ント ラ の リー ダー、 ア ルフ レッ ド ・ テ ィ ゾ ッ コ の ソロ ・ ア ル バ 
ム 。 同 じ Suono レ ー ベ ル の 2 番 は オ パ ス の 2nd`Lord Cromwell" で ある が 
数 曲 が 両 作 に 重複 し て 収録 され て いる 。 本 作 は 、Gruppo Italiano Di 
Danza Libera な る 舞踊 集団 の た め に 書き 下ろ され た バレ エ 音 楽 ら し い の 
だ が 、 彼 の 名 は ジャ ケ の 下 の 方 に 小 きく 記さ れ て いる だ け で 、 う っ か りす る と 
見 過ごし て し まい そう 。“Lord Cromwell" と の 重複 部 分 を 除け ば 、 サ ウン ド ・ 
コラ ー ジ ュ が 大 部 分 を 占め 、 そ の 凄まじ い 展 開 は オ パ ス ・ フ ァ ン で な く と も 思 
わ ず ゾ クリ と し て し まう が 、 そ の 過程 の 中 で 不 連続 的 に 現れ る 美しい フレ ー 
ズ が 更に 情 趣 を 盛り 上 げ て いる 。 な お 、 オ パス の メン バー の 他 に PFM の ジ 
ョ ル ジ ョ ・ ピ アッ ツァ が 参加 し て いる 。 (江田 ) 
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"80 年 代 の 後半 に な っ て 再び シー ン に 浮上 し た オ パ ス ・ ア ヴァ ント ラ の ア 
ルフ レッ ド ・ テ ィ ソ ッ コ だ が 、 新 た に ARTIS と いう レー ベル を 設立 し 、 そ の 第 
一 弾 と し て この ソロ ・ ア ル バ ム を リリ ー ス し た 。 こ の 作品 は '80 年 代 中 期 に 、 テ 
ィ ソ ノッ コ が 主 に テレ ビ 番 組 の 為 に 制作 し た 小品 を 1 枚 の アル バム に し た も 
の で 、 一 部 に パー カッ ショ ン が 加え られ て は いる が 、 全 編 、 彼 の ソロ ・ ピ アノ 
が 聴け る 。 ロ マン 派 か ら 近 、 現 代 の シリ アス ・ ミ ュー ジッ ク 的 な イメ ー ジ を 持 
つ 曲 を 基本 に し て お り 、 随 所 に 彼 が オバ パス ・ ア ヴァ ント ラ で みせ た ロマ ン テ ィ 
シズ ム を 感じ 6 る こと が で きる の で ある 。 バ ルト ー ク 、 ケ ー ジ 、 フ リー・ ジ ャ ズ 、 彼 
の ピア ノ に は 本 当 に 様々 な 影響 まう か が うこ と が で きる 。 (山崎 ) 
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72 年 (19 歳 当時 )Caria Bissi の 本 名 で サン レモ 音楽 祭 に 参加 し て いた 
彼女 。Alice Visconti と 改名 し て 初 の アル バム を 発表 し た の は 3 年 後 の こ と 
で ある 。 こ の 後 は Alice 名 義 で 次 々 と 作品 を リリ ー ス する 訳 で ある が 、 本 作 
の 内 容 は 、 人 気絶 頂 と な っ た '80 年 代 前 後 の ロ ッ ク 調 の 曲 作 り と は か な り の 
隔たり が ある 。 柔 ら か な 曲調 を 中 心 に スト リン グ ス を も 盛り 込ん だ 70 年 代 
中 期 の 作 と し て は 当然 予想 され る パタ ー ン の 歌 物 。 美 し くも 幻想 的 な カヴァ 
ー デ ザイ ン に 象徴 され た ソフ ト タ ッ チ の 仕上 げ で ある 。 内 ジャ ケ の 顔 写真 も 
薄 化 粧 で 何と な く 初 々 し い 。 後 に パッ ティ アー ト / ピ オ の 助力 を 得る 様 に な っ 
て 彼女 の 際立っ た 個性 が 浮き 彫り に な っ て 来る 訳 だ が 、 初 期 の 作品 に 秘 
め ら れ た 美的 感覚 を 軽々 に 捨て 去る こと は 許さ れ な い だ ろ う 。 (江田 ) 
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アリ ー チ ェ の 2nd。'75 年 の 1st か ら 3 年 目 、'78 年 の リリ ー ス 。 前 作 同様 、 ル 
カリ エッ ロ の プロ デュ ー ス 、 ダ ニー ロ ・ ヴ ァ オ ナ の オー ケス トレ イシ ョ ン で 、 ヴ 
ァ オ ナ は ピア ノ 、 ム ー グ 、 チ ェ ン バ パロ 、 ソ リー ナ 、 メ ロト ロン etc. と 多種 の キー 
ボー ド も 操っ て いる 。 音 の ほう は 、 前 作 同 様 パロ ッ ク 的 な 色彩 を 強く 残し な が 
ら も 、 徐 々 に 都会 的 に 変化 し て いく 過程 が 音 に 反映 し て お り 興 味 深い 。 初 
期 の イメ ー ジ が 感じ られ る の は 本 作 ま で だ 。3rd 以 降 、 都 会 的 イデ ィ オ ム と 
洗練 され た サウ ンド イメ ー ジ を 発展 させ 、 そ れ は !'85 年 の 「Gioielli Rubati」 
(盗ま れ た 宝石 ) に て 信じ 難い 完成 度 を 持っ て 完結 する 。 こ れ は パッ ティ ア 
ー ト の 曲 を 歌っ た も の で 、 ア レン ジ は カチ ャ パッ リャ で ある 。 (山崎 ) 
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"80 年 発表 の 「 カ ポ ノ ルド 」。 こ の 時 期 の 2、3 年 間 は アル バム の イメ ー ジ 
が 統一 され て お り 、 劇 的 な 変化 も な いか わり に ファ ン は アリ ー チ ェ 節 を 安心 
し て 聴け る 時 期 だ 。 彼 女 は 他 の 女性 シン ガー と は 異な り 、 自 ら 作詞 / 作 曲 す 
る こと も 多い 、 い わ ゆ る カン タウ トリ ー チ ェ で ある 。 こ の アル バム で も ほとん ど 
の 曲 を 自分 で 書い て いる 。 ア レン ジ は バッ ティ アー ト と ジュ スト ・ ピ オ の コン 
ビ 。 ど こと な く 摩 訂 不 思 議 な 新 感覚 の アレ ンジ は パッ ティ アー ト に よる も の 
だ 。 基 本 的 に アリ ー チ ェ の 歌声 を 全面 に お し 出し て いる も の の 、 こ の アレ ン 
ジ が 航 し 味 に な っ て いて 、 聴 け ば 聴く 程 に 味 の あ る サウ ンド と いえ る だ ろう 。 

(山崎 ) 
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ヒッ ト 曲 で ある `Per Elisa” を 含む アル バム 。 前 作 と 同じ 、 ア リー チェ が 作 
詞 / 作 曲 の ほとん ど を 行い 、 ア レン ジ を バッ ティ アー ト と ジュ スト ・ ピ オ が 行う 
と いう 布陣 で ある 。 ギ ター が ラディ ウス 、 ド ラム ス に は ワル ター・ カ ロー ニ 、 そ し 
て OBX、E.M.S 等 を 現代 感覚 で 弾 パ (キー ポー ダー は バッ ティ アー ト の アル 
バム で も を 大 活躍 し て いる フィ リッ ポ ・ デ スト リエ リ で ある 。 し か し 、 こ の 時 期 、 自 
ら も アー ティ スト と し て 大 活躍 し て いた パッ ティ アー ト だ が 、 ア リー チェ の 作品 
は 彼 の 関係 者 を 率 つ れ て 参加 し て いる の だ か ら 、 ア リー チェ に 対す る バッ テ 
ィ ア ー ト の 評価 も 並々 な ら ぬ も の で ある 。 (山崎 ) 
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この 作品 も アリ ー チ ェ の 作詞 / 作 曲 が 多く 、 前 作 と 比べ て それ 程 の 変化 
は な い 。 ア リー チェ の アル バム の クレ ジッ ト を みて いる と 、 い わ ゆ る プロ グレ ッ 
シ ヴ ・ ロ ッ ク 界 の アー ティ スト の 名 を 多く 見 られ る の も 楽し い 。 こ の 作品 で は 
^Laura Degli Speccci” が 作詞 / 作 曲 / ア レン ジ 共 、 エ ウジ ェ ニ オ ・ フ ィ ナ ル 
ディ が 書い て いる 。 又 、 そ の 人 脈 だ ろう が 、 ク ラウ ディ オ ・ パ スコ リ が 2 曲 程 サ 
ックス で 参加 し て いる 。 今 回 の 作品 で は パッ ティ アー ト の 曲 は 1 曲 し か 歌っ て 
いな い が 、 そ れ 程 の 変化 が な い の は チー ム ・ ワ ー ク が 良く と れ て いた 時 期 で 
も ある の だ ろう 。 (山崎 ) 
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EMI に 移籍 し 一 新 し た 感 は 、 そ の まま 続い て 、「Azimut」、 こ の アル バム 
へ 、 更 に 次 作 「Gioielli Rubati」 へ と 、 実 る 。 こ の 頃 の 、 イ タリ ア 情 緒 と 英 米 メ 
ジャ ー 並 み の エ ンジ ニア リン グ と の 結び 合い を し て アリ ー チ ェ は 、 イ タリ ア の 
トッ プ ・ ヴ ォ ー カ リス ト の 座 を 得る 。 そ の 上 昇 気運 さ 中 の 一 作 が この アル バ 
ム に な る 。 既 に 実力 は 十分 だ 。La Canzone Piu Bella” で の 低音 か ら 高 
音 ま で の この 人 な ら で は の 歌声 が 曲 中 の 余白 まで を も 熊 が すそ うい う 情 の 
ナン バー も アッ プ ・ テ ン ポ な ナン バー も 、 す っ きり と 通る 。 後 に 再 録音 され た 
^Notte A Roma” を 始め 、 洗 練 さ れ た ポッ プ ・ フ ィ ー リ ング の 中 に も 出来 の 
いい も の が 多い アル バム だ 。 イ タリ ア の 色 つ や が 洗練 され て いる 。 素 材 の 
美しき が 磨 れ た 。 (松本 ) 
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アリ ー チ ェ 名 義 の 7 作 目 に あたる 本 作 は 、 フ ラン コ ・ バ パッ ティ アー ト 選 りす 
ぐり の ナン バー を ロベルト ・ カ チャ パリ ャ が アレ ンジ し 、 彼 女 に 歌わ せ た も 
の 。 結 果 と し て 声 、 ル ックス を 含め た アリ ー チ ェ と キャ ラク ター を 最大 限 に 引 
き 出す 傑作 と な っ た 。1st の ` 不 思 議 の 国 を 卒業 し た 大 人 の アリ ス が 、 ふ と 
旅 に 出 、 夢 和 起 に ふけ る と いっ た 風情 で ある 。 パ バック は 生 の スト リン グ ス 、 ピ ア 
ノ 填 打ち 込み に よる 自動 演奏 と いう シン プル さ 。 そ れ だ け に バッ ティ アー ト の 
創り 出す メロ ディ ー、 最 小 に し て 最大 の 効果 を あげ る カチ ャ パリ ャ の アレ ン 
ジ の 池 え が 際立つ 。'80 年 代 イ タリ ア の 感性 を 象徴 する 1 枚 。A①②、B①、 
そし て 彼女 の 低音 が 幻惑 的 な B④ が 特に 絶品 で ある 。 (吉田 ) 
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8 作 目 。 前 作 「Gioielli Rubati」 の 出来 が アル バム ・ カ ヴァ ー を 含め て 素 
晴らし いも の だ っ た の で 、 当 時 、 次 作 に か ける 期待 と 不 安 に か られ た 事 を 想 
い 出 バッ ティ アー ト は 一 切 協力 し て お ら ず フィ ル ・ マ ン ザ ネ ラ と トニ ー・ レ 
ヴィ ン が 参加 し て いる の が 印象 的 。 前 作 で の バッ ティ アー ト の 曲 と ロ ベ ル 
ト ・ カ チャ パリ ャ の オー ケス トラ ・ ア レン ジ が 創り 出す 感性 の 光る 世界 に 較 
べ る と 確か に 見 劣り する も の の 、 比 較 的 シン プル な アン サン ブル を バッ ク に 
の び の びと 歌い 切る アリ ー チ ェ の 持ち 味 は 十分 に 堪能 で きる 。 フ ェ ア ラ イト 
を バッ ク に 印象 的 に 使用 し た 旧 B 面 が 特に お すす め 。 蛇 足 な が ら 、 一 曲 、 カ 
ミサ ー シ ャ が 曲 を 提供 し て いる 。 (山崎 ) 
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今回 は 自国 人 以外 の ゲス ト は 止め た よう で 、 又 、 オ ー ケ スト ラ の 使用 も な 
く 、 す っ きり と まとめ た 印象 で ある 。 ま ず 目 を ひく の が 、'83 年 の アル バム 
「Falsi Allarmi」 の 名 曲 ^Notte A Roma” を アレ ンジ を 変え 入れ 直し て い 
る の と 、 い わ ず と 知れ た ビー トル ズ の 曲 ^The Fool On The Hill” が 収録 し 
て ある こと で ある 。 前 者 は アレ ンジ ャ ー の 力量 の 差 が 出 て 、 以 前 の ほう が は 
る か に 良い 。 後 者 は リツ な くま と め あ げた 感じ で 、 仲 々 に 仕上 げ ら れ て いる 。 
他 の 曲 も 過去 に レコ ー ド 化し た 曲 で 占め られ て お り 、 ア リー チェ 独特 の 顔 に 
似合わ ぬ 低 い 声 を うま く 歌 い 込ま せ た 佳 曲 だ が 、 残 念 な の は バッ ク の 演奏 
が いさ さか 過 磨 な こと だ 。 フ ラン コ ・ メ ッ シ ー ナ の アレ ンジ は 、 パ ッ テ ィ アー ト 
に 及ば す と いっ た と ころ か 。 (山崎 ) 


ALICE 
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この アル バム は 曲 の セレ クト が ちょ っ と 変わ っ て いる 。 全 て の 曲 は エリ ッ 
ク ・ サ ティ 、 ガ プリ エル ・ フ ォ ー レ 、 モ ー リ ス ・ ラ ヴェ ル の クラ シッ ク の 作曲 家 
の も の で 、 そ れ を アレ ンジ し て 歌詞 を 付け た も の で ある 。 今 回 は 作詞 / 作 曲 と 
も アリ ー チ ェ の も の で は な く 、 又 、 歌 詞 は フラ ンス 語 で ある 。 バ パック は アリ ー チ 
ェ と ミケ ー レ ・ フ ェ ド リ ゴ ッ ティ の ピア ノ と キー ボー ド 類 が 基本 で 、 ゆ っ た り と し 
た 雰囲気 の 中 に アン ニュ イ な イメ ー ジ で 曲 を 進行 し て いく 。 流石 、 た だ の か 
わい 子 ちゃ ん 歌手 で は な い ア リー チェ の こと 、 コ ン セ プ ト に も こだわ り を 感じ 
る 。 新 し い 地 平 を 捜し て 暗中 模索 し て いる 風 に も と れる 。 (山崎 ) 





ALICE 
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東芝 EMI TOCP 6291 





ジャ ン セ ン 、 バ ルビ エリ の ジャ パン 組 を は じ め 、 ジ ョ ン ・ ハ ッ セ ル 、 更 に は ピ 
ー タ ー ハ ミル と いっ た イギリス の 豪華 ゲス ト 陣 の パッ ク ・ ア ッ プ を 得 て 製作 さ 
れ た 作品 。 広 が り の ある アン ビエ ント 風 の シ ン セ と 適度 な 土 臭 さ 、、 そ し て アリ 
ー チ ェ の 力強い ヴォ イス が 際どい 均衡 を 保ち 、 楽 曲 の 良さ も 手伝っ て 非常 
に 充実 し た 出来 と な っ て いる 。 何 か と 物議 を か も し が ちな フラ ンチ ェ ス コ ・ メ ッ 
シー ナ の アレ ンジ は ここ で も 彼女 の 属性 を 10096 引 き 出し て いる と は 言い 難 
い が ( 確 か に 一 部 の 曲 は 彼女 以外 の シン ガー で も 代用 が きく よう に 思わ れ 
る ) 、 そ れ を 差し 引い て も フィ ー メ イル 物 と し て は 文句 な し に 高 得点 を つけ ら 
れる 。 大 半 の 曲 が カ ミサ スカ の ペン に よる と いう 点 も 大 きい 。 ラ スト の ハミ ル と 
の デュ オ も 素 晴 し い 。 (内 田 ) 
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「| Sole Nella Pioggia」 と ほぼ 同様 の 手法 で 作ら れ て お り 、 居 残り の リ 
チャ ー ド ・ バ ルビ エリ 、 デ ィ ヴ ・ グ レゴ リー に 加え 、 元 ペン タン グル の ダニ ー・ 
トン プ ソ ン 、 そ し て カン タ ベ リ ー の 周辺 ミュ ー ジ シャ ン 、 ジ ャ ッ コ ら が 参加 。 そ 
の コネ クシ ョ ン の 広 さ に は 驚か され る 。 前 作 と ほぼ 同一 傾向 で ある が 、 ギ タ 
ー と ピア ノ に よる アコ ー ス ティ ッ ク な 音色 は より 耳 に 心地 良く 響く 。 長 年 彼女 
の 作品 に 親しん で きた リス ナー に は 抑制 気味 の メッ シー ナ の アレ ンジ に も 
どか し さ を 感じ る 向き も ある だ ろう が ( 難 を 言え ば 本 作 の 曲 の 大 半 は シン ガ 
ー が 「 ア リー チェ 」 で ある こと の 必然 性 が 希薄 だ ) 、 そ れ だ け 前 任 者 の フラ ン 
コ ・ バ ッ テ ィ アー ト の 才能 が あま り に 抜き ん 出 て いた と いう こと に な る 。 作 品 と 
し て の 出来 は 極め て 良質 で ある 。 (内 田 ) 








ti AMEDEOD MINGHl 
Amedeo Minghi 
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コチ ャ ン テ 、 バ リョ ー ニ と いっ た 若き カン タトゥ ー レ 達 が 、 よ り 和 柔軟 で 積極 
的 な アプ ロー チ に より 伝統 を 見 つめ 直し た の と 同様 に 、 こ の 作品 も 又 、 古 法 
と 同時 代 を 混在 させ 年 ら 、 本 質 的 な 美 を 追求 し た 好例 で ある 。Amedeo 
Minghi の 優し い 唄 声 を 包み 込む 豊か な オー ケス トレ ーション 、 花 を 添え る 
キー ボー ド 、 艶 や か な バイオ リン ・ ソ ロ 、 あ ら ゆ る 楽器 が 美しく 華やか で 、 生 命 
ある も の 全て を 心から 讃え て いる か の よう だ 。 尚 、 こ の 同 レ ー ベ ル よ り | 
Vianella と 共に 2nd`Homeide” を 発表 し て いる 。 (鈴木 伸一 ) 





AMEDEO MINGHl 
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73 年 0LP 以 降 で は '76 年 の ミア ・ マ ル テ ィ ー ニ と の デュ エッ ト 曲 が 良かっ 
た 。 ナ ナナ と し か 歌っ て な い が 。'80 年 前 後 の 作品 も 何 枚 か 聴い た が 、 中 途 
半端 な が ポッ プス と いう 印象 が 強かっ た 。 本 作 も 、 表 が 羽 の 生え た オー トバ 
イ 、 裏 が 本 人 の 似顔絵 と いう ジャ ケッ ト と 、'86 年 発表 で ある た め に あま り 期 
待 し て な か っ た 。 と ころ が 聴い て ビッ クリ 。 バ パック は 打ち 込み な の だ が 、 全 体 
に 夢見 る よう な イメ ー ジ が ある 。 こ れ は 彼 の 歌 心 と 淡い 音色 の キー ボー ド の 
せい だ ろう 。 ど の 曲 も 好き だ が A③・④・B(①・② は 歌 と オー ケス トレ ーション 
の 絡み が ドラ マチ ッ ク だ 。 中 で も A③)。 終 わっ た か と 思わ せ と い て 、 再 び キ ー 
ポ ボード が 入っ て 来る と ころ は 、 夢 の また 夢 、 と いう 感じ で 言葉 に な ら な い 感 動 
が 残る 。 (渡辺 一 己 ) 
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串 を 落と し て シェ イプ アッ プ し た ジャ ケッ ト を 見 て 、 や ば いと 思っ た 。 と ころ 
が …。 感 動 大 巨編 で あっ た 。 ロ ー ザ と いう 女性 に つい て 歌っ た トー タル 作 な 
の だ が 、 本 作 の キー ボー ド オ ー ケ スト レー ショ ン は すご い 。 究 極 と 言っ て も い 
い 。 ピ アノ で アル トゥ ー ロ ・ ス タル テッ リ が 参加 し て る 。① は 華麗 な ピア ノ か ら 
壮大 な キー ボー ド 、③ は その 名 も ロー ザ ボ レロ 、④ は 静 動 の 対比 が シン フォ 
ニッ ク 、7 分 を 超え る (⑥: も これ また シン フォ ニッ ク で 、 ア コー ステ ィ ッ クギ ター が 
哀 到 に 満ち た ⑦ へ と つなが る 。⑧ は ④ の ピア ノ ソ ロ 、②⑤⑨ も いい 曲 、 と た 
っ ぷり 45 分 間 お まかせ CD。 彼 は 宴 作 な が ら 現在 も 活躍 し て お り 、'80 年 以降 
の 作品 は 本 作 も 含め て 手 に 入り や すい と 思う の で 、 是 非 聴 いて みて 下さ い 。 

(渡辺 一 己 ) 
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謎 の 人 物 。 こ の まっ 赤 な ジャ ケッ ト を 見 る と 、 何 か 重大 な メッ セー ジ が ある 
よう に 思う の だ が 。 な る ほど 内 ジャ ケ の 写真 は 哲学 者 の よう だ 。 全 体 に 、 曲 
調 は 明る めで ほのぼの し た も の だ が 、 切 々 と 歌う の で か な り 哀 著 が ある 。 そ 
れ と バン ド 形 態 で 、 演 奏 も 重視 し て いる こと が わか る 。A①) な ど は 、 い わ ゆ る 
「 た た みか ける 」 展 開 が あり 、 お や っ と 思わ せる 。A 面 は 明る め の 曲 が 続く 。B 
②、③ が 、 曲 、 演 奏 か らい っ て も ベス トト ラッ ク 。B② の 切な げ な ボー カル と オ 
ー ケ スト ラ 、B③ の キー ボー ド が いい 。B④ の 終わ り に 冒頭 の メロ ディ ー が 
出 て 来る あたり 、 ト ー タ ル 作 の 感 も ある 。 そ うす る と 、 残 る B⑤) は エピ ロー グ 的 
な 曲 だ ろう か 。 そ れ ま で の 集大成 的 な 明る い 曲 で 、 ど こ か 大 団 円 の イメ ー ジ 
が ある 。 (渡辺 一 己 ) 
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アン ジェ ロ ・ プ ラン ドゥ アル ディ の デビ ュ ウ 作 。'74 年 と いう 時 期 も あっ て 、 
古く か ら 活 動 を 続け る シン ガー 達 と 上 比べ る と 、 と こ か 新しい 世代 の サウ ンド と 
いう 気 が す る 。 カ ン ツ ォ ー ネ に 根ざし た も の と は どこ か 視点 の 違う 新しい 息吹 
き で ある 。 ト ラディ ッ シ ョ ナル ・ ソ ング を 自分 流 に 消化 し て 、 孤 独 な トゥ ル ヴ ァ 
ドゥ ー ル の 視点 で 世界 を みつ め た 繊細 な サウ ンド は この ファ ー ス ト の 時 点 で 
確立 され て いる 。 後 の サウ ンド と 比べ る と 、 ア レン ジ が まだ すっ きり と まとめ ら 
れ て いな い 感 も ある が 、 全 体 の イメ ー ジ は すでに 往年 の ブラン ドゥ アル デイ 
その まま だ 。 こ うし て 今 、 振 り 返 っ て みる と 、 プ ラン ドゥ アル デイ は 唯一 無比 の 
スタ イル を 持つ カン タウ トー レ で あっ た し 、 今 も そう で ある と 思う 。 (山崎 ) 


ANGELO BRANDUARDI 
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75 年 リリ ー ス の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。~^ 月 "と 題 され た タイ トル や ジャ ケッ ト ・ 
ワー ク に プラ ンド ゥ アル ディ の 孤独 な イメ ー ジ が 明確 に 表現 され て いる 。 サ 
ウン ド の ほう も マウ リツ ィ オ ・ フ ァ ブ リツ ィ オ と プラ ンド ゥ アル ディ の コラ ボ レ イ 
ショ ン で 、 し っ と り し た 彼 独 特 の 作風 と し て 確立 され て いる 。 非 常に 繊細 で 夢 
みる よう に ファ ンタ ステ ィ ッ ク な か な 内容 で ある 。 こ の 作品 は '80 年 に 「Gullier,。La 
Luna E Altri Disegni」 と し て 曲 順 を か え 、 又 、 リ レコ ー デ ィング され て 広く 知 
られ る よう に な っ た 。 こ の リエ ディ ショ ン も 完成 され た サウ ンド で いい が 、 オ リ 
ジ ナ ル の 本 作 も 、 ど こ か 初期 の 初 々 し さ を 残し て 捨て 難い 出来 だ 。 (山崎 ) 
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'50 年 、 ミ ラノ 生ま れ 。 不 出世 の カン タウ トー レ の 一 人 。 74 年 の デビ ュー 以 
来 、 現 在 も 活動 を 続け る 。 こ の アル バム は そん な 彼 の マス ター ピー ス と な る , 
そし で 770 年 代 カ ンタ ウト ー レ 作 の 、 イ タリ ア を 代表 する 1 枚 と し て 折り 紙 つき 
で ある 。 実 際 は 以後 3 一 4 作 と も 同 傾向 、 同 レヴ ェ ル で は ある 。 こ の 頃 の 彼 は 
人 気 、 気 力 、 創 作 と も に 充実 し て お り 、 と り わ け マ ウリ ツィ オ ・ フ ァ プ リツ ィ オ 
(アレ ンジ ャ ー) と の コラ ボレー ショ ン に は 協調 を 上 回 る イタ リア 音楽 へ の 洞 
察 さ え 感 じ と れる 。 地 中 海 民族 音楽 の エッ セン ス を メル ヘン に 昇華 し 、 独 創 
的 で あり な が ら も ポ ピ ュ ラ リ ティ を 獲得 し た その 事 自 体 が 奇跡 的 だ 。 極 度 に 
ナイ ー ヴ で 温もり の ある 音楽 が 、 後 年 、M. エ ン デ と 結び つく の も 最も な 事 。 ヨ 
ー ロ ッ パ 各国 で 発売 され た 。 (松本 ) 
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77 年 に リリ ー ス され た 通算 4 枚 目 の アル バム 。 も ちろ ん 従来 通り 、 マ ウリ 
ツィ オ ・ フ ァ ブ リツ ィ オ の アレ ンジ で 、 ジ ジ ・ カ ペロ ッ ト 、 ロ ベル ト ・ プ レオ 、 ア ン 
ディ ・ ス ルディ 等 の 実力 派 ミ ュー ジ シ ャ ン 達 に よっ て サポ ー ト され て いる 作 
品 。 初 期 の 傑作 で ある 前 作 「Alla Fiera Dellest」 の 後 だ が 、 ヴ ォ ル テイ ジ 
は 少し も 落ち て は お ら ず プ ズ ー キ 等 の 民族 楽器 を 使用 し て いる 為 か 、 前 作 
より も さら に 民族 色 の 強い アル バム と な っ て いる 。 こ の アル バム に は 各 曲 ご 
と に 描か れ た 9 枚 の LP サ イズ の イラ スト が 付 さ れ て いて 、 こ れ を みな が ら 各 
曲 を 聴く の も 楽し い 。 正 に 現代 の トゥ ル ヴ ァ ド ー ル と いう に ふさ わし い 内 容 で 
内 省 的 で 繊細 な 作品 だ 。 (山崎 
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79 年 、 通 算 5 枚 目 の 作 品 。 前 作 La Pulce D'Acqua” で は 、 プ ラン ドゥ ア 
ルディ の 民族 音楽 へ の 興味 が や や スト レー ト に 反映 され て いた が 、2 年 後 
に 発表 さき れ た 本 作 で は 、 そ れ は 昇華 され た 形 で 楽曲 に 取り 込ま れ て お り 、 よ 
り 円 吾 し た 印象 を 受け る 。 彼 の 貧 欲 な 多種 の 音楽 へ の 興味 が 彼 自身 の 中 
で ま ざ り 合い 、 そ れ が 彼 自身 の 独自 性 と いう 幹 に つい た 葉 の よう に 、 よ り 自 
然 な 形 で 表現 され て いる の で ある 。 ア イス クリ ー ム を 食べ 残し て 遊び に 行く 
子供 達 を 描い た アル バム ・ カ ヴァ ー が 、 こ の 作品 の 印象 を と て も 象徴 し て い 
る よう に 思う 。「Alla Fiera DellEst」 を 初期 の 傑作 と する と 、 こ れ は 中 期 の 
頂点 に 位置 する も の だ と 思う 。 英 語 、 フ ラン ス 語 ヴァ ー ジ ョ ン も ある 。 (山崎 ) 
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3 作 目 の 大 ヒッ ト も あっ て か 、 以 後 も ヨー ロッ パ 各 国 盤 も 発売 され 、 大 編成 
の キャ ラヴ ァ ン を 組ん で 、 つ まり 大 規模 な ツア ー を か け て 、 そ の 名 を 不動 に し 
た プラ ンド ゥ アル ディ だ が 、 な ぜ か 2 作 目 が 焼き 直さ れ た 。 人 気絶 頂 を あて 
込ん で の マネ ー ジ ャ ー の 意向 か 、 あ る い は 2 作 目 に 不満 が あっ た の か 、 い ず 
れ に せよ 、 再 録音 と な っ た の が 本 作 で ある 。2 作 目 は タイ トル 「Luna」 の と お 
り 陰 っ た イメ ー ジ の 特徴 の ある アル バム だ っ た が 、 再 録音 され た 本 作 で 
は 、3 作 目 の 延長 に トー ン が 合わ され て いる 。 そ れ に し て も デリ ケー ト な 仕上 り 
で ある 。 夢 で 見 た も の 触れ た も の 唱 い だ も の を 音 に 紡ぎ 出す 作業 を 、 こ の 人 
は し て いる の で は な いか 、 な ど と 思っ て し まう 。 オ リ ジ ナ ル の 陰り は 止ん だ が 、 
また 一 つ 息 吹 が 吹き 込ま れ 再生 し た 。 (松本 ) 
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プラ ンド アル ディ が 最も 輝い て いた ポリ ドー ル 時 代 の 集大成 ライ ヴ 。 元 々 
は 3 枚 組 LP と し て リリ ー ス され 、 ボ ックス 仕様 に 写真 満載 の プッ クレ ッ ト が 付 
され て いた 。"78 一 79 年 に イタ リア を は じ め 、 ド イツ 、 ベ ルギー 等 で 行わ れ た 
コン サー ト の ハイ ライ ト ・ シ ー ン が 余す と ころ な く 収 録 さ れ て お り 、 マ ウリ ツィ 
オ ・ フ ァ プ リツ ィ オ 、 ジ ャ ン ニ ・ ダ ッ ラ リオ 、 ノ チェ ン ツ ィ 兄 弟 ら パン コ の 面々 が 
その 力量 に 恥じ ぬ 素 晴 し い プ レイ で 彼 の 独特 の 音 世界 を 見 事 に 盛り 立て 
て いる 。 土 臭 さ の 中 に 漂う えも 言わ れ ぬ 夢想 感 は 民族 音楽 に 免疫 の な い リ 
スナ ー に も し っ くり くる の で は な いか 。 ト ラッ ド の 「 民族 性 」 を 曲げ ぬ ま ま に ポ ピ 
ュ ラ ー 化 し 、 多 大 な 成功 を 収め た その 実績 は アラ ン ・ ス ティ ヴェ ル と 並び 称 
され る べき 偉大 な も の だ 。 (内 田 ) 
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"80 年 に 彼 の 集大成 と で も いう べき 3 枚 組 の ライ ヴ ・ ア ル バ ム を 発表 し た 
後 、 彼 の レギ ュ ラ ー・ ア ル バ パム と し て は 779 年 の 「Cogli La 一 」 か ら 2 年 振り の 
新作 が この アル バム だ 。 新 た な 地平 を 求め た の か 、 他 の 事情 か ら な の か は 
判然 と し な い が 、 そ れ ま で の アレ ンジ ャ ー で あっ た マウ リツ ィ オ ・ フ ォ ブ プリ ツィ 
オ か ら ポ ー ル ・ パ バッ クマ スタ ー へ と コン ビ が 変わ っ て いる 。 こ の 人為 、 イ タリ ア 的 
な サウ ンド か ら 、 も う 少 し 淡々 と し た イメ ー ジ へ と 変化 し て し まっ た 。 従 来 の フ 
ァ ン に と っ て は と どこ か も の 足り な い 感 が し た 作品 で 、 当 時 の 日 本 で の 評価 も 
余り か ん ば し く は な か っ た 。1 つ の スタ イル が 完成 し た 後 で 、 試 行 錯誤 の 時 
期 で あっ た の だ ろう 。 (山崎 ) 








ANGELO BRANDUARDI 
State Buoni Se Potete 
'83 

@Musiza 811 797-1 

0 


W 





'83 年 、「CERCANDO L'ORO」 と ほぼ 同時 期 に リリ ー ス され た サウ ンド ・ 
トラ ックス ・ ア ル バ ム 。 一 時 の 低迷 を 打ち 払う よう に プラ ンド ゥ アル ディ と マウ 
リツ ィ オ ・ フ ァ プ リツ ィ オ の コン ビ は 素晴らし い 歌 を この 時 期 、 創 り 続 け て いる 
が 、 こ の アル バム も サウ ンド ・ ト ラッ クス の イメ ー ジ を 打ち 破る 力作 で ある 。 こ 
こ で 彼 は 歌 と ギタ ー の 他 、 ヴ ァ イ オ リン 、 マ ンド リン 、 フ ルー ト etc 多芸 ぶり を 
発揮 し て いる 。 サ ウン ド 的 に は 従来 の ソロ ・ ア ル バ パム より 趣味 的 な 要素 が 強 
く 、 民 族 音 楽 色 も いつ に な く 強 く 感 じゃ が 、 そ れ が 良い 方 向 に むか っ て いる 
為 、 芸 術 作品 と し て の 完成 度 は 極め て 高い 。 詞 は 奥さん で ある ルイ ー ザ の 
も の が 3 曲 収録 され て いる 。 (山崎 ) 
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1983 年 に リリ ー ス され た アル バム 。 ポ ー ル ・ バ ッ ク マ スタ ー を 起用 し た 前 
作 が 不評 で あっ た だ け に 従来 通り 、 ア レン ジャ ー に マウ リツ ィ オ ・ フ ァ ブ リツ 
ィ オ を 迎え た この アル バム の 完成 度 の 高 さ は 嬉し く 、 後 期 の 作品 の 中 で は 
ーー つの 頂点 を 形成 する 作品 で ある 。 彼 が 大 々 的 に ヨー ロッ パ ・ ツ ァ ー を 行 
な っ た 最後 の アル バム で も ある 。 こ の 後 、'85 年 に リリ ー ス され た イー ツ の 詩 
に 曲 を つけ た 最新 作 で は 、 小 編成 で の 演奏 で 、 ツ ァ ー も 国内 だ け の も の で 
あっ た 。 彼 の ポリ シー が 一 徹 で ある だ け に 、 時 代 の 流れ の 外側 に 位置 し て 
し まっ た と いう こと で あろ うか 。 今 後 は サウ ンド ・ ト ラッ クス を 手がけ る 方 向 に 
進む よう だ 。 多 く の カ ンタ ウト ー レ 達 が アメ リカ 志向 に な っ て いる 今 、 彼 の アイ 
デン ティ ティ ー は 重要 で ある 。 (山崎 ) 














ANGELO BRANDUARMI 
Dieci Ballate Su Liriehe 世 
William Butler Yeats 

'86 

@Musiza 829 476 1 

OEMI 0777 7 80100 2 9 


@ 














この アル バム は 彼 の 作品 群 の 中 で も 極め て 内 省 的 な も の の 1 枚 だ 。'83 
年 前 後に は 多く の ゲス ト ・ ミ ュー ジ シ ャ ン を 迎え て 大 が か りな ヨー ロッ パ ・ ツ 
ァ ー を 行なっ た プラ ンド ゥ アル ディ だ が 、 こ の アル バム で は 僅か 4 人 と いう 最 
小 の 編成 で イタ リア 国内 だ け の ツァ ー を 行なっ て いた の が 記憶 に 残っ て い 
る 。 こ の アル バム は タイ トル の 示す 通り 、 イ ー ツ の 詩 に プラ ドゥ アル ディ が 曲 
を つけ た 12 の バラ ー ド が 収録 され て いる 。1 つ の 時 代 が 終わ っ た 後 で 、 い ま 
一 度 、 自 分 の 足もと を 見 つめ 直し た 作品 と いえ る 。 何 か 、 そ うい う 決 意 が ひし 
ひし と リス ナー に 伝わっ て くる 作品 だ 。 (山崎 ) 
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ミヒャエル ・ エ ン デ 原作 の 映画 「 モ モ 」 の サウ ンド ・ ト ラッ ク 盤 で ある 。 ブ プラ 
ン デ ッ ゥ アル ディ 通算 12 枚 目 の 、 サ ント ラ と し て は 「State Buoni Se Potete 
(Musiza811797-1) '83」 に 続く 作品 で ある 。 作 品 の 性 質 上 、 大 部 分 が イン 
スト 曲 で 、 そ の バラ エ テ ィ に 富ん だ 曲 作 りか ら は 彼 の 作曲 家 と し て の 非凡 な 
才能 が 肘 え る 。 ま た 、 ア ル バ ム 最後 の 曲 で は 彼 独特 の 透明 感 の ある リリ カ 
ル な ボー カル を 聴く こと も で きる 。 本 作品 か ら カ ンタ ウト ー レ と し て の ブラン デ 
ゥ アル ディ の 素晴らし さ を 知 る こと は 不可 能 で ある が 、 音 楽 と し て 傑出 し た 
存在 で ある こと を 示し た 異色 作 と 言え る 。 な お 、92 年 に リリ ー ス され た 彼 の サ 
ント ラ 集 「Musiche Da Film」 に 本 作 の 一 部 が 、 収 録 され た 。 (賀川 ) 
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プロ グレ ッ シ ヴ ・ サ イド で 昔 か ら 語ら れ て きた イタ リア ン ・ カ ンタ ウト ー レ の 
第 一 人 者 。 彼 の よう に 早く か ら 個 性 が 確立 され た アー ティ スト に は 駄作 は な 
いし 、 新 し いも の を 吸収 し て も 独自 の カラ ー に 染め て し まう の で 目新し さ は 少 
な く な る 。13 作 目 。 サ ント ラ 盤 。 大 半 が 演奏 の み で ある 。 も ちろ ん 全曲 彼 の 
作 。 地 中 海 民 族 音楽 色 を 溶け 込ま せ た サ ウン ド も 洗練 され 、 あ えて 民族 楽 
器 を 全面 に 出す な ど 、 持 ち 前 の サウ ンド 自体 を 意識 的 に 使い こなし て いる 
気 が す る 。 オ ー ケ スト ラ 曲 あり 、 ピ アノ 曲 あ り 、 偶 然 の 結果 と し て 、 ど こと な 〈 ポ 
ポル ・ ヴ ー の 音 の 響き に 似 た よう に 思え る 。 個 人 的 に は この 落ち 着き が 気 に 
入っ た が 、 多 少 印 象 が 薄い か も し れ な い 。 (松本 ) 


ANGELO BRANDUAR 
Pane E ROse 

*88 

Polydor 837386-1 


(@ 





甘く 情感 に 富ん だ ヴォ ー カ ル と トラ ッ ド の 香り が ほのか に 漂う きら ぴ び や か 
か つ 海 っ た 演奏 が 見 事 に 溶け 合っ た サウ ンド で カン タウ トー レ の 頂点 に 立 
ち 、 一 時 代 を 作っ た アン ジェ ロ ・ プ ラン ドゥ アル ディ 、「Cercando L'oro」 
(83 年 ) に 至る 多く の 作品 に その 輝かしい 軌跡 は は っ きり と 記録 され て いる 。 
その 後 3 年 間 、 新 作 が 発表 され な か っ た が 、 そ の 間 に 彼 の 音楽 スタ イル は 
変化 し た 。 パ ッ ク の 演奏 が シン プル に な り 、 彼 の ヴォ ー カ ル も より 内 省 的 な 
も の と な っ た 。 本 アル バム で は そう し た 傾向 が 更に 強まり 、 か つて の 作品 に 
見 られ た 叙情 性 が か な り 後 退 し 、 暗 く 多少 な り と も 力強い 印象 を 与え る 。 歌 
詩 の 内 容 も 重要 と 思わ れ 、 そ うし た 意味 で は 、 我 々 日 本 人 に と っ て は と っ つ 
き に くい 作品 と も 言え る 。 (賀川 ) 
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彼 の アル バム に は 三 つ の ター ニン グ ・ ポ イン ト が ある と 思う 。 出 生 の 3 作 
目 、 地 中 海 民 族 音 楽に た ぐっ た 自己 の ルー ツ と の 統合 、「Concerto」、 そ し 
て 更に 立ち 入っ て 深層 探究 へ の 関心 が イエ イツ に 至り 、 同 ベク トル で エン 
デ の 思想 背景 を も 恐らく 受け た だ ろう 「Momo」 に 成就 、 と つま り 彼 の 音楽 
に 強く あっ て 他 に あま りな いも の 、 そ れ は 彼 の 音楽 か ら 強 く 感 じ と れる 繊細 で 
香る 事 の 向こう に ある 夢見 の 趣向 に 何より よく 表れ て いる 。 彼 は 深層 心理 を 
分 析 す る 人 に 似 て 、 そ れ を 表現 する 才 分 と 関心 を 持っ て いる の だ と 思う 。 基 
本 的 に は 変っ て いな い 。 し か し 、 近 作 は か つて の 絹 の 光沢 の よう な 湯 が 薄れ 
た よう に 思う 。 何 か くす ん で いる 。 前 作 に 似 て 地味 な トー ン だ 。 (松本 ) 
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「Cercando L'oro」 以 降 、 ア ンジ ェ ロ ・ プ ラン ドゥ アル ディ の サウ ンド は や 
や 変化 し た 。「Cercando L'oro」 ま で の 作品 が 持っ て いた ファ ンタ ジッ ク な 
雰囲気 や 徐々 に 心 に 浸 み 入る よう な 、 し か し 決し て 尽き る こと の な い 叙 情 が 
あま り 感 じ ら れ な く な っ た 。 プ ラン ドゥ アル ディ 自身 の ヴォ ー カ ル ・ ス タイ ル は 
本 質 的 に 変化 し て いな い の で 、 や は り バ パッ ク の 演奏 に 問題 が あっ た の で は 
な いか 、 彼 の ナイ ー ヴ な ヴォ ー カ ル は アメ リカ 的 な 非常 に 明る い 演 奏 や 、 あ 
まり に シン プル な 演奏 と は 馴染 まず 控え めで や や 凝っ た 暗め の も の と ぴっ 
た りく る 。 久 々 の 新譜 で ある 本 アル バム で は 、 ヴ ィ ン チ ェ ・ テ ン ペ ラ の 協力 の 
も と 、 そ うし た 曲 を 何 曲 か 聴く こと が で きる 。 (賀川 ) 
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数 年 前 に レギ ュ ラー 入荷 の 予定 が あり オ パ ス ・ ア ヴァ ント ラ や ピエ ロ ・ ル 
ネー ル を 引き 合い に 出し た 宣伝 も 行わ れ 、 心 待ち に し て いた が 結局 入荷 せ 
まつ い に 先 頃 某 店 店 長 さ ん に 肉体 労 動 と 引換 で 譲っ て も ら っ た 。 ジ ャ ン 
ニ ・ ナ ザ ロ の 妹 と いう 説 は 、 彼 が CGD な の に 対し て 本 作 の ディ スト リ ビ ュ ー ト 
が リコ ルディ な の で 安易 な 理由 だ が 違う の で は な いか と 思う 。 や や オペ ラテ 
ィ ッ ク な ヴォ ー カ ル と 暗め の 愛 意 気 が そ うさ せる の だ ろう が オ パ ス や ピエ ロ 
と 比べ る の は 止め た い 。 バ ッ ク は それ に 徹し て あく まで 控え 目 、 室 内 楽 的 趣 
き は 薄い が 透明 感 の ある アコ ギ が よい 。 女 Tito Schipa Jr と 言う に は 深み 
に 欠け 、Armande Artai 程 強烈 過ぎ な い 、 一 風 変 わ っ た 上 出来 の ポッ プ 
ス 、 で あろ うか 。 肉体 労 動 の 価値 は 充分 あっ た が 。 (森下 ) 
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1952 年 ミラ ノ 生ま れ 。"70 年 代 に 大 活躍 し た 女優 く リ アン ジェ ラ ・ メ ラー ト 
の 妹 。73 年 の カン ツ ォ ニッ シマ と 774 年 の サン レモ 音楽 祭 出 場 し た 頃 が ピ 
ー ク で 、 そ の アイ ドル 性 の 強い 内 容 は 、74 年 の アル バム 「Domenica 
Mattina」(Ricordi SMRL6134) に 収め られ て いる 。 そ の 後 RCA に 移り 当 
アル バム を 発表 。 ア レン ジ は 前 作 と 変わ ら ず ジャ ン ニ ・ マ ッ ツ ァ が 担当 し た 
が 、 内 容 は か な り 変化 し て いる 。 自 作 の 曲 を 歌う よう に な っ た の が 主 な 原因 
で 、 カ ンタ ウト リー チェ と し て の 第 一 作 は ノスタルジック な 雰囲気 を 漂わ せ た 
意欲 的 な アル バム 。 ハ スキ ー な 声 も 生か され て いる 。 な お 、 同 じ RCA か ら は 
同 傾向 の アル バム と し て 彼女 の 先輩 アイ ドル に あたる ナー ダ の 「1930 
Domatore Delle Scimmie」(RCA TPL1-1157) が ある 。 

(HIRO TANAKA) 
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アン ナ ・ オ クサ と トロ ルス と の 関係 は 89 年 の アル バム 「TUTTI | BRIVIDI 
DEL MOND0」 に ヴィ ッ ト リ オ 、 ベ ッ レ ー ノ 、 ウ ー ザ イ の 3 人 が 作曲 、 コ ー ラ ス 
で 参加 し た 事 に 始ま り 、 こ の アル バム の プロ モー ショ ン ・ ツ アー を 収録 し た 
の が 本 作 で ある 。 ト ロ ル ス は !88 年 の 「AMICI」 以 来 ほ と ん ど と 解散 状態 に あ 
っ た が 、 こ の ツア ー に 上 記 3 人 に 加え て リッ キー・ ペ ベッ ロー ニ 、 ア ルド ・ デ ・ ス 
カル ツィ が 参加 、 ス テー ジ を 見 れ ば 恐らく 誰 も が NEW TROLLS CON 
ANNA OXA” に 見 えた に 違い な い 。 唄 われ る 曲 の ほとん ど は オク サ の ?88 年 
と 前 述 の '89 年 の アル バム の 中 か ら 選 曲 さ れ て いる が 、 何 と トロ ルス 自身 の 
曲 UNA MINIERA”、QUELLA CAREZZA DELLA SERA”、TO DIE 
TO SLEEP" 等 を 演 っ て いて 、 最 大 の 聞き 所 は や は びび CONCERTO 
GROSSO” だ ろう 。 (片山 ) 





ANTONIETTA LATERZA 
NADIA GABI 

川 le Sorelle Ritrovate 
(AuX Soeurs HetrouV66S) 
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クラ ンプ ス ・ レ ー ベ ル の 語ら れ ぬ 一 枚 、Anconietta Leterza と いう 女性 
シン ガー が 全て の 曲 を 書き 、 歌 う の を ライ ブ 録 音 し た も の 。 な ぜ 語 られ な か 
っ た か と いう 、 理 由 は 実に 簡単 な の だ 。 一 部 に Nadia Gabi と いう 歌手 が 入 
っ て デュ エッ ト に な る 以外 は 、 枯 れ た 声 の ギタ ー の 弾き 語り が 延々 と 続く だ 
け 。 お そら く 今回 の 集成 に 掲載 され た 全 作 品 の 中 で も 地味 さと いう 点 で は ト 
ッ プ で あろ う 。 そ の 歌手 の 筋金入り と で も 言う べき 内 面 の 強 切 さ に 感応 する 
こと が 出来 る か どう か が 運命 の 分 か れ 道 と か る 。 フ ェ ミ ニズム 関連 の イベ ン 
ト の 実況 録音 と 思わ れ 、 と いう こと は 、 ジ ャ ケッ ト 写 真 は や は り ナ ニ を 意味 し 
て いる の で あろ う 。 歌 も の 上 級 者 向き 。 (私 の 所 持 する 盤 は 仏語 表示 の フラ 
ンス 盤 で ま 誰か 伊 盤 知り ませ ん か ?) (川辺 ) 
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Armando Bertozzi な る ミュ ー ジ シャ ン の ソロ 名 義 だ が 、 実 質 的 に は 
Luciano Titi と の デュ オ 作 。 ド ラム と キー ボー ド に よる スタ ジオ ・ ラ イヴ 盤 に 
な る 。 担 当 楽 器 が クレ ジッ ト さ れ て いな い の で 、 ど ちら が ドラ ム 、 キ ー ボ ー ド 奏 
者 な の か 判ら な い 。 一 発 録 り と は 言え 曲 は 一 通り 作曲 され て いる 。 全 体 に ジ 
ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ タ ッ チ で は ある 。 た だ し 、 奏 者 二名 と いう こと で 手数 は 多く と も イ 
ンプ ロ ヴ ィ ゼ イシ ョ ン の 集中 力も 感じ られ な けれ ば 、 構 築 性 を 意図 し た 演奏 
に も 思え な い 。 な ん と も 雷 ぶら りん な 状態 の まま 続い て いく 。 そ の 少し 冗長 な 
流れ の 連続 が この アル バム の カラ ー に も な っ て いる 。 テ クニ カル か 演奏 も 多 
い が 常 に 稀 薄 だ 。 自 主 製作 な の か 水色 の カラ ー・ レ コー ド に な っ て いる 。 

(松本 ) 








ARTURO STALTERI 
Andre Sulla Luna 
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ビ ピエロ ・ リ ュ ネ ー ル の キー ボー ド 奏 者 、 ア ルト ゥ ー ロ 、 ス タル テッ リ の ソロ ア 
ル バ ム 。 ピ エロ ・ リ ュ ネ ー ル は 774 年 と 77 年 に アル バム を リリ ー ス し て いる 
が 、 こ れ は 779 年 の 作品 で ある 。 名 作 「 グ ドル ン 」 を あき ら か に 継承 し た サウ ン 
ドコ ラー ジュ が 展開 され て いる 。 ピ アノ や 様々 な 電子 キー ボー ド 群 、 そ し て リ 
コー ダー や シー ケン サー を 用 いて 彼 お と くい の 万 華 鏡 の よう な サウ ンド が と 
ころ せま し と か け 回 っ て 行く 。 彼 の た ぐい 稀 な セン ス に は 驚く ば か り で 、 お そら 
< 現在 の イタ リア ン ロ ッ ク ・ シ ー ン の 中 で 唯一 無比 の 存在 で は な か ろう か 。 
「 月 の 上 の アン ドレ 」 と いう 童話 的 な スト ー リ ー を 持つ トー タル ・ ア ル バ ム で 
ある 。 (山崎 ) 
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元 ピ エロ ・ リ ュ ネ ー ル の アル トゥ ー ロ ・ ス タル テッ リ は 、 グ ルー プ 解 散 後に 
IT に 1 枚 の ソロ を 発表 後 、 消 息 が と だ えて いた が 、 ク ラシック ・ ピ アノ を 学び 、 
音楽 に 対す る 自己 深化 の 旅 を 続け て いた の だ っ た 。 こ の 作品 は 彼 が イン ド 
へ と 旅行 し た 後に 、 そ の 印象 を 元 に 制作 し た ソロ 第 2 作 目 で 、 東 洋 的 な イメ 
ー ジ の ミニ マル 的 な ライ ン を 基 に 、 彼 独特 の キー ボー ド ・ ワ ー ク を ちり ば め て 
創 ら れ た 作品 。 フ ィ レ ン ツ ェ で 人 知れ ず 制 作 さ れ て いた も の が 、 後 に 、 レ コー 
ディ ング され た スタ ジオ の オー ナー が 中 心 と な っ て 創 ら れ た ^LYNX” レ ー 
ベル か ら リ リー ス さ れ た も の で ある 。 又 、 近 く 、 マ テリ アー リ ・ ノ ソノ ノーリ ・ レ ー ベ 
ル か ら CD 化 され る 予定 で ある 。 (山崎 ) 
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と っ くに クラ シッ ク ・ ピ アニ スト 専業 に な っ て いる か と 思わ れ て いた 頃 に 出 
た 三 作 目 。 一 応 、 ニ ュー エイ ジ と の 売り で 出さ れ た 。 実 際 音 処理 等 相応 の 
物 に な っ て いる と は 言え ソロ に な っ て か ら ( 元 々 ? ロ ッ ク 色 が 薄い 彼 だ か ら に 
し て 曲調 に 変化 と 言う 程 の 違い は 見 受け られ な い 。 ピ アノ を 中 心 に サン プ 
ラー 等 を 使用 する 他 、 ク ラリ ネッ ト 、 チ ェ ロ 、 ギ ター、 ド ラム ス が 曲 に よっ て 色 
を 付け る が 、 総 じ て ア コー ステ ィ ッ ク 系 の 印象 が 強い 。 そ う 言 っ た シチュ エー 
ショ ン だ か ら 独 特 の 夢見 心地 で ナル シス ティ ッ ク な 内 省 感 が 生き る の だ 
が 、 欲 を 言え ば 音 処理 の せい で BGM 方 向 に 若干 引き 摺 ら れる の が 不満 。 
も う 少 し 有機 的 な 音 造り の 方 が 似つか わし いと 思う が 、 と は 言え 好 作 。 フ ァ ン 
な ら 一 聴 を 。 (中 西 ) 





BEPPE PALOMBA 

A R0sa, A iovanni E Alle 
Atre.… 
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無名 シン ガー、 ベ ッ ペ ・ パ ロン バ の 作品 。 傍 ら に ペッ ト を 侍 ら せ 、 ベ ッ ド の 
上 で ゴロ 寝 を 決め 込む エル トン ・ ジ ョ ン み た いな 青年 が その 人 で ある 。 例 に 
よっ て 経歴 は 不詳 で ある が 、 事 情 通 の ファ ン な ら ク リム ゾン タイ プ の 物凄い 
プロ グレ ッ シ ヴ ロッ ク を 演 っ て いた と 言わ れる Buon Vecchio Charlie な る 
バン ド ( 近 年 CD 化 さ れ て 世に 出 た ) の メン バー2 人 が バッ クミ ュー ジ シ ャ ン 
と し て 参加 し て いる こと に 注目 する は ず だ 。 し か し 本 作 の 内 容 に 限っ て は 標 
準 的 な 歌 物 で ある 。ac ギ ター を バッ ク に し た 弾き 語り 的 な パー ト を 初め ピア 
ノ 、 チ ェ ン バ ロ 等 、 彼 自身 が 奏で る 音 を 中 心 に 緩やか な タッ チ で 仕上 げ ら 
れ て いる 。 こ れ に バイ オリ ン 、 チ ェ ロ が 静か に 絡み 雰囲気 作り も 上 々 、 時 に は 
陽気 な 地中海 音楽 に 早変わり する な ど 非 常に 親しみ 易い 作品 。 (江田 ) 


BILLY GRAY 
Feeling Gray ? 
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71 年 、 ト リッ プ は 彼ら の 最高 傑作 と され る 2nd ア ル バ ム ^Caronte” を 発 
表す る が 、 ギ タリ スト の ビリ ー・ グ レイ は 同 作 を 最後 に グル ー プ を 脱退 、 翌 
年 ポリ ドー ル よ り ソ ロア ル バ ム を リリ ー ス し て いる 。 ギタ リス ト の ソロ の た め 標 
準 的 な ロッ クサ ウン ド が 中 心 で プロ グレ 色 は 濃い が 、 曲 に よっ て は スト リン 
グ を 導入 、 シ ング ルカ ッ ト さ れ た トリ ッ プ の `Little Jenny" の 様 に ゆっ た り と 
し た 歌 で 聴か せる 佳 曲 も 見 られ る 。 ま た キー ボー ド を 絡め て の 泣き の メロ デ 
ィ ー も 適宜 盛り 込ま れ て いる 他 、B 面 ラス ト で は 凄まじ し い ば か り の ブ プルー スギ 
ター が うな り を 上 げ る な ど 多 少 の メリ ハリ は 認め られ る 。 全 曲 と も 彼 の ペン に 
よる も の で 、 グ ルー プ を 離れ 伸び 伸び し た タッ チ で の アル バム 作り で は ある 
が 、 歌 詞 が 英語 で ある こと を 含め イタ リア 的 色彩 は 薄い 。 (江田 ) 








開 晴 CARLO SILIOTTO 
Ondima 

79 

@Philips 6323 083 


い 


KO) 

















カル ロ ・ シ リオ ッ ト ー イ タリ アン ・ ロ ッ ク に 詳し い 人 な ら カ ルナ シャ リア 、 カ ン 
ツ ォ ニ エ ー レ ・ デ ル ・ ラ ツィ オ に 参加 し た ヴァ イオ リ ニ ス ト と し て 彼 の 名 を 記憶 
し て いる こと だ ろう 。 他 に ソロ が 出 て いる か どう か 不明 だ が 、 本 作 で は 両 バ ン 
ド の メン バー を 含む 16 人 の ゲス ト を 迎え 、 地 中 海 民謡 に 根差し た た お や か 
な 調べ で 水 の 精 オ ン デ ィ ー ヌ の 物語 を 奏で 上 げ る 。 彼 自身 が 弾く ヴァ イオ 
リン や 語り 掛け る 様 な ヴォ ー カ ル を 初め 、 ピ アノ 、 マ ンド リン 、 マ リン バ 、 各 種 
管楽器 等 を 駆使 し 、 美 し い ジ ャ ケッ ト や 内 袋 の イラ スト の イメ ー ジ その まま の 
甘く 切な い メ ロディ ー で 綴 ら れ て お り 、~ 民 族 音 楽に 拒否 反応 を 示す シン 
フォ ニッ ク 通 で も 十分 に 堪能 出来 る 素晴らし い 内 容 に な っ て いる 。 (江田 ) 





EATERINA CASELLI 
Caterina 6aselli 
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カテ リー ナ ・ カ セッ リ に は 計 7 枚 の オリ ジ ナ ル ・ リ リー ス の アル バム と 、 数 
えら れる 限り で 計 28 枚 の シン グル が ある 。 一 般 的 に は '60 年 代 の イメ ー ジ 
が 強く 、 し か も ビー ト ・ タ ッ チ の アイ ドル ・ シ ン ガ ー だ っ た 。 そ の 彼女 も 
「Primavera」 と いう イタ リア の ぶ ふくらみ ある 情感 に た けた アル バム を 製作 
する まで に 至る 。 こ れ は 3 枚 目 の アル バム に 当る も の だ が 、 ま た 録音 、 ア レン 
ジ と も 古 ぐ 60 年 代 を 色濃く 残し て いる 。 そ れ で も 何 曲 か に 大 人 び た 歌 声 を 聴 
か せ て くれ る 。 ビ ー ト ふう の 曲 も 、 ま た 、 曲 さえ 良けれ ば 、 と いっ た も の も ある 。 も 
と も と 余り 上 手 は な い 歌手 だ と は 思う が 、 低 い 声 の せい か 妙 に 気 怠 く 愛 想 
の な い 有 雰囲気 が あっ て 、 落 ち 着き の ある 曲 を 歌う と 大 人 び て 聴 こえ る 。 さ め 
た 哀 区 を 漂わ せる 点 で は 独特 の も の が ある 。 (松本 ) 
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'46 年 、 モ デー ナ 生 まれ 。'63 年 デビ ュー。 当 時 、 青 春期 を ロー マ の パイ パ 
ー・ ク ラブ で な らし た ビー ト 派 シン ガー。 金 髪 に 染め た ショ ー ト ・ カ ッ ト で も 有 
名 だ っ た 。 当 時 と し て は 垢抜け た ファ ショ ナブ ル か な 可 囲 気 が あ る 。 こ の アル 
バム は 26 歳 の 時 の 、 次 作 は 28 歳 の 時 の も の と いう こと に な る 。 タ イト ル は 前 
作 に 同じ だ が 、 内 容 、 歌 い 方 と も 落ち 着い て き て いて 、 わ ず か アル バム 指向 
に 傾い た か 。 そ れ で も 次 作 に は 至ら な い 。 基 本 的 に カヴァ ー 集 に な っ て お り 
知っ た 曲 が 並 らぶ 。 原 曲 は キャ ッ ト ・ ス ティ ー ヴ ンス 、 ユ ー ラ イア ・ ヒ ー プ 、 オ 
ー テ ィ ス ・ レ ディ ング 等 々 。 オ ー ケ スト ラ が 絡め ば し め た も の で ある 。 独 特 の 
投げ や り 気味 で 哀 惑 を お び た 歌 声 は 充分 に 聴け る ビート の 女王 ? と 云わ 
れ た 60 年 代 は 影 を ひそ め て いる 。 (松本 ) 


CATERINA CASELLI 
Primavera 
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カテ リー ナ ・ カ セッ リ は 、 カ ン ツ ォ ー ネ 畑 で 活躍 する 女 で ある 。 場 違い な 印 
象 を 受け る か も 知れ な い が こ の アル バム だ け は 特別 に 紹介 する 必要 が あ 
り そ う な の で ここ に 掲げ る こと に な っ た 。 プ リマ ヴェ ー ラ 「 春 」 を テー マ に 
する トー タル 的 な 色彩 が 濃く 、 壮 大 な オー ケス トラ を バッ ク に 切々 と 歌い 上 
げ る 彼女 の 歌声 は 、 ま る で イタ リア の 栄光 の 日 々 が さす ら う か の よう で も あ 
る 。 ジ ャ ケッ ト は ポッ ティ チェ ッ リ の 「 春 」 を あし ら っ た も の で 、 外 ジャ ケッ ト は モ 
ノ ・ ト ー ン で 、 そ し て 内 ジャ ケ は フル ・ カ ラー で 「 春 」 が 描か れ て いる 。 プ ー の 
「 パ ル シ フ ァ ル 」 を は る か に 上 回 る 感動 を 与え て くれ る こと を 確信 する 。'74 年 
一 一 往年 の イタ リア の 芽吹き を 感じ させ る 一 枚 で ある 。 (山崎 ) 
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LP 通 算 6 作 目 。 活 動 休 止 する 直前 の も の 。 タ イト ル は 「Primavera」 中 の 
ac-g が 一 際 響 く A⑤ か ら と られ て いる 。770 年 代 唯一 の オリ ジ ナ ル 編 集 盤 
で ある 。 全 12 曲 。 内 5 曲 は 「Primavera」 か ら 。 他 Seguila^“La Casa 
Degli Angeli^^E' Domenica Mattina “Nessuno Mi Puo Giudicare/ 
が シン グル か ら の 収録 。1 曲 は 4 作 目 か ら 。 そ し て 残り 2 曲 が この 編集 盤 の み 
に 収録 、 と いう 構成 に な っ て いる 。 初 期 の ビー ト ・ カ ン ツ ォ ー ネ 時 代 か ら か な り 
「Primaverajic に な っ た `La Casa 一 人 ^Domenica 一 ? は デリ ケー ト な 面 
が 出 た 佳 曲 。 を そし て や は り 前 半 そ の 5 曲 が よ く 響 く 。 曲 を 追う ご と に 染まり 
^Noi Lontani, Noi Vicini^ に 至り イタ リア へ 放 た れる あの アル バム を も う 
何 度 聴い た こと か 。 (松本 ) 
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カテ リー ナ ・ カ セッ リ は 、'75 年 アル バム 「UNA GRANDE EMOZIONE」 
を 発売 後 歌手 と し て の 活動 を 停止 し 、CGD 社 長 の 御 曹 子 と 結婚 、AS- 
COLTO・LABEL を 設立 し MAURO_ PAGANI や PEPE MAINA と いっ た 有 和 能 
な アー ティ スト の 発掘 を 始め る 等 、 話 題 だ け の 存在 と な っ て いた 。'83 年 に 
DARIO BALDAN BEMBO と の デュ エッ ト 「AMICO E」 が 有る が 、 本 作 が 正 
式 な 復帰 作 だ と 言え る 。^ サ ン レモ 音楽 奈 90” 参 加 曲 の BISOGNEREBBE 
NON PENSARE CHE A TE" を 含む この アル バム 、ARRANGE が MAUR- 
IZIO FABRIZIO で 、DAVID PATON、CLEM CLEMPSON と いっ た 英国 勢 
も 参加 し て 中 々 極上 の サン レモ 風 ポ ッ プ ス を 全く 衰え を 感じ ょ させ ない 歌 唱 
力 で 聞か せ て くれ る 。 本 作 最 後 の 曲 は BATTIATO と BATTISTI の 曲 か ら イ 
ンス パイ ア さ れ た と いう 歌詞 が 光る バラ ー ド で ある 。 (片山 ) 
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フォ ルム ラ ・ ト レ の ドラ マー、 ト ニー・ チ ッ コ は グル ー プ 解散 後 、 チ コ と 名 を 
改め 、 初 め て 発表 し た の が この 「Notte」 で ある 。 つ や や か な オー ケス トラ 
(P・ オ ルミ の アレ ンジ ) を バッ ク に 、 ア ッ プ ・ テ ン ポ な ナン バー か らし っ と り と 
歌い あげ る バラ ー ド まで 優し い 歌 声 で 聴か せ て くれ る 。 ダ ブル ・ ジ ャ ケッ ト 、 プ 
ッ ク レ ッ ト 付 き 。 こ の 後 、 同 傾向 の 2nd「E Mia Madre」 と ベス ト ・ ア ル バ ム を 
発表 。EMI に 移籍 し て 3rd「Macchine 一 Macchinette」( デ ィ ス コ 風 サウ ン 
ド ) を リリ ー ス 。 さ ら に 「Fantasy」 と いう グル ー プ 名 で アル バム 「Uno」 を EMI 
に 残し 、 し ば らく は シン グル の み を 発表 し て いた が 、'87 年 に 久しぶり の アル 
パム 「E Mo'Parlamm'e Musica」 を RCA か ら リ リー ス し た 。 最 近 は フォ ル 
ムラ ・ ト レ を 復活 させ 、 新 生 ト レ と し て 3 枚 の アル バム を リリ ー ス し て いる 。 
(山崎 ) 
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フォ ルム ラ ・ ト し 解散 後 ソ ロン シン ガー と な っ た トニ ー・ チ ッ コ 改め チコ 。 パ 
オロ ・ オ ルミ が アレ ンジ を 担当 し た 1st「Notte」 と 本 2nd 以 降 は 、 こ れ と いっ 
た アル バム を 挙げ る こと が 出来 な い 。 確 か に 甘い 声 と マス ク の 持ち 主 で あ 
る が 、 こ の 素材 を 生か す プ ロ デ ュ ー サ ー、 ア レン ジャ ー に 出会え ず に いる の 
が 現状 で ある 。 そ れ だ け に 初期 の 2 枚 は 今 だ 輝き を 放っ て いる 。 本 作 は 1st 
を 多少 小粒 に し た 感じ の 地味 さ は ある も の の 、 と びき り 叙 情 的 な タイ トル 曲 
を は じ め 全 て 本 人 の 作曲 で あり 、 意 欲 を 肘 わ せる 。「 秀 れ た ドラ マー に な る よ 
り 、 良 い 歌 手 に な り た い 」 の 言葉 通り に 、 し っ と り と 歌い 込む 。 現 在 は 名 を 
TONY CICCO に 戻し 、 ダ ン サ ブル な 音楽 に 傾倒 し て いる 。 (吉田 ) 
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オレ ンジ 色 の 封筒 型 変形 ジャ ケ 。 表 面 に は 切手 が 貼ら れ 消印 まで 押し 
て ある 。 一 風 変 わ っ た 趣向 の チロ ・ ダ ミコ の 1st ア ル バ ム で ある が 、 叙 情 派 
カン タウ トー レ の 作品 の 中 で は トッ プク ラス の 出来 栄え を 誇る 。 彼 自身 が 奏 
で る の で あろ うか 、 全 面 に 施さ れ た メロ トロ ン 、 抜 群 の 歌唱 力 、 重 厚 な 章 作 
り ど れ を 取っ て も 2 流 プ ログ レバ ンド が ジタバタ し た と ころ で 遠く 及ば な い 過 
高 な 世界 が そこ に は ある 。 曲 に よっ て は バイオ リン 、 フ ルー ト 、ac ギ ター の 美 
し い 音 色 が 聴く 者 を 虜 に し 、 ラ スト で は 詞 し い ピ アノ を 徹底 的 に フィ ー チ ュ 
ア 、 聴 き 終え た 後 も 暫く 余韻 が 争 る 様 な 印象 的 な 終幕 と な っ て いる 。 な お 彼 
は この 後 Daniel Santacruz Ensemble を 結成 、 数 枚 の ポッ プス 作品 を 発 

表す る が ~ 哀 し み の ソ レア ー ド "は 日 本 で も ちょ っ と し た ヒッ ト と な っ た 。 
(江田 ) 
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ダニ エル ・ サ ンタ クル ー ズ ・ ア ン サ ンプ ブル (日 本 盤 が 出 た 作品 も ある ) 解 
散 後に リリ ー ス され た チロ ・ ダ ミコ の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 前 作 か ら 10 年 近い 
年 月 が 経っ て いる が 、 チ ロ ・ ダ ミコ の 歌手 と し て の 本 質 は ほとん と ど 変 化し て 
いな い 。 メ ロディ アス な スト リン グ ス や ピア ノ を バッ ク に や や 高め の 甘い 声 で 
切々 と 歌い か け て くる 。 全 9 曲 、 前 作 の メロ トロ ン を 効果 的 に 使っ た 曲 の よう 
な 抜群 の 出来 の も の が な いた め 、 全 体 と し て は や や 変化 に 乏しく 、 地 味 な 印 
象 を 受け る が 、 イ タリ ア な ら で は の 情熱 に 富ん だ ポッ プス と し て 歌 物 フ ァ ン 
は 楽し むこ と が 出来 る だ ろう 。 イ タリ ア で は この タイ プ の ポッ プス は 既に 過去 
の も の に な っ て お り 、 我 国 の ファ ン 以外 に 支持 者 が ほとん どい な い 状 況 で は 
新作 は 望む べき も な い 。 (賀川 ) 
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少し し ゃ が れ た 声 で 感情 を 込め る よう に 強 六 を つけ る 。R. コチ ャ ン テ 程 
の 派手 さ は な い が 、 い か に も イタ リア らし い カ ン ツ ォ ー ネ 血筋 の ポッ プ ・ ス タ 
イル を 感じ きせ る シン ガー だ 。 こ の アル バム は kbd を 兼任 し た アレ ンジ ャ ー、 
ジャ ン ニ ・ マ ッ ツ ァ を 始め 、g、b、ds、4 人 の 女性 コー ラス 等 が 、 ち ょ うど ダリ 
オ ・ バ ル ダ ン ・ ベ ン ボ の よう な すっ きり と し た 味つけ を し て 、 オ ー ケ スト ラ に ま 
みれ た カン タウ トー レ 物 か ら 一 歩 抜 け 出 し て いる 。 イ タリ ア の 歌 物 が 70 年 代 
か ら '80 年 代 に か け て 移行 し て いく 、 そ の 中 間 に あ る 音 づ くり と も 言え そう だ 。 
大 掛り な アレ ンジ や 感情 の 勢い に まかせ た 起伏 も な いか わり に 、 そ れ 程 スマ 
ー ト で も な い 。 決 め 手 に な る 曲 を 欠く アル バム だ が 、 さ ら り と し た 中 に も イタ リ 
ア 臭 さ が 息 づい て いる 。 (松本 ) 
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クラ ウデ ィ オ ・ バ パリ ョ ー ニ の ファ ー ス ト ・ ア ル バム 。 彼 の アル バム の ジャ ケ 
ッ ト は 凝っ た も の が 多い が 、 本 作品 は 白黒 の 非常 に 地味 な も の で ある 。 ジ ャ 
ケッ ト と は 異な り 、 内 容 は 中 々 充実 し た も の と 言え る 。 穏 や か に 語り か ける よ 
うな 歌い 方 と オー ケス トラ を バッ ク に し た 熱唱 を 組み 合わ せ た 展 開 は 従来 
の カン ツ ォ ー ネ に 通じ る も の が ある 。 当 時 の イタ リア の ポピュラー・ ミ ュー ジッ 
ク ・ シ ー ン の 主流 は この よう な サウ ンド だ っ た の で あろ うか 。 や は り 、 感 情 表 
現 の 大 胆 さ 、Y ち みさ と いう 点 で 、 イ タリ アン の シン ガー は 他国 の シン ガー に 
な い 傑 出し た も の を 持っ て いる 。 こ うし た 伝統 が 後 の ロ ッ ク ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ 
イタ リア ー ナ に も 生き て いる こと は 間違い な い 。 イ タリ ア の ポピュラー・ ミ ュー 
ジッ ク の エッ セン ス が 詰っ た 一 枚 。 (賀川 ) 
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パリ ョ ー ニ 若き 日 の 名 作 。 瑞 々 し くも 爆発 的 瞬発 力 を 備え た 彼 の 唱 法 は 
この アル バム に 訟 て 既に 開花 し 頂点 を め て いた と 言っ て も 良い だ ろう 。 特 
に `II Sole E La Luna” に 代表 され る 。Ruggero Cini の 絶妙 な アレ ンジ が 
演 え 渡る B 面 の 流れ は 、 白 層 の 出来 で 、 と て も 新鮮 な 感動 を 与え て くれ る 。 
静寂 と 躍動 、 爽 気 と 忠 り と いっ た 若 さ 由 の 微妙 な 内 的 変化 が 見 事 に 具現 
化 さ れ て お り 、 後 に 募 出 され る 若き カウ ンタ ウト ー レ 達 に 乃 ぼ し た 影響 の 大 き 
さ を 想 像 する に 難く な い 。 次 作 以後 は より ロッ ク 色 が 強く アピ ー ル 性 で は 勝 
る か も し れ な い が 、 個 人 的 に は 、 こ の 作品 が 最も 魅力 的 な も の で ある 。 

(鈴木 伸一 ) 
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「Claudio Baglioni」、「Un Cantastorie…」 に 次 ぐ 3 枚 目 の ク ラウ ディ 
オ ・ バ リオ ー ニ の 作品 で ある 。72 年 の リリ ー ス で ある が 、 こ の 時 期 の イタ リア 
の シー ン は 、 正 に プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 一 色 だ っ た だ け に 、 カ ンタ ウト ー レ 
達 の 作品 も シー ン の 影響 を 受け た も の が 多く 見 受け られ る 。 本 作 も その 例 
に も れず トト * ト ルク ァ ー テ ィ の 全面 的 バッ クア ッ プ に より 、 起 伏 に 富ん だ 作 
品 に 仕上 げ ら れ て いる 。 同 レー ベル の 同時 期 の リッ カル ド ・ コ ッ チ ャ ン テ の 
「Mu」 な ど と 比べ て も 且 色 な い ど ころ か 、 そ れ 以 上 の ポテ ン シ ャ ル を 秘め た 
好 作 品 。 初 期 の パリ オー ニ の LP は 、 ほ と ん ど 変 型 か 見 開き で あっ た が 、 こ 
の アル バム は 4 面 開き と いう 状態 で 初回 プレ ス が 行なわ れ た 。 (山崎 ) 
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し わが れ た 独特 の 歌声 で 長く ファ ン の 心 を つか む ク ラウ ディ オ ・ バ リョ ー 
ニ だ が 、 こ の 頃 の も の は シー ン の 影響 を 受け て プロ グレ ッ シ ヴ な イメ ー ジ の 
作品 で ある 。 基 本 的 に 歌 の 部 分 は 従来 の パリ ョ ー ニ 節 な の だ が 、 効 果 音 を 
配 し た り 、 又 、 ト ー タ ル に 流れ を ふま えて アル バム を 構成 する 等 、 意 欲 的 な 
音 創 り で ある 。 全 て の 作詞 と 曲 の 大 部 分 は バリ ョ ー ニ 自身 。 オ ー ケ スト ラ ・ 
アレ ンジ は 、 イ ー ジ ー・ リ スニ ング 系 の ソロ も 発表 し て いる トニ ー・ ミ ン ム ス 、 キ 
ー ボ ー ド は トト ・ ト ルク ァ ー テ ィ で ある 。 オ リ ジ ナ ル は 横長 に 開く 4 面 開き ジャ ケ 
ッ ト で さら に ペー ジ の リー フレ ッ ト が 付 さ れ て いる と いう 凝っ た 代物 。70 年 代 
然 と し た いい アル バム だ 。 (山崎 ) 
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バリ ョ ー ニ の 5 作 目 。 若 者 の 愛 を 描い た 前 2 作 で スタ ー ダ ム に の し 上 が っ 
た 彼 だ が 、 今 度 は シン セ 奏 者 と し て 日 本 で も 良く 知ら れる ヴァ ン ゲ リス を 迎 
えて の 意欲 作 だ 。 ピ アノ で トト ・ ト ルカ ー テ ィ も 参加 し て いる 。 こ れ ま で の スト リ 
ング ス に 代わ り 、 ヴ ァ ン ゲ リ ス の 演出 に よる オー ケス トレ ーション (キー ボー 
ド 群 ) を 大 胆 に 導入 し て いる が 、 派 手 派手 し い プ レイ や 殊更 構え た と ころ も 
無く 、 典 型 的 な ラヴ ・ ノ ソノ ング ・ ス タイ ル の ポッ プス を 中 心 に 展開 する 。 恋 を さ 
さや く 男 女 の シ ル エ ッ ト を デザ イン し た ジャ ケッ ト は 、 恋 愛 映画 か ムー ド 音 楽 
と いっ た 体 で も ある が 、 作 品 の 内 容 を 端的 に 表し た も の と も 言え そう だ 。 な 
お 、 オ リ ジ ナ ル は 見 開き ジャ ケッ ト で 、 裏 面 に 歌詞 を 綴っ た ポス ター が 付 さ 
れ て いる 。 (江田 ) 
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クラ ウデ ィ オ ・ バ リョー ニ は RCA イ タリ アー ナ に 7 枚 、CBS に 移籍 後 も 現 
在 まで 多数 の アル バム を 発表 し トッ プ の 人 気 を 誇る カン タウ トー レ で ある 。 
独特 の コ プ シ 回 し を 持つ 情熱 的 な 歌唱 は それ だ け で 強く 胸 を 衝 か れる 思 
い が す る が 、 常 に トー タル 性 を 持た せ た ア ル バ ム 作り も プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ 
ッ ク ・ フ ァ ン に アピ ー ル する も の が ある 。 本 作 は RCA で の 6 作 目 、 巨 匠 ルイ 
ス ・ バ パカ ロフ が アレ ンジ は も と より キー ボー ド 群 で 全面 的 に 参加 。 バ カロ フ と 
いう と 例 の バロック 調 を 想起 され る か も し れ な い が 、 主 役 は あく まで パリ ョ ー 
ニ 。 決 し て アレ ンジ ャ ー に 左右 され る よう な アー ティ スト で な いこ と だ け は 心 に 
と め て お いて 頂き た い 。 ど の アル バム も 甲乙 付け 難い 。 (古田 ) 
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前 作 、「 サ バト ・ ポ メリ ッ ジ ョ 」 で は ゆっ た り と し た スト リン グ ス の うねり の 中 
に パリ ョ ー ニ の 歌 が バラ ンス 良く まとめ られ て お り 、 中 期 の 傑作 の 1 枚 で あ 
っ た が この 次 作 も その ヴォ ル テ イ ジ を 保ち な が ら う まく まとめ られ た 作品 で あ 
る 。 作 詞 / 作 曲 は も ちろ ん パリ ョ ー ニ 自身 、 ア レン ジ は パリ ョ ー ニ と トト * ト ルク 
ァ ー テ ィ 。 バ リョ ー ニ の 歌声 は 、 伝 統 的 な が カンツォーネ の 唱 法 を 継承 し な が 
ら も 彼 の 独特 の エッ セン ス を 加え て 、 新 た な 若い ファ ン に アピ ー ル し た が 、 
パリ ョ ー ニ の ファ ン と いう の は 、 ど こ か で いい 意味 で 伝統 的 な イタ リア と いう も 
の に 愛着 を 持っ て いる の だ ろう と 思う 。 オ ー ソ ドッ クス に 盛り 上 が る 彼 の 歌 
声 は 自ら の イタ リア が 映る の で あろ う 。 (山崎 ) 
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今や イタ リア を 代表 する カン タウ トー レ の 一 人 と な っ た バリ ョ ー ニ が 古巣 
の RCA を 離れ 、CBS に 移籍 し て の 第 一 段 の アル バム が 本 作 で ある 。 ど ちら 
か と 言え ば 内 省 的 で トー タル な アル バム 作り を 続け て 来 た 彼 だ が 、 こ の ア 
ル バ ム 以降 徹底 的 に ポッ プス を 追及 し て いく 事 に な る 。 オ ー ト ・ パ ン の 利 い 
た エネ ル ギ ッ シュ な ギタ ー の イン トロ か ら 幕 を 開け 、 い き な り 一 曲目 か ら 開 放 
感 に 満ち た 世界 が 広がり 、 今 まで と は 確実 に 違う バリ ョ ー ニ を 見 せ て くれ 
る 。 ア レン ジ は 旧友 の ル ジ ェ ロ ・ チ ニ が 復帰 、 レ コー ディ ング は フラ ンス へ 飛 
び エ ルー ヴィ ー ユ に ある ^LE CHATEAU" を 使う 等 、 幾 つか の 冒険 も 試み 
て いる 。 何 は と も あれ 、 バ リョ ー ニ の 国民 的 英雄 と し て の スタ ー ト は この 時 既 
に 始ま っ て いた の で ある 。 (片山 ) 
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CBS に 移籍 し た パリ ョ ー ニ は 留まる 事 を 知ら ず 次 々 に 名 作 を 発表 する 。 
この 「STRADA FACENDO」 は 久しぶり の トー タル ・ ア ル バ ム で 、 各 曲 の 間 
に 短い 小品 が 挟ま れ て いて 全体 で 一 つの 流れ を 作っ て いる 。 又 コー ド 進 行 
に も 一 貫 性 が 現われ て いて 、 特 に 9th 系 の 音 の 使い 方 に 気 を 使っ て いて ど 
の 曲 の さ ぴ で も 一 度 聞 け ば 印象 に 残る 様 に 工夫 され て いる 。 更 に 生 の スト 
リン グ ス も 効果 的 で 否応 な し に 盛り 上 が る 。 そ し て 何より も 一 曲 一 曲 の 完成 
度 の 高 さ が 素晴らし い 。 シ ング ル こ そ 切 られ な か っ た が タイ トル 曲 、 ヾ | VEC- 
CHI"、FOTOGRAFIE” と どれ も ライ ヴ に は 欠か せな い 名 曲 で ある 。 本 作 は 
イギリス に 渡っ て 録音 され た が 、PETE VAN HOOKE, STUART EL- 
LIOT, ANDY BROWN, GEOFF WESTLEY 等 が が っ ちり と 固め て いる 。 

(片山 ) 
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70 年 初頭 か ら 活動 を 始め た バリ ョ ー ニ の 9 作 目 に し て 初 の ライ ヴ ・ ア ル 
バム 。 イ ン ナ ー に は ^GRAZIE A UN MILIONE DI AMICI <STRADA 
FACENDO> “と ある 様 に 、 百 万 人 も の 動員 を し た 、「STRADA FACEN- 
DO」 の 大 々 的 な ツア ー の 中 で 収録 され た も の で ある 。 青 春 時 代 を ずっ と ラ 
ヴ ・ ソ ング を 唄い 続け て 来 た 彼 の 集大成 と も 言え る アル バム だ ろう 。 メ ン バ 
ー は 「E TU COME STAI ?」 で 一 緒 だ っ た MASSIMO BUZZI や 
LUCIANO CICCAGLIONI 等 、 何 と 3 人 も の キー ボー ド を 含む 8 人 編成 に な 
っ て いる 。 聞き 所 は 何と 言っ て も 二 度 に 渡っ て 披露 され る お 得意 の バリ ョ ー 
ニ ・ メ ドレ ー だ ろう 。 セ カン ド 以 降 の 各 ア ル バ ム か ら 万 遍 な く < 選曲 され て いる 
が 、 繋 ぎ 目 に 違和感 が な い の は 常に 一 貫 し た 曲 作 り を 続け て 来 た か ら だ と 
感心 させ られ る 。 (片山 ) 
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アル バム 「STRADA FACENDO」、 ラ イヴ 「ALE-00」 を 挟ん で 再び イ 
ギリ ス へ 飛び 、 マ ナー や タウ ン ハ ウス と いっ た スタ ジオ を 使用 し 、PETE 
VAN HOOKE, MO FOSTER, JESS BAILEY, PHIL PALMER 等 の ミュ 
ー ジ シャ ン 勢 を 従え 、 バ リョ ー ニ は また 素晴らし い ア ル バ ム を 作っ て くれ た 。 
3 面 開 き の ジ ャ ケッ ト い っ ぱい に 広がる 街 を 見 下ろ る す パ リョ ー ニ の 後ろ 姿 に 
RCA 時 代 の 様 な 哀 甘 を 顧み る 事 が 出来 る の だ が 、「STRADA FACEN- 
DO」 で カン タウ トー レ と し て 完全 に 国民 的 歌手 と し て の 地位 を 築い て し まっ 
て いる の に 、 ま た 更に 円 調度 が 増し て いる 。 タ イト ル 曲 、 人 気 の 高い 
^NOTTE DI NOTE, NOTE DI NOTTE? も 充実 し て いる が 、 と り わ け 
^TUTTO IL CALCIO MINUTO PER MINUTO* で の 30 秒 に も 及ぶ ロン 
グ ・ ト ー ン は 極め 付け で ある 。 (片山 ) 
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82 年 に ライ ヴ ・ ア ル バ ム 「ALE-00」 を 出し た ば か り の バリ ョ ー ニ だ が 、 
'85 年 の スタ ジオ 盤 一 枚 を 挟ん で 再び ライ ヴ 「ASSOLO (独唱 ) 」 を 発表 し 
た 。 個 人 的 に は パリ ョ ー ニ の 全 作 品 の 中 で 一 番 好き な アル バム な の だ が 、 
アナ ログ 盤 で 3 枚 組 、 全 47 曲 を た っ た 一 人 で 唄い 抜い て いる 。 そ れ も イ タリ 
ア で も 有名 な コロ シア ム 級 の アリ ー ナ で 、5 万 人 は 下らない だ ろう 大 観 球 を 
前 に だ 。 パ バック ・ ミ ュー ジ シ ャ ン 等 も ちろ ん 無く 、 全 て ピア ノ と ギタ ー の 弾き 語 
りか 、 シ ー ク エン ス さ れ た 音源 の み で 演奏 され て いる 。 何 と いう 度胸 だ ろう ! 
何より も 感動 を 呼ぶ の が 、 常 に オー ディ エン ス と 一 緒 に 唄 お うと いう 対話 を 
前 提 に 作ら れ て いる 事 で 、 こ の 「 唄 」 こ そ が 「ASSOLO( 一 人 ) 」 と 「AS- 
SIEME (仲間 ) 」 の 懸け 橋 に な っ て いる こと が 素晴らし い 。 (片山 ) 





CLAUDIO BAGLIONI 
Oltre 

'90 

@CBS 466135 

〇 CBS 466135 2 





88 年 に P.GABRIEL 主 催 の アム ネス ティ ー に 参加 し た 事 に よっ て 、 ガ プ 
リエ ル ・ フ ァ ミ リー の ミュ ー ジ シャ ン 達 と 知り 合っ た 事 が 最高 の 刺激 と な っ た 
様 で 、4 年 振り で CD2 枚 組 と いう ヴォ リュ ー ム で 登場 し た の が 本 作 で ある 。 
全曲 共 完 成 度 が 高く 現在 の イタ リア ン ・ ポ ッ プ ス ・ シ ー ン に 多大 な 影響 を 
与え た 様 だ 。 そ し て 、MANU KATCHE、TONY LEVIN、DAVID 
RHODES、DAVID SANCIOUS、JOHN GIBLIN と いっ た ミュ ー ジ シャ ン 
に 囲ま れ 、 更 に N'DOUR、PINO_DANIELE、MIA MARTINI、DIDIER 
LOCKWO00D と い 3 超 豪華 ゲス ト 陣 を 迎え 、 正 に イタ リア ン ・ ポ ッ プ ス の 人 金 
字 塔 的 アル バム を 作っ て し まっ た 。 尚 ヨー ロッ パ や 日 本 で は 一 枚 も の に 編 
集 さ れ て 残り は シン グル の B 面 に か っ た り 、 又 スペ イン 語 盤 (SONY CDZ- 
80787) も 発売 され た 。 (片山 ) 
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大 好評 だ っ た 「OLTRE」 を 引っ 提げ て 、 パ リョ ー ニ は 長期 国内 ツア ー を 
行なっ た が そこ で 録音 され た の が この ライ ヴ 「ASSIEME」(92 年 ) で ある 。 
初回 の み ラ イヴ 写真 の スリ ー ヴ で 、「STRADA FACENDO0」 が シン グル ・ 
カッ ト さ れ た 。 パ リョ ー ニ の ライ ヴ ・ ア ル バ ム は これ で 3 作 目 だ が 、 選 曲 ・ 演 奏 
共に これ が ベス ト だ ろう 。 彼 が CBS に 移籍 し て か ら の 名 曲 が ず ら り と 並ん 
で 、 差 し 詰め ライ ヴ に よる ベス ト ・ ア ル バ ム と し て と ら え て も 良い 。 同 じ 年 に ジ 
ェ ネ シス が ライ ヴ を 二 枚 に 分 け て 出し た 事 に 刺激 され た の か 、 バ リョ ー ニ も 
アン コー ル ・ ツ アー を 行ない 「ANCORASSIEME (COLUMBIA472774) 」 
と し て 暮れ に 発売 し た 。 尚 「ASSIEME」 で は ベー ス が トニ ー・ レ ヴィ ン だ っ た 
が 、 こ ちら で は ジョ ン ・ ギ プ ブリン が 担当 し て いる 。 (片山 ) 
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'55 年 、 ロ ンド ン 生 まれ の ギタ リス ト 。 こ れ が 唯一 の アル バム に な る 。 同 レー 
ベル の カル ナシ ャ リア と 並ぶ 意欲 作 。 ぺ ペペ ・ マ イナ に 通じ る 内 容 が ある 。 地 
中 海 民 族 音楽 を 下地 に し 、ac-g を 中 心 に し た サウ ンド を 程 良く エレ クト ロニ 
クス 処理 し て 、 と て も コン テン ポラ リー な 響 き に 変調 し て いる 。 バ ンド 形態 の 
演奏 部 を も 含め て 、 た お や か な 流れ が あり 、 こ れ が 土 臭 さ に 向かわ ず イ マジ 
ネイ ティ ヴ な 広がり に な る 点 で は 、 マ イク ・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド が 、 ト ラッ ド を エ 
ッ セ ンス と し て 扱い 夢想 化し た 作業 に 似 た ニュ アン ス を 感じ させ る 。 地 味 な 
作風 だ が と て も 音楽 的 な 地道 な 作品 で ある 。 こ の 後 、Alberto Forti ら と 
MERCENARIES と いう バン ド を 組み 、 ラ イヴ 活動 し た そう だ が 、 ア ル バ ム 
製作 を し た か どう か は 不明 。 (松本 ) 
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セラ ミス や オス パ ・ ア ヴァ ント ラ 等 、 少 数 先鋭 だ け に か つて は 相当 な 話題 
に な っ た トリ デン ト ・ レ ー ベ ル の 中 で 、 唯 一 忘れ られ て いる 1 枚 が 、 こ の アル 
パム で ある 。 そ れ も う な ず け る か 、 派 手 な アレ ンジ や 感情 表現 の 大 き な イ タリ 
ア に あっ て 、 こ の アル バム は 地味 過ぎ る か ら だ ろう 。 プ ロ デ ュ ー ス が 
Eugenio Finardi と な れ ば 、 そ れ も 納 得 で きる と ころ か 。 実 際 は ピア ノ が いい 
感じ で 入っ て いた り 、 耳 を 凝ら す な ら アコ ー ス ッ ク ・ ギ ター の アル ペ ジ オ 失 い 
た り も する の だ が 、 声 質 が べた つき 気味 な うえ 癖 の ある 歌い 方 を する の で 、 
歌詞 の わか ら な い 我 々 に は 少し そり が 合わ な い の か も し れ な い 。Maurizio 
Monti の 2nd 等 に 近い 。MAAD の 中 心 人 物 、Attilio Zanchi も 参加 し て い 
の (松本 ) 
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アル バム の 冒頭 が プロ グレ ッ シ ヴ な 展開 で 始ま る の で ぴっ くり させ られ 
る が 、 ト ー タ ルイ メー ジ は それ 程 派手 な も の で は な い 。 し か し 、 い く ぶ ん し ゃ が 
れ た 声 で 歌わ れる 光 し げ な メロ ディ ー や 、 ス トリ ング ス の 宴 黙 な 流れ に 無垢 
な 男 の 情 熱 を 感じ 、 ア ッ プ テン ポ の 楽曲 の 中 に 往年 の イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 
エナ ジー を 発見 し た り と 様々 な 楽し み 方 を 提供 し て くれ る 。 マ ッ ト ー ネ は 作 
詞 、 作 曲 、 ア レン ジ 、 キ ー ボ ー ド 、 ヴ ォ ー カ ル 、 ギ ター を 担当 する と いう 多芸 ぶ 
り で 、 単 に 歌 を 歌う だ け で は な く 、 作 品 自体 が 彼 の 監視 下 で 練り 上 げ ら れ 
た と いう 感 が 強い 。 こ れ は と いう 佳 曲 が な い の が 残念 だ が 、 全 体 的 に 一 定 
の 水準 は 保っ て いる 。 (山崎 ) 
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1970 年 と いう イタ リア ン ・ ロ ッ ク 表 明 期 に 発表 され た 1st。 基 本 的 に は ギタ 
ー に よる 弾き 語り だ が 、 時 代 を 反映 し て か 、SE や エレ クト ロニ クス を 導入 し た 
実験 的 な 試み も 見 られ る 。 特 に オー プ ニ ン グ で の テー プ の 逆 回 転 や リズ 
ム ・ ボ ックス の 使用 ・ 無 調 的 な 弦 の 響き な ど 、 驚 く < 程 プロ グレ ッ シ ヴ な 感覚 
を 披露 し て くれ る 。 時 代 を 考え る と 完成 度 の 高い も の で ある 。 ま た ロッ キ は 後 
に イン ド 音 楽 へ の 傾 到 を 強め て いく の だ が 、 す で に タブ プラ を 使っ た 東洋 志 
向 の 曲 も 聴く こと が で きる 。 そ の や や 線 の 細い 内 省 的 で 醒め た 歌声 は 他 の 
カン タン トー レ と 一 線 を 画す 独特 の も の だ 。 な お 、 マ ウロ ・ パ ガー ニ が 数 曲 で 
参加 し て お り 、 そ の 美しい ヴァ イオ リン と ワイ ルド な フル ー ト を 聴か せ て くれ る 。 

(高森 ) 
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観音 開き の 白黒 ジャ ケッ ト に 包ま れ た クラ ウデ ィ オ ・ ロ ッ キ の 、 こ れ は 2nd 
アル バム で ある 。 彼 の サウ ンド は 正 に プロ グレ ッ シ ヴ で あり 、 エ レク トロ ニク 
ス に 興味 を 示し た 後期 の 作品 より も 初期 の 唄 を 大 切 に し た 作品 の 方 が イ 
タリ ア 然 と し た 美 し さ を 伴っ て 我々 に は 親しみ 深い 。 こ の 作品 は サイ ケ デ リッ 
ク プ プロ グレ ッ シ ヴ ロッ ク か ら の 影響 が ロッ キ 自 身 の 中 で 昇華 され 、 混 浪 
と 静寂 が 一 つ に な り 、 そ れ で いて 美しく 、 親 し み 易い メロ ディ ー に 仕上 げ ら れ 
て いる 。 特 に タイ トル 曲 は 、 カ ンタ ウト ー レ の 中 で は 異色 の 19 分 に も 及ぶ 作 
品 で 、 唄 を 中 心 に ギタ ー、 コ ー ラ ス 、 ピ アノ 、 メ ロト ロン ら が 絡み 合い な が ら 
少し ずつ 感情 が 高揚 し 、 登 りつ め る と いう 構成 に な っ て いる 。 (土川 ) 
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前 作 で は 天 駆 ける 熱唱 を 聴か せ て くれ た ロッ キ だ が 、 再 び 本 来 (?) の 幾 
分 醒め た 思索 的 な 歌声 に 戻っ て いる 。 ロ ッ キ の 感性 は さら に 磨き が か か り 、 
それ は 美的 な る も の へ 全て 注 が れ て いる 。 ピ アノ や アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター 
の 静 議 な る 響き は 、 水 面 に 落ち る 水滴 が 波紋 を 拡げ て いく よう に 聴く 者 の 内 
面 へ 共鳴 し て いく 。 メ ロト ロン や ヴァ イオ リン 、 コ ー ラ ス 等 を 効果 的 に 使っ た 1 
曲目 は 、 深 い 森 に 木 加 す る か の よう に 美 し さ を 洪 え た 深淵 な る 曲 だ 。 そ し て 
思索 の 奥深 い 森 を 初 往 う リス ナー は 、 ラ スト の 春の 訪れ を 感じ させ る よう な 
壮 分 明る い タ イト ル 曲 で 、 天 へ ゆっ くり と 飛翔 し て ゆく 天使 達 の 幻影 を 見 る 
だ ろう 。 ロ ッ キ の 繊細 で 鋭敏 な 感性 の 生ん だ 心 洗わ れる 初期 の 傑作 。 

(高森 ) 
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この 4 作 目 も 音 の 響き を 大 切 に し た 非常 に 美しい アル バム だ 。 だ が 前 作 
の 静 議 な 味わい と は 対照 的 に 、 シ ン セ サイ ザー や エフ ェクト 類 の 多用 に よじ 
明る く 艶 や か な サウ ンド へ と 変化 し て いる 。 太 陽 の 恵み に 感謝 し 、 月 の 光 に 
酔い 痴 れ る か の 様 な 自然 轄 拝 が 感じ られ る 。 そ れ は 内 ジャ ッ ト や タイ トル 曲 
で の 娘 (と 思わ れる ) と の お し ゃ べり か ら も 早 え る よう に 、 家 庭 を 持っ た 喜び を 
何より も 表現 し て いる だ ろう 。 タ プラ を 始め と する パー カッ ショ ン 類 の 頻度 が 
高い が 、 そ れ が ほのか に 大 地 の 香 り を 運ん で 来る 。B① の よう な 極め て 武 
動 感 に 満ち た 祝祭 (ハレ) の 喜び を 全身 に 表わし た か の ご と き サ ウン ド は 新 
境地 だ 。 オ ザン ナ の エリ オ ・ ダ ン ナ が サッ クス と フル ー ト で 参加 し て いる 。 

(高森 ) 
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風 が 吹く まま に 水 が 流 れる まま に 、 よ り 自 然 と の 合 一 感 を 表現 し た 5th。 空 
に 舞い 上 が り 曇 の 流れ に 身 を まかせ る か の よう に 軽やか で 静 涼 感 に 満ち て 
いる 。 音 響 効果 は さら に 泊 え 渡り 、 ロ ッ キ の 歌声 は 本 当 に 気持 ち 良 さそ う 
だ 。 こ の 感覚 は 自ら 手がけ た ジャ ケッ ト に 端的 に 示さ れ て いる よう に 宗教 的 
な 法 悦 感 か 、 そ れ と も ドラ ッ グ に よる も の な の か 判断 仕 難い が 、 少 な く と も ロッ 
キ は 天国 を 見 た の だ ろう 。 し か し 、 こ の まばゆい ば か り の 豊 鱗 感 に 溢れ る 音 
を 聴い て いる と 、 何 か 地 に 着い て いな い 不 安定 さも 見 受け られ て し まう 。 ア ル 
バム の 出来 は 悪く な い の だ が 、 物 足り な さも 感じ る ? の だ 。 そ れ は 恐らく 、 現 実 
感 の 希薄 さか ら ロ ッ キ の 姿 が 見 え に く く な っ て し まっ て いる か ら で は な い だ ろ 
う が の (高森 ) 
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これ まで の アル バム に 散見 し て いた ロッ キ の 東洋 志向 と エレ クト ロニ クス 
へ の 興味 が 結実 し た アヴァ ン ギ ャ ルド な 作品 。 パ オロ ・ ト ファ ー ニ 、 エ リオ ・ 
ダン ナ 、 フ ラン コ ・ バ ッ テ ィ アー ト な ど 多 彩 な ゲス ト を 迎え て の 1 曲目 "Zen 
Session* は 、 と り と めも な 〈 現 われ て は 消え て ゆく 情景 の 音 に よる 綴 れ 織り と 
いっ た 感じ だ が 、 眼 想 的 か つゆ ら ぎ の 空間 が 繊細 な 感覚 で 表現 され て いて 
興味 深い 。 こ の ゆら ぎ は アル バム 全体 に 流れ て いる 感覚 で 、 時 に は エレ クト 
ロニ クス で 、 時 に は コー ラス で 、 時 に は パラ ライ カ な どの 民族 楽器 に よっ て 
醸し 出さ れる 。 何 処 と な く 同時 期 に 発表 され た エド ガー・ フ ロー ゼ の 「 ア クア 」 
に 通じ る 光 漠 と し た 感じ が ある 。 ロ ッ キ は ギタ ー の 他 各 種 弦楽 器 や 鍵盤 楽 
器 ・ パ ー カ ッ シ ョ ン な ど マ ル チ 振 り を 発揮 。 (高森 ) 
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元 ス トル ミー・ シ ックス の クラ ウデ ィ オ ・ ロ ッ キ は 、 早 く か ら 東 洋志 向 や 他 ジ 
ャ ン ル の 音楽 へ の 興味 を 持ち 、 文 学 通り プレ グレ ッ シ ヴ な シン ガー で あっ 
た 。 夢 幻 的 な ナル シス ティ ッ ク な 作品 群 を 経て 、 本 作 で は 何と エレ クト ロニ ク 
ス 、 ミ ュー ジッ ク へ 挑戦 し て いる 。 ミ ニ マ ル 的 要素 を そこ は か と 感じ る サウ ンド 
で 彼 の セン ス が 投影 され て いて 感覚 的 に は 非常 に 楽し め る 内 容 だ 。 彼 は 
従来 の シン ガー と し て の ソロ ・ ワ ー ク の 他 の 、 こ の エレ クト ロニ クス ・ サ ウン ド 
や アレ ア の パオ ロ ・ ト ファ ー ニ と の コラ ボレー ショ ン で みせ た 前 衛 的 な 試み 
等 、 非 常に 幅 の 広い アー チ ィ スト と し て 注目 する 必要 が ある 。 (山崎 ) 
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アリ スト ン か ら ク ラン プス に 移籍 し て の 初 作 。 そ れ ま で の 東洋 志向 や プロ 
グレ ッ シ ヴ な 感覚 は 影 を ひそ め 、 一 介 の カン タウ トー レ と し て 出発 し た 作品 。 
オー ケス トラ や フル ・ バ ンド と いっ た 言わ ば 常 道 の バック 陣 を 従え て 歌う ロッ 
キ は 、 叙 情 派 と し て の 新しい 側面 を 見 せな が ら も 、 ホ ー ン ・ セ クシ ョ ン の 鳴る 
ポッ プ な 曲 な ど 今 一 つ そ ぐ わ な い 面 も さら け 出 し て いる 。 ま た 一 部 で エフ ェクト 
に よる お 遊び も 見 られ る が 必然 性 を 感じ な か い 。 そ れ で も 1、3 曲 目 で の 優雅 な 
オー ケス トラ を 配 し て 語り か ける よう に 一 語 一 語 か み し め て 歌う ロッ キ の 内 
な る 情熱 は 充分 伝わっ て 来る 。 こ の アル バム で 初め て 気が付い た が 、 ロ ッ 
キ の 唱 法 は ティ スト ・ ス キバ Jr に 近い 。 た だ 理性 で コン トロ ー ル され て いる 
分 、 ド ライ な 感じ が する 。 (高森 ) 
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ロッ キ の 最も ポッ プ な アル バム で ある 。 シ ャ ウト し て 歌う ロッ キ に 、 最 早 初 
期 の 内 省 的 な 監 り な ど 見 る 影 も な い が 、A③、B④ な ど 彼 独特 の 繊細 な 節 
回 し に は 幾 分 救 わ れる 。 だ が 一 枚 通し て 聴く に は つら いも の が ある 。 乗 り が 
軽 過 ぎる 。 ア レン ジ も 平凡 だ 。 プ ログ レッ シ ヴ ・ フ ァ ン に 薦め られ る も の は 何 
も 無い と 言っ て し まっ て は 実 も 募 も かない が 、 こ の 時 期 の ロッ キ の 対象 と し て い 
る も の が 見 えて 来 な い 。 ヒ ッ ト 性 が ある と も 思え な いし 、 深 く 掘り 下げ た 思想 
性 も 感じ られ な い 。 例 に よっ て パオ ロ ・ ト ファ ー ニ が ギタ ー と シン セ サ イ ザー 
で 参加 し て いる が 手 み で し か な い 。 つ い に ロ ッ キ の 感性 も 擦り 切れ て し ま 
っ た と し か 思え な い 。 は っ きり 言っ て 駄作 だ 。 (高森 ) 








PAOLO TOFANI & CLAUDIO 
ROCCHI 

Un usto Superiore 

:10) 

@lskcon KC108003 

0 


@ 


裏 ジャ ケ を 見 る と 僧 但 に な っ て 微笑 む ロ ッ キ の 姿 が あり 驚か され る が 、 ど 
う や ら 本 当 に 僧 但 に な っ て し まっ た らし い 。 表 ジャ ケト の 雄大 な 大 自然 の 風 
景 写 真 と 合わ せ て 考え る と これ は 眼 想 的 な 仏教 育 楽 で も 演 っ て いそ うだ 
が 、 完 全 に 肩 透 し で ある 。 軽 快 で ポッ プ な 曲 と フォ ー ク ・ タ ッ チ の 曲 が 並ぶ 。 
1 曲目 な ど 歌 い 方 も 声 も 別人 の よう だ 。 聴 く の が つら い 曲 も ある 。 唯 一 の 救い 
は ラス ト の 大 曲 で 、 イ ンド 風 の メ ロディ と パー カッ ショ ン を 多用 し た ほのぼの 
と し た クリ シュ ナ 人 賛歌 を 聴く 事 が で きる 。 し か し イン パク ト は 無い 。 初 期 の 真 
理 を 希求 する か の よう な 切々 と し た 歌声 と 僧 介 と な っ て の 淡々 と し た 無 表情 
な 歌声 は 、 ロ ッ キ と いう 一 音楽 家 に どう 重なり 合う の か 。 ロ ッ キ は 真理 を 見 い 
出し 得 た の だ ろう か ? (高森 ) 
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ゴ プ リン の クラ ウデ ィ オ ・ シ モネ ッ テ ィ が 81 年 に リリ ー ス し た 1st ソ ロア ル 
バム 。 彼 は この 他 に も ソロ を 出し て お り 、 ま た 同じ ゴ プ リン の 主要 メン バー、 
マッ シー モ ・ モ ラン テ の ソロ アル バム も 存在 する が 、 本 作 が 最も 出来 が 良 
い 様 に 思わ れる 。 美 し い ピ アノ で 幕 を 開け 、 ス トリ ング ス が フォ ロー する オー 
プ ニ ン グ は 透明 感 溢れ る 作風 を 象徴 する か の 様 で ある が 、 全 体 と し て は 現 
代 的 な 軽い タッ チ で 仕上 げ ら れ て お り 、 ま た 女性 ヴォ ー カ ル を 取り 入れ た か 
な り ポ ッ プ な メン バー も 含ま れる な ど 往 時 の ゴ プ リン を 知る リス ナー に は 若 
生物 足り な いか も 知れ な い 。 し か し B 面 ラス ト に は 、 あ の 名 曲 ^Profondo 
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73 年 に は 、 今 は 亡き リフ ィ ャ レー ベル に 「Cioe.….Voglio Dire(Rifi 
RDZST S14225) を 1st と し て 残し た コラ ー ド ・ カ ステ ラー リ は 、75 年 、 リ コル 
ディ に 移籍 し て も う 一 枚 ア ル バ ム を 制作 し た 。 本 作 で ある 。 こ の アル バム の 
バッ ク を 努め る の は 全員 マク ソフ ォ ー ネ の メン バー で ある 。 彼 等 の アル バム 
制作 と 同年 と いう こと も あり 、 プ ログ レッ シ ヴ か 演奏 を 期待 する だ ろう が 、 こ こ 
で の マク ソフ ォ ー ネ は 歌 の パッ ク と いう こと を 考慮 し て か 、 オ ー ソ ドッ クス か な 演 
奏で ある 。 部 分 の ソロ に マク ソフ ォ ー ネ らし さ が 現 われ る 程度 だ 。 コ ラー ド の 
歌 は 情熱 的 に 高揚 する タイ プ で は な い が 、 思 索 的 な 歌い 込む も の で 味わい 








Rosso” が 収録 され て お り ( も ちろ ん 別 テ イク ) 、 感 動 的 な 終幕 が 約束 され て が ある 。1st も 良作 だ 。 (山崎 ) 

いる 。 最 近 は ハウ ス の 作品 も リリ ー ス し て いる 。 (江田 ) 
DALESSANDRO DALLAGLIO 
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チェ リー・ フ ァ イ プ と サン トラ で 有名 な チ ネ ボッ クス か ら 773 年 と いう 娘 注 の 
時 代 に 、 そ の 名 も ニュ ー サ ウン ド シ リ ー ズ と し て 出 た GIULIO D'ALESSAN- 
DRO の た ぶん 唯一 の 作品 は 、 一 言 さ わ や か 。 人 な つこ い ポ ッ プ な メロ ディ 
ー は 、 こ の 時 期 の イタ リア で は な か な か お 目 に か か れ な い 。 し っ と り し た 曲想 
(ボサ ノバ の 影響 か 、B① の タイ トル は その 名 も JOBIM ) 、 や さ し い 歌 声 ( 高 
音 も きれ い ) 、 そ し て 何と 言っ て も メロ ディ ー が 。 そ れ に か らむ オー ケス トラ と 
の 相性 も いい 。 バ パッ ク は ヴィ ンチ ェ ・ テ ン ペ ラ 、 マ ッ シ モ ・ ル カ と いっ た と ころ 
が 控え め に こなし て る 。 オ ー ケ スト ラ が きれ いな A①、②、④、B②、④、⑤ が 
好き だ が 他 の 曲 も いい 。 で 、 結 局 全部 いい 。 純 粋 歌 物 と し て 満点 。 

(渡辺 一 巳 ) 








ジャ ン ニ ・ ダ ラリ オ は IL VOLO 加 入 前 の 72 年 自ら の パン ド を 率い て 本 
作 を 発表 し て いる 。 内 容 的 に は プロ グレ と いう より も 歌 物 と し て の 色彩 が 濃 
く 、 カ ンタ ウト ー レ の 一 連 の 人 気 作 に 劣ら ぬ 出 来 栄 え を 誇っ て いる が 、 ス トリ 
ング ス 等 で 盛り 上 げ て いく 叙情 派 タ イプ と は 一 線 を 画 た きれ いな メロ トロ ン 
や 彼 自身 が 奏で る ピア ノ を 絡ま せな が ら 、 あ くま で も ヴォ ー カ ルパート を 中 心 
に 据え 、 非 常に マイ ルド な 仕上 が り を 見 せ て いる 。 作 曲 は 全て 彼 が 手掛け 
て いる が 、 キ ー ボ ー ド ば か り を 突出 させ た 安易 な ^ 泣 き * に 走る 気配 も な く 、 曲 
の 端々 に に じみ 出 た セン ス の 良さ は 目 を 見 張る も の が ある 。 も っ と も 一 流 セ 
ッ シ ョ ンマ ン の 彼 が この 程度 の 作品 を 作り 上 げ る の は 朝飯 前 ? の こと だ っ 
た か も 知れ な い 。 (江田 ) 
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1 時 期 エ キ ペ 84 に 在籍 し た こと も ある (その 頃 の エキ べ は 頭 に ^Nuova” 
と つけ て いた ) アレ ンジ ャ ー、 作 曲 家 と し て も 一 流 の ミュ ー ジ シャ ン 、 ダ リオ ・ 
バル ダン ・ ベ ン ボ の ソロ ・ デ ビュ ー・ ア ル バム 。3rd の 「Migrozione」 と 並ぶ 
彼 の 代表 作 と 言え る 傑作 で 、 美 し い メ ロディ ー に 彼 の 操る 様々 な キー ボー 
ド 、 オ ー ケ スト ラ に 女性 コー ラス 、 ロ ッ ク の 持つ 躍動 感 と 、 幻 想 的 で 甘美 な サ 
ウン ド 、 ど れ を 取っ て も 熱く (、 ゴ ー ジ ャ ス で あり 聞く 者 を うっ と り と させ て くれ る 。 
3rd に 比べ る と 幾 分 派手 さ で 劣る が 、 そ の 分 彼 の 本 質 に ふれ る こと が で き 
る 。 タ イト ル 曲 で ある ~Aria” は ヨー ロッ パ 系 の イー ジー リス ニン グ ・ オ ー ケ ス 
トラ が こぞって 取り 上 げた 名 曲 。 (木下 ) 
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ダリ オ ・ バ ル ダ ン ・ ベ ン ボ は 775 年 の この アル バム に し て 非常 に 洗練 され 
た トー ン を 打ち 出し て いる 。「Migrazione」 の それ に 似 て 実に 爽快 だ 。 ア レン 
ジャ ー と し て も 既に 知ら れる 人 だ が 感覚 的 に は '80 年 代 を 先取 っ て いる 。 ポ 
ッ プ な メロ ディ と タイ ト な リズ ム も すっ きり と ライ ン が 通り 、 間 奏 部 で は 教会 オ 
ル ガ ン 張り に キー ボー ド が 鳴り 響く 、 或 い は 真 青 な 大 海原 を 見 降 し な が ら ゆ 
っ た り と 遊泳 する よう に 波打ち 続け る 、、 と いっ た 曲想 や その 音響 効果 が 群 を 
抜い て いる 。 透 明 感 の 強い トー ン に 漫 み 入 っ て いる 卿 舌 感 が 、 新 鮮 で 爽快 
極まりない 。 音 の 広がり が 違う 。 ま た シン ガー と し て の 素質 も キー ボー ド や ア 
レン ジ に 劣ら ず 潮 え た も の を 持っ て いる 。 比較 的 ポッ プ な 曲 が 多 い が 、 次 作 
と 並 らん で 彼 を 代表 する 1 枚 に あげ た い 。 (松本 ) 
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ダリ オ ・ バ ル ダ ン ・ ベ ン ボ は 、 キ ー ボ ー ダ ー、 ア レン ジャ ー、 ソ ロ シ ン ガー と 
し て 幅広 い 活 動 を し て いる 才 人 で 、 又 、 作 曲 家 と し て も 一 流 の ミュ ー ジ シャ ン 
で ある 。 レ コー ド ・ デ ビュ ウ は 775 年 に リリ ー ス され た アル バム 「Aria」 で 、 本 作 
は '76 年 の 「Crescendo」 に 次 ぐ 3 枚 目 の ソ ロ 作 品 で ある 。 美 し い キ ー ボ ー ド 
を バッ グ に 切々 と 歌う ファ ー ス ト も 魅力 的 な 好 作品 で ある が 、 最 も シン フォ ニ 
ッ ク で 印象 的 な 曲 の 多い 本 作 こ そ が 彼 の 最高 作 で ある 。 多 種 の キー ボー 
ド 、 生 の オー ケス トラ と 色彩 豊か な パッ ク に 天才 的 な ひら めき の メロ ディ ー・ 
ライ ン わ の せら れる 様 は 筆舌 に 尽く し 難く 、 情 熱 的 で あり 、 又 甘 能 的 で あり 、 
上 質 の イタ リア ン ・ サ ウン ド が 楽し め る 。 (山崎 ) 
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ダリ オ ・ バ パル ダン ・ ベ ン ボ は 自ら が キー ボー ダー で も ある 為 か 、 イ タリ ア ら 
し い 情熱 的 な 曲 を ぶ 厚 い キ ー ボ ー ド で お お う 、 い わ ゆ る シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ 
ク 的 な アプ ロー チ の 作品 を 多く 制作 し て いる の で 、 シ ン ガ ー の 作品 だ か ら と 
いっ て ユー ロ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン は 無視 し な いよ うに し て も らい た いも の だ 。 こ れ も 
彼 の 全盛 期 の 1 枚 。 ア レン ジ を 、 バ ロッ ク 的 な イメ ー ジ を 出す こと で 定評 の 
ある ジャ ン ・ ピ エロ ・ レ ヴェ ル ベ ッ リ に 委ね 、 そ の 情熱 的 な イメ ー ジ に は 拍車 
が か けら れ て いる 。 本 当 に イタ リア らし い 叙 情 を 聴く こと が で きる 作曲 と し て 、 
特に 往年 の イタ リア ン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に 推し た い 作 品 。 (山崎 ) 
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イタ リア の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン は 、 こ の ダリ オ ・ バ パル ダン ・ ベ ン ボ 
の 作品 群 ば か り は 注意 し た ほう が いい 。 何 故 な ら 、 彼 は 作曲 / ア レン ジ を こ 
な す ば か り で な く 、 キ ー ボ ー ダ ー と し て も 一 流 の ミュ ー ジ シャ ン で ある か ら 、 他 
の ポッ プス 系 アー ティ スト と 比べ て キー ボー ド の 使用 度 が 高い の で ある 。 目 
の さめ る よう な 、 抜 けた アレ ンジ と 演奏 で 、 し か も イタ リア 的 に 感性 で 創 られ 
た 作品 群 で 、 ど の 作品 も 高 水準 だ 。 ル チオ ・ フ ァ ブ リ 、 マ ル チ ェ ラ ・ ベ ッ ラ 、 リ 
ッ カ ルド ・ フ ォ ッ ソ 等 々 、 多 く の ゲ スト を 迎え て 、 自 然 いっ ぱい の スタ ジオ で 実 
に の ぴの びと 創 ら れ た イメ ー ジ の 作品 。 (山崎 ) 
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70 年 代 か ら 現 在 ま で の イタ リア 歌謡 シー ン を 支え て きた 重要 人 物 の 一 
人 。 ミ ュー ジ シ ャ ン と し て の 出発 点 は 、 ア ドリ アー ノ ・ チ ェ レ ンタ ー ノ の レー ベ 
ル で ある クラ ン で オー ケス トラ の キー ボー ダー を 務め た こと だ っ た 。 そ の オー 
ケス トラ の アレ ンジ ャ ー は 映画 音楽 の 仕事 で も 有名 な アウ グスト ・ マ ル テ ッ 
リ で 、 彼 の 影響 を 受け アレ ンジ ャ ー と し て 活躍 する よう に な っ た 。'71 年 に は 
エク ィ プ 84 の 一 員 と し て サン レモ 音楽 祭 に 出場 。 し ば らく は 作曲 者 と し て も 
活動 し て いた が 、 シ ャ ー リ ー・ バ パッ シー に よっ て ^`Aria” が 国際 的 ヒッ ト と な っ 
て か ら 大 物 カ ンタ ウト ー レ と し て 知ら れる よう に な っ た 。 当 アル バム は 彼 の 作 
曲 し た ヒッ ト 曲 を 集め た イン スト 集 。 正 式 に は BANBO'S ORCHESTRA の 
アル バム と な っ て いる 。 (HIRO TANAKA) 
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メタ モル フォ ー シ の ヴォ ー カ リス ト 、 ダ ヴィ デ ( ジ ミー)・ ス ピタ レッ リ の ソロ 
アル バム 。 針 を 落と す と 間もなく 彼 の 歌声 が 聞こ えて 来る が 、 か すか に ヴィ 
プラ ー ト の か か っ た 独特 の 唱 法 は 昔 の まま だ 。 し か し 作品 の 内 容 は 典型 的 
な カン タウ トー レ 路 線 、 プ ログ レ と は すっ か り 緑 を 切っ て し まっ た らし い 。7 年 
間 の 空白 に つい て は 推測 する し か な い が 、 タ イト ル 曲 な ど で は 現代 風 の ア レ 
ンジ も すっ か り 板 に 付い て お り 、 見 事 な 変貌 ぶり と 言っ て も いい だ ろう 。 も ちろ 
ん 歌 物 と し て は 水準 を 超え た 出来 で 、 か つて は 余り 聴か れ な か っ た 高音 域 
で 旦 み 込む 歌唱 が 省 える 。 数 曲 で M. パ ガー ニ の 弾く ヴァ イオ リン が 聴か れ 
る が 、 か つて の バン ド 仲 間 の 参加 は 無い 。 な お 彼 は ニッ ク ネ ー ム の “Thor” 
名 義 で も 作品 を 発表 し て いる 。 (江田 ) 
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デメ トリ オ ・ ス トラ トス ーー 一 1945 年 4 月 22 日 、 エ ジ プ ト に 生ま れる 。 ア テ ネ の 
コン サル ヴァ トワ ー ル で ピア ノ と アコ ー デ ィ オ ン を 学 び 、'62 年 イタ リア に 渡 
る 。 72 年 に AREA を 結成 。79 年 6 月 、 ニ ュー ヨー ク 記 念 病院 に て 白血病 の 
た め 死 亡 。 志 し 半ば で 逝っ て し まっ た 彼 の こと を 思う と 、 今 も 心 が 痛む 。 彼 は 
間違い な く 〈 イ タリ ア 音 楽 界 の 最 重 要 人 物 だ っ た の みな ら ず 世界 の 前 衛 音 
楽 シ ー ン に お いて も 最 重 要 人 物 だ っ た 。AREA の メン バー は 和 皆 前 衛 音楽 
に 深い 見 識 を 持っ て いた が 、 中 で も スト ラ ト ス が 実践 し て 来 た 実 験 は 本 格 
的 だ っ た 。 本 作 で は 彼 の 声 に よる 多重 録音 を 駆使 し た 多様 な 実験 が 繰り 
広げ られ て いる 。 パ オロ ・ ト ファ ー ニ も シン セ サ イ ザー で 参加 し て いる が 、 こ れ 
は 声 の 変調 に 使用 され て いる よう だ 。 (坂本 ) 
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D・ ス トラ トス は ジョ ン ・ ケ ー ジ に 傾倒 し 、78 年 に は ケー ジ に 招 か れ 、 ニ ュ 
ー ヨ ー ク で マー ス ・ カ ニン ガム ・ ダ ンス ・ カ ン パ ニー と 共演 。 ア ム ス テ ル ダム 
や パリ で は ケー ジ と と も に コン サー ト に 出演 し た 。 そ ん な 彼 が 真剣 に 取り 組 
ん で いた 声 の 研究 成果 は この アル バム に も 刻ま れ て いる 。『Metrodora』 は 
声 に よる 音楽 の 形態 へ の 関心 が 見 え 隠れ し 、 そ の 分 複雑 な 様相 を 星 し て 
いた が 、 そ れ に 対し この アル バム は 明快 に 声 そ の も の を テー マ に し て いる 。 
モン ゴル の 伝承 音楽 、 ホ ー ミ ー(hormie) で 知ら れる 、 同 時 に ふた つの 声 を 
発する 特殊 唱 法 の 可能 性 を 極限 まで 追求 し た 作品 だ 。 一 部 ライ ヴ 音 源 も 
含ん で いる 。 も し スト ラ ト ス の 実験 音楽 に 興味 が ある な ら 、 ま ず は 判り 易い 本 
作 を お 勧め し て お きた い 。 (坂本 ) 
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D・ ス トラ トス の 死後 発表 され た 1978 年 の 貴重 な ライ ヴ 音 源 だ 。 後 に 
PFM に 加入 する ル チ オ ・ フ ァ ブ リ (vIn) と の デュ オ と いう の が 意外 か も 知れ 
な い が 、 ふ た り の 相性 は 非常 に いい 。 ス トラ トス は 勿論 声 に 徹し て お り 、 ソ 
ロ ・ ア ル バ ム の 実験 成果 を 応用 し た 歌唱 を 聴か せる 。 ソ ロ ・ ア ル バ ム の 曲 も 
採り 上 げ る 中 、AREA の ナン バー、~Cometa Rossa"(『Caution Radiation 
Area』1 曲 目 ) や `Return From Workuta*(『1978』3 曲 目 ) の 原 曲 (?) ま 
で た っ た ふた り て 演奏 し て し まう 。 フ ァ プ ブリ の プレ イ は 乾い た 哀 怠 と トラ ッ ド 色 
の ある も の で 、 不 思 議 な ほど スト ラ ト ス の 声 と 響き 合い 、 し み じ み と し た 表情 
を 演出 する 。 ア ヴァ ン ギ ャ ルド ・ ミ ュー ジッ ク を 敬遠 し て いる と 聴き 逃し て し まう 
名 演 。 (坂本 ) 
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1947 年 トル トナ 生ま れ で 本 名 の ジュ リア ー ノ ・ イ リア ー ニ で も 778 年 に アル 
パム を 出し て いる 。 兵 役 中 に 当時 の ポッ プ ・ ス ター の ジャ ン ニ ・ モ ラン ディ と 
親しく な り 、 デ ビュ ー の きっ か け と な っ た 。770 年 代 前 半 は サン レモ 音楽 祭 の 
常連 で 入 質 も し て いる 。 デ ビュ ー 当 時 は カヴァ ー 一 曲 を 多く アル バム に 収 
め て いた が 、 そ の 後 EQUIPE 84 の リー ダー の マウ リツ ィ オ ・ ヴ ァ ン デ ッ リ の 
協力 を 得 て 、 メ ロディ アス な 歌 を 得意 と する よう に な っ た 。 当 アル バム は リコ 
ルディ か ら 移 っ た 彼 が 本 格 的 に カウ ンタ ウト ー レ と し て 再 出 発 を 目論ん だ も 
の 。 リ ッ キ ー・ ジ ャ ンコ の プロ デュ ー ス で 、 彼 の 作曲 し た ラス ト の `^Sogno" は 
シン グル ・ カ ッ ト さ れ た プロ グレ ッ シ ヴ な か 曲 。 全 体 的 に は 地味 な が ら 有 名 人 
が 参加 し て いる 。Roxy は ロッ サナ ・ カ ザー レ の こと 。 (Hiro Tanaka) 
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「18 世 紀 、 ヴ ェ ネ ツィ ア の 12 の 有 舟 唄 」、 こ れ が オ パ ス ・ ア ヴァ ント ラ 、 ト リ デ 
ント ーー ス オノ 時 代 以 後 、 彼 女 の 初 の 作品 だ っ た 。 既 に 知ら れ て いる よう に 今 
世紀 最高 の 、 ま た ` カ ント の 帝王 "と 云わ れ た 人 物 、 マ リオ ・ デ ル ・ モ ナコ の 
巡 に 当る 彼女 らし い 内 容 で ある 。 一 方 で す パ ス ・ ア ヴァ ント ラ の 前 衛 に 興味 
を 持ち 、 本 来 は 声楽 教育 を 受け た 筋 の 彼女 だ け に 、 む し ろ ソロ 活動 こそ 自 
身 の 中 心 フィ ー ル ド な の だ ろう 。 そ の 彼女 は 積極 的 に ヴェ ネツ ィ ア を と り 挙 
げ る 。 次 作 を 除く と 全て そう だ 。 視 点 と し て は 古楽 に 近い 。 歌 う 事 と 同時 に 伝 
統 を 伝え る 作業 を し て いる 。 そ こ に こだわ る 彼女 の 意思 は 学究 的 な も の と 愛 
着 を 兼ね て いる だ ろう 。 歌 い 回 し が バン ド の 時 と よく 似 て いる 。 彼 女 の 特 徴 
だ 。 隠 や か な 曲 が 多く 弦楽 器 が サポ ー ト する 。 (松本 ) 
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'82 年 に 亡くな っ た イタ リア の 名 テノール 、 マ リオ ・ デ ル ・ モ ナコ の 建 で ある 
ド ネ ラ ・ デ ル ・ モ ナコ の ソロ ・ ア ル バム 。 彼 女 は オ パ ス ・ ア ヴァ ント ラ の 一 員 と 
し で て 774 年 と 75 年 に それ ぞ れ アル バム を 発表 し た が 、 そ の 後 バ ンド は 解散 し 
て し まう 。 以 後 、ITALIA、CRAMPS、HOLLY と 3 枚 の ソロ ・ ア ル バ ム を 制作 
し 、 ま た 、 イ タリ ア の 現代 音楽 家 の 作品 を 集め た 「Musica Contempor- 
anea」 と いう チェ トラ か ら '80 年 に 出 た 2 枚 組 で も 一 曲 、 ソ プラ ノ を 担当 し て い 
る 。 本 作 は シェ ー ン ベル ク が 20 代 の 時 に 書き 下ろ し た ロマ ン 派 の 色彩 の 濃 
い 作 品 集 で ある 。 こ の 作品 は 後に CD 化 さ れ て いる が 、LP の 片面 分 が オリ 
ジ ナ ル ・ ア ル バ ム か ら の も の で 残り は 新しい ソー ス か ら 成 っ て いる 。 最 近 は 
新生 オ パ ス ・ ア ヴァ ント ラ の 録音 に も 参加 し て いる 。 (山崎 
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「Schonberg Kobarett」 に 続く ド ネ ラ ・ デ ル ・ モ ナコ の ソロ 第 三 弾 。 今 回 
は 彼女 の 生ま れ 故 郷 の ヴェ ネツ ィ ア で 18 世 紀 か ら 19 世 紀 に か け て 活動 し 
た 作曲 家 ( 複 数 ) の 作品 を 歌っ て いる 。 前 半 は リズ ム 感 の ある ピア ノ を バッ 
ク に クリ アー な ソプラ ノ ・ ヴ ォ イ ス で か な り シ リア ス に 、 後 半 は フル ー ト 、 ギ タ 
ー、 チ ェ ロ の メロ ディ アス な 演奏 を 受け て か な り 演 劇 的 に 、 ま た 、 や や ポッ プ 
に 歌い 上 げ て いる 。 こ こ で 聴く こと の 出来 る 音楽 は オ パ ス ・ ア ヴァ ント ラ の よう 
な ロッ ク 色 は 全く な いし 、 前 作 の よう な クラ シッ ク と し て は ポッ プ な 感覚 も な 
い 。 し か し 彼女 の 作品 を ずっ と 聴い て きた 人 達 の 何人 か は きっ と 共感 出来 る 
だ ろう 。 そ れ は 我々 と 接点 を 持つ 彼女 の 内 側 か ら 浦 き 出 て くる も の の 成せ る 
業 な の で あろ うか 、。 (賀川 ) 
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早く か ら ヨ ー ロ ッ パ 芸術 の 中 心 と し て 栄え た イタ リア は 、 様 々 な 造形 美 
術 、 も し く は その 影響 が 現在 に 至る まで 息づい て いる 感 が ある が 、 音 楽に お 
いて も それ は 、 い わ ゆ る 「 シ リア ス ・ ミ ュー ジッ ク 」 か ら の 人 脈 、 ま た は ディ スコ 
グラ フィ ー の 連なり が 他国 (ドイツ 、 フ ラン ス 等 ) に 比べ 顕著 で あり 、 一 つの 
シー ン を 形成 し て いる 事 だ 。 そ うし た 代表 例 で ある ド ネ ラ ・ デ ル ・ モ ナコ の !93 
年 の 作 。18 世 紀 の ヴ ェ ニ ス の 香り 漂う 小作 品 を 時 に バロック 期 の 楽器 を 
従え 、 彼 女 は 充実 し た 技量 で 再現 し て いる 。 ま さ に これ が 当時 の ポピュラー 
音楽 だ っ た 事 も 考え れ ば 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク ー カ ンタ ウト ー レ 系 の ファ ン が 本 
作 に 親しむ 事 は 決し て 難し く な い 。 (山田 ) 
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派手 な イラ スト カヴァ ー に 包ま れ た エミ リオ ・ ロ クル チ ォ 名 義 の アル バム 
~ レ リオ カバ ー ロ "は 、 彼 自身 の 他 、 ル チオ ・ ダ ッ ラ 、 テ レ サ ・ デ ・ シ オ 、 ク ラウ 
ディ オ ・ ロ ッ リ を 配役 に 据え た オペ レッ タ が 収録 され て いる 。 イ タリ ア 語 で て 早 
口 に まく し 立て る 唱 法 が 好み を 別 つ 感 が ある が 、 非 常に 完成 度 の 高い プロ 
グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク が 聴か れる 。Pierrot Lunaire, Crash, 0deon の 3 グル 
ー プ が バック を 務め て いる が 、 注 目 の Pierrot は 主 に アコ ー ス ティ ッ ク ・ パ ー 
ト を 担当 、 ピ アノ や メロ トロ ン の 奏法 に 面影 を 伺い 知る こと が 出来 る 。 が 、 彼 
ら の 演奏 ば か り を 前 提 と し た 評価 は この 際 避 ける べき だ 。 ど の パー ト に 針 を 
落と し て も 、 ズ ッ シ リ と し た 確か な 手応え は 同じ な の で ある 。770 年 代 後 期 を 
代表 する 好 作 品 と 言え る だ ろう 。 (江田 ) 
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Mario Panseri 参 加 の この アル バム は アコ ー ス ティ ッ ク で 地味 な 印象 が 
強い サウ ンド で ある 事 に も 拘わら ず 聴く 度 に 、 新 鮮 な 感動 を 与え て くれ る 。 
別段 キー ボー ド が 縦横 無尽 に 飛び まわ る 訳 で も な くむ し ろ そ の 役割 は 色彩 
を 添え る 程度 に 止ま っ て いる の だ が 、 そ れ で も 尚 、 全 編 を 包む 言葉 に な ら ぬ 
奈 情 と 奇妙 な 温もり は Capuano 自 身 の ボ ー カ ル と Panseri の 素晴らし い ア 
レン ジ 能 力 に 因 る の だ ろう 。8 つ の パー ト に 分 けら れ 、 ト ー タ ル ・ ア ル バ ム 的 
色合い の 濃い この 作品 は 、 ボ ー カ リス ト の アル バム で あり 年 、 極 端 に ボー カ 
ルパート を 抑え 、 そ の 展開 の 妙 、 構 成 力 に は 驚き を 禁じ えな い 。 

(鈴木 伸一 ) 
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か つて は `Fiaba Poporale" の シン グル の み が 知 られ て いた エン ツ ォ ・ ス 
タ ヴ ォ ー ロ 。 そ の 内 容 の 素晴らし さか ら LP の 存在 が 気 に な っ て いた が 、 一 
枚 の み が 確認 され た 。 こ れ は 80 年 発表 の 作品 で シン グル の 曲 も 収録 され 
て いる 。 (但し 、 ア レン ジ の 異な る 別 テ イク で ある 。) シン グル が メロ トロ ン と オ 
ー ケ スト ラ の 使い 分 け に よる 見 事 な 仕上 りな の に 対し 、LP の 方 は 、 よ り 新 し 
い 感じ に アレ ンジ され て いて 洗練 し 、 さ わ や か に な っ た 分 だ け 心 の 奥深 くに 
し み 入 る よう な 説得 力 が 少な く な っ た 。 そ れ で も 十分 に 一 級 品 で あり 、 フ ァ ン 
タ ジ ッ ク な ジャ ケッ ト デ ザ イン も 内 容 と 良く マッチ し て いて 、 イ タリ ア の 人 片田舎 
の 小さ な 村 の 情景 を か ざら ず に その まま 伝え て くれ る 好 作 品 。 (土川) 
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先ず 断っ て お く が 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ オ ン リ ー と いう 人 は 避け た 方 が 良い か 
も し れ な い 。 し か し ここ で 聴か れる サウ ンド は 充分 プロ グレ ッ シ ヴ な 意欲 に 満 
ち た も の で ある 。 極端 に イタ リア 的 で 、 ま る で イタ リア の 片田 舎 に で も 放り 出 
され た か の よう な 音 作 り は 、 そ の 根本 に 訟 て 、 か の Branduardi や R.De 
Rmione ら と 同位 の 次 元 か ら 表 出 され た も の な の だ ろう 。 総 勢 10 名 に も 及ぶ 
ミュ ー ジ シャ ン が 創出 する 世界 は 一 見 派手 さか ら は 縁 速 い 。 が 、 温 か く 渋 み 
の ある 彼 の 唄 声 と 美しい オー ケス トレ ーション 、 決 し て ロッ ク の 魂 を 失わ な い 
バッ ク の 演奏 は 、 奇 妙 な 整合 感 と し っ と り し た 情 懐 を 伴 な い 胸 を 打つ 。 そ れ 
に し て も 彼 自身 の 弾く ピア ノ は 美しく 、 邪 心 な く 静 寂 を 伴 な う 。 (鈴木 伸一 ) 
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現在 も 活躍 中 の カン タウ トー レ の 一 人 。 デ ビュ ー は ヌメ ロ ・ ウ ー ノ で 、 こ の 
アル バム は クラ ンプ ス に 移籍 し て の ファ ー ス ト 。 バ ッ ク を 全面 的 に 盛り 上 げ 
て いる の は アレ ア の パト リツ ォ オ ・ フ ァ リ セリ 、 パ オロ ・ ト ファ ー ニ 、 ア レス ・ タ ヴ 
ァ ラ ッ ツ ィ の 3 人 で これ に ル チ オ ・ フ ァ プ ブリ 、 ア ルベル ト ・ カ メリ ー ニ 。 ル チオ ・ 
バッ ティ ステ ィ も よく 起用 する 売れ っ 子 ス タ ジ オ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン 、 ウ ォ ル ター・ 
カッ ロー ニニ と ヒュ ー・ プ レン 等 の 豪勢 な ゲス ト が 参加 し て いる 。 タ イト ル の 
「SUGO」 と は スパ ゲッ ティ ・ ソ ー ス の 商品 名 。 詩 の 面 で は フラ ンチ ェ ス コ ・ グ 
レゴ ー リ の 様 な プロ テス トノ ソノ ング の タイ プ だ が 音楽 的 に は 日 本 で も イタ リア 
で も 彼 自 身 の 最 高 作 と 評 され る 程 の 実力 を 充分 に 発揮 し た 快 作 。 

(いわ ね ) 
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エ ウ ジ ェ ニ オ ・ フ ィ ナ ルディ と いう と 、 ア レア の メン バー が 参加 し た 
TSUGO」 が 有名 だ が 、 そ の 後 の アル バム は 日 本 で は ほとん ど と いっ て いい 
程 無名 で ある 。 こ れ は !83 年 の 11 月 に 録 ら れ た ライ ヴ 作 品 。 当 時 、 非 常に 新 
感覚 派 の ポッ プス と し て 印象 に 残っ た 記憶 が ある 。 レ ゲ エ の リズ ム を 取り 
入れ た り 、 セ ンス の 良い バック (ベー ス は 元 イ ル ・ ヴ ォ ー ロ の ボ プ ・ カ レロ ) に 
よっ て 洗練 され た イメ ー ジ の ポッ プス に 仕上 げ ら れ て いる 。 唱 法 は どこ か テ 
ィ ト ・ ス キッ パ JR に 通じ る も の が ある 。 (山崎 ) 
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カン タウ トー レ で ある ファ ウス ト ・ レ アー リ が 、 バ パック を セカ ンド ・ ア ル バ ム を 
出し た 当時 の イル ・ ヴ ォ ー ロ に 託し た アル バム 。 レ アー リ は 他 に も 
「LEAPOLI」 等 数 枚 の ソロ ・ ア ル バ ム が ある 。 独 特 の し ゃ が れ 声 を 持つ レ 
アー レ と イル ・ ヴ ォ ー ロ の サウ ンド は 見 事 に 一 体 化 し て 生き 生き と し た 印象 を 
受け る 。 特 に タイ トル ・ チ ュー ン で ある A③ が 典型 的 な 例 と いえ る だ ろう 。B 面 
ラス ト で は イル ・ ヴ ォ ー ロ の み の イ ンス トゥ ー ル メン タル ・ チ ュー ン が 収録 され 
て いる が 、 恐 らく この 曲 は イル ・ ヴ ォ ー ロ の セカ ンド ・ ア ル バ ム 録音 時 に 訟 け 
る 未 発表 テイ ク で あろ うと 思わ れる 。 ラ ディ ウス の 12 弦 ギタ ー が 印象 的 で あ 
る 。 尚 、 旧 国内 盤 に は アル バム の 未 発表 テイ ク が 収録 され て いた 。 (山崎 ) 
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「Amore Dolce 二 」 で イタ リア ン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に 知ら れ て いる 彼 の 次 作 
に 当たる も の 。 70 年 代 前 半 の フィ リッ プス 時 代 か ら 、 そ の し ゃ が れ 声 を 聴か 
せ て いた 彼 も CGD に 移り 、 ロ ッ ク 系 ミュ ー ジ シャ ン を パック に し て より その 声 
に 張り を 感じ いせ る 。 こ の アル バム も 前 作 に 続い て アル ベル ト ・ ラ ディ ウス が 
参加 し 、 更 に 約 半 分 の 曲 で は 替 っ て ステ ファ ノ ・ プ ル ガ (kbd) が バッ クア 
ッ プ 、 一 層 の 彩り を 見 せる 。 前 作 以 上 に タイ ト な サウ ンド に な り 、 力 強い 。 
CBS プ CGD に あり が ちな 大 掛か りな スト リン グ ス ・ オ ー ケ スト レー ショ ン は 
な く 、 彼 の 歌 で 聴か せる 。 そ れ 程 、 手 助け を 必要 と し な い 個 性 の ある カン タウ 
トー レ で ある 。 辛 口 だ 。 熱 唱 する 彼 の 歌 を ぬう よう に 出 て くる ラディ ウス の あ 
の トー ン を も 存 分 に 聴け る 。 (松本 ) 
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Fabio Celli な る 人 物 に つい て は 、 こ の 自主 制作 に よる 作品 以外 に は 何 
等 知る 術 も 無い の が 残念 だ が 、INFERMIERI と いう グル ー プ と 共に 創出 し 
た その サウ ンド は 、 ダ イナ ミズ ム と リリ シズ ム の 交錯 する 凄絶 な が イタリ アン ・ 
ロッ ク で ある 。 魂 の 雄叫び の よう な 、 又 時 に 虚しい 路 の 如き Fabio の ボー カ 
ル に 、 彼 自身 と C.Ciscognetti に よる ダブ プル ・ キ ー ボ ー ド が 、 ミ ステ リア ス に 
スリ リン グ に そし て クラ シカ ル に と 変幻 自在 に 絡み 付き せめ ぎ あ う 様 は 圧 
巻 / 司 し い 生命 力 と 狂おしい 美意識 の 発露 が 、 何 処 迄 も 何時 迄 も 熱く 切な 
く 胸 を 焦がす 傑作 で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
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"80 年 代 を 代表 する カン タウ トー レ 。 今 で も し ば し ば チャ ー ト に 顔 を 出す の 
で 、 日 本 で も ポッ プス 系 の ファ ン に は よく 知ら れ て いる 。 と ころ が 反対 に 新人 
時 代 は 程 ん ど 知ら れ て いな い 。 当 アル バム は 地味 な 印象 が あり 、 歌 詞 を 重 
視 す る タイ プ の も の 。 タ イト ル が 示す よう に 普段 の 物語 を 淡々 と 語っ て いく 進 
行 は フラ ンチ ェ ス コ ・ デ ・ グ レゴ ー リ の スタ イル に も 似 て いる 。 た だ し 、 こ の ア 
ル バ ム を 多く の カン タウ トー レ の 作品 と 十 把 一 か ら げ に で き な い 理由 が あ 
る 。 そ れ は 、 ヴ ォ ー ロ 時 代 の キー ボー ド ・ プ レイ を 色濃く 反映 し た ヴィ ンチ ェ ・ 
テン ペラ の アレ ンジ で ある 。 主 役 が コン カー ト な の で 、 ヴ ォ ー ロ その も の を 期 
待 する こと は 難し い が 、4 曲 程度 面白 い ア レン ジ を 楽し め る 。 

(HIRO TANAKA) 





FABIO FERRIANI 
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唯一 つの アル バム だ と 思う 。 ジ ャ ケッ ト の 見 開き 体裁 等 が チュ トラ の 一 連 
の バン ド 作 と まっ た く 同 じ 感 触 な の で 、 ソ ロ と は 言え 、 な ん と な ぐ ^Amore" 物 
の 多く と は 違っ て 見 える 。 ど ちら か と いう と 地味 な カン タウ トー レ 物 で は ある 。 
ろく に オー ケス トラ も 出 て 来 な い 。 全 曲 の 作詞 作曲 も 彼 自 身 。 そ し て 控え 
め な バック ・ ミ ュー ジ シ ャ ン も な ん と な く 〈 分 っ て いる よう な 演奏 だ 。 こ の アル バ 
ム に は 安 受け 合い の 泣き が な い 。 曲 も 派手 さき に は 欠け る し 、 必 ず し も 歌い 上 
げ る わけ で は な い 。 ス タン ス と し て 初期 の クラ ウデ ィ オ ・ ロ ッ キ な ん か に 近い も 
の を 感じ る 。 英 米 で 言う シン ガー・ ノ ソン グラ イタ ー の 質 な の だ 。 自 作 自 演 す る 
事 の 痛み と 喜び を 知っ て いる と いう か 。kbd や 弦楽 器 等 の サポ ー ト 陣 の 理 
解 も 大 きい 1 枚 だ と 思う 。 (松本 ) 





ナブ ププ 
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デ ・ ア ンド レ は と て も 地味 な 歌手 で ある 。 彼 に 影響 を 与え た の が フラ ンス ・ 
シャ ン ソ ン 界 の 三 大 巨匠 の 一 人 、 ジ ョ ル ジ ュ ・ プ ラッ サン で ある こと も 一 つの 
要因 に な っ て いる よう だ 。 彼 は 後期 ジェ ノヴァ 派 カ ンタ ウト ー レ に 属し 、 現 在 
まで 歌詞 を 重視 する 傾向 は 変わ り が な い 。 そ の な か で も コー ラス や スト リン 
グ ス を 加え た 当 ア ル バ ム が 、 サ ウン ド 面 に お いて 最も 充実 し た 内 容 に な っ 
て いる よう に 思わ れる 。 最 大 の 貢献 者 は アレ ンジ ャ ー の ニコ ラ ・ ピ オヴ ァ ー ニ 
で 作曲 に も 手 を 貸し て いる 。 ピ オヴ ァ ー ニ は 現在 イタ リア 映画 界 で 多く の 仕 
事 を こなし て お り 、 最 近 の フェ リー ニ や タ ヴ ィ ア ー ニ 兄弟 の 作品 な どの 音楽 
も 担当 し て いる 。 (Hiro Tanaka) 


FABRIZIO DE ANDRE 

Vol. 8 

7 

@Produttoriassociati PA/LP 54 
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@ 





75 年 の 作品 。 タ イト ル の 通り 8 作 め に あたる 。 彼 は デビ ュー 以来 この プロ 
ダッ トリ アソ チア ティ で アル バム を 出し 続け て 来 た 。 こ こま で の 作品 は 1st 
「Tutti Morimmo a Stento」(PA/LPS32) 、2nd「Fabrizio De Andre」 
( 同 33) 、3rd「La Buina Novella」( 同 34) 、4th「Fabrizio De Andre」(PA/ 
LP39) 、5th「Non Al Denaro Non All Amore Ne Al Cielo」( 同 40) 、6th 
「Storia Di Un Impiegato」( 同 49) 、7th「Canzoni Di Fabrizio De Andre」 
( 同 52) 、 で ある 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター 中 心 の 彼 の 曲 は 、 プ ラン デ ゥ アル 
ディ 的 だ が 、 さ ら に 地味 で 素朴 な 響き を 持っ て いる 。 ヴ ァ イ オ リン や フル ー ト 
の 調べ に 導 か れる ~Oceano"、Giugno "73?、 ラ イブ で クラ イマ ックス に 演 
奏 さ れ て いた ~Amico Fragil "な ど は と り わ け 輝 いて いる 。 ( 城 元 ) 
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「 リ ミニ 」 と は イタ リア の 観光 地 の 名 で 、 夏 に は 多く の 人 々 が 訪れ る の だ そ 
うだ 。“ リ マー ル "と いう レコ ー ド 店 を 訪れ る た め に 同 地 へ 赴 い た 事 の ある 熱 
心 な 収集 家 氏 も 多い の で は な いか 。 本 作 は リミニ に 集う 人 々 の 様々 な 表情 
を 淡々 と 歌い あげ る 様 な 作風 で 、 彼 の 有名 な ライ ブ (79 年 1 日 に 収録 ) の 
直前 作 で あり 、 半 分 以上 の 曲 が そ の ライ ブ に も 収録 され て いる 事 か ら も わ 
か る 通り 、 楽 曲 、 演 奏 と もち ヴォル テー ジ は 高い 。 パ バック 陣 の 名 前 に まだ 残念 
な が ら P. F. M. 関 係 の 者 は かない が 、 レ ・ オ ル メ の プロ デュ ー サ ー で あり 、 一 
時 その メン バー で も あっ た ジャ ン ・ ピ エロ ・ レ ヴェ ル ベリ (Key) の 名 が 見 え 
る 。 ス リー プ は 見 聞き で 、 各 曲 ご と の イメ ー ジ ・ フ ォ ト を 載せ た 8 ペー ジ の リー 
フレ ッ ト 付 で ある 。 ( 城 元 ) 


FABRIZIO DE ANDRE 十 PFM 
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CDOR 8431 
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バッ ク 、PFM。 フ ァ プ ブリ ツィオ ・ デ ・ ア ンド レ は この 頃 大 人 気 の カ ンタ ウト ー 
レ 。 そ し て この 盤 は 当時 の 成功 ぶり を ライ ヴ で 伝え る 。PFM は 時 期 と し て は 
「Suonare Suonare」 の 頃 。 今 一 つ 食い 足ら な く な っ て きた 時 期 だ が 、 デ ・ ア 
ンド レ 独 特 の 語り 並 ら べ る よう な ヴォ ー カ ル を 、 う まく 浮き 立つ よう に 控え て 
は 、 こ こ ぞ と いう 時 に 出 な が ら 、 好 パッ キン グ を つけ る 。 チ ョ ッ チ ョ 、 ジ ヴァ ス 、 
ムッ シー ダ 、 プ レモ リ 、 そ し て 加入 直前 の ファ ブリ 、 更 に ロベルト ・ コ ロン ボ の 
ゲス ト で 、 節 々 に 彼 等 らし い 演奏 が 聴け る の で 、 フ ァ ン は 心 聴 。 ム ヘッ シー ダ 
が いい ソロ を 弾い て いる 。 一 瞬 、 二 瞬 、 三 肢 と PFM に な る 。「Vol.1」「2」 を 合 
わせ て 選曲 は 「Rimini」 か ら も 6 曲 と 最も 多い 。 少 し と っ つき に くい デ ・ ア ンド レ 
の 歌 だ が 、 入 門 編 に も 最適 。 (松本 ) 








FABRIZIO DE ANDRE 
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前 作 か ら 2 年 半 の 歳 月 を 経て リリ ー ス され た 本 作 ` 邦 題 : 地 中 海 へ の 道 
揚 * は イタ リア の 地中海 音楽 に 挑ん だ 意欲 作 で ある 。 ジ ェ ノ バ 出 身 の ア ー 
ティ スト で ある デ ・ ア ンド レ は この アル バム で 正面 か ら ジ ェ ノ パ を 通し た 地 中 
海 音 楽に 挑み 、 何 と 全て ジェ ノバ 方 言 で 歌わ れ て いる と いう 凝り 様 。 元 
PFM の ヴァ イオ リ ニ ス ト で 、 グ ルー プ 脱 退 後 は 地中海 音楽 の 研究 家 と し て 
の 活動 を 続け る マウ ロ ・ パ ガー ニニ と 、 同 じ く PFM の フラ ンコ ・ ム ッ シ ー ダ の 助 
け を か り て 制作 され た アル バム だ 。 デ ・ ア ンド レ と PFM は 古く か ら の 交流 が 
ある が 、 彼 等 の コラ ボ レ イ ショ ン の 中 で 、 地 中 海 音 楽 を 現代 的 に 演奏 を 融 
合 さ せ た 本 作 は 最も 水準 の 高い も の で ある 。 ア レア の ファ ン 等 も この アル バ 
ム は 耳 に し て お いた ほう が いい 。 (山崎 ) 





FABRIZIO DE ANDRE 
Le Nuvole 

'90 

久 Fonit Cetra TLP 260 
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ファ プリ ツィ オ ・ デ ・ ア ンド レ は !60 年 代 か ら 地道 に 活動 を 続け て きた が こ 
の あたり の 作品 は 、 お り し も ワー ルド ・ ミ ュー ジッ ク の 流行 と シン クロ ナイ ズ 
し 、 そ ちら の ファ ン の 方 に も 耳 に し て も らい た いよ うな 作品 と いえ る だ ろう 。 彼 
の 作品 に は うわ つい た と ころ が な く 、 常 に 誠実 に 制作 され た 印象 が 強く 、 一 
聴 し て 派手 さ は 決し て な い が 、 何 度 も 聴き 、 彼 の サウ ンド を 理解 する に つれ 、 
徐々 に 彼 の 世界 に ひき ずり 込ま れ て いく の で ある 。 言 葉 が 1 つの 障害 に な っ 
て いる こと は 確か だ が 、 時 間 を か けれ ば きっ と 良さ が わか っ て くれ る は ず だ 。 
ぜひ と も トラ イ し て みて ほし い 。 (山崎 ) 








7 ブイ ち 
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元 レ アー レ ・ ア カ デ ミ ア ・ デ ィ ・ ム ジ カ の キー ボー ド 夫 者 フェ デリ コ ・ ト ロイ 
アー ニ の 1st ソ ロ 。 既 に 往年 の 流 肌 な ピア ノ プ レイ は 消え て し まい 、 標 準 的 な 
カウ ント ー レ の 道 を 歩み 始め た 様 だ 。77 年 に レア ー レ 時 代 を ほう ふつ と させ 
た が 、 他 の ソロ 作品 を 聴く 限り 大 勢 に 変化 は 無く 、 昔 の 演奏 形態 に 戻る こと 
は な さそ うだ 。 バ ッ ク の 演奏 が 少々 スマ ー ト 過ぎ る の が 気 に 懸 か る が 、 そ こ は 
A. モ ン テ ド ゥ ー ロ と の 共演 盤 で あれ 程 フ ァ ン タ ジ ッ ク な 内 容 を の な し た 実力 
者 、 夫 囲 気 作り も 心得 た も の で 、 切 々 と 歌い 上 げ る ナン バー で 真価 を 発 
揮 。 た ま に 論 で られ る ac ピア ノ 以 外 は 殆ど ヴォ ー カ ル に 専念 、Sandro の キ 
ー ボ ー ド や コー ラス 陣 が 専ら バッ クア ッ プ に 回 る 。 な お レア ー レ か ら の 参加 
は D.Cappa1 人 だ け 。 (江田 ) 


FIORDALISO 

Dal Vivo Per Il Mondo 
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日 本 の SHIHO の 杏子 と 同じ く 、 苗 字 を つけ な い フ ィ オ ル ダ リ ー ソ は 、 ダ ミ 
声 の ボップ ・ シ ン ガ ー で す が 、 い い 曲 が 多い で すま 代表 曲 「Non Voglio 
Mica La Luna」 は 、 日 本 で も 昔 、 車 の CM に 使わ れ て いま し た 。 さ て 、 こ の ラ 
イヴ ・ ア ル バム 、 特 に 有名 な 人 は いま せん が 、 パ バック が ハリ キッ て いて 、 中 で 
も 前 述 の 曲 の アウ トロ な ど 、 ス タ ジ オ 盤 に は 入っ て いな い 5 十 4 拍子 の ソロ が 
つい て いま す 。 パン コ を 簡単 に し た 感じ で すま た 、 観 客 の 、 歓 声 だ け で な く 歌 
声 も 、 所 々 よく 聞こ える の で す が 、 そ れ が 女のコ ば か り で 、 し か も 声 が 異様 に 
幼い の で すま る で 女子 中 高生 の 親衛 隊 の よう で す 彼女 は 、 本 国 で は 「 女 
の コ が 憧れ る 。 強 く た く ま し い 女 性 」 つ まり 、 ク ラッ シュ ・ ギ ャ ルズ 的 存在 な ん 
IGR9323E (斎藤 ) 
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〇 





参加 ミュ ー ジ シャ ン の 多彩 さ で 期待 させ て お き な が ら 肩 透かし を 喰う アル 
バム が 多い の だ が 、 こ の 作品 は 期待 を 裏切ら な い 素晴らし い 仕上 が り と な 
っ て いる 。 そ れ も 偏 え に キ ー ボ ー ド 、 ア レン ジ 、 オ ー ケ スト レー ショ ン を 支配 す 
る Amedeo Tommasi の 才能 の 成せ る 業 な の だ ろう 。(1 曲 の み Federico 
Troiani が 参加 し て いる が 完全 に 起 ん で いる 。) Flavio Giurato の ポー カル 
も 語り の よう な も の か ら バ ラー ド 調 、 絶 唱 型 と 実に 変化 に 富み 、 表 現 力 の 巧 
みき さと 説得 力 は か な り の も の が ある 。 全 曲 、 飽 きのこ な い 深 み の あ る 唱 法 、 
演奏 が 魅力 的 だ が 、 取 り 分 け B 面 ラス ト を 和 飾る 曲 が 、 最 高 の 聴 き 物 で ある 。 

その 音 空間 の 清 測 さ は 少な く と も 私 を 満足 させ る に は 、 充 分 な も の で ある 。 
(鈴木 伸一 ) 
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アル バム 「SUONARE SUONARE」('80 年 ) を 発表 後 、 フ ラヴ ィ オ ・ プ レ 
モリ は PFM を 脱退 し た 。 前 作 「PASSPARTU」 か ら は イタ リア 国内 の み の 
マー ケッ ト を 考え て 、 民 族 調 の 夫 囲 気 を 持っ た 渋 め で 落ち 着い た 音楽 を 演 
奏する バン ド に な っ た が 、 決 し て それ が プレ モリ の 脱退 の 理由 で は 無い 気 
が する 。 い ずれ に せよ 彼 は バン ド を 辞め 、 唯 一 の ソロ ・ ア ル バ ム を 制作 し た 。 
時 代 を 反映 し た ポッ プ な サウ ンド で 全編 占め られ て いる が 、 流 石 キ ー ボ ー 
ディ スト の アル バム らし く 美 し い ピ アノ を 聞か せる 曲 や シン セ の 音色 の セン 
ス の 良さ も 見 逃 せ な い 。PRODUCE, ARRANGE は BAGLIONI で お 馴染 
み の GEOFF WESTLEY で 、 バ パッ ク は PETE VAN HOOKE, MO FOS- 
TER, PHIL PALMER, ROSSANA CASALE 等 が 固め て いる 。 彼 は 現在 
CM 音楽 を 仕事 に し て いる 。 (片山 ) 
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フラ ンチ ェ ス コ ・ プ ブッ ケッ リ と いう マル チ ・ キ ー ボ ー ダ ー に よる アル バム 。 シ 
ン セ サイ ザー に よる メデ ィ テ イシ ョ ナル ・ ミ ュー ジッ ク が くり ひろ げ ら れ て いる 
の だ が 、 そ こ は イ タリ ア 人 らし く メ ロディ ー を 聴か せる も の で 、 多 種 の キー ボ 
ー ド の 上 を 鳴り 響く 生 ピ アノ が 印象 的 で ある 。 若 干 テク ニッ ク の 甘 さ 、 シ ン セ 
サイ ザー の 音色 に 問題 が 残る が 、 セ ンス は 十分 合格 点 を 与え られ る 。 同 系 
統 の イタ リア の バン ド 「 サ ンジ ュ リ アー ノ 」 と 比較 する と 多少 見 劣り が する 
が 、 決 し て 二流 に まで 落ち る こと は な いで あろ う 。 自 主 製作 らし い 。 尚 、'92 年 
に CD 化 さ れ た が 、CD に は 2nd に あたる 末 発 表 ア ル バ パム が 加え られ て い 
る 。 こ れ も 同 傾向 の サウ ンド で ある 。 (山崎 ) 
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この ジャ ケッ ト の 不思議 な 動物 は いっ た い 何 だ 。 そ れ に し て も この 人 も 地 
味 だ 。 ど れ く らい 地味 か と 言う と 、 あ る RENZO ZENOBI が 派手 に 聴こえ る 位 
だ (本 作 に は 彼 も 参加 し て いる ) 。"73 年 の 「ALICE NON LO SA」 も いい 作 
品 だ が 私 は この LP が 好き だ 。 あ っ ち は オ ー ケ スト ラ と か 入 . っ て る が 本 作 は 
シン プル その も の で 、 そ の シン プル さ が メ ロディ ー を 際立た せ て いる 。 ほ と ん 
どの 曲 は ギタ ー の 弾き 語り な の だ が 、 た ま に し か 入ら な い キ ー ボ ー ド が 余計 
印象 に 残る 。B① の 曲 は バッ ク が ピア ノ と 静か に 広がる スト リン グ ス シ ン セ 
だ け な の だ が 、 叶 く よう な や さ し い 歌声 を 包み 込む 感じ が 好き だ 。 こ の 1 曲 の 
お か げ で この LP が 何 度 も ター ン テ ー ブ ル に 乗る こと に な っ た 。 地 味 だ が 好 
作品 。 (渡辺 一 己 ) 
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1951 年 ロー マ 生 まれ 。70 年 代 に 入っ て フォ ー ク ・ ス タ ジ オ で ジノ ・ パ オリ 
や エン ツ ォ ・ ヤ ン ナ ッ チ ら ジ ェ ノ ヴァ 派 カ ンタ ウト ー レ の ヒッ ト 曲 を 歌っ て い 
た 。 そ の 頃 に ボ プ ・ デ ィ ラ ン の 影響 も 受け た 。 デ ビュ ー は まだ 無名 だ っ た た 
め に レコ ー ド 会 社 (RCA) の 意向 に より 、 も う 一 人 の 無名 歌手 と の ジョ イン ト 
の 形式 を と る こと に な っ た 。 そ の アル バム は 「Theorius Campus」 と な り 、 ア 
ント ネッ ロ ・ ヴ ェ ン ディ ッ テ ィ が 相当 と し て レコ ー デ ィング され た 。 完全 な ソロ ・ 
アル バム と し て は 次 作 「Alice Non Lo Sa」 が 第 一 作 目 と な る 。 そ の 後 は ヴ 
ェ ン ディ ッ テ ィ 、 コ ッ チ ャ ン テ や バリ ョ ー ニ ら と 共に 770 年 代 の 代表 的 カン タウ 
トー レ と な る 。'79 年 に は ル チ オ ・ ダ ッ ラ と ツア ー を 共に し 、 大 物 シ ン ガ ー の 仲 
間 入 り を し た 。 (HIRO TANAKA) 
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デ ・ グ レゴ ー リ は ロー マ 生 まれ で 幼い 頃 か ら 詩 を つく る の が 上 手 か っ た と 
いう 詩人 肌 の カン タウ トー レ で ある 。 こ うい っ た 類 の 歌手 は 音 よ り も 歌詞 を 楽 
し む も の な の で 語り に 近い 彼 の 歌 は あま り 好ま れ な いよ うだ 。 彼 は カビ トロ ・ 
セイ な ど 幾 つか の グル ー プ て 活動 し た の ち 、 新 し い カ ンタ ウト ー レ と し て RCA 
か ら 「Roma Capoccia」('72 年 ) と いう アル バム で アン ト ネ ッ ロ ・ ヴ ェ ン ディ 
ッ テ ィ と 一 緒 に 紹介 され た 。 そ の 彼 は ル チ オ ・ ダ ッ ラ と の ジョ イン ト ・ コ ン サ ー 
ト の ライ ヴ 盤 を 含め 多数 の アル バム を 発表 し て いる 。 こ れ は 近作 に 当る ア 
ル バ ム で 、 メ ロディ ー は 今風 で ある が 以前 より か な り 聴 き 易 く な っ て いる 。 

(Hiro Tanaka) 
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鬼才 バッ ティ アー ト の 記念 すべ き 第 1 作 。 ク ラシック 、 民 族 音楽 、 ジ ャ ズ 等 
の モチ ー フ を ロッ ク の フィ ー ル ド で 再 構築 する 手法 は まさ に プロ グレ ッ シ ヴ ・ 
ロッ ク で あっ た 。 こ の 傾向 は 次 作 「Pollution」 ま で 続き 、3 作 目 「Sulle Corde 
ー」 以 降 8 作 目 「L'egitto Prima 一 」 ま で は ミニ マル か ら 現 代 音 楽 系 の サウ 
ンド へ と 変化 し て いっ た が 779 年 以降 は ポッ プ ・ フ ィ ー ル ド へ と 方 向 転 換 し 、 
大 ヒッ ト を 飛ば すこ と に な る が 、 彼 の アイ ロニ カル な 視点 で 創り 出す ポッ プス 
は 独特 の も の で あり 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ィ ー ル ド で も 十分 通用 する 
良質 の も の だ 。 同 時 に ロッ ク ・ オ ペラ 等 、 自 ら の 創作 意欲 を 正直 に 表現 さ 
せ た シ リア ス な 作品 も 制作 し て お り 、 今 だ に 現役 で 活動 し て いる 姿勢 に は 
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初期 の パッ ティ アー ト は 英 米 の サイ ケ デ リッ ク 意 識 と 同じ 内 面 的 な 突き 
詰め を スト レー ト に 音 に し た 激 し さ が ある 。 し か も 音楽 的 だ 。 で も 所 が 違え ば 
こう も 音楽 の ニュ アン ス は 違う も の か 、 イ タリ ア の 熱 っ ぽく 密度 の 濃い 音 と 地 
中 海 的 な 開放 感 が 本 腰 で アヴァ ン ギ ャ ルド な か 方向 へ 向かっ た 時 の 逸脱 の 
スケ ー ル 度 も 、 ま た 段違い 。 ま ず リ ズム が 違う 。 彼 の 現代 音楽 の 素養 が 露 
見 する 、 そ し て 彼 の 奥 に ある イタ リア の 土着 性 や 郷 舌 感 が 噴出 する 。 魂 は 
思う 存 分 感覚 的 と いう 意味 で ロッ ク で も 、 手 法 の コラ ー ジ ュ や 反復 は 現代 
音楽 肌 。 こ の 安易 に 情緒 肘 江 し な い 厳 し さ が 、 今 日 の 彼 、 知 名 度 を 築い て 
いる の だ と 思う 。2 作 目 。 初 期 の 傑作 。 収 拾 の つか な い 際 まで に ロッ ク ・ サ ウ 











脱帽 で ある 。 (山崎 ンド 、 前 衛 ア プロ ー チ 、 卿 怠 等 が 服 ら み イ マジ ネイ ティ ヴ だ 。 (松本 ) 
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'46 年 、 シ チリ ア 島 カタ ー ニ ャ の 生ま れ 。'68 年 ^Balla Raggaza" で ポッ 
プ ・ シ ン ガ ー と し て デビ ュー する が 、 既 に 後 を 予感 させ る も の が ある 。( シ ン 
グル 項 参 照 ) 。70 年 代 初頭 の 最も 先鋭 的 な レー ベル 、Bla Bla に あっ て も 、 
その 地中海 民族 音楽 色 と エ レク トロ ニク ス ・ イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ イシ ョ ン 、 サ イケ 
デリ ッ ク ・ ア プロ ー チ が 混 然 と な っ た 音楽 は 、 異 様 に 密度 が 濃く 底 知 れ な 
い 。 こ の 3 作 目 に な る と 、1 一 2 作 目 で の 折 青 感 が 取り 払わ れ 、 反 復 の 中 に 
溶解 し て 流れ 続け る と いっ た ふう で 、 独 特 の ラー ガ と 化し て いる 。 こ の 頃 か ら 
彼 は 更に 反復 の スタ イル を 強め 、 後 年 これ が 「Genesi」 や カミ サス カ の 近 
作 な ど へ と 結び つく 。 ア ヴァ ン ギ ャ ルド な 姿勢 に の ぞ く 、 堀 り 下 げ ら れ て 見 つ 
か っ た よう な イタ リア 色 は も は や 普遍 的 。 (松本 ) 
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パイ ィ テ ィ ア ー ト の 4 枚 目 の 作 品 。 前 作 で みせ た サウ ンド ・ ポ リ シ ー の 変化 
は この アル バム で 完成 を みせ た と いえ る だ ろう 。 こ こ で 聴く こと の で きる 音楽 
は 、 キ ー ボ ー ド 類 を 使用 し た ミニ マル ・ ミ ュー ジッ ク で ある 。 非 常に 耳障り の 
良い 、 こ こち いい サウ ンド で ある か ら 、 こ れ 以 後 の 実験 的 作風 と 較べ る と は る 
か に 聴き 易い 。70 年 代 に 様々 に 試み を プラ ・ プ ラ ・ レ ー ベ ル の 中 で 展開 し 
て いっ た が 、 こ の 経験 が '80 年 代 の ポッ プス 作品 の アレ ンジ の か くし 味 に な 
っ て いる こと を 感じ る 。 例 えば 、 こ の ミニ マリ ズム は 885 年 の 作品 。「Mondi 
Lontanissimi」 の 中 で さり げ な く 生 か され て いる 。 (山崎 ) 
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プラ プラ か ら の 最後 の アル バム 、5 作 目 。 作 風 は これ まで に 同じ く 、 反 復 と 
サウ ンド ・ コ ラー ジュ を 軸 に し た も の 。 旧 A 面 前 半 部 の コラ ー ジ ュ は か な り 派 
手 に や っ て いる 。 そ し て 3 作 目 あたり に 顕著 な 清涼 感 の ある エレ クト ロニ ク 
ス ・ サ ウン ド か ら 、 教 会 オル ガン 張り に 響き 続け る 後半 へ と 、 こ の 大 曲 は 、'70 
年 代 の 彼 の 手法 が コン パク ト に まとめ られ て いる 。IHB 面 も 旧 A 面 後半 部 に 
似 た サウ ンド で 、 更 に 展開 され た も の 。 こ ちら は イコ ライ ジン グ さ れ た 響き の 
中 に も 恐らく 教会 オル ガン と 思わ れる 壮 厳 な トー ン が 多々 現れ る の で 、 多 分 
に 聴き 易い と 思う 。 ポ ポル ・ ヴ ー の 「In Den Garten Pharaos」 後 半 に 似 た 
サウ ンド だ 。 い ずれ に し て も 数 理 的 な 整合 さよ り も 感性 に まかせ た よう な 講 放 
さ が 音 に 感じ られ る 彼 で ある 。 (松本 ) 
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バッ ティ アー ト 、 全 20 作 の うち 、 多 分 一 番 硬 派 な 内 容 を 持つ アル バム 。 タ 
イト ル も ずばり 「Franco Battiato」。 実 際 の 所 は ブラ ・ ブ ラ を 離れ て 大 手 リ 
コル ディ に 移籍 の 第 一 弾 だ か ら の タイ トル だ ろう が 、 そ れ で な お か つこ の 内 
容 と いう こと は 、 彼 の 意識 は 間違い な く 作曲 家 に 有 っ て 、 彼 を 見 る 目 も 音楽 
家 と し て と ら え て いた に 違い な い 。 こ の 音楽 か ら 「L'era_ Del 一 」 は 予測 の つ 
か な い 事 だ 。A 面 は Antonio Ballista の 一 定 の ピア ノ 打 音 と わずか な エレ ク 
トロ ニク ス ・ サ ウン ド を 重ね た 完全 な ミニ マル ・ ミ ュー ジッ ク 。B 面 は Ballista 
(p) 、Alide Maria Salvetta (喋り 笑い な が ら の ソプラ ノ ) に クラ ウデ ィ オ ・ ロ 
ッ キ (スタ ジオ 内 の 音 ) と いう 組み 合わ せ で 編集 効果 も 加味 。 ピ アノ の 甘い 
響き と コラ ー ジ ュ が 中 心 。 (松本 ) 
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か つて は プラ プラ か ら 出 た 5 作 の 希少 度 ど 70 年 代 末 以後 の 彼 の 知名 度 
と の 間 に 抜 け 落ち て いた 感 の ある バッ ティ アー ト の 770 年 代 後半 だ が 、 ご く 
ー 部 の リス ナー が 知っ て いた と お り 、 こ の アル バム は その 中 で も か な り の ク 
オリ ティ を 誇っ て いる 。 カ ミサ スカ 、 カ チャ パリ ャ 、 ジ ュ ス ト ・ ピ オ な ど 強 者 が 一 
同 に 会 し て いて 、 現 在 の 創作 の 原点 に な っ た 頃 の 一 作 で も ある 。 コ ー ラ ン と 
も 病理 的 と も 言え そう な カミ サス カ の 歌 、Alida Maria Salvetta の ソプラ ノ 、 
ピオ の アン ニュ イ さ を 醸す ヴァ イオ リン 、 そ し て ピア ノ の 単音 な ど を 中 心 に 、 
滑ら か で た た ず む よう な 曲調 が 素晴らし い 。 こ の 室内 楽 の 異形 と も 思え る 作 
風 は 、 参 加 ミ ュー ジ シ ャ ン の 近作 に さえ 通じ る も も の が ある 。 こ れ ま で に は 目 立 
た な か っ た ぶ く よ か さ の 出 た 一 作 。 (松本 ) 
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BLA BLA レ ー ベ ル の 時 代 、 実 際 的 プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ー ミ ニ マ ル 、 
現代 音楽 系 と 変化 し て きた バッ ティ アー ト は 、'79 年 に 突然 、 ポ ッ プ ス ・ シ ン 
ガー と し て 再 デ ビュ ウ す る 。 そ の 記念 すべ き 第 一 作 で ある 。 タ イト ル は 白 イ ノ 
シシ の 時 代 と いう 意味 。 後 に アリ ー チ ェ が 唄っ た り 、 自 ら 別 テ イク で 再 録 し 
た り し た 曲 が 多 い の で 、 今 、 聴 く と プリ ミ テ ィ ヴ な 印象 は 否め な い が 、 驚 くべ 
きこ と は 、 再 録 し た も の で も 、 各 曲 の 重要 な アレ ンジ は 9 割方 、 こ の 時 点 で 完 
成 し て いる こと だ 。 そ れ を 気付 か せな い 、 の ん びり と し た 印象 が 彼 の 損 を し て 
いる 部 分 で も あり 、 大 いな る 魅力 で も ある の で ある 。 (山崎 ) 
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アル ベル ト ・ ラ ディ ウス の スタ ジオ で 録音 され た 新生 パッ ティ アー ト の 第 2 
弾 (通算 10 枚 目 )。 こ の アル バム で は 、 後 の アル バム へ と 続く 明確 な ビー ト 
感覚 が 確立 され て いる 。 こ の ビー ト 感 覚 は 多分 に 当時 の ニュ ー・ ウ ェ イ ヴ か 
ら の フィ ー ド ・ バ ッ ク で は ある が 、 こ の ビー ト の 上 に 風変わり な アレ ンジ が 加 
えら れる と 独自 の バッ ティ アー ト 節 が で き あ が る と いう わけ だ 。 彼 の 創る 曲 
は 、 ユ ー ロ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は 余り に ポッ プ 、 一 般 の ポッ プス ・ フ ァ ン に は 余 
り に 風変わり と いう 複雑 な 位置 に ある が 、 そ の 内 容 は 非常 に 高度 で あり 、 深 
い 洞察 力 と 天才 的 な ひら めき が な いと 成 し 得 な いも の で ある 。 タ イト ル は 「 愛 
国 者 達 」 の 意味 。 (山崎 ) 
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古く か ら BLABLA レ ー ベ ル の 主宰 。 次 に 現代 音楽 畑 の 作品 を 発表 し 続 
け て いた フラ ンコ ・ バ パッ ティ アー ト は 、770 年 代 の 終わ り に 突然 カン タウ トー レ 
と し て 再 出発 し し 、 パ ッ テ ィ ステ ィ を も 凌 編 し 、 ス ター ダム に の し 上 が っ た 。 過 
去 の 経験 を 生か し た 、 ち ょ っ と 風変わり な ポッ プ 作 品 を 得意 と し て いる が 、 そ 
の 独特 の セン ス は と びき り 上 等 で 誰 に も まね は で き な い 。 近 年 アリ ー チ ェ が 
アル バム 「Gioielli Rubati」( 盗 まれ た 宝石 ) で バッ ティ アー ト の 曲 を 歌い 大 
評判 に な っ た が 、 本 アル バム に は その 内 3 曲 の オリ ジ ナ ル ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン が 
含ま れ て いる 。 聴 き 比 べ る の も 楽し い 。'80 年 代 の イタ リア ン ・ シ ー ン を 云々 す 
る な ら パ バッ ティ アー ト を 聴い て か ら に すべ きだ 。 (山崎 ) 





7 ブイ ど 
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@EMI 3C 064-18597 
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「 ノ ア の 箱 舟 」 と 題 さ れ た 通算 12 作 目 。 本 作品 で は フェ アラ イト を 使用 し 
て 、 今 まで の 作品 より も 音 に 厚み が 増し 、 色 彩 感 も 強く な っ た 。 フ ェ ア ラ イト の 
使用 に より 、 音 の イメ ー ジ だ け な ら 最も シン フォ ニッ ク な 味付け が 成 さ れ て い 
る 一 枚 で ある 。 異 国 的 、 皇 宙 的 、 神 秘 的 と いっ た パッ ティ アー ト の 興味 が ス 
トレ ー ト に 開花 し た 作品 で 、 や り た い 放 題 や っ て いる 印象 。 き ら ぴ や か な 音 の 
洪水 が 次 か ら 次 へ と お し よせ て き て 、 リ スナ ー は その 音 壁 に 圧倒 され て し まう 
だ ろう 。 こ うい う 、 リ スナ ー の うけ を ね ら う 云々 と いう の で は な し に 、 ス トレ ー ト に 
自分 を 表現 し て し まう パッ ティ アー ト の 音楽 性 が ファ ン に は た ま ら な い の だ ろ 
38 (山崎 ) 





FRANCO BATTIATO 
Orizzonti Perduti 
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〇 EMI CDP 7467992 





前 作 で フェ アラ イト を 大 面 的 に フィ ー チ ュ ア し て 話題 を を いた バッ ティ アー 
ト だ が 、 こ の 次 作 で は フェ アラ イト の 使用 法 が 一 層 巧 み に な り 、 サ ウン ド ポ リ 
シー は さら に 明確 化し た 。 打 ち 込み に よる 恐ろし く シ ンプ ル な ビー ト 、 フ ェ ア ラ 
イト に よる 多彩 な が キー ボー ド ・ サ ウン ド 、 カ ッ ト ・ イ ン す る 効果 音 。 こ の オリ ジ ナ 
リティ と 、 曲 を 透かし て 見 える バッ ティ アー ト の 人 間 味 の 奥深 さき は どう だ ろう 。 
彼 の 音楽 は 、 単 に チャ ー ト * イ ン を ね ら う 為 の も の で は な く 、 彼 自身 の 為 の 芸 
術 的 表現 で も ある の だ 。 こ の 一 見 、 あ いい れ な い 二 つ の 要素 を 融合 させ て し 
まう と ころ に バッ ティ アー ト の 才能 が ある 。 タ イト ル は ~ 失 われ た 地平 線 ” の 意 
味 。 (山崎 ) 





FRANEO BATTIATO 
Mondi Lontanissimi 
'85 

人 @EMI 64 1187071T 
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(@) 





タイ トル は ` 遠 く の 世界 ? と で も 訳せ ば よい の だ ろう か 。'80 年 代 の パッ ティ 
アー ト ・ サ ウン ド を これ か ら 聴 こう と いう 方 に は 、 僕 は 最初 に この アル バム を 
推し た い 。 ル ネッ サン ス 風 の メロ ディ ー が 淡々 と 歌わ れ た か と 思う と 胸 の すく 
よう に バッ ティ アー ト ・ ビ ー ド で 切る TEMPORATY ROAD”、 ぶ 厚い 中 低 
感 の スト リン グ ス 音 が 人 違う ^IL RE DEL MONDO" を 始め 、 バ パッ ティ アー ト 
の !80 年 代 の 典型 的 な スタ イル を 聴く こと が で きる 。 古 色 あ る スト リン グ ス 音 
と コン ピュ ー タ ー・ ミ ュー ジッ ク の 融合 キサ ア ルフ ァ が バッ ティ アー ト の 最大 の 
持ち 味 で ある 。 伝 統 と 最新 テク ノロ ジー を こう も 見 事 に 融合 させ て し まう あ た 
り 、 何 か 、 イ タリ ア の スー パー カー 達 に も 通じ る 粋 な も の を 感じ る 。 英 語 ヴ ァ ー 
ジョ ン の アル バム も 出 た 。 (山崎 ) 





FRAN60 BATTIATO 
GeneSsi 
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人 @Fonit Cetra LMA 3031 


OFonit Cetra CDC 33 
@⑳ 


!80 年 代 に 入っ て か ら は シン ガー と し て の イメ ー ジ が すっ か り 定 着 し た 感 
の ある バッ ティ アー ト だ け に 、'87 年 に 突如 と し て リリ ー ス され た この 60 分 を 
越え る オペ ラ 大 作 に は ファ ン な ら ず と も 驚か され た に 違い な い 。 本 作 は 「 創 
生 」 を テー マ と し て 製作 され た 前 衛 舞台 演劇 ( 美 し ん も シュ ー ル な 映像 と の 
調和 が 見 事 ) の た め の 音楽 集 で ある が 、 純 音楽 的 に も 見 て も 極め て 高い 
ポテ ン シ ャ ル を 秘め た 恐る べき も の だ 。 オ ペラ ・ ミ ュー ジッ ク と は いっ て も 、 コ 
ンピュータ ー・ プ ログ ラミ ング を 駆使 し た 斬新 と し か 言い よう の な い ト リッ ク が 
そこ か し こ に 仕掛 け て あり 、「 ク ラ シ カ ル 」 の 一 言 で は 到底 片付け る こと は で 
き な い 。Bla-Bla の 時 代 か ら 一 綱 し て 持っ て いた 彼 の 「 芸 術 家 肌 」 が 最大 
限 に 発揮 され た 力作 。 何 と ライ ヴ 録 音 。 (内 田 ) 








FRAN6O BATTIATO 
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人 @EMI 647903141 


〇 EMI 090-7903142 
() 





バッ ティ アー ト ・ ポ ッ プ ス 会 心 の 一 作 。 彼 の 歌 物 系 作品 が 一 連 の 「 カ ンタ 
トゥ ー レ 」 と 一 線 を 画す の は 、 こ の 手 の 大 部 分 に 見 られ る スト レー ト な 「 感 情 
発露 」 が 希薄 で 、 む し ろ 「 冷 め て いる 」 と いう 印象 すら 与え る と いう 点 だ ろう 。 
つま り 、 ク ラシック や 前 衛 音楽 すら も 抱き 込む 彼 の 「 芸 術 家 魂 」 の ホコ 先 が 
ポッ プス に 向け られ た と いっ て よく 、 特 に アレ ンジ の 緊密 さ は ポッ プ 系 作品 
と し て は 類 を 見 ぬ 凝 っ た も の で ある 。 本 作 は 従来 で は あま り 気 を 配ら れ て い 
な か っ た メロ ディ 面 に も 細心 の 配慮 が な され て お り 、 ト リッ キー な アレ ンジ と 
の 間 に 不 思 議 な 均衡 が 保 た れ て いる 。 こ れ ま で 彼 の 作風 に 困惑 し て いた り 
スナ ー で も スン ナリ と 聴く こと が で きそう 。 ソ プラ ノ ・ ヴ ォ イ ス を フィ ー チ ュ ア し 
た ラス ト 曲 は 感動 的 だ 。 (内 田 ) 
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88 年 の ヨー ロッ パ ・ ツ ァ ー を 収録 し た 2 枚 組 ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。 彼 の ヨー 
ロッ パ で の 人 気 は 絶大 な も の が あり 、 イ タリ ア の みな ら ず スペ イン 、 ベ ル ギ 
ー、 ド イツ な ど で も 大 会 場 が 超 満 員 に な る ほど で ある 。 ス テー ジ は オー ケス ト 
ラ ( ジ ュ ス ト ・ ピ オ の 指揮 に よる ) を 配 し た 大 が か りな も の で あり 、 独 特 の バッ 
ティ アー ト ・ サ ウン ド に 厚み を 加え て いる 。 一 方 で リズ ム や キー ボー ド の パー 
ツ で は プロ グラ ミン グ を 大 担 に 使用 し て お り 、 オ ー ケ スト ラ と の 対比 、 調 和 
が 実に 面白 い 。「 ス タ ジ オ 仕事 の 産物 」 的 な イメ ー ジ の 強い 楽曲 が その 持 
ち 味 を 損 わ ず そし て し っ か り と 「 ラ イヴ ・ サ ウン ド 」 と な っ て いる と ころ な ど 、 彼 
の アレ ンジ ャ ー と し て の 並々 な ら ぬ 才能 を 再 認識 せ ず に は いら れ な い 。 選 曲 
も ベス ト ゆ え 入 門 用 に 最適 。 (内 田 ) 
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Benvenuto Colliri の 映画 「Una Vita Scellerata」 の た め に フラ ンコ ・ バ 
ティ アト が 作曲 し た サン トラ 集 。 作 品 の 性 格 上 、1 分 足ら ず の も の か ら 3 分 程 
度 の も の まで 、19 曲 を 集め た 小品 集 に な っ て いる 。 近 時 の 彼 の 作品 に 見 ら 
れる ポッ プ な 曲 は 少な く 、 や や 重々 し い 有 雰囲気 の アン ビエ ント ・ ミ ュー ジッ ク 
調 の も の が メイ ン に な っ て いる 。 ア ヴァ ン ギ ャ ルド か ら ポ ッ プ ス ま で 、 幅 広い 
音楽 性 を 持つ パテ ィ ア ト な ら で は の 力作 で あり 、 映 画 な し で も 楽し め る が 、 
曲 が 短く 、 聴 き 込 も うと 思っ て いる うち に 終っ て し まう の は 残念 で ある 。 や は 
り 、 こ の 種 の 作品 は 映画 と 一 体 と な っ て 評価 され る べき も の な の で あろ う 。 バ 
ッ テ ィ アー ト の ファ ン に は 一 聴 の 価値 が ある と 思 が れる が 、 初 め て 彼 の 作品 
を 聴く 方 向き で は な い 。 (賀川) 
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「Fisiognomica」 で 強まっ た 「 静 」 の 部 分 を 抽出 し 、 さ ら に 押し 進め た 作 
品 。 打 ち 込 み ビ ー ト 等 に よる トリ ッ キ ー な アレ ンジ は 影 を 潜め 、 替 わっ て ピア 
ノ と 弦楽 四重奏 に よる クラ シカ ル な バッ キン グ が 内 省 的 な 響き を 醸す (一 
部 で 見 られ る キー ボー ド ・ プ ログ ラミ ング に よる アレ ンジ も これ まで に な く 控 え 
目 に 聞こ える ) 。 前 半 は 自作 曲 、 後 半 で は ベー トー ベン 、 プ ラー ム ス 、 ワ ー グ 
ナー ら の 楽曲 に 詞 を つけ て 歌っ て いる が 、 曲 想 は 見 事 に 統一 され て お り 、 ア 
ル バ ム と し て の 完成 度 も 極め て 高い 。「Fisiognomica」 で シン ガー 路線 の 
頂点 に 達し た と 思っ て いた だ け に 、 本 作 で さら な る 深化 を 呈示 し て きた その 
底力 に は 恐れ 入る 。 は か ら ず も 最も 「 シ ン ガ ー ら し い 」 作 品 と な っ た 。 (内 田 ) 
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「Genesi」 と 全く 同様 の 手法 、 コ ン セ プ ト を も っ て 製作 され た オペ ラ ・ ア ル 
バム の 第 2 弾 。 あ れ ほ どの 前 例 が あっ た だ け に 一 聴 し た 時 の 衝撃 度 は あま 
りな いも の の 、 相 当 の 時 間 と 労力 を か けた 高密 度 の 作品 で ある こと に 変り 
は な く 、 二 番 煎 じ 的 な イメ ー ジ な どか けら も 感じ られ な い 。 コ ー ラ ス ・ パ ー ト に 
重点 が 置か れ て お り 、 よ り シ リア ス で クラ シカ ル な ムー ド が 強く な っ て いる の 
が 特徴 で ある 。 ジ ュ ス ト ・ ピ オ 、 サ ロ ・ コ ン セ ンティー ノ 、 そ し て 名 パー トナ ー の 
ユリ ・ カ ミサ スカ ら お か か え の メ ン バ ー が こぞって 参加 し て いる が 、 い ずれ も 
シン ガー 系 の 肩書 き を 有 し て いな が ら こ うし た シリ アス 畑 の 作品 に あっ さり 
溶け 込ん で し まう あたり は 、 そ の 前 身 や 経歴 を 考え る と 皆 た だ 物 で は ある ま 
い 。 是 非 映像 を 見 た いも の だ 。 (内 田 ) 
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4 が 24. 人 





ジャ ケッ ト を 見 て し まう と 、 触 手 を 伸ばす の を 路 路 っ て し まい そう だ が 、 理 面 
記載 の 参加 メン バー を 見 て ビッ クリ /Gianni D'allaglio, Vince Tempera, 
Miro 等 実力 者 揃い で 弥 が 上 に も 期待 が 高まる 。 そ し て それ は 次 第 に 満足 
感 へ と 変る 。 ポ ッ プ だ が 良く 練 ら れ た 曲 作 り と 流石 に 巧み な 演奏 、 そ し て 表 
現 力 豊か な 典型 的 な が イタ リア 語 の ボー カル が 織り 成す 洗練 され た サウ ンド 
は 非常 に 見 事 な 調和 を 得 て いる 。IL VOLO 的 フレ ー ズ が 其処 彼 処 に 現 わ 
れる この アル バム 、Fausto Leali, Lavezzi, Miro 等 の ファ ン に は 特に お 薦 
め 。 尚 、Miro は 演奏 こそ し て いな い が 、 作 曲 ・ 編 曲 、 プ ロ デ ュ ー ス 、 更 に は ジ 
ャ ケ 写 まで と 、 隅 か ら 隅 ま で 至れ り 尽 くせ り の 献身 振り で ある 。 (鈴木 伸一 ) 








FRANEO LEPRINO 
Integrati .… Disintegrati 
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Leprino の 作り 出す 音楽 は 、 寄 せ て は 引く 波 の 如く 反復 を くり 返し 、 聴 く 者 
の 内 面 に 向っ て 語り か け て くる 。 時 に は 安らぎ を 与え 、 時 に は 意識 を めざめ 
させ て くれ る 。 イ タリ ア に あっ て は この 種 の 音楽 は ほとん ど な が く 貴 重 な 存在 で 
あろ う 。 そ れ だ け に と ど ま ら ず 内 容 的 に も 成功 し て いる と 思わ れる 。 彼 の 本 
業 は ギタ ー ら し く 多 種 多様 に 使い こなし て お り 、 他 に も シン セ サ イ ザー、 ヴ ァ 
イヴ な どの 演奏 も 行い セン ス の 良い と ころ を 見 せ て いる 。 両 面 で 1 曲 と いう 大 
作 な が ら 、 ピ アノ 、 フ ルー ト ・ オ ー ボ エ 、 効 果 音 を 盛り 込み 単調 さ を 克 服 し て 
いる 。 こ の アコ ー ス ティ ッ ク 楽 器 の 使用 が メカ ニッ ク な 感じ を な くし 、 彼 の め ざ 
し て いる サウ ンド を 一 際 け る も の に し て いる よう だ 。 ま た 、 こ の Eleven レ ー ヴ 
ェ ル は Fonit Cetra 系 で ファ ン の 興味 を そそ ら せ る 。 (吉瀬 ) 





FRANCO MARIA GIANNINI 
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74 年 に リリ ー ス され た 男性 シン ガー、 フ ラン コ ・ マ リア ・ ジ ャ ン ニ ー ニ の ア 
ル バ ム 。 自 主 製 作 の 噂 も あり 、「 シ ン ガ ー 系 で は 随 一 の コレ クタ ー ズ ・ ア イ 
テム 」( イ タリ ア 人 コレ クタ ー の 話 ) だ と いう 。 音 の 方 は 、 表 面 的 な 派手 さ に 欠 
ける も の の キー ボー ド や ヴァ イオ リン 、 チ ェ ロ 等 の 導入 に より 十分 に プロ グ 
レッ シ ヴ な 形態 が 保 た れ て いる 。 ス トリ ング ス 等 に よる 爆発 的 で 一 気 の 盛り 
上 が り は 余り 見 られ ず ac ギタ ー を バッ ク に し た 歌 を 中 心 に 丁寧 な 音 作り で 
じっくり と 聴か せる タイ プ で 、 繰 り 返 し 耳 に する 度 に 味わい を 増し て 行く 。 緩 や 
か な 作風 な が ら も バッ ク の 演奏 に は プロ グレ 全盛 時 の き が 見 て 取れ る 。 
特に ヴァ イオ リン が 効果 的 だ 。 こ れ に ac ギタ ー( ピ アノ ) 、 シ ン セ 系 の 音 が 
絡み 溢れ ん ば か り の みず みず し さ を 醸 し 出し て いる 。 (江田 ) 
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PFM の ギタ リス ト 、 フ ラン コ ・ ム ッ シ ー ダ 初 の ソロ ・ ア ル バ ム 。'84 年 以降 ミ 
ラノ の 音楽 学校 に 訟 て 現代 の 音楽 表現 の 研究 と 教育 に 携わっ て いた が 、" 
87 年 の PFM の 「 ミ ス ・ ベ イカ ー」 の 頃 か ら そ の 音楽 表現 の 発表 の 場 を 求め 
て いた 様 だ 。^ 赤 い テ ント "と いう の は 登山 の 時 に 自分 の 目印 と し て 張る も の 

だ そう だ が 、 そ れ は ムッ シー ダ 自 身 の 音 楽 的 方 向 性 を 象徴 し て いる 様 に も 
見 える 。 自 慢 の 声 を フル に 活用 し た ヴォ ー カ ル 曲 も 有る が 、 全 体 的 に は ギタ 
リス ト ら し く ア コー ステ ィ ッ ク な ギタ ー の 響き を 大 切 に し た 作り で 、 曲 調 こそ 違 
う が JAN AKKERMAN の 一 連 の アル バム に も 似 た 安らぎ を 感じ 取る 事 が 
出来 る 。 偶 然 同じ 年 に MAURO PAGANI の 10 年 振り の アル バム が 出 た 
が 、 往 年 の ミュ ー ジ シャ ン 達 が 頑張 っ て くれ る の は 嬉し い 限 り で ある 。 

(片山 ) 





FRANEO SEGRE 
Camti Della Stroda 
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強い て 言え ば 、 本 当 に 強い て 言え ば Roberto Ferri に 似 て いる だ ろう か 。 
それ 程 晴 い 曲調 で は な い の に 洪 み 出る 哀 惑 、 が その 共通 する 所 な の だ ろ 
う 。 た だ し バッ ク は フェ リ の それ の 様 な 迎 々 し いも の で は な く 〈、 抑 え の 効 いた ア 
レン ジ は Maurizio Fabrizio と 曲 に よっ て は Rodolfo Griecs。Segre 自 身 
の ヴォ ー カ ル も 決し て 叫ば ず 歌 い 上 げ ず 泣き に 走ら ず 沈 み 込 まな い 。 ア ル 
バム を 通し て 、 親 し い 友 人 と 話 を 続け る 様 に 端々 と 歌わ れる が 、 そ れ ぞ れ の 
曲 や フレ ー ズ が 日 常 生活 の 微妙 な 感情 の ゆら ぎ に 触 れる 様 で 飽き させ な 
い 。 彼 の 歌う 彼 自身 と 等 身 大 の 世界 は 私 達 の 世界 と も 近い も の が ある の 
だ と も 言え る か 。 こ の LP か ら 「Julie/Per Una Piccola Donna」(Cetra77 
SP1664) の シン グル ・ カ ッ ト が ある 。 (森下 ) 





uewxx| GAETANO LIGUOR 
人 anr22 が 6 La Damtata HOSSa Per Tall EI 
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ジャ ズ ・ ピ アニ スト 、Gaetano Liguori の 作曲 を 各々 な ミュ ー ジ シャ ン が 
演奏 し た アル バム 。 な ん と 言っ て も デメ トリ オ ・ ス トラ トス と の 共演 が 見 逃 せ 
な い 。1 曲 の み の 参加 だ が 、G、Liguori の ピア ノ の 鍵盤 と ピア ノ 線 を 使っ た 
フリ ー・ イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ イシ ョ ン に 絡む スト ラ ト ス の 語り が も は や イン プロ ヴァ 
イズ ド ・ サ ウン ド と な っ て いて 圧巻 。 そ の 勘 の 良さ に は 美学 を 感じ まさ せる も の 
が ある 。 他 に は Liguori の トリ オ に や は り 詩 の 語り を 乗せ た も の な ど 、 フ リー・ 
ジャ ズ 色 の 強い も の が 多い 。 声 を 扱う ミュ ー ジ シャ ン が 計 3 名 、 詩 の 語り 手 
が 1 名 いる 。 尚 、 ス トラ スト が 参加 し た アル バム で 恐らく この 手 の も の と 思わ 
れる 「O Tzitziras O Mitziras」 と いう タイ トル の アル バム が ある が 、 そ ちら 
は 未確認 。 (松本 ) 


GO CHIOCCHIO 
Londra 

'80 
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トラ ッ ド か ら エ クス ペリ メン タル まで 、 ア ルト ゥ ー ロ ・ ス タル テッ リ 、 ジ ャ ク ェ リ 
ー ネ ・ ダ ルビ ィ と と も に ビエ ロ ・ リ ュ ネ ー ル と し て プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 真 
人 髄 と も 言う べき 「Gudrun」 を 発表 し た ガイ オ ・ キ ョ ッ キ ョ 。 ス タル テッ リ の 話 を 
聞き 、 ダ ルビ ィ と スタ ル テ ッ リ の その 後 の 活動 を 見 る 限り 、2 人 の 類 い まれ な 
る 才能 を 引き 出し 、 作 品 と し て まとめ あげ た の は キョ ッ キ ョ の 仕事 と し か 思え 
な い 。 そ ん な 彼 の 唯一 の ソロ 作品 が 本 ミニ ・ ア ル バ ム で ある 。 全 4 曲 、3 分 か 
ら 4 分 の 小品 が 収め られ て いる 。 い ずれ も キョ ッ キ ョ の ヴォ ー カ ル を メイ ン に 
し た も の で 、 バ パック の 演奏 も それ な り に 楽し め る が 平均 的 で 特筆 すべ き 点 は 
な い 。 一 風 変 わ っ た ポッ プス で は ある が 、 彼 の 本 領 が 発揮 され た も の と は 
言い 難い 。 (賀川 ) 








研 RARDO CARDINALE 
Un Lumgo Cammin0 
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88 年 に ヴァ ー ジ ン 傘 下 の ニ ュー エイ ジ ・ レ ー ベ ル か ら 発 表 さ れ た この 作 
品 は 、 北 イタ リア の トラ ッ ド ・ バ ンド 、 キ ャ パ ・ ル ー サ に 在籍 し て いた 管楽器 奏 
者 の ソロ ・ ア ル バ ム な の だ が 、 中 身 は と いう と 、「YS」 み た いな オー プ ニ ン グ 
か ら 始 まっ て 、 後 は 次 々 と 目まぐるしく 変化 する 曲 展開 に 乗っ て 超絶 技巧 の 
リコ ー ダ ー や フル ー ト が 自由 自在 に 駆け 回 る と いう ぶっ 飛ん だ 音 。 ト ラッ ド は 
も は や 一 素材 で し か な いし 、 ニ ュー エイ ジ と 呼ぶ に は テン ショ ン が 高 す ぎる 。 
特に 切れ 目 無し の A 面 は 、 地 中 海 的 忠 状 態 が フル パワ ー で 跳ね 回 っ て い 
る 。 プ ログ ラミ ング され た シン セ の 音 に 嫌悪 感 を 示す 人 も いる だ ろう が 、 演 
っ て いる 中 の 凄 さ で は '80 年 代 後 半 の イタ リア に お いて 間違い な く ト ッ プ クラ 
ス の 作品 。 (川辺 ) 








品 ACOMO SIMONELLI 
Imfermo E Paradiso 
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この ジャ コモ ・ シ モネ ッ リ は 一 体 何者 な の で あろ うか 。 声 質 は フラ ンコ ・ カ 
リフ ァ ノ あたり に 近く 、 喉 に 詰っ た よう な 苦し そう な 歌い か た を する 人 で ある 。 
どう みて も ポッ と 出 の 新人 で は な さそ う で 、 二 曲 の ロ ド ル フォ ・ グ リエ コ に よる 
アレ ンジ 以外 は 全て 自ら アレ ンジ も 行なっ て いる 。 歌 が メイ ン だ が 、 キ ー ボ 
ー ド 系 の 音 も 結構 面白 い 。 活 動 歴 が は っ きり し な い の で 断定 は で き な い が 、 
バレット ・ デ ィ ・ プ ロン ゾ の 「Sirio 2222」 に 曲 作 り で クレ ジッ ト さ れ て いる G. 
Simonelli が 同一 人 物 か どう か 気 に が か る と ころ で ある 。 ど ちら に し て も この ア 
ル バ ム は 歌 も の と し て 楽し むものである よう だ 。 (Hiro Tanaka) 





7 ち 7 








AN PIERETTI 

II Viamgio 6eleste 
*69 

人 @Ricordi SMRL 6068 





感傷 的 で 染 々 と し た 情 懐 に 溢れ る 彼 の 独特 の ボー カル が た っ ぷり と 堪 
能 出来 る この アル バム は 世界 の 主要 都市 を 各 曲 の タイ トル に 冠 し た 旅 を 
モチ ー フ に し た 作品 。 嬉 し い 事 に 京都 に つい て も 歌っ て くれ て いる 。 曲 調 は 
変化 に 富む が 、 や は り 光 し 気 で 哀 惑 を 帯び た 曲 が 素 晴らし く 無 条件 に 感 
動 し て し まう 。 優 し く 包 み 込 む よ う な 美しい オー ケス レー ショ ン は Natale 
Masara。Ricky Gianco と Franco Mussida が 参加 し て いる 。 尚 、 こ の 後 「 吊 
Vestito Rosa.…」 を 挟ん で '74 年 に Dig It より 発表 され た 「Cian Frusaglic」 
は 佳 曲 を 含む も の の ポッ プ な 曲 が 多 く や や 物 足 り 無い 出来 。 又 彼 の 活動 
歴 は か な り 古 〈、'60 年 代 半 ば に は ^LE PIETRE” と いう グル ー プ を 率い て い 
た こと も ある 。 (鈴木 伸一 ) 


AN PIERETTI 

II Vestit0o Rosa del Mio Amico 
Piero 
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ジャ ン ・ ピ エレ ッ テ ィ は !60 年 代 後 半 か ら '70 年 代 前 半 に か け て 数 枚 も アル 
バム 及び シン グル を リリ ー ス し て いる が 、 本 作 が 最も 出来 が 良い と 思わ れ 
る 。 派 手 さ は 無い も の の 聴き ミ 込む に つれ て 味わい を 増し て 行く タイ プ だ 。 彼 の 
優し い 歌声 と 効果 的 な オー ケス トラ 導入 、 更 に は ピア ノ 、 フ ルー ト 等 を 絡め 
て 、 時 に は 春の 日 差し の 様 な 暖か さ を 、 ま た ある 時 は セピア 色 の カヴァ ー デ 
ザイ ン に 象徴 され る 秋 、 冬 の 光 し さ を 、 非 常に ツボ を 心得 た 盛り 上 げ 方 で 
演出 し て いる 。` 掘 り 出し 物 ? と いう 感じ が 強い も の の 、 プ ログ レッ シ ヴ ー 辺 
倒 の リス ナー に 対し て は 若干 アピ ー ル カカ が 編 い と いう 感じ も する 。A 面 は 全 
面 費 や し て の 組曲 だ が 、 ア ル バ ム 自体 トー タル 的 な 内 容 を 持っ て いる と 思 
われ 、B 面 ラス ト で は オー プ ニ ン グ と 同じ テー マ が 登場 し 、 静 か に 幕 を 閉じ 
る 。 (江田 ) 








い 。 | 国 ANLUIGI 中 FRANCO 
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オ ザ ン ナー 派 の 一 つ 、 チ ェ ル ヴェ ッ ロ の ヴォ ー カ リス ト で あっ た ジャ ン ル イ 
ジ ・ デ ィ ・ フ ラン コ の ソロ 第 一 作 目 で ある 。 と 、 言 っ て も この アル バム の 中 に 
チェ ル ヴ ェ ッ ロ の 持つ あの 呪縛 的 な 暗 さ や 重々 し さ は 全く 無い 。 パ ンド 解散 
後 ジ ャ ン ル イジ は トニ ー・ エ スポ ジー ト と 行動 を 共に し 、 数 々 の アル バム に 
ヴォ ー カ ル と し て 参加 、 独 特 の 高く きら びやかな 声 で ロッ ク ・ フ ァ ン を 魅了 し て 
来 た 。 こ の バン ド で 得 た 地中海 的 リズ ム や ポッ プ ・ フ ィ ー リ ング を 存 分 に 発 
揮 し て 作ら れ た の が 本 作 で 、 音 楽 プ ロ デ ュ ー ス ・ ア レン ジ は チェ ル ヴェ ッ ロ 
の リー ダー で 現在 は ズ ッ ケ ロ の プロ デュ ー ス 等 で 有名 な コッ ラー ド ・ ル ステ 
ィ ー チ が 担当 し て いる 。 尚 ジャ ン ル イジ は 現在 も TONY ESPOSITO & 
LADRI DI BICICLETTE で 活躍 し て いる 。 (片山 ) 


GlANNA NANNINI 
Una Radura 
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1995 年 シエナ 生ま れ 。 音 楽 院 で ピア ノ と ヴァ イオ リン を 学ん だ 。74 年 に ミ 
ラノ の ミュ ー ジ シャ ン と 組ん で シン グル 盤 で デビ ュー。'76 年 に 女性 に 関す 
る 問題 を 扱っ た アル バム 「GIANNA_NANNINI」 で メジ ャ ー・ デ ビュ ー を 果 
た し た 。 更 に カン タウ トリ ー チ ェ ( 女 性 自作 自演 歌手 ) と し て の 成長 を みせ た 
の が 当 セ カン ド ・ ア ル バ ム 。P .F .M . が 3 曲 に クレ ジッ ト さ れ て いる 他 に 、 ト ゥ 
リオ ・ デ ・ ビ スポ コ 、 ボ プ ・ カ ッ レ ロ 、 ジ ジ ・ カ ッ ペ ッ ロ ッ ト 、 ク ラウ ディ オ ・ フ ァ ビ 、 
クラ ウデ ィ オ ・ パ スコ リ な ど 良 く 知 られ て いる スタ ジオ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン が 名 を 
連ね て いる 。 サ ー ド ・ ア ル バ ム か ら は 、 男 勝 り の 声質 を 生か し て 女性 ロッ カー 
と し て の 地位 を 不動 の も の に し た 。 (HIRO TANAKA) 








ANNA NANNINI 
Califormia 
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「California」 と 来 て ジャ ケ は ニュ ー ヨ ー ク 、1 曲 目 は フェ イセ ズ の ロッ クン ・ 
ロー ル 張 り に ^America” と 来る 。 も う 誰 も イタ リア ・ フ ァ ン は 、 こ の アル バム を 
聴か な いか も し れ な い 。 デ ビュ ー を 経て 思い 切っ た 脱皮 を し た 脱皮 を し た 彼 
女 は 、 多 く の イ タリ ア の 若者 が 憧れ る アメ リカ を 実現 し て この 後 すぐ に 大 人 
気 を と る 。 有 名 レー サー を 兄 に 持つ 彼女 らし く ボ ー イ ッシュ な イメ ー ジ も イタ 
リア で は 極端 に 珍し い 。 イ タリ ア 語 で ここ まで アメ リカ ナイ ズ し た ミュ ー ジ シャ 
ン は 未だ いな い 。 し か も ダミ 声 。 バ パック に Stefano Pulga も いる が 関係 な い 。 
タイ ト な バッ ク 陣 の 演奏 も 存 分 に 、 彼 女 の 生 き 生き と し た 声 が 、 ア メリ カ だ ら 
け の 中 に イタ リア の 情感 を 見 い 出す 切っ て も 切れ な い イ タリ ア と いう も の の 
濃 さ 。 最 後に 泣け る 。 (松本 ) 





lANNI BELLA 
Sogni ii Un Rohot 
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シチリア 生ま れ で 、 妹 が マル チェ ラ で ある こと は よく 知ら れ て いる 。 グ ルー 
プ の コン テン ポラ ネイ 時 代 に 作曲 を する よう に な り 、 以 後 マ ル チ ェ ラ や ビー 
ンズ 、 ジ ェ ン ス な どの た め に 曲 を 書き 続け る 。 彼 の デビ ュー は 73 年 頃 で 74 
年 の 夏 に ^Piu Ci Penso* が 大 ヒッ ト す る 。 こ の アル バム は 776 年 まで の ヒッ 
ト ・ シ ング ル を 集め て 作ら れ た ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム で ある 。 そ の た め 次 作 の 
「 僕 は 歌う … そ し て 君 は 」 に 比べ か な り 聴 き 易 い 。 だ が 、 長 い 時 間 を か け て 制 
作 さ れ た だ け に 、 彼 の この アル バム に 対す る 思い 入れ が 伝わっ て くる よう 
だ 。 最 近 の 作品 は 、 モ ゴー ル と 組ん だ り し て いる が 、 曲 調 が 英 米 系 の ポッ プ 

ス に 近い た め 、 ど こ に で も ある 音楽 と いう 印象 が 強く な っ て し まっ た 。 
(Hiro Tanaka) 
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Equipe 84 の ^Sacrificio" に その 名 が 見 える ジャ ン ニ ・ デ リコ 星 生 の 傑 
作 。 彼 の 華 慌 で 色彩 感 豊か か キーボード と 哀 憩 を 帯び た ボー カル が 、 明 と 
暗 、 静 と 動 を 織り 混ぜ 全 ら ポッ プ に そし て クラ シカ ル か つ シ ン フ ォ ニ ッ ク に 絡 
み 合 う 様 は 正 に 高雅 の 極み 。 し か し 哀 し む べき 事 に 彼 は この アル バム の 発 
表 を 待た ず に 事故 で 他界 。Maurizio Vandell の スタ ジオ か ら 帰 る 途中 で 
の 砺 劇 で あっ た と いう 。'70 年 の デビ ュー・ シ ング ル “Anima Nera" で 初 々 
し い 唄 声 を 聴か せ て くれ た 彼 が た っ た 数 年 の 短 か 過 ぎる 歳 月 の 中 で 遺し て 
くれ た 作品 は 哀 惜 の 念 と 共に 永遠 に その 光彩 を 失わ な い だ ろ う 。 尚 72 年 
の シン グル ~^La Vestaglia” は 当時 の プロ グレ の 嵐 を も ろ に 受け た 必聴 の 
傑作 。 (鈴木 ) 





ANNI NAZZARO 
4 Ouesto Si Che E Amore 





念 CGD 69080 


( ソ 














@ 


tri it Hi 











ジャ ン ニ ・ ナ ッ ザ ー ロ は 今 で は も う 忘 れ 去 られ た 歌手 で ある 。'66 年 に フォ 
ノ タ イプ か ら デ ビュ ー し た が 当時 の 人 気 歌手 の コピ ー ば か り 歌 っ て いた 。/ 
70 年 に CGD に 移籍 し て か ら は カン タウ トー レ の ロベルト ・ ヴ ェ ッ キョ ー ニ や サ 
ンド ロ ・ ジ ャ コッ べ な どの 曲 を 歌う よう に な り 、 サ ン レ モ 、 カ ンタ ジー ロ と 入賞 
し 、 ナ ポリ 音楽 際 で 優勝 を 飾り スタ ー の 仲間 入り を 果たす 日 本 に も 数 回 
来 日 し て お り 、 オ リ ジ ナ ル 曲 「 傷 あと 」 を 発表 し た 。 こ の アル バム は ジャ コッ 
べ の 作品 集 で 歌 も の と し て は 良質 な も の で ある 。 ク ラシン カル な アレ ンジ は ア 
リー チェ の ファ ー ス ト 、 カ セッ リ の 「Primavera」 な ど CGD や CBS の 770 年 代 

の 歌 も の の 名 作 の 多く に 関わ っ た ダニ ロ ・ ヴ ァ オ ナ で ある 。 
(Hiro Tanaka) 
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ニン ニ ・ カ ルッ チ が アレ ンジ に キー ボー ド に と 忙し い ア ル バ ム 。 ジ ャ ン ニ ・ 
ネリ に つい て は 何 も わ か ら な い 。 ロ ご も っ た よう な 歌い 方 を する カン タウ トー レ 
だ 。 ア ッ プ ・ テ ン ポ な 曲 あ り 、 地 中 海 民族 色 を 加味 し た 曲 あ り 、 バ ラー ド あ 
り 、 と 様々 で 全体 と し て は 平均 的 な 印象 を 受け る 。 パ ッ ク に は カル ッ チ を 始 
め 、 ス テ フ ァ ノ ・ プ ル ガ (kbd) 、 ト ゥ ッ リ ョ ・ デ ・ ビ スコ ポ (perc) 、 ル チオ ・ フ ァ 
プリ (vIn) ら が 曲 ご と に いる 。 や は り オ ー ケ スト ラ を まじ えた ナン バー の 抑揚 
が 気 を 魅 く と ころ だ が 、 女 性 コー ラス の 彩り も 同じ 役割 を 果たし て 効果 的 。 し 
か し 、 そ れ も ど ちら か と 言え ば 控え め だ 。 (松本 ) 


仙 ANNI NOCENZI 
Soft Songs 
"93 


【 】 
〇 Virgin 7 86574 2 
@ 





78 年 の バン コ が 「.…Di Terra」 だ っ た こと で 、G・ ノ チェ ン ツ ィ の ソロ は 早 
読み で きる と 思う 。 イ タリ ア 音 楽 事情 が 苦境 に 入っ た その 時 期 、 ノ チェ ン ツ ィ 
兄弟 の 才能 と 意欲 は バン ド BANCO を 突き 抜け て し まっ た の だ か ら 。 早 急 、 
箇 っ た 音楽 事情 は ほど ほど に し て 独自 の 音楽 観 を 温め る 事 、 そ の 選択 は 
正解 の 部 分 が 多い と 思う 。 イ タリ ア は 日 本 の よう に 余裕 が な い 。 ノ チェ ン ツ ィ 
の よう か 方 向 性 を 持つ 人 が 「Empusa」 を イタ リア で 製作 する 以上 、 も う イ タ 
リア 国内 だ け に 視線 を 向け て いる わけ に は いか な い だ ろ う 。2 作 目 の ソ ロ で 
は 機材 の 事 を 通し て 日 本 と 近 密 に な っ た 末 、 坂 本 龍一 を 始め 、 こ ちら の ミュ 
ー ジ シャ ン が 参加 し た 。 ク リア ー・ ト ー ン の 中 に ノ チ ェ ン ツィ の ソロ が 駆け 巡 
る の を 聴い て 未だ 衰え を 感じ な い 。 (松本 ) 
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1981 年 に 来 日 し し ヤマ ハ の 世界 歌謡 祭 で 最 優秀 賞 を 受賞 し た `Vivi? の 
よう に 、 ア ッ プ テン ボ ポ の 曲 を 得意 と する 彼 が 、1975 年 に IT より 17 歳 で デビ ュ 
ー し た の が 本 アル バム で ある 。 こ こ で は 彼 は ギタ ーー 片手 に 弾き 語り を や っ て 
お り 、 多 少 ジ ャ ズ の エッ セン ス も と り 入 れ た 曲 づ くり で ある 。 歌 詩 は ゲイ ド ・ モ 
ッ ラ に よる も の 。 こ の 後 、 プ ー の 前 座 と し て いっ し ょ に 活動 し て いた が 、 ジ ャ ン 
カル ロ ・ ル カリ エッ ロ と の 出会い か ら 、 ピ アノ 中 心 の 現在 の 彼 の スタ イル へ 
と 大 きく 変化 し た の で ある 。 尚 、 こ の 作品 は 、B① で アル トゥ ー ロ ・ ス タル テリ 
の キー ボー ド を 、 ま た B② で カル ロ ・ シ リオ ッ ト の バイ オリ ン を 聴く こと が で き 、 
彼 の 曲 作 り が 大 きく 変っ た こと を うか が わせ る 。 (山中 ) 
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76 年 に - 本 アル バム で アル バム ・ デ ビュ ウ し た ジノ ・ デ リ ソ は 現在 まで に 4 
枚 の アル バム を リリ ー ス し て いる カン タウ トー レ で ある 。 本 作 は 海 を イメ ー ジ 
し た イタ リア 然 と し た イメ ー ジ の 作品 で か な り シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク 的 な アプ 
ロー チ で 制作 され た 高 水準 の も の 。2 枚 目 「Ti Ricordi Vienna?」 は つや や 
か な スト リン グ ・ オ ー ケ スト ラ を 加え た 作品 で 、 約 半数 の 曲 は 叙情 的 な 素 晴 
らし い 出 来 で ある 。3 枚 目 以降 は ビー ト を 強調 し た ポッ プス ・ ア ル バ ム と な っ 
て し まっ た 。 本 作 で の 彼 の 自由 な 歌声 も 素晴らし い が 、 こ の アル バム の 仕 
掛 人 は フル ー ト 、 サ ックス 、 キ ー ボ ー ド を 担当 する クラ ウデ ィ オ ・ パ スコ リ で あ 
ろう 。 雄 大 な スト リン グ ス の うねり は か の イル ・ ヴ ォ ー ロ を 想起 させ る 。 (山崎 ) 
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ジャ ケッ ト 写 真 の 古 め か し さ 、 録 音 状態 か ら 言 っ て 70 年 前 後 の 作品 と 思 
われ る が 詳細 は 不明 。Gino Maurizio Jr と いう キー ボー ド 事 者 も 他 に 見 か 
けた 事 が 無い が 、 時 折 聴 く 事 の 出来 る 感性 の 門 き に 非凡 な も の を 感じ ず に 
いら れ な い 、。 勿 論 、 技 術 的 な 未熟 さや 稚 抽 な 表現 も 散見 出来 る が 、 冒 頭 女 
性 ボイス を フュ ー チ ャ ー し た `Elekton Chor* な る 3 分 程 の 曲 を 、Opus 
Avantra を 想起 させ る と 言っ て し まっ た ら 和 誉め 過ぎ だ ろう か 。 し か し エレ クト ロ 
ニク ス の 音 の 波間 に 漂う 女性 ボイス の 妖 し さ と 、 現 われ て は 消え る 不 協 和 
な ビ ピアノ の 音色 が 印象 的 な A 面 の 水準 は 高い 。Roberto Donnini の 諸 作 
に 通じ る 音 と いえ ば 多少 的 を 得 て い る だ ろう か 。 但 し 残念 年 ら 5B 面 は 凡 席 。 
尚 SR レコ ー ド は ロー マ の レー ベル 。 (鈴木 伸一 ) 
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最近 で も 元気 に アル バム を ポツポツ 発表 し て いる ジノ ・ パ オリ だ が 、 こ の " 
72 年 の 作品 で は プー ム の あお り を 受け て か プロ グレ ッ シ ヴ な 曲 を 多く 歌っ 
て いる 。 こ の 頃 の 歌声 は マウ ロ ・ ペ ロ シ の それ に よく 似 て お り 、 ス トリ ング ス ・ 
オー ケス トラ や アコ ー ス ティ ッ ク ・ ピ アノ が 前 衛 的 な パッ ク を 担う 曲 で は 曲想 
まで も ペロ シ の それ で ある 。 又 、 ア レン ジ に よっ て は 、 か の ジャ ン ニ ・ デ リコ の 
アル バム を 想起 する 曲 も ある 。 基 本 的 に ポッ プス ・ シ ン ガ ー な の で 、 曲 に よ 
っ て と いう 感 が ある が 、 か な り プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 愛 好 家 に アピ ー ル する 

内 容 だ と 思う 。 オ ー ケ スト ラ ・ ア レン ジ は ピ ヌ ッ チ オ ・ ピ ラ ゾ ー リ に よる も の 。 
(山崎 
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10 数 枚 も の アル バム を リリ ー ス し 続け て きた 彼 に つい て は 殆 ん ど 紹 介さ 
れ て いな いよ うな の で 、 こ の 81 年 の 作品 を 取り 上 げ て みた 。 私 自身 他 の ア 
ル バ ム を 聴い て いな い の で 比較 は 出来 な い が 、 こ こ に 於 て 聴く こと の 出来 る 
サウ ンド は 時 に エマ ニュ エル ・ プ ブー ツ を 初 和 視 と させ る ボー カル が 非常 に 魅力 
的 で ある 。 そ の 唱 法 は 派手 さこ そ 無い も の の 我々 を 惹き 付け る に は 充分 な 
表現 力 を 備え て いる 。 た だ 、 今 ひと 息 の 説 得 力 と パワ リー 不足 が 残念 。 あ と 
一 歩 ア レン ジ そ の 他 思 い 切 り が あれ ば 、 統 一 感 あ る より 素晴らし い 作品 と 
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同じ く ア リス トン か ら の 「Ho Passato Un Brutto Inverno」 が 傑作 の 準 
高い ジョ バン ナ の デビ ュー 作 。「 ド ナド ナ 」 を は じ め 、 キ ャ ッ ト ・ ス ティ ー プ ンス 
の 「 ム ー ン シャ ドウ 」 マ ー ク ・ ボ ラン の 「 ホ ッ ト ラ ブ 」 等 ほし ん どの 曲 が カ バー 
だ が 、 そ の どれ も が 、 ジ ョ バン ナ の アク の な い 沙 ち 着き の ある 素直 な 表現 力 
で 唱 い 込ま れ て いる 。'71 年 の 作品 で あり な が ら 、 古 臭 さ や 、 や ぼっ た さ は 感 
じ ら れ な い 。 穏やか な アレ ンジ 、 オ ー ケ スト レー ショ ン が 、 彼 女 の 歌 心 を 際 立 
た せ て いる 。 英 米 の カヴァ ー 曲 が 中 心 の 為 メ ロディ ー に あま り イ タリ ア っ ぱ ぽ 











な っ て いた だ ろう 。 (鈴木 伸一 ) さ が 感 じ ら れ な い が 、 反 っ て この アル バム の 時 代 性 を 希薄 に し て いる 。20 年 
以上 た っ た 今 聞い て も 新鮮 な 響き に 満ち て いる 。 (木下 ) 
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達者 な バッ ク 陣 を 従え て 、Giovanna は 我々 に 唄 心 の 大 切 さ を 再 認識 さ 
せ て くれ る 。 確 か に 豊か な 広がり の ある オー ケス トレ ーション や 、 メ ロト ロン ま 
で 使用 し た Dario Baldan Bembo に よる キー ボー ド 群 の 極上 の 美 し さ は 、 
この 作品 を 語る 上 で 決し て 欠か すこ と の 出来 無い 要因 で は ある けれ ども 、 
心 の 深奥 に 潜む 諸々 の 感情 を 、 そ の 起伏 や 微動 の まま に 多様 な メロ ディ ー 
に 織り 込ん で ゆく 彼女 の 唱 法 が 、 何 と 言っ て も 魅力 的 だ 。 つ く づ く の 表現 力 
の 豊富 な 歌い 手 だ と 感心 し て し まう 。 尚 、 彼 女 は この 他 に も 何 枚 か の アル バ 
ム を 発表 し て いる 。 又 、 デ ビュ ー 曲 は 、^lo Voleve Diventare"。 

(鈴木 伸一 ) 
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民族 の 血 に 根ざし た ボー カル は 、 そ の アプ ロー チ の 仕方 に 違い が ある に 
せよ 、 ど こ か 光 し 気 で 哀 し 気 で ある 。 歴 史 と は 血 生 臭く 、 怒 り と 諦 ら め に 彩 ら 
れ て きた も の な の だ ろう 。 希 望 は いつ か 忘れ られ 、 そ こ に は 悟り に も 似 た 境地 
だ けが 残っ て し まう の か も し れ な い 。「 毛織 り の ショ ー ル 」 と 題 され た この アル 
バム も 又 、 そ の モノ トー ン の ジャ ケッ ト が 語り か ける か の よう に 、 悲 哀 に 満ち 
た ノスタルジック な 感 悩 を 呼び 醒 ま す 素朴 で 哀 調 を 帯び た ボー カル は あく 
まで も さり 気 な く 、 バ ッ ク の 演奏 も 決し て そこ か ら 人 逸脱 する こと は 無い 。 こ の 救 
い の 無い 世界 は か の マウ ロ ・ ペ ロ シ の 辿り 着い た 虚無 な 地平 へ の 、 よ り 民 
族 的 な 帰結 な の か も し れ な い 。 (鈴木 伸一 ) 
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ORFE9 へ の 参加 、 パ ティ ・ プ ラヴ ォ に 曲 を 提供 、 と '70 年 代 初期 か ら 活 躍 
し て る 人 。 キ ャ リア か らい っ て 他 に も 作品 は あり そう だ 。 本 作 は メロ ディ ー メ ー 
カー と し て の 才能 が 十分 に 感じ られ る 傑作 。A① は 演奏 主体 の ノリ の いい 
曲 で 、 彼 の きれ いな 高音 に は あわ な いよ うだ 。 そ れ 以 外 で は 、 た お や か な 歌 
が 聴け る 。 メ ロディ ー の 良さ と 優し い 歌声 を 損なわ な いよ うに バッ ク も 控え 
め 。 ナ イー プ な 感性 が 感じ られ る B①、② は 特に お 薦め で 、B② の サビ の オ 
ー ケ スト ラ 、 サ ックス 、 ボ ー カ ル の 絡む と ころ な ど た ま ら な い 。 演奏 主体 の B③) 
も ノリ の いい 曲 だ が 、A① と 違っ て メロ ディ ー、 ア レン ジ が いい 。 言 い 忘 れ た 
けど 本 作 の バッ ク は あの 神出鬼没 の ジャ ズ ロ ッ ク グ ルー プ 、 ペ リ ジ オ で し 
誠 (渡辺 一 己 ) 
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'84 年 、 ミ ラノ で の 録音 。 例 に よっ て カン タウ トー レ 物 か と 思い き や 、 ジ ョ ヴァ 
ン ニ ・ ヴ ェ ノ スタ な る キー ボー ド 奏 者 に よる ソロ ・ ア ル バ ム 。 曲 に よっ て 、 フ ル 
ー ト や サッ クス 等 の ゲス ト が 加わ る が 、 ほ ぼ 全 編 、 彼 の 弾く ピア ノ を メイ ン に 
し た 鍵盤 楽器 の 多重 録音 に な っ て いる 。 現 代 音 楽 と は 行か な いま で も 反復 
を 基調 に し た サウ ンド で 、 メ ロディ 自体 は 親しみ や すい 。 少 し お ぼろ 気 な 愛 
囲 気 の 少し 甘 さ の ある トー ン な の で 、 堅 苦し さき は な い 。 ど ちら か と 言え ば 、 リ ラ 
ックス し た 流れ が 強い 。 構 築 性 を 追う と いう より も 、 流 れ を つく っ て いく タイ プ 
の サウ ンド だ 。 エ レク トロ ニク ス ・ サ ウン ド に 並行 する ピア ノ ・ ミ ュー ジッ ク と い 
っ た 作風 が 目立つ 。 自 主 製作 に あり が ちな 内 容 で は ある 。 (松本 ) 





ULIANO SORGINI 
Z00 Folle 
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信 Ricordi SMRL 6141 
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@ 





^Zoo Folle" と いう テレ ビ 番 組 の 為 の サウ ンド ・ ト ラッ ク ・ ア ル バム 。 
Giuliano Sorgini な る 音楽 家 が 如何 な る 人 物 か 知る 由 も 無い が 、 こ の 作品 
に 於 ける 作曲 ・ 編 曲 ・ オ ー ケ スト レー ショ ン の 非凡 さ は 凡 証 で は 無い 。 ト ー タ 
ル な コン セプト の 中 で 、 所 放 プ ログ レ 的 な 曲 、 ア ヴァ ン ギ ャ ルド かな 曲 、 室 内 
楽 的 な 曲 、 そ し て 仕方 無い 事 だ が 、 や や イー ジー・ リ スニ ング 的 な 曲 等 が 、 
無理 無く 配置 され て いる 。 勿 論 オ ー ル ・ イ ンス トゥ ル メ ンタ ル だ が 、 凡 百 の 映 
画 音 楽 や ムー ド 音 楽 と は 隔絶 し た 仕上 が り 。 尚 、 こ の 作品 以前 71 年 に 
Fama な る レー ベル より 「Scappo Per Cantare」 と いう 作品 を リリ ー ス し て 
お り 、 こ れ も 又 、 テ レビ 番組 の 為 の サン トラ で ある が 、 年 代 同 様 や や 古 さ を 
感じ させ る サウ ンド で ある 。 (鈴木 伸一 ) 


員 USEPPE “BAEFO" BANFI 
axy My Dear 
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@Red VPA 123 
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@W 





元 ビ リエ ッ ト ・ ベ ル ・ イ ン フ ェ ル ノ の キー ボー ド プ レイ ヤー、 バ フォ ・ バ ン フ ィ 
は 最近 で は ベテラン 歌手 ミー ナ の バッ ク を 務め る な ど 、 ス タ ジ オ ミュ ー ジ シ 
ャ ン と し て 活躍 中 だ 。 本 作 は ビリ エッ ト 解 散 以来 4 年 ぶり に 発表 し た 1st ソ ロ 
アル バム で ある 。 し か し 、 昔 の シン フォ ニッ ク な 面影 は 既に 無い 。 裏 ジャ ケ に 
シュ ルツ ェ の 言葉 が 記し て ある こと か ら も 分 か る よう に 、 完 全 に 彼 を 意識 し た 
エレ クト ロニ クス 作品 と な っ て いる 。 モ ノ ト ー ン の 寂し さ は 無く 、 割 と 活発 な シ 
ン セ 音 が 飛び 交 う 。 レ ベル と し て は ヴァ ルター・ ク リス チャ ン ・ ロ ー テ の ソロ あ 
た り と 同 程度 で 部 分 的 に は 晩期 の エル ドン を 思わ せる パー ト も 。 な お 、 こ の 
後 ド イツ の IC レ ー ベ ル か ら 2 枚 の 作品 を 由 す が 、 や は り シ ン フ ォ ニ ッ ク 色 は 
薄い 。 (江田 ) 











UST0 PIO 
Motore Immobile 
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人 @Cramps 5207 304 
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@ 














パッ ティ アー ト や カチ ャ パリ ャ に 関係 する ヴァ イリ オン 奏者 と し て 知ら れ て 
いる 人 。 元 々 は ヴァ ネツ ィ ア の コン セル ヴァ トワ ー ル 出身 で 幾つ か の オー ケ 
スト ラ の 奏者 で も ある 人 物 。 写 真 か らし て も 初老 と いっ て いい 年 齢 だ ろう 。 従 
っ て どの くら い の レ コー ディ ング が ある の か 正確 な 所 は わか ら な い 。 こ の アル 
バム は プロ デュ ー ス に パッ ティ アー ト 、A 面 を Michele Fedrigotti(org) 、 
Danilo Lorenzini(org) 、Martin Kleist (vo) と の コラ ボレー ショ ン 、B 面 を 
前 2 者 の ピア ノ と オル ガン の み 、 と いう 構成 に な っ て いる 。 共 に 持続 音 に ほ 
ぼ 一 定 の アク セン ト ( フ レー ズ ) を 挿入 する こと で 持続 音 が その た びに 新鮮 
に 聴こえ る 、 と いっ た 聴覚 上 の 記憶 に 関わ る 作業 を 作品 化し た も の と 言え そ 
う が だ (松本 ) 





補 に BIUSTO Pl0 
(NO Legione Stramiera 
'82 

@EMI 3C 064-18589 
〇 


@ 








前 作 「Motore Immobile」 と は 打っ て 変っ て 、 バ ンド 編成 で の 録音 。 バ ッ 
ティ アー ト の 変化 が 及 ん だ の だ ろう か 、 と いっ た 内 容 に な っ て いる 。perc に 
Alfredo Golino、b に Paolo Donnarumma、kbd に Filippo Destrieri、g に 
は Alberto Radius。 画 一 ビー ト の 上 で ピオ が クラ シカ ル と も トラ ディ ショ ナ 
ル と も つか な い ト ー ン で ソロ を と る 。 更 に コー ラス 調 の ヴォ ー カ ル ま で 加わ る 。 
わずか 、 バ ッ ハ の 有名 曲 を 下地 に 腕 曲 させ た 語り を 加え た ^Giardino Se- 
greto' や 、 ラ ディ ウス の ソロ が 聴け る ^Totem” あ た り に 関心 が 向く か 。 ア レ 
ンジ は バッ ティ アー ト / ビ オ と な っ て お り 、79 年 以後 の パッ ティ アー ト の 方 向 
性 に 関連 する 一 作 と 見 る の が 妥当 な と ころ だ ろう 。 (松本 ) 





7 ちち 








軸 0DRl0 LANEVE 
Amore E Leggenda 
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@Philips 6323 008L 
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@ 





カン タウ トー レ 、 及 び ラ ブ ・ ロ ッ ク 系 の ファ ン 、 そ の 中 で も 叙情 派 ひ サウ ンド の 
愛好 者 で あれ ば マー ク す る で あろ う ア レン ジャ ー、 ジ ャ ン ・ ピ エロ ・ レ ベル ベ 
リ 。 そ の 彼 が '71 年 に ジョ ル ジ オ ・ ラ ネー べ な る カン タウ トー レ を プロ デュ ー ス 
し た 作品 で ある 。 本 作 は その レベ ル べ ベリ の 芸術 世界 を た っ ぷり と 洪 能 する 
こと が で きる 。 例 に よっ て 美しい オー ケス トラ に 乗せ て 語り 掛け る よう な 渋い 
ボー カル が 流れ る よう に 展開 され て いく 。 そ れ に 加え て 時 々 登場 する 女性 コ 
ー ラ ス 、 チ ェ ン バ ロ 、 フ ルー ト 等 が 何と も 上 品 で ある 。 レ ベル ベリ に 関す る 作 
品 の 中 で も 極め て 高度 な 位置 に ある こと は 間違い な く 、 フ ァ ン に と っ て は 絶 
品 の 宝物 と な る こと は 請け 合い で ある 。 (井波 ) 


GRAZIA 加 MEHELE 
6liche 
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人 @It ZPLT 34029 


O 
W 








クリ シェ 、 と 言っ て も 大 貫 妙 子 で は な い 。 本 作 は アル トゥ ー ロ ・ ス タル テッ リ 
全面 参加 。 内 容 は ポッ プス な の だ が 、 と ころ どこ ろ 「 あ れ っ 」 と な る の は アレ ン 
ジ の スタ ル テ ッ リ の セン ス だ ろう 。 ジ ャ ケッ ト は どこ か 物 胡 げ な と ころ が ある 
が 、 曲 想 ・ 声 と も まさ に 「 ア ン ニ ュ イ 」 と いう 言葉 が ピッ タリ 。 し か し 、 ポ ッ プ ス と 
し て は この 元気 の な さ は 当時 の イタ リア で は 受け な か っ た の だ ろう 。 最 近 は 
コン スタ ント に 作品 が 由 て る よう だ が 、 こ の デビ ュー 作 以 後 し ば らく プラ ンク 
が あっ た よう だ 。 ど こ か 影 の ある ポッ プス と いう の は 私 は 大 好き な の だ が 。 本 
人 が 弾く の だ ろう か 、A④ は !80 年 代 初 期 の アン テ ナ あ た り の ノリ と 同じ だ 。 

(渡辺 一 巳 ) 





中 ID0O BALLO 
Metranalis 

"72 

RAR LP 55019 


@ 





この アル バム は Guido Ballo な る 人 物 の 演説 を 記録 し た も の で ある 。 こ れ 
が 単なる お 話 の レコ ー ド で あれ ば 、 日 頃 イ タリ アン ・ ロ ッ ク ・ コ レク ター の 集 収 
ぶり に 胸 を 悪く し て いる 人 々 に さら に 追 打 を か ける こと に な る が 、 実 は 本 作品 
は アヴァ ン ギ ャ ルド か つ シ リア ス な 名作 な の で ある 。 話 手 を ヴォ ー カ リス ト と 
し て 見 る こと は 違う と 思う が 、 例 えば ブー ツ や サー ガ ド ラ グ ナ の 様 な トー キン 
グ ・ ヴ ォ ー カ ル も の と 同等 の 評価 を し て も 良い と 思わ れる 。Kbd, ds(IL 
BALLETTO DI BRONZO) 、 女 性 コー ラス が バッ ク を 盛り 上 げ る 中 、 淡 々 
と 語る 様子 を 聞い て いる と 感動 さえ 覚え る 。 同 様 の バ パック ミュージシャン で 
語り の レコ ー ド が シリ ー ズ 化 さ れ て いる の で 、 参 考 まで に 付加 えて お く 。 

( 六 井 ) 


HERBERTO PAGANI 
Amicizla 

*69 

@Mama PM/LP 1969 





Mama と いう マイ ナー・ レ ー ベ ル に 在籍 し て いた Herberto Pagani は 69 
年 に 本 作 、 そ し て 73 年 に は 同 レ ー ベ ル よ り 「Megalopolis」 と いう 近 未 来 を 
扱っ た コン セプト ・ ア ル バ ム を 発表 、 そ の 後 76 年 に は ライ プ ・ ア ル バ ム 
「Paloscenico」 を RCA よ り 発表 し て いる 地味 だ が 着実 な 足跡 を 残し た カン 
タトゥ ー レ 。 知 り 得る 限り で の 最も 古い レコ ー ド は 、「Cin Cin Con Gli Oc- 
chiali」 と いう シン グル で ある 。 こ こ に 紹介 する 作品 は 一 応 何 ら か の コン セ プ 
ト に 基づく スト ー リ ー 性 の 強い 内 容 で 、A・B 面 共に 切れ 目 無く 続き 、 曲 間 に 
は 語り 、 会 話 、 効 果 音 等 が 挿入 され て いる 。 や や 散漫 な 構成 は 否め な いも 
の の バラード 調 の 曲 で の 優し く 語 りか ける よう な 彼 の ボー カル は 中 々 魅力 
的 な も の で ある 。 (鈴木 伸一 ) 








HUNKA MUNKA 
Dedicato A 0OVamma 昌 . 
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元 ア ノニ マ ・ サ ウン ド ・ リ ミ テ ッ ド の キー ボー ダー、 ロ ベル ト ・ カ ル ロ ッ ト は グ 
ルー プ 解 散 後 、 初 の ソロ < アル バム を フン カ ・ ム ンカ と いう 変名 で リリ ー ス し 
た 。 こ ぶし の きい た イタ リア 然 と し た ヴォ ー カ ル に 加え 、 ア ル バ ム 中 約 半 数 の 
曲 で は シン フォ ニッ ク 的 な アレ ンジ で 色彩 感覚 豊か な サウ ンド を 聴か せ て く 
れる 。 シ ング ル も 3 枚 あり 、 内 2 枚 は LP 未 収 曲 で ある 。 こ の アル バム 発表 後 、 
ディ ク ・ デ ィ ク の 「Suite Per 一 」 に ゲス ト 参加 し 、 さ ら に 後 の デ ィ ク ・ デ ィ ク に 
正式 メン バー と し て 加入 する こと に な る 。 オ リ ジ ナ ル ・ カ ヴァ ー は 便器 を あし 
ら っ た も の で 募 の 部 分 が 開く よう に な っ て いる 変型 物 。A④ は メロ トロ ン と 生 
の スト リン グ ス を 併用 し た テン ショ ン の 高い 佳 曲 。 (山崎 ) 





IAN GRAZIANI 

La Gitta Che Lo Vorrei 
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久 Freedom FLP 0201 

(0) 





Anonima Sound の リー ダー で あっ た lvan Graziani の 、 お そら く 1st ソ ロ ・ 
アル バム と 思わ れる 。 現在 ま で に か な り の 枚数 の アル バム を 発表 し て お り 、 
特に 77 年 Numero Uno か ら の `| Lupi” は 多彩 な ゲス ト 陣 に 支え られ た 佳 
作 で あっ た が 、Anonima Sound 時 代 の 同僚 で も ある Hunka Munka 全 面 
協力 の 下 で 創り 上 げ ら れ た この 作品 を 彼 の ベス ト と し て 挙げ た い 。 一 聴 し 
て それ と 解る Hunka Munka の キー ボー ド は あく まで も 華 設 で 極め て ドラ マ 
チッ ク で あり 、 こ の アル バム 最大 の 聴き 物 で ある 。lvan Graziani に は 申し 
訳 な い が 、 歌 も Hunka Munka が 唄っ て いた ら そ れこ そ 最 高 だ っ た の に …。 
シチリア 民謡 で も 演 っ て いそ うな ジャ ケ か ら は 想像 も 出来 な い 秀作 。 

(鈴木 伸一 ) 





7 ら 56@ ど 








IWAN GRAZIANI 
Ballata Per 4 Stagiomi 
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77 年 の 「| Lupi」 が 有名 だ が 、 こ れ は 776 年 の 作 。 暗 い 感じ の ジャ ケッ ト で 
損 を し て いる が 内 容 は 保証 付き 。 ア レン ジ は クラ ウデ ィ オ ・ パ スコ リ で 、 同 年 
の ジノ ・ デ リノ の 「 イ ル マ ー レ 」 同 様 族 っ て いて あき させ な い 。 タ イト な リズ ム セ 
クシ ョ ン に 叙情 的 な メロ ディ ー。A① の タイ トル 曲 は コロ コロ と 鳴る ピア ノ が 
いい 。 中 間 で 入る 混声 合唱 も 斬新 だ 。A③ は ピア ノ と パイ オリ ン ( ル チオ ・ フ 
ァ プ ブリ ) で 切々 と 歌う バラ ー ド 。B③ も きれ いな 曲 で 、B⑤ は オル ガン を バッ ク 
に な か な か 聴か せる 。A⑤、B④ の よう に リズ ム セ ク ショ ン を 活か し た ノリ の い 
い 曲 も ある 。 特 に B(④ は 、 こ れ ぞ フュ ー ジ ョ ン と いう 典型 的 な イン スト 。 た ま に こ 
うい う の 聴 く と 気持 ちい い 。 イ タリ ア の '76 年 で この 音 は 珍し い 。 (渡辺 一 己 ) 


IVAN GRAZIANI 

1 Lupi 
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@Numero Uno ZPLN 34004 
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@ 





72 年 に リコ ルディ より リリ ー ス され た フン カ ・ ム ンカ の 名 作 「 ジ ョ バンナ に 
捧ぐ 」 に お いて 、 多 く の 作詞 、 作 曲 及 び オ ー ケ スト ラ の 指揮 な ど で 貢 献 し た 
グラ ツィ アー ニ の 2nd ア ル バ ム で ある 。1st は フン カ ・ ム ンカ 風 の 曲 が 数 曲 あ 
り マ ニア に 人 気 が あ っ た の に 対し 、 本 作 は 軽く 見 られ が ち で ある 。 内 容 は 以 
前 の も の と は 曲想 が 違う が セン ス の よい 良質 の ロッ ク 作 品 と し て 認め る こと 
が で きる 。A 面 前 半 の スピ ー デ ィ な ギタ ー に 乗せ て 切れ 味 の よ い ヴ ォ ー カ ル 
で 歌う 様 は な ん と も カッ コ よ く 、 ま た A④ の 叙情 的 な 曲 に は 心 打 た れる も の が 
ある 。 共 演者 に は あの ジノ ・ デ リノ な ども 参加 し て お り 演 衰 面 で も 楽し め る 作 
品 で ある 。 (井波 ) 





On) VANO ALBRTO FOSSATI 

上 rande Mare he Avremm0o 
Traversat0 
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人 @Fonit Cetra LPX21 

9 Cetra CDM 2039 





TL 
と 


デリ リウ ム の リー ダー で あっ た イヴ ァ ノ ・ フ ォ ッ サー ティ の ソロ 1st で ある 。 
デリ リウ ム 時 代 の 彼 の フル ー ト そし て 、 歌 い 回 し は 変わ っ て いな い が 、 曲 全 
体 を 通し て 、 ジ ャ ズ の エッ セン ス を も り 込 みな が ら 、 と きど き 顔 を だ す 生 の スト 
リン グ ス が 曲 の 流れ に 変化 を つけ デリ リウ ム よ り も 聴き や すく な っ て いる 。 曲 
か らく る イメ ー ジ は 、 ジ ャ ケッ ト の 海辺 と 、 街 並み の 風景 を よく 表わし て お り 、 
あの 卿 区 を を そ を そ る 。 け だ る い 感 じ の ヴォ ー カ ル が 不思議 な 魅力 を か も し だ し 
て いる 。 そ の 後 、 現 在 まで 数 枚 の アル バム を 発表 する が 、 彼 が 作っ た 曲 は 
ロレ ダー ナ ・ ベ ル テ な ど に 歌わ れ ヒ ッ ト し 、 ラ イタ ー と し て の 力 を 発揮 し て い 
る 。 (山中 ) 


IVANO ALBERTO FOSSATI、 
OSCAR PRUDENTE 
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デリ リウ ム 直 後 の 1st ソ ロ に 並行 する イヴ ァ ノ ・ フ ォ ッ サー ティ 絡み の アル 
バム 。 ヌ メロ ・ ウ ー ノ 所 属 の カン タウ トー レ 、 オ スカ ー・ プ ルー デン テ を 立て た 
デュ オ ・ ア ル バ ム 。 レ ー ベ ル も 二 人 の 所 属 を 表し て わけ の わか ら な い 番 号 
だ 。 ジ ャ ケ は 「Time Of Change」 が た そ が れ た ?7。 プ ルー デン テ の 落ち 着き 
の ある 作風 を 反映 し て か 、 フ ォ ッ サー ティ も ヴォ ー カ ル に フル ー ト に と デリ リウ 
ム が 見 え 隠れ する も の の 、 お と な し い 。 ド ラム に ジャ ン ニ ・ ダ ッ ラ リオ 他 多 数 
の ゲス ト 。 ミ ディ アム ・ テ ン ポ の 曲 が 多 く 、 ま た アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター の フォ 
ー ク 感覚 が 由 て くる あたり に 、 プ ルー デン テ の 色 を 感じ る 。 さ ら り と し た プル 
ー デ ン テ 、 少 し 冷え た が 著 め の フォ ッ サ ー テ ィ 、 両 者 が 歩み 寄り を 見 せ パ バラ 
ンス の ある 1 枚 。 (松本 ) 








JENNY SORRENTI 
Suspir0 

76 

@EMI 3C 064-18174 
e) 





アラ ン ・ ソ レン ティ の 妹 、 そ し て SAINT JUST の ヴォ ー カ リス ト 、 ジ ェ ニ ー・ 
ソレ ン テ ィ の 1st ソ ロ 。 混 池 の 躍動 その も の ナポリ が 育ん だ ミュ ー ジ シャ ン 一 
派 の 中 で も 紙 一 重 の 所 を 初 往 し た か の よう な ソレ ン テ ィ ・ フ ァ ミ リー の 花 だ け 
に 期待 を 負わ され る この アル バム だ が 、 グ ルー プ の 2 作 目 が 予感 さす せ たよ 
うに 、 意 外 に オー ソ ド ッ クス な の で 注意 。 そ れ で も 十分 に 面影 を 残す ナン バ 
一 は ある 。 そ し て 全然 イタ リア らし く な い 。 と いう より も 、 こ うし た 側面 も ある と いう 
こと だ ろう 。 上 ずっ た よう な 歌声 を ル チ オ ・ フ ァ ブ リ (vIn) や トニ ー・ ヴ ェ ル デ 
(b) 、 ピ ノ ・ ダ ニ エ ー レ (g) ら 数 名 が パッ ク ・ ア ッ プ する 。 好 作 だ と 思う 。 池 え 
渡る ウン ベル ト ・ テ レス コ の デザ イン も 系 晴らし い が 、 ア ウト サイ ド な 彼 の 姿 も 
納得 し た 。 (松本 ) 
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ソロ 第 2 弾 。SAINT JUST の フォ ー ク ・ ロ ッ ク ・ ル ー ツ が うか が える 。 こ の ア 
ル バ ム を 捧げ た 3 人 の 内 の 一 人 は サン ディ ・ デ ニー と ある 。 ジ ェ ニ ー・ ソ レン 
ティ の 魅力 は 、 思 うに 女性 の 未 分 化 な 情緒 の 揺れ に あっ て 、SAINT JUST 
は その 特性 を 揺れ の まま に 彩っ た お お ら か さて 成り 立っ て いた と 思う が 、 
「Suspiro」 を 経て 、 彼 女 は この アル バム で すっ か り 落 ち 着い て いる よう に 感 
じ る 。 長 い 髪 も 短 か く 小 綺麗 に な っ た 。 演奏 も 歌 も ずっ と 安定 感 が ある 。 何 か 
が 落ち た 。 そ の 何 か が 幸運 に も 記録 と し て 残っ て いる か ら に は 、 こ れ は 予測 
で きる と は 言え 凡 磨 に 映る 。 代 替 に 成り 得る アピ ー ル に 欠け る 。SAINT 
JUST は 再現 の きか な いそ の 時 か ぎり の 有 剰 那 さ が あ まり に 上 肝 し 過ぎ る の だ 。 
今見 返し て も 稀有 の 産物 だ と 思う 。 (松本 ) 
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今や 大 スタ ー と な っ た フラ ンコ ・ バ パッ ティ アー ト だ が 、70 年 代 に は BLA 
BLA レ ー ベ ル を 設立 し 、 意 欲 的 、 前 衛 的 な ポリ シー を 持つ アー ティ スト 達 の 
作品 を リリ ー ス し て いた 。 こ れ ら の グル ー プ に は カプ シク ム ・ レ ッ ド 、 ア クチ ュ 
アラ 、 オ サー ジェ ・ ト リ ベ etc. が いる が 、 こ の ユリ ・ カ ミサ スカ な る シン ガー も 
BLA BLA が 世に 送り 出し た 極め て 個性 的 な ノ ソン グラ イタ ー で ある 。 ギ ター 
の 弦 を か きむ し る よう な 神経 症 的 な 歌声 で 独特 の 世界 を 演じ て いる 。 本 作 
発表 後 、 し ば らく 活動 は 伝え られ て いな か っ た が 、'80 年 代 に な る と 再び バッ 
ティ アー ト と 組み 、 作 曲 を 手がけ た り 、 ミ サ 曲 風 の ソ ロ を 2 枚 (「Te Deum」、 
Tl Carmelo Di Echt」) リリ ー ス し て 活動 を 続け て いる 。 パ ッ テ ィ アー ト の 名 
作 「Fisiognomica」 中 、^Nomadi” は 彼 の 曲 。 (山崎 ) 
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ユリ ・ カ ミサ スカ は 、 パ バッ ティ アー ト が 70 年 代 に プラ ・ プ ラ ・ レ ー ベ ル を 主 
宰 し て いる 時 、1 枚 の ソロ を リリ ー ス し た こと が ある 。15 年 降り に リリ ー ス され 
た この ミニ ・ ア ル バ ム で は モノ フォ ニー の ミサ 曲 を ラテ ン 語 で 静か に 歌い 、 
バッ ク は パイ プ ・ オ ル ガ ン の イメ ー ジ を 持た せ た エ レク トロ ・ キ ー ボ ー ド に よ 
る 持続 音 で ある 。 ポ ッ プ ス 界 と は 全く 無縁 の 音 で 、 む し ろ ポ ポル ・ ヴ フ や 、 あ 
る い は グレ ゴリ オ 聖 歌 の よう な イメ ー ジ で 接 す れ ば 良い だ ろう 。 い つの 時 代 
に も 、 光 藩 し た 情報 の 中 に 身 を さら し な が ら 音 楽 を 聴く ^ 者 に と っ て 、 何 ら か の 
精神 を 浄化 で きる 音楽 を 持つ こと は 必要 な こと で は な いか 。 音 楽 自体 に は 
決し て メッ セー ジ は 持た ぬ が 、 そ うい う 意 味 で 大 切な 音 で ある と 思う 。 

(山崎 ) 
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70 年 代 に は アヴァ ン ギ ャ ルド な 唱 法 の カン タウ トー レ と し て プラ プ ブラ より ソ 
ロ を リリ ー ス し た ユリ ・ カ ミサ スカ だ が 、'80 年 以降 は パッ ティ アー ト に 曲 を 書 
いた り 、 又 、 風 合い の 変わ っ た ソロ ・ ア ル バ ム を 出し た り と チラ チラ と 僕達 の 
目 に 止ま っ て いた 。 こ れ ば !91 年 リリ ー ス の 久々 の ソロ ・ ア ル バ ム で 、 フ ル ・ ア 
ル バ ム と し て は 実に 18 年 降り の こと で ある 。 こ の アル バム の イメ ー ジ は 何と 
「FISIOGNOMICA」 の 頃 の パッ ティ アー ト そ の も の 。 あ の 中 の 彼 の 曲 
^NOMADI” と 同 傾向 の 曲 が 収め られ て いる と いえ ば 、 わ か る 人 に は わか る 
は ず だ 。 久 し ぶり に 心 に し みる イタ リア 系 の 作品 に 出会え た と いう 印象 が 強 
98 (山崎 ) 
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フロ レッ ト ・ シ ル ヴ ァ は ドイ ツ 人 女性 ケイ ・ ホ フ マ ン を 中 心 に フィ レン ツェ で 
結成 され た グル ー プ で 、 ピ エロ ・ リ ュ ネ ー ル の ジャ ク ェ リ ー ネ ・ ダ ルビ ィ や ガ 
イオ ・ キ ョ ッ キ ョ 等 を 迎え て 77 年 に アル バム を 一 枚 制作 し た 。 中 世 歌 謡 カル 
ミナ ・ プ ラウ ナ を 原 曲 に 彼 等 独自 の 解 息 を ほど こし た も の で 、 ピ エロ ・ リ ュ ネ 
ー ル や オ パ ス 、 ア ヴァ ント ラ 等 と 同等 に 評価 され て 然るべき 作品 で ある 。 彼 
等 個々 の メン パー の 音楽 的 素養 は 多岐 に 渡る が 、 そ れ が 良く こなれ た 形 で 
サウ ンド に 反映 し て いる の が 素晴らし い 。 こ の アル バム は リリ ー ス され る こと 
な く オ クラ 入り に な っ て いた も の を 本 誌 ベ ル ・ ア ンティー ク ・ レ ー ベ ル が 85 年 
に リリ ー ス し た も の で ある 。 グ ルー プ 解 散 後 は メン バー 達 は ソロ 活動 を 続け 
て いる 。 (山崎 ) 
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この LP は フォ ノ グ ラ ム 時 代 の シン グル 曲 を 4 曲 加 えて デビ ュー 盤 と し て 
発表 され た 。6 曲 目 の ^Nata Libera” は 彼 の 初 ヒ ッ ト 。 フ ォ ノ グラ ム 時 代 の 
曲 で 、 シ ング ル の B 面 は ^La Voglia Di Te”。 両 曲 と も 当 ア ル バ ム ゐ 収 め ら 
れ て いる が 、 こ の シン グル が 彼 の 最高 作 と いえ る だ ろう 。 カ ンタ ウト ー レ と し 
で 80 年 代 は フォ ニ ト ・ チ ェ ト ラ か ら ア ル バ ム を 発表 し 続け た が 、 ロ マン チッ ク 
な 歌 は 不得 手 だ っ た た め に 、 名 前 を 知ら れる こと な く 現 在 に 至っ て いる 。 プ 
ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 影響 は あま り 顕著 で は な い が 、 ア ル バ ム の B 面 の 流 
れ は イタ リア ン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に 強く アピ ー ル する も の が ある だ ろう 。 覧 り の あ 
る 曲 が 秀 人 逸 。 (HIRO TANAKA) 
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全体 に 1st よ り 洗練 され 、 ス ケー ル ア ッ プ し た 感 の ある 2nd。 そ れ は 曲 が 
良く な っ た の は も ちろ ん の こと 、 パ ッ ク メ ン バ ー を 固め て プラ ス を 除い た こと 
に よる 。A①・B② は メロ デイ アス な アコ ー ス ティ ッ ク ギ ター と 弾む よう な オ 
ー ケ スト ラ が 印象 的 。A②-⑤ は リズ ム セ ク ショ ン を は じ め バ ッ ク の 充実 ぶ 
り が 耳 に つく 。 特 に オー ケス トレ ーション も 含め て キー ボー ド は 、 ア レン ジャ 
ー で 有名 な あの RUGGERO CINI で ある 。B③・④ の 2 曲 で は ル チ オ ・ フ ァ 
プリ 、 ス テ フ ァ ノ ・ プ ル ガ 、 ジ ャ ン ニ ・ ダ ラッ リオ ら に よる メロ ディ アス な 演奏 
が 聴け る 。 前 作 よ り は 曲 に 統一 感 が あり 粒 揃い に な っ た こと は いい の だ 
が 、 前 作 の B① の よう な 印象 に 残る メロ ディ ー が な い の が 残念 で ある 。 
(渡辺 一 己 ) 
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POOH の ドラ マー、 ス テ フ ァ ー ノ ・ ド ラツィオ が プロ デュ ー ス を 手掛け た 女 
性 ヴォ ー カ ル 作 品 。10 曲 中 8 曲 の 作詩 も 彼 の 手 に 依る も の (因みに 他 の 2 
曲 は それ ぞ れ モ ゴ ー ル バッ ティ ステ ィ 、 ビ オル カテ ィ 自 身 の 詩 と POOH の 
ド デ ィ ・ バ ッ タ リア の 作曲 ) 。 他 の 3 人 が ソロ ・ ア ル バ ム を 発表 し て いる の だ ろ 
う 。 デ ィ ジ タル 系 キー ボー ド を 主体 と し た アレ ンジ の 本 作 は 、 こ の 頃 の PO00H 
や MATIA BAZAR、 ア リー チェ が 聴け る 人 な ら ば 充分 に 気に入る 秋 。 特 に 
し っ と り と し た バラ ー ド の 出来 が 良い 。 彼 女 は 本 作 以 後に も アル バム を 発 
表し て いる が 、 前 後 の 活 動 に つい て は 残念 な が ら 筆者 は 未詳 。 女 性 ヴォ ー 
カル の 好き な 方 に お 薦め し た い 。 (高山 ) 
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IL BALETTO DI BRONZO の キー ボー ド ・ プ レイ ヤー、 ジ ャ ン ニ ・ レ オー 
ネ は レオ ・ ネ ロ と 改名 し て 77 年 に 1st ソ ロア ル バ ム を 発表 し た 。 そ の 存在 自 
体 は 早く か ら 知ら れ て いた が 、 地 味 な カヴァ ー が 災い し て か 日 本 に 初め て 
入っ て 来 た の は 意外 に 遅かっ た 。 様 々 な 憶測 が 流れ て いた が 出来 と し て は 
ほぼ 期待 通り の も の と 言っ て よさ そう 。A 面 は 歌 を 中 心 に し た ちょ っ と 意外 な 
展開 で ある が 、 典 型 的 な イタ リア ン サ ウン ド で 、 十 分 に 楽し め る 。 圧 巻 は B 面 
の プロ グレ パー ト だ 。 多 種 多彩 な キー ボー ド 群 を 自在 に 操り 、 若 干 へ ヘヴィ な 
面 が 失わ れつ つ あ る も の の 、 パ レッ ト 時 代 を 初 値 と する プレ イ で 聴く 者 を 陶 
酔 の 世界 へ いざ な う 。 な お 、3 年 後に 発表 し た 2nd ソ ロ `Monitor'* は ニュ ー ウ 
ェ イ ブ 色 の 濃い も の に な っ て いる 。 (江田 ) 
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レオ ・ ネ ロ 生 き 残 り を か けた 2nd。 絶 対 の 自信 作 だ っ た 1st ソ ロ 「Vero」 が 
全 っ た く と いっ て いい 程 売れ ま プレ ス の 評判 も 悪かっ た こと か ら 、 試 行 錯誤 
の 末 ア メリ カ は ハリ ウッ ド で の 録音 。 音 の 方 は な ん と / パ ン キ ッシュ ・ テ クノ ・ 
ポッ プ !?A 面 は パン ド を 従え 、B 面 は 彼 の 操る キー ボー ド と リズ ム ボ ックス に 
よる ソロ 録音 。 ポ ッ プ で 肛 美 的 な サイ キ デ リ ッ ク 色 を 持っ た 内 容 は 、 数 曲 で 
ヨー ロ ピ アン ・ デ カ ダ ン ス と で も 言え る 部 分 も 感じ られ る 。 し か し 、 こ の 時 期 に 
この 内 容 、 録 音 場所 は ニュ ー ヨ ー ク ロン ドン 又は 、 東 京 を 選ぶ べき だ っ た の 
で は ? イ ン ナ ー フ ォ ト の ハリ ウッ ド ・ ブ ルー バー ド で 気 ど っ て 見 せる レオ ・ ネ ロ 
が 何故 か 悲し い 。 こ の 後 彼 は シー ン か ら 完 全 に 次 を 消し た 。 (木下 ) 
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当り 前 の こと だ が 、 肉 声 と は な ん と 素晴らし く 深 く 広大 な 可能 性 を 秘め て 
いる の だ ろう 。 と て つも な く 暗 く 、 測 り よ う も な い 悲 し み を 背負 いな が ら こ の 異 
端 の ボー カリ スト は 、 我々 に 未経験 の 地平 を 垣間見 せ て くれ る 。 地 を 遣い 、 
時 に 呪文 の よう な 重く 切々 た る 彼 の 候 念 の 如き ボー カル が 、 全 体 を 支配 し 
覆い 尽く す 中 、 後 に バン コ の 要 と 成る Vittorio Nocenzi の 奏で る キー ボー ド 
の 音色 が 、 と て も 不思議 な 彩り を 添え て いる 。 極 め て 主観 的 で 個人 的 な 好 
み の 為 、 異 諭 の 出る こと を 覚悟 し て 言う な ら 、70 年 前 後 の ア ル バ ム の 内 、 
最も 特異 で 重要 な も の で ある 。 存 在 自体 信じ 難く 奇 頭 的 な が この アル バム は 
イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 大 いな る 遺産 の 1 つと し て 語り 継が れる べき で ある 。 

(鈴木 伸一 ) 
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AKTUALA の オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー だ っ た リノ ・ カ プラ ・ ヴ ァ ッ チー ナ は 、 
70 年 代 に は カミ サス カ や バッ ティ アー ト の アル バム に 参加 し 、 そ の 後 も アリ 
ー チ ェ や ジョ ル ジ ュ ・ ガ ベー ル 等 へ の 参加 を 通し て イタ リア で は 最も 重要 な 
パー カッ ショ ニス ト の 一 人 と し て 高い 評価 を 受け て いる 。 こ れ は !80 年 の 1st 
ソロ 「Antico Adagio」 に 続く 2md ソ ロ に な る も の で 、 地 中 海 音 楽 の エッ セン 
ス を プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の イデ ィ オ ム に 抽 入 し た よう な た お や か な イメ ー 
ジ が ある 。AKTUALA 以 来 の 彼 の 目指 す 方 向 性 が 、 洗 練 さ れ た 響き と 流 
れ に よく 出 て いる 。 ヴ ァ ッ チー ナ の ヴィ プラ フォ ー ン 等 を 中 心 に 、 カ ミサ スカ 
(vo) 、 ロ ベル ト ・ コ ロン ボ (kbd) 他 多数 の サポ ー ト を 得 て 製 作 さ れ た 。 

(山崎 ) 
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ギタ ー:Danilo Rustici、 ド ラム :Massimo Guarino、2 曲 の ヴォ ー カ ル ・ 
クレ ジッ ト に ジェ ニー・ ソ レン ティ 等 、 雑 然 と し た 裏 ジ ャ ケッ ト を 見 て いる と 、 更 
に アラ ン ・ ソ レン ティ や トニ ・ エ スポ ジ ト 、 ウ ン ベ ル ト ・ テ レス コ と 次 々 と 名 前 が 
見 つか る 。 ナ ポリ ・ フ ァ ミ リー の 1 枚 ら し く 少し ご っ た 煮 の 作風 に な っ て いる 。 
曲 が 途 中 で 切れ て し まっ た り 、 ス タ ジ オ 内 や 屋外 の マテ リア ル が コラ ー ジ ュ 
され た り も する 。 歌 メロ で 聴か そう と し た カン タウ トー レ 物 と は 少し 性 格 の 違っ 
た アル バム だ 。B③ を 始め 「Suddance」 製 作 中 の D. ル ステ ィ ー チ が た っ ぷ 
り と ソロ を と っ て くれ る し 、J. ソ レン ティ の 声 も 聴け る 。 特 に ルス ティ ー チ が オ 
ザン ナ そ の まま で 熱 も 入っ て いる 。 コ ネ ク シ ョ ン の 楽し さ を 味わえ る 。 (松本 ) 
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と て も 美しい カヴァ ー デ ザイ ン が 印象 的 な ロレ ダナ ・ ベ ル テ の 1st ア ル バ 
ム 。 ア クタ ・ フ ラジ ー レ の 1st よ り 一 回 り 大 きい 6 面 開 き の ジ ャ ケ の 内 部 は タイ 
トル か ら も 想像 が つく 様 に 彼女 の 全裸 写真 で 綴 ら れ て お り 、 話 題 性 も 十分 
と 言え る 。 た だ 、 薄 手 の ジ ャ ケ の た め 傷み 易い の が 難点 。 ジ ャ ケ の イメ ー ジ 
と は 裏腹 に 、 音 の 方 は 軽快 な ノリ で 押す 割 と オー ソノ ド ックス な ロッ ク 調 の ナ 
ン パ ー が 目立つ が 、 彼 女 の 持ち 味 で ある ハス キー ヴォ イス が 十分 に 生か さ 
れ た 展開 で 、 元 デリ リウ ム の イヴ ァ ノ ・ フ ォ ッ サー ティ 参加 の 下 、 現 代 風 の 
音 作り で 迫る 近作 と は 異な る 素朴 な 味わい が 感じ られ る 。2nd`Normale 0 
Super” で は ロッ ク 色 が 薄 ま り 、 歌 物 と し て の 体裁 も か な り 整 っ て くる 。 (江田 ) 
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マル チェ ラ の ` ベ ペラ” と 共に イタ リア ン ・ ポ ッ プ ス の 女性 シン ガー の 名 作 と 
な れ ば 本 作 を 外す 訳 に は いか な い 。 デ ビュ ー 作 スト リー キン グ ” は と り わ け 
秀 れ て いる は いえ ず 彼女 の ヌー ド 写 真 に に よる ジャ ケッ ト の 方 が 評判 を 呼ん 
で し まっ た 。 セ カン ド に 当る 本 作 で は マル チェ ラ と 同じ く ヴ ォ ー ロ の メン バー 
が 全員 で な い に し ろ 演奏 を 担当 し て いる の も 話題 の ひと つ 。A⑤ は 正しく ヴ 
ォ ー ロ ・ サ ウン ド 。 時 に は 激しく 、 時 に は 優し 歌い か ける ヴォ ー カ ル 、 曲 の 完 
成 度 共 に 申し 分 無い 。 そ の 中 で も し み じ み と 歌わ れる オス カー・ プ ルー デン 
ト 、 イ ヴァ ノ ・ フ ォ ッ サー ティ ( 元 デ リリ ウム ) 作詞 ・ 作 曲 に よる A③ は 涙 の 名 曲 
で ある 。 そ の 後 、 年 に 1 枚 ぐ らい の ペー ス で アル バム を 発売 し 続け て いる 。 

(吉瀬) 
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この ロレ ッ タ ・ ゴ ジッ と いう 人 は 、'60 年 代 か ら つい 最近 まで 、 ひ ょ っ と する と 
まだ 現役 か も 知れ な い 、 女 性 ポッ プ ・ シ ン ガ ー で す イ タリ ア 人 女性 と し て は 
ご く 平 均 的 な 、 少 し 低め の 歌声 で あ C. カ セッ リ な ど が 辿っ た 変遷 を 彼女 も 
辿り 、 若 い 頃 は ベレ ー 帽 を 被る な ど 可愛 いぶ っ て ポッ プス を 歌っ て いた の 
で 、 段 々 「 大 人 の 歌 」( ヘ ン な の //) を 歌う よう に な り 、 そ の 中 に スト リン グ ス の 
導入 な ど で 音 が 厚く な っ た の が 1 枚 あ っ た と いう の が 本 作 で す 特に 有名 な 
人 は つい て お ら ず ボ スト リン グ も 控え 目 で す が 、 ゆ っ た り と し た 歌 物 の 好 作 で 
まあ 特に シン グル に も な っ た タイ トル 曲 の サビ の 「 ア ー ア ー モ ー レ 」 と いう 節 
回 し は 、 心 底 イ イ で す , 他 の アル バム も 、 私 が 聴い た も の に は 、 大 ハズ レ は あ 
り ま せん で し た 。 美 人 で す よ 。 (斎藤 ) 
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'60 年 代 は カテ リー ナ ・ カ セッ リ や パテ ィ ・ プ ラー ヴォ の よう に ビー ト を 歌っ 
て 人 気 が あ っ た 。 特 に 映画 音楽 で 知ら れる エン ニオ ・ モ リコ ー ネ の アレ ンジ 
の 曲 が 多 か っ た の で 、 ビ ー ト 時 代 の も の は コレ クタ ー ズ ・ ア イ テ ム に な っ て い 
る も の も ある 。'70 年 代 に 入っ て ビー ト が 下 火 に な る と 、 ト ラディ ショ ナル に 方 
向 転換 し た が 他 の アン ナ ・ イ デン ティ チ や オリ エッ タ ・ ベ ペル ティ の よう か 成功 
を 得 ら れ な か っ た 。RCA を 離れ て か ら は マイ ナー・ レ ー ベ ル を 転々 と し 、 次 第 
に 忘れ られ て し まっ た 。 当 アル バム は 再度 ロッ ク に 取り 組ん だ も の で 、 カ セッ 
リ が 変身 し た の が 同時 期 な の も 時 代 を 反映 し て 面白 い 。 た だ し この ルイ ゼ 
ル は トラ ッ ド か ら 先 祖 返 り し た よう な 形 と な っ た 。 幾 曲 か プロ グレ ッ シ ヴ な ア 
レン ジ の も の が ある 。 (HIRO TANAKA) 
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ルチア ー ノ ・ バ パッ ソ は シリ アス ・ ミ ュー ジッ ク の 素養 を 生か し て 詞 美 な サウ 
ンド を 創り 出す アー ティ スト で ある 。'76 年 に リリ ー ス され た この 1st「Voci」 で 
は 、 バ パッ ソ の 奏で る ピア ノ 、 メ ロト ロン 、 チ ェ ン パロ 、 オ ル ガ ン 等 を 中 心 に 、 ヴ 
ァ イ オ リン 、 チ ェ ロ 、 コ ント ラバ ス 、 ギ ター 等 の リー ド 楽 器 を 巧み に か ら ま せ て 
見 事 な 叙 情 美 を 創り 出す こと に 成功 し て いる 。'78 年 に 2nd「Cogli 昌 Gior- 
no」( ゆ っ た り と し た 曲想 で 幻想 美 を 表現 し た 名 作 ) 、'79 年 に 3rd「Fram 
Menti Tonali」( サ ティ 風 の 室 内 楽 小品 集 ) 、'80 年 に 4th「Luciano Basso」 
(より 難解 な 現代 音楽 風 ) の 計 4 枚 の 作品 を リリ ー ス し て いる 。 実 力 あ る コン 
ポー ザー だ け に その 後 の 動向 が 気 に な か る アー ティ スト で ある 。 (山崎 ) 
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1st の バン ド 形 態 は 引き 継ぎ つつ も 、 木 管 や スト リン グ ス ・ ア ン サ ンプ ブル に 
ソプラ ノ を 加え 、 ド ラム レス の 編成 と し た 2nd。 エ レク トリ ッ ク ・ ギ ター や シン セ 
を 含め た アン サン プル の 融和 度 は 力 闘 型 クラ シカ ル ・ ロ ッ ク だ っ た 前 作 か 
ら は 長 足 の 進歩 を 遂げ て お り 、 そ の 軸 と な る 彼 の 流 放 な ピア ノ が 実に 生き 
て いる 。 全 体 に 漂う イメ ー ジ は パス トラ ル な 情景 で こそ あれ 、 細 部 に 渡る 精 
錬 ぶ り は まさ に 「 造 形 美 の 妙 」 と で も 言う べき も の だ が 、 そ れ は ヨー ロッ パ 文 
化 の 一 つの 核 で あっ た イタ リア な ら で は の 美意識 を 感じ させ る 。 も し この 場 
で 「 チ ェ ン バー・ ロ ッ ク 」 と いう 表現 を 使う 事 を お 許し いた だ ける な ら 、 こ の 作 
品 は イタ リア 最高 峰 の 一 枚 で あり 、 全 世界 的 に みて も 極め て 高 水準 の も の 
と 言え る 。 (山田 ) 
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現在 まで あま り そ の 存在 を 語ら れる 事 の な か っ た 一 枚 。 製 作 年 や レコ ー ド 
番号 と の 関連 で 考え る に 、 恐 らく 本 作 が 彼 の サー ド ・ ア ル バ ム だ と 思わ れ 
る 。A 面 は ピア ノ ・ ソ ロ 集 、B 面 は オー ボ エ 、 フ ァ ゴ ッ ト と の リリ カル な トリ オ と ゆ 
っ た り と し た スト リン グ ス ・ ア ン サ ンプ ブル が それ ぞ れ 収め られ て いる 。 バ パッソ 
の 作品 群 を 総括 すれ ば 、「 シ リア ス 畑 の ミュ ー ジ シャ ン の ロッ ク 的 アプ ロー 
チ 、 そ し て 回 帰 」 と 言え る だ ろう か 。 い か に サウ ンド が それ 風 で は あっ て も 、 彼 
の 根本 と な る 音楽 性 は ロッ ク ・ ス プリ ッ ト や パッ ショ ン と は 異質 の も の だ 。 本 
作 は そう し た 彼 の 「 回 帰 」 の 部 分 を 象徴 する 様 な や や 現代 音楽 に も 近い 作 
風 の た め 、 ロ ッ ク 系 リス ナー が 聴く に あたっ て は 多少 視点 の シフ ト が 必要 か 
と 思わ れる 。 (山田 ) 
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と て も 感覚 的 な 音楽 だ 。 心 象 風景 を 音 で スケ ッ チ し た よう な 稀 薄 さ が あ 
る 。 フ リー・ ミ ュー ジッ ク 、 チ ェ ン バー・ ミ ュー ジッ ク 、 現 代 音 楽 等 、 そ れ ら の 言 
葉 が イメ ー ジ する 音楽 の 境 を 曖昧 に し て いく 感性 の 作品 だ 。 五 つの 曲 が 収 
録 され て お り 、 ト ニ ・ エ スポ ジ ト を 始め 数 人 の ミュ ー ジ シャ ン と の つか ず 離 れ 
ず の 演奏 が 続く 。 ピ アノ 、 オ ー ボ エ 、 ヴ ァ イ オ リン 、 ソ プラ ノ ・ コ ー ラ ス 、 生 ギタ 
ー、 パ ー カ ッ シ ョ ン 等 に よる 静 計 で 時 と し て アン ニュ イ な サウ ンド が 思い を め 
ぐら せる よう に 淡々 と 続く 。 意 味 合い づけ の 堅 苦 し さ は 無 縁 だ か ら 展 開 も し な 
い 。 イ タリ ア に は 非常 に 珍し い タ イプ の アル バム だ 。 楽 器 の 音 数 や 種類 こそ 
多い も の の ロー デリ ウス 等 と 似 た 方 向 性 を 持っ て いる 。 ゆ っ た り と 気 を 静め 
る と 更に イメ ー ジ が 広がる 。 (松本 ) 
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1943 年 リエ ティ 近郊 の ポッ ジョ ・ プ スト ー ネ 生 まれ 。 モ ゴー ル (ジュ リオ ・ ラ 
ペッ ティ ) と 組ん で 作ら れ た 彼 の 曲 は '60 年 代 か ら の イタ リア 歌謡 界 に 多大 
な る 影響 を 与え た 。 ミ ラノ の リコ ルディ ・ レ ー ベ ル で 仕事 を 始め た 頃 は 作曲 
が 中 心 で 、 デ ィ ク ・ デ ィ ク は `II Vento"、 エ クィ プ 84 は ^29 Settembre” を 歌 
いそ れ ぞ れ ヒ ッ ト さ せ た 。'68 年 か ら は 自分 で 歌う こと を 決心 し 、 カ ンタ ウト ー レ 
と し て 本 格 的 に 活動 を 開始 し た 。'69 年 あたり か ら 曲調 が 大 きく 変化 し 、 そ れ 
に 取り 組む た め に 自ら ヌメ ロ ・ ウ ノ ・ レ ー ベ ル を 開設 。 音 楽 祭 出 場 拒 否 を 宣 
言 し コマ ー シ ャ リズ ム と の 絹 を 絶 と うと し た 。 す ぐ 後 に リコ ルディ と の 契約 が 
切れ 、 本 人 も ヌメ ロ ・ ウ ノ に 移っ た 。 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン に 多大 な 
影響 を 与え た 人 物 。 (Hiro Tanaka) 
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バッ ティ ステ ィ が 770 年 に 発表 し た 本 作 は 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク の 原点 と し て 
その 歴史 的 な 評価 を 下す べき 一 枚 。 当 時 カン タウ トー レ と し て 新しい 試み を 
始め た バッ ティ ステ ィ の 回 り に 、 後 に PFM を 結成 する 4 人 、 ト レ の ラディ ウ 
ス 、 そ し て 後に アレ ンジ ャ ー、 ソ リス ト と し て 頭角 を 現す ダリ オ ・ バ パル ダン が 集 
まり この アル バム を 制作 し た の で ある 。 ヴ ォ ー カ ルナ ン バ ー と イン スト ・ ナ ン 
バー が 交互 に 配 され 、 特 に 後者 は 、 パ ッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン の 才能 が 凝縮 し 
た 当時 と し て は 大 変 先鋭 的 な ち も の で あっ た 。 も っ と 評価 され て 然るべき 作 
品 。 オ リ ジ ナ ル の ファ ー ス ト ・ プ レス は コー ティ ング され た ダブ ル ・ ジ ャ ケッ ト 。 
現在 は も ちろ ん CD に て 入手 可能 。 (山崎 ) 
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この 人 が いな か っ た ら 、PFM と フォ ルム ラ ・ ト レ は な か っ た 。 当然 イル ・ ヴ ォ 
ー ロ も な か っ た こと だ ろう 。 カ ンタ ウト ー レ (英語 で 言う シン ガー・ ノ ソン グラ イタ 
ー の こと ) の 第 一 人 者 と し て も 測り 知れ な い 人 だ が 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン 
に と っ て みれ ば 、 そ の 事柄 は あま り に 大 きす ぎる 。 そ れ 以 上 に バテ ィ ス ティ を 
知ら な い イ タリ ア 人 は いな いわ け だ か ら 、 ま さ に イタ リア の ドン と いっ た 存在 で 
ある 。 こ の アル バム は 彼 が 巣立つ 前 の リコ ルディ 時 代 の も の で 3 枚 目 の ア 
ル バ ム に 当る 。 ま だ オー ソ ド ク ス に 歌っ て は いる が 、 す ぐ 様 彼 と 判る 閣 は あ 
る 。DIK DIK を バック に し た 曲 も ある 。 例 えば 歌謡 曲 と 別 路線 を と っ た 当時 
の 井上 陽水 の よう な 存在 の この 頃 の 彼 で ある 。 ビ ー ト も 名 残る が 、 バ ラー ド 
に も た ける 。 (松本 ) 
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バッ ティ ステ ィ の ヴォ ー カ ル は 上 手 い 下 手 、 声 質 云 々 を 超え た と ころ が あ 
る 。 声 量 が ある わけ で は な いし 音程 も 怪し い 、 声 質 も 汗 え な いも の だ ろう 。 字 
あま りな は ず し が 様 に な る 歌い 方 を する 。 リ コル ディ 時 代 最 後に な る この アル 
バム で は そう し た 面 が いよ いよ 出 て き て 、 加 えて パッ ク も アグ レッ シ ヴ な 面 が 
ある 。A② の 7 分 を 超え る 彼 の ヴォ ー カ ル と ハモ ンド ・ オ ル ガ ン の 弾き 込み 
が 、 ハ ー ド ・ ビ ー ト の 上 で か け 合 うな ど は 、 そ の 典型 。 こ の 曲 を 含め て ほとん ど 
が モ ゴ ー ル と の 共 作 に な っ て いる 。 そ の 中 で も 感動 的 な 歌い 上 げ が し みっ 
た れる よう に 濃い `Pensieri E Parole^Mi Ritorni In Mente” 等 は 出色 。 
他 に プル ー ス ・ ベ ー ス の ハー ド ・ エ ッ ジ な B③ 等 、 曲 の 粒 / 個 性 が そろ っ て 
いる 。g は 多分 ラディ ウス 。 (松本 ) 





7 ど 7 
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傑作 。 彼 の ヌメ ロ ・ ウ ー ノ か ら の 再 デ ビュ ー1 作 目 。 こ の アル バム は イタ リ 
ア の ポピュラー・ ミ ュー ジッ ク が 急速 に 開け て いっ た 流れ に 同調 し て 一 際 
初 々 し い 。 リ コル ディ 時 代 に の ぞい て いた 私 的 感情 は も は や アル バム 全体 
に 行き 渡り 、 息 使い も 感じ 取れ る 程 リ アル に な っ て いる 。 想 い を 焦がす よう な 
1 曲目 の 曲想 に 早 や 彼 の 色 を 見 れる が 、 一 転 し て コケ ティ ッシュ な タッ チ で 
爽やか さ を 振り まく 2 曲目 へ 、 更 に 鼻歌 で 曲想 を つく りあ げ て し まう タイ トル 曲 
等 自在 に 彼 が 動く 。 そ こ に 曲 が で き あ が る 。 モ ゴー ル ニ バ ッ テ ィ ステ ィ の 共 
作 を 印 づ けた この アル バム に 捨て 曲 が 1 曲 も な い 。 そ れ と 判る チコ の ドラ ミン 
グ も か け 出 し の D.B. ベ ン ポ の キー ボー ド も 彼 の 自由 気まま な 歌声 に 吸収 さ 
れる 。 心 に 残る アル バム だ 。 (松本 ) 
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ヌメ ロ ・ ウ ー ノ 時 代 で も っ と も 穏やか さ を 感じ させ て くれ る アル バム 。 穏 や 
か で 少し アコ ー ス ティ ッ ク な ニュ アン ス が 、 同 年 ヌメ ロ ・ ウ ー ノ か ら リ リー ス さ 
れ た PFM の 「Per Un Amico」 や 、 や は り 弟 子 分 に 当る フォ ルム ラ ・ ト レ の 
「La Grande Casa」 に 通じ る 。 バ ッ ク に は Gianni DallAglio、Cicco、Lav・ 
ezzi、Radius、Lorenzi…… と トレ 、 イ ル ・ ヴ ォ ー ロ の メン パー が 大 きく 絡ん で 
いる こと も ある の だ ろう 。 前 作 に は 、 ト レ が 取り 挙げ た `Sognando E 
Resognando* の 原 曲 を 収録 し て いた が 、 本 作 の タイ トル 曲 な ど は 「La 
Grande Casa」 や イル ・ ヴ ォ ー ロ の 1 作 目 あたり に 入っ て いて お か し く な い 曲 
想 だ 。 バ パッ ティ ステ ィ の 音楽 は 喜 怒 哀楽 を 歌う と いう より も それ を 感じ させ て 
くれ る そこ に らし さ が あ る と 思う 。 (松本 ) 
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非常 に 内 省 的 な 、 プ ラジ ル か ら 帰 っ て の 一 昨 。 例 に よっ て 、 ダ ラリ オ や ボ 
プ ・ カ レロ 、 レ ヴェ ル ベリ が 参加 し て いる が 、 む し ろ 音 作り は 簡素 で 、 文 明 批 
評 や 人 生 に 対す る 深い 洞察 を スト レー ト に 訴え た 、 と て も 素晴らし い 作 品 
だ 。 こ れ は お そら 〈 く ブラ ジル で の 経験 か ら で あ ろう が 、 虚 飾 の 人 生 と 訣別 し 、 
シン プル で 地 に 足 の つい た 生活 へ の 強い 意志 が 全編 に 渡っ て 表現 され て 
いる 。 どこ か で 邦 盤 (RCA 6247) を 見 つけ た ら 歌 詞 を 読ん で ご らん 。 な お 叙 
情 的 な A④ タ イト ル 曲 は 絶品 。 ま た 音 作 り も 重厚 な B④ は 、 見 か け は 幸福 そ 
うな 男女 の 間 に 潜 む ^ 毒 "を 歌っ た 、 鋭 くも 実に 艶 か し い 作品 。( そ の 名 も 『 バ 
ラ 地獄 』) 次 作 「 ア ニ マ ・ ラ ティ ナ 」 で 音 の 完成 度 は 増す が 、 シ ン ガ ー と し て 
の 彼 の 最高 作 は 本 作 だ 。 (人 須藤) 


LUCIO BATTISTI 

Anima Latima 

74 

る Numero Uno DZLSN 55675 


〇 BMG Ariola PD 74012 
@ 





^ ラ テン の 魂 ? と いう タイ トル に 掘り 下げ が 読め る 。 集 約 さ れ た タイ トル だ 。 
この アル バム は 熱狂 と 郷 惑 の 入り 混 る スピ リッ ト を 音 に 反映 し た に 止ま ら 
ず 彼 個人 の 追求 が ルー ツ へ 立ち 返 ろ うと する アー ティ ステ ィ ッ ク な 方 向 性 
と し て よく 出 て いる 。 非 常に 濃い 内 容 だ 。 故 フェ リー ニ の 密度 に 近い も の が あ 
る 。 オ ー プ ニン グ の 7 分 間 、 彼 は も は や 歌 を 歌っ て いな いと 言っ て いい 。 そ の 
息 の 漏れ や ハミ ング の か すれ で さえ 多く を 語っ て し まう 存在 感 、 イ ル ・ ヴ ゲ ォ ー 
ロ 並 み に 胸 の 透 く 音 の 拡がり 、 強 い 卿 憩 感 、 そ し て カタ ル シ ス 。 あ ら ゆ る 要 
素 が 入り 混 り 一 つの カラ ー に な っ て や が て 透き通る まで に 浄化 され る 。 非 党 
に 複雑 な 音 作 り に し て 簡潔 な 内 容 の 究極 作 。 ラ ディ ウス や ラヴ ェ ッ ツィ も 参 
加 し 献身 度 大 。 形 式 を 超え た 非凡 の 作 。 (松本 ) 
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前 作 「Anima Latina」 で 一 つの 決算 を し た 感 の ある バッ ティ ステ ィ 。 そ れ 
が 早 え そう な 次 作 に な る アル バム 。 身 軽 に な っ た 気 が す る 。 も し か する と 、 ア 
ル バ ム 指向 に 片 寄 っ た 前 作 の 反動 か 、 も し く は 本 来 の シン グル 指向 の 作 
曲 に 戻ら ざる を 得 な か っ た の か 、 い ずれ に し て も 前 作 が あっ て 、 こ の アル バ 
ム と その 後 斬 く の 彼 の 音楽 が ある こと は 確か だ ろう 。 ち ょ うど この 頃 は ロッ ク 
へ の 近接 期 を 過ぎ て 、 尚 か つ Ricordi 時 代 か ら の 作風 に 戻っ て いる の で 、 
音 作り に わずか 抜け が 出 て 一 回 り 大 きく な っ た こと の 余裕 が 感じ られ る 。 
「Un Donna Per Amico」 あ た り まで 行く と も う 少し ふっ きれ る の で 、 そ の 点 
で は 移行 期 と いう 気 が し な いで も な い 。 も う 一 歩 曲 を 書き 込ん で ほし か っ た 。 

(松本 ) 
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前 作 か ら そ れ ま で の トレ 、 ヴ ォ ー ロ 系 の ミュ ー ジ シャ ン の 起用 を や め た よう 
で 、 そ れ は 前 作 の や け に 洗練 され た Kbd の バッ キン グ な ど に よく 出 て いた 。 
今 作 の クレ ジッ ト を 見 る と 英 米 系 の 人 々 で 固め られ て いる 。 ギ ター の バッ キ 
ング に し て も 、 な る ほど ファ ン キ ー だ っ た り も する 。 イ タリ ア に 多い 甘い 流し 、 起 
伏 が 少な い 。 も と も と その 点 で は オー ケス トラ を 使わ ず 一 種 フ ォ ー ク ・ シ ン ガ 
ー の よう に シン プル な パッ ティ ステ ィ だ か ら 、 歌 詞 が 判ら な い 以上 は 通 好 み 
の カン タウ トー レ で は ある 。 こ の アル バム は それ に も 輪 を か ける よう に イン ター 
ナシ ョ ナル な か 方向 性 が あり 、 イ タリ ア か ら は 遠のい た か に 思え る 。 そ こ を くい 
止め て 染め 返す と ころ が 、 彼 の 歌 、 そ の 一 声 聴 け ば バレ て し まう 存在 感 で あ 
る 。 前 作 の 延長 線上 に ある 。 (松本 ) 
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初期 の 作風 か ら 徐 々 に 抜け 出し て きた バッ ティ ステ ィ は 、 こ の "778 年 リリ ー 
ス の ~ 女 友達 "で 1 つの 完結 を みた よう に 思う 。 ど こと な く 泥 くさ く 、 又 、 プ ログ 
レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク か ら の フィ ー ド バッ ク に よっ て アイ デン ティ ティ ー を 形成 し て 
いた 初期 の 作品 群 に 比べ る と 、 こ の アル バム は 都会 的 な イメ ー ジ で ある 。 
アレ ンジ も いら な いも の を 再 整理 し て 、 明 確 な 感じ に な っ て いる 。 バ ッ テ ィ ス 
ティ の よう に 、 長 い キ ャ リア の 中 で 各 時 代 の 中 で 確か な アイ デン ティ ティ を 
つか むこ と の で きる アー ティ スト は そう ざら に は いる も の で は な い 。 (山崎 ) 
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ル チ オ ・ バ ッ テ ィ ステ ィ が 自作 の 中 で 作詞 家 モ ゴー ル と 組ん だ 最後 の ア 
ル バ ム で ある 。770 年 代 後半 、 ア メリ カ で 2 枚 の アル バム を 制作 し た が 、 前 
作 「UNA DONNA PER AMICO」 か ら は イギリス 系 ミュ ー ジ シャ ン を 起用 
し PRODUCE, ARRANGE は GEOFF WESTLEY で バッ ク は PETE VAN 
HOOKE, STUART ELLIOT, ANDY BROWN, PHIL PALMER と いう 様 
に CLAUDIO BAGLIONI の アル バム 「STRADA FACENDO」 と 全く 同じ 
ライ ン ナ ッ プ に 、MEL COLLINS, MAURICE PERT, JOHN GIBLIN と い 
っ た 客演 が 見 事 に 成功 し た 好 ア ル バ ム に 仕上 が っ て いる 。 バ パッ ティ ステ ィ 
は FORMULA TRE や PFM を 育て た 存在 と し て の イメ ー ジ が 強い が 、 ポ ッ 
プス と し て 聞け ば パッ ティ アー ト と 並ん で 最高 峰 だ ろう 。CD の み `CON IL 
NASTRO ROSA" が マル チ の 最後 まで 聞く 事 が 出来 る 。 (片山 ) 
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78 年 作 の 「Uno Donna Per Amico」 ま で は 770 年 代 的 な イデ ィ オ ム で ア 
ル バ ム が 制作 され て いた が 、 前 作 「Una Giornata 一 」 あ た りか ら 徐 々 に 新 
し い イ ディ オム を 楽曲 に 取り 入れ 出し た 。 そ し て その 新 イ ディ オム が 色濃く 
現れ た の が この ?82 年 作 の 「E Gia」 だ 。 フ ェ ア ラ イト 系 の ディ ジタル ・ キ ー ボ 
ー ド 群 と ドラ ム ・ マ シー ン の 組み あわ せ の 上 に バッ ティ ステ ィ の 歌 が の る タ 
イプ 。 こ の スタ イル は 「Don Giovanni」 で 完成 され る の で 、 こ の 作品 は 過度 
期 の 作品 と いえ る と 思う 。 難 を いえ ば 、 こ ま か い こと か も し れ な い が 、 カ ヴァ ー・ 
デザ イン が ヒプノ シス の それ に 似 すぎ て いる こと 。 パ ッ テ ィ ステ ィ 程 の 大 物 
の 歌 を 包む パッ ケー ジ に 、 こ の コピ ー も どき は 似つか わし く な いと 思う の だ が 
COHS2C た (山崎 ) 
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ル チ オ ・ バ ッ テ ィ ステ ィ 近 年 の アル バム は 、'60、'70 年 代 の 作品 群 と は 作 
風 が 極端 に 異な る 。 い わ ゆ る カン タウ トー レ 色 は 姿 を 消し 、 代 わっ て 最新 鋭 
の 機材 に よる 今日 的 な リズ ム に 乗っ て 淡々 と 歌わ れる ナン バー の 数 々 に は 
驚か みさ れる 。 本 作 は 通算 14 作 目 、 ま さ に こう し た 傾向 の 直 中 に ある アル バム 
で ある 。 一 聴 す る と 単なる 都会 派 ポッ プス 、 二 度 、 三 度 と 聴き 込む うち に 独 
特 の 空間 に 引き 込ま れ て ゆく の が わか る 。 最 後に は 、 こ れ は バッ ティ ステ ィ 
以外 の 何者 で も な い の だ 。 と 納得 させ られ て し まう 。 よ く 聴 く と 気付 く は ず だ 
が 、 こ こ に は 彼 が 20 年来 培 っ て きた スタ イル が 、 微 妙 な 穏 し 味 と し て の み 使 
われ て いる の で ある 。 軽 い フ ットワーク の 中 に 、 さ す が 大 物 の 風格 が 漂う 。 
(古田 ) 
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"86 年 の 作品 「Don Giovanni」 は 現代 的 な キー ボー ド ・ サ ウン ド と バッ テ 
ィ ス ティ の 歌 が 見 事 に 融合 し た 傑作 で あっ た 。 そ れ か ら 2 年 、 こ の アル バム 
に 聴く こと の で きる 作風 は 「Don Giovanni」 の 延長 線上 の も の だ 。 同 じ ロ ビ 
ン ・ ス ミス の アレ ンジ な が ら 、 今 回 の アル バム は 、 あ まり に 簡素 化 が 進ん だ 
為 に 、 必 要 で ある は ず の も の まで が そぎ と られ て し まっ た よう な 感じ で 、 あ いか 
わら ず 洗 練 さ れ て は いる が 「Don Giovanni」 の 頃 の 豊か さ が 欠 け て し まっ 
た よう に 感じ る 。 最 も 20 年 近く も 活動 を し た 後 、 現 代 の イデ ィ オ ム を 自分 に 従 
属さ せ て し まっ た 「Don Giovanni」 自 体 が 奇跡 の よう な アル バム で あっ た 
為 に 、 後 の アル バム が 色あせ て 聴こえ る の か も し れ な い 。 (山崎 ) 
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「DON GIOVANNI」 で 80 年 代 の 頂点 を 極め た パッ ティ ステ ィ は 、 そ の 
後 、 さ きら に サウ ンド が シン プル 化し て きた 。「L'APPARENZA」 そ し て この ア 
ル バ ム と アレ ンジ は 恐ろし い 程 に シン プル に な っ て いく 。 そ れ に 伴っ て カヴァ 
ー・ ア ー ト も シン プル 化 さ れ て きた 。 僕 に と っ て は 、 古 色 あ る スト リン グ ス 系 キ 
ー ボ ー ド と ディ ジタル ・ サ ウン ド が 見 事 に 融合 し た 「DON GIOVANNI」 の 印 
象 が 余り に 強い 為 に 、 そ の サウ ンド を 骨 だ け に し て いく よう な 後 の 2 作 の 制作 
意図 が つか め な い 。 バ ティ ステ ィ の 時 代 は 去っ た の か ? そ れ と も これ は と て 
つも な い 作品 の 前 の 静か な 前 兆 な の だ ろう か ? (山崎 ) 
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師匠 の 「 打 ち 込 み モ ノ 」 第 3 弾 。 ハ ウス の 虚無 的 唯物 空間 に 限り な く 近 
づい て いる 。 し か し ヴォ ー カ ル は 昔ながら の 、 や け に 人 間 臭 いあ の 声 だ か ら 、 
その 違和感 た る や た だ も の で は な い 。 も う 、 売 れる 、 売 れ な い の 次 元 を と うに 
超え て らっし ゃ る だ ろう か ら 、 我 々 凡人 が と う 訟 索 し て も 無駄 で ある 。 し か も デ 
ィ ジ タル に 変身 し て か ら の 師匠 は 、 お 顔 さ え お 見 せ に は な ら な い 。 一 見 、 ア ー 
パー な ダン ス ・ ビ ー ト の 奥 に 何 を 見 る か は あな た 次 第 。 お 若い 方 に 、 訪 情 の 
事実 を ひと つ 。 パ ッ テ ィ ステ ィ は フォ ルム ラ ・ ト レ 、PFM の 師 で あっ た 方 だ 。 さ 
す が 、 師 匠 。 (古田 ) 
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ル チ オ ・ ダ ッ ラ は コッ チャ ン テ 、 バ パッ リョ ー ニ 、 デ ・ グ レゴ ー リ ら と 共に 70 年 
代 の カン タウ トー レ ・ プ ブー ム を 担う 一 人 で ある 。 大 御所 パッ ティ ステ ィ が あま 
り 人 前 に 姿 を あら わ さ な い の に 対し 、 彼 は ライ ヴ を 精力 的 に 行っ て いる 。 そ 
の た め に 現在 で も 圧倒 的 な 人 気 を 誇っ て いる 。 さ て 彼 の 名 が 一 般 的 に な っ 
た の は サン レモ 入賞 曲 ^4 Marzo 1943? と いう 曲 で あり 、 そ の と き の パ ー ト 
ナー は エキ ペ べ 84 だ っ た 。 当 時 この 曲 は アメ リカ 兵 と その 情婦 で あっ た イタ リ 
ア 娘 と の 間 に 生ま れ た ダッ ラ 自 身 の こ と を 歌詞 に し て いた た め に 、 同 情 票 
が 集まっ た も の と 思わ れ た 。 し か し この アル バム か ら は その 後 の ダ ッ ラ 独自 
の 世界 を 展開 する こと が 暗示 され て いる 。 あ まり に も イタ リア 的 な 人 で ある 。 

( 裕 生 ) 
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マロ ウ ・ パ ガー ニ に 替わっ て PFM の メン バー と な り 、 ま た 、 ク ラン プス ・ レ 
ー ベ ル の 数 多く の 作品 で も r ち みな サポ ー ト を 見 せ た ル チオ ・ フ ァ ブ リ の ソ 
ロ 。Walter Calloni(ds) 、Hugh Bullen(b) 、Claudio Pascoli(sax、f) ら 
の 協力 を 得 て 、 フ ァ プ ブリ が 才 人 ぶり を 発揮 し た 力作 で ある 。 フ ァ ブ プリ は バイ 
オリ ン を 始め と し て ヴィ オラ 、 チ ェ ロ 、 ギ ター、 シ ン セ 、 ベ ー ス を 見 事 に 使い 分 
け 、 パ ラ エ ティ に 富ん だ 演奏 を 展開 し て いる 。 ジ ャ ズ ィ に 、 ポ ッ プ に 、 そ し て 、 
クラ シカ ル に 、 い ずれ の 形態 に お いて も 彼 の 演奏 は 極め て テク ニカ ル で あ 
る 。 種 々 の 音楽 的 要素 を 取り 入れ た た め ア ル バ ム と し て の 統一 感 に や や 
乏しく 、 ま た 、 一 部 リズ ム ・ セ クシ ョ ン が ファ ン キ ィ ー な た め 軽 い 感じ を 受け る 
が 、 音 楽 的 完成 度 の 高い 作品 で ある 。 (賀川 ) 
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LUIGI・CINOUE な る サッ クス 奏者 の ソロ アル バム だ が 、 音 は 完全 に バ 
ンド の 音 だ 。 一 言 で 言え ば アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 、 ス ピー ディ ー な 
リズ ム の 上 を 管楽器 群 、 グ ヴァ イオ リン 、 女 性 スキ ャ ッ ト が 舞う と いう 作風 で あ 
り 、 か な か か 面白 い 。 室 内 楽 的 要素 や エス ニッ ク な 要素 も 随所 に ちり ば め ら 
れ て いて 、 ザ オ 、 セ ファ ー 系 を 思わ せる よう な 箇所 も ある 。 ト ー キ ング ・ ボ ー カ 
ル が 省 裂 する A 面 一 曲目 、 ミ ニ マ ル 風 オル ガン に 乗っ て ヴァ イオ リン と スキ 
ャ ッ ト の パト ル が 展開 する B 面 一 曲目 あたり が 聞き 所 。 意 外 に アイ デア 豊 
富 。 だ が 例 に よっ て 、 メ ン バ ー 等 に 関し て は 何 も わ か ら な いと いう お 決ま り の 
結論 に 至っ て し まう 。 発 表 元 も ほとん ど 初見 の レー ベル で あり 、 ま だ まだ イタ 
リア に は 開拓 の 余地 が ある 。 (川辺 ) 
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この アル バム は マレ ウス と いう アー ティ スト が フェ アラ イト を 主 に 駆使 し て 
創り 上 げた 壮大 な イメ ー ジ を 持つ エレ クト ロニ クス 系 の シン フォ ニッ クロ ッ ク 
作品 で ある 。 残 念 な が ら こ の アル バム の 主人 公 で ある マレ ウス と いう アー テ 
ィ ス ト に 関し て の 詳細 は 殆ど 分 ら な い の だ が 、 そ の 恐ろし く 構 築 さ れ た サウ ン 
ド か ら 察 する に 同じ イタ リア の サン ジュ リア ー ノ 辺り と 同 程度 の 高い 能力 を 
持っ た アー ティ スト で は な いか と 思わ れる 。 ア ル バ ム の 内 容 は 前 記し た よう 
に 高 水準 に 構築 され た エレ クト ロニ クス ・ シ ン フ ォ で ある が 、 不 気味 な 感じ 
の SE や 混声 合唱 な ども うま く 取 り 入れ て お り 暗 黒 的 な イメ ー ジ も 聞か せ て い 
る 。 ま た ジャ ケ も 作品 の 内 容 を 表わす よう な 白黒 の 暗黒 な イメ ー ジ の イラ ス 
ト に な っ て いる 。 な お 限定 No 入り 。 (島村 ) 
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'52 年 、 シ チリ ア 島 カタ ー ニ ャ 生ま れ 。13 歳 で 歌い 始め 、'69 年 、CGD よ り 
デビ ュー。 当 時 RCA の ナー ダ と 共に カン ツ ォ ー ネ 界 を 賑わせ た 張本人 。 兄 
は ジャ ン ニ ・ ヴ ェ ッ ラ 、 カ ンタ ウト ー レ 。 か つて は カテ リー ナ ・ カ セッ リ に 憧れ た 
と いう か ら 770 年 代 を 背負 っ た カン ツ ォ ー ネ 歌 手 で ある 。 当 時 か ら 日 本 で も 紹 
介さ れ 人 気 が あ っ た 。 こ れ は デビ ュー・ ア ル バ ム に な る も の で 、 後 に 日 本 で 
紹介 され る 頃 の ^ ネ グロ "路線 、 つ まり 情熱 的 で ビー ト の 強い ポッ プ 路 線 と 
は 違っ て 、 む し ろ イ タリ アン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン の 好む 770 年 代 前 半 の 端々 し い ス 
トリ ング ス に 包ま れ て いた 頃 の も の 。 ま だ 彼女 の 歌 も 強く な い 。 し な や か な 曲 
調 が 多い 。 淡 い イ メー ジ の 何 曲 か な ど 、 特 に アピ ー ル する と 思う 。 こ の 時 既 
に 知名 度 急上昇 中 の 彼女 だ っ た 。 (松本 ) 
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この マル チェ ラ の セカ ンド ・ ア ル バ ム は 三面 開き の ジャ ケッ ト に な っ て い 
る が 、 ア イド ル の プロ マイ ド 集 の よう で 芸 が な い 。 こ の ジャ ケッ ト も 含め て 、 人 
気 上 昇 に 乗じ て 急い で 作ら れ た よう な 印象 を 受け る 。 フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム 
発表 前 後 、 彼 女 は サン レモ や ヴェ ネツ ィ ア 音楽 際 な ど 数 多く の フェ ステ ィ 
バル で 入賞 し 、 た ち ま ち 人 気 ス ター と な っ た 。 も ちろ ん 彼女 の アル バム は 殆 
ど 全 て が ポッ プ で ある が 、CGD 時 代 の バッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン は ヴォ ー ロ の 
面々 が クレ ジッ ト さ れ て いる 。 大 人 っ ぽく な る の は CBS 時 代 の アル バム で 、 
その 後 「'88」 は リコ ルディ か ら 発 売 され た 。 再 び 音 風 の 歌唱 に 戻っ て き て 
いる 。 ど う や ら ま だ メジ ャ ー に 残れ そう だ 。 (Hiro Tanaka) 
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アル ベル ト ・ ラ ディ ウス の 「Che Cosa Sei」 を 思わ せる ジャ ケッ ト だ 。 髪 と 
唇 の 部 分 が レリーフ に な っ て いる 。 ジ ャ ケッ ト に は 何 の ク レジ ッ ト も な い が 、 
同じ CBS Sugar 系 の 会 社 だ か ら 同 一 デザ イナ ー に よる も の な の か も し れ 
な い 。 曲 の ほとん ど は 兄貴 の ジャ ン ニ の 作曲 、 バ ッ ク は これ も クレ ジッ ト は な 
い が 、 ギ ター は 少な く と も ラディ ウス だ ろう 。 恐 らく 前 後に な ら っ て IL VOLO 
絡み の は ず , 1 曲目 の アッ プ ・ テ ン ポ な ポッ プ ・ ナ ン バ パー が マル チェ ラ ら し 
い 。 や は り 当 時 の 若手 と し て は 歌唱 力 の ある 本 格 的 シン ガー と いう 気 が 
する 。 全 体 と し て は 落ち 着い た 曲 が 多 い 。 た だ し ディ スコ か ら 取 っ て き て く 
っ つけ た よう な 安 オ ー ケ スト ラ が ひど い 。 ベ ペース は 、 こ れ は …… ボ プ ・ カ レ 
ロ か 。 テ ン ペ ラ 、 い る か 。 元 気 か 。 (松本 ) 
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4 作 目 に し て ライ ヴ ヅ ・ ア ル バ ム 。 ア ル バ ム を 出す 以前 か ら イ タリ ア 国 内 の 
音楽 祭 で 入賞 し て いた だ け に スタ ー ダ ム に 乗っ て 、 と いう こと な の だ ろう 。 
ライ ヴ 録 音 だ け あ っ て 、 ア ッ プ ・ テ ン ポ な タイ トル 曲 等 は 、 相 当 情 熱 的 で 時 
い 。 バ ラー ド と の ギャ ッ プ も 激しい 。 イ タリ アン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に し て みれ ば 、 
イル ・ ヴ ォ ー ロ の 何人 か の 演奏 が 聴け る こと は 幸い だ 。 当 時 、 人 気 シ ン ガ 
ー だ っ た 彼女 の バ パック で し か な いと し て も 、 ラ イヴ 録音 は ほとん ど 有 り 得 な 
いこ と を 思え ば 貴重 な も の だ ろう 。`^E Vuoi Di Piu" 等 で 聴け る Rbd と も g 
と も 区 別 の つか な い ソ ロ は 、 ま さ し く ヴォ ー ロ の アル ベル ト ・ ラ ディ ウス 。 彼 の 
ギタ ー・ プ レイ が 至る 所 で 聴け る 。 も ちろ ん ^ ネ グロ "も 収録 。 (松本 ) 
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あの プロ セッ ショ ン の ギタ リス ト 、 マ ル チ ュ ロ ・ カ プラ の ソロ ・ ア ル バ ム で あ 
る 。 こ こ で は シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の イメ ー ジ は な く 、 彼 の 肌 理 細い アコ ー ス 
ティ ク ・ ギ ター を 中 心 に 、 フ ルー ト 、 ヴ ァ イ オ リン 、 ベ ー ス 、 パ ー カ ッ シ ョ ン を 加 
えた 地中海 ロッ ク を や っ て いる の だ が 、 こ れ が ちょ っ と や そっ と の 出来 で は 
な い 。 軽 く こ の 手 の 五 指 に 入っ て し まう 程 の 内 容 で ある 。 ど の パー ト も 時 に 
は 繊細 、 時 に は 躍動 感 溢 れ 、 青 空 に 吸込 まれ て ゆく よう な 不思議 な 爽快 
感 が 味わえ る 。 地 味 な 音 作 り で は ある が 、70 年 代 後半 に こん な 作品 が あっ 
た な ん て 。 プ ロ デ ュ ー ス は マル チェ ロ ・ カ プラ 自身 、 音 響 技術 に G. ヴ ェ ネ ゴ 
ー ニ を 迎え て 作ら れ た 傑作 。 (須藤 ) 
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アリ スト ン の 残し た カン タウ トー レ の 一 人 。 彼 の 1st「Argento」 に 続く 2nd 
アル バム で ある 。 前 作 は 地味 で 面白 み に 欠 け て いた が 、 本 作 で は 磨き を 
か けた 。 プ ログ レ ・ フ ァ ン に は B 面 10 分 余り の 曲 が 受 ける で あろ う が 、 本 作 
は 全編 に 渡り 素晴らし い 音 楽 を 繰り 広げ て いる 。 部 分 的 な シタ ー ル や ギタ 
ー に 当時 の G・ ハ リス ン の 影響 が 見 え 隠れ する が 、 け し て 単純 な メジ ャ ー 
作品 の 類似 作 と は な っ て お ら ず 独特 な 世界 を か も し だ し て いる 。 冒 頭 の 
オル ゴー ル で 幕 を 開け る と バイ オリ ン 、 女 性 ヴォ ー カ ル そ し て メロ トロ ン な 
どの 楽器 を 絡め な が ら そ の 世界 が 進行 され て いく 。 最 後に 冒頭 と 同じ オ 
ル ゴ ー ル が 登場 し 終わ り を と げた 後 、 あ な た も きっ と この 作品 の いずれ か 
の メロ ディ を 知ら ず の うち に 口ずさん で いる こと で し ょ う 。 (井波 ) 
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イタ リア の レコ ー ド を 買い まく っ て いた 時 期 、80 年 代 の レコ ー ド に 不満 を 
持ち 始め て いた 。 そ の 中 で 、 ま っ た く 例 外 と も いえ る レコ ー ド が 本 作 で ある 。 
さす が IT、 大 手 か ら は 到底 望み 得 な い 美 し さ 、 哀 甘 に 満ち て いる 。 キ ー ボ 
ー ド と ヴォ ー カ ル を 担当 し て いる と 思わ れる カス テル ヌ オ ヴ ォ 自 身 が シュ ー 
ベル ト の 曲 を 編曲 し た B② を 除き 、 全 曲 作 曲 を 手掛け て いる 。 ク ラ シ カ ル 
な 要素 が 全曲 に 渡っ て 行き 届き 、 並 々 な ら ぬ 才能 を 感じ る の は 私 だ け で 
な い だ ろ う 。 最 後 の 曲 に 至っ て は イル ・ ヴ ォ ー ロ 調 の 演奏 まで 飛び 出し 度 
胆 を 抜く 。 ヴ ォ ー ロ が 空 の イメ ー ジ な ら 、 こ ちら は 海 の イ メー ジ で は ある が 。 
セカ ンド LP は 未 聴 の た め 、 そ の 後 の 彼 の 活動 に つい て は まっ た く 分ら ず お 

(吉瀬 ) 





7 どど ぢ 








MARIO 名 FORTUNATO 
Un Buco Nel Muro 
75 

信 Fonit LPX 43 





イタ リア の 古び た 風情 が 浸 な 入る と いう 点 で 、 こ の アル バム に 収録 され 
た 少な く と も 3 曲 は 屈指 だ と 断言 し た い 。 と り わ け ア ル バ ム の オー プ ニ ン グ 
を 飾る イン スト / コ ー ラ ス ・ チ ュー ン は 、 い き な り エン ディ ング を 迎え た よう な 
高揚 感 に 目 が さめ る 。 ピ アノ 、 フ ルー ト 、 オ ー ボ エ か ら 女 性 コー ラス に 移り 、 
スト リン グ ス ・ シ ン セ サイ ザー の バッ キン グ が 、 そ の 二度と 忘れ られ な いよ う 
な 素朴 メロ ディ を 高揚 させ る 。B①、④ の メロ ディ ・ ラ イン も その 素朴 さ が 魅 
力 に な っ て いる 。 懐 し む よ う な 、 思 い 出 と いう 無 拓 で 柔 か な 感触 を その まま 
音 に し た よう な 曲 作り に 、 こ の 無名 の カン タウ トー レ の 素質 を 感じ る 。 全 曲 
が いい と いう わけ で は な い が 、 こ こま で リア ル に ひな び た イ タリ ア 情 緒 を 感 
じ さ せる 曲 も そう 多く は な い 。 (松本 ) 


MARIO ARNERA 
AHriana & Noi 
"75 

@PDU PLD A 6038 
〇 

(@ 








PDU レ ー ベ ル と 言え ば ミー ナ く らい し か 知ら な い 。 ミ ー ナ も ジャ ケッ ト は 
すご い が 内 容 は オー ソ ド ッ クス だ 。 そ の 地味 な PDU か ら 775 年 に 出 た 本 作 
も 渋い 内 容 だ 。 メ ン バ ー は オス カー・ ロ ッ キ 、 ジ ョ ル ジ オ ・ バ パイ オッ キ な どの 
中 堅 ど ころ 。 し ゃ が れ 声 で 切々 歌う 曲 と ポッ プ な 曲 が 半 々 で 、 ジ ャ ケッ ト ど 
お り 「 ア ドリ アー ナ と ノイ の 物語 」 仕 立て の よう だ 。 や は り A②、③、④、B②、 
③ の 切々 と 歌う 曲 の 出来 が 良く 、 随 所 に ちり ば め ら れ て いた アコ ー ス ティ ッ 
クギ ター が 印象 的 。 ま た 、 オ ー ケ スト ラ も ここ ぞ と いう 時 の 盛り 上 げに 一 役 
買っ て いて 効果 的 だ 。 特 に B③ で の 使い 方 は 曲 の 静 動 の 対比 と あい まっ 
て 見 事 。 本 人 に 関す る デー タ が な い の だ が 、 活 動 は 70 年 代 中 ご ろ の み だ 
7 び の 7 だ 8 (渡辺 一 巳 ) 





MARIO LAVEZZI 
Iaia 

76 

@CGD 81382 


〇 CGD 9031772332 
⑯ 





カマ レオ ン テ ィ 、FF & C. イ ル ・ ヴ ォ ー ロ と いっ た グル ー プ を 渡り 歩き 、 ヌ メ 
ロ ・ ウ ー ノ 設立 に も 立ち 会 っ た ギタ リス ト 、 マ リオ ・ ラ ヴェ ッ ツ ィ の ソロ 第 1 作 。 
彼 の く ぐ も っ た ヴォ ー カ ル に V・ テ ン ペ ラ の フェ ンダ ー・ ロ ー ズ 、 ダ ッ ラ リオ 二 
ボ プ ・ カ レロ の 重い リズ ム と くれ ば 、 ど うし て も ヴォ ー ロ を 想起 せ ず に は お れ 
な い 。 あ の グル ー プ で の 活動 が メン バー 自身 に も 大 き な 影 響 を 与え て い 
た こと を 虹 わ せる アル バム で ある 。 ヴ ォ ー ロ は と りあ え ず 脇 に 置い て も 、 各 
人 の 間 で 交わ され る ミュ ー ジ シャ ンシップ 。 彼 独特 の お ぼろ げ な リリ シズ ム 
な ど 楽 し み の 多い 作品 に 仕上 が っ て いる 。 彼 は 2nd「Filobus」 あ た りか ら 
次 第 に 軽 さ を 備え る よう に な っ て いっ た 。 (古田 ) 





MARIO LAVEZZI 
Filous 

78 

@CGD 20022 

〇 


【O】 


マリ オ ・ ラ ヴェ ッ ツ ィ の 名 作 「IA IA」 に 次 ぐ ソ ロ 第 二 弾 が 本 作 で ある 。 前 
作 で は ^ イ ル ・ ヴ ォ ー ロ の .… と いう 肩書 き を 意識 し た 様 な 作り で 、 唄 より も 
先 に 演奏 に 耳 が 行っ て し まっ た が 、 本 作 で は カン タウ トー レ と し て の 力量 を 
存 分 に 発揮 し た 好 印 象 を 受け る 作品 に 仕上 が っ て いる 。 前 作 の 頃 か ら ロ 
レダ ナ ・ ベ ル テ 等 に 作曲 、 編 曲 、 プ ロ デ ュ ー ス と 関わ り 始め 、 成 果 を あげ た 
事 が ラヴ ェ ッ ツィ に と っ て 一 番 の 自信 に 結び つい た 様 だ 。 独 特 の 声質 に 好 
き 嫌 い は 有る か も 知れ な い が 、 ラ ディ ウス と 並ん で アー ティ スト と し て も 既 
に 立派 に 一 人 立ち し て いる 。 得 意 の フェ イズ ・ ギ ター が うな る タイ トル 曲 、 ロ 
ー ズ の 調べ の 美しい MI SENTO MACCHINA*、 印 象 的 な “AMICO 
GIORNO”、^KITTI" 等 どの 曲 も 懐か し さと 味わい 深 さ が ある 。 (片山 ) 








MARIO LAVEZZI 
Cartolina 

79 

@CGD 20173 

〇 

W) 








元 イ ル ・ ヴ ォ ー ロ の も う 1 人 の ギタ リス ト 、 マ リオ ・ ラ ヴェ ッ ツ ィ の ソロ と いう 
と 、1 曲 、 イ ンス トゥ ー ル メン タル 曲 の 収録 され て いる ファ ー ス ト 「la la」 が 有 
名 だ が 、 ソ リス ト と し て の 円 地 と いう 意味 で は 後 の 「Filobus」 や この 「Car- 
tolinaj」 あ た り が 最高 作 と いえ る の で は ある まい か 。 作 曲 は ラヴ ェ ッ ツィ 自 
身 。 詞 は ア ヴ ォ ガ ド ロ と ダニ エー レ ・ パ ー チ ェ に よる も の 。 ス テ フ ァ ノ ・ プ ル 
ガ 、 ウ ァ ル ター・ カ ロー ニニ 、 ユ サウ ス ・ フ ァ ー マ ー、 ト ゥ リオ ・ デ ・ ピ スコ ポ 等 の 
実力 派 セ ッ シ ョ ンマ ン を 迎え て ラヴ ェ ッ ツィ 節 と で も いう べき 歌声 を 聴か せ 
て くれ る 。 カ ルト リー ナ と は ` 葉 書 ? の こと 。 彼 か ら フ ァ ン に むけ られ た 私 信 と 
いう イメ ー ジ の 作品 。 (山崎 ) 








MARIO PANSERI 
Mario Panseri 
70 

@RCA PSL 10453 


〇 
@ 


70 年 代 初期 、 イ タリ ア を 吹き 荒れ た プロ グレ ッ シ ヴ ・ ム ー ヴ メン ト の 影響 
を 受け る 前 に 発表 され た 彼 の 1st ア ル バ ム で ある 。2nd と 比べ プロ グレ 的 
要素 は 薄く 地味 な 内 容 で ある な ど 、 そ の 手 の フ ァ ン に は 物足りな いも の で 
あろ う 。 し か し アレ ンジ ャ ー は ジャ ン ・ ピ エロ ・ レ ベル べり 、 た だ の 作品 に は 
な っ て いな い 。 な め ら か に 、 そ し て 物 哀 し く 弦 楽器 類 を 中 心 と し て 渋み の あ 
る ヴォ ー カ ル が 漂っ て いく 。 本 来 の 私 の 歌 物 の 好み と し た ら 、 そ の よう か な 物 
哀しい 隠 り の ある 雲 の 中 か ら 太 陽 の 日 差し が 少し 覗い た 様子 を 描い た よ 
うな も の が 好き な の だ が 、 本 作 の 太陽 の 日 差し は それ より も いく ら か ひか え 
目 と 言っ た と ころ だ ろう か 。 本 格 的 な 大 人 の 孤独 を 表現 し た 作品 で ある 。 

(井波 ) 
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MARIO PANSERI 
Ad0leseenZa 

7 る 3 

介 RCA DPSL 10585 
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⑳ 





一 部 の ファ ン の 間 で 非常 に 評価 の 高い カン タウ トー レ 、 マ リオ ・ パ ン セ ー 
リ は 、 知 る 限り で は RCA に 2 枚 、 ポ リド ー ル に 1 枚 の アル バム を 残し て いる 
が 、2nd と 思わ れる 本 作 は 、 歌 物 の 中 で も チロ ・ ダ ミコ 等 と 並び 高 水準 の 
出来 栄え を 誇る 。 作 詞 作曲 、 ア レン ジ 全 て が 彼 自身 の 手 に よる も の で 、 み 
ずみ ず し い 旋 律 と と も に `^ 青 春 (Adolescenza) "スト ー リ ー が 綴 ら れ て い 
る 。 他 の 2 作 に 比べ 多分 に プロ グレ ッ シ ヴ な 要素 が 濃く 、 ス トリ ング ス 、 ピ ア 
ノ 、ac ギ ター 等 の 他 、 曲 に よっ て は 力強い ギタ ー ソ ロ や ホー ン も 導入 し て い 
る が 、 ど の パー ト に 針 を 落し て も 聴く 者 を 温か く 招 じ 入れ て くれ よう 。 美 的 感 
覚 と いう 点 で も シン フォ ニッ ク 勢 に 後 れ を 取る こと は ある まい 。 な お パッ クミ 
ュー ジ シ ャ ン に つい て は クレ ジッ ト さ れ て いな い 。 (江田 ) 





MARIO PANSERI 

Sulla Spiaggia Invemo 
78 

介 Polydor 2448067 

6) 







マリ オ ・ パ ン セ ー リ に は 3 枚 の アル バム が ある 。70 年 の 「Mario Panser- 
i 員 、73 年 の 「Adolesoenza」、 そ し て '78 年 の 本 作 で ある 。 フ ァ ー ス ト で は オ 
ー ソ ドッ クス な 唱 法 で 特筆 すべ きも の は な い 。 セ カン ド は 周知 の よう に 、 美 
し い ピ アノ の アル ペ ジ オ に よっ て 幕 を あけ る 名 作 と し て 名 高い 作品 。 本 作 
に な る と 曲 の 起伏 は な だ ら か に な っ て いる が 、 歌 と いう も の に 焦点 を 絞っ 
た よう な 姿勢 が 感じ られ 、 プ ログ レッ シ ヴ 色 こそ 感じ られ な いも の の 、 情 感 
を 込め て 歌い 込む 曲 々 は 、 や は り 魅 力 ある 輝き に 満ち て いる 。「 冬 の 浜辺 
に て 」 と 題 さ れ た 、 マ リオ ・ パ ン セ ー リ の ラス ト ・ ア ル バ ム 。 唐 寒い 、 小 春日 寄 
り の 海岸 を あし ら っ た 二 ッ 折 の カヴァ ー も 素敵 だ 。 (山崎 ) 





MARIVANA 
Marivana 
*83 

@DDD 25409 
〇 

(W) 





男 っ ぽい 表情 に 似つか わし い 太 い 声 が 、 裏 腹 に 柔 か く 流れ 出 あ Mar- 
ivana Viscuso と いう 少し ば か り ポ ッ プ ス か ら は み 出 た 女性 シン ガー の ソ 
ロ 。 こ の パッ ク な ら は み 出 し て も いた し か た な い 。 ベ ー ス に 元 AREA の アレ 
ス ・ ダ ヴォ ラッ ツィ 、 そ し て この アル バム に 独特 の 色 を つけ る カル ロ ・ シ リオ 
ッ ト (vIn) と ジョ ル ジ ョ ヴィヴァルディ (perc) は CANZONIERE DEL 
LAZIO 一 CARNASCIALIA。 ベ ー ス ・ プ レイ も 大 きく 出る が 、 地 中 海 民族 
音楽 族 の 特に シリ オッ ト は アル バム を 仕切 っ て いる と 言っ て も いい 。 大 味 
な ドラ ム の 勢い に 乗っ て マリ ヴァ ナ の 歌 共々 、 み ん な で ポッ プス か ら ア ラビ 
ア へ 向っ て し まう 。 今 一 つ 中 途 半端 で も な い が 、 ソ ロ ・ ア ル バ ム と いう より も 
総合 カ の アル バム だ け に バッ ク も 楽し め る 。 (松本 ) 


MARK FRY 
Dreaming With Alice 
7 イ 
人 @It ZSLT 70006 
(MM | O 
DREEAMING に 
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ALICE 


イギリス 人 シン ガー、 マ ー ク ・ フ ライ の 知ら れる 限り の 唯一 の アル バム 。 イ タ 
リア ン ・ ロ ッ ク の 文脈 で は 無名 作 だ が 、 英 米 の サイ ケ デ リッ ク ・ サ イド で は こ 
こ 何 年 か 語ら れ て いる イタ リア ・ リ リー ス で も ある 。 ほ と ん ど ア コー ステ ィ ッ 
ク ・ ギ ター と 息 使い も と れ そ うな ヴォ ー カ ル に よる 内 容 で 、 フ ルー ト 等 の フォ 
ロー が ある 程度 の シン プル な サウ ンド に な っ て いる 。 録 音 に 特徴 が あり 、 フ 
ル ・ レ ヴェ ル ま で 音 を 響かせ た よう な それ が 独白 ふう の 陰 に こも っ た 紛 囲 
気 を 作っ た と も 言え そう だ 。 ま た 曲 間 に つ な ぎ と し て 用 いら れる 暗く 漂う よう 
な 小曲 が 何 度 か 出 て きた り 、 シ ター ル ふ う の ア コ ・ ギ の 奏法 が あっ た り と 、 
^ ア シッ ド ・ フ ォ ー ク "その まま の よ た り が ある 。 バ パッ ク ・ ボ ポー ン は や は り イ タリ 
2 は が い 。 (松本 ) 











MASSIMO MORANTE 
Ahhasso 

*80 

@BUBBLE BLU 19601 


〇 


@⑱ 





マッ シモ ・ モ ラン テ は 伝説 の パン ド 、 チ ェ リ ー・ フ ァ イ ヴ を クラ ウデ ィ オ ・ シ 
モネ ッ テ ィ と 共に 結成 、 を それ が ゴブ リン へ と 発展 し て 行き オカ ルト 映画 の 代 
名 詞 的 役割 も 果たす が 、「 マ ー ク の 幻想 の 旅 」 と いう 実に 質 の 高い オリ ジ 
ナル ・ ア ル バ ム を 制作 後 脱退 、'80 年 に ソロ 第 一 弾 で ある 本 作 を 発表 し 

に 。 一 曲目 か らい き な り ディ スコ 調 の 乗り の 良さ を 強調 し た リズ ム で 始ま 
り 、 聞 き 覚 え の あ る あの 声 で ヴォ ー カ ル を と る の だ が ゴブ リン "と いう 3 枠 
か ら 外 れ た 途 端 こう も 明る く 軽 快 に な れる も の か と 耳 を 疑う くら い 痛 快 な ナ 
ン バ ー が 続く 。 ゴ プリ ン で の 制約 が 無い 為 か ここ で は ギタ ー を 弾き まく っ て 
いて 、 意 外 に AC. GUITAR の 使い 方 が 上 手 い 事 に も 気付 く 。 期 待 し て 聞く 
と スカ を 食らう が 、 シ モネ ッ テ ィ の 参加 が 唯一 の 救い か 。 (片山 ) 


























MASSIMO RANIERI 
Via Del Conservatorie 
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イタ リア の 布施 明 、 と は 言わ れ て いな い 。 か つて は 多数 の 国内 盤 が 出 て 
いた が 最近 は 出 て いな い 。 典 型 的 な 絶唱 型 の た め 好き 嬢 い が 別 れる と 思 
う が 本 作 は 曲 が い い 。 全 曲 の アレ ンジ と A①、②、⑤、⑥、B③、⑥、 の 作曲 
が エン リコ ・ ポ リト 、B① が あの エン ニオ ・ モ リコ ー ネ 。A① の タイ トル 曲 は ピ 
アノ の アル ペ ジ オ と オー ボ エ が 印象 的 。 サ ビ の 裏 メ ロ の ピア ノ も いい 。A② 
は オル ガン の イン トロ 。 共 に サビ で 聴か せる 名 曲 だ 。B④ は 「 ベ ニス に 死 
す 」 で 有名 。4 曲 の カバ ー 曲 は 置い と いて 、 そ れ 以 外 は いい 曲 ば か り 。70 
年 代 初期 の 作品 を 編集 し た CD に は 本 作 の 曲 が 多数 収録 され て いる が 、 
A② が 入っ て な い の が 残念 。 (渡辺 一 巳 ) 




















76 ア 











| MMAURIZIO ANGELETTI 
Windows Over The Stream 


上 
@Old Tenis Shoes OTSC-1001 
O 〇 


W 














オー ルド ・ テ ニス ・ シ ュー ズ ・ レ ー ベ ル と いう ボロ ー ニ ャ の レー ベル か ら 
出 た この マウ リツ ッ オ ・ ア ンジ ェ レ ッ テ ィ と いう アー ティ スト に 関し て は 、 こ の 
アル バム 1 枚 の み し か 全く 資料 が な い 。 こ の アー ティ スト は アコ ー ス ティ ッ 
ク ・ ギ ター 弾き で 、 印 象 的 な ギタ ー・ ソ ロ で 埋め つく され た の が 本 作品 だ 。 ト 
ラッ ド と いう 程 に は 土 く さく は な く 、 ジ ョ ン ・ レ ン ボ ー ン の 一 連 の ソロ ・ ワ ー ク あ 
た り を イメ ー ジ し て くれ れ ば いい と 思う 。 夕 陽 の 沈む 草原 に た た ず む 貴 婦 
人 が パス テル 調 の 淡い 色彩 で 描か れ た カヴァ ー・ ア ー ト の イメ ー ジ その ま 
ま の 世界 だ 。 音 こそ 違え 、 後 の ドゥ ルッ ティ ・ コ ラム あたり に も 共通 する 雰 囲 
気 も 持っ て いる 。 (山崎 ) 


MM 骨 RIZIO ARGIERI 
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マウ リツ ィ オ ・ ア ル チ ェ ー リ は 後に イタ リア ン ・ ニ ュー・ ウ ェ イ ヴ ・ シ ー ン で 
人 気 を 得る KRISMA を 結成 し た 人 物 だ が 、 こ の アル バム は それ 以前 の 録 
音 に な る 。 ラ ウド な 録音 状態 や 英 米 ス タイ ル の 影響 等 で 、 イ タリ ア ・ フ ァ ン に 
は あま り 人 気 が な いと は 言え 、 こ の 時 期 の ノリ スト に し て ここ まで は み 出 し 
た 方 向 性 を 持つ ミュ ー ジ シャ ン は 少 な い 。 ど こ か で し っ か り と イタ リア に 根 
づい て いる くせ に 、 と り と め の な さ が 一 方 で 傾向 の ば ら つ き に 出 て いる よう 
に 思う 。 こ れ は スタ イル の 折 表 を 狙っ た の で は な く 明 ら か に 彼 の 持つ 気質 
が 容赦 な く 飛 び 散 っ た 事 に よる が さ つ さ だ ろう 。 そ の 意味 で 非常 に アー テ 
ィ ス ティ ッ ク な 作風 だ 。 ア コー ステ ィ ッ ク 、 エ レク トリ ッ ク 、 イ タリ ア 、 海 外 も ご っ 
た 煮 す る 個性 作 。 (松本 ) 





MARIZIO FABRIZIO 
Azzurri OriZzonti 
75 

人 @CIV ZSCVE 55743 
〇 
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S. Fabrizio と M. Fabrizio の 兄弟 デュ オ 、MAURIZIO E FABRIZIO か 
ら 一 人 立ち し 、 こ れ が M こ と マウ リツ ィ オ ・ フ ァ プ リツ ィ オ の ファ ー ス ト ・ ソ ロ に 
な る 。 異 色 作 「Movimente~」 に 先立つ 事 3 年 後々 の 洗練 され た ソロ と も 
一 味 違っ て 、 む し ろ デ ュ オ 時 代 の 延長 に ある と て も ナイ ー ヴ な 感触 の 内 容 
に な っ て いる 。8 曲 中 2 曲 は 二 人 の 共 作 に よる も の 。ac-g の アル ベジ オ を 
活 し た 曲 な ど そ の まま だ し 、 そ れ は 水滴 が 落ち て 輪 が 広がる よう な 瑞 々 し さ 
を 感じ きせ る も の だ 。 そ し て アッ プ ・ テ ン ポ に な る と フォ ー ク ・ ロ ッ ク ふ うに な 
る 。 少 し C.S.N&Y み た い だ 。 あ まり 甘く な い 。 こ の 頃 、 既 に ミア ・ マ ル テ ィ ニ を 
始め アレ ンジ ャ ー の 力量 も 見 せ 、 後 に は アン ジェ ロ ・ プ ラン ドゥ アル ディ の 
立役者 と も な る 。 (松本 ) 


MAURIZIO FABRIZIO 
Movimenti Nel 6ielo 
78 

人 @Polydor 2448 074 
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アン ジェ ロ ・ プ ラン ドゥ アル ディ 、 リ ッ カ ルド ・ フ ォ ッ リ ら の 名 アレ ンジ ャ ー と 
し て 知ら れる マウ リツ ィ オ ・ フ ァ ブ リツ ィ オ は 、 古 く は ディ ク ・ デ ィ ク 「 風 の よう 
に 」、 ド ナ テ ッ ロ 「 恋 の と りこ 」 等 の 作曲 家 と し て 活躍 し て いた 。 ソ ロ ・ ア ル バ 
ム を 現在 まで に 4 枚 リ リー ス し て いる が これ は その 2 枚 目 に あたる 。 ス カラ 座 
オー ケス トラ 、 ロ ベル ト ・ プ レオ (セッ ショ ン ・ ギ タリ スト 、87 年 12 月 に 来 日 し 
た ) 、 そ し て アン ジェ ロ ・ プ ラン ドゥ アル ディ が ヴァ イオ リン で 参加 し 、 見 事 な 
バロック ・ ロ ッ ク を 披露 し て くれ て いる 。B① 太 陽 は 、 マ ウリ ツィ オ 自 身 の ピ ア 
ノ が 美しい 佳 曲 。 彼 は すべ て の 作曲 、 オ ー ケ スト ラ ・ ア レン ジ 、 指 揮 を 担当 
し て いる 。 来 日 の 経験 も ある 。 (山崎 ) 








MM 骨 RIZIO FABRIZIO 
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Grazie A Dario Baldan Ed Angelo Branduardi …。 こ の クレ ジッ ト に 
は 納得 し て し まう 。 こ の 人 と D. B. ベ ン ポ こそ イタ リア ン ・ ミ ュー ジッ ク を 770 年 
か ら '80 年 へ と スラ イド させ 、 し か も カン ツ ォ ー ネ を ロッ ク / ポ ボッ プス の 文脈 に 
新生 させ た イタ リア の 立役者 の 二 人 だ と 思う 。 こ の アル バム を 聴く と 、 彼 の 
感性 が ベン ボ に と て も 似通っ て いる こと が わか る 。 洗 練 さ れ な が ら も 770 年 
代 に 育ま れ た イタ リア ン ・ メ ロディ を し っ か り と 内 に 宿 し た ポッ プ 感 覚 、 そ れ 
が アレ ンジ ャ ー と し て 、 ま た こう し て 自身 の ソロ ・ ア ル バ ム へ と 流れ 込ん で 
いる 。 清 涼感 の ある 音 、 輪 郭 が ば ぼけ ない か わり に 細やか さ を 忘 れ な い 音 
使い 、 そ の 持ち 味 が 坦々 と ポッ プ な 小曲 を 形作っ て いく 。 リ ズミ ッ ク な 曲 も 
アコ ー ス ティ ッ ク な 曲 も kbd プ レイ も その と お り 。 (松本 ) 





MAURIZIO FABRIZIO 
Personagl 
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〇 
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前 作 と いい 今 作 と いい 、 お お よそ イタ リア の 物語? か ら 脱し た ジャ ケッ ト 
だ け に 、 内 容 を 期待 し な い リ スナ ー は 少な く な いと 思う が 、 実 は どちら も 素 
晴らし い 。D. B. ベ ン ボ を 知っ て いる の な ら 尚 更 再 評価 され る べき 彼 の ソ 
ロ ・ ア ル バ ム 群 で ある 。 作 風 は 前 作 の 延長 に あり 、 そ れ 以 前 か ら の も の だ 。 
一 方 で アレ ンジ ャ ー と し て 渡り 歩く 途中 で 若き 意欲 が 「Movimenti Nel 
Cielo」 と いう 、 そ の ポジ ショ ン を 自身 の 創作 へ と 昇華 させ た 大 作 を つく ら 
せ た が 、 む し ろ 日 頃 の 彼 の ミュ ー ジ シャ ン 像 は 、 前 作 や 今 作 の よう な 所 に 
自然 な 形 と し て 出 て いる よう に 思う 。` 物 語 " は な い が 、 脚 色 を 創 い だ 所 に 
あっ た も の は 、 や は り イ タリ ア 情 緒 だ っ た 。 た だ し 、 そ れ は より 個人 の 言語 に 
基づい た 、 あ る 意味 で 自在 、 身 軽 な も の だ 。 (松本 ) 
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マウ リツ ィ オ ・ モ ン テ ィ は ルス ティ ケッ リ と ボル ディ ー ニ が 参加 し た アル バ 
ム が 知ら れ て いる が 、 当 アル バム の ほう が 親しみ 易い 内 容 の よう だ 。'60 年 
代 か ら 伝統 的 に カン タウ トー レ の 面白 い ア ル バ ム を 出し 続け て いる RCA 
レー ベル は 、 無 名 アー ティ スト に も 寛大 だ っ た 。 ま だ 知ら れる 前 の カン タウ ト 
ー レ で も RCA レ ー ベ ル で は 有名 な アレ ンジ ャ ー と 組ん で アル バム を 制作 
で きた 。 ア レン ジャ ー と し て は エン ニオ ・ モ リコ ー ネ 、 ル イス ・ バ パカ ロフ 、 パ オ 
ロ ・ オ ルミ と いっ た 映画 音楽 で も 巨匠 と 呼ば れる 人 た ち が 仕 事 を こなし て 
いた 。 当 アル バム で も 名 アレ ンジ ャ ー の パオ ロ ・ ド ッ セ ナ が 担当 し 、 内 容 を 
濃い も の に し て いる 。 (HIRO TANAKA) 


靖 思 六軒 IMAURIZIO MONTI 
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2 枚 の アル バム を 残し て いる マウ リツ ィ オ ・ モ ン テ ィ の 2 作 目 。 参 加 ミ ュー 
ジ シ ャ ン の C. Bordini、R. Rustichelli、A. Monteduro の クレ ジッ ト に むし 
ろ 目 が 行く 。 内 容 自 体 は 、 ど ちら か と いう と 地味 だ 。 フ ォ ー ク ・ タ ッ チ の カン タ 
ウト ー レ 作 と いっ た 音 に な っ て いる 。 派 手 な 脚色 が な い 分 、 モ ン テ ィ の 内 省 
感情 が 通る の だ が 。 参 加 ミ ュー ジ シ ャ ン が 目立っ た 演奏 を し て いる と いう 
程 で も な い 。3 曲 目 の 静 か な 弾き 語り を 広げ て いく シン バル の 暫 き 、 漂 う よ 
うな 薄 す ら と し た キー ボー ド の トー ン 、 そ し て そこ で の 歌 に 入り 込ん だ 感情 
の 動く 様 、 そ うし た 面 に この アル バム の 特徴 が ある 。 詩 歌 す る の で は な く 独 
白 す る よう な 歌 が 全体 を 通し て いる 。 曲 に よっ て は マウ ロ ・ ペ ロー シ 等 に 通 
凡 (松本 ) 
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ひげ 面 の 人 の 良さ そう な お 兄さん と いう 言葉 以外 思い つか な か っ た 彼 
の 写真 を 見 て 、 こ の ジャ ケッ ト と 音 の 方 を 合わ せる と 、 こ れ が 絵 に 描い た よ 
うに ピッ コリ 。 な ど と 睡眠 不足 な 事 を 言っ て いて は ピッ コリ さん に 悪い が 、 彼 
は 中 々 渋く 優し い 歌声 を し て いる の だ 。 ア ッ プ ・ テ ン ポ な 今 一 脳 天気 な 何 
曲 が 何だ か 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ タ ッ チ の 物静か な 曲 で は 、 一 番 行 く 所 で 、 ア 
ン ソ ニー・ フ ィ リ ッ プ ス が イタ リア の 陽 を 浴び 地中海 の 青 を 見 て カン タウ ト 
ー レ に な っ た 所 まで 行く 。 と て も 繊細 な 、 ミ ラノ の 雑踏 と ナポリ の 騒動 だ け 
は さけ て 通っ て ほし い サ ウン ド に 仕上 が っ て いる 。 ひ な び ぴた オル ガン の 音 
や ピア ノ の 柔らか な タッ チ 等 の 好 サ ポー ト も 見 逃 せ な い 。 温 か で さら り と し 
た 優し き の あ る 作品 だ 。 他 に は 「Pace」 が 出 て いる 。 (松本 ) 


| MAURIZIO TATALO 
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この ジャ ケッ ト に は 参っ た 。 さ す が イ タリ ア 人 だ 。 レ コー ド 探 し て て ( う 一 
ん 、 懐 か し い 言葉 だ ) これ 見 た ら 「 何 で ここ に こん な も ん が ある ん だ 」 と 首 を 
傾げ る だ ろう 。 写 真 が 本 人 か どう か は わか ら な い 。 い ずれ に し て も 、 こ の ジ 
ャ ケッ ト で は 典型 的 な ラプ ロッ ク 、 し か も と びき り 甘 いや つ を 想像 する だ ろ 
う 。 ま あ 当 た ら ず と も 遠から ず な の だ が 、 彼 の 場合 その 歌唱 力 か らい っ て 
も 、 甘 さよ り も ドラ マチ ッ ク な 指向 が あっ た よう だ 。A①・③ の 2 曲 に それ が ハ 
ッ キ リ 出 て いて 、 こ の 盛り 上 が り は か な り の も の 。 た だ し A① の オー ケス トラ 
部 分 は 、 松 崎 し げ る の 愛 の メモ リー の サビ と どう し て も ダブ ッ て し まう 。 こ の 
2 曲 以外 も いい 曲 な の だ が 、 ど う も リズ ム ア レ ンジ で 失敗 し て る よう に 思う 。 

(渡辺 一 己 ) 
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Equipe 84 の リー ダーM.Vandelli の 「ID」 発 表 直 後 の ソ ロ ・ ア ル バ ム 。 サ ウ 
ンド 自体 、 今 と な っ て は 古めかしい 印象 は 拭え な いも の の 、 非 常に 美しく フ 
ァ ン タス ティ ッ ク で 、^ID” を より ポッ プ に 簡潔 に し た も の で ある 。 当 時 の 彼 の 
活動 は 幅広 く 、Equipe 84 の 統括 は 勿論 の 事 、Dik Dik や Fholks の 各 シ ン 
グル や 、Reale Accademia Di Musica, Dik Dik「Suite Per Una Donna.…」 
更に は Gianni D'erricco の 「Antico Teatro Da Camera」 等 へ の 関与 、 
そし て その 間 に 映 画 音 楽 の 為 の サン トラ 制作 等 、75 年 頃 ま で 休む 暇 も 無 
い 程 の 充実 振り で ある 。60 年 代 中 盤 か ら 10 年 以上 も 第 一 線 で 活躍 し た 
彼 の イタ リア ン ・ ロ ッ ク へ の 貢献 は 、 よ り 大 き な 評価 を 得る べき で ある 。 
(鈴木 伸一 ) 
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マウ ロ ・ パ ガー ニニ の ファ ー ス ト ・ ソ ロ ・ ア ル バ ム 。 彼 は プレ ミア ー タ (PFM) 
の メン バー と し て 著名 で ある が 、 こ の アル バム で は 、 プ レミ アー タ 、 ア レア 、 
カン ツ ォ ニ エ ー レ ・ デ ル ・ ラ ッ ツ ィ オ 等 の メン バー を 起用 し て 、 ア レア の 硬質 
な サウ ンド と た お や か な 地中海 音楽 を プレ ンド し た よう な 純度 、 完 成 度 の 
高い 、 独 自 の 領域 を 創り 出し た 。 従 来 の いわ ゆる シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ グ 
ルー プ 達 の サウ ンド と は や や 一線 を 画す が 、 も う 一 つの イタ リア ン ・ プ ログ 
レッ シ ヴ を 代表 する 一 枚 。 ア レア 、 カ ン ツ ォ ニ エー レ 、 カ ルナ シャ リア 、 ア スコ 
ルト & ロ ルケ スト ラ ・ レ ー ベ ル 周 辺 の アー ティ スト 達 の サウ ンド も 決し て 忘 
れる こと の で き な い 重要 な も の な の で ある 。 (山崎 ) 
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マウ ロ ・ パ ガー ニ の セカ ンド ・ ア ル バ ム は 、 デ ッ レ ルフ ォ 劇 場 で 行なわ れ 
た シェ イク スピ ア の ` 真 夏 の 夜 の 夢 ? の サウ ンド ・ ト ラッ クス と し て 制作 され 
た も の で ある 。 こ の 為 、 多 く の ミ ュー ジ シ ャ ン を ゲス ト と し て 迎え 個々 の 才能 
の ぶつ か り 合 い に よ っ て 高め られ た デビ ュ ウ ・ ア ル バ ム と 比べ る と 、 や や お 
と な し い イ メー ジ で ある 。 サ ウン ド ・ ト ラッ クス と し て の 制約 が ある 為 、 こ の 点 
は や む を 得 な いと ころ だ ろう 。 元 来 、 パ ガー ニ は 学究 膚 の ミュ ー ジ シャ ン で 
あり 、PFM 脱 退 後 は 民族 音楽 の 研究 に 余念 が な か っ た 。 こ の 研究 の 成果 
は この アル バム に も 表現 され て いる 。 (山崎 ) 





MAURO PAGANI 
Passa La Bellezza 
'91 

@Philips 848 444 

〇 Philips 848 444-2 
W) 














マウ ロ ・ パ ガー ニ の 実に 10 年 振り の 3 枚 目 の ノロ ・ ア ル バ ム で ある 。PFM 
を 脱退 後 、 地 中 海 音 楽 の 研究 に 没頭 し その 成果 は 彼 自身 の 1st「 地 中 海 
の 伝説 」 や ファ ブリ ツィ オ ・ デ ・ ア ンド レ の 「 地 中 海 へ の 道程 」「 寺 等 に 顕 
著 に 現れ て いる が 、 も う 一 つ 重 要 な 事 は パ ガ ー ニ は ロッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン 
で あり シン ガー で ある 事 だ 。 前 作 「 真 夏 の 夜 の 夢 」 で は ソン グ ・ ラ イタ ー、 プ 
ロ デ ュ ー サ ー と し て の 役割 の 方 が 大 きく 、 又 演奏 より も ヴォ ー カ ル に 比重 が 
か か っ て いた 。 本 作 は あら ゆる 才能 の 全て を 発揮 し 、FABRIZIO & CRIS- 
TIANO DE ANDRE、FLAVIO PREMOLI、MARK HARRIS 等 の 協力 で 
地中海 風 エ ッ セ ンス を 盛り 込ん だ 、 痛 快 で 明る め の イ タリ アン ・ ロ ッ ク を 熱 
唱 と 共に 聞か せ て くれ る 。 も ちろ ん ヴァ イオ リン も 健在 だ 。 (片山 ) 





MAURO PELOSI 

La Stagione Per Morire 
72 

@Polydor 2448 010L 

〇 

@W) 





全編 に 長 っ て 重 苦 し く 絶望 的 な 雰囲気 に 支配 され た マウ ロ ・ ペ ロ シ の 1 
st。 あ まり に 痛々 し い ヴ ォ ー カ ル は 、 地 味 で は ある が 効果 的 に 配 され た 演 
奏 や 間 を 取る 事 に 依っ て 、 決 し て 感情 に 流さ れ て は 行か ず に 聴く 者 の 内 
に と ど ま る 。 特 に ラス ト 曲 の 不気味 な メロ トロ ン を バッ ク に 分 裂 し た 人 格 が 
出現 する 様 は 尋常 で は 無い 。 時 と し て 息 詰まる 思い に 駆 ら れ な が ら も 最 
後 まで 聴き 通し て し まう の は 、 自 己 と 真剣 に 向き 合っ た ペロ シ の 悲痛 な 歌 
声 に 日 頃 忘れ か け て いる ` 生 と 死 ? と いう 普遍 的 テー マ が 思い 起こ され る 
か ら か も し れ な い 。 優 れ た 芸術 や 文学 が そう で ある 様 に 。 歌 が 単に 歌唱 力 
や 表現 力 、 メ ロディ の 美 し さ や 或いは 楽し は と いっ た 側面 で 評価 され る と し 
た ら 、 ペ ロ シ の 様 な 歌手 は 無視 され 続け る の だ ろう 。 (高森 ) 


MAURO PELOSI 

川 Mercat0 De U0mini Piceli 
'73 

@Polydor 2448 017A 


〇 


@ 





マウ ロ ・ ペ ロ シ は ポリ ドー ル に アル バム 4 枚 を 残し て いる 。 若 干 ポ ッ プ な 
カラ ー を 増し た 4th が 今一つ 不 人 気 だ が 、G. レ オー ネ 参 加 の 1st を 始め 質 
の 高い 作品 ば か り だ 。 と り わ け 2nd に 当たる 本 作 は 評価 が 高い 。 他 作 に も 
共通 で ある が 、 と に か く 彼 の 創り 出す 音 空間 は 他 に 類 を 見 な い 特 異な も 
の で 、 一 度 針 を 落す や 、 外 界 と は 完全 に 隔絶 され た 世界 に 引き 込ま れる 
が 如き 感覚 に と ら わ れ 、 容 易 に は 抜け 出せ な く な る 。 ス トリ ング ス 、 ピ アノ 、 
ac ギタ ー そ れ に 悲壮 感 さえ 漂う 彼 の ヴォ ー カ ル に よっ て 演出 され る 暗 さ は 
尋常 な も の で は な く 、 聴 く 者 の 双 肩 に ズッシリ と の し 掛か り 、 押 し 潰さ れ て し 
まい そう な 錯覚 さえ 起こ させ る 。 な お 、 ポ リド ー ル か ら ベ スト 盤 が 出 て いる 
他 、 シ ング ル も 数 枚 存 在 す る も の と 推定 され る 。 (江田 ) 








MM 如 RO PELOSI 
Mauro Pelosi 

7: 

@Polydor 2448056 


〇 


@ 





マウ ロ ・ ペ ロー シ の 3rd。 前 2 作 の 延長 線上 に ある 作品 で ある が 、 一 部 ポ 
ッ プ な 箇所 も あり 、 ま た 、 メ ロディ アス な スト リン グ ス の 使用 等 、 全 体 の 印象 
は 従来 の 作品 より 多少 で は ある が 明る いも の と な っ て いる 。 ペ ロー シ の う 
ら 悲 し くも 説得 力 の ある ボー カル は 不変 で あり 、 聴 く 者 の 心 に 染み 込ん で 
いく 。 薄 汚れ た 空っぽ の 部 屋 に 唯一 つ 残さ れ た 大 き な 熊 の 紀 い ぐる み 。 そ 
し て 、 そ れ を いと し そう に 抱き か か える ペロ ー シ 。 正 に ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン か 
ら イ メー ジ さ れる まま の 哀 怠 を 帯び た サウ ンド で ある 。 な お 、79 年 に は 4th ア 
ル バ ム 「I Signore Dei Gatti(Polydor 2448 092) 」 を 発表 。 そ の 後 、 レ コ 
ー ド は リリ ー ス され て いな い 。 (賀川 ) 





MARO PELOSI 

上 Signore Dei 6atti 
79 

人 @Polydor 2448 092 
〇 


@ 





マウ ロ ・ ペ ロ シ 、4 枚 目 、 最 後 の ア ル バ ム で ある 。 セ カン ド ・ ア ル バ ム を 頂 
点 と する 悲壮 感 さえ 感じ きせ る サウ ンド は や や 影 を 潜め 、 多 少な り と も 暖か 
み を 感じ させ る も の に な っ て いる 。 そ の 辺り が 本 アル バム の 評価 を 分 ける 
所 で ある 。 し か し 、 彼 の 線 が 細い な が ら も 切々 と 歌い か ける 説得 力 の ある 
ヴォ ー カ ル は 健在 で あり 、 聴 く 者 を 否応 な し に 彼 の 世界 に 引き 摺り 込ん で 
し まう 。 ジ ャ ケッ ト の 絵 の 描か れ た イヤ リン グ を し た 猫 、 サ ング ラス を し た 猫 
の ピラ ミッ ト な ど が 登場 する か の ご と く 瞬 昧 模 細 と し た 白 日 夢 の よ うな 印象 
の 作品 で あり 、 イ メー ジ の 広がり と いう こと で は 他 の 作品 を 凌い で いる 。 一 
聴 し た 時 の 衝撃 こそ あま り 強 く な い が 、 聴 き 込め ば 前 三 作 に 決し て 退け を 
取る も の で な いこ と が 分 か る だ ろう 。 (賀川 ) 





7 ア O 








MERSIA 

Forse 

77 

代 Polydor 2448 652 










マル シア じゃ な くっ て イタ リア の メル シア っ て 、 い っ た い 誰 で し ょ う 。 本 作 
は '73 年 一 77 年 の ベス ト 盤 。 オ リ ジ ナ ル を 2 枚 見 た こと が ある の で 、 結 構 出 
て る の で は な いか 。A①、④ は '77 年 レナ ー ド ・ ゼ ロ の 作 、 ほ と ん ど 語 り の よ 
うな ボー カル 。A⑤ は '75 年 マリ オ ・ グ ァ ル ネ ラ 、A⑥ は バル サモ の 曲 で 、 さ 
す が に いい 曲 。B④ は パテ ィ ・ プ ラヴ ォ も 歌っ て た 、 サ ビ で や た ら 盛 り 上 が 
る 名 曲 。 さ て 、1 番 の お 気に入り は A②、B(① で 、 共 '76 年 G.P.FELISATTI と 
いう 人 の 曲 な の だ が 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク な オー ケス トレ ーション が 最高 。 ベ スト 
盤 だ か らい い 曲 ば か りな の は も ちろ ん だ が 、 あ まり 一 般 受け し な いよ うな 
曲 が 選 ば れ て いて お も し ろ い 。 結 論 、76 年 の LP を 見 か けた ら 絶 対 買い 。 

(渡辺 一 己 ) 


MIA MARTINI 
Oltre La Cllina 
"71 


@RCA PSL 10516 
OBMG Ariola ND 74550 
@ 





記念 すべ き デ ビュ ー・ ア ル バ ム 。 ま る で キー フ が デザ イン し た 「Local 
Anaethetic」 を イタ リア で 行く ジャ ケッ ト に 目 を うば われ る が 、 内 ジャ ケッ ト 
を 見 る と 、 こ れ が また 白 塗り の 聖女 次 に 宗教 が か っ た オー ラ も 出 て 、 少 し 
TRIP の 仮装 に 似る 。 こ れ で RCA の 同 所 属 と も な れ ば 、 も し や クレ ジッ ト の 
な い バ ッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン は 、 と 増 々 興味 も 湧い て 、 そ う 言え ば 、 こ の アル 
バム は 以後 の 音 作 り と 違っ て 室内 楽 スト リン グ ス と ロッ ク 系 楽器 陣 が 今 一 
つこ な れ て いな い 事 も 、 ク ロー ズ ・ ア ッ プ され て くる 。 と いう ぶ ふう に 単なる 歌 
物 に 終ら な い 要 素 の 多い アル バム だ 。 曲 の アレ ンジ も 古 め か し く 、 マ ル テ ィ 
ニ の 歌 も まだ まだ 粗野 だ 。 曲 起 も ば ら つ き が 激しい 。 そ こ が 逆 に 興味 を 魅 
く 。 お と な し く 納 まっ て いな い 。 (松本 ) 





MA MARTINI 

Nel Mondo, Unma Cosa 
7 の 

人 @Ricordi SMRL 6101 


@) 





確認 で きる 限り で 15 枚 の アル バム を リリ ー ス し て いる 古株 の シン ガー。 
暫 ら く 表 立っ た 活動 を し て いな か っ た よう だ が 、!90 年 頃 に 再 活動 し 、 そ の 
シン グル を 聴い た 覚え が ある 。 こ の アル バム は 2 作 目 に 当たる も の で 、 感 
情 を 込め る 歌い 方 に 70 年 代 を 色濃く 刻ん で いる 。 オ ー ケ スト ラ ・ ア レン ジ 
は 3 分 の 2 を ナタ ー レ ・ マ ッ サ ラ が 、 残 り を ダリ オ ・ バ ル ダ ン ・ ベ ン ボ が 、 各 々 
担当 し て いる 。 ど ちら も それ 程 派手 に な ら な い 。 む し ろ ベ ン ボ の 弾く ピア ノ と 
オル ガン が いい 味付け を し て いる 。 そ し て 静か に 切々 と 歌い か ける よう な 
彼女 の 歌声 が いい 。J. レノ ン や E. ジョ ン の 曲 も 歌っ て いる が 、 も う 少 し 抑揚 
の ある 曲 も 欲し い 気 が する 。 ジ ャ ケッ ト の 青 / 白 の 油絵 タッ チ が REALE 
ACCADEMIA 一 ふう だ が …… そん な こと は な い 。 (松本 ) 


思 還 MIANARTINI 

Lt Il Giprmo Dopo 
1 3 

【 gRicordi SMRL 6114 


いり 


@ 





前 作 以 上 に 落ち 着き の ある 曲 が 目 立つ 。 半 分 は マウ リツ ィ オ ・ ピ ッ コ リ の 
曲 、 他 に は D.B. ベ ン ボ 、 エ ルト ン ・ ジ ョ ン の `Your Song "の カヴァ ー も ある 。 
中 で も ベン ボ = フ ラン コ ・ カ リフ ァ ノ 作 に よる A⑥`Minuetto* が 出色 の 出 
来 。 ピ アノ や オー ケス トラ 、 混 成 コ ー ラ ス を つけ て の 抑揚 の 大 き さ で も っ て 、 
印象 的 な 展開 を 最後 パック の テン ポ を 落と し て コー ラス に 持ち 込む アレ ン 
ジ は 、 あ の カセ ッ リ の 「Primavera」 を 思わ せる と ころ が ある 。 そ こ で 声 を ふ 
り し ぼる よう に 歌う マル ティ ニ 節 が 見 事 に は まっ て いる 。 こ の 頃 の アル バム 
は どれ も 似 た り よ っ た り の イメ ー ジ が ある が 、 曲 の 良し 悪し で 見 て いく と 、 こ 
の アル バム を 代表 作 の 一 つ に 挙げ て いい と 思う 。 イ タリ ア 流 に 感動 させ て 
くれ る 。 (松本 ) 








MIA MARTINI 

E Proprio ome Vivere 
74 

@Ricordi SMRL 6126 


【 各 
@ 





この アル バム か ら 音 が 垢抜け た 。 そ う 言 えば マル ティ ニ 自 身 の 歌 い 方 も 
これ まで と は 違っ て 爽やか さ が 増 し て いる 。 オ ー ケ スト ラ ・ ア レン ジ は 同じ く 
ナタ ー レ ・ マ ッ サ ラ な の だ が 、 控 え め だ 。 か わっ て ダリ オ ・ バ ル ダ ン ・ ベ ン ボ 
(kbd) 、 マ ウリ ツィ オ ・ フ ァ プ ブリ ツィ オ (g) ら の 演奏 が クリ アー な 印象 を 残す 
時 期 的 な 事 と は 思う が 、 曲 も 落ち 着き の ある も の は 余韻 を 残す よう な 趣き 
が あり 、 ま た アッ プ ・ テ ン ポ な 部 分 で は 、 リ ズム 陣 が 曲 を 走ら せ て すっ きり と 
し た 趣き を 出し て いる 。 よ り 新 鮮 さ が 増し た 感じ だ 。 思 うに 上 記 二 人 の 影響 
が 大 きい の で は な いか 。 計 10 曲 中 ベン ポ が 4 曲 を 、 フ ァ プ ブリ ツィオ が 2 曲 を 
書い て いる 。 メ ロディ の 押し より も 引き の 余韻 が 瑞 々 し 響く 好 作 だ 。 

(松本 ) 








MIA MARTINI 

SenSi E Controsensi 
'75 

@Ricordi SMRL 6154 


〇 
K) 











以前 、 某 知人 が 言っ て いま し た 。「 ス タッ クリ ッ ジ が あん な に 騒が れ て る 
の に 、 ど うし て こう いう の じゃ ダメ な ん だ ろう 7」 そ の 時 か か っ て いた の は 、 キ 
ンク ス の 「 パ ー シ ー」 で し た 。 私 は 答え た し た 。「 プ ログ レ の 人 は 、 プ ログ レ 
以外 の フィ ー ル ド で 売れ た も の は 、 安 心 で き な い ん で す よ 。 プ ログ レ の 中 
だ け で 評判 な の で な いと 」… と いう 訳 で 、 ポ ピュ ラー 界 で 売れ た ミア ・ マ ル 
ティ ー ニ で す が 、 少 な く と も "70 年 代 の 作品 は 、 そ こそ こ ゴ ー ジ ャ ス な 音 で す 
か ら 、 聴 いて みて 下さ い 。 と ころ で 「 意 識 と 誤解 」 と いう 本 作 の ジャ ケッ ト は 、 
テン ペスト の 1st の よう に 、 上 か ら フ タ が 被 さ っ て いる も の で 、 そ こ に アー ティ 
スト と タイ トル が 浮き 彫り に な っ て いま す 。 ま た 、 レ コー ド 大 の 丸い 「 歌 詞 カー 
ド と 彼女 の 写真 」 が 付い て いま す (斎藤 ) 





7 アグ 7 








MIA MARTINI 

Un Altro il0rm0 Con Me 
75 

@Ricordi SMRL 6174 








・ ベ ル テ と 名 乗っ て いた 。 後 か ら 妹 が デビ ュー し 、 次 第 に 馬鹿 げた 歌 
詞 を だ らし な く 歌 うと いう 特異 な スタ イル を 確立 する の に 対し 、 マ ル テ ィ ー 
ニニ は も う 少 し 大 人 し い 歌 い 方 を 続け た 。 ア レン ジャ ー は 、 常 に M. フ ァ ブ リツ 
ィ オ 、D・B・ ベ ン ボ 、L・ バ パカ ロフ と いっ た 人 た ち が あ た っ て いた 。 こ の アル バ 
ム で 主 に 彼女 の 歌 を サポ ー ト する の は ナタ ー レ ・ マ ッ サ ラ 。 彼 も また 有 能 な 
アレ ンジ ャ ー で ある 。 話 は 脱線 する が 。 こ の アル バム の ジャ ケッ ト は 家 を 組 
み 立 て る よう に な っ て いる 変形 で ある 。 窓 や 猫 な ども 切り ぬか れ 、 底 が 無 
いと ん で も な い 代 物 。 か つて の 国内 盤 は 勿論 平 ジ シャケ だ っ た 。 
(Hiro Tanaka) 
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トロ ルス の 「 コ ンチ ェ ル ト ・ グ ロッ ソ 」 で お 馴 じ み の 、 ル イス ・ エ ン リ ケス ・ バ 
カロ フ が アレ ンジ ( 曲 に よっ て キー ボー ド も ) を 担当 し て いま す が 、 オ ー ケ ス 
トラ は 全曲 で 渦 を 巻い て いる 訳 で は な く 、 曲 に よっ て 控え 目 に 入っ て いる < く 
らい で す 。 ま た 、3 分 の 1 くら い は 軽い ノリ の 曲 で す が 、 残 り の 曲 は 聴か せ て 
くれ ます 。 イ タリ ア 人 と し て は クセ の な い 方 に 入る で あろ う 歌 声 も 、 多 く の 人 
に 気に入っ て も ら え る と 思い ます 。 それ か ら 、Ninni Carucci が 書い て いる 2 
曲 は まず まず な の で す が 、Dario Baldan Bembo の 書い て いる タイ トル 曲 
は 泣け ます , な お 、 レ ー ベ ル 名 は 「Come 中 Vento」 と いい ます が 、 略 称 の 
「CIV」 で ロゴ まで 出来 て いる の で 、 こ れ に 合わ せま し た 。 (斎藤 ) 





MICHELE ZARRILLO 
Sarahanda 
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た っ た 1 枚 の アル バム を 残し て 消え て 行っ た セミ ラミ ス 。 そ の 後 の メ ン バ 
ー の 活動 に つい て は 謎 に 包ま れ た 部 分 が 多い が ヴォ ー カ ル 兼 ギタ ー で 全 
曲 を 作曲 し て いた ミケ ー レ ・ ツ ァ リ ッ ロ は '80 年 に 初 の ソロ 作品 を 発表 、 ア ー 
パン ポッ プシ ン ガ ー と し て 歌謡 シー ン に 殴り 込み を 掛け て いる 。 往 時 の 面 
影 を 期待 する ファ ン に は 関係 の な い レ コー ド な が ら 、A④`Piu Forte* が シ 
ング ルカ ッ ト さ れ ち ょ っ と し た ヒッ ト と な る な ど 当 時 の シー ン で は 十分 に 受け 
入れ られ た 模様 。 タ イト ル 曲 を 初め 軽快 な ナン パー が 目立つ が 、 一 方 で は 
スト リン グ ス を 多様 、 ア ルン ニ ・ デ ル ・ ソ ー レ の 様 な ^ し っ と り 派 "と は 全く 違 
う 垢 抜け た 盛り 上 げ 方 が 図ら れ て いる 。 (江田 ) 


MILVA 

Tra Due Sogni 
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⑯ キ ング KICP 210 





ミル バ は !81 年 の 「ICH HAB' KEINE ANGST (女心 )」(KING KICP 
209) と 本 作 に 訟 て ヴァ ン ゲ リス の 曲 を 唄っ た 。 ヴ ァ ン ゲ リ ス は これ まで イタ 
リア の アー ティ スト に は COCCIANTE や BAGLIONI 等 ARRANGE で 関わ 
り 名 作 を 残し て 来 た が 、 作 家 と し て 曲 の 提供 の み は 初め て で は な い だ ろ 
うか 。 ミ ル バ は 「 女 心 」 で "IT'S FIVE 0'CLOCK”、S0 LONG AGO, SO 
CLEAR”、TO _ THE UNKNOWN MAN 等 聞い た 事 の 有る 曲げ かり を 
独語 で 熱唱 ARRANGE は NATALE MASSARA、PRODUCE は KLAUS 
EBERT だ 。 そ し て 本 作 は `SPRING, SUMMER, WINTER & FALL" 以 
外 は 耳 馴染 み が 無 い が 、 そ の 分 ヴァ ン ゲ リス の 作曲 家 と し て の 手腕 が 問 
われ て 逆 に 楽し め る 。 こ ちら は 伊 ・ 独 語 盤 と 在り 、3 曲 の み ヴ ァ ン ゲ リ ス の 
ARRANGE が 聞け る が や は り シ ン セ を 使っ た セン ス は 抜群 で ある 。 (片山 ) 
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IL VOLO の ファ ン な ら 誰 で も 持っ て いる と いう 「REAL LIFE GAMES」 で 
一 躍 名 の 知れ 渡っ た ミー ロ は 、70 年 代 初期 また は '60 年 代 か ら 既に 歌手 
と し て の 活動 を 開始 し て いた 様 だ が 、 何 枚 か の シン グル の リリ ー ス を 経て " 
73 年 に 本 作 を ナポリ の ゼウス ・ レ ー ベ ル よ り 発表 、 ど う や ら こ れ が ファ ー ス 
ト ・ ア ル バ ム の 様 で ある 。 ミ ー ロ の ロッ カー と し て の 才覚 が 発揮 され た の は 
「REAL..」 か ら で あ る の は 間違い 無い と 思わ れる が 、 本 作 で の ミー ロ は 完 
全 に カン タウ トー レ で ある 。 軽 く て か すれ た 声 と 少し 甘 ず っ ぱい 唄い 方 は 初 
期 の リッ カル ド ・ フ ォ ッ リ や バル サモ の 1ST あ た り を 思わ せる 。 唄 も 演奏 も 未 
だ 荒削り な 所 が 有る が 、`SERE DI PIOGGIA”、SE NON C'E PIU 
LEI 等 語り 継が れる べき 名 バラ ー ド も 収録 され て いる 。 (片山 ) 
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実力 派 シ ン ガ ー、 ミ ー ロ の 作品 の 中 で 、 元 イル ・ ヴ ォ ー ロ の ジャ ン ニ ・ ダ 
ラリ オ 、 ヴ ィ ン チ ェ ・ テ ン ペ ラ 等 を ゲス ト に 迎え て 製作 され た 本 作 は 一 際 光 
っ て いる 。V. テ ン ペ ラ の 奏で る キー ボー ド が イニ シア チ ヴ を 取る バッ ク の 演 
奏 は 、 時 に イル ・ ヴ ォ ー ロ の 面影 が 見 え 隠れ する ほど で 、"70 年 代 前 半 の み 
ずみ ず し い 感 覚 が 色濃く 残さ れ て いる 。 加 えて 、 テ ン ペ ラ に よる スト リン グ ・ 
アレ ンジ も 見 事 な も の 。 一 方 で A③ の 様 に ファ ン キ ー で ポッ プ な ナン バー も 
聴か れる が 、 イ タリ アン ロッ ク の ファ ン で あれ ば 十分 に 傾聴 で きる 作品 と な 
っ て いる 。 上 難点 は 全曲 と も 英語 で 歌わ れ て いる こと 。79 年 発表 の ^Am- 
niguita” と いう 作品 を 聴い た が 、 よ り ポ ッ プ で 軽やか な 音 作り が な され て 
お り 、 む し ろ 本 作 よ り も 英語 が 似合い そう な 雰囲気 で ある 。 (江田 ) 
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この ジャ ケッ ト を 見 れ ば すぐ に 思い 浮か ぶ も の が ある 。 チ コ の 「Notte」 で 
ある 。 デ ザイ ン は 同一 人 物 で カル ラ ・ ゲ ヴィス タリ ー ニ と いう 。 さ ら に この 人 は 
この 2 つの アル バム の すべ て の 歌詞 も 書い て いる 。 そ し て 彼女 は この アル 
バム の 主人 公 ミ タ ・ メ ディ チ の 実姉 で ある 。 音 は な か な か 説明 し に くい が 、 
メデ ィ チ の 声 が 元気 に な っ た り 、 静 か に な っ た り と ジャ ケッ ト の イメ ー ジ 通り 
の 掴み 所 が な い 。 ア レン ジ の ダニ ロ ・ ヴ ァ オ ナ は アリ ー チ ェ の ファ ー ス ト 、 カ 
セル リ の 「Primavera」、 ジ ャ コッ の 「Bimba」 な ど を 手掛け た 名 手 で あ 
り 、 こ の アル バム も 静か な 部 分 で は 本 領 を 発揮 し て いる 。 素 人 臭い が 礎 味 
の な い 素 朴 な 作品 。 (Hiro Tanaka) 


MMUZZI LOFFREDO 
Tu Ti Nmi Futti ! 
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ムッ ツィ ・ ロ フレ ッ ド と いう シン ガー の アル バム 。 ピ エロ ・ リ ュ ネ ー ル の A. ス 
タル テッ リ 、G. キ ョ ッ キ ョ が 参加 し て いる 。 裏 ジャ ケ に は 、 グ ルー プ と し て の 
Pierrot Lunaire の 名 が 見 て 取れ る が 、 中 心 は あく まで も Muzzi。 一 聴 し て 
ピエ ロ と 認識 出来 る ナン バー は 1 分 に も 満た な い 2、3 曲 の み だ 。 基 本 的 に 
は アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ト ラッ ド と いっ た 趣 で 、 大 半 が ギタ ー 伴 奏 を パッ ク に し 
た 悲痛 な 叫び と も 言え る 歌声 で 埋め 尽く され て いる 。 全 編 を 支配 する 重々 
し く 陰 鬱 な 雰囲気 で 好き 嬢 い が 分 か れ そ うだ が 、 甘 さと 切な さ の 大 盤 振る 
舞い に 飽食 気味 の リス ナー に と っ て は 耳 を 傾け て みる の も 一 興 だ ろう 。 水 
も 、 そ の 特異 な 世界 を 垣間見 た 時 は 少な か ら ず ショ ッ ク を 受け る だ ろう し 、 
針 を 落と し た まま 終幕 まで 付き 合え る と いう 保証 は 出来 な い が 。 (江田 ) 
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本 作 は 6 面 開き ジャ ケッ ト 。 ヌ ー ド じゃ な いよ 。 好 き な 女 性 ボー カル 物 が 他 
の 国 に 比べ 圧倒 的 に 少な い イ タリ ア だ が 、 こ れ は その 中 の 1 枚 。 私 は 何と 
言っ て も ミア ・ マ ル テ ィ ー ニ が 好き だ 。 さ て NADA だ が デビ ュー 当時 の 国内 
盤 を 見 る と 、 ヒ ッ ト 曲 の カバ ー だ っ た り し て アイ ドル 路線 だ っ た よう だ 。 し か 
し 、 生 まれ つき の ジプシー の 血 が 騒い だ の か 、 本 作 は 歌い 方 も 自由 寿 放 
な 感じ で うま く は な い が 、 曲 、 ア レン ジ が ドラ マチ ッ ク な た め 聴 ける 。 特 に A 
①、②、④、⑤、B ① は 。 ア レン ジ と ほとん どの 作曲 は GIANNI MAR. 
CHETTI と いう 人 。 ど こ か で 見 か けた 名 だ 。B⑤ な ど は 7 分 を 超え る 曲 な の 
だ が 、「 狂 気 」 の ` 虚 空 の スキ ャ ッ ト " に "アス アン ド ゼ ム " を 足し た よう な 曲 
で ビ ピッ クリ 。 (渡辺 一 巳 ) 


PP NINNI CARU6CI 
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ジェ ッ ト の シン グル や 女性 シン ガー、 ジ ョ ヴァ ン ナ の アル バム で アレ ンジ 
を 担当 し て いる ニン ニ ・ カ ルッ チ は 、 自 ら も 少な く て も 2 枚 の リー ダー アル バ 
ム を 作製 し て いる 。1st と 思わ れる 本 作 で は か な り 良 質 な プロ グレ ッ シ ヴ ・ 
ラヴ ロッ ク が 楽し め る 。 ピ アノ 、ac ギ ター、 ス トリ ング ス 等 に よる きれ いな メロ 
ディ ー が 持ち 味 だ が 、 露 骨 な イタ リア 色 は 抑え め 。 同 国 の 歌 物 作品 に よく 
見 られ る 叙情 的 な フレ ー ズ の ` 波 状 攻撃 ? は 余り 無く 、 ど ちら か と 言う と サ 
ビ の 盛り 上 げ 方 で 勝負 する 実力 派 の 作品 だ 。 和 驚 く 程 ボップ で 、 そ れ で いて 
全く 俗 っ ぽい と ころ が 無い の も いい 。 も う 一 枚 の アル バム は 75 年 に Ultima 
Spiaggia か ら 出 され た ^Da Bambino Di Hanno Detto” だ が 出来 と し て 
は 本 作 の 方 が 上 。 (江田 ) 
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Da Bambino Mi Hanno Dett0..… 
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ピン ク ・ フ ロイ ド を 想わ せ た コ ン セ プ ト ・ ア ル バ ム 「UItima Spiaggia」 で 
活躍 し た 後 、 同 じ レ ヒー ベル か ら 発 表 さ れ た 彼 の 2nd ア ル バ ム で ある 。 
Ultima で は 暗く 深刻 な 内 容 で あっ た が 、 時 々 見 せ た 明 る く ユ ー モ ア の ある 
と ころ が 本 作 で は 彼 の 持ち 味 と し て 目立っ て いる 。 中 だ る み の す る 部 分 が 
いく ら か ある も の の 、 節 々 に 彼 の アレ ンジ ャ ー と し て の セン ス の よさ を 感じ る 
こと が で きる 。 私 個人 と し て 特に 好き な の は B 面 後半 の 2 曲 で 、 情 熱 的 に 歌 
いあ げ る パー ト と 物 哀 し く 静 か に 進行 し て いく パー ト と が 交互 に 絡み 合い 。 
表面 的 な 陽気 さ の 中 で の 孤独 が 上 手 に 表現 され て いる と ころ で ある 。 最 
後 は 水 の 中 に プク プク と 沈ん で 本 作 は 静か に 幕 を 閉じ る 。 彼 の ソロ ・ ア ル 
バム も これ で 幕 を 閉じ た の で あろ うか ? (井波 ) 
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ロマ ン テ ィ ッ ク な イラ スト が 気 を 魅 き そう だ 。"70 年 代物 な ら 甘 い ヴ ォ ー カ 
ル 作 に ぴっ た り だ ろう 。 で も 、 こ ちら は !80 年 代 も 後半 、 キ ー ボ ー ド も ドラ ム も 
非常 に 洗練 され た 響き を し て いる 。 少 し ドラ ム の 録音 が 大 味 な の が 耳 に つ 
く 。 そ れ で も イタ リア らし さ の ある ポッ プ な メロ ディ に 歌 に 変わ り は な い 。 ニ 
ノ ・ ダ ンジ ェ ロ は 既に 何 枚 か の アル バム を 出し て いる カン タウ トー レ の よう 
だ 。 歌 に 込め られ る 感情 の べた つき の な さ が 、 少 し リカ ルド ・ フ ォ ッ リ な ど に 
似 て 、 し っ と り と 伝わっ て くる 。 こ の アル バム も 、 リ ズム が 控え め な 曲 で の 彼 
の 歌 が 浸かる 。 そ れ に し て も 味気 な い リ ズム と その 録音 な の が 残念 。 洗 練 
され て いる 事 は その まま に 、 も う 少 し ダン ジェ ロ の 歌 味 を 活か す 表 情 の 豊 
か さ が 和 欲し か っ た 。 (松本 ) 
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60 年 代 か ら 活動 し て いた Nino Tristano の この アル バム は むせ か える 
よう な イタ リア の 叙情 に 満ち 溢れ て いる 。 光 し 気 で 牙 い を 帯び た 彼 の ボー 
カル と 民族 音楽 的 フレ ー ズ に 彩 ら れ た サウ ンド は あく まで も アコ ー ス ティ ッ 
ク で 、 決 し て フォ ー ク の 域 を 脱 す る も の で は な い 。 し か し ここ に 於 て 昇華 さ 
れ た 音 世界 は 、 極 め て 純粋 で か つ 非 常に 前 向き な 、 彼 の 内 的 世界 を 音 に 
転化 ・ 表 現し 得 た 、 見 事 な も の で ある 。 各 楽器 の 音色 が 、 と て も 美しく 悲し 
気 で 、 民 族 の 、 否 、 人 間 の 悲し み 、 苦 し み を 分 か ち 合っ て くれ て いる か の よ 
うだ 。Gigi Belloni, Alberto Camerini, Eugenio Finaldi 等 が 参加 し て い 
る 。 (鈴木 伸一 ) 
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黒地 の シッ ク な デザ イン の ジャ ケッ ト は 絹 目 の 変形 三面 開き と いう 凝っ 
た 作り で 、 そ の 上 品 な 面持ち が 般 し い 。 内 容 も ジャ ケッ ト 同 様 美 し いも の 
で 、 豊 か な 表情 を 見 せる Ofelia の 歌唱 が バイ オリ ン 、 チ ェ ロ 、 フ ルー ト 、 ヴ ィ 
オラ 、 コ ント ラバ ス 等 に よっ て 奏で られ る 室内 楽 的 な 響き の 中 に 溶け 合う 
様 は 正 に 至福 の 音楽 空間 と 言っ て 良い だ ろう 。 美 し い メ ロディ ー を 極 立た 
せる オー ケス トラ 指揮 と アレ ンジ を 担当 する の は Danilo Vaona、 何 と あの 
Ciro Dammicco が ドラ ム ス で 参加 し て いる 。Caterina Caselli の 
「Primavera」 や Mia Martini の 初期 の 作品 等 と 並ぶ 女性 ボー カル の 名 
作 と し て 今 尚 忘れ 得 ぬ 光彩 を 放ち 続け て いる 。 (鈴木 伸一 ) 








7 表 ORNELLA VANONI 

民 (本 Piu 

| / 押 | 76 

) | | WCGD (Vanila) CDLSM 100030 


| 〇 
層 』 @⑱ 








ミー ナ 、 ミ ル バ と 共に 3 大 プリ マ ( 何 で イ バ ・ ザ ニッ キ が 入っ て な い の だ ) 
と 呼ば れ た 彼女 が 、 自 ら の パニ ラレー ベル か ら 出 し た 本 作 は 、 な か な か の 
好 作品 。 艶 や か な 声 で 歌唱 力も ある が 、 上 記 4 人 の 中 で は 絶唱 型 な の で 
好き 嫌い が 別れ る か も 。 本 作 は そん な ドラ マチ ッ ク な ボー カル と シン フォ ニ 
ッ ク な バッ ク が 絶妙 に か みあ っ た 作品 で ある 。 プ ロ デ ュ ー ス が GEPY& 
GEPY、 ア レン ジ が トト ・ ト ルカ ー テ ィ 。 そ れ よ り も 作曲 の D.FARINA と いう 人 
が すご い 。①③⑤⑩ の 4 曲 が シ ン フ ォ ニ ッ ク な 曲 な の だ が 、 全 部 彼 の 作品 。 
特に ③ の 静か ら 動 の 展開 、 サ ビ の すご い オ ー ケ スト ラ は 鳥肌 も の 。 他 も ほ 
の ぼ の と し た 曲 な どい ろ い ろ 。 メ ン バ パー は わか ら な い が 、 ま だ ニュ ー・ ト ロ ル 
ス と は 一 緒 で は な いよ うだ 。 (渡辺 一 巳 ) 
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67 年 か ら '69 年 に か け て 数 枚 の シン グル を 出し て いた デリ リウ ム の 前 身 
サジ ッ タ リ と いう ポロ ー ニ ャ の グル ー プ に 関わ っ た こと か ら 音 楽 界 入 り し 、 
71 年 に ヌメ ロ ・ ウ ノ か ら シ ング ル 盤 で デビ ュー し た 。'73 年 に は 兵役 で デリ リ 
ウム を 抜け て いた イヴ ァ ノ ・ フ ォ ッ サテ ィ と 組ん で 2 枚 目 の ア ル バ パム を 発表 。 
同年 に 当 ア ル バ ム を 出し 、 ジ ェ ノ ヴァ の 個性 派 カ ンタ ウト ー レ と し て 本 格 的 
に デビ ュー し た 。 か な り 土 く < さい サウ ンド で 、 シ ング ルカ ッ ト さ れ た 『 イ エス ・ キ 
リス ト が 今生 まれ た ら Gesu Cristo Se Nescesse Ore』 と 『Oe-0a』 が 特徴 
的 。 各 曲 の バッ クコ ー ラ ス は ウン ベル トト ッ ツ ィ ら ダー タ の メン バー が 参加 
し 、 泥 臭 さ を 和らげ て いる 。 翌 年 に は 彼 の 最高 作 、「Infinite Fortune」 を 
発表 する 。 (HIRO TANAKA) 
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た と え イ タリ ア 語 で も 、 こ の 醒め た 歌声 を 聴い て いる と 、 若 い 世 代 が どん 
どん と カン ツ ォ ー ネ 以 外 の も の を も 吸収 し て 、 い つの 間 に か グロ ー バ ル な 
視野 の 中 で 歌っ て いる 現在 に 気付 か され る 。 伝 統 と いう いい 響 き の 言葉 
は 因 習 で も あっ て 重荷 に な りか ね な い 。 そ こ を 直観 的 に 別 ぎ と っ て いく こと 
は 洋 の 東西 を 問わ な い は ずぶ イタ リア に だ け 伝 統 を 期待 する の は 、 と 考え 
れ ば 、 彼 女 の 歌 と そこ に 見 え 難 く な っ て も つい て 回 っ て いる 空気 を 、 よ り 身 
近 に 感じ と れる と 思う 。 彼 女 は カン タウ トリ ー チ ェ で は な い が 、 か つて その 言 
葉 が イメ ー ジ する イタ リア を 感じ させ な い 。 単 に シン ガー で ある 。Roberto 
Righini、 元 ゴ プ リン の A.Marangolo ら の サポ ー ト を 受け て その シン ガー 
振り を 初め て 披露 し た この アル バム 。 既 に 2nd も 出 た 。 (松本 ) 
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確認 され て いる と ころ で 、 こ れ が パオ ロ ・ フ レス クラ の 1 作 目 に 当る 。 ア コ 
ー ス ティ ッ ク な サウ ンド に 瑞 々 し さ を た っ ぷり と 含ん だ 曲想 が 持ち 前 の カン 
タウ トー レ で ある 。 汗 臭 さ の な い 、 イ ギリ ス 流 に 言え ば 、 木 陰 派 の サウ ンド 
だ 。 作 を 追う ご くに 少し づつ バッ ク が 多彩 に な り 、 最 後 は 3 人 も の 有名 キー 
ボー ド 奏 者 を バッ ク に し て の 作 と な る が 、 こ の アル バム は まだ それ ほど 色 
づい て いな い 気 が す る 。 そ こ が こ の 人 の 繊細 さ を 浮き 上 が ら せ て いる と も 
言え る 。 タ イト ル ・ チ ュー ン の A① を 始め 、 ほ ば ぼ 全 曲 と も 言っ て いい 割合 で 、 
盛り 上 げ や アッ プ ・ テ ン ポ な 部 分 が あっ た と し て も 内 省 さ の 強い 部 分 の 方 
が よく 印象 に 残る 。 決 し て 地味 で は な く 従 来 の カン タウ トー レ 物 の 曲調 な の 
に 、 や は り 彼 の カラ ー な の だ ろう 、 ナ イー ヴ だ 。 (松本 ) 
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70 年 代 中 期 か ら 活 動 を 始め た パオ ロ ・ フ レス クー ラ は 775 年 に ファ ー ス 
ト 、 そ し て 翌 '76 年 に 本 作 を リリ ー ス し た 。 キ ー ボ ー ド の 比重 が 増し て 、 最 も 
シン フォ ニッ ク な 音 と な っ た サー ド 「PAOLO FRESCURA」 が 最も 有名 だ 
が 、 そ うい っ た 衣 を は ぎ と っ た 歌 の 本 質 的 な 部 分 で は 彼 の 3 枚 の アル バム 
は どれ も 同格 に 扱っ て も いい と 思う 。 優 し さと 清涼 感 に 満ち た 彼 の 歌声 
は 、 ま る で 大 人 に な っ て も 大 切な 子供 の 視点 を 失わ ず に 、 又 、 都 会 の 中 で 
も 汚れ る こと を し ら な いよ うな 無垢 な も の で 、 心 を 打 た れる 。 メ ロディ ー・ メ 
ー カ ー と し て の 才能 も な か な か の も の で ある 。 基 本 的 に アコ ー ス ティ ッ ク 系 
の バッ ク が 中 心 の アル バム だ 。 (山崎 ) 
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RCA に は Cocciante,Baglioni 等 、 若 き カ ンタ ウト ー レ の 作品 が 数 多く 遺 
され て いる が 、 こ の Paolo Frescura も そう し た 一 人 。 少 な く 共 3 枚 の アル バ 
ム を 確認 出来 る が 、 他 に も 出 て いそ うだ 。1st75 年 、2nd'76 年 で 、 ど れ も が 
優し さと 清涼 感 の 漂う 音 作 り で と て も 静か で 綺麗 な 印象 に 溢れ 、 好 感 が 
持て る 。 基 本 的 に アコ ー ス ティ ッ ク な サウ ンド で それ が 彼 の 声質 と も 合い 魅 
力 と な っ て いる の だ が 、 こ の 3rd で は 今 ま で 以上 に キー ボー ド 類 を 取り 入 
れ 、 又 参加 メン バー も 凄い の で 最も アピ ー ル 性 が 強い か も 。 特 に L. 
Bacalov, C.Dammicco, C.Simonetti の 3 人 が キー ボー ド で クレ ジッ ト さ 
れ て いる の は 驚き の 一 語 。 但 し あく まで も 唄 物 な の で 念 の た め 。 

(鈴木 伸一 ) 
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夕暮 れ ど き に 遠く を みつ め る と いう 女性 の ジャ ケ に ひき つけ られ 、 針 を 
落す と 、 弦 を つま ぴく 音 に つづ いて 、 美 し い キ ー ボ ー ド の 盛り 上 が り に 、 ハ 
ッ と させ られ る 。 そ し て 、 無 名 の シン ガー、 パ オロ ・ リ ヴィ エラ の 渋 め の 歌 声 
が 優し く は じ ま る 。 全 て 聴き 終え た と き 、 イ タリ ア の 風景 が 目 に 映る の は 私 
だ け だ ろう か 。 こ の 国 の シン ガー の 多く は 、 そ れ ぞ れ 独 特 の 歌い まわ し と 、 
声 の 表情 が ある の で ある が 、 彼 の 場合 も 美しい メロ ディ と うま く 溶け あい 不 
思 議 に 親しみ を 覚え る 。 他 に 作品 を 残し て いる か は 不明 で ある が 、 た ぶん 
ある も の と 思わ れる 。 尚 、 美 し い キ ー ボ ー ド と オー ケス トラ アレ ンジ は 、 あ の 
トト * ト ルク ァ ー テ ィ で ある 。 (山中 ) 
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ヴェ ネツ ィ ア 出身 。1948 年 生ま れ 。'60 年 代 か ら ロー マ の ビー ト ・ シ ー ン で 
歌っ て いた 人 。 パ ティ ・ プ ラヴ ォ と いう と 、 ど う も か みつ か れ そ うな イメ ー ジ が 
ある が 、 と に か く 感 情 移 入 の 激しい 歌い 方 を する 人 だ 。'60 年 代 の 末 に は 
RCA を 根城 に ロッ ク ・ サ イド と も 仲良 く 活動 、 一 方 で アイ ドル 的 な 所 も 見 せ 
て 、 や は り 派 手 な イメ ー ジ が 強い 。 こ れ は 2 作 目 に 当る アル バム で 、 ビ ー ト 
時 代 さ 中 に あっ て 、A 面 全て を 費 し た 大 曲 ^Concerto Per Patty” が 異色 
の 作 。 作 曲 、 ジ ャ ン ニ ・ メ ッ チ ア 、 作 詞 、 ザ ンプ リー ニ と いう 60 年 代 の 大 物 
の 協力 を 得 て 、 オ ー ケ スト ラ と の 共演 に な っ て いる 。 時 代 が か っ た ポッ プス 
の 中 に あっ て 、 沙 ち 着 き の あ る 情感 豊か な 面 が ずばり と 出 た 大 曲 で ある 。 
最初 期 の 彼女 の 記念 すべ き 作 。 (松本 ) 
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パッ ティ ・ プ ラヴ ォ は カン ツ ォ ー ネ 歌 手 で ある が 、70 年 頃 、 バ レッ ト ・ デ ィ ・ 
プロ ン ゾ を 従え て ツア ー を し た と いう 噂 や 、 ヴ ァ ン ゲ リ ス に アレ ンジ を 任せ 
て LP を 創る 等 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ム ー ヴ メン ト と まん ざら 無 縁 で は な い ア ー 
ティ スト 。 本 作 は 70 年 に 発表 され た ベス ト 的 な も の で 、 今 聴く と いさ さか 古 
い ス タイ ル で ある が 、 そ れ 故 の 魅力 を 備え た 好 盤 。A②、A⑥ は RCA の ア 
ー テ ィ ス ト 達 (トリ ッ プ 参 加 ) の ライ ヴ を 集め た 「Piper Pop Party」 で も 演 
奏 さ れ て いる 名 曲 。A④ は ピア ノ 、 フ ルー ト を 入れ た 最も プロ グレ ッ シ ヴ な 
味付け の 曲 。 油 絵 タ ッ チ の カヴァ ー ア ー ト も 魅力 的 な 出来 。 こ の 時 期 の も 
の と し て は 73 年 の 作品 、「Pazza ldea」 も プラ ヴォ らし さ の 良く 出 た 好 ア ル 
バム 。 (山崎 ) 
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RCA か ら フ ィ リ ッ プ スム 移籍 し て の アル バム 。 と りあ え ず ユー ロ ・ ロ ッ ク ・ 
ファ ン に は アル バム の トッ プ を 和 飾る ルイ ス ・ エ ン リ ケス ・ バ パカ ロフ 作 曲 の 
^Morire .… Dormire .…Forse Sognare” に 耳 が 行か ざる を 得 な い 。 つ ま 
りこ れ は ニュ ー・ ト ロ ル ス の 「Concerto Grosso」 の 替え 歌 に な か っ て いて 、 プ 
ラヴ ォ の 低音 で 迫る 。 ヴ ォ ー カ ル 以 外 が ほとん ど 瓜 二 つ だ 。 プ ラヴ ォ の 歌 
は 典型 的 な 感情 移入 型 の 、 し か も 迫力 を 利 か せる と ころ が ある の で 好き 
嫌い が 分 か れる タイ プ だ が 、 聴 け ば 彼女 と 判る 個性 は 強い 。 こ の アル バム 
は RCA 時 代 以 上 に メジ ャ ー 指 向 を 感じ させ る 曲 が 並 ん で いる 。 低 音域 か 
ら 熱 唱 型 の シャ ウト まで 、 更 に は 英語 歌 詩 の も の まで あっ て 、 甘 さや 切な さ 
と いっ た 歌 に は あま り 縁 が な い 。 (松本 ) 
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乳白 色 の 肖像 画 ふ う の ジ ャ ケッ ト が 印象 的 だ 。 持 ち 前 の 髪 が 白銀 に 輝 
き 絹 の よう だ と いう イメ ー ジ の 良さ も ある 。 ビ ル ・ コ ン テ ィ の オー ケス トラ ・ ア 
レン ジ に 導 か れ て 幕開け する この アル バム は 、 ス タン ダー ド ・ ナ ン バ パー 
^My Way” で 始ま る 。 前 作 「Per Aver 一 」 に 似 て “ポピュラー・ ミ ュー ジッ 
ク " と いう イメ ー ジ で は ある も の の 、 実 は し っ と り と し た 曲 が 多 い 。 オ ー ケ スト 
ラ も 随分 と 効い て いれ ば 、 プ ラヴ ォ の 歌 も 派手 な が ら 同 時 に 落ち 着き を 感 
じ さ せる 。 特 に 物 哀 し さ 漂う 時 の オー ケス トラ と の 一 体感 は 、'60 年 代 イ タリ 
ア の メロ ドラ マ ふ うに 堂 に 入っ た も の だ 。 そ う 言 えば 全体 に どこ か 映画 音楽 
ぶ ふう だ 。 ア ル バ ム は 再び 最初 の テー マ に 戻り 幕 を と じ る 。 (松本 ) 
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ずばり ユー ロ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に 叶う 彼女 の アル バム は これ だ ろう 。 こ れ ま 
で は アレ ンジ に し て も 一 昔 前 の 旧態 然 と し た と ころ が あっ た が 、 こ の 頃 か ら 
急 に 洗練 され た 。 こ の アル バム も バッ ク が すっ きり と し て 、 ま た p、ac-g な ど 
細やか さ が 感 じ ら れ る 。 ト ー タ ル に 彼女 の 歌 を と り 込む アレ ンジ が 、 こ れ ま 
で の 伴奏 を 遠ざけ る 。 加 えて 曲 も 粒 が そろ っ て いる 。 特 に タイ トル ・ チ ュー ン 
は 彼女 を 代表 する 曲 の 一 つと 言っ て いい と 思う 。 泣 き お と し し な い 、 そ れ で 
いて イタ リア らし い 、 ぬ くも り の ある 曲 だ 。 プ ラヴ ォ の 感情 移入 ぶり を 活か し 
な が ら 柔 ら か に 服 ら む そ の 曲想 が 、 ア ル バ ム を 象徴 する か の よう で も あ 
る 。 全 体 に アコ ー ス ティ ッ ク ・ タ ッ チ の ほのぼの と し た 仕上 より の アル バム だ 。 

(松本 ) 
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パテ ィ ・ プ ラヴ ォ は ヴェ ネ チ ア 出身 の 中 堅 女性 歌手 。60 年 代 後半 に 
RCA よ り デ ビュ ー、 往 年 の カト リー ヌ ・ ド ヌー ヴ を 思わ せる 金髪 が と て も 印 
象 的 だ っ た 。 当 時 の アル バム で は 割 と スタ ンダ ー ド な ナン バー を 披露 し て 
いた が 、70 年 代 に 入る と LP の 片面 を 全て 使っ た 歌 物語 や 、 ル ー・ リ ー ド の 
曲 を 取り 入れ る な ど 徐々 に レパートリー を 広げ て いっ た 。 本 作 は '76 年 、 リ コ 
ルディ か ら の リリ ー ス 。 バ ッ ク に G . ダッ ラリ オ 、A . ラ ディ ウス 等 の 著名 な スタ 
ジオ ミュ ー ジ シャ ン を 揃え ロッ ク 色 の 濃い サウ ンド を 聴か せる 。 一 方 で は し 
っ と り と し た 歌唱 を 中 心 に じっくり と 聴か せる 曲 も 配 し て あり 、 イ タリ アン ・ ロ 
ッ ク / ポ ッ プ ス の 愛好 家 な ら 無 難 に 聴き こなせ そう 。 だ が 、"70 年 代 終盤 か 
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アイ ドル / カ ン ツ ォ ー ネ 歌手 と し て 出発 し た パテ ィ ・ プ ラヴ ォ も 770 年 代 中 
頃 に は ロッ ク 寄 り の アレ ンジ の 中 で 歌っ て いく こと に な る 。 そ ん な 中 で も 餅 
の 強 そ うな 、 色 気 と 感情 を ふり まく 彼女 の 歌 だ けが 変ら な い 。 こ の アル バム 
は ヴァ ン ゲ リス が 全面 協力 し た も の で 、 彼 独特 の キー ボー ド ・ ト ー ン が 効い 
て いる 。A 面 トッ プ の タイ トル 曲 の 起伏 の 激 し さ な ど 、 プ ラヴ ォ の 熱唱 、 ヴ ァ 
ン ゲ リス の プレ イ 、 各 々 半々 と いっ た 具合 だ 。 大 掛り な アレ ンジ に 彼女 の 歌 
と な れ ば 食傷 気味 か と も 思う が 、 清 涼感 の ある キー ボー ド ト ー ン が 以外 と 
そこ を 回 避 す る 。 ま た 何 曲 か の 落ち 着き の ある 曲 で の 彼女 の 仰 え が 印 象 
に 残る 。 比 較 的 各 曲 ご と の カラ ー も あり 、 曲 の サビ が 練 ら れ て いる 為 か 、 メ 











ら '80 年 代 に か け て は 現代 風 な サウ ンド が 中 心 と な り 少 々 ボル テー ジ は 沙 ロディ の 覚え や すい 曲 が 多い 。 好 作 だ と 思う が 。 (松本 ) 
ちる 。 (江田 ) 
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前 衛 的 な 作品 を 世に 送り 出し 、 注 目 を あび た ユニ ー ク な レー ベル 、 ア ス 
コル ト か ら の デビ ュ ウ ・ ア ル バ ム 。 べ ぺぺ べ ・ マ イナ は ミス テリ アス な ヴェ ー ル に 
包ま れ た マル チ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン 。 国 内 盤 も リリ ー ス され た の で 日 本 の 知名 
度 は ある が 、 本 国 で は 極め て マイ ナー な 存在 で あっ た こと は 想像 で きる 。 
ハー プ 、 フ ルー ト 、 ギ ター、 ピ アノ 、 ピ ッ コ ロ 、 パ キス タン ・ ベ ル 、 リ ラ 等 を 使用 
し て 、 た お や か な 地中海 音楽 の うねり を 雄大 に 表現 し た べべ ・ マ イナ の 音 
楽 性 は 唯一 無比 の も の で あり 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 持つ 、 も う 1 つ の 側 
面 を 見 事 に 描き 切っ た 意欲 作 で ある 。 あ まり 知ら れ て いな い が 、 彼 は '79 年 
に IMBROGLIO レ ー ベ ル か ら 「Scerizza」 と いう 2nd ア ル バ ム を リリ ー ス し 
て お り 、 同 傾向 の 好 作 で ある 。 (山崎 ) 
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79 年 に 発表 され な が ら 200 枚 と も 300 枚 と も 言わ れる 超 限定 自主 制作 
故 か 全く 知ら れ て いな か っ た 2nd。 録 音 は 1st と 同じ Nonsense Studio。 彼 
以外 に クレ ジッ ト さ れ て いる 4 人 の 演奏 者 の 内 ベー ス の Massimo Spin- 
oza は 1st ア ル バ ム 中 の ライ ヴ 録 音 Two Balls” と ^Africa" の 2 曲 で も 演 
奏し て いる 。 元 々 1 人 で 多重 録音 を 重ね て 創造 する マル チ ・ イ ンス トゥ ル メ 
ンタ リス ト で あり 、 音 が 個人 的 で 趣味 的 に な る の は 仕様 が な いと し て 、 本 作 
は 1st に 比べ て 個人 的 ・ 趣 味 的 傾向 が 強 過ぎ る きら い が あ る 。 本 人 に と っ 
て は 知っ た こと で は な い の か も 知れ な い が 聴 き 手 の 事 を 考え て いな い 。 そ 
れ 故 か の 革新 的 レー ベル 、 ア スコ ルト も 発売 を 考慮 し な か っ た の で は な か 
ろう か 。 ま あ 、1st が 好き な 人 に は 気に入っ て も ら え る と 思う が 。 (森下 ) 
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古く は GRUPPO FOLK INTERNAZIONALE に 在籍 し 、 最 近 で は 米 
Cuneiform か ら ソ ロ ・ ア ル バ ム が 出 て いる 作曲 家 。 こ の アル バム は 前 記 グ 
ルー プ の 「Daloy Politzei」 発 表 後 の '77 年 か ら '78 年 に か け て 書か れ た 
^Modi1/ ど 80 年 夏 作曲 の ` 同 HI” を 収録 し て いる 。 と も に 反復 を 基調 に し 
た 室内 楽曲 で ゆる や か な 流れ と 細やか な 音 使い が 特長 の 2 曲 だ 。 前 者 で 
の チェ ン バ ロ の 反復 と その 上 に 繰り 広げ られ る 弦楽 四重奏 、 そ し て 後者 
の 、 東 洋 的 な が ニュ アン ス を 感じ させ る た お や か さ ( ソ プラ ノ 、 ハ ー プ 、 弦 楽 
器 、 ク ラリ ネッ ト 他 に よる も の ) 、 ど ちら も 級 密 な が ら 豊 か な 感性 に 支え られ 
た も の だ 。 演 奏 / 楽 曲 の クオ リティ と 同時 に イメ ー ジ の 広がり を 感じ させ る 
あたり が 魅力 。 カ チャ パリ ャ の 近作 等 に 通じ る か 。 (松本 ) 
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SALIS の 1 作 目 が '71 年 に 出 た 後 、 こ の 4 兄弟 か ら 成る バン ド か ら kbd、 
ds 奏者 が ぬけ た 。kbd 奏 者 は 同年 GRUPPO 2001 を 結成 、 ほ ぼ 全曲 を 書 
いた 唯一 の 彼 等 の アル バム 「L'alba Di Domani」 が 72 年 に 出る 。 そ の 
kbd 奏 者 こそ Piero Salis、 こ の アル バム の 主人 公 で ある 。75 年 、 
GRUPPO 2001 は 活動 中 だ っ た が 、 シ ング ル の 内 容 は ひど いも の だ っ た 。 
と ころ が 本 作 は 彼 の 歌 を 中 心 に し た 「L'alba 一 」 を 思い 出さ せる 仕上 り に 
な っ て いる 。 全 編 ス トリ ング ス が 静か に 流れ る 歌 物 で 、 中 に は フル ー ト ・ メ ロ 
トロ ン と の 併用 も ある 。「L'alba」 の vo は 彼 だ 。 未 だ GRUPPO 2001 の 他 メ 
ン バ ー が 判ら な い だ け に b、g、ds の 3 人 が 気 に な る 。 こ の つば 吹き フル ー ト 
の ゲス ト は 誰 ?kbd の 感じ は あの まま 。 ま さか これ が 実質 的 な …。 (松本 ) 
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Federico Troiani、Roberto Puleo 等 が 参加 し て いる と は 言っ て も 決し 
て プロ グレ を 演 っ て いる 訳 で は な い 。 そ れ で も 堅実 な バック 陣 に 支え られ 
な が ら 展 開 す る 独特 の し ゃ が れ 声 と 清らか な オー ケス トレ ーション の 絡み 
は 、 時 に 劇 的 な まで の 感動 を 伴っ て 、 聴 く 者 に 不変 の 美 を 思い 出さ せ て く 
れる 。 こ の 味わい の 深 さ 、 メ ロディ ー・ ラ イン の 美 し さ 、 そ し て 唱 法 の 事 み さ 
は 、 か の Riccardo Cocciante の 「Concerto Per Margherita」 を 初 視 と さ 
せる どこ ろか 、 む し ろ 凌 騙し て し まっ て いる 感 さ え あ る 。 唄 物 と し て 非常 に 
密度 の 高い アル バム で あり 、Cocciante、Baglioni 等 の ファ ン に は 宝物 に 
な る と 思う 。 (鈴木 伸一 ) 
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ゼウス ・ レ コー ド と いう 、 余 り 聞 いた こと の な い 自主 レ ー ベ ル か ら リ リー ス 
され た アル バム 。 ナ ポリ で 製作 され た も の で ある 。 ペ カ ・ リ エン ・ ロ ー ラ な る 
人 物 が 作詩 作曲 、 ア ウ グ ス ト ・ ヴ ィ ス コ の アレ ンジ 、 そ し て ラフ ・ ダ ー リ が 歌 
を 歌っ て いる 。 声 は 特に 特徴 の ある も の で は な く 平 均 的 だ が 、 オ ー ケ スト ラ 
の アレ ンジ が 興味 深い 。 オ ー ボ エ や フル ー ト な ど を ひか え め に 使用 し て 、 ト 
ゥ ッ テ ィ は 少な く 、 宴 黙 な 印象 だ だ が 、 そ れ が ほのぼの と し た 好 印 象 を 与え て 
くれ る 。 早 春の イメ ー ジ が 全体 を 支配 し て いる の は お そら くそ の せい だ ろ 
う 。 ナ ポリ の 田舎 で 、 人 知れ ず 創作 を する 男 達 の 姿 が 目 に 浮か ぶよ うだ 。 
タイ トル は 「 光 と 影 」 の 意 。 (山崎 ) 
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ラム サン ディ ラン ・ ソ ノム スン ダラ ム 。 ニ ュー・ ト ロ ル ス の 分 裂 期 、 ザ ィ ッ トリ 
オ ・ デ ・ ス カル ツィ の 方 の トロ ルス 、「Atomic System」 に 参加 し て いた パ 
ー カ ッ シ ョ ニス ト 。 名 前 の ご ろ 合 わせ か らし て イタ リア ・ フ ァ ン に は そっ ぱ ぽ を 
向 か れ て いた アル バム だ が 、 ク ォ リ ティ は 高い 。 た だ 大 きく 畑 が 違う だ け 。 し 
か し 、 ほ と ん ど が トロ ルス の Gianni Belleno(ds) と の 共 作 。 お まけ に スカ ル 
ツィ ー ニ ベッ レ ー ノ と いう 曲 も ある 。kbd の トー ン も まる で あの 時 の トロ ルス 。 ほ 
と ん ど は 彼 の コン ガ の 連打 を フュ ー チ ャ ー し た ファ ン キ ー な 曲想 だ が 、 歪 
ん だ エレ クト リッ ク ・ ビ ー ト と ツバ 吹き フル ー ト の 勢い の 凄 じ い A④ な ど A. ブ 
ラウ ン 張 り の vo まで 絡ん で ジュ リア ナ 東 京 を 圧倒 する 。 多 分 トロ ルス の メン 
バー が 絡ん で いる は ず (松本 ) 
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ライ ナー に は !'81 年 に バッ ティ アー ト の プロ デュ ー ス に よる アル バム が ク 
ラン プス か ら 出 て いる (Cramps 5207 303) と ある の で 、 こ れ は 彼 の 2 作 目 
と いう こと に な る の だ ろう か 。 内 容 は オー ボ エ や ピア ノ 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ 
ター、 ハ ー プ 、 ソ プラ ノ 等 を フュ ー チ ャ ー し て 、 室 内 楽 色 を 感じ させ る 静か 
な ヴォ ー カ ル 作 に 仕上 げ ら れ て いる 。 既 存 の カン タウ トー レ 作 と は 視点 の 
違う 静けさ を 持っ た ユニ ー ク な 内 容 だ 。 ほ と ん どの 曲 で 数 多く の それ ら 参 
加 ミ ュー ジ シ ャ ン 達 の 創り 由 す た お や か な 流れ に 彼 の ヴォ ー カ ル が 溶け 
込ん で 、 と て も うつ ろ な 雰囲気 が 出 て いる 。 朝 も や に 包ま れ た か の よう な 静 
けさ だ 。 ト ー タ ル に コン セプト され た オリ ジ ナ リティ の ある アル バム に 仕上 が 
っ て いる 。 (松本 ) 
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何処 か プラ イヴ ェ イ ト な 趣き の あっ た ロビ ー の ソロ と は 対照 的 に 、 ベ ペー シ 
スト 、 レ ッ ド 、 カ ン ツ ィ ア ン の ソロ は 、 プ ロフ ェ ッ ショ ナル な 意識 の 下 に 制作 さ 
れ た よう な 気 が す る 。 バ パック に は ジャ ズ プ フュージョン 系 の サッ クス 奏者 ビ 
ル ・ エ ヴァ ンス を 始め 、 伊 の 女性 シン ガー、 ロ レダ ナ ・ ベ ル テ ( ビ ヨン ・ ボ ル 
グ と の ゴシップ で 話題 と な っ た ) 等 、 多 く の ミ ュー ジ シ ャ ン が 上 顔 を 揃え 、 
POOH の メン バー も 一 曲 ず つ 参 加 し て いる 。 音 の 方 は 制作 年 も あっ て か 
「Asia No Asia」 や 「0asi」 に 近い 力 強 さ と スピ ー ド 感 が あり 、 イ タリ ア 独 自 
の 物 と いう 訳 で は な い が 、 紛 れ も な い プ ロ の 作品 。 バ ンド の アル バム で は 
1、2 曲 し か 自ら の 曲 が 収 め ら れ な い 立 場 を 晴らす か の よう な 、 や る 気 と 勢 
い が 全 編 か ら 伝 わっ て 来る よう だ 。 (高山 ) 
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Homo Sapience, La Strana Societa の メン バー と し て 、 又 は Fili_D' 
erba の プロ デュ ー ス 等 幅広 い 活動 を 行なっ て いた 彼 の 1st ソ ロ ・ ア ル バ 
ム 。 後 に Polydor, Fonit Cetra、 最 近 で は Harmony と レー ベル を 変え て 
いる が 、 若 々 し くみ ずみ ず し い 感 性 が 惜しみ な く 流 露 され た この 作品 こそ 彼 
の 音楽 性 を 評価 する に 相応 し い 。 ク ラ シ カ ル で シン フォ ニッ ク な 側面 も 随 
所 に 見 受け られ る が 、 そ れ も そ の は ず で Piscopo 始 め 当 時 の 腕 達 者 達 が 
バッ ク を 務め て いる 。 取 り 分 け ア レン ジ 及 び キ ー ボ ー ド の Sergio Parisini 
な る 人 物 は 謎 の 実力 者 で ある 。 ジ ャ ケ は 見 開き で 歌 詩 が ブッ クレ ッ ト 型 式 
で 折り 込ま れ て いる 。 ジ ャ ケ の イラ スト も 美しい 仕上 が り で と て も 丁寧 に 作 
られ た アル バム と いう 印象 が 強い 。 (鈴木 伸一 ) 
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独特 の 容姿 で 一 部 で 人 気 の 高い レナ ー ト ・ ゼ ロ と いえ ば 、 オ ザン ナ の エ 
リオ ・ ダ ン ナ が 参加 と いう こと で マー キー に も 紹介 され た 「Aetide Antar- 
tide」 が 比較 的 知ら れ て いる 。 本 作 は 彼 の 初期 の LP で サウ ンド に 多少 ま と 
まり が な く 、 暗 中 模索 と いえ な いこ と も な い 。 あ えて ここ に 登場 と な っ た の 
は 、 傑 出し た 曲 が あ る か ら で あ る 。 そ の A① は 、 ギ ター の 弾き 語り か ら 始 ま 
り 、 力 強く 劇 的 な 展開 を 迎え る 。 ど こ か 人 を 喰っ た よう な 節 回 し に 好き 嫌 が 
あり そう だ が 、 カ ンタ ウト ー レ 系 の アル バム で は 減 多 に 体験 で き な い 緊張 
感 の ある サウ ンド で ある 。 続 く 曲 は 、 ほ の ぼ の と し な が ら も と て も 美しい メロ 
ディ を 持っ て いる 。 そ の 後 ヒ ッ ト 曲 に 恵まれ スタ ー の 道 を 歩み 始め る 。 

(吉瀬) 
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この LP は 裏 ジャ ケ の 方 が いい (本 人 の アッ プ )。 私 の 部 屋 に は 壁 に 好き 
な LP の ジャ ケッ ト が 飾っ て ある の だ が 、 マ ル チ ェ ラ の 「BELLA」 と か と いっ し 
ょ に 、 こ の 裏 ジ ャ ケ が ドー ン と ある 。MAURIZIO TATALO と 並べ た ら お も し 
ろ い か も 。A① の 静か な ピア ノ の 入り 方 か らし て 、 語 りか ける よう な か 細い 
歌声 。 少 し ば か り 盛 り 上 が る の は タイ トル 曲 だ か ら か 。 他 の 曲 も 優し さ に 満 
ち て いる 。 ギ ター の 弾き 語り に 少し パッ ク が つき オー ケス トラ が 加わ る 、 と い 
っ た ふう な の だ が 、 み ん な いい 曲 だ 。 こ れ 以 前 の 作品 を 聴い て な い が 、 こ 
れ が デビ ュー 作 だ と する と 裏 ジャ ケ の 写真 は いっ た い 。 肌 の 張り か ら す る 
と まだ 20 代 の よう だ が 、 髪 の 毛 が …。 そ うか 、 歌 の 繊細 さ は ここ か ら 来 て た 
の か 。 納 得 。 (渡辺 一 巳 ) 
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ジャ ケッ ト の 地味 さ に か け て は 、 私 の 知っ て いる LP の 中 で も トッ プク ラス 
だ ろう 。 こ れ は 何 か あ る 、 と 思っ て 裏 ジャ ケ を 見 て も 曲名 だ け 。 ま あ 、 こ の 人 
の は いつ も メン バー クレ ジッ ト と か な いか ら 。A 面 と B①、② ま だ は すべ て 好 
きだ 。 ど こ か は か な げ な 曲調 と 消え 入り そう な 歌声 が マッ チ し て 、 何 と も 言 
え ぬ 「 も の の あわ れ 」 を 感じ る 。。 オ ー ケ スト ラ を 省 い て バッ ク を シン プル に し 
た 分 、 余 計 強 調 さ れ て いる 。 そ れ に 彩り を 添え る キー ボー ド 、 パ ー カ ー シ ョ 
ン の アレ ンジ も いい 。 ス トリ ング スシ ン セ の 、 オ ー ケ スト ラ の 抱擁 感 と 違っ て 
じ わ ー っ と 浸透 する 感じ は 、 本 作 に ピッ タリ 。 特 に B①、② で の 使用 は 効果 

的 。B② は ピア ノ が 夏 の 日 の 恋 み た いな の だ が 、 さ わ や か な 印象 が 残る 。 
(渡辺 一 巳 ) 
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本 作 は ジャ ケッ ト が ちょ っ と 奇 を て ら っ た 所 が ある が 、 内 容 は いつ も ど お 
り 謙 虚 と も 言え る ほど 地味 だ 。 こ の ころ は 年 に 1 枚 ず つ ア ル バ ム を 発表 し 
て いた の だ か ら 充 実 し た 時 期 だ っ た の だ ろう 。 し か し 、 ど う 聴 いて も シン グ 
ル ヒ ッ ト し そう な 曲 は な い 。 逆 に 全曲 シン グル カッ ト 可 能 と も 言え る が 。A④、 
B③ の コミ カル な 曲 以 外 は 全部 好き だ 。 彼 の 淡々 と し た 歌 に ピア ノ 、 ア コー 
ステ ィ ッ クギ ター、 オ ー ケ スト ラ と いう いつ も の シン プル な スタ イル 。 本 作 は 
特に オー ケス トラ の 響 き が きれ い だ 。 結 局 彼 の 地味 な 曲 は 、 私 の 知る 限り 
誰 に も 取り 上 げ ら れる こと は な か っ た よう だ 。 そ の た めか どう か は わか ら な 
い が 、 次 作 で は 一 気 に 爆 発 、 超 ド 級 の 作品 を 発表 。 そ の 後 は ポッ プス へ と 
向かう 。 (渡辺 一 巳 ) 
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ラッ テ ミ エ レ の 1st を 想わ せる 女性 合唱 か ら こ の 作品 は 幕 を 開け る 。 混 

声 合唱 と スト リン グ ス を 全面 的 に フュ ー チ ャ ー し な が ら も 、 決 し て 感情 に 流 
され る こと の な い 抑 制 さ れ た アレ ンジ が 、 月 の 光り に 照ら され た ガラ ス 細 エエ 
の よう な 、 他 に 類 を 見 な い 繊細 さ を 浮 き 彫 り に し て いる 。 ま さ に 奇跡 に 近い 
と いえ よう 。 時 折り 爪 弾 か れる チェ レス タ 、 リ コー ダー、 ハ ー プ の 調べ が 郷 
舌 を 誘う 。 全 編 を 通じ て 名 曲 揃い と いえ る が 、 特 筆 す べき は 、 や は り A① で 
あろ う 。 こ れ ほ ど 美 し い 女性 合唱 も 希有 な ら ば 、 そ れ を バッ ク に Zenobi が 
温か く 語 りか ける よう に 歌う メロ ディ ー も また 、 余 り に も 美しい も の で ある 。 
幾重 に も 合唱 が 交差 し つつ 、 静 か に 消え て いく エン ディ ング の 無垢 な 透明 
感 と 余韻 に は 、 感 嘆 の た め 息 を 禁じ 得 な い 。 ( 長 砂 ) 
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72 年 に リリ ー ス され た コッ チャ ン テ の 作品 。 複 雑 な 変形 ジャ ケッ ト と い 
い 、 そ の サウ ンド と いい 、 当 時 の プロ グレ ッ シ ヴ 一 色 だ っ た 熱い シー ン が 想 
像 で きる シン フォ ニッ ク な アレ ンジ が 成 さ れ た 作品 で ある 。 ゲ スト も 多数 プ 
ログ レッ シ ヴ 畑 の アー ティ スト を 起用 し て お り 、Rustichelli & Bordini の キ 
ー ボ ー ダ ー、 パ オロ ・ ル ステ ィ ケ ッ リ 、ANONIMA SOUND の デレ ク ・ ウ ィ ル 
ソン 、BRAINTICKET の ジョ エル ・ ヴ ァ ン ドロ ー ゲ ンプ ロー グ 、 キ ャ ロ ル ・ ム 
リエ ル etc. が 色 ど り を 添え て いる 。 こ の 時 期 に は 多く の カン タウ トー レ が プ 
ログ レッ シ ヴ 色 を 強め た 作品 を 残し て いる が 、 そ の 中 で も 完成 度 の 高い 
一 枚 で ある 。 上 尚 、 こ の 頃 の コッ チャ ン テ は 名 の スペ ル を イタ リア 風 に Ric- 
cardo と は し て いな い 。 (山崎 ) 
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リッ カル ド ・ コ ッ チ ャ ン テ は 現在 まで に 10 数 枚 の 作品 を リリ ー ス し 、 今 尚 、 
第 一 線 で 活躍 し て いる 人 気 シ ン ガ ー で ある 。 こ の 作品 は 「Mu」 と 
「Anima」 の 間 に 発表 され た も の だ が 、 作 風 は 後者 に 非常 に 近い 。 こ こ で 
は オー ケス トラ は 使わ れ て お ら ず その 代わ り に と て も 美しい ソリ ー ナ が 全 
面 に フィ ー チ ャ ー さ れ て いる 。 地 味 で し っ と り と し た 哀 台 あ る 内 容 で 是非 と 
も 聴い て も らい た い 一 枚 で ある 。 彼 は この 作品 まで リチャード 名 義 で 発表 
し て いる が 、 お そら く は イン ター ナシ ョ ナル な 市場 を 目指 し た 為 で あり 、 そ の 
思惑 は 見 事 、 隣 国 フ ラン ス で 開花 し 次 作 「Anima」 は 、 フ ラン ス 語 ヴ ァ ー ジ 
ョ ン も 発売 され る に 至っ た 。 (土川 ) 
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リッ カル ド ・ コ ッ チ ャ ン テ の 中 で 最も プロ グレ ッ シ ヴ な 作品 は 、 パ オロ ・ ル 
ステ ィ ケ ッ リ ら を 加え た Mu で あろ う が 、 よ り 、 内 省 的 な 作品 と し て 何 を 選 
ぶ か と いえ ば 、Concerto 一 か 、 本 作 で ある 。Concerto 一 で は ヴァ ン ゲ ル 
ス を アレ ンジ ャ ー を 迎え た が 、 こ こ で は E. モリ コー ネ の つや や か な オー ケ 
スト ラ ・ ア レン ジ が 彼 の し ゃ が れ 声 と 一 体 と な り 美 し く 悲 し い 愛 の 世界 を 描 
いて いる 。 オ リ ジ ナ ル は この ダブ ル ・ ジ ャ ケッ ト の も の で 、 フ ォ ロ ン の 絵 の も 
の は 再発 。 フ ラン ス 語 ヴ ァ ー ジ ョ ン も フラ ンス で リリ ー ス され て お り 、 そ れ は 
フォ ロン の 絵 で ダブ ル ・ ジ ャ ケッ ト で ある 。 尚 、 彼 の 良質 な 作品 に ふれ た い 
方 は 、76 年 まで の 作品 を 一 聴 す る こと を お 勤め し て お く 。 サ イ ゴ ン 生ま れ 
の 情熱 的 な カン タウ トー レ で ある 。 (山崎 ) 
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コッ チャ ン テ の 4 枚 目 の アル バム で ある 。「MU」 の 頃 か ら の パー トナ ー で 
ある マル コ ・ ル ベル ティ が 作詞 ・ プ ロ デ ュ ー ス を し て いる の で 、 常 に 変わ ら 
な い 一 定 し た 作品 を 聞く こと が 出来 る 。 ル ベル ティ と の 関係 は 779 年 の 「.E 
IO CANTO」 ま で 続く 。 本 作 の 聞き 所 は ずばり ^ 唄 "で 、 全 編 が バラ ー ド で 
構成 され て いる 事 も 関係 し て いる が 、 ピ アノ を 主体 と し た 静 の 部 分 を 強調 
し た アレ ンジ は コッ チャ ン テ の ささ や く 様 な 声 を も 漏らさ ず 聞 き 手 に 伝え て く 
れる 。 款 囲 気 は 「POESIA」 に 近い が こち ら の 方 が 若干 地味 か 。 本 作 は ギ 
リ シ ャ の APHRODITE'S CHILD の 一 員 で 同じ RCA の 所 属 で ある ルー カ 
ス ・ シ デラ ス を アレ ンジ で 起用 、 彼 が '75 年 イタ リア で アル バム 「PAX 
SPRAY」(TPL1 1081) を 録音 し た 事 が 直接 の きっ か け と 思わ れる 。 

(片山 ) 
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サイ ゴン 生ま れ の カウ タウ トー レ 、 コ ッ チ ャ ン テ は その ルッ クス に も か か わ 
ら ず 常に 后 情 的 な 心 に 残る 作品 を 顕 わ し 続け て いる 。 マ ル ゲ リー タ な る 
清らか な 少女 に 捧げ られ た この アル バム は 、Lucia (これ も 女性 名 ) と 並び 
リリ カル な 美 し さ で は ちょ っ と 白眉 。 そ れ も そ の は ず ア レン ジ を ヴァ ン ゲ リス 
や E・ モ ッ リ コー ネ と いう 巨匠 が 手がけ て いる (と て も E・ バ パカ ロフ の 比 じ ゃ な 
い ) 。 彼 は アレ ンジ に こだわ る 人 で ペリ ジェ オ の G・ ト マー ゾ 、D・ ロ ー ズ 、P・ 
バッ クマ スタ ー ら を 起用 し 雅 や か な 有 能 性 を 醸し 出し て いる 。Poesia、 
Anima、L'alba、Concerto per Margherita、Riccardo Cocciante、Mu、.…e 
io canto、Cervo a primavera、Cocciante の いずれ も 質 の 高い も の ば か 
た (岡本 ) 
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コッ チャ ン テ の 8 枚 目 の ア ル バ ム で ある 。 本 作 で 初め て マル コ ・ ル ベル 
ティ と の コン ビ を 解消 、 作 詞 に 巨匠 モ ゴー ル 、 ア レン ジ ・ プ ロ デ ュ ー ス に は 
シェ ル ・ シ ャ ピロ 、 ペ リジェ オ の ジョ ヴァ ン ニ ・ ト ンマ ー ソ 、 フ ラン ス の 大 御所 
ダヴ ィ ッ ド ・ ロ ー ズ を 起用 する 等 新 境地 を 開い て いる 。 特 に ダヴ ィ ッ ド は 779 
年 に 結成 し た ば か り の 自己 の バン ド 、`ROSE” の 全員 で 演奏 に 参加 、 確 
か な 腕 を 披露 し て いる 。 前 作 あ た りか ら だ ん だ ん と ポッ プ な 作風 に な っ て 
来 て いた が 、 タ イト ル 曲 と いい `TU SEI IL MIO AMICO CARISSIM0* と 
いい 、 こ の 抜群 の 開放 感 は 今 まで に 無かっ た も の だ 。 カ ヴァ ー に 挑戦 し て 
いる 事 も 見 逃 せ な い が 、 そ れ が PFM の 名 曲 ^SUONARE SUONARE" と 

言う の も 面白 い 。 尚 同時 期 に フラ ンス 発売 の み の 新曲 も 制作 され た 。 
(片山 ) 
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前 作 「Cerve A Primavera」 に 引き 続き 、 ル チオ ・ バ ッ テ ィ ステ ィ の 作品 
な ど で 知 られ る 名 作詞 家 モ ゴー ル を 迎え て 、 作 詩 モ ゴー ル 、 作 曲 コ チャ ン 
テ の コン ビ で 全曲 つく りあ げ ら れ 、 ま た 、 ア レン ジャ ー に は シャ ル ・ シ ャ ピロ 
( 元 ロ ー ク ス の リー ダー) 、 プ ロ デ ュ ー サ ー に は ポー ル ・ バ ッ ク マ スタ ー と 豪 
華 な メン バー が コチ ャ ン テ を 盛り 上 げ て いる 。 コ チャ ン テ の つく り だ す メ ロ 
ディ ・ ラ イン は 相 変 らち ず 美 し く 、 以 前 より 張り 上 げ る 事 が 少な く な っ た ヴォ ー 
カル が うま く マ ッ チ し 、 落 ち 着き を 感じ させ 、 独 自 の 世界 を つく りあ げた 気 が 
する 。 こ れ ま で 以上 に リズ ム ・ ラ イン が は っ きり し て いる の は 、 ポ ー ル ・ バ ッ ク 
マス ター の た め だ ろ うか 。 ま すま す 充 実 し て き て いる 。 現 在 も 活動 中 。 

(前 田 ) 
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'80 年 以後 、 マ ウリ ツィ オ ・ フ ァ プ ブリ ツィオ と の 共 作 に より 、 イ タリ ア の 人 気 
歌手 と し て 活躍 し て いる 彼 が 、 イ ・ プ ー の 4 作 目 「Alessandra」 を 最後 に 、 
ソロ に 転向 し て の 第 一 段 で ある 。 ソ ロ 活 動 と し て の 不安 も 感じ られ る この 
作品 は 、 ア レン ジャ ー に トト ・ ト ルク ァ ー テ ィ を 迎え 、 プ ー と 違っ た 彼 の 魅力 を 
ひき だ そう と し て お り 、 後 の 作品 に な い 初 々 し さも 感じ られ る 好 作 品 で あ 
る 。 こ れ を 発表 後 、3 年 ほど の 低迷 期 が あっ た の で ある が 、 ジ ャ ンカ ル ロ ・ ル 
カリ エロ の プロ デュ ー ス に よる 2 作 目 より 、 着 実に ヒッ ト す る 男性 歌手 へ と 
成長 し て いっ た の は 、 周 知 の と お り で ある 。 (山中 ) 
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プー か ら 独 立 後 の ソロ 第 2 作 。 ウ ン ベ ル ト ・ ト ッ ツィ 他 の 作曲 家 か ら 提 供 
を 受け 、 曲 の 魅力 が 1st よ り 飛 躍 的 に 向上 し た 。 プ ロ デ ュ ー ス は アリ ー チ ェ 
の 1st 同 様 ジ ャ ンカ ル ロ ・ ル カリ エッ ロ 。 初 の ヒッ ト 曲 B④ を 聴け ば 、 狙 う 所 は 
ほぼ 同じ で あっ た こと が お 分 か り 頂け る と 思う 。 フ ォ ッ リ は この 後 75 年 作 
「Che Ne Sail」 あ た りか ら マ ウリ ツィ オ ・ フ ァ プ ブリ ツィ オ の 協力 を 得る よう に 
な り 、 以 前 に も 増し て 親しみ 易い メロ ディ ー と 軽快 な ビー ト を 打ち 出し 、82 
年 度 サ ン レ モ 音 楽 祭 で は グラ ンプ リ を 獲得 する 。 従 っ て し っ と り し た 味 わ 
いな ら 本 作 や 3rd に 軍配 が 上 が る が 、M. フ ァ ブ プリ ツィオ の 旋律 と アレ ンジ が 
光る 80 年 前 後 の 作品 も また 極上 の ユー ロ ・ ポ ッ プ ス で ある 。 (吉田) 
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シン グル ・ カ ッ ト さ れ た オー プ ニ ン グ の Ricordati/ で 早 や 1209% に 達 す 
る 代表 作 の 一 つ 。 フ ォ ッ リ の ソフ ト な 歌声 で 十分 な と ころ を 、 ダ ニ ロ ・ ヴ ァ オ 
ー ナ に よる ソフ ト ・ フ ォ ー カ ス 気 味 豊 満 な オー ケス トレ ーション は これ を 包 
み 込 ん で 、 声 の 高 な り と 共に スロ ー・ タ ッ チ に こむ ら 返 り を 起こ させ 、 更 に 一 
テン ポ 引 き 伸 し て ダメ 押し する 。 そ れ は も う カ タル シス その も の で 、70 年 代 
後半 の イタ リア 表現 を 極め る 。 う る さす ぎ て も う 泣 き 笑い し て し まう 程 、 手 が 
つけ られ な い 。 前 作 と ほぼ 同じ コン セプト の 3 作 目 に な る が 、 相 変わ ら ず 霧 
が か っ た よう な 中 に の ぞ く フ ォ ッ リ の ナイ ー ヴ な 歌 / 感 性 が 素晴らし い 。 と て 
も 柔らか な 仕上 り を 見 せる 。 ヴ ァ オ ー ナ は 各種 kbd を も 弾い て いる が 、 音 
が 溶け 合い 何だ か よく 判ら な い 。 (松本 ) 
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第 32 回 サン ・ レ モ 音 楽 祭 で グラ ンプ リ を 獲得 し た リッ カル ド ・ フ ォ ッ リ 。 
元 、 イ ・ プ ー に 在籍 し て いた フォ ッ リ だ が 、 ア イド ル ・ グ ルー プ の 一 員 の 座 を 
捨て て 、 見 事 ソ リス ト と し て 大 成す る まで に は 確か に 紀 余 曲折 が あっ た 。 し 
か し 、'76 年 頃 か ら は MOND0” の ヒッ ト も あっ て 徐々 に 成功 へ の 道 を 歩み 
始め た 。77 年 に は “STELLA” が 、'78 年 に は \IO TI PORTA NA" が ヒッ ト 、 
そし て 79 年 に は 本 アル バム の 曲 "CHE NE SAI* (伝え よう 僕 の 心 を ) が ヒ 
ッ ト し て 活動 が 軌道 に 乗っ て きた 頃 の 作品 CHE NE SAI” は マウ リツ ィ 
オ ・ フ ァ プ ブリ ツィオ と の 共 作 で ある 。 他 に は ヒッ ト し た 「SCENE DA 一 」 や 「T| 
AMO PERO」 等 も 収録 させ て お り 、 名 曲 揃い の アル バム だ 。 ( 山 ) 
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79 一 "80 年 頃 の リッ カル ド ・ フ ォ ッ リ は 大 活躍 の 時 代 で 3 曲 が チ ャ ー ト ・ イ 
ン し た 他 、 夫 人 の ヴィ オラ ・ ヴ ァ レ ンティー ノ も 2 曲 を チャ ー ト ・ イ ン し て いる 。" 
79 年 か ら 始め た CGD 傘 下 の 独自 の レー ベル `PARADIS0* も 、 彼 等 夫婦 
の 作品 の 他 、 ジ ャ ン ニ トー ニ 等 の スタ ー を か か え 、 非 常に 充実 し た 時 代 だ 
っ た 。 そ し て !81 年 に 本 作 を リリ ー ス し 、 変 ら ぬ 歌 声 は 好意 的 に ファ ン に 迎え 
られ た の で ある 。 こ の 年 の 男性 歌手 の ラン ク で は 、 前 年 の 14 位 か ら 6 位 に 
浮上 し て いる 。 作 曲 を マウ リツ ィ オ ・ フ ァ ブ プリ ツィオ に 委ね 、 甘 い ト ー ン の フォ 
ッ リ の 歌声 は 円 吾 の 極み で 、 ヒ ッ ト 曲 ^MALINCONIA” 他 、 名 曲 が 多 い ア 
ル バ ム だ 。 (山崎 ) 
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クラ ンプ ス 、 ロ ルケ スト ラ 等 と 同様 に 前 衛 的 、 あ る い は 意欲 的 な アー ティ 
スト を 多く 募 出 し て いた ディ ヴェ ル ゴ ・ レ ー ベ ル か ら デ ビュ ウ し た リッ カル 
ド ・ ザ ッ パ は オヴ ェ イ ショ ン ・ ギ ター を 中 心 と し た 美しい 調べ を 紡ぎ 出す ア 
ー テ ィ ス ト 。 タ イプ と し て は べべ ぺ ・ マ イナ あたり と 近い も の で 、 彼 ほど 、 オ ペイ 
ショ ン の セミ ・ ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター の 音色 を 大 切 に アル バム を 作っ た 
アー ティ スト も 少な い だ ろ う 。 マ イク ・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド の 持っ て いた リリ シ 
ズム と 地中海 サウ ンド が ミッ クス し た よう な 好 作 品 。 本 アル バム に は キー ボ 
ー ド と し て ヴィ ンチ ェ ・ テ ン ペ ラ 、 又 ベース に は ジュ リウ ス ・ フ ァ ー マ ー 等 が 
起用 され て いる 。 尚 、 彼 は '80 年 代 に な っ て も 生き 残り 、 ソ ロ 作 品 を リリ ー ス 
し 続け て いる た の も し い ア ー テ ィ ス ト で も ある 。 (山崎 





間 導 器 題 IDDARDO ZAPPA 
で hallk bhatka 

78 

@Divergo 5335 521 


上 
(@) 





ソロ の 2 作 目 。 内 容 も 前 作 の 延長 に ある 。 良 質 の ギタ リス ト ・ ア ル バ ム に 
な っ て いる 。 タ イプ と し て は アン ソニ ー・ フ ィ リ ッ プ ス や ステ ィ ー ヴ ・ ハ ケッ ト に 
似 て 、 ト ラッ ド を 再現 する の で は な く 、 そ の ニュ アン ス を ほのか に 感じ させ な 
が ら 、 常 に コン テン ポラ リー な アコ ー ス ティ ッ ク ・ ト ー ン 主体 の サウ ンド を 聴 
か せ て くれ る 。 そ うい う 点 で は 、 む し ろ マ イク ・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド に 近い か も 
し れ な い 。 た だ し 大 作 指 向 は な く 、 シ ンプ ル な スタ イル 。 そ し て 地中海 民族 
音楽 を ベー ス に し て いる こと 。 地 中 海 と いう 言葉 が 醸し 出す 開放 的 で た お 
や か な イメ ー ジ も その まま に 、 そ の 落ち 着い た 響き と コン テン ポラ リー に 洗 
練 さ れ た 響 き の 接点 に 、 彼 の 音楽 が ある 。 素 朴 さ に 耳 を 傾け 心 安 まる 音楽 
だ 8 (松本 ) 
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72 年 か ら '74 年 に 書か れ た ^Sonanze” を 収録 し た アル バム 。 こ の アル 
バム が 彼 の アル バム ・ デ ビュ ー に な る よう だ 。 エ レク トロ ニク ス ・ サ ウン ド 、 イ 
コラ イズ ド ・ ヴ ォ イ ス 入 り の オー ケス トラ 曲 、 静 培 な ピア ノ 曲 、 ソ プラ ノ に よる 
無 調 曲 、 ミ ニ マ ル ・ サ ウン ド 等 、 非 常に 多彩 な 構成 に な っ て いる 。 初 期 の パ 
ッ テ ィ アー ト に 似 て フリ ー な 感性 に 従っ た 作風 だ が 、 よ り 情 緒 指 向 に ある 。 
流れ や 浮遊 感 を 感じ る の も その 為 だ ろう 。 イ コラ イジ ング に は 、70 年 代 前 
半 の ジャ ー マ ン ・ エ レク トロ ニッ ク ・ ミ ュー ジッ ク に 通じ る も の を 感じ と れる が 、 
チェ ン バ パロ や オー ボ エ 等 の 細か な 音 使い で 色彩 感 は 出 て いる 。 様 々 な 色 
が 細か な 粒子 に な っ て 混 りあ っ て いる よう な 感覚 だ 。 パ ッ テ ィ アー ト ら と 共 
に 伊 ア ヴァ ン ギ ャ ルド を 代表 する 人 物 。 (松本 ) 
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セカ ンド ・ ア ル バ ム 、 基 本 的 に 現代 音楽 的 な アプ ロー チ で 制作 され て い 
る 作品 。 室 内 楽団 と 4 人 の コー ラス 隊 の 人 為 の 作品 を オー ディ オ 的 に 工夫 
を こら し た フィ ルター を 通し て 電気 的 処理 を ほど こし て いる 。 両 面 を 通し て 
1 曲 と いう 大 曲 で ある 。 プ ロ デ ュ ー サ ー は ミル ト ・ レ ー ベ ル か ら ソ ロ も リリ ー 
ス し て いる クラ ウデ ィ オ ・ デ ン テ ス 、 協 力 者 と し て 、 後 に チェ リー・ レ ッ ド ・ レ ー 
ベル か ら チ ェ ン バー 的 な 室内 楽 作 品 を リリ ー ス し た ピエ ロ ・ ミ レー シ の 名 も 
ある 。 非 凡 な 才能 を 持っ た アー ティ スト で 、 後 に 「Generazione Del Cielo」 
で は 自ら の 才能 を 古典 的 な 室内 楽 手法 と ロッ ク と の 融合 の 中 で 素晴らし 
い 作品 を 作り 出し た の は 周知 の 通り 。 過 渡 期 の 作品 で は ある が 意欲 作 で 
ある 。 (山崎 ) 
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ロベルト ・ カ チャ パリ ア 、3 枚 目 の ア ル バ ム 。 カ チャ パリ ア の 作曲 、Giada 
Manca Di Villahermasa の イタ リア 語 、 フ ラン ス 語 、 ド イツ 語 、 英 語 を 取り 
混ぜ た 詩 、 ソ プラ ノ 2 人 、 メ ゾ ・ ノ ソプラ ノ 、 テ ノー ル か ら 成 る ヴォ ー カ ル 、 ビ ピア 
ノ 、30 人 を 越え る メン バー の オー ケス トラ が 一 体 と な っ た 大 作 (LP2 枚 組 ) 
で ある 。 手 法 と し て は 完全 に シリ アス ・ ミ ュー ジッ ク に 属す る も の で ある が 、 
サウ ンド 自体 は リリ カル か つ 穏 や か で 暖か み が あ る 。 ロ ッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン 
の 感性 を 生か し な が ら 、 オ ー ケ スト ラ 、 ヴ ォ ー カ ル の 特性 を うま く 使っ た ドラ 
マチ ッ ク な 音 作 り で あり 、 彼 の も くろ み は 成 功 し た と 言え る 。 イ タリ ア の ロッ 

ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン が 幅広 い 音楽 性 を 持っ て いる こと も 見 せつ ける 一 枚 。 
(賀川 ) 
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ドイ ツ の ミュ ー ジ シャ ン を 起用 し て 作ら れ た 、POOH の キー ボー ディ スト 
で あり 、 リ ー ダ ー で も ある ロビ ー・ フ ァ ッ キネ ッ テ ィ の ソロ ・ ア ル バ ム 。 プ ロ デ 
ュー ス を 手掛け る の は POOH の 仲間 で ある ステ ファ ー ノ ・ ド ラツィオ 。 ド ラム 
ス の カー ト ・ ク レス は J・ ウ ェ ッ ト ン の ソロ や SAGA の アル バム で も その 名 を 
見 る こと が 出来 る 。 自 身 の キ ー ボ ー ド を 中 心 に 、 軽 快 な イン スト 、 叙 情 的 な 
ヴォ ー カ ル を 満載 し た 本 作 は 、 さ す が に バン ド の メイ ン ・ コ ン ポ ー ザ ー で あ 
る だ け に ファ ン の 期待 に 背く こと は な い 。 娘 さん (「Alessandra」 で お 馴染 
み 。 今 や 20 代 か ) と の デュ エッ ト ⑥ も 心 暖まる 。 尚 、② に は 得意 の フレ ッ ト レ 
ス ・ ベ ー ス で レッ ド 、③ に は 流 三 な アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター で ド デ ィ が それ 
ぞ れ 参加 し て いる 。 (高山 ) 
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PFM の 後期 の アル バム に も 参加 し て いる ロベルト ・ コ ロン ボ の ファ ー ス 
ト ・ ア ル バ ム 。 全 て の 曲 を 作曲 、 ア レン ジ し 、 キ ー ボ ー ド を メイ ン と する コロ ン 
ボ が ヴァ イオ リン 、 サ ックス 、 ド ラム ス 、 ベ ー ス 、 ギ ター、 各 種 パ ー カ ッ シ ョ ン ら 
と 行なっ た 演奏 は 、 あ た か も ヴィ デオ を 2 倍速 で 見 る か の よう に 次 々 と 変化 
し 、 聴 く 者 を 知ら ず 知ら ず の うち に 取り 込ん で いく 、 所 講 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 調 の 
サウ ンド で ある が 、 非 常に 個性 的 で 多様 性 に 富み 、 ユ ー モ ラス か つ 小 気 
味 が よい 。 各 曲 の 窪 囲 気 は 異な る が 、 ど こ か 暖か み を 感じ る 部 分 が ある と 
ころ が イタ リア らし い 。 コ ロン ボ は 本 作 以 後 も 2 枚 の アル バム 「Botte Da 
Orbi」「Astrolypix」 を 発表 し て いる が 、 残 念 な が ら 本 作 ほ ど 密 度 の 濃い 
も の に は な ら な か っ た 。 (賀川 ) 
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ナポリ の 前 衛 民 衆 オ ペラ グル ー プ N.C.C.P(Nuova Conpagnia Di 
Canto popolare) は 、 現 在 まで に 10 枚 を 超え る アル バム を 発表 し 続け る 
貴重 な が グループ で ある 。 (蛇足 生 ら Musica Nova は NCCP の 分 裂 か ら 生 
れ た グル ー プ で ある 。) 彼 等 の 大 衆 歌劇 は ロッ ク 雑 誌 に 訟 て さえ 好意 的 に 
紹介 され 、0sanna 等 と 同列 に 言及 され た 記事 も 見 か けら れる 程 だ 。 そ ん 
な 彼 等 の リー ダー で ある R. De Simone の この 作品 は NCCP か ら 泥 臭 さ 
を 除き 、 よ り ソ フト な 仕上 が り と な っ て いる 。 そ の サウ ンド か ら Branduardi を 
思い 出し て し まう の は 私 だ け だ ろう か 。 哀 各 を 帯び た 夢見 る よう な サウ ンド 
は 、 ま る で 童話 の 世界 その まま で 、 無 垢 で 純真 な 心 を 呼び 醒 ま し て くれ る 。 
な お 、A① は 悲哀 感 に 満ち た 名 曲 で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
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これ まで 3 枚 の アル バム を リリ ー ス し た ミニ マリ スト 、 ロ ベル ト ・ ド ン ニ ー ニ 
の デビ ュー? 作 。77 年 に 書か れ 、'78 年 (A 面 ) と '79 年 (B 面 ) に フィ レン ツェ 
で 録音 され た も の 。 次 作 「II」 に 続く の で これ で 半分 と いう こと に な る 。AB 
面 は 彼 の 弾く エレ クト リッ ク ・ ピ アノ を 下地 に し て そこ に チェ ロ や サッ クス 、 ハ 
ー モ ニカ 、 肉声 等 が 重ね られ て いく 。 両 面 と も 実演 され て いる の で 、 楽 器 の 
絡み が 多く な る と ピア ノ の ピッ チ が 狂い や すく な る 。 そ れ は まる で 血液 の 流 
れ の よう な 自律 神経 系 統 の 変化 の よう で 面白 い 。 時 間 感 覚 云 々 と いう よ 
り も 、 人 間 の そう し た 自然 な 肉体 変化 を ミニ マル 化し て いく 作業 と も パフ ォ 
ー マ ン ス の 所 在 を 見 極め よう と する 作業 と も 言え そう だ 。 低 音 の 肉声 は ジ 
ャ クリ ー ヌ ・ ダ ルビ ィ が 担当 し て いる 。 (松本 ) 








ROBERTO DONNINI 
Tuneless 2 

*87 

人 @Lynx Z 00188 
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芸術 の 町 フィ レン ツェ で 活動 する ロベルト ・ ド ン ニ ー ニ の 、 独 得 の 手法 に 
よる 「Tunedless」 の 続編 。 ま ず ベ ー シ ッ ク ・ ト ラッ ク は コン ピュ ー タ の 発信 音 
に よる シー ケン ス を 録音 し 、 セ カン ド ・ ト ラッ ク は これ に 対比 し た 彼 の el-p が 
収め られ る 。 そ し て 各 ミ ュー ジ シ ャ ン は それ ぞ れ ベー シッ ク ・ ト ラッ ク の み の 
先導 に より 、 お だ や か で リリ カル な 即興 を 繰り 広げ 、 こ うし た 集積 に よる 全 
体 の イメ ー ジ は 、 終 わり な く ゆ っ くり と し た 運動 を 続け る 音 の 回 転 体 と いっ 
た 感 が ある 。 ス タル テッ リ や ロベルト ・ ラ ネー リ 等 、 馴 染み の 顔 も 見 られ る 
が 、 あ まり 真剣 に 個々 の プレ イ を 云々 し な い 方 が 得策 。 た だ ド ネ ラ ・ デ ル ・ 
モナ コ の ソプラ ノ は 生 の 声 な ら で は の 豊か な ニュ アン ス で 、 地 味 な が ら サ 
ウン ド に 彩 を 添え て は いる 。 (山田 ) 























ROBERTO DONNINI 
FluXmar 
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アル トゥ ー ロ ・ ス タル テッ リ の ソロ が リリ ー ス され た こと の ある LYNX レ ー 
ベル は この R・ ド ン ニ ー ニ の レー ベル で 、 彼 の ソロ ・ ワ ー ク は 既に 3 作 目 に な 
る 。 今 回 は 彼 の コン ピュ ー タ ー・ ト ラッ ク を 基 に 計 9 名 の 演奏 者 が 個別 に イ 
ンプ ロ ヴ ァ イ ス し た も の を 編集 し た も の で 、 前 2 作 に 通じ る ドロ ー ン が 、 ま た 
も 情熱 豊か な 流れ を 感じ させ る 。 非 常に た お や か な 、 そ し て 腹 想 色 の ある 
サウ ンド だ 。B 面 に は ト ネ ラ ・ デ ル ・ モ ナコ も 参加 し て いる の で 、 こ れ を 期 に 
聴い て みて も いい と 思う 。 様 々 な 音 が 起 っ て は 絡ま り 、 消 えて は また 絡ま り 
と 流れ を 紡い で いて 、 そ こ に 醸し 出さ れ て いる 個々 の 素材 の 色 が 薄 っ す ら 
と 全体 に 漂い 広がっ て いく 様 が 秀 人 逸 。 (松本 ) 
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Se Per Casp Un Giormo La 
Follia.… 
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Ariston に は あの 天 逝 の 天才 Gianni D'erricco や Rocchi, Simon 
Luca, Mario Barbaja 等 プロ グレ ッ シ ヴ な 名 作 を 生み 出し た アー ティ スト 
が 多い が 、 こ の Roberto Ferrit の アル バム も 知る 人 ぞ 知 る 魅力 溢れ る 名 
盤 。 特 に A 面 1、2 曲 目 の 流 れ は プロ グレ ファ ン を 十 二 分 に 魅了 する こと だ 
ろう 。 時 に エマ ニュ エル ・ プ ブー ツ を 思い 起こ させ る ボー カル と ロッ ク の 攻撃 
性 が 、 悠 大 な オー ケス トレ ーション の 広がり の 中 で 絡み 合う 様 は 圧巻 で あ 
る 。 そ し て B 面 ラス ト に 至る まで 比類 無き 美 し さ を 洪 え る 佳 曲 を 散り ば め 一 
枚 の アル バム と し て 纏め 上 げた 才能 は 賞賛 に 値する 。'70 年 に シン グル を 
PDU よ り 発 表し て 以来 、 長 い 活動 の 末 、 遂 に 成 し 得 た Roberto Ferri 澤 身 
の 傑作 。 (鈴木 伸一 ) 





ROBERTO LANERI 
AnadV0meme 
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ジャ ン フ ラン コ ・ サ ル ヴ ァ ト ー レ に よる ~Sounding lslands"? と いう プロ ジ 
ェクト の 一 環 の 作品 で 、 こ れ は その 第 2 作 (1 作 目 を 手がけ た の は ステ ィ ー 
ヴ ・ レ イシ ー。 こ の プロ ジェ クト は 神話 や その メタ ファ ー の 考察 か ら 地 中 海 
音楽 の 根源 を 辿る と いっ た 学術 的 な も の の 様 で 、 こ こ で は ロベルト ・ ラ ネー 
リ が その 音楽 化 の 任 に あたっ て いる 。 彼 は 中 近東 、 東 洋 や アフ リカ 音楽 の 
要素 を も 持ち 込み 、 女 性 Vo、 そ し て 彼 自身 に よる エレ クト ロニ クス の 大 胆 な 
使用 に より 、 か な り 自 由 な 形 で 「 地 中 海 音 楽 の 原型 」 の イメ ー ジ を 増幅 さ 
せ て お り 、 摩 詞 不 思 議 な 音 宇 宙 を 形成 する 上 で の 鍵 と な っ て いる 。 パ ガー 
ニ の 1st や カル ナシ ャ リア あたり と は また 異な っ た 空間 軸 を 持つ 作品 。 ジ ャ 
ケッ ト ・ ワ ー ク は ポッ ティ チェ ルリ の 引用 。 (山田 ) 





LE ROBERTO MERCANTI 

EE 結 | Viaggi0 Di Una Memte 
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本 作 は キー ボー ド オ ー ケ スト レー ショ ン が 最大 の 魅力 で ある 。 キ ー ボ ー 
ド は いっ た い 誰 が 、 と ジャ ケッ ト を 見 て も メン バー すら 書い て な い 。 歌 物 に 
は よく ある パタ ー ン だ 。 と に か く こ の スト リン グ ス シ ン セ は いい 。 と 言っ て も 1 
曲 が 4 分 の 世界 だ か ら 最 初 か ら 最 後 まで 鳴り っ ぱな し と いう わけ で は な く 、 
あく まで オー ケス トラ の 代用 と し て 使わ れ て いる 。 し か し 、 こ の 人 は 曲 に よっ 
て 差 が 激しい 。 そ れ と 歌い 方 に 癖 が ある (こう いう の は 託 り と 言う の だ ろう 
か ) 。 そ れ で も A①、③、B①、②、③ の 叙情 は た ま ら な い 上 魅力 だ 。 響 き 渡る 
スト リン グ ス シ ン セ 。 マ リオ ・ パ ン セ リ の 「 ア ドレ ッ セ ン ツ ァ 」 も まっ 青 。 特 に B 
③ は サビ が いい か ら 最 高 に 好き だ 。 カ ラオ ケ が あっ た ら ( 絶 対 に な い ) 、 ぜ 
ひ 歌 っ て みた い 。 (渡辺 一 己 ) 








ROBERTO SANESI 
Viaggi0 Verso 上 Nord 
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ロベルト ・ サ ネ シ 、1930 年 1 月 18 日 、 ミ ラノ 生ま れ 。 詩 人 ? 小 説 家 ? あ る い 
は 郎 読 家 か ? 内 ジャ ケッ ト に は 初老 の 眼光 鋭い その 人 の スナ ッ プ 写真 が 
ある 。 恐 らく 詩 を 郎 読 し た も の だ 。 全 編 に 渡り 彼 の 静か な 語り 口 を 収録 し 
て いる 。 そ し て 効果 音 ふ うに バッ ク * ミ ュー ジッ ク が つく 。 テ ー プ の 逆 回 転 や 
メロ トロ ン 、 ピ アノ 、 女 性 コー ラス 等 が 不安 気 な 空気 を つく り 出し て いる 。 ク 
レジ ッ ト は バレ ッ ト ・ デ ィ ・ プ ロン ゾ ぴの ジャ ン ニ ・ レ オー ニ 、 ド ラム に は 同じ く プ 
ロン ゾ の ジャ ン キ ・ ス トリ ン ガ 。 レ オー ニニ の メロ トロ ン が 至る 所 で 大 き な 効 果 
を 出す まる で 「YS」 の 不安 感 を の みとり 出し 、 効 果 音 ふう に 使っ た 感じ だ 。 
まっ た く 素 性 の 知れ な いこ の レー ベル に は 、 少 な く と も も う 1 枚 の レオ ー ニ の 
参加 し た や は り 郎 読 作 が ある 。 (松本 ) 











ROBERT SOFFIGI 
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ロベルト ・ ソ フィ ー チ に 関し て は 72 年 に リコ ルディ ・ レ ー ベ ル よ り リ リー ス 
され た アル バム In Queste Ore Chiare(Ricordi SMRL 6106) と 77 年 に 
フォ ニッ ト ・ チ ェ ト ラ か ら リ リー ス さ れ た 本 アル バム 、 及 びそ の 後 の チ ェ ト ラ か 
ら の 2 枚 の 今日 風 の サ ウン ド の 計 4 枚 し か 資料 が な い が 、 お そら く 他 に も ア 
ル バ ム が ある だ ろう と 思う 。 し っ と り と し た 歌声 を 持つ カン タウ トー レ で 、 生 
の スト リン グ ・ オ ー ケ スト ラ を 加え て 優し い 歌 を 歌い か ける 。 彼 は 歌 の 他 に 
ギタ ー と アレ ンジ も 手がけ 、 そ の 才能 の 芝 え を 聴か せ て くれ る 。 バ ッ ク に は 
アン ディ ・ ス ルディ や サイ モン ・ ル カ 等 が 参加 し て お り 、 曲 に よっ て は リリ カ 
ル な イン スト ゥ ー ル メン タル ・ ナ ン バ ー も あり 変化 が つけ られ て いる 。 

(山崎 ) 








RUBERTO SOFIGI 

上 Canto Della Scorpiome 
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ハス キー ボイス で 時 に は ポッ プ に 、 そ し て 時 に は あり っ た け の 熱い 想い 
を 歌 に 託す ロベルト ・ ソ フィー チ 。 タ イプ と し て は クラ ウデ ィ オ ・ バ リョ ー ニ か 
リッ カル ド ・ コ ッ チ ャ ン テ な の だ ろう が 個性 と いう 点 に 於 て 、 彼 も 又 十 分 な 
魅力 を 持っ て いる 。 こ の アル バム が 彼 に と っ て 何 枚 目 の 作 品 な の か 知ら 
な い が 、 ジ ャ ン ピ エ ロ ・ レ ベル ベッ リ を アレ ンジ ャ ー に 迎え 壮大 な オー ケス ト 
ラ を フィ ー チ ャ ー し た 「In Queste Ore Chiara」(Ricordi SMRL6106, " 
72) 、「Allimproviso Lincoscienza」(Cetra LPX57, 77) そし て この 作品 
は 、 ど れ も 良 く 出来 て いる 。 彼 も 新しい リズ ム を 取り 入れ て 流行 に 付い て 
行こ うと する 姿勢 が 見 られ る が 、 そ れ に よる 作品 の 劣化 は な い 。 (土川) 
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ROBERTO VECCHIONI 
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77 年 の 「 サ マル カン ダ 」 で 有名 な 彼 だ が 、 こ れ は デビ ュー 作 と 思わ れ 
る 。 か な り の 作品 を 出し て いる の だ が 、 地 味 と いう か 、 洗 練 さ れ て な いと い 
うか 、 好 み が は っ きり 別れ る よう だ 。 音 楽 性 も 含め て レナ ー ト ・ パ レッ ティ と 
か アン ト ネ ラ ・ ベ ン デ ッ テ ィ と 共通 点 が ある よう に 思う 。 本 作 も 、 と ころ どこ ろ 
野暮 っ た さ は ある も の の 、 キ ー ボ ー ド の 踏ん 張り で 、 何 と か も っ て いる 。 そ れ 
は A①、②、B③ の バッ ク で 鳴っ て る スト リン グ ス シ ン セ 。 特 に B③ は 9 分 を 
超え る 曲 で 、 同 じ メ ロディ ー の 繰り 返し な の だ が 、 ス トリ ング スシ ン セ が し だ 
い に オ ー バ ー ラ ッ プ し て くる と ころ は 、 結 構 聴か せる 。 ジ ャ ケッ ト は 人 間 と 悪 
魔 (死神 ) が 綱引き し て る と いう も の で 、B① の 演劇 性 の 強い 曲 に 、 そ うい っ 
た 内 容 が 表れ て いる 。 (渡辺 一 己 ) 
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お そら く デ ビュ ー 作 で あろ う 本 作 は 、 ル チオ ・ ダ ッ ラ を アレ ンジ ャ ー に 迎 
え 、73 年 に 制作 され て いる 。 本 作 が 取り ざた され る の は 、 何 と いっ て も 、 メ ロ 
トロ ン の 使用 だ が 、1 曲 目 に 人 針 を 落と す と 、 や さ し く 語り か ける 様 な ヴォ ー カ 
ルス タイ ル に メロ トロ ン が 響き だ すこ の 一 曲目 だ け を 、 き いて いる と 
PAOLO FRESCURA に 、 以 て いる が 、2 曲 目 以降 、 ロ ッ ク 色 の 強い 曲 が 多 
く な る 。B 面 に 入る と また 、 又 、 メ ロト ロン が 、 大 活躍 (と は 言っ て も 、 あ くま で も 
バッ ク で 静か に 流れ て いる 程度 ) 。 コ チャ ン テ や パリ ョ ー ニ 程 、 ダ ミ 声 で は 、 
な いせ いか 、 声 の 線 が 細い 様 な 気 も する 。 何 か ひと つ 、 き こう と 思う 時 な ど 
リラ ックス し て きけ る アル バム で は ある 。 本 作 と 次 作 と の 間 に も う 一 枚 LP が 
有る と の 鳴 。 ( 堤 野 ) 





ROSALINO CELLAMARE 
ESperienze 
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どれ も 不 完全 な 情報 で 申し 訳 な い が 、 こ の ロ ザ リ ノ ・ チ ェ ラ マー レ も 、 現 
在 の と ころ 2 枚 の 作品 し か 確認 で き て いな い 。 一 枚 は 73 年 に リリ ー ス され 
た 「I| Bosco Degli Amanti」(IT DZSL70010)。 こ の 作品 は 、 ど の 曲 も 抜 
きん 出 た 名 曲 こ そ な い も の の 、 全 編 に 渡っ て バッ ク に 使用 され た メロ トロ ン 
の 比重 の 多 さ が 話 題 に な る に 違い な い 。 や や 渋 め の 歌声 を 効果 的 な サポ 
ー ト し て いる 。 も う 一 枚 が 75 年 に リリ ー ス され た 本 作 。 曲 の 完成 度 と し て は 
こち ら の ほう が 良く 、 特 に B 面 の 3 分 の 2 程 を 費 し た 組曲 は 、 コ ー ラ ス 、 オ ー 
ケス トラ 等 を 意欲 的 に アレ ンジ し た プロ グレ ッ シ ヴ な 内 容 で 、 ど こと な く コ ッ 
チャ ン テ の 「Mu」 を 想わ せる 料理 の 仕方 で ある 。 (山崎 ) 
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芸歴 も 長く 、 い い ア ル バ ム を 沢山 出し て いる 割 に 、 そ ん な に は 騒が れ な 
い カ ンタ ウト ー レ 、 サ ンド ロ ・ ジ ャ コッ ベ 。Daniele Pace と いう 人 の 作詞 、 彼 
の 作曲 に よる コン ビ の 作品 は 、 オ ー ケ スト ラ の 導入 も あっ て 、 ラ ヴ ・ ロ ッ ク の 
王道 を 行く よう な も の に 仕上 が っ て いま す , 所 々 オル ガン が 出 て 来 て 、 曲 に 
よっ て ファ ン キ ー な 、 あ る い は ジャ ー ズ ィ ー な 演奏 を する の が ヘン と 言え ば 
ヘン で す が 、1 曲 目 の タ イト ル 曲 が 、 サ ビ に 女性 コー ラス を 加え て アル バム 
の 最後 に また 出 て 来る な ど 、 一 枚 通 し た 作り も それ な り に 考え られ て いま 
す な お 、 こ の 1st の ジャ ケッ ト は 、 後 に CGD が いろ ん な アー ティ スト の ベス ト 
盤 を 「A シ リー ズ 」 と し て 出し た 中 の 、 彼 の ベス ト 盤 の ジャ ケッ ト に も 使わ れ 
て いま (斎藤 ) 
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「Proibito」 は 、 ジ ャ ケッ ト 裏 で よく 目 に する 「Prohibite」 に 当たる イタ リア 
語 の 、 受 け 身 の 形 な の で 、「 禁 じ ら れ た 庭 」 と いう タイ トル に な る この 2nd、 ジ 
ャ ケッ ト が 、 生 い 茂 っ た 木立 ちの 写真 で 色調 が こげ 茶色 な の で 、 何 だ か 暗 
い 感 じ が し ます が 、 い つも どおり の ラヴ ・ ロ ッ ク で す 。1st の 内 ジャ ケ も 、「 僕 
の いい 女 」 と イチ ャ つい て いる 写真 の コラ ー ジ ュ で し た し 、 こ の 2nd は 外 も 
内 も 、 二 人 で ナイ ショ し て いる 写真 な の で 「 い い 加 減 に し ろ 」 と いう カン ジ 
で す が 、 内 容 の 方 は 、 そ れ ほ ど 泣 き 泣き で 分 厚い 音 の 曲 ば かり で は あり ま 
せん が 、 オ ー ケ スト ラ は そよ そよ と 、 メ ロディ ー は 爽やか に 泣い た 佳作 で すれ 
な お 、 本 作 か ら 作詞 に 0scar Avogadro と いう 人 も 加わ っ て いま す 。 

(斎藤 ) 





SANDRO IlAC0OBBE 
Metto All'asta..… 
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水 を か ぶっ た 彼 の 写真 の ジャ ケッ ト の ベス ト 盤 の タイ トル に も 使わ れ た 、 
彼 の 代表 曲 ^GII Occhi Di Tua Madre” を 含む 3rd。 ム ー グ と 思わ れる 「 ビ 
ョ ン ビ ョ ン 」 と いう 音 が 、 時 代 を 感じ きせ て ウレ シイ で す 本 作 は オリ ジ ナ ル 
も シン グル ・ ジ ャ ケッ ト で 、 本 人 が 写っ て いる だ け で すし 、 ま た 一 時 期 け っ こ 
う 出 回 っ た た めか 、 プ ログ レ ・ フ ァ ン に アピ ー ル する 初 ・ 中 期 の アル バム の 
中 で は 、 最 も プレ ミア が つい て いま せん 。 で す が 、1st、2nd に 4 分 の 1 くら い 
ずつ あっ た 。 ノ リ が 軽く な っ て 音 が 薄く な る 曲 が な く な り 、 全 編 フ ワー ッ と し 
た 、 暖 か くし か も 厚め の 音 な の で 、 オ ー ケ スト ラ が ソリ ー ナ と 思しき キー ボー 
ド に 代わ っ た も の の 、 私 は この 3rd が 特に 気に入っ て いま す 。 減 法 荒らす 
か ? (斎藤 ) 
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サン ドロ ・ ジ ャ コッ は 778 年 に 来 日 し て いる が 、 そ の 後 は 勢い が 衰え て 
し まっ た 。 実 際 に 、 彼 の 魅力 は 頼り な げ な 歌い 方 に あっ た よう に 思わ れる 
が 、 ア ッ プ ・ テ ン ボ の 曲 を 手懸け る よう に な っ て 失敗 し た 。 こ の アル バム は 
73 年 に シン グル ・ デ ビュ ー し て 以来 、 し ば し ば ヒッ ト ・ チ ャ ー ト に 顔 を 由 し て 
いた 頃 の 最後 の 作品 。 通 算 4 枚 目 の アル バム で 、 以 後 は 叙情 が 失わ れ て 
いく 。 デ ビュ ー 盤 「Signora Mia」 あ た り で は ジェ ノヴァ 派 カ ンタ ウト ー レ の 
新 世代 の 歌手 と 思っ た が 、 こ の アル バム まで が 彼 の 個性 が 生か され て い 
る よう に 思う 。 パ バッ ク は ラディ ウス や マッ シモ ・ ル カ な ど 一 流 を 揃え 、 ア レン 
ジャ ー に は 歌 も の の 巨匠 ダニ ロ ・ ヴ ァ オ ナ が 起用 され て いる 。 

(Hiro Tanaka) 





(ANTONIO) SANGIULIANO 
Take Of 
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@RCA PL 31361 


電子 楽器 類 、 ピ アノ 、 ヴ ォ イ ス が 複雑 化 さ れ た シン フォ ニー を 奏で る 。 ス 
タイ ル は いわ ゆる 近代 的 な 管弦 楽 法 の モチ ー フ を 電子 的 に 処理 する と い 
う も の で ある 。 ピ エロ ・ リ ュ ネ ー ル に 近い 感性 を 持ち あわ せ て は いる が 、 決 
し て 似 て いる わけ で は な く 、 あ くま で 全体 の 「 感 じ 」 と し て で ある 。 的 確 な 表 
現 を する と すれ ば 「 後 期 ロ マン 派 の 叙情 を サウ ンド コラ ー ジ ュ と し て 電子 
的 処理 の も と に 新 解釈 する グル ー プ 」 と で も いえ る の だ ろう が これ で は た 
し て この 作品 の 持つ 特異 性 を 正確 に 伝え る こと が で きる の だ ろう か 。 壮 大 
な 空間 は ワー グ ナ ー か ら シ ェ ー ン ベル グ の 前 期 に 致 る 剃 那 的 な 叙情 に 
満ち 満 る あて いる 。 サ ンジ ュ リ アー ノ は イタ リア と いう 枠 を 越え た 一 つの 偉大 
な 感性 の 塊 で ある 。 ア ドリ アノ ・ モ ン テ ド ゥ ー ロ の プロ デュ ー ス 。 (山崎 ) 





SARO OSENTINO 
Sar0 Osentin0 
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殺し Ottava 50 7904321 


@ 





'80 年 代 後半 の 新興 レー ベル 、 ロ ッ タ ヴァ の クォリティ の 高 さ を 認識 させ 
て くれ る シン ガー 作 。4 曲 入り の ミニ ・ ア ル バ ム な の が 、 な ん と も も っ た いな 
い 。 少 し プロ グラ ミン グ さ れ た キー ボー ド ・ ト ー ン の 出 方 が 画 一 的 で 味気 な 
いも の の 、 弦 楽 四重奏 十 kbd、 そ し て サッ クス の 参加 が 生 ぬ る さ の な い 情 
緒 豊 か な 流れ を つく り 、 コ ク を 感じ させ る 。'80 年 代 の パッ ティ アー ト が と っ た 
ポッ プ ・ ア プロ ー チ を 一 歩 発展 させ た サウ ンド と も 言え る か も し れ な い 。 バ 
ッ テ ィ アー ト も ちょ うど この 頃 に 、 デ ィ ジ タル な ビー ト 感 や イタ リア ン ・ ポ ッ プ ス 
( 歌 ) の シフ ト を 提示 し 終え 、 洗 練 さ れ た 音楽 性 を 更に 歌い 込み 始め て い 
る こと か ら 、 コ セン ティ ー ノ の 同調 が うか が える 。 ロ ッ タ ヴァ は EMI 傘下 で バ 
ッ テ ィ アー ト ・ フ ァ ミ リー 色 が 強い 。 (松本 ) 





SERGl0 ENDRIG0O 


Nuove Canzoni amore 


@Cetra LPB 35038 
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@) 





パカ ロフ の 協力 を 全面 的 に 得 て こ 作 られ た アル バム 。 美 し い モ ザイ ク の 
ジャ ケッ ト の 中 身 は 、 ほ と ん どの 曲 に 配 さ れ た パカ ロフ の オー ケス トレ ー シ 
ョ ン を バッ ク に エン ドリ ゴ が 淡々 と 歌っ て ゆく も の 。 中 に は 所 講 イ タリ アン 歌 
謡 と いっ た 風情 の も の も 数 曲 あ る が 、 中 で も ショ パン の ピア ノ 曲 を アレ ンジ 
し た A⑤) や 、 コ ンチ ェ ル ト グ ロ ッ ソ 張り の スト リン グ ス が 胸 を 打つ B① あ た り 
が 、 我 々 か ら 見 た この アル バム の ハイ ライ ト か 、 し か し ロッ ク と いう カテ ゴリ 
ー の 中 で 聴け る アル バム で は な いこ と は 確か で 、 長 い カ ン ツ ォ ー ネ の 歴史 
の 中 で の 1 枚 と し て と ら え る べき で あろ う 。 ジ ャ ン ・ ム ジー の 名 前 も 見 る こと 
が 出来 る 。 (木下 ) 
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Elisa Elisa E Are 6anmzomi amore 
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71 年 の 彼 の アル バム 「Nuove Canzoni d'amore」 を 母体 と し て 、 曲 順 
の 入れ 替え と 数 曲 の 新曲 を プラ ス し ジャ ケ 違 いで 作ら れ た も の で ある 。 イ 
タリ ア の 歌 物 レコ ー ド に は 時 々 こう し た 形 が 見 うけ られ る 。 イ タリ ア 式 セ ー 
ルス の 手段 な の で あろ うか 。 し か し 本 作 は 母体 と な っ た 作 よ り も 数 段 上 の 
ラン ク に 仕上 げ ら れ た 。 ア レン ジャ ー は 奇才 パカ ロフ 。 そ れ だ け で も いか に 
クラ シカ ル で 素敵 な も の で ある こと が 想像 で きる で あろ う 。 最 大 の 聴き も の 
タイ トル 曲 ^Elisa Elisa” 当 時 の イタ リア の ほのぼの と し た よき 時 代 、 真 夏 
の 熱き 青春 を 想わ せる 名 曲 と 言え る だ ろう 。 そ れ に し て も この 曲 何 度 Elisa 
と 呼ぶ の か 。 激 し い 恋 の 表現 、 こ れ も イ タリ ア 式 恋 の 手段 で ある こと は 言う 
まで も な い だ ろ う 。 (井波 ) 








ergio Ear igo/ の ma ngi Art SERGIU ENERIG0U 
Donna Mal DAfrica 
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エン ドリ ゴ は パオ ー リ を 中 心 と する ジェ ノヴァ 派 カ ンタ ウト ー レ の 中 で は 
少し 遅れ て 注目 され る こと に な る 。 デ ビュ ー は '60 年 の `Bolle Di Sapone* 
と いう 曲 。 こ の シン グル で イタ リア の シナ トラ と 呼ば れる よう に な っ た 。 彼 の 
曲 が よ く 知 られ る よう に な っ た の は 70 年 代 前 半 の チェ トラ 時 代 。 サ ン レ モ 
で 優勝 し た '71 年 前 後 は カン タウ トー レ と し て 最も 充実 し て いた 時 期 で 、 ア 
ル バ ム で は パカ ロフ な ども 関わ っ て いる 。 さ て 、 こ の アル バム は 彼 の 情報 
が な か な か 伝わら な か っ た 頃 、 ヴ ァ ノ ー ニ の レー ベル 、 ヴ ァ ニ ラ か ら 発 表 さ 
れ た も の 。 元 レア ー レ ・ ア カ デ ミ ア の トロ イア ー ニ が アレ ンジ ャ ー、 キ ー ボ ー 
ダー と し て 活躍 し 、 彼 の 美しい ピア ノ が エン ドリ ゴ の 歌声 を 引き 立て て い 
る 。 (Hiro Tanaka) 
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E La Mia Mente ? 

"73 

人 @Ariston ARLP 12102 


(@ 








Simon Luca3 枚 目 に し て 最高 の 1 枚 。"71 年 Victory か ら の 1st は Ninni 
Carucci、Stormy Six 等 の 参加 を 得 な が ら 、 ア コー ステ ィ ッ ク な 趣き が 強 
く 、 又 2nd は 、 パ ワ フ ル な ロッ ク に 終始 し プロ グレ ッ シ ヴ な 方 向 性 を 持ち 得 
な か っ た の だ が 、 こ の アル バム に 於 て 彼 の 才能 は 一 気 に 開花 す る 。 黒 っ ぽ 
い フ ィ ー リ ング の 彼 の ボー カル は より 和 柔軟 な 表現 力 を 身 に 付け 、 又 バッ ク 
を 務め る L'enorme Maria(Gigi Belloni, Ronnie Jackson, Flavio 
Cuffari, Claudio Bazzari 等 と いう 超 豪 華 な メン バー。) の 演奏 も 無駄 が 
無く アル バム 全体 を 引き 締め て いる 。 こ の 後 Ricordi, Spaghetti と レー ベ 
ル を 転々 と する が 、 さ 程 興味 を 惹く 出来 で は な い の が 残念 。 (鈴木 伸一 ) 


STEFANO PLGA 
SuSHiciOn 
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ステ ファ ー ノ ・ プ ル ガ の 名 を 知っ た の は 、 マ リオ ・ ラ ヴェ ッ ツ ィ の LP か ら だ 
っ た 。 優 秀 な 人 材 を 揃え て いる ラヴ ェ ッ ツィ が 、 サ ウン ド の 要 で ある キー ボ 
ー ド に 無名 らし き 新 人 を 抜 掘 し た の だ か ら 、 一 部 の ファ ン は プル ガ の 名 に 
注目 し て いた に ちがい ある まい 。 そ の 彼 の ソロ 第 1 作 は ラヴ ェ ッ ツィ の 協力 
を 得 て 、'79 年 に 発表 され た 。 イ タリ ア の 音楽 シー ン を 巻き 込ん だ プロ グレ 
ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 波 が 消え 去り 、 次 の 世代 に 当たる プル ガ に は 、 も は や 変 な 
わだかまり は 微塵 も 無い 。 元 気 は つら つと し た 彼 の 演奏 の 前 で は ラヴ ェ ッ 
ツィ も 、 ダ ッ ラ リオ も 、 ピ スコ ー ポ も 影 が 薄い 。 フ ァ ン キー な 曲 に は 驚く が 、 あ 
る 意味 で は ヴォ ー ロ 、 ラ ヴェ ッ ツ ィ の 継承 者 と も いえ よう 。 第 2 作 「Indio」 も 
同 傾向 。 (吉瀬 ) 





STEFANO TESTA 

Una Vita Una Balena Bianca E 
Altre 6ose 
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ペン トラ ・ デ ィ ・ パ ピン と 同じ Disco Piu レ ー ベ ル か ら リ リー ス さ れ た ステ 
ファ ー ノ ・ テ スタ と いう シン ガー の アル バム 。 歌 物 の 持つ 叙情 的 な 味わい と 
プロ グレ ッ シ ヴ な 緊張 感 が 良く 調和 し た 好 作 品 で ある 。 特 に 、 幻 想 的 な フ 
ルー ト の 調べ で 幕 を 開け る A① の 組曲 (オペ ラ に 題材 を 求め て いる ) は ア 
コー ステ ィ ッ ク な パー ト と 、 ス トリ ング ス 、 フ ルー ト 等 を 駆使 し た 動き の ある パ 
ー ト の コン トラ スト が 際立つ 秀作 で 、 最 も イタ リア 的 な タッ チ で 仕上 げ ら れ 
て いる 。 他 の ナン バー は 多少 、 歌 の 占め る 比重 が 大 きく な る が 魅力 的 な も 
の ば か り で 、 春 の うら ら か な 日 差し を 感じ きせ る 素朴 な 作風 、 叙 情 的 な スト 
リン グ ス や ac ギタ ー を バッ ク に 切々 と 歌い 上 げ る イタ リア 特有 の 手法 と 、2 
通り の 楽し み を 提供 し て くれ る 。 (江田 ) 


SUSY BELLUCGI 
Nel Paese Di Susy 
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トラ ッ ド ・ バ ンド CARTA CANTA の ヴォ ー カ リス ト 、 ス ー ジ ー・ ベ ルッ チ の 
ソロ ・ ア ル バ ム 。 ほ と ん どの 曲 は Fabrizio Federighi と の 共 作 に な っ て い 
る 。 童 話 の イラ スト も その まま に 、 内 容 の 方 も 子供 向け の 作品 を 思わ せる や 
さ し げ な も の だ 。 歌 詩 は イタ リア 語 だ が 、 い わ ゆ る イタ リア ン ・ メ ロディ と は 緑 
が な く 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター を 多用 し た フォ ー ク 色 が 強い 。 歌 が 語り や 
笑い 声 に な っ た り 、 オ ペラ の 真似 に な っ た り 、 と コミ カル に も な る 。 だ か ら 印 
象 と し て は 自作 自演 の 童話 集 と いっ た あたり か 。 聴 くに は 静か な フォ ー ク ・ 
タッ チ の 何 曲 か が 狙い 目 だ が 、 そ れ 以 前 に 、 こ の アル バム に は 演出 され た 
作風 を 感じ る 。 ア ルト ゥ ー ロ ・ ス タル テリ が ピア ノ で 参加 し て いる も の の あま 
り 関 係 な い 。 (松本 ) 








TERESA DE S10 

Villanelle Ponolaresche Del500 
'78 

@Philips 6323 069 








ナポリ を 代表 する 歌姫 、 テ レー ザ ・ デ ・ シ オ の "778 年 発表 の お そら く フ ァ ー 
スト アル バム 。MUSICANOVA の ファ ー ス ト と 同等 期 に 録音 され た 作品 で 
あり 、 同 グル ー プ の Engenio Bennato の 全曲 的 協力 に よっ て 製作 され て 
いる 。 ま る で MUSICANOVA の ハー ド な 部 分 の み を 凝 縮 し た よう な 壮絶 無 
比 な 作品 に 仕上 が っ て いる 。 そ れ に し て も 初期 テレ ー ザ の ボー カル は 本 当 
に 凄い 、 そ し て 熱い 。 和 熱 化し た 情念 の 塊 が 火 を 吹き な が ら リ スナ ー に 波 
状 攻 撃 を 仕掛 ける 、 と で も 言っ た ら よ い だ ろ うか 。 た だ し 泥 臭 さも 相当 に 強 
い の で 拒否 反応 を 示す 人 も 多い だ ろう 。 今 回 聞き 返し て みて 、'80 年 代 中 
期 の サベージ ・ ロ ー ズ に 近い 印象 を 持っ た 。 後 に ポッ プ 化す る な ん て まっ 
た く 信 じ ら れ な い 。 (川辺 ) 





TERESA DE SIO 
Africama 

'85 

@Philips 824 810-1 
@ 








これ が 確か ソロ 5 作 目 に な る と 思う の だ が 確証 は あり ませ ん 。 
MUNICANOVA や 初期 の ソロ で の トラ ディ ショ ナル で 情熱 的 な 彼女 と 比 
較 す る と 、 と て も 同じ 歌手 と は 思え な い 。 曲 想 が まる で 違う 。 全 編 ア ッ プ ・ テ 
ン ポ な リズ ム に 貫 か れ た 完全 な ポッ プス で あり 、 歌 声 も すっ か り 角 が 取れ 
て し まい 、 聞 き 手 は 180 度 視点 を 変え る 必要 が ある 。 ま あこ れ は これ で 大 正 
解 、 抜 群 の 歌唱 力 に 支え られ た ハイ セン ス の ポッ プス 、 こ れ 以 上 何 が 要 る 
と いう の か ? マ ティ ア ・ バ ザー ル と か アリ ー チ ェ あ た り を 引き 合い に 出す と 
理解 し や すい と 思う が 、 事 実 匹 英 す る 内 容 で ある 。 あ の プラ イア ン ・ イ ー ノ 
が 参加 し て 、 最 後 の 曲 で 遊ん で た りす る が 、 だ か ら と いっ て 大 し た 意味 は 
あり ませ ん 。 (川辺 ) 
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TERESA DE SIO 
Toledo E Regima 
'86 

@Philips 830 542-1 
( 


) 





ポッ プ 化 し て 久しい テレ ー ザ ・ デ ・ シ オ の ルー ツ 指 向 が 数 年 ぶり に 爆発 
し た 一 枚 。 今 世紀 前 半 に 書か れ た ナポリ の 歌曲 を 録音 し た も の と 聞く が 、 
この 息苦し い ほ どの 大 叙情 は いっ た い 何 な の か 。 初 期 の トラ ッ ド 路線 と も 
前 作 ま で の ポッ プ 路 線 と も 全く 異な る 。 ピ アノ と オー ケス トラ (アレ ンジ は ポ 
ー ル ・ バ ッ ク マ スタ ー) が 中 心 の ノスタルジック な 調べ に 乗っ て 、 テ レー ザ の 
まる で 水棲 生物 の よう に し な や か に 輩 く ボー カル は 、 気 味 悪い ほど に 優し 
< く 滑 ら か だ 。 彼 女 の 本道 か ら は や や 外れ る 作品 と 思う が 、'80 年 代 の シリ ア 
ス 系 の 歌 も の と し て は 、 カ チャ パリ ア の 2 枚 組 や 、 ア リー チェ の 「Melodie 
Passagere」 あ た り と 並ぶ 屈指 の 大 傑作 。 イ タリ アン ・ ロ ッ ク の 持つ 叙情 歌 
メロ の ルー ツ を 知る うえ で も 貴重 な 一 枚 。 (川辺 ) 


TERESA DE SIO 
Sindarella Suite 
'87 

@Polygram 834 301-1 


O 〇 Polygram 834 301-2 
@ 





前 作 で シリ アス な 新 境地 を 開拓 し た テレ ー ザ ・ デ ・ シ オ の LP2 枚 組 の 大 
作 。 再 び ポ ッ プ 路 線 に 舞い 戻っ て いる が 、 前 作 の 残り 香 的 部 分 も か な り 耳 
に 残る 。 曲 に よっ て メン バー、 ア レン ジャ ー 等 が 異な る が 、 エ ルン スト ・ ビ ピット 
リオ 、 ロ ベル ト ・ フ ィ ク ス と いっ た 以前 か ら の 仲間 、 さ ら に ポー ル ・ バ ッ ク マ ス 
ター、 イ ー ノ 等 も ヴ 顔 を 揃え 、 ソ ロ 活 動 の 集大成 的 な 内 容 と 言う 事 が で きる 。 
LP3 面 目 に は 7 つの パー ト か ら な る 16 分 ほど の 組曲 が 納め られ て いる が 。 
小曲 を コラ ー ジ ュ 的 に 組み 合わ せ た も の で あり 、 級 密 で 時 み 掛け る 展開 
な ど を 期待 し て は いけ な い 。 曲 が 収録 され て いる の は この 3 面目 まで で 、4 
面目 は 美しい 線画 の イラ スト が 彫り 込ま れ て いる と いう アナ ログ ・ フ ァ ン に 
は うれ し い ア イ テ ム 。 (川辺 ) 





THORH 

ThOr 

79 

@Delta Italiana ZPLDE 34054 


の) 





大 作 「Inferno」 以 来 7 年 、Metamorfosi の ヴォ ー カ リス ト Davide Spitareli 
が Mauro Pagani ら を ゲス ト に 迎え て ソロ 作品 、「Uomo Irrengolare」 を 
製作 し た 事 は 知ら れ て いる が 、 実 は 79 年 に もち ニッ ク ネ ー ム の Thor 名 義 で 
非常 に ポッ プ 色 の 強い 作品 を 発表 し て いる 。 冒 頭 か ら 弾 ける 様 な ピア ノ と 
ヴァ イオ リン に 乗せ て ^San Francisco.…" の リフ レイ ン 。 イ ンタ ー 指 向 の 強 
さと いう 点 で 「Uomo.…」 と は 決定 的 な 作風 の 違い を 見 せる 。 ホ ー ン 陣 の 
導入 も 活発 な が ら あ くま で も 歌 中 心 の 構成 。3、4 分 台 の 肩 の ら な い 小曲 
を 連ね た 標準 レベ ル の ポッ プア ル バ ム と 言え 、 彼 の 実力 を 知る ファ ン に と 
っ て は 緊迫 し た 展開 が 盛り 込ま れ て いな いと いう 点 で 物足りな さ が 残 る 。 

(江田 ) 


TITO SC6HIPA JR. 

Orfeo 9 

73 

信 Fonit LPX 16/17 

OFonit Cetra CDLP 427(2) 








Tito Schipa Jr. 主 演 の ポッ プ オ ペラ `^ORFEO 9* の 音楽 を 録音 し た も 
の 。 オ ペラ の 初演 は 1970 年 1 月 だ っ た 。 こ の アル バム は 、1971 年 秋 か ら 
1972 年 夏 に か け て レコ ー デ ング され た 。Tito Schipa Jr. 自 身 が 主役 (と 思 
う ) の Orfeo (オル フェ ウス ) を 演じ て いる 。 も ちろ ん アル バム で は Tito 以 外 
の 人 の ボー カル の 比重 も 高く 、 そ の 意味 で は この あと に 紹介 され て いる 二 
枚 の ソロ アル バム の 出来 に 比肩 で きる 物 で は な い 。 と は 言え Tito の あの 
独特 の 、 ち ょ っ と 杉 い を 帯び た 歌声 は 健在 で あり 、 あ の 声 で 切々 を 歌わ れ 
る と それ だ け で じ ー ん と 来 て し まう 人 に は や は り 欠 か せな い ア イ テ ム だ ろ 
う 。 オ ペラ の 宿命 か 、Tito の 避 を も っ と 聞き た い 、 と いう 人 に は や は り 残 念 
な 部 分 も 多い 。 ま た 、 全 体 を 通し た 印象 も ノロ ・ ア ル バ ム に 比べ る と い 。 

(野呂 ) 








TITO SCHIPA JR. 
lo Ed lo Solo 

74 

信 Fonit Cetra LPX 31 


@ 





ティ ト ・ ス キー パ ・ ジ ュ ニ ア は 773 年 に 発表 し た 2 枚 組 の ポッ プ オ ペラ ・ ア 
ル バ ム ^Orfeo*(Fonit Cetra :LPX 16/17) が 割 と 良く 知ら れ て お り 、 日 
本 で も 人 気 が あ る 様 だ が 、 翌 '74 年 に 同 レ ー ベ ル か ら リ リー ス さ れ た 本 作 
も その 叙情 的 な 内 容 が 高く 評価 され て いる 。 ア ル バ ム に は 770 年 か ら 73 年 
まで に 作ら れ た 曲 が 収 録 さ れ て お り 、B 面 は 組曲 編成 に な か っ て いる 。ac ギ 
ター を バッ ク に し た 、 独 特 の 語り か ける 様 な 歌唱 が た ま ら な い 魅 力 と な っ て 
お り 、 そ れ を ピア ノ 、 ス トリ ング ス 等 が 見 事 に 引き 立て て いる 。 ポ ッ プ な 面 は 
き 程 見 受け られ ず M. ペ ロ シ の 暗 さ と も 一 線 を 画 し た 、^ 感 傷 的 ? と も 言え 
る 音 作り が 支配 的 と な っ て お り 、 歌 物 の 中 で は チロ ・ ダ ミコ 等 と 並び 非常 
に アピ ー ル カカ の ある 作品 と な っ て いる 。79 年 、 ス ペ シ ャ ル 3000 シ リー ズ で 
再発 され て いる (Fonit Cetra : SFC218) 。 (江田 ) 





TITO SCHIPA JR. 

Concerto PerlUn Primo Amore 
"82 

信 Gattocicova LP 33604 


9 


KO) 








あの 名 作 ^lo Ed lo Solo* を 創り あげ た この 天才 アー ティ スト は 、 そ の 後 
"80 年 に 芳しく な い 3 枚 組 ポ ッ プ ・ オ ペラ ^Er Dom Pasquale' に 参画 。 そ の 
後 の 動向 を 知る 由 も 無く 新 録 音 な ど 思 いも よら な か っ た の だ が 、 こ の アル 
バム を 突如 発表 。A・B 面 通し て トー タル 性 が 感じ られ る が 、 と くに AG①、16 
分 を 超す 組曲 は 感動 的 な フレ ー ズ に 包ま れ た 傑作 で ある 。 又 、B① は 貴 
重 な ラ イヴ 録音 で し み じ み と 訴え か ける か の よう な 涙 の 名 曲 。 全 編 を 通じ 
て 往年 の 次 を 初 視 と させ 、 繊 細 に し て 緊張 感 を 伴う 劇 的 な 唱 法 は 、 今 も な 
お 神 の み に 成 せる 業 で ある 。'80 年 代 に 訟 て 群 を 抜い た アル バム で ある の 
は 勿論 の こと 、"70 年 代 の 名 作 と 同列 に 扱う べき 逸品 で ある 。 尚 、 パ ッ ク を 
務め る Horus と いう グル ー プ に つい て は 、 近 年 メロ ウ ・ レ コー ズ よ り CD が 
発売 され た 。 (鈴木 伸一 ) 
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TONI ESPOSITO 

Rosso Napoletam0 

74 

@Numero Uno DZLSN 55677 
(か 


@⑨ 














エス ポ シ ト は ノル マン 系 ナポリ っ 子 で ある 。 イ タリ ア で は 特に ピー ノ ・ ダ ニ 
エー レ と 共演 する よう に な っ て 以来 、 彼 と トゥ リオ ・ デ ・ ピ スコ ポ の 株 が 異常 
に 高い 。2 人 共 割 合 ど こ に で も 姿 を 現 わ す 人 だ が 、 も と も と 彼 は ソレ ン テ ィ 
と 仕事 を 始め た よう だ 。Rosso Napoletano、Processione Sul Mare、 
Gente Distratta、La Banda el Sole, Tamburo を 製作 し た 経歴 に は P . 
バッ クマ スタ ー、 ジ ジ ・ デ ・ リ エン ツ ォ 、 口 ベルト ・ フ ィ ッ クス 、 フ ラン チェ スコ ・* 
プル ー ノ ら の 協力 が も の を 言い 、 特 に 後者 3 人 ら と 共に テレ ー ザ ・ デ ・ シ オ 
の アル バム 作り に 参加 する 等 、 ナ ポリ ・ パ ワー の 一 端 を 担う 者 と し て 活躍 
の お と ろ え を 知ら ぬ パ ー カ ッ シ ョ ン ・ マ ン で ある 。 (岡本 ) 








TONY ESPOSITO 
La Banda el Sole 
78 

@Philips 6323 058 
〇 


@ 


オ パ ス ・ ア ヴァ ント 等 、 数 多く の 作品 に ゲス ト と し て 参加 し て いる パー カッ 
ショ ニス ト 、 ト ニー・ エ スポ ジッ ト の 5 枚 目 の アル バム 。 キ ー ボ ー ド 、 サ ックス 、 
マン ドリ ン 、 ベ ー ス 、 コ ン ガ ら と 共に 彼 が 作り 出し た サウ ンド は 明る く 輝 いて 
お り 、 正 に アル バム ・ タ イト ル の 「 太 陽 の バン ド 」 に よる 演奏 で ある 。 軽 い 乗 
り の テク ニカ ル な フュ ー ジ ョ ン と 言え な いこ と も な い が 、 ア メリ カ の も の と 明 
ら か に 異な る 紛 囲 気 を 持っ て お り 、 彼 の 出身 地 で ある ナポリ の 青い 空 と 海 
を イメ ー ジ させ る 音 作 り に な っ て いる 。 前 面 に は 出 て いな い が 、 エ スポ ジッ 
ト の 各種 パー カッ ショ ン は 中 々 凝っ た も の で 、 パ ー カ ッ シ ョ ニス ト と し て の 実 
力 と 才能 を 感じ させ る 。 実 力 派 ミ ュー ジ シ ャ ン に よる 味わい の ある 一 枚 。 

(賀川 ) 





TONY CARNEVALE 
RISOnamz6 
'91 


人 
〇 Artonica ARTCD 1/91 
@ 





元 RDM の キー ボー ダー、 ト ニー・ カ ルネ ヴァ ー レ の 作品 、 画 集 と CD が 
一 体 化し た 、 一 つの マル チ ・ メ ディ ア 的 な 試み で 創 ら れ た 作品 。 こ の 作品 
を 聴い て すぐ に 想起 し た の は サン ジュ リア ー ノ だ 。 こ の 作品 を 形成 し て い 
る エレ メン ト も サン ジュ リア ー ノ の それ を 良く 似 て いる 。 十 分 な 音楽 的 素養 
と 作曲 、 演 奏 、 録 音 を 含め た テク ノロ ジー の 完成 度 の 高 さ 。 そ し て 、 そ れ ら 
を 司 り 、 下 僕 と する 情熱 の 深 さ 。 時 に エロ ティ ッ ク に 、 時 と セン シテ ィ ブ に 展 
開 す る この 作品 に は 5 つの 小曲 と 20 分 に 及び 大 曲 が 収 め ら れ て いる 。 級 
密 に 構築 され た この 壮大 が シン フォ ニー は 、 か の マー ラー を も 想起 させ る 
よう な 雄大 な スケ ー ル を 持っ て いる 。 (山崎 ) 





TONY TEOLI 

Una Storia ii 0ggigiorno 
が が 

@Cubifi DM 071055 

(CD 


@ 


カラ フル な ジャ ケッ ト に 包ま れ た この アル バム を 聴く 度 に 、 若 々 し く 、 健 全 
な 感動 が 呼び 醒 ま され る 。 明 快 に し て 爽快 な ボー カル が 色彩 豊か な キー 
ボー ド の 音色 に 導 か れ 、 朗 ら か に 、 そ し て 清純 に 唄い 上 げ ら れる 様 は 、 例 
えば 、IL GIARDINO DEI SEMPLICI, POOH, ALUNNI DEL SOLE と い 
っ た ラブ ・ ロ ッ ク の 秀 れ た 作品 に も 匹敵 する も の だ 。 澄 み 切 っ た その サウ ン 
ド は 、 ほ の か な 感傷 を も 思い 出さ せな が ら 、 聴 く 度 毎 に 我々 の 胸 を 打つ 。 
作詩 ・ 作 曲 ・ ボ ポー カル は 勿論 の こと 、 ア レン ジ 、 ギ ター、 ム ー グ 更に は プロ 
デュ ー ス と 、 オ ー ケ スト レー ショ ン 以 外 全て 彼 自身 に 依る あ も の で 、 多 彩 な オ 
能 が 見 事 に 開花 し た アル パム で ある 。 (鈴木 伸一 ) 








TONY VERDE 
Tony Verde 

77 

@EMI 3C 064-18239 
の 

(@W) 





ジェ ー ン ・ ソ レン ティ 率い る サン ・ ジ ュ ス ト の ベー シス ト 、 ト ニー・ ヴ ェ ル デ 
の ソロ ・ ア ル バ ム 。 サ ン ・ ジ ュ ス ト か ら の 影響 を 感じ させ る 曲想 で ある 。 意 外 
な 人 間 が 参加 し て いる の で 書い て お こう 。 ロ ル ・ コ ックス ヒル ・ ホ ワイ ト ハ ウ 
ス の デヴィ ッ ド ・ ボ ウ ハ ウ ス 、 そ し て ヴィ ン セ ント ・ ク レー ン 、 元 ニュ ー ク リア ス 
の プ ブライ アン ・ ス ミス 等 。 い っ た いこ ん な 雑多 な ジャ ン ル の 人 間 が 参加 し て 
どん な 音 に な っ て いる の だ ろう と 首 を か し げ る 人 も いる だ ろう が 、 彼 等 は あ 
くま で サポ ー ト と し て バッ キン グ を 担当 し て いる の で 決し て 散漫 に な っ て は 
いな い 。 ほ と ん ど が イン スト ゥ ー ル メン タル ・ チ ュー ン で 、 浮 遊 感 の ある セッ 
ショ ン 的 な イメ ー ジ に 統一 され て いる 。 サ ン ・ ジ ュ ス ト で の トニ ー・ ヴ ェ ル デ 
の 役割 は 重要 で あっ た よう だ 。 (山崎 ) 








9lf occhi gi un bombino 


TOT0 TOROUATI 

古 Occhi Di Un Bamhino 
'73 

@RCA DPSL 10573 

@ 


キー ボー ド 奏 者 トト トト ルカ ー テ ィ の リー ダー アル バム 。 ロ ー ガ ン ・ ド ゥ ワイ 
ト 、 ク ラウ ディ オ ・ パ リョー ニ 、 ミ ー ナ 等 の 作品 に 質 の 高い ポッ プ ・ プ ログ レ 
が 聴か れ 、73 年 と いう 百花 りょう 乱 の 時 代 に 訟 て も 埋没 する こと な く 十 分 
な 自己 主張 を な し 得 た こと だ ろう 。 残 念 な が が ら プ ブー ム の 最盛 期 で さえ も 日 
本 の リス ナー と は 疎 速 で あっ た 。 ト ト の キー ボー ド ワ ー ク と 美しい オー ケス ト 
レー ショ ン を メイ ン に 、 曲 想 は 割 と 多岐 に 渡る 。 ク ラシン カル な スト リン グ ス か 
ら 突如 ロッ ク 調 の フレ ー ズ が 出 て 来 た か と 思う と 、 衰 革 た っ ぷり の 歌 か ら 
緩やか な バラ ー ド 調 の ナン バー へ 、 と いっ た 具合 だ が 、 ど の スタ イル の 曲 
も 円 塾 し た 演奏 と アレ ンジ で キメ 細か に 仕上 げ ら れ て いる 。 (江田 ) 
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60 年 代 後半 に RCA よ り ソ ロ デ ビ ュー し 後に Ricordi、Music 等 を 渡り 歩 
いた Ugolino の 代表 作 。 ハ ー ド で ポッ プ な 曲 も 含ま れ て は いる も の の 、 バ 
ラー ド 調 の 曲 、 プ ログ レッ シ プ な 展開 を 見 せる 曲 は 、 充 分 な 満足 感 を 得 ら 
れる 出来 で ある 。 一 風 変 っ た 歌唱 は 時 折 珍奇 な 印象 を 与え て し まう 場面 
も ある が 、 豊 か な 表現 力 を 備え た 歌手 で ある の は 確か で 、 バ パラ エ テ ィ ー に 
富ん だ 曲 を 難なく こなし て いる 。 ギ ター と ベー ス は Ronny Jackson、 キ ー 
ボー ド と ドラ ム ス は 何と あの Gianni D'All'aglio。 彼 は 作曲 、 ア レン ジ そ し 
て プロ デュ ー ス まで 受け 負っ て いる 。 特 に 彼 の 弾く キー ボー ド 類 、 取 り 分 け 
メロ トロ ン が この アル バム に 一 層 の 深み と 酷 を 与え て いる 。 (鈴木 伸一 ) 
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デビ ュー・ ア ル バ ム 。 ジ ャ ケッ ト の 構図 こそ 「 ヌ ー ト ピア 宣言 」 だ が 、 ト ー ン 
は その まま 次 作 「Natali」 に 通じ て 、 ア レン ジ も も ちろ ん ジャ ン ・ ピ エロ ・ レ ヴ 
ェ ル べり リ 、 そ し て 何より バル サモ の 歌 が 既に 有る 。 近 年 再び アル バム ・ リ リ 
ー ス し て 抜け た 歌声 を きか せ て くれ る 彼 だ が 、 初 期 の 頃 は 孤独 を 地 で 行く 
よう な 説得 力 が あっ た 。 と て も ナイ ー ヴ な 感性 を 歌声 に 託し 得る 人 だ か ら 、 
派手 な アレ ンジ で 泣き 落す こと な く 、 さ ら り と し た 中 に どこ か 寂し さ を 漂 よわ 
せる 、 そ うい う タ イプ の どちら か と いう と 玄人 好み の シン ガー だ っ た 。「 過 
去 ・ 現 在 ・ 未 来 」 と 名 づけ られ た この アル バム も その 傾向 が 出 て いて 、 作 を 
重ね て より 具体 化 され る 。 夜 の 静けさ に どこ まで も 浸 み 入っ て 止ま な い 
「Mai Piu'」 の 原点 が ある 。 (松本 ) 
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「Passato Presente E Futuro(Polydor 2448025A) 74」 に 続く (ウン ベ 
ルト ・ バ ル サ モ の 2nd。 ヒ ッ ト 曲 「 ナ タリ ー」(A① と B⑤ に テイ ク 違 いで 収録 さ 
れ て いる ) を メイ ン に し た 作品 で ある 。70 年 代 後半 以降 の 円 熟 期 に 至る 
以前 の 作品 で あり 、 彼 の 9 枚 の アル バム の 中 で も 最も セン チ メ ン タル な 内 
容 と な っ て いる 。 切 々 と 愛 を 歌い 上 げ る ナイ ー ヴ な ボー カル は 若き 日 の パ 
ル サ モ な ら で は の も の と 言え る 。 ジ ャ ン ・ ピ エロ ・ レ ベル ベリ の オー ケス トラ ・ 
アレ ンジ も 7 み で あり 、 曲 を より 一 層 魅 力 的 な も の と し て いる 。 本 作 以 後 、 
バル サモ は より 大 人 と カン タウ トー レ に 成長 し 、 そ の サウ ンド も 感情 を 内 に 
秘め た 洗練 され た も の と な っ て いく 。 (賀川 ) 
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'42 年 、 シ シリ ー は カッ ター ニャ 生ま れ の カン タウ トー レ 。'69 年 頃 か ら 作曲 
家 と し て 知ら れ 、 後 に 自ら も カン タウ トー レ と し て デビ ュ ウ 。'75 年 に サン ヴァ 
ン サ ン 夏 の フェ ステ ィ ヴ ァ ル 入賞 作品 ^ ナ タリ ー" が 有名 。 本 アル バム は 777 
年 の 作品 で 、 ナ タリ ー と 較べ る と 、 都 会 的 で 、 感 情 の 起伏 が な だ ら か に な 
り 、 悲 し み を 赤裸々 に 電 し み と し て 表現 し て し まわ な い 昇 華 さ れ た 人 生 観 
が し っ と り と し た スト リン グ ス を バッ ク に 表現 され る 好 作 品 で ある 。 僕 個人 と 
し て は この 作品 以降 の 彼 の スタ イル を 好む 。 以 後 一 年 に 一 枚 程 の 割合 で 
アル バム を リリ ー ス し て いた が 、 そ の 後 暫く 新作 の 発表 の 噂 を 聞か な か っ 
た 。 日 本 で も キン グ よ り 「 愛 を 置き 去り に し て 」 が リリ ー ス され た 。 こ の アル 
バム も 彼 の 持ち 味 を 生か すこ と に 成功 し た 素晴らし い 作品 で ある 。 こ の 作 
品 に 何 も 感 じ な い 方 に は バル サモ の 良さ は わか る まい 。 (山崎 ) 
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前 作 か ら 一 歩 抜 けた 感 の ある バル サモ の 歌 世界 は 、 今 作 も 続い て い 
る 。1 一 2 作 目 の ^ 歌 っ て し まう "ある 種 の 若 さ か ら す れ ば 、 こ れ は 彼 の 音楽 
の 成長 と 見 て いい の だ と 思う 。 も と も と 内 に 秘め る 情感 が な ん と も 酔わ せ 
て くれ る タイ プ の カン タウ トー レ だ っ た が 、 こ こ へ 来 て 、 更 に 彼 の オー プン な 、 
言い 方 を か えれ ば 、 余 裕 の ある 姿勢 が 音楽 / 歌 と し て 実 を 結ん で きた と い 
う 気 が する 。 ジ ャ ン ・ ピ エロ ・ レ ヴェ ル ベ べり リ の オー ケス トラ ・ ア レン ジ も と て も 
控え めで 、 表 面 的 に は 端々 と し て いる が 、 そ れ だ け に バル サモ の 多く を 語 
ら ず と も 伝え うる 情感 、 そ の 微妙 な 揺れ 、 香 り 立 つよ うな ニュ アン ス が よく 感 
じ ら れ る 。 歌 に ナイ ー ヴ さ 以 上 に 優し さ が 感 じ ら れ る の だ 。 そ し て と て も 静 
か だ 。 ゆ っ くり と 聴き た い 。 (松本 ) 
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ウン ベル ト ・ バ ル サ モ の 歌 は ファ ー ス ト 時 か ら 基 本 的 に 変化 し て いな い 。 
アレ ンジ と いう コス チュ ー ム が 時 代 の 流れ の 中 で ゆる や か な 変化 を みせ 
て いる だ け だ 。 そ うい う 意 味 で アル ン ニ ・ デ ル ・ ソ ー レ な ど と 共通 点 が ある 
か も し れ な い 。 こ の アル バム は 、 ア ル バ ム の カヴァ ー を みて も 感じ られ る 通 
り 、 夏 の イメ ー ジ の 作品 で ある 。 真 夏 に 海辺 で 寝そべっ て いる と 、 太 陽 の 光 
で 目 が くら み 、 隣 の 恋人 の 姿 も 光 に 包ま れ て 良く わか ら な い 。 そ ん な イメ ー 
ジ を カヴァ ー・ ア ー ト か ら は 感じ る 。 極 め て イタ リア らし い 夏 の 情熱 を 僕 は こ 
の アル バム か ら 感 じ る の だ 。 生 命 の 躍動 に 満ち た 、 力 強い 愛 の 歌 達 を 聴 
いて いる と 、 す ぎ さ っ た 思い 出 が 目 の 前 を よぎっ て いく 。 (山崎 ) 
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UMBERTO BALSAMO 
Mai Pi 

"82 

@@Fonit-Cetra LPX-107 
〇 


@ 








シチリア 島 カ ター ニャ 出身 の 彼 の 作品 は 、 全 て 地中海 の か お り を 感じ さ 
せ 、 叙 情 的 な 美 し さ と 都会 的 な セン ス が バラ ンス よく まとめ られ て いる 。 本 
アル バム は 、10 年 余 在籍 し て いた Polydor を 離れ 、Fonit Cetra に 移っ て 
発表 され た も の で ある 。 ア レン ジャ ー も Gien Reverberi に か わり 、Gian- 
franco Lombardi を むか え 、 オ ー ケ スト レー ショ ン の スケ ー ル は これ まで に 
な く 大 きく 素晴らし いも の で ある 。A①、A② は シン グル カッ ト さ れ た 彼 の 良 
さ が で て いる が 、B① と B③ の 曲 に も 奥行 き と 暖 か さあ ふれ る 彼 の 声 に 長 
い 間 活躍 し て きた カン タウ トー レ と し て の 円 地 を 感じ させ られ る 。「Natali」、 
大 ヒッ ト の 「L'Angelo Azzurro」 に つぐ 傑作 で ある 。 (山中 ) 
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"80 年 に リリ ー ス され た 作品 。 コ ンス タン ト に アル バム を 発表 し て きた バル 
サモ だ が 、 こ の アル バム は それ まで の アル バム と は ジャ ケッ ト の 印象 が や 
や 異な る 。 こ の マリ オ ・ コ ン ヴ ェ ル ティ ー ノ の 手 に よる ジャ ケッ ト を みて 、 バ パル 
サモ も 遂に ニュ ー・ ウ ェ イ ヴ 色 の ある アル バム を 制作 し た の か ? と 思っ た も 
の だ が 、 サ ウン ド の ほう は それ 程 変化 が ある わけ で は な く 、 従 来 通り の バ 
ル サ モ 節 が 聴け る 。 作 詞 / 作 曲 は バル サモ 自身 。 ア レン ジ は ポー ル ・ バ ッ 
クマ スタ ー。 キ ー ボ ー ド に は ピー ター・ ロ ビン ソン が 参加 し て いる 。 や や 、 イ タ 
リア 臭 が 薄らい だ か な と 思う の は 、 こ うい っ た 布陣 に よる 印象 も ある の か も 
し れ な い 。 (山崎 
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「Pianeti」 以 来 、 長 い 間 沈 黙 し て いた ウン ベル ト ・ バ ル サ モ が 本 当 に 久 
し ぶり に 発表 し た 作品 。 今 回 の プロ デュ ー ス は バル サモ 自身 が 担当 し て 
いる 。 ア レン ジ の 雰囲気 が 今日 風 の イ ディ オム で 形成 され て は いる が 、 そ 
れ 以 外 に 過去 の 作品 群 と 比べ て も さほど の 変化 は み ら れ まず バル サモ の 
ファ ン は 、 そ うい う 意 味 で は 安心 し て 聴く こと が で きる の で は な い だ ろ うか 。 
又 、 こ の アル バム に は 、^L'angelo Azzuro^Natali^Ball” 等 、 昔 の アル 
バム か ら セ レク ト さ れ た 名 曲 が リ レコ ー デ ィング され て お り 、 大 変 な つか し 
い 曲 が 再び 聴け る の は 嬉し い 。 (山崎 ) 
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本 作 を リリ ー ス し た ウェ スト レコ ー ド な ん て マイ ナー レー ベル 、 知 ら な い 。 
彼 は 60 年 代 か ら 活躍 する カン タウ トー レ 。 サ ビ で 聴か せる 、 歌 物 の 王道 を 
行く 作品 だ 。 曲 ご と の メリ ハリ が は っ きり し て いる の で 、 聴 いて て あき な い 。 
曲 も そう だ が 、 ア レン ジ の ビル ・ コ ン テ ィ も 一 役 買っ て いる 。 感 動 は 保証 され 
た よう な も の だ 。A① は 当時 ヒッ ト し た 曲 の よう だ 。A② の クラ シカ ル な オル 
ガン 、A③ の 静か な ピア ノ と オー ボ エ 、A④ の 流れ る よう な 展開 、A⑤ は ピア 
ノ の 転調 が お も し ろ い 。B① の オー ケス トラ 、B③ の ドラ マチ ッ ク な サビ 、B⑤ 
は ラス ト を 和 飾る や さ し い メロ ディ ー そ し て エン ディ ング 、 と 各 曲 それ ぞ れ 核 と 
な る 部 分 が ある 。 残 念 な の は 、 私 の 持っ て る 盤 の 状態 が あま り 良 く な いこ と 
7 (渡辺 一 己 ) 
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本 作 は 、 海 を テー マ に し た トー タル アル バム 。 派 手 さ は な い が 、 メ ロディ 
一 (培っ て きた 自分 の スタ イル ) を 大 切 に し て いる の が わか る 。 し か し 、 リ ズ 
ム と 女性 コー ラス が あま じ に オー ソ ド ッ クス な た め 、 イ ー ジ ー リ スニ ング っ ぱ ぽ 
く 聴 こえ て し まい 、 甘 過ぎ る と いう 印象 も 耕 め な い 。 そ れ を カバ ー し て いる の 
が 、 イ ンス ト と ボー カル を 交互 に 配 す る と いう 構成 で ある 。A① の 華 股 な オ 
ー プ ニン グ 、A③ の チェ ン バ ロ と フル ー ト 、B② の 哀 類 あ る ハー モニ カ の メ 
ロディ ー、A④ の オル ガン を 多用 し た 凝っ た 展開 、 と イン スト 曲 が 耳 に 残る 。 
特に B④ は 、 波 の 音 か ら ク ラ シ カ ル な オル ガン 、 ス トリ ング スシ ン セ と 女性 
スキ ャ ッ ト 、 オ ー ケ スト ラ 、 ま た は オル ガン と 展開 する 7 分 40 秒 の 曲 で 、 見 事 
と し か 言い よう が な い 。 (渡辺 ) 
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ウン ベル ト * ト ッ ツ ィ の プロ と し て の 歩み は 、 バ ッ テ ィ ステ ィ と の 出会い に 
始ま る 。 彼 の 口利き で ダー タ 、 ス トラ ー ナ ・ ノ ソチ エタ と グル ー プ 活動 を 経 、 ソ 
ング ライ ター と し て 頭角 を 現 わ し た トッ ツィ の 、 ソ ロ ・ デ ビュ ー 作 が この アル 
バム で ある 。 彼 は アレ ンジ や 雰囲気 より も 、 メ ロディ ー の 充実 に 徹底 し て こ 
だ わる タイ プ と 言え よう 。 多 く の 歌 手 が 本 作 中 の 曲 を グレ ー ド ・ ア ッ プ し た 
アレ ンジ で 歌い 、 ヒ ッ ト を 飛ば し て いる が 、 本 作 は いわ ば それ ら 名 曲 の オリ 
ジ ナ ル が 聴け る 貴重 ね レコ ー ド な の で ある 。 こ の 後 「E'Nell'aria.…Ti 
Amo」(77) 、「Tu」(78) 、「Gloria」('79) と 快調 に ヒッ ト 作 を 発表 、4th 中 の 
^Gloria” は 別 の 歌手 に よる ヴァ ー ジ ョ ン が 米 で 大 ヒッ ト ('82 年 )、 一 虫 名 を 
上 げ る 。 (吉田 ) 
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プロ グレ ッ シ ヴ な 名 作 「Donna Amante Mia」 か ら 2 年 後に 発表 され た 
3rd。 いき な り 目 一 杯 の 明る い 弾 けた サウ ンド が 飛び 出し て 来 て 、 面 喰っ て 
し まう が 、 こ の 突き 抜け た 感覚 は まさ に イタ リア な ら で は の 恐い も の 知ら ず 
で ある 。 思 わ ず 一 緒 に 「 へ いっ 、 そ 一 れ 」(Hei Sole-2 曲 目 の タイ トル ) と 品 
ずさん で 踊っ て し まい そう だ 。1 曲 目 か ら 3 曲目 に か け て の 切り 返し は 心 憎 
い ば か り で 、 プ ログ レ 感 覚 の 成せ する と ころ か 。 全 体 と し て は ふっ 切れ た 乗り 
の 良い ポッ プ ・ ア ル バ ム で ある 。 多 少 の 力 の 入り 過ぎ と も 思え る 歌唱 も 目 
立つ が 、 そ こ が イ タリ ア 人 気質 、 走 り 由 し た ら 止 まき ら な い 良 さ で も ある 。 
「Donna 一 」 に 通じ る 、 物 憂い 叙情 性 も 随所 に 散り ば め た セン ス の 良さ も 
捨て 難い 。 (高森 ) 


UMBERTO T0ZZI 
還 0ria 
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ヒッ ト 曲 Gloria” を 含む 4 作 目 。 乗 り の 良い ヒッ ト 性 の ある ポッ プ な 曲 と 、 
美しい オー ケス トラ を バッ ク に し っ と り と 歌い 上 げ る 曲 が 半 々 に 納め られ て 
いる 。 ト ッ ツ ィ の 物 愛 げ な ヴォ ー カ ル の 魅力 が 最大 限 に 発揮 され る の は や 
は り 後 者 で ある 。 初 期 の 頃 の 胸 の 締め 付け られ る よう な 切な さ は 薄れ た 
が 、 メ ロディ ・ ラ イン は 相 変 ら ず 訴 えて くる も の が ある 。 幾 分 アン ニュ イ な ②、 
クラ シカ ル な 味つけ の ⑥ あ た り は 佳 曲 で ある 。 も ちろ ん 、 こ の アル バム は 完 
全 に ポッ プス ・ ア ル バ ム な の で 、 プ ログ レ 的 な めく る めく 展開 は 期待 すべ く 
も な い が 、1st「Donna Amarte Mia」 が 気に入っ た 人 な ら ば 、 充 分 に 聴け 
る アル バム で ある 。 (高森 ) 





UMBERTO TO0ZZI 
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相 変 ら ず 快調 に ポッ プス 路線 を 走る トッ ツィ の 5 作 目 。③ の よう な か な り 
激しい ロッ ク 調 の 曲 も 納め られ て いて 気合 い が 有 宝 え る 。 そ れ ま で の オー ケ 
スト ラ に 替 っ て ソリ ー ナ 系 の スト リン グ ス や シン セ が 導入 され て いて 全体 的 
に 軽 め な 印象 を 受け る の は 、 時 代 の 流れ と し て いた し 方 な いと ころ が 、 そ 
れ に じっくり と 歌い 上 げ る 曲 が 1 曲 し か 納め られ て いな い の も 不満 が 残る 。 
ラス ト 曲 が 物 悲 し げ で 切々 と し た 情感 を た た えて いて 、 久 々 の 感動 も の か 
と 思い き や い き な り アッ プ ・ テ ン ポ に な っ て 肩 透 し 。 タ イト ル が ` 光 と 影 ? で 納 
得 し た よう な し な いよ うな 。 そ れ で も 、 一 プログレ ・ フ ァ ン と し て それ な り に 楽 
し め る アル バム で は ある 。 (高森 ) 


VITO PARADISO 
Noi Belli Noi Brutti 
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De De Lind 在 籍 時 か ら 、 そ の 渋く 虚無 的 な ボー カル が 、 個 人 的 に 非常 
に 好き で 、 ポ ボー カル ・ パ ー ト だ け を よく 聴い て いた も の だ っ た 。 こ の アル バム 
は そう し た 彼 の ボー カル の 魅力 が 余す 所 無く 披 湊 され た 名 作 で ある 。 ま る 
で 語り か け て いる か の よう な ポー カル が じわじわ と 感性 の 深奥 に 入り 込 
み 、 感 覚 を 麻痺 させ 、 得 も 言わ れ ぬ 感動 で 包み 込む 。Giorgio Baiocco, 
Ellade Bandini, Massimo Luca, Ares Tavolazzi 等 は 勿論 の こと 、 キ ー 
ボー ド 、 ア レン ジ を 担当 する Vince Tempera が 、 彼 の 持ち 味 を 殺す こと な 
く 、 非 常に 7 み な サポ ー ト で 盛り 立て て いる 。 次 作 「Per Lasciare Una 
Traccia」(80 年 ) は より 攻撃 的 な アプ ロー チ で 個人 的 に は 魅力 薄 。 

(鈴木 伸一 ) 
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元 デ ・ デ ・ リ ンド の ヴィ ト ・ パ ラディ ー ゾ は 、 グ ルー プ の 時 の イメ ー ジ は 泥 
くさ い へ ヴィ ー な イメ ー ジ で あっ た が 、 ソ リス ト に 転向 し て か ら は スタ イリ ッ シ 
ュ な 歌声 で 都会 的 な 雰囲気 へ と 変化 し た 。 時 代 の 求め る も の が 変化 し た 
の で あろ う 。 当然 の こと な が ら 、 こ の アル バム に は デ ・ デ ・ リ ンド の 面影 は な 
い が 、 シ ン ガ ー と し て の 力量 は 相当 な も の で 、 個 人 的 に は 彼 の 2 枚 の ソロ ・ 
アル バム は 評価 し て いる 。2 枚 の アル バム は それ 程 の 変化 は な く 、 ど ちら か 
1 枚 が 気 に 入 れ ば 、 も う 1 枚 も 入手 し て 間違い は な い だ ろ う 。 何 か 水 を 得 た 
魚の よう に 生き 生き と し た サウ ンド で 、 こ の 辺 は プロ デュ ー サ ー の 腕 で あろ 
うか 。 シ ャ ー プ な 印象 が 残る 。 (山崎 ) 





ZUCCHERO 
Zucchero 
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人 @Fonit Cetra LPX 33 
0) 





AUS メリ 


74 年 に フォ ニッ ト ・ チ ェ ト ラ よ り 本 アル バム を リリ ー ス し た この ツ ッ ケ ロ ( 砂 
糖 の 意 ) は 、 こ の LP に 関す る 限り 、 グ ルー プ と し て の 作品 で ある 。 い わ ゆ る 
ラヴ ・ ロ ッ ク 的 な 音 創り を し て いる が 、 美 し い メ ロディ ー・ ラ イン と それ を サポ 
ー ト する オー ケス トラ 、 ハ モン ド ・ オ ル ガ ン や フル ー ト 等 が か も し 出す サウ ン 
ド は 、 十 分 に 叙情 的 で あり 、 プ ログ レッ シ ヴ な 側面 も それ 程 多 く は な い が 感 
じ る こと が で きる 。 若 い 、 生 命 の 躍動 感 に 満ち 溢れ る 新鮮 な 音 を 聴く こと が 
で きる こと と 思う 。 録 音 の 仕方 も 、 当 時 の チェ トラ 独特 の は り の ある も の ( サ 
マデ ィ や プロ セッ ショ ン 等 に 通じ る ) で 、 そ れ が 魅力 の 一 つ に も な っ て いる 。 
演奏 力も 仲 々 の グル ー プ で ある 。 (山崎 ) 
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レア ー レ ・ ア カ デ ミ ア ・ デ ィ ・ ム ジ カ と 共演 する 3 年 前 の シン グル 。 フ ォ ー ク ・ 
ロッ ク を 吸収 し た か の よう な アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター の スタ イル か ら 漂い 出る 
カラ ー が 特徴 の カン タウ トー レ 。 そ の ルー ツ ら し き 曲調 は この シン グル の B 面 
に 追え る 。 曲 と し て は 段 然 A 面 に 譲る も の の 、 後 の 彼 を 解く 上 で は 興味 深 
い 。A 面 は オー ケス トラ を バッ ク に 彼 の カラ ー が 出 た ナン バー で 、 後 の 淡い 
感覚 か ら す れ ば 色 も 強く 、 少 し 暑苦しい 気 も する が 、 そ れ で も 晴れ や か な 印 
象 を 与え て くれ る 。 こ の 晴れ や か さ が 繊 細 さ を 増し 、 牧 歌 的 と 言わ れる あの 

レア ー レ ・ ア カ デ ミ ア ・ デ ィ ・ ム ジ カ と の 共 作 に 実 を 結ぶ と いう 気 が する 。 
(松本 ) 


ADRIANO MONTEDURO 
Piecole DOsi 
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74 年 に リリ ー ス され た レア ー レ ・ ア カ デ ミ ア ・ デ ィ ・ ム ジ カ と の 共演 盤 が 有 
名 な アド リア ノ ・ モ ン テ ド ゥ ー ロ だ が 、 プ ロ デ ュ ー ス 等 の 仕事 の 外 、'78 年 に も 
この シン グル を 人 知れ ず リ リー ス し て いた 。74 年 の アル バム 時 も アコ ー ス 
ティ ッ ク で 繊細 な 曲 を 聴か せ て くれ た が 、 そ の 感性 は に こ へ き て さら に 鋭角 化 
され た と いう 感 が 強い 。 イ タリ ア の か げ り を 表現 し た よう な な ん と も 物悲しい イ 
メー ジ の 作品 で 、 彼 の ナイ ー ヴ な 内 的 情景 が 静か に 挽き 出さ れる 秀作 で 
ある 。 陽 の 暮れ な ず む 町 の 風景 を 音 に 託し た よう な 感じ で 、 人 々 が 大 人 に な 
る 過程 で 忘れ さっ て いく あの 光 し いと も 美しい と も つか ぬ 孤 独 な や る せな さ を 
これ 程 明瞭 に 表現 で きた 作品 も 少な い 。 両 面 と も 素晴らし い 出 来 だ 。 

(山崎 ) 





ALAN SORRENTI 

Le Tue Radici 

Le Tue Radici (Strumentale) 
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4 作 目 以後 の ノ ソレ ン テ ィ は 別人 の よう だ 。 音 が 変っ た と いう 以前 に 人 が 変 
っ た と いう 気 すら する 。 こ の シン グル は 3 作 目 の 頃 の も の で 、 プ ログ レッ シ 
プ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に アピ ー ル する 時 期 の も の 、 シ ング ル と し て も 3 作 目 、 つ まり 
「Vorrei Incontrarti / Un Fiume Tranquillo」(EMI 3C 006 17852, ! 
72) 、「Una Luce Si Accende / A Te Che Dormi」(3C 006 17881, 73) 
(共に アル バム か ら の カッ ト ) に 続く も の で ある 。 幾 ら か は 小粒 に な か っ た と は 
言っ て も 、 ソ レン ティ の 広がり の ある 夢遊 病 的 音 世界 に 変り は な く 、kbd を 多 
用 し た イン スト 曲 の B 面 で は 、 よ り そ の カラ ー が 出 て いる 。 本 当 に 変っ た 音 世 
界 を 持つ 3 作 目 ま で の 彼 で ある 。 他 に 類 が な い 。 天 才 の 成せ る 事 と し か 言い 
よう が な い 。 (松本 ) 


ALBATROS 

Santamaria De Portugal 
La Mia Isola 
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アル バム 「Volo AZ 504」 が 以前 に この マー キー 紙上 で も 紹介 され た 
彼ら の シン グル 。B 面 の ナン パー が な か な か の も の で 紹介 する 。 彼 ら の サウ 
ンド は 、 正 直言 っ て プロ グレ ッ シ プ ・ ロ ッ ク と 言え る よう な も の で は な く 、 ラ プ ・ 
ロッ ク あ る い は イー ジー リス ニン グ に 近い も の と 言え る と は 思う が 、 メ ロディ 
ー ラ イン に は 時 と し て 印象 的 な 光る も の が 有る 。B 面 の ナン バー は 正 に イタ 
リア な ら で は の 佳 曲 。 例 えば 、 日 本 で も ちょ っ と し た ヒッ ト と な っ た CIRO D' 
AMMICCO 率 いる Daniel Sentacruz Ensemble`Soleado" 等 を 思い 起 
こさ せる 。 語 り が 入る の も いか に も イタ リア と 言え そう 。A 面 の ナン バー は 評価 
に 値 し な い 駄作 と だ け 言 っ て お こう 。 (杉原 ) 
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イレ ヴ ン ・ レ ー ベ ル に は 比較 的 地味 な タイ プ の アー ティ スト が 多く 、 ト ラッ 
ド 色 の 強い も の 、 牧 歌 的 な も の な ど に 興味 深い も の が ある 。 そ の ほとん ど は 
アル ド ・ パ ガー ニ と いう プロ デュ ー サ ー の 手 に よる も の で ある 。 恐らく パ ガ ー 
ニニ が この レー ベル の な か で 重要 な 役割 を 担っ て いた の だ ろう 。 そ の な か で 、 
当 シ ング ル は 770 年 代 に 入っ て か ら の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と 770 年 代 後 半 
の ポッ プ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ の 影響 を 受け た 異色 作 で ある 。 プ ロ デ ュ ー サ ー 
は パ ガ ー ニ で は な く 、 ニ コ ・ ア ネー ジ と いう 人 物 が あたっ て お り 、 彼 の 意向 が 
取り 入れ られ た も の な の だ ろう 。 グ ルー プ 名 は 、 ア ル バ ム だ が 、 今 の と ころ ア 
ル バ ム は 確認 され て いな い 。 (HIRO TANAKA) 





ALFRED TISOCC0O 
(BARRY-CAT SDUND) 
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アル フレ ッ ド ・ テ ィ ソ ッ コ の ソロ LP「Katharisis」 発 表 時 の シン グル 。A 面 
は LP 未 収録 で で 、 イ ンス トゥ ル メ ンタ ル 曲 。 彼 の 弾く 独特 の 音色 は ピア ノ に 、 
清らか な る 女性 スキ ャ ッ ト が 天上 か ら 携 き 、 フ ルー ト が アク セン ト を つけ る と 
いう クラ シカ ル な 曲 。 マ ネー ジャ ー の マリ オ ・ パ ンチ ェ ー ラ 日 く 、 感 情 の 放 人 逸 
と 共に ショ パン 風 と も いえ る ピア ニズム を 感じ させ て くれ る 曲 。 一 方 B 面 は 、 
LPA 面 ラス ト に 収録 され て いた 曲 だ が 、 こ の テイ ク で は 、 冒 頭 の 掛け 声 と 展 
開 部 を 中 心 に ボー カル を 被せ た も の と な っ て いる 。 こ ちら の 方 が メリ ハリ の 
効い た 内 容 と な が っ て いる 。 (高橋 ) 
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既成 の ポッ プス と は 、 少 し ちがっ た 風変わり な 音楽 を 作り だ す バ ッ テ ィ ア 
ー ト と 、 そ の パッ ティ アー ト に よっ て 、 ス ター シン ガー の 仲間 入り を 果たし た ア 
リー チェ と の 音 の デュ エッ ト ・ ナ ン バ ー。'84 年 の ユー ロ ・ フ ェ ス ティ バル の た 
め の 曲 で 、 コ ンピュータ ー・ プ ログ ラミ ング に よる 見 事 な エ レク トロ ニク ス ・ ポ 
ッ プ チュ ー ン 。 ア リー チェ の !'85 年 リリ ー ス の イタ リア ン ・ ポ ッ プ ス を 代表 する 
名 作 中 の 名 作 「Gioielll Rubati」 を ほう ふつ させ る 。 オ ー ケ スト レー ショ ン を 、 
バッ ク に 余裕 を 感じ は せる 二 人 の か け 合 い が き ける 。 曲 づく り に は 、 バ パッ ティ 
アー ト の 片腕 的 存在 の ジュ スト ・ ピ オ も 参加 し て いる 。 尚 B 面 は アリ ー チ ェ 作 
の 軽快 な イン スト ・ ナ ン バ ー。 こ の シン グル 、 ア リー チェ ・ フ ァ ン な ら ぜ ひ 持 っ 
て いた い 一 枚 で ある 。 ( 堤 野 ) 
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@ 


Durium レ ー ベ ル の シン グル に は 興味 深い も の が 多い が 、 こ の Alisei の 
シン グル も ジャ ケッ ト こ そ 窮 まり な く 平 凡 な も の の 、 内 容 に 関す る 限り ラヴ ・ ロ 
ッ ク の 水準 を 遥か に 超え て いる 。B 面 は に の 時 期 で は 考え られ な いく らい の 
プロ グレ 調 の イン トロ で 始ま り 、 正 に 往年 の イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 音 だ 。 め まぐ 
る し く 曲 想 が 変わ り 4 分 35 秒 が あっ と いう 間 に 終 っ て し まう 。 い か ん せん フェ 
ー ド アウ ト が 早 過 ぎる 。A 面 は いわ ゆる ジャ ルディ ー ノ ・ デ イ ・ セ ンプ リッ チ 調 
の ラブ ・ ロ ッ ク の 佳 曲 。 作 詞 ・ 作 曲 は C・Luca、F・Benenato で A 面 は は さら に 
Caldarella が 加わ っ て いる 。 (吉瀬 ) 





( 叶 ) ALISEI 

bresce Lerha Nasce II Sgle 
Piccola Amante Mia 
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@) 





CRESCE LERAA NASCE IL SOLB 


アリ セイ は 、 秀 れ た ラヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ を 数 多く 擁 し て いる ドゥ リウ ム ・ レ 
ー ベ ル の 中 堅 グ ルー プ だ 。1973 年 に デビ ュー し て 以来 、2 年 に 1 枚 の 割り 合 
いで 、 シ ング ル を 3 一 4 枚 と 、 シ ング ル ・ ナ ン バ パー を 寄せ 集め て 作ら れ た アル 
バム 1 枚 を 発表 し て いる 。 こ こ に 取り 上 げた 1979 年 に リリ ー ス され た シン グ 
ル は 、 彼 ら の ナン バー の 中 で も 群 を 抜い た 秀 曲 。 ス リリ ング で ドラ マチ ッ ク な 
曲 構 成 の 中 で 擦り 由 さ れる アナ ログ ・ シ ン セ や ヴォ イス ・ メ ロト ロン 、 フ ルー ト 
が 奥 に カッ コ 良 い 。 こ の 多彩 ・ 華 屋 さ は 、 イ タリ アン ・ プ ログ レ の 土壌 の 中 で 
し か 生ま れ な い ポ ッ プ ・ ア レン ジ で ある 。 な お 、 こ の ナン パー も アル バム に 収 
録 され て いる 。 (Numero Ueno) 





(中 |) ALLUMINOGENI 

LAlha Di Bremit 
Orizzonti Lnntani 

N 70 


MM PT sie2 


(@) 


イタ リア ン ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ム ー ヴ メン ト 最 初期 の グル ー プ で ある アル ミ 
ノ ジ ェ ニ は 、 キ ー ボ ー ダ ー の パト リッ ツィ オ ・ ア ルミ ニオ を 中 心 に 、 ギ ター と ド 
ラム ス と 言う 変則 的 な トリ オ 編 成 の グル ー プ で ある 。1970 年 に 本 シン グル 
で レコ ー ド ・ デ ビュ ー を 飾 り 、 商 業 的 に は ある 程度 の 成功 を 収め た 様 で あ 
る 。1970 年 と 言う こと も あり 、 本 格 的 な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド は 望 
め な い が 、 や や ポッ プ で は ある も の の 、 オ ル ガ ン を メイ ン に し た その サウ ンド 
は 、 当 時 と し て は 仲 々 意欲 的 で あっ た の で は な か ろう か 。 両 面 と も 曲 の ま と ま 
り は 良く 、 水 準 以 上 の 出来 で ある 。 た だ 、 ワ イル ド さ や 重量 感 に は 欠け る の 
で 、 全 体 的 に 少々 物足りな い 印 象 を 与え て し まう こと も 事実 で ある 。 (中 島 ) 








(Ll) ALLUMINOGENI 
imensi0ne Prima 
La Vita E LAmore 
70 

人 @Fonit SPF 31273 


\ ソ 





アル ミノ ジェ ニ の セカ ンド ・ シ ング ル 。 前 作 と 同様 に 、 パ トリ ッ ツ ィ オ ・ ア ルミ 
ニオ の オル ガン を 中 心 と し た や や ポッ プ な サウ ンド で ある が 、 前 作 に 比べ て 
ギタ ー の 比重 が 増し 、 全 体 的 に ハー ド で ドラ マチ ッ ク な プロ グレ ッ シ ヴ ロッ 
ク 色 の 濃い 仕上 が り と な っ て いる 。 全 盛 期 の イタ リア ン ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ 
ッ ク の 様 な スリ リン グ に 畳み 掛け る 展開 で は 無い が 、 両 面 と も ハー ド な イン ト 
ロ か ら 始 まり 、 ク ラ シ カ ル な 要 囲 気 の オ ル ガ ン を バッ ク に ヴォ ー カ ル が 歌い 
上 ば げ る 仲 々 の 佳 曲 で ある 。 特 に B 面 で は テク ニッ ク 的 に や や 見 劣り する も の 
の 、 ド ラマ チッ ク な 展開 を 織り 込み な が ら 曲 が 進 行 し て 行く 所 な ど 、 プ ログ レ 
ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に 十分 アピ ー ル する も の が ある 。 こ の 機会 に 再 認識 を 
促し た い 一 枚 で ある 。 (中 島 ) 








(Ll) ALLUMINOGENI 
Salo Un Attimo 
Psicosi 
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アル ミノ ジェ ニ は 、1970 年 一 1972 年 の 間 に ア ル バ ム 1 枚 、 シ ング ル 4 枚 を 
残し て いる が 、 唯 一 の アル バム が 凡 唐 な 出来 で あっ た た め 、 イ タリ アン ・ ロ 
ッ ク ・ フ ァ ン の 間 で は 低い 評価 に 甘んじ て いる 様 に 思わ れる 。 し か し な が ら シ 
ング ル は 、 い ずれ も や や ポッ プ で は ある も の の 、 オ ル ガ ン を 中 心 と し た 水準 
以上 の サウ ンド で あり 、 無 視 し て し まう に は 少々 惜しい 気 が す る 。 こ の サー ド ・ 
シン グル も 、 イ ン パ クト に や や 欠け る も の の 、 両 面 共 ま と まり の 良い ヴォ ー カ 
ルナ ン バ ー で ある 。 前 作 で 見 せ た ハ ー ド な 色合い は 後退 し 、 フ ァ ー ス ト ・ シ ン 
グル の 路線 に 立ち 戻っ て いる が 、B 面 で の スト リン グ ム の 導入 等 、 着 実に 
ヴォ ル テ ー ジ は 向上 し て いる 。 彼 ら の 代表 作 と 言え る シン グル で ある 。 

(中 島 ) 
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(中 |) ALLUMINOGENI 
Troglomem 
Costruendo AStronavi 
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アル ミノ ジェ ニ の 4 枚 目 の シン グル 。 従 来 の シン グル と は 少々 趣 に が 異 
な り 、A 面 は 映画 音楽 と し て 、B 面 は テレ ビ 番 組 用 と し て 作ら れ た 曲 で ある 。 
A 面 は コミ カル で や や 脳天 気 な ポッ プ ・ ナ ン バ ー で あり 、 何 ら 聴 くべ き 所 も 無 
い が 、B 面 は 彼ら の ナン バー の 中 で は トッ プク ラス の 佳 曲 で ある 。 相 変ら ちず 
の ポッ プ 色 が 顔 を 出す も の の 、 曲 調 が アッ プ ・ テ ン ポ か ら ス ロー・ テ ン ポ ヘ へ 
と 17 みな 展開 を 見 せ 、 オ ル ガ ン が 雰囲気 を 盛り 上 げ る 所 な ど 、 今 まで の サ 
ウン ド か ら 一 歩 抜け 出 た 感 が ある 。 こ の 後 、 グ ルー プ は アル バム 1 枚 を 発表 
(そこ か ら カ ッ ト の 片面 別 ア ー テ ィ ス ト の プロ モー ショ ン ・ シ ング ル も 有る ) し 
て 解散 、 リ ー ダ ー の パト リッ ツィ オ ・ ア ルミ ニオ は 、 ソ ロ ・ シ ング ル を 1 枚 発表 し 
て いる 。 (中 島 ) 


ALPHA CENTAURI 

Dai Trene ai 
Immagine Bianca 

70 
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アル ファ ・ ケ ンタ ウリ と いう 名 の バン ド に は 2 枚 の シン グル が ある 。 一 つ は 
この シン グル 、 そ し て も う 一 つ は 73 年 に Erre か ら 出 た 「Deserti Di Creta/ 
Stasera Che Si Fa」(RR 3060) だ が 、 ど う 聴 いて も 別 の バン ド に 聴こえ る 。 
わずか な クレ ジッ ト を 見 て も 一 切 重 な っ て いな い 。Erre の アル ファ ・ ケ ンタ ウリ 
は 中 性 的 な 甲高い ザ ヴォーカル と スト リン グ ス を フィ ー チ ャ ー し た 歌 物 バ ンド 、 
こち ら の 方 は オル ガン プラ ス ・ ロ ッ ク ふ う の 古 めか し い サ ウン ド に な っ て い 
る 。A 面 な ど は ビー ト ・ サ ウン ド の 亜流 の よう だ 。B 面 と も に '60 年 代 ふ う の オ ル 
ガン が 入っ て は いる が 、 あ まり ロッ ク ぽ さ を 感じ させ な い 。 ツ ェ ッ ペリ ン の コピ 
ー・ バ ンド だ っ た と いう 話 も 聞く 。 (松本 ) 





( 員 |) ALUNNI DEL SOLE 
Fantasia 

Fiori 

70 

@Liberty LIB 9063 
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アル ン ニ ・ デ ル ・ ソ ー レ (太陽 の 徒弟 と で も いう 意味 ) は 実に 息 の 長 い グ 
ルー プ で ある 。60 年 代 中 期 か ら 活動 を 続け 、 現 在 で も 活動 中 で ある か ら 、 
足 か け 20 年 近く も 活動 し て いる こと に な る 。 彼 等 の サウ ンド は 、 イ タリ ア を 象 
徴 す る と いっ て も 過言 で は な い 程 、 南 欧 の 哀 区 に 満ち て 悲し い 。 こ の シン グ 
ル は 彼 等 の LP デ ビュ ー 以 前 の も の で 、70 年 に リリ ー ス され た も の 。 最 初期 
の 叙情 と 初 々 し さ を 感じ いさ せ る サウ ンド で 、 パ オロ ・ モ レル リ を 中 心 と し た 彼 
等 独自 の サウ ンド は 既に 確立 され て いる 。A 面 は ファ ンタ ジア と いう 佳 曲 。B 
面 「 花 (Fiori) 」 は PA レー ベル より 後に リリ ー ス され る 2nd ア ル バ ム 「E Mi 
Manchi Tanto.…」 の 中 の 曲 だ が テイ ク も アレ ンジ も 全く 違う 。 ア ル バ ム の 
録音 より 若 さ を 感じ させ る 好 テ イク に 仕上 が っ て いる 。 (山崎 ) 


(gL|) ALUNI DEL SOLE 
Concerto 

Lamuilome 
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ーー デル ・ ソ ー レ 、 プ ロ ド ゥ トー リ ・ ア ソチ アー ティ 時 代 さ 中 の '73 年 、 ア ル バ 
ム で 言え ば 「E Mi Manchi Tanto」、 な の に な ぜ エ ッ レ か ら …? と 思え ば 、 や 
は り 2 曲 共 テ イク が 違う 。 と も に 上 記 ア ル バ ム 収録 の 曲 だ が 、 シ ング ル の テ 
イク は 明らか に それ 以前 の 録音 だ 。 ま る で ビー ト ・ ロ ッ ク 版 デル ・ ソ ー レ みた 
い に 曲 が は ね 気味 。 も し か する と 1st 以 前 の 録音 か も 。B 面 曲 は パレ ー ド か 
ら 出 た シン グル 「L'aquilone/Con L'aiuto Degli Dei」 と 同 テ イク 。 ア ル バ 
ム ・ テ イク の 柔 か さ は まだ な く 、 コ ー ラ ス 部 で は 女性 コー ラス が 加わ り 少し コミ 
カル に 聴こえ る 。A 面 の "Concerto' も 同 傾向 で アル バム ・ テ イク の つや や 
か さ は 出 て いな い 。 彼 等 の ルー ツ を 追え る 。 そ し て アル バム の 成長 ぶり も 同 
時 に 確認 で きる 。 (松本 ) 








ANNA E MANUELA 
Donna Per Meta 

Sono Le Sette Di Sera 
76 

@gUP 10001 
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そう か 、 と うと う ミ ー ナ も オ ザ ン ナ に 加入 | し た か 、 そ うだ ろう 、 そ うだ ろう 、 と 思 
っ て 聴く と 、 お も いっ きり は ず す 一 枚 。 ひ っ くり 返す と 、 な ん と イザ ベル ・ ア ジャ 
ー ニ が 二 人 も いる で は な いか 。 悪 い は ず が な い 。'76 年 と いう に は 洗練 され た 
音 だ が 、 二 人 の 声 を 活 す に は これ で 尚 よ い の で は な いか 。 両 面 と も 曲 に 変 
化 が あっ て 、 ス トリ ング ス は 入っ て いて も 薄 化粧 、 プ ロ デ ュ ー ス に Nuova 
Idea と 有 っ て 意味 不明 、 更 に ソフ ト ・ タ ッ チ な 流れ に 二 人 の 声 が 溶け 合う よ 
う で 、 と て も 落ち 着き の ある ヴォ ー カ ル 作 だ 。 過 度 な 転調 一 盛り 上 げ も な く 感 
情 移入 も し な い 、 が 、 地 味 な 中 に も イタ リア ン ・ メ ロディ が 消す ら と 色づく 。 そ 
れ 程 実力 が ある と も 思え な い が 、 他 に シン グル や アル バム が ある の な ら 是 
非 聴い て みた い 。 (松本 ) 





ANONIMA SOUND LTD 
lo Prendo Amore 
Cerchi 
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「Red Tape Machine」 の 前 年 に リリ ー ス され た アル バム 未収 シン グル 。 
「Red Tape Machine」 は 英語 で 歌わ れ て いた が 、 こ ちら は 伊 語 で イタ リア 
らし さあ る い は 叙情 的 な 面 で は アル バム 曲 を 和 伯 か に 凌 編 し て いる 。 特 に A 面 
^lo Prendo Amore” が 素晴らし く 、 覧 り を 帯び た ボー カル を メイ ン に ピア 
ノ 、 ギ ター、 オ ル ガ ン 等 が 澤 然 一 体 と な っ て 量 込 む 様 は 美しく 正 に 圧巻 の 
一 語 。Anonima Sound LTD の イメ ー ジ を 一 新 せ ざる を 得 な い 名 曲 で あ 
り 、 イ タリ ア の 数 有る LP 未 収 シン グル の 中 で も 、 届 指 の 名 品 で ある 。 

(鈴木 伸一 ) 











ANSELMO E (Ll) ANEMONI 
La Mente Mia 

LOrgamista 
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歌 物 、 と 言っ て 70 年 代 の 後半 に 多い オー ケス トレ ーション た っ ぷり の 
イプ で は な い 。'73 年 と いう 古 さ も ある と は 思う が 、 も っ と ロッ ク ・ バ ンド 寄り の 
内 容 だ 。A 面 で は ヴァ イオ リン が 、 ま た B 面 で は フル ー ト が 、 各 々 ポイ ント に な 
っ て いる 。 曲 と し て は A 面 の 方 が 出来 が よく 、 ア コ ・ ギ や ピア ノ が ヴォ ー カ ル ・ 
パー ト を サポ ー ト する 。 そ の アッ プ ・ テ ン ポ が 途切れ る と ヴァ イオ リン が ソロ を 
と る 。 と いっ た 曲 作 り に 工夫 が 感じ られ る 。 な ん と な く 抑 揚 の 少な い 曲調 や リ 
ズム の 走り か ら 、 ビ ー ト ・ サ ウン ド 、 ポ ッ プ ス 等 の 背景 が 見 え そ うな の だ が 、 
資料 / 情 報 と も 何 も な い 。 唯 一 の シン グル と な っ て いる が 。 (松本 ) 


ANTENATI 

II Momo ii Lucia 
Pialogo 
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アン テ ナ テ ィ と いう グル ー プ は 、1974 年 に TRIADE と 同じ CGD 傘 下 の 
DERBY レ ー ベ ル か ら 当 シン グル を 1 枚 リ リー ス し た の み で 消え て し まっ た 
超 マ イナ ー グ ルー プ だ 。A 面 の ナン パー は 平均 的 な カン タ ト ウ ー レ な の だ 
が 、B 面 の ナン バー に は 驚か され て し まう 。 デ ミニ ッシュ ・ コ ー ド を 多用 し た コ 
ー ド 進行 に に る アン ニュ イ な 歌 メ ロ の バッグ に 流れ る ソノ リー ナ の スト リン グ ス 
の 音色 に あれ っ と 思っ た ら 、 中 間 部 や エン ディ ング に 飛び 出し て くる 早い パ 
ッ セ ー ジ の クラ シカ ル な オル ガン ・ フ レー ズ ま で くる と ` こ れ っ て 、TRIADE じ 
ゃ な い の ?/ と 思わ ず 言い た く な っ て し まう 。TRIADE の キー ボー ド 奏 者 と の 
つなが り を 勝手 に 想い を 巡ら せる の は 皆さん に まかせ まし ょ う 。 と に か く 届 指 
の 名 曲 で れ (N.Ueno) 





ANTONELLO RONDI 
Dono Di Te 
Nostalgia 

@ATA ND 877 

O 
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この シン グル を 発表 し て いる レー ベル `ATA” は 、 こ れ ま で 発見 され た ア 
ル バ ム 数 枚 か ら 判断 し て 、 ラ ブ ・ ロ ッ ク 専 門 レ ー ベ ル と 言え そう で ある 。 そ ん 
な 中 で 、 こ の シン グル は 出色 の 出来 と 言え そう で ある 。 言 うま で も な く 〈 ラ ブ ・ ロ 
ッ ク サ ウン ド で は ある が 、 バ ッ ク に 大 幅 に オー ケス トラ を 配 し 起伏 に 富ん だ 
アレ ンジ は な か な か の も の で ある 。 イ ・ プ ー の 最盛 期 の クラ シカ ル な 味わい 
が ある 「 パ ル シ フ ァ ル 」「 ロ マン 組曲 」 当 時 の 最良 な サウ ンド が 思い 起こ され 
る 。 両 面 と も 出来 が 良く 、LP の 存在 が 気 に な か る と ころ で ある 。 (杉原 ) 
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アポ ロジ ア ・ ル ピ は 1970 年 一 77 年 まで 活動 し て いた グル ー プ で 、 か の 、 
1974 年 に ドリ ア ・ パ ン フ ィ リ で 行なわ れ た イタ リア 最大 の ロッ ク ・ フ ェ ス ティ バ 
ル に も 参加 し て いた グル ー プ で ある 。 こ の フェ ステ ィ バ ル 当 時 の 彼ら の サウ 
ンド は フル ー ト を フィ ー チ ャ ー し た デリ リウ ム や オ ザ ン ナ に 通じ る サウ ンド で あ 
り 、 一 部 の マニ ア か ら 注 目 され て いた が 、 こ の シン グル は 、 フ ルー ト 、 チ ェ ン 
バ ロ 、 オ ル ガ ン を フィ ー チ ャ ー し た 暖か 味 溢れ る 朗々 と し た スロ ー テ ン ポ の 
ナン バー で IMPRESSIONI に 近い サウ ンド と いっ た 所 。 ぜ ひと も アル バム 
制作 し て 欲し か っ た グル ー プ の 1 つ で あっ た 。 尚 、 彼 ら は 後に グル ー プ 名 を 
\LUPI* と 改め て 、 シ ング ル を 2 枚 、 リ リー ス し て いる 。 (Nmero Ueno) 
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A 面 は ライ ブ 盤 や デメ トリ オ の 追悼 2 枚 組 ラ イブ 盤 で 既に お 馴 じ み 、 左 翼 
思想 と 共鳴 し あっ て いた 頃 の ナン バー の スタ ジオ ・ テ イク で ある 。 筆 者 は こ 
の 手 の 思 想 に 全く 詳し く な く 、 ま た うろ 覚え で 申し 訳 な い が 、 原 曲 は 世界 史 で 
出 て 来 た 『 イ ンタ ー ナ ショ ナル (第 何 次 か な 知ら な い ぞ ) 』 の テー マ 曲 と 思わ 
れる (間違っ て いて も 刺し た りす る な よ //) 。 極 端 に アレ ンジ され た 圧倒 的 な 
パフ ォ ー マ ンス が 聴け る 。 入 手 困難 な 人 は 、80 年 に 出 た 廉価 盤 の クラ ンプ 
ス 復刻 シリ ー ズ 「Successo」(9279 594) が お 薦め 。 B 面 は 彼ら の ベス ト 
盤 に 収録 。 な お アレ ア に は 1st 時 に 出さ れ た シン グル が 1 枚 確認 され て お 
り (CRSNP 1701) 自由 へ の 叫び ツェ ッ ペ リン 号 の 崩壊 "が 収録 され 
て いる 。 (須藤 ) 
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プロ グレ ッ シ ヴ ・ サ イド か ら 見 た 場合 、 は っ きり 言っ て 余り 大 し た 事 の 無い 
の が この レー ベル PDU な の だ が 、 そ れ で も こん な 思わ せ ぶ りな シン グル に 
出会う こと も ある 。 多 分 別人 な の だ ろう けれ ど 、 そ の ボー カル は 余り に も 
Alvaro Fella (Jumbo) に 酷似 し 過ぎ て いる 。A 面 は ポッ プ 指 向 征 、 こ の ボ 
ー カ リス ト の 独壇場 で 思わ ず 聴 き 惚れ て し まう 。B 面 は 構成 の し っ と り と し た 
か な り プ ログ レッ シ ヴ な 作品 。 前 半 は 清らか な ボー カル で た お や か に 流れ 
る の だ が 後半 に 差し 掛か る や 否や 、 突 如 と し て あの ボー カル が 叫び 、 キ ー 
ボー ド の 高 鳴 り が それ に 続き 、 一 気 に 終局 へ と 流れ 込む 。Jumbo の 活動 
が 伝え られ て いな い 頃 だ け に か な り 気 に か る ボー カリ スト で あり グル ー プ 
で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
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77 年 に 発表 され 、Jumbo の Alvaro Fglla に 似 た ヴォ ー カ ル の 入っ た シ 
ング ル 「Soli Noi/Donna Straniera」 で ファ ン の 間 で は 有名 に な っ た 
Aries。 本 作 は 、 前 年 発表 シン グル の A 面 タイ プ の ラブ ・ ロ ッ ク だ 。 け っ し て 
Jumbo 張 り の ヴォ ー カ ル は 入っ て 無い が 、 女 性 ヴォ ー カ ル と の デュ オ ・ ヴ ォ 
ー カ ル が 良い 出来 の ラヴ ・ ロ ッ ク だ 。 イ ・ プ ー、 ジ ャ ルディ ー ノ 、 ボ ッ テ ガ と 聞 
き 終っ た ファ ン に 聞い て ほし い シ ング ル だ 。 適 度 な 甘 さ (これ が 重要 ) と し っ 
と り し た 構成 力 に 十分 に 満足 し て も ら え る だ ろう 。 ほ ら 秘 そ か に 笑み が 漏れ 
て いる 。 (長谷 部 ) 


ARMONIUM 

TI Desidero 

E Penso A Lei 

*80 

Baby Records BR 50210 














"80 年 Baby レ コー ド か ら の 1 枚 。 ジ ャ ケッ ト を 見 る と いい 年 し た お や じ が 写 
っ て いる の で いさ さか 心配 で あっ た が 、 内 容 の 方 は 極上 の ラブ ロッ ク // A 
面 は 甘 す ぎ な い オ ー ケ スト ラ を バッ ク に 晴れ や か な 気分 に させ て くれ る 好 ナ 
ン バ ー。 し か し 、 こ こ で は 日 面 だ 。 ク ロス する コー ラス と 、 ベ ー ト ヴェ ン の メ ヌ エ 
ッ ト を マイ ク ・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド 風 に プレ イ し た 間奏 が な か な か 印象 的 。 ほ 
ん と 、 い い 曲 だ よ 。 (木下 ) 
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ガラ ス の ハー プ と いう 名 の グル ー プ 。75 年 あたり か ら イ タリ ア で は メロ デ 
ィ ア ス な 曲 を 演奏 する グル ー プ が 次 々 と 誕生 し た 。 そ の 時 期 に サン レモ 音 
楽 祭 に 出場 し た 主 な グルー プ は 、EVA 2000、G MEN、KRISS & SAR- 
ATOGA、QUINTA FACCIA、VOLP| BLU、DANIEL SENTACRUZ、 
STRANA SOCIETA、PROFETI、NUOVA GENTE、SANTO CALIFOR.- 
NIA、 な ど で 、77 年 は HOMO SAPIENS、78 年 は MATIA BAZAR と グル ー 
プ が 2 年 続い て 優勝 し た 。 メ ロディ 重視 の ポッ プ ・ ロ ッ ク が 主流 に な っ た が 、 
メジ ャ ー に 浮上 で き な か っ た も の も 多く 、 当 グル ー プ も その 一 つ 。 当 時 は グ 
ルー プ が 過剰 に な っ て 複数 グル ー プ を 掛 持ち し て いた メン バー も いた 。 こ 
の シン グル の 作曲 陣 は ALISEI と 共通 し 、 後 に メイ ゾン ・ レ ー ベ ル か ら も 同 
じ 顔 ぶれ で ALISEI の シン グル も 出る 。 (Hiro) 
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録音 時 期 が 正確 に つか め な い が 、4th「Acquario」('83) 以後 で ある こと 
は 確か 。 も し か する と 5th「Children's Blues」('85) 以後 な の か も し れい 。 ア 
ル テ ィ ・ エ ・ メ ステ ィ エ リ に は これ 以前 に 2nd「Giro Di Valzer 一 」 か ら の シン 
グル ・ カ ッ ト 「Valzer Per Domani/Saper Sentire」(Cramps CRSNP 
1901、75) が ある が 、 当 然 、 本 シン グル の 方 は その 音 を 望む べく も な い 。 し か 
も いき な り リ ズム ・ ボ ックス に 軽い フュ ー ジ ョ ン ・ タ ッ チ と き て 、 キ リコ は 居る の 
か 、 と 不安 に な る 。B 面 に な る と 軽い タッ チ だ と は 言え 彼 の ドラ ミン グ が 聴け 
る 。 ま あ 、 ど ちら の 曲 も と り た て る よう な も の で も な い 。 政 情 不 安 極め た ニカ ラ 
グ ア 、 そ の 首都 マナ グ ア 。「Tit」 の 時 か ら の 硬派 ぶり を 感じ させ る タイ トル 
8 (松本 ) 
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"90 年 頃 に な っ て よう や く 〈 ア ル バ ム を 製作 し た アト ンズ の 何 年 も 以前 の シ 
ング ル 。80 年 代 の 前 半 と 言え ば 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク に と っ て 暗黒 時 代 だ っ た 
わけ だ が 、BARROCK、NOTTURNO CONCERTANTE、ARLEQUIN、 
PARCO NORD、LEVITATHAN 他 、 意 外 に 多く の バン ド が 既に 自主 テー 
プ 作 を リリ ー ス し て いた 。 そ ん な 中 で EUROPE と HUMAN EXPRESSION 
が な ん と か アル バム 製作 に こぎ つけ た 。 ア トン ズ は 埋もれ た 多く の 一 つ だ っ 
た と いう こと に な る 。 メ ン バ ー は 近年 の 4 人 に 加え 更に 4 人 が いて 計 8 名 。 両 
面 と も 素人 臭い 内 容 と は 言え 、 ポ ンプ ・ ロ ッ ク に 影響 を 受け た よう な シン フォ 
ニッ ク ・ ロ ッ ク を 演 っ て いる 。 70 年代 の イタ リア 色 は ほとん ど 継 いで いな い サ 
ウン ド だ 。 当 時 の 苦境 が 見 える 1 枚 の 資料 で ある 。 (松本 ) 
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イタ リア ン Basf と いえ ば Murple し か 紹介 され て いな いよ うだ が 、 そ の 手 の 
マニ ア に は 謎 めい た 魅力 を 持っ て いる 。 今 回 紹介 する この シン グル 、 ま ず ジ 
ャ ケッ ト が 良い 。 私 が も う 1 枚 持っ て いる 同じ Basf の Polifeno (こち ら は プラ 
ス ・ ロ ッ ク ) と 同じ 人 の 手 に よる も の だ ろう 。 音 の 方 も B 面 は アプ ラス ・ ロ ッ ク 風 
で 好み で は な い が 、A 面 の 「Passagio」 は 仲 々 の 秀 曲 で ある 。 イ タリ アン ・ ロ 
ッ ク に は 珍し く フ ルー ト が メイ ン を 取っ て お り 、 バ ッ ク に 美しい スト リン グ 系 シ 
ン セ が 流れ る 。 ラ ヴ ・ ロ ッ ク と 呼ぶ に は 、 へ ヴィ ー な 感じ で 、 改 め て イタ リア の 
層 の 深 さ を 思い 知ら され る 。 こ の レー ヴェ ル に は まだ 他 の シン グル が ある と 
思わ れる が 、 水 準 が 高い の で は な いか と 想像 され る 。 (吉瀬 ) 
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彼ら の デヴュー・ シ ング ル 。A 面 は 「Sirio 2222」 に 収録 。B 面 は 未収 で 
LP と 同じ 路線 の ハー ドロ ッ ク 。 こ の 曲 の イン スト ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン が `I| Re Del 
Castello" と いう タイ トル で 同名 の 編集 アル バム に 収録 され て いる 。 ま た この 
イン スト ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン が 当時 プロ モ で シン グル カッ ト さ れ た と の 噂 も ある 。 本 
作 及 び 「Sirio 2222」 で 曲 を 書い て いる Giacomo Simonelli は '69 年 以前 か 
ら '80 年 以 隆 も 活動 を 続け て いる シン ガー で リリ ー ス も 多数 あり 、 バ レッ ト の 
メン バー で は な か っ た の で は な いか と の 疑問 も 浮か ぶ 。 い ずれ に よ バ ンド 
は 、 後 に 参加 する ジャ ン ニ ・ レ オー ネ に よっ て その 音楽 的 傾向 を 決定 され 、 
この 時 期 の イタ リア で は 珍し か っ た 非 プ ログ レロ ッ ク ・ パ ンド は プロ グレ ・ バ 
ンド と し て 世に 知ら れる こと と な っ た 。 (森下 ) 
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バレ ッ ト ・ デ ィ ・ ブ ロン ゾ 、「Sirio 2222」 発 表 時 の 2nd シ ング ル 。A 面 は LP 
未収 録 曲 で SIRIO” の 曲調 と 同系 統 の 音 、 人 鋭い E・ ギ ター と A・ ギ ター の 
対比 を 生か し 、 ポ ッ プ な タイ トル フレ ー ズ が 印象 的 な 好 ナ ン バ ー。B 面 は 1st 
LP 中 唯一 シン フォ ニッ ク ・ フ ァ ン を 吟 ら せ た 名 曲 。 途 中 の チェ ン バ ロ が 半分 
カッ ト さ れ 、 最 後 の 弦 奏 も カッ ト さ れ て お り 残 念 。 現 在 に 至る まで 、 か な り の 線 
まで 解明 され て 来 た イ タリ アン ・ ロ ッ ク で ある が 、Gianni Leone フ ァ ン に と っ 
て は 、“Meditazione" は 、 や は り 彼 が 歌っ て いる も の と 信じ て 聴い て いた か 
っ た と 思っ て し まう 程 、 プ ログ レ ・ フ ァ ン を と りこ に する 曲 で ある 。 (高橋 ) 
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シン グル が 3 枚 確認 され て いる バレ ッ ト ・ デ ィ ・ ブ ロン ゾ 。1 枚 目 は 1st 
Sirio 2222 か ら の Neve Calda と LP 未 収 曲 Comincio'Per Gioco シ ング 
ル 。 ハ ー ド ・ ロ ッ ク で ある 。2 枚 目 は 両方 と も Sirio か ら の カッ ト 曲 で 、1st 時 の 
名 曲 「Meditazione」 が 収録 され て いる 。 (残念 な が ら 最 後 の リ リカ ル な 生 
楽器 に よる エン ディ ング が カッ ト さ れ て いる 。) そし て 本 作 が 3 枚 目 の シ ング 
ル 。 名 作 YS 時 の も の で 両面 共 未 収録 曲 。YS が 多少 ポッ プ に な る と いう よう 
な セン ス の 良い 作品 で 、 レ オ ・ ネ ロ の ヴォ ー カ ル が 絶妙 の 好 盤 で ある 。 往 年 
期 の パレ ッ ト ・ デ ィ ・ プ ロン ゾ の LP 未 収 作品 と し て その 価値 は 高い 。 ジ ャ ケ 
ッ ト は YS の ジャ ケッ ト と 同じ コス チュ ー ム を 着 た 彼 等 が 川辺 に た た ず む も の 
で これ 又 、 必 見 の 価値 あり 。 ( 今 ) 
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写真 は 同名 シン グル の プー ト 再 発 の も の で ある 。 ジ ャ ケ ・ ラ ベル 共に 原 
盤 と は 異 り 、 ジ ャ ケ 裏 に は 日 本 コロ ム ビ ア の YX7586 と ある が これ は 坂本 竜 
ーー の 千 の ナイ フ の 番号 。 ス リー ヴ 写 真 は 格好 良い し 日 本 盤 を 装っ て いる の 
も 面白 い が 音 質 は 良く な い 。 彼 ら の シン グル で は 他 に 、2nd か ら の プロ モカ 
ッ ト の 「Primo Incontro/Secondo Incontro」(Polydor72 AS176) 、 雑 誌 
RaRo の オマ ケ で 付い た 400 枚 限定 の 片面 シン グル 「Neve Calda」(ARC 
AN4193) 、 ア ル バ ム 「YS」 か ら あ っ ちこ っ ち を つま ん で 継ぎ 合わ せ た 、 上 異様 
な 展開 を 見 せる ジュ ー ク ボッ クス 用 プロ モ の 「YS」(Polydor'72 AS164) 
(この B 面 は フィ リッ プス の デミ ス ・ ル ソス //) 等 が ある が いずれ も ノー スリ ー 
ヴ で 内 容 も 一 応 他 で 聴け る も の で ある 。 (森下 ) 
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プロ グレ ・ フ ァ ン の 間 で 人 気 の あ る の は 、 こ の シン グル が 収録 され て いる 
「 春 の 歌 」 ま で で あろ う 。 両 面 と も LP 収 録 だ が 、 最 初 に 聴く と 思わ ず 「 あ れ 
っ ?」 と 言っ て し まう 、 シ ョ ー ト ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン 。 初 期 の 様 な 複雑 な アレ ンジ で は 
な く 、 ジ ャ コモ お じ さ ん の 歌 を 中 心 と し た アレ ンジ の 為 、 無 駄 を 省き 、LP で は 
少々 長 す ぎ た エ ン デ ィング を カッ ト 、 イ ント ロ も 短 か く され 、 か えっ て スッ キリ し 
完成 度 ア ッ プ と いう と ころ か 。 ジ ャ ケ の 方 は 、 フ ァ ン に は 不評 の 、 プ ー ル で ジ 
ャ コモ お じ さ ん が 子供 を 抱い て いる 写真 を 使用 し て いる が 、 一 枚 の シン グ 
ル と し て 者 える と 音 と ジャ ケ が 見 事 に マッ チン グ し て いる 。 又 、LP か ら 
「Niente/Sono La Bestin」、 の シン グル も ある が 、 共 に ショ ー ト ・ ヴ ァ ー ジ ョ 
ン で ある 。 (長谷 部 ) 
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バン コ は !'80 年 代 に 入る と リッ コル ディ を 離れ CBS に 移籍 し た が 、 音 楽 ま 
で 変わ っ て し まい ポッ プス を 演奏 する パン ド に な っ て し まっ た 。'80 年 代 に 5 枚 
の アル バム を 発表 し て いる が 、 ど れ も ポ ッ プ ス と いう 枠 の 中 で 考え れ ば 上 
質 な テク ニカ ル ・ ロ ッ ク と 言え る だ ろう 。A 面 は "サン レモ 音楽 祭 1985* に 参 
加 、 ス ター 部 門 22 組 中 15 位 だ っ た 曲 で L P 未収 曲 で ある 。 シ ン セ の アル 
ペ ジ オ で 始ま り 、 ジ ャ コモ お じ さ ん の 暖か い ヴ ォ ー カ ル が 優し (メロ ディ ー を 
奏で る ほのぼの と し た 曲調 で ある 。 尚 この 曲 に は 8 分 に も 及ぶ 12 イ ンチ ・ シ 
ング ル (CBS A12 6034) が 有る 。'80 年 代 後半 頃 か ら あ まり 音沙汰 が な か 
っ た が 、90 年 に 突如 復活 し サム ・ ム ー ア と の 共演 盤 や 1st & 2nd 
Album を 再 録 する 等 、 現 在 も 活発 に 活動 を 続け て いる 。 (片山 ) 





の 7 








\ lpite 上 emo ※ BELVE DENTRO 
Eh)Nihe】| Promaca Nera 
な 。 = | Suhito Domo 
9 2 70 

較 5 @First FR 5025 


〇 
KO) 








FIRST と いう レー ベル は 、'60 年 代 後半 一 70 年 代 初頭 に か け て 、 ビ ー 
ト & サ イサ 的 な グル ー プ の シン グル を 多数 発表 し た レー ベル で ある が 、 こ 
の ベル ヴェ ・ デ ント ロ 唯 一 の シン グル も 1970 年 に リリ ー ス され た も の 。 ガ レー 
ジ 風 な リヴ ァ ー ヴ に 包ま れ た 録音 は いか に も サイ ケ ・ グ ルー プ の 一 発 録音 
で ある が 、 ミ サ 風 な オル ガン を バッ ク に 歌い 上 げ る 前 半 パ ー ト か ら 一 変 し 
て 、 パ トカ ー の サイ レン や サイ ケ & プロ グレ まる 出し の ドラ ミン が くり 出さ れる 
中 、 攻 撃 的 な オル ガン と ギタ ー が うな り を 上 げ る 怒 攻 の エン ディ ング は 圧 
巻 / ア ー サ ー・ プ ラウ ンズ ・ キ ング ダム ・ カ ム の イタ リア 版 と いっ た この シン 
グル は 、 正 に イタ リア ン ・ プ ログ レ の 輝かしい ` 夜 明け "を 和 象 徴 し て いる 。70 
年 と いう 年 代 を 考え れ ば 屈指 の 1 枚 だ ろう 。 (N Ueno) 
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70 年 代 初期 の イタ リア で は プリ ティ ッシュ プロ グレ が 現地 以上 に 人 気 
が あり 、 そ の 影響 下 で 生ま れ た バンド 達 は 皆 プ ログ レ 指 向 で あり 、 ギ ター メ 
イン の スト レー ト な ハー ドロ ッ ク ア ル バ ム ば "69 年 の パレット の 「 シ リオ 2222」 
位 し か 思い 浮か ば な い 。 テ オレ ミ 、 プ ロ セ ッ シ ョ ン 、 カ ピ ト ロ ・ セ イ 、 フ レア 等 も 
ハー ド 系 だ が プロ グレ 色 が 全く 無い と は 言い 難い 。 ア トラ ンティー デ は イタ リ 
ア 人 だ が 活動 は ド ば イツ だ っ た し 。 プ ラッ クサ ウン ド は 例 に よっ て 向 の 資料 も 
無い バン ド だ が 本 シン グル で は 典型 的 な ABAB 形 式 の ハー ドロ ッ ク を 聴か 
せ て くれ る 。 共 に お と な し め だ が ギタ ー と オル ガン が ヴォ ー カ ル を 盛り 上 が っ 
て いる 。B 面 は イタ リア 演歌 組 の 泣き の 入っ た バラ ー ド で こち ら も 仲 々 の 出 
来 。LP が 見 つか れ ば 5 万 円 は 付く だ ろう 3 内容 。 (森下 ) 
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レア ー 盤 の 多い イタ リア ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 中 で も より 入手 が 困難 
な プロ ッ コ ・ メ ンタ ー レ で ある が 、 彼 等 は ティ タニ ア ・ レ ー ベ ル に アル バム 一 
枚 と シン グル ーー 枚 を 録音 し て いる 。 本 シン グル は 両面 と も LP 未 収録 曲 で 、 
サウ ンド は アル バム と 同じ よう な 清涼 感 の ある 良質 が な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 
で ある 。 決 し て 派手 き は な い が 、 イ タリ ア ら し い グ ルー プ で 、 そ の せい か 、 多 々 
イタ リア を 聴き 込ん だ マニ ア の 間 で は その 評価 は 高い 。A 面 は 生 ピ アノ や ア 
コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター に ヴォ ー カ ル が の る の どか な 曲 、B 面 も 同 タイ プ の メ 
ン バ パー だ が マイ ナー な 感じ の する 切々 と し た 曲 。 共 に 往年 の イタ リア の 息吹 
を 感じ させ る 好 ナ ン バ パー で ある 。 (山崎 ) 
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た お や か な メロ ディ ー・ ラ イン と 多種 の キー ボー ド 群 を 絶妙 に 使い こなし 
た 見 事 な 演奏 力 で 、 ト ッ プ ・ ク ラス の ボル テー ジ を 誇る 作品 を リリ ー ス し た 
ボッ テ ガ ・ デ ッ ラ ル テ 。 特 に 初期 2 枚 の LP は 素晴らし い 作 品 で ある 。 そ ん な 
彼 等 の シン グル は LP 未 収録 曲 が 多い 。 こ の シン グル は A 面 が 未収 で B 面 
は ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム か ら の イン スト ゥ ル メ ンタ ル ・ ナ ン バ ー。 他 に も 「Che 
Dolce Lei/Pastelli」(B 面 が 未収 ) 、「Bella Sarai/Resta Co Locchi 
Chiusi」( 両 面 未収 ) 等 、IP の ボル テー ジ と 同等 の 名 シン グル を 残し て い 
る 。 サ ラリ と 歌い 流し て いる 為 か 日 本 で の 評判 は まだ まだ 低い グル ー プ で あ 
る が 、 こ の 機会 に 再 評価 を 促し た い 。 イ タリ ア 人 の 持つ 叙情 と 素晴らし い 演 
奏 力 を か ね 備え 持つ グル ー プ 、 そ れ が ボッ テ ガ ・ デ ッ ラ ル テ で ある 。 (山崎 
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彼ら の 2 枚 目 の シ ング ル 。A 面 は 「Dentro」 か ら の カッ ト 。 名 曲 だ 。B 面 の 
「Pastelli」 は 、 ア ル バ ム 未収 の イン スト ゥ ル メ ンタ ル ・ ナ ン バ ー の と り た て 
て 、 大 騒ぎ する 程 の 作品 で は な い が 、 コ ミカ ル で 優し し あふ れる シン フォ ニッ 
ク な 小品 は 確か に ボッ テ ガ で ある 。 軽 い ウ ォ ー ミ ング アッ プ と 言っ た と ころ だ 
が 、 へ た な イー ジー リス ニン グ の 100 倍 は 感情 移入 出来 る 。 心 を 落ち つか せ 
て 「 さ あ 、 明 日 も が ん ば る ぞ ./」 と いっ た と ころ で すか 。 (木下 ) 
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9 枚 まで 確認 され て いる ボッ テ ガ の シン グル の 中 で も 、 両 面 未収 と いう こ 
と を 含め て は ず せ な い 1 枚 。 両 面 と も 「Dentro」 そ の も の で 、A 面 は 得意 の パ 
ター ン 、 静 か に 始ま り 優し く 盛り 上 っ て ゆく 典型 的 な ボッ テ ガ サ ウン ド 、B 面 も 
優し さき に 満ち た 切な く 静 か な 曲 で 地味 な 作品 で は ある が 、 つ ぼ を 押さ えた サ 
ウン ド は し っ か り と ボッ テ ガ し て いる 。 と ころ で 、 ボ ッ テ ガ を 語る 時 の 、 レ ノン or 
マッ カー トニ ー 論 は あま り に ナン セン ス で 、 グ ロ テ ス ク 。 人 生 の 哀 し さ を 分 っ 
て らっし ゃ ら な いと 見 た 。 (木下 ) 
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あの 3rd「L'Avventura」 発 表 の 翌年 の 作品 で あり な が ら 1st、2nd 期 の 
ボッ テ ガ サ ウン ド を 聞く こと が 出来 る 。 や は り 、3rd ア ル バ ム は レコ ー ド 会 社 
の 圧力 だ っ た の だ ろう か と 思わ せる 程 、 い つも の 優し さ に 満ち あふ れ た メロ 
ディ ー、 ハ ー モ ニー、 を 主体 と し た サウ ンド ・ ア ン サ ンプ ブル が 、 弱 冠 ア ッ プ テ 
ン ポ の リズ ム に の っ て 繰り 広げ られ る 。 こ の 後 、 ボ ポッ テ ガ ・ サ ウン ド は 2 度 と 復 
活 し な か っ た 。 ボ ッ テ ガ 最後 の 輝き が ここ に ある 。B 面 は 3rd か ら の カッ ト 。 

(木下 ) 
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"81 年 、EMI か ら の 、 そ し て 5 人 ボッ テ が 最後 の シン グル 。 タ イト ル 、 ジ ャ ケ 
ッ ト が 不安 を 誘う 。 ジ ャ ケッ ト の メン バー の 出 て 立ち と 比 す れ ば サウ ンド の 方 
は 印象 が 違う 。 こ れ は ゴス ペル で す な 。 メ ロディ ー と いい 、 ラ スト の 大 合唱 と 
いい 、 レ イ ・ チ ャ ー ル ズ が ピア ノ の 弾き 語り で 歌え ば 名 曲 と な か っ た か も し れ な 
い 。 な どど アホ な こと も 考え た く な る 。 こ れ を 最期 に フェ ルナ ンド 、 チ ュ ッ チ 脱 
退 。 そ うか 、 彼 が ボッ テ ガ だ っ た の か 。 正 し く ボ ッ テ ガ の 鎮魂 歌 B 面 は 3rd 
か ら の カッ ト 。 (木下 ) 
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"82 年 ポリ グラ ム 配 給 下 で の 、 お そら く 自 ら の レー ベル と 思わ れる 、 ボ ッ テ 
ィ ガ ・ デ ラル テ ・ レ コー ズ か ら の 唯一 の シン グル 。 扇 の 向う に 、 五 線 譜 と 音 
符 の か わい い レ ー ベ ル マ ー ク 。4 人 に な っ て の 最初 の 曲 で も あり 、 大 手 レ ー 
ベル を 離れ た 開放 感 と 、 意 気 込み を 感じ る 。 が っ ちり と まとまっ た 新しく 生ま 
れ 変 わっ た その サウ ンド は ボッ テ ガ で な けれ ば 、 と も 思わ せる が 後に 出る 4 
th アル バム を 少々 骨太 くし た 音 は 、 再 出発 に ふさ わし いも の だ っ た と 言え 
る 。 こ の 時 期 の アル バム も 聞き た か っ た 。 (木下 ) 
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お っ ? これ は ELO の 「 コ ー リ ング アメ リカ 」 だ ./ それ も ELO よ り 3 年 も 早 
い ぞ / 83 年 RCA か ら の シン グル 。B 面 も 軽快 な 曲 で 、 両 面 と も 所 詩 デ ジ タ 
ル ・ ポ ッ プ と いっ た と ころ か 。 ボ ッ テ ガ 史上 最強 の ポッ プ ・ シ ング ル と 言え よ 
う 。 し か し 、 こ の 後 ま た マイ ナー・ レ ー ベ ル へ 移る こと に な り 、 こ の 試み は 成功 
し な か っ た と 思わ れる 。 尚 、4th の ジャ ケ 違 い 、 曲 順 違 い の フ ィ ン ラ ンド 盤 に は 
この シン グル の A 面 曲 が 追加 収 録 さ っ れ ア ル バ ム の 中 で な か な か いい アク 
セン ト に な っ て いる 。 (木下 ) 
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一 部 の あい だ で ポッ テ ガ も どき と 呼ば れ て いた グル ー プ 。 よ く 知ら れ て い 
る ボッ テ ガ ・ デ ッ ラ ル テ に 似 た サウ ンド を 持ち 、 名 前 も ま ざ ら わし いた めで 、 彼 
ら の 個性 が 無視 され た 形 で 日 本 で 紹介 され て し まっ た 。 前 作 に あたる シン 
グル の 曲 が 、 演 奏 は 上 手 い と は 言え な い が 、 肌 の 色 を 気 に せ ず に 暮らす ユ 
ー ト ピア を 歌っ た 内 容 で 、 道 徳 心 あふ れる グル ー プ と いう 印象 だ っ た 。 当 シ 
ング ル は も っ と ロッ ク 風 に な っ て いる 。 コ ー ラ ス の VERONA FOLK を 従 が え 
て いて 、 サ ウン ド 面 で も 進歩 し て いる 。 カ ンタ ウト ー レ と し て も 知ら れる 作詞 作 
曲 家 の アン ドレ ア ・ ロ ・ ヴ ェ ッ キ ォ が 一 枚 絡 ん で いる た め に 、 そ れ ほ ど お 人 好 
し の 内 容 で は な く な っ た 。 ア レン ジ は エン リコ ・ イ ント ラ が 担当 。 

(HIRO TANAKA) 
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プル ー ノ ・ ラ ウツ ィ は イタ リア に は 珍し く プ ルー ス ・ フ ィ ー リ ング を 身 に つけ 
た シン ガー だ と 思う 。 だ か ら 余計 に 渋 さ が 目立つ 。 そ の 渋 さ で な ん と イル ・ ヴ 
ォ ー ロ の ナン バー が 貴 っ た の が 、 こ の シン グル だ 。A 面 の `Molecole* は ヴ 
ォ ー ロ の 1st ア ル バ ム に 収録 され た “| Canto Della Preistoria” の 副題 で 
も ある 。 思 い 浮か べ れ ば 、 こ の 曲 は アル バム 中 で も アコ ー ス ティ ッ ク 色 が 強 
く 、 弾 き 語 り タ イプ の 彼 に は 見 合っ て いる 。 ア レン ジ は レヴ ェ ル ベリ が 担当 。 
当然 、 原 曲 の 漂 よ う よ う な 透 明 感 あ る ムー ド は 消え て オー ソ ド ッ クス に 感じ ら 
れる 。 ヴォー ロ の 特性 を 確認 し な が ら 別 ヴ ァ ー ジ ョ ン を 楽し め る と いう お 得 
盤 。 む し ろ B 面 の 方 が ラウ ツィ らし さ が 出 て いる か 。 こ ちら は TV 番組 使用 の 
曲 の よう だ 。 (松本 ) 
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シン グル 5 作 目 。A 面 は オリ ジ ナ ル ・ ベ スト ・ ア ル バ ム 「Piccola Venere 
E Altri Successi」(CBS 69149) の トッ プ を 飾り 収録 され た 曲 、B 面 は 74 
年 発表 の 4th ア ル バ ム 「Amicizia E Amore」 で 10 分 に 渡り 異彩 を 放っ て 
いた 曲 の ショ ー ト ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン 、 お お よそ 歌 物 で は な い プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ 
ク ・ ナ ン バ パー。 イ ギリ ス 人 ギタ リス ト 、 デ イヴ ・ サ マー の ハー ド ・ ロ ッ ク ・ リ フ が 
バン ド に 与え る 影響 は 大 きく 、 こ うし て イタ リア ン ・ メ ロディ の 中 で 聴く と 色 合 
い の 違 い が よ く 見 える 。A 面 は 彼 の へ ヴィ な リフ で サビ を か た め な が ら オ ー 
ケス トラ と 共 調 する と いう カマ レオ ン テ ィ で し か な い 佳 曲 。 塗 り 込め られ る よう 

な 泣き メロ が 、 大 きく 盛り 上 が り を 見 せる 。 典 型 的 な イタ リア ン ・ メ ロディ だ 。 
(松本 ) 
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ラツィオ の 3rd 発表 後に 出さ れ た と 思わ れる 、 現 状 で は 確認 で きた 唯一 
の シン グル で ある 。A 面 は 3rd「Spirito Bono」 の A① だ が 、B 面 は アル バム 
未収 録 。 静 か に 始ま り リ ズム ・ セ クシ ョ ン で 盛 上 げ る いつ も の 手法 を 取っ て 
いる が 、 他 の アル バム で 2 つの ライ ブ バ ー ジ ョ ン を 聴く 事 が 可能 で ある 。 一 
つ は 76 年 の オム ニ バ スラ イプ ブ 「Parco Lambro」B①。 も う 1 つ は 、vo を クラ 
ラ ・ ム ル タ ス に 変え て 演奏 し た 77 年 東独 ライ ブ A② で ある 。 特 に 後者 の 出 
来 は 素 晴 し いく 、 ス タ ジ オ ・ テ イク の シン グル と 聴き 比べ る の も 面白 い 。 (須藤 ) 
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カビ トロ ・ ク イン ド 76 年 の 作品 。 生 の オー ケス トラ で は な く 、 ス トリ ング スシ 
ン セ で 押し 通し た その サウ ンド は 、 良 く 言え ば グレ ゴー ル の 感じ に 似 て いる 。 
いい メロ ディ ライ ン を 持っ て いな が ら も 、 パ バック の アレ ンジ が 薄っぺら く 持 ち 
味 を 生か し きれ て いな い 。 そ れ で も 甘口 の ラプ ロッ ク を 聴い た 後 で は 新鮮 に 
響く 。 お そら く <、 彼 ら は 所 謝 ラ ブロッ ク と は 異な る 方 向 を 目指 し て いた の で は 
な いか 。B 面 は どう で も い 妙 な ポッ プ ナ ン バ ー、 出 来れ ば ジャ ケッ ト の 女性 は 
仮面 を は ず し て いた だ きた か っ た 。 (木下 ) 
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カビ トロ ・ セ イ は イタ リア で 、「Cool Jerk/Please Please Please(Atco' 
70 90175) 、「M'innomoro Di Te/L'amavamo In Tre」(It71 ZT7015) 、 
そし て 本 作 の 3 枚 を 、 ス ペイ ン で 「M'innamoro 二 」 の スペ イン 語 が ヴァ ー ジ 
ョ ン 「Me Enamoro De Ti/Te Anabamos Tres」(RCA3-10664) 、 デ リリ 
ウム の カヴァ ー で し か も スペ イン 語 ヴ ァ ー ジ ョ ン の 「Jesahel/Te Quiero」 
(RCA'72 3-10713) の 2 枚 の 計 5 枚 の シン グル を 残し て いる 。 本 作 の A 面 は 
LP 収 録 だ が B 面 は 未収 で し か も LP の B 面 に 並べ て も 有珠 色 が な い 変 拍子 フ 
ルー ト が カッ コイ イ 名 曲 。 ス リー ヴ は LP と 同 デ ザイ ン だ が カラ ー で コレ クタ ー 
心 を くす ぐる 。2nd シ ング ル も へ ヴィ ー で 熱 苦 し い サ ウン ド で 傾向 は 違う が 内 
容 は 良い 。1st シ ング ル は 未 聴 だ が 期待 薄 。 (森下 ) 
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72 年 アリ ー チ ェ 若 き 日 の 思い 出 、 本 名 の カル ラビ ッ シ 名 義 で 発表 し た 
デビ ュー 作 。 さ す が に 現在 の 彼女 と くら べ て 唄い まわ し な ど 、 ま だ まだ 未 吾 な 
部 分 が 多く ある が 、 そ れ は それ で 若 々 し い は つら つと し た 魅力 に あふ れ て い 
る 。 何 回 聞い て も 飽き が こない の は 、 ま だ 変 な クセ が つい て いな いか ら か ? こ 
の シン グル より 3 年 後に デビ ュー アル バム を 発表 する 訳 だ が 、 わ ず か の 時 
の 間 に 数 段 の 進歩 を と を げ て いる の は や は り 彼 女 の 才 能 で あろ うか 。 第 22 回 
サン レモ 音楽 祭 の 入賞 で デビ ュー する と いっ た 所 は 、 現 在 、 私 が 愛 聴 し て 
いる LAURA PAUSINI(MMC AMCE-592) と 非常 に よく 似 て いる と 言う 事 
は LAURA PAUSINI も 将来 は アリ ー チ ェ の 様 な スタ ー 歌 手 に 育っ て いく の 
か 楽し み だ 。 ( 堤 野 ) 
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人 は 自分 が 好意 を よせ て いる も の に は 、 興 味 が わい て 、 未 来 より 過去 を 
探求 し た く な る 。 こ の 深層 心理 が ある か ら こ そ 今 、 こ の 本 が 存在 する の で あ 
っ て 、 そ の 気持 ちの 強い 者 が 多く の マニ ア 達 で ある 。 か くい う 私 も その 一 人 
な わけ で 、 ア リー チェ が 、1st ア ル バ ム 以前 に シン グル を 出し て いる と 、 知 っ 
た 時 か ら ミ ラノ の レコ ー ド フェ ア で 実物 を 手 に する まで の 間 、 ど ん な 曲 な の 
か ? と 、 想 い を は せ た の も 、 マ ニア な ら で は の 楽し み だ 。 話 を 本 作 に 戻 そ う 。 カ 
ル ラ ビッ シ 名 義 に よる 第 2 弾 、 前 作 より 約 7 カ月 の 間 に リ リー ス さ れ た 物 だ 
が 、 内 容 は さら に 明る く 、 オ ー ケ スト レイ ショ ン も 派手 で 、 日 本 で も 大 人 気 だ 
っ た カテ リー ナ ・ ヴ ァ レ ン テ 風 の 楽し げ な 中 に も 、 哀 革 の た だ よう イタ リア ン 
ポッ プス に 仕上 が っ て いる 。 ( 堤 野 ) 
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アリ ー チ ェ ・ ヴ ィ ス コン ティ は 775 年 に に BS より アル バム ・ デ ビュ ウ す る 以 
前 、 本 名 で ある カル ラ ・ ビ ッ シ 名 儀 で 3 枚 の シン グル を リリ ー ス し て いる 。 後 
に バッ ティ アー ト の 協力 の 基 で 個性 的 な 作風 へ と 至る こと に な る が 、 こ の カ 
ル ラ ・ ビ ッ シ 時 代 は アイ ドル 的 な 路線 を ね ら っ て いた よう で 、 特 に 極 だ っ た も 
の は 感じ られ な い が 、 歌 声 は 間違い な く 後 の アリ ー チ ェ に 通じ る も の で 、 バ パッ 
ティ アー ト / ア リー チェ 系 の ファ ン の 方 に は コレ クタ ー ズ ・ ア イ テ ム と し て 人 気 
が 出る だ ろう と 思う 。 こ の シン グル も 、 他 の 2 枚 と 曲 的 に は 大 差 な く 、 後 の ア 
ル バ ム の よう な バロック 的 な バッ ク は な く 、 平 均 的 な 出来 だ と 思う 。 (山崎 ) 
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張り の ある 上 声 が 一 本 調子 に 続く の で 随分 と オペ ラ ふ うに も 思う が 、 い ず 
れ に せよ 特徴 の ある ヴォ ー カ ル ・ ス タイ ル だ 。A 面 の 出来 は イタ リア ン ・ ロ ッ 
ク ・ フ ァ ン を 魅 き つけ る か も し れ な い 。 そ の 特徴 の ある ヴォ ー カ ル で 歌わ れる 
メロ ディ に は 、“ ラ ヴ ・ ロ ッ ク ” と いう より も 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク の 哀 乱 感 を 感じ 
る 。 サ ポー ト す る 荒い フル ー ト ・ ト ー ン や キー ボー ド の アク セン ト も その 要因 か 
も し れ な い 。AB 面 と も どこ か 古臭い 印象 を 受け る の も 、 例 えば メタ モル フォ シ 
の ダビ デ ・ ス ピタ レ リ の よう な 張り が 声 に ある か ら だ ろう 。 加 えて ドラ ム の 録 
斉 も それ ふう だ 。 歌 物 と 片付け る に は 、 お と な し く な い 力 強 さ が ある 。 (松本 ) 
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カル メン ・ ヴ ィ ラ ー ニ の 残し た シン グル は 単なる も カンツォーネ と 呼べ な い 
捨て 難い 魅力 が ある の で 紹介 し て お きた い 。 語 りか け て 来る ヴォ ー カ ル は 一 
瞬時 間 が 止 っ た 様 な 錯覚 を も た ら す 淡々 と し た 中 に も 、 バ パッ ク の 演奏 は 妙 
に ロッ ク 調 と いう か 、 プ ログ レ 調 と いう か 。 作 曲 も 担当 し て いる Gianni Mar- 
chetti の アレ ンジ ・ プ ロ デ ュ ー ス の 手腕 に よる と ころ が 大 きい 。B 面 は お な じ 
み Paollo Ormi の オー ケス トレ ーション が 聴け る し み じ み と し た 好 曲 。 美 声 
で は な い が 、 パ ティ ・ プ ラヴ ォ に 近い 独自 な 世界 を 持っ て いる 個性 派 と いえ 
よう 。 (吉瀬 ) 
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'92 年 に が か っ て よう や く 〈 く アル バム の リリ ー ス を 果たし た | Castello Di At- 
lante の 、 何 と 10 年 近く も 前 の シン グル 。 両 面 共 アル バム 収録 曲 だ が 、 勿 
諭 テイ ク 違 いで 、 そ の 原型 と も 言う べき 姿 を 見 せ て くれ る 。 そ の 江刺 と し た 演 
奏 は より テク ニカ ル で 熱気 を 帯び た 印象 が 強い 。 多 彩 な キー ボー ド 群 が 縦 
横 無尽 に 駆け 巡る ^Tirando Le Somme"、 艶 や か な パイ オリ ン が 大 活躍 
する ^Semplice, Ma.… Non Troppo" 共 に 洗練 され た 透明 感 溢れ る プロ 
グレ ッ シ プ な サウ ンド で 、 既 に か な り の ポテ ン シ ャ ル と 実力 を 備え て いた 事 
が 解る 。Aldo Bergamini, Massimo Di Lauro, Paolo Ferrarotti, Dino 
Fiore と いう ライ ン ・ ナ ッ プ で , Roberto Giordano の 名 は この 時 点 で は 見 る 
事 が 出来 無い 。 (鈴木 伸一 ) 
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「Primavera」 は 本 当 に いい LP で 青 盤 (これが ば っ と 見 黒 盤 な の だ が 光 
に 透 か す と ほのか に 青い と いう うさ ん くさ いも の ) ま で 買っ て し まう 程 で あさ 
て 、 こ の シン グル な の で す が 、 そ れ と は また 違っ た 良さ が ある 。 B 面 は ブラ イ 
アン ・ オ ー ガ ー で 有名 な アル ビ ノ ー ニ の アダ ー ジ ョ 。 冒 頭 タ 閑 マ ダム っ ぽ 
いう らぶ れ た 雰囲気 で 声 が な まめ か し いぶ ん ルネ ッ サ ンス より は 良い 出来 
ぐら い に し か 思わ な い が 中 盤 の くさ そう な セリ フ の 後に ミア マル ティ ー ニ と 並 
ぶ イ タリ ア の くの一 と し て の 本 領 を 発揮 。 い き な り オル ガン と 泣き の ギタ ー が 
スト リン グ ス を 交え て の た うち まわ る 狂乱 問 絶 の 展開 。 北 陸 の 荒海 で 見 た 
女 相 撲 を 思わ せる ド 根 性 シン フォ ニッ ク だ 。 (牧野 ) 
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「 プ リマ ベー ラ 」 を 聞き 、 カ ッ セ リ の ファ ン に な っ た 方 も 多い 方 だ ろう が 、 そ 
うい う 方 に お 薦め し た い シ ング ル 。 お そら く 両 面 他 LP 未 収 と 思わ れる が 、 
「 プ リマ ベー ラ 」 同 様 に オー ケス トラ が 大 々 的 に 使用 され る 。 同 年 に 発表 さ 
れ た カラ リー ナ ・ カ ッ セ リ 名 義 の LP は 他人 の カバ ー 曲 が 多 く 以 前 の ノリ の 
良い ポッ プス 歌手 と いう 感じ で ある が 、 こ の シン グル の 路線 が 発展 し 「 プ 
リマ ベー ラ 」 が 出来 上 る が 、「 プ リマ ベー ラ 」 の 評価 は イタ リア 本 国 で も 良く 
な か っ た 様 だ が 、 内 容 的 に は 皆さん が ご 存じ の よう な 素晴らし い の 一 言 に 
つき る 。 こ の シン グル も 、 そ の 「 プ リマ ベー ラ 」 に 一 歩も 引け を 取ら な いと 私 は 
思う 。 (長谷 部 ) 
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多く の アル バム を 残す カテ リー ナ ・ カ ッ セ ルリ だ が 、 ユ ー ロ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン 
に 最も アピ ー ル する 作品 は 、 バ ロッ ク 的 な オー ケス トレ イシ ョ ン を ほど こし た 
74 年 の 作品 「Primavera」 で あろ う 。 こ の シン グル は 「Primavera」 と ほぼ 
同時 期 に リリ ー ス され た も の で 、A 面 は アル バム 収録 曲 だ が 、B 面 が 、 な ん 
と アル バム の イメ ー ジ その まま の 曲想 の 未収 録 曲 な の で ある 。 あ の 、 終 始 、 
花 の 咲き みだれ る よう な 美しき の オー ケス トレ イシ ョ ン と の まま に カッ セル リ が 
歌う 曲 で 、 や は り 春 の イメ ー ジ の 強い 作品 で ある 。 春 の 生命 の 躍動 感 を 感 
じ る この みず みず し い 感 性 は 、 や は り イ タリ ア な ら で は の も の で 唯一 無比 の 
世界 だ 。 (山崎 ) 
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アル バム 未収 録 シ ン ゲ ダル 、 シ ング ル ・ オ ン リ ー の バン ド の も の 、 の 中 で は 
間違い な く ト ッ プ ・ ク ラス の 内 容 だ ろう 。 こ れ は 内 容 が ある 。 シ ング ル 用 の 曲 
と いう 感じ が し な い 。 資 料 / 情 報 は 皆無 。Maurizio Arcieri が 70 年 代 か ら 始 
め た カリ スマ (後に Krisma と 改名 ) と 関係 が ある の か な い の か 。 少 な く と も 
音楽 性 で の 関連 は な いよ うに 思え る が 。A 面 は フル ー ト を 全面 に 出し て 始ま 
り 、70 年 代 前 半 張 り の Kbd に いか に も イタ リア ン ・ ロ ッ ク ふ う の サ ビ を 持つ 
ヴォ ー カ ル が 来る 。ac-g も 雰囲気 が あっ て sax も 入る 。B 面 は sax、vo、kbd 
を 中 心 に し た へ ヴィ な 趣き 。AB 面 で の 傾向 の 違い か ら 幅 の ある 音楽 性 を 
持っ た パンド に 思え る 。 オ ザン ナ 系 の 音 が 浮か ぶ 。 レ ー ベ ル 名 も 聞い た こと 
も な い 。 本 当 に アル バム は な い の か 。 (松本 ) 





CHERUBINO E | CHERUBINI 
SignOr Uom0 
Era 60si.…(Prima) 














NON ep 

トラ いく @Philips 6025 074 
UOMO O 

cheruDInQoE し 

| CheruDbIni 


メロ トロ ン の 入っ た ポッ プ ・ グ ルー プ と し て Equipe84、Gens、G・Mem 等 
が ファ ン の 間 で は 人 気 が 高い 。 こ の Cherubino E | Cherubini も 1972 年 、 
プロ グレ ー 色 と な っ た イタ リア ン ロ ッ ク の 影響 を 受け 、 積 極 的 に 当時 の 最 
新 機材 、 メ ロト ロン や シン セ を 取り 入れ て いる 。 両 面 供 、 明 る め の 曲 調 の 
作 、 メ ロト ロン が 少々 浮い て いる と いっ た 感じ も ある が 、 曲 その も の は 十分 合 
格 点 を つけ られ る 。 曲 の アレ ンジ が も う 少 し 良けれ ば メジ ャ ー・ グ ルー プ に も 
成り えた か も し れ な い 。 グ ルー プ の 意気 込み が 伝っ て くる 好 盤 で ある 。 

(長谷 部 ) 


HETRO & 60 
Danze Della Sera 
Nottumo 

7 

@Parade PRC 5053 


@ 





Stanza Della Musica の Ettore De Carolis を リー ダー に 、Franco 
Coletta、Gianni Ripani に よる トリ オ 編成 の CHETRO&CO の この シン グル 
は 、 サ イケ デリ ッ ク か 浮遊 感 と イタ リア 独特 の 夢想 感 漂う 捨て 難い 作品 。 特 
に パ ゾ リー ニ の 詩 を 歌っ た Notturno" は Claudio Rocchi を 想起 させ る 沈 
ん だ 音色 と 払 か な 色彩 感 に 包ま れ た 、 当 時 と し て は 先鋭 的 な 秀 曲 。 イ タリ 
ア ・ ロ ッ ク の ルー ツ と 言っ て し まえ ば それ まで だ が 、 今 聴い て も 色 裾 せな いこ 
の 奮 囲 気 は 充分 魅力 的 だ 。 蛇 足 生 ら ジャ ケッ ト は 5 つ折 り で 幅 80cm を 超え 
る も の で 、 彼 等 の 意気 込み が ひし ひし と 伝わる 豪華 な 作り と な っ て いる 。 

(鈴木 伸一 ) 





CIRCUS 2000 

L0, La Strega(| Am The Witch) 
Pioggia Sottile(| Camt Believe) 
70 

@Rifi RFN NP 16424 

〇 


】 





ジェ ファ ー ソ ン ・ エ アプ レイ ン の 落と し 子 、 サ ー カ ス 2000 ほ ど イ タリ ア ら し く 
な い バ ンド も いな い 。 全 て の 乗り が 当時 の 西海 岸 を ん 向い て いて 、 ロ ッ ク が 舶 
来 物 だ っ た 視点 は 、 ま る で 昔 の 日 本 を 見 て いる よう だ 。 こ れ は デビ ュー・ シ ン 
グル に な る が 、 ア ル バ ム 「Circus 2000」 の テイ ク と は 違っ て イタ リア 語 ヴ ァ 
ー ジ ョ ン に な っ て いる 。 国 内 向け と いう こと な の だ ろう 。 ど ちら に し て も 曲 の 作 
り 方 が 輸入 物 な の で 、 あ まり 差 が な い 。 各 々 LP の AB 面 ト ッ プ に 収録 され て 
いた 。 曲 と し て は ^Lo, La Strega* の 方 が 面白 い 。 イ コラ イジ ング され た コー 
ラス 部 が アラ ブ / イ スラ ム ふ う の 雰 囲 気 を 持っ て いて 効果 的 だ 。 (松本 ) 








clRCUS 2000 

Regalami Un Sahato Sera 
Ho Regalato | Capelli 

71 

@Rifi RFN NP 16444 

@ 





こち ら は 翌年 71 年 の 2nd シ ング ル 。A 面 が 未収 録 曲 、B 面 は lst ア ル バ 
ム 中 の “Sun will Shine* の テイ ク 違 い 。A 面 は シル ヴァ ー ナ ・ ア リオ ッ タ の 
古めかしい ロッ ク ・ ヴ ォ ー カ ル を メイ ン に 飛ば す 。 と 言っ て も 素直 に ハー ド ・ ロ 
ッ ク に な ら ず 割 切れ な さ が 尾 を 引く 、 そ こ が 彼 等 らし い 。 そ の 筋 で は B 面 の 方 
が 具体 化し て いる か 。 翌 '72 年 の 2nd ア ル バ ム 中 の ロン グ ・ チ ュー ン を 予感 
させ る 。 多 分 、 当 時 の 新 録音 な の で は 。 特 に アル パム ・ テ イク の リズ ム の せ 
こさ が 取り 払わ れ て 曲 が 大 きく 見 える 。 尚 、 翌 772 年 に は 2nd ア ル バ ム 「An 
Escape」 が 出 て 、「Hey Man(Paroe 1)/(Parte 2)」(RFN NP 
16466) が 、 シ ング ル ・ カ ッ ト さ れ て いる 。 こ ちら は 曲 作り も 地 に つい た 感 が あ 
る 。 ジ ャ ケッ ト も 一 番 い い 。 (松本 ) 





ぞ の 6 








CIRO DAMMI66O 
CosiEra E CosiSia 
Autumn0 

"72 


@EMI 3C 006-17863 
0) 


⑳ 





1st ア ル バ ム と 同じ く 、 ダ リオ ・ バ ル ダ ン ・ ベ ン ボ の アレ ンジ に よる チロ ・ ダ 
ミコ ゴ 72 年 の シン グル 。 メ ロト ロン の 替わり に スト リン グ ス シ ン セ を 使い 、 あ く 
の 強 さ を や わら い だ 分 アル バム の 曲 よ り 聴き 易く な っ て いる 。 し か し 、 チ ロ ・ ダ 
ミコ 本 人 の 歌 は 相変わらず 熱 の こも っ た も の で 、 ボ ル テ ー ジ は 同 レ ベル 。 彼 
自身 の メロ ディ ー メ ー カ ー と し て の 才能 と アレ ンジ の 良さ が 光る 佳作 に な っ 
て いる 。 ジ ャ ケッ ト も アル バム と の 関連 性 か ら 、 切 手 が シ ー ト と し て あし ら わ れ 
て いる 。B 面 は アル パム か ら の カッ ト 。 ラ スト の イン スト ゥ ル メ ンタ ル ・ ナ ン バ 
ー。 (木下 ) 





5 2 の 選 CIRO DAMMICCO 
の Un Uomo Nella Vita 
g 認 Dolce Jenny 

73 


人 @EMI 3C 006-17879 
〇 
@ 


"73 年 の チロ ・ ダ ミコ の シン グル 。 彼 の 個性 を 生か し た まま 、 見 事 に あく を 
抜き きっ た 傑作 だ 。 こ こ で も メロ トロ ン は 使わ ずぶ オー ボ エ 、 ピ アノ 、 ホ ルン 、 女 
性 コー ラス 、 シ ン セ サイ ザー、 そ の いずれ も が 印象 的 に 使わ れ て お り 、 彼 の 
メロ ディ ー メ ー カ ー と し て の 才能 と と も に 、 ダ リオ 、 バ ル ダ ン ・ ベ ン ボ の アレ ン 
ジ カ の 素晴らし さも 、 改 め て 認識 せ ざ る を 得 な い 。 彼 の 作品 の 中 で は 最も 完 
成 度 の 高い 仕上 り に な っ て いる 。 押 さえ て 歌う 彼 の ヴォ ー カ ル も いい も の だ 。 
B 面 は アル パム か ら の カッ ト 。 (木下 ) 





CLAUDIO BAGLIONI 
Fratello Sole Sorella Luna 
Preghiera Semmlice 
Canzone Di S.Damiano 

の 
@RCA PM 3648 


@ 





パリ ョ ー ニ ・ フ ァ ン 必携 の 本 シン グル は 772 年 4 月 に 発売 され た 。 フ ラン コ ・ 
ゼ フ ィ レ ッ リ 監督 の 映画 「 プ ラ ザ ー・ サ ン 、 シ スタ ー・ ム ー ン 」 の イタ リア 語 版 
の サウ ンド ・ ト ラッ ク 曲 で ある 。 本 家 英 語 版 は 日 本 で も 公開 され た が 、 オ リ ジ 
ナル は スコ ッ ト ラ ンド 出身 の ドノバン が 歌っ て いる 。 作 曲 は 映画 音楽 の 大 家 
で ある リズ ・ オ ルト ラー ニ の 手 に よる も の で 、 オ ー ケ スト ラ の 指揮 に も あたっ 
て いる 。 こ の 作品 を 聞く 事 が 出来 た の は 最近 の こと で ある が 、20 年 以上 も 前 
に この 映画 を 観 た 時 の 事 を 鮮明 に 思い 出さ せら れ た 。 未 だ 子供 だ っ た 時 
分 で あっ て も 、 主 人 公 の 偽善 で な く 報 酬 の 為 で も 決し て 無い 奉仕 の 心 に と 
て も 感銘 を 受け 、 涙 を 流し た 覚え が ある 。 バ リョ ー ニ の 上 声 も きっ と 多く の イタ リ 
ア 人 の 心 を 握 ん だ に 違い な い 。 (片山 ) 





GLAUDIO BAGLIONI 
Avrai 

5(Una Casa Nuova) 
AVrai(Strumentale) 
782 
@CBS A2546 

) 


アル バム 「STRADA FACEND0」(81 年 ) の 流れ を その まま 波 む シン グ 
ル と し て 翌年 発売 され た 。「AVRAI」 は 生ま れ て 来る 初め て の 子供 の 事 を 歌 
っ た 感動 的 な バラード で 、 彼 に と っ て 思い 出 の 曲 に な っ た 様 だ 。 オ ラン ダ 盤 
の ベス ト ・ ア ル バ ム 「CLAUDIO BAGLIONI」(CBS 26672) に は この 曲 の 
メン バー が クレ ジッ ト さ れ て いて 、PETE VAN HOOKE(Dr) ,ANDY 
BROWN(Ba) ,PAUL KEOGH(G) ,GEOFF WESTLEY(Key ,Arrange- 
ment) 、 そ し て スタ ジオ が ロン ドン の エア ー だ 。「STRADA FACENDO」 は 
各 曲 が 短い 小品 に よっ て 挟ま れ て いる が 、 そ れ ぞ れ 1、2、3、4 と タイ トル が 付 
けら れ て いて 、 こ の シン グル の B 面 が 5 に な っ て いて 、 そ の 後 \AVRAI/ の イ 
ンス ト へ と 続き と て も 綺麗 な 展開 に な っ て いる 。 尚 アン ナ ・ オ クサ が 93 年 に こ 
の 曲 を カヴァ ー し て いる 。 (片山 ) 








CLAUDIO ROC6Hl 
Iniscutibilmente 

La Televisione Accesa 
70 

@Ariston AR 0341 

〇 


@ 





Yo リリ ウリ 


クラ ウデ ィ オ ・ ロ ッ キ は デビ ュー 期 か ら そ の 繊細 さ の 度合 い が 大 きい 。 そ 
れ は 後に 東洋 指向 を 強め 僧 但 と な る こと で 尚 の こと 納得 で きる 。 彼 に と っ て 
の 音楽 は 精神 世界 に 関わ る も の で 、 ま ず 第 一 に 自分 自身 の 心 条 や 態度 か 
ら 出 て きた も の だ ろう 。 数 多く の カン タウ トー レ が `amore” を 歌っ て いた 時 か 
ら 彼 は と こ か 異質 だ っ た 。 主 歌 し て し まう 以前 に 自身 を 見 つめ よう と し て い 
た 。 そ ん な ニュ アン ス が 音楽 に 出 て いる 。 こ の シン グル は 1st ア ル バ ム の 頃 
の も の だ が 、 比 較 的 オー ノド クス な 中 に も 早 や 彼 の 繊細 な 面 を 聴き と る こと 
が で きる 。 特 に B 面 の イコ ライ ジン グ 処 理 さ れ た イン トロ ン ア ウト ロ に 挟ま れ 
て 漂う よう な ヴォ ー カ ル と 生 ギタ ー に 具体 化 さ れ て いる 。 こ の 2 曲 と も アル バ 
ム に は 収録 さて て いな い 。 (松本 ) 








6LAUDIO ROCCHl 
人 azle 

Cerchi 

771 

0 AR. 0506 


@⑳ 


2 作 目 「Volo Magico N'1」 の 頃 の 2 曲 。 ア ル バ ム 未収 録 。 こ の 2 作 目 か 
ら 続く TLa Norma Del Cielo」、 そ し て 「Essenza」 の 頃 の ロッ キ は 、 音 楽 を 
自身 の 内 的 世界 の 表現 と し て 、 彼 自身 、 ミ ュー ジ シ ャ ン と し て まだ リス ナー を 
前 提 に し て いた よう に 思う 。 以 後 、 電 子音 楽 、 サ ウン ド ・ コ ラー ジュ 等 に 自身 
の 精神 世界 を 開く べく スタ ジオ 作業 へ と 外界 を 閉ざし 、 や が て 僧 と な り 、 音 
楽 は 彼 の 日 常 の 一 部 と な る 。 だ か ら 後 期 の 作 は オー ソ ド ク ス で 軽い の だ と 
思う 。 依 り 所 が 音楽 だ っ た か ら こ そ 70 年 代 の 前 半 は 、 あ の 異質 な まで の 繊 
細 さ が 出 て いた の だ ろう 。 そ の 頃 の シン グル だ 。 当 時 の アル バム の 世界 へ 
の 窓口 と いっ た 小品 に な っ て いる 。 彼 の カラ ー に 共感 する 人 は と も か く 、 と り 
た て る 程 の 内 容 で も な い 。 さ わり と いっ た 感じ だ 。 (松本 ) 





ぞ の アグ 








CLAUDIO ROCGH 
Vado In Imia 
Vado In India 

'72 

内 45 AR/0559 


人 





72 年 の シン グル 。 こ の 頃 の クラ ウデ ィ オ ・ ロ ッ キ は 東方 志向 が 強く 、 東 洋 
思想 を ベー ス に し た コン セプト に プロ グレ ッ シ ヴ な アレ ンジ を ほど と こし た 曲 を 
多く 書い て いた 。 こ の 曲 も その 例 に も れず 効果 音 的 な パック に ベル の 音 や 
アコ ー ス ティ ッ ク ・ ピ アノ の 音 を フリ ー・ フ ォ ー ム に 配 し 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ 
ター を さら に 加え て 、 そ の 上 を エコ ー を か けた ロッ キ の ヴォ ー カ ル が 語り か け 
る よう に し て 、 浮 遊 感 の ある 夢幻 的 な 作風 を 形成 し て いる 。 ア ル バ ム は 大 曲 
志向 で も シン グル は チャ ー ト 入り を ね ら う の が 普通 だ っ た 当時 の シー ン に 
お いて 、 両 面 で 1 曲 と いう 大 担 な 構成 で リリ ー ス し た こと も 特筆 に 値する だ ろ 
う 。 ジ ャ ケッ ト は 4 面 開き の ポス ター・ カ ヴァ ー で 、 別 に ノー マル の ジャ ケッ ト に 
入っ て いる と いう 凝っ た も の 。 (山崎 ) 


(|) 6LIPPERS 
Torna Insieme A Me 
Hanpened To Me 

75 

@Fonit SPF 31316 
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この シン グル は 珍し く 語り か ら 歌 が 始ま る 。 ま る で フラ ンス 流 の 演出 だ 。 そ 
の 仕掛 振り を 含め て 、 透 き 通 る よう な スト リン グ ス ・ シ ン セ サイ ザー を バッ ク 
に アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター が 柔 か な タッ チ を 見 せる 等 、 繊 細 な イメ ー ジ を 大 
切 に し て 曲想 に 好感 が 持て る 。 た より な いよ うな ヴォ ー カ ル と 隠 や か な メロ デ 
ィ も イメ ー ジ に 見 合っ て いる と 思う 。 べ た つき の な い 曲 だ 。 と ころ が B 面 に な る 
と バス ・ ド ラ が ディ スコ 前 夜 、 ギ ター も それ に 沿っ て チャ カチ ャ カ と 言う 。 こ れ 
で は A 面 の イメ ー ジ も 半壊 し て し まっ た も 同然 だ が 、 熱 心 な イタ リア ・ フ ァ ン な 
ら A 面 の 1 曲 で 何と か 持ち こたえ る こと が で きる と 思う 。 イ マジ ネ ィ ティ ヴ な 歌 
物 だ け に 惜しい 。 (松本 ) 





(IL) 60RALLO 

Si Bella Tu 

Si Bella Tu 

77 
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A 面 が ヴォ ー カ ル ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン 、B 面 が イン スト と いう こと で 、 こ の 1 曲 で は 
判断 が つか な いも の の 、 歌 物 と ロッ ク 物 の 中 間 を 行く よう な タイ プ の よう に 思 
える 。 中 々 興味 深い と ろだ 。 自 主 製 作 だ が 録音 は 良好 。 リ ュー ト の よう な 響き 
の アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター が 常に 鳴っ て いて 、 こ れ が と て も 印象 に 残る 。 オ 
ー プ ニン グ の 深く 沈む キー ボー ド ・ オ ー ケ スト レー ショ ン に し て も そう だ が 、 全 
体 に 想い を めぐ ら せ る よう な お ぼろ 気 な 雰囲気 が ある 。 ま る で 映画 の ワン シ 
ー ン を 回 想 す る か の よう だ 。 途 中 に 入る 甘く 伸び の ある ギタ ー・ ソ ロ も 曲想 を 
高め て いる 。 あ と 、 少 し ヴォ ー カ ル の 声質 が アル ザ ・ フ ァ ラ ックス に 似 て いる 
か 。 何 に し て も 謎 だ ら け の シン グル の 世界 だ が 、 そ の 中 で 静か な 好 作 と いう 
気 が する 。 (松本 ) 
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オ ザ ン ナ 関 係 の 中 心 人 物 コ ッ ラ ー ド ・ ル ステ ィ チ は 近年 は ズ ッ ケ ロ ・ フ ォ 
ルナ チャ ー リ ら の プロ デュ ー ス を 手がけ る な と 活躍 中 。1955 年 ナポリ 生ま 
れ で 、 数 多い ナポリ 派 ミ ュー ジ シ ャ ン の 一 人 。 彼 は ジェ ノ ヴ の ミュ ー ジ シャ ン 
の 交流 も あり 、 ル チア ー ノ ・ ミ ラ ネ ー ゼ や フラ ンコ ・ レ プロ ヴィ ー テ ら と の 協力 
関係 も あっ た 。 フ ュー ジョ ン 系 グル ー プ の ノヴァ 解散 後 は ジョ ン ・ マ ッ ク ラ グ 
リン な と ど と アメリカ の ミュ ー ジ シャ ン と 行動 を 共に し 、 そ の 頃 に この シン グル を 
発表 し た 。 同 時 に ロン グ ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン も レコ ー デ ング し た 。 歌 は トゥ リオ ・ デ ・ 
ピス コ ポ や トニ ー・ エ スポ ジ ト な と と 同様 ナポリ 方 言 と 英語 を 混ぜ た も の で 、 
サウ ンド は 風変わり な ディ スコ と いっ た と ころ 。 (HIRO TANAKA) 
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前 回 の シン グル 編 で 私 の 持っ て いる 貴重 盤 は か な り 紹介 され て し まっ た 
の で 、 今 回 自分 の レコ ー ド 棚 を 物色 し て いる と 某氏 より も ら っ た この シン グ 
ル が 目 に 止 り 聴 き 直し て みた 。 盤 に オリ ジ ナ ル ・ キ ャ スト と 書い て ある こと か 
ら 、 ラ ジオ か テレ ビ の 番組 の テー マ 曲 か も し れ な い 。 音 は イー ジー・ リ スニ ン 
グ 風 な ジャ ズ ・ ロ ッ ク と で も いえ そう な 軽 め の 感じ で ある が 、 キ ー ボ ー ド の 使 
い 方 な ど プ ログ レ 然 と し て お り 謎 を 呼ぶ バン ド で ある 。 一 切手 掛か り に な る よ 
うな こと が ジャ ケッ ト に 記入 され て お ら ず 書き よう も な い の だ が 、RCA と いう こ 
と も あり ひょっと し て 有名 な 人 で も 参加 し て いる の で は な いか と 想い を めぐ ら 
せる の も 楽し いこ と だ 。 (吉瀬 ) 





CRASH 
Meditation 
Ekstasis 

77 

@Valiant ZBV 7073 


〇 
) 





イギリス の 有名 な パン ク ・ バ ンド に CLASH が ある が 、 こ ちら は 彼ら と は 何 
の 縁 も な い イ タリ ア の CRASH。 彼 ら に つい て の 資料 が な い の で 、 正 式 な グ 
ルー プ で あっ た の か どう か は 定か で な い 。 ま た 手元 に ある この シン グル 以外 
の レコ ー ド が 存在 する の か も 不明 だ 。 さ て 、 こ の 謎 多き レコ ー ド の サウ ンド の 
方 で ある が 、A 面 の ナン バー は 爪 弾 か れる ピア ノ と オル ガン を バッ ク に 優雅 
な フル ー ト 、 泣 き 泣き の ギタ ー、 そ し て 後半 の ハイ ライ ト に 華麗 な ヴァ イオ リ 
ン ・ ソ ロ が 次 々 と オー バー ラッ プ さ れ て 行く クラ シカ ル な 秀作 。 ク ェ ッ ラ ・ ヴ ェ 
ッ キ ア ・ ロ カン ダ の 2nd や ルネ ッ サ ンス 的 な 味わい の ある 作品 だ 。 シ ング ル 
数 毎 だ け を リリ ー ス し て 埋 れ て し まっ た 多く の グル ー プ の 中 に も 素晴らし い 
サウ ンド を 持っ た グル ー プ が いる と いう 好例 で ある 。 (UNO) 
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黒地 に 白 文字 で グル ー プ 名 及び 曲名 が 入っ て いる だ け の 表 ジ ャ ケ 。 裏 
ジャ ケ は 黒白 が 反転 し て いる だ け と いっ た 実に シン プル か つ お 粗末 な ジャ 
ケッ ト に 包ま れ た 自主 製作 盤 。 演 奏 も ジャ ケッ ト に 劣ら ず お 粗末 その も の 
で 、 更 に 録音 も 悪い と いっ た 、B 級 マニ ア さ え 首 を ひね る 代物 だ と 客観 的 に 
は 思う 。 し か し 、 曲 が と て も 良い の だ 。 内 容 的 に は 正 に シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 
と 言っ て も 良い も の で 、 特 に A 面 は ゆっ た り と メロ ディ アス に 進行 し て 、 操 り 
返さ れる テー マ が 非常 に 印象 的 で ある 。 ま あ 、 ギ ター が あま り に も ヒド い が 
2 sB 面 は より ヴォ ー カ ル に 重点 を 置い た 感 は ある が 、 基 本 路線 は 同じ 。 
当然 の こと な が ら 、 こ の レベ ル で は LP の 存在 は 望む べく も な いで あろ う 。 酷 
な こと を 書い て 来 た が 、 実 は 私 に は 貴重 な 存在 で ある 。 (杉原 ) 
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Hunka Munka 即 Roberto Carlotto の 記念 すべ き レ コー ド ・ デ ビュ ー が 
この 1 Cuccioli の シン グル 。'67 年 と 言え ば Dik Dik や Pooh の 1st ア ル バ ム 
の リリ ー ス 年 で あり 又 、 前 後 し て Equipe 84 や Le Orme 等 も 登場 し て いる 。 
言わ ば 、 後 の イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 隆盛 へ と 通じ る 種 暑 き 的 な 時 期 に 当る の 
だ ろう が 、 に も 拘ら ず こ の シン グル が 与え て くれ る 満足 感 は か な り 大 きい 。A 
面 は あの Hunka Munka 節 を 充分 堪能 させ て くれ る 佳 曲 。 な ん と この 時 点 
で 彼 独特 の 唱 法 は 既に 開花 し て し まっ て いる 。B 面 は よ は り ポ ッ プ な 年 ら 、 結 
構 積極 的 な オル ガン ・ プ レイ を も 披露 し て いる 。 と も あれ 後 の 彼 の 作品 を 初 
禄 させ る 好 シ ング ル で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
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'60 年 代 後半 か ら 活 動 を 開始 し た イ ・ ダ ルト ン は 数 枚 の シン グル (これ ら 
は いわ ゆる ビー ト ・ グ ルー プ ・ ス タイ ル の 作品 ) を レー ベル を 点々 と し な が ら 
リリ ー ス し た 後 、'72 年 に 名 作 「Riflessioni : Idea D'infinito」 を Music レ ー 
ベル に て 製作 。 そ し て 2nd「Argiali」 を IAF レ ー ベ ル よ り リ リー ス し て 解散 し て 
し まう わけ だ が 、 本 作 は 両面 共に 、2nd LP か ら の カッ ト (A 面 は 改名 され て い 
る ) で ある 。 ジ ャ ケッ ト ・ カ ヴァ ー の 絵 が 非常 に 印象 的 な の で ここ に あげ て お く 
こと に な っ た 。 こ の 時 期 に は 、 す で に プロ グレ ッ シ ヴ 色 は 後退 し て いる が 、 ほ 
の ぼ の と し た 歌 を 全面 に お し 出し た も の で 、 切 々 と し た 哀 怠 が イタ リア 然 と し 
た 叙情 を か も し 出し て いる 。 そ れ は メタ モル フォ ー シ に も 通じ る 泥 く さい も の 
だ (山崎 ) 
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2 枚 の アル バム で は 、 メ タモ ルフ ォ ー シ ・ タ イプ の や や 泥臭い クセ の ある 
シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク を 演 っ て いた ダル トン で ある が 、 こ の 779 年 発表 の シン 
グル で は 、 良 くも 悪く も アカ 抜け た サウ ンド に 変化 し て いる 。A 面 は 優し (た お 
や か な ラヴ ロッ ク ナ ン バー で 、 こ の 手 の サ ウン ド の 中 で も 仲 々 の 秀 曲 で あ 
る 。B 面 は うっ て 変っ て ディ スコ ティ ッ ク で ダン サブ プル な ナン パー と な っ て い 
る 。 軽 や か な スト リン グ ス の 導入 が 見 られ る も の の 、 聴 き 所 は 少な い 。 し か し 
な が ら こ の 曲 は 当時 の 流行 と マッ チ し て いた と 見 え 別に も う 1 枚 「Monia」 と 
言う 曲 と の カッ プリ ング の シン グル も 発売 され て いる 。 流 行 と 共に シン フォ ニ 
ッ ク ロ ッ ク っ ラヴ ロッ クー ディ スコ と 変化 し て 行っ た 彼ら の 本 当 に 演 り た か っ 
た も の は 何だ っ た の で あろ うか 。 (中 島 ) 








DARIO BALDAN BEMBO 
Piceolima 

Week Emd 

78 


@CIV ZBC 7065 
O 


⑨ 








名 作 「Migrazione」 発 表 後 の 作品 で ある 本 シン グル 、Bembo 自 身 が 
作詞 ・ 作 曲 ・ ア レン ジ を 行っ て いる 。 基 本 的 に は 「Mi 一 」 の 延長 上 の サウ ン 
ド で ある が 、LP の 絶 力 を 凝縮 させ た か の よう な 感動 的 な 高揚 感 に 満ち た 名 
曲 で ある 。 可 憐 な 女性 の スキ ャ ッ ト に は じ ま る イン トロ か ら 、 感 情 を 押さ えた 
Bembo の ヴォ ー カ ル が か ら み 、 一 気 に 雄 大 な サビ に 突入 し て いく 構成 は 見 
事 の 一 言 。 こ の 曲 に 文句 を つけ る イタ リア 歌 も の ファ ン が いた ら お 目 に か か 
り た いも の だ 。 そ れ ほ ど ま で に この 曲 は 僕たち が 求め る 要素 、 つ まり 、 シン ジラ 
ォ ニ ッ ク な アレ ンジ 、 美 し い メ ロディ ー、 そ し て 何より も 「 愛 」 を 歌う 情 替 を た っ 
ぶり と 楽し ませ て くれ る 。 秋 か ら 冬 、 温 も り が 恋し い 季節 に 、 心 を 優し く 包 み 込 
ん で くれ る よう な 一 家 に 一 枚 の 名 作 。 ( 長 砂 ) 
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イタ リア ン ・ ポ ピュ ラー・ ミ ュー ジッ ク に は 切っ て も 切れ な い ア レン ジャ ー の 
存在 。 を の アレ ンジ に 新風 を 吹き 込ん だ 一 人 。 し か も 、 そ れ が 洗練 され た も 
の な が ら も 、 こ の 上 な く イ タリ ア の 香る も の だ っ た と ころ に 、 こ の 人 の 持ち 味 が 
ある 。'70 年 代 に 何 枚 か の アル バム を も 残し て 、 胸 の すく よう な アレ ンジ と 歌 、 
キー ボー ド ・ プ レイ を 聴か せ て くれ る が 、 こ の シン グル も 等 し く 彼ら し いも の 
だ 。 目 の さめ る よう な あの キー ボー ド ・ オ ー ケ スト レー ショ ン こ そ な い も の の 、 
ナイ ー ヴ さ の 混 る 余韻 を 引く よう な ヴォ ー カ ル と ソフ ト ・ タ ッ チ の ピア ノ を 中 心 
に と て も さり げ な い 。 特 に B 面 は 傑作 「Migrazione」 の B③'*La mia Casa? 
に 似 た 独特 の 音 運 び が あっ て 、 な ご む よ う な イメ ー ジ 、 春 が 香る よう な 曲想 
が 心 憎い 程 だ 。 (松本 ) 
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70 年 代 か ら セッ ショ ン ・ キ ー ボ ー ド と し て 、 又 自ら も ソロ ・ ア ー テ ィ ス ト と し て 
活動 を し て 来 た ダ リオ の 、「SPIRITO DELLA TERRA」 か ら の シン グル が 
カテ リー ナ ・ カ セッ リ と の デュ エッ ト に 変更 し て いる の だ が 、 こ の シン グル の 
話題 は 何と 言っ て も カテ リー ナ の 方 に ある 。'70 年 代 後半 に 歌手 を 引退 し た 
と 言わ れ た 彼女 が 、 こ こ で し っ か り と 存在 を 知ら し め て いる 。TV 番 組 
「SUPERFLASHj」 の テー マ 曲 と ある が 、 地 中 海 音 楽 の 雰囲気 と サン レモ 
的 味わい の 有る ほのぼの と し た 曲 で ある 。 尚 B 面 の 方 は クレ ジッ ト に 「coro 
Spirito Della Terra」 と ある が 、 こ の コー ラス 隊 こ そ が イ ・ プ ー で ある 事 は あ 
まり 知ら れ て いな い 。 イ ・ プ ー の 数 少な い 外部 で の 仕事 の 中 で も ベス ト の 、 
本 当 に 美しい コー ラス を 聞か せ て くれ る 。 (片山 ) 
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デビ ュー・ シ ング ル か 。 両 面 と も 自作 曲 、 ア ル バ ム 未収 録 。 ど ちら も ビー 
ト ・ サ ウン ド の 域 に ある も の の 、 後 々 を 予感 させ る トー ン や 曲 作り の 面白 さ が 
ある 。 元 気 の い い ビ ー ト に まる で ^` 太 陽 に 咲 え ろ " エ レキ ・ ギ ター の リー ド が 入 
っ て き て 臭く な る A 面 は 、 そ れ で も サッ クス や フル ー ト が 特徴 づい て いる 。 も っ 
と 面白 い の は 、 ス トリ ング ス の 使い 方 で 、 オ ー ケ スト レー ショ ン に は な ら ず バ 
ッ テ ィ アー ト か `^Glass Onion*( ビ ー ト ルズ ) の 薄 気味 悪さ か 、 と いっ た コラ 
ー ジ ュ と も 言っ て いい 効果 を あげ て いる 。 こ の 頃 か ら 何 か 変 だ 。B 面 は 落ち 
着き の ある ナン バー に な っ て いて 、 フ ルー ト も 更に フィ ー チ ャ ー さ れ て いる 。 た 
か が 何 分 か の 収録 に し て は 、 ア イデ ィ ア の 盛り 込み を 感じ させ る 。 そ れ も 70 
年 の 事 と 思え ば 。 (松本 ) 
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表情 豊か な vito Poradiso の ポー カル 、 シ ンプ ル で へ ヴィ ー が 其処 彼 
処 に イタ リア 的 詩情 を 織り 込ん だ サウ ンド を た っ ぷり と 聴か せ て くれ る De 
De Lind の 唯一 の LP に は 不思議 な 存在 感 が あっ て 、 妙 に 引き 付け られ て 
きた 。 そ うし た 彼 等 の サウ ンド の 萌芽 が 肘 え る の が 、'70 年 の シン グル 「Mille 
Anni/Ti Devo Lasciare」 と この シン グル だ 。 両 面 共に 語り と も 唄 と も つか 
な い Vito Paradiso の ポー カル と 双 り を 伴っ た 躍動 的 な 演奏 (あの 嘩 吹き 
フル ー ト も 頻繁 に 顔 を 出す ) が 奇 炒 な 調和 を 見 せ て いる 。 シ ング ル で ある 
為 、 多 少 の ポッ プ さ は ある も の の その 積極 的 な 音 作 り は 、 イ タリ ア ・ プ ログ レ 
の 先駆 的 グル ー プ と し て 充分 評価 出来 る 内 容 で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
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デリ リウ ム の デビ ュー・ シ ング ル 。A 面 は フェ ステ ィ バ ル 参 加 曲 で 、 オ ム ニ 
バム アル バム 「Nuovi Compressi D'Avanguardia」 に も 収録 され て いる 。 
この 曲 は 商業 的 に も 成功 し 、 彼 ら は 一 虫 注目 され る 様 に かっ た 。 オ ザン ナ 
が 、 こ の 曲 を ヒン ト に チッ タ ・ フ ロン ター レ か ら オ ザン ナ へ と 改名 し た と 言う エ 
ピ ソ ー ド も 知ら れ て いる 。 曲 自体 は 、 フ ォ ー ク ・ タ ッ チ の ポッ プ ・ ナ ン バ パー で 、 と 
り 立 て て どう こう と 言っ た 所 は 無い 。 む し ろ 曲 と し て は B 面 の 方 が 、 デ リリ ウム 
らし い ジ ャ ー ジ ー で クセ の ある サウ ンド を 聴か せ て お り 、 こ の 時 点 で 概 に オリ 
ジ ナ リティ が 確立 し て いた 事 が 伺え る 好 ナ ン バ ー で ある 。 こ の 後 、 彼 ら は こ 
の 路線 で メジ ャ ー・ グ ルー プ へ と 成長 し て 行く こと に な る 。 (中 島 洋一 ) 








DELIRIU 有 MM 
Jesahel 

King's Road 

72 

人 gFonit SPF 81293 
8 





デリ リウ ム は 3 枚 の レギ ュ ラ ー・ ア ル バ ム の 他 に 僕 の 知り うる か ぎり で も 9 
枚 は シン グル を リリ ー ス し て いる 。71 年 か ら 75 年 の 間 に リ リー ス さ れ て いる 
が 、 そ れ ら の ほとん ど は LP 未 収録 曲 で ある 。 本 作品 も その 例 に も れず 両面 
未収 録 曲 で 、 こ と に B 面 は 彼 等 の 全 作品 中 、 最 も プロ グレ ッ シ ヴ て で 叙情 的 
な ナン バー で ある 。 イ ンス トゥ ー ル ・ ナ ン バ ー で あり 、 も の 悲し げ な ピア ノ が メ 
ロディ ー を と る 前 半 部 か ら 、 や や ジャ ー ジ ー な アド リプ を 展開 する 中 間 部 (や 
は り ピ アノ が メイ ン ) 、 そ し て た め に た め 込 ん だ 後に 登場 する メロ トロ ン の 洪 
水 と 力強い シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド で ある 。 イ タリ ア の 重鎮 で あり な が ら 遂 
に 国内 盤 が リリ ー ス され ず じ まい の デリ リウ ム で ある が 、 彼 等 は オリ ジ ナ リ 
ティ ー あ ふれ る 良質 な グル ー プ で ある 。 ( 今 ) 
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デリ リウ ム は デビ ュー 当時 、 イ タリ ア の 哀 怠 を 唄う バン ド と し て 日 本 人 に も 
受け 入れ られ る 音楽 を 演奏 し て いた が 、 そ れ は 多分 に リー ダー 格 で ほとん 
どの 曲 を 書い て いた イヴ ァ ノ ・ フ ォ ッ サー ティ に よる も の と 考え て も 良い だ ろ 
う 。 民 謡 の 様 な メロ ディ ー や 独特 の フル ー ト 等 、 フ ォ ッ サー ティ な ら で は だ 。 
「CANTO DI OSANNA」「JESAHEL」「HAUMI」 等 、 シ ング ル の ほとん ど 
が L P 未収 で どれ も 名 曲 で ある 。 本 作 は フォ ッ サ ー テ ィ が バン ド を 脱退 する 
直前 の シン グル で や は り 両 面 共 L P 未 収 で ある 。A 面 は TV 番組 「IL 
SUO NOME PER FAVORE」 の テー マ と ある が 、 相 変わ ら ず の ドタバタ ・ リ 
ズム と メロ トロ ン と 民謡 と いう 妙 に 懐か し い 曲 で 、 B 面 は MOGOL-LAVEZ- 
ZI の 曲 を 哀 惑 た っ ぷり で プロ グレ ッ シ ヴ に 盛り 上 げ て いる 。 (片山 ) 
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74 年 3 枚 目 の アル バム を 発表 し た デリ リウ ム は 突如 本 作 を 発表 、 両 面 
共 LP 未 収 で ある 。A 面 は シン グル に し て は 珍し く プ ログ レッ シ ヴ で ドラ マテ 
ィ ッ ク な 展開 を 聞か せ て いる 。 リ ー ド ・ ヴ ォ ー カ ル を 新 加入 の サル バト ー レ ・ 
ディ モ ボ ポリ が 担当 し て いる 事 も 影響 し て いる の か 、 プ リティ ッシュ ・ ロ ッ ク 寄 り 
の サウ ンド 、 派 手 な オル ガン に 女性 コー ラス 隊 の 起用 等 、 新 境地 を 見 せ て 
いる 。 B 面 は お 得意 の ドタバタ ・ リ ズム に よる や や ジャ ズ ・ ロ ッ ク 調 の イン スト 
に 女性 コー ラス 隊 が 絡む 。 デ リリ ウム は この 後 も 活動 を 続け 、「LEOA DE 
LAOA/PANE VERO VINO PURO(AGUAMANDA AG9002) 」、「JILL/ 
LIVE LOVE AND BE FREE(AGUAMANDA AG9007)」、「COWBOY/ 
CORRI BAMBINO(CETRA SPB36) 」 を 出し た 後 解散 し た も の と 思わ れ 
る 。 (片山 ) 
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デメ トリ オ ・ ス トラ トス は ヒュ ー マ ニ スト で あっ た の だ と 思う 。 ア レア の 時 代 
に 肉声 の 限界 に 挑戦 し た り し た の も 彼 の 人 柄 に よる も の だ と 僕 は 思う 。 ア レ 
ア 結 成 以 前 の 彼 の ルー ツ は ブル ー ス だ 。 そ れ も 黒 人 に よる 心 の 中 か ら 沸 き 
出る ブル ー ス を 愛し て いた に 違い な い 。 こ の シン グル に 聴け る サウ ンド も 黒 
人 の それ に 近づこ うと する デメ トリ オ の 心 が 透け て みえ る 。 人 は 笑う か も し れ 
な い が 、 僕 は アレ ア で の デメ トリ オ と この プル ー ス は 質 的 に 同格 の サウ ンド 
だ と 思う 。 共 に デメ トリ オ の 心 の 叫び が 聴こえ て くる 。 ミ ュー ジッ ク ・ ア マル ガ 
ム の 様相 を 星 し た アレ ア だ が 、 そ の 根底 に は 人 間 の ぬく 〈 も り が 流れ て いる 。 
その 心 が 彼 等 を や む な く 共産 主義 へ と むか わせ た の だ と 僕 は 信じ た い 。 

(山崎 ) 
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いわ ゆる ラブ ・ ロ ッ ク サ ウン ド で は ある が 、 一 言 で は 方 付け た く な い 素 晴 ら 
し い 出 来 の シン グル 。 か つて 人 気 を 集め た 、 ボ ッ テ ガ ・ デ ラル テ 、 ジ ャ ルディ 
ー ノ ・ デ イ ・ セ ンプ リ チ と 同等 ある い は それ 以上 の 資質 を 感じ る 。 ぜ ひと も LP 
の 存在 が 確認 され て 欲し いも の で ある 。A 面 は ヴォ ー カ ルナ ン バ ー。 短 か い 
イン トロ に 続く 美しい メロ ディ ー の ヴォ ー カ ルパート に チエ ン バ ロ が 加わ っ て 
くる と 私 な ど は 簡単 に 納得 させ られ て し まう 。 ヴォ ー カ ル の 声質 及び アレ ンジ 
も 申し 分 が な い 。 更 に B 面 は 曲 は 短い も の の 哀 類 の イン スト ゥ ルナ ン バ ー。 
単純 な 曲 創 り だ が 、 メ ロディ ー の 美 し さ が 際 だ っ て いる し 、 し っ か り と 曲 に 起 
伏 を つけ て いる の で 、 ま ず は 文句 な し 、 現 在 の と ころ 別 の シン グル が ある か 
どう か も 私 に は 分 か ら な い 。 (杉原 ) 
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JACULA の 結成 以前 に ANTONIO BARTOCCETTI が 在籍 し て いた グ 
ルー プ 。 編 成 は 4 人 で サウ ンド の 要 は ボー カル も 兼ね る オル ガニ スト の 
LUCIANO LUCA と 作曲 、 ベ ー ス の ANTONIO。 両 面 共に 単なる オル ガ 
ン ・ ロ ッ ク の 域 を 出 聴く べき も の は 殆 ん ど な い 。 所 詩 コ レク ター ズ ・ ア イ テ 
ム で あり 、 後 に 開花 する ANTONIO BARTOCCETTI の 非凡 な 才能 は 未 
だ 混 当 の 中 に 埋もれ て いた の だ ろう 。 蛇 足 な が ら 、 ジ ャ ケッ ト の 美しき だけ 
は 、 特 筆 も の で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
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や は り 実 績 と 知名 度 と いう も の は 自然 と 後に つい て くる も の な の か 、 と 納 
得 さ せら れる シン グル だ 。"70 年 の 録音 その 古 さ も いい 方 向 に 向く と いう の も 
その 証明 か 、 と いう シン グル 。 こ れ が 770 年 と いう こと を 考え る と 、「Volando」 
と いう アル バム は 、 彼 等 の な が い 活動 の 中 か ら 磨 か れ て きた ピュ アリ ティ だ 
と いう 気 が す る 。 こ ちら で は オル ガン や 、 一 瞬 「 洗 濯 女 」 を 思わ せる ピア ノ 等 、 
スト リン グ ス に し て も 古めかしい に 過ぎ ず 歌 の 芯 は 何一つ 変っ て いな い 。 む 
し ろ 今 と な っ て は 古 め か し さ さえ も カラ ー に 感じ られ る 。 メ ロディ ・ ラ イン の 特 
徴 あ る つなぎ に また し て も イタ リア ン ・ カ ラー の 良質 さ を 喚 ぎ と れる A 面 、 静 け 
さ の ある B 面 と も に 佳作 。A 面 の 盛り 上 が る 曲調 に さえ どこ か 内 省 さ が ある 。 
そこ が 持ち 味 。 (松本 ) 
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ドル チェ ・ ス ティ ル ・ ノ ー ボ と いう グル ー プ は シン グル を 数 枚 リ リー ス し て 
いる 、 イ タリ ア に は あま た いる 平均 的 な ラヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ の 1 つ 。 し いて 
彼ら の 特徴 を 挙げ る と すれ ば 、 演 奏 力 が ロッ ク ・ グ ルー プ 並 に し っ か り し て 
いる 事 と 、 ボ ー カ リス ト が ボッ テ ガ ・ デ ラル テ に 似 て いて 好み と いう 事 だ ろう 
か 。 た だ 、 こ の シン グル の `Un Anno Un Mese Un Giorno" と いう ナン バー 
は 格調 高い 室内 弦楽 アン サン ブル が 加わ り 、 仲 々 の 秀 品 で ある 。100 や 
200 で は きか な いく らい の 天文 学 的 数 字 の 様 に 存在 する ラヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ル 
ー プ 。 当 時 の イタ リア は 日 本 の GS プー ム ど ころ で は な か っ た ん だ ろう な ア 
ー。PS. ド ル チ ェ ・ ス ティ ル ・ ノ ー ボ と いう グル ー プ は 美しい 響き で 好き だ な アァ 
ー (N.Ueno) 
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ラヴ ・ ソ ング と いっ た 古臭い 言い 方 で は 済ま されない イタ リア の 歌 の 世界 
で も 、 こ の シン グル の A 面 は 特に 甘い 。 甘 いと 言う より も 、 ま どろ むように お ぼ 
ろ げ だ 。 こ こま で 来 た 歌 物 と いう の も あま り 記憶 が な い 。 女 性 ヴォ ー カ ル が コ 
ー ラ ス ふ うに 入っ て いて 、 キ ー ボ ー ド が ゆっ た り と オー ケス トレ ーション を と る 
その 一 部 に 男性 ヴォ ー カ ル が 乗る 。 果 た し て バン ド な の だ ろう か と 思っ て し ま 
う 程 危 い 。 流 れ て いる だ け と いっ た 印象 さえ する 。 そ の 点 で は ジャ ケッ ト の イ 
メー ジ そ の まま だ 。B 面 に な る と 多少 バン ド ら し く な る 。 そ れ で も 基本 的 な 趣 は 
変ら ちな い 。 こ れ を 夢見 る よう な と 感じ る か 、 イ タリ ア の 歌 物 の うわ ずみ と 解釈 す 
る か は 別 と し て も 、 そ の どちら を も 含め た 傾向 が 、 も は や 特徴 に な か っ て は いる 。 
(松本 ) 
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1939 年 中 部 イタ リア の サン タ ・ ク ロー チェ 生ま れ 。 本 名 は ギャ ング と 同じ 
アル ド ・ カ ポ ネ 。 ロ ッ ク ン ロー ル 歌 手 の ア ドリ アー ノ ・ チ ェ レ ンタ ー ノ に スカ ウト 
され た 。 後 に パッ キー の 作っ た 曲 を チェ レン ター ノ が 横取り し て 裁判 に な り 
別れ た 。 彼 の 作っ た 曲 は 多く の 歌手 に よっ て 歌わ れ 、 サ ン レ モ 音 楽 で も 常 
連 だ っ た 。 バ ッ キ ー の 歌 は ブー ム と な っ た が 、 そ れ が 収まっ た 72 年 頃 か ら は 
目立っ た ヒッ ト も な く ア ル バ ム を 出さ な く な っ た 。 当 シン グル を 出し た 頃 は 最 
も 苦し ん で いた 頃 で 、 内 容 も 暗い も の だ 。 た だ し 、 ヒ ッ ト を 狙っ た も の で は な く <、 
カン タウ トー レ の 曲 と し て 個性 的 な 曲 と し て 認め られ る べき も の で ある 。 こ の 
後に 自己 の レー ベル を 設立 し 、 ア ル バ ム を 出す よう に な り 現 在 に 至る 。 

(HIRO TANAKA) 
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全体 に スト リン グ ス が 被 さっ て は いる が 、 ハ モン ド ・ オ ル ガ ン の アナ ログ ・ 
トー ン が 利 い て いる 歌 物 だ 。 そ し て ナル シス ティ ッ ク な 声質 の ヴォ ー カ ル に 
特徴 が ある 。A 面 で は この 声 で 力 を ふり し ぼる か の よう に 歌う の で 、 歌 物 と し 
て は イン パク ト の ある 方 だ ろう 。 こ の 二 つ の 要素 で 、 も う 少 し 古い 時 期 の シン 
グル の よう に 思え る が 、776 年 だ 。 今 一 つど こ か スマ ー ト で は な く 角 っ ぽ さ が あ 
る 。 そ こ が 目 立つ 。 ジ ャ ケッ ト を 見 れ ば 、 そ う 言 えば 5 人 の 顔 が 浮き 上 が る この 
図 は 、 ビ ー ト ルズ を 真似 た の だ ろう 。 な る ほど 、A 面 の サビ の 所 で の 強い 歌 
い 方 は ツイ スト & シャ ウト * 張 り だ 。 そ こ で イタ リア 流 の メロ ディ ・ ラ イン な の 
だ か ら 、 印 象 を 残す に は 上 手 い 作り 方 だ と 思う 。 少 し 辛口 の 歌 物 。 (松本 ) 
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エン ツ ォ ・ ス タ ヴ ォ ー ロ に は 1 枚 の LP と 2 枚 の シン グル が 確認 され て いる 。 
(も う 1 枚 の シン グル `Amo/Dimmi Tu" (BCE 34600) は LP か ら の カッ ト で 
ジャ ケッ ト も LP に 同じ ) 。 さ て 内 容 だ が 、 い わ ゆ る カン タウ トー レ で あっ て 、 国 
内 盤 が リリ ー ス され て いた GRUPP02001 を 想わ す よ うな 清涼 感 の ある ヴォ 
ー カ ル 、 バ ロッ ク 調 の アレ ンジ を ほど こさ れ た 演奏 が 一 体 と な り 極め て イタ リ 
ア 然 と し た 只 囲 気 を か も し 出す こと に 成功 し て いる 。 こ と に 生 の 弦楽 器 と メロ 
トロ ン を 併用 し た バッ キン グ が な ん と も 絶妙 な アン サン ブル を 聴か せ て くれ 
る 。A、B 両 面 共 好 作 で ある だ け に LP が リリ ー ス され て いる と すれ ば それ に か 
ける 期待 は 非常 に 大 きい と いわ ね ば な る まい 。 数 ある カン タウ トー レ の 中 で も 
出色 の 一 枚 。 (山崎 ) 
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闇 の 仕掛 け 人 Giacomo Simonelli が 関わ っ て いた EPOCA の 残し た 2 
枚 の シン グル の 内 の 1 枚 。 発 表 年 が 分 ら な い の だ が 、 ま る で 社 に 包 れ た 様 
な スト リン グ ス と 、 そ れ に か ぶさ る シン セ サ イ ザー に 、 夢 見 心地 な コー ラス ワ 
ー ク が 、 こ の 作品 の 魅力 を 裏付け て いる 。B 面 は も う 1 枚 の シン グル 
「Svegliandomi」 と 同様 A 面 の イン スト で 眠気 まな こ ラ ブロ ッ ク を 一 層 際 立 
た せ て いる 。 こ の 浮遊 感 に 満ち た サウ ンド も また 個性 だ 。 も し アル バム が あ 
れ ば 、 私 は 確実 に 眠り に つく で し ょ う 。 (木下 ) 
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エキ ペ ・ オ ッ タ ンタ ・ ク ァ ト ロ は LP6 枚 と 多数 の シン グル を 70 年 代 に 残し た 
が 、 基 本 的 に は ポッ プス ・ グ ルー プ で ある 。 し か し 73、74 年 頃 の 彼 等 は 他 の 
ポッ プス ・ グ ルー プ が そう で あっ た よう に 一 度 は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 影 
響 を 受け た 時 期 が あっ た 。LP で いえ ば SACRIFICIO で あり 、 シ ング ル で は 
本 作品 あたり が 一 番 、 プ ログ レッ シ ヴ な 内 容 で は な い だ ろ うか 。 本 作品 は 
両面 と も メロ トロ ン を 大 幅 に 導入 し て 、 曲 構成 こそ 単純 で は ある が メラ ンコ リ 
ッ ク な ムー ド を 出し て お り 、 情 緒 あ ふれ る 見 事 な 仕上 が り で ある 、 プ ログ レッ 
シ ヴ ・ ロ ッ ク が イタ リア で 隆盛 を 極め た この 時 期 に は ポッ プス ・ グ ルー プ ま 
で も が その イデ ィ オ ム を 吸収 し て 百花 譜 温 で あっ た の だ と いう こと を 想い 出 
させ る 一 枚 。 ( 今 ) 
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73 年 に 1 枚 の アル バム 「Antologia」 を 残し て いる エラ ・ デ ィ ・ ア クア リオ 
の セカ ンド ・ シ ング ル 。 ち な み に も う 1 枚 の シン グル は 「Geraldine/Ara- 
besque」(RCA PM 3650、72) 。A 面 の ^Hold On" が アル バム 未収 録 。B 
面 は カッ ト 。 そ れ は あの 物静か な アル バム を 知る 人 な ら 、 す ぐ 様 、 未 収録 だ と 
わか る 。 似 て も 似つか ぬ ア ッ プ ・ ビ ー ト の ポッ プス 。 女 性 ヴォ ー カ ル が リー ド し 
て ロッ クン ・ ロ ー ル 張り 。 で も 作曲 者 は リー ダー の ミケ ー レ ・ セ ファ ー だ か ら 、 き 
っ と エラ ・ デ ィ ・ ア クア リオ な の だ ろう 。B 面 は アコ ・ ギ 、 フ ルー ト を 活 し た みず 
みず し い 響 き で 、 シ シリ ー 島 パレ ル モ の バン ド ら し く タ イト ル も 見 て の と お り だ 
か ら 、 や は り エ ラ ・ デ ィ ・ ア クア リオ だ 。 (松本 ) 
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イタ リア ン ・ サ ウン ド と は 逆 に 、 こ ちら は 女性 2 人 に 男性 1 人 の 3 人 組 。 と に 
か く メ ロディ ー が よい // 大 甘 の スト リン グ ス が 全編 に 配 さ れ た 典型 的 ラブ ロ 
ッ ク 。 こ の 手 の 音 楽 は 何より も まず メロ ディ ー・ ラ イン が 魅力 的 で な けれ ば な 
ら な いこ と を 教え て くれ る 。B 面 の 間奏 で の 語り も まる で 映画 の ワン シー ン だ 。 
この 手 の 音 楽 が 砺 に あふ れ た ら 犯罪 は な く な る か な ? し か し 、 労 働 意 欲 も な く 
な る な 、 き っ と 。 (木下 ) 
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ラベ ル の は っ きり と し た `^Stereophonic Sound” の 正 し 書 き と 、 盤 の 重 さ 
か らし て 、'70 年 代 前 半 か 中 頃 か 。 ジ ャ ケッ ト の 印象 か ら ス トリ ング ス 漬 け の 
イタ リア ン ・ メ ロディ を 想像 し が ちな この ジャ ケッ ト は 、 予 想 に 反し て ロッ ク ・ バ 
ンド の も の だ 。 シ ング ル 盤 知 か し と オル ガン や ドラ ム の 動き が 激しい 。 そ れ に 
も まし て 女性 エコ ー・ コ ー ラ ス を 伴っ て メタ モル フォ シ 時 代 の ダビ デ ・ ス ピタ 
レ リ 張 り に 力強く 迫る ヴォ ー カ ル が 、 シ ング ル に 収め る に は 惜しい 。 繰 り 広 
ば げ る 内 容 の 音楽 だ 。 そ れ も 暗い 。 従 っ て 重い 。 熱 気 が あ る 。 こ の ヴォ ー カ リス 
ト は 個性 が 強 そ うだ 。 ギ ター が 力量 不足 だ と し て も 、 シ ング ル で これ くら い 特 
色 を 出せ て いれ ば 、 相 当 な も の だ ろう 。 曲 の クレ ジッ ト に は M.Barabino、R. 
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Picci レ ー ベ ル 記 念 す べき 第 一 弾 シ ング ル 。`II Corpo Di Una Madre* 
は 冒頭 生 ギタ ー の 爪 弾き に 期待 する も の の その 後 は 賑やか な まま 終っ て し 
まう ハー ド ・ ロ ッ ク 。 ヾ Un Mare Di Tranquillita* は モノ トー ン に 統一 され た 
へ ビー・ プ ログ レ の 秀作 。 抑 揚 の 無い ポー カル に まる で 痢 の 淵 か ら 湧き 出 
る よう な コー ラス と 無 表情 な ピア ノ の 音色 が 纏 わ り 付く サウ ンド は ひたすら 量 
く 、 絶 望 と 虚無 に 覆い 尽 さ れ て いる か の よう だ 。Lucchetti と Cassia な る 人 物 
が 、 作 詩 ・ 作 曲 、 プ ロ デ ュ ー ス を 担当 。 両 者 共に Seconda Genesi, Oskar 
Lindok & His Friends あ る い は Officina Meccanica の デビ ュー・ シ ング 
ル で も その 名 を 散見 する 事 か ら 、 同 レー ベル の 重要 人 物 で あっ た と 推測 出 











Carbone と 有る 。 (松本 ) 来る 。 (鈴木 伸一 ) 
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ジャ ケッ ト に 後 向 で 写っ て いる 男性 4 人 が メン バー で あろ うと 思わ れる 
が 、 他 の 詳細 に つい て は 全く 謎 。 こ れ だ か ら シ ング ル の み の グ ルー プ は 困 
る 。 編 成 は 、 ヴ ォ ー カ ル 、 ギ ター、 ベ ー ス 、 ド ラム の 他 に フル ー ト 、 オ ル ガ ン 、 ス 
トリ ング ス 、 ハ ー プ で 正式 メン バー が 何 を 担当 し て いる か 不明 で ある が 、 曲 
の 方 は AB 面 と も 素 晴 し いで き で ある 。A 面 は フル ー ト 、 ス トリ ング ス 、 オ ル ガ 
ン が か ら み な が ら ゆ っ た り と 始ま り 、 ヴ ォ ー カ ル も 同じ ペー ス で 加わ っ て サビ 
で 一 気 に 盛り 上 が る ラヴ ・ ロ ッ ク 調 の 曲 。B 面 は うっ て 変わ っ て へ ヘヴィー シン 
フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 名 作 と な り 驚 く 。 ギ ター、 フ ルー ト 、 オ ル ガ ン 、 ス トリ ング ス 
が 一 体 と な っ て 盛り 上 が っ て 行く 様 は 。 歌 メロ も 秀逸 。LP は どう な っ て いる 
の ? ( 六 井 ) 
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星 の 工 場 と いう ファ ンタ ジッ ク な 名 前 を も つ ラ ヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ 。4 枚 の 
シン グル を 確認 し て いる 。2 枚 は 未 聴 の 為 何 と も 言え 無い が 、 本 シン グル 、 
1980 年 に Ciaw か ら 発表 され た 「Bnan Compleanno/Anna」 の 両 シ ング 
ル と も 素晴らし い ラ ヴ ・ ロ ッ ク を 聞か せ て くれ る 。 タ イプ と し て は ジャ ルディ ー ノ 
に 近い の だ が 、 ヴ ォ ー カ ル が ジャ ルディ ー ノ の 様 に ハイ トー ン で は 無い 。 但 
し 、 一 級 品 の メロ ディ を 作る グル ー プ で ある が 、 不 幸 な こと に 777 年 か ら '80 
年 と いう の は 、 世 界 中 を 巻き 込ん だ ディ スコ ・ プ ー ム で あっ た 。 ブ ー ム の 影 
に 隠れ 消え て し まっ た グル ー プ に 合掌 。 8 (長谷 部 ) 
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「Buon Compleanno/Anna」 に 続く <4 枚 目 の シ ング ル 。"77 年 、 リ コル デ 
ィ よ り の 「Quando Un Amore」 が 彼ら の 最高 作 だ と 思う が 、 こ ちら も 、 も ちろ 
ん 方 向 性 は 変っ て いな い 。 た だ し 、 時 期 的 な 事柄 な の か レー ベル の 規模 か 
ら の 事 な の か 、 ス ケー ル が 少し 小さ く な っ た 気 が す る 。 ど ちら か と いう と 前 作 
シン グル を 引き 継ぐ 傾向 に ある 。 も う 少 し オー ケス トレ ーション が 和 欲し か っ た 
気 も する が 、 も と も と ボッ テ ガ ・ デ ッ ラ ル テ の よう に 自分 達 の 演奏 に よる パン 
ド な の で 、 そ の 点 で は 当 シ ング ル の A 面 曲 の 方 が カラ ー が 出 て いる か も し れ 
な い 。 ヴ ォ ー カ ル も グッ と 甘く 、kbd に よる ファ ンタ ステ ィ ッ ク な 脚色 も より 強 
い 。4 枚 の 中 で は 最も 演奏 に ひき し まり が あり 、 グ ルー プ 名 の イメ ー ジ する 所 
を 突い て いる 。 (松本 ) 
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LP 一 枚 、 シ ング ル 2 枚 を フォ ニッ ト ・ チ ェ ト ラ 傘 下 の カ ロ セ ッ ロ ・ レ ー ベ ル 
に 発表 し 消え て いっ た バン ド 。1972 年 に ジェ ノヴァ ・ ポ ッ プ ・ フ ェ ス ティ バル 、 
サン レモ 音楽 祭 に 参加 し 、 メ ジャ ー・ デ ビュ ー の きっ か け を 掴ん だ 。1973 年 
に LP・ 本 シン グル を 発表 し 、 翌 年 シン グル 「Stanlio E Ollio/Una Vec- 
chia Corriera Chiamata」 を 発表 する 。 本 シン グル A 面 は バン ド の 方 向 性 
と は 異 っ た 、 少 々 プロ グレ シッ プ な 作り 。 リ ヴァ ー ブ の 掛 っ た ギタ ー と ピア ノ 
を バッ ク に 女性 ヴォ ー カ ル が 淡々 と 歌っ て ゆき コー ラス の 絡み 、 サ ビ で 一 気 
に 男性 ヴォ ー カ ル が 入り 盛り 上 が る 。 但 し 基本 的 に 歌 物 バ ンド の 為 、 怒 潮 
の ご と く と は 言え な い が 、 満 足し て いた だ ける と 思う 。 (長谷 部 ) 
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レア ー レ ・ ア カ デ ミ ア ・ デ ィ ・ ム ジ カ の キー ボー ド 演 奏 、 フ ェ デ リコ ・ ト ロイ ア 
ー ニ が 、 ソ ロ LP「Strada」 に 先がけ て 発表 し た この シン グル は 、 レ アー レ ・ ア 
カ デ ミ ア ・ デ ィ ・ ム ジ カ の 蘇生 を 思わ せる 貴重 な 1 枚 。 特 に B 面 「Taran- 
tella」 に は 、 た だ た だ 驚嘆 ある の み 。 深 遠 か つ 幽 玄 な ピア ノ の 音色 に 導 か 
れ 、 物 悲し 気 な メロ ディ ー・ ラ イン 、 唄 心 充分 な ボー カル そし て 華麗 に し て ダ 
イナ ミッ ク な 演奏 が 交錯 する 様 は 、 正 し く あ の レア ー レ 節 の 再来 。 イ タリ ア 
ン ・ プ ログ レ ・ フ ァ ン を 満足 させ うる 名 曲 ・ 名 演 で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
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彼 が 参加 し た 最初 の グル ー プ 、 フ ォ ル クス は !68 年 に 結成 され 、 ジ ミ ヘ ン ・ 
スタ イル の も の を ロー マ の ティ タン ・ ク ラブ を 中 心 に 演 っ て いた 。'70 年 に エク 
ィ ブ 84 の ヴァ ン デ ッ リ の 協力 で シン グル ・ デ ビュ ー し 、 翌 年 は 英詞 に よる ア 
ル バ ム も 録音 し た が 発売 され な か っ た 。 そ の 後 は グル ー プ 名 を レア ー レ ・ ア 
カ デ ミ ア ・ デ ィ ・ ム ジ カ と し て よう や く ア ル バ ム を 出す こと が で きた 。 最 も 目 立 
っ た の が 彼 の キー ボー ド ・ プ レイ で 、 グ ルー プ 解 散 後 の シ ング ル も 傑作 。 ス 
タ ジ オ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と し て 活動 する が 自己 の アル バム も 発表 を 続け る 。 ソ 
ロ に な っ て か ら は ポッ プス 性 が 強く 、 彼 の 特徴 に で も ある 。 当 シン グル も 彼 
の 個性 を 生か し た も の で 、 ラ ジオ 番組 の 主題 歌 と し て 使用 され た 。O.E. は オ 
リエ ント 急行 の こと 。 (HIRO TANAKA) 
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'68 年 に ロー マ で 結成 され た 5 人 組 。 唯 一 この シン グル を リリ ー ス し た に 
止ま っ た が 、 メ ン バ ー に は 後に レア ー レ ・ ア カ デ ミ ア ・ デ ィ ・ ム ジ カ を 結成 する 
Federico Troiani(kbd) と ルオ ヴォ ・ デ ィ ・ コ ロン ボ へ 参加 する Ruggero 
Stefani(ds) を 抱え て お り 、 バ レッ ト ・ デ ィ ・ プ ロン ゾ 、RDM 系 の 音 に な っ て 
いる 。 ト ロイ アー ニ の と オル ガン が いい 味つけ を し て いる 上 に 、 リ ズム ・ セ クシ 
ョ ン も まとまっ て いて 、 更 に エッ ジ の 立つ トー ン の ギタ ー が 洗え て いる 。 ヴ ォ ー 
カル も そつ な い 。 ア ル バ ム を 聴い て みた か っ た バン ド だ 。70 年 に し て 、 し か も 
シン グル で 、 こ れ 程 の 特徴 が 出せ る の だ か ら 相 当 な も の だ 。A 面 は アイ ア 
ン ・ バ タフ ライ の カヴァ ー、B 画 は マウ リッ ィ オ ・ ヴ ァ ン デ ッ リ 作 。 非 常に セン ス 
が 良い 。 (松本 ) 
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RRC( 正 式 に は Roman Record Company と 言う ) と 言え ば 、 か の Fabr- 
izio De Andre の 初期 の 作品 を リリ ー ス し て いた 謎 の レー ベル 。 こ こ に 紹介 
する | Fiori な ど グ ルー プ に つい て も 、 詳 し い 事 は 何一つ 解ら な い の だ が 、 内 
容 の 方 は 非常 に 良い 。 特 に `Mirragio” は 、 美 し い ピ アノ に 導 か れ て 、 切 々 
と し た ボー カル が 哀 し 気 な メロ ディ ー を 唄い 上 げ る 名 曲 。 バ ッ グ に 従う オル 
ガン や イタ リア 然 と し た コー ラス が 弥 が 上 に も 感動 を 揺 き 立て て くれ る 。 
Alunni Del Sole の 最良 の 部 分 を 抽出 し た よう な 若 々 し い 輝き と 古風 な 情 
趣 が 清々 し い 。 (鈴木 伸一 ) 
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1968 年 一 74 年 まで 活動 し て いた グル ー プ 。1970 年 に ナイ ス の `The 
Thoughts.…” を カヴァ ー し た 当 シ ング ル 「Fuori Citta」 を リリ ー ス し た 後 、 
BASF レ ー ベ ル を 仮 契 約 し て アル バム と シン グル を 制作 する 予定 で あっ た 
が 、 野 外 ロ ッ ク ・ フ ェ ス ティ バル な ど で 共 演 し て いた バン コ に ギタ リス ト の マ 
ル チ ェ ロ ・ ト ダー ロ が 誘わ れ て 、 グ ルー プ を 脱退 し て し まい 、 解 散 へ 追い 込ま 
れ て し まっ た 。 音 の 方 は いか ん せん 、 ナ イス の カヴァ ー な の で 、 彼 ら の 本 当 
の サウ ンド を 知る に は 充分 で は な い が 、 乱 暴 な 言い 方 を し て し まえ ば 、 歌 は 
ビー トル ズ 、 演 奏 は ^ ダ サイ "オル ガン ・ ロ ッ ク と いっ た 具合 で あま り 、 か ん ば 
し く な い 。 や っ ぱり 、 ト ダー ロ さ ん が 、 パ ンコ に 加入 し た の は 正確 だ っ た 様 で 
…o (N.Ueno) 
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か な り の 数 の シン グル を 発表 し て いる と 思わ れる 彼ら の 1st ア ル バ ム 発 
表 当 時 の も の と 思わ れる シン グル 。 彼 ら の サウ ンド は 基本 的 に は プロ グレ ッ 
シ プ と 言え る よう な も の で は な く 、 初 期 は ビー ト ・ ロ ッ ク 、 後 期 は ラプ ・ ロ ッ ク と 
言っ て し まっ て も 誤 ま り で は な いよ うに 思う 。 し か し な が ら キ ー ボ ー ド 系 は か な 
り の 励 張り を みせ る た め に 我々 の 心 を (すぐ る の で は ある が 。 こ の シン グル 
は 年 代 か ら し て 、 か な り 古 臭い 音 で は ある の だ が 、A 面 で 聞け る オル ガン ・ ワ 
ー ク 等 は 、 後 の 彼ら の 代表 作 「Pensando」 を 思わ せる も の が 有り 捨て 難い 
も の で ある 。 (杉原 ) 





(| FLASHMEN 
Guarda 
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3rd「Pensardo」 の 頃 の 未収 録 シ ング ル 。 フ ラッ シュ メン と いう と ロッ ク と 
歌 物 と を 掛け 渡し する バン ド と し て 、 カ マレ オン ティ や UT 等 に 似 た と ころ が あ 
る 。 こ の 手 は や や も する と 中 途 半端 に な か りか ね な い が 、UT の よう に その 掛け 
渡し を 独自 の カラ ー に 染め 上 げた ケー ス も ある 。 音 の タイ プ こ そ 違 えど 、 フ ラ 
ッシュ メン も この 頃 は 両立 し て 独自 の カラ ー を 放っ て いた 。 そ の 典型 的 な シ 
ング ル が これ で ある 。 特 徴 と し て 荒い トー ン の 少し エッ ジ の 立つ キー ボー ド ・ 
トー ン を 多用 する 彼 等 の カラ ー が 両面 に 渡っ て 聴け る 。A 面 は ヴォ ー カ ル 入 . 
り 、B 面 は ロッ ク 色 の ある イン スト ・ ナ ン パ バー。 角 の ある サウ ンド は イタ リア ン ・ 
ロッ ク 全 盛 時 に ふさ わし い 人 迫力 を 感じ させ る 。 彼 等 の 数 有る シン グル の 中 
で も カラ ー の 強い 1 枚 。 (松本 ) 


(| FLASHMEN 
Amare Lei 

Dolce Amica Mig 
@Magic MR NP 1000 
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少し 整理 し て お こう 。 彼 等 の シン グル 計 10 枚 中 、 未 収録 は 4 枚 、「l| Mondo 
Aspetta Te/La Donna Che Ho」(Decca C 17005, '69) 、「Guarda/Mes 
Amis」、「Piccolo Amore/La Stagione Dei Fiori」(Joker M 7190, 75) 
そし て 本 作 。 ア ル バ ム に つい て は 1st「Cercando La Vita」 に 3rd シ ング ル 
「Puoi Dirmi T' Amo/Un Anno Nero」 の 2 曲 を 加え た も の が 2nd ア ル バ 
ム 「Hydra」。 た だ し 1st か ら 2nd へ の 間 一 部 ヴォ ー カ リス ト が 交代 し て お り 、 
その パー ト の み 録 音 し 直さ れ て いる 。 さ て この シン グル だ が 、 録 音 年 度 が 不 
明 。10 番 目 の シ ング ル と いう 説 が 強い 。 後 半 の アル バム で は 曲 の 良し 悪し 
の 差 が 激しかっ た が 、「Puoi Drmi 一 」 と 共に 本 作 は 瑞 々 し さ の 漂う 歌 物 に 
仕上 げ ら れ て いる 。 好 作 。 (松本 ) 
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フォ ルム ラ ・ ト レ は 多数 の ヒッ ト 曲 を 出し た グル ー プ で ある か らし て 当然 シ 
ング ル の 数 も 多い 。 し か し それ ら の シン グル の 中 で も 最も 話題 性 の ある の 
が この シン グル で ある 。 両 面 を 通し て 一 曲 と いう 異色 の 作品 で ライ ヴ ・ レ コ 
ー デ ィング で ある 。71 年 で ある か ら 2nd ア ル バ ム 頃 の 作曲 で 、 ア ルベル ト ・ ラ 
ディ ウス の へ ヴィ ー な ギタ ー・ ロ ッ ク 、 ラ フ な ガ プリ エレ ・ ロ レン ツィ の オル ガ 
ン ・ ト ー ン 。 ホ ッ ト な トニ ー・ チ ッ コ の ドラ ミン グ と ライ ヴ 演 奏 の 熱い ムー ド を 良 
く 伝え た 好 盤 。 演 奏 は アー ト ・ ロ ッ ク 的 な へ ヴィ ー な も の で ある 。 他 に も ノニ ャ 
ンド ・ エ ・ リ ソニ ャ ンド の 別 テ イク と いう よう な 話題 シン グル も ある が 、 こ ちら の 
ほう は 彼 等 の ベス ト に 収録 され て いる テイ ク な の で 今 で も な ん と か 入手 で き 
る だ ろう 。 ( 今 ) 
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フォ ル ラ ・ ト レ を 集約 する な ら 1st が ~Dies lres”,2nd が この A 面 曲 、3rd が 
アル バム ・ タ イト ル 曲 、4th が ^Rapsodia Di Radius”、 こ の 線 で 落ち 着く と 
思う 。^Nessuno* は アル バム で は 10 分 を 超え る 収録 に な っ て いて 、 
^Dies Irae" の イン パク ト を 2 作 目 に 伝え る 要 の 曲 で も ある 。 重 い ド ラム と 只 
り 上 げ る オル ガン 、 ギ ター の トー ン が と に か が かく 粘 つ く 。 ヘ ヴィ 。 メ ジャ ー・ イ タリ 
ア 初 の 本 格 的 な ロッ ク ・ バ ンド らし く と て も 熱 っ ぽい 。 シ ング ル は アル バム ・ 
テイ ク の 前 半 を カッ ト し た も の だ が 、 彼 ら の 流れ を 見 る 上 で は ず せ な い 曲 だ 。 
記載 外 の アル バム 未収 録 シ ング ル と し て は 他 に 「Questo Folle 
Sentimento/Avevo Una Bambola」 と 「lo Ritorno Solo/Nananano」 
が ある 。 
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最も プロ グレ ッ シ ヴ な 作品 と し て 評価 の 高い フォ ルム ラ ・ ト レ の サー ド ・ ア 
ル バ ム か ら の カッ ト で ある 本 シン グル 。 し か し 、A 面 Sognando e 
Rinognando は LP と は 別 テ イク 。 ど ちら か と いえ ば こち ら の ほう が スリ リン グ 
な テイ ク に 仕上 が っ て いて 出来 は 良い と 思う 。 こ の テイ ク は 後に ヌメ ロ ・ ウ ー 
ノ ・ レ ー ベ ル か ら リ リー ス さ れ た 彼 等 の ベス ト ・ ア ル バ ム に 収録 され て いる も 
の と 同 テ イク で ある 。 フ ォ ル ムラ ・ ト レ が 従来 の サウ ンド と 、 当 時 流行 し た プロ 
グレ ッ シ ヴ ・ サ ウン ド を 非常 に 高い レベ ル で 結合 させ た 珠玉 の 名 作 と いう こ 
と が で きる と 思う 。 テ クニ ッ ク 云 々 と いう 壁 を 越え て 、 今 、 尚 、 良 質 の グル ー プ 
で あっ た と 僕 に 確信 させ る 、 素 晴らし い ロ ッ ク ・ ユ ニッ ト 、 フ ォ ル ムラ ・ ト レ の 名 
シン グル で ある 。 (山崎 ) 


FORUM LIUII 
Space ilemma 
HOmesick 

の 
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〇 





ミノ ・ レ ー ベ ル か ら シ ング ル 2 枚 リリ ー ス し た (LP が ある と いう 説 も ある が 
筆者 は 未だ 見 て いな い ) フォ ルム ・ リ ヴィ は 70 年 代 前 半 に 活動 し て いた グル 
ー プ で ある 。 へ ヴィ ー か 部 分 と プロ グレ ッ シ ヴ な アイ ディ ア が 交差 する プロ 
グレ ニハ ー ド 路線 の グル ー プ で 、 こ の シン グル か ら 全 て を 推測 する の は 余 
り に 危険 で ある が 、 お そら く ラ イヴ で は ノリ の 良い ホッ ト な 演奏 を し て いた も 
の と 思わ れる 。 ギ ター、 ベ ー ス 、 ド ラム ス 、 キ ー ボ ー ド の 編成 で メイ ン に な る の 
は や は り ギ ター で ある 。A 面 が 様々 な アイ ディ ア を 盛り 込ん だ 仲 々 の 曲 で 、B 
面 は プリ ティ ッシュ ナイ ズ さ れ た 完全 な ハー ド ・ ロ ッ ク の 曲 。 イ タリ ア に は まだ 
まだ シン グル の みて で 終わ っ た バン ド の 名 盤 が 埋もれ て いる よう で ある 。( 今 ) 
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Francesco Rinaldi と いう カン タウ トー レ に つい て 、 今 の と ころ この シン グ 
ル 以 外 何 の 知識 も 持ち 合わ せ て いな い の だ が 、 彼 独特 の 粘り と 濃 の ある 
歌唱 は 深い 味わい を 感ずる 一 級 の も の で ある 。 ギ ター、 女 性 コー ラス 、 バ イ 
オリ ン 等 を パック に 重く 引き 摺 る よう に 歌わ れる lutrospezione"、 ギ ター、 
フル ー ト 、 女 性 コー ラス が 、 幽 玄 な 静 の パー ト と 躍動 的 な パー ト を 交錯 させ 
る 中 、 彼 の ボー カル が 叶 き 、 貴 ぐ Gedeone” 共 に 訴求 力 の 強い ボー カル が 
最大 の 魅力 だ が 、 バ ッ ク の 演奏 も 当時 の プロ グレ ッ シ プ な 精神 を 踏ま えた 
サウ ンド で 見 事 な 引き 立て ぶり で ある 。 特 に ^Gedeone* は イメ ー ジ と し て ア 
ラン ・ ソ レン ティ の ` ア リア” を 思い 出し て し まう 。 (鈴木 伸一 ) 
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この フラ ンチ ェ ス コ ・ サ ー レ と いう シン ガー は 、 低 音 の 少し か すれ た 声 を し 
て いて 中 々 雰囲気 が ある 。 シ ング ル 1 枚 を 取り 出し て 云々 と いう の も 無理 が 
ある が 、 彼 の どちら か と 言え ば 地味 な 歌声 の お か げ で 、 あ り が ちか 曲調 も ひ 
き し ま っ て 聴こえ る 。 両 面 と も 曲 自体 は 練 ら れ て いて 演奏 も タイ ト だ 。A 面 は グ 
ロッ ケン シュ ピー ル に よる ワン ・ フ レー ズ が アク セン ト と し て 何 度 か 出 て き て 、 
サー レ の 歌 が 全体 を 盛り 上 げ て いく の が 特徴 。 熱 気 が 入 っ て き て も 、 声 質 
の 為 か 渋 さ が あっ て 落ち 着き が な く な ら な い 。 甘味 に 飽き 気味 な 時 に は いい 
か も し れ な い 。 こ の 人 は 曲 を 選べ ば 、 う まく た そ が れ た 連 囲 気 を 出せ る タイ プ 
だ と 思う 。 小 粒 だ と は 思う が 、 捨 て られ な い 味 の あ る シン グル だ 。 (松本 ) 
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'60 年 代 中 頃 か ら 歌い 始め た バッ ティ アー ト が 、 イ タリ アン ・ ア ヴァ ン ギ ャ 
ルド に 立ち 入る 以前 の 貴重 な 音源 。 自 身 の 作曲 に よる A 面 の パッ ティ アー 
ト ゆ え に 目 の さめ る よう な オー ソ ド ッ クス な 歌 物 が プラ ブラ を 打ち 貫く が ご と 
きま ば ゆい ? 写真 映り か ら す る と 知 的 な 若 僧 か り が 、 ま る で ヴェ ル ヴ ェ ッ ツ 張 
り 。 そ の 行方 は B 面 に 追え る 。 妙 な オー ケス トラ ・ パ ー ト か ら テ ィ ン パ ニ の 大 
仕掛 、 軽 音楽 ドラ ム に ピア ノ が クラ ブ 流 れ 、 彼 の ヴォ ー カ ル も プラ ブラ 前 
夜 、 後 半 か ら は エコ ー も か か っ て サイ ケ デ リッ ク な ギタ ー・ ソ ロ も 響 いて いる 
し 、 シ ン バ ル 音 は イコ ライ ジン グ に 逆 回 転 、 と バレ ッ ト も ジョ ン ・ ケ イル も 真 青 
な イタ リア の 胎動 が 早 や ここ に 。 早 吾 な 人 だ 。 そ う 言 えば 肩 の 辺り に 妙 な マ 
ンダ ラ も 見 える ? (松本 ) 
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グル ー プ 名 が 1 回 転 半 し た 今 と な っ て は 現代 的 だ っ た りす る か ら 恐 い 。 も 
ちろ ん 、 こ ちら は 現役 ? の '70 年 。 当 時 の 英 米 オル ガン ・ ロ ッ ク 、 ビ ー ト ・ サ イケ 
の 亜流 と 言え そう だ 。A 面 の ハモ ンド ・ オ ル ガ ン を 活か し た メロ ディ アス な ナ 
ン バ ー な ど 、 そ の まま 770 年 と いう 趣き 。B 面 に な る と 更に 切れ 味 鈍 く ビ ー ト も 
強い 。 特 に A 面 が 愛 囲 気 あ っ て 、 ミ ニ ・ ス カー ト の 長い 髪 の 女の子 ^Sandy 
(ホン ト か ?) の こと を 切な げに 歌う 哀 台 感 が ハモ ンド ・ オ ル ガ ン に 彩 ら れ て 
狂おしい 、 と 相場 も 決ま る 。 た っ ぷり と 時 代 に ひ た れ る 好 ナ ン バ ー だ ろう 。 バ 
ンド は も う 1 枚 の シン グル 「Roy Colt/Dove」(Cinevox MDF 019、'70) を 
残し て いる 。 こ ちら は サン トラ 。 更 に 更に 鈍く 座り か け か 。`Sandy "は 2nd シ ン 
グル の も よう 。 (松本 ) 
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元 SALIS の ドラ マー で ある Furio Bozzetti は 、Dario Baldan Bembo の 
「Migrazione」 の プロ デュ ー サ ー と し て も 、 そ の 名 を 見 る こと が で きる 。「Mi 
て 」 を 名 盤 た らし め た その 手腕 が 、 遺 憎 な く 発揮 され た も の が この 作品 と い 
えよ う 。 糧 めく な いよ うに リリ カル な ビ ピア ノ に 導 か れ 、Fulio の ハス キー な 声 が 
幼 想 的 な メロ ディ ー を 歌い は じ る 。 中 盤 か ら の スト リン グ ス と コー ラス に よる 
盛り 上 が り は 尋常 で は な く 、 こ れ ほ どの 厚み と 広がり を 感じ させ る ヴォ ー カ ル 
作品 と いう の も 珍し い の で は な か ろう か 。 包 み 込 まれ る よう な 温か さ に 満ち た 
名 曲 と いえ よう 。 さ て B 面 だ が 、 こ ちら も ピア ノ を メイ ン に 深い 美しき を た た え 
た 素晴らし い 出来 で ある 。 間 奏 の チェ レス タ の 響き が 、 タ イト ル そ の まま に 、 
透明 な 秋 の 空 に 優し く 木 圭 す る 。 ( 長 砂 ) 
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EDIA レ ー ベ ル か ら の LP3 枚 、 シ ング ル 2 枚 が 確認 され て いる が 、 そ れ 以 
前 に 、Boston レ ー ベ ル か ら シ ング ル が 4 枚 出 て いる 。 そ の 内 1 枚 が 両面 ア 
ル バ ム 未収 、 他 の 3 枚 は B 面 が アル バム 未収 、 そ し て A 面 は アル バム に は 
収録 され て いる が 、 な ん と テイ ク ち が い 。 こ うい う 事 を され る と 、 本 当 に マニ ア 
は つら いよ 寅次郎 に が っ て し まう 。Boston レ ー ベ ル の 3 枚 は (BEM004) 「Se 
Milasci/11 Canto Dei Ragazzi」、 両 面 ア ル バ ム 未収 (BEM10) 「Santa 
Maria/Nei Sogni Miei」、(BEM14) 「Tu Sola/I| Ragazzo Di Heidel 
berg」 で 、 ど れ も 優 し く 愛 を 包み こむ 様 に 唄い 、 微 笑 まし い 曲想 、 中 で も この 
曲 は 、 フ ルー ト が より 一 層 穏 や か さ を 増 し 、 理 屈 抜き で 素直 に 「 え え 曲 や な い 
か !」 と 思わ せる 。 (Alessandro Amore 堤 野 ) 
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この シン グル は 、 彼 ら の 代表 曲 で ある 。 も ちろ ん ほか の ラヴ ロッ ク の 名 曲 
群 と 比べ て 一色 の な い 魅 力 あ る も の だ 。 こ の グル ー プ は 、 ど の 曲 も 音 が 薄く 
アレ ンジ も 中 途 半 端 な 感じ の 物 が 、 多 い の だ が 、 こ の 曲 だ け は メロ トロ ン を 
大 幅 に フュ ー チ ャ ー し て 、 他 の オル ガン を 中 心 と し た キー ボー ド 群 も 大 活 
曜 、 こ れ 程 の 曲 を 作れ る の な ら と うし て も っ と 他 の 曲 も ? と 、 思 っ て し まう 。 エ ン 
ディ ング まで 何 回 も リフ レイ ン さ れる メロ ディ ー は 、 フ ェ イ ドイ ン し て いっ て も 、 い 
つま で も 頭 の 中 で 繰り 返さ れる 素晴らし い 歌 メ ロ で 、 彼 ら の 曲 の ほとん ど を 
書い て いる Tin Caralli の 才能 が 見 事 に 開花 し た 名 曲 だ 。 こ の 後 、 グ ルー プ 
は 、'76 年 に 両面 アル バム 未収 の EP「Qualcosae'Rimasto/Tramonto」 
(EDIA ZE 50288) を リリ ー ス する 。 (Amore 堤 野 ) 





遇 76 RYBALI 
2 co MMarta Helmuth 
corri, orri, Corri 
71 


@CGD 130 


e 











ガリ バル ディ の デビ ュー シン グル 。LP「NUDA」 に 先立つ こと 1 年 、1971 
年 発表 。 両 面 と も LP 未 収 で 「NUDA」 で プロ デュ ー ス を 担当 し て いた Ivo 
Callegari の ペン に よる も の 。 ギ ター の 音 は ハー ド で ある が 、 ジ ミ ヘ ン 風 の フ 
レー ズ は 鳴り ひそ め て お り 、 オ ル ガ ン の 音 と マッ チ し た 音 作り と な っ て いる 。A 
面 は ビー ト 調 の 面影 の 残る ポッ プ な 曲 。B 面 の 方 は 、 静 か な オル ガン と ピア 
ノ に よる イン トロ か ら 、 ボ ー カ ル が 入り 、 リ ズム が 刻ま れる と 重量 感 の ある ギ 
ター と ハモ ンド が 登場 し た か と 思う と プル ー ジ ー な ボー カル パー ト へ と 移る 。 
中 間 部 で は 、 や や クラ シカ ル な ギタ ー の フレ ー ズ に ハモ ンド が ユニ ゾン で 
絡み 、 プ ルー ジ ー な ギタ ー ソ ロ も 聴け る 。71 年 に し て は 仲 々 の 出来 映え と な 
っ て いる 。 (高橋 ) 
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ジェ ノヴァ 派 カン タウ トー レ ( 自 作 自 演歌 手 ) ジ ノ ・ パ オリ の パッ ク ・ バ ンド 
と し で 60 年 代 半 ば に 活動 を 始め た 。68 年 に LP(ms a 77194) も 発表 し て 、 
ある 程度 は 知ら れ て いた 。 後 に アレ ンジ ャ ー と し て 活躍 する ニニ ・ カ ルッ チ を 
中 心 と する グル ー プ で 、72 年 に は ロケ ッ テ ィ の リー ド ・ ヴ ォ ー カ ル の サン ティ 
ー ノ ・ ロ ッ ケ ッ テ ィ を 加え て プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 名 曲 を 発表 する 。 当 シン 
グル は 彼ら らし い ビ ー ト の 名 残り が ある メロ ディ アス な も の で A 面 は フラ ン 
ス の 曲 。 イ タリ ア で は ニコ ラ ・ デ ィ ・ バ パリ が ヒッ ト さ せ た 。 当 シン グル も その ヒッ 
ト に あや か っ て 、 ル イス ・ バ パカ ロフ に 近い アレ ンジ に な っ て いる 。 余 談 な が ら 、 
彼ら の よう に カン タウ トー レ と 強い 結び 付き が あっ た も の に ピノ ・ ド ナッ ジョ と 
ム ユ キオ ォ が ある 。 (HIRO TANAKA) 
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60 年 代 か ら ビー ト ・ グ ルー プ と し て 活動 し て いた 彼 等 は 68 年 1st LP を 発 
表す る 。 編 成 は Ninni Carucci を 含む 4 人 。 サ ウン ド は 当時 の Dik Dik や 
Equipe 84 と 同様 の も の で 、Moody Blues の ` サ テン の 夜 ? な ども 取り 上 げ 
て いる 。LP 同 様 シン グル も ヒッ ト 曲 路 線 で 大 し た も の は な い が 、 唯 一 これ だ 
け は 別格 で ある 。 両 面 共 プロ グレ ッ シ ヴ な 演奏 ・ 展 開 が 極め て 魅力 的 で あ 
る 。 特 に A 面 は あの Mauro Pelosi の 記念 すべ き 1st の 名 曲 で 、 彼 の 唱 法 か 
ら 完 全 に 離れ 、 ダ イナ ミッ ク で 劇 的 な 曲 へ と 変貌 し て いる 。 高 揚 す る ボー カ 
ル 、 華 用 な キー ボー ド そ し て 感動 的 な 施 律 。 全 て が 我々 の 感性 に 訴え か け 
る 。 真 に 偉大 な る 曲 で あっ た と 再 認識 させ られ る と 共に 、 最 盛 期 イ タリ ア の 
底 深 さ を 感 じ ず に は いら れ な い 。 (鈴木 伸一 ) 
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故 ジ ャ ン ・ ギ ャ バン を 扱っ た TV シリ ー ズ の 主題 獣 の よう だ 。 厚 目 の ス トリ 
ング ス ・ シ ン セ サイ ザー が 流れ 続け る 中 で 、 デ ュ オ の 歌 が 盛り 上 げた か と 
思う と 、 ハ ー モ ニカ が 郷 怠 を 誘う 。 こ れ が と て も 印象 に 残る 。 映 画 ファ ン 、J. ギ 
ャ パン ・ フ ァ ン な ら 尚 更 の こと だ ろう 。 懐 か し いよ うな 、 そ れ で いて 晴 々 と し た 気 
分 に させ て くれ る 。 75 年 に 1 枚 の アル バム を 残し た この デュ オ に は 少な く と も 
2 枚 の 未収 録 シ ング ダル が ある 。1 枚 が これ 、 も う 1 枚 が 「L' altro Domani/ 
Anna」(Ricordi SRL 10873, 78) で ある 。 両 シン グル と も プロ デュ ー ス は ア 
ル バ ム に 同じ く レ ッ ド ・ カ ン ツ ィ ア ン 。 当 シン グル の B 面 (自作 曲 ) も それ に 延 
長 す る 作風 。A 面 の 最初 は フラ ンス 語 で 歌わ れる 。 好 ナン バー だ 。 (松本 ) 
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'60 年 代 か ら 活動 し て いる GENS が 、 驚 くべ きこ と に 、 メ トロ ン を 使用 し て い 
た 頃 の シン グル 。 フ ィ リ ッ プ ス の LP は 極 平均 的 ポッ プス の 為 、 無 視 さ れ が 
ちな 存在 だ が 、 こ の シン グル を 聴い た 後 で は そう し た 彼 等 の イメ ー ジ を 払拭 
せ さ ざる を 得 な い 。 ポ ッ プ で ドラ マチ ッ ク な メロ ディ ー・ ラ イン 、 イ タリ ア 的 な ハー 
モニ ー、 そ れ ら を 包み 込む 重厚 に し て ダイ ナミ ッ ク な メト ロン の 彼 、 全 て が 一 
つの 極点 に 流れ 込む 様 は 圧巻 の 一 語 で ある 。 他 に も この 作品 に 前 後 し て 
同 傾向 の 良質 な シン グル を 2、3 数 える こと が 出来 る 。 ラ ブ ・ ロ ッ ク 、 ポ ッ プ ス 
系 の グル ー プ に も 隠れ た 名 曲 が 有 り 得 る 好例 で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
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正 に 驚異 的 な 出来 の シン グル 。 彼 ら の メロ トロ ン 使 用 の シン グル 3 部 作 
中 の 最大 の 話題 作 は 、2 作 目 に 当たる 本 作 で ある こと に 異論 は ある まい 。 も 
し 、 こ の シン グル の ヴォ ル テ ー ジ で 、 彼 ら が LP を 製作 し て くれ て いた ら 、 
GIGANTI の 「Terra In Bocca」 に 匹 英 す る アル バム が 完成 し て いた の で 
は と 思う 。A 面 冒頭 の いき な り の 異常 な 盛り 上 が りか ら 圧 倒さ れる 。 途 中 、 彼 
ら 本 体 の 歌 の 部 分 を 聞か せな が ら も 、 壮 大 な メロ トロ ン を 織り 込ん だ 展開 は 
正 に プロ グレ ッ シ ブ 。 イ タリ ア の シン グル に 名 曲 は 数 多い が 、 こ れ は 最上 
位 する 名 曲 で ある 。B 面 も 良い 。A 面 と 同 傾向 の 曲 な が ら 、 メ ロト ロン に 加え 
シン セ の 大 胆 な 導入 が 有り 、 よ り プ ログ レッ シブ な 印象 さえ 受け る 。 両 面 と 
も に スケ ー ル の 大 き さ は 特筆 も の で ある 。 (杉原 ) 
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GENS の シン グル 中 メロ トロ ン の 大 幅 な 導入 が 話題 と な っ た 3 枚 の シン 
グル の 最終 作 と 思わ れる の が 本 作 。 前 作 の 「Anche Un 一 」 は シン グル と 
し て は 圧倒 的 な 出来 で あっ た た め 、 期 待 は いや が 応 で も 盛り 上 が る 。 実 際 
の 出来 は 前 作 の 派手 な シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド に 比較 し て か な り 地 味 な 印 
象 を 与え る 。 し か し な が ら 、 聴 く 《 ほ ど 味 わい が 増し て くる の は 彼ら 本 来 の 持ち 
味 が 充分 に 出 て いる よう に 思う 。 メ ロト ロン に ば か り 耳 を 奪わ れ が ち で は ある 
が 、 こ こ に 収め られ た 2 曲 は アコ ー ス ティ ッ ク な サウ ンド が 実に 魅力 的 で あ 
る 。 そ し て 何より も その サウ ンド に 暖か さ を 感 じい させ る の が 嬉し い 。 (杉原 ) 
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耳 に し た 人 ほぼ 全員 が 「 何 で 他 の 曲 も 全部 メロ トロ ン に し な か っ た ん だ 」 
と 泣き 叫ぶ 程 ( ウ ソ ) 、 彼 ら の 3 枚 の メロ トロ ン 入 り シ ング ル は 非常 に 非常 に 
素晴らし い 出 来 だ が 、 彼 ら に と っ て は メロ トロ ン は 単に スト リン グ ス の 代用 だ 
っ た 様 で 、 本 質 的 に は スト リン グ ス バ パック の ラヴ ロッ ク ・ バ ンド で ある 。 で 本 
作 は 、 マ ニア の 思い と は 裏腹 に 、 メ ロト ロン 入り の 曲 を スト リン グ ス で 演 り 直 
し た も の (メロトロン ヴァ ー ジ ョ ン は 4 月 、 本 作 は 11 月 ) 。 聴 いて みる と 意外 に 
良い 出来 で 、 も し や と 思い LP を 聴き 直す と や は り 良 い 。 彼 ら は 曲 造り の うま 
い バ ンド だ っ た ん だ な 、 と 納得 させ られ る 。 や や ビー ト 寄 り の 初期 (70 年 頃 ) 
の シン グル も 同様 。 で も や っ ぱり 全部 メロ トロ ン だ っ た ら 、 と いう 空想 は 止ま 
な い が 。 (森下 ) 
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79 年 に チェ トラ か ら 「Inferno E Paradiso」 を 発表 し て いる G. Simonelli 
の 771 年 の シン グル 。 彼 は 、 パ レッ ト ・ デ ィ ・ プ ロン ゾ の 1st の アレ ンジ と 全 作 
品 を 手がけ た こと で 知ら れ て いる が 、 後 に 全 っ た く 正 反対 の EPOCA に も 関 
わっ て いる 。 こ の シン グル は 少々 古臭い 所 詩 イ タリ アン ・ ポ ッ プ な の だ が 、 バ 
ロッ ク 風 スト リン グ ス が ちら っ と 上 顔 を 由 し た り 、 へ ヴィ ー な アレ ンジ を 見 せ た 
り 、B 面 の 出 始め が それ っ ぽく 思わ せ ぶ り で 、 そ の まま つっ 走っ て くれ れ ば と 
惜しま れる 。EPOCA の 曲 と 同じ く Pinna-Simonelli の 共 作 で ある 。 (木下 ) 
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Gian Pieretti の 3nd ア ル バ ム `I| Vestito Rosa Del Mio Amico 
Piero" は 詩情 と 愛 乱 に 包ま れ た 名 作 で 大 好き な 作品 の 1 枚 だ が 、 こ の LP 
未収 シン グル で も そう し た 彼 の 魅力 を 心ゆく まで 堪能 出来 る lo Sono Un 
Re” は 語り か ける よう な ボー カル を 美しい オー ケス トレ ーション が 静か に 盛り 
立て る 心 和む 作品 。 一 方 ^Non Dimenti Care” で は 彼 に し て は 珍し く 本 格 
的 な 歌唱 で 迫っ て 来る の だ が 、 こ れ が 又 非 常に 良い 。 哀 感 た っ ぷり の メロ 
ディ ー を 、 慈 壮 感 に 満ち 満ち た オー ケス トレ ーション を バッ ク に 歌い 上 げ る 
様 は 極め て ドラ マチ ッ ク 。 こ の 一 曲 を 聴い た だ け で も 、 彼 が 素晴らし い 表現 
力 と 確か な 実力 を 備え た 一 流 の 歌い 手 で あっ た こと を 暑い 知る 事 が 出来 る 
の で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
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Il Volo の ドラ マー と し て 著名 な 彼 も 1st LP の 「Sono」 で 名 ソン グ ・ ラ イタ 
ー ぶ り と ヴォ ー カ ル を 披 杏 し て くれ た 。 も と も と 彼 の グル ー プ Dall'Aglio 
Sera Mattino を 聴い た 人 な ら 分 る 通り 、 メ ロディ アス で ドラ マチ ッ ク な 曲 を 
書け る 人 な の で ある 。 78 年 発表 され た この シン グル の A 面 は 彼 の ちょ っ と た 
より な い ヴ ォ ー カ ル を 活か し た ラヴ ・ ロ ッ ク 調 の すばらし い 曲 。 女 性 スキ ャ ッ ト 
が 絡む あたり の 美 し さ は 彼 の ファ ン で な く て も 気に入る こと だ ろう 。 こ の 曲 そ の 
他 の 聴き 所 も 多い の だ が 、 そ れ は CGD の 優秀 な スタ ッ フ の 力 に よる と ころ が 
大 きい か も し れ な い 。 作 曲 は Gianni Bella、G.Bigezzi と 彼 の 手 に よる も の 
で 、B 面 は リズ ム を 押出 し た ポッ プス 調 。 (吉瀬 ) 








ANNI DAVOLI 
Amore E Favole 
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Ragazzina 





春の 息吹 き を 想わ せる 温か な ピア ノ に 導 か れ 、 優 し い Gianni の 声 が 「 愛 」 
を 語り は じ め る 。 印 象 と し て は 、 ポ ボッ テ ガ や ラッ テ ミ エ レ に 最も 近く 、 特 に サビ 
の 盛り 上 が り は 、Che Dolce Lei や Tanto Amore な ど と いっ た 名 曲 群 に 勝 
と も 劣ら な い ほ どの 美 し さ に 満ち て いる 。 湯 や か な スト リン グ ス と 、 パ バック で 控 
え め に 忠 か れる 女性 ヴォ ー カ ル が 、 こ の 曲 の 魅力 を より 深い も の と し て いる 。 
温か さ 、 美 し さ 、 流 三 さ 、 情 熱 、 実 直さ 、 可 憐 、 そ し て 優し は さ な ど 、 イ タリ アン ラ 
ヴ ロ ッ ク の 美 点 を まん べ ん な く 散 り ば め た 、 隠 れ た る 名 曲 と 断言 し て し まお 
う 。 厳 し い 冬 が 終わ り 、 花 々 が いっ せい に 咲き 誇り は じ め る 頃 、 生 命 の 糧 め 
き に 満ち た 陽射し に つつ まれ て 、 静 か に 聴き 続け て いた い 曲 で ある 。 少 女 を 
描い た スリ ー プ も 素敵 だ 。 ( 長 砂 ) 


ANNI DERRICO 
Anima Nera 

Mi Stracci ll Cuore, 
MM Stracci 『anima 
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傑作 と し て 名 高い 「Antico Teatro Da Camera」('75 年 ) の D'Errico の 
デビ ュー 作 と 思わ れる 。 両 面 と も 、F. Monaldi の プロ デュ ー ス の せい か 、 ド ラ 
マチ ッ ク な 盛 上 が り は 殺気 めい た も の を 感じ な いわ け に は いか な い 。 ジ ャ ケ 
ッ ト の ウラ 面 に は 6 枚 他 の シン ガー の シン グル が ジャ ケッ ト 写 真 付 で 紹介 さ 
れ て いる が 、 こ の ジャ ケッ ト と 余り に も 違い 過ぎ る 。 太 陽 と も 、 血 液 と も 見 える 
赤い 円 は 彼 の 熱い 情熱 を 現 わ し て いる の か も し れ な い 。 そ の 後 の す さま じい 
世界 に は まだ 到達 し て お ら ず カン ツ ォ ー ネ 的 表現 に 止ま っ て いる が 、 興 味 深 
い 1 枚 で は ある 。 (吉瀬 ) 
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ジャ ン ニ ・ デ リコ や マウ ロ ・ ペ ロー シ と いっ た カン タウ トー レ の 歌 は 、 や は り 
一 対 一 で し か 入っ て 来 な いも の だ と 思う 。 独 白 的 だ 。 ジ ャ ン ニ ・ デ リコ は 775 
年 の 唯一 つの アル バム の 中 で 、 深 く 陰 る その 典型 的 な 空気 を 宿 し て いて 、 リ 
スナ ー の 好み を 分 け て いる が 、 こ の シン グル は むし ろ 彼 の 陽 の 面 が 出 て い 
る と 思う 。A 面 の オル ガン か ら の 始ま り は 、 ア ル バ ム の 陰り を 予感 させ て も 、 
女性 コー ラス と と も に 高 な る 彼 の ヴォ ー カ ル に は 力 強 さ が ある 。 ア レン ジ も 抑 
揚 が 大 きい 。 唯 一 、 彼 の 虚 し 気 な 含み の ある 声 が 通じ る か 。B 面 も 傾向 と し 
て は A 面 に 似る 。 シ ング ル 曲 だ か ら ろ う 。A 面 は オー ケス トラ が 加わ り 彼 の ヴ 
ォ ー カ ル が 印象 的 な リフ レイ ン を つく り 出 す 好 ナン バー。 (松本 ) 





(|) GANTI 

pharlot 

Voglio Essere Una Simmia 
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ケッ コ と 呼ば れ た フラ ンチ ェ ス コ ・ マ ル セ ッ ラ は フォ ルリ 出身 で 、 他 の 3 人 
は ミラ ノ 。'64 年 の 結成 当時 は ケッ コ の 加入 で 、 パ オロ ・ ヴ ァ ッ ロ ネ が オル ガ 
ン を 担当 し て いた 。 メ ン バ ー の うち 、 リ ー ダ ー の ジャ コモ ・ デ ・ マ ル テ ィ ノ は セ 
ル ジ ョ の 兄 。'67 年 頃 ま で は ビー ト の 中 に エレ ガン ト な 愛 囲 気 を 加え た 独自 
の スタ イル で プー ム を 作っ た 。'67 年 の サン レモ 初出 場 最後 に 人 気 が 衰 え 
た が 、 メ ン バ ー は 離散 し て 人 気 の 回 復 を 計っ た 。 ミ ノ ( ジ ャ コモ ) と セル ジョ 
は デュ オ で (69 年 に 2 枚 、 ケ ッ コ は '69 と 70 年 に 各 1 枚 、 パ ペ ス は !69 年 に 2 枚 
それ ぞ れ シン グル を 出し た 。 結 局 ケッ コ の 所 属し た ミウ ラ ・ レ ー ベ ル に 再び 
全員 が 集まり 再 結成 し 作曲 に ヴィ ンチ ェ ・ テ ン ペ ラ を むか え 、 ル ックス も 長 
髪 と な り 、 当 変形 ジャ ケ の シン グル を 発表 し た 。 (HIRO TANAKA) 





7 ら 
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ミウ ラ ・ レ ー ペ ル で の 新生 ジ ガ ン テ ィ は 、 新 らし いも の を 試み た 。 同 ヒー ベ 
ル の 2 枚 目 の シン グル は 、3 曲 入り で ディ ヴィ ド ・ ポ ウイ の カヴァ ー や モ ゴ ー 
ル の 作詞 し た も の も ふく まれ て いた 。 次 作 は サン レモ 出場 曲 で 、 あ まり 知ら れ 
て いな い 歌手 ファ ビオ ・ ト リオ リ と 組み 選 外 曲 と な り 、 古 巣 の リィ フィ ・ レ コー ド 
に 戻る きっ か け と な っ た 。 た だ し 、 こ の 時 点 で 作曲 家 と し て ヴィ ンチ ェ ・ テ ン ペ 
ラ と 知り 合い 、 彼 ら の 最終 アル バム の 名 作 「Terra In Bocca」 の コン セプト 
が 生ま れ た 。 こ れ は ピエ ロ ・ デ ・ ロ ッ シ の 詩 を も と に し た 大 作 で 、 ア ル バ ム と 
同じ ジャ ケッ ト の シン グル ・ カ ッ ト も 発売 され た 。 こ うし て プロ グレ ッ ヴ ・ ロ ッ ク 
の 仲間 入り を し た が 、 当 シン グル が 最後 の も の に な っ た 。B 面 は LP か ら の 
曲 。 (HIRO TANAKA) 


軸 PASG6AL 
Ricomineiare 

Tamti Auguri Senora 
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Gigi Pascal の LP 未 収 シ ング ル 。~Ricminciare” は 彼 の 力強い 歌唱 が 
光る イタ リア らし い ド ラマ チッ ク な 佳 曲 。^Tanti Auguri Senora” は クラ シカ 
ル 且 つ プ ログ レッ シブ な 演奏 を パック に 配 し た Gigi Pascal 澤 身 の 名 曲 、 
名 唱 。 イ タリ ア 南 部 の 源 る パワ ー を 伝統 的 な 美意識 が ダイ ナミ ッ ク に 交錯 
し 熱く 胸 を 焦 が あ 送る 感性 の 糧 き は 、 一 級 の グル ー プ に 勝る と も 決し て 劣 
る も の で は な い 。 尚 、 こ の 後発 表 さ れ た シン グル (こち ら も LP 未 収 )「Amarti 
Come Non Mai/La Terza Luna」(ZEUS : BC 5036) で は より 歌 に 重点 
を 置い た 作り で 、 多 少 の 物 足 り 無 さ は 否め な い 。 (鈴木 伸一 ) 





La Mia 前 am 

Ti Ho Vista Piangere 
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ジョ カッ トロ は 、'70 年 代 後半 "80 年 代 前 半 に 活動 し て いた 中 堅 ラ ヴ ・ ロ 
ッ ク ・ グ ルー プ で 、 シ ング ル 枚 数 を リリ ー ス し て いる 。 彼 ら は 仲 々 、 実 力 の あ 
る グル ー プ で 演奏 力も アレ ンジ も し っ か り と し て お り 、 こ こ に 取り 上 げた シン 
グル の サウ ンド な ど は 、 美 し い プ ロフ ェ ッ ト 系 の シン セ ・ メ ロ と ギタ ー の くり 返 
し 出 て くる リフ が 印象 的 で 、 ロ カン ダ ・ デ ッ レ ・ フ ァ ー テ の ポッ プ な サウ ンド に 
近い 。 イ タリ ア の ラヴ ・ ロ ッ ク を 僕 個人 的 に 分 類する と 、① ド ゥ リウ ム 系 、② チ 
ェ ト ラ & トロ ルー ス 系 、③ リ フィ 系 、④CGD & CBS 系 、⑤ リ コル ディ 系 (わか 
る 人 に は わか る 分 類 で し ょ ?) に 太 別 で きる が 、 ジ ョ カッ トロ は 、 オ デ ッ セ ア や 
デイ ク ・ デ ィ ク の 後期 、 フ ラッ テリ と 共に リフ ィ 系 の 典型 的 な サウ ンド で ある 。 
(Numero Ueno) 


0OVANNA 

Cronaca Nera 
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ジョ ヴァ ン ナ の 773 年 作 「Ho Passato Un Brutto Inverno」 も 見 か け な 
い が 、BELVE DENTRO の 770 年 作 唯一 の シン グル 「Cronaca Nera」 は も 
っ と 見 か け な い 。 お 互い 見 か け な い 同志 が '70 年 廃盤 お 見 合い し た この シ 
ング ル の 行方 は 中 々 興味 深い 。A 面 は ベル ヴェ ・ デ ント ロ の シン グル 曲 に 
ジョ ヴァ ン ナ が 加わ っ た 形 で 、 オ ル ガ ン ・ ロ ッ ク が ハス キー で 瑞 々 し い 歌 声 
を 乗せ な が ら 両 陣営 を を そり そう 。 イ タリ アン ・ ロ ッ ク と 言っ て いい リズ ム と ナ 
イー ヴ な 感触 の オル ガン ・ ト ー ン 等 、 当 時 か ら す れ ば 非常 に プロ グレ ッ シ ヴ 
な も の だ 。 こ こ に 内 省 さ を 感じ させ る 彼女 の 歌声 が 加わ る の だ か ら 出 来 も 読 
め る と いう も の 。B 面 は ポッ プス ・ ス タイ ル 。 こ ちら に は バン ド は 加わ っ て いな 
い 。 (松本 ) 
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ゴ プ リン と 言え ば オカ ルト 映画 、 オ カル ト 映 画 と 言え ば ゴ プ リン と 言う 程 映 
像 と 音楽 が ぴた り と 当て は まる バン ド は 他 に 無い だ ろう 。「 サ スペ リア 」 や 「 ゾ 
ン ビ 」 と いっ た 日 本 で も 大 ヒッ ト し た 映画 の 先入観 の 為 か 、 彼 ら の 数 少な い 
オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム を 聞く 時 で さえ 怖く 感じ る の は 妙 な 感じ だ 。 二 枚 目 の 
アル バム 「 ロ ー ラ ー」 発 表 の 後 、TV 番 組 「CHI ? ( 誰 ?) 」 の テー マ と し て 作ら 
れ た の が 本 作品 で 、 お そら 〈 ゴ プリ ン 唯一 の LP 未 収 シ ング ル で ある 。 針 を 
落と し た 瞬間 か ら チ ェ ン バ ロ に よる 不気味 な アル ペ ジ オ が 人 迫り 来る 恐怖 を 
予感 させ 、 息 も つか せめ ぬ 展 開 で 心臓 を どき り と させ られ る 。 こ の 手 の 音 楽 好 
き に は 必携 の アイ テム だ ろう 。 尚 作曲 は NEW TROLLS 等 で も お 馴染 み 、 
TV 番組 の テー マ は お 得意 の G.CARUSO だ 。 (片山 ) 
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グル ッ ポ ・ ド ゥ エミ ッ ラ ウー ノ は 772 年 に 1 枚 だ け ア ル バ ム を 発表 し た が 、 
グル ー プ 自体 は 少な く と も 70 年 頃 か ら '70 年 代 後半 まで 存在 し て いた よう 
で 、 数 枚 の シン グル が それ を 物語 っ て いる 。 こ れ は 71 年 の リリ ー ス だ か ら ア 
ル バ ム より 以前 の 録音 と 推測 され る 。 も ちろ ん 人 両面 と も LP 未 収録 曲 で ある 。 
グル ッ ポ と いう と 、 ア ル バ ム 冒頭 の た た みか ける よう な シン フォ ニッ ク な 演奏 
の 印象 が 強い が 、 彼 等 の 持ち 味 は ソフ ト ・ タ ッ チ な 甘い 歌 に あり 、 そ ん な 彼 
等 の ポッ プス ・ グ ルー プ と し て の 側面 を 表現 し て いる の が この シン グル だ 。 
どちら の 曲 も それ 程 情緒 的 な ナン バー で は な い が 、 の ぴの ぴ し た 歌 を 聴か 
せ で くれ る 。 (山崎 ) 





ジジ O 
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グル ッ ポ 2001 に は シン グル が 7 枚 あ る よう だ 。 こ の シン グル は 第 2 弾 に 当 
た る も の で 、A 面 が 未収 録 、B 面 が アル バム か ら の カッ ト に な っ て いる 。 掲 載 
外 で は 他 に 「Navigando/II Mio Paese」(CP CPNP 03) が ある 。 さ て A 
面 だ が 、 い か に も シン グル 曲 ら し く ポ ッ プ 色 が 強い 。 そ れ で も アル バム 当時 
の 彼 等 らし さ は ある 。 ら し さと いう 点 で は むし ろ B 面 の 方 が ファ ン の イメ ー ジ に 
は 合う は まあ アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター の 響 き と ヴ ォ ー カ ル が 醸し 出す 瑞 々 し さ 
は 、 古 さ を 伴っ て 懐 し む よ う な 趣き を 洪 え て いる 。 よ く 有 る よう で 意外 に な い サ 
ウン ド だ 。 71 年 に SALIS か ら 脱 退 し た Piero Salis (kbd) と Paolo Salis 
(ds) の 目指 し た 音 が グル ッ ポ 2001 だ っ た と 思え る 程 の 絶妙 な 響き 方 を す 
る 。 (松本 ) 
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国内 盤 も リリ ー ス され て いた グル ッ ポ 2001 (ドゥ エミ ッ ラ ウー ノ ) は 70 年 頃 
か ら 70 年 代 後半 まで LP1 枚 と 少な く と も 7 枚 の シン グル を リリ ー ス し て お り 、 
内 Una Bambina.… 以 外 は 全て の LP 未 収 曲 で ある 。 本 シン グル は 73 年 
に リリ ー ス され た も の で 彼 等 の 歌 の 部 分 が 強調 され た 出来 の 良い 作品 で 
ある 。 イ タリ ア ら し い 清涼 感 あ ふれ る 名 曲 と いえ そう で ある 。KING レ ー ベ ル 
に 3 枚 の シン グル を 残し た 後 、Mercury, CP, Strega レ ー ベ ル を 点々 と し な 
が ら シ ング ル を 発表 する が 後 の 作品 に な る 程 、 プ ヴォ ル テ ー ジ は 落ち て いき 、 
最後 の 作品 は テク ノ 色 が ある 作品 と な っ て し まっ た 。 彼 等 の 盛 期 は 71 一 75 
年 頃 まで と 推測 され る 。 (山崎 ) 
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グル ッ ポ は アル バム 発表 後 も し ば らく 活動 を 続け て いた こと は 他 の レビ ュ 
ウ で も 書い た が 、 こ れ は マー キュ ー リ ー・ レ ー ベ ル に 移籍 し て の 774 年 の 作 
品 。 ち ちろ ん アル バム 未収 録 曲 で ある 。 基 本 的 な 曲想 は それ 程 、 ア ル バ ム 
発表 の 頃 と は 変化 し て お ら ず や や 都会 的 な 印象 が 加わ っ た 感じ だ 。 我 々 
は と か く 〈 ア ル バ ム だ け で その グル ー プ を 評価 し が ち だ が 、 こ うし て シン グル 
を 追っ て いく と グル ー プ の 遍歴 が わか っ て より 理解 度 が 深まる の で は な い だ 
ろう か 。 ア ル バ ム 以降 の シン グル と し て は 、 他 に も 「Navigand/li Mio 
Paese」(CP CPNP 03)、「Chi Sei ?/Stratosfera」(La Strega C.M. 
0015) 等 が ある 。 (山崎 ) 
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グル ッ ポ に は 僕 の 知る 限り 7 枚 の シン グル が あり 、 そ の シン グル か ら 推 
測 す る に 770 年 代 後半 まで 活動 し て いた よう で ある 。 こ れ は マー キュ リー より 
の 2 枚 目 の シン グル で 通算 5 枚 目 の も の 。 出 来 と し て は 平均 的 な も の で ある 
が ^PER UN MOMENTO* の ほう が スト リン グ ス ・ オ ー ケ スト ラ の 使用 に よ 
っ て 叙情 的 な 作風 と な っ て いる 。 こ れ だ け の 時 期 に 渡っ て シン グル を リリ ー 
ス し て いな が ら 、 ど うし て アル バム は 1 枚 し か リリ ー ス され な か っ た の で あろ 
う 。 そ の 間 、 グ ルー プ は どの よう に し て 存続 し て いた の だ ろう か ? 各 グル ー プ 
の シン グル を 追っ て いる と 、 ふ と そん な 想い に な る こと が ある 。 (山崎 ) 
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キン グ ・ ユ ニ ヴ ァ ー サ ル を 離れ 、 マ ー キ ュ リ ー を 離れ 、 と うと う La Strega 
Record と いう 所 まで や っ て きた 。 音 の 方 も 随分 と 遠い し 所 まで や っ て 来 た も の 
だ 乗り 自主 製作 レベ ル の 録音 で 、 曲 の 内 容 が これ また ひど い 。 シ ング ル ・ 
ヒッ ト 指向 の バン ド に アル バム 1 曲目 の 畳み 掛け は 異色 だ っ た と し て も 、 持 
ち 味 だ っ た 歌 物 バ ンド と し て の メロ ディ すら 、 こ こ に は な い 。B 面 は イン スト ・ チ 
ュー ン 。 両 面 と も ひど い 録音 の ディ スコ ・ リ ズム が まず い 。A 面 曲 は 、 ギ ター 
が 歌 メ ロ に 合わ す 形 で 細か く ソ ロ を 入れ る が 、 各 楽器 の パラ ンス が 悪く 、 曲 
想 も 何 も な い 。B 面 は も う 書 きよ う が な い の で これ 以上 触れ な い 。 も う 少 し な ん 
と か な ら な か っ た も の だ ろう か 。「L'alba Di Domani」 が 懐 し い 。 (松本 ) 
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イル ・ グ ァ ル ディ アー ノ ・ デ ル ・ フ ァ ー ロ は 一 言 で いう と イー ジー・ リ スニ ン 
グ を 演奏 する ユニ ッ ト で ある 。 ア ル バ ム も シン グル も 多数 リリ ー ス され て いる 
の で 、 一 度 く らい は 輸入 盤 店 で 名 前 を みか けた 人 も 多い も の と 思う 。 ジ ジ ・ 
カ ペ ロ ッ ト ( ペ ー ス ) や トゥ リオ ・ デ ・ ピ スコ ポ (ドラ ム ス ) が 在籍 し て いた こと も 
ある が 、 基 本 的 に は シン セ サ イ ザー を メイ ン に イー ジー リス ニン グ を 誤 で て 
いる 。 本 作 は そん な 彼 等 の 代表 的 な サウ ンド で あま り プ ログ レッ シ ヴ と は 関 
係 な い が 、 彼 等 の 代表 的 な 作品 と し て リス ト ア ッ プ し て お <。 彼 等 の 多数 の 
作品 の 中 に は プロ グレ ッ シ ヴ な 佳 曲 も あり 、 シ ング ル と し て 聴く と ハッ と する 
も の も ある が 、LP 全 面 を 通し て の プロ グレ ッ シ ヴ は な い 。 (山崎 ) 
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"81 年 録音 の Tito Shipa の 名 盤 「Concerto Per Primo Amore」 で セン 
ス 抜群 の アレ ンジ と 演奏 を 聴か せ て くれ た Key の Antonio Valenti が 中 心 
と な っ て 活動 し て いた HORUS 唯 一 の レコ ー ド 。 こ ちら は 78 年 録音 で 同じ トリ 
ノ の G7 ス タ ジ オ で ある 。 同 一 メン バー は Key と Ds の み 。A 面 は 軽快 な イン ス 
ト 曲 だ が 、 出 来 は 今一つ 。 し か し B 面 は 往年 の イタ リア サウ ンド が 中 る シン フ 
ォ ニ ッ ク な 秀 曲 。 ア ッ プ テン ポ な 冒頭 か ら 、 リ ズム チェ ンジ し た か と 思う と 、 旦 
掛け る 様 に 続く Key と G の ソロ と 圧倒 的 な 展開 を 見 せる 。 手 に 汗 を 握っ た ま 
まあ っ と いう 間 に 曲 は 終っ て し まう 。 美 し い W ジャ ケ に 包ま れ た マニ ア 泣 か せ 
の 一 枚 。 最 近 、 仲 々 の 出来 の デモ を 含ん だ 形 で CD 再発 され た が 、|| Volo 
の 出来 に は 至ら な か っ た 。 (高橋 ) 


HUNKA MMUNKA 

FIno A Non Poterme Piu 
EPura Famtasia 

"71 

@Ricordi SRL 10647 

(】 


(O】 





Hunka Munka の 本 名 は ロベルト ・ カ ル ロ ッ ト 。 彼 は 1967 年 に ^Anonima 
Sound” と いう ビー ト ・ グ ルー プ の 一 員 と し て デビ ュー し 、1972 年 に リコ ル デ 
ィ か ら 初 の ソロ ・ ア ル バ ム 1 枚 と 2 枚 の シン グル を 発表 。 同 時 に ディ ク ・ デ ィ ク 
の アル バム 「Suite Per.…」 の 制作 を 協力 し た の が きっ か け と な っ て 、 デ ィ ク ・ 
ディ ク に 加入 し 、「Volando」、「Amico」 の 2 枚 の LP に 参加 後 脱退 し 自ら の 
グル ー プ を 率い て 活動 する 傍ら 、1981 年 に ヌメ ロ ・ ウ ノ よ り ソ ロ ・ シ ング ル 1 
枚 を 発表 し 、 現 在 ア レン ジャ ー と し て 第 1 線 で 活躍 し て いる アー ティ スト だ 。 そ 
し て 1971 年 に リコ ルディ か ら リ リー ス し た LP 未 収録 曲 の 1st ソ ロ ・ シ ング ル 
は 美しい スト リン グ ス と 独 得 の 音色 の オル ガン が 印象 的 な が 「Volando」 を し 
の ぐ 秀 作 。 思 わ ず 涙 し て し まう 。 (UNO) 
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72 年 に 「Dedicato A Giovanna G」 と いう アル バム ( 歌 の 情感 と プロ グ 
レッ シ ヴ な 演奏 が プレ ンド され た 好 作 品 ) を リリ ー ス し た フン カ ・ ム ンカ ( 元 
アノ ニ マ ・ サ ウン ド LTD の ロベルト ・ カ ル ロ ッ ト の 変名 ) で ある が 、 そ れ 以 後 
の 彼 の 活動 は 一 切 わ か っ て は いな い 。 が し か し 、'81 年 に な っ て 、 突 然 シ ング 
ル を ヌメ ロ ・ ウ ー ノ より リリ ー ス し た 。 そ れ が この シン グル で ある 。 両 面 共 、 ア 
レン ジ を ひき 受け た エン リコ ・ リ ッ カ ルディ の 曲 。 フ ンカ ・ ム ンカ は ヴォ ー カ ル 
を メイ ン に 録音 し て いる 。 特 に A サ イド 、 ド ル チ ェ ・ メ ー ラ が た お や か な ヴォ ー 
カル を 主体 に し た 秀 曲 。 プ ログ レッ シ ヴ な 演奏 こそ 期待 で き な い が 、 そ れ を 
お ぎ な っ て あま りあ る 熱唱 。 本 物 の イタ リア の 歌 と いう も の を 感じ る 。 ( 今 ) 
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イビス に は 2 枚 の シン グル が あり 、1 枚 目 が 、2ndLP 制 作 前 に 録音 され た 
本 作 で 、2 枚 目 は 2ndLP か ら の カッ ト 、「Dedicated To Janis Joplin/Keep 
On Movin'」 で ある 。 本 作 の A 面 は 2nd の A 面 ラス ト に 収め られ て いる の で 、 
B 面 の "Noi? の み が LP 未 収録 曲 と な っ て いる 。 音 の 方 は こ コ の 個性 が 全 
面 に 出 た ハー ド な が ら も ポッ プ な 曲 で 、 こ ちら の 方 を A 面 に 持っ て 来 た 方 が 
良かっ た 様 な 曲 。 冒 頭 か ら ニ コ お 得意 の ハモ る ギタ ー が 飛び 出し 、 激 し く 三 
ん だ ギタ ー の リフ に マウ リィ イィ ツィオ の ハモ ンド が 絡み 、 元 気 一 杯 の 陽気 な ポ 
ー カ ル が 入る 。 ト ロ ル ス ・ フ ァ ン な ら や は り 持っ て いた い 一 枚 。 (高橋 ) 
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僕 が 個人 的 に 注目 し て いる マイ ナー レー ベル `^PIANCIANA" か ら シ ン 
グル 2 枚 を リリ ー ス し て いる ICE の 1st シ ング ル 。 僕 は 俗 に 言 ラ ヴ ・ ロ ッ ク ” 
と いう の が 、 あ まり 好き で は な い 。 根 っ か ら の プロ グレ ・ フ ァ ン な 訳 だ が 、 こ の 
シン グル に は 、 ち ょ っ と ば か り グ ラッ と きた 。 歌 唱 力 は お 世辞 に も ある と は 言 
い 難い が 、 ジ ャ ルディ ー ノ ・ セ ンプ リッ チ 近 い メ ロディ を 作曲 する 彼ら の メ 
ロディ ー・ メ ー カ ー と し て の 手腕 は 仲 々 な も の 。 ま し て 、 そ の ナン バー を 実に 
多様 な シン セ 群 で アレ ンジ し て 聴か せ て る の だ 。 ま る で 、 ジ ェ ッ ト が セン プリ ッ 
チ の 曲 を や っ て いる 様 と 、 僕 は 勝手 に 解釈 し て 気に入っ て いる 。 も う 少 し 歌 
が 上 手 だ っ た ら 、 彼 ら も ゃ スター ダム に 上 が れ た の に … (N.Ueno) 
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イン プレ ッ シ ョ ー ニ の デビ ュー・ シ ング ル 。A 面 は クラ シッ ク の カヴァ ー の 
イン スト ・ ナ ン バ ー で 、 原 曲 は ヴィ ヴァ ルディ で ある 。 原 曲 の 美 し さ を 損なわ 
ず に 、 イ タリ ア ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク に 共通 する 独特 の 情緒 を 織り 込ん で 
きれ い に ま と め て いる 。B 面 は 巧み な 曲 展開 を 見 せる 、 こ れ 又 イタ リア ン ・ プ 
ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 然 と し た ヴォ ー カ ル ・ ナ ン バ パー で ある 。 し か し な が ら 、 ア ク 
が 強く 、 そ れ 故 泥 臭 く な が り が ちな グル ー プ が 多い 中 で 、 彼 ら の サウ ンド は 、 清 
半 な イメ ー ジ で まとめ られ て お り 、 そ の 辺り が 、 こ の グル ー プ の 特徴 と な っ て 
いる 。 だ が 、 多 少 物足りな い 感 の ある こと も 事実 で 、 多 少 強引 な 展開 等 が 見 
られ れ ば 、 よ り 素 晴 し い サ ウン ド と な っ た の で は な いか と 思わ れる 。 (中島 ) 
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アル トゥ ー ロ ・ ス タル テッ リ が 参加 し て いる と の 噂 も ある セカ ンド ・ シ ング 
ル 。 メ ン バ ー 等 詳細 に つい て は 不明 な 点 が 多い グル ー プ で ある が 、 本 作 は 
シン グル ・ オ ン リ ー の 作品 の 中 で は 、 上 位 に ラン ク さ れる で あろ う 秀 作 で あ 
る 。A 面 は 前 作 と 同様 に 、 イ タリ アン ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク に 共通 する 独特 
の アク の 強 さ を 漂わ せな が ら 、 そ れ を 泥 臭 く な ら ず に 上 手 に まとめ た ヴォ ー カ 
ル ・ ナ ン バ ー。 前 作 に 比べ 曲 ・ ア レン ジ 共 に 進歩 が 見 られ る 。B 面 は チェ レ 
スタ と ジェ スロ ・ タ ル を 設 わ せる や や か すれ た フル ー ト が 印象 的 な イン スト ・ 
ナン バー。 初 期 PFM に も 通じ る 清らか で 叙情 的 な イメ ー ジ の 佳 曲 で 、 こ の 
グル ー プ の 本 質 を 最も 良く 表わし て いる 曲 と 言え よう 。 こ の 路線 で アル バム 
を 作っ て いた ら さ ぞ や と 思う 惜しい グル ー プ で ある 。 (中 島 ) 
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アン トニ オ ・ バ ルト チェ ッ テ ィ の 音楽 の 全て 、 と 言い 切れ る 程 集中 され た 
JACULA の 「Tardo Pede In Magium Versus」。 そ の 前 身 が この INVIS- 
IBLE FORCE に な る 。「Tardo Pede 一 」 よ り 1 年 前 の リリ ー ス 。 パ ンド 名 こそ 
別 な が ら 、 メ ン バ ー も JACULA に ほぼ 同じ く 、 収 録 曲 2 曲 と も アル バム に 再 
収録 され て いる 。 た だ し A 面 は アル バム 中 の `Praegentia Domini」 の 別 テ 
イク 、B 面 は や は り ^U.F.D.E.M" の ショ ー ト ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン 。A 面 は 後に A. レ ッ 
クス の 「Zora」 に も 再々 収録 され た 彼 の マニ フェ スト で 、 教 会 オル ガン の 田 
き に 導 か れ 成 名 の よう な 詩 が 唱え られ 、 そ し て 田 き に 終わ る と いう も の 。 ミ サ 
の 始ま り を 告げ る 曲 な の だ と 思う 。 彼 の 信仰 の 為 に 作曲 され た 宗教 曲 で あ 
る 。 (松本 ) 
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印象 的 な ピア ノ の フレ ー ズ に 導 か れ て 美しい メロ ディ ー を 端正 に そし て 爽 
や か に 歌い 綴る ^Va Amore* は イタ リア ン ・ ポ ッ プ ス の 隠れ た 名 曲 。 何 と 言 
っ て も Jean Claudric な る 人 物 に よる オー ケス トラ ・ ア レン ジ が 絶妙 で 、 若 々 
し くも 陰影 を 帯び た 彼 等 の サウ ンド に 見 事 に 調和 し て いる 。 勿 論 プ ログ レ で 
は な い が 、 当 時 の シー ン に 於 て は 群 を 抜く て 仕上がり で ある 。 尚 "Le Strade 
Del Sole” は 明る < 軽快 な 曲 で "Va A move* の 出来 に 遠く 及ば な い が 、 そ 
の 和やか な サウ ンド 、 歌 心 は 耳 に 優し (、 ジ ャ ケッ ト 写真 か ら 受 ける 純真 な イ 
メー ジ そ の も の で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
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イタ リア ン サ ウン ド と いう 、 自 信 た っ ぷり な 名 前 の ラヴ ロッ ク ・ ト リオ 。 楽 器 
を 本 人 等 が 演奏 し て いる か は 定か で な い が 、 女 性 1 名 、 男 性 2 名 の コー ラ 
ス ・ グ ルー プ と 考え た 方 が 妥当 だ ろう 。 同 レー ベル より '76 年 に シン グル 
「Torna/Il Gabbiano」( 両 面 LP 収 録 ) 、77 年 LP「Torna」、 本 シン グル を 
発表 後 、Cinevox に 移籍 し シン グル 「Domani Partiro/Poveri In- 
nocenti Innamorati」 を 発表 する 。 い ずれ の 作品 も 申 つ け 難 い が 、 本 作 
品 が LP 未 収 で も あり 、 一 番 シ ン フ ォ ニ ッ ク で も ある と いう こと で 良い だ ろう 。 

(長谷 部 ) 








J. PLEP 

La Seala 

LAnima del Mondo 
'69 

@Carosello CI 20232 
〇 


@ 








ジャ ン フ ラン コ ・ レ ヴェ ル ベ リ の プロ デュ ー ス に よる 発音 不明 の グル ー プ 
で 、70 年 に 入っ て レー ベル を オレ ゴン と いう と ころ に 移り 、 ヌ ォ ー ヴ ァ ・ イ デア 
と し た 。A 面 に 記さ れ て いる GIL は ジョ ル ジ ョ ・ ウ ザイ の こと 。 こ うし た クレ ジッ ト 
は 当時 の 流行 で 、 レ ナー ト ・ デ イ ・ プ ロフ ェ ル ティ や 、 マ リオ ・ デ リ ・ シ ョ ウメ ン 
な ども 同様 で ある 。B 面 は グル ー プ の み の 名 義 に な っ て いる 。 彼 ら を ふく め 
て 、 ジ ェ ノ ヴァ の グル ー プ は ニュ ー・ ト ロ ル ス 、 ガ リバ ルディ 、 デ リリ ウム を 中 
心 に メン バー を 互い に 補い な が ら 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ ム ー ヴ メン ト を 
形成 し て いく こと に な る の で ある 。 (HIRO TANAKA) 





Gtee 還 CNU に 3 JANUS 
3 時 Note Per Un Amico(A Stefan0) 


Danza Per Lui 
吊 gi 
eprivate GEI 004 
O 

@ 





ヤ ヌ ス が 残し た 3 枚 の シン グル 及び LP1 枚 は いか に も 自主 盤 ら し い 001 
か ら 004 ま で の 続き 番号 だ が 、 そ れ が リリ ー ス 順 で は な い の で や や こし い 。1 
st は 「Pescatori Di Sogno 1 parte/2 parte」(J」003, "80) で 、2nd は 
ACROAMA 名 義 の 33 回 転 7 イン チ 3 曲 入 ミ ニア ル バ ム の 「…Ogni Giorno 
…Evocando Immagini Di Una Cavalcata, Nol Reale…Al Cospetto 
Del Solo/…E Diventeremo Di Nuovo Limpidi」(001, "81) 、 続 いて 内 
容 ・ ジ ャ ケ 共 に 彼ら の 最高 作 と お ぼ し き 本 作 が 出 た 様 だ 。 い ずれ の 作品 も 
自主 故 の 安っぽ さ が あ る も の の 叙情 性 を 大 切 に し た 優雅 な 曲調 で 、1st の 
A 面 後半 、2nd の B 面 冒頭 の 語り を 除い て 全て イン スト 、1st の B 面 で は ヴィ 
ヴァ ルディ の フレ ー ズ も 顔 を 出す 男 ヴォ ー カ ル の Zauber と いう 感じ も す 
る 。 (森下 ) 





タゴ 











JERIKO 

Basta 60si 

Tu Bamhina lO Bamhino 
76 

RFN-NP 16658 


W 





JERIKO は 、 女 性 と 男性 に よる 2 人 の ボー カル を 擁し た ラヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ル 
ー プ 。 男 女 の デ ュ オ に よる ポッ プス と いう と 、 日 本 人 の 悲し い 性 か 、 す ぐに カ 
ラオ ケ ・ デ ュ オ を 思い 浮か べ て 、 と て も 悪い 先 入 感 が ある の だ が 、( 特 に 僕 
は カラ オケ が 大 キラ イ な の で な お さら な の だ が …) こ の ジェ リコ の サウ ンド 
は 、 そ ん な ダサ イ も の じゃ な い 。 雪 が 舞い 降る 様 な ピア ノ と 美しい スト リン グ 
ス ・ シ ン セ 、 ム ー デ ィ ー な オル ガン を パッ ク に 切な く 歌 う 2 人 の ボー カル は 実 
に 美しい 。 特 に お ば さん 風 や 油 ぎっ た 歌い 方 の 多い イタ リア の 女性 シン ガ 
ー の 中 に あっ て 、 仲 々 、 僕 好み の ` は か な さ " の ある 女性 シン ガー は 大 き な 
魅力 で ある 。 尚 、 こ の グル ー プ は 他 に も シン グル を リリ ー ス し て いる 。 

(Numero Ueno) 





JET 

Vivere In Te 
Vom0 

771 

念 Durium Ld A 7711 
(ee 


JET の デビ ュー シン グル 。 彼 ら に は 5 枚 の シン グル が ある が 、 プ ログ レ ・ 
ファ ン に は 一 番 ア ピー ル す る 内 容 を 持つ の が 本 作 。A 面 で は アコ ー ス テッ 
ク ・ ギ ター を バッ ク に 穏やか に ボー カル が 入り 、 徐 々 に 盛り 上 が っ て 行く お 
お ら か な 曲調 。B 面 も 同じ 様 に 始ま る が 、 サ ビ の 部 分 で は 泣き 泣き の ボー カ 
ル が 入っ て 来 て 思わ ず の め り 込 ん で し まう 。 後 半 の アコ ー ス ティ ッ ク ギ ター 
の ソロ も 良い 出来 。 両 面 と も コー ラス ワー ク が し っ か り し て いて 、 ト ロ ル ス に 仏 
て いる が 、 彼 等 ほど 受け 入れ られ 短命 で 終わ っ て し まっ た の が 残念 。 沿 
キン グ よ り 国 内 発売 され た CD に は この シン グル の 曲 は 収録 され な か っ た 。 

(高橋 ) 





JET 

上 Semno Dalla Pace 

Non La Posso Perdonare 
72 

@Durium LdA 7758 





アル バム 発表 の '72 年 に 出 た 両面 未収 録 シ ング ル 。 ア ル バ ム の 音 を 期 
待 し て は 少し 辛い が 、 そ れ で も B 面 は ハモ ンド ・ オ ル ガ ン が 薄 す ら と 流れ る 
中 、 メ ロディ アス に 歌わ れる 。 そ し て 間奏 部 で は アル バム の カラ ー を 決め て 
いる ギタ ー・ ソ ロ が 出 て くる の で 、 結 構 聴け る 。A 面 は トリ ッ プ 、 デ リリ ウム 、 ジ 
ャ ン ボ あたり が や り そ う な ヴォ ー カ ル ・ ナ ン バ ー を 収録 し て いて 、 こ れ が 臭 
い 。 ミ ディ アム ・ テ ン ポ の 垢抜け な い コ ー ラ ス が 続く 。'60 年 代 末 に 結成 され 
た こと は 、 こ れ で よく うな ず け る が 、 後 に マテ ィ ア ・ パ ザー ル に 成る か と 思え 
ば 、 随 分 と 遠い 。 他 に 掲載 外 の アル バム 未収 録 シ ング ル と し て は 「 Gloria 
Glorio/Sinfonio Per Un Re」(Durium LdA 7805、'73) が ある 。 (松本 ) 


J.E.T. 

Anikama-0 

Guarda Con | Tuoi Ocehi 
72, 73 ? 

@Durium LD A 7796 

O 

@) 





変型 ジャ ケッ ト の ほう が 先行 し て 活 題 に な っ て いる ふし の ある ジェ ッ ト で あ 
る が 、 彼 等 の サウ ンド は 基本 的 に は プロ グレ ニハ ー ド で ある と いえ る 。 し か し 
そこ に は や は り イ タリ ア ら し く 、 地 中 海 の 太 陽 に つか れ た よう な 甘美 な メロ デ 
ィ ー ラ イン と 流れ る よう な サウ ンド を 持ち 、 不 思 議 な 魅力 を 放っ て いる 。 本 作 
品 は 73 年 の サン レモ 音楽 祭 で 彼 等 が 歌っ た 作品 が A 面 に 収録 され た も の 
で 、 ホ ー ン セク ショ ン を 加え た ポッ プ な 好 ナ ン パ ー と 生 ギ ター と ヴォ ー カ ル 
の か ら み が 哀 惑 を を そる ナン バー を 収め た LP 未 収 作品 で ある 。 従 来 の ス 
タイ ル と は 少々 傾向 が 違う が 、 そ の 核 は や は り ジ ェ ッ ト で ある と いえ る 。 尚 、 ほ 
ぼ 同 ジャ ケッ ト で 英語 ヴァ ー ジ ョ ン の `Anikana 一 0* と 別 タ イト ル の B 面 か 
ら な る シン グル も 出 て いる 。 ( 今 ) 








JIMMY ML.E.6. 

旧 Mssia 

Quegli Occhi Chiari 
771 

Ma SPF 31288 


@ 





新人 プロ グレ バン ド を 集め た オム ニ バ ス 「Nuovi Complessi D'avan- 
guardia Da Radio Montecarlo」 に 収録 され て いた バン ド 。 プ ラス を 導入 
し ビー ト ポ ッ プ ま が い の A 面 が 収録 され て いた の だ が 、 オ ル ガ ン 、 フ ルー ト 、 
ピア ノ を バッ ク に し た 日 面 の 方 が は る か に 良い 出来 。「Nuovi 一 」 の 項 で は 
書け な か っ た が ラジ オ ・ モ ン テ カ ル ロ と いう 放送 局 は 当時 、 出 始め の プロ グ 
レ 流 行 を 後押し し て いた か コン テス ト を 催し た か し た らし い 。「Nuovi 一 」 は 収 
録 の 9 パンド 9 曲 の 内 少な く と も 3 曲 が シ ング ル ・ リ リー ス さ れ て いる が 、 結 局 
生き 残っ た の は デリ リウ ム と "77 年 に ラヴ ロッ ク の LP を 残し て いる Quinta 

Faccia、 そ れ に Tibu と 組ん で いた Piero Montanaro 位 だ っ た 様 だ 。 
(森下 ) 





JUDY KAROL 
0.K. Prenimi ! 
Night Rock 

'80 

@Unifunk AR 3480 
〇 


KO) 





B 面 の アレ ンジ が A.Rex な ど で の 取り 上 げた 一 枚 。 レ ー ベ ル の Naifunk 
は 、 や は り A.Rex 絡 み の イ ン ヴ ィ ジ プル ・ フ ォ ー ス 、 ア ンタ レス を リリ ー ス し て 
いる 所 。 ヤ クラ が 余り に も レア だ っ た 為 か 神格 化 さ れ て し まっ た バル トチ ェ ッ 
ティ 、 実 は ヤク ラ は ほぼ バッ ハ か ら の パク リ で 、 そ の 後 の A Rex、Doris Nor- 
ton 等 で の 活動 を 見 て も ヴォ ル テ ー ジ は 低下 する 一 方 、 元 々 音楽 的 才能 に 
乏しい 人 な の だ と 断 じ ざ る を 得 な い 。 そ の 異様 な 信仰 の せい か 彼 が こだわ り 
続け る 邪悪 な ある い は 端的 に 言っ て 反 キ リス ト 教 的 な 音楽 も 、 そ の 能力 に 
欠け る 為 ご く 愛 囲 気 的 な も の に 終わ っ て し まっ て いる 。 た だ 、 そ の 背後 に た く 
まず し て 浴 み 出る 、 彼 の 異端 の 徒 と し て の 病 ん だ 様 な わび し い 哀 感 が 個人 
的 に は 魅 力 的 で は ある 。 青 盤 。 (森下 ) 





ダブ 








JUMBOD 

Im Estate 

Due Righe Da Te 

70 

@Numero Uno ZN 50 033 
〇 


@) 





デビ ュー・ シ ング ル 。 フ ィ リ ッ プ ス と 契約 する 以前 の 70 年 の リリ ー ス に な 
る 。 ジ ャ ン ボ と 言え ば 、 ど うし て も 3rd「Vietato Ai Minori Di 18 Anni」 に 人 
気 が 集 中 する が 、 バ ンド 自体 の 本 道 は 、 や は り ブ ルー ス に ある 。3rd が 異色 
な の で あっ て 、 む し ろ こ の シン グル な どの 方 が オー ソ ド ク ス と いっ た と ころ か 。 
それ だ け に 本 来 あ まり 好ま れ な い タ イプ な の だ ろう 。A 面 は カン トリ ー・ プ ルー 
ス ・ タ ッ チ の ヴォ ー カ ル ・ ナ ン バ パー で 、 思 いっ きり 臭い 掛け 声 と 共に 端々 と 進 
む 。 非 常に お っ さん 臭い 。B 面 に か る と お と な し め の R&B ス タイ ル に ギタ ー や 
ピア ノ の ソロ を 込み て 進ん で 行く が 最後 の 方 で 、 ま た も A 面 の 曲 を 演奏 し 始 
め て 、 こ わい 。 よ く 聴 く と 大 昔 の R. ス テ ュ ワ ー ト な ん か の 渋 さ に 近い も の が あ 
る 。 (松本 ) 





JUNMBO 

Vorrei 

I Re Dei He Del Rock & Rall 
75 

@Atlantic T10672 

〇 


(O 


JUMBO は LP3 枚 を リリ ー ス し た こと が 知ら れ て いる が 、 そ の プル ー ス を 
ルー ツ に する あく の 強い プロ グレ ッ シ ヴ ・ サ ウン ド は 一 部 に 強い ファ ン を 持 
つ 。 牧 歌 的 な 渋い 味わい を 持つ セカ ンド 「DNA」、 多 彩 な ゲス ト を 迎え て 重 
厚 な シン フォ ニッ ク 作 品 に 仕上 げ ら れ た サー ド 「Vietato.…」 は 特に 系 晴らし 
い 作 品 で ある 。 サ ー ド ・ ア ル バ ム を 録音 し た 73 年 に メン バー の 一 部 が 
Prenestum Blocco 452 と いう グル ー プ 名 で シン グル 3 枚 と LP を 1 枚 発表 
する が 、JUMBO0 自 体 、 そ の 後 も 活動 を 続け て いた よう だ 。75 年 に Atlantic 
レー ベル か ら 本 シン グル を 発表 し た 。 お そら く こ れ を 最後 に グル ー プ は 解散 
し た も の と 思わ れる 。 こ こ で は すでに プロ グレ ッ シ ヴ 色 は 失 な われ て し まっ て 
いて 、 本 来 の オー ソ ド ッ クス な ロッ ク ・ バ ンド と な っ て し まっ た 。 ( 今 ) 





JURI CAMISASCA 
La Musica Muore 
MMetamorfosi 

775 

@Bla Bla BBR 1339 


@ 





A 面 が LP 未 収録 。B 面 は アル バム 「La Finestra Dentro」 か ら の カッ ト 。 
弦楽 器 (vIn) を フィ ー チ ャ ー し た ポッ プ な ヴォ ー カ ル ・ ナ ン パ バー の A 面 は 、 彼 
に し て みれ ば 異色 気味 。 を それ で も 〇 X 節 調 の リズ ム に ずばり と ヴァ イオ リン 
の つや や か な 響 き を 持ち 込む ミス ・ マ ッ チ が 、 や は りこ の 頃 の カミ サー シャ ら 
し く 、 異 様 だ 。 イ ー ノ の `^ タ イガ ー・ マ ウン テン "中 華 ポ ッ プ ス 並 み に 異 和 感 が 
ある 。B 面 は アル バム の 内 省 的 な ナン バー で 、 バ パッ ティ アー ト の コズミック な 
シン セ サ イ ザー や リノ ・ カ プラ ・ ヴ ァ ッ チー ナ の イン ド ふ う パ ー カ ッ シ ョ ン の サ 
ポー ト が 、 カ ミサ ー シ ャ の 歌 を ひき た て る 。 ア ラン ・ ノ ソレ ン テ ィ 、 デ メト リオ ・ ス ト 
ラ ト ス ら と 共に 声 を 使っ て の 表現 力 に と めど の な い ミ ュー ジ シ ャ ン だ 。 

(松本 ) 





JURI CAMISASCA 
朋 malaya 

Un Fiume ii Luce 
75 

@Bla Bla 1341 


〇 
人 








最近 で その 洞察 力 を 感じ させ る 彫 の 深い 音楽 を 聴か せ て くれ る ロ ベ ル 
ト ・ ユ リ ・ カ ミサ ー シ ャ だ が 、770 年 代 の か つて は 暗中 模索 の 混乱 し た 心理 が 
音楽 に 由 て いた よう に 思う 。 デ ビュ ー 作 「La Finestra Dentro」 の 混乱 は ア 
ラン ・ ソ レン ティ に も 似 て 更に 過敏 で も ある 。 こ の シン グル は B 面 が 、 そ の デ 
ビュ ー 作 か ら の カッ ト 、A 面 が 未収 録 に な っ て いる 。 ヒ ラマ ヤ だ 。 も う 何 も 言う 
こと は な い カ ミサ ー シ ャ の ヒマ ラ ヤ 音頭 と も 言う べき 、 居 心地 の 悪い 変形 具 
合 。 女 性 コー ラス を まじ ぇ 曲 が 進む と カミ サー シャ の 邪心 めい た ヴォ ー カ ル 
が ひと きわ アッ プ で 迫っ て くる 。 と て も この 時 期 の 彼ら し さ が 出 た 未収 録 曲 
だ 。 こ れ で も 曲 自体 は すっ きり し て いる 方 な の が 、 そ し て さす が プラ ・ プ ラ か ら 
の リリ ー ス 。 (松本 ) 








KATIA RICCIARELLI 

Il Profumo Del Tempo 

CEra Una Volta La Terra Mia 
'85 

@RCA PB 6807 


(W 





彼女 は 有名 な ソプラ ノ 歌 手 で 、 日 本 で も 多く の ファ ン を 持つ 。 た だ し 、 こ の 
シン グル は カン タウ トー レ の アメ デオ ・ ミ ン ギ と の デュ エッ ト の A 面 は 普通 の 
歌手 と し て の 登場 だ 元 パ ン デ モニ ウム の リー ダー 格 だ っ た ミン ギ は マリ 
オ ・ カ ステ ル ヌ ォ ー ヴ ォ の デビ ュー 盤 の プロ デュ ー ス を し た こと で も 知ら れ て 
いる 。 こ の 曲 で は 元 ピ エロ ・ ル ネー ル の ガイ オ ・ キ ョ ッ キ ョ も 曲 作 り に 参加 し 
て いる 。 ま た 、 こ の シン グル の も う 一 人 の 主人 公 は 映画 音楽 の 巨匠 エン ニ 
オ ・ モ リコ ー ネ で 、 両 面 共 に アレ ンジ を 担当 し て いる 。 プ ラチ ド ・ ド ミン ゴ や ア 
ン ナ ・ モ ッ フ ォ ら の オペ ラ 歌 手 と も 幾度 か レコ ー デ ィング を し て いる の で 、 モ リ 
コー ネ の アレ ンジ は クラ シカ ル な も の も 一 級 品 で ある 。B 面 は 映画 『「 ウ エス タ 
ン 」 の テー マ 。 (HIRO TANAKA) 
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PFM の 前 身 グ ルー プ と し て ^QUELLI” は あま り に も 有名 で ある が 、 
PFM= ニ QUELLI と いう 単純 な 図式 は 成り 立た ま OQUELLI に 在籍 し て いた 
の は Key の プレ モー リ と ギタ ー の ムシ ー ダ の 2 人 の み で 、 例 えば ベー ス の G. 
ビ ピアッツァ は 自ら の グル ー プ を 率い て 活動 し し アル バム 1 枚 を リリ ー ス し た 
後に PFM へ 加入 し て いる 。 こ こ に 紹介 する クレ ル も PFM 関 係 の 重要 な グル 
ー プ で あり 、 ド ラム の F. チ ョ ッ チ ョ が 在籍 し て いた グル ー プ だ 。 シ ング ル と い 
う 限ら れ た 枠 内 で あり 、 し か も 1970 年 と いう 年 代 の 制作 で ある の で 当然 、 本 
格 的 な プロ グレ は 望め な い が 、 重 厚 で スリ リン グ な ハモ ンド ・ オ ル ガ ン を 中 
心 と し た ポッ プ & ロッ ク で ビー ト ・ グ ルー プ で あっ た QUELLI よ り PFM の サ 
ウン ド へ の 直接 的 な 影響 は 強い と 思わ れる 。 (UNO) 
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お そら く 〈 こ の ミラ ノ の 5 人 組 は LP 製 作 を 絶望 視 し て この シン グル の 一 撃 に 
全て を 賭け て いた の で あろ うこ と が この B 面 を 聴く と 痛い 程 伝 わっ て くる 。 例 
えて いう な ら 見 合い で 実に いい 女 が 出 て きた に も 拘ら ず 全く 話 も 合わ ず 脈 が 
な さそ うだ が この 千 戴 一 遇 の 機会 を 逃がし て な る も の か どう せ 2 度 と 会 わな 
い の だ か ら や り た いこ と を や っ て し まえ 、 冥 土 で 俺 に 会 っ た こと を 後悔 する の 
だ な と 乳 、 飼 部 等 に 捨て 身 の タッ チ 攻 撃 を 仕掛 ける 私 の 心境 を 音 に し た 感 
じ 。ELP 風 イン トロ か ら オ ル ガ ン と ギタ ー の 壮絶 な 絡み 合い 等 めまぐるしい 展 
開 で こち ら が 喜び ぴ そ うな こと を 全て 演 っ て の ける 。 開 いた 口 が 閉 さ が ら な 〈 な 
る 程 素 晴らし い 捨 て 身 の イ タリ アン シン フォ ニッ ク の 一 撃 を 受け 止め て く 
れ / (牧野 博 ) 
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LA VERDE STAGIONE. TAVOLA ROTONDA の 中 心 人 物 、IHLE の 
兄弟 に よる 秀逸 な る 1 枚 。 特 に B 面 に 診 け る あま り に も 美しい サウ ンド は 70 年 
代 後期 イタ リア の 中 に あっ て 一 際 清 純 な 音 世 界 を 展開 し て くれ る 。 ど こま で 
も 清らか な 彼 等 の サウ ンド は 、 何 百 の ラブ ・ ロ ッ ク 、 ポ ッ プ ス と は 一 線 を 画 し 、 
それ ら が 決し て 辿り 着く こと の 出来 な い 夢 想 と 哀 台 と 感傷 の 空間 と な る 。 決 
し て LP を リリ ー ス する 機会 を 持て な か っ た 悲運 の 兄弟 、LANDO と LUCA。 
し か し 彼 等 が '60 年 代 か ら 遺 し て くれ た 何 枚 か の シン グル は 、 今 も な お 、 我 々 
の 感性 を 操り 、 忘 れ か け て いた 感動 を 呼び 覚まし て くれ る 。 聴 て 度 に 味わい 
が 増す 彼 等 の サウ ンド は 決し て 派手 で は な い が 、 と て も 大 事 な も の の よう に 
思え て な ら な い 。 (鈴木 伸一 ) 
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「 魔 法 の ラン プ 、 幻 燈 」 と いう ファ ンタ ジッ ク な 名 の ラヴ ・ ロ ッ ク グ ルー プ 。 
私 の 知っ て いる 限り で は 77 年 に 出 た 「Sottovoce/Acquerelli」 と 本 作 の 2 
枚 の シン グル が ある 。 音 的 に は ボッ テ ガ タ イプ だ が 、 ボ ッ テ ガ と 比較 する と 
少々 キー ボー ド が 薄い 。 如 し 、 プ ログ レフ ァ ン の 大 好き な 女性 ヴォ ー ル も 入 
っ て いる 。 男 性 、 女 性 ヴォ ー カ ル の 掛け 合い に は 思わ ず 「 胸 キュ ン 」 も の だ 。 
曲 、 ア レン ジ 共 に 良く 一 流 グ ルー プ に な っ て も 不思議 は 無い の だ が 、 既 に 
時 代 は 世界 的 に ディ スコ プ ブーム 。 デ ビュ ー が 一 年 早けれ ば 人 気 グ ルー プ 
に な っ て いた だ ろう 。 後 レコ ー ド 会 社 が も う 少し 大 手 で あれ ば 良かっ た の に 。 
77 年 発表 の シン グル も 内 容 的 に 甲乙 付け が た い 。2 枚 と も 買う と いう の が 
正しい ラヴ ・ ロ ッ ク フ ァ ン ? (長谷 部 ) 
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ラッ テ ・ エ ・ ミ エー レ は 3nd LP 発 表 後 も 活動 を 続け て お り 、 レ ー ベ ル を 
点々 と し な が ら も シン グル の み は リ リー ス し て きた 。 も ちろ ん 3nd ま で の 時 期 も 
LP 未 収 シン グル を リリ ー ス し て お り 、 そ の 中 に は 佳 曲 も 少な く な い 。 本 作 は 
74 年 の リリ ー ス で 、2nd パ ピヨ ン の 一 年 後 の も の 。 お そら く ポ リド ー ル か ら の 
最後 の シン グル と 推測 され る 。 曲 は 両面 LP 未 収録 曲 で 、 た お や か な イタ リ 
ア 然 と し た ヴォ ー カ ル 曲 。 例 えば 1st の B-2 の ヴォ ー カ ル ・ ナ ン バ パー を 想い 出 
し て ほし い 。 あ の 叙情 が 同 ヴ ォ ル テー ジ で 演奏 され て いる と 思え ば 大 か た 想 
像 が つく の で は な い だ ろ うか 。 正 に イタ リア ン ・ ロ ッ ク 往 年 期 を 記 歌 する 名 盤 
で ある 。 彼 等 の 初期 の シン グル に つい て は 未だ 良く は わか ら ず 他 に も LP 未 
収 曲 が あ る の か も し れ な い 。 (山崎 ) 
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Latte E Miele と いえ ば 1st LP の 印象 が あま り に も 強く あの 面影 を 追っ て 
行く と 失望 し て し まう こと の ほう が 多い 。 こ の シン グル は 1st LP に こだわ っ て 
聴か な けれ ば 、 水 準 以上 の 出来 で ある と いえ る 。 キ ー ボ ー ド を 多用 し た ラ 
ヴ ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド で 翌年 発表 され た シン グル (Magma MAG 06) と 比べ 
る な ら 新 メン バー の た めか アン サン プル の 点 で 物足りな さ が 残 る 。 と は い 
え 、 時 代 の 波 に 流さ れず 自分 た ちの 音楽 を や り と げた 彼ら の 執念 に 敬服 す 
る 。B 面 は LP か ら の カッ ト で だ ら だ ら と 長く や っ て いる より この 方 が 聴き 易い 。 
まあ 、LP の さわ り を B 面 に 持っ て 来 た と いう こと だ ろう 。 (吉瀬) 
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ラッ テ ・ ミ エレ は 1971 年 に Durium レ コー ド か ら シ ング ル ・ デ ビュ ー し て 以 
来 、 同 レー ベル か ら 2 枚 、1972 年 に Polydor に 移籍 し て 3 枚 を リリ ー ス し た 
後 、1976 年 に Grog か ら 2 枚 と 1977 年 に Magma か ら 1 枚 リリ ー ス 。 以 降 、 移 
籍 を 繰り 返し て RCA か ら 2 枚 、 さ ら に EMI か ら 2 枚 リリ ー ス し て 現在 まで に 12 
枚 も の シン グル を 発表 し て お り 、 そ の 大 半 の も の は LP 未 収録 曲 シ ング ル 
で 、 そ の 中 で も 77 年 まで に リリ ー ス され た も の は どれ も 甲乙 を つけ が た い 程 、 
好 ナ ン バ パー 揃い で マニ ア で な く と も 収集 意欲 を を そら れる 訳 だ が 、 そ の 中 で 
も 77 年 に Magma か ら リ リー ス さ れ た 本 シン グル は 出色 の 作 。 ス リリ ング な 
スト リン グ ・ ア ン サ ン ブ ル を 大 幅 に 導入 し 、 甘 く 切 な い ^ ラ ッ テ ・ ミ エレ ” の 世 
界 を 華 訂 に 演 由 し て いる 。 (UNO) 





ぞ ジ ど 








LATTE MIELE 

Sto Volando Con Te 
Restiam0 Insieme 
78 

人 @RCA PB 6250 

(9) 


(O】 





リズ ム が ワン ・ パ ター ン だ な と 思っ て いる うち に 、 清 涼感 の ある 歌声 と スト 
リン グ ・ シ ン セ の そつ の な い バ ッ キ ング に 浮き 上 っ て くる メロ ディ が 印象 づい 
て くる 。3 枚 目 の ア ル バ ム 以後 も シン グル を 出し 続け 、 最 近 に な っ て 実態 が 
明か され た よう に 翌 '79 年 に は 未 発売 に 終わ る 4 枚 目 の アル バム 
(「Vampyre」) を 製作 し てい た ラッ テ ・ ミ エー レ は 、 こ の 頃 に な る と 無駄 の な 
いす っ きり と し た アレ ンジ で 聴か せる 。 両面 と も カヴァ ー・ ヴ ァ ー ジ ョ ン に な る 
この シン グル も 、 そ うし た 彼 等 の ポッ プス と いう 気 が す る 。 甘 さ は お さえ め 。 こ 
の セン ス て で 充分 に アル バム を 製作 で きた と 思う し 、 し か も それ は 好 作 に な っ 
SG ら 思 。 (松本 ) 
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ラッ テ ・ ミ エー レ は 770 年 に リリ ー ス し た サー ド ・ ア ル バ ム 後 も RCA 一 EMI 
と レー ベル を 移り な が ら 、 シ ング ル を リリ ー ス し て いる 。 テ レビ の 司会 等 を 手 
が ける 等 、 彼 等 も 時 代 の 波 を 泳ぐ 為 に は 苦労 を し て きた よう だ 。777 年 以降 
は 完全 な ポッ プス ・ グ ルー プ と し て 再 出発 し た 彼 等 だ が 、 過 去 の プロ グレ ッ 
シ ヴ ・ グ ルー プ と いう レッ テル に と ら わ れ な けれ ば 、 良 質 な 作品 を 歌っ て いる 
と いっ て も 良い と 思う 。 本 作品 は そん な 後期 の ラッ テ ・ ミ エー レ を 代表 させ る 
一 枚 で 、 都 会 派 ポッ プス 的 サウ ンド が 両面 を 占め て いる 。 後 期 の ラッ テ ・ ミ 
エー レ を 聴く と 、 往 年 の イタ リア ン ・ ロ ッ ク ・ ム ー ヴ メン ト へ の 想い が 募る が 、 
古い 概念 で この 作品 を 評価 する の は 彼 等 に と っ て も 無礼 で あろ う 。 良 質 の 
アー バン ・ ポ ッ プ ス で ある 。 (山崎 ) 
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いか に も ラッ テ ミ エ ー レ と 言え そう な 音色 で 始ま る この シン グル 、 一 般 に は 
評価 が も う 一 つの !80 年 後期 の 作品 で ある が 、 こ れ が 、 仲 々 いけ る 。 イ ント ロ 
の 後 す ぐ で に ヴォ ー カ ル が 入っ て くる が 、 こ れ も い か に も ラッ テ ミ エ ー レ 。 こ の 頃 
に は ポッ プス グル ー プ が すっ か り 板 に つい た 感じ だ が 、 ベ テラ ン の 仕事 と 
で も 言 お うか 、 そ つ な く まとめ て いる 。 出 来れ ば も う 一 つ 盛り 上 が り が 欲し い 
所 だ が 、 こ れ 以 上 や る と 初期 の アル バム の 様 に な っ て し まう 恐れ が ある 。 
(プロ グレ ファ ン に は 、 そ の 方 が 有り 難い 。 勿 論 私 も だ が …) こ の 頃 に アル 
バム を 作っ て いれ ば 、 結 構い い 出来 の 、 ど の 曲 も シン グル ・ カ ッ ト 出 来 そ うな 
物 を 作っ て いた ん じゃ な いか と 思っ た り し て し まう 。 

(Alessandro Amore 堤 野 ) 
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数 年 前 か ら マ ニア の 間 で 噂 され て いた グル ー プ に LM・ ス ペ シ ャ ル が あ 
る 。 こ れ は ラッ テ ・ ミ エー レ の 改名 し た グル ー プ で レコ ー ド が 残さ れ て いる らし 
いと いう 曖昧 な も の で あっ た 。 そ れ が この シン グル な の で ある 。 サ ー ド ・ ア ル 
パム の 翌年 77 年 に グロ ッ グ ・ レ ー ベ ル に 残さ れ た この シン グル で 聴く こと の 
で きる サウ ンド は 、 キ ー ボ ー ド を メイ ン に し て は いる も の の 、 デ ィ ス コテ ッ ク か 作 
品 で あり 、 出 来 は それ 程 良 く は な い が 、 読 者 へ の 解答 と いう 意味 で ここ に リ 
スト アッ プ し て お く 。 明 ら か に 商業 的 視野 に た っ て の 作品 で あり 、 彼 等 の 持 
ち 味 は ここ で は 後退 し て は いる が 、 ヴ ォ ー カ ル ラ イン に その な ご り を と ど め て 
いる 。 (山崎 ) 
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レオ ・ ネ ロ こ と ジャ ン ニ ・ レ オー ネ は 、770 年 代 前 期 に パレ ッ ト ・ デ ィ ・ プ ロン 
ゾ の キー ボー ダー 及び セッ ショ ンマ ン と し て 活動 し て いた が 、 バ レッ ト ・ デ ィ ・ 
プ ブロン ゾ 解 散 後 は ソロ 活動 を 行なっ て いた 。 高 水準 の 演奏 技術 と 天才 的 
な ひら めき を 持つ 独 得 の ヴォ ー カ ル ・ ス タイ ル で 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン の 
心 を 動か す 名 作 ア ル バ ム 「VERO」 を 77 年 に EMI に 録音 する 。'80 年 に は 
CBO レ ー ベ ル よ り セ カン ド 「MONITOR」 を リリ ー ス 。 前 作 の 名 ご り を 残し な 
が ら も ニュ ー ウ ェ イ ヴ ・ グ ルー プ へ と 変容 し て いっ た 。 本 シン グル は 778 年 の 
も の で A 面 は LP 未 収 曲 で ポッ プ な 中 に も セン ス の 光る 曲 。B 面 は アル バム 
「VERO」 よ り の カッ ト で 、 た お や か な 彼 の ヴォ ー カ ル を フィ ー チ ャ ー し た 叙情 
ナン バー。 共 に 彼 の 才能 の 開花 し た 好 作 品 。 (山崎 ) 
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レオ ・ ネ ロ こ と ジャ ン ニ ・ レ オー ネ の ソロ 活動 に お ける シン グル に は 、 
「Fremo/Sono Stanco Anche lo」「Strade/Piangi Con Me」(CBO 
CBN 102, "80) と 当 シ ング ル の 3 枚 が ある 。 尚 、2nd シ ング ル は 2nd ア ル バ 
ム 「Monitor」 か ら の カッ ト 。、^Strada” は 今 で も レオ ー ネ 自 身 が 気に入っ て 
いる 曲 だ と いう 。 さ て 、 当 シン グル は 、 前 作 よ り ア ダル ト な 表現 と な り 、 サ ッ ク 
ス や トロ ン ボ ー ン を 導入 する こと に よっ て し っ と り と し た 仕上 が り に な っ た 。 特 
に ^Indossa 一 "は 今 ま で に な い 豊 か な 感情 表現 が 現れ て いる 。 こ の 時 期 に 
アル バム が あっ た な ら 、 き っ と 上 質 の ポッ プス を 聴か せ て くれ た に 違い な 
い 。 そ の 後 、 元 パレ ッ ト ・ デ ィ ・ プ ロン ぴの メン バー が いる スト ッ ク ホ ルム で 録 
音 を し 、 現 在 も ロー マ で は トリ オ て 活動 中 と いう 。 (山崎 ) 
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この シン グル の 翌 '71 年 に リコ ルディ か ら ア ル バ ム を リリ ー ス し て いる が 、 
その アル バム か ら は 想像 も つか な い レ オー ニ 涯 身 の 一 撃 ./ 出だし か ら 全 
編 を お お う 重 厚 バ パイ プ オ ル ガ ン 、 中 間 部 の リコ ー ダ ー に よる 混 油 と し た 静 
と 部 分 。 タ イト ル 通 り 正 に 「 各 々 の 夜 」。 を イメ ー ジ させ る その サウ ンド は 、 恐 怖 
と 空虚 を 同時 に 描き きっ た 強烈 な 個性 だ 。 製 作 は '70 年 信じ ら れ な い 大 傑 
作 / イタ リア ン ロ ッ ク 、 舟 明 期 の 逸品 ,/ B 面 は いり ませ ん 。 ア ル バ ム も パス 
し て 下 き い 。 (木下 ) 
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プロ ッ コ ・ メ ンタ ー レ の 後 身 と 言わ れ て いた Blocco は 、 シ ング ル 
「Fumetto Rock/Canapa」(Italian Records '80 HMSP010) で 見 る 限り 
全く 関連 が 無い 。 こ の リム ジン の シン グル で は Arena, Angeletti, Bianchi, 
Lazzari の 4 人 の 名 前 を 確認 出来 、 プ ロッ コ ・ メ ンタ ー レ の 5 人 中 4 人 が いれ 
ば 後 身 と 呼ん で も 差し 支え 無い と 思う 。 た だ し 6 人 の 名 前 が クレ ジッ ト さ れ て 
いな が ら ジ ャ ケ で は 5 人 し か 写っ て お ら ず 正確 に は 何人 在籍 し た の か 不明 。 
ヴォ ー カ ル は 同じ 人 だ と 思う が 。A 面 は ロッ ク 寄 り の ラヴ ロッ ク で 出来 は 良 
い 。B 面 は ポッ プ 寄 り で 出来 も 今一つ 。 も う 一 枚 の シン グル は 未 聴 。 下 世話 
な 話 だ が "73 年 の 「 ポ ア 」 の 後 5 年 も どう や っ て 食っ て いた の だ ろう か 。「 ポ ア 」 
が 5、6 万 で 売れ る の は 10 年 後 、CD が 出る の は 20 年 後 だ 。 (森下 ) 
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A 面 で 歌っ て いる リサ ・ ガ スト ニニ は ば 60 年代 前 半 に か け て 銀幕 で 活躍 し た 
人 。 セ クシ ー 女 優 と し て 人 気 が 高かっ た 。 当 シン グル は 、 彼 女 主演 の 
^Maddalena” と いう 映画 の テー マ 曲 で 、 同 サン トラ ・ ア ル バ ム に は 彼女 の 
歌 は 収録 され て いな い 。 音 楽 担当 者 は エン ニオ ・ モ リコ ー ネ で 、LP (Gen- 
eral Music ZSLGE 55063) は か な りな レア ・ ア イ テ ム 。 ブ ル ノ ・ ニ コラ イ の オ 
ル ガ ン や ヴィ ンチ ェ ン ツ ォ ・ レ スト ゥ ッ チ ャ の パー カッ ショ ン が 面白 く 、3 曲 も あ 
る 10 分 近い 曲 な ど は プロ グレ ッ シ ヴ な 展開 を みせ る 。 当 シン グル の B 面 は 
シン グル 2 曲目 の テー マ 曲 。 モ リコ ー ネ の 個性 溢れ る クラ シカ ル な 作品 。 な 
お 、 こ の 曲 は 映画 と は 無関係 に ミレ イ ユ ・ マ チュ ー や ミル ヴァ な ども モリ コー 
ネ の アレ ンジ で 歌っ て いた 。 (HIRO TANAKA) 
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Locanda (宿屋 ) と 名 の る 彼ら の 作り 出す 斉 は 、 軽 快 な 中 に も どこ か 哀 怠 
を 感じ させ る 。 典 型 的 な イタ リア ン ・ ラ ブ ・ ロ ッ ク 、 言 葉 を 変え れ ば これ と いっ 
た 特徴 の な い グ ルー プ と も いえ る 。 曲 の 出来 か ら す れ ば 平均 的 点 以 上 の 
曲 で は ある が 、 こ こ ぞ と いう メロ ディ が な い の が 致命 的 で ある 。 両 面 と も 
Boero Luciano、Micheie Conta、Ezio Vevey の 曲 に よる も の で 、 人 気 が 
出 ず この シン グル だ け で 終っ て し まっ た 可能 性 が 高い 。LOCANDA 
DELLE FATE の 後 身 バ ンド と 云わ れ て いる 。 (吉瀬) 
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ロカ ンダ ・ デ レ ・ フ ァ ー テ に は 3 枚 の シン グル が あり 、1 枚 は 1st LP か ら カ ッ 
ト さ れ た 「Non Chiudere A Chiave Le Stelle」「1976/Polydor :2060- 
148」、 も う 1 枚 は に の 7 イン チ ・ シ ング ル に 1 曲 加え た 12 イ ンチ ・ シ ング ル 。 そ し 
て 最後 の 1 枚 が LP 発 表 の 2 年 後に リリ ー ス され た LP 未 収録 曲 の 「New 
York, cw :Neve Lune」。 ツ イン ・ キ ー ボ ー ド の 片割れ で あっ た オス カー と ボ 
ー カ ル の レオ ナル ド が 脱退 し 、 代 わり に サッ クス 奏者 と ポー カリ スト が 新 加 
入 し て 録音 され た この シン グル の A 面 は 、 い か に も 彼ら し い 甘い ポッ プ な ス 
ロー バラ ー ド で 、B 面 の 方 は アル バム の 名 曲 で ある A① に 非常 に 近い ナン 
バー。 今 回 紹介 し た シン グル の 中 で 1、2 位 を 争う 名 曲 だ 。 (UNO) 
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'60 年 代 は モリ コー ネ の アレ ンジ で ビー ト 歌 手 と し て 成功 し た が 、 そ の 後 
の トラ ッ ド ・ プ ブー ム に 乗り 遅れ 、 再 び ロ ッ ク を 歌っ て 巻き 返し を 図っ た 。 た だ し 
その と き イ タリ ア は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 渦中 に あり 、 自 然 に アレ ンジ が 
70 年 代 風 に な っ て いる 。 同 レー ベル か ら の アル バム も その 傾向 に ある が 、 
再度 の メジ ャ ー 入 り を 目指 し て 夏 の ディ スク ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル に 参加 し た 
当 シ ング ル は 770 年 代 プ ログ レッ シ ヴ そ の も の の 味付け に な っ て いる 。 歌 詞 
は 当時 の 標準 的 な 内 容 だ が 、 夏 の ヴァ カン ス 向 け の 曲調 で は な く 、 彼 女 の 
声 も 相変わらず 暗い 忠 が あっ た の で 、 ヒ ッ ト に は 至ら な か っ た 。 完 成 度 は 、 ア 
ル バ ム より 当 シ ング ル の 方 が 優れ て いる よう だ 。 (HIRO TANAKA) 
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パッ ティ ステ ィ は 自ら の 音楽 探求 の た め 、 モ ゴー ル と 共に ヌメ ロ ・ ウ ノ ・ レ 
ー ベ ル を 70 年 に 設立 し 、 本 人 は リコ ルディ と の 契約 が 切れ た 71 年 に 移籍 し 
た 。 契 約 ア ー テ ィ ス ト は 、 リ コル ディ 時 代 最 後 の ア ル バ ム 「Amore E Non 
Amore」 に 参加 し て いた メン バー な ど で 、 新 レー ベル で は フォ ル ムラ ・ ト レ 、 
PFM と な っ て プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン を 展開 する 。 他 に も トラ ッ ド 系 や 
ポッ プス 系 の アー ティ スト も 加入 し た が 、 プ ルー ノ ・ ラ ウツ ィ や アド リア ノ ・ パ 
ッ パ ラル ド 、 オ スカ ル ・ プ ルデン テ と いっ た カン タウ トー レ が 主軸 だ っ た 。 当 
シン グル は そう いっ た 多く の カン タウ トー レ の 畜 引 車 の 役割 だ っ た バッ ティ 
ステ ィ の ヌメ ロ ・ ウ ノ で 第 一 弾 で 、 レ コー ディ ング は 771 年 の 秋 に 行なわ れ て 
0 (HIRO TANAKA) 
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針 を 落す や 否や ディ スコ 調 の イン トロ に 思わ ず 身 を 乗り 由 し て し まう 。 終 り 
まで 聴け ば 特に 悪い 出来 で も な く 、 キ ー ボ ー ド を 中 心 と し た テク ノ ・ ポ ッ プ と 
ディ スコ を 取り 入れ た 一 般 受 けし そう な サウ ンド を 持っ て いる 。 レ コー ド を ひっ 
くり 返す と 別人 の 如き 哀 荻 の ラヴ ・ ロ ッ ク の 名 曲 「Bimba」 と いう LP を 想い 
出し て し まっ た 。 泣 き の フ レー ズ で 盛り 上 げ て 一 気 に 聴 か せ て し まう と いう そ 
の 手 の フ ァ ン に は こたえ られ な い 1 枚 で あろ う 。Danilo Rustici の グル ー プ 
の シン グル と 思い 買っ た わけ な の だ が 、 同 じ パ ンド らし いと いう こと 以外 わか 
ら な い 。'78 年 に は も う 一 枚 の シン グル 「Iron Far/Stay Here With Me」 
(Ariston AR. 00831) が 出 て いる 。 
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Scorpyo の 前 身 バ ンド で ある Lydia E GIi Hellua Xenium は 、 当 時 の 底 
知れ ぬ イ タリ アン ・ パ ワー に 溢れ た 素晴らし い グ ルー プ だ っ た 。 特 に 紅 一 点 
Lydia の ボー カル は 扇情 的 で あり な が ら も 虚ろ な か 細 さ を 兼ね 備え 、 刺 激 
的 且つ 破 減 的 な サウ ンド の 要 と な っ て いる 。 共 に ミス テリ アス で 不安 気 な コ 
ー ラ ス で 幕 を 開け る ^Guai A Voi/" と `Invocazione” は 、 終 局 へ と 傾 れ 落 
ちる か の よう な 暗く ヘビ ー な 音 作り で 胸 に 迫る 。 効 果 音 の 導入 が 絶妙 で 最 
も プロ グレ ッ シ ブ な 展開 を みせ る `Diluvio* と Lydia の 沈み 気味 の 歌唱 が 
光る ^Conoscevo Un Uomo" を カッ プリ ング し た も う 一 枚 も 高 水準 の 出来 
で 、 シ ング ル の み の リ リー ス は 残念 の 一 語 に 尽き る 。 各 曲 共 聖書 を モチ ー 
フ に し て いる 。 (鈴木 伸一 ) 
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エク スプ ロイ ト で 知ら れる CGO レ ー ベ ル か ら の リリ ー ス 。A 面 は ディ ー プ ・ 
パー プル の カヴァ ー で 、 原 曲 も そう な の か どう か 知ら な い が 、 コ ンチ ェ ル ト ・ グ 
ロッ ソ ば り の 派手 な スト リン グ ス で 幕 を 開け る 。 ス トリ ング ス に オル ガン ・ ギ タ 
ー が 絡み 、 お お お っ と 喰 る が それ っ きり で 後 は 尻 下 が る 一 方 。B 面 は プラ ス 
入り で 興味 無し 。 当 時 は ラジ オ に 出 た り も し た らし いこ の 6 人 組 、'69 年 に も う 
一 枚 リ リー ス し て お りこ ちら が 1st。「Luca/La Corsa」(CGO '69 LMR 
529) で 、A 面 は アン ダー グラ ウン ド ・ セ ッ ト を も っ と ぐっ と チー プ に し た 様 な オ 
ル ガ ン ・ ビ ー ト 、B 面 で は か ろう じ て オ ル ガ ン ・ ロ ッ ク と 呼べ そう な 、 ワ イル ド な 
展開 を 見 せる 曲 を 聴か せ て くれ る 。 (森下 ) 
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71 年 に 結成 され る PERIGEO の オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー、Tony Sydney 
(g) が 在籍 し て いた イタ リア ン ・ ロ ッ ク 衝 明 期 の バン ド の 一 つ 。 こ れ が 唯一 
の シン グル に な る も よう 。 後 に IL VOLO に 参加 する ヴィ ンチ ェ ・ テ ン ペ ラ と の 
共 作 。A 面 は ポッ プ な メロ ディ ・ ラ イン を 持つ オー ケス トレ ーション も 派手 な 
歌 惣 ふう 、B 面 が パレット ・ デ ィ ・ プ ロン ゾ 、RDM 張 り の へ ヴィ ・ ロ ッ ク ・ ナ ン 
バー。 ど ちら も シン グル の 割 に は 決っ て いる 。 裏 声 の ヴォ ー カ ル を 重ね 、 リ コ 
ー ダ ー を 入れ た A 面 曲 に は 、'60 年 代 の プリ ティ ッシュ ・ ポ ッ プ ス を うま く イ タ 
リア 流 に アレ ンジ し た よう な と ころ が あっ て 、 ほ の ぼ の と し た 雰囲気 が ある 。 
打っ て か わる へ ヴィ な ギタ ー・ リ フ で 固め る B 面 曲 も 本 格 的 。 早 々 と 実力 が 
の ぞい て いる 。 (松本 ) 
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2 枚 の アル バム を 発表 し て いる マ ド ル ガー ダ 。 こ の シン グル は 2nd「 イ ンカ 
スト ロ 」 当 時 の も の 。A 面 は ひど い 。 プ ログ レ ・ フ ァ ン は 1009%% ノ ー だ ろう 。 と こ 
ろ が B 面 に な る と 、 本 当 に 同じ グル ー プ か と 思う よう な 哀 台 の シン フォ ニッ ク 
ナン バー。 泣 き の ヴ ァ イ オ リン を フュ ー チ ャ ー し て 曲 を 徹底 的 に 盛り 持 げ て 
いる 。 パ バッ ク に 流れ る オル ガン も 美しく 、 ヴ ォ ー カ ル も 実に イタ リア 然 と し た や 
さき しさ を た た えて いる 。 た だ し 、 ラ スト に 取っ 付け た よう な サッ クス に よる イン プ 
ロビ ゼー ショ ン は 蛇足 。 彼 ら の その 後 の 済 息 は 不明 。 こ の シン グル の B 面 
の 傾向 で LP を 製作 し て 欲し か っ た 。 両 面 と も 2nd ア ル バ ム に 収録 。( 杉 原 ) 
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イル ・ マ ガッ ツィ ー ノ ・ デ イ ・ リ コル ディ に は 、776 年 か ら 毎 年 一 枚 の 間隔 で 
4 枚 の シン グル を Insleme と いう 無名 レー ベル か ら 出 し て いる 。 グ ルー プ で 
の 基本 的 な 方 向 性 は 非常 に ポッ プ な も の で 、 音 も 時 代 の 流れ に 沿い 変化 
し て いく 。1st シ ング ル の A 面 と 本 作 の 両面 は 、 ピ アノ に スト リン グ ス と いう ラ 
ヴ ロ ッ ク の 常 奏 手 段 を 用 いて いる が 、 ジ ャ ルディ ー ノ や ボッ テ ガ と 比較 する 
と 見 落 り し て し まう が 、 ラ ヴ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は 十分 に 満足 し て も ら え る で あろ 
う 。 強 いて 言 て ば 、 ア ルン ニ ・ デ ル ・ ソ ー レ に 近い か も し れ な い 。 但 し 、3rd シ ン 
グル は 時 代 を 反映 し 、 デ ィ ス コ 的 な ノリ の 曲 。 (長谷 部 ) 


MARIO SCRIVANO 

Im Un Solo Momento 
La Nostra Bandiera 
74 

@Kansas 5100 406 

9 

@ 





'65 年 に Saphir と いう レー ベル か ら シ ング ル を リリ ー ス し た | 4 Angeli と い 
う グ ルー プ の ボー カリ スト だ っ た Mario Scrivano は 、'69 年 に Kansas レ ー 
ベル より び ~12 Canzone D'amore" と いう アル バム を リリ ー ス し て いる が 、 こ 
の シン グル は そん な 彼 の 本 領 が 遺 慌 無 く 発揮 され た 好 作 品 。 暗 い 色調 の 
メロ ディ ー を 世捨て人 の よう に 歌う 彼 の 声 は 虚ろ だ が 滋味 に 溢れ 、 深 い 哀 
し み を 秘め て いる か の よう だ 。 こ の 後 76 年 に は 、 同 カン サス ・ レ ー ベ ル よ り 
「Se Non E Amore Che Cos'E/lsabelle」 を 発表 。 ロ ッ ク 色 は 無い が 、 穏 
や か で 淡々 と し た 歌声 が 魅力 的 な 好 シ ング ル で ある 。 (鈴木 伸一 ) 





MASSIMILIANO BARATA 
Oual Cosa Che Si Butta Via 
Pover U0mo 
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MM @Help ZH 50067 


〇 
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INeU い Ni 





いか に も 一 時 代 昔 の 俳優 の よう な 写真 の ジャ ケッ ト は 、 ヘ ルプ ・ レ ー ベ ル 
の いつ も の いた だ け な い 所 な の で す が … マ ッ シ ミ リア ー ノ ・ バ ラ タ も C・ パ グ 
ー ノ と 同じ く ヘ ルプ ・ レ ー ベ ル 専 属 の マイ ナー な シン ガー。 シ ン ガ ー の シン 
グル と 言え ば 、 展 型 的 な カン タトゥ ー レ を 想像 し が ちな の で す が 、 こ の シン グ 
ル は 一 味 、 違 う 。 も ちろ ん 、 シ ン ガ ー で あり 、 シ ング ル と いう 枠 で は ある の で 、 
基本 的 に は 、 売 れ 線 の メロ ディ ー を 持つ ポッ プス な の で す が 、 そ の サウ ン 
ド 、 そ こら の プロ グレ ・ バ ンド よび バロック "し て いる の で す 女性 スキ ャ ッ ト と オ 
ル ガ ン 、 ギ ター が ドラ マチ ッ ク な 幕 明 け を 演出 し 、 デ カタ ンス を 本 し 出す ピア 
ノ と 弦楽 アン サン プル に よる 中 間 部 、 そ し て ピス トル の 発砲 斉 を 合図 に 一 
気 に 狂 い 動く エン ディ ング は 圧巻 ク (N.Ueno) 


MATIA BAZAR 
Raggi0 i Luma 
Pero Che Bello 
79 

@Ariston AR/00853 
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垢抜け な い 5 人 組 が 横 一 列 に な っ た 「Semplicta」 の ジャ ケッ ト 。 そ の 頃 
の シン グル 。A 面 は '79 年 の ユー ロ ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル 参 加 曲 。 こ の 手 の ア ル 
バム 未収 録 曲 は 、 他 に TV 番組 用 の 「Mister Mandarino」、 サ ン レ モ 音 楽 
祭 の 優勝 曲 「E Dirsi Ciao」 等 が ある 。B 面 は 「Semplicita」 か ら の カッ ト 。 
後に は も う 少 し 洗練 され 、 フ ァ ッ ショ ナブ ル で 独特 の 感情 表現 を 音 に あや 
つる 彼 等 だ が 、 こ の 頃 は まだ その 幅 が 狭い か 。2 曲 と も 、 ど こ か ユー モラ ス な 
曲調 を そなえ て いる ポッ プス 。A 面 より も 、 む し ろ B 面 の 方 が 印象 に 残る か も 。 
お どけ た よう な チェ ン バ ロ の フレ ー ズ の 楽し げ な 曲調 に ふっ と 物 寂し さ が 漂 
よう 。 こ の あたり の 曲 作 りあ っ て 知名 度 を 得る の は 当然 。 ア ン ネ ッ ト の 癖 が そ 
つなが なく 活か され て いる 。 (松本 ) 








MAURIZIO E FABRIZIO 
Come 上 Vento 

Neve 

70 

@CBS 5205 





バン コ の 「…Di Terra」 と 並ぶ イタ リア ン ・ ロ ッ ク 管 弦楽 「Movimenti Nel 
Cielo」 を 創作 し た マウ リツ ィ オ ・ フ ァ プ リツ ィ オ は 、 そ れ 以 前 に は 兄弟 で 
^MAURIZIO と FABRIZIO” と いう デュ オ を 組ん で いた 。M. Fabrizio と S. 
Fabrizio で ある 。 手 元 に は 他 に 「Andata E Ritorno/Marzo」(CBS 7045, 
71) 、「Campagna Senza Fiori/Attenzione Occasione」(7427, 71) の 
シン グル が ある が 、 ど れ も ア コー ステ ィ ッ ク ・ タ ッ チ の 小品 に 仕上 げ ら れ て い 
る 。 そ の 中 で も 当 シ ング ル は 後 の CIV レ ー ベ ル の ネー ミン グ に な っ た この デ 
ュ オ の 作品 と あっ て 意味 深い 。 両 面 と も ac-g と ナイ ー プ な vo で 綴 ら れる 。 オ 
ー ボ エ を 入れ た A 面 曲 な ど 一 際 デ リ ケ ー ト な 仕上 り だ 。 一 方 は 独立 し シー ン 
を 切り 開い て いっ た 。 (松本 ) 





MAURIZIO FABRIZIO 
6andV 

Piecola Canzone 

76 

@Come II Vento ZCVE50424 
売り 


@ 





78 年 の 2nd ア ル バ ム で 率 晴 し い シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク を 発表 し プロ グレ 
ファ ン を 魅惑 し た マウ リツ ィ オ ・ フ ァ プ ブリ ツィ だ が 、 本 筋 は st アル バム や 本 
シン グル の 様 な 美しい イタ リア ン ・ ポ ッ プ ス で ある 。 本 シン グル A 面 は アル 
バム 未収 の 佳 曲 。 ピ アノ を バッ ク に 歌い あげ 、 曲 は 進行 し 、 女 性 コー ラス が 
入り 曲 が 盛り 上 る と いう 王道 スタ イル 。 両 面 供 、 非 常に 良い アレ ンジ (特に 
スト リン グ ス ) が され 素晴らし い 内 容 で ある 。 余談 だ が 、 マ ウリ ツィ オ と ファ ブ 
リツ ィ オ の 2 名 の デュ オ だ と いう 説 が ある 。 事 実 、1971 年 発表 の シン グル 
「Attenzione Ouasione/Campngna Senza Fiori」 で は Maurizio E 
Fabrizio 名 義 に な り 、 ジ ャ ケ に も 2 名 の 人 物 が 写っ て いる 為 、 今 後 の 課題 と 
な る 。 (長谷 部 ) 





ぞ づ 〇 








IA 骨 RO GLATI 

II Sogn0 

Un Volo 
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この あたり の カン タウ トー レ 物 、 歌 物 を 追い 出す と 、 本 当 に 切り が な く な る 。 
それ 程 、 層 が 厚い 。 と いう より も 、 こ れ が イタ リア の ` 普 通 "7 な の だ か ら 当 然 と 
言え ば 当然 だ 。 マ ウロ ・ ガ ラー ティ と いう カン タウ トー レ に つい て は 何 も 判 ら な 
い 。A、B 面 と も 典型 的 な イタ リア ン ・ メ ロディ を 持つ 曲 だ 。 バ パック の リズ ム ・ セ 
クシ ョ ン も し っ か り し て いる 。A 面 の つや や か な オー ケス トラ の 連なり 方 は 、 さ 
す が イ タリ ア ら し い 。 ヴォー カル ・ ラ イン を ずら し て いく よう に し て は 近づき 連 な 
る よう に し て 歌 を 高め る 。 有 り が ちな 手法 だ が 、 こ の シン グル 曲 は そう し た 成 
功 例 の 一 つ だ と 思う 。B 面 も その 傾向 が ある 。 少 し 「Milano Caribro 9」 
「Concerto Grosso 1」 に 通じ る つや や か さと 音 の 動き の 大 き さ を 感じ させ 
る 。 (松本 ) 


MAURO LUSINI 

…E Le Stelle.… 

Notte Di Luma Biamco Latte 
72 

@Mimo ZM 50258 





「C'era Un Ragazzo Che Come Me Amava | Beatles E | Rolling 
Stones/Amo La Liberta」(ARC : AN 4103) が デビ ュー・ シ ング ル と 思 
われ る Mauro Lusini は 、 そ の 後 Mimo レ ー ベ ル と 移籍 し 、 何 枚 か の シン グ 
ル を 発表 する の だ が 、 そ の 中 で も 最も 積極 的 な アプ ロー チ を 見 せる の が 、' 
72 年 の この シン グル だ 。 特 に B 面 “Notte Di Luna Bianca Latte” は 、 吹 き 
荒 ぶ フル ー ト と 強い ボー カル が 主導 する 重量 感 溢れ る 超 碧 級 の プロ グレ ッ 
シ プ ・ ロ ッ ク 。 美 し くも 凄絶 な る この 曲 に は 完全 に 打ち の め さ れ て し まう 。 尚 、 
高度 な テク ニッ ク を 披露 する バック の 演奏 は 4 十 4 di Nora Orlandi と いう グ 
ルー プ 。 美 し い 色彩 の ジャ ケッ ト は Up & Down に 依る も の 。 (鈴木 伸一 ) 





MAXOPHONE 

II Fisehio Del Vanore 

Cono Di Gelato 

77 

@Produttoriassociati PA/NP-3267 
〇 

@ 





彼ら は '75 年 に 唯一 の LP を 出し て いる が 本 作 が リリ ー ス され た の は 、777 
年 。 こ の 2 年 間 の 空白 に つい て 語る 資料 は 何 も な い 。LP が 高 水準 の シン フ 
ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク だ っ た た め 若 干 ボ ポッ プ な 色合い を 増し た 本 作 は 音無 し 聞こ 
える か も し れ な い が 、A 面 は 仲 々 の 秀作 と いえ そう 。 メ ロディ ー ラ イン 等 に 彼 
ら 特 有 の 持ち 味 を 残し な が ら も 、 と て も 美しい 歌 物 に 仕上 が っ て いる 。ac. ギ 
ター に よる 静か な 幕開け な が ら 後 半 の 盛り 上 が り 方 な ど は 往時 の 面影 を 忍 
ば せる 。 一 方 B 面 に 入る と 澄み 切っ た 音色 は 相変わらず だ が 現代 風 で か な 
り イ ー ジ ー な 作り に な っ て お り 、 後 半 部 分 の ピア ノ 、 サ ックス な ど は と も すれ 
ば ジャ ジー。 も っ と も 、 ジ ャ ズ 風 の 音 作り も 彼ら の 守備 範囲 で ある こと は LP 
の A1 の 曲 中 程 で 顔 を 出す パー ト を 聴け ば 判る こと で は ある 。 (江田 ) 


MAYVA 
Salomon 
Yucatan 

72 

人 @Joker M 7142 





イタ リア で プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ ム ー ヴ メン ト が 定着 し た の は 、 各 地 で 
音楽 祭 が 催さ れ た こと も 一 因 と な っ て いる 。 シ チリ ア 島 の パレ ル モ で 行なわ 
れ た ` パ レル モ ・ ポ ッ プ '72?* で は デリ リウ ム が ` オ ザン ナ の 歌 ? で デビ ュー し 
て いる 。 こ の マヤ と いう グル ー プ も 同じ 音楽 祭 に 出演 し て いた が 、 注 目 され 
る まで に は 至ら な か っ た 。 結 成 は 70 年 で 、 雑 誌 ^" チ ャ オ 20017 が オー ガ ナ イ 
ズ し た 新人 の た め の コ ン サ ー ト で デビ ュー し た 。2 曲 と も に ニュ ー・ ト ロ ル ス 関 
係 の 人 物 に よっ て 手掛け られ て いる 。 音 楽 祭 参加 曲 の A 面 は ジョ ル ジ ョ ・ ダ 
ダ モ の 名 が あり 、 両 面 に は アル ファ タウ ラス に 協力 する ファ ン キ ー の クレ ジ 
ッ ト が ある 。 た だ し 、5 人 の メン バー は 、 ニ ュー・ ト ロ ル ス の 活動 と は 無関係 だ 
つ だ まう だ 。』 (HIRO TANAKA) 








MEDEA 

AHieu Jaqueline 

Un Riflessp Su Di Te 
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この シン グル の 主人 公 、MEDEA に つい て は 例 に よっ て 何 も 知る と ころ は 
な い 。B 面 に つい て は 、 平 均 的 な ラブ ・ ロ ッ ク サ ウン ド で 特筆 すべ きも の で は 
な い 。 し か し 、A 面 の 出来 は 素晴らし い 。 曲 調 は イタ リア と いう より も 、 シ ャ ン ソ 
ン 風 な の だ が 、 ピ アノ 、 オ ル ガ ン 、 ス トリ ング ス 系 シン セ 等 の キー ボー ド 等 の 
配 し 方 が 巧み で 、 起 伏 に 富ん だ アレ ンジ も 適切 で か な り 上 質 の シン フォ ニ 
ッ ク ・ ロ ッ ク ナ ン バ パー だ と 思う 。 願 わく ば LP で 聴き た い グ ルー プ だ が 、 そ の 存 
在 に つい て 知る 由 も な い 。 (杉原 ) 





MEDITERRANEO SYSTEM 
Gi Penmsi? 

Mezzanotte A MMaggi0 
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メデ ィ テ ラ ネ オ ・ シ ステ ム と いう グル ー プ を 始め て 見 た 時 、 こ れ は きっ と マ 
ウロ ・ パ ガー ニ や カル ロ ・ シ リオ ッ ト の 様 な 地中海 風 の ア コー ステ ッ ク ・ サ ウ 
ンド だ ろう と 思っ て 、 買 っ て みた の で す が 、 聴 いて みて ぴっ くり 。 ま る で ガロ の 
ヒッ ト 曲 「 ロ マン ス 」 の 様 な 明る い 爽 か な ポッ プス が 飛び だ し た の だ か ら 、 も 
う 。( ち なみ に 僕 は ガロ が 大 好き で 、 イ タリ アン ・ ポ ッ プ ス は ガロ に 似 て いる 、 
と 思っ て いる の で 悪い 代名詞 で 言っ た の で は な い 、 あ し か ら ず ) イ タリ ア っ 
て 、 や っ ぱり 、 ラ ヴ ・ ロ ッ ク の 国 な の だ と 、 つ く づ く 思 い 知 ら さ れ て し まっ た 1 枚 。 
この グル ー プ は 他 に も う 1 枚 シン グル が 出 て いた が 、 こ ちら は 未 聴 な の で わ 
か ら な い 。 (Numero Ueno) 





37 








MEGATONS 
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グル ー プ 名 と ジャ ケッ ト の イラ スト を 見 る と 、 さ ぞ か し 重量 級 の サウ ンド だ 
ろう と 期待 し て し まう が 、 そ うし た 印象 と は 裏腹 に と て も 繊細 で 美しい サウ ンド 
を 聴か せ て くれ る 好 シ ング ル 。 や や 喫 れ た ボー カル に 絡み 付く オー ケス トレ 
ーション が 広く 伸び や か で 、 プ ログ レ 云 々 、 構 成 云 々 と いっ た 次 元 と は 切り 
離し て 評価 し た い 。 そ れ は 初期 Orme、Mucchio あ る い は Dik Dik や Equipe 
84 等 か ら も 感じ られ る の と 同様 の 光 し さと 感傷 を し て 温もり の 混在 し た サウ 
ンド で 、 古 さ は 否め な いも の の 充分 観 鉛 に 耐え る も の で ある 。 (鈴木 伸一 ) 
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Piceola Mia 
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MENO_UNO は 770 年 か ら 数 枚 の シン グル を 発表 し た 、 ラ ヴ ロ ッ ク グ ルー 
プ で ある 。1st と も 思わ れる 本 作 に は グル ー プ 名 に 1 が 付い て いる 。 内 容 の 
方 は 70 年 の 作 で 、 当 時 、 最 盛 期 で あっ た 、 サ ン レモ 音楽 祭 で 流れ て いた よ 
うな 曲 を イメ ー ジ させ て くれ る タイ トル どおり の 可愛 らし い 曲 で 、 聞 いて いる 内 
に Vedette 時 代 の イプ ー を 思い 出し て し まっ た 。 こ の 他 の シン グル と し て は 、 
EMI より 74 年 に 「Per Un Momento/Immaginarti」(3C006 17969) 75 
年 「Non sei felice(Non sei sincera) 」'76 年 「Che strana donna/Ecco 
e amore」( こ の ジャ ケッ ト は 、 あ の キー ボー ド ト リ オ 、SFF の シン フォ ニッ ク 
ピク チャ ー ズ と うり 二 つ ) と 四 枚 確認 され て いる が 、770 年 一 "74 年 と 間 が あい 








て いる こ で 、 他 に ある か も 知れ な い 。 ( 堤 野 ) 
[77 ル /7 77』 MENO UNO INUNA SERA (| MIGRANTS 
29 6/ /e/ce 較 い UITJI | Uma Sera 
の 7 が) Nan Seli Sineer0 Fiore 
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| POOH 大 好き BOTTEGA 一 番 の 私 が 、 超 お 薦め する 。 こ の MENO 
UNO 何 と いっ て も メロ ディ ー ラ イン が 大 変 美 し ん 、 ヴ ォ ー カ ル も 絶品 。 こ れ ぞ 
まさ し く イ タリ アン シュ ガー。 こ の グル ー プ を 語る と 誉め 言葉 し か 出 て こない の 
だ が 、 と に か く 一 度 だ まさ れ た と 思っ て 聞い て みて ほし い 。| NOMADI や 、 
DIK DIK の 好き な 方 な ら 絶対 に 満足 し て いた だ ける 事 う け あ い 。 
BOTTEGA と 同じ EMI か ら の リリ ー ス だ が 、 さ す が に 大 手 レ ー ベ ル 、 録 音 も 
し っ か り し て いる し 、 ア レン ジ を 含む プロ デュ ー ス 面 も 派手 に な りす ぎ ず 聞 い 
て いて も 何 か 安心 感 の 様 な も の が 有る 。 個 人 的 に は 、76 年 の Che 
Stranadonna が 一 番 気に入っ て いる の だ が 、 も ちろ ん 他 の シン グル 曲 も 
佳 曲 ぞろい 。 尚 この 曲 B 面 は カラ オケ ヴァ ー ジ ョ ン で ある 。 ( 堤 野 ) 
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プロ グレ ・ イ コー ル 大 作 と いう お 考え の 方 に は シン グル は あま り 魅 力 が な 
いか も し れ な い 。 だ が 、 実 力 は あり な が ら も シン グル だ け で 終っ て し まっ た グ 
ルー プ は 数 多い 。 そ れ で も 無視 する か 、 そ れ と も 、 そ の 一 端 に で も 触れ よう と 
シン グル を 買い 集め る か 、 迷 うと ころ で ある 。 こ の Bla Bla レ ー ベ ル よ り 発 表 
され た Migrantes の 多分 唯一 の シン グル は 70 年 と いう まだ 早い 時 期 に あり 
な が ら か な り の 完成 度 の 高い サウ ンド を 持っ て いた 。 オ ル ガ ン の イン トロ か ら 
始ま り へ ヴィ ー な ギタ ー と ドラ ム が 加わ り 、 ヴ ォ ー カ ル ・ パ ー ト に な る と 叙情 的 
に な る 。B 面 も イタ リア 独特 の 生 ギ ター の つま 弾き か ら 始 まる 叙情 的 な 面 を 
持っ た へ ヴィ ー・ サ ウン ド の 秀 曲 。 (吉瀬 ) 
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「Tu Grande Amote Mio/Le Mia Ingenuita'」(Harmony H 6020, 
77) に 続い て 本 シン グル を 発表 し 、 そ の 後 の 消息 は 不明 。 イ タリ ア に よく ある 
経歴 を 持つ グル ー プ 。 本 シン グル A 面 で は 、 ボ ッ テ ガ の 4th ア ル バ ム に も 通 
じ る 良質 の ラヴ ロッ ク を 演奏 し て いる 。 初 期 の ポッ テ ガ や ジャ ルディ ー ノ の よ 
うな 、 凝 っ た アレ ンジ は '80 年 代 に な り 影 を 潜め る と いう 時 代 に 沿っ た アレ ン 
ジ が 施さ れ 、 大 剖 引 な オー ケス トラ な ど は 無い シン プル な 音 だ が 、 各 楽器 
が 効果 的 に 配置 され る 。 特 に マン ドリ ン の トレ モロ 、 ギ ター の ヴァ イオ リン 奏 
法 等 は 見 事 で ある 。B 面 は 明る め の ポ ッ プ ス だ が 、 イ タリ アン ・ ポ ッ プ ス も 
OK と いう 方 に は 十分 お 薦め 出来 る 。 (長谷 部 ) 
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元 ト リッ プ の ビリ ー・ グ レイ の バン ド と の 触れ 込み で 入手 し た シン グル 。 
確か に 両面 共 彼 の 名 が クレ ジッ ト さ れ て いる が 、 実 際 に 演奏 し て いる の か 、 
ある い は 彼 の バン ド で ある の か 、 不 明 。 と いう の も 手元 に ある も う 一 枚 の シン 
グル 「Fire`In My Life”/Secret Convension」(Cipiti 74 CPTNP 1031) に 
は 彼 の 名 前 が 無い か ら だ 。A 面 は ご 〈 ご 平均 的 な オル ガン 入り 普通 の ロッ 
ク 。B 面 は 厚め ゆ の キー ボー ド を バッ ク に 女性 が ヴォ ー カ ル が 歌い 上 げ る 。 
我々 プロ グレ バカ が 好き そう な 曲 。 こ の 内 容 を 聴い て し まえ ば ビリ ー・ グ レイ 
が いる か いな いか 気 に す る 必要 も 無い だ ろう 。 秀 曲 で ある 。 も う 一 枚 シ ング 
ル を 出し て いる と 記憶 し て いる が 今回 は 確認 出来 無かっ た 。 御 存 知 の 方 は 
御 連絡 下さ い 。 (森下 ) 
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彼ら は 、 ヴ ォ ー カ ル の タイ プ が アリ エス に 近い が "60 年 代 の 有 囲 気 を 残し 
て いる の で 70 年 代 の グル ー プ の よう に 目まぐるしい 曲 展開 は な い 。 ジ ャ ケッ 
ト や グル ー プ 名 が 思わ せ ぶ り だ が 、 比 較 的 オー ソ ド ッ クス な も の で ある 。 当 
シン グル に 関わ っ て いる の は !60 年 代 の ビー ト ・ グ ルー プ 出 身 の 2 人 。 プ ロ 
デュ ー ス は イギリス 人 と シェ ル ・ シ ャ ピロ で 元 ロ ー ク ス の リー ダー だ っ た 。 プ 
ロ デ ュ ー サ ー と し て より も 作曲 家 と し て 今 で も 大 活躍 中 。 も う 一 人 は 元 リ ベッ 
リ の キー ボー ダー の マッ シモ ・ サ レル ノ 。 リ ベッ リ 時 代 は 、 ジ ャ ン ニ ・ ダ ラッ リ 
ョ や デメ トリ オ ・ ス トラ トス ら も 一 緒 だ っ た 。 サ レル ノ は 当 シ ング ル で は アレ ン 
ジャ ー と し て 重要 な 役割 を 占め て いる 。 彼 も また シャ ピロ と 同様 今 で も 第 一 
線 に いる 。 (HIRO TANAKA) 
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'60 年 代 に ポッ プス ・ バ ンド と し て 出発 し た と いう ムッ キョ に は 、70 年 の 唯 
ーー の アル バム の 他 、3 枚 の シン グル が ある 。770 年 の 「Per Una Liberta/ 
Qualcuno Ha Ucciso」 は アル バム か ら の カッ ト 、72 年 の 「Un'Estate 
Senza Caldo/Quanto Vuoto C'E'」(Carosello CI 20317) と 73 年 の 
この シン グル が アル バム 未収 録 だ っ た 。 と 言う の も メロ ウ ・ レ コー ド か ら の 
CD 再発 時 に 、 こ れ ら 未収 4 曲 と も 追加 収録 さて て いる 。 ア ル バ パム で の ヴォ 
ー カ ル 中 心 の 曲 作 り は 、 こ れ ら 4 曲 で も 変わ り は な い が 、 と いっ て つけ た よう 
に Kbd が 入る な ど 、 当 時 の 流れ を も 読め そう だ 。 そ の 点 で は B 面 曲 の 方 が 
興味 深い 。 垢 抜け な い ポ ッ プ 感覚 が 時 と し て ほのぼの と し た 味わい に も 感 
じ ら れ た アル バム に 比べ る と と こ か 無理 が ある 。 (松本 ) 
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今 と な る と 古 さ が 幸 いし て 新鮮 に 聴こえ る 、 と 言わ な いま で も 瑞 々 し く 聴 こ 
える と いう こと が ある 。 こ の 錯覚 (誤読 ) は 意外 と 人 を 魅 き つけ る 。20 年 も 経て 
ば シミ 跡 も 興味 深い 模様 に 見 える と いう こと か 。 こ の シン グル な ど は 、 ま さ に 
それ で ある 。 コ ー ラ ス ・ デ ュ オ らし く 妙 に 当時 最新 鋭 の 機材 を 使わ ず 声 で オ 
ー ソ ノド クス に 仕上 げた 事 が 、 ま ず 幸 いし て いる よう に 思う 。 音 数 が 少な い の で 
響き や 空間 が で き て いる 。 そ し て メロ ディ ・ ラ イン と 来 て 、 最 後 は ルイ ス ・ エ ン 
リ ケ ス ・ パ カロ フ の アレ ンジ で 仕上 げ 。 チ ェ ン バ ロ が 下地 に な っ て よく 導 く 。 そ 
こ に アコ ・ ギ や フル ー ト が 入る 。 遠 くに 回 っ た スト リン グ ス も 切 を 奏し バカ ロフ 
の 正解 が 今 に 。 こ の デュ オ は も う 1 枚 の シン グル 「Tu Non Hai Piu Paror- 
e」 が ある 。 (松本 ) 
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NAT ROMAN と いう の が グル ー プ 名 な の か どう か 、 全 く 情 報 も な く 良 く 分 
か ら な い 。A 面 の ナン バー が シン フォ ニッ ク で と て も 良い の で 紹介 する 。 イ ン 
スト ・ ナ ン バ ー て で 曲 自体 は 非常 に 単純 な 構成 な が ら 、 パ ッ ク に 広がる スト リ 
ング ス 系 の シン セ が 美しく (、 メ ロディ ー ラ イン も PE 象 的 。 た だ し 、 プ ログ レッ シ 
プ ・ ロ ッ ク 的 な 展開 は な く 、 イ ー ジ ー リ スニ ング 的 と 言え な くも な い が 、 こ うい っ 
た 音楽 も を また イタ リア が 得意 と する と ころ だ 。 イ タリ ア の シン グル らし く 、 こ の 
シン グル の B 面 も 例 に よっ て 評価 に 値 し な い 出来 。 ど う も 音楽 性 に 一 貫 性 
が な い の も 、 ま た イタ リア な ら で は と いっ た と ころ か 。 (杉原 ) 
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当時 星 の 数 程 を 有 っ た と 思わ れる ポッ プス 、 ラ ブ ・ ロ ッ ク 系 の グル ー プ 
の 一 つと 言っ て し まえ ば それ まで だ が 、 そ れ で も 初期 ニュ ー・ ト ロー ルス 的 な 
親しみ 易い ポッ プ ・ サ ウン ド の 合間 に 、 突 然 顔 を 出す P・F・M 的 清澄 さ は ユ 
ニー ク で 、 心 惹か れる も の が ある 。 も う 一 歩 踏 み 込 め れ ば 、 大 化け し て いた 
か も し れ な い 惜 し い グ ルー プ だ 。 メ ン バ ー は 4 人 で 、| Trolls の Pino Scar- 
pettini, 1 Sintom の Billy Calati, La Pantere Nere の Marino Regina, 
Hippy の Gigi Rizzi と いう 顔 触 れ 。 他 に 2 枚 の シン グル を 確認 出来 る 。 

(鈴木 伸一 ) 
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NEW TROLLS の デビ ュー 曲 で ある 。'67 年 と 言え ば アメ リカ ン ・ サ イケ の 
代表 で ある ヴァ ニラ ・ フ ァ ッ ジ が 同じ く デ ビュ ー を 飾っ て いる が 、 ト ロ ル ス は ア 
レン ジ に 於 いて 多分 に 影響 を 受け て いる 事 が 容易 に 伺い 知れ る 。 日 本 で 
は 初め 彼ら の 事 を 「 ア ー ト ・ ロ ッ ク 」 と し て 紹介 し て いた 様 に 、A 面 で は 魔 末 不 
思 議 な 世界 を 披露 し て くれ る が 、LP 未 収 の B 面 に な る と 一 転 ス トレ ー ト な ロ 
ッ ク ン ・ ロ ー ル を 聞か せ て くれ る 。 翌 年 「VISIONI (幻想 ) /IO TI FERMER- 
0'」(SP1369) で ~ 夏 の ディ スク ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル 1968* に 参加 、 見 事 入選 
を 果たし た 。 こ の 曲 に は 珍し い プ ロモ ・ フ ィ ル ム が 残っ て いて 、 若 か り し 頃 の 
メン バー の 演奏 シー ン を 見 る こと が 出来 る 。LP 未 収 の B 面 は ヴィ ッ ト リ オ の 
熱唱 が 聞け る 重々 し い パ ラード で ある 。 (片山 ) 
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TROLLS の 3 枚 目 に し て 初 の サウ ンド ・ ト ラッ ク 盤 。A 面 は 映画 TBAN- 
DOLERO !" り を モチ ー フ に し て いる と スリ ー ヴ に 書か れ て いる が 、 イ タリ ア の 
マカ ロニ ・ ウ ェ ス タン 特有 の ガン マン 達 が 並ぶ 写真 を 見 れ ば 、 自 然 と 音 の 
想像 が つく と 言う も の だ 。 普 段 は 耳 に 付く ニコ の 弾く 粉 っ ぽい ギタ ー の 音 も こ 
こ で は 妙 に ハマ っ て いて 、 フ ァ ル セッ ト に よる カウ ンタ ー・ メ ロ が 西部 の 山岳 
地帯 を ほう ふつ と させ て くれ る 。B 面 も サウ ンド ・ ト ラッ ク で ある が ^| DAN- 
NATI DELLA TERRA” と 言う タイ トル か ら 察する に 、 ど う や ら サ スペ ンス も 
の の 映画 の 様 だ 。 イ ント ロ の 緊張 感 か ら 一 気 に 盛り 上 が っ て 行く 展開 は お 
手 の 物 だ ろう 。 こ の 曲 で 既に ジャ ン ニ ・ ベ ッ レ ー ノ の 超 裏声 が 活躍 し て い 
る 。 以 外 と 知ら れ ざ る 名 盤 じ ゃ な い だ ろ うか 。 (片山 ) 
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A 面 "鉱山 ? は 名 曲 で ある 。 誰 し も が 一 度 聞 け ば 決し て 忘れ る 事 の 出来 な 
い 懐 か し い メロ デイ ー を 持っ て いる 。 僕 の 知る 限り で は ライ ヴ 、 再 演 と 合わ 
せ て 5 回 も LP に 収録 され て いる 所 を 見 る と 、 メ ン バ ー 自 身 そう と う 気 に 入っ て 
いる 様 だ 。 し か し 、 こ の シン グル の 本 当 の 価値 は 実は B 面 の 方 に 有る 。 あ の 
「 コ ンチ ェ ル ト ・ グ ロッ ソ No . 1」 の B 面 全て を 使っ た 大 作 ` 空 間 の 中 か ら " で 、 
唯一 ヴォ ー カ ル の 入る パー ト の 部 分 の 元 に な っ た の が 何 を 隠 そ うこ の 曲 な 
の で ある 。LP の 方 は あっ と 言う 間 に 別 の 展開 に な る が 、 シ ング ル で は この 
最も 印象 的 な さ ぴ が 繰り 返し 登場 し 聞き 手 を 攻め 立て る 様 に ドラ マチ ッ ク 
に 盛り 上 が る 。 こ の 辺り の 畳み 掛け る 様 は N、 ト ロ ル ス な ら で は の も の 。 グ ロッ 
ソ ・ フ ァ ン は 必携 の アイ テム 。 (片山 ) 
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TROLLS9 枚 目 の シ ング ル 。A 面 は プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク 的 重厚 さ を 持つ 
今 まで に 無い 曲調 だ が 、 間 奏 の メロ ー な ギタ ー・ ト ー ン は さながら クイ ー ン を 
連想 させ る 。 (御存知 の 事 と 思う が クイ ー ン の デビ ュー は 72 年 で ある 。)B 面 
は LP 未 収 だ が 乗り 乗り の ロッ クン ・ ロ ー ル で 、 後 奏 の オル ガン ・ ソ ロ が や た 
ら と 盛り 上 が る 。 プ ログ レ で も シン フォ ニッ ク で も 無い が ハモ ンド 好き や プリ 
ティ ッシュ 好き に は た ま ら な い シ ング ル 盤 に な り そ う だ 。 こ の 頃 既に 彼ら は ヒ 
ッ ト ・ メ ー カ ー と し て 数 多く の ヒッ ト を 飛ば し て いる が 、~ 夏 の ディ スク ・ フ ェ ス テ 
ィ ヴ ァ ル 1969? に は 「DAVANTI AGLI OCCHI MIEI( 瞳 に うつ る 君 )」、 
ヾ サン ・ レ モ 音 楽 祭 1969? に は 「IO CHE HO TE( 君 だ け の ぼく ) 」 で 参加 
し て いる 。 (片山 ) 
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TROLLS11 枚 目 の シ ング ル 。 当初 5 人 編成 で スタ ー ト し た 彼ら だ が 、 こ こ 
に 来 て キー ボー ド を 担当 し て いた マウ ロ ・ キ アル ー ジ が 抜け 、 初 期 黄金 の 4 
人 組 が 出来 た 。 ニ コ ・ デ ィ ・ パ ロ (Vo, G) は 特に デビ ュー 時 に 訟 いて リー ド ・ 
ヴォ ー カ ル を 担当 、 独 特 の 高音 域 の 声質 は イタ リア 人 特有 の も の で 、 ヴ ィ ッ 
トリ オ ・ デ ・ ス カル ツィ (Vo, Key, G, FI) の 持つ パリ トン ・ ヴ ォ イ ス と 好 対 照 を 
成 し て いる 。 こ の 二 人 と ジョ ル ジ ョ ・ ダ ダ モ (Ba) の 3 人 が トロ ルス の 大 半 の 
曲 を 書い て いて 、 ジ ャ ン ニ ・ ベ ッ レ ー ノ (Dr,Vo) の 奇声 に も 似 た 超 フ ァ ル セ 
ッ ト ・ ヴ ォ イ ス が コー ラス に 絡み 、 色 彩 を 加え て いる 。 A 面 は 珍し く 女 性 コー 
ラス を 導入 し た サン レモ 風 ポ ッ プ ス で 、B 面 は “幻想 "を 意識 し た 明る め の 
ロッ ク で ある 。 (片山 ) 
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TROLLS の LP 未 収 シ ング ル は 20 枚 近く ある が 、 入 手 の 困難 さと 楽曲 の 
良さ で 比較 すれ ば この シン グル が ダン ト ツ だ ろう 。 映 画 「TERZO 
CANALE」 の サウ ンド ・ ト ラッ ク と し て 制作 され て いて 、 こ の シン グル の 両面 
を 収録 し た アル バム も 存在 する (RCA PSL10485) 。 レ ー ベ ル が チェ トラ で 
は な く RCA な の は サン トラ 盤 の 都合 な の だ ろう が 、 面 白い 事 に 彼ら の シン グ 
ル で は 初 の ステ レオ 盤 で ある 。 又 他 に も 新しい 試み が 成 され て お り 、A・B 面 
共 ジ ャ ン ニ ・ ベ ッ レ ー ノ 初 の 書き 下ろ し で ある と 共に 、 ジ ョ ル ジ ョ ・ ダ ダ モ と の 
共 作 で JODY CLARK や THE FOUR KENTS と いっ た アー チ ス ト 達 に 曲 
を 提供 し て いる の が 興味 深い 。 曲 の 方 は 流石 に ドラ マー の 曲 ら し く 、 タ イト な 
ロッ クオ ル ガ ン で 両面 共 最後 まで 一 気 に 聞 か せ て くれ る 。 (片山 ) 
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TUNA STORIA( あ る 物語 ) 」 は ^ サ ン ・ レ モ 音 楽 祭 1971? 参 加 曲 で LP 
未収 で ある 。 自 作曲 で は 無い が アレ ンジ に 於 いて 、 か な り プ ログ レッ シ ヴ に 
処理 され て いる 。 特 に ここ 数 作 の 中 で 大 活躍 し て いる オル ガン に は 目 が 離 
せな い 。 こ の 曲 は | PROFETI に よっ て も 唄 わ れ た が 、 全 く 別 の 曲 に 聞こ えて 
し まう 程 で ある 。 B 面 も L P 未収 で 、 ト ラッ ド ・ フ ォ ー ク 調 の さわ や か な 曲 だ 。 
同年 ^ 夏 の ディ スク ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル 1971/ 参 加 曲 で ある 「VENTI 0 
CENT'ANNI(20 又 は 100 年 )/UNA VITA INTERA」(SP1453) を 発表 、 
\ あ る 物語 ?/ を より ハー ド に し た 展開 を 見 せ て くれ る が 、 こ の 曲 を モチ ー フ に 
あの ` ほ ほ を 濡らす し ずく "が 生ま れ た と 言っ て も 過言 で は 無い だ ろう 。 両 面 
共 LP 未 収 だ が 、 B 面 は に れ ま た フォ ー ク 調 の 陰 謙 な け だ る い 曲 。 (片山 ) 
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多数 、LP 未 収 シ ン ゲ ダル が ある ニュ ー・ ト ロ ル ス だ が そん な 彼 等 の シン グ 
ル 群 の 中 か ら 本 作 を 代表 し て あげ て お く 。'71 年 、 ヴ ェ ネ チア 音楽 祭 の ライ 
ヴ ・ レ コー ディ ング 作品 で AB 面 あ わせ て 8 分 半 の 演奏 が 収録 され て いる 。 
日 本 で は A 面 が '71 年 に 、B 面 が 79 年 に と 別々 に 発表 され て いる 。 初 期 ニ ュ 
ー・ ト ロ ル ス の ハー ド な 側面 を か いま みる こと が で きる だ ろう 。 聴 く 曲 々 に よっ 
て 、 多 少 統一 感 の な い グ ルー プ だ が 、 ど の アル バム も それ な り に 素晴らし い 
作品 で あり 、 い ぶし 銀 の よう な し ぶさ を 秘め た 玄人 好み の グル ー プ で ある と 
いえ る だ ろう 。 ト ロ ル ス を 軽視 し て いる 向き に は この 機会 に ぜひ 再 評価 を うな 
が じ た だ た MO8 ( 今 ) 
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B 面 が 「Searching For The Land」 か ら の カッ ティ ング な の で 72 年 頃 の 
発売 だ ろう 。Font は 発売 年 が 明記 され て いな い の で 困る 。 次 々 と 名 作 を 発 
表す る 以前 と は いえ 、 こ の 「Black Hand」 の 出来 は すばらし い 。TV ド ラマ の 
テー マ 曲 の た めか 、 い まま で の 彼ら の サウ ンド と 多少 異な る 部 分 が ある が 、 
メロ ディ の 感じ は 前 述 の LP の 1 曲 「Searching」 に 良く 似 て いる 。 さ ら に ロッ 
ク 調 で ドラ マチ ッ ク な 曲 作 り に し た と いう 感じ 。 (ドラ マチ ッ ク な 曲 が 好 き な の 
で 、 私 の 担当 に は この 言葉 が 多く な っ て し まう 。) ジャ ー ジ ー な 感じ の Gianni 
Belleno の ドラ ム が いい 。 曲 全体 を ひき し め て いる 。 さ ら に 効果 的 な ビア ノ と 
いい 、 ヴ ォ ー カ ル の メロ ディ ー ラ イン と いい New Trolls ファ ン で な く て も 魅力 
的 な シン グル に ちがい な い 。 (吉瀬 ) 
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TROLLS の 長い 歴史 の 中 で 最も 重要 な 時 期 が 、 こ の 分 裂 の 時 期 だ ろ 
う 。 ヴ ィ ッ トリ オ ・ ト ロ ル ス は その メン バー か ら も 分 か る 様 に 、 や や アヴァ ン ギ ャ 
ルド な ロッ ク へ と 傾倒 し て いる が 、 以 前 に も 増し て イン スト ル メ ンタ ル か 部 分 
が 多く な っ た の は 致し 方 無い 。「 到 山 の 一 夜 」 は そう いっ た 流れ の 最終 到達 
点 な の で は な い だ ろ うか 。 シ ング ル で は シン セ サ イ ザー を 強調 し た PF M 
ば り の 大 胆 な ミッ クス が 展開 され て いる が 、 こ の テイ ク は これ と ドイ ツ 盤 の 
「NIGHT ON THE BARE MOUNTAIN」(PAN88278) の 中 で し か 聞く 
こと が 出来 な い 。 B 面 の 'SOMEWHERE'"' は 名 作 「 見 知ら ぬ 桃 源 郷 の 探 
索 」 の 世界 に 近い パラ ー ド だ が イタ リア 語 で 唄 わ れ て お り 、 こ の 英語 バー ジ 
ョ ン は オム ニ バ ス ・ ア ル バ ム 「REVIVAL」(MAL06) で 聞け る 。 (片山 ) 
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TROLLS 和 解 後 初 の アル バム 「 コ ンチ ェ ル ト ・ グ ロッ ソ No.2」 に 先行 し て 
発売 され た シン グル 。 ヴ ィ ッ トリ オ の 父 が 設立 し た マグ マ ・ レ コー ド か ら 出 さ 
れ た 。 こ の 時 か ら リ ッ キ ー・ ベ ッ ロ ー ニ (G,Vo) が 加わ り 5 人 組 と な っ た 。A 面 
は 「 グ ロッ ソ 2」 の 中 で も 印象 的 な 曲 だ っ た が 、 と り わ け B 面 の バラ ー ド `LEI* 
の 美 し さ は 他 に た と えよ う が 無 い 。 新 メン バー の リッ キー が 早速 リー ド ・ ヴ ォ 
ー カ ル を と っ て いる 。 翌 年 「SOLAMENTE TU/LET IT BE ME」 
(MAG07) が 出 た が 、 A 面 は ワー ナー へ 移 籍 する 為 の 布石 と ちもと れる ポッ 
プ な 仕上 が り を 見 せ て いる 。B 面 は 「 グ ロッ ソ 2」 よ り ジ ル ベ ペール ・ ベ コー の 名 
曲 。 尚 この 2 枚 と ^ 艇 山 の 一 夜 " の 別 ミッ クス を 収め た オム ニ バ ス ・ ア ル バ ム 
「REVIVAL」(MAL06) も 発売 され た 。 (片山 ) 
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'78 年 WB に 移籍 し 、 史 上 最強 の 6 人 編成 と な っ た トロ ルス に スペ イン で 
サン トラ 盤 の 仕事 が 舞い 込ん だ 。 世 界 中 で 大 ヒッ ト し た 映画 「 サ タデ イ ・ ナ 
イト ・ フ ィ ー バ ー」 の 煽り で スペ イン 国内 で も ディ スコ も の の 映画 を 作ろ うと 言 
う 事 に な っ た らし い 。 タ イト ル は 「NUNCA EN HORAS DE CLASE」 
(EMI 062-061953) で 、 こ の アル バム か ら カ ッ ト さ れ た の が この シン グル 
と 、「HA HA HA/GOOD MORNING PEOPLE」(EMI 006-062358) で あ 
る 。 全 曲 共 英語 で 唄 わ れ て お り 、 全 く の 新曲 で ある と 同時 に ビー ジー ズ の 
^ ス テイ ン ・ ア ライ ヴ “ に 意識 的 に 似せ た 曲調 や 、 ニ コ の 驚く ほど 高い ファ ル 
セッ ト な ど 聞 き 所 は 多い 。 尚 、 同 時 進行 で 制作 3 れ た アル バム 「 ア ル デ バ ラ 
ン 」 も スペ イン 語 ヴ ァ ー ジ ョ ン (HISPAVOX 60230) が 発売 され て いる 。 

(片山 ) 
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チェ トラ 、 マ グマ と 渡り 歩い た トロ ルス だ が 、"78 年 に 入っ て 心機 一 転 メ ジ 
ャ ー・ レ ー ベ ル の ワー ナー・ プ ブラザー ズ と 契約 、 ア ル バ ム 「 ア ル デ バ ラン 」 を 
発表 し た 。 新 メン バー に 元 ヌ オヴ ァ ・ イ デア の ジョ ル ジ ョ ・ ウ ザイ (Key, Vo) 
が 参加 し 、 ト ロ ル ス 最 強 の 6 人 編成 と な っ た 。 こ の 勢い で 翌年 出し た シン グ 
ル が これ で 、 両 面 共 LP 未 収 で ある 。TV 番 組 「 ル ナ ・ パ ー ク 」 の テー マ と な っ 
て いる が 、 抜 群 の ディ スコ を 聞か せ て くれ る 。 映 画 「 サ タデ イ ・ ナ イト ・ フ ィ ー バ 
ー」 の 影響 で いき な り ビ ー ジ ー ズ 路線 を 走り 出し た トロ ルス だ が 、 ニ ニコ の ファ 
ルセット は 意外 と バリ ー・ ギ プ に 迫る も の が ある 。 ス タ ジ オ 内 の 和やか な 雲 
囲 気 で 始ま る B 面 は コー ラス を 最大 限 に 活用 し て お り 、 や や ジャ ズ ・ ロ ッ ク 
調 の 佳 貼 で ある 。 (片山 ) 
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WB に 移籍 し て 「ALDEBARAN」、「NEW TROLLS」 と 順調 に 良質 で ポ 
ッ プ な アル バム を 発表 し て 来 た 彼 ら の 、 ワ ー ナ ー 時 代 最 後 の シ ング ル 。 も ち 
ろ ん 両 面 共 LP 未 収 で ある 。A 面 で は 「ANCHE NOI」 に も 通じ る ポッ プ ・ ロ 
ッ ク 路 線 を 踏 租 、 ア ッ プ ・ テ ン ポ の 中 で 6 人 に よる 痛快 な 演奏 が 堪能 で き 
る 。B 面 で は 一 転 、 あ の クラ ウデ ィ オ ・ バ リョ ー ニ の 超 名 曲 「 ポ スタ ー」 を カバ 
ー し て いる が 、 絶 妙 な コー ラス ・ ワ ー ク で オリ ジ ナ ル と は 優劣 付け 難い 出来 
だ 。 こ の 曲 は "92 年 作 「OUELLI COME NOI」 で も 再演 され て いる 。 こ の 後 ト 
ロ ル ス は 4 人 編成 と な り 、'81 年 に シン グル 「LA NELLA' CASA DELL' 
ANGELO( 天 使 の 家 )/IL TRENO」(SP1762) を 発 表 、TV 番 組 「DIS- 
CORING」 の テー マ だ が アル バム 「FS」 を 凝縮 し た 様 な 密度 の 濃い 秀 曲 で 
ある 。 (片山 ) 
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ノ マ デ ィ の 傑 作 。72 年 、 と 言え ば 「Un Giorno Insieme」 が 出 た 年 だ 。 
充実 し て いる 。A 面 曲 は 多分 当時 田 た コン ピ レ ー シ ョ ン を 始め 、 後 々 の 中 に 
も 収録 され て いる と 思う の で 、 ど こ か で 聴け る と 思う 。 曲 と し て は 歌い 上 げ て 
いく オー ソ ド ッ クス な イタ リア ン ・ ナ ン バ ー だ が 、 メ ロト ロン 等 を 加え て の 一 回 
り 大 き な オ ー ケ スト レー ショ ン が 特徴 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク 色 が 強い 。 一 方 B 面 に 
な る と 歌 物 バン ド と は 思え な い 斬 新 な 音 作り に な っ て いて 、 こ ちら も 聴き ご た 
え が あ る 。 ムーグ? を 多用 し た 実験 色 の 強い 曲 で アコ ー ス テイ ッ ク ・ ギ ター 
の や や 無 調 の 響き が 被せ られ て いる 。 ま た 所 々 に 効果 音 も 盛り 込ま れる 。 こ 
れ で 一 応 ヴ ォ ー カ ル も 入る あたり が 恐い 。 ま さ に イタ リア ン ・ ロ ッ ク 全 盛 を 証 
明 す る 好 サ ンプ ル で も ある (松本 ) 
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ベー シス ト を 交通 事故 で 、 炊 いで リー ド ・ ヴ ォ ー カ ル の アウ ゲス ト が 病気 
で 他界 し て し まっ た た め に 新生 ノ マ デ ィ は 同名 の 別 グ ルー プ の よう に な っ て 
し まっ た 。 当 シン グル は ヴィ ッ ト リ オ ・ サ レル ノンノ 監督 の 映画 に 使用 され た サン 
トラ 艦 で 、A 面 が ノ マ デ ィ の 歌 と 演奏 、B 面 が 同 曲 の イン スト で 曲名 は 映画 
の タイ トル と 同じ に な っ て いる 。 音 楽 担 当 者 は 『 世 界 残酷 物語 』『 黄 色 い ロ ー 
ルス ロイ ス 』 や ダリ オ ・ ア ル ジ ェ ント 監督 作品 で も 知ら れ て いる リズ ・ オ ルト ラ 
ー ニ 。 ジ ャ ズ の 手法 を 取り 入れ た クー ル な 曲調 は 、 ノ マデ ィ の 中 で も 異色 の 
も の と いえ る 。 タ イト ル は 『 否 、 事 件 は 好ま し い 結 末 に は な ら な い 」 と いう 意味 
で 、 ノ マデ ィ の 歌 は 『 母 の 正義 』 あ る い は 、『 母 の 裁 』』 と いっ た と ころ か 。 
(HIRO TANAKA) 
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イタ リア の 770 年 代 プ ログ レ と いう 重箱 の 隅 を 申 眼 鏡 で 覗い た 様 な この 
シン グル 編 の 中 で は '89 年 リリ ー ス の 本 作 は 異彩 を 放つ の で は な か ろう 
か 。'89 年 は 5 年 前 だ が この 業界 で は つい 最近 で ある 。 音 の 方 も 、 シ ング ル 
で は 他 に 類 を 見 な い チ ェ ン バー ロッ ク で ある 。 路 線 と し て は ヘン リー・ カ ウ 、 ジ 
ュ ル ヴェ ル ヌ だ ろう か 。A 面 で は 女性 ヴォ ー カ リス ト を ゲス ト に 迎え 、 そ の ヴィ 
プラ ー ト の 効い た オペ ラチ ッ ク ヴ ォ ー カ ル を 多数 の 金管 楽器 で 責め 立て る 
言っ た 具合 で カウ の 赤い クツ 下 を 思い 出さ ず に は いら れ な い 。B 面 は イン ス 
ト で フリ ッ プ 、 ロ ジュ ・ ト リ ゴ ー 風 トコ ロ テ ン ギタ ー を メイ ン に 無 調 の 変 拍子 大 
会 。 プ レザ ン + ウ ェ ス タン カル チャ ー か 。 本 作 以 外 の 活動 は 不明 だ が 、 実 は 
LP が あっ て レコ メン が 配給 し て た りす る の か も 。 (森下 ) 








NUOVA IDEA 

Pieta, Un U0mo Contro Linfimito 
Dolce Amore 

'70 

@Oregon OR 700 

0 


@ 





ヌ オ ヴ ァ ・ イ デア 一 知ら れ て いる だ け で も 3 枚 の LP と 4 枚 の シン グル を リリ 
ー ス し て いる グル ー プ で ある 。 本 シン グル は 、LP リ リー ス に 先がけ て 彼 等 が 
リリ ー ス し た 最初 の 録音 で 、LP 未 収録 音 で ある 。'70 年 と いう こと も あっ て 荒 
削り な サウ ンド で あず が 、 後 の 彼 等 の サウ ンド へ の 伏線 的 な 役割 を 担っ て 
いる と いえ ば 良い の だ ろう か 。 数 ある イタ リア ン ロ ッ ク の 中 で も 、 名 前 こそ 知ら 
れ て いる も の の 、 日 本 で は 、 人 気 の な い グ ルー プ で ある が 、 プ ログ レッ シ ヴ 
で か つ ポ ッ プ な サウ ンド は 、 オ リ ジ ナ リティ あぶ ふれ る 素晴らし いも の で ある と 
いえ よう 。 初 期 オ ザン ナ 風 1st、 軽 快 な プロ グレ ッ シ ヴ ・ サ ウン ド を 有する 2 
nd、2nd の 延長 線上 に あり な が ら 自 己 の 音楽 性 を 最も 明確 に し た 3rd と ど 
れ も 仲 々 の 好 作 品 で ある 。 ( 今 ) 





NUOUA IDEA 
Sara'C0si 
U0mimi iversi 
73 

人 @Aristar AR.0589 
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73 年 、3rd「Clowns」 発 表 前 の シン グル 。 両 面 と も も アル バム 未収 曲 で 、 
A 面 は シャ ウト する ヴォ ー カ ル や 、 そ の サウ ンド が まる で プリ ティ ッシュ ・ ハ ー 
ドロ ッ ク の 様 だ が 、 問 題 は B 面 で 、 ウ ザイ の スト リン グ ス ・ シ ン セ を 始め と する 
多彩 な キー ボー ド ワ ー ク と 、 美 し い コ ー ラ ス 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター と が か 
ら み 、 な か な か 凝っ た 展開 を 見 せる 。3rd よ り 2nd に 近く 、 派 手 さ は な い が イ タ 
リア らし いな か な か の 秀 曲 で ある 。 (木下 ) 





ぞう 6 








(LA) NUOVA GENTE 
Doremi 

Noi Contro Noi 

76 

人 Durium Ldal-7947 
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@ 





DURIUM レ ー ベ ル か ら リ リー ス さ れ た この グル ー プ の シン グル は 、 知 
名 度 こ そ 低 いも の の 、 こ れ ぞ ラヴ ロッ ク と 言え る 好 作 品 に 仕上 が っ て いる 。 
と は 言っ て も 、 ソ リー ナ や メロ トロ ン が 大 活躍 し て いる 訳 で も な く 、 曲 の 展開 
が 素晴らし い 訳 で も な い が 、 マ イナ ー か ら メ ジャ ー コ ー ド に 移り "ドー ルミ ” 
と サビ の 部 分 で は 思わ ず 一 緒 に 口ずさん で し まう 。 そ う 、 ラ ヴ ロ ッ ク で 大 切 
な の は 、 一 緒 に 唄 え る と 言う 事 で は な い だ ろ うか ? こ の グル ー プ 、 ア ル バ ム 
は 確認 され て いな い が 、 他 に 一 枚 、FMA レ ー ベ ル よ り 、A 面 Che Sarei B 
面 Fantasma dalle Gria(ZFR50403) と 言う シン グル が 、"76 年 に リリ ー ス 
され て いる が この 曲 の プロ デュ ーー さ ー は 、PFM で お 馴染 み の 、 ク ラウ ディ 
オ ・ フ ァ ビ で ある 。 (Amore 堤 野 ) 





NUOVO RAECOLTO 
Hoshagliato lo 
Arriverai Domani 
76 

急 Dig It DG 1140 





ヌオーヴォ ・ ラ コル ト と いう グル ー プ は 、1970 年 代 中 一 後半 に シン グル 
を 数 枚 リ リー ス し て いる 。 い わ ゆ る ` ラ ブ ・ ロ ッ ク " グ ルー プ で ある 。 彼 ら の サ 
ウン ド は 、 バ ンド と いう より も 、 ど ちら か と 言う と シン ガー の 作品 に 近い アレ 
ンジ に 仕上 っ て お り 、 い か に も シン グル ・ ヒ ッ ト を 狙い まし た と いう 作品 。( こ 
れ は 悪く 思っ て 言っ て いる の で は な い 。 あ し か ら ず , ) それ だ け に 甘く 切な い 
オル ガン や ムー ディ ー な プロ フェ ト 系 の シン セ の メロ ディ ー と 、 室 内 弦楽 ア 
ン サ ンプ ブル が 見 事 に 溶け 合っ た 秀 品 と し て の 風格 が ある 。 イ タリ ア に は 、 い 
っ た い ど の くら い の こ の 手 の グ ルー プ が 、 ヒ ッ ト を 狙い 消え て 行っ た の だ ろ 
う 、 と 驚異 的 な 層 の 厚 さ に 舌 を 巻 か ぎる を えな い 。 ラ ヴ ・ ロ ッ ク ・ マ ニア は 必 
聴 だ 。 (N Ureno) 





OFFICINA MECCANICA 

The Land 0f 』 ThOusanH Dances 
Un Prat0 E Pi SOgnare 

73 

@Picci LG 3020 

6 
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「Signora Marisa/La Mia Strada In Periferia」(Picci LG 3014, " 
72) に 続く 2nd シ ング ル 。 計 5 枚 の シン グル を 残し 、 ア ル バ ム 製作 され な か 
っ た 事 が 非常 に 惜しま れる バン ド 。 基 本 的 に は 1 一 2 作 目 で の ラヴ ス ・ ロ ッ 
ク が 持ち 前 の バン ド だ が 、 こ れ を 延長 し て シン グル と し て は 驚く 程 プ ログ レ 
ッ シ ヴ な 作り を 見 せる 3 作 目 「Bambini Innocenti」、 そ し て が ら り と 変っ て 
歌 物 と し て 好 作 の 4 作 目 「Amanti Di leri」 と 、 個 性 の ある バンド だ 。 ギ ター 
に は ジャ ズ 色 が あり 、 そ の シン グル の B 面 に は ドラ ム に 初期 クリ ム ゾ ン に 似 
た ニュ アン ス も ある 。A 面 は コピ ー 曲 で 論外 だ が 、 後 半 に アー プ ・ シ ン セ サ 
イザ ー が 絡む B 面 な ど 何 か 無理 な フェ イド ・ ア ウト だ と 思う 。 ア ル バ ム が あっ 
て お か し く な い 曲 作り だ 。 (松本 ) 





NH OFFICINA MECCANIC 
^ 。 っ | Bambini Innocemti 
ハフ 半 (Strumemtale) 
- 借 73 
了 i タ on 
. 作 icci L 63929 3029 
に | | 
し on MM 











読者 の 皆さん に は この `^ オ フィ チー ナ ・ メ カニ カ " と いう グル ー プ 名 は あま 
り 馴 染み の な い 名 前 だ と 思う 。 そ れ も そ の は ず 現在 5 枚 の シン グル の 存在 
が 確認 され て いる だ け の 超 マ イナ ー グ ルー プ だ 。 (恐らく LP は 制作 し て い 
な いと 思わ れる 。) こ の シン グル は 、 暗 い 讃 美歌 風 コ ー ラ ス を イン トロ と し 
て 、 ク リム ゾン 張り の プラ ス ・ ア ン サ ンプ ブル と 優 い 溢れ る 生 ギ ター& ボ ー カ 
ル ・ パ ー ト が 織り な す プ ログ レ を 展開 する 。 チ ェ ル ヴェ ッ ロ や イル ・ バ レッ ト ・ 
ディ ・ プ ロン ゾ の 「YS」 の イン トロ 的 紛 囲 気 だ 。B 面 は この 曲 の イン スト ・ ヴ ァ 
ー ジ ョ ン で 、 こ ちら は イフ ・ タ イプ の プラ ス ・ ロ ッ ク ・ ア レン ジ に 仕上 っ て いる 。 
また 他 の 2 枚 も 同様 の プラ ス ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド 。 (UNO) 











OFFICINA MEECANICA 
Amamti ler 
Insieme 川 Sole 
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Officina Meccanica の Vedette 移 籍 後 の 秀 逸 な 1 枚 。Picci 時 代 の サ 
ウン ド は 、0sanna や Cervello 等 に も 通じ る 妖 し 気 な 暗 さ と P・F・M や Latte 
E Miele 的 清澄 さと が 、 練 り 上 げ ら れ た 構成 の 中 で 極め て 魅力 的 に 作用 

合っ た 非常 に 優れ た も の だ っ た 。 真 に プロ グレ ッ シ プ な グル ー プ で あり 、 
当時 の 第 1 級 の グル ー プ と 同列 に 扱わ れ 論 じ ら れ る べき で ある 。 こ の シン 
グル は 彼 等 の そう し た 持ち 味 を 失う こと 無く 更に 純化 され 、 無 垢 な まで の 
清 半 さ を 漂わ せ た 名 曲 で ある 。 穏 や か な 情感 な ど 不 思 議 な 温もり に 色 ど 
られ た この 作品 は 、 静 か に 高まる 緊張 感 を 伴っ て 、 再 び 我 々 に 忘れ 難い 
Officina Meccannica 節 を 聴か せ て くれ る 。 (鈴木 伸一 ) 








OMBRE I BRONZO 
Finira 

Leterna Primavera 
g 

@Fono Rama F.NP 020 
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さて この ナゾ ー 様 で も 出 て きそう な 名 前 の 得体 の 知れ な い バ ンド の シン 
グル 、 曲 は `For your love" の イタ リア 語 版 。 な ん だ 、 と 思う な か れこ れ が 
ヤー ド バ ー ス が 土下座 し て 謝 ま る 程 素 晴らし く 、 し か も オル ガン パワ ー で ツ 
ェ ッ ペリ ン を も 踏み 潰す 壮絶 な 破壊 力 な の だ 。 特 に キメ の 部 分 の アレ ン ヂ 
が 実に カッ コ 良 く 、 ま さ に 「 星野 、 木 俣 (ほし 一 の きま っ た つ / ん 仏壇 は 長田 
屋 ./」 と 同等 の 迫力 、 ま さ に 怒 湾 の エン ディ ング で キッ クア タッ ク 電 光 パ ン 
チ だ 。 イ タリ アン シン フォ ニッ ク の 底力 を まざまざ と 見 せつ ける 一 枚 。 月 な が 
た や だ 一 (牧野 ) 





ぞ づ ラグ 








(Ll) OPERA 
Domma i 6hi 
Se Tu, Se Mai 
75 
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アル バム の 存在 を うわ ささ れ な が ら な か な か 確認 出来 な い オ ペラ の 775 
年 CBS シ ュ ガ ー か ら の 作品 。 彼 ら の サウ ンド は 所 計 ラ プロ ッ ク と いう レッ テ 
ル を は られ る だ ろう が 、 リ ズム セク ショ ン が し っ か り し て いる の で 単に 甘 さ に 
走ら な いと ころ が いい 。A 面 は オー ケス トラ に 女性 コー ラス を 配 し た 美しい 
曲 。^Se Tu Se Mai" の 方 は スト リン グ ス の リフ レイ ン が ドラ マチ ッ ク な ナン 
パー。 み ん な で アル バム を 見 つけ よう 。 (木下 ) 


(Ll) OPERA 
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オペ ラ と いえ ば 、'78 年 に Durium か ら 出 た 「Aria Acqua ご 」 が 一 番 人 気 
だ が 、 他 に も 魅力 的 な シン グル を 数 多く 残し て いる 。 ア ル バ ム が 確認 され な 
い の が 本 当 に 不思議 だ 。 今 まで の オー ケス トラ を シン セ 系 スト リン グ ス に 置 
き 替 えた A 面 は 、 タ イト な リズ ム に ゆる や か な スト リン グ ス シ ン セ 、 チ ュ ブ ラー 
ベル ズ 、 マ ンド リン の 調べ が 印象 的 な ナン バー。B 面 は 、 前 年 の 「Danna 
ー」 の B 面 と 全く 同じ ナン バー。 (木下 ) 





(GL)OPERA 

Lei Bamhina Lei Signora 
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76 年 EMI か ら の シン グル 。 こ の 頃 の オペ ラ に は は ずれ は な い 。 こ の シン 
グル 両面 と も シン セ 系 キー ボー ド を うま く 使 っ た ナン バー で 、 共 に 後半 の リ 
フレ イン が と て も 印象 的 だ 。 個 人 的 に は この シン グル の 出来 ば えと 同 レベ 
ル の アル バム が 見 つか れ ば 大 喜び だ 。 同 レベ ル と いう こと も あり 、 ボ ポッ テ ガ 
の 唯一 の ライ バル と な る チャ ンス は あっ た は ず だ 。 彼 ら は 、 こ の 手 の グ ルー 
プ と し て は ほん と に リズ ム が タイ ト で な か な か よろ し い 。 (木下 ) 





iM2SOAYyCTAVe72o) (Ll) OPERA 
是 )J 由 7( Re Salomone 
M Arla, Acoua, Terra E Fu0co 
78 
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10 数 枚 の シン グル 盤 を 発表 し て いる オペ ラ が 、 と て つも な い 曲 を 残し て い 
た 。 ラ ッ テ ・ エ ・ ミ エレ を 初 入 さ せる 教会 音楽 風 の 「 空 気 ・ 水 ・ 土 ・ 火 」( 自 然 
界 は に の 4 つの 元素 で で き て いる と いう ヨー ロッ パ 中 世 の 考 え に 基づく 。 サ ー 
ド ・ イ ヤー・ パ ンド の LP タ イト ル に も ある 。) を 聴い た な ら 、 ジ ャ ケッ ト に 写っ て 
いる 彼ら が 天国 か ら 降り て 来 た 天 使 に みえ て し まう だ ろう 。 作 詞 ・ 作 曲 は 両 
面 と も F.Ricciardi で 、 他 の シン グル の 曲 も 彼 が 多く 手掛け て いる 。 ま た 、 パ 
ンダ と いう グル ー プ と メン バー 交流 が ある らし いと いう こと も 付記 し て お く 。 

(吉瀬) 





本 還っ 誠 (BLI) OPERA 

人 計 遇 Diario Dei Segrti 
1000 Anmi Luce 
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A 面 は 彼ら お 得意 の 甘く 切な い ラ ヴ ロ ッ ク 。B 面 は ^ 千 年 光 ” な る タイ トル 
の SF チッ ク な 曲 で 効果 音 的 シン セ が 大 量 に 盛り 込ま れ た 彼ら と し て は 異 
色 の 作品 。 行 き 過 ぎ を 承知 で 言え る ば プラ ネタ リウ ム 。 し か し メロ ディ は Gens, 
Opera を 通し て 多数 の 名 曲 を 書い て 来 た F. Ricciardi の も の で オペ ラ と し て 
の アイ デン ティ ティ は 失わ れ て いな い 。 次 作 "Volare Mai" は 名 作 と し て その 
次 の 「Lassia Che Sia/Senti」(Durium LdAI8078, 80) 、 ロ ッ ク 色 が 強 
いと 言え ば 聞こ え は いい が 、 実 は オー ケス トラ を 付け る だ け の 金 を か け て も ら 
え ず 冷遇 され て いた 時 期 だ っ た の で は な いか と 想像 する が どう だ ろう 。 レ ー 
ベル を 移っ て の 「Guerriero/Con Lei」(Radio 81 ZBRR 7210) も 悪く な い 
が 最早 ラヴ ロッ ク と は 言い づら い 。 (森下 ) 
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Volare Mai 
Vecchio Mercante 
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1975 年 に CBS よ り 「Donna Di Chi/Se Tu, Se Mai」 で デビ ュー し '81 年 
まで 活動 し た オペ ラ だ が 、 一 般 に 人 気 が 高 い の は 「Re Salomone」 の B 面 
だ ろう 。 本 シン グル も 同様 に A 面 は 良く 出来 た ラヴ ・ ロ ッ ク な の だ が B 面 は 、 
クイ ー ン の 影響 を 受け た と し か 言い よう の な い 大 胆 な コー ラス と アレ ンジ を し 
た プロ グレ ッ シ ブ な 作品 で ある 。 曲 は シン セ の 音 か ら ス トリ ング ス で 始ま り コ 
ー ラ ス が 入っ て 来 て 「 い つも の ラヴ ・ ロ ッ ク か な ?」 と 思わ れる が 強引 と も 思 
われ る 展開 で ボ へ ミア ン ・ ラ プ ソ ディ の コー ラス ・ パ ー ト を 思わ せる パー ト 
へ 。 も う 少 し 演 論 能力 が あれ ば と 残念 に 思わ れる 。 又 、 オ ペラ の 中 心 人 物 
F, Riccardi は 今 話題 の GENS の 中 心 人 物 で も ある 。 (長谷 部 ) 





ぞ づ ご 








DONELLA DEL MONACO/ 
0OPUS AWANTRA 
Alemanda 
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75 
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高潔 な 精神 と 純粋 な 創意 の 是 場 は 、 こ れ 程 迄 に 美しい 作品 を 産み 落と 
し 得る の だ ろう か 。 典 雅 で 気品 溢れ る 響き と 清澄 な り リ ズム の 香り を 漂わ 
せる ~Allemanda” は 、Donella Del Monaco が その 極み と も 言う べき 歌唱 
を 聴か せる 珠玉 の 名 曲 。 ア ヴァ ン ギ ャ ルド と は 無縁 の Opus Avantra の 奥 
床 し い 演奏 を 従え て 、 た お や か に 高らか に 歌う Donella の ソプラ ノ ・ ヴ ォ イ 
ス が 心 奥 を 展 わ せ 天 空 に 舞う この 曲 は 、 時 の 刻み を 忘れ させ る 永遠 の 美 
を 我々 の 脳裏 に 植え つけ て くれ る 。2nd ア ル バ ム 収録 曲 と は 似 て 非 な る 
^Flowers On Pride* も 又 Donella の 独壇場 で 、 華 や か で 官能 的 な 歌唱 
が ダイ レク ト に 胸 を 打つ 傑作 。 狂 お し い 迄 の 感性 の 発露 は アル バム 収録 
テイ ク を 霞 ませ て し まう 程 充実 し て いる 。 絶 品 。 (鈴木 伸一 ) 
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現在 まで 実に 長い 音楽 活動 を 続け て きた オル メ だ が 、 一 般 に 知ら れ て 
いる の は フィ リッ プス に 移籍 後 の ア ル バ ム 群 で ある 。 し か し 、 オ ル メ は それ 
以前 に も 数 年 の 音楽 キャ リア を 持ち 、 カ ー・ ジ ュー ク ・ ボ ックス ・ レ ー ベ ル に 
2 枚 の LP (Ad Gloriam, L'aurora) と 知っ て いる だ け で も 6 枚 の シン グル を 
70 年 まで に リリ ー ス し て いる 。 本 作 は 2nd LP か ら の カッ ト で あり 、 フ ィ ッ リッ 
プス 以前 の 最大 の 名 曲 で ある 「 ラ ウロ ア 」 が 片面 に 収録 され て いる の で 、 
前 後 オ ル メ の 作品 を 代表 させ て リス ト ・ ア ッ プ し て お く 。 最 初期 の ビー トル 
ズ と サイ ケ デ リッ ク ・ ミ ュー ジッ ク か ら の 影響 を 離れ 、 た お や か な オル メ 節 と 
で も いう べき も の を 確立 し た モニ ュ メ ント 的 作品 で 、 正 に イタ リア の 夜明け 
の 空 を か ざる オー ロラ 的 名 曲 で ある 。 (山崎 
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67 年 に デビ ュー し た オル メ は 数 々 の シン グル と 二 枚 の アル バム を 発表 
し た 後 、70 年 に それ まで 在籍 し た CAR JUKE BOX RECORDS を 離れ メ 
ジャ ー・ レ ー ベ ル の フィ リッ プス と 契約 し た 。 そ し て 移籍 後 初 の シン グル が 
本 作 で 、 両 面 共 LP 未 収 で ある 。 い き な り 時 み 掛 ける 様 な リズ ム で 始ま る A 
面 で は オル メ 特有 の オル ガン と ピア ノ の コン ビ ネ ー シ ョ ン が 素晴らし い 。 英 
語 盤 で 世界 に 進出 し た 経験 が ある 為 か 、 ど うし て も イタ リア の EL&P 的 な 
解 息 で し か 語ら れ て 来 な か っ た 彼ら だ が 、 今 一 度 見 直す べき で は な いか 
と 思わ れる 。 哀 玖 の ヴォ ー カ ル 、 超 低い チュ ー ニ ング の タム 、 速 い フ ェ イ ズ 
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オル メ 73 年 の 作品 。 す で に フィ リッ プス 時 代 で ある の に 何故 か 古巣 カ 
ー・ ジ ュー ク ・ ボ ックス か ら リ リー ス さ れ た 。 片 面 が デイ ヴ ・ プ ルー ベッ ク の 
曲 で 両面 LP 未 収 。 イ ンス トゥ ー ル メン タル ・ チ ュー ン 。 両 面 の 曲 共 キー ス ・ 
エマ ー ソ ン が ナイ ス 時 代 に 演奏 し て いた 曲 で ある 。 両 面 と も ナイ ス に 非常 
に 良く 似 た 演奏 で 、 従 来 の オル メ と は 又 、 違 っ た 側面 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ク 
ラ シ カ ル ・ ロ ッ ク を 聴く こと が で きる 。 オ ル メ は カー・ ジ ュー ク ・ ボ ックス 時 代 、 
フィ リッ プス 時 代 を 通じ て LP 未 収録 の シン グル を リリ ー ス し て お り 、 他 に も 
コン トラ プン ティ 時 の LP 未 収 曲 「Sera」、 フ ィ リ ッ プ ス よ り の 1st 時 の 未収 曲 








を か けた ギタ ー 等 、 あ まり に も 多く の オリ ジ ナ リティ が 有る か ら だ 。 B 面 も 同 「Ricordi Piu Belli」 等 秀 曲 が ある 。 (山崎 ) 
様 に 、 オ ル ガ ン と 哀 区 の メロ ディ ー が 光る 秀 曲 で ある 。 (片山 ) 
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レ ・ オ ル メ ーー イタ リア 語 の 美 し さ を 聴か せる 愛す べき プロ グレ ッ シ ヴ ・ 
ロッ ク ・ グ ルー プ だ っ た 彼 等 は その 長い 歴史 の 中 に シン グル も 多数 録音 し 
て いる 。 本 シン グル は 75 年 。 ア ル バ ム 「Contrappunti」 録 音 時 に 同時 リリ 
ー ス され た も の で A 面 が LP 未 収 曲 。B 面 が 「Contrappunti」 か ら の カッ ト で 
ある 。「 夕 暮れ (SERA) 」 と 名 付け られ た A 面 は オル メ 従 来 の 歌 心 を 大 切 
に し た 好 ナ ン バ ー で 、 暖 か さ を 感じ させ る ほのぼの と し た 作品 。 オ ル メ は 数 
ある イタ リア ン ・ ロ ッ ク の 中 で も 最近 は 軽視 され る むき が ある の で ここ で 読 
者 の 注意 を 再度 促し た い 。 特 に 「Uomo di Pezza」「Felona e Sorona」 
「Contrappunti」「Storia o Leggenda」「Florian」 等 は 少な く と も 一 聴 す 
べき アル バム 群 で ある 。 オ ル メ を 聴か ず し て イタ リア ン ・ ロ ッ ク を 語る こと な 
か れ 。 (山崎 ) 
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74 年 「CONTRAPPUNTI( 夜 想 曲 ) 」 発 表 後 、 オ ナル メ に ちょ っ と し た 変 
化 が 起こ っ た 。 ト リオ 編成 を 守っ て 来 た 彼 ら に 突然 ギタ リス ト で ある トロ ・ マ 
ルト ン が 加入 し た の で ある 。 彼 の 経歴 は 残念 な が ら 分 か ら な い が と に か く 
弾き まく る タイ プ の ギタ リス ト の 様 だ 。 ア ル バ ム 「SMOGMAGICA」 を 75 年 
に 発表 、 古 く か ら の ファ ン の 怒り を か っ た 様 だ が 、 今 聞く と アル バム と し て 
の バラ ンス が と て も 良い 事 に 気付 く 。 翌 年 同じ メン バー で 本 シン グル を 発 
表 両 面 共 LP 未 収 で ある が 、A 面 で は アメ リカ ン ・ ポ ッ プ ス 調 の ギタ ー・ ポ ッ 
プ に な っ て し まっ た 。 オ ル メ の 秘密 兵器 で ある オル ガン は 登場 せ ず に 、 シ ン 
セ も 控え 目 だ 。B 面 も 同 傾向 の 曲 だ が 、 珍 し く リ ズム が 決ま っ て いる 。 本 作 

音 後 ト ロ が 去り 、 ジ ェ ル マー ノ ・ セ ラフ ィ ン に 代わ っ た 。 (片山 ) 
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オル メ の 活動 体形 は 大 体 4 つ に 分 けら れる 。1.CAR JUKE BOX 時 
代 、2 . ト リオ ・ ス タイ ル 時 代 、3 . ギ ター を 加え て 様々 な 挑戦 を 行なっ た 時 代 、 
4. シ ン セ を 使っ た テク ノ ・ ス タイ ル の 時 代 だ 。'80 年 代 に 入り 、 イ タリ ア の 音 
楽 シ ー ン も プロ グレ ッ シ ヴ な も の か ら よ り 洗 練 さ れ た も の へ と 移行 し 始め 、 
マテ ィ ア ・ パ ザー ル の 様 に シン セ を 中 心 に し た 打ち 込み 物 が 大 流行 し 始め 
た 。'80 年 代 の オル メ は 正 に この 時 代 の 煽り を 受け た と 考え て 良い だ ろう 。" 
82 年 、 ア ル バ ム 「VENERDI」 を 発表 し た が そこ に は 完全 に '70 年 代 の 彼ら 
の 姿 は 無く 、 誰 も が オル メ は 終わ っ た と 信じ た 。 し か し '87 年 、 突 然 本 シン グ 
ル を 引っ さげ て ` サ ン レ モ 音 楽 祭 '87* に 登場 、 そ の ポッ プ で 「 マ ティ ア 」 も 真 
っ 青 の サ ウン ド と 相変わらず の 唄 で 我々 の 度 胆 を 抜い て くれ た 。 (片山 ) 
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個人 的 な 話 で 恐縮 な の だ が 、 僕 は 15 年 程 前 か ら パ エ ゼ ・ デ イ ・ バ ロッ キ 
の ギタ リス ト と 知り 合い な の だ が 、 彼 と 初め て 会 っ た 当時 に ^ パ ロッ キ は 
1980 年 まで 活動 し て いて 、'79 年 に シン ゲル を リリ ー ス し て いる "と いう 事 を 聴 
か され て いた の だ が 、 長 い 間 、 本 当 に 信じ る 事 は 出来 な か っ た 。 (人柄 の 問 
題 で は な い 。 決 し て …) で 、 長 年 の 答え が 、 こ れ 。 本 当 に 何 も 作品 を 発表 出 
来 な いま ま 、10 年 くら い だ ら だ ら と 活動 (?) し て いた の だ 。 そ し て 10 年 と いう 年 
と いう 年 月 の 中 で 、 か つて の プロ グレ ・ サ ウン ド は な り を 潜め て 、 甘 く 切 な い ラ 
ヴ ・ ロ ッ ク に な っ て し まっ た 。 (で も 曲 は 良い よ ) 当り 前 の 事 か … こ の 年 まで 生 
き 延 び て い た だ け で 、 良 し と する か 。 こ の 2 曲 は 最近 再発 され た イタ リア 盤 
CD に 追加 収録 され て いる 。 (N.Ueno) 
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パラ ディ ウム と いう グル ー プ は 、1960 年 代 後半 に ビー ト ・ グ ルー プ と し て 
デビ ュー し て 以来 、 数 多く の シン グル と アル バム 1 枚 を リリ ー ス し て いる グル 
ー プ 。1971 年 頃 か ら 以前 の ビー ト ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド か ら 、^ ラ ヴ ・ ロ ッ ク " 路線 
へ と 転向 し た が 、 今 一 歩 パ ッ と し な い ナ ン バ パー ば か り を シン グル ・ リ リー ス し 
て き て 、 ヒ ッ ト に は 全く 恵まれ な か っ た グル ー プ で あっ た 。 そ ん な 彼 の 中 で も 、 
1975 年 に リリ ー ス され た この シン グル は 、 傑 出し た 作品 。A・*B 面 の 両 ナ ン 
バー 共に 、 フ ルー ト 、 オ ー ボ エ 、 弦 楽 ア ン サ ンプ ル を 中 心 と し た 気品 に 溢れ 
る 室内 楽 ア レン ジ が 美しく 署 き 渡る 名 曲 。 こ の カタ ログ に 取り 上 げ ら れ て い 
る シン グル の 中 で も “ラヴ ・ ロ ッ ク ” と し て は 、1、2 位 を 争う 作品 で 4 ちな み 
に アル バム に は 未収 録 。 (N.Ueno) 
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パン ダ の 1st ア ル バ ム は 、 曲 の 出来 、 不 出来 に 差 が あっ た り 、 マ シュ ー・ 
フィ ッ シ ャ ー の 曲 を ノー クレ ジッ ト で 使っ た り と 、 ず る いと ころ も ある の だ けど 、 
仲 々 よく 出来 た アル バム だ っ た 。 し か し 、'77 年 に 出し た 2 枚 の シン グル の 出 
来 は その 1st や 2nd と 比べ て 遥 か に 素晴らし い 出 来 だ 。A 面 は 、 控 え め な スト 
リン グ ス を バッ ク に 配 し 、 シ ン セ と コー ラス で 静か に 盛り 上 げ て 行く 。B 面 は 、 
ヴィ オラ の ソロ や 、 ス トリ ング ス と アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を バッ ク に 静か に 
歌わ れる 前 半 か ら 、 オ ー ケ スト ラ が 加わ る 後半 へ と 進む 。2nd ア ル バ ム の 10 
倍 は 素晴らし い 曲 だ 。 (木下 ) 
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「Voglia Di Morire」 と 同じ く 、 ニ コ ・ パ パタ ナシ ュー の プロ デュ ー ス だ が 、 
今回 は ヴァ ン ゲ リス が アレ ンジ ャ ー と し て クレ ジッ ト さ れ て いる 777 年 の も う 1 
枚 。A 面 は 流れ る 様 な ピア ノ に 始ま り 、 彼 ら の 曲 の 中 で は 最も 凝っ た 展開 を 
見 せる 曲 。 エ ン デ ィング は 明らか に ヴァ ン ゲ リス の 趣味 。 ド ラマ ッ ク に 幕 を 閉 
じ る 。B 面 は 彼ら の 最大 の 特徴 で ある 甘い ザ ォ ー カ ル に 、 分 厚い コー ラス を 
生か し た 幻想 的 な 小品 。 ア ル バ ム も ヴァ ン ゲ リス の アレ ンジ で 作っ て いれ 
ば 、 と 思わ せる シン グル で ある 。 (木下) 
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メン バー が 何人 いる か 数 える の も 嫌い に な り そ う な くら い 、 メ ン バ ー の 構 
成 が 解ら い 。 不 思 議 な パン ド 。 グ ルー プ の 方 向 性 と し て 、 コ ー ラ ス を 主体 と し 
て 、 リ ー ド ヴォ ー カ ル が 入れ 替 っ て 曲 が 進 行 す る と いう 、 他 の プロ グレ ・ バ ン 
ド に は 見 られ な い パ ター ン 。 曲 調 は イタ リア ン ・ ポ ッ プ ス と も ラヴ ロッ ク と も 言 
える が 、 こ う も ヴォ ー カ ル が 替 る と 聞く た びに 、 非 常に 新鮮 で ある 。 強 いて 言 
えば 、 曲 調 は 異な る が 、We are the world の ラヴ ・ ロ ッ ク バ パー ジョン と 言え 
ば 良い か 、 時 々 レコ ー ド 棚 か ら 引 っ ぱり 出し た く な る レコ ー ド だ 。 知 りう る 限り 
で 、LP2 枚 、 シ ング ル 3 枚 が 有る が 、 本 シン グル (LP 収 録 ) の 2 曲 の 出来 が 
一 番 良い よう だ 。 (長谷 部 ) 
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パン ナ フ レ ッ ダ の デビ ュー・ シ ング ル 。1970 年 と 言う イタ リア ン ・ プ ログ レ 
ッ シ ヴ ・ ム ー ヴ メン ト の 最初 期 で あり 、 本 格 的 な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ サ 
ウン ド で は 無い が 、 オ ル ガ ン を 中 心 と し た キー ボー ド ・ ワ ー ク 等 、 時 代 を 考え 
る と 仲 々 興味 深い も の が ある 。A 面 は 基本 的 に は ポッ プ な ヴォ ー カ ル ・ ナ ン 
バー で ある が 、 泥 臭い クセ の ある サウ ンド に 仕上 げ ら れ て いる 。B 面 は A 面 
以上 に 泥 臭 く 抜け の 悪い サウ ンド で あり 、 プ ルー ジィ な ギタ ー を フュ ー チ ャ ー 
し た 一 種 独特 の カラ ー を 確立 し て いる 。 そ の 時 点 で の メン バー 等 の 詳細 に 
つい て は クレ ジッ ト が 無く 不明 で ある が 、 ジ ャ ケッ ト か ら 推 測 す る と オー ソ ド ッ 
クス な 4 人 編成 で あっ た 様 だ 。 こ の 後 、 ア ル パ ム 、 シ ング ル 各 1 枚 を 発表 し て 
いる 。 (中 島 洋一 ) 
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パン ナ フ レ ッ ダ は 、1970 年 か ら 1971 年 に か け て アル バム 1 枚 、 シ ング ル 2 
枚 を 残し て いる が 、 本 作 は セカ ンド シン グル に 当り 、1970 年 に 発表 され て い 
る 。 前 作 と 同様 に に ブルー ジィ な 泥臭い ギタ ー が 独特 な 印象 を 与え る ナン 
バー が 両面 共 収 録 され て いる 。 し か し な が ら 、 基 本 的 に は 共に ポッ プ な ヴォ 
ー カ ルナ ン パ バー で あり 、 個 人 的 に は A 面 の ピア ノ と コー ラス ワー ク 、B 面 で の 
歌い 上 げ る ヴォ ー カ ル の 方 が 印象 的 で 、 ミ スマ ッ チ と も 思え る 泥 臭 さ を 排 
し 、 本 来 の 歌 物 と し て の 魅力 を 引出 す ア レン ジ を し た 方 が 、 よ り 良 い サ ウン ド 
に な っ た の で は な いか と 思う 。 も っ と も 、 こ の 泥臭い アレ ンジ こそ イタ リア ン ・ プ 
ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 魅力 、 と 言う 方 も 多い の で 、 そ う 言 っ た 方 々 に は 十分 
に アピ ー ル する 佳作 で ある 。 (中 島 ) 
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70 年 代 に 3 枚 の ソロ ・ ア ル バ ム を リリ ー ス し た パオ ロ ・ フ レス クー ラ だ が 、 
その 後 も 活動 を 続け 、 い くつ か は シン グル ・ リ リー ス が ある よう で ある 。 こ れ 
は '83 年 の リリ ー ス だ か ら 、3 枚 目 の ア ル バ ム か らし ば らく 間 が ある 。 こ の 間 に 
も 少な く と も 2 枚 の シン グル が ある が 、 他 に も ある の で は な いか と 思う 。 彼 の 
持ち 味 は 、 何 と いっ て も イタ リア 的 な 素朴 で スト レー ト な 感情 表現 と 甘い メロ 
ディ ー・ ラ イン に ある の だ が 、 こ の 基本 的 イメ ー ジ は 少し も 変わ っ て は いな 
い AMORE MIO” と いう スト レー ト な タイ トル を 全く 自然 に 歌い あげ る 様 
は 、 今 の イタ リア で さえ 少なく な っ て きた ピュ ア な 素朴 な イメ ー ジ で 心 を 打 た 
れる 。 (山崎 ) 
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80 年 に ^Cavallo Bianco 白 馬 ′ を サン レモ 音楽 祭 で 歌い 、 同 タイ トル の 
アル バム も 出し た 。 秀 曲 が 多く 3 枚 の シン グル ・ カ ッ ト が ある 。 そ の と き は トト ・ 
トル ク ァ テ ィ の アレ ンジ が 目立っ て いた が 、 ア レン ジャ ー が ズリ アン に 変わ っ 
た 当 シ ング ル も メロ ディ アス な 心地 好い 曲 。 彼 の 原 味 の な い 声 は 好感 が も 
て る 。 し か し 、'80 年 代 に 入る と 70 年 代 か ら 続い て いた カン タウ トー レ ・ ブ ー ム 
が 一 層 強 まっ て 、 歌 うだ け で 曲 を 書か な い 彼 の よう な カン タン テ は 実績 が な 
い だ け に 一 般 大 衆 に 認め られ る 機会 が な か っ た 。 彼 の 所 属し た イエ ッ プ ・ 
レー ベル は カン タン テ や 曲 を 書か な い グ ルー プ が 集まっ て いて 、 プ ロ デ ュ ー 
サー の エリ オ ・ パ ルン ボ ら の 半ば レギ ュ ラ ー の 作曲 陣 に よっ て 支え られ 、 現 
在 は アイ ドル 物 が 強い 。 (HIRO TANAKA) 
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プロ グレ ッ シ ヴ ・ オ ル ガ ン ・ ロ ッ ク ・ ト リオ の ALLUMINOGENI は アル バ 
ム 1 枚 と シン グル 5 枚 を リリ ー ス し て 1974 年 に 解散 し た が 、 そ の リー ダー で あ 
っ た キー ボー ド 論 者 の パト リッ ツィ オ ・ ア ルミ ニオ は 翌 75 年 に ノロ ・ シ ング ル 
を 1 枚 発表 し て いる 。 ア ルミ ノ ジ ェ ニ 時 代 に は いか に も 一 部 の マニ ア 向 け の 2 
流 オ ル ガ ン ・ ロ ッ ク で あっ た が 、 こ の シン グル は 、 雄 大 に 溢れ 出す スト リン グ 
ス ・ シ ン セ と 悲 愉 感 を 漂わ せる ピア ノ 、 果 て し な く 響 き 渡る 低音 シン セ に よっ 
て 作り 出さ れる シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド に イタ リア な ら で は の 歌い 上 げ る 泣き 
泣き の カン タウ トー レ ・ ボ ポー カル が 絡む 名 曲 。 ア ルミ ノ ジ ェ ニ 時 代 に これ だ け 
の サウ ンド が 出来 た な ら 、 も っ と 評価 も 変っ て いた の に … (UNO) 
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この グル ー プ は 、 イ タリ ア の 中 で か な り 異 色 の サウ ンド を 醸し 出す ロッ ク ・ 
グル ー プ 。 シ ング ル で ある が 、 先 ま ラヴ ・ ロ ッ ク で は 毛頭 な い 。 年 代 の 古 さ 
を 見 て も ら え ば 、 想 像 が つく と 思う が 、 サ イケ デリ ッ ク ・ ロ ッ ク の 範 嗜 に 入る サ 
ウン ド 。 エ レク トリ ッ ク ・ シ ター ル や 、 サ ウン ド ・ エ フェ クト 的 な ギタ ー と いっ た 実 
験 的 な 要素 を 強く 持っ た その サウ ンド は 、 ア メリ カ の 13th Floor Elevator な 
ど に 通じ る プロ グレ ッ シ ヴ な 精神 に 満ち 溢れ て いる 。 歌 詞 の 方 も 英語 で 歌 
われ て いる の で イタ リア ン ・ プ ログ レ や ポッ プス に 一 辺 倒 な ファ ン に は きつ い 
サウ ンド で ある が 、 ア ナ ロ ジ ー な ん か より 、 ず っ と プロ グレ ッ シ ヴ な 精神 に 浴 
れる 良質 サイ ケ デ リッ ク ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ で ある 。 (Numero Ueno) 
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ベリ ジオ は イタ リア で は アレ ア と 同じ 位 知名 度 の ある ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ バ パン 
ド だ っ た わけ だ が 、 こ の シン グル が 出 た "76 年 に は アメ リカ を 始め と し た 海 
外 で も アル バム ・ リ リー ス さ れ て 知名 度 を 得る こと に な っ た 。 ア ル バ ム で 言う 
と 5 枚 目 の 「Non E' Poi Cosi' Lontano」 の 頃 に な る 。 初 期 の 重 さ も 抜け 軽 
快 さ が 目立っ て きた 頃 と も 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン か ら す れ ば 、 こ の 頃 ま 
で 、 と いう 時 期 で も ある 。 こ の シン グル は 映画 「Movie Rush」 の サン トラ と 有 
り 、 両 面 も アル バム に は 収録 され て いな い 。5 作 目 に 比べ る と も っ と 初期 の 
作風 に 感じ る 。 骨 太 な ジャ ズ ・ ロ ッ ク で いか に も テー マ 曲 ふう の シン プル な フ 

レー ズ だ 。 ア ル バ ム を 聴い て いれ ば 、 そ れ 程 聴 所 の ある 曲 で も な い が 。 
(松本 ) 
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Dario Piana(E、 ギ ター、 キ ー ボ ー ド ) 、Roberto Bigwhite( フ ルー ト ) の 
二 人 の デ ォ オ ・ シ ング ル 。 両 面 供 、Bigwhite の フル ー ト ( 曲 が 盛り 上 る と イ 
タリ ア 名 物 の 貴 吹 き フ ルー ト に 変化 ) と Piana の ピア ノ を 中 心 に 曲 が 進み 
Piana の 弾く 美しく 伸び や か な ギタ ー が 絡む 。 残 念 な が ら 両 面 供 、 イ ンス ト 
曲 だ が 十分 に 満足 出来 る シン フォ ニッ ク な 内 容 だ 。 ゲ スト と し て 、Gigi 
Cappellotto (ベース) 、Giuseppe Cantarelli(A・ ギ ター) 、Gianni Dall 
Aglio (ドラ ム ) が 参加 し て いる 。 又 、Piana の 書い た ジャ ケッ ト も 非常 に 美 し 
Vs (長谷 部 ) 
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も し アル バム が あっ た な ら パ オロ ・ フ レス クラ の 1 作 目 と 同じ くら い 愛 聴 さ 
れ て いる と 思う 。 た っ た 2 枚 の シン グル が 、 と いう の も 2 年 の 開き を 考え れ ば 
嘘 臭い 。 多 分 、 他 に も ある だ ろう 。 こ ちら も アレ ンジ は ヴイ ンチ ェ ・ テ ン ペ ラ と も 
う 1 枚 の シン グル に 同じ く 。 女 性 コー ラス の バッ キン グ や アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ 
ター の 弾き 語り 調 か ら 転調 し て いく 作り も 大 差 な い 。 た だ し 、V. テ ン ペ ラ か 、 ス 
トリ ング ス ・ シ ン セ サイ ザー の パッ キン グ や ピア ノ が 入っ て いて 、 こ れ が 中 々 
効果 良く 使わ れ て いる 。 や は り A 面 曲 が よ く 、 わ ず か な 収録 時 間 の 中 に も タ 
メ を つく っ て 転調 を 際立た せ 、 物 寂し 気 な メロ ディ を 一 気 に サビ に 持っ て い 
く 〈 あ た り が うま い 。 よ く あ る タイ プ の 中 で も 抑揚 の つい た 方 の 2 枚 だ と 思う 。 

(松本 ) 
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ピエ ロ ・ ア ロイ セ な る 聞き な れ な い 歌 物 の シン グル 。 し か し 、 ア レン ジ が ヴ 
ィ ン チ ェ ・ テ ン ペ ラ だ 。A 面 は ウッ ド プ ロッ リ と スト リン グ ス の ピッ チカ ー ト で 始 
まり 、 何 か 映画 の サン トラ の よう だ が 、 サ ビ の 部 分 で 一 気 に 盛り 上 が る 。 こ の 
ミス マッ チ が 、 何 と も 言え ぬ 紛 囲 気 を 出し て いる 。B 面 の 方 は アコ ー ス ティ ッ 
ク ・ ギ ター の アル ペ ジ オ に より シン プル に 始ま り 段 々 と スト リン グ ス 、 リ ズム 
等 が 入っ て 来る と いう 王道 パタ ー ン 。 曲 の 方 も アレ ンジ が 良い の か 、A 級 の 
出来 と 言っ て も さしつかえ な い だ ろ う 。 (長谷 部 ) 
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72 年 に 1 枚 の アル バム を 残し た PIERO E 1 COTTONFIELDS に は 3 枚 
の シン グル が ある 。 リ リー ス 順 に 「Due Delfini Bianchi/Via Mazzini31」 
(Joker M 7122、72) 、「Li Viaggio、La Donna、Un Altra Vita/Cantico」 
( 同 M7145、'72) 、 を し て この シン グル と な る 。 両 面 と も アル バム 未収 録 。A 
面 は "Oh”^Nana” と 来る 。 プ ルー ジィ な ヴォ ー カ ル も アル バム と 変わ りな く 、 
それ に も まし て この コー ラス な の で 辛い 。B 面 に なか る と ムー グ と チェ ン バ ロ の 
派手 が イン トロ が 耳 に 入っ て くる 。 曲 自体 は オー ソ ド ッ クス だ が 、 一 応 そ の 後 
も キー ボー ド の パッキング は 厚め で 流れ 続け る 。 そ れ で も や は り イ タリ ア 臭 さ 
は 薄い 。 (松本 ) 
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ピエ ロ ・ モ ンタ ナー ロ の 名 前 は 本 シン グル (制作 年 度 は 明記 され て いな 
い が 番 号 か ら 推 測 し で 78 年 ) と 71 年 の オム ニ バ ス ア ル バ ム 「Nuovi 
Compressi D'avanguardia Da Radio Montecarlo」 で 見 つけ る こと が 
出来 る が それ 以外 の 資料 ・ 情 報 は 今 の 所 全く 無い 。「Nuovi」 で は | Tibn 
と いう パン ド と 組ん で 一 曲 の み 収 録 、Krel を 思わ す オ ル ガ ン ・ ロ ッ ク で 本 シ 
ング ル で 聴け る カン タウ トー レ と し て の 輝き を 見 出す こと は 出来 な い ( 曲 自体 
は 悪く な い が ) 。A 面 は 泣き の メロ ディ ー か ら サ ビ で 盛り 上 が る 典型 的 ラヴ ・ 
ロッ ク 。 作 者 と し て ヴィ ッ ト リ オ ・ デ ・ ス カル ツィ の 名 も 見 える 。 路 く 様 に 月 える 
声 で 歌わ れる B 面 は 彼ら カン タウ トー レ と し て の より 本 質 的 な 面 が 出 て いて 
A 面 より も プロ グレ ・ フ ァ ン 向け 。 (森下 ) 
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ビー ト 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 、 ポ ッ プ ・ ロ ッ ク と "80 年代 に 入る まで に イタ 
リア の グル ー プ の 音楽 形態 は 少し づつ 変化 し た が 、 も う 一 つの 重要 な 流れ 
で ある カン タウ トー レ ( 自 作 自 演歌 手 ) も 同様 で あっ た 。 当 シン グル は 後に 
マン ゴ と し て 知ら れる よう に な る '80 年 代 を 代表 する カン タウ トー レ の デビ ュー 
盤 。 メ ジャ ー に な っ て か ら の スタ イル と は 大 きく 異な っ て いて 、 丁 度 ジ ノ ・ デ リ 
ゾ の 「II Mare」 に 近い 。 当 時 の アン ト ネ ッ ロ ・ ヴ ェ ン ディ ッ テ ィ の アル バム も ミ 
ュー ジ シ ャ ン は 殆ど 共通 する 。 こ の 時 期 に ヌメ ロ ・ ウ ノ か ら 巣 立っ た カン タウ 
トー レ は 80 年 代 か ら の イタ リア ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の 中 心 と な り 、 ヨ ー ロ ッ パ 内 
で 注目 され る よう に な る 。 (HIRO TANAKA) 
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ポ エ ジ ア ・ ス イ ・ フ ィ オ リ と いう 、 い か に も ファ ンタ ジー に 満ち た グル ー プ 名 
を 持つ この グル ー プ は 、 シ ング ル を 数 枚 リ リー ス し て いる マイ ナー グル ーー 
プ 。A 面 の ナン バー は 、 悪 い 言い 方 を すれ ば 、` 内 山田 洋 と クー ル ・ フ ァ イ 
プ " 風 の し よう も な い 時 代 遅 れ の 歌謡 曲 だ が 、B 面 ナン バー が 良い 。 う ら び 
れ た 物 甘 し い ソ ロ ・ ヴ ァ イ オ リン が 全面 に フィ ー チ ャ ー さ れ た オデ ッ セ ア の 
ボー カリ スト に 似 た ボー カル が 力強く 歌い 上 げ る 名 曲 。 ぜ っ た い に こ っ ち を 
A 面 に し た 方 が 良い の に … き っ と 彼ら は 考え 方 の 古い プロ ダク ショ ン に 所 
属し て 無理 矢 理 、A 面 の ナン バー を 歌わ され て いた の だ ろう 。 本 当 に B 面 は 
名 曲 な の に な ァ ー… (Numero Ueno) 
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も と は マウ リツ ィ オ と 組ん で 兄弟 デュ オ で デビ ュ し た が 、 マ ウリ ツィ オ が 作 
曲 家 、 ア レン ジャ ー 歌 手 と し て 活躍 する よう に な っ て か ら は 影 の 存在 と な っ て 
第 一 線 か ら 身 を 引い た 。 た だ じ し '60 年 代 の コー ラス ・ グ ルー プ 、 ノ ラ ・ オ ル ラ 
ン デ ィ &4 十 4 の 頃 か は メジ ャ ー て で 活動 し て いた だ け に 、 全 く レ コー デイ ング を 
や め た と いう こと で は な く 、 思 い 出 し た よう に シン グル を 出し た 。 彼 ら の レー ベ 
ル 名 の コメ ・ イ ル ・ ヴ ェ ン ト ( 風 の 如く ) は 、 デ ュ オ 時 代 に 歌っ た 曲名 。72 年 は 
サン レモ 音楽 祭 に 出場 し た こと も ある 。 当 シン グル の A 面 は ドナ テッ ロ が 歌 
っ た 曲 だ が 、 曲 を 作っ た 本 人 で ある マウ リツ ィ オ が アレ ンジ を 担当 し て いる 
の で 、 マ ウリ ツィ オ ・ ヴ ァ ン デ ッ リ の アレ ンジ の ドナ テッ ロ 盤 と 聴き 比べ る の も 
面白 い 。 (HIRO TANAKA) 


PREMIATA FORNERIA MARCONI 
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^ セ レプ レー ショ ン " と 並ぶ 大 ヒッ ト ・ ナ ン バ ー\ 避 る 世界 ? ど ^ ハ ンス の 馬 
車 " と いう 1st ア ル バ ム の 名 曲 の 豪華 カッ プリ ング に よる デビ ュー シン グル 。 
A 面 の "ハン ス の 馬車 "の 方 は アル バム より も 多彩 な 展開 と し っ か り と し た 
構成 を 持つ ヴァ ー ジ ョ ン に 仕上 っ て お り 、 特 に クラ シッ ク ・ ギ ター の ソロ ・ パ 
ー ト に 続く 展開 部 は 著しく 異な り 、 ヴ ァ イ オ リン の ソロ が フィ ー チ ャ ー さ れ て い 
る 好 ア レン ジ 。B 面 の ^ 避 る 世界 "の 方 は 1st ア ル バ ム の テイ ク の ショ ー ト ・ ヴ 
ァ ー ジ ョ ン に 当り 、 全 世界 へ 向け て リリ ー ス され た アル バム 「 昧 る 世界 」 に 
再 録 さ れ た 英語 ヴァ ー ジ ョ ン と 同じ 構成 だ が 、 こ の シン グル で は 再現 部 の 
名 フレ ー ズ が フル ー ト で は な く 、 シ ン セ で 演奏 され キー ボー ド が より 重厚 な ア 
レン ジ に 仕上 っ て いる 。 (UNO) 
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PFM で 最も 重要 な シン グル が 本 作 で ある と 随分 と 長い 間 言 われ て 来 た 
が 、 そ れ は B 面 に 入っ て いる ^ ハ ンス の 馬車 "が 73 年 の ヨー ロッ パ で の ライ 
ヴ 録 音 だ と 言わ れ て 来 た か ら で あ る 。 こ れ は 当時 発売 され た 日 本 般 シ ング 
ル に も 堂々 と 書か れ て いた 。 し か し 良く 聞い て みる と 、 単 に デビ ュー・ ア ル バ 
ム 「STORIA DI UN MINUTO」 の 中 の テイ ク を リミックス し て 、 拍 手 を 足 
し た だ け で ある 事 が 判明 し た 。 こ れ で PFM の シン グル に は 貴重 な も の が 英 
マン ティ コア か ら 出 され た 「FOUR HOLES IN THE GROUND/THE 
WORLD BECAME THE WORLD」(K13506) だ け に な っ た 。A 面 は クレ 
ジッ ト に ^ADAPTED FROM THE ALBUM. . . ? と 有る が 、 ア ル バ ム の テ 
イク に 大 胆 に 付け 加え られ た シン セ が 大 活躍 する イン ター ナシ ョ ナル な ヴ 
ァ ー ジ ョ ン で ある 。 (片山 ) 








OUEL PAZZ0 MONDO 
Canzone Mia 

Brava Maria 

70 

人 @Durium Ld A 7694 

いり 


@ 


シン グル 3 枚 が 発見 され て いる この グル ー プ 、1973 年 の 作品 が 感動 的 
な 名 作 と し て 有名 で ある 。 こ こ で 紹介 する の は 1970 年 に 発表 され た シン グ 
ル で ある 。 今 回 この よう な 企画 が な けれ ば 世に 知ら し め る 機会 の まっ た く な 
いで あろ う 内 容 、 と 言っ て し まえ ば 誰 も 振 向 か な い が そ う は 問屋 が お ろ さ な い 
の が イタ リア ン ロ ッ ク フ ァ ン の 追究 の 手 厳 さ で ある 。 有 名 グル ー プ の 起源 に 
まで 逆 昇 っ て 解明 し て し まお うと いう パワ ー は まさ に イタ リア ン ロ ッ ク の 爆発 
力 に も 似 て いる 。 さ て 、 よ う や く 内 容 に 触れ る が (シン グル 1 枚 で この 字数 を 
埋め る の が 大 変 と いう こと を 御 了 承 いた だ きた い ) 、 暗 め の メロ と ドラ マテ ィ 
ッ ク な 展開 、 エ フェ クト 処理 が ノスタルジック な 古く ささ の た ま ら な い ロ ッ ク で 
ある 。 ( 六 井 ) 





ダブ イブ 
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3 枚 の シン グル を 残し た ク ェ ル ・ パ ッ ツ ォ ・ モ ンド の 2 作 目 。 ジ ャ ケッ ト の 絵 
柄 が 表わす よう な 、'60 年 代 ビ ー ト ・ サ ウン ド 、 そ れ も ア イド ル も の ふう の 曲 が 、 
2 曲 入っ て いる 。 全 体 に 曲 が 落 ち 着 か ず 歌 物 パ ンド と 言う に も メロ ディ ・ ラ イ 
ン が 貧弱 。B 面 は 北 ら か オル ガン ・ ロ ッ ク 調 に は な る 。 ま た ファ ズ ・ ト ー ン の ギ 
ター も 入る が 、 あ くま で も ヴォ ー カ ル が 中 心 に な か っ て いて 、 そ れ も ま た 当時 の 
ポッ プス ふう 、 と ほとん ど 泊 えな い 。 も う 少 し ロッ ク 色 が あれ ば 、 と 思っ て し まう 
が 、 彼 等 に その 力量 が あっ た か どう か 、 こ の 2 曲 を 聴く 限り で は 疑問 に 思う 。 
アル バム 製作 に 至ら ず 埋 も れ た 多く の 一 つと いう 気 が す る 。 (松本 ) 
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今 現在 、'70 年 、71 年 、73 年 と Durium に 3 枚 の シン グル を 確認 し て いる 
Qnel Pazzo Momdo だ が 、 グ ルー プ の 最初 期 は オル ガン を 使用 し た ビー 
ト っ ぽい サイ ケバ ンド (だ が 、 サ ビ で は ラヴ ・ ロ ッ ク 調 の メロ ディ ー に な る ) だ 
が 、 本 シン グル は 両面 アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を 中 心 に 美しい スト リン グ ス 
が 曲 を 盛り 上 げ る 。 最 近 の イタ リア の 発掘 物 と し て は トッ プ ・ ク ラス の 水準 で 
ある 。 イ タリ ア の 哀 怠 と 叙情 に 満ち た 、 決 し て 派手 で な 盛り 上 が り 方 は し な 
い が 、 極 上 の 一 枚 と 言え る 。 (長谷 部 ) 
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プレ ミア ー タ ・ フ ォ ル ネリ ア ・ マ ルコ ー ニ (PFM) は ク ェ ッ リ (QUELLI) 、 ク レ 
ル (KREL) と いう グル ー プ を 母体 と し て 誕生 し た が 、 フ ラン コ ・ ム ッ シ ー ダ と 
フラ ヴィ オ ・ プ レモ リ を 正式 メン バー と し 、 一 時 期 ラ ディ ウス が 在籍 し て いた 
クエ ッ リ は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ム ー ヴ メン ト 以 前 と し て は 忘れ て は な ら な い 人 服 
を 形成 する グル ー プ で ある と いえ る 。 彼 等 は 数 枚 の シン グル と 一 枚 の アル 
バム を リリ ー ス し て その 歴史 を 閉じ た わけ だ が 、 サ ウン ド の ぼう は 、PFM か ら 
は 想像 も で き な い よう な ビー ト ・ サ ウン ド 。 ア フロ ディ ティ ス ・ チ ャ イル ド や ディ 
ー プ ・ パ ー プ ル 等 の カヴァ ー・ ヴ ァ ー ジ ョ ン を 得意 と し て いた 。 本 シン グル も 
そう いっ た ビー ト 的 作品 で 、 プ ログ レッ シ ヴ 以 前 の イタ リア の サウ ンド を 象 
徴 す る 一 枚 で ある 。B 面 は LP 未 収録 曲 。 (山崎 ) 
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75 年 の カン サス ・ レ ー ベ ル と 書け ば 、 イ タリ ア 通 に は 何 も 書く こと が な く な 
っ て し まう 。 そ うい う 内 容 だ 。 ジ ャ ケッ ト の トロ ピカ ル な 夕陽 で は な いも の の 、 ス 
トリ ング ス ・ シ ン セ サイ ザー の 清涼 感 あ る オー ケス トレ ーション と ちり ば め ら 
れ た ピア ノ の 音 で 、 爽 や か な 紛 囲 気 は 強い 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター の フォ 
ロー も それ に 見 合っ た も の だ 。 ヴ ォ ー カ ル の メロ ディ ・ ラ イン は 極 く 標準 的 な 
当時 の 歌 物 だ が 、 演 奏 の 方 で の 味付け が 中 々 利 い て いる 。 曲 も 極端 な 抑 
揚 は な く 、 さ ら り と し た 印象 な の で 、 歌 物 が 好き な 人 が UT と ジャ ルディ ー ノ ・ 
デイ ・ セ ンプ リ チ を 聴い た あと 、 こ の シン グル で 一 度 洗い 流し て 、 改 め て アル 
ソン ・ デ ル ・ ノ ソー レ を か み し め る 等 、 組 み 合わ せ の アク セン ト に は 適し て いる 
だ ろう 。 (松本 ) 
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この 手 の グ ルー プ ( 所 属 ラ ブロ ッ ク 系 ) は イタ リア に は それ こそ 掃 い て 捨 
て る 程 い る の だ が 、 こ の La Quinta Faccia の シン グル は 、 ゆ っ た り と し た 曲 
調 に 、 ス ライ ド ・ ギ ター と ピア ノ の ユニ ゾン に シン セ が か らむ 様 が な か な か 印 
象 的 で 好感 が 持て る 。B 面 は A 面 より リズ ム が し っ か り し て お り 、 フ ルー ト を 
使っ た アク セン ト を 持っ た アレ ンジ と 、 後 半 か ら バ ッ ク に 流れ る オル ガン が 
いい 雰囲気 を 出し て いる 。 他 に も 作品 が ある らし い が 、 耳 に し て みた いも の 
だ 8 (木下 ) 
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70 年 の 幻 の コレ クタ ー ズ ・ ア イ テ ム で ある ` イ ・ ラ ガッ ツィ ・ デ ル ・ ソ ー レ "。 
これ は どちら か と いう と サイ ケ ・ サ ウン ド の アル バム で あっ た 。 こ の 同名 グル 
ー プ の シン グル は 9 年 も の 歳 月 が た っ て いる こと と 、 ア ル バ ム が 筆者 の 手 
元 に すでに な い の で 、 あ の ラガ ッ ツ ィ ・ デ ル ・ ソ ー レ な の か 確証 が も て な い 。A 
面 は ビー ト の きい た ポッ プス 系 作品 で 当時 の 時 代 背 景 を 考え る と 平均 的 
な 曲 。 し か し 、B 面 の FIABA” は うっ て 変わ っ て パラ ー ド 調 の イタ リア ン ・ ロ ッ 
ク 然 と し た 好 ナ ン バ ー。 キ ー ボ ー ド を バッ ク に 配 し た 曲 で 哀 荻 感 の ある 、 全 
盛 時 の ジャ ルディ ー ノ ・ デ イ ・ セ ンプ リ チ を 想わ す 素 晴らし いも の だ 。 (山崎 ) 
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ラガ ッ ツ ィ ・ デ ッ ラ ・ ヴ ィ ア ・ グ ルッ ク と いう 長い グル ー プ を 持つ 彼ら は 、 ア 
ル バ ム を 1 枚 と 数 枚 の シン グル を リリ ー ス し て いる 中 堅 グ ルー プ 。 彼 ら の 基 
本 的 な サウ ンド は 、 少 し 古臭い プラ ス ・ セ クシ ョ ン を 取り 入れ た ポッ プス で あ 
り 、 ア ル バ ム や 、 他 の シン グル は 今 一 歩 の 出来 な の だ が 、 こ の シン グル は 
けっ こう 聴け る 。 も ちろ ん プラ ス ・ セ クシ ョ ン も 入っ て いる が 、 フ レン チ ・ ホ ルン 
の 高 な り が サウ ンド に 雄大 な スケ ー ル 感 を 持た せ 、 他 の ラヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ル 
ー プ と 異な る 特徴 の 良さ を 醸し 出し て いる 。 こ う ゆ う プ ラス ・ セ クシ ョ ン の アレ 
ンジ を いつ も し て いれ ば 、 マ クソ フォ ー ネ に ちょ っ と 似 て いる ね 、 と か 言っ て 少 
し は マニ ア に 相手 に され て いた か も 、 知 れ な い の に … (Numero Ueno) 
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この ベン トラ ー 傘 下 の レ ー ベ ル の EP こ そ 私 の 最愛 の イタ リア シン グル な 
の だ 。 ラ ミン ギ の イン チキ みた いな 名 前 だ が 音 で 勝負 し た ら ラ ミン ギ の 方 が 
土下座 し て 謝 ま る だ ろう 。 両面 共 実に 素晴らし い 出 来 で 全編 に 鼻 の 穴 に ワ 
サビ を 突っ 込ん だ よう な 泣き の ギタ ー と 得体 の 知れ な い 必 殺 技 を 連発 する 
オル ガン が 支配 する シン フォ ニッ ク の 王道 を 極め て いて イン トロ は や た ら 大 
ゲ サ 、 歌 は イタ リア らし く 朗 々 と し て お り 、 エ ン デ ィング に 到 っ て は 涙 す ら 出 て 
くる 。 特 筆 す べき は オル ガン ワー ク で 私 も 15 年 も ロッ ク を 聴い て きた が いま だ 
か つて これ 以上 に 危険 な 匂い の する オル ガン ソロ は 聴い た こと が な い 。 特 に 
B 面 が スリ リン グ 。 お 茶 目 な ガー ルフ レン ド の よう な 愛くるしい シン フォ ニッ ク 
Ia (牧野 ) 
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1 枚 の LP と 3 枚 シ ング ル を 残し た ラミ ン ギ 。 サ イケ が か っ た オル ガン ・ ロ ッ 
ク を 得意 と し て いた 彼ら だ が 、 こ の 最後 の 作品 で は 、 オ ル ガ ン は 使用 され て 
お ら ず セー ルス 不振 か ら か 、 イ メー ジ ・ チ ェ ン ジ を 図っ た も の と 思わ れる 。 ジ 
ャ ケッ ト に は 、“Hit Hot Discoteque” と 記さ れ て お り 、B 面 は 正 に その 内 容 
と な っ て いる 。 だ が A 面 で は バラ ー ド を 演 っ て お り 、 仲 々 の 出来 と な っ て いる 。 
語り 掛け る ボー カル に 始ま り 、 除 々 に 盛り 上 が る 典型 的 な パタ ー ン 。 広 が り 
の ある ソリ ー ナ と 、 も の 悲し 気 な ギタ ー が 雰囲気 を 盛り 上 げ て いる 。 最 後に し 
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イタ リア も 例 に 漏れ ず 60 年 代 は ビー ト ・ サ ウン ド が 全盛 だ っ た 。 そ の 中 で 
も 、 こ の リ ベ ッ リ は 、 デ メト リオ ・ ス トラ スト が 在籍 し て いた こと で 、 イ タリ アン ・ ロ 
ッ ク ・ フ ァ ン に も 知ら れ て いる 。 ス トラ トス が 参加 し て いる シン グル て で 確認 が と 
れ て いる の は 、「Pugni Chiusi/La Follia」(SRL 10-451、'67) 、 本 作 、 
「Come Sempre/Nel Sole Nel Vento、Nel Sorriso E Nel Pianto」 
(SRL 10、506、'68) の 3 枚 。 ほ と ん ど が カヴァ ー 曲 で 、 こ の シン グル も A 面 が 
^You Keep Me Hanging On”、B 面 が オー ルディ ー ズ ・ ナ ン バ パー と 畑 こそ 











て 彼 等 の ベス ト ・ チ ュー ン と な っ た 。 (高橋 ) 違う が 、 既 に イタ リア の クリ ス ・ フ ァ ー ロ ー か と いっ た 迫力 だ け は 出 て いる 。A 
面 は 原 曲 に 添っ て ハモ ンド ・ オ ル ガ ン と ヴォ ー カ ル も 一 際 熱 い 。 ア レア は 見 
える 街 も な い が 資 料 に まで 。 (松本 ) 
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マニ ア の 間 で は 、「 元 イ ・ プ ー の 」、「 あ の ラヴ ロッ ク の 」 な ん て 冷た い 言葉 
し か 聞え て 来 そ う も な い 、 リ ッ カ ルド ・ フ ォ ッ リ の シン グル 。A 面 は そん な マニ ア 
の 言葉 を 吹き 飛ば す 怒 清 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 。 レ コー ド に 針 を 落す と リ 
リカ ル な ピア ノ に 、 心 の 準備 を する 間 も 無く へ ヴィ な シン セ が 只 り を 上 げ 、 オ 
ー ケ スト ラ が 駆け 上 る 。 そ の 辺り の B 級 プロ グレ を 軽く 蹴 ち ら す 内 容 だ 。 元 
来 ポ ボッ プス 畑 の 人 な の で 歌 心 あ る メロ ディ に 、 ア レン ジ は 良し 、 イ タリ アン ・ 
ロッ ク に よく 有る ドタバタ ・ リ ズム で は 無く 、 非 常に 切れ の ある リズ ム 隊 、 殺 し 
文句 の メロ トロ ン 入 り そ し て 最後 に 両面 と も LP 未 収 と いう マニ ア 泣 か せ の 
上 物 。 作 曲 、 ア レン ジ 共 に ニュ ー・ ト ロ ル ス の ヴィ ッ ト リ オ ・ デ ・ ス カル ツィ 。B 
面 は 本 来 の 音 で ある 良質 の ポッ プス 。 (長谷 部 ) 
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リッ カル ド ・ コ ッ チ ャ ン テ の デビ ュー・ シ ング ル と 思わ れる 。 彼 が 活動 を 開 
始 し た の が 70 年 頃 と 言う 事 か ら 、 こ れ 以 前 に ち も レ コー ド が 出 て いる か も 知れ 
な い が 未 確認 で ある 。 コ ッ チ ャ ン テ は 実に 沢山 の 国 で 、 そ の 国 の 言葉 で 吹 
き 込 み を し て お り 、 そ の た めか リッ カル ド だ っ た り リ チャ ー ド だ っ た りす る 。 こ の 
シン グル は 映画 「ROMA BENE」 の サン トラ で ある が 、 両 面 共 英 語 で 唄 わ 
れ て お り 何 と 作曲 ・ ア レン ジ が あの ルイ ス ・ エ ン リ ケス ・ バ パカ ロフ で ある 。 そ の 
後 の コ ッ チ ャ ン テ の 自 曲 と は 異な る が 、「 ミ ラノ ・ カ リプ ブロ 9」 を 思わ せる 静か 
な 曲調 の A 面 と タイ トル 通り リズ ム を 強調 し た B 面 共に 素晴らし い 作品 で 
ある 。 他 に フラ ンス だ け で リリ ー ス され た シン グル 「AVEC SIMPLICITE」 
(POLYDOR 2056 891) 等 も 存在 する 。 (片山 ) 
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リッ キー・ ベ ッ ロ ー ニ は 1952 年 生ま れ で 、NEW TROLLS の メン バー の 
中 で は 最 年 少 だ っ た 。70 年 に ENORME MARIA と いう バン ド で デビ ュー、 
73 年 に は プロ グレ ・ バ ンド の ヌ オ ヴ ァ ・ イ デア に 参加 、 最 高 作 と 言わ れる 
「CROWNS」 の 制作 に 携わる 。 そ の 後 76 年 に トロ ルス に 参加 する まで の 間 
の 75 年 に 、 た っ た 一 枚 制 作 も れ た の が この シン グル で ある 。 A 面 は 誰 も が 
涙 な し に は 決し て 聞け な い バ ラー ド で 、 と て も 個人 的 な コレ クシ ョ ン の 中 に 埋 
も ら せ て お くに は も っ た いな さす ぎる 。 彼 の 弾く A.Guitar の 音色 が 特に 素 晴 
らし く 、 又 メロ トロ ン の スト リン グ ス も 効果 的 に 曲 を 盛り 上 げ て いる 。 B 面 は 
一 転 し て 痛快 な ポッ プ ・ ロ ッ ク を 聞か せ て いる 。86 年 トロ ルス を 離れ る が 90 
年 の ANNA OXA の ライ ヴ に 参加 後 、92 年 に は 正式 復帰 し て いる 。 (片山 ) 


RICORDI DINFANZIA 
MMani Fredde 
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本 誌 12 号 の イタ リア ・ カ タロ グ か ら 漏 れ た アー ティ スト の 補足 と し て 後 号 
で 紹介 し た 幾つ か の グル ー プ の 中 に ^~ リ コル ディ ・ デ ィ ・ イ ン フ ァ ン ツィ ア ” と 
いう グル ー プ の アル バム 「lo Uomo」 が 紹介 され て いた の を 憶え て いる だ ろ 
うか ? この アル バム は 重厚 な オル ガン が 印象 的 な プラ ッ ク ・ サ バス 張り の 
へ ビー・ プ ログ レ ・ サ ウン ド で あっ た が 、 彼 ら が 残し た 唯一 の LP 未 収録 曲 
に よる シン グル は 前 記し た サウ ンド を 一 切 感じ させ な い 朗 々 と し た イタ リア 
ン ・ カ ンタ ウト ー レ を ベー シッ ク と し た 歌 心 溢 れる メロ ディ アス な ナン バー で 、 
雄大 な メロ トロ ン を バッ ク に じっくり と 聞か せ て くれ る 。 特 に プラ ス ・ メ ロト ロン 
が 奏で る エン ディ ング が 奏で る エン ディ ング の ハイ ライ ト ・ シ ー ン は 圧巻 ! ア 
ル バ ム より シン グル の 方 が 良い 作品 で ある と いう 数 少な い 例 で す , (UNO) 
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イタ リア の コレ クタ ー ズ ・ ア イ テ ム の シン グル と 言え ば 、 個 人 的 に 注目 し て 
いる レベ ー ル が 、SCORPYO 他 、 を リリ ー ス し て いる RADIO と 、ICE や 当 シ 
ング ル を リリ ー ス し て いる PIANCIANA で ある 。 特 に この PIANCIANA は 謎 
に 包ま れ た レー ベル で あり 、 ア ー テ ィ ス ト の 方 も 、 シ ング ル 1 枚 の み で 消え て 
し まっ た 幻 の ミュ ー ジ シャ ン 達 ば か り 。 こ の リト ー ル ノ ・ ア レ ・ オ リ ジ ニ も その 中 
の 1 つ で 、 彼 ら の 事 は 皆目 わか ら な い 。 マ グリ ッ ト の 絵 を 連想 させ る シュ ー ル 
な ジャ ケッ ト の 中 身 の 方 は 、 以 外 と ポッ プ な 内 容 だ が 、 ス トリ ング ス ・ シ ン セ 
を パッ ク に 全面 に 渡っ て テー マ を 奏で る 雄大 な アー プ 系 の アナ ログ ・ シ ン 
セ が 印象 的 。 オ デ ッ セ ア に 当ら ず と も 遠 あ ら ず と いっ た 感 が ある 。 秀 作 で あ 
る 。 (N Ueno) 


ROBERTO CACCIAPAGLIA 
Acufenme 
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長い 活動 歴 を 持ち な が ら も 自己 名 義 の 作品 が 極め て 少な い ロ ベル ト ・ カ 
チャ パリ ア 。'80 年 と いう セカ ンド ・ ア ル バ パム と サー ド ・ ア ル バ ム の 間 に リ リー 
ス さ れ た シン グル で ある 。 テ レビ 番組 の た め 作 られ た 曲 を 収め た も の で 、 こ 
の 時 期 、 彼 は その 種 の 仕事 を メイ ン に 活動 し て いた も の と 思わ れる 。 キ ー ボ 
ー ド の メロ ディ アス な 演奏 と シン セ ・ リ ズム を 組み 合わ せ て 軽快 な サウ ンド 
を 作り 出し て いる 。 曲 が 短 か く 、 作 品 の 性 格 も あっ て 、 彼 の 実力 が 十分 発揮 
され た も の と は 言い 難い が 、 彼 の 活動 を 知る と いう 意味 で は 興味 深い 。 

(賀川 ) 
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ロベルト ・ カ ル ロ ッ ト と 言っ て も 、 す ぐ 解 る 人 は 、 本 当 に イタ リア ン ・ ロ ッ ク が 
好き な 人 だ ろう が 、 あ の 「 フ ンカ ・ ム ンカ 」 の と 言え ば 殆ど の 人 が 解る で あろ 
う 。 彼 本 人 名 義 の シン グル 。 決 し て シン フォ ニッ ク な 作品 で は な い が 、 彼 独 
特 の ビ プ ラー ト 泣 き 泣き プ げ ォ イス 。 こ れ で も か と 言う 熱唱 。 パ スタ ・ パ ワー に 
脱帽 する ば か り で ある 。 曲 は 本 人 も 一 流 ア レン ジャ ー と し て 活躍 し て いる し 、 
プロ デュ ー ス ・ ア レン ジ 共 アル ベル ト ・ ラ ディ ウス と な れ ば 悪い は ず が 無い 。 
フン カ ・ ム ンカ 名 義 の 曲 よ り は 幾 分 リラ ックス し て いる が 、 あ の 歌 心 は 変ら な 
い 。 こ れ ぞ 正 に イタ リア 演歌 ,/ (長谷 部 ) 
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Flea On The Honey 等 を 擁 し て いた Delta レ ー ベ ル の 作品 の ジャ ケッ ト 
は 見 開き で 内 ジャ ケ に まで 描か れ た Up & Down に よる サイ ケ デ リッ ク な イ 
ラス ト が 眼 を 引く 。 サ ウン ド も ジャ ケッ ト の イメ ー ジ その まま の サイ ケ デ リッ ク で 
ハー ド な も の だ が 、^~Mondo Malato* で の 気 儀 な コラ ー ジ 感覚 や ^Non 
Era Un Sogno" に 訟 ける 後 の イ タリ アン ・ プ ログ レ に 通じ る よう な 壮 放 な パ 
ー ト の 導入 に は 非凡 な も の を 感じ ず に いら れ な い 。 こ の 後 プ ロ デ ュ ー ス 等 に 
従事 し て いた らし い が 、'80 年 に な っ て 「Melinda」(RCA PG 33406) と いう ミ 
ニ ・ ア ル バ ム を 発表 し 、 久 々 に 元気 な 姿 を 見 せ て くれ る 。 (鈴木 伸一 ) 
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(|) ROBINS な る この グル ー プ が 何 枚 の 作品 を 発表 し て いる の か 僕 は 知 
ら な い 。 或 い は 時 の 流れ の 中 に この 一 枚 で 消え て し まっ た の か も 知れ な い 。 
し か し 、 残 され た この 一 枚 は 何と いう 素朴 な 優し き に 満 る あて いる こと だ ろう 。 ズ 
バ 抜 けた 名 曲 と は 決し て 言わ な い 。 高 価 な プレ ミア ム が つく よう な も の で も な 
い 。 ア コー ステ ィ ク ギタ ー に 爪 弾 か れ て 淡々 と 歌わ れる シン プル な ラヴ ソン 
グ 。 そ れ だ け の 話 な の だ が 、 そ の 喫 れ た 歌声 は あく まで も 優し く 、 ま る で 、 目 の 
前 の 愛し い 人 に 語り か け て いる よう な 安らぎ さえ 感じ られ る 。 押 さえ て いた 想 
い が ほ と ば し る か の よう に 「Tu-」 と 歌い 上 げ ら れる バッ ク で 、 流 故 な メロ デ 
ィ ー を 奏で る スト リン グ ス か ら 、 こ の 曲 に 込め られ た 一 途 な 想い が 、 時 を 超 
え 、 ひ し ひし と 伝わっ て くる よう だ 。 ( 長 砂 ) 
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フル ー ト と アコ ー ス ティ ッ ク ギ ター の 美しい 調べ を パック に 泣き の メロ ディ 
ー が 感動 を さそ う 清 涼感 溢れ る A 面 。 曲 名 と は ほど 遠い 印象 で ある 。 B 面 
は 清涼 感 と いう より は 浮遊 感 漂う 不思議 な 魅力 で な ぜ か 聞き 覚え が ある 。 
曲 中 で ハタ と 気づく 。 キ ング クリ ム ゾ ン の 「 風 に 語り て 」 と よく 似 て いる 。 イ タリ 
アン ロッ ク の 中 心 で 少し 異質 な 要素 を 備え た この グル ー プ 、 ジ ャ ケ 写 の メン 
バー4 人 共 どこ か れ て いる 。 息 抜 の 1 枚 と し て 推 選 。 参 考 ま で に も う 1 枚 の 
曲名 と 番号 を 上 げ て お く 。「Piccola Lady/Amo」(Erre RP 3052, 73) 
( 六 井 ) 
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LET7S ALL 60 BACK 





名 作 、 コ ンタ ミナ ツィ オー ネ を リリ ー ス し た ・ ロ ベッ シオ ・ デ ッ ラ ・ メ ダリ ャ は 
RCA に 3 枚 の LP を リリ ー ス し た 後 も 活動 を 続け 、 フ ロッ グ ・ レ ー ベ ル に ニュ 
ー・ ア ル バ ム (4th) を 録音 し た 。 本 作 は その 4th ア ル バ ム か ら の カッ ト で あ 
る 。 し か し シン グル を 出し た 後 、 何 か の 理由 で LP リ リー ス は た ち 消 えと な っ て 
し まい 、 そ の マス ター・ テ ー プ の 所 在 も わか ら ず じまい と いう 状況 で ある 。 サ ウ 
ンド の ほう は 、 オ ー ケ スト ラ こ そ は いっ て いな いも の の 、 洗 練 さ れ た シン フォ ニ 
ッ ク を 聴か せ て くれ 、 こ と に A 面 は 叙情 的 な ヴォ ー カ ル を フィ ー チ ャ ー し て 、 
徐々 に 盛り あげ て いく 作風 。 威 風 堂々 と し て 、 円 吾 し た サウ ンド を 聴か せ て く 
れる 。RDM 最 後 の 一撃 で ある 。 ( 今 ) 
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Aldo Tagliapietra と Nino Smeraldi が 在籍 し て いた Le Orme の 前 身 
グル ー プ が この Royal Blood。 や や 古 め の オル ガン ・ ロ ッ ク だ が 、 後 の Le 
Orme サ ウン ド の 萌芽 を 既に 垣間見 る 事 が 出来 る Pioggia Sul Tuo 
Viso は 、 払 か な 卿 怠 を 感じ ゥ る イタ リア らし い 美 し い 佳 曲 で 、 初 期 Le Orme の 
原点 と も 言う べき 作品 。^Lo So* は ロッ ク 色 の 強い 暗く ヘ へ ビー な サウ ンド で 
当時 と し て は か な り 先 鋭 的 な 曲 。 こ の プロ グレ ッ シ ブ な 感覚 が 、Philips 時 
代 の Le Orme へ の 布石 と な っ て いた の だ ろう 。 後 の 成功 を 予感 させ る に 足 
る この シン グル は 又 イ タリ アン ・ プ ログ レ 隆 盛 の 礎 と も 言え る も の で ある 。 

(鈴木 伸一 ) 
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サジ ター リ と いう グル ー プ に つい て は 一 切 の 知識 も な い 。 ジ ャ ケッ ト も な い 
この シン グル は 、 録 音 や 楽器 な どか ら 想像 する と 、1973 一 75 年 くら い に 発 表 
され た も の で あろ う 。 こ の 謎 の シン グル が 、 か な り 良 い の だ な 、 こ れ が 。 一 聴 
する と 、“Hunka Munka の 未収 録 シ ング ル ?” と 勘違い する 程 、 サ ウン ド が 
(決し て 歌声 で は あり ませ ん 。) 似 て いる ! 歌 の A メ ロ の バッ ク に 流れ る クラ ビ 
ノー ヴァ や 、 歌 サビ で これ で も か と 盛り 上 が る オル ガン な ど Hunka Munka 
な ら で は の キー ボー ド ・ ア レン ジ の 手法 が ここ に 生き て いる 。 き っ と Dik Dik に 
あこ が れ 、 ス ター ダム に 上 が れる の を 夢見 て 消え て いっ た の だ ろう と 、 勝 手 
な ノスタルジー が 沸い て くる 。 と に か く 一 度 聴い た ら サ ビ の ~Morirei, Morir- 
ei… は 忘れ な いよ 。 (N.Ueno) 





(|) SALIS 

6hissa Se La Luma Ha Una Mamma 
Crona uma 60Ssa 
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Aintonio Salis を 中 心 と し た グル ー プ 。 現 在 まで Antonello 名 義 の ソロ を 
含め る と 、 シ ング ル 7 枚 、 ア ル バ ム 3 枚 リ リー ス さ れ て いる が 、 ア レン ジャ ー と 
し て Dario Baldan Benbo の 名 前 が クレ ジッ ト さ れ て いる の が 歌 も の ファ ン 
に は 、 見 逃 せ な い 所 だ 。 又 、78 年 作 の Antonello Salis の ソロ アル バム 
「Dopo Il Buio La Luce」(IAF LPA 89018) は へ ヴィ ・ プ ログ レ の 名 盤 と 
か ? さ て 当 シ ング ル は 、1st ア ル バ ム が 出る 前 年 の 770 年 に リリ ー ス され て い 
る が 、 年 代 の 割 に は 、 全 体 の バ パラ ンス が 良く 、 う まく ツボ を 押え て 、 ア ル バ ム 
で 聴か れる 曲 よ り も 、 よ り 歌 も の 的 要素 が 強く 、SALIS の 発展 形 で ある 
GRUPPO 2001 を 聴い て いる みた い だ 。 尚 この シン グル 、LIBERTY お 得 
意 の 見 開き ジャ ケッ ト に 成っ て いる 。 ( 堤 野 ) 
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'60 年 代 に SALIS AND SALIS と し て 活動 し 始め た ファ ー ミ リー・ バ ンド 
SALIS。 長 い 活動 歴 の 割 に は 3 枚 の アル バム と 数 少な い が 、GRUPPO 
2001 や CADEMO と いっ た 枝 分 れ を し て 、 そ の 後 も ベー ス か ら キ ー ボ ー ド に 
転向 し た アン トニ オ ・ サ リス を 中 心 に 活動 を 続け た よう だ 。 こ の シン グル が 
いつ 頃 の 録音 な の か 詳し く は 判ら な い 。 打 込み の ドラ ム 等 か らし て アン トニ 
オ 名 義 の SALIS,78 年 の アル バム 「Dopo II Buio 一 」 以 後 の も の か 。 既 に 
デュ オ と な っ て いる 事 を 考え れ ば 、 ジ ャ ケ / 音 と も に 納得 が いく 。A 面 の キン ク 
ス ふ う の メ ロディ を 持つ ナン パー は 安上がり の ポッ プス と いう 印象 だ が 、 ク 
リア ー な ギタ ー・ ト ー ン を 活 し た B 面 が 、 メ ロディ アス で 落ち 着き の ある ヴォ ー 
カル 曲 に な っ て いる 。 共 に 洗練 され た トー ン だ 。 (松本 ) 


rrpsmpowO SARAELA BANDA MAGNETICA 
lo Mamma 

TI Perdon0 
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Numero Uno ZN 50139 








マテ ィ ア ・ パ ザー ル の アン ト ネ ッ ラ に 近い 歌声 を 持つ 女性 ボー カリ スト の 
サラ を フィ ー チ ャ ー し た ` サ ラ & バン ダ ・ マ グ ネ ティ カ " は 、1972 年 に 天下 の 
ヌメ ロ ・ ウ ー ノ か ら 当 シン グル 1 枚 を リリ ー ス し た の み の マ イナ ー・ グ ルー プ 。 
^ 女 性 ボー カル を フィ ー チ ャ ー し た “と 言う と すぐ に 、 バ ンド は バッ ク ・ バ ンド ね 
っ て 思わ れ が ち だ が 、 こ の グル ー プ は 違う 。 例 え は 悪い が 、 日 本 で 言え ば 
カル メン ・ マ キ & OZ の よう な 明確 な ロッ ク ・ グ ルー プ ・ サ ウン ド で ある 。 ワ イ 
ルド な ベー ス と 、 イ タリ アン ・ プ ログ レ に あり が ちの 手数 の 多い パタ パタ ド 
ラム 、 力 強い パッ キン グ ・ オ ル ガ ン & ピア ノ に 、 全 面 的 に フィ ー チ ャ ー さ れ た 
地中海 風 の ソ プラ ノ ・ サ ックス と いう サウ ンド は 、 デ ュ エ ロ ・ マ ドレ に 近い プロ 
グレ ・ サ ウン ド で ある 。 (N.Ueno) 
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78 
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知っ て いる 人 は 少な い だ ろ う が 、 ダ ニ エ ル ・ セ ンタ クル ズ ・ ア ン サ ンプ ブル ・ 
タイ プ の 男女 混合 の ヴォ ー カ ル ・ グ ルー プ の よう だ 。 取 り た て て 、 大 騒ぎ する 
シン グル で は な いこ と を 断 わ っ て お きた い 。A 面 は 物 哀 し い 女性 スキ ャ ッ ト で 
始ま り 、 さ さや きか ける 女性 ヴォ ー カ ル が いい 。 ダ ミ 声 の 男性 ヴォ ー カ ル が 那 
魔 。 曲 の 盛り 上 げ 方 は 、 デ ィ ク ・ デ ィ ク の 名 曲 "Volando" に 似 て いる 。 ア レン 
ジ は ペリ ジェ オ の Giavanni Tommaso で ある 。B 面 は あの リア ー レ ・ ア カ デ 
ミア ・ ム ジ カ の Federico Troianl が アレ ンジ を し て お り 、 彼 の レパートリー に 
も 通じ る ほのぼの と し た 中 に も 美 し さ を 秘め た 佳 申 で ある 。 (吉瀬 ) 





SCORPYO 
Destinazione Infinito 
Visiomi 

7 の 
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SCORPYO 名 義 の 唯一 の シン グル 。1977 年 発表 が 信じ られ な い 古 めか 
し く 、 サ イケ デリ ッ ク で ハー ド な 音 作り は プロ グレ ファ ン な ら ず その 手 の フ ァ ン 
に も 十 二 分 に 受け 入れ られ る 独自 の 音楽 性 を 持っ て いる 。A 面 で 妖 し 気 な 
ハモ ンド に 始ま り 、 ヘ ビー な ギタ ー が 入っ た か と 思う と 攻撃 的 な ギタ ー と ボ 
ー カ ル が ユニ ゾン で 切り 込み 、 気 だ ちい ボー カル が 続く 。B 面 で は 更に ボル 
テー ジ は 上 が り 疾 走 す る 8 ビー ト の 上 を タメ の 効い た ギタ ー と ハモ ンド が 喰 
り 、 間 奏 部 で は 破壊 力 の ある ギタ ー が キメ の フレ ー ズ を 連発 し 、 後 半 は SE 
も 被 さ り 、 ビ リエ ッ ト も まっ 青 と 言っ た 内 容 。 無 名 どこ ろ の シン グル で は 五 指 
に 入れ た い 名 盤 。 (高橋 ) 
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1972 年 と いう 、 イ タリ アン ・ プ ログ レ が 爆発 し た 年 に 発表 され た シン グル 
だ が 、 見 事 に その 影響 下 に ある 音 で ある 。A 面 イン トロ の ハモ ンド オル ガン 
に ファ ズ に ワウ ペタ ル を 撃 げ た ギタ ー、 ダ メ 押 し に 曲 の 後半 部 分 で は イコ ラ 
イザ ー 処 理 さ れ た ヴォ ー カ ル が 入っ て 来る 。 非 常に パワ フル な 曲 で は ある 
が 、 コ ー ラ ス 部 分 で パワ ー が 若干 ダウ ン す る 。 そ の ミス ・ マ ッ チ が イタ リア ら 
し い 所 だ が 、B 面 を 聞く 限り で は 、 こ の コー ラス 部 分 が グル ー プ の 本 質 か も 
し れ な い 。 ち ょ っ と 元気 な ポッ プ ・ グ ループ が と ち 狂 っ て プロ グレ を 演 っ た 思 
えば 自然 か も し れ な い 。 (長谷 部 ) 








(HL) SEME DELL AMORE 
Ricpminciare 
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デ ッ ゥ リウ ム ・ レ ー ベ ル と いう 所 は 、 上 は ジェ ッ ト 、 ス トラ ー ナ ・ ノ ソシエ タ か ら オ 
ペラ 、 ア リセ イ 、 ク エル ・ パ ッ ツ ォ ・ モ ンド etc。 一 つつ を 数 え 挙げ た らき り の 
な い 程 、 良 質 で マイ ナー な 存在 の ラヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ の 宝庫 で ある 。 特 
に 1973 年 一 79 年 は 、 デ ゥ リウ ム の 最盛 期 で あり 、 数 多く の ラヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ル 
ー プ の シン グル が リリ ー ス され た 。 ( 手 あ た り 次 第 に 買っ て も は ずれ が な い 
程 。) こ の セー メ ・ デ ラモー レ も その 中 の 1 つ 。 シ ング ル 3 枚 を デュ リリ ウム に 
残し て いる 。 サ ウン ド 的 に は 、A 面 は 甘く 切な い ア ナ ロ グ ・ シ ン セ ・ メ ロ が 印象 
的 な ナン バー で 、B 面 は 弦楽 と オル ガン 、 シ ン セ 、 ソ ロ で これ で も か と 歌い 上 
ば げ る 、 共 に 好き な ナン バー だ 。 こ の シン グル 以外 の 曲 も 好 ナ ン バ ー 揃 い の 
彼ら は 、 も っ と 有名 に な れ た の に …… (N.Ueno) 
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Nel VBnIo CorPeral 


~SENSO UNICO" と は イタ リア 語 で 一 方 通行 と いう 意味 。 イ タリ ア の 道 
路 に は 特別 に この 言葉 の 標識 が 目 に つく 。 そ ん な ダサ イ バ ン ド 名 だ か ら 、 何 
の 期待 も 持た ず に 気まぐれ で 聴い て みた ら 、 け っ こう いけ る 。 ジ ェ ッ ト の 名 曲 
^Sinfonia Per Un Re* の よう な 重厚 な スト リン グ ス ・ シ ン セ が 見 事 な ス ロ 
ー バ ラー ド 。 ダ サイ バン ド ば か り の カン サス ・ レ ー ベ ル の 中 で は 、 ア ル バ ム を 
出し て いる グル ー プ より も 、 ピ カー の 美しく (、 シ ン フ ォ ニ ッ ク な ポッ プス ・ サ ウン 
ド で ある 。 セ ン ソ ・ ウ ニコ の シン グル は 、 当 シン グル の 他 に 、'81 年 に BIG か ら 
発表 され た も の が 確認 され て いる が 、 年 代 が あま り に も 開い て いる の で 他 に 
も ある 可能 性 が 高い 。 (Numero Uent) 


SERl0 ENDRIGO 
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大 ベテラン HSERGIO ENDRIGO も プロ グレ ・ フ ァ ン に アピ ー ル する 時 期 
は ^Vanilla7 レ ー ベ ル 在 籍 当時 (1978 頃 ) で あろ う 。 以 前 に マー キー 紙上 で 
紹介 され た アル バム 「Donna Mal D'Africa」 は 本 当 に 素晴らし い 出 来 だ 
っ た 。 さ て 、 こ の シン グル も 当時 の も の で あり 、 両 面 共に テレ ビ 番 組 の 主題 
曲 の よう だ 。 正 直 な と ころ 、A 面 は サン バ 調 の ナン バー で 、 そ れ 程 出来 の 良 
いも の で は な い 。 し か し 、B 面 の 出来 は 出色 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク な キー ボー ド が 
バッ ク を 彩る 中 、 哀 区 に あふ れる ENDRIGO の ヴォ ー カ ル が 泊 え る 。 ラ スト 
の テー マ の リフ レイ ン も 印象 的 で ある 。 蛇 足 な が ら ジ ャ ケッ ト は イタ リア な ら 
で は と 言っ た 6 面 開き と な っ て お り 、 内 側 は スゴ ロク と な っ て いる 楽し いも の で 
ある 。 (杉原 ) 
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LP の 方 は つま ら な か っ た と いう 記憶 し か な い が 、 彼 ら が 残し た 4 枚 の シン 
グル の 内 少く と も 2 枚 は それ な り に 楽し め る 。 本 作 は 1st シ ング ル で 女性 ヴォ 
ー カ ル が 参加 、 両 面 共に 暖色 の 穏やか な オル ガン を バッ ク に 歌い 上 げ る 、 
どこ と な く フ ラン ス を 思わ せる 佳 曲 。Kansas 時 代 の 2 枚 「lo E Te/Tu Sei 
Mio Uomo」('76 5100426) と 「Hot Dance/Stringimi Forte」 は 未 聴 。 女 
性 ヴォ ー カ リス ト が 残っ て いて 同 レ ヒー ベル の Scrivano の 曲 で も 演 っ て いれ 
ば 結構 いけ る ハズ 。4 枚 目 は アル バム と 同時 期 の 作品 で 「Antares/ 
Samba Di Horus」(Grog 77 GR07) 。 女 性 は 脱 け て いて 両面 共 イ ンス ト 。 
A 面 は 厚手 の キー ボー ド を シン フォ ニッ ク に 重ね た アル ファ タウ ルス や ラッ 
テ の 3rd を 思わ す 秀 曲 。B 面 は タイ トル 通り まさ し く サ ン バ 風 。 (森下 ) 
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シ ニ ョ ー リ ・ デ ッ ラ ・ ガ ラ シ ア (S.D.G) と いう グル ー プ は 1976 年 に この シ 
ング ル で レコ ー ド ・ デ ビュ ー し 、4 枚 の シン グル と LP を 2 枚 リリ ー ス し て いる グ 
ルー プ で あり 、 こ の シン グル 及び 3 枚 目 まで は ラッ テ ・ ミ エー レ + イ ・ プ ー 風 
の シン フォ ニッ ク ・ ラ ヴ ・ ロ ッ ク を 主体 と する サウ ンド だ 。 ど れ も 良 質 な 作品 だ 
が 、 そ の 中 で も この デビ ュー シン グル の 出来 が 良い 。A 面 は 優雅 な ピア ノ と 
女性 スキ ャ ッ ト が 印象 的 な イン スト ゥ ル メ ンタ ル ・ ナ ン バ ー で 、B 面 の 曲 が 、 
美しい スト リン グ ・ シ ン セ の アル ベジ オ と オル ガン 、 ピ アノ に よっ て 作り 出さ 
れる シン フォ ニッ ク ・ ラ ヴ ・ ロ ッ ク の 傑作 。 な お 3rd シ ング ル 以 降 の シン グル 
及び 2nd ア ル バ ム は 、 ポ ッ プ 要素 が 強く 押し 出さ れ た サウ ンド へ と 変化 し て 
行っ た 。 (UNO) 
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シン 三 ョ ー リ に デラ * ガ ラン ア の サー ドッ ジン グル ミズ ピ ョ ミー シン 多 江 以来 
の キー ボー ド を 中 心 と し た 叙情 的 な ラヴ ロッ ク ・ サ ウン ド は ここ で も 不変 で あ 
る 。A 面 は コー ラス が や や 耳 に 付く も の の 、 い か に も イタ リア 的 な 情緒 溢れ る 
佳 曲 で ある 。B 面 は メラ ンコ リッ ク な 風情 を た た えた 、 こ れ 又 美しい 曲 で ある 。 
重量 感 に 欠け る と の 指摘 が ある 彼ら の サウ ンド で ある が 、 そ の 事 が 欠点 で 
は 無く 、 む し ろ ロ マン ティ ッ ク な 松 囲 気 を か も し 出す パラ ンス の 良い アレ ンジ 
を 考え た 結果 の 様 に 思え る 。 デ ビュ ー か ら こ の 頃 迄 の 彼ら の サウ ンド は 、 い 
ずれ も 質 の 高い ラヴ ロッ ク で あり 、 多 く の フ ァ ン に アピ ー ル する も の と 思わ れ 
る 。 美 し い イ タリ ア 的 叙情 が 好き な 方 は 、 是 非 御 一 聴 を お 推 め する 。 (中 島 ) 
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ドリ ウム か ら リ フィ へ 移籍 後 の 初 シン グル 。 通 算 4 枚 目 。 ド リウ ム 時 代 の 
叙情 的 な ラヴ ロッ クサ ウン ド か ら 一 転 し て 重厚 が サウ ンド と な っ て いる 。A 面 
は ニュ ー ウ ェ ー ブ 色 の ある 暗め の 淡々 と し た ヴォ ー カ ルナ ン バ ー で 、 出 来 は 
今一つ で ある 。B 面 は テクニ カル な オル ガン を 大 々 的 に フュ ー チ ャ ー し た ドラ 
マチ ッ ク な イン スト ナン バー。 彼 ら の 曲 の 中 で は 異色 と も 言え る プロ グレ ッ シ 
ヴ ・ ロ ッ ク 色 の 強い 佳 申 で ある 。 こ の 後 彼ら は テク ノ ・ ニ ュー ウェ ー ブ 色 の 強 
い サ ウン ド へ と 変化 し て 、 セ カン ド ・ ア ル バ ム を リリ ー ス する 。 プ ログ レッ シ 
ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン 向け の 作品 は 本 作 迄 で あろ う 。 
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2 枚 の アル バム と 3 枚 の シン グル を 出し た CIRCUS 2000 は 、73 年 に 入 
っ て ドラ マー が DUELLO MADRE 結 成 へ と 、 そ し て シル ヴァ ー ナ も ソロ 活 
動 に 入っ て いく こと で 解散 状態 に な か る 。 こ の シン グル は 内 容 、 タ イト ル の 打 
ち 方 に リフ ィ ・ サ イド の 意向 が よく 見 える 。A 面 、B 面 に し て も バン ド ・ サ ウン ド 
か ら 離 れ て イタ リア ン ・ メ ロディ に な っ て き て いる 。 そ れ に し て も CIRCUS 
2000 の あの ヴォ ー カ ル が これ ほど イタ リア 語感 の イタ リア 情緒 な の に は 驚 
く 。 相 変ら ず 力 味気 味 の シ ル ヴ ァ ー ナ だ が 、 い よい よ `^ オ カル ティ ッ ク な 曲 
想 に 、Oh Yeah./" を 過ぎ て 、 一 シン ガー と し て 再 出発 と いう こと な の か 、 歌 
い 上 げ て いた りす る 。 も ちろ ん 両面 と も スト リン グ ス 入 り 。 (松本 ) 


SILVANA ALIOTTA 
Madre 

Bahy "Be My Bahy" 
74 

人 @Rifi RFN-NP 16577 





そし て 74 年 、CIRCUS 2000 か ら は 想像 も つか な い シ ル ヴ ァ ー ナ の 歌 
が 、 こ こ に 展開 する 。A 面 は イタ リア ・ フ ァ ン の 納得 の いく と ころ だ と 思う 。B 
級 だ 、 西 海岸 コピ ー だ 、 と 思い な が ら も 何 度 か 聴い て いる うち に プロ グレ ッ 
シ ヴ な イン スト ・ パ ー ト あたり か ら 忍 び 寄る CIRCUS 2000 も 悪く な い が 、 ロ ッ 
ク の 熱狂 を 抜け た 彼女 の 歌 の 世界 も 悪く な い 。 さ す が に 癖 が 残っ て いて 
著 苦し さ の ある アレ ンジ だ と し て も 、 そ の まま の イタ リア 感情 で ある 。B 面 は 
ロ ネ ッ ツ の スタ ンダ ー ド ・ ナ ン バ ー の カヴァ ー。 と り 立 て る こと は ほとん ど 見 
当ら な い 。 そ の 後 の 足 どり は 未確認 。 ロ ッ ク が まぶし か っ た 彼女 が ここ に 落 
ち 着 いた か と 思う と 、 イ タリ ア の 章 那 的 な 一 瞬 に し て 過ぎ 去る 若 さ ゆえ の 
躍動 を 、 ま た 一 つ 見 た よう な 気 に な る 。 (松本 ) 





SINFONIA D 骨 TUMO 
United 

Prendi La Mia Anima 
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と 、 0 所 細 
NH 


ナポリ の 弱小 レー ベル か ら 1986 年 に 恐らく 自主 製作 に 近い 形 で 発表 さ 
れ た シン グル (レコ ー ド ・ レ ー ベ ル の 紙 が コピ ー/) 。A 面 は 本 誌 読者 に は 
興味 の 無い ポッ プス だ が 、B 面 は 初期 の ボッ テ ガ を 思わ せる 。'80 年 代 で 
は トッ プ ・ ク ラス と も 思わ れる ラヴ ロッ ク 。 美 し い キ ー ボ ー ド に 導 か れ 、 イ タリ 
ア 特 有 の ハイ トー ン ・ コ ー ラ ス に 絡む ギタ ー も 良い メロ ディ ー を 弾い て い 
る 。'80 年 代 プ ログ レ は 暗黒 の 時 代 だ っ た が 、 ラ ヴ ロ ッ ク グ ルー プ に は 770 
年 代 後半 で あっ た 。 ラ ヴ ロ ッ ク ・ フ ァ ン は !80 年 代 も 要 注 意 と いう 例 で ある 。 

(長谷 部 ) 
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恐らく 、 こ の シン グル と 「He Bella Sei/Decidi Tu」(F.K.32, 76) を 発表 
し 消え た と 思わ れる Societa Per Amore。 こ の ポラ リス と いう レー ベル は 
非常 に ラヴ ・ ロ ッ ク グ ルー プ (| Romans, Numi) が 多い 。 ラ ヴ ・ ロ ッ ク の 好 
き な 方 は CGD、UP、CBS、ERRE、DURIUM 等 の レー ベル を 集め る の も 
良い だ ろう 。 レ コー ド の 内 容 は ピア ノ に シン セ が 絡み 、 そ し て コー ラス と フル 
ー ト が 、 と いう ラヴ ・ ロ ッ ク の 王道 パタ ー ン 。 年 代 的 に アレ ンジ は 少々 すっ き 
り し て いる が 、 十 分 に イタ リア 独特 の 哀 玖 は 感じ られ る 。B 面 は タイ トル か ら 
想像 出来 る と お り の 音 で プロ グレ ・ フ ァ ン の 興味 の 対 像 と な る 音 で は 無 
い 。 (長谷 部 ) 








の ss | (|) SOGNI PROIBITI 
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CO) 








A 面 は ミディ アム ・ テ ン ポ の オー ソ ド ッ クス な ラブ ・ ロ ッ ク 。 サ プ タ イ トル に 
^Fifty Tears For Every Kiss” と ある の で 、 原 曲 は アメ リカ ン ・ ポ ッ プ ス か 
も し れ な い 。 さ び ぴ し げ で な つか し さ を 感 じ さ せる 音 作り は 60 年 代 の ポッ プス 
に 近い 。 ハ ッ タ リ の な い 歌 と 演奏 は 好感 が も て る が 、 問 題 は B 面 だ 。 本 シン 
グル の プロ デュ ー ス も 担当 し て いる 才 人 、Renato Pareti 作 曲 に よる イン 
スト で 、 や や イー ジー・ リ スニ ング 風 な が ら 、 ク ラ シ カ ル で 美しい メロ ディ は 
非常 に 魅力 的 だ 。 彼 の ソロ ・ ア ル バ ム も 出来 が いい の で 、 機 会 が あれ ば 
聴く こと を 勧め る 。 (吉瀬 ) 
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ジャ ケッ ト は 画用紙 みた いな 紙質 に 2 色 印 刷 の いい か げん な イラ スト で 、 
クレ ジッ ト は な く 、 ま し て 、 バ ンド だ が 、 ソ ロ 作 品 だ か も 全く 解ら な い 。 こ ん な に 
何 も 解 ら な い シ ング ル も 珍 ら し い 。 と に か く レ ビュ ー を 書く 方 と し て は 全く お 
手 上 げ 状 態 の 困り も の の シン グル を 、 松 本 君 に に こん な の 知っ て いる ?* と 
つい 口 を すべ らし た 為 に 書く は め に な っ て し まっ た 。 と に か く 音 の 方 は イン 
スト で 、 オ ー ソ ドッ クス な ミディ アム ・ テ ン ポ の リズ ム 隊 に アコ ー ス ティ ッ ク ・ 
ギタ ー の アル ペ ジ オ 、 そ し て 主役 は シン セ 群 。 シ ニョ ー リ ・ デ ッ ラ ・ ガ ラ シ ア 
や 、 ラ ッ テ ・ ミ エレ 風 の ム ー デ ィ ー で 爽 か な スト リン グ ス ・ シ ン セ が 朗々 と し 
た 空間 を 演出 する 。 イ ー ジ ー リ スニ ング と し て 発売 され た も の で あろ うか ? 

(N.Ueno) 
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スタ ン ツ ァ ・ デ ッ ラ ・ ム ジ カ は ば は 770 年 代 後半 に アル バム を 1 枚 由 し て いる 
が 、 こ の 時 点 で 手元 に そろ わな か っ た 。 恐 らく 《 こ の シン グル も アル バム か ら 
の カッ ト だ ろう 。 一 言 で 言う な ら 彼 等 も 歌 物 バン ド だ が 、 あ り が ちな オー ケス ト 
レー ショ ン を バッ ク に し た タイ プ で は な が なく 、 一 風 変 っ た と ころ が ある 。 こ の シン 
グル も 両面 と も 、 と こ か お どけ た よう な 、 ど こ か 土 臭 さ を 吸収 し た 味わい が あ 
る 。 ウ ッ ド ベー ス や 管楽器 を フィ ー チ ャ ー し た 民謡 タッ チ の 曲調 を 持つ A 面 、 
より イタ リア な ら で は の 陽気 さ を 感じ させ る B 面 、 ど ちら も 所 詩歌 物 と いう より 
も 、 南 国情 緒 と で も 言う べき 地方 色 を 漂わ せ て 、 あ まり ラヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に 
は 向 か な いか も し れ な い 。 毛 色 の 違っ た ヴォ ー カ ル 系 パン ド と いっ た と ころ だ 
ろう 。 (松本 ) 


STEFANU (PULGA) 
Vivo 
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この シン グル は 思い 出 深い 。 以 前 に 本 誌 で も お な じみ の 田中 裕 生 氏 と イ 
タリ ア に 行っ た 際 に 、 絶 対 に 探す と 心 に 決め て いた 3 枚 の シン グル ( 他 の 2 
枚 は GEN`Anche Un-?PANDA`Voglia Di-/) の うち の 1 枚 で あり 、 特 
に この シン グル は ひび 割れ た も の し か 田中 氏 も 所 持 し て いな か っ た た め 、 良 
い 音 で 聴き た いと 心から 願っ て いた も の だ か ら で あ る 。 思 い 入れ が 強かっ た 
の を 差し 引い て も 、 こ の シン グル の 内 容 は 超一流 の も の で ある 。 後 の CGD 
より の アル バム と は 大 違い の 、 類 稀 な セン ス が 息づい て いる 、 彼 の カン タウ 
トー レ と し て の 姿 が み ら れ る 。 特 に B 面 の ^Stanco'" は 、 キ ー ボ ー ダ ー と し て 
の セン ス も 余す と ころ な く 発 揮 さ れ た 名 曲 。 心 を 深く えぐ る 切々 た る ピア ノ ・ プ 
レイ は 本 当 に 感動 的 だ 。 (杉原 ) 





(LE) STELLE | MARIO SCHIFANO 
E ll MOnd0 Va 

Su Una Strada 
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まる で アモ ン ・ デ ュー ル の 「Psychedelic Underground」 か ヴェ ル ヴ エ ッ 
ト ・ ア ンダ ー グ ラウ ンド の "" シ スタ ー・ レ イ " を 思わ せる よう な ビー トニ ク 系 アー 
ティ ステ ィ ッ ク 作 (アル バム ) が 、 最 近 CD に な っ て し まっ た マリ オ ・ ス キ フ ァ ノ 
だ が 、 こ れ は それ 以前 に 録音 され た シン グル 。or,g,g,b,ds の 4 人 編成 で や 
は り 彼 自身 は 演奏 参加 し て いな い 。 多 分 、 ウ ォ ー ホ ー ル に 位置 づけ の 似 た 
コン セプト ・ メ ー カ ー な の だ ろう 。 非 イタ リア 系 の ビー ト ・ サ ウン ド 、 ジ ャ ケッ ト ・ 
ワー ク 、 と も に アル バム を 予感 させ る 。 曲 自体 は オー ノド ク ス だ 。A 面 は ハー 
ド ・ タ ッ チ 、B 面 は バラ ー ド ・ タ ッ チ 。 イ タリ ア に は 珍し く 全 然 人 な つっ こさ が な 
い の も 相 変 わ ら あ ハー ド ・ エ ッ ジ な 連中 だ 。 (松本 ) 
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ファ ー ス ト ・ レ ー ベ ル か ら の リリ ー ス だ か ら 1 作 目 「Le ldee 一 」 の 頃 に は 違 
いな い 。'60 年 代 来 か '70 年 か 、 そ の 辺り け だ ろう 。 両 面 と も アル バム 未収 録 だ 
が 、 曲 自体 は どちら も と り た て る も の で も な い 。 ロ ルケ スト ラム 移籍 以後 の ユ 
ニ ヴ ェ ル ・ ゼ ロ も 真 青 な 複雑 な アン サン ブル 、 ジ ュ ル ヴェル ヌ を 軽く 先取 る 
チェ ン バ パー・ サ ウン ド が 、 ま る で 嘘 の よう な 、 ま る で 別 の パン ド の よう な 、 こ の 頃 
の スト ー ミ ー・ シ ックス で ある 。 明 る め の 、 コ ー ド ・ チ ェ ン ジ も お いて き ぼ り の フ 
ォ ー ク ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド に な っ て いる 。 た だ し 、 後 の 充実 し た 音楽 性 を 知っ て 
いる な ら 、 彼 等 の 歩み を 見 る 上 で 、 た い へ ん 貴重 な 資料 で は ある 。 (松本 ) 
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スト ー ミ ー・ シ ックス 全盛 期 、 も し く は 音楽 的 に 充実 期 を 迎え た 頃 の シン 
グル 。A 面 は 5 作 目 「Cliche」 に 収録 され た 代表 曲 の 一 つ 。B 面 は 6 作 目 「L' 
apprendista」 に 入っ て いる 曲 だ が 、 テ イク が まっ た 〈 く 違う 。 ア ル バ ム ・ テ イク 
が ヴォ ー カ ル ・ ナ ン バ パー で ある の に 対し て 、 こ ちら は イン スト に な っ て いる 。 し 
か も 冒頭 部 一 つと っ て みて も アル バム で は 生 ギ ター な の に シン グル で は ピ 
アノ 、 中 間 部 の 変 拍子 構成 の 所 で アル バム は より ドラ ム が 細か に アグ レッ 
シ ヴ な ステ ィ ッ ク さ ば き を 見 せる 等 、 大 幅 な 違い が ある 。 総 じ て シ ング ル ・ テ 
イク の 方 が クラ シカ ル で アン ニュ イ 。 こ の 当時 の 彼 等 の 典型 的 な ナン バー 
だ け に は ず せ な いと ころ 。 ア ル バ ム の 5 作 目 と 6 作 目 は 同時 期 に 書か れ て い 
た の か も し れ な い 。 (松本 ) 
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B 面 が 深い 。 こ の 曲 は 「Ar Volo」 に 収録 され 、 後 に は 「Recommended 
Records Sampler」 に も 収録 され た 。 シ ング ル は 「Ar Volo」 テ イク と は 違 
い 、「 一 Sampler」 テ イク と 同じ で ある 。 と いう こと が どう で も よく な る メロ ディ を 
持っ て いる 。 こ こ に も 深い も の が ある 。 無 名 の 民 の 喜び や 悲し み の 塗り 込め 
られ た 歌 を 、 ス トー ミー・ シ ックス が 人 郎 々 と 歌っ た 、 そ ん な イメ ー ジ を 起 さ せる 
メロ ディ の 存在 感 、 も し く は 説得 力 を 感じ ゃ 。 も ちろ ん 彼 等 の 自作 曲 だ が 、 ト 
ラッ ド に な り 得る よう な 曲 だ 。 長 年 歌 っ て きた 彼 等 の 成果 の 一 つと 言っ て い 
い だ ろ う 。 音 楽 を 飾ら ず 型 ど ら ず 研ぎ 澄 ま せ て も 内 に 包み 、 少 な い 言葉 で 多 
く を 語る 。 ぎ っ し り と 詰っ た 重 味 も 余韻 と な っ て 人 に 響く 。 見 習い た く な る 素 晴 
し い 音 楽 だ 。 (松本 ) 
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STRANA SOCIRTA 上 還 O 





結局 探し 出せ な か っ た が どう や ら 彼 ら は !'89 年 頃 に 3rd ア ル バ ム を 出し 
た らし い 。 本 シン グル は 恐らく そこ か ら の カッ ト 。 若 く て きれ いな お ね え ち ゃ ん 
が 3 人 も いて 、 多 分 オリ ジ ナ ル メ ン バ ー は 残っ て いな い の で は な いか 。 と り 
あえ ず 内 容 は 良い 。 上 出来 の 女性 ヴォ ー カ ル ・ ポ ッ プ ス 。 彼 ら は "74 年 の 2 
nd 以降 も シン グル リリ ー ス は 続け て いて サン レモ 776 参 加 曲 「Andiamo 
Via/Ma Che Ragione Hai」(Durium Ld A7911) 、77 年 参加 曲 「Tesor- 
o Mio/Bella Bellissima」(Durium LDAI 7958) は 共に 良い 出来 。 ド カス 
の 1st LP を 出し た フォ ニッ ト 時 代 の 「Fiori Gialli/Quella Donna Sei Tu」 
(Fonit 73 SPF31304) も 意 に 反し て 非常 に 素 晴 し い 内 容 。 シ ング ル は 他 
に も 何 枚 か ある 。 (森下 ) 
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La Verds Stagione 解 散 後 Ihle 兄 弟 が 新 結成 し た グル ー プ ・Tavola 
Rotonda の 唯一 (?) の シン グル は 、 数 ある シン グル の 中 で も 屈指 の 一 枚 。 
夢見 心地 の ボー カル 、 ハ ー モ ニー、 華 麗 に し て 気品 漂う 各種 キー ボー ド 、 
爪 弾 か れる 清澄 な 生 ギ ター、 幽 玄 か つ 流 肌 な フル ー ト 、 そ し て 深遠 メロ トロ 
ン が 聖 神 の 中 に 双 り を 添え る 。 ク リム ゾン 、 ジ ェ ネ シス 、 キ ャ メル 等 の エッ セ 
ンス を 1 み に 吸 収 し イタ リア 独特 の 繊細 で 奥深 い 美 意識 で 包み 込み 、 嘆 
息 も 出 ん ば か り の 叙情 で 我々 を 圧倒 する 。 A・B 面 共 申 つけ 難い 完成 
度 を 誇る この シン グル は | hle 兄 弟 澤 身 の 1 枚 で あり 、 比 類 無き 美 し さ を 温 
えた 信じ 難い 逸品 で ある (鈴木 伸一 ) 
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冒頭 か らい き な り 重金属 を 引 擦る 様 な 歪ん だ ギタ ー の 爆発 的 な 音 の 
塊 。 イ タリ ア ・ へ ヴィ ー の 一 つの 頂点 的 バン ド 、 テ オレ ミ の 唯一 の シン グル 
は LP を 気に入っ た 人 な ら 狂 喜 す る に 違い な い 内 容 で ある 。LP の 一 年 前 
の 制作 で 、 曲 は LP 同 様 メ シン バー で は な い Pallesi の クレ ジッ ト が ある が 比 
較 的 シン プル な 構成 (た だ し B 面 は ジェ スロ ・ タ ル の `With You There To 
Help Me" の カヴァ ー) 。 ヴ ォ ー カ リス ト は Tito Gallo で LP の Lord Enzo と 
は 別人 だ ろう 。 少 々 な よっ と し た 声質 で コー ラス に 助け られ て いる 。 ベ ー ス 
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ピ テ ッ シ テ ィ ・ デ イ ・ ソ ー ニ も シン グル を 数 枚 リ リー ス し て いる ラヴ ・ ロ ッ 
ク ・ グ ルー プ 。 こ の グル ー プ も 特別 な 個性 は 何一つ 見 当ら な い ご く 一 般 的 
な ヒッ ト 指向 の グル ー プ だ が 、 そ れ ら の 中 で は `La Mia Solitudine" と いう 
ナン バー が ちょ っ と 印象 的 な 曲 。 い か に も 地中海 に 面 し た イタ リア な ら で は 
の マン ドリ ン と 、 ソ リー ナ の スト リン グ ス ・ シ ン セ 、 そ し て あま り に お 決ま り の 歌 
サビ で の 無理 し た 音域 の ファ ルセット ・ コ ー ラ ス が 爽やか で 心地 良い 。 
*Amore, Amore./” と 暑苦しい サウ ンド が 多い 中 で 、 そ よ 風 の よう な 存在 











の Aldo Bellanova は 後に サマ ディ に 参加 する 。 サ イケ 調 の 美しい スリ ー の グル ー プ で す (N.Ueno) 
ヴ も 書い て お く 価値 が ある だ ろう 。 (欲し い ぞ 森 下 忠 ) 
TERRA 2 (!) TIPI 
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Albergo Intergalattico Spaziale で 歌っ て いた 女性 ヴォ ー カ リス ト の 
ソロ シン グル 。A 面 で は アル ベル ゴー の 時 の 相棒 ジャ コモ ・ デ ィ ・ マ ル テ ィ 
ノ の 名 も 見 え 、 恐 らく 両面 共 キ ー ボ ー ド を 弾い て いる の は 彼 だ と 思わ れる 。 
A 面 「 天 使 と 恐竜 」 で は 、 厚 く 深い キー ボー ド を バッ ク に し た 彼女 の 感情 移 
入 の 激しい 歌い 方 は 何 か に 閉 か れ た か の 様 で も ある 。B 面 も 同様 で 、 導 
入部 の 悲 愉 感 と サビ で の 高揚 感 の 対比 が 見 事 。 よ り 一 層 狂 的 な ヴォ ー カ 
ル を 満喫 出来 る 。 華 や か な ルッ クス と は 裏腹 に 彼女 は むし ろ ム ッ ツ ィ ・ ロ フ 
レッ ド や カト リー ヌ ・ リ ベロ あたり と 比 す べき 存在 な の か も 知れ な い 。'82 年 
の イッ ト 制 作 な が ら ポ ッ プ と は 程遠い 内 容 で よく 出 た も の だ と 感心 し て し ま 
っ た 。 (森下 ) 
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オル ガン の 壮 厳 の 響き か ら 、 ス トリ ング ス を バッ ク に 切な く 歌 い 続け る 様 
は 古 さ を 感じ させ る も の の 、 一 聴 に 値する 曲 で ある 。B 面 も また 古めかしい 
オル ガン の 署 き が 独特 の 究 囲 気 を 出し て いる 。 ス トリ ング ス は 使用 され て 
は いな い が 、'60 年 代 の プリ ティ ッシュ ・ ビ ー ト に も 近い 味わい の ある 曲 と い 
える 。 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と は いい 難い が 、 単 な る 資料 に 終ら す に は も っ 
た いな い 好 シン グル の 一 例 で あろ う 。A 面 は Tea と Marino、B 面 は Dur- 
and と Elliot の 作詞 ・ 作 曲 で 、 こ の レコ ー ド 番号 の ひと つ 前 の 8004 は あの ア 
ル サ ・ フ ァ ラ ックス の シン グル で ある 。 (吉瀬 ) 
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ファ ン の 間 で も あま り 口 に の ぼる こと が な いよ うだ が 、Tito Schipa Jr. が 
中 心 と な っ て 作ら れ た 「Orfeo 9」 は よく 聴い た レコ ー ド で あっ た 。70 年 ある 
い は 、71 年 に 発表 され た 。 彼 の 最初 期 の シン グル で あろ う 。A 面 は 、「lo Ed 
lo Solo」 に 収まっ て いる 。 生 ギタ ー を バッ ク に 彼 独 特 の 語り か ける よう に 唄 
う ス タイ ル は すでに 確立 され て いる 。 う っ て 変っ て LP 未 収 の B 面 「Com- 
bat」 は ロッ ク 調 の か な り 凝 っ た アレ ンジ に よる ドラ マチ ッ ク な 曲 。Bill Conti 
の アレ ンジ に 因 る こと も 多い と 思わ れる が 、 発 売 時 期 の 古 さ を 感じ させ な 
い 。 彼 の 知る 人 ぞ 知 る 「Occhi Del Nord」 に 次 ぐ 名 曲 と いえ よう 。 こ ん か 曲 
を シン グル の B 面 と し て 封じ 込め て し まう イタ リア 人 の 大 胆 さと 創造 力 に 脱 
帽 せ ざる を えな い 。 (吉瀬) 
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O CIELO/VELOCTIA 


確か この 時 期 に ソロ ・ ア ル バ ム が 出 て いた と 記憶 し て いる の で 、 ア ル バ 
ム か ら の カッ ト か も 知れ な い 。 フ ォ ル ムラ ・ ト し 解散 後 Notte」 や 「E Mia 
Madre」 で シン ガー と し て の 印象 を 決定 づけ た 彼 だ が 、 そ の 後 の 足 取り は 
イタ リア ン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン の 範 中 か ら は ずれ た 感 が ある 。77 年 に は FAN- 
TASY と いう バン ド 名 義 で 「Uno」(EMI 3C 064 18306) を リリ ー ス し た も の 
の 話題 に は 成っ て いな い 。 こ の シン グル は 、 音 こそ 洗練 され て いて も 一 時 
の ディ スコ が か っ た 音 作 りか ら 離 れ て 、 彼 の あの 歌声 を 安心 し て 聴け る 。 
両面 と も 都会 的 な 雰囲気 の 曲 だ 。 ほ と ん ど エ フェ クト を か け て いな い ギ タ 
ー の コー ドス トロ ー ク の 硬い トー ン が 耳 に 残る 。 語 尾 に 溜息 まじ り の 余韻 を 
残す か の よう な ヴォ ー カ ル は 未だ 彼 な ら で は 。 (松本 ) 
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LP 一 枚 を 残し て 消え た 愛す べき キー ボー ド ・ ト リオ 、 ト リア ー デ 。 彼 等 は 
LP 以 外 に も シン グル を 一 枚 だ け リ リー ス し て いた 。 残 念 な が ら 両 面 共 、 
LP か ら の カッ ト で ある 。 ジ ャ ケッ ト は LP の カヴァ ー に な っ て いる 3 つの 頭 を 
持つ 男 の イ ラス ト が 渋い 茶色 の 紙 に 印刷 され て いる 。 彼 等 の サウ ンド は テ 
クニ ッ ク 的 に は いま ひと つ で は ある が 、 独 特 の 哀 基 を 秘め た アイ デン ティ テ 
ィ ー は や は り 人 の 心 を 打つ も の が ある よう だ 。 セ カン ド ・ ア ル バ ム が ぜひ と 
も 聴き た か っ た グル ー プ の 一 つ で ある よう に 思う 。 オ ー バ ー グ ラウ ンド に 浮 
上 で きず に 消え た 数 々 の グル ー プ の 中 で も 特に 、 印 象 の 強い グル ー プ で 
あっ た だ け に 、 現 在 か ら 回 顧 する 想い は 募る ば か り で ある 。 ( 今 ) 


TRIP 

Fantasia 
Travelin Soul 
70 

@RCA PM 3561 





か つて は 幻 の 名 盤 と し て ファ ン を 騒が せ た 「Time 0f Change」。 グ ルー 
プ 自 体 の 人 気 も 下がる 一 方 で ちょ っ と 残念 。70 年 11 月 に 発売 され た 彼ら 
の セカ ンド ・ シ ング ル 、 ま ず ジ ャ ケッ ト に 目 が 行っ て し まう 。 い か に も それ らし 
き 出で立ち で 当時 イタ リア 国内 で そう 多く は な い 演 奏 主 体 の バン ド だ と 分 
か ら せ る 。1stLP と 同じ く Up&Down Studio の デザ イン に よる も の だ ろう 。 
1stLP は プロ グレ ・ フ ァ ン を 喜ば せる 内 容 と は 言い 難い が 、 そ れ で も オル ガ 
ン の 使い 方 、 曲 の 構成 な ど 注目 すべ き 点 を 見 つけ る こと は で きる 。 こ の 2 
曲 、 や は り 、 オ ル ガ ン 中 心 の プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク 風 と は いえ 、 曲 の 良さ も あ 
っ て 仲 々 飽き させ な い 。 初 期 の トリ ッ プ を 知る に は 最適 な 1 枚 と いえ る 。 サ ン 
トラ 盤 「Terzo Canare」 に も 収録 。 (吉瀬 ) 
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BUT 1 仁 SHH 


早い 話 が トリ ッ プ は 「Trip」「Caronte」 と 「Atlantide」「Time Of Change」 
の 二 期 に わか れる 。 前 者 が ギタ ー 系 ハー ド ・ プ ルー ス ・ ロ ッ ク 、 後 者 が ハモ 
ンド ・ オ ル ガ ン 系 E、L&P タ イプ 。 関 心 人 物 の フリ オ ・ キ リコ は も ちろ ん 後者 
の ドラ ウマー だ 。 パン ド は りー・ グ レイ の ギタ ー・ ワ ー ク か が から ジョ ー・ ヴ ェ ス コ 
ヴィ の キー ボー ド ・ ワ ー ク へ と 比重 を か け て いく わけ だ が 、2nd「Caronte」 
発表 の 年 に 由 た この 3 枚 目 の シン グル は 、 そ の 両側 面 を 聴く こと が で きる 。 
A 面 が アル バム 未収 録 。3 人 の イギリス 人 を 抱え た この バン ド の 英 米 ロッ ク 
筋 の も の で 、 泥 臭い サウ ンド に 少し 野 卑 な コー ラス が 乗る 。B 面 は 2nd か ら 
の カッ ト 。 オ ル ガ ン と メロ トロ ン を 利 か せ た バ ラー ド 調 の ヴォ ー カ ル 曲 で 比 
較 的 奥行 き が ある 。 (松本 ) 
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イト ロ ル ス は ニュ ー・ ト ロ ル ス の 前 身 だ と いう 話 が 以前 か ら 有 っ た が 残 
念 な が ら 今 だ に 確か な 確認 が 取れ て いな い 。 と いう の は 、 ど う や ら 元 々 友 
人 同士 だ っ た そう な の だ が 、 い ざ バ ンド を 組む 段階 に な っ て 所 調音 楽 的 
意見 の 相違 か ら 二 つ に 分 か れ て し まっ た らし い 。 そ し て トロ ルス と いう 名 前 
を 争っ て 裁判 沙汰 に まで 発展 し た と か 。 そ の 結果 負け た ヴィ ッ ト リ オ 派 が 
「 ニ ュー」 を 頭 に 付け る 事 で 一 件 落着 し た そう な の だ 。 し か し 結果 的 に は 
イ ・ ト ロ ル ス は '66 年 か ら '69 年 まで 7 枚 の シン グル を 出し た だ け で 解散 に 追 
い 込 まれ た の で ある 。 イ トロ ルス の メン バー は 5 人 で 、Dr, Ba ,Sax,Trum- 
pet,Organ 十 Banjo と いっ た 変則 的 な 構成 で 、 当 時 流行 り の ヒッ ト ・ ポ ッ 
プス 寄り の 音楽 を 演奏 し て いた 。 (片山 ) 
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Massime( ギ ター) 、Roberto (ベー ス ) 、Marco( オ ル ガ ン ) 、Mauro( ド 
ラム ス ) と いう 4 人 か ら 成 る グル ー プ L'Umanita が 、Gino Doretti と いう ボ 
ー カ リス ト を 迎え て 制作 し た この シン グル は 、 や や 古 さ を 感じ させ る も の の 、 
プロ グレ ッ シ ブ な 感覚 の 横 溢 し た サウ ンド を 聴か せ て くれ る 。“Non Am- 
dartene Stasera^Ora Tu 共に G. Dovetti の 荒 々 し < く 歌い上げる ボー 
カル と 棚 引 く よ う な オル ガン の 音色 が 耳 に 残る 。 テ クニ ッ ク 云 々 と いう 以前 
に 、 暗 く 淀 ん だ サウ ンド に 身 を 任せ る の も 又 一 興 で あろ う 。 美 し く 意味 深 長 
な ジャ ケッ ト は 透 逸 な る 出来 映え 。 沿 Stella Edim は ミラ ノ の レー ベル 。 

(鈴木 伸一 ) 
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ウン ベル ト ・ バ ル サ モ の 恐らく デビ ュー 曲 と 思わ れる 。 独 特 の ハス キー な 
声 で 真面目 な 愛 を 唄う 姿勢 は この 時 既に 確立 され て いた 様 だ が 、A 面 は 
^ 夏 の ディ スク ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル 1972? に 参加 し た 曲 で 、74 年 の 1st 
ALBUM「PASSATO PRESENTE E FUTURO」 に 別 ミッ クス で 収録 され 
た 。 静 か に 語り か ける 様 に た だ ひたむき に 愛 を 唄い 続け る パル サモ で あ 
る が 、 こ の 曲 の 中 に 既に パッ ティ ステ ィ に も 似 た 心 を 打つ 力 強 さ が 感じ 取 
れる 。 B 面 は L P 未収 の バラード だ が 、 名 アレ ンジ ャ ー の ジャ ン ・ ピ エロ ・ レ 
ヴェ ル ベ リ の 手腕 が 最大 限 に 発揮 され た 最高 の 出来 で で ハー プ 、 ブ ラス 、 
スト リン グ ス 、 ハ モン ド 、 シ ン セ と 総動員 し て 一 大 オー ケス トレ ーション を 聞 
か せ て くれ 、 イ ・ プ ー の ` パ ル シ フ ァ ル ” を ほう ふつ と させ る 。 (片山 ) 
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82 年 に アル バム 「MAI PIU'( 愛 を 置き 去り に し て ) 」 を 発表 後 、 バ ル サ 
モ は 何故 か シン グル し か 出さ な く な っ て し まっ た 。!84 年 、 移 籍 し た ば か り の 
FONIT-CETRA を 離れ WEA か ら シ ング ル 「IO VIVRO'/L'ESTATE 
(WEA 249388) 」 を 突然 発表 し た が 、 い き な り 曲調 が パッ ティ アー ト 路 線 に 
な っ て し まっ た 。 翌 年 再び レー ベル を MOMENTI に 移籍 し 本 作 を 発表 、 ビ 
ー ト 、 シ ン セ の 音色 、 使 う フ レー ズ の 全て が 完璧 に パッ ティ アー ト そ の も の 
に な っ て し まっ た 。 パ ル サ モ が 何 を 思っ て エレ クト リッ ク ・ ポ ッ プ へ 走っ た か 
知る 由 も な い が 、 サ ウン ド と いい ジャ ケッ ト と いい 中 々 美しく 仕上 が っ て いる 
所 は 流石 バル サモ で ある 。'90 年 、 ア ル バ ム 「RESPIRANDO LA NOTTE 
LUNA(CGD903171086) 」 を 久しぶり に 発表 、 今 後に 期待 で きる 力作 だ っ 
(片山 ) 


UNDER 2000 
Preghiera lamore 
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HELP レ ー ベ ル の シン グル 。 他 に も 2 枚 EP が ある らし い が 見 た こと は な 
い 。 が 、 こ の EPA 面 の 素晴らし さ に 触れ る と 握っ た 挙 が 離 れ な く な る と いう 
野口 英世 状態 に 陥 いる で あろ う 。 本 来 10 分 くら いか け て 仕掛 ける 展開 を 
強引 に 2 分 半 に 凝縮 し た と いう 感じ で めまぐるしく 展開 する の だ が 、 展 開 す 
る 度 に 狂おしい まで に 美しい フレ ー ズ が 紅蓮 の 炎 の 如く 聴 者 を 包み 込む 
で あろ う 。 オ ル ガ ン 、 泣 き の ギ ター、 フ ァ ル セッ ト の コー ラス 等 と いっ た 事 以 
前 に 曲 展開 の 勝利 と いえ る 。 さ な が ら 悪 代官 に 帯 を 引っ 張ら れ て 駒の 如 
き 回 転 で 着物 が は だ け て 布団 に 倒れ 込む 罪 の な い 町 娘 の 如く 、 悲 し く 、 美 
し く 、 そ し て ……' 乱 れる っ ./ ま さ に 太陽 と す オペラ の 国 イ タリ ア の 申し 子 と いっ 
た シン グル 。 (牧野 ) 
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70 年 代 来 か ら '80 年 代 前 半 に か け て の 日 本 人 ディ ー ラ ー/ コ レク ター に 
よる イタ リア ン ロ ッ ク 発 掘 作業 、 当 者 達 の 多 ど が シン フォ ニッ ク 好 きだ っ た た 
め 、 ハ ー ド 系 や アヴァ ン ギ ャ ルド 系 の 作品 を 過少 評価 する こと に な っ て し ま 
っ た 。 ア ンダ ー グ ラウ ンド ・ セ ッ ト も そう いっ た 例 の 一 つ だ っ た が 今日 で は オ 
ル ガ ン (ハー ド ) ファ ン に 聴か せる と 大 喜び する 代物 と し て 再発 見 され て い 
る 。 両 面 未 収 の 本 シン グル 及び B 面 未収 の 「Arcipelago/La Filibusta」 
(Radio RR1030) は 4 曲 共 テレ ビ 番 組 用 の も の の 様 で 、 バ ンド 自体 が スタ 
ジオ ミュ ー ジ シャ ン を 集め て 作っ た 企画 物 だ と する 識者 の 説 を 裏付け て 
いる と 考え て も いい 気 が す る 。 も う 一 枚 あ る らし い シ ング ル 「Una Lettera/ 
Libitum」(Tickle 71 TSP 1301) は 現物 未確認 。 (森下 ) 
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ウー・ テ ィ (UT) は 一 枚 の アル バム (MAROQUEE 12 号 ヨー ロ ピ アン ・ カ タ 
ログ ・ イ タリ ア 編 参照 の こと ) の 他 、 そ の アル バム か ら の 抜粋 と シン グル ・ テ 
イク を 収録 し た ベス ト ・ ア ル バ ム 的 色彩 の 強い 「La Strada Era Bella」 と 
計 2 枚 の アル バム を リリ ー ス 後 、 シ ング ル を 数 枚 リ リー ス し な が ら 70 年 代 
後半 まで 活動 を 続け 、 解 散 し て し まっ た グル ー プ で ある 。 後 期 の シン グル 
は 当然 、LP 未 収 曲 で 、 か な り タ イト に な っ て し まっ て いる も の の 、UT の オリ 
ジ ナ リティ を 感じ さす 好 作 品 群 で ある 。 こ こ で は 両面 と も LP に 収録 され て 
は いる が 、 ジ ャ ケッ ト の 美 し さ が 光る 本 シン グル を 代表 的 一 枚 と し て リス ト ・ 
アッ プ し て お く こ と に する 。 カ ンタ ウト ー レ と プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 橋渡し 
的 な グル ー プ UT。 機 会 が あっ た ら ぜ ひ 聴 いて ほし い 。 (山崎 ) 
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UT は '76 年 の シン グル ・ コ ン ピ レ ーション LP「La Strada Era Bella」 以 
後 も 活動 し て お り 、 何 枚 か の 未収 録 シ ング ル が 出 て いる 。 確 認 で きる か ぎ 
り は 、 他 に 「Lucia/Moonchid」(Bird CD 4536, "78),「Elisabetta Sa/ 
Treno Va」('79) が ある 。 ま た 掲載 外 の シン グル で 774 年 の 「Homo/Nel 
3000 D.C.」(Erre PR 3068) の B 面 曲 も 未収 録 。 当 シン グル の A 面 は 多少 
タイ ト な 演奏 に な りな が ら も 、UT と 判る 未収 ヴォ ー カ ル 曲 、B 面 は 彼 等 の 特 
徴 と も 言え る イン スト ・ チ ュー ン と いう 構成 に な か っ て いる 。 う まく 彼 等 の 音楽 
性 が まとめ られ て いる 。 エ コー の か か っ た フル ー ト の 調べ か ら ギ ター の 泣き 
へ 、 そ し て ヴァ イオ リン へ と 受け 継が れ て いく B 面 の クラ シカ ル な 曲想 が 透 
逸 。 こ ちら は 両 LP に 収録 。 (松本 ) 
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ENZO STAVOLO の LP/EP を リリ ー ス し た BCE か ら の リリ ー ス 。 両 面 と 
も に ヴォ ー カ ル ・ ナ ン バ ー。 こ れ 以 前 に 比べ る と 相当 演奏 も タイ ト に な り 、 彼 
等 の 特色 で も あっ た 激 甘 の ヴィ ブ プラート ・ ヴ ォ ー カ ル で さえ 、 す っ きり と し た 
も の に な っ て いる 。 ス トリ ング ス の 付け 方 も ポッ プ だ 。 時 期 を 思え ば 、 こ の 変 
化 は 自然 な 流れ と は 思う が 、UT の 、 他 数 多く の 歌 物 バン ド を し の ぐ 特 色 
の 、 イ ンス トゥ ル メ ンタ ル ・ パ ー ト が 聴け な い の は 残念 。 シ ング ル 1 枚 で は 判 
ら な いと し て も 、 音 作り の 傾向 に 変化 が 出 て き て いる よう に 感じ られ る 。 も ち 
ろ ん 歌 物 バ ンド の 性 格 は 変ら ない 。UT の イン スト ・ パ ー ト は 歌 の 補強 で は 
な く 〈、 そ れ 自 体 が 歌 メロ を より 多彩 に 展開 し た 積極 的 な も の だ っ た が 、 こ こ 
で は 歌 を 隠す 補強 に も 思え る 。 (松本 ) 





(The) VALERIANO GROUP 
LUrlo Del Vento 

Slow Down-Pian0, lu 
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The Valeriano Group の 知り 得る 限り に 訟 て 唯一 の 作品 。^Slow 
Down-Piano, Giu” は 乗り の 良い や や 屈折 し た ハー ド ・ ロ ッ ク 。 バ イオ リン 
も 導入 し て お り 割 と 良い 。 し か し 絶品 は ^L'Urlo Del Vento' で 、 シ ュー ル 
で 幻想 的 な 奮 囲 気 を 洪 え た その サウ ンド は 、 イ コラ イズ され た ボー カル 、 風 
の 音 の 如き シン セ サ イ ザー、 憂 舌 に 満ち た フル ー ト そし て 清澄 な ギタ ー の 
音色 が 一 体 と な っ て まる で 夢幻 の 荒野 を 初 往 うか の よう だ 。 も し この 方 向 
性 で アル バム を 制作 し て いた な ら ば 、 か な り の 水準 に 達し た 作品 に な っ て 
いた 事 だ ろう 。 (鈴木 伸一 ) 
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下っ 腹 の 出 た メン バー 写真 か ら は 想像 も で き な い 美しく や さ し い ラプ ブ ・ 
ロッ ク を 奏で る ヴェ キア ・ ロ カン ダ の 多分 唯一 の シン グル 。 ジ ャ ケッ ト か ら す 
る と ナポリ 出身 の グル ー プ か も し れ な い 。 両 曲 と も キー ボー ド を 多用 し た 
典型 的 な ラヴ ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド で 、 と ころ どこ ろ 入 る 泣き の メロ ディ に 共感 
を 持つ 方 も 多い だ ろう 。 イ タリ ア 人 に と っ て は 余り に も 当たり 前 の 曲調 だ か 
ら こ そ 、 無 名 の まま で 終っ て し まい 、 時 を 経て 異国 の 日 本 で 再 評価 され る 
の だ ろう 。 作 詞 ・ 作 曲 は A 面 は 、Gino Martinisi、Lutterotti、Capuano。B 
面 は 、Martinisi、Capuano。 (吉瀬 ) 








(LA) VERDE STAIONE 
La Verde Stagione 
Lacrime Sul Cuscino 
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レコ ー ド に 針 を 落と す や 否 や 、 な つか し いよ うな イタ リア ン ・ ラ ヴ ・ ロ ッ ク 
の 世界 へ の 引き こま れ て し まう 。'70 年 発表 な が ら 後 年 た (さん 生ま れ て くる 
この 手 の グ ルー プ と 比べ て も 腺 色 は な い 。 同 じ レ ー ベ ル の Formuia 3 が 
派手 な 活躍 を 見 せ て いる の に 比べ 、 実 に 対照 的 な サウ ンド を 持っ た 地味 
と は いえ 良い グル ー プ だ っ た の に 、 何 枚 か の シン グル を 発表 し て 解散 し て 
し まっ た よう だ 。 せ め て 1 枚 の LP で も 作っ て くれ て いた ら と 思う の は 私 だ け 
で は な い だ ろ う 。 私 の 持っ て いる 3 枚 の 中 で は この シン グル が 推薦 で きる 。 
A 面 は 甘く 切な い メ ロディ ・ ラ イン を 持っ た ラヴ ・ ロ ッ ク の 典型 と も いえ る サ 
ウン ド 。 ス トリ ング ス も 美しい 。B 面 は 幾 分 ポッ プ な 曲 で 、 ギ ター の メロ ディ が 
楽し い 。 (吉瀬) 





(LA) VERDE STAGIONE 
Milioni 思 Domanmde 
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GEMS と いう バン ド を 前 身 に し て 770 年 に 結成 され た ヴェ ル デ ・ ス タ ジ ョ 
ー ネ の セカ ンド ・ シ ング ル 。A 面 は ムー ディ ・ プ ルー ス の `Questions” を ジ 
ャ ン ・ ピ エロ ・ レ ヴェ ル ベ リ が オー ケス トラ ・ ア レン ジ し て の カヴァ ー・ ヴ ァ ー 
ジョ ン 。B 面 で は ヴィ プラ ー ト ・ ヴ ォ イ ス を 活か し て ロッ ク 色 の 強い メロ ディ ア 
ス な 面 を 見 せる 。770 年 代 初頭 な ら で は の 泣き を 力強く 仕上 げ 、 彼 ら の 代 
表 曲 に 拳 げ て お か し く な い だ ろ う 。 録 音 の 古 さ が 気 に な か る こと と 、 シ ング ル 
の 各 曲 に 出来 不 出来 の 差 が ある こと 、 な ど を 解消 し て いけ ば 、 フ ォ ル ムラ ・ 
トレ を 育て た ヌメ ロ ・ ウ ー ノ の こと 、 彼 ら の アル バム 用 に 書か れ た 曲 を 聴い 
て みた か っ た 気 が す る 。 結 局 は アル バム 製作 に は 至ら な か っ た 。 (松本 ) 
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一 枚 の シン グル を 残し た GEMS`Innamoratevi Unitevi/Seduto Per 
Terra*(Equipe EQ 0112) が 前 身 で 、 そ れ は ^Lovers of the World 
Unite*" の カヴァ ー で フォ ー ク ・ ビ ー ト 調 の も の 。 そ れ 以 前 に も パト リツ ィ オ を 
除く ナン ド と ルー カ の 兄弟 は ^Ti Fai Tanto Desiderare" を リコ ルディ か ら 
出し て いる 。GEMS か ら 当 シン グル まで は 3 兄弟 と いと この ファ ブリ ツィ オ 
の 4 人 編成 。 メ ジャ ー を 目指 し た よう だ が 、 当 シン グル の B 面 に も 顕著 な ア 
コー ステ ィ ッ ク 中 心 の 静か な サウ ンド は 強い 印象 を 残さ せる まで に は 至ら 
な か っ た 。 A 面 は 「 エ リー ゼ の た め に 」。 こ の 後 、 メ ヌメ ロ ・ ウ ノ か ら リ フィ に 移 
籍 し 、 編 成 を 変え な が ら プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 世界 へ 入っ て いく こと に な 
る 。 (HIRO TANAKA) 





(LA) VERDE STAGIONE 
Lonesta 
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イタ リア ン ロ ッ ク の レー ベル で 、 ま ず 頭 に 浮か ぶ の が 、PFM や Formula3 
な どの Numero Uno、 そ の Numero Uno か ら シ ング ル を 、 リ リー ス し て い 
る 彼ら だ が 、 レ ー ベ ル が メジ ャ ー な 割 に は 成功 し な か っ た よう だ 。 確 か に 、 
曲 、 演 奏 、 唄 と どれ を 取っ て も 他 の グル ー プ に 劣る 所 こそ 無い が 、 言 い 替 
えれ ば 、 こ れ が 、Verde Stagione だ と 、 言 っ た セー ルス ポイ ント に 、 欠 け て 
いた よう に 思わ れる 。 し か し 、 ヴ ォ ー カ ル な ど 決 し て 悪く 無く 、 そ の 甘い 声 を 
生か し た 。 ラ ヴ ロ ッ ク 風 味 の 強く きい た 曲 を 、 も っ と た くさ ん 作っ て いれ ば 、 
われ われ リス ナー も 楽し み が 増 えて いた の に 。 イ タリ アン ロッ ク 全 盛 期 の ' 
70 年 代 に 数 枚 の EP 盤 を 発表 し た `Verd Stagione' 決 し て 忘れ る 事 の 出 
来 な い 名 前 で ある 。 ( 堤 野 ) 
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一 瞬 ヾ Acqua Tarkus" か と 思っ て し まう キー ボー ド の メロ ディ ・ ラ イン 、 
その あと に 来る ナイ ー ヴ な 歌声 、 ア コ ・ ギ の 響 きも よく 、 や が て ドラ ム の ロー 
ル と 骨太 な ベー ス ・ ラ イン か ら 再 び Acqua Tarkus ふ うに キー ボー ド ・ プ レ 
イ へ 。 こ ん な A 面 と 、 ス トリ ング ・ シ ン セ を バッ ク に リズ ム ・ セ クシ ョ ン が 技巧 
的 な と ころ を 見 せる そん な B 面 で 、 プ ログ レ ・ フ ァ ン の 気 を 魅 か な い は ず が 
な い 。 と ころ が 資料 / 情 報 は 何 も ちな い 。 い つ 録 られ た の か も 判ら な い 。 チ ョ ッ 
パー・ ベ ー ス ・ タ ッ チ の B 面 を 聴い て いる と 70 年 代 後半 な の か 。 ジ ャ ズ ・ ロ 
ッ ク 系 と 言う に は A 面 の ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト が 叙情 的 。 ド ラム の 音 が べし ゃ 
け て いる 録音 だ と いう の に この ベー ス は 相当 な 実力 だ 。16 チ ャ ン ネ ル 以 
上 で アル バム を 期待 し た い 。 (松本 ) 
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後に イル ・ ヴ ォ ー ロ の キー ボー ド 奏 者 と な る ヴィ ンチ ェ ・ テ ン ペ ラ の それ 
以前 の シン グル 。 彼 は 後に 何 枚 か の ソロ ・ ア ル バ ム も リリ ー ス し て いる わ 
け だ が 、 む し ろ ア レン ジャ ー や キー ボー ド 奏 者 と し て の 参加 の 方 が 有名 か 
も し れ な い 。 こ の シン グル が 出 た 72 年 と いう と 、 例 えば TEATRO 
TEMPORANEAMENTE TRABALLANTE(T.T.T.) と の 共 作 等 が ある 。 
A 面 は TV 番組 の テー マ 曲 らし く 、 ア ッ プ ・ テ ン ポ で ポッ プ な 曲調 を サッ クス 
や トラ ン ペ ッ ト が リー ド し 、 キ ー ボ ー ド が 終始 動き の 激しい パッ キン グ を つけ 
て いる 。 少 し ファ ン キ ー な 曲調 だ が キー ボー ド * ト ー ン は くす ん で いる の で ロ 
ッ ク っ ぽい 。B 面 も タイ プ と し て は 似 て いて 、 や は り ア グレ ッ シ ヴ な ポッ プ ・ イ 
ンス トゥ ル メ ンタ ル ・ ナ ン バ ー に な っ て いる 。 (松本 ) 








(|) VULCANI 
Era DEstate 
Primavera In Te 
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@Metropole SM 013 
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稚 抽 な 西部 劇 の 広野 と F ド クロ の イラ スト の この ジャ ケッ ト を 見 た 時 に は 、 
まさ か こん な に 良い 音 が 出 て くる と は 思わ な か っ た 。 確 か に A 面 の ナン バー 
は この イラ スト 通り の イン ディ アン を 歌っ た 曲 だ っ た が 、B 面 の ~Primavera 
In Te" が 名 曲 。 イ ント ロ や 中 間 部 と 歌 パ ー ト の 場面 展開 が 激しい 曲 で あ 
り 、 歌 中 は オル ガン の 白 タ マ を バッ ク に 歌う この 当時 の 平均 的 な 歌 も の だ 
が 、 こ れ が イン トロ 、 エ ン デ ィング で は 一 転 し て 壮大 な オル ガン を バッ ク に 力 
強く 気品 に も 温 れ る フル ー ト が 飛び 回 わる プロ グレ へ と 早変わり 。 や っ ぱり 
クラ シッ ク が 生活 に 息づい て いる お 国 が ら が ま し い 。 隠 れ た B 級 シン グ 
ル の 名 作 だ 。1972 年 に Metropole と いう 超 マ イナ ー な レー ベル か ら リ リー 
ス さ れ た も の で ある 。 (N.Ueno) 
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@Produzioni Ventotto PRV 28009 
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アナ ロジ ー の 前 身 。 メ ン バ ー は LP 発 表 時 と 同じ だ が 770 年 の 結成 か ら " 
72 年 の 頭 ま で は この 名 前 で 活動 し て いた 模様 。 音 の 方 は アナ ロジ ー と 同 
ー メ ン ツ だ け あ っ て オル ガン ・ ロ ッ ク で 女性 ヴォ ー カ ル 、 歌 詩 は 英語 で あ 
る 。 演 奏 は 安定 し て お り そ の 落ち 着い た 音 造 り も あっ て むし ろ 英 米 風 。'60 
年 代 来 か ら '70 年 代 初頭 の 作品 に 通じ る 、 や や ケイ ケ ・ プ ログ レ 直 前 な 印 
象 を 持つ が 、 当 時 に あっ て この 作品 が 抜き ん 出 た も の と は 言い 難い 。 完 
度 を 落と し て で も も っ と 新 な 試み が 欲し か っ た 、 と 思う が 23 年 前 は これ で 
良かっ た の だ ろう か 。 同 じ レ ー ベ ル の Terza Classe の シン グル 「Animal 
Love/Jimmy」('73, PRV28003) も も っ と 熱い サイ ケ で 良い 出来 で ある 。 
今後 の 発掘 に 期待 が 持て そう な レー ベル だ 。 (森下 ) 
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GENTLE GIANT 


(特選 プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ) 
@PENDRMGON/Tle Wimw 0f Il 
@|U/Ever 
@PALLAS 

/The Sentinml 

/Knightmoves To Wedge 
@STHANGERS ON TRAIN 

/The lahyim 
@ILLUSION/Madnnna Blle 
@MAGMA/Magma live 
@PETEH HAMMILL 

/Lnnps & Hegls 

/There Gaes The Dayligt 





SOLSTICE 


〒160 東京 都 新宿 区 西新 宿 7・5・5 新宿 ダイ カン ブラ ザ 755・? 階 TEL03(3363)3669 
営業 時 間 (平日) 一 19 時 (休日 )11-17 時 定休 日 * 毎 週 月 曜日 


専 / / 


陸 に ER OH け 2 の 9 ' 


寺 ( い 時 か 。 
芝生 め の も 


RDNSIPUISOE 


/0ffensichtlich Gnld Fisch 
@GENTLE GIANT 

/Mmuiring The Taste 

/Civilian 

/Giant For A Day 

/In 』 Glass House 

/Imteriew 

/Free Hand 

/The Power And The Blo 

/The Missinn Plece 

/0ctonus 

/Playimg The Fml 

/Same 


PENDRAGON 


NE いい 


NM Ms ei 


PETE SINFIELD 


STICK & STRING QUARTET 





新宿 レコ ー ド 日 本 で 初め て スタ ー ト し た B0・70 年 代 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 専門 店 


EEE Ipdeftle Rg 





BO HANSSON 


@BO HANSSDN/lrd 0f Tle Rinns @TARANTULA /1st /2m 


@SULSTICE/New Life 
@10S CANARIOS/Ciclps 
@EVERON/Parad0xes 
@ANYONE'S DAUGHTERH 
/Anmis 
/same 
/Piktors VerwandlunnBh 
/In Blau 
/NMeue Sterme 
/live 
@【EVIN MYERS/S0mm Fr Mem 
Hmies (live im Japan 1992) 





PALLAS 


人 ンプ 5 クム っ 
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4 ト %) 


HP 


Rare recOrHS only 
Tadashi Morishita 


Wine Home A 101, 2-2-12 
Nishi-ikehukuro, TOSHIMA-KU 


TOKY0 171 JAPAN 


時 則 抽 


@PETE SINFIELD/Stl 
(イタ リア ン ・ ブ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ) 
@HOUMANTIE MRRIORS/Ballgfl 
@iL ALLUMINOGENI 
/Genl Mutamli 
@LA PENTOLA PMPIN/same 
@PHOEESSION/Frontiera 
@STIEK & STHING 0UARTET 
@CONSOHZIO MOUA PUTMBILE 
/Sala Barsa Live 1977 
/Nei Barghi Del Temno 
@V り .A./Fafni 


※ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 名 盤 ・ 廃 盤 の 数 々 を 世界 各国 か ら 輸入 し て 取 揃 えて お り ま す 。 


本 集成 に も 





TARANTULA 





ga A 
STRANGERS ON A TRAIN 





CANARIOS 


@COURT/same 
@MAXOPHONE/samg 
人 @LOEANDA DELLE FATE 
/Farse.…with Extra Tracks 
@SYNDONE/Inca 
@CALLIOPE/Cittai Frnmtiera 
@PFM/Live In Janan 
@URME/Ad lriam 
@|BIS/same 
@BALETTO 四 BRONZD 
/YS-with Extra Tracks 
@LATTE E MIELE 
/Pamilon-with Extra Tracks 





ILLUSION 


新宿 レコ ー ド 


主 画 僧 力 し て お り ま す 。 


通販 屋 で あ リ スト 請求 下さ い 。 

アン ニ ヴェ ルディ ノ 森 下 中 

〒171 東京 都 豊 島 区 西池 袋 
ウー プ バ 才 ^ 泊 | 


4 








輸入 盤 ・ 中 古 盤 専門 店 PAM 町 田 店 AU ビル 2F 
レコ ヨー ド ハ ウ ス 


GSM 


第 ジフ ミキ リ 
ブリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク 、 
ユー ロ ・ ロ ッ ク 多 数 在庫 あり 
LP・CD 高 価 買 取り ます 。 


〒194 東京 者 町田 市 中 町 1 一 15 一 9 骨 ビ ル 2F 
TEL 0427-23-1005 候 火 曜 定休 営業 時 間 1:00PM 一 8:00PM 


池袋 駅 又は 目白 駅 
PM2.00-7.30 
火曜 日 は 休み 

豊島 区 西池 袋 2-17-8 
03-5992-5787 


AIUAIC SALES NETWORK ー z 成 六 ヽ 年 ] 
7797200722 ん 7 2 アナ ログ ・LP 世 紀 末 これ が 最後 


在庫 一 授 セ ー ル 

廃盤 、 買 少 盤 の 専門 店 // 〈 通 折 専 想 

@ ] 一 ? カ 月 に 1 回 カタ ログ 発行 。 1 月 5 日 1 0 日 全品 1 0% 引 き 
@ ご 希望 の 方 は 3B0 円 を 郵便 振替 (東京 5 -1]1656 プロ グレ ッ シ ヴ ・ ア ー テ ィ ス ト 1 2 0 20% 

リー) で 振込 むか 、 切 手 7 円 を 5 枚 同封 の 上 で ご 請求 下さ い 。 (申込 方 法 が 変わ 0 

り ま し た 。 御 注意 下さ い 。) 19 <24 30% 
廃盤 、 ブ ログ し 高価 買い 取り 致し ます 。(1]0 枚 以上 出張 又は 送料 も ち で 買 2 人 32S68 40% 

い 取 り ま す 。) 

※ 志 新宿 線 朋 握 駅 に 業務 係 設置 / の 月 証 2 計 2 ン 5 0% 

不在 の 場合 あり ます の で TEL 確認 の 上 、 ご 来店 下さ い 。 (東京 者 江戸 川 区 船 2 直 六 款 > 

堀 4-9 -83 サン ハイ ツ 船 堀 11]1 プロ グレ ッ シ ヴ ・ ア ー テ ィ ス トリ ー 業 務 係 ) 9 値段 、 交渉 次 第 


TEL & FAX = Est ん | (委託 盤 は 除く ) 


ロロ コー 互選 きら 1 1245- 29 Ukitq-cho,Edogawg-ku, Tokyo 134 


HGEE- 革 昌 人 記 る 


プロ グレ 系 アナ ログ 廃盤 専門 店 都内 最後 の 砦 


NMNL・ NEN 届 ら 邊 088 門 潤 中 rr 記 許 
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イタ リア ー 国 内 盤 か ら 外国 盤 特価 品 、 大 物 廃盤 か ら 知ら れ ざ 22 の 
る 名 盤 、 末 開拓 の 歌 も の 間 で フォ ロー。 シ ング ル も 充実 。 人 

し の アプ た コリ 3 
その 他 、 ブ リティ ッシュ 、 ジ ャ ー マ ン 、 フ ラン ス 、 ジ ャ パニ | 是 林 の ロッ ク 


ー ズ 、 ア ザー ヨー ロッ パ 等 アナ ログ 廃盤 、 中 古 盤 は 1 万 枚 の |2-M ド 1 ド 705 


品 揃え で す 。 CD も ニュ ー リ リ scls 拍 (| 


ー ス 、 中 古 等 ます ます 充実 中 〒150 東京 者 小谷 区 宇田 川町 36-2 ノア 小谷 1OF 1003 号 
年 非 一 度 御 来店 くだ さい 。 0C と 62 避 022 ド ) 
営業 時 間 12:00-20:00 火曜 定休 


エーロ ピン アニ こ 
トウ 生生 


メイ タリ ア 毅 、 フ ラン ス 盤 の 在庫 は 日 本 随 一 EUROPEAN POPS & 
支 英語 圏 は 取扱 つて こおり ま せん EASYLISTENINCG MUSIC 































@ 通 版 リ スト ご 希望 の 方 は フラ ンス 、 イ タリ 
剛 。 婦 ス ペイ ン 、 イ ー ジ ー リ スニ ング の うち ご 
希望 の ジャ ン ル を お 書き に な り 、6 円 切手 
各 ら 枚 を 下記 住所 に 。 会 3( づ どど どど ) 王 4 ど 呈 
円 @ 営業 時 間 /18:00 一 0:OO( 日 奈 日 18:00 一 18:00) 
D @ 定 休 日 / 毎 遇 水曜 日 ご 土 ・ 曰 を 除く 祝 茜 日 
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